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国立国語研究所の活動（2021年度）

第 16回NINJALフォーラム
「多様な言語資源に基づく日本語研究」

2022年 2月 19日，Web開催

令和 3年度国立国語研究所
日本語教師セミナー（海外）
2022年 3月 12日，Web開催

NINJALジュニアプログラム（出前授業）
2022年 1月 24日，国分寺市立第三小学校

国立国語研究所編『日本語の大疑問—眠れなくなるほど
面白いことばの世界』刊行（幻冬舎，2021年 11月 25日）
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2021年度年報の発刊に当たって

2021年度の年報をお届けします。2021年度は第 3期の総まとめとなっています。2022年 4月から第 4期
中期計画が始まりました。第 4期はオープンデータ，オープンサイエンスを中心に，「開かれた言語資源に
よる日本語の実証的・応用的研究の共創」と題し，データの収集方法，コーパスの作成方法，活用方法につ
いて研究し，新しい提案をする予定です。

Mouton Handbooks of Japanese Language and Linguistics全 12巻は今年度中に全巻出版の予定でした
が，第 7巻Dialect，第 1巻Historyの出版は来年度になりました。すでにHistoryはすべての原稿がそろい，
第 7巻もほぼ完成していますので，来年度にこの 2巻が出版されれば，特定の理論に偏らず，広く日本語に関
する記述的，理論的研究を概観する，画期的なハンドブックとなり，現在の日本語研究の水準を示すものとな
るかと思います。第 4期からはDe Gruyter Mouton社との新たな協定の下に，Mouton-NINJAL Library of
Linguisticsという新たなシリーズをスタートし，すでに第 3巻 Timothy J. Vance，Irregular Phonological
Marking of Japanese Compounds：Benjamin Smith Lyman’s Pioneering Research on Rendaku，第 4巻
Hajime Hoji et al.，The Theory and Practice of Language Faculty Scienceの 2巻が出版され，第 1，2巻も
来年度中には出版される予定です。また，このシリーズは来年度からはフリーアクセスのオンライン出版で
も出版されます（https://www.degruyter.com/serial/mnll-b/html#volumes）。
これに関連して，従来から国立国語研究所（国語研）では刊行物をCCBYライセンスで取得できるように

していますが，第 4期からは国語研が出版する書籍やプログラムに関しても，いくつかの例外をのぞき，オ
ンラインフリーアクセスにできるようにしていく予定です。
第 4期では海外機関との協力関係を強化し，国際発信に努めています。国語研はハワイ大学との

MOUに基づく密接な協力関係のもと，日本の危機言語・危機方言および周辺地域の危機言語研究の成
果を世界に発信して行くために Brill社と協定を結び，フリーアクセスのオンライン出版を行っていま
す（https://brill.com/display/serial/ELSL?language=en）。2022年 11月に最初の本である Shimoji,
Michinori ed. An introduction to the Japonic Languagesが出版されました。2023年度にも何冊かの出版が
予定されています。このオンライン出版は国語研関係者・ハワイ大学関係者なら，厳正な審査の上，出版費
用を国語研が負担する形で出版されますので応募をお願いします。それ以外の方は出版費用を確保の上審査
を受けてください。
第 4期では，さらに多くの共同研究を行うために，2021年度から国語研の設備や資料を用いて行う共同研
究を新設しています。国語研が 70年間以上収集・整理してきた未公開資料などを利用しながら研究を行って
いただくものです。これまでと異なり，修士論文，博士論文などの執筆のために利用することも可能になる
かとおもいます。随時受け付けていますので，多くの応募をお待ちしています。詳しくは国語研ホームペー
ジをご参照ください。
私の任期は 2023年 3月 31日をもって終わり，4月 1日からは前川新所長が赴任いたします。5年 6か月

の任期中は皆様方のおかげを持ちまして，国語研の研究力強化と発展にまい進することができました。感謝
申し上げます。国語研を引き続きよろしくお願いいたします。

2023年 3月
国立国語研究所長
田 窪 行 則
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概 要



I 概要
1 沿革とミッション

沿革
国立国語研究所は，国語に関する総合的研究機関として 1948（昭和 23）年に誕生した。幕末・明治以来，
国語国字問題は国にとって重要な課題であり，様々な立場からの議論がおこなわれてきた。第二次世界大戦
の敗戦とその後の占領期は大きな転機となり，戦後，我が国が新しい国家として再生するに当たって，国語
に関する科学的，総合的な研究をおこなう機関の設置が強く望まれるようになった。各方面の要望を受けて
「国立国語研究所設置法」が昭和 23年 12月 20日に公布施行され，国家的な国語研究機関である国立国語研
究所の設置が実現したのである。その後，明治時代から大正，昭和初期にかけての日本語の混乱（漢字の激
増や，文語と口語の違いなど）を収拾し日本語の安定化に資するという当初の設置目的が薄れるとともに旧
国立国語研究所は廃止され，2009（平成 21）年 10月 1日に大学共同利用機関法人人間文化研究機構の下に
設置された。現在，国立歴史民俗博物館，国文学研究資料館，国際日本文化研究センター，総合地球環境学
研究所，国立民族学博物館に次ぐ 6番目の研究機関として再発足し，日本語および関連する領域の学術研究
機関として活発な活動を展開している。

ミッション
国立国語研究所は，日本語学・言語学・日本語教育の国際的研究拠点として，国内外の大学・研究機関と
連携することによって大規模な共同研究を全国的・国際的に推進し，共同研究から得られた各種の成果や学
術情報を研究者コミュニティと一般社会に提供することで，日本語と人間文化の新しい研究領域を開拓する
ことを実質的なミッションとしている。そのため，大学共同利用機関への移行にあたっては，研究所の英語
名称 “linguistics”（言語学）という言葉を加え，National Institute for Japanese Language and Linguistics
（「日本語と日本語言語学の国立研究所」，略称NINJAL（ニンジャル））とした。言語学・日本語学とは，日
本語を人間言語のひとつとして捉え，ことばの研究をとおして人間文化に関する理解と洞察を深めることを
意図した学問であり，そこには，当然のことながら，「国語及び国民の言語生活，並びに外国人に対する日本
語教育」（設置目的）に関する研究が含まれる。
日本語の研究を深めることは，究極的には日本という国を発展させることにつながる。私たちの財産であ
る日本語を将来に引き継ぎ，発展させていくことが国立国語研究所の役割である。

2 2021年度の活動の概略
国立国語研究所では，国内外の諸大学・研究機関と連携して，個々の大学ではできないような研究プロジェ

クトを全国的・国際的規模で展開しているが，第三期中期計画の 6年間においてそれらの土台となるのは「多
様な言語資源に基づく総合的日本語研究の開拓」という第三期機関拠点型プロジェクトの研究目標である。
この目標の達成に向け，2016年度より 6件の基幹共同研究プロジェクトを中心に活動してきた。2021年度
においても新型コロナウイルス感染症の影響はおさまらず研究活動に影響が生じたものの，実施方法をオン
ラインに切り替える等の対応によりほぼ計画通り研究を進め，第 3期のプロジェクトを無事に終えることが
できた。詳細は次のとおりである。
（1）研究成果の公開
•第 3期の研究成果をとりまとめて広く一般に公開するために，全プロジェクト合同のフォーラムをオン
ラインで開催するとともに，各プロジェクトが最終成果報告として，国際シンポジウム等 8件，国内シ
ンポジウム等 38件を開催した。また昨年度実施した全プロジェクト合同シンポジウムの成果を論文集
にまとめて刊行するなど，合計で 15冊の書籍・報告書を刊行した。これにより第 3期の研究成果を広く
研究者コミュニティーに発信し，日本語および日本語教育に関する研究拠点性を伸張させた。
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•共同利用の推進のために外部機関と連携して言語資源の整備をおこない，『統語・意味解析コーパス』『日
本語諸方言コーパス』『日本語日常会話コーパス』『BTSJ日本語自然会話コーパス』など 6点のコーパ
ス・データベース等を最終公開した。これにより，第 3期に計画していたコーパス 5件，統合検索シス
テム 1件の開発を全て達成するとともに，目標を大きく上回るコーパス・データベース等 58件，検索
システム等 3件の新規構築・追加公開をおこなった。これらのコーパスの一部はオンライン検索システ
ム「中納言」で公開されており，令和 3年度の新規登録ユーザー数は 8,294（昨年度比 122 %）人，検
索数は 191万件（昨年度比 115 %）と，広く研究に活用された。このうち令和 3年 3月に最終公開した
『日本語日常会話コーパス』は，映像データを含む日常会話を対象とする世界的にも新しいコーパスで
あり，言語研究のみならず人工知能研究や自閉症研究など幅広い分野で活用されたほか，『岩波国語辞
典第八版』『三省堂国語辞典第八版』の改訂にも用いられた。「日本語の日常会話を収録した豊富なア
ノテーションを含む大規模なコーパスであり，対話の研究に幅広く利用できる価値の高い言語資源」と
して，NLP2022言語資源賞（言語資源協会・言語処理学会）を受賞するなど高く評価された。
• 28件の公募型共同研究を実施した。このうち　，国語研が保有する言語資源等の研究資料や実験機器等を活
用する 3類型の外部公募型共同研究（共同利用型）を令和元年度・2年度に新設し，今年度は 25件（昨年度
比 147 %）を採択するなど，開かれた大学共同利用機関として外部公募型共同研究を積極的に推進した。
•言語資源の幅広い活用のためにコーパスの拡充を進め，令和 3年度には『現代日本語書き言葉均衡コー
パス』2件，『日本語話し言葉コーパス』10件の商業利用契約があり，音声認識のソフトウェア開発な
どに活用された。さらに，産業界との連携事業として，今年度新たに 2社との共同研究契約に基づく共
同研究を結び，計 5社との共同研究をおこなった。このうちレトリバ社との共同研究に基づき「日本語
話し言葉BERT」を公開した。またピコラボ社との情報処理学会「人文科学とコンピュータ研究会」に
おける共同発表「『日本語歴史コーパス』の誤り修正プラットフォームの開発」が「じんもんこんベス
トポスター賞」を受賞した。さらに富士通研究所と連携してシンポジウム「ビジネス日本語の研究と教
育—文書改善に必要な条件を探る」を開催，産学連携でUniversal Dependenciesのデータ整備を推進
し第 3回Universal Dependencies公開研究会を開催するなど，言語資源を中心とする産業界との協働に
よる学術的研究を推進した。
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（昨年度比 122 %）件，4,347名（昨年度比 137 %）の学生等に発行するなど，国語研究所提供のコーパ
スが授業で広く活用された。
•大学院でおこなった連携授業の内容を再編集した教科書『地域文化の可能性』を出版したほか，令和 2
年度に刊行した教科書『コーパスで学ぶ日本語学日本語の歴史』を共同研究員の担当する大学・大学院
の計 28の授業で利用することにより教育プログラムを検証した。
•大学生・大学院学生向けに「言語学レクチャーシリーズ　」パイロット版を新たに 8本作成してYouTube国語
研チャンネルにて公開し，既公開分とあわせ年間 79,336回再生されるなど，大学等で広く活用された。

（3）社会連携・社会貢献
•新型コロナウイルス　感染拡大防止のため　，学生や一般向けのイベントであるオープンハウスやニホンゴ　探検
をオンラインで　開催し，29件の動画コンテンツを公開したところ，14,251件の参加（アクセス）があった。
•研究成果を一般に向けて伝えるために，書籍『日本語の大疑問—眠れなくなるほど面白いことばの世界』
（幻冬舎新書）を刊行した。これは国語研に関わる所内外の研究者が執筆し，ポータルサイト「ことば研
究館」に掲載した記事を再編集したものである。3月末時点で，紙版 7刷 63,000部，電子版約 2,500ダ
ウンロードに達し，『週刊東洋経済』『サンデー毎日』『しんぶん赤旗』に書評が掲載されるなど，大きな
反響を得た。本書は電子書籍，オーディオブックでも配信された。
•協定に基づき椎葉方言の語彙集の刊行の編纂を進め，『椎葉方言語彙集』（宮崎県椎葉村・国立国語研究
所）をまとめた（令和 5年４月刊行）。また協定に基づき知名町と共同で知名町中央公民館講座「しまむ
にサロン」を 10回開講した。こうした地域社会との連携を通して方言の記録・保存・復興に貢献した。
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1 沿革とミッション

沿革
国立国語研究所は，国語に関する総合的研究機関として 1948（昭和 23）年に誕生した。幕末・明治以来，
国語国字問題は国にとって重要な課題であり，様々な立場からの議論がおこなわれてきた。第二次世界大戦
の敗戦とその後の占領期は大きな転機となり，戦後，我が国が新しい国家として再生するに当たって，国語
に関する科学的，総合的な研究をおこなう機関の設置が強く望まれるようになった。各方面の要望を受けて
「国立国語研究所設置法」が昭和 23年 12月 20日に公布施行され，国家的な国語研究機関である国立国語研
究所の設置が実現したのである。その後，明治時代から大正，昭和初期にかけての日本語の混乱（漢字の激
増や，文語と口語の違いなど）を収拾し日本語の安定化に資するという当初の設置目的が薄れるとともに旧
国立国語研究所は廃止され，2009（平成 21）年 10月 1日に大学共同利用機関法人人間文化研究機構の下に
設置された。現在，国立歴史民俗博物館，国文学研究資料館，国際日本文化研究センター，総合地球環境学
研究所，国立民族学博物館に次ぐ 6番目の研究機関として再発足し，日本語および関連する領域の学術研究
機関として活発な活動を展開している。

ミッション
国立国語研究所は，日本語学・言語学・日本語教育の国際的研究拠点として，国内外の大学・研究機関と
連携することによって大規模な共同研究を全国的・国際的に推進し，共同研究から得られた各種の成果や学
術情報を研究者コミュニティと一般社会に提供することで，日本語と人間文化の新しい研究領域を開拓する
ことを実質的なミッションとしている。そのため，大学共同利用機関への移行にあたっては，研究所の英語
名称 “linguistics”（言語学）という言葉を加え，National Institute for Japanese Language and Linguistics
（「日本語と日本語言語学の国立研究所」，略称NINJAL（ニンジャル））とした。言語学・日本語学とは，日
本語を人間言語のひとつとして捉え，ことばの研究をとおして人間文化に関する理解と洞察を深めることを
意図した学問であり，そこには，当然のことながら，「国語及び国民の言語生活，並びに外国人に対する日本
語教育」（設置目的）に関する研究が含まれる。
日本語の研究を深めることは，究極的には日本という国を発展させることにつながる。私たちの財産であ
る日本語を将来に引き継ぎ，発展させていくことが国立国語研究所の役割である。

2 2021年度の活動の概略
国立国語研究所では，国内外の諸大学・研究機関と連携して，個々の大学ではできないような研究プロジェ

クトを全国的・国際的規模で展開しているが，第三期中期計画の 6年間においてそれらの土台となるのは「多
様な言語資源に基づく総合的日本語研究の開拓」という第三期機関拠点型プロジェクトの研究目標である。
この目標の達成に向け，2016年度より 6件の基幹共同研究プロジェクトを中心に活動してきた。2021年度
においても新型コロナウイルス感染症の影響はおさまらず研究活動に影響が生じたものの，実施方法をオン
ラインに切り替える等の対応によりほぼ計画通り研究を進め，第 3期のプロジェクトを無事に終えることが
できた。詳細は次のとおりである。
（1）研究成果の公開
•第 3期の研究成果をとりまとめて広く一般に公開するために，全プロジェクト合同のフォーラムをオン
ラインで開催するとともに，各プロジェクトが最終成果報告として，国際シンポジウム等 8件，国内シ
ンポジウム等 38件を開催した。また昨年度実施した全プロジェクト合同シンポジウムの成果を論文集
にまとめて刊行するなど，合計で 15冊の書籍・報告書を刊行した。これにより第 3期の研究成果を広く
研究者コミュニティーに発信し，日本語および日本語教育に関する研究拠点性を伸張させた。

4 I 概要
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I 概要
1 沿革とミッション
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ミッション
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意図した学問であり，そこには，当然のことながら，「国語及び国民の言語生活，並びに外国人に対する日本
語教育」（設置目的）に関する研究が含まれる。
日本語の研究を深めることは，究極的には日本という国を発展させることにつながる。私たちの財産であ
る日本語を将来に引き継ぎ，発展させていくことが国立国語研究所の役割である。

2 2021年度の活動の概略
国立国語研究所では，国内外の諸大学・研究機関と連携して，個々の大学ではできないような研究プロジェ
クトを全国的・国際的規模で展開しているが，第三期中期計画の 6年間においてそれらの土台となるのは「多
様な言語資源に基づく総合的日本語研究の開拓」という第三期機関拠点型プロジェクトの研究目標である。
この目標の達成に向け，2016年度より 6件の基幹共同研究プロジェクトを中心に活動してきた。2021年度
においても新型コロナウイルス感染症の影響はおさまらず研究活動に影響が生じたものの，実施方法をオン
ラインに切り替える等の対応によりほぼ計画通り研究を進め，第 3期のプロジェクトを無事に終えることが
できた。詳細は次のとおりである。
（1）研究成果の公開
•第 3期の研究成果をとりまとめて広く一般に公開するために，全プロジェクト合同のフォーラムをオン
ラインで開催するとともに，各プロジェクトが最終成果報告として，国際シンポジウム等 8件，国内シ
ンポジウム等 38件を開催した。また昨年度実施した全プロジェクト合同シンポジウムの成果を論文集
にまとめて刊行するなど，合計で 15冊の書籍・報告書を刊行した。これにより第 3期の研究成果を広く
研究者コミュニティーに発信し，日本語および日本語教育に関する研究拠点性を伸張させた。
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（4）国際連携・国際発信
•日本語学に関する研究成果を広く海外の日本語研究者に伝え，日本語研究の更なる国際化をはかるた
めに，国際会議「QUALICO 2021（国際計量言語学会議）」を誘致開催したほか，ソウル大学との学術
交流協定に基づき「The 3rd NINJAL-SNU Joint Workshop on Japanese and Korean Phonology」と
「Workshop on Data-oriented approaches to meaning in Korean and Japanese」を共同開催するなど，8
件の国際会議・ワークショップ等を開催した。
•日本語学に関する国際的研究拠点としての機能を強化するために，英国オックスフォード大学との国際
学術交流協定に基づき共同研究を推進し，万葉集等の上代の日本語資料を収録した『オックスフォード・
NINJAL上代語コーパス』を更新したほか，天津外国語大学および韓国外国語大学校と新たに学術交流
協定を締結して日本語学習者のコミュニケーションに関わる共同研究を開始するなど，海外ネットワー
クを強化した。
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3 組織

（1）組織構成図
2021年度

運営会議

外部評価委員会

所長

田窪 行則

情報基盤室

国際連携室

広報室

監査室

研究情報発信センター

コーパス開発センター

センター長：石黒 圭（教授）

センター長：山崎 誠（教授）

研究推進課

管理部

部長：戸部 信幸

総務課

課長：草彅 公

財務課

課長：笹田 敬顕

課長：勝平 宏

理論・対照研究領域

領域代表：窪薗 晴夫（教授）

言語変異研究領域

領域代表：五十嵐 陽介（教授）

言語変化研究領域

領域代表：小木曽 智信（教授）

音声言語研究領域

領域代表：小磯 花絵（教授）

日本語教育研究領域

領域代表：石黒 圭（教授）

研究系

研究主幹：小木曽 智信（教授）

副所長

副所長

小磯 花絵（教授）

窪薗 晴夫（教授）

IR推進室

業務支援室

室長：草彅 公
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（2）運営組織
運営会議
（外部委員）

伊東祐郎 国際教養大学専門職大学院教授
上野善道 東京大学名誉教授
呉人惠 富山大学人文学部教授
近藤泰弘 青山学院大学文学部教授
樋口知之 中央大学AI・データサイエンスセンター　所長 /理工学部ビジネスデータサイエンス　学科教授
福井直樹 上智大学大学院言語科学研究科教授 /国際言語情報研究所所長
益岡隆志 関西外国語大学外国語学部教授
馬塚れい子 理化学研究所脳科学総合研究センターシニア・チームリーダー

（内部委員）
窪薗晴夫 副所長 /教授
小木曽智信 研究主幹 /教授
石黒圭 研究情報発信センター長 /研究系 /教授
山崎誠 コーパス開発センター長 /研究系 /教授
横山詔一 広報室長 /教授（2021年 4月–）

任期：2019年 10月 1日–2021年 9月 30日（2年間）
任期：2021年 10月 1日–2023年 3月 31日（1年 6か月間）

外部評価委員会
上山あゆみ 九州大学教授
沖裕子 信州大学名誉教授
小野正弘 明治大学教授
片桐恭弘 公立はこだて未来大学学長
坂原茂 東京大学名誉教授
砂川裕一 群馬大学名誉教授
橋田浩一 東京大学教授
森山卓郎 早稲田大学教授

任期：2020年 10月 1日–2022年 9月 30日（2年間）

所内委員会組織
•連絡調整会議（所長，専任研究教育職員，管理部長）
連絡調整会議のもとに，以下の委員会を設置
▶ 管理運営関係
◦自己点検・評価委員会
◦情報セキュリティ委員会
◦情報基盤運用委員会
◦知的財産委員会
◦情報公開・個人情報保護委員会
◦ハラスメント防止委員会
◦研究倫理委員会
◦施設・防災委員会
◦研究図書室運営委員会
◆選書部会

◦将来計画委員会
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▶ 学術・発信関係
◦コーパス開発センター運営委員会
◦研究情報発信センター運営委員会
◦広報委員会
◦研究情報誌編集委員会
◦論集編集委員会

•共同研究プロジェクト推進会議
•安全衛生管理委員会
•国立国語研究所第 4期中期目標・中期計画準備委員会

（3）構成員
所 長

田窪行則 理論言語学，韓国語，琉球諸語，言語ドキュメンテーション，危機言語

教育研究職員・特任研究員
•理論・対照研究領域

▶ 領域代表 /教授
窪薗晴夫 言語学，日本語学，音声学，音韻論，危機方言

▶ 教授
Prashant Pardeshi 言語学，言語類型論，対照言語学
松本曜 意味論，認知言語学

▶ 准教授
窪田悠介 理論言語学（統語論，意味論）

•言語変異研究領域
▶ 領域代表 /教授
五十嵐陽介 言語学，音声学

▶ 特任教授
木部暢子 日本語学，方言学，音声学，危機言語

▶ 准教授
朝日祥之 社会言語学，言語学，日本語学
井上文子 方言学，社会言語学
山田真寛 言語学，形式意味論，言語復興

▶ 特任助教
青井隼人 言語音声学，音韻論，琉球語学
Celik Kenan Thibault 記述言語学，方言学
籠宮隆之 音声科学
中川奈津子 コーパス言語学，方言学

•言語変化研究領域
▶ 領域代表 /教授
小木曽智信 日本語学，自然言語処理

▶ 教授
大西拓一郎 方言学，言語地理学，日本語学
山崎誠 日本語学，計量日本語学，計量語彙論，コーパス，シソーラス
横山詔一 認知科学，心理統計，日本語学
高田智和 日本語学，国語学，文献学，文字・表記，漢字情報処理
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◦コーパス開発センター運営委員会
◦研究情報発信センター運営委員会
◦広報委員会
◦研究情報誌編集委員会
◦論集編集委員会

•共同研究プロジェクト推進会議
•安全衛生管理委員会
•国立国語研究所第 4期中期目標・中期計画準備委員会

（3）構成員
所 長

田窪行則 理論言語学，韓国語，琉球諸語，言語ドキュメンテーション，危機言語

教育研究職員・特任研究員
•理論・対照研究領域

▶ 領域代表 /教授
窪薗晴夫 言語学，日本語学，音声学，音韻論，危機方言

▶ 教授
Prashant Pardeshi 言語学，言語類型論，対照言語学
松本曜 意味論，認知言語学

▶ 准教授
窪田悠介 理論言語学（統語論，意味論）

•言語変異研究領域
▶ 領域代表 /教授
五十嵐陽介 言語学，音声学

▶ 特任教授
木部暢子 日本語学，方言学，音声学，危機言語

▶ 准教授
朝日祥之 社会言語学，言語学，日本語学
井上文子 方言学，社会言語学
山田真寛 言語学，形式意味論，言語復興

▶ 特任助教
青井隼人 言語音声学，音韻論，琉球語学
Celik Kenan Thibault 記述言語学，方言学
籠宮隆之 音声科学
中川奈津子 コーパス言語学，方言学

•言語変化研究領域
▶ 領域代表 /教授
小木曽智信 日本語学，自然言語処理

▶ 教授
大西拓一郎 方言学，言語地理学，日本語学
山崎誠 日本語学，計量日本語学，計量語彙論，コーパス，シソーラス
横山詔一 認知科学，心理統計，日本語学
高田智和 日本語学，国語学，文献学，文字・表記，漢字情報処理
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▶ 准教授
新野直哉 言語学，日本語学

▶ 特任助教
近藤明日子 日本語の書き言葉のコーパスの　構築とそれを使用した　近代語の語彙・語法の計量的研究

•音声言語研究領域
▶ 領域代表 /教授
小磯花絵 コーパス言語学，談話分析，認知科学

▶ 教授
前川喜久雄 音声学，言語資源

▶ 准教授
柏野和佳子 日本語学
山口昌也 情報学，知能情報学，科学教育・教育工学，言語学，日本語学

•日本語教育研究領域
▶ 領域代表 /教授
石黒圭 日本語学，日本語教育学

▶ 教授
宇佐美まゆみ 言語社会心理学，談話研究，語用論，日本語教育学

▶ 准教授
野山広 応用言語学，日本語教育学，基礎教育保障学，社会言語学，多文化・異文化間教育，

言語政策・計画研究
福永由佳 日本語教育学，社会言語学，多言語使用，識字，移民に対する言語教育政策

▶ 特任助教
岩崎拓也 句読法，表記論，日本語教育

•コーパス開発センター
▶ 教授
浅原正幸 自然言語処理

▶ 特任助教
石本祐一 音声工学，音響音声学
岡照晃 計算言語学，自然言語処理

客員教員（2021年度在籍者）
•客員教授

▶ 理論・対照研究領域
岸本秀樹 神戸大学教授

▶ 言語変異研究領域
長田俊樹 総合地球環境学研究所名誉教授

▶ 言語変化研究領域
橋本行洋 花園大学教授

▶ 音声言語研究領域
丸山岳彦 専修大学教授

•客員准教授
▶ 理論・対照研究領域

Alastair James BUTLER 弘前大学准教授
▶ 言語変異研究領域

Anna BUGAEVA 東京理科大学准教授
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名誉教授
角田太作 2012.4.1 称号授与
John WHITMAN 2015.10.1称号授与
迫田久美子 2016.4.1 称号授与
Timothy VANCE 2017.4.1 称号授与
影山太郎 2017.10.1称号授与
相澤正夫 2019.4.1 称号授与
木部暢子 2021.4.1 称号授与
野田尚史 2021.4.1 称号授与

プロジェクト PDフェロー（2021年度在籍者）
守本真帆 理論・対照研究領域
井戸美里 理論・対照研究領域
鈴木彩香 理論・対照研究領域
烏日哲 日本語教育研究領域
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4 2021年度の予算および決算
国立国語研究所の 2021年度の予算および決算を下表に示す。

（単位：千円）
予算額（当初） 決 算 額

収 入 1,103,512 1,302,578

運営費交付金 1,055,728 1,177,990

版権料 0 14,573

科学研究費補助金等間接経費収入 16,788 64,694

その他雑収入 1,367 961

寄附金収入 18,026 16,616

受託研究等収入 8,532 9,242

受託事業等収入 3,071 3,202

施設費収入 0 0

目的積立金繰入収入 0 15,300

支 出 1,103,512 1,256,769

研究経費 5,940 6,572

共同利用経費 468,330 493,164

教育研究支援経費 23,924 29,712

人件費 489,501 549,799

一般管理費 104,214 172,188

受託研究経費 8,532 3,571

受託事業経費 3,071 1,763

施設整備費 0 0
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II 共同研究と共同利用
本章では，共同研究活動として，（1）各種の共同研究プロジェクト，（2）人間文化研究機構基幹研究プロジェ

クト等，および（3）外部資金による研究をまとめるとともに，共同利用のための成果として，（4）2021年度公
開中の各種コーパス・データベース，（5）学術刊行物，（6）研究成果の発信・普及のための国際シンポジウム，
研究系の合同発表会，プロジェクトの発表会，コロキウム，サロンなどの催し，および（7）センター・研究図
書室の活動状況を掲げる。

1 共同研究プロジェクト
第 3期中期計画における国語研全体の研究課題は「多様な言語資源に基づく総合的日本語研究の開拓」で

ある。これを達成するため，5研究領域とコーパス開発センターでは共同研究プロジェクトを展開している。
共同研究プロジェクトは，プロジェクトリーダーを中心とし，国内外の共同研究員の参画によって成り立っ
ており，研究領域・センター間，プロジェクト間で連携しながら研究を進めている。また，この研究課題は，
国語研が所属する人間文化研究機構における，機関拠点型基幹研究プロジェクトの 1つとして位置付けられ
ている。

2021年度は，「多様な言語資源に基づく総合的日本語研究の開拓」のプロジェクトとして基幹型（6件），
新領域創出型（3件），および共同利用型（17件），登録型（5件），言語資源型（3件）の 5タイプと，コーパ
ス基礎研究（1件）を実施した。
なお，基幹型プロジェクトの概要については，『大学共同利用機関法人人間文化研究機構国立国語研究所
令和 3年度及び第 3期中期目標期間（平成 28～令和 3年度）業務の実績に関する外部評価報告書』の各プロ
ジェクト・センターの評価から抜粋した。
詳細は，第VIII章を参照。

（1）【基幹型】6件
基幹型プロジェクトは，国語研における研究活動の根幹となる大規模なプロジェクトで，日本語の全体像の
総合的解明という学術的目標に向けて研究所が総力を結集して取り組むものである。5研究領域の専任教員
のリーダーシップのもと，国内外の研究者・研究機関との協業により全国的，国際的レベルで展開している。

•対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法
▶ プロジェクトリーダー：窪薗晴夫（理論・対照研究領域・教授）
▶ 研究期間：2016.4–2022.3.
《研究目的および特色》
日本語の研究は日本国内に長い伝統と優れた成果を有している一方で，他の言語と相対化させる努力
が十分ではなく，（i）世界諸言語の中で日本語がどのような言語であるのか，（ii）一般言語学・言語類型論
の視点から見ると，日本語の分析にどのような知見が得られるのか，（iii）日本語の研究が世界諸言語の
研究や一般言語学・言語類型論にどのように貢献するのか，いまだ十分に明らかにされたとは言えない。
現代の日本語研究に求められているのは，日本語の研究が世界諸言語の研究，とりわけ一般言語学や言
語類型論研究にどのように貢献できるのかという「内から外を見る」視点と，一般言語学や言語類型論
研究が日本語の分析にどのような知見をもたらすかという「外から内を見る」視点である。
本プロジェクトは，この両視点から日本語の言語事実を分析することにより，日本語（諸方言を含む）
を世界の諸言語と対照させて日本語の特質を明らかにし，それにより日本語研究の国際化を図ることを
主たる目的とする。日本語の音声・音韻，語彙・形態，文法，意味の構造を，言語獲得（第一言語獲得，
第二言語習得）はもとより，言語に関係する他の学問分野（心理学，認知科学他）との接点・連携をも視
野に入れて，対照言語学・言語類型論の観点から分析することにより，諸言語間に見られる類似性（普遍
性）と相違点（個別性・多様性）を明らかにする。このような対照研究を通じて得られた研究成果を国内
外に向けて発信する。
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上記の目的を達成するために，本プロジェクトは音声・音韻特徴を分析する音声研究班と，形態・文法・
意味構造を分析する文法研究班の 2つの研究班（サブプロジェクト）を組織する。音声研究班は「語の
プロソディーと文のプロソディー」を主テーマに，文法研究班は「名詞修飾表現」「とりたて表現」「動
詞の意味構造」の 3つをテーマに研究を進める。ともに海外の研究者との国際共同研究と国際シンポジ
ウムの開催・誘致を軸に，論文集（英文，和文）の刊行や，アジアを中心とする諸言語の構造の異同を可
視化する言語地図（電子媒体）の刊行を目指す。
《 2021年度の主要な成果》
1.研究
対照言語学研究を推進するために，国内外あわせて 162人の組織で事業を遂行した。コロナ禍のため

に対面形式のイベントは実施困難な状況が続いたが，オンラインを活用して例年以上の活動を行った。
具体的には 4つの研究班ごとの公開研究発表会を計 16回（国内学会等でのワークショップ 2回を含む）
，4班合同の発表会（Prosody and Grammar Festa 6）を 1回，国内コロキウム 1回（Kobe-NINJAL言
語学コロキウム），国際シンポジウム・ワークショップを 4件開催した。これら 22件の企画において計
231件の研究発表が行われ（うち学生が筆頭発表者のもの 39件），計 2,395人（延べ）の参加者が得られ
た（うち海外機関研究者 508人，大学院生を含む学生 641人）。
共同研究の成果の取りまとめを行った結果，プロジェクト全体で図書 6冊，論文 67編（ブックチャ

プター 36編含む），学術発表・講演 97件（一般向け除く）を公開・刊行した。このうちプロジェクトの所
内メンバー（教員 5名）が下記 3冊の図書（研究論文集）および論文 16編を刊行し，さらに 7冊の研究
書・研究論文集の執筆・編集を行った。
•『日本語の歴史的対照文法』（野田尚史，小田勝共編，和泉書院）令和 3年 6月
•『フレーム意味論の貢献：動詞とその周辺』（松本曜，小原京子共編，開拓社）令和 4年 3月
•『プロソディー研究の新展開』（窪薗晴夫，守本真帆共編，開拓社）令和 4年 2月
2.共同利用・共同研究
学術交流協定に基づき，神戸大学大学院人文学研究科と上記の Prosody and Grammar Festa 6および

Kobe-NINJAL言語学コロキウムを，ソウル大学と国際ワークショップ 2件（“JK 29 Satellite Meeting：
The 3rd NINJAL-SNU Joint Workshop on Japanese and Korean Phonology”および “Data-oriented
approaches to meaning in Korean and Japanese”）をそれぞれ共同開催した。また東北大学と International
Symposium on Issues in Japanese Psycholinguistics from Comparative Perspectives（IJPCP）を，名古
屋大学と 29th Japanese/Korean Linguistics Conference（JK29）をそれぞれ共催した。
データベース等の構築・公開については，名詞修飾表現の言語地図The World Atlas of Noun-Modifying

Constructions（WANMC）の一般公開を継続した。また諸言語の移動動詞に関する文献目録（英文）の
増補改訂を行った。
この他，アドバイザリーボードのメンバーの意見を第 4期のプロジェクトテーマの立案に活用した。

3.教育
若手育成として PDフェローを 2人雇用し，それぞれ研究指導を行った。またプロジェクト全体で 4

人の非常勤研究員を雇用し，対照言語学の事業を推進した。海外の大学から大学院生 1名（ロシア）を
特別共同利用研究員として受け入れ，研究指導を行った。
さらに大学院生 11人，学振 PD1人を共同研究員としてプロジェクトに参画させ，プロジェクト主催
の発表会等で研究発表の機会を与えた。また研究発表会や国内／国際シンポジウム・ワークショップ等
において延べ 36人の大学院生（筆頭発表者）に発表の機会を提供した。
イベントとしては，主に台湾の大学院生を対象に第 41回NINJALチュートリアルにおいて「日本語

動詞の意味論」と題する講義を行った。
4.社会との連携及び社会貢献
プロジェクト全体で地域社会と連携した講演を計 4件，それ以外の一般向け講演を 4件行った。この

うち所内メンバーは鹿児島県薩摩川内市との連携協定に基づき，同市の離島・甑島の小学校（全 5校）に
おいて小学生と教員を対象としたオンライン方言講演会を開催し，計 187人（小学生 144人，教員 43

II 共同研究と共同利用 15

II 共同研究と共同利用
本章では，共同研究活動として，（1）各種の共同研究プロジェクト，（2）人間文化研究機構基幹研究プロジェ

クト等，および（3）外部資金による研究をまとめるとともに，共同利用のための成果として，（4）2021年度公
開中の各種コーパス・データベース，（5）学術刊行物，（6）研究成果の発信・普及のための国際シンポジウム，
研究系の合同発表会，プロジェクトの発表会，コロキウム，サロンなどの催し，および（7）センター・研究図
書室の活動状況を掲げる。

1 共同研究プロジェクト
第 3期中期計画における国語研全体の研究課題は「多様な言語資源に基づく総合的日本語研究の開拓」で

ある。これを達成するため，5研究領域とコーパス開発センターでは共同研究プロジェクトを展開している。
共同研究プロジェクトは，プロジェクトリーダーを中心とし，国内外の共同研究員の参画によって成り立っ
ており，研究領域・センター間，プロジェクト間で連携しながら研究を進めている。また，この研究課題は，
国語研が所属する人間文化研究機構における，機関拠点型基幹研究プロジェクトの 1つとして位置付けられ
ている。

2021年度は，「多様な言語資源に基づく総合的日本語研究の開拓」のプロジェクトとして基幹型（6件），
新領域創出型（3件），および共同利用型（17件），登録型（5件），言語資源型（3件）の 5タイプと，コーパ
ス基礎研究（1件）を実施した。
なお，基幹型プロジェクトの概要については，『大学共同利用機関法人人間文化研究機構国立国語研究所
令和 3年度及び第 3期中期目標期間（平成 28～令和 3年度）業務の実績に関する外部評価報告書』の各プロ
ジェクト・センターの評価から抜粋した。
詳細は，第VIII章を参照。

（1）【基幹型】6件
基幹型プロジェクトは，国語研における研究活動の根幹となる大規模なプロジェクトで，日本語の全体像の
総合的解明という学術的目標に向けて研究所が総力を結集して取り組むものである。5研究領域の専任教員
のリーダーシップのもと，国内外の研究者・研究機関との協業により全国的，国際的レベルで展開している。

•対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法
▶ プロジェクトリーダー：窪薗晴夫（理論・対照研究領域・教授）
▶ 研究期間：2016.4–2022.3.
《研究目的および特色》
日本語の研究は日本国内に長い伝統と優れた成果を有している一方で，他の言語と相対化させる努力
が十分ではなく，（i）世界諸言語の中で日本語がどのような言語であるのか，（ii）一般言語学・言語類型論
の視点から見ると，日本語の分析にどのような知見が得られるのか，（iii）日本語の研究が世界諸言語の
研究や一般言語学・言語類型論にどのように貢献するのか，いまだ十分に明らかにされたとは言えない。
現代の日本語研究に求められているのは，日本語の研究が世界諸言語の研究，とりわけ一般言語学や言
語類型論研究にどのように貢献できるのかという「内から外を見る」視点と，一般言語学や言語類型論
研究が日本語の分析にどのような知見をもたらすかという「外から内を見る」視点である。
本プロジェクトは，この両視点から日本語の言語事実を分析することにより，日本語（諸方言を含む）
を世界の諸言語と対照させて日本語の特質を明らかにし，それにより日本語研究の国際化を図ることを
主たる目的とする。日本語の音声・音韻，語彙・形態，文法，意味の構造を，言語獲得（第一言語獲得，
第二言語習得）はもとより，言語に関係する他の学問分野（心理学，認知科学他）との接点・連携をも視
野に入れて，対照言語学・言語類型論の観点から分析することにより，諸言語間に見られる類似性（普遍
性）と相違点（個別性・多様性）を明らかにする。このような対照研究を通じて得られた研究成果を国内
外に向けて発信する。
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上記の目的を達成するために，本プロジェクトは音声・音韻特徴を分析する音声研究班と，形態・文法・
意味構造を分析する文法研究班の 2つの研究班（サブプロジェクト）を組織する。音声研究班は「語の
プロソディーと文のプロソディー」を主テーマに，文法研究班は「名詞修飾表現」「とりたて表現」「動
詞の意味構造」の 3つをテーマに研究を進める。ともに海外の研究者との国際共同研究と国際シンポジ
ウムの開催・誘致を軸に，論文集（英文，和文）の刊行や，アジアを中心とする諸言語の構造の異同を可
視化する言語地図（電子媒体）の刊行を目指す。
《2021年度の主要な成果》
1.研究
対照言語学研究を推進するために，国内外あわせて 162人の組織で事業を遂行した。コロナ禍のため

に対面形式のイベントは実施困難な状況が続いたが，オンラインを活用して例年以上の活動を行った。
具体的には 4つの研究班ごとの公開研究発表会を計 16回（国内学会等でのワークシ　ョッ　プ 2回を含む），4
班合同の発表会（Prosody and Grammar Festa 6）を 1回，国内コロキウム 1回（Kobe-NINJAL言語学
コロキウム），国際シンポジウム・ワークショップを 4件開催した。これら 22件の企画において計 231
件の研究発表が行われ（うち学生が筆頭発表者のもの 39件），計 2,395人（延べ）の参加者が得られた（う
ち海外機関研究者 508人，大学院生を含む学生 641人）。
共同研究の成果の取りまとめを行った結果，プロジェクト全体で図書 6冊，論文 67編（ブックチャ
プター 36編含む），学術発表・講演 97件（一般向け除く）を公開・刊行した。このうちプロジェクトの所
内メンバー（教員 5名）が下記 3冊の図書（研究論文集）および論文 16編を刊行し，さらに 7冊の研究
書・研究論文集の執筆・編集を行った。
•『日本語の歴史的対照文法』（野田尚史，小田勝共編，和泉書院）令和 3年 6月
•『フレーム意味論の貢献：動詞とその周辺』（松本曜，小原京子共編，開拓社）令和 4年 3月
•『プロソディー研究の新展開』（窪薗晴夫，守本真帆共編，開拓社）令和 4年 2月
2.共同利用・共同研究
学術交流協定に基づき，神戸大学大学院人文学研究科と上記の Prosody and Grammar Festa 6および

Kobe-NINJAL言語学コロキウムを，ソウル大学と国際ワークショップ 2件（“JK 29 Satellite Meeting：
The 3rd NINJAL-SNU Joint Workshop on Japanese and Korean Phonology”および “Data-oriented
approaches to meaning in Korean and Japanese”）をそれぞれ共同開催した。また東北大学と International
Symposium on Issues in Japanese Psycholinguistics from Comparative Perspectives（IJPCP）を，名古
屋大学と 29th Japanese/Korean Linguistics Conference（JK29）をそれぞれ共催した。
データベース等の構築・公開については，名詞修飾表現の言語地図The World Atlas of Noun-Modifying

Constructions（WANMC）の一般公開を継続した。また諸言語の移動動詞に関する文献目録（英文）の
増補改訂を行った。
この他，アドバイザリーボードのメンバーの意見を第 4期のプロジェクトテーマの立案に活用した。

3.教育
若手育成として PDフェローを 2人雇用し，それぞれ研究指導を行った。またプロジェクト全体で 4

人の非常勤研究員を雇用し，対照言語学の事業を推進した。海外の大学から大学院生 1名（ロシア）を
特別共同利用研究員として受け入れ，研究指導を行った。
さらに大学院生 11人，学振 PD1人を共同研究員としてプロジェクトに参画させ，プロジェクト主催

の発表会等で研究発表の機会を与えた。また研究発表会や国内／国際シンポジウム・ワークショップ等
において延べ 36人の大学院生（筆頭発表者）に発表の機会を提供した。
イベントとしては，主に台湾の大学院生を対象に第 41回NINJALチュートリアルにおいて「日本語

動詞の意味論」と題する講義を行った。
4.社会との連携及び社会貢献
プロジェクト全体で地域社会と連携した講演を計 4件，それ以外の一般向け講演を 4件行った。この

うち所内メンバーは鹿児島県薩摩川内市との連携協定に基づき，同市の離島・甑島の小学校（全 5校）に
おいて小学生と教員を対象としたオンライン方言講演会を開催し，計 187人（小学生 144人，教員 43
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本章では，共同研究活動として，（1）各種の共同研究プロジェクト，（2）人間文化研究機構基幹研究プロジェ

クト等，および（3）外部資金による研究をまとめるとともに，共同利用のための成果として，（4）2021年度公
開中の各種コーパス・データベース，（5）学術刊行物，（6）研究成果の発信・普及のための国際シンポジウム，
研究系の合同発表会，プロジェクトの発表会，コロキウム，サロンなどの催し，および（7）センター・研究図
書室の活動状況を掲げる。

1 共同研究プロジェクト
第 3期中期計画における国語研全体の研究課題は「多様な言語資源に基づく総合的日本語研究の開拓」で

ある。これを達成するため，5研究領域とコーパス開発センターでは共同研究プロジェクトを展開している。
共同研究プロジェクトは，プロジェクトリーダーを中心とし，国内外の共同研究員の参画によって成り立っ
ており，研究領域・センター間，プロジェクト間で連携しながら研究を進めている。また，この研究課題は，
国語研が所属する人間文化研究機構における，機関拠点型基幹研究プロジェクトの 1つとして位置付けられ
ている。

2021年度は，「多様な言語資源に基づく総合的日本語研究の開拓」のプロジェクトとして基幹型（6件），
新領域創出型（3件），および共同利用型（17件），登録型（5件），言語資源型（3件）の 5タイプと，コーパ
ス基礎研究（1件）を実施した。
なお，基幹型プロジェクトの概要については，『大学共同利用機関法人人間文化研究機構国立国語研究所
令和 3年度及び第 3期中期目標期間（平成 28～令和 3年度）業務の実績に関する外部評価報告書』の各プロ
ジェクト・センターの評価から抜粋した。
詳細は，第VIII章を参照。

（1）【基幹型】6件
基幹型プロジェクトは，国語研における研究活動の根幹となる大規模なプロジェクトで，日本語の全体像の
総合的解明という学術的目標に向けて研究所が総力を結集して取り組むものである。5研究領域の専任教員
のリーダーシップのもと，国内外の研究者・研究機関との協業により全国的，国際的レベルで展開している。

•対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法
▶ プロジェクトリーダー：窪薗晴夫（理論・対照研究領域・教授）
▶ 研究期間：2016.4–2022.3.
《研究目的および特色》
日本語の研究は日本国内に長い伝統と優れた成果を有している一方で，他の言語と相対化させる努力
が十分ではなく，（i）世界諸言語の中で日本語がどのような言語であるのか，（ii）一般言語学・言語類型論
の視点から見ると，日本語の分析にどのような知見が得られるのか，（iii）日本語の研究が世界諸言語の
研究や一般言語学・言語類型論にどのように貢献するのか，いまだ十分に明らかにされたとは言えない。
現代の日本語研究に求められているのは，日本語の研究が世界諸言語の研究，とりわけ一般言語学や言
語類型論研究にどのように貢献できるのかという「内から外を見る」視点と，一般言語学や言語類型論
研究が日本語の分析にどのような知見をもたらすかという「外から内を見る」視点である。
本プロジェクトは，この両視点から日本語の言語事実を分析することにより，日本語（諸方言を含む）
を世界の諸言語と対照させて日本語の特質を明らかにし，それにより日本語研究の国際化を図ることを
主たる目的とする。日本語の音声・音韻，語彙・形態，文法，意味の構造を，言語獲得（第一言語獲得，
第二言語習得）はもとより，言語に関係する他の学問分野（心理学，認知科学他）との接点・連携をも視
野に入れて，対照言語学・言語類型論の観点から分析することにより，諸言語間に見られる類似性（普遍
性）と相違点（個別性・多様性）を明らかにする。このような対照研究を通じて得られた研究成果を国内
外に向けて発信する。
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上記の目的を達成するために，本プロジェクトは音声・音韻特徴を分析する音声研究班と，形態・文法・
意味構造を分析する文法研究班の 2つの研究班（サブプロジェクト）を組織する。音声研究班は「語の
プロソディーと文のプロソディー」を主テーマに，文法研究班は「名詞修飾表現」「とりたて表現」「動
詞の意味構造」の 3つをテーマに研究を進める。ともに海外の研究者との国際共同研究と国際シンポジ
ウムの開催・誘致を軸に，論文集（英文，和文）の刊行や，アジアを中心とする諸言語の構造の異同を可
視化する言語地図（電子媒体）の刊行を目指す。
《 2021年度の主要な成果》
1.研究
対照言語学研究を推進するために，国内外あわせて 162人の組織で事業を遂行した。コロナ禍のため

に対面形式のイベントは実施困難な状況が続いたが，オンラインを活用して例年以上の活動を行った。
具体的には 4つの研究班ごとの公開研究発表会を計 16回（国内学会等でのワークショップ 2回を含む）
，4班合同の発表会（Prosody and Grammar Festa 6）を 1回，国内コロキウム 1回（Kobe-NINJAL言
語学コロキウム），国際シンポジウム・ワークショップを 4件開催した。これら 22件の企画において計
231件の研究発表が行われ（うち学生が筆頭発表者のもの 39件），計 2,395人（延べ）の参加者が得られ
た（うち海外機関研究者 508人，大学院生を含む学生 641人）。
共同研究の成果の取りまとめを行った結果，プロジェクト全体で図書 6冊，論文 67編（ブックチャ

プター 36編含む），学術発表・講演 97件（一般向け除く）を公開・刊行した。このうちプロジェクトの所
内メンバー（教員 5名）が下記 3冊の図書（研究論文集）および論文 16編を刊行し，さらに 7冊の研究
書・研究論文集の執筆・編集を行った。
•『日本語の歴史的対照文法』（野田尚史，小田勝共編，和泉書院）令和 3年 6月
•『フレーム意味論の貢献：動詞とその周辺』（松本曜，小原京子共編，開拓社）令和 4年 3月
•『プロソディー研究の新展開』（窪薗晴夫，守本真帆共編，開拓社）令和 4年 2月
2.共同利用・共同研究
学術交流協定に基づき，神戸大学大学院人文学研究科と上記の Prosody and Grammar Festa 6および

Kobe-NINJAL言語学コロキウムを，ソウル大学と国際ワークショップ 2件（“JK 29 Satellite Meeting：
The 3rd NINJAL-SNU Joint Workshop on Japanese and Korean Phonology”および “Data-oriented
approaches to meaning in Korean and Japanese”）をそれぞれ共同開催した。また東北大学と International
Symposium on Issues in Japanese Psycholinguistics from Comparative Perspectives（IJPCP）を，名古
屋大学と 29th Japanese/Korean Linguistics Conference（JK29）をそれぞれ共催した。
データベース等の構築・公開については，名詞修飾表現の言語地図The World Atlas of Noun-Modifying

Constructions（WANMC）の一般公開を継続した。また諸言語の移動動詞に関する文献目録（英文）の
増補改訂を行った。
この他，アドバイザリーボードのメンバーの意見を第 4期のプロジェクトテーマの立案に活用した。

3.教育
若手育成として PDフェローを 2人雇用し，それぞれ研究指導を行った。またプロジェクト全体で 4

人の非常勤研究員を雇用し，対照言語学の事業を推進した。海外の大学から大学院生 1名（ロシア）を
特別共同利用研究員として受け入れ，研究指導を行った。
さらに大学院生 11人，学振 PD1人を共同研究員としてプロジェクトに参画させ，プロジェクト主催
の発表会等で研究発表の機会を与えた。また研究発表会や国内／国際シンポジウム・ワークショップ等
において延べ 36人の大学院生（筆頭発表者）に発表の機会を提供した。
イベントとしては，主に台湾の大学院生を対象に第 41回NINJALチュートリアルにおいて「日本語

動詞の意味論」と題する講義を行った。
4.社会との連携及び社会貢献
プロジェクト全体で地域社会と連携した講演を計 4件，それ以外の一般向け講演を 4件行った。この

うち所内メンバーは鹿児島県薩摩川内市との連携協定に基づき，同市の離島・甑島の小学校（全 5校）に
おいて小学生と教員を対象としたオンライン方言講演会を開催し，計 187人（小学生 144人，教員 43
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II 共同研究と共同利用
本章では，共同研究活動として，（1）各種の共同研究プロジェクト，（2）人間文化研究機構基幹研究プロジェ

クト等，および（3）外部資金による研究をまとめるとともに，共同利用のための成果として，（4）2021年度公
開中の各種コーパス・データベース，（5）学術刊行物，（6）研究成果の発信・普及のための国際シンポジウム，
研究系の合同発表会，プロジェクトの発表会，コロキウム，サロンなどの催し，および（7）センター・研究図
書室の活動状況を掲げる。

1 共同研究プロジェクト
第 3期中期計画における国語研全体の研究課題は「多様な言語資源に基づく総合的日本語研究の開拓」で

ある。これを達成するため，5研究領域とコーパス開発センターでは共同研究プロジェクトを展開している。
共同研究プロジェクトは，プロジェクトリーダーを中心とし，国内外の共同研究員の参画によって成り立っ
ており，研究領域・センター間，プロジェクト間で連携しながら研究を進めている。また，この研究課題は，
国語研が所属する人間文化研究機構における，機関拠点型基幹研究プロジェクトの 1つとして位置付けられ
ている。

2021年度は，「多様な言語資源に基づく総合的日本語研究の開拓」のプロジェクトとして基幹型（6件），
新領域創出型（3件），および共同利用型（17件），登録型（5件），言語資源型（3件）の 5タイプと，コーパ
ス基礎研究（1件）を実施した。
なお，基幹型プロジェクトの概要については，『大学共同利用機関法人人間文化研究機構国立国語研究所
令和 3年度及び第 3期中期目標期間（平成 28～令和 3年度）業務の実績に関する外部評価報告書』の各プロ
ジェクト・センターの評価から抜粋した。
詳細は，第VIII章を参照。

（1）【基幹型】6件
基幹型プロジェクトは，国語研における研究活動の根幹となる大規模なプロジェクトで，日本語の全体像の
総合的解明という学術的目標に向けて研究所が総力を結集して取り組むものである。5研究領域の専任教員
のリーダーシップのもと，国内外の研究者・研究機関との協業により全国的，国際的レベルで展開している。

•対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法
▶ プロジェクトリーダー：窪薗晴夫（理論・対照研究領域・教授）
▶ 研究期間：2016.4–2022.3.
《研究目的および特色》
日本語の研究は日本国内に長い伝統と優れた成果を有している一方で，他の言語と相対化させる努力
が十分ではなく，（i）世界諸言語の中で日本語がどのような言語であるのか，（ii）一般言語学・言語類型論
の視点から見ると，日本語の分析にどのような知見が得られるのか，（iii）日本語の研究が世界諸言語の
研究や一般言語学・言語類型論にどのように貢献するのか，いまだ十分に明らかにされたとは言えない。
現代の日本語研究に求められているのは，日本語の研究が世界諸言語の研究，とりわけ一般言語学や言
語類型論研究にどのように貢献できるのかという「内から外を見る」視点と，一般言語学や言語類型論
研究が日本語の分析にどのような知見をもたらすかという「外から内を見る」視点である。
本プロジェクトは，この両視点から日本語の言語事実を分析することにより，日本語（諸方言を含む）
を世界の諸言語と対照させて日本語の特質を明らかにし，それにより日本語研究の国際化を図ることを
主たる目的とする。日本語の音声・音韻，語彙・形態，文法，意味の構造を，言語獲得（第一言語獲得，
第二言語習得）はもとより，言語に関係する他の学問分野（心理学，認知科学他）との接点・連携をも視
野に入れて，対照言語学・言語類型論の観点から分析することにより，諸言語間に見られる類似性（普遍
性）と相違点（個別性・多様性）を明らかにする。このような対照研究を通じて得られた研究成果を国内
外に向けて発信する。
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上記の目的を達成するために，本プロジェクトは音声・音韻特徴を分析する音声研究班と，形態・文法・
意味構造を分析する文法研究班の 2つの研究班（サブプロジェクト）を組織する。音声研究班は「語の
プロソディーと文のプロソディー」を主テーマに，文法研究班は「名詞修飾表現」「とりたて表現」「動
詞の意味構造」の 3つをテーマに研究を進める。ともに海外の研究者との国際共同研究と国際シンポジ
ウムの開催・誘致を軸に，論文集（英文，和文）の刊行や，アジアを中心とする諸言語の構造の異同を可
視化する言語地図（電子媒体）の刊行を目指す。
《2021年度の主要な成果》
1.研究
対照言語学研究を推進するために，国内外あわせて 162人の組織で事業を遂行した。コロナ禍のため

に対面形式のイベントは実施困難な状況が続いたが，オンラインを活用して例年以上の活動を行った。
具体的には 4つの研究班ごとの公開研究発表会を計 16回（国内学会等でのワークシ　ョッ　プ 2回を含む），4
班合同の発表会（Prosody and Grammar Festa 6）を 1回，国内コロキウム 1回（Kobe-NINJAL言語学
コロキウム），国際シンポジウム・ワークショップを 4件開催した。これら 22件の企画において計 231
件の研究発表が行われ（うち学生が筆頭発表者のもの 39件），計 2,395人（延べ）の参加者が得られた（う
ち海外機関研究者 508人，大学院生を含む学生 641人）。
共同研究の成果の取りまとめを行った結果，プロジェクト全体で図書 6冊，論文 67編（ブックチャ
プター 36編含む），学術発表・講演 97件（一般向け除く）を公開・刊行した。このうちプロジェクトの所
内メンバー（教員 5名）が下記 3冊の図書（研究論文集）および論文 16編を刊行し，さらに 7冊の研究
書・研究論文集の執筆・編集を行った。
•『日本語の歴史的対照文法』（野田尚史，小田勝共編，和泉書院）令和 3年 6月
•『フレーム意味論の貢献：動詞とその周辺』（松本曜，小原京子共編，開拓社）令和 4年 3月
•『プロソディー研究の新展開』（窪薗晴夫，守本真帆共編，開拓社）令和 4年 2月
2.共同利用・共同研究
学術交流協定に基づき，神戸大学大学院人文学研究科と上記の Prosody and Grammar Festa 6および

Kobe-NINJAL言語学コロキウムを，ソウル大学と国際ワークショップ 2件（“JK 29 Satellite Meeting：
The 3rd NINJAL-SNU Joint Workshop on Japanese and Korean Phonology”および “Data-oriented
approaches to meaning in Korean and Japanese”）をそれぞれ共同開催した。また東北大学と International
Symposium on Issues in Japanese Psycholinguistics from Comparative Perspectives（IJPCP）を，名古
屋大学と 29th Japanese/Korean Linguistics Conference（JK29）をそれぞれ共催した。
データベース等の構築・公開については，名詞修飾表現の言語地図The World Atlas of Noun-Modifying

Constructions（WANMC）の一般公開を継続した。また諸言語の移動動詞に関する文献目録（英文）の
増補改訂を行った。
この他，アドバイザリーボードのメンバーの意見を第 4期のプロジェクトテーマの立案に活用した。

3.教育
若手育成として PDフェローを 2人雇用し，それぞれ研究指導を行った。またプロジェクト全体で 4

人の非常勤研究員を雇用し，対照言語学の事業を推進した。海外の大学から大学院生 1名（ロシア）を
特別共同利用研究員として受け入れ，研究指導を行った。
さらに大学院生 11人，学振 PD1人を共同研究員としてプロジェクトに参画させ，プロジェクト主催

の発表会等で研究発表の機会を与えた。また研究発表会や国内／国際シンポジウム・ワークショップ等
において延べ 36人の大学院生（筆頭発表者）に発表の機会を提供した。
イベントとしては，主に台湾の大学院生を対象に第 41回NINJALチュートリアルにおいて「日本語

動詞の意味論」と題する講義を行った。
4.社会との連携及び社会貢献
プロジェクト全体で地域社会と連携した講演を計 4件，それ以外の一般向け講演を 4件行った。この

うち所内メンバーは鹿児島県薩摩川内市との連携協定に基づき，同市の離島・甑島の小学校（全 5校）に
おいて小学生と教員を対象としたオンライン方言講演会を開催し，計 187人（小学生 144人，教員 43
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人）の参加者を得た。また上記の第 41回NINJALチュートリアルでは受講生に多数の社会人（現役の日
本語教師）が含まれていた。
5.グローバル化
海外の出版社から国際出版する 9冊の研究書／研究論文集の編集を行った。
イベントについては前年度に続きコロナ禍の影響を受けたが，オンラインを利用して合計 4件の国際シ
ンポジウム・ワークショップを国内外の大学と共同で開催し，合計251人の参加を得た。このうち “The 3rd
NINJAL-SNU Joint Workshop on Japanese and Korean Phonology”と “Workshop on Data-oriented
approaches to meaning in Korean and Japanese”はソウル大学との学術交流協定に基づく国際ワーク
ショップである。また台湾東呉大学との学術交流協定に基づき実施された第 41回NINJALチュートリ
アルにおいて「日本語動詞の意味論」に関する講義を担当した。
人的交流として海外の研究者 1人（アメリカ）を外来研究員として受け入れ共同研究を行い，海外の

大学院生 1人（ロシア）を特別共同利用研究員として受け入れ研究指導を行った。
プロジェクト全体では 27件，国際会議で研究成果を発表した。このうち所内メンバーは 9件の招待

講演・研究発表を行った。
▶ 共同研究員数：150名
▶ 共同研究員所属機関：
放送大学，九州大学，金沢大学，京都大学，大阪大学，東京大学，一橋大学，室蘭工業大学，神戸大学，筑
波大学，熊本大学，東京外国語大学，名古屋大学，富山大学，新潟大学，愛知教育大学，北海道大学，東京
農工大学，岐阜大学，鳴門教育大学，お茶の水女子大学，弘前大学，島根大学，広島大学，国立民族学博
物館，熊本県立大学，島根県立大学，大阪府立大学，東京都立大学（首都大学東京），前橋工科大学，京都
産業大学，慶應義塾大学，北星学園大学，同志社大学，早稲田大学，上智大学，法政大学，大東文化大学，
大阪保健医療大学，福岡大学，聖心女子大学，京都外国語大学，東京理科大学，麗澤大学，美作大学，獨
協大学，亜細亜大学，関西外国語大学，神田外語大学，安田女子大学，実践女子大学，神奈川大学，関西
大学，南山大学，国際基督教大学，名古屋学院大学，理化学研究所，神戸市立工業高等専門学校，武蔵野
大学，日本女子大学，日本大学，國學院大學，目白大学，九州国際大学，カリフォルニア大学バークレー
校，カリフォルニア大学ロサンゼルス校，カリフォルニア大学サンタクルズ校，ルンド大学，徳成女子大
学校，韓国外国語大学，国立東洋言語文化大学，マサリク大学，スタンフォード大学，ネワール言語文化
研究所，デリー大学，内蒙古大学，ワルシャワ大学，DefindCrowd Corporation

•統語・意味解析コーパスの開発と言語研究
▶ プロジェクトリーダー：Prashant PARDESHI（理論・対照研究領域・教授）
▶ 研究期間：2016.4–2022.3.
《研究目的および特色》
現在世界の主要言語について Penn Treebank方式の統語解析情報付きコーパス（ツリーバンク）が作
られ，言語学および言語処理の研究に目覚ましい成果を挙げている。しかし日本語については十分な規
模の公開されたツリーバンクは存在しない。
本プロジェクトでは，上記のような日本語研究の遅れを挽回し，多様な日本語の機能語，句，節および
複雑な構文を大量の言語データから検索・抽出して研究することを可能とする統語・意味解析情報付き日
本語構造体コーパスNINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese（NPCMJ）・Keyaki Treebank/Kainoki
Treebank/Kusunoki Treebankの構築に加えて，述語項構造解析のために必要となる意味役割情報を付
与するコーパスの開発も試みる。さらに，このコーパスを利用して日本語の研究を行い，その成果を国
内外に向けて発信する。コーパスの共同利用推進の一環として，最終年度までに 5～6万文規模のコー
パスを完成させる予定であり，言語処理の技術を持たない人でも簡単に利用できるインターフェースと
ともに，国立国語研究所のホームページから一般公開する。また，日本語に堪能でない海外の研究者に
も本コーパスを利用できるようにローマ字版も用意する。
上記の目的を達成するために，本プロジェクトでは，日本国内外の研究者から構成される研究班に加
えて国立国語研究所，東北大学，神戸大学にコーパス開発班を設け，それらの班が相互に連携しながら
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開発と研究を進める。また，日本語研究の国際化を目指して，世界のコーパス言語学研究の最前線で活
躍している海外の研究者および日本国内の中堅研究者でAdvisory Boardを構成し，このメンバーのア
ドバイスを中心に諸企画の方針・方向を決定し，国際的研究ネットワークの構築を図る。また，国際シ
ンポジウムなどを開催し，その成果を海外の定評のある出版社・研究雑誌を通じて発信する。
《2021年度の主要な成果》
1.研究
　◯1　　統語・意味解析コーパスの開発と言語研究を推進するために，研究発表会（オンライン版）を 2回開催
し，計 100名（延べ）の参加者が得られた。

　◯2　　学術交流協定に基づき，弘前大学と津軽方言のデータにNPCMJ方式のアノテーションを付加するため
の共同研究を行い，データの一部に対して試験的にアノテーションを施したコーパス（通称：Matsunoki
Treebank）をプロジェクトのHPを通じて公開した（754ツリー，13,877語）。
　◯3　　検索インターフェースNPCMJ Explorer，NPCMJ Search，NPCMJ Child Language Development

Timelineのマニュアル（ユーザーズガイド）の日本語版と英語版およびNPCMJアノテーションマニュ
アル（第 1～25節；25節以降は準備中）をアップデートし，日本語版と英語版をプロジェクトのホー
ムページで公開した。
　◯4　　宮田 Susanne教授との共同研究を進め，子供の日本語習得のデータにNPCMJ方式のアノテーション
を付加し，ダブルチェックを行い，公開した（2022年 3月末時点で 13,775ツリー；60,007語）。
　◯5　　岡山大学竹内研究室と連携してNPCMJコーパスの一部のデータに意味役割とフレームの情報を付加
し，内部公開した（2022年 3月末時点で 13,775ツリー，60,007語）。

2.共同利用・共同研究
　◯1　　NPCMJコーパスに約３万文を追加し，合計約 9万文を 2022年 3月に公開した（2022年 3月末時点
で 90,069ツリー，1,304,508語）。加えて，今までパーザーの学習用に使用した述語項構造シソーラ
スの用例にNPCMJ方式のアノテーションを付与したデータも公開した。
　◯2　　統語・意味解析コーパスの開発と言語研究を推進するために，7名の非常勤研究員（うち PDフェロー

1名，大学院生 3名，フルタイム 1名，パートタイム 1名および技術補佐員 1名）を雇用し，プロジェ
クト共同研究員と共にプロジェクトの事業（コーパス開発，チュートリアルの開催，データの著作権
処理等）を進めた。
　◯3　　学術交流協定に基づき，弘前大学と津軽方言のデータにNPCMJ方式のアノテーションを付加するた
めの共同研究を行い，データの一部に対してアノテーションを施した。
　◯4　　昨年に続き，本年も宮田 Susanne教授（愛知淑徳大学）との共同研究を進め，子供の日本語習得のデー
タにNPCMJ方式のアノテーションを付加し，公開した。
　◯5　　業務委託に基づき，神戸大学と連携して，アノテーション方法の共同研究を行った。また，竹内孔一
准教授（岡山大学）と連携してNPCMJのデータの一部に意味役割とフレームの情報を付加し，公開
した。

3.教育
　◯1　　若手研究者を育成するために，PDフェロー 1名，非常勤研究員数名 5名を雇用し，アノテーション
方法の研究およびアノテーション付与作業を推進した。
　◯2　　 7名の大学院生を共同研究員としてプロジェクトに参画させた。
　◯3　　オンライン方式の講習会を 1回開催した（2022年 3月 4日）。
4.社会との連携及び社会貢献
　◯1　　インターネットを通して，検索インターフェースNPCMJ Explorer，NPCMJ Search，NPCMJ Child

Language Development Timelineのマニュアル（ユーザーズガイド）の日本語版と英語版およびNPCMJ
アノテーションマニュアル（第 1～25節）の日本語版と英語版を公開し，NPCMJコーパスとともに
一般に発信した。

5.グローバル化に関する計画
　◯1　　英語インターフェースと日本語インターフェース，ローマ字表記のデータと仮名漢字表記のデータが
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人）の参加者を得た。また上記の第 41回NINJALチュートリアルでは受講生に多数の社会人（現役の日
本語教師）が含まれていた。
5.グローバル化
海外の出版社から国際出版する 9冊の研究書／研究論文集の編集を行った。
イベントについては前年度に続きコロナ禍の影響を受けたが，オンラインを利用して合計 4件の国際シ
ンポジウム・ワークショップを国内外の大学と共同で開催し，合計251人の参加を得た。このうち “The 3rd
NINJAL-SNU Joint Workshop on Japanese and Korean Phonology”と “Workshop on Data-oriented
approaches to meaning in Korean and Japanese”はソウル大学との学術交流協定に基づく国際ワーク
ショップである。また台湾東呉大学との学術交流協定に基づき実施された第 41回NINJALチュートリ
アルにおいて「日本語動詞の意味論」に関する講義を担当した。
人的交流として海外の研究者 1人（アメリカ）を外来研究員として受け入れ共同研究を行い，海外の

大学院生 1人（ロシア）を特別共同利用研究員として受け入れ研究指導を行った。
プロジェクト全体では 27件，国際会議で研究成果を発表した。このうち所内メンバーは 9件の招待

講演・研究発表を行った。
▶ 共同研究員数：150名
▶ 共同研究員所属機関：
放送大学，九州大学，金沢大学，京都大学，大阪大学，東京大学，一橋大学，室蘭工業大学，神戸大学，筑
波大学，熊本大学，東京外国語大学，名古屋大学，富山大学，新潟大学，愛知教育大学，北海道大学，東京
農工大学，岐阜大学，鳴門教育大学，お茶の水女子大学，弘前大学，島根大学，広島大学，国立民族学博
物館，熊本県立大学，島根県立大学，大阪府立大学，東京都立大学（首都大学東京），前橋工科大学，京都
産業大学，慶應義塾大学，北星学園大学，同志社大学，早稲田大学，上智大学，法政大学，大東文化大学，
大阪保健医療大学，福岡大学，聖心女子大学，京都外国語大学，東京理科大学，麗澤大学，美作大学，獨
協大学，亜細亜大学，関西外国語大学，神田外語大学，安田女子大学，実践女子大学，神奈川大学，関西
大学，南山大学，国際基督教大学，名古屋学院大学，理化学研究所，神戸市立工業高等専門学校，武蔵野
大学，日本女子大学，日本大学，國學院大學，目白大学，九州国際大学，カリフォルニア大学バークレー
校，カリフォルニア大学ロサンゼルス校，カリフォルニア大学サンタクルズ校，ルンド大学，徳成女子大
学校，韓国外国語大学，国立東洋言語文化大学，マサリク大学，スタンフォード大学，ネワール言語文化
研究所，デリー大学，内蒙古大学，ワルシャワ大学，DefindCrowd Corporation

•統語・意味解析コーパスの開発と言語研究
▶ プロジェクトリーダー：Prashant PARDESHI（理論・対照研究領域・教授）
▶ 研究期間：2016.4–2022.3.
《研究目的および特色》
現在世界の主要言語について Penn Treebank方式の統語解析情報付きコーパス（ツリーバンク）が作
られ，言語学および言語処理の研究に目覚ましい成果を挙げている。しかし日本語については十分な規
模の公開されたツリーバンクは存在しない。
本プロジェクトでは，上記のような日本語研究の遅れを挽回し，多様な日本語の機能語，句，節および
複雑な構文を大量の言語データから検索・抽出して研究することを可能とする統語・意味解析情報付き日
本語構造体コーパスNINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese（NPCMJ）・Keyaki Treebank/Kainoki
Treebank/Kusunoki Treebankの構築に加えて，述語項構造解析のために必要となる意味役割情報を付
与するコーパスの開発も試みる。さらに，このコーパスを利用して日本語の研究を行い，その成果を国
内外に向けて発信する。コーパスの共同利用推進の一環として，最終年度までに 5～6万文規模のコー
パスを完成させる予定であり，言語処理の技術を持たない人でも簡単に利用できるインターフェースと
ともに，国立国語研究所のホームページから一般公開する。また，日本語に堪能でない海外の研究者に
も本コーパスを利用できるようにローマ字版も用意する。
上記の目的を達成するために，本プロジェクトでは，日本国内外の研究者から構成される研究班に加
えて国立国語研究所，東北大学，神戸大学にコーパス開発班を設け，それらの班が相互に連携しながら
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開発と研究を進める。また，日本語研究の国際化を目指して，世界のコーパス言語学研究の最前線で活
躍している海外の研究者および日本国内の中堅研究者でAdvisory Boardを構成し，このメンバーのア
ドバイスを中心に諸企画の方針・方向を決定し，国際的研究ネットワークの構築を図る。また，国際シ
ンポジウムなどを開催し，その成果を海外の定評のある出版社・研究雑誌を通じて発信する。
《2021年度の主要な成果》
1.研究
　◯1　　統語・意味解析コーパスの開発と言語研究を推進するために，研究発表会（オンライン版）を 2回開催
し，計 100名（延べ）の参加者が得られた。

　◯2　　学術交流協定に基づき，弘前大学と津軽方言のデータにNPCMJ方式のアノテーションを付加するため
の共同研究を行い，データの一部に対して試験的にアノテーションを施したコーパス（通称：Matsunoki
Treebank）をプロジェクトのHPを通じて公開した（754ツリー，13,877語）。
　◯3　　検索インターフェースNPCMJ Explorer，NPCMJ Search，NPCMJ Child Language Development

Timelineのマニュアル（ユーザーズガイド）の日本語版と英語版およびNPCMJアノテーションマニュ
アル（第 1～25節；25節以降は準備中）をアップデートし，日本語版と英語版をプロジェクトのホー
ムページで公開した。
　◯4　　宮田 Susanne教授との共同研究を進め，子供の日本語習得のデータにNPCMJ方式のアノテーション
を付加し，ダブルチェックを行い，公開した（2022年 3月末時点で 13,775ツリー；60,007語）。
　◯5　　岡山大学竹内研究室と連携してNPCMJコーパスの一部のデータに意味役割とフレームの情報を付加
し，内部公開した（2022年 3月末時点で 13,775ツリー，60,007語）。

2.共同利用・共同研究
　◯1　　NPCMJコーパスに約３万文を追加し，合計約 9万文を 2022年 3月に公開した（2022年 3月末時点
で 90,069ツリー，1,304,508語）。加えて，今までパーザーの学習用に使用した述語項構造シソーラ
スの用例にNPCMJ方式のアノテーションを付与したデータも公開した。
　◯2　　統語・意味解析コーパスの開発と言語研究を推進するために，7名の非常勤研究員（うち PDフェロー

1名，大学院生 3名，フルタイム 1名，パートタイム 1名および技術補佐員 1名）を雇用し，プロジェ
クト共同研究員と共にプロジェクトの事業（コーパス開発，チュートリアルの開催，データの著作権
処理等）を進めた。
　◯3　　学術交流協定に基づき，弘前大学と津軽方言のデータにNPCMJ方式のアノテーションを付加するた
めの共同研究を行い，データの一部に対してアノテーションを施した。
　◯4　　昨年に続き，本年も宮田 Susanne教授（愛知淑徳大学）との共同研究を進め，子供の日本語習得のデー
タにNPCMJ方式のアノテーションを付加し，公開した。
　◯5　　業務委託に基づき，神戸大学と連携して，アノテーション方法の共同研究を行った。また，竹内孔一
准教授（岡山大学）と連携してNPCMJのデータの一部に意味役割とフレームの情報を付加し，公開
した。

3.教育
　◯1　　若手研究者を育成するために，PDフェロー 1名，非常勤研究員数名 5名を雇用し，アノテーション
方法の研究およびアノテーション付与作業を推進した。
　◯2　　 7名の大学院生を共同研究員としてプロジェクトに参画させた。
　◯3　　オンライン方式の講習会を 1回開催した（2022年 3月 4日）。
4.社会との連携及び社会貢献
　◯1　　インターネットを通して，検索インターフェースNPCMJ Explorer，NPCMJ Search，NPCMJ Child

Language Development Timelineのマニュアル（ユーザーズガイド）の日本語版と英語版およびNPCMJ
アノテーションマニュアル（第 1～25節）の日本語版と英語版を公開し，NPCMJコーパスとともに
一般に発信した。

5.グローバル化に関する計画
　◯1　　英語インターフェースと日本語インターフェース，ローマ字表記のデータと仮名漢字表記のデータが

II 共同研究と共同利用 17



選択できるようにした。
▶ 共同研究員数：40名
▶ 共同研究員所属機関：
神戸大学，お茶の水女子大学，名古屋大学，鳥取大学，弘前大学，東京大学，岡山大学，東京外国語大学，
大阪大学，国立情報学研究所，国際教養大学，関西外国語大学，実践女子大学，立命館大学，立命館アジア
太平洋大学，愛知淑徳大学，同志社大学，南山大学，上智大学，名古屋経済大学，慶應義塾大学，九州国際
大学，日本大学，北里大学，マサチューセッツ工科大学，ヨーク大学，ペンシルベニア大学，マサチュー
セッツ大学アマースト校，デラウェア大学，コーネル大学

•日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成
▶ プロジェクトリーダー：木部暢子（言語変異研究領域・特任教授）
▶ 研究期間：2016.4–2022.3.
《研究目的および特色》
本プロジェクトは，日本の消滅危機言語・方言の記録・分析・継承を目的として，各地の言語・方言の
調査を実施し，言語資源の整備・分析を行うとともに，言語・方言の継承活動を支援して地域の活性化に
貢献することを目的とする。
近年，世界的な規模でマイナー言語が消滅の危機に瀕している。2009年，ユネスコは世界の危機言

語リストを発表したが，その中には日本で話されている 8つの言語—アイヌ語，与那国語，八重山語，
宮古語，沖縄語，国頭語，八丈語—が含まれている。しかし，消滅の危機に瀕しているのはそれだけで
はない。日本各地の伝統的な方言もまた，消滅の危機にさらされている。これらの言語・方言が消滅す
る前にその包括的な記録を作成し言語分析を行うこと，また，これらの言語・方言の継承活動を支援す
ることは，言語学上の重要課題であるばかりでなく，日本社会においても重要な課題である。
以上のような状況を踏まえ，本プロジェクトでは，次のことを実施する。（1）日本の危機言語・方言

の語彙集，文法書，談話テキストの作成と言語分析，（2）音声・映像資料（ドキュメンテーション付き），
「日本語諸方言コーパス」等の言語資源の整備，（3）地域と連携した講演会・セミナーの開催，（4）若手
育成のためのフィールド調査の手引き書の作成。
なお，実施にあたっては，機構の広領域型基幹プロジェクト「日本列島における地域社会変貌・災害
からの地域文化の再構築」の「方言の記録と継承による地域文化の再構築」，ネットワーク型基幹プロ
ジェクト「北米における日本関連在外資料調査研究・活用」，「博物館・展示を活用した最先端研究の可視
化・高度化」と連携する。
《 2021年度の主要な成果》
1.研究
【フィールドワーク】

6年間の調査のまとめとして『日本の消滅危機言語・方言の文法記述』（国立国語研究所言語変異研究領
域）を冊子印刷と国語研学術情報リポジトリーで　公開した。これには 11地点の文法記述を掲載している。
【公開研究発表会・講演会】
オンライン研究発表会を 2回開催し，6年間の調査研究のまとめを行なった。　◯1　　 2021年 6月：発表

5件（うち学生 3件），参加者 69名。　◯2　　 2021年 12月：発表 7件（うち学生 0件），参加者 66名。
【研究図書】

2冊の図書（『日本語の格表現』（くろしお出版），『フィールドと文献からみる日琉諸語の系統と歴史』
（開拓社）），および 3冊の方言辞典（『椎葉村方言語彙集』，『水納島方言みんなふつ語彙集』，『南琉球宮
古語池間方言辞典』）を刊行し，研究成果を社会に公開した。
【教材・教育プログラム】
地域文化の可能性を人文諸学から多角的にとらえた教科書『地域文化の可能性』（勉誠出版）を 2022

年 3月に出版した（人間文化研究機構広領域連携型プロジェクト「日本列島における地域社会変貌・災害
からの地域文化の再構築」と共同）。2018年度に鹿児島大学大学院で行なった連携授業の内容を再編集
したもので，地域文化の再評価や復興にアプローチするためのヒントとなるような内容となっている。
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【受賞】
2020年 3月に刊行した加治工真市［著］『鳩間方言辞典』が第 1回外間守善賞特別賞を受賞した。昨

年度の琉球新聞出版活動賞に続く受賞である。
【大学との組織的な連携】
東外大AA研 LingDy3との協定に基づき，クロスアポイントメントにより特任助教 1人を雇用し，

「フィールド言語学ウェビナー 2021」，フィールド言語学の教科書の編集等を行なった。
【研究成果】
共同研究員の研究成果も含めて，書籍・報告書 8件，ブックチャプター 45件，論文 21件，コーパス
等 2件（データ拡張），学会発表・学術講演 49件，一般向けの講演・セミナー等 7件，講習・チュートリア
ル等 8件，新聞等執筆記事 2件，受賞 1件，取材記事 1件，その他展示等 5件の研究成果を公開した。
2.共同利用・共同研究
【データベース等】
『日本語諸方言コーパス（COJADS）』モニター版に 21時間のデータを追加し，約 80時間の談話データ
を搭載するCOJADS正式版を 2022年 3月に公開した。また，COJADSモニター版の有償利用申請が
今年度は 2件あった。いずれも方言音声認識研究に関する利用申請で，昨年度の 3件に加えてCOJADS
の音声認識研究への利用が進んでいる。『アイヌ語口承文芸コーパス』の公開ページの改修を行い，こ
れまでに整備した沙流方言の民話 23編と千歳方言の民話 15編を整備公開した。あわせて『アイヌ語会
話辞典』のページの改修も行なった。『日本言語地図データベース』（LAJの原データの電子化）に今年
度は 15項目のデータを追加し，ダウンロード可能なデータを 143項目に拡張した。
【ホームページ】
データを活用しやすくするために，『危機言語DB』でのデータ公開の方法を検討し，今年度，『危機

言語DB』をリニューアルした。公開は 4月である。
【講習会】

COJADSの利用促進のために，「日本語諸方言コーパス講習会」（2021年 8月）を開催した。内容は，
COJADSの構築・設計や検索実習である。受講者は 27人，うち外国機関所属者は 6人，学生は 11人で
あった。
【方言辞典】
これまでに刊行した『鳩間方言辞典』『うちなーぐち活用辞典』『及位方言辞典』『南琉球宮古語多良間
方言辞典』に加え，今年度は『水納島方言みんなふつ語彙集』『南琉球宮古語池間方言辞典』を刊行した。
3.教育
【若手研究者支援】
非常勤研究員を 6人雇用するとともに，プロジェクト共同研究員に大学院生 6人，日本学術振興会特
別研究員 4人を加え，研究発表の機会の提供，調査旅費支援等を行なった。非常勤研究員・大学院生・日
本学術振興会特別研究員の学会・研究発表会・シンポジウム等における発表件数は合わせて 6件，論文・
ブックチャプターは 10件（共著を含む）である。調査旅費支援については，新型コロナウイルス感染拡
大防止のため，今年度の支援は 2件であった。
【講義】
クロスアポイントメントにより雇用した特任助教が企画・運営し，東外大AA研 LingDy3と共同で

フィールドワークに関する講義「フィールド言語学ウェビナー 2021」をオンラインで開催した（2021
年 8月，参加人数 38人，うち大学院生 14人）。また，危機言語・方言の保存に関するNINJALチュー
トリアルを 2022年 3月に開催した。
4.社会との連携及び社会貢献
【地域社会との連携】

2014年度から宮崎県椎葉村と共同で進めてきた『椎葉村方言語彙集』を 2022年 3月に作成した（人
間文化研究機構広領域連携型プロジェクト「日本列島における地域社会変貌・災害からの地域文化の再
構築」と共同作成）。また，協定に基づき，鹿児島県沖永良部島の知名町中央公民館講座「しまむにサ
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選択できるようにした。
▶ 共同研究員数：40名
▶ 共同研究員所属機関：
神戸大学，お茶の水女子大学，名古屋大学，鳥取大学，弘前大学，東京大学，岡山大学，東京外国語大学，
大阪大学，国立情報学研究所，国際教養大学，関西外国語大学，実践女子大学，立命館大学，立命館アジア
太平洋大学，愛知淑徳大学，同志社大学，南山大学，上智大学，名古屋経済大学，慶應義塾大学，九州国際
大学，日本大学，北里大学，マサチューセッツ工科大学，ヨーク大学，ペンシルベニア大学，マサチュー
セッツ大学アマースト校，デラウェア大学，コーネル大学

•日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成
▶ プロジェクトリーダー：木部暢子（言語変異研究領域・特任教授）
▶ 研究期間：2016.4–2022.3.
《研究目的および特色》
本プロジェクトは，日本の消滅危機言語・方言の記録・分析・継承を目的として，各地の言語・方言の
調査を実施し，言語資源の整備・分析を行うとともに，言語・方言の継承活動を支援して地域の活性化に
貢献することを目的とする。
近年，世界的な規模でマイナー言語が消滅の危機に瀕している。2009年，ユネスコは世界の危機言

語リストを発表したが，その中には日本で話されている 8つの言語—アイヌ語，与那国語，八重山語，
宮古語，沖縄語，国頭語，八丈語—が含まれている。しかし，消滅の危機に瀕しているのはそれだけで
はない。日本各地の伝統的な方言もまた，消滅の危機にさらされている。これらの言語・方言が消滅す
る前にその包括的な記録を作成し言語分析を行うこと，また，これらの言語・方言の継承活動を支援す
ることは，言語学上の重要課題であるばかりでなく，日本社会においても重要な課題である。
以上のような状況を踏まえ，本プロジェクトでは，次のことを実施する。（1）日本の危機言語・方言

の語彙集，文法書，談話テキストの作成と言語分析，（2）音声・映像資料（ドキュメンテーション付き），
「日本語諸方言コーパス」等の言語資源の整備，（3）地域と連携した講演会・セミナーの開催，（4）若手
育成のためのフィールド調査の手引き書の作成。
なお，実施にあたっては，機構の広領域型基幹プロジェクト「日本列島における地域社会変貌・災害
からの地域文化の再構築」の「方言の記録と継承による地域文化の再構築」，ネットワーク型基幹プロ
ジェクト「北米における日本関連在外資料調査研究・活用」，「博物館・展示を活用した最先端研究の可視
化・高度化」と連携する。
《 2021年度の主要な成果》
1.研究
【フィールドワーク】

6年間の調査のまとめとして『日本の消滅危機言語・方言の文法記述』（国立国語研究所言語変異研究領
域）を冊子印刷と国語研学術情報リポジトリーで　公開した。これには 11地点の文法記述を掲載している。
【公開研究発表会・講演会】
オンライン研究発表会を 2回開催し，6年間の調査研究のまとめを行なった。　◯1　　 2021年 6月：発表

5件（うち学生 3件），参加者 69名。　◯2　　 2021年 12月：発表 7件（うち学生 0件），参加者 66名。
【研究図書】

2冊の図書（『日本語の格表現』（くろしお出版），『フィールドと文献からみる日琉諸語の系統と歴史』
（開拓社）），および 3冊の方言辞典（『椎葉村方言語彙集』，『水納島方言みんなふつ語彙集』，『南琉球宮
古語池間方言辞典』）を刊行し，研究成果を社会に公開した。
【教材・教育プログラム】
地域文化の可能性を人文諸学から多角的にとらえた教科書『地域文化の可能性』（勉誠出版）を 2022

年 3月に出版した（人間文化研究機構広領域連携型プロジェクト「日本列島における地域社会変貌・災害
からの地域文化の再構築」と共同）。2018年度に鹿児島大学大学院で行なった連携授業の内容を再編集
したもので，地域文化の再評価や復興にアプローチするためのヒントとなるような内容となっている。
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【受賞】
2020年 3月に刊行した加治工真市［著］『鳩間方言辞典』が第 1回外間守善賞特別賞を受賞した。昨

年度の琉球新聞出版活動賞に続く受賞である。
【大学との組織的な連携】
東外大AA研 LingDy3との協定に基づき，クロスアポイントメントにより特任助教 1人を雇用し，

「フィールド言語学ウェビナー 2021」，フィールド言語学の教科書の編集等を行なった。
【研究成果】
共同研究員の研究成果も含めて，書籍・報告書 8件，ブックチャプター 45件，論文 21件，コーパス
等 2件（データ拡張），学会発表・学術講演 49件，一般向けの講演・セミナー等 7件，講習・チュートリア
ル等 8件，新聞等執筆記事 2件，受賞 1件，取材記事 1件，その他展示等 5件の研究成果を公開した。
2.共同利用・共同研究
【データベース等】
『日本語諸方言コーパス（COJADS）』モニター版に 21時間のデータを追加し，約 80時間の談話データ
を搭載するCOJADS正式版を 2022年 3月に公開した。また，COJADSモニター版の有償利用申請が
今年度は 2件あった。いずれも方言音声認識研究に関する利用申請で，昨年度の 3件に加えてCOJADS
の音声認識研究への利用が進んでいる。『アイヌ語口承文芸コーパス』の公開ページの改修を行い，こ
れまでに整備した沙流方言の民話 23編と千歳方言の民話 15編を整備公開した。あわせて『アイヌ語会
話辞典』のページの改修も行なった。『日本言語地図データベース』（LAJの原データの電子化）に今年
度は 15項目のデータを追加し，ダウンロード可能なデータを 143項目に拡張した。
【ホームページ】
データを活用しやすくするために，『危機言語DB』でのデータ公開の方法を検討し，今年度，『危機

言語DB』をリニューアルした。公開は 4月である。
【講習会】

COJADSの利用促進のために，「日本語諸方言コーパス講習会」（2021年 8月）を開催した。内容は，
COJADSの構築・設計や検索実習である。受講者は 27人，うち外国機関所属者は 6人，学生は 11人で
あった。
【方言辞典】
これまでに刊行した『鳩間方言辞典』『うちなーぐち活用辞典』『及位方言辞典』『南琉球宮古語多良間
方言辞典』に加え，今年度は『水納島方言みんなふつ語彙集』『南琉球宮古語池間方言辞典』を刊行した。
3.教育
【若手研究者支援】
非常勤研究員を 6人雇用するとともに，プロジェクト共同研究員に大学院生 6人，日本学術振興会特
別研究員 4人を加え，研究発表の機会の提供，調査旅費支援等を行なった。非常勤研究員・大学院生・日
本学術振興会特別研究員の学会・研究発表会・シンポジウム等における発表件数は合わせて 6件，論文・
ブックチャプターは 10件（共著を含む）である。調査旅費支援については，新型コロナウイルス感染拡
大防止のため，今年度の支援は 2件であった。
【講義】
クロスアポイントメントにより雇用した特任助教が企画・運営し，東外大AA研 LingDy3と共同で

フィールドワークに関する講義「フィールド言語学ウェビナー 2021」をオンラインで開催した（2021
年 8月，参加人数 38人，うち大学院生 14人）。また，危機言語・方言の保存に関するNINJALチュー
トリアルを 2022年 3月に開催した。
4.社会との連携及び社会貢献
【地域社会との連携】

2014年度から宮崎県椎葉村と共同で進めてきた『椎葉村方言語彙集』を 2022年 3月に作成した（人
間文化研究機構広領域連携型プロジェクト「日本列島における地域社会変貌・災害からの地域文化の再
構築」と共同作成）。また，協定に基づき，鹿児島県沖永良部島の知名町中央公民館講座「しまむにサ
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ロン」をオンラインで 10回開講した。
【研究成果の社会への普及】
危機言語・方言の保存・継承活動のネットワーク的機能をもつ「危機的な状況にある言語・方言サミッ
ト（気仙沼大会）」を文化庁等と共催で 2022年 1月に開催した。新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め地域の人のみ対面参加，それ以外はオンライン参加となった。国語研からは「危機言語・方言の判定
尺度」と「現状と取組の状況」の報告をビデオで行なった。
【展示】
「博物館・展示を活用した最先端研究の可視化・高度化事業」と共同で，モバイル型展示ユニットによる
展示を以下のとおり 4件行なった。　◯1　　民博特別展「復興を支える地域の文化—3.11から 10年」（2021
年 3月 4日～5月 18日），　◯2　　国文学研究資料館・国立民族学博物館巡回展示（2021年 8月 4日～9月 29
日），　◯3　　人間文化研究機構可視化・高度化事業関連展示「地域社会との連携による展示実践—人間文化
研究の可視化・高度化—」（2022年 1月 18日～2月 13日），　◯4　　文科省情報ひろば（2022年 2月 15日～
3月 23日）。また，　◯1　　　◯3　　の展示に合わせてシンポジウムが開催され，本プロジェクトから「地域言語と
展示」に関する発表を行なった。
【社会人のスキルアップ】
上記の講演やワークショップ，サミット，展示，シンポジウム等をとおして社会人のスキルアップに
貢献した。
5.グローバル化
【海外の研究者との連携】
海外の研究者 3名を共同研究員に加え，調査報告書の英訳，研究図書の刊行に関するアドバイスを受

けた。
【国際的発信】

Mouton社Handbook of Japanese Dialects，Handbook of the Ainu Languageの編集を進め，Ainu
Languageは 2022年 2月にMouton社に原稿を入稿した。Japanese Dialectsは 2022年 5月ごろ入稿
の予定である。また，消滅危機言語を中心とするオープンアクセスの電子書籍 “An Introduction to the
Japonic Languages：Grammatical Sketches of Japanese Dialects and Ryukyuan Languages”（Brill）の
編集をハワイ大学の協力のもと進め，2022年 3月に入稿した。
【報告書の英語での発信】
これまでに作成した合同調査の報告書 11冊のうち八丈方言，与論方言・沖永良部方言，白峰方言，木

曽川方言の 4冊を英訳した。これにより昨年度までに英訳を終えたKikaijima Dialects, Miyako Dialects
と合わせて 6冊の英訳が終わった。これらは『危機言語DB』のホームページのリニューアルにあわせ
て，4月以降公開する予定である。

▶ 共同研究員数：62名
▶ 共同研究員所属機関：
金沢大学，一橋大学，琉球大学，福岡教育大学，九州大学，長崎大学，岡山大学，東京外国語大学，岩手大
学，広島大学，東北大学，鹿児島大学，島根大学，東京大学，神戸大学，熊本県立大学，愛知県立大学，東
京都立大学，北星学園大学，東京理科大学，沖縄国際大学，安田女子大学，日本女子大学，弘前学院大学，
跡見学園女子大学，関西大学，南山大学，別府大学，國學院大學，立正大学，駒澤大学，静岡英和学院大
学，中京大学，名桜大学，奄美看護福祉専門学校，国立障害者リハビリテーションセンター研究所，北海
道博物館，カリフォルニア大学ロサンゼルス校，フランス国立科学研究所，オークランド大学，カンタベ
リー大学

•通時コーパスの構築と日本語史研究の新展開
▶ プロジェクトリーダー：小木曽智信（言語変化研究領域・教授）
▶ 研究期間：2016.4–2022.3.
《研究目的および特色》
本プロジェクトは，上代（奈良時代）から近代までの日本語資料をコーパス化し，日本語の歴史研究が
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可能な通時コーパスと語誌のデータベースを構築する。そして，このコーパス・データベースを活用す
ることで新たな観点から日本語史研究を展開する。従来の日本語史研究は，専門知識を必要とするさま
ざまな文献を取り扱う必要から，研究が特定の資料や形式に偏ったものになりがちであった。通時コー
パスを構築し活用することよって個別の資料だけでなく日本語史全体をマクロな視点から見た研究を展
開することを可能にする。さらにコーパス言語学で培われてきた新しい研究手法を導入し，従来行えな
かった視点からの研究を展開する。
既に国語研究所では『日本語歴史コーパス』の構築に着手しているが，本プロジェクトではこのコー
パスを通時コーパスとして利用可能にするために大幅に拡張する。第 2期中期計画で構築済みの「平安
時代編」（平安仮名文学作品），「室町時代編」（狂言）等に加え，上代の万葉集・宣命，中古以降の和歌集，
中世のキリシタン資料・軍記物・抄物，近世の洒落本・人情本，近代の雑誌・教科書・文学作品等をサブ
コーパスとして追加する。このほかにも，日本語史研究に資する資料を選定してコーパスに追加し，上
代から近代までの日本語を一本に繋ぐ通時コーパスとして完成させる。また，コーパスと関連付けた語
誌データベースを構築し，語誌情報のポータルページを公開し，研究者のみならず日本語の歴史に興味
を持つ人々に役立つ情報を提供する。コーパスを活用する研究班には，上代，中古・中世，近世・近代の
各時代別の研究グループの他，文法・語彙，資料性・アノテーションの検討の研究グループを設け，コー
パス構築に携わるメンバーも全員が参加して研究活動を展開する。
なお，プロジェクトの実施にあたっては，オックスフォード大学東洋学部日本語研究センター，およ
び人間文化研究機構の広領域連携型基幹研究プロジェクト「異分野融合による総合書物学の構築」の中
の「表記情報と書誌形態情報を加えた日本語歴史コーパスの精緻化」（代表者・高田智和）と連携して行
う。また，実践女子大学との提携に基づきデジタル化された所蔵資料の活用を図る。
《 2021年度の主要な成果》
1.研究
•プロジェクト研究成果を，書籍 3件，論文・ブックチャプター等 40件，発表・講演 58件，コーパス・
データベース等 21件，公開した。
•研究論文集『コーパスによる日本語史研究近代編』（ひつじ書房）を刊行した。また，同『中古・中世
編』『近世編』の出版の準備をほぼ完了した。
•共同研究員の担当する大学・大学院の計 28で，教科書（『コーパスで学ぶ日本語学日本語の歴史』朝
倉書店）を活用した授業を行った（教科書としての指定 1件，参考書としての指定 27件）。
•プロジェクト全体の研究発表会として 3月 13日に「通時コーパス」シンポジウム 2022を開催した
（参加登録者 221名）。

2.共同利用・共同研究
•『日本語歴史コーパス』の「鎌倉時代編 III軍記」「明治・大正編 SP盤落語」（テキスト版），「明治・大
正編新聞」を整備・公開し，第 3期に計画した『日本語歴史コーパス』の第一次整備を完了した。
•語誌データベースを『語彙研究文献語別目録』と統合して「語誌情報ポータル」を更新し，予定した
整備を完了した。
•歴史的資料を対象とした形態素解析のための辞書（時代別UniDic）の既存の 7種を更新，新たに 3種
追加し，バージョンアップした「Web茶まめ」とともにインターネット上で公開した。
•中学校・高等学校で利用可能なコーパス簡易検索ツール「ことねり」の更新版を公開し，見出し語を
大幅に拡大し（約 7000語），分類語彙表を応用した意味による検索を可能にした。
•関連科研費と共同で「『日本語歴史コーパス』の誤り修正プラットフォームを開発した。
3.教育
•共同研究員の担当する『日本語歴史コーパス』を用いた授業を，28大学，12大学院，計 55の授業で
実施した。

4.社会との連携及び社会貢献
•昨年度末に（株）小学館と結んだ連携協定に基づいて『日本国語大辞典』見出し語データの更新版を購
入し解析用辞書の見出し語整備を行った。
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ロン」をオンラインで 10回開講した。
【研究成果の社会への普及】
危機言語・方言の保存・継承活動のネットワーク的機能をもつ「危機的な状況にある言語・方言サミッ
ト（気仙沼大会）」を文化庁等と共催で 2022年 1月に開催した。新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め地域の人のみ対面参加，それ以外はオンライン参加となった。国語研からは「危機言語・方言の判定
尺度」と「現状と取組の状況」の報告をビデオで行なった。
【展示】
「博物館・展示を活用した最先端研究の可視化・高度化事業」と共同で，モバイル型展示ユニットによる
展示を以下のとおり 4件行なった。　◯1　　民博特別展「復興を支える地域の文化—3.11から 10年」（2021
年 3月 4日～5月 18日），　◯2　　国文学研究資料館・国立民族学博物館巡回展示（2021年 8月 4日～9月 29
日），　◯3　　人間文化研究機構可視化・高度化事業関連展示「地域社会との連携による展示実践—人間文化
研究の可視化・高度化—」（2022年 1月 18日～2月 13日），　◯4　　文科省情報ひろば（2022年 2月 15日～
3月 23日）。また，　◯1　　　◯3　　の展示に合わせてシンポジウムが開催され，本プロジェクトから「地域言語と
展示」に関する発表を行なった。
【社会人のスキルアップ】
上記の講演やワークショップ，サミット，展示，シンポジウム等をとおして社会人のスキルアップに
貢献した。
5.グローバル化
【海外の研究者との連携】
海外の研究者 3名を共同研究員に加え，調査報告書の英訳，研究図書の刊行に関するアドバイスを受

けた。
【国際的発信】

Mouton社Handbook of Japanese Dialects，Handbook of the Ainu Languageの編集を進め，Ainu
Languageは 2022年 2月にMouton社に原稿を入稿した。Japanese Dialectsは 2022年 5月ごろ入稿
の予定である。また，消滅危機言語を中心とするオープンアクセスの電子書籍 “An Introduction to the
Japonic Languages：Grammatical Sketches of Japanese Dialects and Ryukyuan Languages”（Brill）の
編集をハワイ大学の協力のもと進め，2022年 3月に入稿した。
【報告書の英語での発信】
これまでに作成した合同調査の報告書 11冊のうち八丈方言，与論方言・沖永良部方言，白峰方言，木

曽川方言の 4冊を英訳した。これにより昨年度までに英訳を終えたKikaijima Dialects, Miyako Dialects
と合わせて 6冊の英訳が終わった。これらは『危機言語DB』のホームページのリニューアルにあわせ
て，4月以降公開する予定である。

▶ 共同研究員数：62名
▶ 共同研究員所属機関：
金沢大学，一橋大学，琉球大学，福岡教育大学，九州大学，長崎大学，岡山大学，東京外国語大学，岩手大
学，広島大学，東北大学，鹿児島大学，島根大学，東京大学，神戸大学，熊本県立大学，愛知県立大学，東
京都立大学，北星学園大学，東京理科大学，沖縄国際大学，安田女子大学，日本女子大学，弘前学院大学，
跡見学園女子大学，関西大学，南山大学，別府大学，國學院大學，立正大学，駒澤大学，静岡英和学院大
学，中京大学，名桜大学，奄美看護福祉専門学校，国立障害者リハビリテーションセンター研究所，北海
道博物館，カリフォルニア大学ロサンゼルス校，フランス国立科学研究所，オークランド大学，カンタベ
リー大学

•通時コーパスの構築と日本語史研究の新展開
▶ プロジェクトリーダー：小木曽智信（言語変化研究領域・教授）
▶ 研究期間：2016.4–2022.3.
《研究目的および特色》
本プロジェクトは，上代（奈良時代）から近代までの日本語資料をコーパス化し，日本語の歴史研究が
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可能な通時コーパスと語誌のデータベースを構築する。そして，このコーパス・データベースを活用す
ることで新たな観点から日本語史研究を展開する。従来の日本語史研究は，専門知識を必要とするさま
ざまな文献を取り扱う必要から，研究が特定の資料や形式に偏ったものになりがちであった。通時コー
パスを構築し活用することよって個別の資料だけでなく日本語史全体をマクロな視点から見た研究を展
開することを可能にする。さらにコーパス言語学で培われてきた新しい研究手法を導入し，従来行えな
かった視点からの研究を展開する。
既に国語研究所では『日本語歴史コーパス』の構築に着手しているが，本プロジェクトではこのコー
パスを通時コーパスとして利用可能にするために大幅に拡張する。第 2期中期計画で構築済みの「平安
時代編」（平安仮名文学作品），「室町時代編」（狂言）等に加え，上代の万葉集・宣命，中古以降の和歌集，
中世のキリシタン資料・軍記物・抄物，近世の洒落本・人情本，近代の雑誌・教科書・文学作品等をサブ
コーパスとして追加する。このほかにも，日本語史研究に資する資料を選定してコーパスに追加し，上
代から近代までの日本語を一本に繋ぐ通時コーパスとして完成させる。また，コーパスと関連付けた語
誌データベースを構築し，語誌情報のポータルページを公開し，研究者のみならず日本語の歴史に興味
を持つ人々に役立つ情報を提供する。コーパスを活用する研究班には，上代，中古・中世，近世・近代の
各時代別の研究グループの他，文法・語彙，資料性・アノテーションの検討の研究グループを設け，コー
パス構築に携わるメンバーも全員が参加して研究活動を展開する。
なお，プロジェクトの実施にあたっては，オックスフォード大学東洋学部日本語研究センター，およ
び人間文化研究機構の広領域連携型基幹研究プロジェクト「異分野融合による総合書物学の構築」の中
の「表記情報と書誌形態情報を加えた日本語歴史コーパスの精緻化」（代表者・高田智和）と連携して行
う。また，実践女子大学との提携に基づきデジタル化された所蔵資料の活用を図る。
《 2021年度の主要な成果》
1.研究
•プロジェクト研究成果を，書籍 3件，論文・ブックチャプター等 40件，発表・講演 58件，コーパス・
データベース等 21件，公開した。
•研究論文集『コーパスによる日本語史研究近代編』（ひつじ書房）を刊行した。また，同『中古・中世
編』『近世編』の出版の準備をほぼ完了した。
•共同研究員の担当する大学・大学院の計 28で，教科書（『コーパスで学ぶ日本語学日本語の歴史』朝
倉書店）を活用した授業を行った（教科書としての指定 1件，参考書としての指定 27件）。
•プロジェクト全体の研究発表会として 3月 13日に「通時コーパス」シンポジウム 2022を開催した
（参加登録者 221名）。

2.共同利用・共同研究
•『日本語歴史コーパス』の「鎌倉時代編 III軍記」「明治・大正編 SP盤落語」（テキスト版），「明治・大
正編新聞」を整備・公開し，第 3期に計画した『日本語歴史コーパス』の第一次整備を完了した。
•語誌データベースを『語彙研究文献語別目録』と統合して「語誌情報ポータル」を更新し，予定した
整備を完了した。
•歴史的資料を対象とした形態素解析のための辞書（時代別UniDic）の既存の 7種を更新，新たに 3種
追加し，バージョンアップした「Web茶まめ」とともにインターネット上で公開した。
•中学校・高等学校で利用可能なコーパス簡易検索ツール「ことねり」の更新版を公開し，見出し語を
大幅に拡大し（約 7000語），分類語彙表を応用した意味による検索を可能にした。
•関連科研費と共同で「『日本語歴史コーパス』の誤り修正プラットフォームを開発した。
3.教育
•共同研究員の担当する『日本語歴史コーパス』を用いた授業を，28大学，12大学院，計 55の授業で
実施した。

4.社会との連携及び社会貢献
•昨年度末に（株）小学館と結んだ連携協定に基づいて『日本国語大辞典』見出し語データの更新版を購
入し解析用辞書の見出し語整備を行った。
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5.グローバル化
•英国オックスフォード大学との連携協定のもとで共同研究を推進し，『オックスフォード・NINJAL上
代語コーパス』を更新し新しいウェブページを公開した。

▶ 共同研究員数：75名
▶ 共同研究員所属機関：
大阪大学，群馬大学，三重大学，千葉大学，埼玉大学，筑波大学，東京大学，北海道大学，東北大学，九州大
学，福井大学，富山大学，愛知教育大学，信州大学，お茶の水女子大学，岩手大学，茨城大学，高知大学，
東京農工大学，名古屋大学，統計数理研究所，京都府立大学，東京都立大学，都留文科大学，神戸市外国
語大学，福岡女子短期大学，鎌倉女子大学，中央大学，中京大学，明治大学，関西学院大学，常葉大学，昭
和女子大学，白百合女子大学，立命館大学，名古屋女子大学，日本女子大学，駒澤大学，青山学院大学，上
智大学，花園大学，二松學舍大学，東京女子大学，國學院大學，成城大学，玉川大学，関西大学，ノートル
ダム清心女子大学，東洋大学，神戸松蔭女子学院大学，日本大学，早稲田大学，和洋女子大学，学習院大
学，国立情報学研究所，産業技術総合研究所，理化学研究所，コーネル大学，オックスフォード大学，啓
明大学，シカゴ大学，大葉大学

•大規模日常会話コーパスに基づく話し言葉の多角的研究
▶ プロジェクトリーダー：小磯花絵（音声言語研究領域・教授）
▶ 研究期間：2016.4–2022.3.
《研究目的および特色》
本プロジェクトの目的は，均衡性を考慮した大規模な日本語日常会話コーパスを構築し，それに基づ
く分析を通して，日常会話を含む話し言葉の特性を，レジスター・相互行為・経年変化の観点から多角的
に解明することである。そのために，（1）多様な日常場面の会話 200時間を収めた大規模コーパスの構
築を目指す会話コーパス構築班，及び，構築したコーパスを用いて，（2）語彙・文法・音声などに着目し
てレジスター的多様性を研究するレジスター班，（3）会話相互行為の中で文法が果たす役割や構造を研
究する相互行為班，（4）語彙・文法・音声などに着目して話し言葉の経年変化を研究する経年変化班の 4
つの班を組織して研究を進める。
会話コーパス構築班では，日常の会話行動に関する調査にもとづき，自宅・職場・店舗・屋外での家族・
友人・同僚・店員との会話など，多様な日常場面での会話を網羅するようコーパスを設計するものであり，
世界的に見ても新しい試みである。また，従来の多くの会話コーパスのように収録のために人を集めて
会話してもらうのではなく，生活の中で生じる会話を会話者自身に収録してもらうことにより，日常の
会話を自然な形で記録する点にも特色がある。会話の音声・映像を収録し，文字化した上で，形態論情
報や統語情報，談話情報などのアノテーションを施し，一般に公開する。これにより，話し言葉に関す
る高度なコーパスベースの研究基盤の確立を目指す。こうしたコーパスは，話し言葉や会話行動に関す
る基礎研究だけでなく，日本語教育や辞書編纂，音声情報処理，ロボット工学などの応用研究にも資す
るものである。また，後世の人々が 21世紀初頭の日本人の生活や文化を知るための貴重な記録となる。
コーパスに基づく話し言葉研究では，現代の日常会話に加え，講演などの独話，発話を前提に書き言
葉で記されたシナリオ，発話を前提としない小説などの会話文，1950年代以降の話し言葉など，多様な
データを対象に，高度な統計的分析や緻密な微視的分析を通して，話し言葉の語彙・文法・音声・相互行
為上の特性や仕組み，その経年変化の実態を，実証的に解明する。こうした研究を支えるものとして，
昔の話し言葉のデータやBCCWJの小説などの会話文，国会会議録などを対象にデータを整備し一般に
公開する。
このように本プロジェクトでは，日常会話を含む様々なコーパスやデータベースを整備・構築し一般
に公開することによって，話し言葉コーパスの共同利用・共同研究の基盤強化をはかる。
《2021年度の主要な成果》
1.研究
•プロジェクト全体の研究成果を発信するために，各班合同のシンポジウム「日常会話コーパスVII」
を令和 4年 3月 7日にオンラインで開催した。口頭発表 4件，ポスター発表 34件，参加者は 308名。
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•会話コミュニケーションについての議論を深めるため，シンポジウム「ことば・認知・インタラクショ
ン 10」をオンラインで令和 4年 3月 10日に開催した。口頭発表４件，パネル 1件，参加者は 263名。
•『日本語日常会話コーパス』本公開版の設計・構築・特徴をまとめた報告書，及び『現代日本語書き言
葉均衡コーパス』話者情報の設計をまとめた報告書をとりまとめてプロジェクトのHPで公開した。
•『日本語日常会話コーパス』参加者を対象とする自閉症スペクトラム傾向指数調査を活用した研究を
国立障害者リハビリテーションセンター研究所・幕内研究グループと連携して進め，AQ指数と言語
（終助詞）使用の関係についての成果を得た。
•以上の研究成果は，プロジェクト共同研究員の研究成果も含めて，報告書 2冊，論文・ブックチャプ
ター 10件，発表・講演 69件，一般向けの講演・セミナー等 3件，データベース等 7件として公開した。

2.共同利用・共同研究
•『日本語日常会話コーパス』を本公開した。形態論情報は，オンライン検索システム「中納言」にて
音声配信機能を付けて令和 4年 3月 30日に公開した。また 20時間をコアと定め，係り受け情報，談
話行為情報，韻律情報を付与し，200時間の映像・音声データ，転記テキスト，各種アノテーション，
会話・話者等に関するメタ情報，オフライン全文検索システム「ひまわり」と合わせて令和 4年 3月
31日に公開した。本コーパスの設計・特徴に関する言語処理学会第 28回年次大会における発表に対
して「言語資源賞」（言語資源協会・言語処理学会）を受賞した。
• 1950～1970年代の音声資料を対象とする『昭和話し言葉コーパス』（独話 17時間・会話 27時間）の
音声・転記・メタ情報・オフライン全文検索システム「ひまわり」を令和 4年 3月 31日に公開した。
•『現代日本語書き言葉均衡コーパス』図書館サブコーパスの文学・小説に含まれる会話文に対する話者
情報（話者名・性別・年齢層）について，中納言への搭載を令和 3年 5月 6日に，話者情報に会話場面の
情報を加えた文脈付き生データ等の最新版を令和 3年 12月 16日に契約者専用サイトから公開した。

3.教育
•コーパス言語学分野の人材を育成するために，コーパスの利用・構築のための講習会 3コースを，令
和 3年 8月 26日，8月 27日，令和 4年 3月 1日に開催し，合計 121名が参加した。昨昨年度の講習
会の受講生を継続的に支援し，新たにコーパス『上方話し言葉コーパス』を構築・公開するなど，講
習会が成果として結び付いた。
•大学院生など若手研究者を主対象とするNINJALチュートリアル「コーパスを活用した日常会話の研
究」を令和 4年 2月 25日にオンラインで開催し，148名が参加した。
•共同研究員が指導する大学生・大学院生に『日本語日常会話コーパス』を優先的に提供してコーパス活
用の研究支援を実施することで，卒業論文 11本（千葉大・東京女子大・宇都宮大），修士論文 3本（一
橋大学），博士論文 1本（一橋大学）の成果に結びついた。

4.社会との連携及び社会貢献
•『三省堂国語辞典第八版』（三省堂）の改訂に際し，語釈の記述や見出し語の選定に『日本語日常会話
コーパス』が活用された。
•コーパス開発センターとの連携研究として，日常会話の音声認識等の技術開発に関するレトリバ社と
の共同研究を継続するとともに，新たにホンダ・リサーチ・インスティチュート・ジャパンとの共同研
究を開始した。
•プロジェクトで構築した『日本語日常会話コーパス』『昭和話しことばコーパス』『名大会話コーパス』
『現日研究・職場談話コーパス』『国会会議録』について，インターネットを通して一般に発信した。今
年度は合計 23,552件（昨年度比 133 %）の新規利用申請があり，研究教育に広く活用された。

5.グローバル化
•『日本語日常会話コーパス』などの日本語コーパスを活用した研究を国際的に発信するために，チェ
コのカレル大学哲学部アジア研究所日本研究学科との共催で，チェコを中心とする東欧諸国の日本語
学研究者を対象とする講演会（口頭発表 4件）を令和 4年 2月 23日に開催し，66名が参加した。
• International Pragmatics Conferenceなどオンライで開催された国際会議を中心に 5件の発表を通じ
てプロジェクトの成果を発信した。
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5.グローバル化
•英国オックスフォード大学との連携協定のもとで共同研究を推進し，『オックスフォード・NINJAL上
代語コーパス』を更新し新しいウェブページを公開した。

▶ 共同研究員数：75名
▶ 共同研究員所属機関：
大阪大学，群馬大学，三重大学，千葉大学，埼玉大学，筑波大学，東京大学，北海道大学，東北大学，九州大
学，福井大学，富山大学，愛知教育大学，信州大学，お茶の水女子大学，岩手大学，茨城大学，高知大学，
東京農工大学，名古屋大学，統計数理研究所，京都府立大学，東京都立大学，都留文科大学，神戸市外国
語大学，福岡女子短期大学，鎌倉女子大学，中央大学，中京大学，明治大学，関西学院大学，常葉大学，昭
和女子大学，白百合女子大学，立命館大学，名古屋女子大学，日本女子大学，駒澤大学，青山学院大学，上
智大学，花園大学，二松學舍大学，東京女子大学，國學院大學，成城大学，玉川大学，関西大学，ノートル
ダム清心女子大学，東洋大学，神戸松蔭女子学院大学，日本大学，早稲田大学，和洋女子大学，学習院大
学，国立情報学研究所，産業技術総合研究所，理化学研究所，コーネル大学，オックスフォード大学，啓
明大学，シカゴ大学，大葉大学

•大規模日常会話コーパスに基づく話し言葉の多角的研究
▶ プロジェクトリーダー：小磯花絵（音声言語研究領域・教授）
▶ 研究期間：2016.4–2022.3.
《研究目的および特色》
本プロジェクトの目的は，均衡性を考慮した大規模な日本語日常会話コーパスを構築し，それに基づ
く分析を通して，日常会話を含む話し言葉の特性を，レジスター・相互行為・経年変化の観点から多角的
に解明することである。そのために，（1）多様な日常場面の会話 200時間を収めた大規模コーパスの構
築を目指す会話コーパス構築班，及び，構築したコーパスを用いて，（2）語彙・文法・音声などに着目し
てレジスター的多様性を研究するレジスター班，（3）会話相互行為の中で文法が果たす役割や構造を研
究する相互行為班，（4）語彙・文法・音声などに着目して話し言葉の経年変化を研究する経年変化班の 4
つの班を組織して研究を進める。
会話コーパス構築班では，日常の会話行動に関する調査にもとづき，自宅・職場・店舗・屋外での家族・
友人・同僚・店員との会話など，多様な日常場面での会話を網羅するようコーパスを設計するものであり，
世界的に見ても新しい試みである。また，従来の多くの会話コーパスのように収録のために人を集めて
会話してもらうのではなく，生活の中で生じる会話を会話者自身に収録してもらうことにより，日常の
会話を自然な形で記録する点にも特色がある。会話の音声・映像を収録し，文字化した上で，形態論情
報や統語情報，談話情報などのアノテーションを施し，一般に公開する。これにより，話し言葉に関す
る高度なコーパスベースの研究基盤の確立を目指す。こうしたコーパスは，話し言葉や会話行動に関す
る基礎研究だけでなく，日本語教育や辞書編纂，音声情報処理，ロボット工学などの応用研究にも資す
るものである。また，後世の人々が 21世紀初頭の日本人の生活や文化を知るための貴重な記録となる。
コーパスに基づく話し言葉研究では，現代の日常会話に加え，講演などの独話，発話を前提に書き言
葉で記されたシナリオ，発話を前提としない小説などの会話文，1950年代以降の話し言葉など，多様な
データを対象に，高度な統計的分析や緻密な微視的分析を通して，話し言葉の語彙・文法・音声・相互行
為上の特性や仕組み，その経年変化の実態を，実証的に解明する。こうした研究を支えるものとして，
昔の話し言葉のデータやBCCWJの小説などの会話文，国会会議録などを対象にデータを整備し一般に
公開する。
このように本プロジェクトでは，日常会話を含む様々なコーパスやデータベースを整備・構築し一般
に公開することによって，話し言葉コーパスの共同利用・共同研究の基盤強化をはかる。
《2021年度の主要な成果》
1.研究
•プロジェクト全体の研究成果を発信するために，各班合同のシンポジウム「日常会話コーパスVII」
を令和 4年 3月 7日にオンラインで開催した。口頭発表 4件，ポスター発表 34件，参加者は 308名。
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•会話コミュニケーションについての議論を深めるため，シンポジウム「ことば・認知・インタラクショ
ン 10」をオンラインで令和 4年 3月 10日に開催した。口頭発表４件，パネル 1件，参加者は 263名。
•『日本語日常会話コーパス』本公開版の設計・構築・特徴をまとめた報告書，及び『現代日本語書き言
葉均衡コーパス』話者情報の設計をまとめた報告書をとりまとめてプロジェクトのHPで公開した。
•『日本語日常会話コーパス』参加者を対象とする自閉症スペクトラム傾向指数調査を活用した研究を
国立障害者リハビリテーションセンター研究所・幕内研究グループと連携して進め，AQ指数と言語
（終助詞）使用の関係についての成果を得た。
•以上の研究成果は，プロジェクト共同研究員の研究成果も含めて，報告書 2冊，論文・ブックチャプ
ター 10件，発表・講演 69件，一般向けの講演・セミナー等 3件，データベース等 7件として公開した。

2.共同利用・共同研究
•『日本語日常会話コーパス』を本公開した。形態論情報は，オンライン検索システム「中納言」にて
音声配信機能を付けて令和 4年 3月 30日に公開した。また 20時間をコアと定め，係り受け情報，談
話行為情報，韻律情報を付与し，200時間の映像・音声データ，転記テキスト，各種アノテーション，
会話・話者等に関するメタ情報，オフライン全文検索システム「ひまわり」と合わせて令和 4年 3月
31日に公開した。本コーパスの設計・特徴に関する言語処理学会第 28回年次大会における発表に対
して「言語資源賞」（言語資源協会・言語処理学会）を受賞した。
• 1950～1970年代の音声資料を対象とする『昭和話し言葉コーパス』（独話 17時間・会話 27時間）の
音声・転記・メタ情報・オフライン全文検索システム「ひまわり」を令和 4年 3月 31日に公開した。
•『現代日本語書き言葉均衡コーパス』図書館サブコーパスの文学・小説に含まれる会話文に対する話者
情報（話者名・性別・年齢層）について，中納言への搭載を令和 3年 5月 6日に，話者情報に会話場面の
情報を加えた文脈付き生データ等の最新版を令和 3年 12月 16日に契約者専用サイトから公開した。

3.教育
•コーパス言語学分野の人材を育成するために，コーパスの利用・構築のための講習会 3コースを，令
和 3年 8月 26日，8月 27日，令和 4年 3月 1日に開催し，合計 121名が参加した。昨昨年度の講習
会の受講生を継続的に支援し，新たにコーパス『上方話し言葉コーパス』を構築・公開するなど，講
習会が成果として結び付いた。
•大学院生など若手研究者を主対象とするNINJALチュートリアル「コーパスを活用した日常会話の研
究」を令和 4年 2月 25日にオンラインで開催し，148名が参加した。
•共同研究員が指導する大学生・大学院生に『日本語日常会話コーパス』を優先的に提供してコーパス活
用の研究支援を実施することで，卒業論文 11本（千葉大・東京女子大・宇都宮大），修士論文 3本（一
橋大学），博士論文 1本（一橋大学）の成果に結びついた。

4.社会との連携及び社会貢献
•『三省堂国語辞典第八版』（三省堂）の改訂に際し，語釈の記述や見出し語の選定に『日本語日常会話
コーパス』が活用された。
•コーパス開発センターとの連携研究として，日常会話の音声認識等の技術開発に関するレトリバ社と
の共同研究を継続するとともに，新たにホンダ・リサーチ・インスティチュート・ジャパンとの共同研
究を開始した。
•プロジェクトで構築した『日本語日常会話コーパス』『昭和話しことばコーパス』『名大会話コーパス』
『現日研究・職場談話コーパス』『国会会議録』について，インターネットを通して一般に発信した。今
年度は合計 23,552件（昨年度比 133 %）の新規利用申請があり，研究教育に広く活用された。

5.グローバル化
•『日本語日常会話コーパス』などの日本語コーパスを活用した研究を国際的に発信するために，チェ
コのカレル大学哲学部アジア研究所日本研究学科との共催で，チェコを中心とする東欧諸国の日本語
学研究者を対象とする講演会（口頭発表 4件）を令和 4年 2月 23日に開催し，66名が参加した。
• International Pragmatics Conferenceなどオンライで開催された国際会議を中心に 5件の発表を通じ
てプロジェクトの成果を発信した。
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▶ 共同研究員数：51名
▶ 共同研究員所属機関：
一橋大学，熊本大学，東京大学，九州大学，お茶の水女子大学，千葉大学，宇都宮大学，名古屋大学，京都
大学，公立はこだて未来大学，東京都立大学，筑波大学，北陸先端科学技術大学院大学，早稲田大学，明
治大学，同志社大学，関西学院大学，慶應義塾大学，日本女子大学，専修大学，愛知学院大学，同志社女子
大学，フェリス女学院大学，東洋大学，十文字学園女子大学，東京福祉大学，目白大学，岐阜女子大学，帝
京大学，山梨学院大学，国際交流基金日本語国際センター，国立障害者リハビリテーションセンター研究
所，NHK放送文化研究所，日本電信電話株式会社NTTコミュニケーション科学基礎研究所，アルバー
タ大学，株式会社リクルート，株式会社レトリバ，ミイダス株式会社

•日本語学習者のコミュニケーションの多角的解明
▶ プロジェクトリーダー：石黒圭（日本語教育研究領域・教授）
▶ 研究期間：2016.4–2022.3.
《研究目的および特色》
本プロジェクトの目的は，日本語学習者のコミュニケーションを多角的に解明するとともに，その成
果を日本語教育に応用する方法を明らかにすることである。具体的には，日本語教育やその関連領域の
研究者や教育者，そして日本語学習者に有益なコーパスを構築すること，論文集や教師指導書を刊行す
ること，シンポジウムや研修会を開催することである。
本プロジェクトでは日本語学習者のコミュニケーションを多角的に解明するために，3つのサブプロ

ジェクトを設ける。「日本語学習者の日本語使用の解明」，「日本語学習者の日本語理解の解明」，「日本
語学習のためのリソース開発」である。
サブプロジェクト「日本語学習者の日本語使用の解明」では，「学習者の会話能力の解明」と「学習者
の日本語習得過程の解明」を行う。「学習者の会話能力の解明」としては，母語話者と学習者の自然会
話コーパスを構築し，それをもとにして学習者の会話能力を解明する。この研究は，自然な日常会話を
データとした研究であることに特色がある。「学習者の日本語習得過程の解明」としては，さまざまな
言語を母語とする学習者の対話や作文のコーパスを構築し，それをもとにして異なる言語を母語とする
日本語学習者の日本語の習得過程を解明する。この研究は，日本を含む世界のさまざまな地域において
統制された条件で収集したデータを用いることにより，母語による違いを重視することに特色がある。
サブプロジェクト「日本語学習者の日本語理解の解明」では，「学習者の読解過程の解明」と「学習
者の聴解過程の解明」を行う。これまでの研究は学習者の言語産出活動である発話や作文に焦点を当て
たものが中心であったが，この研究は学習者の言語理解活動である読解や聴解に焦点を当てたものであ
る。学習者に理解した内容を母語で語ってもらったデータや教室での学習者の談話を通して，外からは
見えない読解や聴解の過程を可視化する研究である点に特色がある。
サブプロジェクト「日本語学習のためのリソース開発」では，「オンライン日本語基本動詞辞典の作
成」と「読解教材・聴解教材の開発」を行う。「オンライン日本語基本動詞辞典の作成」としては，日本
語の基本動詞が持つさまざまな意味を図解なども用いてわかりやすく解説する音声付オンライン辞典を
作成し，日本語教師や学習者に提供する。これは，大規模コーパスを活用して作成した辞典である点に
特色がある。「読解教材・聴解教材の開発」では，日本語学習者用の読解教材・聴解教材を作成するため
の共同研究を行った上で，ウェブ版教材サンプルを作成し，日本語教師や学習者に提供する。これは，
サブプロジェクト「日本語学習者の日本語理解の解明」で得られた調査結果に基づいて教材を作成する
点に特色がある。
《 2021年度の主要な成果》
1.研究
論文集『日本語コミュニケーションのための聴解教材の作成』（野田尚史・中尾有岐編，ひつじ書房）
を 2022年 3月に刊行した。『日本語学習者の読解過程』（野田尚史編，ココ出版）の書評が Journal of
Japanese Linguistics，37（1）に，『自然会話分析への語用論的アプローチ—BTSJコーパスを利用して—』
（宇佐美まゆみ編，ひつじ書房）の書評が Journal of Japanese Linguistics，37（2）に，『ビジネス文書の
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応用言語学的研究—クラウドソーシングを用いたビジネス日本語の多角的分析—』（石黒圭編，ひつじ
書房）の書評が『計量国語学』33（1）にそれぞれ掲載された。
2.共同利用・共同研究
『BTSJ日本語自然会話コーパス』の 450会話を本格公開し，完成記念シンポジウムを 2022年 3月 26
日（土）に行い，165名が参加した。『多言語母語の日本語学習者横断コーパス（I-JAS）』公開後のメンテ
ナンス，その他の作業を進め，本格公開した。『日本語学習者の文章理解過程データベース』に文章展
開の理解のデータ計 60名分を追加，公開した。『教室談話データベース』にピアリーディング談話の文
字化データを 12回分の授業 88ファイルを追加，公開した。『日本語学習者の読解コーパス』『日本語学
習者の聴解コーパスの構築』の構築を継続し，それぞれ 47件，20件のコーパスデータを新たに公開し
た。ウェブ版読解教材およびウェブ版聴解教材の開発を継続し，計 12件の教材を新たに公開した。『オ
ンライン日本語基本動詞ハンドブック』の 50見出しを追加し，計 190見出しに拡充した。

2021年 4月 24日・25日に「韓国日語教育学会第 39回国際学術大会」において I-JASをテーマにし
たシンポジウム「日本語教育に生かす学習者コーパス—日々の授業をいかに研究につなげるか—」を開
催した。また，2021年 5月 30日にプロジェクト主催の「第六回学習者コーパス・ワークショップ&シ
ンポジウム」を開催し，シンポジウム 135名，ワークショップ：初心者向け 29名，既習者向け 15名の
参加を得た。さらに，「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」プロジェクトとの共催で 2022
年 2月 26日にシンポジウム「日本語文法研究のフロンティア—母語話者の日本語と学習者の日本語の
対照研究を中心に—」をWeb開催で行い，396名が参加した。
プロジェクトの推進のために，国内外の日本語教育研究者 213名で 3つのサブプロジェクトによる共

同研究体制を組織し，プロジェクト非常勤研究員を 21名，技術補佐員を 7名雇用した。
3.教育
プロジェクト PDフェローを 1名雇用し，日本語教育研究に関する研究指導を行うことにより，日本

語教育分野の人材を育成した。また，大学院生 14名を共同研究員としてプロジェクトに参画させ，コー
パスの構築・分析作業を通して研究の指導を行った。
4.社会との連携及び社会貢献
（株）富士通の富士通研究所との連携で，2021年 9月 25日にオンラインのシンポジウム「ビジネス日
本語の研究と教育—文書改善に必要な条件を探る—」を開催し，188名が参加した。
日本語教師セミナー（国内）はのしろ日本語学習会との共催で，2022年 3月 27日に「地域における

日本語学習支援と共生社会の構築—日本語の位置付けとリテラシーの重要性を踏まえながら」をオンラ
インで開催し，133名が参加した。日本語教師セミナー（海外）はバングラデシュ日本語教師会との共催
で，2022年 3月 12日に，「社会変革を志向する新たな日本語教育—社会の一員としての日本語学習者
と「ケース教材」の実践—」を Zoomで開催し，49名が参加した。国際交流基金ケルン日本文化会館
との共催で 2021年 6月 5日に「ケルン日本語教師研修会 2021春」をWeb開催で行い，60名が参加し
た。看護と介護の日本語教育研究会・ビジネス日本語研究会・協働実践研究会・ハノイ国家大学外国語大
学との共催で 2021年 9月 19日にアジア人材還流学会「ハノイセミナー 2022のためのプレセミナー」
をWeb開催で行い，198名が参加した。
5.グローバル化
天津外国語大学および韓国外国語大学校と学術交流協定を締結し，天津外国語大学日本語学院および
韓国外国語大学校日本言語文化学部と国立国語研究所日本語教育研究領域の間で日本語学習者のコミュ
ニケーションに関わる共同研究を継続した。

▶ 共同研究員数：195名
▶ 共同研究員所属機関：
北陸先端科学技術大学院大学，京都大学，埼玉大学，東京外国語大学，一橋大学，広島大学，東北大学，島
根大学，名古屋大学，琉球大学，金沢大学，東京大学，大阪大学，福井大学，東京学芸大学，京都教育大学，
神戸大学，佐賀大学，九州大学，山口大学，東京海洋大学，岡山大学，お茶の水女子大学，筑波大学，新潟
大学，鳴門教育大学，豊橋技術科学大学，東京都立大学，都留文科大学，山梨県立大学，麗澤大学，南山大
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▶ 共同研究員数：51名
▶ 共同研究員所属機関：
一橋大学，熊本大学，東京大学，九州大学，お茶の水女子大学，千葉大学，宇都宮大学，名古屋大学，京都
大学，公立はこだて未来大学，東京都立大学，筑波大学，北陸先端科学技術大学院大学，早稲田大学，明
治大学，同志社大学，関西学院大学，慶應義塾大学，日本女子大学，専修大学，愛知学院大学，同志社女子
大学，フェリス女学院大学，東洋大学，十文字学園女子大学，東京福祉大学，目白大学，岐阜女子大学，帝
京大学，山梨学院大学，国際交流基金日本語国際センター，国立障害者リハビリテーションセンター研究
所，NHK放送文化研究所，日本電信電話株式会社NTTコミュニケーション科学基礎研究所，アルバー
タ大学，株式会社リクルート，株式会社レトリバ，ミイダス株式会社

•日本語学習者のコミュニケーションの多角的解明
▶ プロジェクトリーダー：石黒圭（日本語教育研究領域・教授）
▶ 研究期間：2016.4–2022.3.
《研究目的および特色》
本プロジェクトの目的は，日本語学習者のコミュニケーションを多角的に解明するとともに，その成
果を日本語教育に応用する方法を明らかにすることである。具体的には，日本語教育やその関連領域の
研究者や教育者，そして日本語学習者に有益なコーパスを構築すること，論文集や教師指導書を刊行す
ること，シンポジウムや研修会を開催することである。
本プロジェクトでは日本語学習者のコミュニケーションを多角的に解明するために，3つのサブプロ

ジェクトを設ける。「日本語学習者の日本語使用の解明」，「日本語学習者の日本語理解の解明」，「日本
語学習のためのリソース開発」である。
サブプロジェクト「日本語学習者の日本語使用の解明」では，「学習者の会話能力の解明」と「学習者
の日本語習得過程の解明」を行う。「学習者の会話能力の解明」としては，母語話者と学習者の自然会
話コーパスを構築し，それをもとにして学習者の会話能力を解明する。この研究は，自然な日常会話を
データとした研究であることに特色がある。「学習者の日本語習得過程の解明」としては，さまざまな
言語を母語とする学習者の対話や作文のコーパスを構築し，それをもとにして異なる言語を母語とする
日本語学習者の日本語の習得過程を解明する。この研究は，日本を含む世界のさまざまな地域において
統制された条件で収集したデータを用いることにより，母語による違いを重視することに特色がある。
サブプロジェクト「日本語学習者の日本語理解の解明」では，「学習者の読解過程の解明」と「学習
者の聴解過程の解明」を行う。これまでの研究は学習者の言語産出活動である発話や作文に焦点を当て
たものが中心であったが，この研究は学習者の言語理解活動である読解や聴解に焦点を当てたものであ
る。学習者に理解した内容を母語で語ってもらったデータや教室での学習者の談話を通して，外からは
見えない読解や聴解の過程を可視化する研究である点に特色がある。
サブプロジェクト「日本語学習のためのリソース開発」では，「オンライン日本語基本動詞辞典の作
成」と「読解教材・聴解教材の開発」を行う。「オンライン日本語基本動詞辞典の作成」としては，日本
語の基本動詞が持つさまざまな意味を図解なども用いてわかりやすく解説する音声付オンライン辞典を
作成し，日本語教師や学習者に提供する。これは，大規模コーパスを活用して作成した辞典である点に
特色がある。「読解教材・聴解教材の開発」では，日本語学習者用の読解教材・聴解教材を作成するため
の共同研究を行った上で，ウェブ版教材サンプルを作成し，日本語教師や学習者に提供する。これは，
サブプロジェクト「日本語学習者の日本語理解の解明」で得られた調査結果に基づいて教材を作成する
点に特色がある。
《 2021年度の主要な成果》
1.研究
論文集『日本語コミュニケーションのための聴解教材の作成』（野田尚史・中尾有岐編，ひつじ書房）
を 2022年 3月に刊行した。『日本語学習者の読解過程』（野田尚史編，ココ出版）の書評が Journal of
Japanese Linguistics，37（1）に，『自然会話分析への語用論的アプローチ—BTSJコーパスを利用して—』
（宇佐美まゆみ編，ひつじ書房）の書評が Journal of Japanese Linguistics，37（2）に，『ビジネス文書の
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応用言語学的研究—クラウドソーシングを用いたビジネス日本語の多角的分析—』（石黒圭編，ひつじ
書房）の書評が『計量国語学』33（1）にそれぞれ掲載された。
2.共同利用・共同研究
『BTSJ日本語自然会話コーパス』の 450会話を本格公開し，完成記念シンポジウムを 2022年 3月 26
日（土）に行い，165名が参加した。『多言語母語の日本語学習者横断コーパス（I-JAS）』公開後のメンテ
ナンス，その他の作業を進め，本格公開した。『日本語学習者の文章理解過程データベース』に文章展
開の理解のデータ計 60名分を追加，公開した。『教室談話データベース』にピアリーディング談話の文
字化データを 12回分の授業 88ファイルを追加，公開した。『日本語学習者の読解コーパス』『日本語学
習者の聴解コーパスの構築』の構築を継続し，それぞれ 47件，20件のコーパスデータを新たに公開し
た。ウェブ版読解教材およびウェブ版聴解教材の開発を継続し，計 12件の教材を新たに公開した。『オ
ンライン日本語基本動詞ハンドブック』の 50見出しを追加し，計 190見出しに拡充した。

2021年 4月 24日・25日に「韓国日語教育学会第 39回国際学術大会」において I-JASをテーマにし
たシンポジウム「日本語教育に生かす学習者コーパス—日々の授業をいかに研究につなげるか—」を開
催した。また，2021年 5月 30日にプロジェクト主催の「第六回学習者コーパス・ワークショップ&シ
ンポジウム」を開催し，シンポジウム 135名，ワークショップ：初心者向け 29名，既習者向け 15名の
参加を得た。さらに，「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」プロジェクトとの共催で 2022
年 2月 26日にシンポジウム「日本語文法研究のフロンティア—母語話者の日本語と学習者の日本語の
対照研究を中心に—」をWeb開催で行い，396名が参加した。
プロジェクトの推進のために，国内外の日本語教育研究者 213名で 3つのサブプロジェクトによる共

同研究体制を組織し，プロジェクト非常勤研究員を 21名，技術補佐員を 7名雇用した。
3.教育
プロジェクト PDフェローを 1名雇用し，日本語教育研究に関する研究指導を行うことにより，日本

語教育分野の人材を育成した。また，大学院生 14名を共同研究員としてプロジェクトに参画させ，コー
パスの構築・分析作業を通して研究の指導を行った。
4.社会との連携及び社会貢献
（株）富士通の富士通研究所との連携で，2021年 9月 25日にオンラインのシンポジウム「ビジネス日
本語の研究と教育—文書改善に必要な条件を探る—」を開催し，188名が参加した。
日本語教師セミナー（国内）はのしろ日本語学習会との共催で，2022年 3月 27日に「地域における

日本語学習支援と共生社会の構築—日本語の位置付けとリテラシーの重要性を踏まえながら」をオンラ
インで開催し，133名が参加した。日本語教師セミナー（海外）はバングラデシュ日本語教師会との共催
で，2022年 3月 12日に，「社会変革を志向する新たな日本語教育—社会の一員としての日本語学習者
と「ケース教材」の実践—」を Zoomで開催し，49名が参加した。国際交流基金ケルン日本文化会館
との共催で 2021年 6月 5日に「ケルン日本語教師研修会 2021春」をWeb開催で行い，60名が参加し
た。看護と介護の日本語教育研究会・ビジネス日本語研究会・協働実践研究会・ハノイ国家大学外国語大
学との共催で 2021年 9月 19日にアジア人材還流学会「ハノイセミナー 2022のためのプレセミナー」
をWeb開催で行い，198名が参加した。
5.グローバル化
天津外国語大学および韓国外国語大学校と学術交流協定を締結し，天津外国語大学日本語学院および
韓国外国語大学校日本言語文化学部と国立国語研究所日本語教育研究領域の間で日本語学習者のコミュ
ニケーションに関わる共同研究を継続した。

▶ 共同研究員数：195名
▶ 共同研究員所属機関：
北陸先端科学技術大学院大学，京都大学，埼玉大学，東京外国語大学，一橋大学，広島大学，東北大学，島
根大学，名古屋大学，琉球大学，金沢大学，東京大学，大阪大学，福井大学，東京学芸大学，京都教育大学，
神戸大学，佐賀大学，九州大学，山口大学，東京海洋大学，岡山大学，お茶の水女子大学，筑波大学，新潟
大学，鳴門教育大学，豊橋技術科学大学，東京都立大学，都留文科大学，山梨県立大学，麗澤大学，南山大
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学，名古屋学院大学，関西学院大学，東京福祉大学，日本女子大学，聖心女子大学，中京大学，中央学院
大学，東京経済大学，岐阜聖徳学園大学，東京工芸大学，清泉女子大学，実践女子大学，早稲田大学，明
海大学，名古屋外国語大学，大阪産業大学，国際基督教大学，長崎外国語大学，学習院女子大学，法政大
学，武庫川女子大学，神戸女学院大学，東亜大学，大手前大学，関西看護医療大学，愛知学院大学，大阪女
学院大学，愛知文教大学，國學院大學，名古屋商科大学，東海大学，日本大学，立命館大学，立教大学，敬
和学園大学，明治大学，明星大学，城西大学，国立情報学研究所，神戸市立工業高等専門学校，国際交流
基金，富士通研究所，富士通株式会社，山野日本語学校，カリフォルニア大学ロサンゼルス校，アルバー
タ大学，大連外国語大学，中国人民大学，ミネソタ大学ツインシティー校，ミュンヘン大学，江南大学，
重慶三峡学院，無錫職業技術学院，天津外国語大学，ハノイ工科大学，華中科技大学，華南農業大学，中
山大学，洛陽師範学院，クイーンズランド大学，ブダペスト商科大学，サンフランシスコ市立大学，グル
ノーブル・アルプ大学，オークランド大学，コロンビア大学，ハワイ大学，北京外国語大学，カリフォルニ
ア大学バークレー校，西安外国語大学，サンフランシスコ州立大学，明知大学校，広東外語外貿大学，メ
ルボルン大学，元智大学，チュラーロンコーン大学，ヨーク・セント・ジョン大学，パリ・ディドロ大学，
リュブリャナ大学，ジャパン・ソサエティ，東海大學，黒竜江大学，長春師範大学，ロイヤルメルボルン
工科大学，ラトローブ大学，台湾政治大学，北京語言大学，北京師範大学，ニューヨーク大学，ブラジリ
ア大学，西安交通大学，フエ外国語大学，湖北第二師範学院，ハルピン師範大学，成都理工大学，東華大
学，ベトナム国家大学ハノイ校，ベトナム国家大学ホーチミン市校，ウィスコンシン大学マディソン校，
カンタベリー大学，ソウル大学，ハノイ国家大学外国語大学，ドン・ア大学，澳門大学，深圳大学，福建師
範大学，牡丹江師範学院，東呉大学

（2）【新領域創出型】3件
第 3期中期計画において，新たな研究領域の創出に資するため，外部研究者をリーダーとする共同研究を

実施している。新領域創出型は，研究領域や基幹研究プロジェクトの枠を越えて，新たな研究の展開・創出
を探るための萌芽的研究として外部公募により採択されたプロジェクト。

•現代語の意味の変化に対する計算的・統計力学的アプローチ
▶ プロジェクトリーダー：持橋大地（統計数理研究所・准教授）
▶ 研究期間：2019.4–2022.3.
《研究目的および特色》
現代および近代日本語において，あるいは現代語一般に，単語の意味は時間を通じて一様ではなく，
常に変化し続けている。こうした中，（1）どのような単語が，（2）どのように意味変化を起こしたのか，
またそれはどのようなメカニズムで起きうるのかを理論的に調べることは，国語学および言語学におい
て最も重要な現代的課題の一つであると考えられる。
特に，国立国語研究所において提供されている通時コーパスなどを用いれば，デジタル化されたテキ
ストデータが大量に得られるため，上記の（1）においては適切な統計モデルに基づくデータ解析によっ
て目的を実現し，（2）においては，無数の言語使用者が周囲の影響を受けて確率的に言語使用を変化さ
せる統計力学的描像によって，その理論的性質を解明する。研究は統計数理研究所のほか，国立国語研
究所，東京都立大学，産業技術総合研究所人工知能研究センターによる横断的組織によって進める。

▶ 共同研究員数：5名
▶ 共同研究員所属機関：
東京都立大学，統計数理研究所，産業技術総合研究所

•多文化共生社会における日本語の言語的障壁の低減に関する研究
▶ プロジェクトリーダー：庵功雄（一橋大学・教授）
▶ 研究期間：2019.4–2022.3.
《研究目的および特色》
政府の外国人受け入れ政策の急展開により，定住目的の外国人が日本国内で急増することが予想され
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る。その際，日本語に関する様々な問題が生じることが予想されるが，そうした日本語に関する言語的
障壁を少しでも低減することは日本語研究に課せられた大きな使命である。
本研究では，こうした認識のもと，外国人にとって生活上重要なものでありながら読解・産出が困難
な類型のテキストについて，自然言語処理との協働により，その簡略化の方策を研究する。
具体的には，次のようなテキストを対象とする。

1.外食チェーン店のオペレーション・マニュアル
2.介護施設における申し送り書
これらのデータを収集し，そこから言語的特徴を抽出し，その定型化を行う。その後，文書を構成する
パーツを取り出し，それを組み合わせ，これらの文書作成用のエディターを開発する。

▶ 共同研究員数：3名
▶ 共同研究員所属機関：
一橋大学，鳴門教育大学，専修大学

•発達障害児の聞き取りの困難さの要因を探る実証研究
▶ プロジェクトリーダー：藤野博（東京学芸大学・教授）
▶ 研究期間：2019.4–2022.3.
《研究目的および特色》
知的発達に遅れがなく言語を獲得できる自閉スペクトラム症（ASD）や注意欠如・多動症（ADHD）の

子どもの中には，文章レベルの聞き取りが困難な者が少なからず存在する。しかしこれまで国内では発
達障害児の聞き取りの困難さにつながる認知特性に関する研究は非常に少なく，体系的な実証研究はほ
ぼ皆無といえる。そこで本研究は，知的に遅れのない発達障害児を対象とし，音韻知覚の特異性が語や
文の理解のつまずきや，授業などでの学年相応の聞き取りの困難さの要因となるかどうかを検証する。
具体的には，　◯1　　発達障害児の音韻知覚の特性を多角的に検証するとともに，　◯2　　語や文の構造理解の特徴
と，文章・段落レベルの「聞き取り」の力を縦断的に検討する。そして最終的に　◯1　　と　◯2　　の結果を総合し
て，「聞き取り」の困難の要因を探る。さらに，その結果を国際基準による言語検査の開発および子ど
もの認知特性に合った支援法の提案につなげることを目標とする。

▶ 共同研究員数：5名
▶ 共同研究員所属機関：
東京学芸大学，愛媛大学，中央大学

（3）【共同利用型】17件，【登録型】5件，【言語資源型】3件
【共同利用型】
共同利用型は，大学等に所属する研究者が，国語研が保有する研究資料・言語資源・分析装置等を利用して
研究を行い，日本語学，言語学及び日本語教育研究のさらなる発展を図ることを目的とするもの。（資料等
を利用するための旅費を支弁。）
•音声の個人内変化を推定するためのコーホート分析の有効性に関する実証研究
プロジェクトリーダー：尾崎喜光（ノートルダム清心女子大学・教授）
•感謝表現研究における「各地方言収集緊急調査」資料の活用
プロジェクトリーダー：田島優（明治大学・教授）
•訓点資料の精密解読によるデジタルアーカイブの検証
プロジェクトリーダー：小助川貞次（富山大学・教授）
•言語接触における英語のインパクト：語彙の英語化に関するウェルフェア・リングイスティクスの視点から
プロジェクトリーダー：久屋愛実（立命館大学・准教授）
•難解用語の言語問題に対応する言い換え提案の検証とその応用
プロジェクトリーダー：田中牧郎（明治大学・教授）
•北海道調査データを再活用した言語変化の実時間プロセスの解明へ向けた研究
プロジェクトリーダー：高野照司（北星学園大学・教授）
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学，名古屋学院大学，関西学院大学，東京福祉大学，日本女子大学，聖心女子大学，中京大学，中央学院
大学，東京経済大学，岐阜聖徳学園大学，東京工芸大学，清泉女子大学，実践女子大学，早稲田大学，明
海大学，名古屋外国語大学，大阪産業大学，国際基督教大学，長崎外国語大学，学習院女子大学，法政大
学，武庫川女子大学，神戸女学院大学，東亜大学，大手前大学，関西看護医療大学，愛知学院大学，大阪女
学院大学，愛知文教大学，國學院大學，名古屋商科大学，東海大学，日本大学，立命館大学，立教大学，敬
和学園大学，明治大学，明星大学，城西大学，国立情報学研究所，神戸市立工業高等専門学校，国際交流
基金，富士通研究所，富士通株式会社，山野日本語学校，カリフォルニア大学ロサンゼルス校，アルバー
タ大学，大連外国語大学，中国人民大学，ミネソタ大学ツインシティー校，ミュンヘン大学，江南大学，
重慶三峡学院，無錫職業技術学院，天津外国語大学，ハノイ工科大学，華中科技大学，華南農業大学，中
山大学，洛陽師範学院，クイーンズランド大学，ブダペスト商科大学，サンフランシスコ市立大学，グル
ノーブル・アルプ大学，オークランド大学，コロンビア大学，ハワイ大学，北京外国語大学，カリフォルニ
ア大学バークレー校，西安外国語大学，サンフランシスコ州立大学，明知大学校，広東外語外貿大学，メ
ルボルン大学，元智大学，チュラーロンコーン大学，ヨーク・セント・ジョン大学，パリ・ディドロ大学，
リュブリャナ大学，ジャパン・ソサエティ，東海大學，黒竜江大学，長春師範大学，ロイヤルメルボルン
工科大学，ラトローブ大学，台湾政治大学，北京語言大学，北京師範大学，ニューヨーク大学，ブラジリ
ア大学，西安交通大学，フエ外国語大学，湖北第二師範学院，ハルピン師範大学，成都理工大学，東華大
学，ベトナム国家大学ハノイ校，ベトナム国家大学ホーチミン市校，ウィスコンシン大学マディソン校，
カンタベリー大学，ソウル大学，ハノイ国家大学外国語大学，ドン・ア大学，澳門大学，深圳大学，福建師
範大学，牡丹江師範学院，東呉大学

（2）【新領域創出型】3件
第 3期中期計画において，新たな研究領域の創出に資するため，外部研究者をリーダーとする共同研究を

実施している。新領域創出型は，研究領域や基幹研究プロジェクトの枠を越えて，新たな研究の展開・創出
を探るための萌芽的研究として外部公募により採択されたプロジェクト。

•現代語の意味の変化に対する計算的・統計力学的アプローチ
▶ プロジェクトリーダー：持橋大地（統計数理研究所・准教授）
▶ 研究期間：2019.4–2022.3.
《研究目的および特色》
現代および近代日本語において，あるいは現代語一般に，単語の意味は時間を通じて一様ではなく，
常に変化し続けている。こうした中，（1）どのような単語が，（2）どのように意味変化を起こしたのか，
またそれはどのようなメカニズムで起きうるのかを理論的に調べることは，国語学および言語学におい
て最も重要な現代的課題の一つであると考えられる。
特に，国立国語研究所において提供されている通時コーパスなどを用いれば，デジタル化されたテキ
ストデータが大量に得られるため，上記の（1）においては適切な統計モデルに基づくデータ解析によっ
て目的を実現し，（2）においては，無数の言語使用者が周囲の影響を受けて確率的に言語使用を変化さ
せる統計力学的描像によって，その理論的性質を解明する。研究は統計数理研究所のほか，国立国語研
究所，東京都立大学，産業技術総合研究所人工知能研究センターによる横断的組織によって進める。

▶ 共同研究員数：5名
▶ 共同研究員所属機関：
東京都立大学，統計数理研究所，産業技術総合研究所

•多文化共生社会における日本語の言語的障壁の低減に関する研究
▶ プロジェクトリーダー：庵功雄（一橋大学・教授）
▶ 研究期間：2019.4–2022.3.
《研究目的および特色》
政府の外国人受け入れ政策の急展開により，定住目的の外国人が日本国内で急増することが予想され
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る。その際，日本語に関する様々な問題が生じることが予想されるが，そうした日本語に関する言語的
障壁を少しでも低減することは日本語研究に課せられた大きな使命である。
本研究では，こうした認識のもと，外国人にとって生活上重要なものでありながら読解・産出が困難
な類型のテキストについて，自然言語処理との協働により，その簡略化の方策を研究する。
具体的には，次のようなテキストを対象とする。

1.外食チェーン店のオペレーション・マニュアル
2.介護施設における申し送り書
これらのデータを収集し，そこから言語的特徴を抽出し，その定型化を行う。その後，文書を構成する
パーツを取り出し，それを組み合わせ，これらの文書作成用のエディターを開発する。

▶ 共同研究員数：3名
▶ 共同研究員所属機関：
一橋大学，鳴門教育大学，専修大学

•発達障害児の聞き取りの困難さの要因を探る実証研究
▶ プロジェクトリーダー：藤野博（東京学芸大学・教授）
▶ 研究期間：2019.4–2022.3.
《研究目的および特色》
知的発達に遅れがなく言語を獲得できる自閉スペクトラム症（ASD）や注意欠如・多動症（ADHD）の

子どもの中には，文章レベルの聞き取りが困難な者が少なからず存在する。しかしこれまで国内では発
達障害児の聞き取りの困難さにつながる認知特性に関する研究は非常に少なく，体系的な実証研究はほ
ぼ皆無といえる。そこで本研究は，知的に遅れのない発達障害児を対象とし，音韻知覚の特異性が語や
文の理解のつまずきや，授業などでの学年相応の聞き取りの困難さの要因となるかどうかを検証する。
具体的には，　◯1　　発達障害児の音韻知覚の特性を多角的に検証するとともに，　◯2　　語や文の構造理解の特徴
と，文章・段落レベルの「聞き取り」の力を縦断的に検討する。そして最終的に　◯1　　と　◯2　　の結果を総合し
て，「聞き取り」の困難の要因を探る。さらに，その結果を国際基準による言語検査の開発および子ど
もの認知特性に合った支援法の提案につなげることを目標とする。

▶ 共同研究員数：5名
▶ 共同研究員所属機関：
東京学芸大学，愛媛大学，中央大学

（3）【共同利用型】17件，【登録型】5件，【言語資源型】3件
【共同利用型】
共同利用型は，大学等に所属する研究者が，国語研が保有する研究資料・言語資源・分析装置等を利用して
研究を行い，日本語学，言語学及び日本語教育研究のさらなる発展を図ることを目的とするもの。（資料等
を利用するための旅費を支弁。）
•音声の個人内変化を推定するためのコーホート分析の有効性に関する実証研究
プロジェクトリーダー：尾崎喜光（ノートルダム清心女子大学・教授）
•感謝表現研究における「各地方言収集緊急調査」資料の活用
プロジェクトリーダー：田島優（明治大学・教授）
•訓点資料の精密解読によるデジタルアーカイブの検証
プロジェクトリーダー：小助川貞次（富山大学・教授）
•言語接触における英語のインパクト：語彙の英語化に関するウェルフェア・リングイスティクスの視点から
プロジェクトリーダー：久屋愛実（立命館大学・准教授）
•難解用語の言語問題に対応する言い換え提案の検証とその応用
プロジェクトリーダー：田中牧郎（明治大学・教授）
•北海道調査データを再活用した言語変化の実時間プロセスの解明へ向けた研究
プロジェクトリーダー：高野照司（北星学園大学・教授）
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•東北方言の地理的・世代的動態についての研究
プロジェクトリーダー：半沢康（福島大学・教授）
•音声談話資料を利用した大分方言 60年間の変化の研究
プロジェクトリーダー：二階堂整（福岡女学院大学・教授）
•国研の蔵書から見た海外言語地理学・言語地図の歴史と現状の研究
プロジェクトリーダー：沢木幹栄（信州大学・名誉教授）
•大規模コーパスを利用した言語処理の計算心理言語学的研究
プロジェクトリーダー：大関洋平（東京大学・講師 /理化学研究所革新知能統合研究センター・客員研究員）
•第二言語学習における音声生成能力の向上が音声知覚能力に与える影響
プロジェクトリーダー：末光厚夫（札幌保健医療大学・教授）
•国立国語研究所創設期の研究者のノートから辿る日本語研究の歴史
プロジェクトリーダー：斎藤達哉（専修大学・教授）
•方言音声と共通語音声の使い分けの変化に関する研究
プロジェクトリーダー：尾崎喜光（ノートルダム清心女子大学・教授）
•単語分散表現と文脈依存単語埋め込み表現を利用した語義の埋め込み表現の構築
プロジェクトリーダー：新納浩幸（茨城大学・教授）
•訓点資料構造化データの検証研究
プロジェクトリーダー：田島孝治（岐阜工業高等専門学校・准教授）
•言語をめぐる社会調査史料の活用法に関する研究
プロジェクトリーダー：前田忠彦（情報・システム研究機構・准教授）

【登録型】
登録型は，大学等に所属する研究者が，国語研が保有する研究資料・言語資源・分析装置等を利用して研究
を行い，日本語学，言語学及び日本語教育研究のさらなる発展を図ることを目的とするもの。（研究経費の
配分はなし。）
•日本語の有声性の対立への複数の音響指標の影響
プロジェクトリーダー：李勝勲（国際基督教大学・上級准教授）
•『現代語の助詞・助動詞』の電子化及び整理
プロジェクトリーダー：小松原哲太（神戸大学・講師）
•和歌・今様を対象とする UniDicの開発と研究
プロジェクトリーダー：相田愛子（金沢大学・特別研究員 RPD）
•「語の文体値データ」の作成及び公開
プロジェクトリーダー：馬場俊臣（北海道教育大学・教授）
•欧文脈の現代語文脈への定着過程—無生物主語を伴う「見る」の用法を例に—
プロジェクトリーダー：杉山暦（八戸工業高等専門学校・特命准教授）

【言語資源型】
言語資源型は，大学等に所属する研究者が，国語研が保有する言語資源を利用して研究を行い，日本語学，
言語学及び日本語教育研究のさらなる発展を図ることを目的とするもの。（研究経費の配分はなし。）
•指標性に着目した日本語記述
プロジェクトリーダー：野村和之（千葉大学・助教）
•係り受け情報を用いた日本語母語話者の情報処理過程解明のための基礎的研究
プロジェクトリーダー：庵功雄（一橋大学・教授）
•BCCWJを用いた日本語統語情報・名詞コロケーション辞書作成のための基礎的研究
プロジェクトリーダー：庵功雄（一橋大学・教授）

（4）【コーパス基礎研究】1件
基幹型プロジェクト等で構築される予定の日本語史，日常会話，方言，日本語学習者に関するコーパスの
高度化や効率的な構築・利用等を実現するために基礎研究を実施している。
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•コーパスアノテーションの拡張・統合・自動化に関する基礎研究
▶ プロジェクトリーダー：浅原正幸（コーパス開発センター・教授）
▶ 研究期間：2016.10–2022.3.
《研究目的および特色》
形態論情報つきコーパスの整備が進む中，より高次の情報を付与することが言語研究において求めら
れている。コーパス開発センターは，統語・意味・音声の三つの班により，既存のアノテーションの拡
張手法，複数のアノテーションの統合手法，またその自動化の基礎研究を行う。統語班は，文節係り
受け・述語項構造・節境界に関する研究と，統語アノテーションの国際化プロジェクトであるUniversal
Dependenciesプロジェクトに参画し，言語資源整備を進める。意味班は，『分類語彙表（増補改訂版）』
を中心とした拡張として，UniDic語彙素番号–分類語彙表番号対応表（現代・古典）や『現代日本語書き
言葉均衡コーパス』（BCCWJ），『日本語歴史コーパス』（CHJ）に対する分類語彙表番号アノテーショ
ンを行う。音声班は，『日本語話し言葉コーパス』（CSJ）に対する声質情報自動付与，調音運動データ
ベースの設計，音声・テキスト自動アライメントの精度向上とともに，形態論情報と同期した音声ブラ
ウジング環境の開発を行う。

▶ 共同研究員数：27名
▶ 共同研究員所属機関：
東北大学，茨城大学，筑波大学，宇都宮大学，東京外国語大学，東京大学，東京農工大学，京都大学，九州
大学，統計数理研究所，千葉工業大学，中央大学，早稲田大学，立命館大学，甲南大学，目白大学，理化学
研究所，日本アイ・ビー・エム株式会社，株式会社リクルート，内蒙古大学，モナシュ大学

2 人間文化研究機構基幹研究プロジェクト
人間文化研究機構では，国内外の大学等研究機関や地域社会等と組織的に連携し，現代的諸課題の解明に
資する「基幹研究プロジェクト」を推進し，人間文化の新たな価値体系の創出を目指している。国立国語研
究所もそれらのプロジェクト等に参画している。

（1）広領域連携型基幹研究プロジェクト
人間文化研究機構を構成する 6機関が協業して，国内外の大学等研究機関や地域社会と連携し，新たな人

間文化研究システムを構築するとともに，異分野融合による新領域創出を目指すもの。

•日本列島における地域社会変貌・災害からの地域文化の再構築
国語研・歴博が主導機関となって，「日本列島における地域社会変貌・災害からの地域文化の再構築」と題
する連携研究を 2016年度に開始した。日本列島において地域が直面しているさまざまな課題，特に地域社
会の変貌や災害によって多様性が失われつつある状況が惹起する諸問題とその解決のために，人間文化研
究機構の各機関が相互に連携し，地域における大学・博物館等とも協働しながら調査研究を推進している。
〈国語研ユニット〉方言の記録と継承による地域文化の再構築

▶ 研究代表者：木部暢子（言語変異研究領域・特任教授）
▶ 研究期間：2016.4–2022.3.
▶ 共同研究員数：15名
▶ 共同研究員所属機関：
岩手大学，九州大学，長崎大学，鹿児島大学，東京大学，島根大学，愛知県立大学，南山大学，弘前学院大
学，駒澤大学，別府大学，名桜大学，オークランド大学

▶ 地域社会の変貌により，地域の貴重な文化資源である方言が急速に衰退しつつある。国語研ユニットで
は，自治体や各地の大学・研究者と連携して地域の方言の記録や方言の継承活動を行うことにより，方
言を主軸とする地域文化の再構築の可能性と方言の持つ文化的意義について研究を行う。
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•東北方言の地理的・世代的動態についての研究
プロジェクトリーダー：半沢康（福島大学・教授）
•音声談話資料を利用した大分方言 60年間の変化の研究
プロジェクトリーダー：二階堂整（福岡女学院大学・教授）
•国研の蔵書から見た海外言語地理学・言語地図の歴史と現状の研究
プロジェクトリーダー：沢木幹栄（信州大学・名誉教授）
•大規模コーパスを利用した言語処理の計算心理言語学的研究
プロジェクトリーダー：大関洋平（東京大学・講師 /理化学研究所革新知能統合研究センター・客員研究員）
•第二言語学習における音声生成能力の向上が音声知覚能力に与える影響
プロジェクトリーダー：末光厚夫（札幌保健医療大学・教授）
•国立国語研究所創設期の研究者のノートから辿る日本語研究の歴史
プロジェクトリーダー：斎藤達哉（専修大学・教授）
•方言音声と共通語音声の使い分けの変化に関する研究
プロジェクトリーダー：尾崎喜光（ノートルダム清心女子大学・教授）
•単語分散表現と文脈依存単語埋め込み表現を利用した語義の埋め込み表現の構築
プロジェクトリーダー：新納浩幸（茨城大学・教授）
•訓点資料構造化データの検証研究
プロジェクトリーダー：田島孝治（岐阜工業高等専門学校・准教授）
•言語をめぐる社会調査史料の活用法に関する研究
プロジェクトリーダー：前田忠彦（情報・システム研究機構・准教授）

【登録型】
登録型は，大学等に所属する研究者が，国語研が保有する研究資料・言語資源・分析装置等を利用して研究
を行い，日本語学，言語学及び日本語教育研究のさらなる発展を図ることを目的とするもの。（研究経費の
配分はなし。）
•日本語の有声性の対立への複数の音響指標の影響
プロジェクトリーダー：李勝勲（国際基督教大学・上級准教授）
•『現代語の助詞・助動詞』の電子化及び整理
プロジェクトリーダー：小松原哲太（神戸大学・講師）
•和歌・今様を対象とする UniDicの開発と研究
プロジェクトリーダー：相田愛子（金沢大学・特別研究員 RPD）
•「語の文体値データ」の作成及び公開
プロジェクトリーダー：馬場俊臣（北海道教育大学・教授）
•欧文脈の現代語文脈への定着過程—無生物主語を伴う「見る」の用法を例に—
プロジェクトリーダー：杉山暦（八戸工業高等専門学校・特命准教授）

【言語資源型】
言語資源型は，大学等に所属する研究者が，国語研が保有する言語資源を利用して研究を行い，日本語学，
言語学及び日本語教育研究のさらなる発展を図ることを目的とするもの。（研究経費の配分はなし。）
•指標性に着目した日本語記述
プロジェクトリーダー：野村和之（千葉大学・助教）
•係り受け情報を用いた日本語母語話者の情報処理過程解明のための基礎的研究
プロジェクトリーダー：庵功雄（一橋大学・教授）
•BCCWJを用いた日本語統語情報・名詞コロケーション辞書作成のための基礎的研究
プロジェクトリーダー：庵功雄（一橋大学・教授）

（4）【コーパス基礎研究】1件
基幹型プロジェクト等で構築される予定の日本語史，日常会話，方言，日本語学習者に関するコーパスの
高度化や効率的な構築・利用等を実現するために基礎研究を実施している。
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•コーパスアノテーションの拡張・統合・自動化に関する基礎研究
▶ プロジェクトリーダー：浅原正幸（コーパス開発センター・教授）
▶ 研究期間：2016.10–2022.3.
《研究目的および特色》
形態論情報つきコーパスの整備が進む中，より高次の情報を付与することが言語研究において求めら
れている。コーパス開発センターは，統語・意味・音声の三つの班により，既存のアノテーションの拡
張手法，複数のアノテーションの統合手法，またその自動化の基礎研究を行う。統語班は，文節係り
受け・述語項構造・節境界に関する研究と，統語アノテーションの国際化プロジェクトであるUniversal
Dependenciesプロジェクトに参画し，言語資源整備を進める。意味班は，『分類語彙表（増補改訂版）』
を中心とした拡張として，UniDic語彙素番号–分類語彙表番号対応表（現代・古典）や『現代日本語書き
言葉均衡コーパス』（BCCWJ），『日本語歴史コーパス』（CHJ）に対する分類語彙表番号アノテーショ
ンを行う。音声班は，『日本語話し言葉コーパス』（CSJ）に対する声質情報自動付与，調音運動データ
ベースの設計，音声・テキスト自動アライメントの精度向上とともに，形態論情報と同期した音声ブラ
ウジング環境の開発を行う。

▶ 共同研究員数：27名
▶ 共同研究員所属機関：
東北大学，茨城大学，筑波大学，宇都宮大学，東京外国語大学，東京大学，東京農工大学，京都大学，九州
大学，統計数理研究所，千葉工業大学，中央大学，早稲田大学，立命館大学，甲南大学，目白大学，理化学
研究所，日本アイ・ビー・エム株式会社，株式会社リクルート，内蒙古大学，モナシュ大学

2 人間文化研究機構基幹研究プロジェクト
人間文化研究機構では，国内外の大学等研究機関や地域社会等と組織的に連携し，現代的諸課題の解明に
資する「基幹研究プロジェクト」を推進し，人間文化の新たな価値体系の創出を目指している。国立国語研
究所もそれらのプロジェクト等に参画している。

（1）広領域連携型基幹研究プロジェクト
人間文化研究機構を構成する 6機関が協業して，国内外の大学等研究機関や地域社会と連携し，新たな人

間文化研究システムを構築するとともに，異分野融合による新領域創出を目指すもの。

•日本列島における地域社会変貌・災害からの地域文化の再構築
国語研・歴博が主導機関となって，「日本列島における地域社会変貌・災害からの地域文化の再構築」と題
する連携研究を 2016年度に開始した。日本列島において地域が直面しているさまざまな課題，特に地域社
会の変貌や災害によって多様性が失われつつある状況が惹起する諸問題とその解決のために，人間文化研
究機構の各機関が相互に連携し，地域における大学・博物館等とも協働しながら調査研究を推進している。
〈国語研ユニット〉方言の記録と継承による地域文化の再構築

▶ 研究代表者：木部暢子（言語変異研究領域・特任教授）
▶ 研究期間：2016.4–2022.3.
▶ 共同研究員数：15名
▶ 共同研究員所属機関：
岩手大学，九州大学，長崎大学，鹿児島大学，東京大学，島根大学，愛知県立大学，南山大学，弘前学院大
学，駒澤大学，別府大学，名桜大学，オークランド大学

▶ 地域社会の変貌により，地域の貴重な文化資源である方言が急速に衰退しつつある。国語研ユニットで
は，自治体や各地の大学・研究者と連携して地域の方言の記録や方言の継承活動を行うことにより，方
言を主軸とする地域文化の再構築の可能性と方言の持つ文化的意義について研究を行う。
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•異分野融合による「総合書物学」の構築
歴史的典籍の「書物」としての　面に着目して，従来の書誌学に異分野融合の観点を加え，「総合書物学」とい

う研究分野の構築を目指す。国文研が主導機関となり，歴博，国語研，日文研の 3機関の共同研究を基礎
に，分野横断的な研究の進展を促し，新たな研究分野である「総合書物学」を構築することを　目標としている　。
〈国語研ユニット〉表記情報と書誌形態情報を加えた日本語歴史コーパスの精緻化

▶ 研究代表者：高田智和（言語変化研究領域・教授）
▶ 研究期間：2016.4–2022.3.
▶ 共同研究員数：16名
▶ 共同研究員所属機関：
千葉大学，東京大学，富山大学，京都大学，高知大学，国立歴史民俗博物館，国文学研究資料館，京都府立
大学，専修大学，國學院大學，筑波大学，関西学院大学，和洋女子大学，岐阜工業高等専門学校，人文情報
学研究所

▶ 文献学と言語計量の手法により，言語単位（単語，文節，句，文など）と表記・書記単位（仮名字体，漢字
字体，連綿文字列，句読点等表記記号など）と書物や版面の形状（装丁，料紙，版型，頁遷移，行遷移な
ど）との相関関係を明らかにする。また，国語研で構築している『日本語歴史コーパス』に表記情報と書
誌形態情報を加え，言語・表記（文字）・書物の重層構造を精緻に記述した言語コーパスのプロトタイプを
作成することを目標としている。

（2）ネットワーク型基幹研究プロジェクト
•日本関連在外資料調査研究・活用事業
欧米にある日本関連資料の中には，現地の日本文化研究者の不足や個人所蔵であることから，所在情報
や資料価値の掌握がされていない貴重な資料が多数存在する。本事業はこうした文書，音声，実物資料を
含む多様な資料の調査研究を進めると同時に，その成果を国内外で活用し，海外における日本研究者育成
や日本文化理解を促進する。
〈国語研プロジェクト〉北米における日本関連在外資料調査研究・活用—言語生活史研究に基づいた近現代
の在外資料論の構築
▶ 研究代表者：朝日祥之（言語変異研究領域・准教授）
▶ 研究期間：2016.4–2022.3.
▶ 共同研究員数：13名
▶ 共同研究員所属機関：
国立歴史民俗博物館，国文学研究資料館，東京都立大学，大阪大学，明治大学，桜美林大学，専修大学，名
古屋外国語大学，周防大島町教育委員会，海外移住資料館，シンガポール国立大学

▶ 主として　近現代に北米に移住した日本人，つま　り北米の日系移民に注目し，言語史・社会史・生活史を基点とし
ながら，日系社会に関連する資料についての　資料調査・研究を行って　いる　。劣化や廃棄リスクが　高まっている　日
系人に関わる　音声・映像資料について　，データ　救出と資料の評価を行うとともに　，日系社会の歴史のうち　，これ　
までに十分に光が当たってこなかった　領域を取扱い，移民をめぐる　新たな資料論へとつなげることを目指す　。

（3）研究資源高度連携事業
人間文化研究機構を構成する 6機関および国立国会図書館並びに京都大学地域研究統合情報センター等が
開発・蓄積したデータベースの横断検索が可能な統合検索システム（nihuINT）に次のデータベースを提供し
ている。また，国立国会図書館が運用するジャパンサーチ（2020年 8月正式版公開）にも，人間文化研究機
構を通じてメタデータを提供している。
•ことばに関する新聞記事見出しデータベース
•蔵書目録（図書）データベース
•蔵書目録（雑誌）データベース
•日本語研究・日本語教育文献データベース
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•『日本言語地図』画像データベース
•『方言文法全国地図』画像データベース
•米国議会図書館本源氏物語翻字本文データベース
•国立国語研究所学術情報リポジトリ

（4）博物館・展示を活用した最先端研究の可視化・高度化事業
機構の機関と大学等研究機関とが連携し，博物館および展示を活用して人間文化に関する最先端研究を
可視化し，多分野協業や学界並びに社会との共創により研究を高度化する研究推進モデル「博物館・展示
を活用した最先端研究の可視化・高度化サイクル」を構築し，新領域創出を目指す。
〈国語研事業〉消滅危機言語・方言の展示を通した最先端研究の可視化・高度化

▶ 代表者：木部暢子（言語変異研究領域・特任教授）
▶ 研究期間：2017.4–2022.3.
▶ 地域の大学や博物館，市民と協業して当該地域の危機言語・方言の研究に取り組み，情報科学と連携して
展示を制作し，その展示を各地域で巡回し，社会との共創による研究展示システムのモデル構築を行う。
「言語・文化の多様性」を未来の目標に設定し，その実現に向けた「言語の展示」の企画，情報科学との
連携，情報発信の仕方を検討し，実際に展示を制作・公開することを通じて研究を可視化・高度化し，新
たな研究領域である「言語・文化情報学」の創出に繋げることを目標とする。

3 外部資金による研究
科学研究費助成事業（科研費）

研究種目 研究代表者 研究課題名
直接経費
交付額
（千円）

国際共同研究加速基金
（国際共同研究強化（B））

迫田久美子 日本語学習者コーパスによる教育と研究のグローバルネットワークの構築 4,100

新学術領域研究
（研究領域提案型）

中川奈津子 日琉語族の語順の変異とその相関変数の解明 900

新学術領域研究
（研究領域提案型）

Celik Kenan 南琉球諸語を対象とした言語変化モデルの構築と系統樹への応用 1,700

基盤研究（A）窪薗晴夫
消滅危機方言のプロソディーに関する実証的・理論的研究と音声データ
ベースの構築

7,400

基盤研究（A）小木曽智信 昭和・平成書き言葉コーパスによる近現代日本語の実証的研究 9,200

基盤研究（A）野山広
基礎教育を保障する社会の基盤となる日本語リテラシー調査の開発に向
けた学際的研究

5,100

基盤研究（A）浅原正幸 日本語歴史コーパスに対する統語・意味情報アノテーション 6,600

基盤研究（A）宇佐美まゆみ
語用論的分析のための日本語 1000人自然会話コーパスの構築とその多
角的研究

9,100

基盤研究（A）木部暢子 日本語諸方言コーパスによる方言音調の比較類型論的研究 7,800
基盤研究（A）石黒圭 海外縦断作文コーパスの構築に基づく文章産出能力の発達過程の実証的研究 7,900
基盤研究（B）松本曜 空間移動と状態変化の表現の並行性に関する統一的通言語的研究 3,800

基盤研究（B）小磯花絵
多様な場面の日常会話データに基づく子どものコミュニケーション行動
の解明

4,600

基盤研究（B）前川喜久雄 リアルタイム　MRI動画による　日本語調音運動データベースの構築と公開 3,500
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•異分野融合による「総合書物学」の構築
歴史的典籍の「書物」としての　面に着目して，従来の書誌学に異分野融合の観点を加え，「総合書物学」とい
う研究分野の構築を目指す。国文研が主導機関となり，歴博，国語研，日文研の 3機関の共同研究を基礎
に，分野横断的な研究の進展を促し，新たな研究分野である「総合書物学」を構築することを　目標としている　。
〈国語研ユニット〉表記情報と書誌形態情報を加えた日本語歴史コーパスの精緻化

▶ 研究代表者：高田智和（言語変化研究領域・教授）
▶ 研究期間：2016.4–2022.3.
▶ 共同研究員数：16名
▶ 共同研究員所属機関：
千葉大学，東京大学，富山大学，京都大学，高知大学，国立歴史民俗博物館，国文学研究資料館，京都府立
大学，専修大学，國學院大學，筑波大学，関西学院大学，和洋女子大学，岐阜工業高等専門学校，人文情報
学研究所

▶ 文献学と言語計量の手法により，言語単位（単語，文節，句，文など）と表記・書記単位（仮名字体，漢字
字体，連綿文字列，句読点等表記記号など）と書物や版面の形状（装丁，料紙，版型，頁遷移，行遷移な
ど）との相関関係を明らかにする。また，国語研で構築している『日本語歴史コーパス』に表記情報と書
誌形態情報を加え，言語・表記（文字）・書物の重層構造を精緻に記述した言語コーパスのプロトタイプを
作成することを目標としている。

（2）ネットワーク型基幹研究プロジェクト
•日本関連在外資料調査研究・活用事業
欧米にある日本関連資料の中には，現地の日本文化研究者の不足や個人所蔵であることから，所在情報
や資料価値の掌握がされていない貴重な資料が多数存在する。本事業はこうした文書，音声，実物資料を
含む多様な資料の調査研究を進めると同時に，その成果を国内外で活用し，海外における日本研究者育成
や日本文化理解を促進する。
〈国語研プロジェクト〉北米における日本関連在外資料調査研究・活用—言語生活史研究に基づいた近現代
の在外資料論の構築
▶ 研究代表者：朝日祥之（言語変異研究領域・准教授）
▶ 研究期間：2016.4–2022.3.
▶ 共同研究員数：13名
▶ 共同研究員所属機関：
国立歴史民俗博物館，国文学研究資料館，東京都立大学，大阪大学，明治大学，桜美林大学，専修大学，名
古屋外国語大学，周防大島町教育委員会，海外移住資料館，シンガポール国立大学

▶ 主として　近現代に北米に移住した日本人，つま　り北米の日系移民に注目し，言語史・社会史・生活史を基点とし
ながら，日系社会に関連する資料についての　資料調査・研究を行って　いる　。劣化や廃棄リスクが　高まっている　日
系人に関わる　音声・映像資料について　，データ　救出と資料の評価を行うとともに　，日系社会の歴史のうち　，これ　
までに十分に光が当たってこなかった　領域を取扱い，移民をめぐる　新たな資料論へとつなげることを目指す　。

（3）研究資源高度連携事業
人間文化研究機構を構成する 6機関および国立国会図書館並びに京都大学地域研究統合情報センター等が
開発・蓄積したデータベースの横断検索が可能な統合検索システム（nihuINT）に次のデータベースを提供し
ている。また，国立国会図書館が運用するジャパンサーチ（2020年 8月正式版公開）にも，人間文化研究機
構を通じてメタデータを提供している。
•ことばに関する新聞記事見出しデータベース
•蔵書目録（図書）データベース
•蔵書目録（雑誌）データベース
•日本語研究・日本語教育文献データベース
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•『日本言語地図』画像データベース
•『方言文法全国地図』画像データベース
•米国議会図書館本源氏物語翻字本文データベース
•国立国語研究所学術情報リポジトリ

（4）博物館・展示を活用した最先端研究の可視化・高度化事業
機構の機関と大学等研究機関とが連携し，博物館および展示を活用して人間文化に関する最先端研究を
可視化し，多分野協業や学界並びに社会との共創により研究を高度化する研究推進モデル「博物館・展示
を活用した最先端研究の可視化・高度化サイクル」を構築し，新領域創出を目指す。
〈国語研事業〉消滅危機言語・方言の展示を通した最先端研究の可視化・高度化

▶ 代表者：木部暢子（言語変異研究領域・特任教授）
▶ 研究期間：2017.4–2022.3.
▶ 地域の大学や博物館，市民と協業して当該地域の危機言語・方言の研究に取り組み，情報科学と連携して
展示を制作し，その展示を各地域で巡回し，社会との共創による研究展示システムのモデル構築を行う。
「言語・文化の多様性」を未来の目標に設定し，その実現に向けた「言語の展示」の企画，情報科学との
連携，情報発信の仕方を検討し，実際に展示を制作・公開することを通じて研究を可視化・高度化し，新
たな研究領域である「言語・文化情報学」の創出に繋げることを目標とする。

3 外部資金による研究
科学研究費助成事業（科研費）

研究種目 研究代表者 研究課題名
直接経費
交付額
（千円）

国際共同研究加速基金
（国際共同研究強化（B））

迫田久美子 日本語学習者コーパスによる教育と研究のグローバルネットワークの構築 4,100

新学術領域研究
（研究領域提案型）

中川奈津子 日琉語族の語順の変異とその相関変数の解明 900

新学術領域研究
（研究領域提案型）

Celik Kenan 南琉球諸語を対象とした言語変化モデルの構築と系統樹への応用 1,700

基盤研究（A）窪薗晴夫
消滅危機方言のプロソディーに関する実証的・理論的研究と音声データ
ベースの構築

7,400

基盤研究（A）小木曽智信 昭和・平成書き言葉コーパスによる近現代日本語の実証的研究 9,200

基盤研究（A）野山広
基礎教育を保障する社会の基盤となる日本語リテラシー調査の開発に向
けた学際的研究

5,100

基盤研究（A）浅原正幸 日本語歴史コーパスに対する統語・意味情報アノテーション 6,600

基盤研究（A）宇佐美まゆみ
語用論的分析のための日本語 1000人自然会話コーパスの構築とその多
角的研究

9,100

基盤研究（A）木部暢子 日本語諸方言コーパスによる方言音調の比較類型論的研究 7,800
基盤研究（A）石黒圭 海外縦断作文コーパスの構築に基づく文章産出能力の発達過程の実証的研究 7,900
基盤研究（B）松本曜 空間移動と状態変化の表現の並行性に関する統一的通言語的研究 3,800

基盤研究（B）小磯花絵
多様な場面の日常会話データに基づく子どものコミュニケーション行動
の解明

4,600

基盤研究（B）前川喜久雄 リアルタイム　MRI動画による　日本語調音運動データベースの構築と公開 3,500
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基盤研究（B）山田真寛
琉球沖永良部語を中心とした地域言語コミュニティ参加型の消滅危機言
語復興研究

3,200

基盤研究（B）田窪行則 時空間マッピングの認知的基盤に関する理論的・実験的研究 2,700

基盤研究（B）
（特設分野研究）

小磯花絵 地域社会の共在的記録に基づくコミュニケーションと記憶の活性化 5,000

基盤研究（C）田中弥生 修辞機能と脱文脈化の観点からの日常談話テキスト分析 900
基盤研究（C）山崎誠 シソーラスの整備・拡張のための分類基準の作成と活用 1,200
基盤研究（C）朝日祥之 北海道北見市常呂町岐阜方言の方言敬語に関する調査研究 800

基盤研究（C）西内沙恵
多義語に対するプロトタイプ義の量的分析—クラウドソーシングによ
る大規模調査— 700

基盤研究（C）鑓水兼貴 首都圏における言語資料の高密度収集と言語動態分析 900

基盤研究（C）石本祐一
自発会話コーパスを用いた「会話の間合い」に関わる音声・言語特徴の解
明（延長）

1,260

基盤研究（C）飛田良文 近代小説 100冊における外来語の研究（再延長） 428
基盤研究（C）布施悠子 中国人日本語学習者の言語習得過程の実証的研究と教育的資源の提供（延長） 70

基盤研究（C）大島一
複数性の本質を求めて：統一的な枠組みで捉えた日本語諸方言における
「ら」の意味用法

800

基盤研究（C）籠宮隆之 韻律ラベルを付与した補聴システム装用者の発話データベースの構築 800
基盤研究（C）福永由佳 言語レパートリーの構造と形成に関する研究 2,200
基盤研究（C）松崎安子 中古・中世のコローケーションに関する研究—生活語を中心として— 1,200

基盤研究（C）柏野和佳子
コーパス分析による書き言葉的「硬・軟」度と話し言葉的「硬・軟」度
の語への付与

1,300

基盤研究（C）山口昌也 多段階の振り返りに対応した協同型教育活動支援システムに関する研究 1,300

基盤研究（C）五十嵐陽介
日琉祖語の再建を目的とした同源性タグ・意味タグ付き語彙データベー
スの構築

1,100

基盤研究（C）窪田悠介 ハイブリッドCGパーザの開発 1,200
基盤研究（C）横山詔一 難解な感染症関連用語の言い換えや説明の案出と理解促進効果の検証 1,100
基盤研究（C）近藤明日子 拡張した近代語コーパスを使用した口語体実用文の成立過程の計量的研究 1,100
基盤研究（C）飛田良文 明治・大正・昭和の文学作品における外来語の分析 1,100

挑戦的研究（開拓） 小木曽智信
日本語コーパスに対する情報付与を核としたオープンサイエンス推進環
境の構築

5,400

挑戦的研究（開拓） 大西拓一郎 古辞書・古典籍データへの地理情報付与による人文学の横断的展開 4,000
挑戦的研究（萌芽） 高田智和 時代差・地域差・分野差を集積した漢字字形情報通覧基盤の構築研究 1,400
挑戦的研究（萌芽） 石黒圭 スマホ画面録画機能を用いた日本語学習者の語彙検索行動の解明 2,500
挑戦的研究（萌芽） 中川奈津子 フィールドデータのアーカイブに向けた問題点の整理と解決策 2,000
挑戦的研究（萌芽） 浅原正幸 コーパスからの比喩表現収集とその分析（延長） 1,600
若手研究 岡照晃 アクセント情報付き大規模単語データベースの構築 800
若手研究 鈴木彩香 属性叙述を含めた包括的なテンス・アスペクト体系の解明 700

若手研究 Celik Kenan
南琉球宮古語の語彙体系の多様性を探る：通方言的な音声付の語彙デー
タベースの構築

800

若手研究 宮崎早季 ハワイ日系人の戦時抑留体験をめぐる記憶のポリティクス 700
若手研究 片山久留美 コーパスを用いた近世読本のルビと漢字表記の研究 800
若手研究 服部紀子 蘭語学・英語学における文法用語の基礎的研究 300
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若手研究 川端良子 多様な場面における参照の相互認識達成のための方略の研究 900
若手研究 八木下孝雄 明治期英語教科書の翻訳本データベース化による欧文の直訳的な表現の研究 700
若手研究 大村舞 日常対話コーパスにおける述語項構造アノテーションの作成と分析 600
若手研究 井戸美里 日本語とりたて詞の複合における否定呼応現象の統語と意味 700
若手研究 佐藤久美子 日本語諸方言におけるイントネーションの対照研究 700

若手研究 臼田泰如
日常会話コーパスを用いた「課題」に基づく会話の分析：定量・定性の
両面から

1,500

若手研究 岩崎拓也 定住外国人を対象にした見やすくわかりやすい表記方法の解明 1,600
研究活動　スター　ト支援　 守本真帆 母語にない調音動作の習得過程：磁気センサシステムを用いた流音の研究 1,100
研究活動　スター　ト支援　 柳原恵津子 平安時代後半期記録語の記述的研究、および総論的考察 65
研究活動　スター　ト支援　 越智綾子 感情と態度を表す日本語語彙文法の研究：言語使用域の多様性を通じて 0

研究成果公開促進費
（学術図書）

鈴木彩香 属性叙述と総称性 800

研究成果公開促進費
（学術図書）

本多由美子 二字漢語の透明性と日本語教育への応用 1,300

奨励研究 井上雄介
学術の推進に寄与する評価は可能か：研究評価のありかたと指標に求め
られる条件の解明

380

上記の表は，2021年度に交付のあった研究課題および 2020年度が最終年度であり，補助事業期間を 2021
年度まで延長した研究課題を掲載している。

寄附金（2021年度受入金額）
15,005,000円

4 2021年度公開中のコーパス・データベース
ウェブサイトにおいて，共同研究の成果としてのコーパス，データベース，データセット，研究成果物，
ウェブアプリケーション等を公開しているが，2021年度は，下記の資料の公開（過年度から継続して公開し
ているものを含む。）をおこなった。

コーパス
国立国語研究所で構築したコーパス（言語を分析するための基礎資料として，書き言葉や話し言葉の資料
を体系的に収集し，研究用の情報を付与した言語資源）およびコーパスを利用するためのウェブアプリケー
ションを記す。

•現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）（https://chunagon.ninjal.ac.jp/auth/login）
現代日本語の書き言葉の全体像を把握するために構築したコーパスであり，現在，日本語について入手
可能な唯一の均衡コーパスであり，オンライン（無償版）およびDVD（有償版）で公開している。書籍全
般，雑誌全般，新聞，白書，ブログ，ネット掲示板，教科書，法律などのジャンルにまたがって 1億 430
万語のデータを格納しており，各ジャンルについて無作為にサンプルを抽出している。収録対象の刊行
年代は，最大 30年間（1976–2005年）であり，メインとなる書籍の場合は，20年間（1986–2005年）で
ある。すべてのサンプルは，長単位および短単位の二つの言語単位を用いて形態素解析（テキストを語
に区切って品詞に分類すること）されており，文書構造に関するタグや精密な書誌情報とともに，XML
文書に整形してある。なお，著作権処理も施されている。

•国語研日本語ウェブコーパス（NWJC）（https://masayu-a.github.io/NWJC/）
ウェブを母集団として 100億語規模を目標として構築した日本語コーパスである。ウェブ上の日本語
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基盤研究（B）山田真寛
琉球沖永良部語を中心とした地域言語コミュニティ参加型の消滅危機言
語復興研究

3,200

基盤研究（B）田窪行則 時空間マッピングの認知的基盤に関する理論的・実験的研究 2,700

基盤研究（B）
（特設分野研究）

小磯花絵 地域社会の共在的記録に基づくコミュニケーションと記憶の活性化 5,000

基盤研究（C）田中弥生 修辞機能と脱文脈化の観点からの日常談話テキスト分析 900
基盤研究（C）山崎誠 シソーラスの整備・拡張のための分類基準の作成と活用 1,200
基盤研究（C）朝日祥之 北海道北見市常呂町岐阜方言の方言敬語に関する調査研究 800

基盤研究（C）西内沙恵
多義語に対するプロトタイプ義の量的分析—クラウドソーシングによ
る大規模調査— 700

基盤研究（C）鑓水兼貴 首都圏における言語資料の高密度収集と言語動態分析 900

基盤研究（C）石本祐一
自発会話コーパスを用いた「会話の間合い」に関わる音声・言語特徴の解
明（延長）

1,260

基盤研究（C）飛田良文 近代小説 100冊における外来語の研究（再延長） 428
基盤研究（C）布施悠子 中国人日本語学習者の言語習得過程の実証的研究と教育的資源の提供（延長） 70

基盤研究（C）大島一
複数性の本質を求めて：統一的な枠組みで捉えた日本語諸方言における
「ら」の意味用法

800

基盤研究（C）籠宮隆之 韻律ラベルを付与した補聴システム装用者の発話データベースの構築 800
基盤研究（C）福永由佳 言語レパートリーの構造と形成に関する研究 2,200
基盤研究（C）松崎安子 中古・中世のコローケーションに関する研究—生活語を中心として— 1,200

基盤研究（C）柏野和佳子
コーパス分析による書き言葉的「硬・軟」度と話し言葉的「硬・軟」度
の語への付与

1,300

基盤研究（C）山口昌也 多段階の振り返りに対応した協同型教育活動支援システムに関する研究 1,300

基盤研究（C）五十嵐陽介
日琉祖語の再建を目的とした同源性タグ・意味タグ付き語彙データベー
スの構築

1,100

基盤研究（C）窪田悠介 ハイブリッドCGパーザの開発 1,200
基盤研究（C）横山詔一 難解な感染症関連用語の言い換えや説明の案出と理解促進効果の検証 1,100
基盤研究（C）近藤明日子 拡張した近代語コーパスを使用した口語体実用文の成立過程の計量的研究 1,100
基盤研究（C）飛田良文 明治・大正・昭和の文学作品における外来語の分析 1,100

挑戦的研究（開拓） 小木曽智信
日本語コーパスに対する情報付与を核としたオープンサイエンス推進環
境の構築

5,400

挑戦的研究（開拓） 大西拓一郎 古辞書・古典籍データへの地理情報付与による人文学の横断的展開 4,000
挑戦的研究（萌芽） 高田智和 時代差・地域差・分野差を集積した漢字字形情報通覧基盤の構築研究 1,400
挑戦的研究（萌芽） 石黒圭 スマホ画面録画機能を用いた日本語学習者の語彙検索行動の解明 2,500
挑戦的研究（萌芽） 中川奈津子 フィールドデータのアーカイブに向けた問題点の整理と解決策 2,000
挑戦的研究（萌芽） 浅原正幸 コーパスからの比喩表現収集とその分析（延長） 1,600
若手研究 岡照晃 アクセント情報付き大規模単語データベースの構築 800
若手研究 鈴木彩香 属性叙述を含めた包括的なテンス・アスペクト体系の解明 700

若手研究 Celik Kenan
南琉球宮古語の語彙体系の多様性を探る：通方言的な音声付の語彙デー
タベースの構築

800

若手研究 宮崎早季 ハワイ日系人の戦時抑留体験をめぐる記憶のポリティクス 700
若手研究 片山久留美 コーパスを用いた近世読本のルビと漢字表記の研究 800
若手研究 服部紀子 蘭語学・英語学における文法用語の基礎的研究 300
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若手研究 川端良子 多様な場面における参照の相互認識達成のための方略の研究 900
若手研究 八木下孝雄 明治期英語教科書の翻訳本データベース化による欧文の直訳的な表現の研究 700
若手研究 大村舞 日常対話コーパスにおける述語項構造アノテーションの作成と分析 600
若手研究 井戸美里 日本語とりたて詞の複合における否定呼応現象の統語と意味 700
若手研究 佐藤久美子 日本語諸方言におけるイントネーションの対照研究 700

若手研究 臼田泰如
日常会話コーパスを用いた「課題」に基づく会話の分析：定量・定性の
両面から

1,500

若手研究 岩崎拓也 定住外国人を対象にした見やすくわかりやすい表記方法の解明 1,600
研究活動　スター　ト支援　 守本真帆 母語にない調音動作の習得過程：磁気センサシステムを用いた流音の研究 1,100
研究活動　スター　ト支援　 柳原恵津子 平安時代後半期記録語の記述的研究、および総論的考察 65
研究活動　スター　ト支援　 越智綾子 感情と態度を表す日本語語彙文法の研究：言語使用域の多様性を通じて 0

研究成果公開促進費
（学術図書）

鈴木彩香 属性叙述と総称性 800

研究成果公開促進費
（学術図書）

本多由美子 二字漢語の透明性と日本語教育への応用 1,300

奨励研究 井上雄介
学術の推進に寄与する評価は可能か：研究評価のありかたと指標に求め
られる条件の解明

380

上記の表は，2021年度に交付のあった研究課題および 2020年度が最終年度であり，補助事業期間を 2021
年度まで延長した研究課題を掲載している。

寄附金（2021年度受入金額）
15,005,000円

4 2021年度公開中のコーパス・データベース
ウェブサイトにおいて，共同研究の成果としてのコーパス，データベース，データセット，研究成果物，
ウェブアプリケーション等を公開しているが，2021年度は，下記の資料の公開（過年度から継続して公開し
ているものを含む。）をおこなった。

コーパス
国立国語研究所で構築したコーパス（言語を分析するための基礎資料として，書き言葉や話し言葉の資料
を体系的に収集し，研究用の情報を付与した言語資源）およびコーパスを利用するためのウェブアプリケー
ションを記す。

•現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）（https://chunagon.ninjal.ac.jp/auth/login）
現代日本語の書き言葉の全体像を把握するために構築したコーパスであり，現在，日本語について入手
可能な唯一の均衡コーパスであり，オンライン（無償版）およびDVD（有償版）で公開している。書籍全
般，雑誌全般，新聞，白書，ブログ，ネット掲示板，教科書，法律などのジャンルにまたがって 1億 430
万語のデータを格納しており，各ジャンルについて無作為にサンプルを抽出している。収録対象の刊行
年代は，最大 30年間（1976–2005年）であり，メインとなる書籍の場合は，20年間（1986–2005年）で
ある。すべてのサンプルは，長単位および短単位の二つの言語単位を用いて形態素解析（テキストを語
に区切って品詞に分類すること）されており，文書構造に関するタグや精密な書誌情報とともに，XML
文書に整形してある。なお，著作権処理も施されている。

•国語研日本語ウェブコーパス（NWJC）（https://masayu-a.github.io/NWJC/）
ウェブを母集団として 100億語規模を目標として構築した日本語コーパスである。ウェブ上の日本語
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テキストを利用して 100億語を超える規模の現代日本語コーパスを構築することによって，稀言語現象
の言語学的，心理学的および情報処理的視点からの究明の可能性を開くことを目的としている。具体的
な応用として，言語研究のための用例収集，日本語使用実態の定量的な把握などを想定している。一部
（86,277,772語）をコーパス検索アプリケーション『中納言』で公開しているほか，2014年 10–12月収
集データ（収集URL数：83,992,556；延べ文数：3,885,889,575；異なり文数：1,463,142,939；国語研短
単位数：25,836,947,421）より構築した n-gramデータ，単語埋め込みデータ，事前学習モデルなどを言
語資源協会より有償で公開している。

•日本語話し言葉コーパス（CSJ）（https://clrd.ninjal.ac.jp/csj/）
日本語の自発音声を大量に集めて，多くの研究用情報を付加した話し言葉研究用のデータベースであり，
国立国語研究所，情報通信研究機構（旧通信総合研究所），東京工業大学が共同開発した，質・量ともに世
界最高水準の話し言葉データベースである。オンライン（無償版（およびUSBメモリーに格納したデー
タ（有償版）にて公開しており，音声言語情報処理，自然言語処理，日本語学，言語学，音声学，心理学，
社会学，日本語教育，辞書編纂など幅広い領域で利用されている。

•日本語日常会話コーパス（CEJC）（https://www2.ninjal.ac.jp/conversation/cejc.html）
日常場面の中で当事者たち自身の動機や目的によって自然に生じる会話を対象としたコーパスで，多様
な場面の会話（200時間の日常会話）をバランスよく集め，音声だけでなく映像まで含めて収録し，転記
テキスト，数種類のアノテーションも含まれる。形態論情報（短単位・長単位）での検索と文字列検索は，
コーパス検索アプリケーション『中納言』で無償で利用できる（要申請）。また，利用契約を結んだ上で，
音声・映像・転記・各種アノテーション・ツール・メタ情報等を有償で利用することができる。

•昭和話し言葉コーパス（SSC）（https://www2.ninjal.ac.jp/conversation/showaCorpus/）
国立国語研究所は，1950年代の初頭から，「オープンリール型録音器」を使って，日常のさまざまな場
面における会話や，講演・講義・挨拶などの独話を録音している。当時の録音資料を再編したコーパスで
ある。本コーパスには，1950年代から 1970年代に録音された約 44時間分の音声データ（17時間分の
独話，27時間分の会話）と，その関連データ（転記テキスト，約 53万語分の形態論情報データ，メタデー
タなど）である。コーパス検索アプリケーション『中納言』および関連データ配布の二通りの方法で利
用することができる。

•名大会話コーパス（NUCC）（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/nucc/）
科学研究費基盤研究（B）（2）「日本語学習辞書編纂に向けた電子化コーパス利用によるコロケーション研
究」（平成 13–15年度，研究代表者：大曽美恵子）の一環として作成された，129会話，合計約 100時間の
日本語母語話者同士の雑談を文字化したコーパスで，文字化テキストなどを公開している。

•現日研・職場談話コーパス（CWPC）（https://www2.ninjal.ac.jp/conversation/shokuba.html）
1993年 9月から 10月にかけて，現代日本語研究会が首都圏の有職女性 19名（20–50代）を調査協力者
として，それぞれの職場での自然談話を録音し，文字起こしデータを収録した『女性のことば・職場編』
および 1999年 10月から 2000年 12月にかけて，現代日本語研究会が首都圏の有職男性 21名（20–50
代）を調査協力者として，それぞれの職場での自然談話を録音し，文字起こしデータを収録した『男性の
ことば・職場編』の二つの調査研究を元に作成されたコーパスである。これら二つの調査研究は，1990
年代にいち早く行われた先駆的な試みで，職場での会話を調査協力者自身に録音してもらい，自然な談
話を収録するという方法で得られた，たいへん画期的なものであると評価されている。

•日本語歴史コーパス（CHJ）（https://clrd.ninjal.ac.jp/chj/）
日本語の歴史を研究するための資料を集めたコーパスであり，将来的に上代から近代までをカバーする
通時コーパスとすることを目標に開発が進められている。全てのテキストに読み・品詞などの形態論情
報が付与されているため，従来の紙の総索引の代わりになるだけでなく，より高度な検索や集計がおこ
なえる。構築済みで，公開中のものは以下のとおりである。
▶ 奈良時代編
　I 万葉集，　II 宣命，　III祝詞

▶ 平安時代編
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　I 仮名文字
収録作品：古今和歌集，土佐日記，竹取物語，伊勢物語，落窪物語，大和物語，枕草子，源氏物語，
紫式部日記，和泉式部日記，平中物語，堤中納言物語，更級日記，讃岐典侍日記，蜻蛉日記，大鏡

　II 訓点資料
収録資料：西大寺本『金光明最勝王経』平安初期点巻一

▶ 鎌倉時代編
　I 説話・随筆
収録作品：今昔物語集（本朝部），宇治拾遺物語，十訓抄，方丈記，徒然草

　II 日記・紀行
収録作品：海道記，建礼門院右京大夫集，東関紀行，十六夜日記，とはずがたり

　III軍記
収録作品：保元物語，平治物語，平家物語

▶ 室町時代編
　I 狂言
収録作品：虎明本狂言集（底本：大塚光信編（2006）『大蔵虎明能狂言集翻刻注解』（清文堂出版））

　II キリシタン資料
収録作品：天草版平家物語，天草版伊曽保物語

▶ 江戸時代編
　I 洒落本
収録作品：大坂：聖遊廓，月花余情，新月花余情，陽台遺編・𡝂𡝂𡝂言，𡝂本𡝂中𡝂𡝂，𡝂𡝂𡝂𡝂，
北𡝂通情，南遊記，当世粋の曙，色深　　睡夢；京都：原柳巷花語，無論里問答，風流裸人形，青楼
阿蘭陀鏡，昇平楽，当世嘘之川，竊潜妻，誰が面影，河東方言箱まくら，興斗月；江戸：𡝂中𡝂𡝂，
侠者方言，南閨雑話，甲駅新話，当世左様候，深川新話，総籬，仕懸文庫，花街鑑，花街寿々女

　II 人情本
収録作品：比翼連理花迺志満台，春色梅児与美，おくみ惣次郎春色江戸紫，梅暦余興春色辰巳園，
小三金五郎仮名文章娘節用，浮世新形恋の花染，春色連理の梅，浦里時次郎明烏後の正夢

　III近松浄瑠璃
収録作品：曾根崎心中，薩摩歌，心中二枚絵草紙，卯月紅𡝂，五十年忌歌念仏，丹波与作待夜のこ
むろぶし，卯月の潤色，心中重井筒，堀川波鼓，淀鯉出世滝徳，心中刃は氷の朔日，心中万年草，
冥途の飛脚，今宮の心中，夕霧阿波鳴渡，長町女腹切，生玉心中，大経師昔暦，鑓の権三重帷子，
博多小女郎波枕，山崎与次兵衛寿の門松，心中天の網島，女殺油地獄，心中宵庚申

▶ 明治・大正編
　I 雑誌
収録雑誌：明六雑誌，東洋学芸雑誌，国民之友，太陽，女学雑誌，女学世界，婦人倶楽部

　II 教科書
収録した期（使用開始年）と教科書名（小学校）：
第 1期（1904年）：尋常小学読本一～八
第 2期（1910年）：尋常小学読本巻一～十二
第 3期（1918年）：尋常小学国語読本巻一～十二
第 4期（1933年）：小学国語読本尋常科用巻一～十二
第 5期（1941年）：ヨミカタ一～二／よみかた三～四／初等科国語一～八
第 6期（1947年）：こくご一～四／国語第三学年～第六学年

収録した期（使用開始年）と教科書名（高等小学校）：
第 1期（1904年）：高等小学読本一～八

　III明治初期口語資料
収録作品：『交易問答』，『安愚楽鍋』初編／二編／三編，『開化のはなし』，『文明開化』初編／二編，
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テキストを利用して 100億語を超える規模の現代日本語コーパスを構築することによって，稀言語現象
の言語学的，心理学的および情報処理的視点からの究明の可能性を開くことを目的としている。具体的
な応用として，言語研究のための用例収集，日本語使用実態の定量的な把握などを想定している。一部
（86,277,772語）をコーパス検索アプリケーション『中納言』で公開しているほか，2014年 10–12月収
集データ（収集URL数：83,992,556；延べ文数：3,885,889,575；異なり文数：1,463,142,939；国語研短
単位数：25,836,947,421）より構築した n-gramデータ，単語埋め込みデータ，事前学習モデルなどを言
語資源協会より有償で公開している。

•日本語話し言葉コーパス（CSJ）（https://clrd.ninjal.ac.jp/csj/）
日本語の自発音声を大量に集めて，多くの研究用情報を付加した話し言葉研究用のデータベースであり，
国立国語研究所，情報通信研究機構（旧通信総合研究所），東京工業大学が共同開発した，質・量ともに世
界最高水準の話し言葉データベースである。オンライン（無償版（およびUSBメモリーに格納したデー
タ（有償版）にて公開しており，音声言語情報処理，自然言語処理，日本語学，言語学，音声学，心理学，
社会学，日本語教育，辞書編纂など幅広い領域で利用されている。

•日本語日常会話コーパス（CEJC）（https://www2.ninjal.ac.jp/conversation/cejc.html）
日常場面の中で当事者たち自身の動機や目的によって自然に生じる会話を対象としたコーパスで，多様
な場面の会話（200時間の日常会話）をバランスよく集め，音声だけでなく映像まで含めて収録し，転記
テキスト，数種類のアノテーションも含まれる。形態論情報（短単位・長単位）での検索と文字列検索は，
コーパス検索アプリケーション『中納言』で無償で利用できる（要申請）。また，利用契約を結んだ上で，
音声・映像・転記・各種アノテーション・ツール・メタ情報等を有償で利用することができる。

•昭和話し言葉コーパス（SSC）（https://www2.ninjal.ac.jp/conversation/showaCorpus/）
国立国語研究所は，1950年代の初頭から，「オープンリール型録音器」を使って，日常のさまざまな場
面における会話や，講演・講義・挨拶などの独話を録音している。当時の録音資料を再編したコーパスで
ある。本コーパスには，1950年代から 1970年代に録音された約 44時間分の音声データ（17時間分の
独話，27時間分の会話）と，その関連データ（転記テキスト，約 53万語分の形態論情報データ，メタデー
タなど）である。コーパス検索アプリケーション『中納言』および関連データ配布の二通りの方法で利
用することができる。

•名大会話コーパス（NUCC）（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/nucc/）
科学研究費基盤研究（B）（2）「日本語学習辞書編纂に向けた電子化コーパス利用によるコロケーション研
究」（平成 13–15年度，研究代表者：大曽美恵子）の一環として作成された，129会話，合計約 100時間の
日本語母語話者同士の雑談を文字化したコーパスで，文字化テキストなどを公開している。

•現日研・職場談話コーパス（CWPC）（https://www2.ninjal.ac.jp/conversation/shokuba.html）
1993年 9月から 10月にかけて，現代日本語研究会が首都圏の有職女性 19名（20–50代）を調査協力者
として，それぞれの職場での自然談話を録音し，文字起こしデータを収録した『女性のことば・職場編』
および 1999年 10月から 2000年 12月にかけて，現代日本語研究会が首都圏の有職男性 21名（20–50
代）を調査協力者として，それぞれの職場での自然談話を録音し，文字起こしデータを収録した『男性の
ことば・職場編』の二つの調査研究を元に作成されたコーパスである。これら二つの調査研究は，1990
年代にいち早く行われた先駆的な試みで，職場での会話を調査協力者自身に録音してもらい，自然な談
話を収録するという方法で得られた，たいへん画期的なものであると評価されている。

•日本語歴史コーパス（CHJ）（https://clrd.ninjal.ac.jp/chj/）
日本語の歴史を研究するための資料を集めたコーパスであり，将来的に上代から近代までをカバーする
通時コーパスとすることを目標に開発が進められている。全てのテキストに読み・品詞などの形態論情
報が付与されているため，従来の紙の総索引の代わりになるだけでなく，より高度な検索や集計がおこ
なえる。構築済みで，公開中のものは以下のとおりである。
▶ 奈良時代編
　I 万葉集，　II 宣命，　III祝詞

▶ 平安時代編
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　I 仮名文字
収録作品：古今和歌集，土佐日記，竹取物語，伊勢物語，落窪物語，大和物語，枕草子，源氏物語，
紫式部日記，和泉式部日記，平中物語，堤中納言物語，更級日記，讃岐典侍日記，蜻蛉日記，大鏡

　II 訓点資料
収録資料：西大寺本『金光明最勝王経』平安初期点巻一

▶ 鎌倉時代編
　I 説話・随筆
収録作品：今昔物語集（本朝部），宇治拾遺物語，十訓抄，方丈記，徒然草

　II 日記・紀行
収録作品：海道記，建礼門院右京大夫集，東関紀行，十六夜日記，とはずがたり

　III軍記
収録作品：保元物語，平治物語，平家物語

▶ 室町時代編
　I 狂言
収録作品：虎明本狂言集（底本：大塚光信編（2006）『大蔵虎明能狂言集翻刻注解』（清文堂出版））

　II キリシタン資料
収録作品：天草版平家物語，天草版伊曽保物語

▶ 江戸時代編
　I 洒落本
収録作品：大坂：聖遊廓，月花余情，新月花余情，陽台遺編・𡝂𡝂𡝂言，𡝂本𡝂中𡝂𡝂，𡝂𡝂𡝂𡝂，
北𡝂通情，南遊記，当世粋の曙，色深　　睡夢；京都：原柳巷花語，無論里問答，風流裸人形，青楼
阿蘭陀鏡，昇平楽，当世嘘之川，竊潜妻，誰が面影，河東方言箱まくら，興斗月；江戸：𡝂中𡝂𡝂，
侠者方言，南閨雑話，甲駅新話，当世左様候，深川新話，総籬，仕懸文庫，花街鑑，花街寿々女

　II 人情本
収録作品：比翼連理花迺志満台，春色梅児与美，おくみ惣次郎春色江戸紫，梅暦余興春色辰巳園，
小三金五郎仮名文章娘節用，浮世新形恋の花染，春色連理の梅，浦里時次郎明烏後の正夢

　III近松浄瑠璃
収録作品：曾根崎心中，薩摩歌，心中二枚絵草紙，卯月紅𡝂，五十年忌歌念仏，丹波与作待夜のこ
むろぶし，卯月の潤色，心中重井筒，堀川波鼓，淀鯉出世滝徳，心中刃は氷の朔日，心中万年草，
冥途の飛脚，今宮の心中，夕霧阿波鳴渡，長町女腹切，生玉心中，大経師昔暦，鑓の権三重帷子，
博多小女郎波枕，山崎与次兵衛寿の門松，心中天の網島，女殺油地獄，心中宵庚申

▶ 明治・大正編
　I 雑誌
収録雑誌：明六雑誌，東洋学芸雑誌，国民之友，太陽，女学雑誌，女学世界，婦人倶楽部

　II 教科書
収録した期（使用開始年）と教科書名（小学校）：
第 1期（1904年）：尋常小学読本一～八
第 2期（1910年）：尋常小学読本巻一～十二
第 3期（1918年）：尋常小学国語読本巻一～十二
第 4期（1933年）：小学国語読本尋常科用巻一～十二
第 5期（1941年）：ヨミカタ一～二／よみかた三～四／初等科国語一～八
第 6期（1947年）：こくご一～四／国語第三学年～第六学年
収録した期（使用開始年）と教科書名（高等小学校）：
第 1期（1904年）：高等小学読本一～八

　III明治初期口語資料
収録作品：『交易問答』，『安愚楽鍋』初編／二編／三編，『開化のはなし』，『文明開化』初編／二編，
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『よりあひばなし』初編，『百一新論』，『開化問答』初編／二編，『明治の光』，『文明田舎問答』
初編，『民権自由論』，『春秋雑誌会話篇』（『会話篇』第 3部）

　IV近代小説
収録作品：
二葉亭四迷『浮雲』（1887年），森鴎外『舞姫』（1890年），幸田露伴『五重塔』（1891年），
樋口一葉『たけくらべ』（1895年），広津柳浪『今戸心中』（1896年），国木田独歩『武蔵野』
（1898年），徳富蘆花『思出の記』（1900年），泉鏡花『高野聖』（1900年），夏目漱石『吾輩は
猫である』（1905年），田山花袋『蒲団』（1907年），正宗白鳥『何処へ』（1909年），有島武郎
『或る女』（1911年），徳田秋声『あらくれ』（1915年），永井荷風『腕くらべ』（1916年），佐
藤春夫『田園の憂鬱　』（1918　年），宇野浩二　『蔵の中　』（1919　年），志賀直哉　『暗夜行路　』（1921年），
瀧井孝作『無限抱擁』（1921年），宮本百合子『伸子』（1924年），梶井基次郎『檸檬』（1925年），
川端康成『伊豆の踊子』（1926年）

　V 新聞
資料：『読売新聞』

1875年 5月 2，3，4，5，7，8，9日，11月 2，4，5，7，8，9，10日
1881年 5月 2，4，5，6日，11月 2，4，5，6日
1887年 5月 3，4，5，6日，11月 2，4，5，6日
1895年 5月 2日，11月 2，3日
1901年 5月 2，3日，11月 2日
1909年 5月 2日，11月 2日
1917年 5月 2日，11月 2日
1925年 5月 2日，11月 2日

　VI落語 SP盤
資料：金澤裕之・矢島正浩編（2019）『SP盤落語レコードがひらく近代日本語研究』（笠間書院）

▶ 和歌集編
収録作品：古今和歌集，後撰和歌集，拾遺和歌集，後拾遺和歌集，金葉和歌集，詞花和歌集，千載和
歌集，新古今和歌集

•日本語諸方言コーパス（COJADS）（https://www2.ninjal.ac.jp/cojads/index.html）
日本各地の方言の談話音声を大量に集めた，日本で初めての諸方言コーパスで，元のデータは，日本全国
47都道府県の 200地点あまりにおける，約 4000時間の方言談話の録音テープからなり，一部は『全国
方言談話データベース日本のふるさとことば集成』（2002–2008，国書刊行会）として刊行されている。
本コーパスは，コーパス検索アプリケーション『中納言』で利用可能であり，標準語と方言の両方で検
索することができる。また，検索結果はダウンロードできる。

•中国語・韓国語母語の日本語学習者横断コーパス（C-JAS）
（https://www2.ninjal.ac.jp/jll/lsaj/cjas-search-info.html）
日本語学習者 6人（中国語母語話者 3人，韓国語母語話者 3人）の 3年間の縦断的発話データをコーパス
検索アプリケーション『中納言』上で公開している。収録データ量は，約 46.5時間分で，総語数は約 57
万語であり，形態素単位や文字列で用例を検索することができる。

•多言語母語の日本語学習者横断コーパス（I-JAS）
（https://www2.ninjal.ac.jp/jll/lsaj/ijas-search-info.html）
日本を含む 20の国と地域で，異なった 12言語を母語とする日本語学習者 1000人および日本語母語話
者 50人の話し言葉および書き言葉の収集を完了し，コーパス検索アプリケーション『中納言』上で公開
している。発話データ（ストーリーテリング，ロールプレイ，対話，絵描写），作文データ（ストーリーラ
イティング，エッセイとメール文（任意）），発話の音声データを所収している。

•アイヌ語口承文芸コーパス—音声・グロスつき—（https://ainu.ninjal.ac.jp/folklore/）
木村きみさん（1900–1988，沙流川上流域のペナコリ出身）がアイヌ語で語った物語 30編（ウエペケㇾ
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（散文説話）23編，カムイユカㇻ（神謡）7編）約 8時間分の音声およびアイヌ語千歳方言話者の小田イト
さん（1908–2000）がアイヌ語で語った物語 8編（ウエペケㇾ 6編，カムイユカㇻ 2編）96分間の音声に，
日本語と英語による訳とグロスや注解を付けた，初めてのアイヌ口承文芸デジタル集成である。

•オックスフォード・NINJAL上代語コーパス（https://oncoj.ninjal.ac.jp/front_page_Japanese.html）
オックスフォード大学と国立国語研究所との長期の共同研究プロジェクトで開発している上代日本語の
テキストを対象とした，包括的な形態・統語解析アノテーションを付与したコーパスである。現在では，
萬葉集を始め，上代日本語の歌謡テキストのすべてを収録している。収録作品は以下の通りである。
▶ 古事記歌謡：112歌；2,527語；712年成立
▶ 日本書紀歌謡：133歌；2,444語；720年成立
▶ 風土記歌謡：20歌；271語；730年代成立
▶ 仏足石歌：21歌；337語；753年以降成立
▶ 萬葉集：4,685歌；83,706語；759年成立
▶ 続日本紀歌謡：8歌；134語；797年成立
▶ 上宮聖徳法王帝説：4歌；60語；成立年不明

•統語・意味解析情報付き現代日本語コーパス（NPCMJ）（https://npcmj.ninjal.ac.jp）
現代日本語の書き言葉と話し言葉のテクストに対し，文の統語・意味解析情報を付与し，多様な日本語の
機能語や句構造，節の諸類型および複雑な構文を大量の言語データから検索・抽出して研究に活用できる
ことを目的として構築したコーパスである。約 9万文（ツリー），約 130万語を公開している。

•NPCMJ Child Language Development Timeline（NPCMJ-CLDT）（https://npcmj.ninjal.ac.jp/cldt/）
そよごツリーバンク（子供の日本語の統語解析情報付きコーパス）を時系列に沿って対話的に表示する
インターフェースである。このインターフェースの大きな特徴は，子供の言語の形態・統語的分析を年
齢・月齢フィルターを通じて，検索したり精査したりすることを可能にしている点である。このインター
フェースを利用することで，特定の語彙や構文に関して，個人の習得過程に容易に焦点をあてることが
でき，日本語を習得しつつある子供の形態・統語的発達のパターンを発見するチャンスにつながる。

•近代語のコーパス（https://clrd.ninjal.ac.jp/cmj/）
明治・大正時代の日本語を研究するために構築されたコーパスであり，現代日本語の書き言葉が整備され
ていく過程をとらえることができる。これらのコーパスのデータを更新したものを，『日本語歴史コーパ
ス』の「明治・大正編 I雑誌」の一部としてコーパス検索アプリケーション『中納言』でも公開している。

•コーパス検索アプリケーション『中納言』（https://chunagon.ninjal.ac.jp/auth/login）
国立国語研究所で開発されたウェブアプリケーションで，短単位・長単位・文字列の三つの方法によって
コーパスに付与された形態論情報を組み合わせた高度な検索を行うことができる。無償で利用すること
ができるが，著作権保護の観点から登録が必要である。

•現代日本語書き言葉均衡コーパス　（BCCWJ　）全文検索サイト　『少納言　』（https://shonagon.ninjal.ac.jp/）
国立国語研究所で開発されたウェブアプリケーションで，初心者でも簡単にBCCWJ内の文字列を検索
することができる。

•NINJAL-LWP for BCCWJ（NLB）（https://nlb.ninjal.ac.jp/）
現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）を検索するために，Lago言語研究所が共同開発したオン
ライン検索システムである。レキシカルプロファイリングという手法を用いたコーパス検索ツールであ
り，名詞や動詞などの内容語の共起関係や文法的振る舞いを網羅的に表示できるのが最大の特長である。

オンライン辞書
オンラインで検索できる辞書・用例集である。

•基本動詞ハンドブック（https://verbhandbook.ninjal.ac.jp/）
日本語学習者・日本語教師が基本動詞の理解を深めることができるように，基本動詞の多義的な意味の広
がりを図解なども用いて分かりやすく解説したオンラインツールである。例文，コロケーションなどの
執筆には，国立国語研究所の「現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）」（約 1億語）や筑波大学の
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『よりあひばなし』初編，『百一新論』，『開化問答』初編／二編，『明治の光』，『文明田舎問答』
初編，『民権自由論』，『春秋雑誌会話篇』（『会話篇』第 3部）

　IV近代小説
収録作品：
二葉亭四迷『浮雲』（1887年），森鴎外『舞姫』（1890年），幸田露伴『五重塔』（1891年），
樋口一葉『たけくらべ』（1895年），広津柳浪『今戸心中』（1896年），国木田独歩『武蔵野』
（1898年），徳富蘆花『思出の記』（1900年），泉鏡花『高野聖』（1900年），夏目漱石『吾輩は
猫である』（1905年），田山花袋『蒲団』（1907年），正宗白鳥『何処へ』（1909年），有島武郎
『或る女』（1911年），徳田秋声『あらくれ』（1915年），永井荷風『腕くらべ』（1916年），佐
藤春夫『田園の憂鬱　』（1918　年），宇野浩二　『蔵の中　』（1919　年），志賀直哉　『暗夜行路　』（1921年），
瀧井孝作『無限抱擁』（1921年），宮本百合子『伸子』（1924年），梶井基次郎『檸檬』（1925年），
川端康成『伊豆の踊子』（1926年）

　V 新聞
資料：『読売新聞』

1875年 5月 2，3，4，5，7，8，9日，11月 2，4，5，7，8，9，10日
1881年 5月 2，4，5，6日，11月 2，4，5，6日
1887年 5月 3，4，5，6日，11月 2，4，5，6日
1895年 5月 2日，11月 2，3日
1901年 5月 2，3日，11月 2日
1909年 5月 2日，11月 2日
1917年 5月 2日，11月 2日
1925年 5月 2日，11月 2日

　VI落語 SP盤
資料：金澤裕之・矢島正浩編（2019）『SP盤落語レコードがひらく近代日本語研究』（笠間書院）

▶ 和歌集編
収録作品：古今和歌集，後撰和歌集，拾遺和歌集，後拾遺和歌集，金葉和歌集，詞花和歌集，千載和
歌集，新古今和歌集

•日本語諸方言コーパス（COJADS）（https://www2.ninjal.ac.jp/cojads/index.html）
日本各地の方言の談話音声を大量に集めた，日本で初めての諸方言コーパスで，元のデータは，日本全国
47都道府県の 200地点あまりにおける，約 4000時間の方言談話の録音テープからなり，一部は『全国
方言談話データベース日本のふるさとことば集成』（2002–2008，国書刊行会）として刊行されている。
本コーパスは，コーパス検索アプリケーション『中納言』で利用可能であり，標準語と方言の両方で検
索することができる。また，検索結果はダウンロードできる。

•中国語・韓国語母語の日本語学習者横断コーパス（C-JAS）
（https://www2.ninjal.ac.jp/jll/lsaj/cjas-search-info.html）
日本語学習者 6人（中国語母語話者 3人，韓国語母語話者 3人）の 3年間の縦断的発話データをコーパス
検索アプリケーション『中納言』上で公開している。収録データ量は，約 46.5時間分で，総語数は約 57
万語であり，形態素単位や文字列で用例を検索することができる。

•多言語母語の日本語学習者横断コーパス（I-JAS）
（https://www2.ninjal.ac.jp/jll/lsaj/ijas-search-info.html）
日本を含む 20の国と地域で，異なった 12言語を母語とする日本語学習者 1000人および日本語母語話
者 50人の話し言葉および書き言葉の収集を完了し，コーパス検索アプリケーション『中納言』上で公開
している。発話データ（ストーリーテリング，ロールプレイ，対話，絵描写），作文データ（ストーリーラ
イティング，エッセイとメール文（任意）），発話の音声データを所収している。

•アイヌ語口承文芸コーパス—音声・グロスつき—（https://ainu.ninjal.ac.jp/folklore/）
木村きみさん（1900–1988，沙流川上流域のペナコリ出身）がアイヌ語で語った物語 30編（ウエペケㇾ
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（散文説話）23編，カムイユカㇻ（神謡）7編）約 8時間分の音声およびアイヌ語千歳方言話者の小田イト
さん（1908–2000）がアイヌ語で語った物語 8編（ウエペケㇾ 6編，カムイユカㇻ 2編）96分間の音声に，
日本語と英語による訳とグロスや注解を付けた，初めてのアイヌ口承文芸デジタル集成である。

•オックスフォード・NINJAL上代語コーパス（https://oncoj.ninjal.ac.jp/front_page_Japanese.html）
オックスフォード大学と国立国語研究所との長期の共同研究プロジェクトで開発している上代日本語の
テキストを対象とした，包括的な形態・統語解析アノテーションを付与したコーパスである。現在では，
萬葉集を始め，上代日本語の歌謡テキストのすべてを収録している。収録作品は以下の通りである。
▶ 古事記歌謡：112歌；2,527語；712年成立
▶ 日本書紀歌謡：133歌；2,444語；720年成立
▶ 風土記歌謡：20歌；271語；730年代成立
▶ 仏足石歌：21歌；337語；753年以降成立
▶ 萬葉集：4,685歌；83,706語；759年成立
▶ 続日本紀歌謡：8歌；134語；797年成立
▶ 上宮聖徳法王帝説：4歌；60語；成立年不明

•統語・意味解析情報付き現代日本語コーパス（NPCMJ）（https://npcmj.ninjal.ac.jp）
現代日本語の書き言葉と話し言葉のテクストに対し，文の統語・意味解析情報を付与し，多様な日本語の
機能語や句構造，節の諸類型および複雑な構文を大量の言語データから検索・抽出して研究に活用できる
ことを目的として構築したコーパスである。約 9万文（ツリー），約 130万語を公開している。

•NPCMJ Child Language Development Timeline（NPCMJ-CLDT）（https://npcmj.ninjal.ac.jp/cldt/）
そよごツリーバンク（子供の日本語の統語解析情報付きコーパス）を時系列に沿って対話的に表示する
インターフェースである。このインターフェースの大きな特徴は，子供の言語の形態・統語的分析を年
齢・月齢フィルターを通じて，検索したり精査したりすることを可能にしている点である。このインター
フェースを利用することで，特定の語彙や構文に関して，個人の習得過程に容易に焦点をあてることが
でき，日本語を習得しつつある子供の形態・統語的発達のパターンを発見するチャンスにつながる。

•近代語のコーパス（https://clrd.ninjal.ac.jp/cmj/）
明治・大正時代の日本語を研究するために構築されたコーパスであり，現代日本語の書き言葉が整備され
ていく過程をとらえることができる。これらのコーパスのデータを更新したものを，『日本語歴史コーパ
ス』の「明治・大正編 I雑誌」の一部としてコーパス検索アプリケーション『中納言』でも公開している。

•コーパス検索アプリケーション『中納言』（https://chunagon.ninjal.ac.jp/auth/login）
国立国語研究所で開発されたウェブアプリケーションで，短単位・長単位・文字列の三つの方法によって
コーパスに付与された形態論情報を組み合わせた高度な検索を行うことができる。無償で利用すること
ができるが，著作権保護の観点から登録が必要である。

•現代日本語書き言葉均衡コーパス　（BCCWJ　）全文検索サイト　『少納言　』（https://shonagon.ninjal.ac.jp/）
国立国語研究所で開発されたウェブアプリケーションで，初心者でも簡単にBCCWJ内の文字列を検索
することができる。

•NINJAL-LWP for BCCWJ（NLB）（https://nlb.ninjal.ac.jp/）
現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）を検索するために，Lago言語研究所が共同開発したオン
ライン検索システムである。レキシカルプロファイリングという手法を用いたコーパス検索ツールであ
り，名詞や動詞などの内容語の共起関係や文法的振る舞いを網羅的に表示できるのが最大の特長である。

オンライン辞書
オンラインで検索できる辞書・用例集である。

•基本動詞ハンドブック（https://verbhandbook.ninjal.ac.jp/）
日本語学習者・日本語教師が基本動詞の理解を深めることができるように，基本動詞の多義的な意味の広
がりを図解なども用いて分かりやすく解説したオンラインツールである。例文，コロケーションなどの
執筆には，国立国語研究所の「現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）」（約 1億語）や筑波大学の
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「筑波ウェブコーパス」（約 11億語）などの大規模日本語コーパスを積極的に活用し，他のレファレンス
には見られない生きた情報を提供している。

•複合動詞レキシコン（https://vvlexicon.ninjal.ac.jp/）
「光り輝く，投げ入れる，書き上げる」のように日常よく使われる動詞+動詞型の日本語複合動詞（2,700
語以上）に意味や用法の情報を付与した，言語研究および日本語学習用のオンライン辞書である。日本
語研究の専門家だけでなく，外国人日本語学習者を含む一般の利用者にも使っていただくことを意図し
ており，様々な検索方法が可能である。個々の複合動詞の見出しから，コーパス検索システム（NLB：
NINJAL-LWP for BCCWJ）にリンクを張り，現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）の例文と関
連づけることを可能とした。また，外国人学習者や，言語対照の研究者にも使っていただけるように，新
たに，意味定義と用例に英語・中国語・韓国語の翻訳を付け，利便性を向上させた。本データベースは，
国立国語研究所が基礎データを作成し，Lago NLP（旧 Lago言語研究所）がオンライン検索システムと
して構築したものである。

•トピック別アイヌ語会話辞典（https://ainu.ninjal.ac.jp/topic/）
1898年に刊行された『アイヌ語會話字典』を底本とし，底本の表記のほか，口語訳，アイヌ語のローマ
字およびカナ表記，語釈（グロス），英訳など，アイヌ語学習の助けとなる項目を付け加えたコンテンツ
であり，アイヌ語沙流方言（貫気別）の音声も収録した上で，2010年にブエガワ（他）がロンドン大学の
ウェブサイトで公開した『音声付きアイヌ語辞典—新編金澤版アイヌ語会話辞典』のコンテンツにト
ピック検索（日本語・英語）と見出し語（アイヌ語・日本語・英語）検索機能を追加し，さらに未公開のビデ
オ資料（約 130見出し）と動植物や道具の写真（72見出し，86枚）も加えた，新たなバージョンとして公
開するものである。本データベースは，国立国語研究所が基礎データを作成し，Lago言語研究所がオン
ラインシステムとして構築したものである。

•Webデータに基づく形容詞用例データベース（開発版）（https://csd.ninjal.ac.jp/adj/）
形容詞の用例のデータベースである。用例は，語ごとに構築した専用のWebコーパスからおこなってい
る。構築に際しては，（1）語ごとに一定量以上の用例を収集できること，（2）収集用例の偏りの軽減に配
慮している。

•Webデータに基づく複合動詞用例データベース（開発版）（https://csd.ninjal.ac.jp/comp/）
複合動詞研究用の基礎データの提供を目的とした用例のデータベースである。用例は，語ごとに構築し
た専用のWebコーパスからおこなっている。構築に際しては，（1）語ごとに一定量以上の用例を収集で
きること，（2）収集用例の偏りの軽減に配慮している。

•Webデータに基づくサ変動詞用例データベース（開発版）（https://csd.ninjal.ac.jp/sahen/）
サ変動詞の用例のデータベースである。用例は，語ごとに構築した専用のWebコーパスからおこなって
いる。構築に際しては，（1）語ごとに一定量以上の用例を収集できること，（2）収集用例の偏りの軽減に
配慮している。

•語誌情報ポータル（https://goshidb.ninjal.ac.jp/goshidb/）
『日本語歴史コーパス』と併用することにより，日本語史の理解をより深めることができるデータを検索
できるサイトとして公開している。コーパスからの統計情報，古辞書，言語地図，言語記事（言葉につい
て書かれた新聞・雑誌の記事）が収録されている。検索結果の多くはグラフや画像（外部サイトを含む）
で確認できる。

•基礎日本語活用辞典（インドネシア語版）（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/kamus/）
日本語の基礎語彙約 4,000語を収録を収録している。日本語の初級を終了した，インドネシア語を母語
とする日本語学習者のための辞書である。

言語地図
言語の多様性・分布を地図に表現した資料である。

•使役交替言語地図（WATP）（https://watp.ninjal.ac.jp/）
世界の言語の形態的関連のある有対動詞を収集した地理類型論的なデータベースであり，約 80名の研究

38 II 共同研究と共同利用

者から提供された，日本語を含む諸言語（約 95言語）の有対自他動詞の類型論的な情報を，世界地図お
よびチャート（表）上で可視化し，有対自他動詞を，個々の動詞対の派生型の選好（意味と形式の類像性
の可視化）および各言語の派生型の選好（各言語の「類型論的な特徴づけ：typological characterization」
の可視化）の 2つの観点から分析できるウェブアプリケーションである。

•『日本言語地図』地図画像（https://watp.ninjal.ac.jp/）
各地の方言で，どのような　語形や発音がどこに現れるかを　表示した言語地図（方言地図）で，全国の方言の
地理的分布を一望できる基礎資料である『日本言語地図』所載の地図の画像（全 300図）を公開している。

•『方言文法全国地図』地図画像（https://www2.ninjal.ac.jp/hogen/dp/gaj-pdf/gaj-pdf_index.html）
文法事象の全国的な分布を展望できる言語地図（方言地図）で，方言研究における基本的な資料である『方
言文法全国地図』所載の地図の画像（全 350図）を公開している。

•言語地図データベース（https://www2.ninjal.ac.jp/hogen/dp/ladp/ladb_index.html）
日本で刊行されてきた方言地図・言語地図のデータベースである。地図集（アトラス）の書誌（著者・書
名・刊行年・調査時期・調査対象地域などを含む），地図集に収録されている各地図の内容（タイトル・内容
の分類などを含む），地図の画像（可能な限りジオタグを付与）から構成されている。

•全国方言分布調査（FPJD）・新日本言語地図（NLJ）
（https://www2.ninjal.ac.jp/hogen/dp/fpjd/fpjd_index.html）
全国方言分布調査（2010–2015年度実施，全国 554地点）のデータおよび　関連情報（調査項目，準備調査結
果，調査マニュアルなど　）に加え，調査結果を地図化した『新日本言語地図』関係のデータを　公開している　。

•首都圏大学生の言語使用と言語意識の地域差に関する調査　（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/shutoken_atlas/）
首都圏の大学生における言語使用・言語意識の調査結果を言語地図で示したものである。

画像・PDF
方言地図や貴重書の画像ファイル，論文の PDFファイルなどである。

•日本語史研究資料（国立国語研究所蔵）（https://dglb01.ninjal.ac.jp/ninjaldl/）
国立国語研究所研究図書室蔵書のうち，日本語史資料として著名なものや，歴史コーパスの原材料とし
て利用できるものを選定し，デジタル画像や翻字本文を順次公開している。

•米国議会図書館蔵『源氏物語』画像（https://cid.ninjal.ac.jp/lcgenji_image/）
米国議会図書館アジア部日本課が所蔵する『源氏物語』（LC Control No.：2008427768）のうち，桐壺・
須磨・柏木の原本画像を閲覧できる。また，原本画像と翻字本文を対照表示させることも可能である。

•大英図書館蔵天草版　『平家物語　』『伊曽保物語　』『金句集　』画像　（https://dglb01.ninjal.ac.jp/BL_amakusa/）
大英図書館提供の天草版『平家物語』『伊曽保物語』『金句集』「言葉の和らげ」「難語句解」（Shelfmark：
Or.59.aa.1）の画像をパブリックドメインにて公開している。

•大英図書館蔵天草版『伊曽保物語』原本画像・翻字本文対照
（https://cid.ninjal.ac.jp/BL_amakusa_view/esopo/）
大英図書館蔵天草版『伊曽保物語』の原本画像と翻字本文の対照表示システムを公開している。

•国語研変体仮名字形データベース（https://cid.ninjal.ac.jp/hentaiganaDB/）
変体仮名の字形画像を，読み・字母・Unicodeで層別したデータベースであり，出典元資料画像との相互
リンク機能，資料画像と翻字本文との対照表示機能などがある。

•雑誌『国語学』全文データベース（https://bibdb.ninjal.ac.jp/SJL/）
日本語学会の（旧）機関誌『国語学』全巻（第 1輯：昭和 23年–終刊第 219号：平成 16年）の全文テキ
ストデータベースである。誌面の PDFファイルも公開している。

ツール
言語資料を扱うためのプログラムやWeb上で利用するツールである。

•UniDic（https://clrd.ninjal.ac.jp/unidic/）
国立国語研究所の規定した斉一な言語単位（短単位）と，階層的見出し構造に基づく電子化辞書の（1）制
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「筑波ウェブコーパス」（約 11億語）などの大規模日本語コーパスを積極的に活用し，他のレファレンス
には見られない生きた情報を提供している。

•複合動詞レキシコン（https://vvlexicon.ninjal.ac.jp/）
「光り輝く，投げ入れる，書き上げる」のように日常よく使われる動詞+動詞型の日本語複合動詞（2,700
語以上）に意味や用法の情報を付与した，言語研究および日本語学習用のオンライン辞書である。日本
語研究の専門家だけでなく，外国人日本語学習者を含む一般の利用者にも使っていただくことを意図し
ており，様々な検索方法が可能である。個々の複合動詞の見出しから，コーパス検索システム（NLB：
NINJAL-LWP for BCCWJ）にリンクを張り，現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）の例文と関
連づけることを可能とした。また，外国人学習者や，言語対照の研究者にも使っていただけるように，新
たに，意味定義と用例に英語・中国語・韓国語の翻訳を付け，利便性を向上させた。本データベースは，
国立国語研究所が基礎データを作成し，Lago NLP（旧 Lago言語研究所）がオンライン検索システムと
して構築したものである。

•トピック別アイヌ語会話辞典（https://ainu.ninjal.ac.jp/topic/）
1898年に刊行された『アイヌ語會話字典』を底本とし，底本の表記のほか，口語訳，アイヌ語のローマ
字およびカナ表記，語釈（グロス），英訳など，アイヌ語学習の助けとなる項目を付け加えたコンテンツ
であり，アイヌ語沙流方言（貫気別）の音声も収録した上で，2010年にブエガワ（他）がロンドン大学の
ウェブサイトで公開した『音声付きアイヌ語辞典—新編金澤版アイヌ語会話辞典』のコンテンツにト
ピック検索（日本語・英語）と見出し語（アイヌ語・日本語・英語）検索機能を追加し，さらに未公開のビデ
オ資料（約 130見出し）と動植物や道具の写真（72見出し，86枚）も加えた，新たなバージョンとして公
開するものである。本データベースは，国立国語研究所が基礎データを作成し，Lago言語研究所がオン
ラインシステムとして構築したものである。

•Webデータに基づく形容詞用例データベース（開発版）（https://csd.ninjal.ac.jp/adj/）
形容詞の用例のデータベースである。用例は，語ごとに構築した専用のWebコーパスからおこなってい
る。構築に際しては，（1）語ごとに一定量以上の用例を収集できること，（2）収集用例の偏りの軽減に配
慮している。

•Webデータに基づく複合動詞用例データベース（開発版）（https://csd.ninjal.ac.jp/comp/）
複合動詞研究用の基礎データの提供を目的とした用例のデータベースである。用例は，語ごとに構築し
た専用のWebコーパスからおこなっている。構築に際しては，（1）語ごとに一定量以上の用例を収集で
きること，（2）収集用例の偏りの軽減に配慮している。

•Webデータに基づくサ変動詞用例データベース（開発版）（https://csd.ninjal.ac.jp/sahen/）
サ変動詞の用例のデータベースである。用例は，語ごとに構築した専用のWebコーパスからおこなって
いる。構築に際しては，（1）語ごとに一定量以上の用例を収集できること，（2）収集用例の偏りの軽減に
配慮している。

•語誌情報ポータル（https://goshidb.ninjal.ac.jp/goshidb/）
『日本語歴史コーパス』と併用することにより，日本語史の理解をより深めることができるデータを検索
できるサイトとして公開している。コーパスからの統計情報，古辞書，言語地図，言語記事（言葉につい
て書かれた新聞・雑誌の記事）が収録されている。検索結果の多くはグラフや画像（外部サイトを含む）
で確認できる。

•基礎日本語活用辞典（インドネシア語版）（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/kamus/）
日本語の基礎語彙約 4,000語を収録を収録している。日本語の初級を終了した，インドネシア語を母語
とする日本語学習者のための辞書である。

言語地図
言語の多様性・分布を地図に表現した資料である。

•使役交替言語地図（WATP）（https://watp.ninjal.ac.jp/）
世界の言語の形態的関連のある有対動詞を収集した地理類型論的なデータベースであり，約 80名の研究
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者から提供された，日本語を含む諸言語（約 95言語）の有対自他動詞の類型論的な情報を，世界地図お
よびチャート（表）上で可視化し，有対自他動詞を，個々の動詞対の派生型の選好（意味と形式の類像性
の可視化）および各言語の派生型の選好（各言語の「類型論的な特徴づけ：typological characterization」
の可視化）の 2つの観点から分析できるウェブアプリケーションである。

•『日本言語地図』地図画像（https://watp.ninjal.ac.jp/）
各地の方言で，どのような　語形や発音がどこに現れるかを　表示した言語地図（方言地図）で，全国の方言の
地理的分布を一望できる基礎資料である『日本言語地図』所載の地図の画像（全 300図）を公開している。

•『方言文法全国地図』地図画像（https://www2.ninjal.ac.jp/hogen/dp/gaj-pdf/gaj-pdf_index.html）
文法事象の全国的な分布を展望できる言語地図（方言地図）で，方言研究における基本的な資料である『方
言文法全国地図』所載の地図の画像（全 350図）を公開している。

•言語地図データベース（https://www2.ninjal.ac.jp/hogen/dp/ladp/ladb_index.html）
日本で刊行されてきた方言地図・言語地図のデータベースである。地図集（アトラス）の書誌（著者・書
名・刊行年・調査時期・調査対象地域などを含む），地図集に収録されている各地図の内容（タイトル・内容
の分類などを含む），地図の画像（可能な限りジオタグを付与）から構成されている。

•全国方言分布調査（FPJD）・新日本言語地図（NLJ）
（https://www2.ninjal.ac.jp/hogen/dp/fpjd/fpjd_index.html）
全国方言分布調査（2010–2015年度実施，全国 554地点）のデータおよび　関連情報（調査項目，準備調査結
果，調査マニュアルなど　）に加え，調査結果を地図化した『新日本言語地図』関係のデータを　公開している　。

•首都圏大学生の言語使用と言語意識の地域差に関する調査　（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/shutoken_atlas/）
首都圏の大学生における言語使用・言語意識の調査結果を言語地図で示したものである。

画像・PDF
方言地図や貴重書の画像ファイル，論文の PDFファイルなどである。

•日本語史研究資料（国立国語研究所蔵）（https://dglb01.ninjal.ac.jp/ninjaldl/）
国立国語研究所研究図書室蔵書のうち，日本語史資料として著名なものや，歴史コーパスの原材料とし
て利用できるものを選定し，デジタル画像や翻字本文を順次公開している。

•米国議会図書館蔵『源氏物語』画像（https://cid.ninjal.ac.jp/lcgenji_image/）
米国議会図書館アジア部日本課が所蔵する『源氏物語』（LC Control No.：2008427768）のうち，桐壺・
須磨・柏木の原本画像を閲覧できる。また，原本画像と翻字本文を対照表示させることも可能である。

•大英図書館蔵天草版　『平家物語　』『伊曽保物語　』『金句集　』画像　（https://dglb01.ninjal.ac.jp/BL_amakusa/）
大英図書館提供の天草版『平家物語』『伊曽保物語』『金句集』「言葉の和らげ」「難語句解」（Shelfmark：
Or.59.aa.1）の画像をパブリックドメインにて公開している。

•大英図書館蔵天草版『伊曽保物語』原本画像・翻字本文対照
（https://cid.ninjal.ac.jp/BL_amakusa_view/esopo/）
大英図書館蔵天草版『伊曽保物語』の原本画像と翻字本文の対照表示システムを公開している。

•国語研変体仮名字形データベース（https://cid.ninjal.ac.jp/hentaiganaDB/）
変体仮名の字形画像を，読み・字母・Unicodeで層別したデータベースであり，出典元資料画像との相互
リンク機能，資料画像と翻字本文との対照表示機能などがある。

•雑誌『国語学』全文データベース（https://bibdb.ninjal.ac.jp/SJL/）
日本語学会の（旧）機関誌『国語学』全巻（第 1輯：昭和 23年–終刊第 219号：平成 16年）の全文テキ
ストデータベースである。誌面の PDFファイルも公開している。

ツール
言語資料を扱うためのプログラムやWeb上で利用するツールである。

•UniDic（https://clrd.ninjal.ac.jp/unidic/）
国立国語研究所の規定した斉一な言語単位（短単位）と，階層的見出し構造に基づく電子化辞書の（1）制
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度設計およびその実装としてのリレーショナルデータベース，（2）UniDicデータベースと，そのデータ
ベースからエクスポートされた短単位をエントリ（見出し語）とする，形態素解析器MeCab用の解析用
辞書，（3）解析用UniDic，の総称である。現代書き言葉UniDic，現代話し言葉UniDic，古文用UniDicS
の三つの解析用UniDicを公開・配布している。

•形態素解析ツールWeb茶まめ（https://chamame.ninjal.ac.jp）
各種のUniDicを使って形態素解析を行うためのツールであり，形態素解析に必要な一連の作業を，Web
上でわかりやすいインターフェイスによっておこなうことができる。

•方言研究の部屋データとプログラム（https://www2.ninjal.ac.jp/hogen/dp/dp_index.html）
『方言文法全国地図』全データ（1–6集），最新版 PDF『方言文法全国地図』（1–6集），方言文法全国地図
作成の機械化（イラストレータ用プラグイン・白地図・記号），準備調査（調査票と地図・データ），言語地
図データベースを公開している。

•全文検索システム『ひまわり』（https://csd.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?himawari）
コーパス，用例集，辞書といった言語資料を全文検索するために開発されたソフトウェアであり，XML
で記述された言語資料を全文検索し，検索文字列に対する前後文脈や付与情報（書誌情報など）を表示す
ることができる。『太陽コーパス』，『日本語話し言葉コーパス』，『分類語彙表』などの既存の言語資料
に加え，自分で作成したXML文書も検索することができる。

•教育活動観察支援システム FishWatchr（https://csd.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?fw）
ディスカッション練習，ロールプレイなどの教育活動では，学習者が互いの活動を観察，評価するプロ
セスが存在する。FishWatchrは，リアルタイムに進行する活動や，ビデオ撮影された活動に対する注釈
づけを実現するとともに，注釈付け結果を用いて，グループでの振り返りを支援する。本システムでは，
ディスカッションを観察対象としているが，進行中の活動に注釈づけする（FishWatchrで録音，あるい
は，別機器で録画し同期），録音・録画ファイルを再生しつつ，注釈づけするなどの状況で利用することを
想定しており，協調学習の観察，日本語教育，議事録作成支援などでの活用も考えている。

•教育活動観察支援システム FishWatchr Mini（https://csd.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?fwm）
モバイルデバイス向けの観察支援ツールである。ボタン操作で，二つの属性（例：話者，評価）をリアル
タイムに記録することができる。また，複数の観察者が一斉に観察することができるほか，FishWatchr
に読み込んで，同時に撮影したビデオと同期する，観察者全員の結果をまとめてグラフに表示する，タブ
区切りのテキストとして保存することなどができる。ウェブアプリケーションなので，インストールは
不要である。

•まとめて検索「KOTONOHA」（https://clrd.ninjal.ac.jp/kotonoha.html）
複数のコーパスを同時に検索し，その集計結果をグラフ化して視覚的に観察できるサービスである。従
来のコーパス検索システム『中納言』は，その中のコーパスをそれぞれ “個別”の画面で検索し，結果を
閲覧する（個別検索）のに対し，KOTONOHAは，「まとめて検索」の名前の通り，中納言の中のコーパ
スを一度にまとめて検索し，その集計結果を表示する（これを専門的な用語で「包括的検索」「串刺し検
索」「横断検索」という）。

•一貫処理プログラム，日本語情報処理プログラム集（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/mcl/）
国立国語研究所で開発された，日本語研究のための一貫処理プログラムおよび日本語研究用プログラム
集MCLである。1996年時点のプログラムおよびその説明を，計量国語学，特にパソコンによる日本語
研究の歴史の一つとして公開するものである。

データベース・データセット類
国立国語研究所が調査・研究で収集したデータを中心とする資料である。

•北海道調査データベース（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/hokkaido/）
国立国語研究所は，1958–1960年に「方言の共通語化」に注目した言語調査の一つとして，北海道に移
住した 1世から 3世を対象に調査を実施した。調査結果から，北海道に移住した 1世の出身地の方言の
影響は，2世では残っているが，3世ではほとんどなくなり，「北海道共通語」が形成されることが分かっ
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た。一方で，「全国表通語」に近づく傾向もあったため，1959年に富良野町（現：富良野市）で調査を実
施した。さらに，同じ内容で，1986年に富良野市で，1987年に札幌市で 2回目の調査をおこない，地域
社会のことばの使い方が，社会構造の特性の違いによってどのように変化するかを明らかにした。これ
らの北海道調査のうち，富良野市・札幌市における経年調査の結果を「北海道調査データベース」として
公開している。調査地点のインフォーマントはランダムサンプリングによって選んでいる。富良野市の
調査では，1959年に調査を受けた人に対しても再度調査をしており，同一個人の回答の変化を見ること
ができる。

•鶴岡調査データベース（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/tsuruoka/）
国立国語研究所が中心となって，1950，1971，1991，2011年の 4回にわたって山形県鶴岡市でおこなっ
た共通語化調査の回答データである。2011年調査（第 4回）は，国立国語研究所と統計数理研究所との
共同研究である。

•岡崎敬語調査データベース（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/okazaki/）
国立国語研究所が中心となって，愛知県岡崎市でおこなった敬語調査のデータベースである。岡崎敬語
調査（OSH）は，1953（昭和 28）年，1972（昭和 47）年，2008（平成 20）年におこなわれ，戦後の 55年と
いう長いタイムスパンの実時間の変化が分かる。なお，報告書も国立国語研究所学術情報リポジトリで
公開している。

•甑島方言アクセントデータベース（https://koshikijima.ninjal.ac.jp）
推定話者数 3,000人の危機方言である甑島（鹿児島県薩摩川内市）の方言音声（アクセント）を教育研究
に資する目的で公開している。

•危機言語データベース（https://kikigengo.ninjal.ac.jp）
日本の消滅危機言語・方言の音声データを紹介しており，様々な方言の基礎語彙に加え，生の方言で語ら
れているたくさんのお話（談話資料）も公開している。

•「国民の言語使用と言語意識に関する全国調査」データ（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/zenkoku/）
研究プロジェクト「国民の言語行動・言語意識・言語能力に関する調査研究（日本語の地理的多様性に関
する多角的調査研究）」（2006–2009年度前期：国立国語研究所研究開発部門言語生活グループ）におけ
る，研究課題「国民の言語使用と言語意識に関する全国調査」（企画・実施：尾崎喜光）の調査結果デー
タである。

•「国語力観」に関する全国調査（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/krk_survey/）
何を「国語力」と見なすかは，人により立場によりいろいろな考えがあるため，国民が「国語力」とい
うものをどのようにとらえているか（国民の「国語力観」）を探る目的で，2006年 2月と 8月に国立国語
研究所が実施した意識調査の回答データである。

•「学校の中の敬語」アンケート調査データ（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/gakkoukeigo/）
国立国語研究所が，「現代敬語行動の研究—学校生活における敬語の研究—」（1988–1990年度）および
「現代敬語行動の研究—小集団内の敬語行動—」（1991–1992年度）の研究課題で，東京・大阪・山形の
中学生・高校生を対象に実施した敬語使用と敬語意識に関する調査のうち，無記名自記式によるアンケー
ト調査で得られたデータである。中学生は，東京：2,456名；山形：339名，高校生は，東京：2,222名；
大阪：1,004名が回答している。回答データ，調査票，設問対照表を公開している。

•「病院の言葉」にかかわる調査（https://www2.ninjal.ac.jp/byoin/tyosa/）
「病院の言葉」を分かりやすくする提案に取り上げる語彙の選定と，問題点の把握と改善の方法を検討す
るためにおこなった調査（医師に対する問題語記述調査，医療者に対する用語意識調査，非医療者に対す
る理解度等の調査）の集計データを公開している。

•『幼児・児童の連想語彙表』データ（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/rensougoi/）
国立国語研究所報告 69『幼児・児童の連想語彙表』（1981）の「全連想語彙調査表」および「頭音連想語
彙調査表」を電子化したものである。

•『方言談話資料』データ（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/hogendanwa_siryo/）
『方言談話資料』（国立国語研究所資料集 10）全 10巻（1978–1987年刊）の本文テキストデータを PDF
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度設計およびその実装としてのリレーショナルデータベース，（2）UniDicデータベースと，そのデータ
ベースからエクスポートされた短単位をエントリ（見出し語）とする，形態素解析器MeCab用の解析用
辞書，（3）解析用UniDic，の総称である。現代書き言葉UniDic，現代話し言葉UniDic，古文用UniDicS
の三つの解析用UniDicを公開・配布している。

•形態素解析ツールWeb茶まめ（https://chamame.ninjal.ac.jp）
各種のUniDicを使って形態素解析を行うためのツールであり，形態素解析に必要な一連の作業を，Web
上でわかりやすいインターフェイスによっておこなうことができる。

•方言研究の部屋データとプログラム（https://www2.ninjal.ac.jp/hogen/dp/dp_index.html）
『方言文法全国地図』全データ（1–6集），最新版 PDF『方言文法全国地図』（1–6集），方言文法全国地図
作成の機械化（イラストレータ用プラグイン・白地図・記号），準備調査（調査票と地図・データ），言語地
図データベースを公開している。

•全文検索システム『ひまわり』（https://csd.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?himawari）
コーパス，用例集，辞書といった言語資料を全文検索するために開発されたソフトウェアであり，XML
で記述された言語資料を全文検索し，検索文字列に対する前後文脈や付与情報（書誌情報など）を表示す
ることができる。『太陽コーパス』，『日本語話し言葉コーパス』，『分類語彙表』などの既存の言語資料
に加え，自分で作成したXML文書も検索することができる。

•教育活動観察支援システム FishWatchr（https://csd.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?fw）
ディスカッション練習，ロールプレイなどの教育活動では，学習者が互いの活動を観察，評価するプロ
セスが存在する。FishWatchrは，リアルタイムに進行する活動や，ビデオ撮影された活動に対する注釈
づけを実現するとともに，注釈付け結果を用いて，グループでの振り返りを支援する。本システムでは，
ディスカッションを観察対象としているが，進行中の活動に注釈づけする（FishWatchrで録音，あるい
は，別機器で録画し同期），録音・録画ファイルを再生しつつ，注釈づけするなどの状況で利用することを
想定しており，協調学習の観察，日本語教育，議事録作成支援などでの活用も考えている。

•教育活動観察支援システム FishWatchr Mini（https://csd.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?fwm）
モバイルデバイス向けの観察支援ツールである。ボタン操作で，二つの属性（例：話者，評価）をリアル
タイムに記録することができる。また，複数の観察者が一斉に観察することができるほか，FishWatchr
に読み込んで，同時に撮影したビデオと同期する，観察者全員の結果をまとめてグラフに表示する，タブ
区切りのテキストとして保存することなどができる。ウェブアプリケーションなので，インストールは
不要である。

•まとめて検索「KOTONOHA」（https://clrd.ninjal.ac.jp/kotonoha.html）
複数のコーパスを同時に検索し，その集計結果をグラフ化して視覚的に観察できるサービスである。従
来のコーパス検索システム『中納言』は，その中のコーパスをそれぞれ “個別”の画面で検索し，結果を
閲覧する（個別検索）のに対し，KOTONOHAは，「まとめて検索」の名前の通り，中納言の中のコーパ
スを一度にまとめて検索し，その集計結果を表示する（これを専門的な用語で「包括的検索」「串刺し検
索」「横断検索」という）。

•一貫処理プログラム，日本語情報処理プログラム集（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/mcl/）
国立国語研究所で開発された，日本語研究のための一貫処理プログラムおよび日本語研究用プログラム
集MCLである。1996年時点のプログラムおよびその説明を，計量国語学，特にパソコンによる日本語
研究の歴史の一つとして公開するものである。

データベース・データセット類
国立国語研究所が調査・研究で収集したデータを中心とする資料である。

•北海道調査データベース（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/hokkaido/）
国立国語研究所は，1958–1960年に「方言の共通語化」に注目した言語調査の一つとして，北海道に移
住した 1世から 3世を対象に調査を実施した。調査結果から，北海道に移住した 1世の出身地の方言の
影響は，2世では残っているが，3世ではほとんどなくなり，「北海道共通語」が形成されることが分かっ
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た。一方で，「全国表通語」に近づく傾向もあったため，1959年に富良野町（現：富良野市）で調査を実
施した。さらに，同じ内容で，1986年に富良野市で，1987年に札幌市で 2回目の調査をおこない，地域
社会のことばの使い方が，社会構造の特性の違いによってどのように変化するかを明らかにした。これ
らの北海道調査のうち，富良野市・札幌市における経年調査の結果を「北海道調査データベース」として
公開している。調査地点のインフォーマントはランダムサンプリングによって選んでいる。富良野市の
調査では，1959年に調査を受けた人に対しても再度調査をしており，同一個人の回答の変化を見ること
ができる。

•鶴岡調査データベース（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/tsuruoka/）
国立国語研究所が中心となって，1950，1971，1991，2011年の 4回にわたって山形県鶴岡市でおこなっ
た共通語化調査の回答データである。2011年調査（第 4回）は，国立国語研究所と統計数理研究所との
共同研究である。

•岡崎敬語調査データベース（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/okazaki/）
国立国語研究所が中心となって，愛知県岡崎市でおこなった敬語調査のデータベースである。岡崎敬語
調査（OSH）は，1953（昭和 28）年，1972（昭和 47）年，2008（平成 20）年におこなわれ，戦後の 55年と
いう長いタイムスパンの実時間の変化が分かる。なお，報告書も国立国語研究所学術情報リポジトリで
公開している。

•甑島方言アクセントデータベース（https://koshikijima.ninjal.ac.jp）
推定話者数 3,000人の危機方言である甑島（鹿児島県薩摩川内市）の方言音声（アクセント）を教育研究
に資する目的で公開している。

•危機言語データベース（https://kikigengo.ninjal.ac.jp）
日本の消滅危機言語・方言の音声データを紹介しており，様々な方言の基礎語彙に加え，生の方言で語ら
れているたくさんのお話（談話資料）も公開している。

•「国民の言語使用と言語意識に関する全国調査」データ（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/zenkoku/）
研究プロジェクト「国民の言語行動・言語意識・言語能力に関する調査研究（日本語の地理的多様性に関
する多角的調査研究）」（2006–2009年度前期：国立国語研究所研究開発部門言語生活グループ）におけ
る，研究課題「国民の言語使用と言語意識に関する全国調査」（企画・実施：尾崎喜光）の調査結果デー
タである。

•「国語力観」に関する全国調査（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/krk_survey/）
何を「国語力」と見なすかは，人により立場によりいろいろな考えがあるため，国民が「国語力」とい
うものをどのようにとらえているか（国民の「国語力観」）を探る目的で，2006年 2月と 8月に国立国語
研究所が実施した意識調査の回答データである。

•「学校の中の敬語」アンケート調査データ（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/gakkoukeigo/）
国立国語研究所が，「現代敬語行動の研究—学校生活における敬語の研究—」（1988–1990年度）および
「現代敬語行動の研究—小集団内の敬語行動—」（1991–1992年度）の研究課題で，東京・大阪・山形の
中学生・高校生を対象に実施した敬語使用と敬語意識に関する調査のうち，無記名自記式によるアンケー
ト調査で得られたデータである。中学生は，東京：2,456名；山形：339名，高校生は，東京：2,222名；
大阪：1,004名が回答している。回答データ，調査票，設問対照表を公開している。

•「病院の言葉」にかかわる調査（https://www2.ninjal.ac.jp/byoin/tyosa/）
「病院の言葉」を分かりやすくする提案に取り上げる語彙の選定と，問題点の把握と改善の方法を検討す
るためにおこなった調査（医師に対する問題語記述調査，医療者に対する用語意識調査，非医療者に対す
る理解度等の調査）の集計データを公開している。

•『幼児・児童の連想語彙表』データ（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/rensougoi/）
国立国語研究所報告 69『幼児・児童の連想語彙表』（1981）の「全連想語彙調査表」および「頭音連想語
彙調査表」を電子化したものである。

•『方言談話資料』データ（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/hogendanwa_siryo/）
『方言談話資料』（国立国語研究所資料集 10）全 10巻（1978–1987年刊）の本文テキストデータを PDF
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ファイルおよびテキストファイルで，音声ファイルをデジタル化（wav形式）して公開している。
•『方言録音資料シリーズ』データ（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/hogenrokuon_siryo/）
『方言録音資料シリーズ』全 15巻（1965–1973年刊）の本文テキス　トデータと　音声ファイルを　公開している　。

•『日本語教育のための基本語彙調査』データ（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/bvjsl84/）
国立国語研究所報告 78『日本語教育のための基本語彙調査』（1984）の「基本語彙五十音順表」，「意味
分類体語彙表」および「分類項目一覧表」を電子化したものである。

•ことばに関する新聞記事見出しデータベース（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/sinbunmidasi/）
国立国語研究所が作成した 1949年から 2009年 9月までのことばに関する新聞記事を集めた「切抜集」
に所収の新聞記事の発行日・新聞名・見出し等を収録した「見出し（目録）データベース」である。

•作文対訳データベース（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/essay/）
日本語学習者による日本語作文，作文執筆者本人による母語訳，日本語教師等による添削を収録したデー
タベースである。

•外来語に関する意識調査 II（全国調査）（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/gairaigo_zenkoku2/）
社会的な情報の伝達に使用されている外来語・略語およびそれらを使う場面のコミュニケーションにつ
いて，国民の意識と言語生活の実態を明らかにすることに加え，分かりにくい外来語・略語を分かりやす
く伝えるための，受け手に配慮した言葉遣いの工夫など，問題解決策の検討に資する科学的データを蓄
積・提供することを目的としている。

•尚書（古活字版第三種本）訓点情報データベース（https://cid.ninjal.ac.jp/kunten-syousyo3/）
国立国語研究所蔵尚書（古活字版第三種本）の訓点情報（ヲコト点，合符，声点，語順点など）のデータベー
スを公開している。

•日本語ブックレット（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/nihongo_bt/）
各年の日本語に関する動向を，図書，雑誌記事，新聞記事等の資料からまとめたものである。2007年版，
2006年版，2005年版，2004年版，2002年改訂版を公開している。

•日本語史研究用テキストデータ集（https://www2.ninjal.ac.jp/textdb_dataset/）
国立国語研究所共同研究プロジェクト等で作成した訓点資料，キリシタン資料，辞書類，洒落本・人情本，
日本語読本などのテキストデータ（TXT，XMLなど）を公開している。

•日本語学習者会話ストラテジーデータ（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/strategy/）
1981–1984年度にかけて国立国語研究所日本語教育センターでおこなわれた研究プロジェクト「日本語
教育における基本文型に関する研究」の一環としておこなわれた日本語学習者の会話の録音を基にして
作成した。英語を母語とするか英語能力の高い外国語母語話者である日本語学習者で日本語能力がある
程度ある者を対象として，外国語母語話者である対象者の日本語使用の実態を把握することを目的とし
たもので，外国語母語話者と日本語母語話者との日本語による会話の文字化データを公開している。

•日本語学習者会話データベース（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/kaiwa/）
学習者言語に関わるさまざまな研究に資することを目的とし，（1）多文化共生社会に対応した日本語教育
方法・内容の構築に向けた基礎資料を提供すること，（2）多角的な観点からのデータベース作りを試み，
成果を報告することによって，複合領域としての日本語会話研究や日本語教員養成の新たな展開に貢献
すること，（3）口頭能力テストの重要性や多義性について喚起するとともに，その評価の過程やフィード
バック等を通じて得られる情報の有意義性に関する認識の深化を促すこと，の 3点を目標として構築さ
れるものであり，全米外国語教育協会認定の面接式口頭能力テスト（ACTFL-OPI）を活用して収集され
たものである。

•文章理解研究「日本語学習者の文章理解過程データベース」
（https://www2.ninjal.ac.jp/jll/l2com/文章理解研究/ ）
日本語学習者がどのように　文章理解をおこなっているか　，その読解過程を調査・収集したデータベースであ
る。「語彙の理解」，「文脈の理解」，「全体の理解」，「アイ・トラッキング　」の 4種類のデータを公開している。

•ヲコト点図データベース（https://cid.ninjal.ac.jp/wokototendb）
漢文訓読の記号であるヲコト点図のデータベースであり，ヲコト点図の種類，付与位置，記号形状，読み
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などをキーに，ヲコト点を検索することができる。現在は，築島裕（編）『訓点語彙集成第 1巻』（汲古書
院，2007年）所載の主要ヲコト点図 26種をデータベース化している。今後，他のヲコト点図の情報を増
補収録していく予定である。

•全国方言談話データベース日本のふるさとことば集成（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/hogendanwa_db/）
方言談話のテキストファイル（文字化テキストと共通語訳）と音声ファイルを収録したデータベース（国
立国語研究所（編），国書刊行会，全 20巻，CD-ROM付き書籍，2002–2008年）である。

•分類語彙表—増補改訂版データベース（https://clrd.ninjal.ac.jp/goihyo.html）
分類語彙表とは，「語を意味によって分類・整理したシソーラス（類義語集）」である。書籍版の『分類語
彙表—増補改訂版—』の元となったデータを，データベースソフトに取り込めるよう，CSV形式に加
工したものである。レコード総数は 101,070件である。

•国立国語研究所言語処理データ集（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/lanpro/）
『国立国語研究所言語処理データ集』（国立国語研究所（編），全 8巻，1985–2001年）を公開している。

•国語研変体仮名字形データベース（https://cid.ninjal.ac.jp/hentaiganaDB/）
変体仮名の字形画像を，読み・字母・Unicodeで層別したデータベースであり，出典元資料画像との相互
リンク機能，資料画像と翻字本文との対照表示機能などがある。2022年 3月現在，春色梅児与美（巻一，
巻二，巻三），比翼連理花廼志満台（初編上，初編中，初編下），諸国方言物類称呼（巻之一，巻之二，巻之
三，巻之四，巻之五）の字形データを収録している。

•うちなーぐち活用辞典テキストデータベース（https://doi.org/10.15084/00003211）
「宮良信詳（編著）『うちなーぐち活用辞典』，東京：国立国語研究所言語変異研究領域，2021」を原本と
するデータベースである。

•鳩間方言音声語彙データベース（https://www2.ninjal.ac.jp/hatoma/）
鳩間方言音声語彙データベースをデータベース化して音声ファイルとリンクさせたものである。

•ビデオ刺激による言語行動意識調査（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/video-shigeki/）
国立国語研究所が 1996–1998年にかけておこなった母国と現住国における自分の言語行動，現住国の
人々の言語行動についての観察や予測について調べる意識調査（ブラジル，フランス，韓国，アメリカ，
ベトナムの在外日本人，同 5箇国出身の在日外国人を主な対象とした。）のうち「場面 6：頼みごとへの
返事（頼んだ側の用件のきりだし，頼まれた側の曖昧な返答）」のデータ（在外日本人 211人，在日外国
人 159人，国内日本人 60人）を公開している。

•リアルタイム日本語調音運動データベース（The real-time MRI articulatory movement database：rtMRIDB）
（https://rtmridb.ninjal.ac.jp/）
日本語音声の調音運動をリアルタイムMRI動画で記録したデータベースである。東京語話者 22名の
データ約 26,000発話から構成されている。単語，音素，性別などで検索することができ，検索結果のmp4
ファイルをダウンロードすることができる。

•国立国語研究所が行った世界の言語研究機関調査（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/world/）
国立国語研究所が 2001年に CD-ROMで公開した世界の言語研究機関調査の結果をウェブ上で閲覧可
能にしたものである。（英文）

•外来語定着度調査（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/gairaigo_yoron/）
国立国語研究所が 2002–2004年にかけておこなった外来語定着度調査の集計データである。外来語 405
語について，うち 120語については 750人を，295語については 2111–2118人を対象に，認知率，理解
率，使用率を調査した。

•日本語観国際センサス（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/n_census/）
国立国語研究所が 1997年 1月–1998年 8月にかけておこなった日本語観，母語観，英語観についての
国際比較調査「日本語観国際センサス」の回答データである。調査は，日本を含む 28の国と地域（アメ
リカ，ブラジル，アルゼンチン，韓国，オーストラリア，シンガポール，タイ，イギリス，フランス，ドイ
ツ，オランダ，ハンガリー，イタリア，スペイン，ポルトガル，ロシア，イスラエル，インド，インドネシ
ア，フィリピン，ベトナム，モンゴル，トルコ，ナイジェリア，エジプト，台湾，中国，日本）で 32,471名
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ファイルおよびテキストファイルで，音声ファイルをデジタル化（wav形式）して公開している。
•『方言録音資料シリーズ』データ（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/hogenrokuon_siryo/）
『方言録音資料シリーズ』全 15巻（1965–1973年刊）の本文テキス　トデータと　音声ファイルを　公開している　。

•『日本語教育のための基本語彙調査』データ（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/bvjsl84/）
国立国語研究所報告 78『日本語教育のための基本語彙調査』（1984）の「基本語彙五十音順表」，「意味
分類体語彙表」および「分類項目一覧表」を電子化したものである。

•ことばに関する新聞記事見出しデータベース（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/sinbunmidasi/）
国立国語研究所が作成した 1949年から 2009年 9月までのことばに関する新聞記事を集めた「切抜集」
に所収の新聞記事の発行日・新聞名・見出し等を収録した「見出し（目録）データベース」である。

•作文対訳データベース（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/essay/）
日本語学習者による日本語作文，作文執筆者本人による母語訳，日本語教師等による添削を収録したデー
タベースである。

•外来語に関する意識調査 II（全国調査）（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/gairaigo_zenkoku2/）
社会的な情報の伝達に使用されている外来語・略語およびそれらを使う場面のコミュニケーションにつ
いて，国民の意識と言語生活の実態を明らかにすることに加え，分かりにくい外来語・略語を分かりやす
く伝えるための，受け手に配慮した言葉遣いの工夫など，問題解決策の検討に資する科学的データを蓄
積・提供することを目的としている。

•尚書（古活字版第三種本）訓点情報データベース（https://cid.ninjal.ac.jp/kunten-syousyo3/）
国立国語研究所蔵尚書（古活字版第三種本）の訓点情報（ヲコト点，合符，声点，語順点など）のデータベー
スを公開している。

•日本語ブックレット（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/nihongo_bt/）
各年の日本語に関する動向を，図書，雑誌記事，新聞記事等の資料からまとめたものである。2007年版，
2006年版，2005年版，2004年版，2002年改訂版を公開している。

•日本語史研究用テキストデータ集（https://www2.ninjal.ac.jp/textdb_dataset/）
国立国語研究所共同研究プロジェクト等で作成した訓点資料，キリシタン資料，辞書類，洒落本・人情本，
日本語読本などのテキストデータ（TXT，XMLなど）を公開している。

•日本語学習者会話ストラテジーデータ（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/strategy/）
1981–1984年度にかけて国立国語研究所日本語教育センターでおこなわれた研究プロジェクト「日本語
教育における基本文型に関する研究」の一環としておこなわれた日本語学習者の会話の録音を基にして
作成した。英語を母語とするか英語能力の高い外国語母語話者である日本語学習者で日本語能力がある
程度ある者を対象として，外国語母語話者である対象者の日本語使用の実態を把握することを目的とし
たもので，外国語母語話者と日本語母語話者との日本語による会話の文字化データを公開している。

•日本語学習者会話データベース（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/kaiwa/）
学習者言語に関わるさまざまな研究に資することを目的とし，（1）多文化共生社会に対応した日本語教育
方法・内容の構築に向けた基礎資料を提供すること，（2）多角的な観点からのデータベース作りを試み，
成果を報告することによって，複合領域としての日本語会話研究や日本語教員養成の新たな展開に貢献
すること，（3）口頭能力テストの重要性や多義性について喚起するとともに，その評価の過程やフィード
バック等を通じて得られる情報の有意義性に関する認識の深化を促すこと，の 3点を目標として構築さ
れるものであり，全米外国語教育協会認定の面接式口頭能力テスト（ACTFL-OPI）を活用して収集され
たものである。

•文章理解研究「日本語学習者の文章理解過程データベース」
（https://www2.ninjal.ac.jp/jll/l2com/文章理解研究/ ）
日本語学習者がどのように　文章理解をおこなっているか　，その読解過程を調査・収集したデータベースであ
る。「語彙の理解」，「文脈の理解」，「全体の理解」，「アイ・トラッキング　」の 4種類のデータを公開している。

•ヲコト点図データベース（https://cid.ninjal.ac.jp/wokototendb）
漢文訓読の記号であるヲコト点図のデータベースであり，ヲコト点図の種類，付与位置，記号形状，読み
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などをキーに，ヲコト点を検索することができる。現在は，築島裕（編）『訓点語彙集成第 1巻』（汲古書
院，2007年）所載の主要ヲコト点図 26種をデータベース化している。今後，他のヲコト点図の情報を増
補収録していく予定である。

•全国方言談話データベース日本のふるさとことば集成（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/hogendanwa_db/）
方言談話のテキストファイル（文字化テキストと共通語訳）と音声ファイルを収録したデータベース（国
立国語研究所（編），国書刊行会，全 20巻，CD-ROM付き書籍，2002–2008年）である。

•分類語彙表—増補改訂版データベース（https://clrd.ninjal.ac.jp/goihyo.html）
分類語彙表とは，「語を意味によって分類・整理したシソーラス（類義語集）」である。書籍版の『分類語
彙表—増補改訂版—』の元となったデータを，データベースソフトに取り込めるよう，CSV形式に加
工したものである。レコード総数は 101,070件である。

•国立国語研究所言語処理データ集（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/lanpro/）
『国立国語研究所言語処理データ集』（国立国語研究所（編），全 8巻，1985–2001年）を公開している。

•国語研変体仮名字形データベース（https://cid.ninjal.ac.jp/hentaiganaDB/）
変体仮名の字形画像を，読み・字母・Unicodeで層別したデータベースであり，出典元資料画像との相互
リンク機能，資料画像と翻字本文との対照表示機能などがある。2022年 3月現在，春色梅児与美（巻一，
巻二，巻三），比翼連理花廼志満台（初編上，初編中，初編下），諸国方言物類称呼（巻之一，巻之二，巻之
三，巻之四，巻之五）の字形データを収録している。

•うちなーぐち活用辞典テキストデータベース（https://doi.org/10.15084/00003211）
「宮良信詳（編著）『うちなーぐち活用辞典』，東京：国立国語研究所言語変異研究領域，2021」を原本と
するデータベースである。

•鳩間方言音声語彙データベース（https://www2.ninjal.ac.jp/hatoma/）
鳩間方言音声語彙データベースをデータベース化して音声ファイルとリンクさせたものである。

•ビデオ刺激による言語行動意識調査（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/video-shigeki/）
国立国語研究所が 1996–1998年にかけておこなった母国と現住国における自分の言語行動，現住国の
人々の言語行動についての観察や予測について調べる意識調査（ブラジル，フランス，韓国，アメリカ，
ベトナムの在外日本人，同 5箇国出身の在日外国人を主な対象とした。）のうち「場面 6：頼みごとへの
返事（頼んだ側の用件のきりだし，頼まれた側の曖昧な返答）」のデータ（在外日本人 211人，在日外国
人 159人，国内日本人 60人）を公開している。

•リアルタイム日本語調音運動データベース（The real-time MRI articulatory movement database：rtMRIDB）
（https://rtmridb.ninjal.ac.jp/）
日本語音声の調音運動をリアルタイムMRI動画で記録したデータベースである。東京語話者 22名の
データ約 26,000発話から構成されている。単語，音素，性別などで検索することができ，検索結果のmp4
ファイルをダウンロードすることができる。

•国立国語研究所が行った世界の言語研究機関調査（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/world/）
国立国語研究所が 2001年に CD-ROMで公開した世界の言語研究機関調査の結果をウェブ上で閲覧可
能にしたものである。（英文）

•外来語定着度調査（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/gairaigo_yoron/）
国立国語研究所が 2002–2004年にかけておこなった外来語定着度調査の集計データである。外来語 405
語について，うち 120語については 750人を，295語については 2111–2118人を対象に，認知率，理解
率，使用率を調査した。

•日本語観国際センサス（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/n_census/）
国立国語研究所が 1997年 1月–1998年 8月にかけておこなった日本語観，母語観，英語観についての
国際比較調査「日本語観国際センサス」の回答データである。調査は，日本を含む 28の国と地域（アメ
リカ，ブラジル，アルゼンチン，韓国，オーストラリア，シンガポール，タイ，イギリス，フランス，ドイ
ツ，オランダ，ハンガリー，イタリア，スペイン，ポルトガル，ロシア，イスラエル，インド，インドネシ
ア，フィリピン，ベトナム，モンゴル，トルコ，ナイジェリア，エジプト，台湾，中国，日本）で 32,471名
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を対象に実施した。
•沖縄語辞典データ集（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/okinawago/）
国立国語研究所資料集 5『沖縄語辞典』（第 9刷，1963年刊行，2001年改訂）の本文篇，索引篇，地名一
覧表のデータ（Excel形式）である。

•発話対照データベース（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/speech/）
日本語学習者（中国語，韓国語，タイ語母語話者）による日本語の発話と，それとほぼ同内容の母語発話
とを収集・整理するとともに，比較のため，同じ課題に基づく日本語母語話者の日本語発話データも収集
した。それぞれの文字化データを公開している。

•行政情報を分かりやすく伝える言葉遣いの工夫に関する意識調査（自治体調査）
（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/zititai/）
自治体の首長・職員を対象とした，住民に分かりやすい言葉で伝える工夫や，住民との円滑なコミュニ
ケーションを図る工夫についての意識調査（2003年実施）の回答データ（Excel形式）である。

カタログ類
図書・研究資料などの書誌情報を中心とする資料である。

•日本語研究・日本語教育文献データベース（https://bibdb.ninjal.ac.jp/bunken/ja/）
日本語学，日本語教育研究に関する研究文献のデータベースである。国立国語研究所が発行していた『国
語年鑑』『日本語教育年鑑』に掲載されている文献情報を元にしており，1950年代から現在までに発行
された関係論文・図書が検索できる。

•国立国語研究所蔵書目録データベース（https://libgw.ninjal.ac.jp/drupal/）
国立国語研究所研究図書室の所蔵する図書約 15万冊と雑誌約 5,800タイトルの目録・所蔵情報が検索で
きるデータベースである。また，貴重書や視聴覚資料，特殊文庫の目録・所蔵情報の検索ができる。

•国立国語研究所学術情報リポジトリ（https://repository.ninjal.ac.jp）
国立国語研究所における学術研究・教育活動の成果および国立国語研究所が所蔵する学術資料を電子的形
態で収集・保存し，ウェブ上で公開している。なお，従前から公開していた「国立国語研究所刊行物デー
タベース」（国立国語研究所の創立（1948年）から現在に至るまでの国立国語研究所の刊行物を検索する
ことができるデータベース）のデータについても，本レポジトリへの移管をおこなった。

•国立国語研究所研究資料室収蔵資料（https://rmr.ninjal.ac.jp）
国立国語研究所がこれまでに実施した調査研究において収集・作成した研究資料（調査カードや収録音源
など）の概要および目録類を公開している。

•研究資料室収蔵資料目録（試行版）（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/itemlist/）
国立国語研究所がこれまでに実施した調査研究において収集・作成した研究資料（調査カードや収録音源
など）の目録の試行版を Excel形式で公開している。

•中央資料庫地形図地勢図所蔵リスト（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/topographicmaplist/）
日本言語地図，方言文法全国地図の作成において，調査地点確定用に使用した地形図・地勢図の所蔵リス
トを Excel形式で公開している。

•中央資料庫映画台本所蔵リスト（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/filmscriptlist/）
国立国語研究所の話しことばの調査の際に収集した映画台本の所蔵リストをExcel形式で公開している。

•中央資料庫未製本雑誌所蔵リスト（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/magazinelist/）
国立国語研究所の語彙調査等において収集した雑誌原本の所蔵リストを Excel形式で公開している。

•中央資料庫言語地図草稿所蔵リスト（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/dlingmaplist/）
『日本言語地図』・『方言文法全国地図』・その他各研究で作成された地図の草稿，参考地図などの所蔵リ
ストを Excel形式で公開している。

•国語学研究文献総索引データ（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/bunkenkw/）
国語学会（現：日本語学会）と国立国語研究所の共同事業である「国語学研究文献総索引」のデータを公
開している。このデータは，1954–1991年版の『国語年鑑』に採録されている雑誌論文の一覧による文
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献データ（約 12万件）である。なお，国立国語研究所では，文献データを引き続き，「日本語研究・日本
語教育文献データベース」として更新・整備をおこなっている。

•北米における日本関連在外資料目録
（https://www2.ninjal.ac.jp/nikkei-studies/catalogue/cataloguelist.html）
人間文化研究機構ネットワーク型基幹研究プロジェクト「北米における日本関連在外資料調査研究・活
用—言語生活史研究に基づいた近現代の在外資料論の構築—」において収集した資料（音声・映像資料，
写真等）の目録を公開している。これらの資料は，現地の言語・文化・歴史・社会を調査研究するために，
現地の人が収集している。日系社会の言語生活史をより知るために広く使用されることを目指している。

•「語彙研究文献語別目録」データ（https://www2.ninjal.ac.jp/gobetsumokuroku/）
「語彙研究文献語別目録」（佐藤喜代治編『講座日本語の語彙別巻』（明治書院，1983年）に収録）の全文テ
キストデータ（Excel形式，TSV形式，PDF形式）を公開している。全文テキストデータは，著作権継承
者の許諾を得て，機関拠点型基幹研究プロジェクト「通時コーパスの構築と日本語史研究の新展開」に
おいて作成した。

•海外における日本語研究文献目録（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/kokusai1/）
科学研究費補助金国際学術研究「国際化時代における日本語研究文献情報の収集と分析」（1994–1995
年度，課題番号：05041017）において収集された，日本国内を覗く世界各地で発表，出版された日本語研
究文献（論文・図書）の 1997年当時の書誌データである。

•社会言語学関係報告書総合索引（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/ind/）
国立国語研究所が 1998年までに出版した研究所報告の社会言語学関係の報告書のうち，出版時に索引
がついていた 12冊の本について，索引をデータ化したもので，総件数は約 1万件である。

•首都圏の言語に関する研究文献目録（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/shutoken_bunken/）
国立国語研究所の萌芽・発掘型共同研究プロジェクト「首都圏の言語の実態と動向に関する研究」（2010
年 11月–2013年 10月）において作成した首都圏の言語研究および地名，地誌などの関連分野を含む研
究文献目録である。

その他データ
研究成果資料を含む種々のデータ類である。

•先駆的名論文翻訳シリーズ（https://www2.ninjal.ac.jp/plwj/ja/）
日本語学的・言語学的にパイオニア的価値を持ち，その評価がほぼ確立した日本語論文を選定し，英訳し
て公開している。

•学術情報交換用変体仮名（https://cid.ninjal.ac.jp/kana/）
国際文字コード規格に提案するために選定した「変体仮名」の文字画像と文字情報を公開している。ま
た，NINJAL変体仮名フォント（IPAmj明朝フォント（Ver.005.01以降）に包含されており，IPAmj明朝
フォントのサブセットである。）も配布している。

•寺村秀夫連体修飾論文英訳集（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/adnominal-modification/ja/index.html）
1970年代から 1980年代にかけて日本語学・日本語教育の学術的基盤を築くのに大きく貢献した故・寺
村秀夫教授（1928–1990）が残した学術論文の幾つかを英語に翻訳して提供している。

•X線映画「日本語の発音」（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/x-sen/）
日本語発音時の調音運動を撮影したX線映画（1965，1967年撮影）である。

•日本語教育映像教材シリーズデータセット（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/evmds/）
国立国語研究所が 1974–1995年に製作した 3種類の日本語教育のための映像教材（日本語教育映画基
礎編（1974–1983年製作），日本語教育映像教材中級編「伝えあうことば」（1986–1989年製作），日本語
教育映像教材初級編「日本語でだいじょうぶ」（1993–1995年製作））のデジタル化映像（要申請），シナ
リオ集データ，語彙表データを公開している。

•東京のことば研究者インタビュー（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/tokyo_interview/）
東京・首都圏の言語研究の第一人者であり，自身がネイティブスピーカーである研究者 2名に対して，
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を対象に実施した。
•沖縄語辞典データ集（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/okinawago/）
国立国語研究所資料集 5『沖縄語辞典』（第 9刷，1963年刊行，2001年改訂）の本文篇，索引篇，地名一
覧表のデータ（Excel形式）である。

•発話対照データベース（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/speech/）
日本語学習者（中国語，韓国語，タイ語母語話者）による日本語の発話と，それとほぼ同内容の母語発話
とを収集・整理するとともに，比較のため，同じ課題に基づく日本語母語話者の日本語発話データも収集
した。それぞれの文字化データを公開している。

•行政情報を分かりやすく伝える言葉遣いの工夫に関する意識調査（自治体調査）
（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/zititai/）
自治体の首長・職員を対象とした，住民に分かりやすい言葉で伝える工夫や，住民との円滑なコミュニ
ケーションを図る工夫についての意識調査（2003年実施）の回答データ（Excel形式）である。

カタログ類
図書・研究資料などの書誌情報を中心とする資料である。

•日本語研究・日本語教育文献データベース（https://bibdb.ninjal.ac.jp/bunken/ja/）
日本語学，日本語教育研究に関する研究文献のデータベースである。国立国語研究所が発行していた『国
語年鑑』『日本語教育年鑑』に掲載されている文献情報を元にしており，1950年代から現在までに発行
された関係論文・図書が検索できる。

•国立国語研究所蔵書目録データベース（https://libgw.ninjal.ac.jp/drupal/）
国立国語研究所研究図書室の所蔵する図書約 15万冊と雑誌約 5,800タイトルの目録・所蔵情報が検索で
きるデータベースである。また，貴重書や視聴覚資料，特殊文庫の目録・所蔵情報の検索ができる。

•国立国語研究所学術情報リポジトリ（https://repository.ninjal.ac.jp）
国立国語研究所における学術研究・教育活動の成果および国立国語研究所が所蔵する学術資料を電子的形
態で収集・保存し，ウェブ上で公開している。なお，従前から公開していた「国立国語研究所刊行物デー
タベース」（国立国語研究所の創立（1948年）から現在に至るまでの国立国語研究所の刊行物を検索する
ことができるデータベース）のデータについても，本レポジトリへの移管をおこなった。

•国立国語研究所研究資料室収蔵資料（https://rmr.ninjal.ac.jp）
国立国語研究所がこれまでに実施した調査研究において収集・作成した研究資料（調査カードや収録音源
など）の概要および目録類を公開している。

•研究資料室収蔵資料目録（試行版）（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/itemlist/）
国立国語研究所がこれまでに実施した調査研究において収集・作成した研究資料（調査カードや収録音源
など）の目録の試行版を Excel形式で公開している。

•中央資料庫地形図地勢図所蔵リスト（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/topographicmaplist/）
日本言語地図，方言文法全国地図の作成において，調査地点確定用に使用した地形図・地勢図の所蔵リス
トを Excel形式で公開している。

•中央資料庫映画台本所蔵リスト（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/filmscriptlist/）
国立国語研究所の話しことばの調査の際に収集した映画台本の所蔵リストをExcel形式で公開している。

•中央資料庫未製本雑誌所蔵リスト（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/magazinelist/）
国立国語研究所の語彙調査等において収集した雑誌原本の所蔵リストを Excel形式で公開している。

•中央資料庫言語地図草稿所蔵リスト（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/dlingmaplist/）
『日本言語地図』・『方言文法全国地図』・その他各研究で作成された地図の草稿，参考地図などの所蔵リ
ストを Excel形式で公開している。

•国語学研究文献総索引データ（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/bunkenkw/）
国語学会（現：日本語学会）と国立国語研究所の共同事業である「国語学研究文献総索引」のデータを公
開している。このデータは，1954–1991年版の『国語年鑑』に採録されている雑誌論文の一覧による文
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献データ（約 12万件）である。なお，国立国語研究所では，文献データを引き続き，「日本語研究・日本
語教育文献データベース」として更新・整備をおこなっている。

•北米における日本関連在外資料目録
（https://www2.ninjal.ac.jp/nikkei-studies/catalogue/cataloguelist.html）
人間文化研究機構ネットワーク型基幹研究プロジェクト「北米における日本関連在外資料調査研究・活
用—言語生活史研究に基づいた近現代の在外資料論の構築—」において収集した資料（音声・映像資料，
写真等）の目録を公開している。これらの資料は，現地の言語・文化・歴史・社会を調査研究するために，
現地の人が収集している。日系社会の言語生活史をより知るために広く使用されることを目指している。

•「語彙研究文献語別目録」データ（https://www2.ninjal.ac.jp/gobetsumokuroku/）
「語彙研究文献語別目録」（佐藤喜代治編『講座日本語の語彙別巻』（明治書院，1983年）に収録）の全文テ
キストデータ（Excel形式，TSV形式，PDF形式）を公開している。全文テキストデータは，著作権継承
者の許諾を得て，機関拠点型基幹研究プロジェクト「通時コーパスの構築と日本語史研究の新展開」に
おいて作成した。

•海外における日本語研究文献目録（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/kokusai1/）
科学研究費補助金国際学術研究「国際化時代における日本語研究文献情報の収集と分析」（1994–1995
年度，課題番号：05041017）において収集された，日本国内を覗く世界各地で発表，出版された日本語研
究文献（論文・図書）の 1997年当時の書誌データである。

•社会言語学関係報告書総合索引（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/ind/）
国立国語研究所が 1998年までに出版した研究所報告の社会言語学関係の報告書のうち，出版時に索引
がついていた 12冊の本について，索引をデータ化したもので，総件数は約 1万件である。

•首都圏の言語に関する研究文献目録（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/shutoken_bunken/）
国立国語研究所の萌芽・発掘型共同研究プロジェクト「首都圏の言語の実態と動向に関する研究」（2010
年 11月–2013年 10月）において作成した首都圏の言語研究および地名，地誌などの関連分野を含む研
究文献目録である。

その他データ
研究成果資料を含む種々のデータ類である。

•先駆的名論文翻訳シリーズ（https://www2.ninjal.ac.jp/plwj/ja/）
日本語学的・言語学的にパイオニア的価値を持ち，その評価がほぼ確立した日本語論文を選定し，英訳し
て公開している。

•学術情報交換用変体仮名（https://cid.ninjal.ac.jp/kana/）
国際文字コード規格に提案するために選定した「変体仮名」の文字画像と文字情報を公開している。ま
た，NINJAL変体仮名フォント（IPAmj明朝フォント（Ver.005.01以降）に包含されており，IPAmj明朝
フォントのサブセットである。）も配布している。

•寺村秀夫連体修飾論文英訳集（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/adnominal-modification/ja/index.html）
1970年代から 1980年代にかけて日本語学・日本語教育の学術的基盤を築くのに大きく貢献した故・寺
村秀夫教授（1928–1990）が残した学術論文の幾つかを英語に翻訳して提供している。

•X線映画「日本語の発音」（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/x-sen/）
日本語発音時の調音運動を撮影したX線映画（1965，1967年撮影）である。

•日本語教育映像教材シリーズデータセット（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/evmds/）
国立国語研究所が 1974–1995年に製作した 3種類の日本語教育のための映像教材（日本語教育映画基
礎編（1974–1983年製作），日本語教育映像教材中級編「伝えあうことば」（1986–1989年製作），日本語
教育映像教材初級編「日本語でだいじょうぶ」（1993–1995年製作））のデジタル化映像（要申請），シナ
リオ集データ，語彙表データを公開している。

•東京のことば研究者インタビュー（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/tokyo_interview/）
東京・首都圏の言語研究の第一人者であり，自身がネイティブスピーカーである研究者 2名に対して，
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「東京のことば」についてインタビューをし，一部の映像と文字化データを公開している。
•東京語アクセント資料（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/tokyo_accent/）
文部省科学研究費特定研究「言語の標準化」資料集である『東京語アクセント資料』上下 2巻（柴田武
監修，馬瀬良雄・佐藤亮一編，1985年）のデジタル化データを公開している。

•現代雑誌 200万字言語調査語彙表（https://clrd.ninjal.ac.jp/mag200.html）
「現代雑誌 200万字言語調査」（2001–2005年度実施）の成果として，学術研究・教育利用を目的として
語彙表を公開している。

•発声発語訓練例文集（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/oral100/）
韓国人日本語学習者，タイ人日本語学習者，中国人日本語学習者，マレーシア・インドネシア人日本語学
習者のための発音学習用例文音声データ（WAVE形式）を聴くことができる。この例文は，2002–2005
年にかけておこなわれた e-Japan戦略対応事業の一環として作成された。

•コーパスアノテーションの基礎研究（https://masayu-a.github.io/anno/NINJAL2.html）
国立国語研究所基幹型共同研究プロジェクト「コーパスアノテーションの基礎研究」（平成 21（2009）年
10月–平成 27（2015）年 9月）の成果物を公開している。

•コーパスアノテーションの拡張・包括・自動化に関する基礎研究
（https://masayu-a.github.io/anno/NINJAL3.html）
国立国語研究所コーパス基礎研究プロジェクト「コーパスアノテーションの拡張・包括・自動化に関する
基礎研究」（平成 28（2016）年 4月–令和 4（2022）年 3月）の成果物を公開している。

•擬音語って？擬態語って？—日本語を楽しもう！（https://www2.ninjal.ac.jp/Onomatope/）
日本語の擬音語と擬態語をマンガ，イラスト，例文を見ながら学習できるサイトである。

•ことばのミュージアム（https://museum.ninjal.ac.jp/）
日本各地で話されている色々なことばを見たり，聞いたり，学んだりできるウェブサイトである。日本
語共通語に似ていることばもあれば，まったく違うように見える /聞こえることばもあり，まずは興味の
あるタグをクリックして，出てきた記事を読んでみることで，地域を訪れて，そこで話されていることば
を少し話してみたい，と思えるようなウェブサイトを目指している。

5 学術刊行物

（1）所員による著書・編書
•石黒圭（著），吳羽柔（訳）
『日文段落論：提升閱讀寫作技巧』，EZ叢書館（台湾），2021.5.5，ISBN：9789862489710.

•林由華，衣畑智秀，木部暢子
『フィールドと文献からみる日琉諸語の系統と歴史』，開拓社，2021.9.22，ISBN：978-4-7589-2354-5.

•石黒圭（編著），青木優子，安部達雄，新城直樹，井伊菜穂子，市江愛，井上雄太，岩崎拓也，王慧雋，赫楊，
柏野和佳子，金井勇人，高恩淑，佐野彩子，鈴木英子，田中啓行，董芸，本多由美子
『日本語文章チェック事典』，東京堂出版，2021.10.8，ISBN：978-4-490-10925-2.

•石黒圭
『文系研究者になる—「研究する人生」を歩むためのガイドブック—』，研究社，2021.10.26，ISBN：
978-4-327-37907-0.

•田中牧郎，橋本行洋，小木曽智信
『コーパスによる日本語史研究近代編』，ひつじ書房，2021.11.19，ISBN：978-4-8234-1097-0.

•真田信治，朝日祥之，簡月真，李舜炯
『新版社会言語図集』，ひつじ書房，2021.11.30，ISBN：978-4-89476-942-7.

•見坊豪紀，市川孝，飛田良文，山崎誠，飯間浩明，塩田雄大
『三省堂国語辞典第八版』，三省堂，2021.12.17，ISBN：978-4-385-13928-9.
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•大津由紀雄，亘理陽一（編著），野山広（共著）
『どうする、小学校英語　？狂騒曲のあとさき　』，慶應義塾大学出版会　，2021.12.25，ISBN：978-4-7664-2788-2.

•窪薗晴夫，守本真帆
『プロソディー研究の新展開』，開拓社，2022.2.25，ISBN：978-4-7589-2363-7.

•木部暢子，竹内史郎，下地理則（編）
『日本語の格表現』，くろしお出版，2022.3.15，ISBN：978-4-87424-891-1.

•木部暢子（編）
『地域文化の可能性』，勉誠出版，2022.3.24，ISBN：978-4-585-32015-9.

•松本曜，小原京子
『フレーム意味論の貢献：動詞とその周辺』，開拓社，2022.3.24，ISBN：978-4-7589-2368-2.

•窪薗晴夫，朝日祥之
『言語コミュニケーションの多様性』，くろしお出版，2022.3.24，ISBN：978-4-87424-894-2.

•仲間博之，田窪行則，岩崎勝一，五十嵐陽介，中川奈津子（編）
『琉球宮古語池間方言辞典』，国立国語研究所，2022.3.26，ISBN：978-4-910257-12-9.

•セリックケナン，木部暢子，五十嵐陽介，青井隼人，大島一（編）
『日本の消滅危機言語・方言の文法記述』，国立国語研究所（プロジェクト報告書），2022.3.31，ISBN：
978-4-910257-14-3.

•山崎誠，宮嵜由美，柏野和佳子
『小説会話文への話者情報付与』，国立国語研究所（プロジェクト報告書），2022.3.31.

•山崎誠，宮嵜由美，柏野和佳子
『会話文話者情報の設計』，国立国語研究所（プロジェクト報告書），2022.3.31.

•小磯花絵，天谷晴香，石本祐一，居關友里子，臼田泰如，柏野和佳子，川端良子，田中弥生，伝康晴，西川賢
哉，渡邊友香
『「日本語日常会話コーパス」設計・構築・特徴』，国立国語研究所（プロジェクト報告書），2022.3.31.

（2）『国立国語研究所論集』（NINJAL Research Papers）
国立国語研究所における研究活動の活性化と成果の発表および所内若手研究者の育成を目的として，各年
度に 2回（原則として 7月と 1月），オンラインの形態で発刊している。なお，2020年度までは，冊子体でも
発行をおこなっていた。

第 21号（2021年 7月）
•秋田喜美
「日本語の人名における表記の冗長性：関係形態論の観点から」，1–13頁，DOI：10.15084/00003432.

•HWANG Hyun Kyung and HIRAYAMA Manami
“Downstep in Japanese Revisited：Morphology Matters”，15–23頁，DOI：10.15084/00003434.

•VANCE Timothy J.
“Rendaku，Phrasing，and Cohesion”，25–40頁，DOI：10.15084/00003435.

•長田俊樹
「「再構」再考：日本言語学史の一断面」，41–64頁，DOI：10.15084/00003436.

•加藤祥，森山奈々美，浅原正幸
「『現代日本語書き言葉均衡コーパス』書籍サンプルのNDC情報増補：NDC情報を用いた随筆の抽出と
文体調査」，65–84頁，DOI：10.15084/00003437.

•藤本灯，韓一，高田智和
「古辞書の構造化記述の試み：『和名類聚抄』を例に」，85–94頁，DOI：10.15084/00003438.

•野田尚史，宮崎聡子
「韓国語ハングルによる日本語音声表記」，95–121頁，DOI：10.15084/00003439.
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「東京のことば」についてインタビューをし，一部の映像と文字化データを公開している。
•東京語アクセント資料（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/tokyo_accent/）
文部省科学研究費特定研究「言語の標準化」資料集である『東京語アクセント資料』上下 2巻（柴田武
監修，馬瀬良雄・佐藤亮一編，1985年）のデジタル化データを公開している。

•現代雑誌 200万字言語調査語彙表（https://clrd.ninjal.ac.jp/mag200.html）
「現代雑誌 200万字言語調査」（2001–2005年度実施）の成果として，学術研究・教育利用を目的として
語彙表を公開している。

•発声発語訓練例文集（https://mmsrv.ninjal.ac.jp/oral100/）
韓国人日本語学習者，タイ人日本語学習者，中国人日本語学習者，マレーシア・インドネシア人日本語学
習者のための発音学習用例文音声データ（WAVE形式）を聴くことができる。この例文は，2002–2005
年にかけておこなわれた e-Japan戦略対応事業の一環として作成された。

•コーパスアノテーションの基礎研究（https://masayu-a.github.io/anno/NINJAL2.html）
国立国語研究所基幹型共同研究プロジェクト「コーパスアノテーションの基礎研究」（平成 21（2009）年
10月–平成 27（2015）年 9月）の成果物を公開している。

•コーパスアノテーションの拡張・包括・自動化に関する基礎研究
（https://masayu-a.github.io/anno/NINJAL3.html）
国立国語研究所コーパス基礎研究プロジェクト「コーパスアノテーションの拡張・包括・自動化に関する
基礎研究」（平成 28（2016）年 4月–令和 4（2022）年 3月）の成果物を公開している。

•擬音語って？擬態語って？—日本語を楽しもう！（https://www2.ninjal.ac.jp/Onomatope/）
日本語の擬音語と擬態語をマンガ，イラスト，例文を見ながら学習できるサイトである。

•ことばのミュージアム（https://museum.ninjal.ac.jp/）
日本各地で話されている色々なことばを見たり，聞いたり，学んだりできるウェブサイトである。日本
語共通語に似ていることばもあれば，まったく違うように見える /聞こえることばもあり，まずは興味の
あるタグをクリックして，出てきた記事を読んでみることで，地域を訪れて，そこで話されていることば
を少し話してみたい，と思えるようなウェブサイトを目指している。

5 学術刊行物

（1）所員による著書・編書
•石黒圭（著），吳羽柔（訳）
『日文段落論：提升閱讀寫作技巧』，EZ叢書館（台湾），2021.5.5，ISBN：9789862489710.

•林由華，衣畑智秀，木部暢子
『フィールドと文献からみる日琉諸語の系統と歴史』，開拓社，2021.9.22，ISBN：978-4-7589-2354-5.

•石黒圭（編著），青木優子，安部達雄，新城直樹，井伊菜穂子，市江愛，井上雄太，岩崎拓也，王慧雋，赫楊，
柏野和佳子，金井勇人，高恩淑，佐野彩子，鈴木英子，田中啓行，董芸，本多由美子
『日本語文章チェック事典』，東京堂出版，2021.10.8，ISBN：978-4-490-10925-2.

•石黒圭
『文系研究者になる—「研究する人生」を歩むためのガイドブック—』，研究社，2021.10.26，ISBN：
978-4-327-37907-0.

•田中牧郎，橋本行洋，小木曽智信
『コーパスによる日本語史研究近代編』，ひつじ書房，2021.11.19，ISBN：978-4-8234-1097-0.

•真田信治，朝日祥之，簡月真，李舜炯
『新版社会言語図集』，ひつじ書房，2021.11.30，ISBN：978-4-89476-942-7.

•見坊豪紀，市川孝，飛田良文，山崎誠，飯間浩明，塩田雄大
『三省堂国語辞典第八版』，三省堂，2021.12.17，ISBN：978-4-385-13928-9.
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•大津由紀雄，亘理陽一（編著），野山広（共著）
『どうする、小学校英語　？狂騒曲のあとさき　』，慶應義塾大学出版会　，2021.12.25，ISBN：978-4-7664-2788-2.

•窪薗晴夫，守本真帆
『プロソディー研究の新展開』，開拓社，2022.2.25，ISBN：978-4-7589-2363-7.

•木部暢子，竹内史郎，下地理則（編）
『日本語の格表現』，くろしお出版，2022.3.15，ISBN：978-4-87424-891-1.

•木部暢子（編）
『地域文化の可能性』，勉誠出版，2022.3.24，ISBN：978-4-585-32015-9.

•松本曜，小原京子
『フレーム意味論の貢献：動詞とその周辺』，開拓社，2022.3.24，ISBN：978-4-7589-2368-2.

•窪薗晴夫，朝日祥之
『言語コミュニケーションの多様性』，くろしお出版，2022.3.24，ISBN：978-4-87424-894-2.

•仲間博之，田窪行則，岩崎勝一，五十嵐陽介，中川奈津子（編）
『琉球宮古語池間方言辞典』，国立国語研究所，2022.3.26，ISBN：978-4-910257-12-9.

•セリックケナン，木部暢子，五十嵐陽介，青井隼人，大島一（編）
『日本の消滅危機言語・方言の文法記述』，国立国語研究所（プロジェクト報告書），2022.3.31，ISBN：
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•松田謙次郎
「新漢字と旧漢字が混在したテキストからの短単位形態素の抽出について　」，123–132頁，DOI：10.15084/00003440.

•セリックケナン，青井隼人
「多良間方言の韻律構造の解明に向けて：動詞進行融合形の音調の記述とその分析」，133–162頁，DOI：
10.15084/00003441.

•セリックケナン
「［関連データ］多良間方言の進行融合形のアクセントデータ」，DOI：10.15084/00003444.

•MIYOSHI Nobuyoshi
“Nonrestrictive Adnominal Clauses and Text Genre in Japanese”，163–178頁，DOI：10.15084/00003442.
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•呉寧真
「中世語複合動詞の主体敬語の敬語形」，17–36頁，DOI：10.15084/00003511.

•清水まさ子
「現実会話と小説内会話における「ッテ」文末引用文の使用傾向」，37–53頁，DOI：10.15084/00003512.

•鈴木靖代，布施悠子
「対話場面における副詞「ただ」使用上の制約の分析：母語話者と学習者のコーパスデータを比較して」，
55–70頁，DOI：10.15084/00003513.

•鈴木美加
「学習を認知・情意・精神運動の領域で捉える提案：より見通しのきく日本語教育Can-do記述に向けて」，
71–88頁，DOI：10.15084/00003514.

•中澤光平
「与那国方言の音韻変化と形態変化」，89–111頁，DOI：10.15084/00003515.

• IGARASHI Yosuke and HIROKAWA Junko
“Corpus of Japanese Telephone Conversation at Hiroshima University：Design and Current Status”，
113–123頁，DOI：10.15084/00003516.

•市江愛
「日本語学習者のモシの使用に関する一考察：KYコーパスにおける学習者の第一言語・習熟度別の違い
に着目して」，125–136頁，DOI：10.15084/00003517.

•田中弥生，小磯花絵，大武美保子
「脱文脈化の観点から見た共想法に基づく高齢者談話の分析」，137–155頁，DOI：10.15084/00003518.

•セリックケナン，麻生玲子，中澤光平
「南琉球八重山語宮良方言の名詞アクセント資料」，157–176頁，DOI：10.15084/00003519.

•セリックケナン，麻生玲子，中澤光平
「［関連データ］南琉球八重山語宮良方言の名詞アクセント資料」，DOI：10.15084/00003520.

•山口昌也
「全文検索システム『ひまわり』用『国会会議録』パッケージの構築」，177–195頁，DOI：10.15084/00003521.

•丸山岳彦，小磯花絵，西川賢哉
「『昭和話し言葉コーパス』の設計と構築」，197–221頁，DOI：10.15084/00003522.

6 研究成果の発信と普及
国立国語研究所では，研究成果を社会に発信・還元するために，各種のシンポジウムや研究会を開催して
いる。ここでは，専門家向けのものをあげる。

48 II 共同研究と共同利用

（1）国際シンポジウム
国立国語研究所が主体となって実施する研究や，他機関との連携研究による優れた研究成果のうち，時宜
を得た課題を取り上げ，海外からの専門家も交えて，論旨を深めながら学術界に公表するため，国際シンポ
ジウムの開催や国際学会の共催をおこなっている。

NINAJL国際シンポジウム
第 11回国際計量言語学会大会（QUALICO 2021）［2021.9.9–11，オンライン］
2021年 9月 9日
•Opening（including memorial for Prof. Altmann & Grzybe）
• Invited Lecture 1

▶ Kumiko Tanaka-Ishii（The University of Tokyo，Japan）
“Long Memory in Natural Language”

•Poster Session 1
▶ Apollinaria Avrutina（St. Petersburg State Univeristy，Russia）

“Dynamics of the Integration of Foreign Vocabulary into the Old Anatolian-Türkic Language System
in the XIII–XV Centuries（on the Material of Phonological and Morphological Subsystems of
Monuments in Old Anato-Türkic Language）”

▶ Chihkai Lin（Tatung University，Taiwan）
“Qualitative vs. Quantitative Approach to Dialect Affinity：A Case Study of Japanese Loans in Taiwan
Hakka”

▶ David Berdik（Duquesne University，United States of America）
“Analyzing the Effectiveness of Using Character n-grams to Perform Authorship Attribution on
Informal Documents in the English Language”

▶ Saeko Komori（Chubu University，Japan），Masatoshi Sugiura（Nagoya University，Japan），and Wenping
Li（Dalian Maritime University，China）

“Does Sentence Length Matter in MDD and MHD to Measure Syntactic Development?：In the Case
of Japanese Learners’ Essays”

▶ Jan Andres and Jiri Langer（Palacký University Olomouc，Czech Republic）
“Dynamic Properties of Sign Language Structures”

▶ Jianjun Shi（Shanghai International Studies University，China）
“Comparing the Effectiveness of SVM and Deep Learning in Stylometry：The Case of The Dream
of the Red Chamber”

▶ Cosimo Palma（Italy）
“Text as Time Series，Time Series as Function：Information Theory and Signal Processing in Text
Analysis”

•Oral Session 1：Room A
▶ Maja Linke and Michael Ramscar（University of Tuebingen，Germany）

“Communicative Efficiency in Conversational English”
▶ Ján Mačutek（Comenius University in Bratislava，Slovakia）and Emmerich Kelih（Universität Wien，

Austria）
“Free or Not So Free? On Stress Position in Russian，Slovene and Ukrainian”

▶ Xianwu Zhou（NingboTech University，China）
“A Quantitative Study of Prominence Models in the Metaphoric and Metonymic N+N Compounding
in Chinese and English”

▶ Kateřina Pelegrinová（University of Ostrava，Czech Republic）
“Quantitative Characteristics of Phonological Words（Stress Units）in Czech”
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•Oral Session 1：Room B
▶ Olga V. Blinova and Valeriya V. Modina（St. Petersburg State University，Russia）

“In Search for Russian Low-Frequency Words”
▶ Jiří Milička，Václav Cvrček and David Lukeš（Charles University，Czech Republic）

“Unpacking Lexical Intertextuality—Number of Types Shared Among Texts”
▶ Emmerich Kelih（Universität Wien，Austria）

“Quantitative Loanword Studies：A New Synergetic Perspective”
▶ Makoto Yamazaki（National Institute for Japanese Language and Linguistics，Japan）

“A Time Series Analysis of Vocabulary in Japanese Texts：Non-Characteristic Words and Topic Words”

•Oral Session 1：Room C
▶ Michal Místecký，Jaroslav David，and Jana Davidová Glogarová（University of Ostrava，Czech Republic）

“A Mouth Full of Names：Anthroponymy-Based Text Concentration in the Czech Novels Featuring
the Character of Švejk”

▶ GeorgeMarkopoulos　（NationalandKapodistrianUniversity ofAthens　，Greece　），George K. Mikros（Hamad Bin
Khalifa University，Qatar），and Sofia Gagiatsou（National and Kapodistrian University of Athens，Greece）

“Big-Five Personality Author Prediction in Modern Greek Essays Using Stylometric Features”
▶ Jing Gao and Jingyang Jiang（Zhejiang University，China）

“A Quantitative Investigation of Translator Stylometry in Modern Chinese-English Literary Translation”
▶ Shuyi Sun（The University of Queensland，Australia）and Wei Xiao（Chongqing University，China）

“Stylometric Features of PhD Theses：A Quantitative Analysis of Text Activity”

2021年 9月 10日
•Oral Session 2：Room A

▶ Xinying Chen（Xi’an Jiaotong University，China），Kim Gerdes（Université Sorbonne Nouvelle - Paris 3，
France），Sylvain Kahane（Université Paris Nanterre，France），and Marine Courtin（Université Sorbonne
Nouvelle - Paris 3，France）

“The Co-Effect of Menzerath’s Law and Heavy Constituent Shift in Natural Languages”
▶ Ruimin Ma and Yue Jiang（Xi’an Jiaotong University，China）

“Does Menzerath-Altmann Law Hold True for Translational Language：Evidence From English
Literary Translated Texts”

▶ Haruko Sanada（Rissho University，Japan）
“Explorative Study on the Menzerath-Altmann Law Regarding Style，Text Length，and Distributions
of Data Points”

•Oral Session 2：Room B
▶ Neus Català（Universitat Politècnica de Catalunya，Catalonia），Brita Elvevåg（University of Tromsø，

Norway），and Ramon Ferrer-i-Cancho（Universitat Politècnica de Catalunya，Catalonia）
“Dependency Distance Through the Lifespan of Two English Writers”

▶ Zheyuan Dai（Zhejiang University，China）
“A Quantitative Analysis of Queen Elizabeth II’s and American Presidents’ Christmas Messages’
Syntactic Features”

▶ Yaqin Wang（Guangdong University of Foreign Studies，China）
“A Study on Probability Distributions of Dependency Distances of Web Genres”

•Oral Session 2：Room C
▶ Miroslav Kubát（University of Ostrava，Czech Republic），Xinying Chen（Xi’an Jiaotong University，

China），Kateřina Pelegrinová（University of Ostrava，Czech Republic），and Radek Čech（University
of Ostrava，Czech Republic）

“Attributivity and Syntactic Subjectivity in Contemporary Written Czech”

50 II 共同研究と共同利用

▶ Tatiana A. Litvinova and Olga A. Litvinova（Voronezh State Pedagogical University，Russia）
“Cross-Modal Authorship Attribution in Russian Texts”

• Invited Lecture 2
▶ Yuichiro Kobayashi（Nihon University，Japan）

“Automated essay/speech scoring：A stylometric approach to language assessment”

•Poster Session 2
▶ Hiroto Ueda（University of Tokyo，Japan）and Antonio Moreno Sandoval（Autonomous University of

Madrid，Spain）
“Probabilistic Frequency Applied to Diachronic Data of Spanish”

▶ Fei Lian（Zhejiang University，China）
“Word Length and Word Length Frequency in German Texts During the 17th–19th Century”

▶ Tatiana Y. Sherstinova（St. Petersburg State University，Russia）
“Modeling Lexical and Syntactic Variety of Russian Prose Language in 1900–1930”

▶ NataliaV. Bogdanova-Beglarian，Olga V. Blinova，and Tatiana Y. Sherstinova（St. Petersburg State
University，Russia）

“A Quantitative Study of Pragmatic Markers in Everyday Spoken Russian”
▶ Naoki Hayashi（Nihon University，Japan）

“Phonetic Features affecting the Naturalness of Pitch Accent：Result from a Web-based Survey”
▶ Zhanfeng Fang（Ningbo University，China）

“A Quantitative Study of the Semantic Integration Between the Verbs of Sound Emission and
the Way-Construction Paradigm in English：The Way Construction and the Intransitive Motion
Construction Taken as the Cases”

▶ Wei Huang and Junting Li（Beijing Language and Culture University，China）
“Building and Exploring Networks of Components of Chinese Characters”

•Oral Session 3：Room A
▶ Radek Čech（University of Ostrava，Czech Republic），Barbora Benešcvá（University of Ostrava，Czech

Republic），and Ján Mačutek（Comenius University，Slovakia）
“Why Does Negation Shorten a Clause?”

•Oral Session 3：Room B
▶ Michele A. Cortelazzo（University of Padova，Italy），Franco M. T. Gatti（University of Padova，Italy），

George K. Mikros（Hamad Bin Khalifa University，Qatar），and Arjuna Tuzzi（University of Padova，Italy）
“Does the Century Matter? Machine Learning Methods to Attribute Historical Periods in an Italian
Literary Corpus”

▶ Yoshifumi Kawasaki（The University of Tokyo，Japan）
“Dating and Geolocation of Medieval and Modern Spanish Notarial Documents Using Distributed
Representation”

•Oral Session 3：Room C
▶ Ioanna Tyrou（National and Kapodistrian University of Athens，Greece）

“Lexical Diversity in Creative Writing of L2：A Quantitative Approach”
▶ Yushan Li（Zhejiang University，China）

“A Quantitative Analysis of Syntactic Complexity Development in German Learners’ Interlanguage：
A Dependency Syntactically-Annotated Corpus Study”
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“A Study on Probability Distributions of Dependency Distances of Web Genres”

•Oral Session 2：Room C
▶ Miroslav Kubát（University of Ostrava，Czech Republic），Xinying Chen（Xi’an Jiaotong University，

China），Kateřina Pelegrinová（University of Ostrava，Czech Republic），and Radek Čech（University
of Ostrava，Czech Republic）

“Attributivity and Syntactic Subjectivity in Contemporary Written Czech”
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▶ Tatiana A. Litvinova and Olga A. Litvinova（Voronezh State Pedagogical University，Russia）
“Cross-Modal Authorship Attribution in Russian Texts”

• Invited Lecture 2
▶ Yuichiro Kobayashi（Nihon University，Japan）

“Automated essay/speech scoring：A stylometric approach to language assessment”

•Poster Session 2
▶ Hiroto Ueda（University of Tokyo，Japan）and Antonio Moreno Sandoval（Autonomous University of

Madrid，Spain）
“Probabilistic Frequency Applied to Diachronic Data of Spanish”

▶ Fei Lian（Zhejiang University，China）
“Word Length and Word Length Frequency in German Texts During the 17th–19th Century”

▶ Tatiana Y. Sherstinova（St. Petersburg State University，Russia）
“Modeling Lexical and Syntactic Variety of Russian Prose Language in 1900–1930”

▶ NataliaV. Bogdanova-Beglarian，Olga V. Blinova，and Tatiana Y. Sherstinova（St. Petersburg State
University，Russia）

“A Quantitative Study of Pragmatic Markers in Everyday Spoken Russian”
▶ Naoki Hayashi（Nihon University，Japan）

“Phonetic Features affecting the Naturalness of Pitch Accent：Result from a Web-based Survey”
▶ Zhanfeng Fang（Ningbo University，China）

“A Quantitative Study of the Semantic Integration Between the Verbs of Sound Emission and
the Way-Construction Paradigm in English：The Way Construction and the Intransitive Motion
Construction Taken as the Cases”

▶ Wei Huang and Junting Li（Beijing Language and Culture University，China）
“Building and Exploring Networks of Components of Chinese Characters”

•Oral Session 3：Room A
▶ Radek Čech（University of Ostrava，Czech Republic），Barbora Benešcvá（University of Ostrava，Czech

Republic），and Ján Mačutek（Comenius University，Slovakia）
“Why Does Negation Shorten a Clause?”

•Oral Session 3：Room B
▶ Michele A. Cortelazzo（University of Padova，Italy），Franco M. T. Gatti（University of Padova，Italy），

George K. Mikros（Hamad Bin Khalifa University，Qatar），and Arjuna Tuzzi（University of Padova，Italy）
“Does the Century Matter? Machine Learning Methods to Attribute Historical Periods in an Italian
Literary Corpus”

▶ Yoshifumi Kawasaki（The University of Tokyo，Japan）
“Dating and Geolocation of Medieval and Modern Spanish Notarial Documents Using Distributed
Representation”

•Oral Session 3：Room C
▶ Ioanna Tyrou（National and Kapodistrian University of Athens，Greece）

“Lexical Diversity in Creative Writing of L2：A Quantitative Approach”
▶ Yushan Li（Zhejiang University，China）

“A Quantitative Analysis of Syntactic Complexity Development in German Learners’ Interlanguage：
A Dependency Syntactically-Annotated Corpus Study”
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2021年 9月 11日
•Oral Session 4：Room A

▶ Marek Holan（Palacký University Olomouc，Czech Republic）
“On the Application of Quantitative-Linguistic Models and Methods in Audiovisual Studies”

▶ Tereza Motalova（Palacký University Olomouc，Czech Republic）
“The Menzerath-Altmann Law in Syntactic Relations of Chinese Language Based on the Universal
Dependencies（UD）”

▶ Yawen Wang and Haitao Liu（Zhejiang University，China）
“Revisiting Zipf’s Law：A New Indicator of Lexical Diversity”

•Oral Session 4：Room B
▶ Aimi Kuya（Ritsumeikan University，Japan）

“Predicting the Probability of Adopting Homophonic Translation：English Words in Public Media
in Japan”

▶ Zuohao Xu and Yue Jiang（Hunan Institute of Science and Technology，China）
“Activity of Translational Chinese：A Multi-Corpora Based Study”

•Oral Session 4：Room C
▶ Lars G. Johnsen（National Library of Norway，Norway）

“Genitive Inversion in Norwegian”
▶ Aiyun Wei and Haitao Liu（Zhejiang University，China）

“Quantitative Features of Common Words in Zhuang Language”

•Poster Session 3
▶ Denisa Šebestová（Charles University Prague，Czech Republic）

“Designing a Corpus-Driven Resource for Teaching Prepositional Patterns to Advanced English Learners”
▶ Alexander Mehler，Tolga Uslu，and Daniel Baumartz（Goethe University Frankfurt am Main，Germany）

“SemioGraphs：Visualizing Topic Networks as Mulit-Codal Graphs”
▶ Lieke Verheijen and Lidwien van de Wijngaert（Radboud University，the Netherlands）

“A Quantitative Approach to Literature Research：Thematic Co-Occurrence Networks”
▶ Vladimir Matlach（Palacký University Olomouc，Czech Republic）

“Utilization of Quantitative Linguistics in Cypher Breaking”
▶ Petra Steiner（Friedrich-Schiller-Universität Jena，Germany）

“Hypotheses on Morphological Complexity”
▶ Patrick Juola（Duquesne University，United States of America）

“The Information Content of Machine Translation”

•Oral Session 5：Room A
▶ Antoni Hernández-Fernández（Universitat Politècnica de Catalunya，Spain），Juan María Garrido（UNED，

Spain），Bartolomé Luque（Universidad Politécnica de Madrid，Spain），and Iván González Torre（Uni-
versidad Politécnica de Madrid，Spain）

“Linguistic Laws in Catalan”
▶ Jianwei Yan（Zhejiang University，China）

“Possibility of Indicating the Evolution of Chinese Language Through Probability Distribution of
Dependency Distance”

▶ Trudie Strauss（University of the Free State，South Africa），Damián Blasi（Harvard University，United
States of America），Sean van der Merwe（University of the Free State，South Africa），and Michael von
Maltitz（University of the Free State，South Africa）

“Word Frequency Distributions：A Comprehensive Bayesian Approach”
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•Oral Session 5：Room B
▶ Jiri Langer and Jan Andres（Palacký University Olomouc，Czech Republic）

“Linearization of Simultaneities in Sign Language”
▶ Adam Pawłowski（University of Wrocław，Poland）and Tomasz Walkowiak（Wrocław University of

Technology，Poland）
“Statistical Tools，Automatic Taxonomies，and Topic Modelling in the Study of Self-Promotional
Web Texts of Polish Universities”

▶ Sheila Embleton，Dorin Uritescu，and Eric S. Wheeler（York University，Canada）
“Too Much of a Good Thing”

•Oral Session 5：Room C
▶ Volker Gröller（Austria）

“The Paragraph Through the Lense of Menzerath-Altmann Law”

•Closing

国際シンポジウム

対照言語学の観点から見た日本語の心理言語学的な諸問題に関する国際シンポジウム　：International Symposium
on Issues in Japanese Psycholinguistics from Comparative Perspectives　［2021.9.11–12，オンライン］
2021年 9月 11日
•Opening Remarks

▶ Masatoshi Koizumi（Tohoku University）
•Session 1（Chair：Yuko Otsuka，Timekeeper：Min Wang）

▶ Keynote Talk
Maria Polinsky（University of Maryland）

“Exceptive constructions in Japanese and beyond”
▶ Rei Emura（Tohoku University）

“The Effects of Word Order，Case Marking，and Agreement Cues on Interpreting Central Alaskan
Yup’ik sentences”

•Session 2（Chair：Hyeonjeong Jeong，Timekeeper：Ge Song）
▶ Koichi Otaki（Chukyo University），Manami Sato（Okinawa International University），Hajime Ono
（Tsuda University　），Koji Sugisaki（Kwansei Gakuin University　），Noriaki Yusa（Miyagi Gakuin Women’s
University　），Yuko Otsuka（Sophia University），and Masatoshi Koizumi（Tohoku University）

“Case and word order in children’s comprehension of wh-questions：A cross-linguistic study”
▶ Manami Sato（Okinawa International University），Keiyu Niikuni（Niigata Seiryo University），and Amy

J. Schafer（University of Hawai‘i）
“High sense of agency versus low sense of agency in event framing in Japanese”

▶ Toshiki Iwabuchi（Hamamatsu University School of Medicine，National Rehabilitation Center for
Persons with Disabilities），Satoshi Nambu　（Monash University　），Kentaro Nakatani　（Konan University　），
and Michiru Makuuchi（National Rehabilitation Center for Persons with Disabilities）

“Brain mechanisms for the processing of Japanese syntactic particles wa，ga and no”

•Session 3（Chair：Hiromu Sakai，Timekeeper：Liya Cheng）
▶ Keynote Talk

Matt Wagers（University of California，Santa Cruz）
“Flexibility and fallibility in verb-initial language processing”

▶ Hajime Ono　（Tsuda University　），Takuya Kubo　（Shinsyu University　），Manami Sato　（Okinawa International
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2021年 9月 11日
•Oral Session 4：Room A

▶ Marek Holan（Palacký University Olomouc，Czech Republic）
“On the Application of Quantitative-Linguistic Models and Methods in Audiovisual Studies”

▶ Tereza Motalova（Palacký University Olomouc，Czech Republic）
“The Menzerath-Altmann Law in Syntactic Relations of Chinese Language Based on the Universal
Dependencies（UD）”

▶ Yawen Wang and Haitao Liu（Zhejiang University，China）
“Revisiting Zipf’s Law：A New Indicator of Lexical Diversity”

•Oral Session 4：Room B
▶ Aimi Kuya（Ritsumeikan University，Japan）

“Predicting the Probability of Adopting Homophonic Translation：English Words in Public Media
in Japan”

▶ Zuohao Xu and Yue Jiang（Hunan Institute of Science and Technology，China）
“Activity of Translational Chinese：A Multi-Corpora Based Study”

•Oral Session 4：Room C
▶ Lars G. Johnsen（National Library of Norway，Norway）

“Genitive Inversion in Norwegian”
▶ Aiyun Wei and Haitao Liu（Zhejiang University，China）

“Quantitative Features of Common Words in Zhuang Language”

•Poster Session 3
▶ Denisa Šebestová（Charles University Prague，Czech Republic）

“Designing a Corpus-Driven Resource for Teaching Prepositional Patterns to Advanced English Learners”
▶ Alexander Mehler，Tolga Uslu，and Daniel Baumartz（Goethe University Frankfurt am Main，Germany）

“SemioGraphs：Visualizing Topic Networks as Mulit-Codal Graphs”
▶ Lieke Verheijen and Lidwien van de Wijngaert（Radboud University，the Netherlands）

“A Quantitative Approach to Literature Research：Thematic Co-Occurrence Networks”
▶ Vladimir Matlach（Palacký University Olomouc，Czech Republic）

“Utilization of Quantitative Linguistics in Cypher Breaking”
▶ Petra Steiner（Friedrich-Schiller-Universität Jena，Germany）

“Hypotheses on Morphological Complexity”
▶ Patrick Juola（Duquesne University，United States of America）

“The Information Content of Machine Translation”

•Oral Session 5：Room A
▶ Antoni Hernández-Fernández（Universitat Politècnica de Catalunya，Spain），Juan María Garrido（UNED，

Spain），Bartolomé Luque（Universidad Politécnica de Madrid，Spain），and Iván González Torre（Uni-
versidad Politécnica de Madrid，Spain）

“Linguistic Laws in Catalan”
▶ Jianwei Yan（Zhejiang University，China）

“Possibility of Indicating the Evolution of Chinese Language Through Probability Distribution of
Dependency Distance”

▶ Trudie Strauss（University of the Free State，South Africa），Damián Blasi（Harvard University，United
States of America），Sean van der Merwe（University of the Free State，South Africa），and Michael von
Maltitz（University of the Free State，South Africa）

“Word Frequency Distributions：A Comprehensive Bayesian Approach”
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•Oral Session 5：Room B
▶ Jiri Langer and Jan Andres（Palacký University Olomouc，Czech Republic）

“Linearization of Simultaneities in Sign Language”
▶ Adam Pawłowski（University of Wrocław，Poland）and Tomasz Walkowiak（Wrocław University of

Technology，Poland）
“Statistical Tools，Automatic Taxonomies，and Topic Modelling in the Study of Self-Promotional
Web Texts of Polish Universities”

▶ Sheila Embleton，Dorin Uritescu，and Eric S. Wheeler（York University，Canada）
“Too Much of a Good Thing”

•Oral Session 5：Room C
▶ Volker Gröller（Austria）

“The Paragraph Through the Lense of Menzerath-Altmann Law”

•Closing

国際シンポジウム

対照言語学の観点から見た日本語の心理言語学的な諸問題に関する国際シンポジウム　：International Symposium
on Issues in Japanese Psycholinguistics from Comparative Perspectives　［2021.9.11–12，オンライン］
2021年 9月 11日
•Opening Remarks

▶ Masatoshi Koizumi（Tohoku University）
•Session 1（Chair：Yuko Otsuka，Timekeeper：Min Wang）

▶ Keynote Talk
Maria Polinsky（University of Maryland）

“Exceptive constructions in Japanese and beyond”
▶ Rei Emura（Tohoku University）

“The Effects of Word Order，Case Marking，and Agreement Cues on Interpreting Central Alaskan
Yup’ik sentences”

•Session 2（Chair：Hyeonjeong Jeong，Timekeeper：Ge Song）
▶ Koichi Otaki（Chukyo University），Manami Sato（Okinawa International University），Hajime Ono
（Tsuda University　），Koji Sugisaki（Kwansei Gakuin University　），Noriaki Yusa（Miyagi Gakuin Women’s
University　），Yuko Otsuka（Sophia University），and Masatoshi Koizumi（Tohoku University）

“Case and word order in children’s comprehension of wh-questions：A cross-linguistic study”
▶ Manami Sato（Okinawa International University），Keiyu Niikuni（Niigata Seiryo University），and Amy

J. Schafer（University of Hawai‘i）
“High sense of agency versus low sense of agency in event framing in Japanese”

▶ Toshiki Iwabuchi（Hamamatsu University School of Medicine，National Rehabilitation Center for
Persons with Disabilities），Satoshi Nambu　（Monash University　），Kentaro Nakatani　（Konan University　），
and Michiru Makuuchi（National Rehabilitation Center for Persons with Disabilities）

“Brain mechanisms for the processing of Japanese syntactic particles wa，ga and no”

•Session 3（Chair：Hiromu Sakai，Timekeeper：Liya Cheng）
▶ Keynote Talk

Matt Wagers（University of California，Santa Cruz）
“Flexibility and fallibility in verb-initial language processing”

▶ Hajime Ono　（Tsuda University　），Takuya Kubo　（Shinsyu University　），Manami Sato　（Okinawa International
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University　），Hiromu Sakai（Waseda University），and Masatoshi Koizumi（Tohoku University）
“Word orders，gestures，and a view of the world from OS languages”

▶ Yurie Hara（Hokkaido University）
“A cross-linguistic diachronic trajectory from causal to conditional：a game-theoretic analysis”

•Session 4（Chair：Hiroaki Oishi，Timekeeper：Rei Emura）
▶ Masataka Yano（Tokyo Metropolitan University）

“Adaptation in language comprehension”
▶ Shingo Tokimoto（Mejiro University）and Naoko Tokimoto（Shobi University）

“An EEG analysis of long-distance scrambling in Japanese：Processing load modulates the neural
activity for discontinuous dependency”

▶ Jun Nakajima and Shinri Ohta（Kyushu University）
“Decompositional Similarities between Semantically Transparent and Lexicalized Suffixation in
Japanese：An ERP Study”

▶ Daichi Yasunaga（Kanazawa University）
“Sentence processing cost caused by word order and context”

•Session 5（Chair：Mikihiro Tanaka，Timekeeper：Min Wang）
▶ Yuki Hirose（University of Tokyo）and Reiko Mazuka（RIKEN BSI）

“Developmental changes in the interpretation of an ambiguous structure and an ambiguous prosodic
cue in Japanese”

▶ Mari Kugemoto and Shota Momma（University of Massachusetts Amherst）
“Producing long-distance dependencies in English and Japanese”

▶ Keynote Talk
Sebastian Sauppe（University of Zurich）

“A cross-linguistic perspective on dependency marking in sentence planning”

2021年 9月 12日
•Session 6（Chair：Yoko Nakano，Timekeeper：Min Wang）

▶ Keynote Talk
Hiroko Yamashita（Rochester Institute of Technology）

“A Piece for Which Puzzle(s)? Investigation of Human Language Processing and Production in
Less-commonly Investigated Languages”

▶ Ayaka Tamura（Tohoku Universityy）
“Investigating the Wide Variety of Disjuncts in Japanese Language”

•Session 7（Chair：Yukiko Koizumi，Timekeeper：Ge Song）
▶ Katsuo Tamaoka（Nagoya University）

“The time course of SOV and OSV sentence formations in Japanese”
▶ Michiyo Kasai（Tohoku University，General Rehabilitation Mihono Hospital），Sachiko Kiyama（Tohoku

University），Keiyu Niikuni（Niigata Seiryo University），Shingo Tokimoto（Mejiro University），Liya
Cheng（Tohoku University），Min Wang（Tohoku University），Ge Song（Tohoku University），Kohei
Todate（Hirosaki University，H.M.A Nursing and Rehabilitation Academy），Hidetoshi Suzuki（General
Rehabilitation Mihono Hospital），Shunji Mugikura（Tohoku University），Takashi Ueno（Tohoku Fukushi
University），and Masatoshi Koizumi（Tohoku University）

“Auditory comprehension of Japanese scrambled sentences by patients with aphasia：An ERP study”
▶ Taiga Naoe（Tohoku University，Research Institute of National Rehabilitation Center for Persons with

Disabilities），Tsukasa Okimura（Hasegawa Hospital），Toshiki Iwabuchi（Hamamatsu University School
of Medicine），Sachiko Kiyama（Tohoku University），and Michiru Makuuchi（Research Institute of
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National Rehabilitation Center for Persons with Disabilities）
“Pragmatic atypicality of individuals with autism spectrum disorder：Preliminary data of sentence-
final particles in Japanese”

•Session 8（Chair：Sachiko Kiyama，Timekeeper：Liya Cheng）
▶ Keynote Talk

Satoshi Shioiri（Tohoku University）with Rumi Tokunaga（Chiba University）and Ichiro Kuriki（Saitama
University）

“Cross cultural comparison of lexical partitioning of color space”
▶ Akinori Ito（Tohoku University）

“Spoken term detection from utterances of minority languages”
▶ Yohei Oseki（University of Tokyo）

“Human language processing in comparative computational psycholinguistics”

•Session 9（Chair：Takuya Goro，Timekeeper：Rei Emura）
▶ Kexin Xiong（Tohoku University），Keiyu Niikuni（Niigata Seiryo University），Toshiaki Muramoto
（Tohoku University），and Sachiko Kiyama（Tohoku University）

“Asymmetric effects of sub-lexical orthographic/phonological similarities on L1-Chinese and L2-
Japanese visual word recognition”

▶ Cornelia D. Lupsa（Iwate Prefectural University），Noriaki Yusa（Miyagi Gakuin Women’s University），
Jungho Kim　（Kyoto Women’s University　），Masatoshi Koizumi　（Tohoku University　），and　Hiroko Hagiwara　
（Tokyo Metropolitan University）

“Effects of Annual Quantity of Second Language Input on Pronunciation in EFL Environments”
▶ Kentaro Nakatani（Konan University）

“Integrating Different Types of Long-Distance Dependencies：A Case Study of a Negative Polarity
Dependency in Japanese”

•Session 10（Chair：Koji Sugisaki，Timekeeper：Min Wang）
▶ Kyoko Yamakoshi（Ochanomizu University）and Hiroyuki Shimada（Hokuriku University）

“Experimental Studies of Clefts and Right Dislocations in Child Japanese”
▶ Kazuko Yatsushiro（Leibniz-Zentrum Allgemeine Sprachwissenschaft）

“Disjunction acquisition across languages”
▶ Keynote Talk

Reiko Mazuka（RIKEN Center for Brain Science，Duke University）
“Taking cross-linguistic differences seriously in language development research：Acquisition of the
Japanese sound system”

•Closing Remarks
▶ Haruo Kubozono（National Institute for Japanese Language and Linguistics）

JK 29 Satellite Meeting：the 3rd NINJAL-SNU Joint Workshop on Japanese and Korean Phonology
［2021.10.8，オンライン］
•Opening Remarks

•Talk 1
▶ Yoonjung Kang and Timothy Gadanidis（University of Toronto）

“Listening fast and slow：Speech rate normalization or exemplar matching in Japanese”

•Talk 2
▶ Keiichi Tajima（Hosei University），Mafuyu Kitahara（Sophia University），and Kiyoko Yoneyama（Daito

Bunka University）
“Effects of lexical competition on two types of durational contrasts in Japanese：Geminate and VOT”
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University　），Hiromu Sakai（Waseda University），and Masatoshi Koizumi（Tohoku University）
“Word orders，gestures，and a view of the world from OS languages”

▶ Yurie Hara（Hokkaido University）
“A cross-linguistic diachronic trajectory from causal to conditional：a game-theoretic analysis”

•Session 4（Chair：Hiroaki Oishi，Timekeeper：Rei Emura）
▶ Masataka Yano（Tokyo Metropolitan University）

“Adaptation in language comprehension”
▶ Shingo Tokimoto（Mejiro University）and Naoko Tokimoto（Shobi University）

“An EEG analysis of long-distance scrambling in Japanese：Processing load modulates the neural
activity for discontinuous dependency”

▶ Jun Nakajima and Shinri Ohta（Kyushu University）
“Decompositional Similarities between Semantically Transparent and Lexicalized Suffixation in
Japanese：An ERP Study”

▶ Daichi Yasunaga（Kanazawa University）
“Sentence processing cost caused by word order and context”

•Session 5（Chair：Mikihiro Tanaka，Timekeeper：Min Wang）
▶ Yuki Hirose（University of Tokyo）and Reiko Mazuka（RIKEN BSI）

“Developmental changes in the interpretation of an ambiguous structure and an ambiguous prosodic
cue in Japanese”

▶ Mari Kugemoto and Shota Momma（University of Massachusetts Amherst）
“Producing long-distance dependencies in English and Japanese”

▶ Keynote Talk
Sebastian Sauppe（University of Zurich）

“A cross-linguistic perspective on dependency marking in sentence planning”

2021年 9月 12日
•Session 6（Chair：Yoko Nakano，Timekeeper：Min Wang）

▶ Keynote Talk
Hiroko Yamashita（Rochester Institute of Technology）

“A Piece for Which Puzzle(s)? Investigation of Human Language Processing and Production in
Less-commonly Investigated Languages”

▶ Ayaka Tamura（Tohoku Universityy）
“Investigating the Wide Variety of Disjuncts in Japanese Language”

•Session 7（Chair：Yukiko Koizumi，Timekeeper：Ge Song）
▶ Katsuo Tamaoka（Nagoya University）

“The time course of SOV and OSV sentence formations in Japanese”
▶ Michiyo Kasai（Tohoku University，General Rehabilitation Mihono Hospital），Sachiko Kiyama（Tohoku

University），Keiyu Niikuni（Niigata Seiryo University），Shingo Tokimoto（Mejiro University），Liya
Cheng（Tohoku University），Min Wang（Tohoku University），Ge Song（Tohoku University），Kohei
Todate（Hirosaki University，H.M.A Nursing and Rehabilitation Academy），Hidetoshi Suzuki（General
Rehabilitation Mihono Hospital），Shunji Mugikura（Tohoku University），Takashi Ueno（Tohoku Fukushi
University），and Masatoshi Koizumi（Tohoku University）

“Auditory comprehension of Japanese scrambled sentences by patients with aphasia：An ERP study”
▶ Taiga Naoe（Tohoku University，Research Institute of National Rehabilitation Center for Persons with

Disabilities），Tsukasa Okimura（Hasegawa Hospital），Toshiki Iwabuchi（Hamamatsu University School
of Medicine），Sachiko Kiyama（Tohoku University），and Michiru Makuuchi（Research Institute of
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National Rehabilitation Center for Persons with Disabilities）
“Pragmatic atypicality of individuals with autism spectrum disorder：Preliminary data of sentence-
final particles in Japanese”

•Session 8（Chair：Sachiko Kiyama，Timekeeper：Liya Cheng）
▶ Keynote Talk

Satoshi Shioiri（Tohoku University）with Rumi Tokunaga（Chiba University）and Ichiro Kuriki（Saitama
University）

“Cross cultural comparison of lexical partitioning of color space”
▶ Akinori Ito（Tohoku University）

“Spoken term detection from utterances of minority languages”
▶ Yohei Oseki（University of Tokyo）

“Human language processing in comparative computational psycholinguistics”

•Session 9（Chair：Takuya Goro，Timekeeper：Rei Emura）
▶ Kexin Xiong（Tohoku University），Keiyu Niikuni（Niigata Seiryo University），Toshiaki Muramoto
（Tohoku University），and Sachiko Kiyama（Tohoku University）

“Asymmetric effects of sub-lexical orthographic/phonological similarities on L1-Chinese and L2-
Japanese visual word recognition”

▶ Cornelia D. Lupsa（Iwate Prefectural University），Noriaki Yusa（Miyagi Gakuin Women’s University），
Jungho Kim　（Kyoto Women’s University　），Masatoshi Koizumi　（Tohoku University　），and　Hiroko Hagiwara　
（Tokyo Metropolitan University）

“Effects of Annual Quantity of Second Language Input on Pronunciation in EFL Environments”
▶ Kentaro Nakatani（Konan University）

“Integrating Different Types of Long-Distance Dependencies：A Case Study of a Negative Polarity
Dependency in Japanese”

•Session 10（Chair：Koji Sugisaki，Timekeeper：Min Wang）
▶ Kyoko Yamakoshi（Ochanomizu University）and Hiroyuki Shimada（Hokuriku University）

“Experimental Studies of Clefts and Right Dislocations in Child Japanese”
▶ Kazuko Yatsushiro（Leibniz-Zentrum Allgemeine Sprachwissenschaft）

“Disjunction acquisition across languages”
▶ Keynote Talk

Reiko Mazuka（RIKEN Center for Brain Science，Duke University）
“Taking cross-linguistic differences seriously in language development research：Acquisition of the
Japanese sound system”

•Closing Remarks
▶ Haruo Kubozono（National Institute for Japanese Language and Linguistics）

JK 29 Satellite Meeting：the 3rd NINJAL-SNU Joint Workshop on Japanese and Korean Phonology
［2021.10.8，オンライン］
•Opening Remarks

•Talk 1
▶ Yoonjung Kang and Timothy Gadanidis（University of Toronto）

“Listening fast and slow：Speech rate normalization or exemplar matching in Japanese”

•Talk 2
▶ Keiichi Tajima（Hosei University），Mafuyu Kitahara（Sophia University），and Kiyoko Yoneyama（Daito

Bunka University）
“Effects of lexical competition on two types of durational contrasts in Japanese：Geminate and VOT”
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•Talk 3
▶ Sang-Im Lee-Kim（National Yang Ming Chiao Tung University）

“Emerging sound change through imperfect transmission：Unreleased final stop place contrasts among
Mandarin-Min bilinguals”

•Talk 4
▶ Shigeto Kawahara（Keio University）and Gakuji Kumagai（Kansai University）

“Does Lyman’s Law count?”

•Closing

JK 29 Satellite workshop：Data-oriented approaches to meaning in Korean and Japanese
［2021.10.8，オンライン］
•Opening Remarks（Yo Matsumoto）
•Session 1（Chair：Hanjung Lee）

▶ Eunkyung Yi（Ewha Womans University），Hongoak Yun（Jeju National University），and Sanghoun
Song（Korea University）

“Predicting arguments using computational language models”
▶ Sunwoo Jeong（Seoul National University）and Christopher Davis（University of the Ryukyus）

“Syntactic and pragmatic constraints on subject-oriented honorifics in Korean”
▶ Misato Ido，Ai Kubota，and Yusuke Kubota（National Institute for Japanese Language and Linguistics）

“Two types of attenuation strategies for polarity-sensitive items：The semantics of degree adverbs
amari and sonnani in Japanese”

•Session 2（Chair：Yusuke Kubota）
▶ Hanjung Lee（Sungkyunkwan University）

“Grounding and interpretation of unmarked subjects in Korean：Evidence from conversation data”
▶ Natsuko Nakagawa（National Institute for Japanese Language and Linguistics）

“An experimental method for eliciting（zero）case-marking in spoken Japonic dialects”

•Session 3（Chair：Jungmee Lee）
▶ Yo Matsumoto（National Institute for Japanese Language and Linguistics），Kyosuke Yamamoto（Tokyo

University of Foreign Studies），and Yua Amano（Tokyo University of Foreign Studies）
“Motion event descriptions in Japanese and Korean：An experimental approach”

▶ Soyeon Yoon（National Institute for Japanese Language and Linguistics）
“Coercion of Korean Light Verb Construction ‘NP-ul hata’：A Corpus Based Study”

•Closing remarks（Jungmee Lee）

The 29th Japanese/Korean Linguistics Conference［2021.10.9–11，オンライン］
2021年 10月 9日
•Opening（Kaoru Horie（Nagoya University））
• Invited talk 1（Chair：Kimi Akita（Nagoya University））

▶ Noriko Iwasaki（Nanzan University）
“Use of Japanese mimetics by L2 speakers of Japanese：Typological versus perceived similarities
and differences between L2 speakers’ L1 Korean and L2 Japanese”

•Oral session 1：Functional 1（Chair：Hye-Gyeong Ohe（International Christian University））
▶ Don Lee（University of California，San Diego）and Heeju Lee（Boston University）

“Ingressive hiss ‘sss’ as a non-committal stance marker in Korean conversation”
▶ Kerry Sluchinski（University of Alberta）

“Im/politeness variations in digital Japanese-Korean comfort women discourses”
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•Oral session 2：Syntax 1（Chair：Dongwoo Park（Korea National Open University））
▶ Hideaki Yamashita（Yokohama City University）

“Multiple argument ellipsis in Japanese”
▶ Yuya Noguchi（University of Connecticut）

“Where is a monster?：A case study of indexical shift in Japanese”

•Oral session 3：Syntax 2（Chair：Yuta Sakamoto（Meiji University））
▶ Koji Shimamura（Kobe City University of Foreign Studies）

“The size of the complement：The properties of the embedded -yoo in Japanese”
▶ Yuta Tatsumi（Meikai University）

“Structural restrictions on sequential voicing in Japanese N-V compounds”

• Invited talk 2（Chair：Yusuke Kubota（NINJAL））
▶ Peter Sells（University of York）

“Strong NPIs，the scope of negation，and the components of interpretation of sika/pakkey in Japanese
and Korean”

2021年 10月 10日
• Invited talk 3（Chair：Katsuo Tamaoka（Nagoya University））

▶ Yuki Hirose（University of Tokyo）
“What Japanese pitch accent tells us about language processing at the word level and beyond”

•Oral session 4：Psycholinguistics/acquisition（Chair：Mineharu Nakayama（Ohio State University））
▶ Mayuko Yusa and Bonnie D. Schwartz（University of Hawai‘i at Mānoa）

“L2 reconstruction effects in negated disjunction under pseudoclefts”
▶ Hing Yuet Fung（University of Hong Kong）

“A postnominal preference in Japanese numeral classifier phrases”

•Oral session 5：Formal semantics/pragmatics 1（Chair：Osamu Sawada（Kobe University））
▶ Koji Kawahara（Nagoya University of Foreign Studies）

“The semantics of iconic gesture in ideophones”
▶ Seoyeon Jang and Ivano Caponigro（University of California，San Diego）

“A semantic analysis for Korean echo questions”

•Oral session 6：Formal semantics/pragmatics 2（Chair：Jungmee Lee（Seoul National University））
▶ Noritsugu Hayashi（University of Tokyo）

“Copula，additive，and wh-indeterminates”
▶ Hitomi Hirayama（Kyushu Institute of Technology）

“Rising declaratives in Japanese”

• Invited talk 4（Chair：David Y. Oshima（Nagoya University））
▶ Wataru Uegaki（University of Edinburgh）

“Japanese sentence-final particles，intonation，and the sentential force”

2021年 10月 11日
• Invited talk 5（Chair：Akira Utsugi（Nagoya University））

▶ Taehong Cho（Hanyang University）
“Linguistic functions of prosodic-structurally driven fine phonetic detail in speech production and
perception”

•Oral session 7：Phonetics/phonology/morphology 1（Chair：Chiyuki Ito（Tokyo University of Foreign
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•Talk 3
▶ Sang-Im Lee-Kim（National Yang Ming Chiao Tung University）

“Emerging sound change through imperfect transmission：Unreleased final stop place contrasts among
Mandarin-Min bilinguals”

•Talk 4
▶ Shigeto Kawahara（Keio University）and Gakuji Kumagai（Kansai University）

“Does Lyman’s Law count?”

•Closing

JK 29 Satellite workshop：Data-oriented approaches to meaning in Korean and Japanese
［2021.10.8，オンライン］
•Opening Remarks（Yo Matsumoto）
•Session 1（Chair：Hanjung Lee）

▶ Eunkyung Yi（Ewha Womans University），Hongoak Yun（Jeju National University），and Sanghoun
Song（Korea University）

“Predicting arguments using computational language models”
▶ Sunwoo Jeong（Seoul National University）and Christopher Davis（University of the Ryukyus）

“Syntactic and pragmatic constraints on subject-oriented honorifics in Korean”
▶ Misato Ido，Ai Kubota，and Yusuke Kubota（National Institute for Japanese Language and Linguistics）

“Two types of attenuation strategies for polarity-sensitive items：The semantics of degree adverbs
amari and sonnani in Japanese”

•Session 2（Chair：Yusuke Kubota）
▶ Hanjung Lee（Sungkyunkwan University）

“Grounding and interpretation of unmarked subjects in Korean：Evidence from conversation data”
▶ Natsuko Nakagawa（National Institute for Japanese Language and Linguistics）

“An experimental method for eliciting（zero）case-marking in spoken Japonic dialects”

•Session 3（Chair：Jungmee Lee）
▶ Yo Matsumoto（National Institute for Japanese Language and Linguistics），Kyosuke Yamamoto（Tokyo

University of Foreign Studies），and Yua Amano（Tokyo University of Foreign Studies）
“Motion event descriptions in Japanese and Korean：An experimental approach”

▶ Soyeon Yoon（National Institute for Japanese Language and Linguistics）
“Coercion of Korean Light Verb Construction ‘NP-ul hata’：A Corpus Based Study”

•Closing remarks（Jungmee Lee）

The 29th Japanese/Korean Linguistics Conference［2021.10.9–11，オンライン］
2021年 10月 9日
•Opening（Kaoru Horie（Nagoya University））
• Invited talk 1（Chair：Kimi Akita（Nagoya University））

▶ Noriko Iwasaki（Nanzan University）
“Use of Japanese mimetics by L2 speakers of Japanese：Typological versus perceived similarities
and differences between L2 speakers’ L1 Korean and L2 Japanese”

•Oral session 1：Functional 1（Chair：Hye-Gyeong Ohe（International Christian University））
▶ Don Lee（University of California，San Diego）and Heeju Lee（Boston University）

“Ingressive hiss ‘sss’ as a non-committal stance marker in Korean conversation”
▶ Kerry Sluchinski（University of Alberta）

“Im/politeness variations in digital Japanese-Korean comfort women discourses”
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•Oral session 2：Syntax 1（Chair：Dongwoo Park（Korea National Open University））
▶ Hideaki Yamashita（Yokohama City University）

“Multiple argument ellipsis in Japanese”
▶ Yuya Noguchi（University of Connecticut）

“Where is a monster?：A case study of indexical shift in Japanese”

•Oral session 3：Syntax 2（Chair：Yuta Sakamoto（Meiji University））
▶ Koji Shimamura（Kobe City University of Foreign Studies）

“The size of the complement：The properties of the embedded -yoo in Japanese”
▶ Yuta Tatsumi（Meikai University）

“Structural restrictions on sequential voicing in Japanese N-V compounds”

• Invited talk 2（Chair：Yusuke Kubota（NINJAL））
▶ Peter Sells（University of York）

“Strong NPIs，the scope of negation，and the components of interpretation of sika/pakkey in Japanese
and Korean”

2021年 10月 10日
• Invited talk 3（Chair：Katsuo Tamaoka（Nagoya University））

▶ Yuki Hirose（University of Tokyo）
“What Japanese pitch accent tells us about language processing at the word level and beyond”

•Oral session 4：Psycholinguistics/acquisition（Chair：Mineharu Nakayama（Ohio State University））
▶ Mayuko Yusa and Bonnie D. Schwartz（University of Hawai‘i at Mānoa）

“L2 reconstruction effects in negated disjunction under pseudoclefts”
▶ Hing Yuet Fung（University of Hong Kong）

“A postnominal preference in Japanese numeral classifier phrases”

•Oral session 5：Formal semantics/pragmatics 1（Chair：Osamu Sawada（Kobe University））
▶ Koji Kawahara（Nagoya University of Foreign Studies）

“The semantics of iconic gesture in ideophones”
▶ Seoyeon Jang and Ivano Caponigro（University of California，San Diego）

“A semantic analysis for Korean echo questions”

•Oral session 6：Formal semantics/pragmatics 2（Chair：Jungmee Lee（Seoul National University））
▶ Noritsugu Hayashi（University of Tokyo）

“Copula，additive，and wh-indeterminates”
▶ Hitomi Hirayama（Kyushu Institute of Technology）

“Rising declaratives in Japanese”

• Invited talk 4（Chair：David Y. Oshima（Nagoya University））
▶ Wataru Uegaki（University of Edinburgh）

“Japanese sentence-final particles，intonation，and the sentential force”

2021年 10月 11日
• Invited talk 5（Chair：Akira Utsugi（Nagoya University））

▶ Taehong Cho（Hanyang University）
“Linguistic functions of prosodic-structurally driven fine phonetic detail in speech production and
perception”

•Oral session 7：Phonetics/phonology/morphology 1（Chair：Chiyuki Ito（Tokyo University of Foreign
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Studies））
▶ Ji Yea Kim（Stony Brook University）

“Why [s]? An analogical account of the epenthetic consonant quality in nonstandard Korean”
▶ So Young Lee（Miami University）and Jiwon Yun（Stony Brook University）

“NPI licensing and intrusion effect in Korean”

•Oral session 8：Phonetics/phonology/morphology 2（Chair：Junko Ito（University of California，Santa
Cruz））
▶ Daiki Hashimoto（Joetsu University of Education）

“Variant predictability effect on speech signal：Conjugation predictability”
▶ Artemii Kuznetsov（NINJAL/Institute for Linguistic Studies，Russian Academy of Science）

“Once again on the Old Japanese suffix -k(-)yer-：semantics，distribution，spelling”

•Oral session 9：Functional 2（Chair：Seongha Rhee（Hankuk University of Foreign Studies））
▶ So Young Yi（George Mason University）

“Indexicality and stylistic variation of /o/ in Seoul Korean”
▶ Sujin Kang（University of Hawai‘i at Mānoa）

“Question design in a Korean congressional hearing：Examination of -cyo and -ci anh”

• Invited talk 6（Chair：Haruo Kubozono（NINJAL））
▶ Bjarke Frellesvig（University of Oxford）

“On the reconstruction of pre-Old Japanese morphology”

•Closing（Haruo Kubozono（NINJAL））

2021年 10月 9–11日
•PosterPresentation

▶ Chen-An Chang（University of Konstanz）
“The Use Conditional Meaning of Japanese Discourse Particle Ittai in Questions”

▶ Michiko Fukasawa（University of Hawai‘i at Mānoa）
“Argument Structure and Rendaku：An Experimental Study”

▶ Yuto Hirayama（Kansai Gaidai University）
“The same modality in different levels of meaning”

▶ John Huisman（Uppsala University）
“Semantic change in body part terms across Japonic”

▶ Shiori Ikawa（Rutgers University）and Akitaka Yamada（Osaka University）
“Territory feature and a distributed-morphology approach to clause periphery”

▶ Shinnosuke Isono and Yuki Hirose（University of Tokyo）
“Psycholinguistic evidence for severing arguments from the verb”

▶ Jiyoung Jang，Karen Tsai and Argyro Katsika（University of California，Santa Barbara）
“A cross-linguistic examination of the role of prominence in the coordination of boundary tones”

▶ Kenta Kakenami（Aoyama Gakuin University）
“A Disjunctive-Unconditional Analysis of Japanese sukunakutomo ‘at least’”

▶ Tim Laméris（University of Cambridge）
“The effect of L1 pitch status on the L2 learning of tonal pseudolanguage words”

▶ Chanyoung Lee（Yonsei University）and Gyu-Ho Shin（Palacky University Olomouc）
“Heuristic processing takes precedence over algorithmic processing：Causative and passive construc-
tions in Korean”

▶ Kangwon Lee and（Kaoru Horie）
“Differential manifestations of personal noun omission in Japanese and Korean：A functional-

58 II 共同研究と共同利用

pragmatic account”
▶ Kosuke Matsuura（Osaka University）

“Constructional parallelisms between temporal adverbial construction and bare NP construction in
Japanese”

▶ Kenta Mizutani（Aichi Prefectural University）and Shun Ihara（Kobe University）
“Two Strategies for being “at least”：Japanese sukunakutomo vs. English at least”

▶ Natsuko Nakagawa（National Institute for Japanese Language and Linguistics　）and Yuka Hayashi（National
Museum of Ethnology）

“Contrastive topic =gyaa in Ikema-Nishihara Miyakoan of Southern Ryukyus”
▶ Ayumi Nobuki and Utako Minai（University of Kansas）

“The role of the contrastive topic -wa in the felicity judgment of negation in Japanese”
▶ Jiyeon Park（Jilin International Studies University）

“The use of Korean ideophones in newspapers’ headlines”
▶ Yosuke Sato（Tsuda University）

“Reversed Polarity Sluicing in Japanese”
▶ Hiroyuki Shimada（Hokuriku University），Riho Mochizuki（Ochanomizu University），and Kyoko

Yamakoshi（Ochanomizu University）
“Children’s incorrect association of the focus particle dake in Japanese clefts”

▶ Frank Sode（GU Frankfurt）and Ayaka Sugawara（Waseda University）
“Empirical evidence supporting the hypothesis that hazu is a normality modal”

▶ Yusuke Yagi（University of Connecticut），Yuta Sakamoto（Meiji University），and Yuta Tatsumi（Meikai
University）

“Against Syntactic Neg-Raising：Evidence from Polarity-Reversed Ellipsis in Japanese”
▶ Alexander Zapryagaev（NRU Higher School of Economics（Moscow））

“On the Names of Chinese Tones in Japanese”
▶ Zhiqiang Zhu and Peggy Pik Ki Mok（The Chinese University of Hong Kong）

“The production of Mandarin Chinese /r/-/l/ by Japanese learners：an ultrasound investigation”

Prosody & Grammar Festa 6［2022.1.29–30，オンライン］
2022年 1月 29日
•セッション 1：対照言語学プロジェクト 6年間の総括

▶ 窪薗晴夫（国立国語研究所）
「対照言語学の観点から見た日本語のプロソディー」

▶ プラシャント・パルデシ（国立国語研究所）
「対照言語学の観点から見た日本語の名詞修飾表現」

▶ 野田尚史（日本大学 /国立国語研究所）
「対照言語学の観点から見た日本語のとりたて表現」

▶ 松本曜（国立国語研究所）
「対照言語学の観点から見た空間移動と直示性の表現」

▶ 窪田悠介（国立国語研究所）
「対照言語学の観点から見た日本語の計算言語学」

2022年 1月 30日
•セッション 2：研究発表

▶ 田中真一（神戸大学）
「声援・呼びかけ・宣言のテキストセッティングと韻律要素」

II 共同研究と共同利用 59



Studies））
▶ Ji Yea Kim（Stony Brook University）

“Why [s]? An analogical account of the epenthetic consonant quality in nonstandard Korean”
▶ So Young Lee（Miami University）and Jiwon Yun（Stony Brook University）

“NPI licensing and intrusion effect in Korean”

•Oral session 8：Phonetics/phonology/morphology 2（Chair：Junko Ito（University of California，Santa
Cruz））
▶ Daiki Hashimoto（Joetsu University of Education）

“Variant predictability effect on speech signal：Conjugation predictability”
▶ Artemii Kuznetsov（NINJAL/Institute for Linguistic Studies，Russian Academy of Science）

“Once again on the Old Japanese suffix -k(-)yer-：semantics，distribution，spelling”

•Oral session 9：Functional 2（Chair：Seongha Rhee（Hankuk University of Foreign Studies））
▶ So Young Yi（George Mason University）

“Indexicality and stylistic variation of /o/ in Seoul Korean”
▶ Sujin Kang（University of Hawai‘i at Mānoa）

“Question design in a Korean congressional hearing：Examination of -cyo and -ci anh”

• Invited talk 6（Chair：Haruo Kubozono（NINJAL））
▶ Bjarke Frellesvig（University of Oxford）

“On the reconstruction of pre-Old Japanese morphology”

•Closing（Haruo Kubozono（NINJAL））

2021年 10月 9–11日
•PosterPresentation

▶ Chen-An Chang（University of Konstanz）
“The Use Conditional Meaning of Japanese Discourse Particle Ittai in Questions”

▶ Michiko Fukasawa（University of Hawai‘i at Mānoa）
“Argument Structure and Rendaku：An Experimental Study”

▶ Yuto Hirayama（Kansai Gaidai University）
“The same modality in different levels of meaning”

▶ John Huisman（Uppsala University）
“Semantic change in body part terms across Japonic”

▶ Shiori Ikawa（Rutgers University）and Akitaka Yamada（Osaka University）
“Territory feature and a distributed-morphology approach to clause periphery”

▶ Shinnosuke Isono and Yuki Hirose（University of Tokyo）
“Psycholinguistic evidence for severing arguments from the verb”

▶ Jiyoung Jang，Karen Tsai and Argyro Katsika（University of California，Santa Barbara）
“A cross-linguistic examination of the role of prominence in the coordination of boundary tones”

▶ Kenta Kakenami（Aoyama Gakuin University）
“A Disjunctive-Unconditional Analysis of Japanese sukunakutomo ‘at least’”

▶ Tim Laméris（University of Cambridge）
“The effect of L1 pitch status on the L2 learning of tonal pseudolanguage words”

▶ Chanyoung Lee（Yonsei University）and Gyu-Ho Shin（Palacky University Olomouc）
“Heuristic processing takes precedence over algorithmic processing：Causative and passive construc-
tions in Korean”

▶ Kangwon Lee and（Kaoru Horie）
“Differential manifestations of personal noun omission in Japanese and Korean：A functional-
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pragmatic account”
▶ Kosuke Matsuura（Osaka University）

“Constructional parallelisms between temporal adverbial construction and bare NP construction in
Japanese”

▶ Kenta Mizutani（Aichi Prefectural University）and Shun Ihara（Kobe University）
“Two Strategies for being “at least”：Japanese sukunakutomo vs. English at least”

▶ Natsuko Nakagawa（National Institute for Japanese Language and Linguistics　）and Yuka Hayashi（National
Museum of Ethnology）

“Contrastive topic =gyaa in Ikema-Nishihara Miyakoan of Southern Ryukyus”
▶ Ayumi Nobuki and Utako Minai（University of Kansas）

“The role of the contrastive topic -wa in the felicity judgment of negation in Japanese”
▶ Jiyeon Park（Jilin International Studies University）

“The use of Korean ideophones in newspapers’ headlines”
▶ Yosuke Sato（Tsuda University）

“Reversed Polarity Sluicing in Japanese”
▶ Hiroyuki Shimada（Hokuriku University），Riho Mochizuki（Ochanomizu University），and Kyoko

Yamakoshi（Ochanomizu University）
“Children’s incorrect association of the focus particle dake in Japanese clefts”

▶ Frank Sode（GU Frankfurt）and Ayaka Sugawara（Waseda University）
“Empirical evidence supporting the hypothesis that hazu is a normality modal”

▶ Yusuke Yagi（University of Connecticut），Yuta Sakamoto（Meiji University），and Yuta Tatsumi（Meikai
University）

“Against Syntactic Neg-Raising：Evidence from Polarity-Reversed Ellipsis in Japanese”
▶ Alexander Zapryagaev（NRU Higher School of Economics（Moscow））

“On the Names of Chinese Tones in Japanese”
▶ Zhiqiang Zhu and Peggy Pik Ki Mok（The Chinese University of Hong Kong）

“The production of Mandarin Chinese /r/-/l/ by Japanese learners：an ultrasound investigation”

Prosody & Grammar Festa 6［2022.1.29–30，オンライン］
2022年 1月 29日
•セッション 1：対照言語学プロジェクト 6年間の総括

▶ 窪薗晴夫（国立国語研究所）
「対照言語学の観点から見た日本語のプロソディー」

▶ プラシャント・パルデシ（国立国語研究所）
「対照言語学の観点から見た日本語の名詞修飾表現」

▶ 野田尚史（日本大学 /国立国語研究所）
「対照言語学の観点から見た日本語のとりたて表現」

▶ 松本曜（国立国語研究所）
「対照言語学の観点から見た空間移動と直示性の表現」

▶ 窪田悠介（国立国語研究所）
「対照言語学の観点から見た日本語の計算言語学」

2022年 1月 30日
•セッション 2：研究発表

▶ 田中真一（神戸大学）
「声援・呼びかけ・宣言のテキストセッティングと韻律要素」
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▶ Ito Junko and Armin Mester（University of California，Santa Cruz）
“Postnasal Voicing and the stratified lexicon of Japanese”

▶ 宮岸哲也（安田女子大学）
「ゾゾ語類別詞の機能と振る舞い—名詞句用法と修飾用法に焦点を当てて—」

▶ 堀江薫（名古屋大学）
「「相対補充」の名詞修飾節における推論の役割—日本語・韓国語・アルメニア語の対比を通じて—」

•ポスター発表（Aグループ）
▶ 池上晶一（大阪大学）
「体言化理論から見たアワディー語の「関係節」」

▶ 松井理直（大阪保健医療大学）
「日本語無声阻害音および母音の持続時間とモーラ長との関係」

▶ 趙蓉俊子（新潟大学）
「日中語の授受補助動詞構文の相違点—恩恵性を中心に—」

▶ 芝本英（上智大学），守本真帆（国立国語研究所），荒井隆行（上智大学）
「異なるスタイルの発話における音響特徴の分析」

▶ 小川晋史（熊本県立大学）
「福岡市方言における「確信」を表すイントネーションについての初期報告」

▶ Le Xuan CHAN，MITSUHASHI Keitaro，SATO Kotone，FURUSAWA Rina，TSUJITA Rin，and
Seunghun J. LEE（International Christian University）

“The Prosodic Realization of Accented Words after NPI：Gender-based Differences”

•ポスター発表（Bグループ）
▶ 吉田樹生（東京大学）
「シンハラ語における「限定」のとりたて表現と語順：コーパスを用いた研究」

▶ 長屋尚典（東京大学），鈴木唯（東京大学），谷川みずき（東京大学），林真衣（東京外国語大学），諸隈夕子
（東京大学），
「移動表現における多重表示の冗長性と類型論」

▶ 宮岡大（九州大学）
「愛媛県中予方言の主格標示と対格標示：Differential Argument Markingに着目して」

▶ 松本曜，氏家啓吾（国立国語研究所）
「日本語における状態変化の類型的特徴：構文の多様性とその頻度」

▶ 石橋頌仁，竹安大（福岡大学）
「閉鎖音と後続母音間に見られる同化効果及び対比効果」

▶ KAMANO Shigeto（International Christian University），ABE Yuko（Lanzhou University），MIYAZAKI
Kumiko（Global Center for Kiswahili Studies and Advancement），and Seunghun J. LEE（International
Christian University/University of Venda）

“Prosodically prominent clitic：the exclusive particle tu in Swahili”

•セッション 3：研究発表
▶ 吉成祐子（岐阜大学），眞野美穂（鳴門教育大学），江口清子（大阪大学）
「移動表現の類型論と第二言語習得研究—非対称性の仮説を検証する—」

▶ 小原京子（慶應義塾大学），長谷川葉子（University of California，Berkeley）
「解釈述語・内容述語間の主要部交替から見た日英語の文構造」

•基調講演
▶ 小田勝（國學院大學）
「日本語の歴史的対照文法の方法と課題」

第 5回会話・談話研究シンポジウム（プロジェクト最終成果発表会）『BTSJ日本語自然会話コーパス』と『自
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然会話リソースバンク（NCRB）』の展開（—その多様な活用法—）［2022.3.26，オンライン］
•開会の辞・趣旨説明：宇佐美まゆみ（国立国語研究所）
•第 1部：BTSJ（基本的な文字化の原則），BTSJシステムセット，BTSJ自然会話コーパスと自然会話リソー
スバンク（NCRB）の活用法—語用論的研究の観点から—
▶ 宇佐美まゆみ（国立国語研究所）
「『BTSJ自然会話コーパス』と『自然会話リソースバンク（NCRB）』構築と連携の趣旨と特徴—他の
コーパスとどこが違うのか？」

▶ 大塚容子（岐阜聖徳学園大学）
「「BTSJという文字化の法則」「BTSJシステムセット」の特徴とその談話研究における使用方法」

▶ 小川都（国立国語研究所 /専修大学）
「『BTSJ自然会話コーパス』と『自然会話リソースバンク（NCRB）』の連携機能とその活用方法」

▶ 第 1部質疑応答
•第 2部：BTSJ自然会話コーパスの応用的利用法—他分野における利用も含めて—

▶ 李宇霞（広東外語外貿大学）
「BTSC（中国語版）としての利用における注意点とポイントについて」

▶ 石川慎一郎（神戸大学）
「BTSJ自然会話コーパスの言語データの分析方法」

▶ 片上大輔（東京工芸大学）
「「BTSJ自然会話コーパス」の対話システム研究での利用法について」

▶ 第 2部及び全体についての質疑応答・全体まとめ
•閉会の辞：山崎誠（国立国語研究所）

国際研究発表会・フォーラム
「北米における日本関連在外資料調査研究・活用—言語生活史研究に基づいた近現代の在外資料論の構築—」
研究発表会［2021.6.26，オンライン］

▶ 朝日祥之（国立国語研究所），原山浩介（日本大学）
「日系社会に関連する資料の収集・整備を通じた「在外資料論」の構築の試み」

▶ 秋山かおり（日本学術振興会特別研究員 PD/関西学院大学国際学部非常勤講師）
「『捕虜』収容所のなかの芝居と歌—ハワイと沖縄の共時性—」

▶ 井上史（Boston College大学院）
「比嘉トーマス太郎研究の意義および課題の検討英語圏の歴史研究との対話を通じて」

ねっこ日日学習辞書辞書の例文を作ってみよう | JLESA特別フォーラム |第 22回［2022.3.20，オンライン］
▶ 講師
砂川有里子（筑波大学名誉教授），関かおる（神田外語大学），尾沼玄也（拓殖大学），安田葵（三修社），浅
野未華（三修社），田中由紀（三修社）

▶ 企画
スプリヤ　・パタク　（ティラク大学　），ジャナシュルティ　・チャンドラ　（ジャワハルラール　・ネルー大学　），プラシャ　
ント　・パルデシ　（国立国語研究所　），ワムシ　・クリシュナ　（英語外国語大学　），アルン　・シャム　（英語外国語大学　）

（2）合同シンポジウム・研究発表会
複数のプロジェクトが共同でおこなうシンポジウムや研究発表会。

シンポジウム「津軽方言の統語・意味解析コーパス「松の木」の構築・公開：現状と課題」
［2022.1.17，弘前大学］

▶ プラシャント・パルデシ（国立国語研究所）
「現代語から津軽方言データの「統語・意味解析コーパス」構築・公開への展開」
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▶ Ito Junko and Armin Mester（University of California，Santa Cruz）
“Postnasal Voicing and the stratified lexicon of Japanese”

▶ 宮岸哲也（安田女子大学）
「ゾゾ語類別詞の機能と振る舞い—名詞句用法と修飾用法に焦点を当てて—」

▶ 堀江薫（名古屋大学）
「「相対補充」の名詞修飾節における推論の役割—日本語・韓国語・アルメニア語の対比を通じて—」

•ポスター発表（Aグループ）
▶ 池上晶一（大阪大学）
「体言化理論から見たアワディー語の「関係節」」

▶ 松井理直（大阪保健医療大学）
「日本語無声阻害音および母音の持続時間とモーラ長との関係」

▶ 趙蓉俊子（新潟大学）
「日中語の授受補助動詞構文の相違点—恩恵性を中心に—」

▶ 芝本英（上智大学），守本真帆（国立国語研究所），荒井隆行（上智大学）
「異なるスタイルの発話における音響特徴の分析」

▶ 小川晋史（熊本県立大学）
「福岡市方言における「確信」を表すイントネーションについての初期報告」

▶ Le Xuan CHAN，MITSUHASHI Keitaro，SATO Kotone，FURUSAWA Rina，TSUJITA Rin，and
Seunghun J. LEE（International Christian University）

“The Prosodic Realization of Accented Words after NPI：Gender-based Differences”

•ポスター発表（Bグループ）
▶ 吉田樹生（東京大学）
「シンハラ語における「限定」のとりたて表現と語順：コーパスを用いた研究」

▶ 長屋尚典（東京大学），鈴木唯（東京大学），谷川みずき（東京大学），林真衣（東京外国語大学），諸隈夕子
（東京大学），
「移動表現における多重表示の冗長性と類型論」

▶ 宮岡大（九州大学）
「愛媛県中予方言の主格標示と対格標示：Differential Argument Markingに着目して」

▶ 松本曜，氏家啓吾（国立国語研究所）
「日本語における状態変化の類型的特徴：構文の多様性とその頻度」

▶ 石橋頌仁，竹安大（福岡大学）
「閉鎖音と後続母音間に見られる同化効果及び対比効果」

▶ KAMANO Shigeto（International Christian University），ABE Yuko（Lanzhou University），MIYAZAKI
Kumiko（Global Center for Kiswahili Studies and Advancement），and Seunghun J. LEE（International
Christian University/University of Venda）

“Prosodically prominent clitic：the exclusive particle tu in Swahili”

•セッション 3：研究発表
▶ 吉成祐子（岐阜大学），眞野美穂（鳴門教育大学），江口清子（大阪大学）
「移動表現の類型論と第二言語習得研究—非対称性の仮説を検証する—」

▶ 小原京子（慶應義塾大学），長谷川葉子（University of California，Berkeley）
「解釈述語・内容述語間の主要部交替から見た日英語の文構造」

•基調講演
▶ 小田勝（國學院大學）
「日本語の歴史的対照文法の方法と課題」

第 5回会話・談話研究シンポジウム（プロジェクト最終成果発表会）『BTSJ日本語自然会話コーパス』と『自
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然会話リソースバンク（NCRB）』の展開（—その多様な活用法—）［2022.3.26，オンライン］
•開会の辞・趣旨説明：宇佐美まゆみ（国立国語研究所）
•第 1部：BTSJ（基本的な文字化の原則），BTSJシステムセット，BTSJ自然会話コーパスと自然会話リソー
スバンク（NCRB）の活用法—語用論的研究の観点から—
▶ 宇佐美まゆみ（国立国語研究所）
「『BTSJ自然会話コーパス』と『自然会話リソースバンク（NCRB）』構築と連携の趣旨と特徴—他の
コーパスとどこが違うのか？」

▶ 大塚容子（岐阜聖徳学園大学）
「「BTSJという文字化の法則」「BTSJシステムセット」の特徴とその談話研究における使用方法」

▶ 小川都（国立国語研究所 /専修大学）
「『BTSJ自然会話コーパス』と『自然会話リソースバンク（NCRB）』の連携機能とその活用方法」

▶ 第 1部質疑応答
•第 2部：BTSJ自然会話コーパスの応用的利用法—他分野における利用も含めて—

▶ 李宇霞（広東外語外貿大学）
「BTSC（中国語版）としての利用における注意点とポイントについて」

▶ 石川慎一郎（神戸大学）
「BTSJ自然会話コーパスの言語データの分析方法」

▶ 片上大輔（東京工芸大学）
「「BTSJ自然会話コーパス」の対話システム研究での利用法について」

▶ 第 2部及び全体についての質疑応答・全体まとめ
•閉会の辞：山崎誠（国立国語研究所）

国際研究発表会・フォーラム
「北米における日本関連在外資料調査研究・活用—言語生活史研究に基づいた近現代の在外資料論の構築—」
研究発表会［2021.6.26，オンライン］

▶ 朝日祥之（国立国語研究所），原山浩介（日本大学）
「日系社会に関連する資料の収集・整備を通じた「在外資料論」の構築の試み」

▶ 秋山かおり（日本学術振興会特別研究員 PD/関西学院大学国際学部非常勤講師）
「『捕虜』収容所のなかの芝居と歌—ハワイと沖縄の共時性—」

▶ 井上史（Boston College大学院）
「比嘉トーマス太郎研究の意義および課題の検討英語圏の歴史研究との対話を通じて」

ねっこ日日学習辞書辞書の例文を作ってみよう | JLESA特別フォーラム |第 22回［2022.3.20，オンライン］
▶ 講師
砂川有里子（筑波大学名誉教授），関かおる（神田外語大学），尾沼玄也（拓殖大学），安田葵（三修社），浅
野未華（三修社），田中由紀（三修社）

▶ 企画
スプリヤ　・パタク　（ティラク大学　），ジャナシュルティ　・チャンドラ　（ジャワハルラール　・ネルー大学　），プラシャ　
ント　・パルデシ　（国立国語研究所　），ワムシ　・クリシュナ　（英語外国語大学　），アルン　・シャム　（英語外国語大学　）

（2）合同シンポジウム・研究発表会
複数のプロジェクトが共同でおこなうシンポジウムや研究発表会。

シンポジウム「津軽方言の統語・意味解析コーパス「松の木」の構築・公開：現状と課題」
［2022.1.17，弘前大学］

▶ プラシャント・パルデシ（国立国語研究所）
「現代語から津軽方言データの「統語・意味解析コーパス」構築・公開への展開」
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▶ 中村裕昭（名古屋経済大学），吉本啓（元東北大学）
「統語・意味解析コーパスによる津軽弁研究のきっかけ」

▶ Vance GWIDT，Alastair BUTLER，and ONO Mikoto（Hirosaki University）
“Matsunoki，a parsed corpus of the Tsugaru dialect”

▶ 質疑応答，ディスカッション

日本語文法研究のフロンティア—母語話者の日本語と学習者の日本語の対照研究を中心に—
［2022.2.26，オンライン］

▶ 開会の挨拶，趣旨説明：野田尚史（日本大学）
▶ 井上優（日本大学）
「願望疑問文と意志疑問文の日中対照」

▶ 中西久実子（京都外国語大学），張浩然（大連外国語大学）
「中国語や韓国語を母語とする日本語学習者の使用実態からみる日本語の「焦点」「強調」「例示」
—「日本には小京都がいくつかあるが，金沢｛は・が｝その一つである」などを例に—」

▶ 任ジェヒ（立教大学）
「韓国語を母語とする日本語学習者の理解過程からみる母語話者の日本語文法」

▶ 近藤めぐみ（日本大学大学院学生）
「タイ語を母語とする日本語学習者と日本語母語話者の比較を表す表現の対照」

▶ 村田裕美子（ミュンヘン大学）
「日本語母語話者と日本語学習者のフィラーの違い—海外で学ぶ日本語学習者のフィラーの習得に着
目して—」

▶ 中島晶子（パリ大学）
「学習者の誤用から見えてくる日本語の「類似」表現」

▶ 閉会の挨拶：石黒圭（国立国語研究所）

「現代語の意味の変化に対する計算的・統計力学的アプローチ」シンポジウム
［2022.3.9，オンラインおよび TKP東京駅セントラルカンファレンスセンター］
•ごあいさつ・本研究プロジェクトの概要：持橋大地（統計数理研究所）
•セッション I

▶ 相田太一（東京都立大学M2）
「単語分散表現の結合学習による通時的な単語の意味変化の検出」

▶ 井上誠一（東京都立大学M1），
「動的トピックモデルを用いた単語の通時的な意味変化のモデル化とその応用」

▶ 小林千真（東京都立大学M1）
「BERTを使用した日本語の単語の通時的な意味変化の分析」

•セッション II
▶ 古宮嘉那子（東京農工大学）
「日本語歴史コーパスの語義曖昧性解消の通時適応」

▶ 川崎義史（東京大学）
「分散表現を用いたロマンス語同源語の意味変化の分析」

•パネルセッション「言語変化のモデル化について」
登壇者：持橋大地（統計数理研究所），小木曽智信（国立国語研究所），小町守（東京都立大学），高村大也（産
業技術総合研究所），古宮嘉那子（東京農工大学），川崎義史（東京大学）
•クロージング：小木曽智信（国立国語研究所）
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（3）プロジェクトのシンポジウム・ワークショップ・研究発表会
プロジェクト等の主催で，例年は日本各地を会場として公開研究発表会や学術シンポジウム等を開催して
いるが，2021年度は主にオンラインで開催した。

第 1回「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」オンライン研究発表会（2021年度前期）
［2021.4.23，オンライン］

▶ 小川晋史（熊本県立大学）
「動詞に助詞・助動詞がついたときのアクセント再考—背景にある原理を考える」

フレーム意味論プロジェクト公開研究会［2021.4.25，オンライン］
▶ 陳奕廷（東京農工大学）
「動詞の関連事象に基づく言語分析—「飲む」と drinkから見る日本語と英語の結果構文—」

▶ 有薗智美（名古屋学院大学）
「フレーム意味論に基づく身体部位詞の分析—動詞慣用句を中心に—」

▶ 中嶌浩貴（島根大学）
「-er名詞のフレーム意味論的アプローチ」

第 2回「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」オンライン研究発表会（2021年度前期）
［2021.4.30，オンライン］

▶ 守本真帆（国立国語研究所）
「日本語の会話における超分節的特徴：アイデンティティー構築のための資源の検討」

第 3回「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」オンライン研究発表会（2021年度前期）
［2021.5.7，オンライン］

▶ 平田秀（武蔵野大学）
「三重県木本方言のアクセントにおける式について」

第 4回「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」オンライン研究発表会（2021年度前期）
［2021.5.14，オンライン］

▶ 髙橋康徳（神戸大学）
「上海語窄用式変調の研究小史と新たな問題点」

第 5回「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」オンライン研究発表会（2021年度前期）
［2021.5.21，オンライン］

▶ 高山知明（金沢大学）
「三重県志摩方言に見る前鼻子音の変化と問題点」

第 6回「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」オンライン研究発表会（2021年度前期）
［2021.5.28，オンライン］

▶ 松森晶子（日本女子大学）
「沖縄語首里方言の音節構造の変化と祖語の母音の音価推定」

第 6回学習者コーパス・ワークショップ&シンポジウム［2021.5.30，オンライン］
•シンポジウム

▶ 開会挨拶
▶ 基調講演
◦前川喜久雄（国立国語研究所）
「日本語コーパス：回顧と展望」

▶ パネルディスカッション「コーパス研究の醍醐味」
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▶ 中村裕昭（名古屋経済大学），吉本啓（元東北大学）
「統語・意味解析コーパスによる津軽弁研究のきっかけ」

▶ Vance GWIDT，Alastair BUTLER，and ONO Mikoto（Hirosaki University）
“Matsunoki，a parsed corpus of the Tsugaru dialect”

▶ 質疑応答，ディスカッション

日本語文法研究のフロンティア—母語話者の日本語と学習者の日本語の対照研究を中心に—
［2022.2.26，オンライン］

▶ 開会の挨拶，趣旨説明：野田尚史（日本大学）
▶ 井上優（日本大学）
「願望疑問文と意志疑問文の日中対照」

▶ 中西久実子（京都外国語大学），張浩然（大連外国語大学）
「中国語や韓国語を母語とする日本語学習者の使用実態からみる日本語の「焦点」「強調」「例示」
—「日本には小京都がいくつかあるが，金沢｛は・が｝その一つである」などを例に—」

▶ 任ジェヒ（立教大学）
「韓国語を母語とする日本語学習者の理解過程からみる母語話者の日本語文法」

▶ 近藤めぐみ（日本大学大学院学生）
「タイ語を母語とする日本語学習者と日本語母語話者の比較を表す表現の対照」

▶ 村田裕美子（ミュンヘン大学）
「日本語母語話者と日本語学習者のフィラーの違い—海外で学ぶ日本語学習者のフィラーの習得に着
目して—」

▶ 中島晶子（パリ大学）
「学習者の誤用から見えてくる日本語の「類似」表現」

▶ 閉会の挨拶：石黒圭（国立国語研究所）

「現代語の意味の変化に対する計算的・統計力学的アプローチ」シンポジウム
［2022.3.9，オンラインおよび TKP東京駅セントラルカンファレンスセンター］
•ごあいさつ・本研究プロジェクトの概要：持橋大地（統計数理研究所）
•セッション I

▶ 相田太一（東京都立大学M2）
「単語分散表現の結合学習による通時的な単語の意味変化の検出」

▶ 井上誠一（東京都立大学M1），
「動的トピックモデルを用いた単語の通時的な意味変化のモデル化とその応用」

▶ 小林千真（東京都立大学M1）
「BERTを使用した日本語の単語の通時的な意味変化の分析」

•セッション II
▶ 古宮嘉那子（東京農工大学）
「日本語歴史コーパスの語義曖昧性解消の通時適応」

▶ 川崎義史（東京大学）
「分散表現を用いたロマンス語同源語の意味変化の分析」

•パネルセッション「言語変化のモデル化について」
登壇者：持橋大地（統計数理研究所），小木曽智信（国立国語研究所），小町守（東京都立大学），高村大也（産
業技術総合研究所），古宮嘉那子（東京農工大学），川崎義史（東京大学）
•クロージング：小木曽智信（国立国語研究所）
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（3）プロジェクトのシンポジウム・ワークショップ・研究発表会
プロジェクト等の主催で，例年は日本各地を会場として公開研究発表会や学術シンポジウム等を開催して
いるが，2021年度は主にオンラインで開催した。

第 1回「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」オンライン研究発表会（2021年度前期）
［2021.4.23，オンライン］

▶ 小川晋史（熊本県立大学）
「動詞に助詞・助動詞がついたときのアクセント再考—背景にある原理を考える」

フレーム意味論プロジェクト公開研究会［2021.4.25，オンライン］
▶ 陳奕廷（東京農工大学）
「動詞の関連事象に基づく言語分析—「飲む」と drinkから見る日本語と英語の結果構文—」

▶ 有薗智美（名古屋学院大学）
「フレーム意味論に基づく身体部位詞の分析—動詞慣用句を中心に—」

▶ 中嶌浩貴（島根大学）
「-er名詞のフレーム意味論的アプローチ」

第 2回「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」オンライン研究発表会（2021年度前期）
［2021.4.30，オンライン］

▶ 守本真帆（国立国語研究所）
「日本語の会話における超分節的特徴：アイデンティティー構築のための資源の検討」

第 3回「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」オンライン研究発表会（2021年度前期）
［2021.5.7，オンライン］

▶ 平田秀（武蔵野大学）
「三重県木本方言のアクセントにおける式について」

第 4回「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」オンライン研究発表会（2021年度前期）
［2021.5.14，オンライン］

▶ 髙橋康徳（神戸大学）
「上海語窄用式変調の研究小史と新たな問題点」

第 5回「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」オンライン研究発表会（2021年度前期）
［2021.5.21，オンライン］

▶ 高山知明（金沢大学）
「三重県志摩方言に見る前鼻子音の変化と問題点」

第 6回「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」オンライン研究発表会（2021年度前期）
［2021.5.28，オンライン］

▶ 松森晶子（日本女子大学）
「沖縄語首里方言の音節構造の変化と祖語の母音の音価推定」

第 6回学習者コーパス・ワークショップ&シンポジウム［2021.5.30，オンライン］
•シンポジウム

▶ 開会挨拶
▶ 基調講演
◦前川喜久雄（国立国語研究所）
「日本語コーパス：回顧と展望」

▶ パネルディスカッション「コーパス研究の醍醐味」
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◦パネリスト
◆石川慎一郎（神戸大学）「英語学習者コーパス構築：作文・発話収集のネクストステップ」
◆木部暢子（国立国語研究所）「方言研究のコーパス構築：データに見ることばの地域差」
◆小磯花絵（国立国語研究所）「日本語日常会話コーパス構築：データに見る日常のことばの特徴」
◆迫田久美子（広島大学）「日本語学習者コーパス構築：データに見る学習者の学び方」

◦ディスカッサント：前川喜久雄（国立国語研究所）
◦司会：野山広（国立国語研究所）

•ワークショップ
▶ 初心者コース
▶ 既習者コース

第 7回「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」オンライン研究発表会（2021年度前期）
［2021.6.4，オンライン］

▶ 三村竜之（室蘭工業大学）
「デンマーク語 stoed研究の諸問題：共時論と通時論の両面から最善の音韻解釈を探る」

第 8回「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」オンライン研究発表会（2021年度前期）
［2021.6.11，オンライン］

▶ 文昶允（筑波大学），黄竹佑（名古屋学院大学），橋本大樹（上越教育大学）
「方言と音楽—音楽的知覚に対する音調パターンの影響—」

「日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」令和 3年度第 1回オンライン研究発表会
「格と形容詞」［2021.6.13，オンライン］
•あいさつ
•研究発表

▶ 松岡葵（九州大学大学院博士後期課程）
「福岡県柳川市方言における Property Conceptを表す語の品詞論：動詞との形態統語的な相違点に着
目して」

▶ 金田章宏（千葉大学）
「宮古語大神方言形容詞重複形の機能を中心に」

▶ 荻野千砂子（福岡教育大学），三苫麻里（福岡中央美術）
「福岡今津方言の格助詞ととりたて性」

▶ 山田高明（国立国語研究所 /一橋大学大学院博士課程）
「熊本県八代市方言の格：初期報告」

▶ 加藤幹治（日本学術振興会特別研究員 /東京外国語大学）
「徳之島伊仙方言の与格」

•ディスカッション

第 9回「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」オンライン研究発表会（2021年度前期）
［2021.6.18，オンライン］

▶ 黄竹佑（名古屋学院大学），陳姿因（東京大学），広瀬友紀（東京大学），伊藤たかね（東京大学）
「「間違っている声調」の脳内処理—台湾語変調 ERP実験の結果分析」

第 3回 Universal Dependencies公開研究会［2021.6.22，オンライン］
•口頭発表

▶ 浅原正幸（国立国語研究所）
「趣旨説明」
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▶ 大村舞（国立国語研究所）
「日本語Universal Dependenciesデータの作成・整備の概要」

▶ 松田寛（Megagon Labs）
「日本語Universal Dependenciesのための学習済み Transformersモデル公開に向けて」

▶ 伊藤薫（九州大学）
「UDにおける述語並列の記述と日本語並列表現の類型論的特徴」

▶ 岩本蘭（富士フイルムビジネスイノベーション）
「多言語UDの変遷が後段タスクに及ぼす影響」

▶ 神藤駿介（東京大学・産総研）
「UDを活用して文法把握能力の高い言語モデルを多言語へ拡張する」

•招待講演
▶ 安岡孝一（京都大学）
「世界のUniversal Dependenciesと係り受け解析ツール群」

•クロージング

第 10回「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」オンライン研究発表会（2021年度前期）
［2021.6.25，オンライン］

▶ 熊谷学而（関西大学）
「「ハリー・ポッター」シリーズにおける呪文名の音象徴：音節・有声阻害音・母音」

第 11回「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」オンライン研究発表会（2021年度前期）
［2021.7.2，オンライン］

▶ 姜英淑（島根県立大学）
「韓国語密陽方言の語形成とアクセント—混成語形成を中心に—」

「SPOT（Syntax-Prosody in Optimality Theory）とOT Workplace」実践ワークショップ
［2021.7.17–18，オンライン］
• Instructor

▶ Dr. Jenny Bellik（University of California，Santa Cruz）
•Assistants

▶ Michinori Suzuki（ICU）
▶ B. Paris Fleming（ICU）
▶ Richard Bibbs（University of California，Santa Cruz）
▶ Nick Van Handel（University of California，Santa Cruz）
▶ Ed Shingler（University of California，Santa Cruz）

•Organized by
▶ Haruo Kubuzono（NINJAL）
▶ Seunghun J. Lee（ICU）

•Sponsored by
▶ ICU Linguistics Lab
▶ NINJAL collaborative research project ‘Cross-linguistic Studies of Japanese Prosody and Grammar’
▶ The Phonological Society of Japan
▶ The Phonetic Society of Japan

2021年 7月 17日
•SPOT workshop
•SPOT practice
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◦パネリスト
◆石川慎一郎（神戸大学）「英語学習者コーパス構築：作文・発話収集のネクストステップ」
◆木部暢子（国立国語研究所）「方言研究のコーパス構築：データに見ることばの地域差」
◆小磯花絵（国立国語研究所）「日本語日常会話コーパス構築：データに見る日常のことばの特徴」
◆迫田久美子（広島大学）「日本語学習者コーパス構築：データに見る学習者の学び方」

◦ディスカッサント：前川喜久雄（国立国語研究所）
◦司会：野山広（国立国語研究所）

•ワークショップ
▶ 初心者コース
▶ 既習者コース

第 7回「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」オンライン研究発表会（2021年度前期）
［2021.6.4，オンライン］

▶ 三村竜之（室蘭工業大学）
「デンマーク語 stoed研究の諸問題：共時論と通時論の両面から最善の音韻解釈を探る」

第 8回「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」オンライン研究発表会（2021年度前期）
［2021.6.11，オンライン］

▶ 文昶允（筑波大学），黄竹佑（名古屋学院大学），橋本大樹（上越教育大学）
「方言と音楽—音楽的知覚に対する音調パターンの影響—」

「日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」令和 3年度第 1回オンライン研究発表会
「格と形容詞」［2021.6.13，オンライン］
•あいさつ
•研究発表

▶ 松岡葵（九州大学大学院博士後期課程）
「福岡県柳川市方言における Property Conceptを表す語の品詞論：動詞との形態統語的な相違点に着
目して」

▶ 金田章宏（千葉大学）
「宮古語大神方言形容詞重複形の機能を中心に」

▶ 荻野千砂子（福岡教育大学），三苫麻里（福岡中央美術）
「福岡今津方言の格助詞ととりたて性」

▶ 山田高明（国立国語研究所 /一橋大学大学院博士課程）
「熊本県八代市方言の格：初期報告」

▶ 加藤幹治（日本学術振興会特別研究員 /東京外国語大学）
「徳之島伊仙方言の与格」

•ディスカッション

第 9回「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」オンライン研究発表会（2021年度前期）
［2021.6.18，オンライン］

▶ 黄竹佑（名古屋学院大学），陳姿因（東京大学），広瀬友紀（東京大学），伊藤たかね（東京大学）
「「間違っている声調」の脳内処理—台湾語変調 ERP実験の結果分析」

第 3回 Universal Dependencies公開研究会［2021.6.22，オンライン］
•口頭発表

▶ 浅原正幸（国立国語研究所）
「趣旨説明」
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▶ 大村舞（国立国語研究所）
「日本語Universal Dependenciesデータの作成・整備の概要」

▶ 松田寛（Megagon Labs）
「日本語Universal Dependenciesのための学習済み Transformersモデル公開に向けて」

▶ 伊藤薫（九州大学）
「UDにおける述語並列の記述と日本語並列表現の類型論的特徴」

▶ 岩本蘭（富士フイルムビジネスイノベーション）
「多言語UDの変遷が後段タスクに及ぼす影響」

▶ 神藤駿介（東京大学・産総研）
「UDを活用して文法把握能力の高い言語モデルを多言語へ拡張する」

•招待講演
▶ 安岡孝一（京都大学）
「世界のUniversal Dependenciesと係り受け解析ツール群」

•クロージング

第 10回「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」オンライン研究発表会（2021年度前期）
［2021.6.25，オンライン］

▶ 熊谷学而（関西大学）
「「ハリー・ポッター」シリーズにおける呪文名の音象徴：音節・有声阻害音・母音」

第 11回「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」オンライン研究発表会（2021年度前期）
［2021.7.2，オンライン］

▶ 姜英淑（島根県立大学）
「韓国語密陽方言の語形成とアクセント—混成語形成を中心に—」

「SPOT（Syntax-Prosody in Optimality Theory）とOT Workplace」実践ワークショップ
［2021.7.17–18，オンライン］
• Instructor

▶ Dr. Jenny Bellik（University of California，Santa Cruz）
•Assistants

▶ Michinori Suzuki（ICU）
▶ B. Paris Fleming（ICU）
▶ Richard Bibbs（University of California，Santa Cruz）
▶ Nick Van Handel（University of California，Santa Cruz）
▶ Ed Shingler（University of California，Santa Cruz）

•Organized by
▶ Haruo Kubuzono（NINJAL）
▶ Seunghun J. Lee（ICU）

•Sponsored by
▶ ICU Linguistics Lab
▶ NINJAL collaborative research project ‘Cross-linguistic Studies of Japanese Prosody and Grammar’
▶ The Phonological Society of Japan
▶ The Phonetic Society of Japan

2021年 7月 17日
•SPOT workshop
•SPOT practice
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2021年 7月 18日
•OT Workplace workshop
•OT Workplace practice

政策評価の在り方について考える～過去・現在・未来～オンラインフォーラム［2021.7.31，オンライン］
•第一部：政策評価の意義と重要性について

▶ 趣旨説明
▶ 講演
◦南島和久（新潟大学）
「政策評価と私～政策評価法，評価，運用改善の事例，EBPM等を踏まえつつ」

•第二部：政策評価の実例からみえてくること
▶ ワークショップ
◦南島和久（新潟大学）
「「政策評価」や分析の方法に関して事例から学ぶ」

▶ 鼎談&意見交換会
◦南島和久（新潟大学），野山広（国立国語研究所），工藤和宏（獨協大学）
「政策評価の課題と展望：可能性とアカウンタビリティ」

▶ 閉会・ご挨拶

フィールド言語学ウェビナー 2021［2021.8.19，オンライン］
•開会の挨拶
•第 1部

▶ マシュー・ジスク（東北大学）
「日本語記述のためのグロスの付け方と音素表記：古典日本語・訓点語を一例に」

•第 2部
▶ 木本幸憲（兵庫県立大学），麻生玲子（名桜大学），中川奈津子（国立国語研究所），倉部慶太（東京外国語大
学アジア・アフリカ言語文化研究所），児倉徳和（東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所）
「言語記述とドキュメンテーションのための ELAN活用法」

•閉会の挨拶

言語資源活用ワークショップ 2021［2021.9.13–14，オンライン］
2021年 9月 13日
•オープニング
•ポスターセッション 1（学生セッション）

▶ 俵匠見（宮崎県立五ヶ瀬中等教育学校）
「現代短歌における字余りとリズムの考察」

▶ 沖本与子（一橋大学）
「対のある自他動詞における日本語学習者の誤用例の傾向—「寺村誤用例集」と「I-JAS」の比較—」

▶ 胡佳芮（一橋大学）
「歌詞における二重表記の使用実態と変化：「J-POP」が誕生した後の 10年間において」

▶ 小川雅貴，岸山健（東京大学）
「壁塗り代換に共起する結果述語形容詞の予備調査：係り受け解析器を利用した統語構造に基づくデー
タ抽出の一実践」

▶ 西島光洋（清華大学 /東京工業大学）
「アジア／ヨーロッパ言語母語の日本語学習者による品詞使用量の差異—I-JASの 2つの作文タスク
を用いた調査—」

66 II 共同研究と共同利用

▶ 岡本沙紀（東京大学），落合哉人（筑波大学）
「絵文字の統語的分類に関する調査」

▶ 島崎英香（専修大学）
「書き言葉における日本語学習者の副詞の使用実態—I-JASを用いて中国・韓国語話者を中心に—」

•音声言語スペシャルセッション
▶ 前川喜久雄（国立国語研究所）
「リアルタイムMRI動画データベースプロジェクトの概要と調音音声学への応用」

▶ 浅井拓也（早稲田大学），菊池英明（早稲田大学），前川喜久雄（国立国語研究所）
「リアルタイムMRI調音動画データの閲覧および解析環境の開発」

▶ 竹本浩典，天野沢海（千葉工業大学）
「リアルタイムMRI動画から抽出した声道の輪郭に基づく平均声道の基礎的検討」

▶ 能田由紀子（国立国語研究所），北村達也（甲南大学）
「口蓋 3次元データの作成とWAVEでの発話計測実験への応用」

▶ 丹治涼，大村英史，澤田隼，桂田浩一（東京理科大学）
「転置畳み込みニューラルネットワークを用いた rtMRIデータからの調音-音響変換」

•ポスターセッション 2
▶ 岩崎拓也　（国立国語研究所　），福留奈美　（東京聖栄大学　），伊尾木将之　（クックパッド株式会社　（慶應義塾大学　））
「クックパッドの料理名におけるオノマトペと記号の基礎分析—ABAB型オノマトペと顔文字の使用
に着目して—」

▶ 加藤祥（目白大学），森山奈々美（所属なし），浅原正幸（国立国語研究所）
「『現代日本語書き言葉均衡コーパス』新聞記事情報を用いたジャンル別語彙分布」

▶ 居關友里子，小磯花絵（国立国語研究所）
「子どもの発話順番取得のストラテジーに関する予備的考察—園児の話し合い活動の事例分析から—」

▶ 三枝令子（専修大学），本多由美子（一橋大学，国立国語研究所）
「医学書テキストのたとえる表現—「ような」、接尾辞「様（ヨウ）」の特徴」

▶ 近藤明日子（人間文化研究機構 /国立国語研究所）
「明治初期の口語体書き言葉における一人称代名詞」

▶ 庵功雄（一橋大学）
「「は」と「が」の使い分けのあり方を定量的に確認する試み」

▶ 山崎誠（国立国語研究所）
「テキストにおける同音異義語の分布」

▶ 石本祐一（国立国語研究所）
「『日本語日常会話コーパス』で観察される日常会話音声の F0の多様性」

2021年 9月 14日
•ポスターセッション 3

▶ 加藤祥（目白大学），浅原正幸（国立国語研究所）
「『現代日本語書き言葉均衡コーパス』出版書籍サンプルのNDC別語彙分布」

▶ 渡邊友香，西川賢哉（国立国語研究所）
「『日本語日常会話コーパス』での形態素解析：誤解析箇所の分析」

▶ 臼田泰如（国立国語研究所）
「日本語日常会話における非並列用法の「とか」による引用の分析」

▶ 東泉裕子（明治大学他），髙橋圭子（東洋大学他）
「現代日本語における漢語「正直」の副詞用法」

▶ 加藤恵梨（大手前大学）
「児童・生徒の作文で使用されている自称詞について」
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2021年 7月 18日
•OT Workplace workshop
•OT Workplace practice

政策評価の在り方について考える～過去・現在・未来～オンラインフォーラム［2021.7.31，オンライン］
•第一部：政策評価の意義と重要性について

▶ 趣旨説明
▶ 講演
◦南島和久（新潟大学）
「政策評価と私～政策評価法，評価，運用改善の事例，EBPM等を踏まえつつ」

•第二部：政策評価の実例からみえてくること
▶ ワークショップ
◦南島和久（新潟大学）
「「政策評価」や分析の方法に関して事例から学ぶ」

▶ 鼎談&意見交換会
◦南島和久（新潟大学），野山広（国立国語研究所），工藤和宏（獨協大学）
「政策評価の課題と展望：可能性とアカウンタビリティ」

▶ 閉会・ご挨拶

フィールド言語学ウェビナー 2021［2021.8.19，オンライン］
•開会の挨拶
•第 1部

▶ マシュー・ジスク（東北大学）
「日本語記述のためのグロスの付け方と音素表記：古典日本語・訓点語を一例に」

•第 2部
▶ 木本幸憲（兵庫県立大学），麻生玲子（名桜大学），中川奈津子（国立国語研究所），倉部慶太（東京外国語大
学アジア・アフリカ言語文化研究所），児倉徳和（東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所）
「言語記述とドキュメンテーションのための ELAN活用法」

•閉会の挨拶

言語資源活用ワークショップ 2021［2021.9.13–14，オンライン］
2021年 9月 13日
•オープニング
•ポスターセッション 1（学生セッション）

▶ 俵匠見（宮崎県立五ヶ瀬中等教育学校）
「現代短歌における字余りとリズムの考察」

▶ 沖本与子（一橋大学）
「対のある自他動詞における日本語学習者の誤用例の傾向—「寺村誤用例集」と「I-JAS」の比較—」

▶ 胡佳芮（一橋大学）
「歌詞における二重表記の使用実態と変化：「J-POP」が誕生した後の 10年間において」

▶ 小川雅貴，岸山健（東京大学）
「壁塗り代換に共起する結果述語形容詞の予備調査：係り受け解析器を利用した統語構造に基づくデー
タ抽出の一実践」

▶ 西島光洋（清華大学 /東京工業大学）
「アジア／ヨーロッパ言語母語の日本語学習者による品詞使用量の差異—I-JASの 2つの作文タスク
を用いた調査—」
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▶ 岡本沙紀（東京大学），落合哉人（筑波大学）
「絵文字の統語的分類に関する調査」

▶ 島崎英香（専修大学）
「書き言葉における日本語学習者の副詞の使用実態—I-JASを用いて中国・韓国語話者を中心に—」

•音声言語スペシャルセッション
▶ 前川喜久雄（国立国語研究所）
「リアルタイムMRI動画データベースプロジェクトの概要と調音音声学への応用」

▶ 浅井拓也（早稲田大学），菊池英明（早稲田大学），前川喜久雄（国立国語研究所）
「リアルタイムMRI調音動画データの閲覧および解析環境の開発」

▶ 竹本浩典，天野沢海（千葉工業大学）
「リアルタイムMRI動画から抽出した声道の輪郭に基づく平均声道の基礎的検討」

▶ 能田由紀子（国立国語研究所），北村達也（甲南大学）
「口蓋 3次元データの作成とWAVEでの発話計測実験への応用」

▶ 丹治涼，大村英史，澤田隼，桂田浩一（東京理科大学）
「転置畳み込みニューラルネットワークを用いた rtMRIデータからの調音-音響変換」

•ポスターセッション 2
▶ 岩崎拓也　（国立国語研究所　），福留奈美　（東京聖栄大学　），伊尾木将之　（クックパッド株式会社　（慶應義塾大学　））
「クックパッドの料理名におけるオノマトペと記号の基礎分析—ABAB型オノマトペと顔文字の使用
に着目して—」

▶ 加藤祥（目白大学），森山奈々美（所属なし），浅原正幸（国立国語研究所）
「『現代日本語書き言葉均衡コーパス』新聞記事情報を用いたジャンル別語彙分布」

▶ 居關友里子，小磯花絵（国立国語研究所）
「子どもの発話順番取得のストラテジーに関する予備的考察—園児の話し合い活動の事例分析から—」

▶ 三枝令子（専修大学），本多由美子（一橋大学，国立国語研究所）
「医学書テキストのたとえる表現—「ような」、接尾辞「様（ヨウ）」の特徴」

▶ 近藤明日子（人間文化研究機構 /国立国語研究所）
「明治初期の口語体書き言葉における一人称代名詞」

▶ 庵功雄（一橋大学）
「「は」と「が」の使い分けのあり方を定量的に確認する試み」

▶ 山崎誠（国立国語研究所）
「テキストにおける同音異義語の分布」

▶ 石本祐一（国立国語研究所）
「『日本語日常会話コーパス』で観察される日常会話音声の F0の多様性」

2021年 9月 14日
•ポスターセッション 3

▶ 加藤祥（目白大学），浅原正幸（国立国語研究所）
「『現代日本語書き言葉均衡コーパス』出版書籍サンプルのNDC別語彙分布」

▶ 渡邊友香，西川賢哉（国立国語研究所）
「『日本語日常会話コーパス』での形態素解析：誤解析箇所の分析」

▶ 臼田泰如（国立国語研究所）
「日本語日常会話における非並列用法の「とか」による引用の分析」

▶ 東泉裕子（明治大学他），髙橋圭子（東洋大学他）
「現代日本語における漢語「正直」の副詞用法」

▶ 加藤恵梨（大手前大学）
「児童・生徒の作文で使用されている自称詞について」
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▶ 天谷晴香，田中弥生（国立国語研究所）
「マルチアクティビティにおける作業の優先と会話の補填：共同調理場面・他者化粧場面を例に」

•招待講演
▶ 小野順貴（東京都立大学）
「非同期分散マイクロフォンを活用する音響信号処理」

▶ 森大毅（宇都宮大学）
「日常会話の韻律への挑戦：深層学習による話者混在音声の韻律の分析」

•ポスターセッション 4
▶ 山口昌也（国立国語研究所），栁田直美（一橋大学）
「フィッシュボウル方式のディスカッション練習における学習者のビデオアノテーション結果の分析」

▶ 櫻井芽衣子（日本工業大学）
「「つまり」による換言に及ぼす文脈の影響」

▶ 滕越（東京大学 /国立国語研究所），小磯花絵（国立国語研究所）
「日中バイリンガル児の中国語の発達に関する事例研究—物の受け渡しにおける「　　　　（ありがとう）」
に着目して—」

▶ 金青華（筑波大学）
「応答発話に用いられる「私は」と「私」」

▶ 春木良且（フェリス女学院大学），伊藤玲美（上智大学）
「「みんなの意見」から物語を生成できるか—ソーシャルリスニングによる物語生成の可能性—」

▶ 今田水穂（筑波大学）
「児童作文における係り受け距離と階層距離」

•クロージング

シンポジウム「ビジネス日本語の研究と教育—文書改善に必要な条件を探る—」［2021.9.25，オンライン］
•司会：石黒圭（国立国語研究所）
•開会の言葉：石黒圭（国立国語研究所）
•開催の趣旨：熊野健志（富士通株式会社）
•第 1部セッション 1

▶ 田中啓行（中央学院大学）
「ビジネス文書における発注作業の内容の伝え方」

▶ 李婷（日本大学）
「ビジネス文書における形態素的特徴」

▶ 岩崎拓也（国立国語研究所 /人間文化研究機構）
「ビジネス文書における始め方と終わり方の特徴」

▶ 横野光（明星大学）
「文書作成に役立つ検索の Tips」

•第 2部セッション 2
▶ 浅井達哉（富士通株式会社）
「AIによる効果的な文書表現の発見」

▶ 柳瀬隆史（富士通株式会社）
「統計分析とAI分析に基づくよい文書とは」

▶ 井上雄太（国立国語研究所 /一橋大学大学院）
「ビジネス文書が伝える人物像」

▶ アンドレイ・ベケシュ（リュブリャナ大学名誉教授）
「Web空間の労働における労使関係と言葉」
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•質疑応答
•閉会の言葉：熊野健志（富士通株式会社）

「統語・意味解析コーパスの開発と言語研究」オンライン研究発表会［2021.11.19，オンライン］
▶ 堀内仁（国際教養大学専門職大学院）
「SUGINOKI：日本語学習者言語ツリーバンク」

「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」研究発表会（ワークショップ「日琉諸語の疑問・不定表現
をめぐる韻律的現象：類型論的枠組みの提案と通時的考察」）［2021.11.21，オンライン］
•企画：佐藤久美子（国立国語研究所）
•司会：青井隼人（国立国語研究所 /東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所）
•コメンテーター：五十嵐陽介（国立国語研究所）
•趣旨説明：佐藤久美子（国立国語研究所）
•発表

▶ 佐藤久美子（国立国語研究所）
「日琉諸語の疑問・不定表現における韻律的現象の類型化の提案」

▶ セリック・ケナン（国立国語研究所）
「南琉球宮古語の疑問・不定表現におけるアクセントの交替」

▶ 中澤光平（東京大学）
「疑問・不定表現における韻律的現象の通時的考察」

•コメンテーターによる評価
•全体討論

「北米における日本関連在外資料調査研究・活用—言語生活史研究に基づいた近現代の在外資料論の構築—」
研究発表会［2021.11.27，オンライン］

▶ 朝日祥之（国立国語研究所），松平けあき（国立国語研究所），宮崎早季（国立国語研究所），髙山善裕（国立
国会図書館）
「日系移民音声資料の整備と課題：音声資料のシノプシス作成をめぐって」

▶ 高田智和（国立国語研究所）
「布哇教育会『日本語読本』全文データの公開」

▶ 横山香奈（大阪工業大学）
「ハワイ日系人のアイデンティティ：オーラルヒストリーから辿る一考察」

▶ 柳澤幾美（名古屋外国語大学）
「船上の「写真花嫁」と「スチュワーデス」の物語」

▶ 坂梨健太（京都大学）
「ハワイ島における学生実習の構築と「食の循環」—農学・農業，日系移民の視点から」

「日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」令和 3年度第 2回オンライン研究発表会
［2021.12.12，オンライン］
•あいさつ
•研究発表

▶ 原田走一郎（長崎大学）
「長崎県藪路木島方言における助詞「ぞ」についての初期報告」

▶ 狩俣繁久（琉球大学）
「琉球諸語の焦点助詞の機能」
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▶ 天谷晴香，田中弥生（国立国語研究所）
「マルチアクティビティにおける作業の優先と会話の補填：共同調理場面・他者化粧場面を例に」
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▶ 小野順貴（東京都立大学）
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▶ 森大毅（宇都宮大学）
「日常会話の韻律への挑戦：深層学習による話者混在音声の韻律の分析」

•ポスターセッション 4
▶ 山口昌也（国立国語研究所），栁田直美（一橋大学）
「フィッシュボウル方式のディスカッション練習における学習者のビデオアノテーション結果の分析」

▶ 櫻井芽衣子（日本工業大学）
「「つまり」による換言に及ぼす文脈の影響」

▶ 滕越（東京大学 /国立国語研究所），小磯花絵（国立国語研究所）
「日中バイリンガル児の中国語の発達に関する事例研究—物の受け渡しにおける「　　　　（ありがとう）」
に着目して—」

▶ 金青華（筑波大学）
「応答発話に用いられる「私は」と「私」」

▶ 春木良且（フェリス女学院大学），伊藤玲美（上智大学）
「「みんなの意見」から物語を生成できるか—ソーシャルリスニングによる物語生成の可能性—」

▶ 今田水穂（筑波大学）
「児童作文における係り受け距離と階層距離」

•クロージング

シンポジウム「ビジネス日本語の研究と教育—文書改善に必要な条件を探る—」［2021.9.25，オンライン］
•司会：石黒圭（国立国語研究所）
•開会の言葉：石黒圭（国立国語研究所）
•開催の趣旨：熊野健志（富士通株式会社）
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▶ 田中啓行（中央学院大学）
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「ビジネス文書における形態素的特徴」

▶ 岩崎拓也（国立国語研究所 /人間文化研究機構）
「ビジネス文書における始め方と終わり方の特徴」

▶ 横野光（明星大学）
「文書作成に役立つ検索の Tips」

•第 2部セッション 2
▶ 浅井達哉（富士通株式会社）
「AIによる効果的な文書表現の発見」

▶ 柳瀬隆史（富士通株式会社）
「統計分析とAI分析に基づくよい文書とは」
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•コメンテーター：五十嵐陽介（国立国語研究所）
•趣旨説明：佐藤久美子（国立国語研究所）
•発表
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▶ 朝日祥之（国立国語研究所），松平けあき（国立国語研究所），宮崎早季（国立国語研究所），髙山善裕（国立
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「日系移民音声資料の整備と課題：音声資料のシノプシス作成をめぐって」

▶ 高田智和（国立国語研究所）
「布哇教育会『日本語読本』全文データの公開」

▶ 横山香奈（大阪工業大学）
「ハワイ日系人のアイデンティティ：オーラルヒストリーから辿る一考察」

▶ 柳澤幾美（名古屋外国語大学）
「船上の「写真花嫁」と「スチュワーデス」の物語」

▶ 坂梨健太（京都大学）
「ハワイ島における学生実習の構築と「食の循環」—農学・農業，日系移民の視点から」

「日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」令和 3年度第 2回オンライン研究発表会
［2021.12.12，オンライン］
•あいさつ
•研究発表

▶ 原田走一郎（長崎大学）
「長崎県藪路木島方言における助詞「ぞ」についての初期報告」

▶ 狩俣繁久（琉球大学）
「琉球諸語の焦点助詞の機能」
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▶ 當山奈那（琉球大学）
「琉球諸語の使役文」

▶ 金田章宏（千葉大学）
「宮古語大神方言動作や変化の局面に関わる諸形式」

▶ 中澤光平（東京大学）
「『どぅなんむぬい辞典』に見られる現在の与那国方言の諸特徴」

▶ 下地理則（九州大学）
「琉球諸語における除括性（clusivity）—調査票の提案と今後の展望」

•総括のことば：木部暢子（国立国語研究所）

「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」オンライン研究発表会（2021年度後期）
［2021.12.18，オンライン］

▶ 髙城隆一（東京大学大学院学生），黒木邦彦（神戸松蔭女子学院大学）
「音調的語と形態統語的語との齟齬：鹿児島県中西部方言の事例から」

▶ 中澤光平（東京大学）
「南琉球与那国方言の撥音化と喉頭音化：音韻変化の条件と相対年代」

▶ セリック・ケナン（国立国語研究所），青井隼人（国立国語研究所 /東京外国語大学アジア・アフリカ言語
文化研究所）
「宮古語多良間方言におけるアクセント単位の定義に関する試論」

「統語・意味解析コーパスの開発と言語研究」オンライン研究発表会［2021.12.22，オンライン］
▶ 三好伸芳（実践女子大学）
「統語情報付きコーパス（NPCMJ）を用いた「構文」の分析」

シンポジウム　「津軽方言の統語・意味解析コーパス　「松の木」の構築・公開：現状と課題」［2022.1.17，弘前大学］
▶ プラシャント・パルデシ（国立国語研究所）
「現代語から津軽方言データの「統語・意味解析コーパス」構築・公開への展開」

▶ 中村裕昭（名古屋経済大学），吉本啓（元東北大学）
「統語・意味解析コーパスによる津軽弁研究のきっかけ」

▶ Vance GWIDT，Alastair BUTLER，and ONO Mikoto（Hirosaki University）
“Matsunoki，a parsed corpus of the Tsugaru dialect”

▶ 質疑応答，ディスカッション

「発達障害児の聞き取りの困難さの要因を探る実証研究」研究発表会［2022.1.22，オンライン］
▶ 藤野博（東京学芸大学）
「自閉スペクトラム症の児童の言語コミュニケーションの特徴と認知特性」

▶ 松井智子（中央大学）
「自閉スペクトラム症児童の母語と非母語の音韻の識別について」

▶ 内田真理子（中央大学）
「発達障害児の音韻カテゴリ知覚と文理解・文表出能力の関係について」

▶ 三浦優生（愛媛大学）
「ASD児・定型発達児における文脈情報を用いた発話理解」

▶ 池田一成（東京学芸大学）
「事象関連電位が示唆する自閉症スペクトラム傾向と感覚処理偏倚の神経機構」

「多文化共生社会における日本語の言語的障壁の低減に関する研究」公開シンポジウム「ポスト /ウイズコロ
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ナ時代の外国人受け入れと「やさしい日本語」」［2022.2.12，オンライン］
•趣旨説明

▶ 庵功雄（一橋大学）
「30年後の日本社会と「やさしい日本語」」

•基調講演
▶ 橋本直子（一橋大学）
「世界における移民・移住政策の現状」

•話題提供
▶ 毛受敏浩（日本国際交流センター）
「ポスト /ウイズコロナ時代における日本の移民政策のあり方」

▶ 淺海一郎（内定ブリッジ株式会社）
「ポスト /ウイズコロナ時代における日本で働く外国人の労働環境と人権」

▶ 二子石優（一橋大学博士課程）
「ポスト /ウイズコロナ時代における日本語教育の場としての日本語学校」

•パネルディスカッション：「ポスト /ウイズコロナ時代における外国人受け入れ」
•全体討論
•閉会の辞

シンポジウム「日常会話コーパス」VII［2022.3.7，オンライン］
•開会挨拶
•口頭発表 1

▶ 小磯花絵（国立国語研究所）
「『日本語日常会話コーパス』を活用した話し言葉研究の可能性」

•ポスターセッションA
▶ 山本真理（関西学院大学）
「自己開始修復に対する聞き手反応：日本語学習者の振る舞いの分析から」

▶ 村井源，松本斉子（公立はこだて未来大学）
「日常会話と物語会話の比較：文体と語用論的機能の観点から」

▶ 森本郁代（関西学院大学）
「武道における身体化された指導：「相手の身体に触れる」ふるまいの分析から」

▶ 鈴木あすみ（国立障害者リハビリテーションセンター研究所 /東北大学大学院），直江大河（国立障害者リ
ハビリテーションセンター研究所 /東北大学大学院），小磯花絵（国立国語研究所），幕内充（国立障害者
リハビリテーションセンター研究所），
「『日本語日常会話コーパス』における終助詞産出量の個人差とAQの相関」

▶ 菊池英明（早稲田大学），山田高明（国立国語研究所），小磯花絵（国立国語研究所）
「日本語日常会話コーパスに対するイントネーションラベリング」

▶ 浅原正幸，若狭絢（国立国語研究所）
「『日本語日常会話コーパス』に対する係り受け情報アノテーション」

▶ 田中弥生（国立国語研究所）
「会議の談話の脱文脈化の観点からの分析」

•ポスターセッションB
▶ 佐藤理史（名古屋大学）
「多様な形式の発話文の合成を可能とする辞書とツール」

▶ 鈴木亮子（慶應義塾大学）
「いやいや：ほめへの応答パターン」
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▶ 南木春希，山岡洸瑛，若林佑幸，小野順貴（東京都立大学）
「『日本語日常会話コーパス』における発話の重なり分析とそれに対する音源分離の検討」

▶ 佐野真一郎（慶應義塾大学）
「話し言葉・書き言葉に見るら抜き言葉の分布特徴」

▶ 越智景子（京都大学），小野順貴（東京都立大学），大和田啓峰（東京大学），黒田美穂（東京大学），嵯峨山茂
樹（東京大学），山末英典（浜松医科大学・東京大学）
「『日本語日常会話コーパス』を事前学習に用いた深層学習による自閉症の対話同調分析」

▶ 柏野和佳子（国立国語研究所）
「省略やぼかしに用いられる語の使用実態調査」

▶ 居關友里子（国立国語研究所）
「『日本語日常会話コーパス』談話行為アノテーションにみる聞き手反応」

•ポスターセッションC
▶ 田中博子（元エセックス大学）
「カテゴリー描写の微調整連鎖における話者によるファジィ論理の適用」

▶ 千葉祐弥（NTT），東中竜一郎（名古屋大学）
「日常会話エージェントの構築を目標とした対話状況認識と日常会話の構成要素の特定」

▶ 清水まさ子（国際交流基金日本語国際センター）
「現実会話における引用表現「ッテ＋イウ」の使われ方—小説内会話と比較して—」

▶ 松隈杏梨（専修大学），丸山岳彦（専修大学 /国立国語研究所）
「書く技能・話す技能における日本人児童と JSL児童の接続詞使用」

▶ 若松史恵（一橋大学大学院），伝康晴（千葉大学）
「『日本語日常会話コーパス』の転記テキストの詳細化—相互行為研究の観点から—」

▶ 天谷晴香（国立国語研究所）
「マルチアクティビティにおける「行動」と「実況」の発話」

▶ 石本祐一（国立国語研究所）
「『日本語日常会話コーパス』にみる日常会話音声の基本周波数の多様性」

•ポスターセッションD
▶ 大野剛（アルバータ大学），鈴木亮子（慶應義塾大学）
「会話における pseudo-cleftってこっちじゃない？」

▶ 田中祐輔（青山学院大学）
「1950年代から 2000年代までの日本語教科書指導項目の使用実態調査—4つの会話コーパスを用い
た計量調査から—」

▶ 横森大輔（京都大学）
「「はい」と「うん」：楽器レッスン場面における聞き手行動の分析」

▶ 野口芙美（東京福祉大学）
「否定応答とポライトネス」

▶ 浅原正幸（国立国語研究所）
「『分類語彙表』に対する位相情報付与」

▶ 臼田泰如（国立国語研究所）
「「笑い話」を挿入するということ：affiliativeな語りのためのプラクティス」

▶ 山口昌也（国立国語研究所）
「話者の立場に着目した国会会議録における言語表現の通時的分析」

•ポスターセッション E
▶ 早野薫（日本女子大学）
「3人（以上）会話における 2つ目応答」
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▶ 森大毅（宇都宮大学）
「『日本語日常会話コーパス』を対象とした話者混在音声の韻律の分析」

▶ 勝又智，坂田大直（レトリバ）
「CSJを用いた日本語話し言葉BERTの作成」

▶ 大村舞，柏野和佳子，山崎誠（国立国語研究所）
「『日本語日常会話コーパス』の語彙表および語数表」

▶ 滕越（東京大学大学院 /国立国語研究所）
「「兄らしさ」はどのように形成されるか：4歳男児の家族間会話の事例を通して」

▶ 川端良子（国立国語研究所）
「『日本語日常会話コーパス』にみる主題変更の方略」

•口頭発表 2
▶ 山崎誠（国立国語研究所）
「『日本語日常会話コーパス』の会話と小説の会話の比較」

•口頭発表 3
▶ 伝康晴（千葉大学）
「『日本語日常会話コーパス』が拓く相互行為研究の可能性」

•口頭発表 4
▶ 丸山岳彦（専修大学・国立国語研究所）
「『昭和話し言葉コーパス』の設計・構築と「通時音声コーパス」への展開」

•閉会挨拶

第 17回音韻論フェスタ（2022）/ Phonology Festa 17（2022）［2022.3.7–8，オンライン］
2022年 3月 7日
•Keynote Lecture 1

Chair：窪薗晴夫（国立国語研究所）/ Haruo Kubozono（NINJAL）
▶ Rachel Walker（UC Santa Cruz）

“The representation of subsegmental structure and quantity for rhotics in American English rhymes”

•Session 1：Prosodic Patterns in Japanese
Chair：本間猛（東京都立大学）/ Takeru Honma（Tokyo Metropolitan University）
▶ Takaomi Kato（Sophia University），Manami Hirayama（Seikei University），and Hyun Kyung Hwang
（University of Tsukuba）

“Ordering of attributive modifiers and downstep in Japanese”
▶ 渡邊靖史（国際教養大学）/ Seiji Watanabe（Akita International University）
「Microsoft Wordのテキスト編集機能のみを使用し短時間で作成できる日本語韻律教材」/ “How to
Create Japanese Prosody Teaching Materials Quickly Using Only the Text Editing Function in
Microsoft Word”
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▶ 南木春希，山岡洸瑛，若林佑幸，小野順貴（東京都立大学）
「『日本語日常会話コーパス』における発話の重なり分析とそれに対する音源分離の検討」

▶ 佐野真一郎（慶應義塾大学）
「話し言葉・書き言葉に見るら抜き言葉の分布特徴」

▶ 越智景子（京都大学），小野順貴（東京都立大学），大和田啓峰（東京大学），黒田美穂（東京大学），嵯峨山茂
樹（東京大学），山末英典（浜松医科大学・東京大学）
「『日本語日常会話コーパス』を事前学習に用いた深層学習による自閉症の対話同調分析」

▶ 柏野和佳子（国立国語研究所）
「省略やぼかしに用いられる語の使用実態調査」

▶ 居關友里子（国立国語研究所）
「『日本語日常会話コーパス』談話行為アノテーションにみる聞き手反応」
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▶ 田中博子（元エセックス大学）
「カテゴリー描写の微調整連鎖における話者によるファジィ論理の適用」
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「日常会話エージェントの構築を目標とした対話状況認識と日常会話の構成要素の特定」

▶ 清水まさ子（国際交流基金日本語国際センター）
「現実会話における引用表現「ッテ＋イウ」の使われ方—小説内会話と比較して—」

▶ 松隈杏梨（専修大学），丸山岳彦（専修大学 /国立国語研究所）
「書く技能・話す技能における日本人児童と JSL児童の接続詞使用」

▶ 若松史恵（一橋大学大学院），伝康晴（千葉大学）
「『日本語日常会話コーパス』の転記テキストの詳細化—相互行為研究の観点から—」

▶ 天谷晴香（国立国語研究所）
「マルチアクティビティにおける「行動」と「実況」の発話」

▶ 石本祐一（国立国語研究所）
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▶ 森大毅（宇都宮大学）
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Chair：窪薗晴夫（国立国語研究所）/ Haruo Kubozono（NINJAL）
▶ Rachel Walker（UC Santa Cruz）

“The representation of subsegmental structure and quantity for rhotics in American English rhymes”

•Session 1：Prosodic Patterns in Japanese
Chair：本間猛（東京都立大学）/ Takeru Honma（Tokyo Metropolitan University）
▶ Takaomi Kato（Sophia University），Manami Hirayama（Seikei University），and Hyun Kyung Hwang
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“Ordering of attributive modifiers and downstep in Japanese”
▶ 渡邊靖史（国際教養大学）/ Seiji Watanabe（Akita International University）
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•Session 2：Dialectal Variation
Chair：岡崎正男（茨城大学）/ Masao Okazaki（Ibaraki University）
▶ 桑本裕二（松江工業高等専門学校）/ Yuji Kuwamoto（National Institute of Technology，Matsue College）
「中国 5県の諸方言に見られる「–なさる」「–なさい」系の敬意表現について—特に鳥取県因幡方言お
よび伯耆方言と広島県安芸南部方言に焦点を当てた形態音韻論的考察—」/ “A morphophonological
study of politeness forms in Japanese dialects in Chugoku region derived from –nasaru/–nasai”

▶ 新田哲夫（金沢大学）/ Tetsuo Nitta（Kanazawa University）
「南琉球池間方言アクセントの動的音韻解釈」/ “A dynamic analysis of the accent in the Ikema dialect
of Southern Ryukyuan”

2022年 3月 8日
•Keynote Lecture 2

Chair：窪薗晴夫（国立国語研究所）/ Haruo Kubozono（NINJAL）
▶ Alexei Kochetov（University of Toronto）

“Production of English phonemic contrasts and allophony by Japanese learners：Electropalatographic
evidence”

•Session 3：Rhythm and Intonation
Chair：田中伸一（東京大学）/ Shin-chi Tanaka（The University of Tokyo）
▶ 有賀照道（東京大学）/ Terumichi Ariga（The University of Tokyo）
「日本語音声のバイモーラ的知覚」/ “Bimoraic Perception of Japanese Speech Sound”

▶ 白京姈（東京大学）/ KyeongRyeong Baek（The University of Tokyo）
「発話意図と音声の相関関係分析—「単純疑問」や「非難」を表す日本語の [nan.de]と韓国語の [wε.gɨ.
ɾε]を中心に—」/ “Analysis of the relationship between sounds and speaker’s intentions in Japanese
and Korean”

•Session 4：Phonological Constraints in Morphological Exponence
Chair：植田尚樹（北洋大学）/ Naoki Ueta（Hokuyo University）
▶ 渡部直也（東京大学）/ Naoya Watabe（The University of Tokyo）
「令和の p音考：ハ行子音の基底表示について」/ “Reconsideration of underlying representation for
Japanese hagyoo consonants”

▶ 熊谷学而（関西大学）/ Gakuji Kumagai（Kansai University）
「複合語短縮における重音節のOCP：撥音の事例」/ “The OCP effect of heavy syllables on Japanese
compound truncation: The case of the moraic nasal”

•Session 5：Sino-Japanese Phonology
Chair：田中真一（神戸大学）/ Shin’ichi（Kobe University）
▶ Helline Havet（Université Bordeaux Montaigne/Kobe University）
「東京方言の漢語【数詞 +助数詞】における促音化と無声化について」/ “Gemination and devoicing
in Sino-Japanese numeral compounds in Standard Japanese”

▶ 西村康平（青山学院大学）/ Kohei Nishimura（Aoyama Gakuin University）
「「常用漢字」漢語の音韻構造」/ “Phonology of “Joyo Kanji” Sino-Japanese”

Kobe-NINJAL言語学コロキウム「日本語研究の最前線 2」［2022.3.10，神戸大学瀧川記念学術交流会館］
▶ 開催の挨拶
▶ 特別講演

ITO Junko and Armin MESTER（University of California，Santa Cruz）
“An OT typological perspective on Japanese lexical and postlexical accent”

▶ SAWADA Osamu（Kobe University）/澤田治（神戸大学）
“On the properties of expressivity and counter-expectation in the Japanese negative polarity item
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kakera ‘piece’”
▶ 田中真一（神戸大学），平沼優奈（神戸大学大学院学生），永富央章（三重大学 /神戸大学大学院学生）
「日英語声援のテキストセッティングと韻律構造」

▶ 岸本秀樹（神戸大学）
「日本語複合動詞のアスペクト特性について」

▶ 講演（最終講義）
窪薗晴夫（国立国語研究所）
「日本語におけるプロミネンスの衝突について」

▶ 講演（最終講義）
野田尚史（日本大学 /国立国語研究所名誉教授）
「日本語とスペイン語の対照研究—語順・主語・主題を中心に—」

オンライン・シンポジウム「ことば・認知・インタラクション 10」［2022.3.10，オンライン］
•開会挨拶
•講演 1

▶ 名塩征史（広島大学）
「教えるための参加・学ぶための参加：年少者向け空手教室における指導—学習過程の分析」

•講演 2
▶ 黒嶋智美（玉川大学）
「行為構築の資源としての味覚」

•講演 3
▶ 小磯花絵（国立国語研究所）
「『日本語日常会話コーパス』バランスの検証と研究の可能性」

•講演 4
▶ 高梨克也（滋賀県立大学）
「フィールドインタラクション分析の技法としての「活動」概念」

•パネル討論
「日常・特定場面コーパスが拓く言語・相互行為研究の可能性」

▶ 司会：
傳康晴（千葉大学）

▶ パネリスト：
岡部大介（東京都市大学），片岡邦好（愛知大学），串田秀也（大阪教育大学），中野幹生（C4A研究所）

「通時コーパス」シンポジウム 2022（オンライン）［2022.3.13，オンライン］
•口頭発表 I

▶ 小木曽智信（国立国語研究所）
「通時コーパスの構築と日本語史研究の新展開」

▶ 鴻野知暁（大阪大学）
「他の助動詞と複合した終止ナリ・連体ナリの構文現象」

▶ 松田謙次郎（神戸松蔭女子学院大学）
「当用漢字への切り替え過程の数量的分析」

•ポスター発表
▶ 浅原正幸（国立国語研究所），池上尚（埼玉大学），鈴木泰（東京大学名誉教授），市村太郎（常葉大学），近藤
明日子（国立国語研究所），加藤祥（目白大学），山崎誠（国立国語研究所）
「分類語彙表番号を付与した『日本語歴史コーパス』データ」
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▶ 大西拓一郎（国立国語研究所）
「同音衝突再考」

▶ 小椋秀樹（立命館大学）
「明治期から平成期における接頭辞「非–」の変遷—『日本語歴史コーパス』『昭和・平成書き言葉コー
パス』を資料として—」

▶ 片山久留美（国立国語研究所）
「近世読本コーパスの構築と課題」

▶ 近藤泰弘（青山学院大学）
「パラレルコーパスとしての明治元訳新約聖書の分析」

▶ 近藤明日子（国立国語研究所）
「奈良時代・平安時代初期の散文の語彙分析—『日本語歴史コーパス』を用いた宣命・祝詞・訓点資料
の比較—」

▶ 銭谷真人（鎌倉女子大学）
「読本に見られる「あて字」の伝播について」

▶ 髙橋雄太（国立国語研究所 /明治大学）
「近現代における形容詞ムズカシイの意味と表記」

▶ 竹内綾乃（国立国語研究所）
「データビジュアライゼーションで見る古今和歌集：特徴語と共起語におけるジェンダー差」

▶ 仲村怜（国立国語研究所），髙橋雄太（国立国語研究所），間淵洋子（和洋女子大学）
「『日本語歴史コーパス明治・大正編V新聞』の構築と公開」

▶ 新野直哉（国立国語研究所）
「大正 14年『読売新聞』の方言関連記事—「新聞記事データベース」の活用例として—」

▶ 服部紀子（国立国語研究所）
「国定教科書の語法と文法教育史—明治・大正期の教科書文典を手がかりに—」

▶ 松崎安子（国立国語研究所）
「『日本語歴史コーパス』に収録されている日記・紀行文の文体研究」

•口頭発表 II
▶ 柳原恵津子（国立国語研究所），近藤明日子（国立国語研究所），高田智和（国立国語研究所），月本雅幸（東
京大学名誉教授）
「訓点資料訓読文コーパス作成の意義・手法・そして課題」

▶ 野村剛史（東京大学名誉教授）
「中古・中世日本語アスペクト形式の変遷」

▶ 鈴木泰（東京大学名誉教授）
「egophoricity（自己性）から見たツとヌの使分けについて」

（4）NINJALコロキウム
日本語学・言語学・日本語教育の様々な分野における最先端の研究をテーマとした国内外の優れた研究者
による講演会をNINJALコロキウムとしておこなっている。原則として月 1回，国立国語研究所にて開催
し，研究者・大学院学生のみならず，一般にも公開している。2021年度は，感染症拡大の影響から，すべ
てオンラインで 6回開催した。
•第 116回（2021年 6月 29日）

▶ 吉永司（豊橋技術科学大学助教）
「摩擦音発音の空力音シミュレーション」

•第 117回（2021年 10月 12日）
▶ 石原俊一（オーストラリア国立大学准教授）
「法科学的著者認識：DNA鑑定を踏まえて」
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•第 118回（2021年 11月 16日）
▶ 斎藤衛（南山大学教授）
「量化小辞を伴わないWh句の分布と解釈」

•第 119回（2022年 1月 11日）
▶ 渋谷勝己（大阪大学教授）
「言語変化と社会」

•第 120回（2022年 2月 1日）
▶ 小泉政利（東北大学教授）
「日本語かき混ぜ文の産出と理解をめぐって：認知脳科学からの考察」

•第 121回（2022年 3月 15日）
▶ 秋田喜美（名古屋大学准教授）
「通言語的観点から見た日本語のオノマトペ」

（5）NINJALサロン
国立国語研究所の研究者（共同研究員を含む）を中心として，おのおのの研究内容を紹介することによっ
て情報交換をおこなう場である。外部からの聴講も歓迎している。2021年度は，第 222回から第 236回ま
で，すべてオンライン（録画限定公開あり）で 15回開催した。
•第 222回（2021年 4月 13日）

▶ 五十嵐陽介（言語変異研究領域教授），廣川純子
「『広島大学日本語電話会話コーパス』：設計と現状」

•第 223回（2021年 4月 20日）
▶ 中川奈津子（言語変異研究領域特任助教），加治工真市（沖縄県立芸術大学名誉教授），宮良信詳（琉球大
学名誉教授）
「消滅危機言語の辞書データベースの構築と公開」

•第 224回（2021年 4月 27日）
▶ 田中弥生（音声言語研究領域プロジェクト非常勤研究員），小磯花絵（音声言語研究領域教授），大武美保
子（理化学研究所革新知能統合研究センターチームリーダー）
「脱文脈化観点からの共想法談話の分析」

•第 225回（2021年 5月 11日）
▶ 横山詔一（言語変化研究領域教授）
「日本語研究者が 2450年に引用する史料」

•第 226回（2021年 5月 18日）
▶ 渡辺美知子（コーパス開発センタープロジェクト非常勤研究員）
「節境界のポーズ長と直後のフィラーの出現率について—CSJ模擬講演とそれに類似した英語コーパ
スCOPEにおける比較—」

•第 227回（2021年 6月 1日）
▶ 横山詔一（言語変化研究領域教授）
「分布意味論の 10分間解説例題を心理学者が作ってみた（失敗作？）」

•第 228回（2021年 10月 19日）
▶ 大村舞，若狭絢（コーパス開発センタープロジェクト非常勤研究員）
「日本語Universal Dependenciesにおける単語分かち書き」

•第 229回（2021年 10月 26日）
▶ 小木曽智信（言語変化研究領域教授）
「方言書き起こしテキストの形態素解析に向けて」
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•第 230回（2021年 11月 2日）
▶ 古宮嘉那子（東京農工大学准教授）
「分散表現を利用した日本語歴史コーパスにおける語義曖昧性解消の通時適応」

•第 231回（2021年 11月 30日）
▶ 浅原正幸（コーパス開発センター教授）
「「過去」「未来」を主題にした作文の分析—教育基本語彙増補改訂版との対照分析—」

•第 232回（2021年 12月 7日）
▶ セリック・ケナン（言語変異研究領域特任助教），麻生玲子（名桜大学准教授），中澤光平（東京大学助教）
「日琉諸語の記述言語学を対象としたメタ研究の試み—南琉球諸語の過去 40年間の語彙研究の評価と
課題—」

•第 233回（2022年 1月 25日）
▶ 小松原哲太（神戸大学講師）
「『現代語の助詞・助動詞』の電子化とその応用例」

•第 234回（2022年 2月 22日）
▶ 臼田泰如（音声言語研究領域プロジェクト非常勤研究員）
「『日本語日常会話コーパス』における引用形式による語りの構造化」

•第 235回（2022年 3月 1日）
▶ 近藤明日子（言語変化研究領域特任助教），髙橋雄太（言語変化研究領域プロジェクト非常勤研究員），間
淵洋子（和洋女子大学准教授），小木曽智信（言語変化研究領域教授）
「「昭和・平成書き言葉コーパス」の構築と公開」

•第 236回（2022年 3月 22日）
▶ 烏日哲（日本語教育研究領域プロジェクト PDフェロー）
「継承語としてのモンゴル語教育における保護者の意識とジレンマ—在日内モンゴル出身モンゴル語
母語話者保護者へのアンケート調査を通して—」

（6）講習会・セミナー
日本語諸方言コーパス講習会［2021.8.21，オンライン］

▶ 趣旨説明：木部暢子（国立国語研究所）
▶ 木部暢子（国立国語研究所）
「COJADSの構築概念と設計について」

▶ 佐藤久美子（国立国語研究所）
「データ整備と「中納言」での検索について」

▶ 木部暢子（国立国語研究所）
「COJADSを使った研究例」

▶「中納言」を使った検索実習（上村健太郎，小原雄次郎，木部暢子）

第 12回コーパス利用講習会［2021.8.26，オンライン］
•オンライン検索システム「中納言」講習会

▶ 講師：柏野和佳子（国立国語研究所音声言語研究領域），山崎誠（国立国語研究所言語変化研究領域）
▶ 内容：中納言の操作方法とその検索結果を使って，表やグラフの作成などを学ぶ。

第 13回コーパス利用講習会［2021.8.27，オンライン］
•全文検索システム『ひまわり』講習会—テキストデータにタグ付けして『ひまわり』で活用する—

▶ 講師：山口昌也
▶ 概要：全文検索システム『ひまわり』は，言語研究用に開発された全文検索システムです。本講習会で
は，テキストデータにタグ付けをおこない，『ひまわり』で活用する方法を紹介します。今回は，次のこ
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とを実習形式で行う予定です。
◦文書，発話，単語などの言語情報を人手・自動でタグ付けする
◦タグ付けしたテキストデータを『ひまわり』で検索できるようにする
◦タグ付けした情報を検索時に使用する

辞書検索ツール「Cradle」講習会［2021.9.14，オンライン］
•開催趣旨

▶ 辞書検索ツール「Cradle」の講習会を，言語資源活用ワークショップ 2021の期間中に開催します。
•共催

▶ 国立国語研究所コーパス開発センター共同研究プロジェクト「コーパスアノテーションの拡張・統合・自
動化に関する基礎研究」

ハノイセミナー 2022のためのプレセミナー［2021.9.19，オンライン（登壇者は，東京，ベトナムから）］
• 10:00–10:10（ベトナム時間 8:00–8:10）
開式
• 10:10–11:40（ベトナム時間 8:10–9:40）
ベトナムと関連した活動の紹介
▶ 1.看護と介護の日本語教育研究会
▶ 2.ビジネス日本語研究会
▶ 3.協働実践研究会
▶ 4.国立国語研究所共同研究プロジェクト「日本語学習者のコミュニケーションの多角的解明」

• 11:50–13:00（ベトナム時間 9:50–11:00）
ベトナムとの関連事業等の紹介
• 13:30–14:10（ベトナム時間 11:30–12:10）
ベトナムの日本語教育事情に関する報告・発表&質疑応答
▶ ハノイ外国語大学
ダオ・ティ・ガー・ミー（学部長），ドー・ホアン・ナン（科学技術課長）

• 14:20–15:10（ベトナム時間 12:20–13:10）
パネルディスカッション（テーマ：日本とベトナム両国における持続的で発展的な人材育成）
▶ 1.看護と介護の日本語教育研究会
▶ 2.ビジネス日本語研究会
▶ 3.協働実践研究会
▶ 4.国立国語研究所共同研究プロジェクト「日本語学習者のコミュニケーションの多角的解明」
▶ 5.ハノイ外国語大学

• 15:10–15:20（ベトナム時間 13:10–13:20）
閉式

コーパス検索系「中納言」講習会［2021.9.25，オンライン］
•開催趣旨

▶ 関西心理言語学研究会（KCP）の「パソコンがあればできる！ことばの実験研究の方法」ワークショッ
プ・シリーズとしてコーパス検索系「中納言」の講習会を，KCPと共催します。

•共催
▶ 国立国語研究所コーパス開発センター共同研究プロジェクト「コーパスアノテーションの拡張・統合・自
動化に関する基礎研究」

▶ 関西心理言語学研究会（KCP）
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•第 230回（2021年 11月 2日）
▶ 古宮嘉那子（東京農工大学准教授）
「分散表現を利用した日本語歴史コーパスにおける語義曖昧性解消の通時適応」

•第 231回（2021年 11月 30日）
▶ 浅原正幸（コーパス開発センター教授）
「「過去」「未来」を主題にした作文の分析—教育基本語彙増補改訂版との対照分析—」

•第 232回（2021年 12月 7日）
▶ セリック・ケナン（言語変異研究領域特任助教），麻生玲子（名桜大学准教授），中澤光平（東京大学助教）
「日琉諸語の記述言語学を対象としたメタ研究の試み—南琉球諸語の過去 40年間の語彙研究の評価と
課題—」

•第 233回（2022年 1月 25日）
▶ 小松原哲太（神戸大学講師）
「『現代語の助詞・助動詞』の電子化とその応用例」

•第 234回（2022年 2月 22日）
▶ 臼田泰如（音声言語研究領域プロジェクト非常勤研究員）
「『日本語日常会話コーパス』における引用形式による語りの構造化」

•第 235回（2022年 3月 1日）
▶ 近藤明日子（言語変化研究領域特任助教），髙橋雄太（言語変化研究領域プロジェクト非常勤研究員），間
淵洋子（和洋女子大学准教授），小木曽智信（言語変化研究領域教授）
「「昭和・平成書き言葉コーパス」の構築と公開」

•第 236回（2022年 3月 22日）
▶ 烏日哲（日本語教育研究領域プロジェクト PDフェロー）
「継承語としてのモンゴル語教育における保護者の意識とジレンマ—在日内モンゴル出身モンゴル語
母語話者保護者へのアンケート調査を通して—」

（6）講習会・セミナー
日本語諸方言コーパス講習会［2021.8.21，オンライン］

▶ 趣旨説明：木部暢子（国立国語研究所）
▶ 木部暢子（国立国語研究所）
「COJADSの構築概念と設計について」

▶ 佐藤久美子（国立国語研究所）
「データ整備と「中納言」での検索について」

▶ 木部暢子（国立国語研究所）
「COJADSを使った研究例」

▶「中納言」を使った検索実習（上村健太郎，小原雄次郎，木部暢子）

第 12回コーパス利用講習会［2021.8.26，オンライン］
•オンライン検索システム「中納言」講習会

▶ 講師：柏野和佳子（国立国語研究所音声言語研究領域），山崎誠（国立国語研究所言語変化研究領域）
▶ 内容：中納言の操作方法とその検索結果を使って，表やグラフの作成などを学ぶ。

第 13回コーパス利用講習会［2021.8.27，オンライン］
•全文検索システム『ひまわり』講習会—テキストデータにタグ付けして『ひまわり』で活用する—

▶ 講師：山口昌也
▶ 概要：全文検索システム『ひまわり』は，言語研究用に開発された全文検索システムです。本講習会で
は，テキストデータにタグ付けをおこない，『ひまわり』で活用する方法を紹介します。今回は，次のこ
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とを実習形式で行う予定です。
◦文書，発話，単語などの言語情報を人手・自動でタグ付けする
◦タグ付けしたテキストデータを『ひまわり』で検索できるようにする
◦タグ付けした情報を検索時に使用する

辞書検索ツール「Cradle」講習会［2021.9.14，オンライン］
•開催趣旨

▶ 辞書検索ツール「Cradle」の講習会を，言語資源活用ワークショップ 2021の期間中に開催します。
•共催

▶ 国立国語研究所コーパス開発センター共同研究プロジェクト「コーパスアノテーションの拡張・統合・自
動化に関する基礎研究」

ハノイセミナー 2022のためのプレセミナー［2021.9.19，オンライン（登壇者は，東京，ベトナムから）］
• 10:00–10:10（ベトナム時間 8:00–8:10）
開式
• 10:10–11:40（ベトナム時間 8:10–9:40）
ベトナムと関連した活動の紹介
▶ 1.看護と介護の日本語教育研究会
▶ 2.ビジネス日本語研究会
▶ 3.協働実践研究会
▶ 4.国立国語研究所共同研究プロジェクト「日本語学習者のコミュニケーションの多角的解明」

• 11:50–13:00（ベトナム時間 9:50–11:00）
ベトナムとの関連事業等の紹介
• 13:30–14:10（ベトナム時間 11:30–12:10）
ベトナムの日本語教育事情に関する報告・発表&質疑応答
▶ ハノイ外国語大学
ダオ・ティ・ガー・ミー（学部長），ドー・ホアン・ナン（科学技術課長）

• 14:20–15:10（ベトナム時間 12:20–13:10）
パネルディスカッション（テーマ：日本とベトナム両国における持続的で発展的な人材育成）
▶ 1.看護と介護の日本語教育研究会
▶ 2.ビジネス日本語研究会
▶ 3.協働実践研究会
▶ 4.国立国語研究所共同研究プロジェクト「日本語学習者のコミュニケーションの多角的解明」
▶ 5.ハノイ外国語大学

• 15:10–15:20（ベトナム時間 13:10–13:20）
閉式

コーパス検索系「中納言」講習会［2021.9.25，オンライン］
•開催趣旨

▶ 関西心理言語学研究会（KCP）の「パソコンがあればできる！ことばの実験研究の方法」ワークショッ
プ・シリーズとしてコーパス検索系「中納言」の講習会を，KCPと共催します。

•共催
▶ 国立国語研究所コーパス開発センター共同研究プロジェクト「コーパスアノテーションの拡張・統合・自
動化に関する基礎研究」

▶ 関西心理言語学研究会（KCP）
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第 41回 NINJALチュートリアル［2021.10.23–24，オンライン］
2021年 10月 23日（台湾時間）
•「日本語動詞の意味論」
講師：松本曜（国立国語研究所教授（理論・対照研究領域））
▶ 9:30–11:00：フレーム意味論
▶ 11:15–12:45：動詞の意味分析
▶ 14:00–15:30：複合動詞の意味分析 I
▶ 15:45–17:15：複合動詞の意味分析 II

2021年 10月 24日（台湾時間）
•「コーパスによる日本語の歴史研究」
講師：小木曽智信（国立国語研究所教授（言語変化研究領域））
▶ 9:30–11:00：『日本語歴史コーパス』の概要
▶ 11:15–12:45：コーパスの検索と活用
▶ 14:00–15:30：検索結果の集計・分析
▶ 15:45–17:15：コーパスの活用事例

第 42回 NINJALチュートリアル［202.2.25，オンライン］
•「コーパスを活用した日常会話の研究」
講師：小磯花絵（国立国語研究所教授（音声言語研究領域）），柏野和佳子（国立国語研究所准教授（音声言
語研究領域））
▶ 9:30–10:50：日本語日常会話コーパスの設計と特徴
▶ 11:00–12:20：検索システム「中納言」の利用法
▶ 13:30–14:50：検索システムを活用して日常会話の特徴を調べる
▶ 15:00–16:20：他のコーパスと比較して日常会話の特徴を調べる
▶ 16:20–16:30：質疑応答

第 17回 BTSJ活用方法講習会［202.2.26，オンライン］
▶ 13:00–13:05：本講習会の趣旨について
▶ 13:05–13:40：「理論的背景」と「BTSJのルール」
▶ 13:40–14:20：BTSJの文字化体験
▶ 14:25–15:15：「BTSJシステムセット」の操作方法
▶ 15:15–15:30：質疑応答
▶ 15:30–16:10：BTSJシステムセット上の「コーディングの方法」
▶ 16:10–16:20：質疑応答
▶ 16:20–16:25：閉会の辞（宇佐美まゆみ）
▶ 16:25–16:30：アンケート記入，個別質問（任意）

第 14回コーパス利用講習会［2022.3.1，オンライン］
•全文検索システム『ひまわり』講習会—既存コーパスの検索と分析用基礎データの集計—

▶ 講師：山口昌也
▶ 概要：全文検索システム『ひまわり』は，言語研究用に開発された全文検索システムです。本講習会で
は，「国会会議録」「名大会話コーパス」などを対象に，検索方法，分析用基礎データ（例：特定の話者の
発話数）の集計方法を紹介します。

▶ 共催：
◦国立国語研究所共同研究プロジェクト「大規模日常会話コーパスに基づく話し言葉の多角的研究」
◦東京外国語大学大学院国際日本学研究院（NINJALユニット）
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統語・意味解析コーパス（NPCMJ）講習会［2022.3.4，オンライン］
▶ 10:00–11:00：
（1）NPCMJコーパスの理念とデータの概要，および初心者向けインターフェース
プラシャント・パルデシ，鈴木彩香

▶ 11:10–12:10：
（2）タグおよびアノテーションの概要
吉本啓

▶ 13:15–14:00：
（3）検索インターフェース（NPCMJ Development Interfaces）

Alastair BUTLER，長崎郁
▶ 14:10–15:10：
（4）Tregex検索式 1（tagの記述）
金城由美子

▶ 15:20–16:50：
（5）Tregex検索式 2（treeの記述）
長崎郁

▶ 16:50–17:00：
（6）Concluding Remarks
プラシャント・パルデシ

2021年度国立国語研究所日本語教師セミナー（海外）［2022.3.12，オンライン］
•社会変革を志向する新たな日本語教育—社会の一員としての日本語学習者と「ケース教材」の実践—

▶ 10:00–10:10：
開会のあいさつ
福永由佳（国立国語研究所准教授（日本語教育研究領域））

▶ 10:10–11:20：
「日本語学習者に期待される社会参加と日本語教育の新たな役割」
福永由佳（国立国語研究所准教授（日本語教育研究領域））

▶ 11:40–12:50：
「社会参加を目指すバングラデシュ人日本語学習者のための『ケース教材』」
モハメッド・アンサルル・アラム（ダッカ大学現代言語研究所日本言語文化学科教授 /バングラデシュ日
本語教師会会長）

▶ 12:50–13:00：
閉会のあいさつ
岡林邦明（バングラデシュ日本語教師会事務局長）

『日本語歴史コーパス』「中納言」オンライン講習会［2022.3.22，オンライン］
•講師

▶ 片山久留美（国立国語研究所プロジェクト非常勤研究員（言語変化研究領域））
▶ 菊池そのみ（国立国語研究所プロジェクト非常勤研究員（言語変化研究領域））
▶ 髙橋雄太（国立国語研究所プロジェクト非常勤研究員（言語変化研究領域））
▶ 小木曽智信（国立国語研究所教授（言語変化研究領域））

•プログラム
▶ 13:00–14:00
『日本語歴史コーパス』の概要

▶ 14:10–15:30
「中納言」による検索方法
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第 41回 NINJALチュートリアル［2021.10.23–24，オンライン］
2021年 10月 23日（台湾時間）
•「日本語動詞の意味論」
講師：松本曜（国立国語研究所教授（理論・対照研究領域））
▶ 9:30–11:00：フレーム意味論
▶ 11:15–12:45：動詞の意味分析
▶ 14:00–15:30：複合動詞の意味分析 I
▶ 15:45–17:15：複合動詞の意味分析 II

2021年 10月 24日（台湾時間）
•「コーパスによる日本語の歴史研究」
講師：小木曽智信（国立国語研究所教授（言語変化研究領域））
▶ 9:30–11:00：『日本語歴史コーパス』の概要
▶ 11:15–12:45：コーパスの検索と活用
▶ 14:00–15:30：検索結果の集計・分析
▶ 15:45–17:15：コーパスの活用事例

第 42回 NINJALチュートリアル［202.2.25，オンライン］
•「コーパスを活用した日常会話の研究」
講師：小磯花絵（国立国語研究所教授（音声言語研究領域）），柏野和佳子（国立国語研究所准教授（音声言
語研究領域））
▶ 9:30–10:50：日本語日常会話コーパスの設計と特徴
▶ 11:00–12:20：検索システム「中納言」の利用法
▶ 13:30–14:50：検索システムを活用して日常会話の特徴を調べる
▶ 15:00–16:20：他のコーパスと比較して日常会話の特徴を調べる
▶ 16:20–16:30：質疑応答

第 17回 BTSJ活用方法講習会［202.2.26，オンライン］
▶ 13:00–13:05：本講習会の趣旨について
▶ 13:05–13:40：「理論的背景」と「BTSJのルール」
▶ 13:40–14:20：BTSJの文字化体験
▶ 14:25–15:15：「BTSJシステムセット」の操作方法
▶ 15:15–15:30：質疑応答
▶ 15:30–16:10：BTSJシステムセット上の「コーディングの方法」
▶ 16:10–16:20：質疑応答
▶ 16:20–16:25：閉会の辞（宇佐美まゆみ）
▶ 16:25–16:30：アンケート記入，個別質問（任意）

第 14回コーパス利用講習会［2022.3.1，オンライン］
•全文検索システム『ひまわり』講習会—既存コーパスの検索と分析用基礎データの集計—

▶ 講師：山口昌也
▶ 概要：全文検索システム『ひまわり』は，言語研究用に開発された全文検索システムです。本講習会で
は，「国会会議録」「名大会話コーパス」などを対象に，検索方法，分析用基礎データ（例：特定の話者の
発話数）の集計方法を紹介します。

▶ 共催：
◦国立国語研究所共同研究プロジェクト「大規模日常会話コーパスに基づく話し言葉の多角的研究」
◦東京外国語大学大学院国際日本学研究院（NINJALユニット）
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統語・意味解析コーパス（NPCMJ）講習会［2022.3.4，オンライン］
▶ 10:00–11:00：
（1）NPCMJコーパスの理念とデータの概要，および初心者向けインターフェース
プラシャント・パルデシ，鈴木彩香

▶ 11:10–12:10：
（2）タグおよびアノテーションの概要
吉本啓

▶ 13:15–14:00：
（3）検索インターフェース（NPCMJ Development Interfaces）

Alastair BUTLER，長崎郁
▶ 14:10–15:10：
（4）Tregex検索式 1（tagの記述）
金城由美子

▶ 15:20–16:50：
（5）Tregex検索式 2（treeの記述）
長崎郁

▶ 16:50–17:00：
（6）Concluding Remarks
プラシャント・パルデシ

2021年度国立国語研究所日本語教師セミナー（海外）［2022.3.12，オンライン］
•社会変革を志向する新たな日本語教育—社会の一員としての日本語学習者と「ケース教材」の実践—

▶ 10:00–10:10：
開会のあいさつ
福永由佳（国立国語研究所准教授（日本語教育研究領域））

▶ 10:10–11:20：
「日本語学習者に期待される社会参加と日本語教育の新たな役割」
福永由佳（国立国語研究所准教授（日本語教育研究領域））

▶ 11:40–12:50：
「社会参加を目指すバングラデシュ人日本語学習者のための『ケース教材』」
モハメッド・アンサルル・アラム（ダッカ大学現代言語研究所日本言語文化学科教授 /バングラデシュ日
本語教師会会長）

▶ 12:50–13:00：
閉会のあいさつ
岡林邦明（バングラデシュ日本語教師会事務局長）

『日本語歴史コーパス』「中納言」オンライン講習会［2022.3.22，オンライン］
•講師

▶ 片山久留美（国立国語研究所プロジェクト非常勤研究員（言語変化研究領域））
▶ 菊池そのみ（国立国語研究所プロジェクト非常勤研究員（言語変化研究領域））
▶ 髙橋雄太（国立国語研究所プロジェクト非常勤研究員（言語変化研究領域））
▶ 小木曽智信（国立国語研究所教授（言語変化研究領域））

•プログラム
▶ 13:00–14:00
『日本語歴史コーパス』の概要

▶ 14:10–15:30
「中納言」による検索方法
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▶ 15:40–16:50
検索結果の集計と活用

▶ 17:00–17:30
活用事例 /質問コーナー

第 43回 NINJALチュートリアル［2022.3.26，オンライン］
•「これからの消滅危機言語の保存研究における市民科学者の育成」
講師：山田真寛（国立国語研究所准教授（言語変異研究領域））
アシスタント：横山晶子（日本学術振興会 /東京外国語大学特別研究員）
▶ 10:00–11:00：学習編 1：言語コミュニティとの協働
▶ 11:00–12:00：学習編 2：持続可能な記録保存と継承保存
▶ 13:30–14:30：実践編 1：言語コミュニティとの協働
▶ 14:30–15:30：実践編 2：持続可能な記録保存と継承保存
▶ 15:40–16:00：質疑応答，ディスカッションなど

令和 3年度国立国語研究所日本語教師セミナー（国内）［2022.3.27，オンライン］
•地域における日本語教育の展開と共生社会～縦断調査の結果を踏まえながら

▶ 13:00–13:15
趣旨説明「地域における日本語教育の展開と共生社会」
野山広（国立国語研究所）

▶ 13:15–14:30
「対話システム研究の現状と日本語教育研究者・実践者に期待すること」
伊東祐郎（国際教養大学）

▶ 14:40–15:30
「OPIの枠組みを活用した縦断調査の意義～その可能性と醍醐味について」
嶋田和子（アクラス日本語教育研究所）

▶ 15:30–16:00
「縦断調査を通してみえてきたこと～教室の活動，運営を通して」
北川裕子（のしろ日本語学習会）

▶ 16:10–17:10
パネルディスカッション「今後の課題と展望～地域日本語教育の充実と共生社会の構築に向けて」
◦パネリスト
伊東祐郎（国際教養大学），嶋田和子（アクラス日本語教育研究所），北川裕子（のしろ日本語学習会）

◦コーディネーター（司会）
野山広（国立国語研究所）

7 センター・研究図書室の活動

（1）研究情報発信センター
情報発信に関わる研究開発や，研究資料の収集・管理をおこなっている。各プロジェクトやコーパス開発

センターと連携し，ウェブページや研究資料室を通して研究情報の公開を推進している。
•「日本語研究・日本語教育文献データベース」からわかる学術研究の広範な動向について学会で研究発表を
行った。また，所蔵する音声・映像資料をめぐり，所内の複数のプロジェクトと連携し，共同利用体制を
強化した。
•「国立国語研究所学術情報リポジトリ」について，データ整備，登録，DOI付与を継続して実施した。ま
た，オープンアクセス方針の下，IR推進室と連携して情報を収集し，個人著作物の登録を推進した。追加
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262件，総件数 2,805件，ダウンロード回数は 23.8万と昨年度比 1.22倍であった。さらに，ジャパンリ
ンクセンターの規約等改正による，DOI付与コンテンツの抄録を含むメタデータのオープン化に対応する
ため，「学術情報リポジトリ運用指針」を改正するとともに，登録済コンテンツについて抄録に係る利用
許諾依頼をおこなった。
•「日本語研究・日本語教育文献データベース」に新規データを 1,167件追加した（全約 275,000件）。大学学
術機関リポジトリおよび学会誌掲載論文の本文 PDFへのリンクを新規に約 1,500件設置した（全約 33,000
件）。また，韓国および台湾の現地学会・大学等の協力を得て，韓国および台湾出版の文献情報の追加収録
をおこなった。なお，直近 5年間のアクセス数は，2017年度 4.0万，2018年度 4.9万，2019年度 8.1万，
2020年度 14万，2021年度 16万と増加傾向を維持している。
•北海道調査（第 1回 1958–60年度，第 2回 1986–88年度）の回答データを公開した（2022年 3月）。
•資料群 10件を新規に公開し（来館閲覧利用を可とする），「研究資料室収蔵資料データベース」を更新した
（2021年 6月）。「中央資料庫言語地図草稿所蔵リスト」を公開した（2021年 7月）。「研究課題一覧」に
「KAKEN科学研究費助成事業データベース」へのリンク敷設などの機能拡張をおこなった（2021年 11月）
。「研究資料室収蔵資料目録（試行版）」を公開した（2022年 3月）。また，カビによる資料の劣化を防ぐた
め，中央資料庫内の空調・換気・清掃等の対策をおこなった。
•研究資料室収蔵の音源・映像資料について，1,381点の媒体変換（デジタル化）を進めた（カセットテープ

1,257点，VHS等映像メディア 124点）。また，所内専用試視聴システム「音声・映像データベース」に
デジタル音源・映像を 1,614点増補収録した（音声 1,465点，映像 149点）。
•日本語教育映画・映像教材のシナリオ集，語彙表のデータセットを公開した（2022年 3月）。
•「国立国語研究所研究データ管理・保存・利活用ポリシー」の原案を策定し，国立国語研究所が，調査研究に
おいて収集または作成した研究データを適切に管理・保存し，広く利活用に供することができるよう，関
係諸規定の整備に着手した。
•研究資料の共同利用体制を整備し，2021年度共同利用型研究および共同利用型共同研究（公募型）の採択
課題（全 17件中 10件が研究資料室収蔵資料の活用研究）に対して研究資料を提供した。
• 2021年 9月 4日にWeb開催で，情報・システム研究機構データサイエンス共同利用基盤施設社会データ
構造化センターと共催で共同利用セミナーを開催し，103名（うち，海外 6名，学生 21名）の参加を得た。
•『国立国語研究所論集』第 21号（2021年 7月）と第 22号（2022年 1月）をオンラインジャーナルのみの
形態で発行した。また，論文の関連データがあるものについては，クリエイティブ・コモンズのライセン
スを明示して公開をおこなった。
•国立国語研究所オープンハウス 2021で，研究情報発信センターの紹介の発表を 2件おこなった。
• 2020年度に引き続き，日本語学的・言語学的にパイオニア的価値を持ち，その評価がほぼ確立した日本語
論文を英訳し，Pioneering Linguistic Works in Japanとして，オープンアクセスで 1点追加公開した。

（2）コーパス開発センター
研究系と連携して言語資源の開発整備および基礎研究を進め，言語資源に関する共同利用の利便性を高め
ることを目的としている。具体的には，言語コーパスにくわえ，形態素解析用電子化辞書，コーパス検索ツー
ルなどの研究開発を進めている。
•共同利用・共同研究について，以下を実施した。
　◯1　　コーパス開発センター専任職員・研究員で，ジャーナル論文 5本，国際会議発表 7件。
　◯2　　国際会議QUALICO2021（国際計量言語学会）を招致して 9月に開催（オンライン）。
　◯3　　「言語資源活用ワークショップ 2021」を 9月に開催（オンライン）。
　◯4　　形態素解析用辞書（UniDic），係り受けツリーバンク（Universal Dependencies），シソーラス（分類語彙
表）を中心にした研究を共同研究者と推進。
　◯5　　所内のコーパス開発プロジェクトの支援を実施。
•コーパスの整備について，以下を実施した。
　◯1　　「少納言」「中納言」「梵天」および包括的検索系「KOTONOHA」の開発維持管理を実施。「少納言」の
セキュリティ脆弱性の改修を実施。
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ため，「学術情報リポジトリ運用指針」を改正するとともに，登録済コンテンツについて抄録に係る利用
許諾依頼をおこなった。
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デジタル音源・映像を 1,614点増補収録した（音声 1,465点，映像 149点）。
•日本語教育映画・映像教材のシナリオ集，語彙表のデータセットを公開した（2022年 3月）。
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▶ 15:40–16:50
検索結果の集計と活用

▶ 17:00–17:30
活用事例 /質問コーナー

第 43回 NINJALチュートリアル［2022.3.26，オンライン］
•「これからの消滅危機言語の保存研究における市民科学者の育成」
講師：山田真寛（国立国語研究所准教授（言語変異研究領域））
アシスタント：横山晶子（日本学術振興会 /東京外国語大学特別研究員）
▶ 10:00–11:00：学習編 1：言語コミュニティとの協働
▶ 11:00–12:00：学習編 2：持続可能な記録保存と継承保存
▶ 13:30–14:30：実践編 1：言語コミュニティとの協働
▶ 14:30–15:30：実践編 2：持続可能な記録保存と継承保存
▶ 15:40–16:00：質疑応答，ディスカッションなど

令和 3年度国立国語研究所日本語教師セミナー（国内）［2022.3.27，オンライン］
•地域における日本語教育の展開と共生社会～縦断調査の結果を踏まえながら

▶ 13:00–13:15
趣旨説明「地域における日本語教育の展開と共生社会」
野山広（国立国語研究所）

▶ 13:15–14:30
「対話システム研究の現状と日本語教育研究者・実践者に期待すること」
伊東祐郎（国際教養大学）

▶ 14:40–15:30
「OPIの枠組みを活用した縦断調査の意義～その可能性と醍醐味について」
嶋田和子（アクラス日本語教育研究所）

▶ 15:30–16:00
「縦断調査を通してみえてきたこと～教室の活動，運営を通して」
北川裕子（のしろ日本語学習会）

▶ 16:10–17:10
パネルディスカッション「今後の課題と展望～地域日本語教育の充実と共生社会の構築に向けて」
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伊東祐郎（国際教養大学），嶋田和子（アクラス日本語教育研究所），北川裕子（のしろ日本語学習会）

◦コーディネーター（司会）
野山広（国立国語研究所）
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強化した。
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デジタル音源・映像を 1,614点増補収録した（音声 1,465点，映像 149点）。
•日本語教育映画・映像教材のシナリオ集，語彙表のデータセットを公開した（2022年 3月）。
•「国立国語研究所研究データ管理・保存・利活用ポリシー」の原案を策定し，国立国語研究所が，調査研究に
おいて収集または作成した研究データを適切に管理・保存し，広く利活用に供することができるよう，関
係諸規定の整備に着手した。
•研究資料の共同利用体制を整備し，2021年度共同利用型研究および共同利用型共同研究（公募型）の採択
課題（全 17件中 10件が研究資料室収蔵資料の活用研究）に対して研究資料を提供した。
• 2021年 9月 4日にWeb開催で，情報・システム研究機構データサイエンス共同利用基盤施設社会データ
構造化センターと共催で共同利用セミナーを開催し，103名（うち，海外 6名，学生 21名）の参加を得た。
•『国立国語研究所論集』第 21号（2021年 7月）と第 22号（2022年 1月）をオンラインジャーナルのみの
形態で発行した。また，論文の関連データがあるものについては，クリエイティブ・コモンズのライセン
スを明示して公開をおこなった。
•国立国語研究所オープンハウス 2021で，研究情報発信センターの紹介の発表を 2件おこなった。
• 2020年度に引き続き，日本語学的・言語学的にパイオニア的価値を持ち，その評価がほぼ確立した日本語
論文を英訳し，Pioneering Linguistic Works in Japanとして，オープンアクセスで 1点追加公開した。

（2）コーパス開発センター
研究系と連携して言語資源の開発整備および基礎研究を進め，言語資源に関する共同利用の利便性を高め
ることを目的としている。具体的には，言語コーパスにくわえ，形態素解析用電子化辞書，コーパス検索ツー
ルなどの研究開発を進めている。
•共同利用・共同研究について，以下を実施した。
　◯1　　コーパス開発センター専任職員・研究員で，ジャーナル論文 5本，国際会議発表 7件。
　◯2　　国際会議QUALICO2021（国際計量言語学会）を招致して 9月に開催（オンライン）。
　◯3　　「言語資源活用ワークショップ 2021」を 9月に開催（オンライン）。
　◯4　　形態素解析用辞書（UniDic），係り受けツリーバンク（Universal Dependencies），シソーラス（分類語彙
表）を中心にした研究を共同研究者と推進。
　◯5　　所内のコーパス開発プロジェクトの支援を実施。
•コーパスの整備について，以下を実施した。
　◯1　　「少納言」「中納言」「梵天」および包括的検索系「KOTONOHA」の開発維持管理を実施。「少納言」の
セキュリティ脆弱性の改修を実施。
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　◯2　　「中納言」上の『日本語日常会話コーパス（CEJC）』『日本語諸方言コーパス（COJADS）』『昭和話し言
葉コーパス（SSC）』『日本語歴史コーパス（CHJ）』にそれぞれコンテンツを追加。

•コーパスの利用促進について，以下を実施した。
　◯1　　検索系の講習会を 3回実施した。
　◯2　　『現代日本語書き言葉均衡コーパス』と『日本語話し言葉コーパス』の頒布を継続。
　◯3　　有償版コーパスの契約書の修正および契約書発行システムの更新を実施。
•他機関等との連携について，以下を実施した。
　◯1　　ワークスアプリケーションズ社，リクルート社，レトリバ社，LegalForce社と共同研究を実施。
　◯2　　国際的な係り受けツリーバンク構築プロジェクトUniversal Dependenciesに参画。
　◯3　　高エネルギー加速器研究機構の機構間連携プロジェクトに参画。
　◯4　　生理学研究所共同研究プロジェクトに参画。

（3）研究図書室
全国で唯一の日本語に関する専門図書館で，日本語研究および日本語に関する研究文献・言語資料を中心
に，日本語教育，言語学など，関連分野の文献・資料を収集・所蔵している。
閲覧室には，新着コーナーを設け，新着雑誌・図書を利用しやすい環境を整えている。
電子ジャーナルの契約や電子ブックの拡充も進めており，所内教職員はこれら電子資料の大半を所外から
も利用可能である。
•開室日時　：月曜日～金曜日　 9時 30分～17時（土曜日　・日曜日　・祝日　・夏季休業　・年末年始　・毎月最終金曜日は休室　）
•主なコレクション：

▶ 東条操文庫（方言）
▶ 大田栄太郎文庫（方言）
▶ 保科孝一文庫（言語問題）
▶ 見坊豪紀文庫（辞書）
▶ カナモジカイ文庫（文字・表記）
▶ 藤村靖文庫（音声科学）
▶ 林大文庫（国語学）
▶ 輿水実文庫（国語教育）
▶ 中村通夫文庫（国語学）

•「国立国語研究所蔵書目録データベース」をウェブ検索できる。
•図書館間相互協力サービス（NACSIS-ILL）により，所属機関の図書館を通して複写物の取り寄せや図書
の貸出を受けることができる。
•所蔵資料数（2022年 4月 1日現在）

図 書 雑 誌 電子ブック 電子ジャーナル
日 本 語 127,445冊 5,414種 3件 4種
外 国 語 32,738冊 532種 1,318件 79種
計 160,183冊 5,946種 1.321件 83種

※視聴覚資料など 7,697点を含む。
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III 国際的研究協力
国立国語研究所全体の研究テーマである「多様な言語資源に基づく総合的日本語研究の開拓」をグローバ
ルな観点から推進するため，国際的な研究連携体制の多様化を図っている。

1 世界の大学・研究機関との提携
世界各地の大学や研究機関等と，共同研究の促進や研究者の交流等を目的とした学術交流協定を締結して
いる。協定先は，海外で日本語や日本語教育を研究している機関に加え，言語学や情報科学の研究機関にも
及び，これらの協定により，日本語研究から世界の言語研究へ，世界の言語研究から日本語研究へ，という
両方向の交流を強化し，世界規模で研究を促進することをめざしている。
協定締結先（2022年 3月 31日時点）
•中央研究院（台湾）：2014.3–
•北京外国語大学北京日本学研究センター（中国）：2014.6–
•オックスフォード大学人文科学部（イギリス）：2015.7–
•東呉大學日本語文學系（台湾）：2018.1–
•ハワイ大学マノア校（アメリカ）：2018.2–
•ティラク・マハラシュトラ大学日本語学科（インド）：2018.5–
•インド工科大学マドラス校人文社会科学部（インド）：2018.6–
•韓国日語教育学会（韓国）：2018.7–
•韓國日本語學會（韓国）：2018.7–
•ダッカ大学現代語研究所（バングラデシュ）：2018.9–
•ソウル大学人文学部（韓国）：2018.10–
•ケラニア大学日本学研究センター（スリランカ）：2019.5–
•オーストラリア科学アカデミー・デジタル人文学センター（オーストラリア）：2020.3–
•ヨーク大学言語学科（イギリス）：2020.6–
•天津外国語大学（中国）：2021.4–
•韓国外国語大学校（韓国）：2021.11–

2 国際シンポジウム・国際会議の開催
世界における日本語・日本語教育研究の発展のため，国際シンポジウムを毎年数回開催すると同時に，海
外に拠点を持つ国際学会を国語研に招致している（2021年度開催のものは 49–60ページに掲載）。

3 日本語研究英文ハンドブック
言語学関係の出版社として傑出した出版活動で世界をリードするDe Gruyter Mouton（ドゥ・グロイター・
ムートン社：ベルリン /ボストン）からの申し出により，国立国語研究所の優れた研究成果を英文で出版す
る包括的な協定を 2012年 7月に締結した。この協定に基づき，2014年から，日本語および日本語言語学の
研究に関する包括的な日本語研究英文ハンドブック，Handbooks of Japanese Language and Linguisticsシ
リーズ（全 12巻）を順次刊行している。
このシリーズは，それぞれの領域におけるこれまでの重要な研究成果を俯瞰し，現在における最先端の研
究状況をまとめるとともに，今後の研究方向にも示唆を与えるもので，国語研関係者（専任教員および客員
教員，諸大学の共同研究員）だけでなく，各領域における国内外の第一線の研究者が執筆を担当し，国語研
が中心となって編集をおこなう大規模な国際的プロジェクトである。これにより大学共同利用機関としての
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国語研の知名度を世界的に高めるだけでなく，日本語研究の成果ならびに動向を世界に広く問うことによっ
て言語学の発展に資するとともに，日本語研究自体の進展にも寄与することとなる。
編集主幹
柴谷方良（ライス大学名誉教授）Masayoshi Shibatani（Professor Emeritus，Rice University）
影山太郎（国立国語研究所前所長　・名誉教授　）Taro Kageyama　（FormerDirector-GeneralandProfessorEmeritus　，NINJAL　）
シリーズの構成（全巻英文，各巻 600–700ページ）
Vol. 1： Handbook of Japanese Historical Linguistics

Edited by Bjarke Frellesvig，Satoshi Kinsui，and John Whitman
Vol. 2： Handbook of Japanese Phonetics and Phonology（既刊，ISBN：9781614512523）

Edited by Haruo Kubozono
Vol. 3： Handbook of Japanese Lexicon and Word Formation（既刊，ISBN：9781614512752）

Edited by Taro Kageyama and Hideki Kishimoto
Vol. 4： Handbook of Japanese Syntax（既刊，ISBN：9781614517672）

Edited by Masayoshi Shibatani，Shigeru Miyagawa，and Hisashi Noda
Vol. 5： Handbook of Japanese Semantics and Pragmatics（既刊，ISBN：9781614512882）

Edited by Wesley Jacobsen and Yukinori Takubo
Vol. 6： Handbook of Japanese Contrastive Linguistics（既刊，ISBN：9781614515692）

Edited by Prashant Pardeshi and Taro Kageyama
Vol. 7： Handbook of Japanese Dialects

Edited by Nobuko Kibe and Tetsuo Nitta
Vol. 8： Handbook of Japanese Sociolinguistics（既刊，ISBN：9781501507472）

Edited by Fumio Inoue，Mayumi Usami，and Yoshiyuki Asahi
Vol. 9： Handbook of Japanese Psycholinguistics（既刊，ISBN：9781614511656）

Edited by Mineharu Nakayama
Vol. 10：Handbook of Japanese Applied Linguistics（既刊，ISBN：9781614512455）

Edited by Masahiko Minami
Vol. 11：Handbook of the Ryukyuan Languages（既刊，ISBN：9781614511618）

Edited by Patrick Heinrich，Shinsho Miyara，and Michinori Shimoji
Vol. 12：Handbook of the Ainu Languages（既刊，ISBN：9781501510885）

Edited by Anna Bugaeva

4 海外の研究者の招聘・受入
海外の研究者を専任や客員教員として招聘すると同時に，研究プロジェクトに共同研究員として多数の参
画を得ている。また，海外の研究者や大学院生が国語研に滞在して研究をおこなう，外来研究員（2021年度
海外機関からの受入 4名）や特別共同利用研究員（2021年度海外機関からの受入 3名）として受け入れている。
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ルな観点から推進するため，国際的な研究連携体制の多様化を図っている。

1 世界の大学・研究機関との提携
世界各地の大学や研究機関等と，共同研究の促進や研究者の交流等を目的とした学術交流協定を締結して
いる。協定先は，海外で日本語や日本語教育を研究している機関に加え，言語学や情報科学の研究機関にも
及び，これらの協定により，日本語研究から世界の言語研究へ，世界の言語研究から日本語研究へ，という
両方向の交流を強化し，世界規模で研究を促進することをめざしている。
協定締結先（2022年 3月 31日時点）
•中央研究院（台湾）：2014.3–
•北京外国語大学北京日本学研究センター（中国）：2014.6–
•オックスフォード大学人文科学部（イギリス）：2015.7–
•東呉大學日本語文學系（台湾）：2018.1–
•ハワイ大学マノア校（アメリカ）：2018.2–
•ティラク・マハラシュトラ大学日本語学科（インド）：2018.5–
•インド工科大学マドラス校人文社会科学部（インド）：2018.6–
•韓国日語教育学会（韓国）：2018.7–
•韓國日本語學會（韓国）：2018.7–
•ダッカ大学現代語研究所（バングラデシュ）：2018.9–
•ソウル大学人文学部（韓国）：2018.10–
•ケラニア大学日本学研究センター（スリランカ）：2019.5–
•オーストラリア科学アカデミー・デジタル人文学センター（オーストラリア）：2020.3–
•ヨーク大学言語学科（イギリス）：2020.6–
•天津外国語大学（中国）：2021.4–
•韓国外国語大学校（韓国）：2021.11–

2 国際シンポジウム・国際会議の開催
世界における日本語・日本語教育研究の発展のため，国際シンポジウムを毎年数回開催すると同時に，海
外に拠点を持つ国際学会を国語研に招致している（2021年度開催のものは 49–60ページに掲載）。

3 日本語研究英文ハンドブック
言語学関係の出版社として傑出した出版活動で世界をリードするDe Gruyter Mouton（ドゥ・グロイター・
ムートン社：ベルリン /ボストン）からの申し出により，国立国語研究所の優れた研究成果を英文で出版す
る包括的な協定を 2012年 7月に締結した。この協定に基づき，2014年から，日本語および日本語言語学の
研究に関する包括的な日本語研究英文ハンドブック，Handbooks of Japanese Language and Linguisticsシ
リーズ（全 12巻）を順次刊行している。
このシリーズは，それぞれの領域におけるこれまでの重要な研究成果を俯瞰し，現在における最先端の研
究状況をまとめるとともに，今後の研究方向にも示唆を与えるもので，国語研関係者（専任教員および客員
教員，諸大学の共同研究員）だけでなく，各領域における国内外の第一線の研究者が執筆を担当し，国語研
が中心となって編集をおこなう大規模な国際的プロジェクトである。これにより大学共同利用機関としての
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国語研の知名度を世界的に高めるだけでなく，日本語研究の成果ならびに動向を世界に広く問うことによっ
て言語学の発展に資するとともに，日本語研究自体の進展にも寄与することとなる。
編集主幹
柴谷方良（ライス大学名誉教授）Masayoshi Shibatani（Professor Emeritus，Rice University）
影山太郎（国立国語研究所前所長　・名誉教授　）Taro Kageyama　（FormerDirector-GeneralandProfessorEmeritus　，NINJAL　）
シリーズの構成（全巻英文，各巻 600–700ページ）
Vol. 1： Handbook of Japanese Historical Linguistics

Edited by Bjarke Frellesvig，Satoshi Kinsui，and John Whitman
Vol. 2： Handbook of Japanese Phonetics and Phonology（既刊，ISBN：9781614512523）

Edited by Haruo Kubozono
Vol. 3： Handbook of Japanese Lexicon and Word Formation（既刊，ISBN：9781614512752）

Edited by Taro Kageyama and Hideki Kishimoto
Vol. 4： Handbook of Japanese Syntax（既刊，ISBN：9781614517672）

Edited by Masayoshi Shibatani，Shigeru Miyagawa，and Hisashi Noda
Vol. 5： Handbook of Japanese Semantics and Pragmatics（既刊，ISBN：9781614512882）

Edited by Wesley Jacobsen and Yukinori Takubo
Vol. 6： Handbook of Japanese Contrastive Linguistics（既刊，ISBN：9781614515692）

Edited by Prashant Pardeshi and Taro Kageyama
Vol. 7： Handbook of Japanese Dialects

Edited by Nobuko Kibe and Tetsuo Nitta
Vol. 8： Handbook of Japanese Sociolinguistics（既刊，ISBN：9781501507472）

Edited by Fumio Inoue，Mayumi Usami，and Yoshiyuki Asahi
Vol. 9： Handbook of Japanese Psycholinguistics（既刊，ISBN：9781614511656）

Edited by Mineharu Nakayama
Vol. 10：Handbook of Japanese Applied Linguistics（既刊，ISBN：9781614512455）

Edited by Masahiko Minami
Vol. 11：Handbook of the Ryukyuan Languages（既刊，ISBN：9781614511618）

Edited by Patrick Heinrich，Shinsho Miyara，and Michinori Shimoji
Vol. 12：Handbook of the Ainu Languages（既刊，ISBN：9781501510885）

Edited by Anna Bugaeva

4 海外の研究者の招聘・受入
海外の研究者を専任や客員教員として招聘すると同時に，研究プロジェクトに共同研究員として多数の参
画を得ている。また，海外の研究者や大学院生が国語研に滞在して研究をおこなう，外来研究員（2021年度
海外機関からの受入 4名）や特別共同利用研究員（2021年度海外機関からの受入 3名）として受け入れている。
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IV 社会連携と広報
1 地方自治体との連携

•地方自治体と締結している交流協定
▶ 宮崎県東臼杵郡椎葉村：2017.5–
▶ 鹿児島県大島郡和泊町：2019.1–
▶ 鹿児島県大島郡知名町：2019.1–
▶ 鹿児島県薩摩川内市：2019.5–

•地方自治体と共催・連携した催し物
▶ 甑島方言講演会
◦2021年 9月 2日（オンライン開催）
対象：薩摩川内市立里小学校
講師：窪薗晴夫（理論・対照研究領域教授）

◦2021年 9月 6日（オンライン開催）
対象：薩摩川内市立手打小学校，長浜小学校，鹿島小学校
講師：窪薗晴夫（理論・対照研究領域教授）

◦2021年 10月 4日（オンライン開催）
対象：薩摩川内市立中津小学校
講師：窪薗晴夫（理論・対照研究領域教授）

2 見学・研修・視察等
視察対応：1件（文科省振興企画課学術企画室長）

3 学会等の後援・共催
•日本語教育能力検定試験（2021.10.24）
主催者：日本国際教育支援協会
後援者：文化庁，日本語教育学会，国立国語研究所，国際交流基金，日本語教育振興協会，国際日本語普及協会
開催地：各試験会場
•第 13回産業日本語研究会・シンポジウム（2022.2.22）
主催者：高度言語情報融合フォーラム（ALAGIN），一般財団法人日本特許情報機構（Japio）
後援者：総務省，文部科学省，経済産業省，特許庁，国立国語研究所，情報通信研究機構，工業所有権情報・

研修館，情報処理学会，人工知能学会，言語処理学会，日本経済団体連合会，日本知的財産協会，
アジア太平洋機械翻訳協会，大学技術移転協議会，株式会社産業経済新聞社

開催地：オンライン
•令和 3年度危機的な状況にある言語・方言サミット（気仙沼大会）（2022.1.29，30）
主催者：文化庁，宮城県教育委員会，気仙沼市，気仙沼市教育委員会，大学共同利用機関法人人間文化研究

機構国立国語研究所，国立大学法人東北大学，国立大学法人琉球大学，国立大学法人北海道大学
アイヌ・先住民研究センター

後援者：北海道，青森県，岩手県，福島県，鹿児島県，沖縄県，八丈町，公益財団法人アイヌ民族文化財団，
河北新報社，三陸河北新報社（石巻かほく），NHK仙台放送局，tbc東北放送，仙台放送，knb東日
本放送，ミヤギテレビ，エフエム仙台，株式会社三陸新報社，気仙沼ケーブルネットワーク株式会
社，株式会社ラヂオ気仙沼，一般社団法人気仙沼観光コンベンション協会，日本言語学会，日本口
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承文芸学会，日本方言研究会
開催地：気仙沼市まち・ひと・しごと交流プラザ，オンライン

4 広報

（1）刊行物
『国語研ことばの波止場』（NINJAL Research Digest）
国立国語研究所の研究活動及び研究成果に関する情報を研究者コミュニティだけでなく，大学生から一般
市民の方までが読んで楽しめる研究情報誌。2021年度は第 10号，第 11号を発行した。
•Vol. 10（2021.9）

▶ 特集：研究者コミュニティーに開かれた国語研 2（「AIは皮肉を理解する？ 日本語の間接発話理解：第一
言語、第二言語、人工知能における習得メカニズムの認知科学的比較研究」「地域社会の言葉は何によっ
て変化するか？ 音声の個人内変化を推定するためのコーホート分析の有効性に関する実証研究」「調査
員によって調査の結果はどれほど変わるのか？ 第 1～3次岡崎敬語調査調査票・調査員記録簿の分析」
「専門用語を取り込む工夫難解用語の言語問題に対応する言い換え提案の検証とその応用」）
▶ コラム「言語学を学ぶことで得られること」
▶ 研究者紹介，著書紹介

•Vol. 11（2022.3）
▶ 特集：ここまで進んだ！ここまで分かった！国語研プロジェクトの今期の成果（「日本語と世界の言語の
とりたて表現」「NINJAL Parsed Corpus of Modern Japanese（NPCMJ）：書きことばの使用実態がわか
るコーパス」「危機言語・危機方言を消滅から守れるか？」「コーパスで日本語の歴史を一望する」「コー
パスを用いて日常のことばの特徴を調べてみよう」「外国人の日本語を解明する」「方言の記録と継承に
よる地域文化の再構築」「表記情報と書誌形態情報を加えた日本語歴史コーパスの精緻化」「北米におけ
る日本関連在外資料調査研究・活用」「コーパスアノテーションの拡張・統合・自動化に関する基礎研究」）

▶ コラム「「意味の語形変化」をめぐって」
▶ 研究者紹介，著書紹介

『国立国語研究所要覧 2021 / 2022』
発行：2021年 5月

（2）Web発信等
国立国語研究所ウェブサイト（https://www.ninjal.ac.jp/）
各種催し物，データベース等，国立国語研究所の最新情報からこれまでに蓄積された研究成果まで，幅広
いコンテンツを紹介。
国語研ポータルサイト『ことば研究館』（https://kotobaken.jp/）
ことばに関する一問一答式の記事『ことばの疑問』や，各種催し物，メディア掲載情報など，一般の方を
対象に，ことば・日本語に関する様々なコンテンツをわかりやすく紹介。
国語研からの御案内（メールマガジン）
シンポジウム，コロキウム等のイベント，データベース紹介，職員公募など国語研からお知らせしたい事
項について登録者に発信している。月 1～2回発行。
国語研公式 Twitter（https://twitter.com/kokugoken）
各種催し物，各種データベース，公式サイトの更新情報など，最新の情報を紹介。
国語研公式 You Tubeチャンネル（https://www.youtube.com/c/NINJAL-kokugoken）
国語研の活動紹介や催し物，教材などの動画を配信。2021年度は以下の動画を新規公開した。
•言語学レクチャーシリーズ（試験版）

▶ Vol.9「言語地理学，はじめの一歩」（大西拓一郎）

IV 社会連携と広報 91

IV 社会連携と広報
1 地方自治体との連携

•地方自治体と締結している交流協定
▶ 宮崎県東臼杵郡椎葉村：2017.5–
▶ 鹿児島県大島郡和泊町：2019.1–
▶ 鹿児島県大島郡知名町：2019.1–
▶ 鹿児島県薩摩川内市：2019.5–

•地方自治体と共催・連携した催し物
▶ 甑島方言講演会
◦2021年 9月 2日（オンライン開催）
対象：薩摩川内市立里小学校
講師：窪薗晴夫（理論・対照研究領域教授）

◦2021年 9月 6日（オンライン開催）
対象：薩摩川内市立手打小学校，長浜小学校，鹿島小学校
講師：窪薗晴夫（理論・対照研究領域教授）

◦2021年 10月 4日（オンライン開催）
対象：薩摩川内市立中津小学校
講師：窪薗晴夫（理論・対照研究領域教授）

2 見学・研修・視察等
視察対応：1件（文科省振興企画課学術企画室長）

3 学会等の後援・共催
•日本語教育能力検定試験（2021.10.24）
主催者：日本国際教育支援協会
後援者：文化庁，日本語教育学会，国立国語研究所，国際交流基金，日本語教育振興協会，国際日本語普及協会
開催地：各試験会場
•第 13回産業日本語研究会・シンポジウム（2022.2.22）
主催者：高度言語情報融合フォーラム（ALAGIN），一般財団法人日本特許情報機構（Japio）
後援者：総務省，文部科学省，経済産業省，特許庁，国立国語研究所，情報通信研究機構，工業所有権情報・

研修館，情報処理学会，人工知能学会，言語処理学会，日本経済団体連合会，日本知的財産協会，
アジア太平洋機械翻訳協会，大学技術移転協議会，株式会社産業経済新聞社

開催地：オンライン
•令和 3年度危機的な状況にある言語・方言サミット（気仙沼大会）（2022.1.29，30）
主催者：文化庁，宮城県教育委員会，気仙沼市，気仙沼市教育委員会，大学共同利用機関法人人間文化研究

機構国立国語研究所，国立大学法人東北大学，国立大学法人琉球大学，国立大学法人北海道大学
アイヌ・先住民研究センター

後援者：北海道，青森県，岩手県，福島県，鹿児島県，沖縄県，八丈町，公益財団法人アイヌ民族文化財団，
河北新報社，三陸河北新報社（石巻かほく），NHK仙台放送局，tbc東北放送，仙台放送，knb東日
本放送，ミヤギテレビ，エフエム仙台，株式会社三陸新報社，気仙沼ケーブルネットワーク株式会
社，株式会社ラヂオ気仙沼，一般社団法人気仙沼観光コンベンション協会，日本言語学会，日本口
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承文芸学会，日本方言研究会
開催地：気仙沼市まち・ひと・しごと交流プラザ，オンライン

4 広報

（1）刊行物
『国語研ことばの波止場』（NINJAL Research Digest）
国立国語研究所の研究活動及び研究成果に関する情報を研究者コミュニティだけでなく，大学生から一般
市民の方までが読んで楽しめる研究情報誌。2021年度は第 10号，第 11号を発行した。
•Vol. 10（2021.9）

▶ 特集：研究者コミュニティーに開かれた国語研 2（「AIは皮肉を理解する？ 日本語の間接発話理解：第一
言語、第二言語、人工知能における習得メカニズムの認知科学的比較研究」「地域社会の言葉は何によっ
て変化するか？ 音声の個人内変化を推定するためのコーホート分析の有効性に関する実証研究」「調査
員によって調査の結果はどれほど変わるのか？ 第 1～3次岡崎敬語調査調査票・調査員記録簿の分析」
「専門用語を取り込む工夫難解用語の言語問題に対応する言い換え提案の検証とその応用」）
▶ コラム「言語学を学ぶことで得られること」
▶ 研究者紹介，著書紹介

•Vol. 11（2022.3）
▶ 特集：ここまで進んだ！ここまで分かった！国語研プロジェクトの今期の成果（「日本語と世界の言語の
とりたて表現」「NINJAL Parsed Corpus of Modern Japanese（NPCMJ）：書きことばの使用実態がわか
るコーパス」「危機言語・危機方言を消滅から守れるか？」「コーパスで日本語の歴史を一望する」「コー
パスを用いて日常のことばの特徴を調べてみよう」「外国人の日本語を解明する」「方言の記録と継承に
よる地域文化の再構築」「表記情報と書誌形態情報を加えた日本語歴史コーパスの精緻化」「北米におけ
る日本関連在外資料調査研究・活用」「コーパスアノテーションの拡張・統合・自動化に関する基礎研究」）

▶ コラム「「意味の語形変化」をめぐって」
▶ 研究者紹介，著書紹介

『国立国語研究所要覧 2021 / 2022』
発行：2021年 5月

（2）Web発信等
国立国語研究所ウェブサイト（https://www.ninjal.ac.jp/）
各種催し物，データベース等，国立国語研究所の最新情報からこれまでに蓄積された研究成果まで，幅広
いコンテンツを紹介。
国語研ポータルサイト『ことば研究館』（https://kotobaken.jp/）
ことばに関する一問一答式の記事『ことばの疑問』や，各種催し物，メディア掲載情報など，一般の方を
対象に，ことば・日本語に関する様々なコンテンツをわかりやすく紹介。
国語研からの御案内（メールマガジン）
シンポジウム，コロキウム等のイベント，データベース紹介，職員公募など国語研からお知らせしたい事
項について登録者に発信している。月 1～2回発行。
国語研公式 Twitter（https://twitter.com/kokugoken）
各種催し物，各種データベース，公式サイトの更新情報など，最新の情報を紹介。
国語研公式 You Tubeチャンネル（https://www.youtube.com/c/NINJAL-kokugoken）
国語研の活動紹介や催し物，教材などの動画を配信。2021年度は以下の動画を新規公開した。
•言語学レクチャーシリーズ（試験版）

▶ Vol.9「言語地理学，はじめの一歩」（大西拓一郎）
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▶ Vol.10「係り受けの数理」（浅原正幸）
▶ Vol.11「漢字の字体・異体字」（高田智和）
▶ Vol.12「フィールドワークを通じた未知言語・方言の音素分析」（五十嵐陽介）
▶ Vol.13「語彙的類型論入門色彩・温度語彙の体系と類型」（プラシャント・パルデシ）前・後編
▶ Vol.14「言語学入門」（柴谷方良）前・後編
▶ Vol.15「言語の分析その 1」（柴谷方良）前・後編
▶ Vol.16「言語の分析その 2」（柴谷方良）前・後編

•『統語・意味解析コーパス（NPCMJ）：概要と検索方法』（プラシャント・パルデシほか）全 6本
•ニホンゴ探検 2021（オンライン開催）ことばのミニ講義など全 12本
•オープンハウス 2021（オンライン開催）研究紹介など全 16本

（3）一般向けイベント
NINJALフォーラム
国語研が主体となって実施する研究や，他機関との連携研究による優れた成果を学術界だけでなく，広く
一般の方々に知っていただくとともに，社会との連携を積極的に推進して社会貢献に資するという観点から
開催。

第 16回「ここまで進んだ！ここまで分かった！多様な言語資源に基づく日本語研究」［2022.2.19，オンライン　開催］
• 講演

▶ 窪薗晴夫（国立国語研究所），松本曜（国立国語研究所）
「対照言語学の観点から見た日本語のプロソディーと動詞意味構造」

▶ プラシャント・パルデシ（国立国語研究所），長崎郁（名古屋大学）
「統語・意味解析コーパス（NPCMJ）から見えてきたこと～日本語テキストにおける主語省略文と受身
文の使用～」

▶ 木部暢子（国立国語研究所），山田真寛（国立国語研究所）
「消滅危機言語・方言を記録し、継承する」

▶ 小木曽智信（国立国語研究所）
「『日本語歴史コーパス』ができて分かったこと」

▶ 小磯花絵（国立国語研究所）
「コーパスを通して日常のことばの特徴を探る」

▶ 石黒圭（国立国語研究所）
「日本語学習者による多義語の意味推測ストラテジー」

▶ 前川喜久雄（国立国語研究所）
「リアルタイムMRI動画を用いた調音音声学の再構築—ワ行子音の問題—」

• ポスター発表

国立国語研究所オープンハウス 2021［2021.9.10，オンライン公開］
所員がどのような研究をしているのかを専門外の方や学部・大学院の学生にわかりやすく伝えることを目
的として開催。2021年度は事前に用意したコンテンツをオンライン公開する方式で実施した。
プログラム
• 基幹プロジェクトの紹介
• 研究の紹介

その他
• 大学共同利用機関シンポジウム 2021（出展）［2021.10.24，オンライン開催］
オンライン機関紹介

92 IV 社会連携と広報

（4）児童・生徒向けイベント
NINJAL職業発見プログラム
中学生や高校生向けに，言語学や日本語あるいは日本語教育を研究することを通じて，学問のたのしさや
素晴らしさを知ってもらうためのプログラム。
•オンライン対応

▶ 岩手県立盛岡第一高等学校（2021.7.30）
NINJALジュニアプログラム
主に小学生を対象に，子どもたちの身近にある題材を取り上げ，楽しみながら普段使っている日本語につ
いて考えられるような，ワークショップや出前授業などを実施している。
•出前授業

▶ 立川市立第十小学校（2021.4.24） ▶ 国分寺市立第三小学校（2022.1.24）

ニホンゴ探検 2021［2021.8.20，オンライン公開］
児童・生徒・一般を対象に研究所を公開し，「日本語」「ことば」の魅力と不思議に触れられるイベント。2021

年度は事前に用意したコンテンツをオンライン公開する方式で実施した。
プログラム
• ことばのミニ講義「話し言葉と書き言葉—音声学からみた違い—」（前川喜久雄）
• ことばのミニ講義「ことばの分類—語種から見る日本語—」（山崎誠）
• ワークショップ「国語辞典学習—問題をといてみよう！—」（柏野和佳子）
• ワークショップ「キき耳—お手本と同じ発音はどれ？—」（青井隼人）
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V 大学院教育と若手研究者育成
1 連携大学院

一橋大学大学院言語社会研究科・東京外国語大学大学院総合国際学研究科
2005年度から，一橋大学との連携大学院プログラムを実施している。この連携大学院（日本語教育学位取

得プログラム）は，日本語教育学，日本語学，日本文化に関する専門的な知識を備えた研究者や日本語教育
者を育成することを目指している。また，2016年度から東京外国語大学大学院総合国際学研究科との連携大
学院を開始した。これらの連携大学院において，国立国語研究所は日本語学やコーパス言語学等の分野を担
当している。

2 特別共同利用研究員制度
国立国語研究所では，国内外の大学の要請に応じて，日本語研究・日本語教育研究などの分野を専攻する
大学院生を特別共同利用研究員として受け入れている。国立国語研究所の設備，文献等の利用や，国立国語
研究所の研究者から研究指導を受けることができる制度である。
• 2021年度受入：3名

▶ 茨城大学（2名）
▶ サンクトペテルスブルク大学（ロシア）

3 NINJALチュートリアル
日本語学・言語学・日本語教育研究の諸分野における最新の研究成果や研究方法を，第一線の教授陣によっ
て，大学院生を中心とした若手研究者等に教授する講習会で，若手研究者の育成・サポートを目的としてい
る。大学共同利用機関である国立国語研究所の特色を活かしたテーマを積極的に取り上げ，年数回，各地で
実施している。2021年度はオンラインで 3回開催した。
受講対象：原則として，大学院学生レベル
•大学院学生（修士課程または博士課程に在籍する者）
•修士課程または博士課程を修了後，原則として 6年未満の者
•当該諸分野を専門とした職務に従事している者
•大学院進学を目指す学部学生等

•第 41回［2021.10.23，24（共催：東呉大学）］
「日本語動詞の意味論／コーパスによる日本語の歴史研究」
講師：松本曜（理論・対照研究領域・教授），小木曽智信（言語変化研究領域・教授）
•第 42回［2022.2.25］
「コーパスを活用した日常会話の研究」
講師：小磯花絵（音声言語研究領域・教授），柏野和佳子（音声言語研究領域・准教授）
•第 43回［2022.3.26］
「これからの消滅危機言語の保存研究における市民科学者の育成」
講師：山田真寛（言語変異研究領域・准教授）

4 優れたポストドクターの登用
若手のポストドクターが，各種共同研究プロジェクトの運営を補助するとともにプロジェクトに関連する

96 V 大学院教育と若手研究者育成

研究を自らおこなうことで，研究者としての自立性を向上させ，若手研究者のキャリアパスになる制度とし
てプロジェクト研究員（プロジェクト PDフェロー）制度を設け，公募により積極的に採用している（2021年
度在籍者は 11ページを参照）。
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VI 教員の研究活動と成果
田窪行則（たくぼゆきのり）所長
【学位】博士（文学）（京都大学，2006）
【学歴】京都大学文学部言語学専攻卒業（1975），同修士課程修了（1977）
【職歴】大韓民国東国大学校慶州分校日語日文科招聘専任講師（国際交流基金教員拡充プログラムによる）

（1980），神戸大学教養部専任講師（日本語日本事情担当）（1982），同助教授（1984），九州大学文学部
助教授（言語学講座）（1991），同教授（1996），九州大学大学院人文科学研究院教授（大学院重点化に
伴う措置）（2000），京都大学大学院文学研究科教授（2000），京都大学名誉教授（2016），大学共同利
用機関法人人間文化研究機構国立国語研究所所長（2017）

【専門領域】理論言語学，韓国語，琉球諸語，言語ドキュメンテーション，危機言語
【所属学会】日本言語学会　，日本語学会　，日本語文法学会　，日本音声学会　，東アジア　日本学会　（韓国　），アメリカ　言語学会　
【学会等の役員・委員】言語学会顧問，言語学会評議員，日本国際教育支援協会理事，東アジア日本学会編集委

員，日本語学会評議員，言語資源協会理事，Associate Editor of Asian Languages and Linguistics，Series
Editor of Endangered and Lesser-Studied Languages and Dialects，Series Editor of the Mouton-NINJAL
Library of Linguistics［MNLL］

【受賞歴】
1991：認知科学会論文賞（談話管理理論からみた日本語の指示詞）

【2021年度に参画した共同研究】
•基幹型共同研究プロジェクト　「日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの　作成」：メンバー
•基幹型共同研究プロジェクト　「対照言語学からみた日本語の音声と文法」：アドバイザリーボードメンバー　

【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（C）「可能世界を用いない様相表現の意味論的枠組みの構築—日本語様相表現を中心に」，

20K00586：研究分担者
•基盤研究（C）「終助詞に関する類型論的研究—日本語と韓国語を中心に—」，19K00618：研究分担者
•基盤研究（B）「比較言語学的方法による日本語・琉球諸語諸方言の祖語の再建および系統樹の構築」，

17H02332：研究分担者
•基盤研究（B）「言語使用と非言語的認知操作　における　空間指示枠の相関　についての　実験的研究　」，17H02333：
研究代表者
•基盤研究（B）「時空間マッピングの認知的基盤に関する理論的・実験的研究」，21H00528：研究代表者

【研究業績】
《著書・編書》
仲間博之，田窪行則，岩崎勝一，五十嵐陽介，中川奈津子（編）
『琉球宮古語池間方言辞典』，国立国語研究所，2022.3.26.

《論文・ブックチャプター》
Yukinori Takubo

“Morphophonemics of Ikema Miyakoan　”，John Kupchik　，José Andrés Alonso de la Fuente，and Marc
Miyake（eds.）Studies in Asian Historical Linguistics　，Philology　，and Beyond　，pp. 65–79，Brill，2021.6.

【研究調査】
•池間方言辞書オンライン調査 94回.
•池間方言動画オンライン収録 21回.

【その他の学術的・社会的活動】
•NHK放送研修センター理事
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窪薗晴夫（くぼぞのはるお）研究系（理論・対照研究領域）教授，領域代表，副所長
【学位】Ph.D.（言語学）（エジンバラ大学，1988）
【学歴】大阪外国語大学外国語学部卒業（1979），名古屋大学大学院文学研究科博士課程前期修了（1981），名

古屋大学大学院文学研究科博士課程後期中退（1982），英国・エジンバラ大学大学院博士課程修了（1986）
【職歴】南山大学外国語学部助手（1982），同講師（1984），同助教授（1990），大阪外国語大学外国語学部助

教授（1992），カリフォルニア大学サンタクルズ校客員研究員（フルブライト若手研究員）（1994–1995），
マックスプランク　心理言語学研究所客員研究員（1995），神戸大学文学部助教授（1996），同教授（2002），
人間文化研究機構国立国語研究所理論・構造研究系教授，研究系長（2010–2016），同研究系（理論・対
照研究領域）教授，領域代表，副所長（2016–），東京大学客員教授（2017–2018），人間文化研究機構評
議員（教育研究評議会委員）（2020–）

【専門領域】言語学，日本語学，音声学，音韻論，危機方言
【所属学会】日本言語学会　，日本音声学会　，日本音韻論学会　，日本語学会　，関西言語学会　，日本音響学会　，Association

for Laboratory Phonology

【学会等の役員・委員】日本言語学会顧問・評議員，日本音声学会理事・評議員，日本学術会議連携会員，理
化学研究所脳科学研究センター客員研究員，東京言語研究所運営委員長，Oxford Studies in Phonology
and Phonetics Series（OUP）Advisory Editor，International Congress of Phonetic Sciences（ICPhS）
Permanent Council Member，Association for Laboratory Phonology Editorial Board Member

【受賞歴】
2018：2017年度早稲田大学ティーチングアワード総長賞
2017：国立国語研究所第 15回特別所長賞
2015：国立国語研究所第 10回所長賞
2013：国立国語研究所第 6回所長賞
2010：国立国語研究所第 1回所長賞
1997：第 25回金田一京助博士記念賞（金田一賞）
1995：市河三喜賞
1988：名古屋大学英文学会 IVY Award
1985：イギリス政府Overseas Research Student Award

【2021年度に参画した共同研究】
•基幹型共同研究プロジェクト「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」：リーダー
•基幹型共同研究プロジェクト「日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」：メ
ンバー
•新領域創出型共同研究プロジェクト「発達障害児の聞き取りの困難さの要因を探る実証研究」：コー
ディネーター

【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（A）「消滅危機方言のプロソディーに関する実証的・理論的研究と音声データベースの構築」，

19H00530：研究代表者
•特別推進研究「アジアと欧米：コミュニケーションの文化差から言語の獲得過程を探る」，20H05617：
研究分担者

【研究業績】
《著書・編書》
窪薗晴夫，守本真帆（編）
『プロソディー研究の新展開』，開拓社，2022.2.25.
窪薗晴夫，朝日祥之（編）
『言語コミュニケーションの多様性』，くろしお出版，2022.3.24.
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and Phonetics Series（OUP）Advisory Editor，International Congress of Phonetic Sciences（ICPhS）
Permanent Council Member，Association for Laboratory Phonology Editorial Board Member

【受賞歴】
2018：2017年度早稲田大学ティーチングアワード総長賞
2017：国立国語研究所第 15回特別所長賞
2015：国立国語研究所第 10回所長賞
2013：国立国語研究所第 6回所長賞
2010：国立国語研究所第 1回所長賞
1997：第 25回金田一京助博士記念賞（金田一賞）
1995：市河三喜賞
1988：名古屋大学英文学会 IVY Award
1985：イギリス政府Overseas Research Student Award

【2021年度に参画した共同研究】
•基幹型共同研究プロジェクト「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」：リーダー
•基幹型共同研究プロジェクト「日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」：メ
ンバー
•新領域創出型共同研究プロジェクト「発達障害児の聞き取りの困難さの要因を探る実証研究」：コー
ディネーター

【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（A）「消滅危機方言のプロソディーに関する実証的・理論的研究と音声データベースの構築」，

19H00530：研究代表者
•特別推進研究「アジアと欧米：コミュニケーションの文化差から言語の獲得過程を探る」，20H05617：
研究分担者

【研究業績】
《著書・編書》
窪薗晴夫，守本真帆（編）
『プロソディー研究の新展開』，開拓社，2022.2.25.
窪薗晴夫，朝日祥之（編）
『言語コミュニケーションの多様性』，くろしお出版，2022.3.24.
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VI 教員の研究活動と成果
田窪行則（たくぼゆきのり）所長
【学位】博士（文学）（京都大学，2006）
【学歴】京都大学文学部言語学専攻卒業（1975），同修士課程修了（1977）
【職歴】大韓民国東国大学校慶州分校日語日文科招聘専任講師（国際交流基金教員拡充プログラムによる）

（1980），神戸大学教養部専任講師（日本語日本事情担当）（1982），同助教授（1984），九州大学文学部
助教授（言語学講座）（1991），同教授（1996），九州大学大学院人文科学研究院教授（大学院重点化に
伴う措置）（2000），京都大学大学院文学研究科教授（2000），京都大学名誉教授（2016），大学共同利
用機関法人人間文化研究機構国立国語研究所所長（2017）

【専門領域】理論言語学，韓国語，琉球諸語，言語ドキュメンテーション，危機言語
【所属学会】日本言語学会　，日本語学会　，日本語文法学会　，日本音声学会　，東アジア　日本学会　（韓国　），アメリカ　言語学会　
【学会等の役員・委員】言語学会顧問，言語学会評議員，日本国際教育支援協会理事，東アジア日本学会編集委

員，日本語学会評議員，言語資源協会理事，Associate Editor of Asian Languages and Linguistics，Series
Editor of Endangered and Lesser-Studied Languages and Dialects，Series Editor of the Mouton-NINJAL
Library of Linguistics［MNLL］

【受賞歴】
1991：認知科学会論文賞（談話管理理論からみた日本語の指示詞）

【2021年度に参画した共同研究】
•基幹型共同研究プロジェクト　「日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの　作成」：メンバー
•基幹型共同研究プロジェクト　「対照言語学からみた日本語の音声と文法」：アドバイザリーボードメンバー　

【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（C）「可能世界を用いない様相表現の意味論的枠組みの構築—日本語様相表現を中心に」，

20K00586：研究分担者
•基盤研究（C）「終助詞に関する類型論的研究—日本語と韓国語を中心に—」，19K00618：研究分担者
•基盤研究（B）「比較言語学的方法による日本語・琉球諸語諸方言の祖語の再建および系統樹の構築」，

17H02332：研究分担者
•基盤研究（B）「言語使用と非言語的認知操作　における　空間指示枠の相関　についての　実験的研究　」，17H02333：
研究代表者
•基盤研究（B）「時空間マッピングの認知的基盤に関する理論的・実験的研究」，21H00528：研究代表者

【研究業績】
《著書・編書》
仲間博之，田窪行則，岩崎勝一，五十嵐陽介，中川奈津子（編）
『琉球宮古語池間方言辞典』，国立国語研究所，2022.3.26.

《論文・ブックチャプター》
Yukinori Takubo

“Morphophonemics of Ikema Miyakoan　”，John Kupchik　，José Andrés Alonso de la Fuente，and Marc
Miyake（eds.）Studies in Asian Historical Linguistics　，Philology　，and Beyond　，pp. 65–79，Brill，2021.6.

【研究調査】
•池間方言辞書オンライン調査 94回.
•池間方言動画オンライン収録 21回.

【その他の学術的・社会的活動】
•NHK放送研修センター理事
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《論文・ブックチャプター》
窪薗晴夫
「鹿児島方言のアクセントの弁別的特性について」，窪薗晴夫，守本真帆（編）『プロソディー研究の新
展開』，開拓社，169–190頁，2022.2.25.

窪薗晴夫
「プロソディーの多様性と音声コミュニケーション」，窪薗晴夫，朝日祥之（編）『言語コミュニケーショ
ンの多様性』，くろしお出版，183–203頁，2022.3.24.

San Duanmu and Haruo Kubozono
“Early insights in phonology：East Asian tradition”，B. Elan Dresher and Harry van der Hulst（eds.）
The Oxford History of Phonology，pp. 64–82，Oxford University Press，2022.3.24.

《総説・解説など》
窪薗晴夫
「人文知共有のための日本語研究の国際化」，『学術の動向』，26巻 4号，25–29頁，2021.4，DOI：
10.5363/tits.26.4_25.

《その他の出版物・記事》
窪薗晴夫
「ソトから見た日本語、ウチから見た日本語 1.日本語はむずかしい—その 1—」，リベラルアーツ検
定クイズ（ウェブサイト），https://la-kentei.com/kotoba_special/，2022.1.11.

窪薗晴夫
「ソトから見た日本語、ウチから見た日本語 2.日本語はむずかしい—その 2—」，リベラルアーツ検
定クイズ（ウェブサイト），https://la-kentei.com/kotoba_special/，2022.1.18.

窪薗晴夫
「ソトから見た日本語、ウチから見た日本語 3.日本語はむずかしい—その 3—」，リベラルアーツ検
定クイズ（ウェブサイト），https://la-kentei.com/kotoba_special/，2022.1.25.

窪薗晴夫
「若者たちへ留学のすすめ」，南日本新聞，2022.1.31.
窪薗晴夫
「ソトから見た日本語、ウチから見た日本語 4.日本語はむずかしい—その 4—」，リベラルアーツ検
定クイズ（ウェブサイト），https://la-kentei.com/kotoba_special/，2022.2.1.

窪薗晴夫
「ソトから見た日本語、ウチから見た日本語 5.日本語の世代差—その 1—」，リベラルアーツ検定ク
イズ（ウェブサイト），https://la-kentei.com/kotoba_special/，2022.2.8.

窪薗晴夫
「ソトから見た日本語、ウチから見た日本語 6.日本語の世代差—その 2—」，リベラルアーツ検定ク
イズ（ウェブサイト），https://la-kentei.com/kotoba_special/，2022.2.15.

窪薗晴夫
「ソトから見た日本語、ウチから見た日本語 7.日本語の世代差—その 3—」，リベラルアーツ検定ク
イズ（ウェブサイト），https://la-kentei.com/kotoba_special/，2022.2.22.

窪薗晴夫
「ソトから見た日本語、ウチから見た日本語 8.日本語の世代差—その 4—」，リベラルアーツ検定ク
イズ（ウェブサイト），https://la-kentei.com/kotoba_special/，2022.3.1.

窪薗晴夫
「悩ましい日本語の表現」，南日本新聞，2022.3.7.
窪薗晴夫
「ソトから見た日本語、ウチから見た日本語 9.日本語の地域差—鹿児島方言は英語に似ている—」，
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リベラルアーツ検定クイズ（ウェブサイト），https://la-kentei.com/kotoba_special/，2022.3.8.
窪薗晴夫
「ソトから見た日本語、ウチから見た日本語 10.言語の多様性とコミュニケーション」，リベラルアー
ツ検定クイズ（ウェブサイト），https://la-kentei.com/kotoba_special/，2022.3.15.
窪薗晴夫
「ソトから見た日本語、ウチから見た日本語 11.方言と教育」，リベラルアーツ検定クイズ（ウェブサ
イト），https://la-kentei.com/kotoba_special/，2022.3.22.

窪薗晴夫
「ソトから見た日本語、ウチから見た日本語 12.方言が消えていく」，リベラルアーツ検定クイズ（ウェ
ブサイト），https://la-kentei.com/kotoba_special/，2022.3.29.

【講演・口頭発表】
窪薗晴夫
「一般言語学から見た日本語のプロソディー」，シンポジウムパネル（招待），日本語学会，オンライン，
2021.5.16.

窪薗晴夫
「コミュニケーション学から見た音声研究」，シンポジウムパネル（招待），関西言語学会第 46回大会，
オンライン，2021.6.13.

Haruo Kubozono
“On the relationship between the tone and the syllable：A moraic account”，シンポジウムパネル（招
待），Phonetics and Phonology in Europe（PaPE）4，オンライン，2021.6.23.
窪薗晴夫
「対照言語学の観点から見た日本語のプロソディー　」，シンポジウムパネル　（招待），Prosody and Grammar
Festa 6，オンライン，2022.1.29.

窪薗晴夫
「日本語におけるプロミネンスの衝突について」，招待講演，Kobe-NINJAL言語学コロキウム「日本
語研究の最前線 2」，神戸大学，2022.3.10.
窪薗晴夫
「数字とことば：数詞の世界に見られる言葉の規則性」，招待講演，第 3回金沢言語学フォーラム，オン
ライン，2022.3.24.

【研究発表会・講演会・シンポジウムなどの企画・運営】
•共同研究プロジェクト研究発表会（主催：国立国語研究所対照言語学プロジェクト），オンライン，

2021.4.23–7.2（計*回）.
•SPOTとOT Workplace（主催：国際基督教大学，共催：国立国語研究所対照言語学プロジェクト），オ
ンライン，2021.7.17–18.
• International Symposium on Issues in Japanese Psycholinguistics from Comparative Perspectives（主
催：東北大学，共催：国立国語研究所対照言語学プロジェクト），オンライン，2021.9.11–12.
•The 3rd NINJAL-SNU Joint Workshop on Japanese and Korean Phonology（主催：国立国語研究所，
共催：ソウル大学人文学部），オンライン，2021.10.8.
• 29th Japanese/Korean Linguistics Conference（主催：国立国語研究所，共催：名古屋大学），オンライ
ン，2021.10.9–11.
•共同研究プロジェクト研究発表会（主催：国立国語研究所対照言語学プロジェクト），オンライン，

2021.12.18.
•第 6回 Prosody and Grammar Festa（主催：国立国語研究所対照言語学プロジェクト，共催：神戸大学
人文学研究科），オンライン，2022.1.29–30.
•第 17回音韻論フェスタ（主催：東京音韻論研究会（TCP），共催：国立国語研究所対照言語学プロジェ
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リベラルアーツ検定クイズ（ウェブサイト），https://la-kentei.com/kotoba_special/，2022.3.8.
窪薗晴夫
「ソトから見た日本語、ウチから見た日本語 10.言語の多様性とコミュニケーション」，リベラルアー
ツ検定クイズ（ウェブサイト），https://la-kentei.com/kotoba_special/，2022.3.15.
窪薗晴夫
「ソトから見た日本語、ウチから見た日本語 11.方言と教育」，リベラルアーツ検定クイズ（ウェブサ
イト），https://la-kentei.com/kotoba_special/，2022.3.22.

窪薗晴夫
「ソトから見た日本語、ウチから見た日本語 12.方言が消えていく」，リベラルアーツ検定クイズ（ウェ
ブサイト），https://la-kentei.com/kotoba_special/，2022.3.29.

【講演・口頭発表】
窪薗晴夫
「一般言語学から見た日本語のプロソディー」，シンポジウムパネル（招待），日本語学会，オンライン，
2021.5.16.

窪薗晴夫
「コミュニケーション学から見た音声研究」，シンポジウムパネル（招待），関西言語学会第 46回大会，
オンライン，2021.6.13.

Haruo Kubozono
“On the relationship between the tone and the syllable：A moraic account”，シンポジウムパネル（招
待），Phonetics and Phonology in Europe（PaPE）4，オンライン，2021.6.23.
窪薗晴夫
「対照言語学の観点から見た日本語のプロソディー　」，シンポジウムパネル　（招待），Prosody and Grammar
Festa 6，オンライン，2022.1.29.
窪薗晴夫
「日本語におけるプロミネンスの衝突について」，招待講演，Kobe-NINJAL言語学コロキウム「日本
語研究の最前線 2」，神戸大学，2022.3.10.
窪薗晴夫
「数字とことば：数詞の世界に見られる言葉の規則性」，招待講演，第 3回金沢言語学フォーラム，オン
ライン，2022.3.24.

【研究発表会・講演会・シンポジウムなどの企画・運営】
•共同研究プロジェクト研究発表会（主催：国立国語研究所対照言語学プロジェクト），オンライン，

2021.4.23–7.2（計 11回）.
•SPOTとOT Workplace（主催：国際基督教大学，共催：国立国語研究所対照言語学プロジェクト），オ
ンライン，2021.7.17–18.
• International Symposium on Issues in Japanese Psycholinguistics from Comparative Perspectives（主
催：東北大学，共催：国立国語研究所対照言語学プロジェクト），オンライン，2021.9.11–12.
•The 3rd NINJAL-SNU Joint Workshop on Japanese and Korean Phonology（主催：国立国語研究所，
共催：ソウル大学人文学部），オンライン，2021.10.8.
• 29th Japanese/Korean Linguistics Conference（主催：国立国語研究所，共催：名古屋大学），オンライ
ン，2021.10.9–11.
•共同研究プロジェクト研究発表会（主催：国立国語研究所対照言語学プロジェクト），オンライン，

2021.12.18.
•第 6回 Prosody and Grammar Festa（主催：国立国語研究所対照言語学プロジェクト，共催：神戸大学
人文学研究科），オンライン，2022.1.29–30.
•第 17回音韻論フェスタ（主催：東京音韻論研究会（TCP），共催：国立国語研究所対照言語学プロジェ
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《論文・ブックチャプター》
窪薗晴夫
「鹿児島方言のアクセントの弁別的特性について」，窪薗晴夫，守本真帆（編）『プロソディー研究の新
展開』，開拓社，169–190頁，2022.2.25.

窪薗晴夫
「プロソディーの多様性と音声コミュニケーション」，窪薗晴夫，朝日祥之（編）『言語コミュニケーショ
ンの多様性』，くろしお出版，183–203頁，2022.3.24.

San Duanmu and Haruo Kubozono
“Early insights in phonology：East Asian tradition”，B. Elan Dresher and Harry van der Hulst（eds.）
The Oxford History of Phonology，pp. 64–82，Oxford University Press，2022.3.24.

《総説・解説など》
窪薗晴夫
「人文知共有のための日本語研究の国際化」，『学術の動向』，26巻 4号，25–29頁，2021.4，DOI：
10.5363/tits.26.4_25.

《その他の出版物・記事》
窪薗晴夫
「ソトから見た日本語、ウチから見た日本語 1.日本語はむずかしい—その 1—」，リベラルアーツ検
定クイズ（ウェブサイト），https://la-kentei.com/kotoba_special/，2022.1.11.

窪薗晴夫
「ソトから見た日本語、ウチから見た日本語 2.日本語はむずかしい—その 2—」，リベラルアーツ検
定クイズ（ウェブサイト），https://la-kentei.com/kotoba_special/，2022.1.18.

窪薗晴夫
「ソトから見た日本語、ウチから見た日本語 3.日本語はむずかしい—その 3—」，リベラルアーツ検
定クイズ（ウェブサイト），https://la-kentei.com/kotoba_special/，2022.1.25.

窪薗晴夫
「若者たちへ留学のすすめ」，南日本新聞，2022.1.31.
窪薗晴夫
「ソトから見た日本語、ウチから見た日本語 4.日本語はむずかしい—その 4—」，リベラルアーツ検
定クイズ（ウェブサイト），https://la-kentei.com/kotoba_special/，2022.2.1.

窪薗晴夫
「ソトから見た日本語、ウチから見た日本語 5.日本語の世代差—その 1—」，リベラルアーツ検定ク
イズ（ウェブサイト），https://la-kentei.com/kotoba_special/，2022.2.8.

窪薗晴夫
「ソトから見た日本語、ウチから見た日本語 6.日本語の世代差—その 2—」，リベラルアーツ検定ク
イズ（ウェブサイト），https://la-kentei.com/kotoba_special/，2022.2.15.

窪薗晴夫
「ソトから見た日本語、ウチから見た日本語 7.日本語の世代差—その 3—」，リベラルアーツ検定ク
イズ（ウェブサイト），https://la-kentei.com/kotoba_special/，2022.2.22.

窪薗晴夫
「ソトから見た日本語、ウチから見た日本語 8.日本語の世代差—その 4—」，リベラルアーツ検定ク
イズ（ウェブサイト），https://la-kentei.com/kotoba_special/，2022.3.1.

窪薗晴夫
「悩ましい日本語の表現」，南日本新聞，2022.3.7.
窪薗晴夫
「ソトから見た日本語、ウチから見た日本語 9.日本語の地域差—鹿児島方言は英語に似ている—」，
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リベラルアーツ検定クイズ（ウェブサイト），https://la-kentei.com/kotoba_special/，2022.3.8.
窪薗晴夫
「ソトから見た日本語、ウチから見た日本語 10.言語の多様性とコミュニケーション」，リベラルアー
ツ検定クイズ（ウェブサイト），https://la-kentei.com/kotoba_special/，2022.3.15.
窪薗晴夫
「ソトから見た日本語、ウチから見た日本語 11.方言と教育」，リベラルアーツ検定クイズ（ウェブサ
イト），https://la-kentei.com/kotoba_special/，2022.3.22.

窪薗晴夫
「ソトから見た日本語、ウチから見た日本語 12.方言が消えていく」，リベラルアーツ検定クイズ（ウェ
ブサイト），https://la-kentei.com/kotoba_special/，2022.3.29.

【講演・口頭発表】
窪薗晴夫
「一般言語学から見た日本語のプロソディー」，シンポジウムパネル（招待），日本語学会，オンライン，
2021.5.16.

窪薗晴夫
「コミュニケーション学から見た音声研究」，シンポジウムパネル（招待），関西言語学会第 46回大会，
オンライン，2021.6.13.

Haruo Kubozono
“On the relationship between the tone and the syllable：A moraic account”，シンポジウムパネル（招
待），Phonetics and Phonology in Europe（PaPE）4，オンライン，2021.6.23.
窪薗晴夫
「対照言語学の観点から見た日本語のプロソディー　」，シンポジウムパネル　（招待），Prosody and Grammar
Festa 6，オンライン，2022.1.29.

窪薗晴夫
「日本語におけるプロミネンスの衝突について」，招待講演，Kobe-NINJAL言語学コロキウム「日本
語研究の最前線 2」，神戸大学，2022.3.10.
窪薗晴夫
「数字とことば：数詞の世界に見られる言葉の規則性」，招待講演，第 3回金沢言語学フォーラム，オン
ライン，2022.3.24.

【研究発表会・講演会・シンポジウムなどの企画・運営】
•共同研究プロジェクト研究発表会（主催：国立国語研究所対照言語学プロジェクト），オンライン，

2021.4.23–7.2（計*回）.
•SPOTとOT Workplace（主催：国際基督教大学，共催：国立国語研究所対照言語学プロジェクト），オ
ンライン，2021.7.17–18.
• International Symposium on Issues in Japanese Psycholinguistics from Comparative Perspectives（主
催：東北大学，共催：国立国語研究所対照言語学プロジェクト），オンライン，2021.9.11–12.
•The 3rd NINJAL-SNU Joint Workshop on Japanese and Korean Phonology（主催：国立国語研究所，
共催：ソウル大学人文学部），オンライン，2021.10.8.
• 29th Japanese/Korean Linguistics Conference（主催：国立国語研究所，共催：名古屋大学），オンライ
ン，2021.10.9–11.
•共同研究プロジェクト研究発表会（主催：国立国語研究所対照言語学プロジェクト），オンライン，

2021.12.18.
•第 6回 Prosody and Grammar Festa（主催：国立国語研究所対照言語学プロジェクト，共催：神戸大学
人文学研究科），オンライン，2022.1.29–30.
•第 17回音韻論フェスタ（主催：東京音韻論研究会（TCP），共催：国立国語研究所対照言語学プロジェ
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リベラルアーツ検定クイズ（ウェブサイト），https://la-kentei.com/kotoba_special/，2022.3.8.
窪薗晴夫
「ソトから見た日本語、ウチから見た日本語 10.言語の多様性とコミュニケーション」，リベラルアー
ツ検定クイズ（ウェブサイト），https://la-kentei.com/kotoba_special/，2022.3.15.
窪薗晴夫
「ソトから見た日本語、ウチから見た日本語 11.方言と教育」，リベラルアーツ検定クイズ（ウェブサ
イト），https://la-kentei.com/kotoba_special/，2022.3.22.

窪薗晴夫
「ソトから見た日本語、ウチから見た日本語 12.方言が消えていく」，リベラルアーツ検定クイズ（ウェ
ブサイト），https://la-kentei.com/kotoba_special/，2022.3.29.

【講演・口頭発表】
窪薗晴夫
「一般言語学から見た日本語のプロソディー」，シンポジウムパネル（招待），日本語学会，オンライン，
2021.5.16.

窪薗晴夫
「コミュニケーション学から見た音声研究」，シンポジウムパネル（招待），関西言語学会第 46回大会，
オンライン，2021.6.13.

Haruo Kubozono
“On the relationship between the tone and the syllable：A moraic account”，シンポジウムパネル（招
待），Phonetics and Phonology in Europe（PaPE）4，オンライン，2021.6.23.
窪薗晴夫
「対照言語学の観点から見た日本語のプロソディー　」，シンポジウムパネル　（招待），Prosody and Grammar
Festa 6，オンライン，2022.1.29.
窪薗晴夫
「日本語におけるプロミネンスの衝突について」，招待講演，Kobe-NINJAL言語学コロキウム「日本
語研究の最前線 2」，神戸大学，2022.3.10.
窪薗晴夫
「数字とことば：数詞の世界に見られる言葉の規則性」，招待講演，第 3回金沢言語学フォーラム，オン
ライン，2022.3.24.

【研究発表会・講演会・シンポジウムなどの企画・運営】
•共同研究プロジェクト研究発表会（主催：国立国語研究所対照言語学プロジェクト），オンライン，

2021.4.23–7.2（計 11回）.
•SPOTとOT Workplace（主催：国際基督教大学，共催：国立国語研究所対照言語学プロジェクト），オ
ンライン，2021.7.17–18.
• International Symposium on Issues in Japanese Psycholinguistics from Comparative Perspectives（主
催：東北大学，共催：国立国語研究所対照言語学プロジェクト），オンライン，2021.9.11–12.
•The 3rd NINJAL-SNU Joint Workshop on Japanese and Korean Phonology（主催：国立国語研究所，
共催：ソウル大学人文学部），オンライン，2021.10.8.
• 29th Japanese/Korean Linguistics Conference（主催：国立国語研究所，共催：名古屋大学），オンライ
ン，2021.10.9–11.
•共同研究プロジェクト研究発表会（主催：国立国語研究所対照言語学プロジェクト），オンライン，

2021.12.18.
•第 6回 Prosody and Grammar Festa（主催：国立国語研究所対照言語学プロジェクト，共催：神戸大学
人文学研究科），オンライン，2022.1.29–30.
•第 17回音韻論フェスタ（主催：東京音韻論研究会（TCP），共催：国立国語研究所対照言語学プロジェ
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クト），オンライン，2022.3.7–8.
•Kobe-NINJAL言語学コロキウム（主催：神戸大学人文学研究科，共催：国立国語研究所対照言語学プ
ロジェクト），神戸大学，2022.3.10.

【一般向けの講演・セミナーなど】
窪薗晴夫
「甑島方言の大切さ」，甑島方言講演会，オンライン，2021.9.2.
窪薗晴夫
「甑島方言の大切さ」，甑島方言講演会，オンライン，2021.9.6.
窪薗晴夫
「コミュニケーションから見た言語の二面性」，国立国語研究所オープンハウス，オンライン，2021.9.10.
窪薗晴夫
「元号のリズムと日本語の韻律構造」，東京言語研究所，オンライン，2021.9.11.
窪薗晴夫
「甑島方言の大切さ」，甑島方言講演会，オンライン，2021.10.4.
窪薗晴夫，松本曜
「一般言語学の観点から見た日本語のプロソディーと動詞意味構造」，NINJALフォーラム，オンライ
ン，2022.2.19.

【その他の学術的・社会的活動】
•南日本新聞客員論説委員，2022.1–12.

【大学院教育・若手研究者育成】
《講習・チュートリアル》
窪薗晴夫
「日本語の中の異文化間コミュニケーション」，島根県立大学言語コミュニケーションコース第 2回講
演会，オンライン，2021.12.16.

《大学院非常勤講師（集中講義）》
•南山大学大学院人間文化研究科「音韻論概論」

《博士論文予備審査》
•カリフォルニア大学サンタクルズ校：副査
•東京大学大学院総合文化研究科：副査

《若手研究者の受入》
•国立国語研究所 PDフェロー：1名
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Prashant Vijay Pardeshi（プラシャントウィジャイパルデシ）
研究系（理論・対照研究領域）教授
【学位】博士（学術）（神戸大学，2000）
【学歴】ジャワハルラル・ネル大学文学日本語専攻修士課程修了（1993），神戸大学大学院文化学研究科修了

（2000）
【職歴】神戸大学文学部講師（2005），同人文学研究科講師（2007），人間文化研究機構国立国語研究所言

語対照研究系准教授（2009），同教授（2011），同研究系長（2014–2016），同研究系（理論・対照研究
領域）教授，研究情報発信センター長（2016.4–2018.3）

【専門領域】言語学，言語類型論，対照言語学
【所属学会】日本言語学会，日本語文法学会，関西言語学会
【受賞歴】

2021：国立国語研究所第 22回所長賞
2020：国立国語研究所第 21回所長賞
2020：国立国語研究所第 20回所長賞
2019：国立国語研究所第 19回所長賞
2018：国立国語研究所第 16回特別所長賞
2016：国立国語研究所第 12回特別所長賞
2010：国立国語研究所第 1回所長賞
2007：第 1回『博報「ことばと文化・教育」研究助成』優秀賞（パルデシ・プラシャント，桐生和幸，石田

英明，小磯千尋（編）『日本語—マラーティー語基本動詞用法事典』，2007.財団法人博報児童教
育振興会 2005年度第 1回『博報「ことばと文化・教育」研究助成』の研究助成支援による「日・
マラーティー語の対照研究・日本語教育用基本動詞用法事典の作成」プロジェクト報告書）

2000：The Chatterjee-Ramanujan Prize for outstanding student contribution to “The Yearbook of South
Asian Languages and Linguistics 2000 ”，Sage Publications，New Delhi，Thousand Oaks，and
London.（Paper title：“The Passive and Related Constructions in Marathi.”）

【2021年度に参画した共同研究】
•基幹型共同研究プロジェクト「統語・意味解析コーパスの開発と言語研究」：プロジェクトリーダー
•基幹型共同研究プロジェクト「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」：班長（名詞修飾表現
の対照研究班）
•基幹型共同研究プロジェクト「日本語学習者のコミュニケーションの多角的解明」：班長（基本動詞ハ
ンドブック作成班）

【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（C）「マルチメディアを利用したイメージ・スキーマ形成の活性化と外国語教育への応用」，

21K02776：研究分担者
【研究業績】
《論文・ブックチャプター》
プラシャント・パルデシ，長崎郁
「NPCMJを用いた文構造の出現頻度に関する調査：主語省略文と受身文を例に」，窪薗晴夫，朝日祥之
（編）『言語コミュニケーションの多様性』，pp. 167–181，くろしお出版，2022.3.24.

《コーパス・データベース類》
統語・意味解析コーパスの開発と言語研究プロジェクト
「NINJAL Parsed Corpus of Modern Japanese（NPCMJ）」，https://npcmj.ninjal.ac.jp/
日本語学習者のコミュニケーションの多角的解明プロジェクト（基本動詞ハンドブック作成班）
「基本動詞ハンドブック」，https://verbhandbook.ninjal.ac.jp/
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クト），オンライン，2022.3.7–8.
•Kobe-NINJAL言語学コロキウム（主催：神戸大学人文学研究科，共催：国立国語研究所対照言語学プ
ロジェクト），神戸大学，2022.3.10.

【一般向けの講演・セミナーなど】
窪薗晴夫
「甑島方言の大切さ」，甑島方言講演会，オンライン，2021.9.2.
窪薗晴夫
「甑島方言の大切さ」，甑島方言講演会，オンライン，2021.9.6.
窪薗晴夫
「コミュニケーションから見た言語の二面性」，国立国語研究所オープンハウス，オンライン，2021.9.10.
窪薗晴夫
「元号のリズムと日本語の韻律構造」，東京言語研究所，オンライン，2021.9.11.
窪薗晴夫
「甑島方言の大切さ」，甑島方言講演会，オンライン，2021.10.4.
窪薗晴夫，松本曜
「一般言語学の観点から見た日本語のプロソディーと動詞意味構造」，NINJALフォーラム，オンライ
ン，2022.2.19.

【その他の学術的・社会的活動】
•南日本新聞客員論説委員，2022.1–12.

【大学院教育・若手研究者育成】
《講習・チュートリアル》
窪薗晴夫
「日本語の中の異文化間コミュニケーション」，島根県立大学言語コミュニケーションコース第 2回講
演会，オンライン，2021.12.16.

《大学院非常勤講師（集中講義）》
•南山大学大学院人間文化研究科「音韻論概論」

《博士論文予備審査》
•カリフォルニア大学サンタクルズ校：副査
•東京大学大学院総合文化研究科：副査

《若手研究者の受入》
•国立国語研究所 PDフェロー：1名
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Prashant Vijay Pardeshi（プラシャントウィジャイパルデシ）
研究系（理論・対照研究領域）教授
【学位】博士（学術）（神戸大学，2000）
【学歴】ジャワハルラル・ネル大学文学日本語専攻修士課程修了（1993），神戸大学大学院文化学研究科修了

（2000）
【職歴】神戸大学文学部講師（2005），同人文学研究科講師（2007），人間文化研究機構国立国語研究所言

語対照研究系准教授（2009），同教授（2011），同研究系長（2014–2016），同研究系（理論・対照研究
領域）教授，研究情報発信センター長（2016.4–2018.3）

【専門領域】言語学，言語類型論，対照言語学
【所属学会】日本言語学会，日本語文法学会，関西言語学会
【受賞歴】

2021：国立国語研究所第 22回所長賞
2020：国立国語研究所第 21回所長賞
2020：国立国語研究所第 20回所長賞
2019：国立国語研究所第 19回所長賞
2018：国立国語研究所第 16回特別所長賞
2016：国立国語研究所第 12回特別所長賞
2010：国立国語研究所第 1回所長賞
2007：第 1回『博報「ことばと文化・教育」研究助成』優秀賞（パルデシ・プラシャント，桐生和幸，石田

英明，小磯千尋（編）『日本語—マラーティー語基本動詞用法事典』，2007.財団法人博報児童教
育振興会 2005年度第 1回『博報「ことばと文化・教育」研究助成』の研究助成支援による「日・
マラーティー語の対照研究・日本語教育用基本動詞用法事典の作成」プロジェクト報告書）

2000：The Chatterjee-Ramanujan Prize for outstanding student contribution to “The Yearbook of South
Asian Languages and Linguistics 2000 ”，Sage Publications，New Delhi，Thousand Oaks，and
London.（Paper title：“The Passive and Related Constructions in Marathi.”）

【2021年度に参画した共同研究】
•基幹型共同研究プロジェクト「統語・意味解析コーパスの開発と言語研究」：プロジェクトリーダー
•基幹型共同研究プロジェクト「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」：班長（名詞修飾表現
の対照研究班）
•基幹型共同研究プロジェクト「日本語学習者のコミュニケーションの多角的解明」：班長（基本動詞ハ
ンドブック作成班）

【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（C）「マルチメディアを利用したイメージ・スキーマ形成の活性化と外国語教育への応用」，

21K02776：研究分担者
【研究業績】
《論文・ブックチャプター》
プラシャント・パルデシ，長崎郁
「NPCMJを用いた文構造の出現頻度に関する調査：主語省略文と受身文を例に」，窪薗晴夫，朝日祥之
（編）『言語コミュニケーションの多様性』，pp. 167–181，くろしお出版，2022.3.24.

《コーパス・データベース類》
統語・意味解析コーパスの開発と言語研究プロジェクト
「NINJAL Parsed Corpus of Modern Japanese（NPCMJ）」，https://npcmj.ninjal.ac.jp/
日本語学習者のコミュニケーションの多角的解明プロジェクト（基本動詞ハンドブック作成班）
「基本動詞ハンドブック」，https://verbhandbook.ninjal.ac.jp/
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プラシャント・パルデシ，今村泰也，砂川有里子，今井新悟ほか
「日本語文型バンク」，http://bunkeibank.ninjal.ac.jp/

【講演・口頭発表】
プラシャント・パルデシ
「現代語から津軽方言データの「統語・意味解析コーパス」構築・公開への展開」，シンポジウム「津軽
方言の統語・意味解析コーパス「松の木」の構築・公開：現状と課題」，弘前大学，2022.1.17.
プラシャント・パルデシ
「対照言語学の観点から見た日本語の名詞修飾表現」，招待講演，Prosody and Grammar Festa 6，オン
ライン，2022.1.29.

プラシャント・パルデシ，長崎郁
「日本語テキストにおける主語省略文と受身文の使用～統語・意味解析コーパス（NPCMJ）から見えて
きたこと～」，招待講演，NINJALフォーラム「ここまで進んだ！ここまで分かった！国立国語研究所
の日本語研究」，2022.2.19.

竹内孔一，アラステア・バトラー，長崎郁，プラシャント・パルデシ
「述語の概念フレームと PropBank形式の意味役割を付与したNPCMJ-PTの構築」，言語処理学会第
28回年次大会（発表論文集），オンライン・アクトシティ浜松コングレスセンター，2022.3.15.

竹内孔一，岩本潤季，アラステア・バトラー，長崎郁，プラシャント・パルデシ
「意味役割と概念フレームを付与したNPCMJ-PTによるタグの推定」，情報処理学会第 146回情報基
礎とアクセス技術/第 124回ドキュメントコミュニケーション研究会合同研究発表会，東洋大学白山
キャンパス，オンライン，2022.3.25.

【研究発表会・講演会・シンポジウムなどの企画・運営】
•「統語・意味解析コーパスの開発と言語研究」オンライン研究発表会（「統語・意味解析コーパスの開発
と言語研究」プロジェクト），オンライン，2021.11.19，2021.12.22.
•シンポジウム「津軽方言の統語・意味解析コーパス「松の木」の構築・公開：現状と課題」（主催：「統
語・意味解析コーパスの開発と言語研究」プロジェクト，共催：弘前大学人文社会科学部・人文社会科
学研究科バトラー研究室），弘前大学，2022.1.17.
•Prosody and Grammar Festa 6（主催：国立国語研究所対照言語学プロジェクト，共催：神戸大学人文
学研究科），オンライン，2022.1.29.

【大学院教育・若手研究者育成】
《講習・チュートリアル》
プラシャント・パルデシ，鈴木彩香
「NPCMJコーパスの理念とデータの概要、および初心者向けインターフェース」，統語・意味解析コー
パス（NPCMJ）チュートリアル，オンライン，2022.3.4.
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松本曜（まつもとよう）研究系（理論・対照研究領域）教授
【学位】Ph D（言語学）（米国スタンフォード大学，1992）
【学歴】上智大学外国語学部英語学科卒業（1983），上智大学外国語学研究科博士課程前期課程修了（1985），

スタンフォード大学言語学科博士課程修了 (1992)

【職歴】東京基督教大学神学部専任講師（1992–1994），明治学院大学文学部専任講師（1995），明治学院大学文
学部助教授（1996–2001），明治学院大学文学部教授（2002–2003），神戸大学文学部教授（2004–2006），
神戸大学人文学研究科教授（2007–2017），人間文化研究機構国立国語研究所理論・対照研究領域教授
（2017–）

【専門領域】意味論，認知言語学
【所属学会】日本言語学会，日本英語学会，日本認知言語学会，関西言語学会，アメリカ言語学会，国際認知

言語学会
【学会等の役員・委員】日本言語学会評議員，国際認知言語学会理事
【受賞歴】

2021：令和 3年度前期所長特別賞（Yo Matsumoto “The semantic differentiation of verb-te verb com-
plexes and verb-verb compounds in Japanese.” Taro Kageyama，Peter E. Hook，and Prashant
Pardeshi（eds.）Verb-Verb Complexes in Asian Languages. pp. 139–164，Oxford University Press）

2020：令和 2年度後期所長特別賞（Yo Matsumoto and Kazuhiro Kawachi（eds.）Broader Perspectives
on Motion Event Descriptions，John Benjamins）

【2021年度に参画した共同研究】
•基幹型共同研究プロジェクト「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」：班長（動詞意味構造班）

【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（B）「空間移動と状態変化の表現の並行性に関する統一的通言語的研究」，19H01264：研究
代表者

【研究業績】
《著書・編書》
松本曜，小原京子（編）
『フレーム意味論の貢献：動詞とその周辺』，開拓社，2022.3.24.

《論文・ブックチャプター》
松本曜
「移動表現の研究におけるコーパスと実験」，篠原和子，宇野良子（編）『実験認知言語学の深化』，ひつ
じ書房，93–111頁，2021.5.31.

松本曜
「意味派生の方向性と基本義の認定に関する実験的考察」，児玉一宏，小山哲春（編）『認知言語学の最
前線—山梨正明教授古希記念論文集』，ひつじ書房，283–307頁，2021.5.31.

松本曜，小原京子
「フレーム，フレーム意味論，フレームネット」，松本曜，小原京子（編）『フレーム意味論の貢献：動詞
とその周辺』，開拓社，1–19頁，2022.3.23.

松本曜
「動詞における反義性—フレーム意味論による分析—」，松本曜，小原京子（編）『フレーム意味論の貢
献：動詞とその周辺』，開拓社，63–84頁，2022.3.23.

松本曜
「フレーム意味論による出会いと別れの挨拶語の分析」，菅井三実，八木橋宏勇（編）『認知言語学の未
来に向けて辻幸夫教授退職記念論文集』，開拓社，109–120頁，2022.3.23.
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プラシャント・パルデシ，今村泰也，砂川有里子，今井新悟ほか
「日本語文型バンク」，http://bunkeibank.ninjal.ac.jp/

【講演・口頭発表】
プラシャント・パルデシ
「現代語から津軽方言データの「統語・意味解析コーパス」構築・公開への展開」，シンポジウム「津軽
方言の統語・意味解析コーパス「松の木」の構築・公開：現状と課題」，弘前大学，2022.1.17.
プラシャント・パルデシ
「対照言語学の観点から見た日本語の名詞修飾表現」，招待講演，Prosody and Grammar Festa 6，オン
ライン，2022.1.29.

プラシャント・パルデシ，長崎郁
「日本語テキストにおける主語省略文と受身文の使用～統語・意味解析コーパス（NPCMJ）から見えて
きたこと～」，招待講演，NINJALフォーラム「ここまで進んだ！ここまで分かった！国立国語研究所
の日本語研究」，2022.2.19.

竹内孔一，アラステア・バトラー，長崎郁，プラシャント・パルデシ
「述語の概念フレームと PropBank形式の意味役割を付与したNPCMJ-PTの構築」，言語処理学会第
28回年次大会（発表論文集），オンライン・アクトシティ浜松コングレスセンター，2022.3.15.

竹内孔一，岩本潤季，アラステア・バトラー，長崎郁，プラシャント・パルデシ
「意味役割と概念フレームを付与したNPCMJ-PTによるタグの推定」，情報処理学会第 146回情報基
礎とアクセス技術/第 124回ドキュメントコミュニケーション研究会合同研究発表会，東洋大学白山
キャンパス，オンライン，2022.3.25.

【研究発表会・講演会・シンポジウムなどの企画・運営】
•「統語・意味解析コーパスの開発と言語研究」オンライン研究発表会（「統語・意味解析コーパスの開発
と言語研究」プロジェクト），オンライン，2021.11.19，2021.12.22.
•シンポジウム「津軽方言の統語・意味解析コーパス「松の木」の構築・公開：現状と課題」（主催：「統
語・意味解析コーパスの開発と言語研究」プロジェクト，共催：弘前大学人文社会科学部・人文社会科
学研究科バトラー研究室），弘前大学，2022.1.17.
•Prosody and Grammar Festa 6（主催：国立国語研究所対照言語学プロジェクト，共催：神戸大学人文
学研究科），オンライン，2022.1.29.

【大学院教育・若手研究者育成】
《講習・チュートリアル》
プラシャント・パルデシ，鈴木彩香
「NPCMJコーパスの理念とデータの概要、および初心者向けインターフェース」，統語・意味解析コー
パス（NPCMJ）チュートリアル，オンライン，2022.3.4.
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松本曜（まつもとよう）研究系（理論・対照研究領域）教授
【学位】Ph D（言語学）（米国スタンフォード大学，1992）
【学歴】上智大学外国語学部英語学科卒業（1983），上智大学外国語学研究科博士課程前期課程修了（1985），

スタンフォード大学言語学科博士課程修了 (1992)

【職歴】東京基督教大学神学部専任講師（1992–1994），明治学院大学文学部専任講師（1995），明治学院大学文
学部助教授（1996–2001），明治学院大学文学部教授（2002–2003），神戸大学文学部教授（2004–2006），
神戸大学人文学研究科教授（2007–2017），人間文化研究機構国立国語研究所理論・対照研究領域教授
（2017–）

【専門領域】意味論，認知言語学
【所属学会】日本言語学会，日本英語学会，日本認知言語学会，関西言語学会，アメリカ言語学会，国際認知

言語学会
【学会等の役員・委員】日本言語学会評議員，国際認知言語学会理事
【受賞歴】

2021：令和 3年度前期所長特別賞（Yo Matsumoto “The semantic differentiation of verb-te verb com-
plexes and verb-verb compounds in Japanese.” Taro Kageyama，Peter E. Hook，and Prashant
Pardeshi（eds.）Verb-Verb Complexes in Asian Languages. pp. 139–164，Oxford University Press）

2020：令和 2年度後期所長特別賞（Yo Matsumoto and Kazuhiro Kawachi（eds.）Broader Perspectives
on Motion Event Descriptions，John Benjamins）

【2021年度に参画した共同研究】
•基幹型共同研究プロジェクト「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」：班長（動詞意味構造班）

【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（B）「空間移動と状態変化の表現の並行性に関する統一的通言語的研究」，19H01264：研究
代表者

【研究業績】
《著書・編書》
松本曜，小原京子（編）
『フレーム意味論の貢献：動詞とその周辺』，開拓社，2022.3.24.

《論文・ブックチャプター》
松本曜
「移動表現の研究におけるコーパスと実験」，篠原和子，宇野良子（編）『実験認知言語学の深化』，ひつ
じ書房，93–111頁，2021.5.31.
松本曜
「意味派生の方向性と基本義の認定に関する実験的考察」，児玉一宏，小山哲春（編）『認知言語学の最
前線—山梨正明教授古希記念論文集』，ひつじ書房，283–307頁，2021.5.31.
松本曜，小原京子
「フレーム，フレーム意味論，フレームネット」，松本曜，小原京子（編）『フレーム意味論の貢献：動詞
とその周辺』，開拓社，1–19頁，2022.3.23.
松本曜
「動詞における反義性—フレーム意味論による分析—」，松本曜，小原京子（編）『フレーム意味論の貢
献：動詞とその周辺』，開拓社，63–84頁，2022.3.23.

松本曜
「フレーム意味論による出会いと別れの挨拶語の分析」，菅井三実，八木橋宏勇（編）『認知言語学の未
来に向けて辻幸夫教授退職記念論文集』，開拓社，109–120頁，2022.3.23.
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《コーパス・データベース類》
松本曜
「移動表現に関する文献目録 ver 3.5」/ “A Bibliography on Motion Event Descriptions ver 3.5，”
https://crosslinguistic-studies.ninjal.ac.jp/verb/?page_id=292，2022.2.18.

【講演・口頭発表】
Monica Kahumburu and Yo Matsumoto

“A Corpus-based Study of Externality of Emotions in Swahili and Japanese，” The Third Cultural
Linguistics International Conferencce，Budapest（ハンガリー），オンライン，2021.6.18.

Yo Matsumoto
“Motion Event Descriptions across Languages，”招待講演，Changshu Institute of Technology Lectures　
in Linguistics，Changshu Institute of Technology（中国），オンライン，2021.6.23.

Yo Matsumoto，Kyosuke Yamamoto，Yuko Yoshinari，and Yua Amano
“Motion event descriptions in Japanese and Korean：An experimental approach，” Data-oriented
approaches to meaning in Korean and Japanese，オンライン，2021.10.8.
吉成祐子，眞野美穂，江口清子，松本曜
「日本語・英語・ハンガリー語学習者の視覚的移動表現における経路表示」，第 21回日本第二言語習得
学会国際年次大会（J-SLA2021），オンライン，2021.10.23.

【研究発表会・講演会・シンポジウムなどの企画・運営】
•The 29th Japanese/Korean Linguistics Conference Satellite workshop ‘Data-oriented approaches to

meaning in Korean and Japanese’（主催：ソウル国立大学，国語研理論対照研究領域），オンライン（名
古屋大学），2021.10.8.

【その他の学術的・社会的活動】
• Journal of Japanese Linguistics査読委員
•東京言語研究所理論言語学講座講師
•新日本聖書刊行会日本語主任

【大学院教育・若手研究者育成】
《講習・チュートリアル》
松本曜
「動詞の意味論」，第 41回NINJALチュートリアル，東呉大学（台北市，台湾）・オンライン，2021.10.23.

《大学院非常勤講師》
•一橋大学大学院
•神戸大学大学院
•学習院大学大学院

《若手研究者の受入》
•特別共同利用研究員：1人（ロシア科学アカデミー）
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窪田悠介（くぼたゆうすけ）研究系（理論・対照研究領域）准教授
【学位】Ph.D.（Linguistics）（オハイオ州立大学，2010）
【学歴】東京大学教養学部超域文化科学科言語情報科学分科卒業（2002），東京大学大学院総合文化研究科言

語情報科学専攻修士課程修了（2004）
【職歴】日本学術振興会特別研究員（PD）（2010），日本学術振興会特別研究員（海外特別研究員）（2013），筑

波大学人文社会系助教（2014），人間文化研究機構国立国語研究所（理論・対照領域）准教授（2019）
【専門領域】理論言語学（統語論，意味論）
【所属学会】日本言語学会，日本英語学会，日本語文法学会，言語処理学会，Linguistic Society of America

【学会等の役員・委員】日本言語学会評議員，『自然言語処理』編集委員，言語処理学会代議員
【受賞歴】

2016：日本言語学会第 151回大会発表賞
【2021年度に参画した共同研究】

•基幹型共同研究プロジェクト「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」：班長（名詞修飾班）
【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】

•基盤研究（C）「ハイブリッドCGパーザの開発」，21K00541：研究代表者
•基盤研究（B）「日英語の省略構造の統合的解明に基づく理論横断的オープンアクセスデータベースの
創生」，21H00532：研究分担者

【研究業績】
《論文・ブックチャプター》

Yusuke Kubota and Robert Levine
“NPI licensing and the logic of the syntax-semantics interface”，Linguistic Research，38（2），pp. 151–
205，2021.7，DOI：10.17250/khisli.38.2.202106.001.

Misato Ido and Yusuke Kubota
“The hidden side of exclusive focus particles：An analysis of dake and sika in Japanese”，『言語研
究』，160巻 1号，183–213頁，2021.9，DOI：10.11435/gengo.160.0_183.

Koyo Akuzawa and Yusuke Kubota
“Against finite raising（and against defective tense）：A semantic analysis of -yooni naru in Japanese”，
『言語研究』，160巻 1号，249–261頁，2021.9，DOI：10.11435/gengo.160.0_249.

Yusuke Kubota
“HPSG and categorial grammar”，Head-Driven Phrase Structure Grammar：The Handbook，pp. 1331–
1394，Language Science Press，2021.10，DOI：10.5281/zenodo.5599876.

【講演・口頭発表】
Yusuke Kubota

“To move or not to move：Some consequences of a logical analysis of the English auxiliary system”，
招待講演，日本英語学会国際春季フォーラム 2021，オンライン，2021.5.8.

Misato Ido，Ai Kubota，and Yusuke Kubota
“Two types of attenuation strategies for polarity-sensitive items：The semantics of degree adverbs
amari and sonnani in Japanese”，Data-oriented approaches to meaning in Korean and Japanese，オ
ンライン（日本・韓国），2021.10.8.

Yusuke Kubota and Robert Levine
“The logic of the English auxiliary system”，Logical Aspects of Computational Linguistics 2021，
オンライン（フランス），2021.12.14.

窪田悠介
「対照言語学の観点から見た日本語の計算言語学」，Prosody & Grammar Festa 6，オンライン，2022.1.29.
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《コーパス・データベース類》
松本曜
「移動表現に関する文献目録 ver 3.5」/ “A Bibliography on Motion Event Descriptions ver 3.5，”
https://crosslinguistic-studies.ninjal.ac.jp/verb/?page_id=292，2022.2.18.

【講演・口頭発表】
Monica Kahumburu and Yo Matsumoto

“A Corpus-based Study of Externality of Emotions in Swahili and Japanese，” The Third Cultural
Linguistics International Conferencce，Budapest（ハンガリー），オンライン，2021.6.18.

Yo Matsumoto
“Motion Event Descriptions across Languages，”招待講演，Changshu Institute of Technology Lectures　
in Linguistics，Changshu Institute of Technology（中国），オンライン，2021.6.23.

Yo Matsumoto，Kyosuke Yamamoto，Yuko Yoshinari，and Yua Amano
“Motion event descriptions in Japanese and Korean：An experimental approach，” Data-oriented
approaches to meaning in Korean and Japanese，オンライン，2021.10.8.
吉成祐子，眞野美穂，江口清子，松本曜
「日本語・英語・ハンガリー語学習者の視覚的移動表現における経路表示」，第 21回日本第二言語習得
学会国際年次大会（J-SLA2021），オンライン，2021.10.23.

【研究発表会・講演会・シンポジウムなどの企画・運営】
•The 29th Japanese/Korean Linguistics Conference Satellite workshop ‘Data-oriented approaches to

meaning in Korean and Japanese’（主催：ソウル国立大学，国語研理論対照研究領域），オンライン（名
古屋大学），2021.10.8.

【その他の学術的・社会的活動】
• Journal of Japanese Linguistics査読委員
•東京言語研究所理論言語学講座講師
•新日本聖書刊行会日本語主任

【大学院教育・若手研究者育成】
《講習・チュートリアル》
松本曜
「動詞の意味論」，第 41回NINJALチュートリアル，東呉大学（台北市，台湾）・オンライン，2021.10.23.

《大学院非常勤講師》
•一橋大学大学院
•神戸大学大学院
•学習院大学大学院

《若手研究者の受入》
•特別共同利用研究員：1人（ロシア科学アカデミー）
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窪田悠介（くぼたゆうすけ）研究系（理論・対照研究領域）准教授
【学位】Ph.D.（Linguistics）（オハイオ州立大学，2010）
【学歴】東京大学教養学部超域文化科学科言語情報科学分科卒業（2002），東京大学大学院総合文化研究科言

語情報科学専攻修士課程修了（2004）
【職歴】日本学術振興会特別研究員（PD）（2010），日本学術振興会特別研究員（海外特別研究員）（2013），筑

波大学人文社会系助教（2014），人間文化研究機構国立国語研究所（理論・対照領域）准教授（2019）
【専門領域】理論言語学（統語論，意味論）
【所属学会】日本言語学会，日本英語学会，日本語文法学会，言語処理学会，Linguistic Society of America

【学会等の役員・委員】日本言語学会評議員，『自然言語処理』編集委員，言語処理学会代議員
【受賞歴】

2016：日本言語学会第 151回大会発表賞
【2021年度に参画した共同研究】

•基幹型共同研究プロジェクト「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」：班長（名詞修飾班）
【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】

•基盤研究（C）「ハイブリッドCGパーザの開発」，21K00541：研究代表者
•基盤研究（B）「日英語の省略構造の統合的解明に基づく理論横断的オープンアクセスデータベースの
創生」，21H00532：研究分担者

【研究業績】
《論文・ブックチャプター》

Yusuke Kubota and Robert Levine
“NPI licensing and the logic of the syntax-semantics interface”，Linguistic Research，38（2），pp. 151–
205，2021.7，DOI：10.17250/khisli.38.2.202106.001.

Misato Ido and Yusuke Kubota
“The hidden side of exclusive focus particles：An analysis of dake and sika in Japanese”，『言語研
究』，160巻 1号，183–213頁，2021.9，DOI：10.11435/gengo.160.0_183.

Koyo Akuzawa and Yusuke Kubota
“Against finite raising（and against defective tense）：A semantic analysis of -yooni naru in Japanese”，
『言語研究』，160巻 1号，249–261頁，2021.9，DOI：10.11435/gengo.160.0_249.

Yusuke Kubota
“HPSG and categorial grammar”，Head-Driven Phrase Structure Grammar：The Handbook，pp. 1331–
1394，Language Science Press，2021.10，DOI：10.5281/zenodo.5599876.

【講演・口頭発表】
Yusuke Kubota

“To move or not to move：Some consequences of a logical analysis of the English auxiliary system”，
招待講演，日本英語学会国際春季フォーラム 2021，オンライン，2021.5.8.

Misato Ido，Ai Kubota，and Yusuke Kubota
“Two types of attenuation strategies for polarity-sensitive items：The semantics of degree adverbs
amari and sonnani in Japanese”，Data-oriented approaches to meaning in Korean and Japanese，オ
ンライン（日本・韓国），2021.10.8.

Yusuke Kubota and Robert Levine
“The logic of the English auxiliary system”，Logical Aspects of Computational Linguistics 2021，
オンライン（フランス），2021.12.14.

窪田悠介
「対照言語学の観点から見た日本語の計算言語学」，Prosody & Grammar Festa 6，オンライン，2022.1.29.
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【研究発表会・講演会・シンポジウムなどの企画・運営】
•Data-oriented approaches to meaning in Korean and Japanese（主催：NINJAL and Seoul National

University），オンライン，2021.10.8.
•The 29th Japanese/Korean Linguistics Conference（主催：Nagoya University and NINJAL），オンラ
イン，2021.10.9–11.
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五十嵐陽介（いがらしようすけ）研究系（言語変異研究領域）教授，領域代表
【学位】博士（言語学）（東京外国語大学，2005）
【学歴】東京外国語大学外国語学部ロシア東欧課程ロシア科卒業（2001），東京外国語大学大学院地域文化研

究科博士前期課程修了（2002），東京外国語大学大学院地域文化研究科博士後期課程修了（2005）
【職歴】国立国語研究所研究開発部門言語資源グループ非常勤研究員（2005–2006），理化学研究所脳科学総

合研究センターテクニカルスタッフ（2005–2006），日本学術振興会特別研究員 PD（2006–2009），広
島大学大学院文学研究科准教授（2009–2015），一橋大学大学院社会学研究科准教授（2015–2019），一
橋大学大学院社会学研究科教授（2019–2020），一橋大学大学院社会学研究科特任教授（2020–2021），
国立国語研究所研究系（言語変異研究領域）教授（2020–）

【専門領域】言語学，音声学
【所属学会】日本言語学会，日本音声学会，西日本言語学会
【学会等の役員・委員】日本言語学会評議員，日本言語学会学会賞選考委員，日本音声学会編集委員会，日

本音声学会会計監査，西日本言語学会運営委員
【受賞歴】

2017：日本音声学会優秀発表賞（日本音声学会第 30回全国大会，受賞発表：「「肩・種・汗・雨」と「息・
舟・桶・鍋」がアクセント型で区別される日本語本土方言—佐賀県杵島方言と琉球語の比較—」）

2017：日本音声学会優秀論文賞（日本音声学会，受賞論文：「名詞の意味が関わるアクセントの合流—南
琉球宮古語池間方言の事例—」）

2013：日本音声学会優秀論文賞（日本音声学会，受賞論文：「琉球宮古語池間方言のアクセント体系は三
型であって二型ではない」）

2005：日本　ロシア　文学会賞　（日本　ロシア　文学会　：�������� � �����	�� ��������� � �����������


����������
 � ������� �����）
2001：日本ロシア文学会学会報告奨励賞（日本ロシア文学会第 51回研究発表会，受賞発表：「ロシア語

イントネーションの中和」）
【2021年度に参画した共同研究】

•基幹型共同研究プロジェクト「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」：メンバー
•基幹型共同研究プロジェクト「日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」：メ
ンバー
•基幹型共同研究プロジェクト「大規模日常会話コーパスに基づく話し言葉の多角的研究」：メンバー

【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（A）「日本語諸方言コーパスによる方言音調の比較類型論的研究」，21H04351：研究分担者
•基盤研究（A）「消滅危機方言のプロソディーに関する実証的・理論的研究と音声データベースの構築」，

19H00530：研究分担者
•基盤研究（C）「日琉祖語の再建を目的とした同源性タグ・意味タグ付き語彙データベースの構築」，

21K00517：研究代表者
【研究業績】
《著書・編書》
仲間博之，田窪行則，岩崎勝一，五十嵐陽介，中川奈津子
『琉球宮古語池間方言辞典』，国立国語研究所，2022.3.
セリックケナン，木部暢子，五十嵐陽介，青井隼人，大島一（編）
『日本の消滅危機言語・方言の文法記述』，国立国語研究所，2022.3.

《論文・ブックチャプター》
五十嵐陽介
「分岐学的手法に基づいた日琉諸語の系統分類の試み」，林由華，衣畑智秀，木部暢子（編）『フィールド
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【研究発表会・講演会・シンポジウムなどの企画・運営】
•Data-oriented approaches to meaning in Korean and Japanese（主催：NINJAL and Seoul National

University），オンライン，2021.10.8.
•The 29th Japanese/Korean Linguistics Conference（主催：Nagoya University and NINJAL），オンラ
イン，2021.10.9–11.

110 VI 教員の研究活動と成果

五十嵐陽介（いがらしようすけ）研究系（言語変異研究領域）教授，領域代表
【学位】博士（言語学）（東京外国語大学，2005）
【学歴】東京外国語大学外国語学部ロシア東欧課程ロシア科卒業（2001），東京外国語大学大学院地域文化研

究科博士前期課程修了（2002），東京外国語大学大学院地域文化研究科博士後期課程修了（2005）
【職歴】国立国語研究所研究開発部門言語資源グループ非常勤研究員（2005–2006），理化学研究所脳科学総

合研究センターテクニカルスタッフ（2005–2006），日本学術振興会特別研究員 PD（2006–2009），広
島大学大学院文学研究科准教授（2009–2015），一橋大学大学院社会学研究科准教授（2015–2019），一
橋大学大学院社会学研究科教授（2019–2020），一橋大学大学院社会学研究科特任教授（2020–2021），
国立国語研究所研究系（言語変異研究領域）教授（2020–）

【専門領域】言語学，音声学
【所属学会】日本言語学会，日本音声学会，西日本言語学会
【学会等の役員・委員】日本言語学会評議員，日本言語学会学会賞選考委員，日本音声学会編集委員会，日

本音声学会会計監査，西日本言語学会運営委員
【受賞歴】

2017：日本音声学会優秀発表賞（日本音声学会第 30回全国大会，受賞発表：「「肩・種・汗・雨」と「息・
舟・桶・鍋」がアクセント型で区別される日本語本土方言—佐賀県杵島方言と琉球語の比較—」）

2017：日本音声学会優秀論文賞（日本音声学会，受賞論文：「名詞の意味が関わるアクセントの合流—南
琉球宮古語池間方言の事例—」）

2013：日本音声学会優秀論文賞（日本音声学会，受賞論文：「琉球宮古語池間方言のアクセント体系は三
型であって二型ではない」）

2005：日本　ロシア　文学会賞　（日本　ロシア　文学会　：�������� � �����	�� ��������� � �����������


����������
 � ������� �����）
2001：日本ロシア文学会学会報告奨励賞（日本ロシア文学会第 51回研究発表会，受賞発表：「ロシア語

イントネーションの中和」）
【2021年度に参画した共同研究】

•基幹型共同研究プロジェクト「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」：メンバー
•基幹型共同研究プロジェクト「日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」：メ
ンバー
•基幹型共同研究プロジェクト「大規模日常会話コーパスに基づく話し言葉の多角的研究」：メンバー

【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（A）「日本語諸方言コーパスによる方言音調の比較類型論的研究」，21H04351：研究分担者
•基盤研究（A）「消滅危機方言のプロソディーに関する実証的・理論的研究と音声データベースの構築」，

19H00530：研究分担者
•基盤研究（C）「日琉祖語の再建を目的とした同源性タグ・意味タグ付き語彙データベースの構築」，

21K00517：研究代表者
【研究業績】
《著書・編書》
仲間博之，田窪行則，岩崎勝一，五十嵐陽介，中川奈津子
『琉球宮古語池間方言辞典』，国立国語研究所，2022.3.
セリックケナン，木部暢子，五十嵐陽介，青井隼人，大島一（編）
『日本の消滅危機言語・方言の文法記述』，国立国語研究所，2022.3.

《論文・ブックチャプター》
五十嵐陽介
「分岐学的手法に基づいた日琉諸語の系統分類の試み」，林由華，衣畑智秀，木部暢子（編）『フィールド
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と文献から見る日琉諸語の系統と歴史』，開拓社，17–51頁，2021.9.28.
五十嵐陽介，廣川純子

“Corpus of Japanese Telephone Conversation at Hiroshima University：Design and Current Status”，
『国立国語研究所論集』，22号，113–123頁，2022.1，DOI：10.15084/00003516.

【講演・口頭発表】
五十嵐陽介
「「『九州方言音調研究』のこれまでとこれから」についてのコメントと質問」，ワークショップコメン
テーター，第 35回日本音声学会全国大会，オンライン，2021.9.26.
五十嵐陽介
「「日琉諸語の疑問・不定表現をめぐる韻律現象：類型論的枠組みの提案と通時的考察」について」，ワー
クショップコメンテーター，日本言語学会第 163回大会，オンライン，2021.11.21.

【研究調査】
•南琉球宮古語池間方言のアクセント調査（合計 12回），2021.10–2022.01.

【その他の学術的・社会的活動】
•NHK佐賀から取材：「ニュースただいま佐賀視聴者の方からの疑問解決をする “シリタイカ”『天気
が下り坂というのに、上り坂といわないのはなぜか』」，2021.11.11（放送）.
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木部暢子（きべのぶこ）研究系（言語変異研究領域）特任教授
【学位】博士（文学）（九州大学，1998）
【学歴】九州大学文学部文学科卒業（1978），九州大学大学院文学研究科修士課程修了（1980）
【職歴】純真女子短期大学助手（1980），同講師（1981），福岡女学院短期大学講師（1985），鹿児島大学法

文学部助教授（1988），同教授（1999），同副学部長（2004），同学部長（2006），人間文化研究機構国
立国語研究所時空間変異研究系教授，副所長（2010），同研究系長（2010–2016），同研究系（言語変異
研究領域）教授，領域代表（2016）

【専門領域】日本語学，方言学，音声学，危機言語
【所属学会】日本語学会，日本言語学会，日本音声学会，日本方言研究会，西日本国語国文学会
【学会等の役員・委員】日本学術会議会員/連携会員，日本語学会評議員，日本音声学会会計監査，文化庁国

語課令和 3年度危機的な状況にある言語・方言に関する研究協議会委員，国文学研究資料館古典籍共同
研究事業センター日本語歴史的典籍ネットワーク委員会委員

【受賞歴】
2013：国立国語研究所第 8回所長賞
1990：新村出財団研究助成

【2021年度に参画した共同研究】
•基幹型共同研究プロジェクト「日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」：リー
ダー
•基幹型共同研究プロジェクト「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」：分担者
•広領域連携型基幹研究プロジェクト「日本列島における地域社会変貌・災害からの地域文化の再構築」
国語研ユニット「方言の記録と継承による地域文化の再構築」：リーダー
•「博物館・展示を活用した最先端研究の可視化・高度化事業」国語研ユニット「消滅危機言語・方言の展
示を通した最先端研究の可視化・高度化」：リーダー
•文理融合研究プロジェクト調査研究（FS）「日本列島人の進化とその言語文化の起源」：メンバー

【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（A）「日本語諸方言コーパスの構築とコーパスを使った方言研究の開拓」，21H04351：研究
代表者
•基盤研究（S）「言語系統樹を用いた琉球語の比較・歴史言語学的研究」，17H06115：研究分担者
•新学術領域研究（研究領域提案型）「日本語と関連言語の比較解析によるヤポネシア人の歴史の解明」
総括班，18H05505：研究分担者
•新学術領域研究（研究領域提案型）「日本語と関連言語の比較解析によるヤポネシア人の歴史の解明」
言語班，18H05510：研究分担者

【研究業績】
《著書・編書》
林由華，衣畑智秀，木部暢子（編）
『フィールドと文献からみる日琉諸語の系統と歴史』，開拓社，2021.9.22.
木部暢子，竹内史郎，下地理則（編）
『日本語の格表現』，くろしお出版，2022.3.15.
木部暢子（編）
『地域文化の可能性』，勉誠出版，2022.3.24.
セリック・ケナン，木部暢子，五十嵐陽介，青井隼人，大島一（編）
『日本の消滅危機言語・方言の文法記述』，国立国語研究所言語変異研究領域，2022.3.31.
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と文献から見る日琉諸語の系統と歴史』，開拓社，17–51頁，2021.9.28.
五十嵐陽介，廣川純子

“Corpus of Japanese Telephone Conversation at Hiroshima University：Design and Current Status”，
『国立国語研究所論集』，22号，113–123頁，2022.1，DOI：10.15084/00003516.

【講演・口頭発表】
五十嵐陽介
「「『九州方言音調研究』のこれまでとこれから」についてのコメントと質問」，ワークショップコメン
テーター，第 35回日本音声学会全国大会，オンライン，2021.9.26.
五十嵐陽介
「「日琉諸語の疑問・不定表現をめぐる韻律現象：類型論的枠組みの提案と通時的考察」について」，ワー
クショップコメンテーター，日本言語学会第 163回大会，オンライン，2021.11.21.

【研究調査】
•南琉球宮古語池間方言のアクセント調査（合計 12回），2021.10–2022.01.

【その他の学術的・社会的活動】
•NHK佐賀から取材：「ニュースただいま佐賀視聴者の方からの疑問解決をする “シリタイカ”『天気
が下り坂というのに、上り坂といわないのはなぜか』」，2021.11.11（放送）.
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木部暢子（きべのぶこ）研究系（言語変異研究領域）特任教授
【学位】博士（文学）（九州大学，1998）
【学歴】九州大学文学部文学科卒業（1978），九州大学大学院文学研究科修士課程修了（1980）
【職歴】純真女子短期大学助手（1980），同講師（1981），福岡女学院短期大学講師（1985），鹿児島大学法

文学部助教授（1988），同教授（1999），同副学部長（2004），同学部長（2006），人間文化研究機構国
立国語研究所時空間変異研究系教授，副所長（2010），同研究系長（2010–2016），同研究系（言語変異
研究領域）教授，領域代表（2016）

【専門領域】日本語学，方言学，音声学，危機言語
【所属学会】日本語学会，日本言語学会，日本音声学会，日本方言研究会，西日本国語国文学会
【学会等の役員・委員】日本学術会議会員/連携会員，日本語学会評議員，日本音声学会会計監査，文化庁国

語課令和 3年度危機的な状況にある言語・方言に関する研究協議会委員，国文学研究資料館古典籍共同
研究事業センター日本語歴史的典籍ネットワーク委員会委員

【受賞歴】
2013：国立国語研究所第 8回所長賞
1990：新村出財団研究助成

【2021年度に参画した共同研究】
•基幹型共同研究プロジェクト「日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」：リー
ダー
•基幹型共同研究プロジェクト「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」：分担者
•広領域連携型基幹研究プロジェクト「日本列島における地域社会変貌・災害からの地域文化の再構築」
国語研ユニット「方言の記録と継承による地域文化の再構築」：リーダー
•「博物館・展示を活用した最先端研究の可視化・高度化事業」国語研ユニット「消滅危機言語・方言の展
示を通した最先端研究の可視化・高度化」：リーダー
•文理融合研究プロジェクト調査研究（FS）「日本列島人の進化とその言語文化の起源」：メンバー

【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（A）「日本語諸方言コーパスの構築とコーパスを使った方言研究の開拓」，21H04351：研究
代表者
•基盤研究（S）「言語系統樹を用いた琉球語の比較・歴史言語学的研究」，17H06115：研究分担者
•新学術領域研究（研究領域提案型）「日本語と関連言語の比較解析によるヤポネシア人の歴史の解明」
総括班，18H05505：研究分担者
•新学術領域研究（研究領域提案型）「日本語と関連言語の比較解析によるヤポネシア人の歴史の解明」
言語班，18H05510：研究分担者

【研究業績】
《著書・編書》
林由華，衣畑智秀，木部暢子（編）
『フィールドと文献からみる日琉諸語の系統と歴史』，開拓社，2021.9.22.
木部暢子，竹内史郎，下地理則（編）
『日本語の格表現』，くろしお出版，2022.3.15.
木部暢子（編）
『地域文化の可能性』，勉誠出版，2022.3.24.
セリック・ケナン，木部暢子，五十嵐陽介，青井隼人，大島一（編）
『日本の消滅危機言語・方言の文法記述』，国立国語研究所言語変異研究領域，2022.3.31.
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《論文・ブックチャプター》
木部暢子
「日本語諸方言の主語・目的語の格標示形式」，木部暢子，竹内史郎，下地理則（編）『日本語の格表現』，
くろしお出版，177–202頁，2022.3.15.
木部暢子
「丁寧表現形式「デス」の地域差—日本語諸方言コーパス（COJADS）から—」，窪薗晴夫，朝日祥之
（編）『言語コミュニケーションの多様性』，くろしお出版，15–35頁，2022.3.24.
木部暢子
「ことばと地域文化」，木部暢子（編）『地域文化の可能性』，勉誠出版，71–91頁，2022.3.25.
木部暢子
「宮崎県椎葉方言の発音について」，椎葉村方言語彙集編集委員会（編）『椎葉村方言語彙集』，61–75頁，
2022.3.

《総説・解説など》
木部暢子
「日本語学の国際化」，『学術の動向』，26巻 4号，20–24頁，2021.4.1，DOI：10.5363/tits.26.4_20.
木部暢子
「ことばめぐり：濁音の謎」，『Yaponesian』，3巻あき号，22–25頁，2021.11.
木部暢子
「言語・方言から見る二重構造説」，『Yaponesian』，3巻ふゆ号，9–11頁，2022.3.

《コーパス・データベース類》
木部暢子，青山和輝，上村健太郎，黄海萍，小原雄次郎，佐藤久美子，橘由香
「日本語諸方言コーパス」（データ拡張），https://www2.ninjal.ac.jp/cojads/index.html，2022.3.

《展示など》
•「民博特別展「復興を支える地域の文化—3.11から 10年」」（モバイル型展示ユニット「危機に瀕した
言語・方言」，「地震・津波・方言」，「がんばっぺ東北」展示），国立民族学博物館，2021.3.4–5.18.
•「国文学研究資料館・国立民族学博物館巡回展示」（モバイル型展示ユニット「危機に瀕した言語・方
言」，「地震・津波・方言」，「がんばっぺ東北」展示），国文学研究資料館，2021.8.4–9.29.
•「人間文化研究機構可視化・高度化事業報告」（モバイル型展示ユニット「消滅の危機に瀕した言語・方
言」，「沖縄のことばと文化」，「日本海のことばと文化」，「日本語の歴史と方言」，「アイヌ語とアイヌ
の民話」展示），国立歴史民俗博物館，2022.1.18–2.13.
•「文部科学省情報ひろば企画展示」（モバイル型展示ユニット「方言の世界」，「与論のことばと文化」
展示），文部科学省情報ひろば，2022.1.18–2.13.

【講演・口頭発表】
木部暢子
「方言研究のためのコーパス構築—データに見ることばの地域差」，シンポジウムパネル（招待），第 6
回学習者コーパス・ワークショップ&シンポジウム，オンライン，2021.5.30.

木部暢子
「日本語諸方言コーパスの構築と活用—パラレル音声コーパスの可能性—」，シンポジウムパネル（招
待），日本言語学会，オンライン，2021.11.21.

【研究発表会・講演会・シンポジウムなどの企画・運営】
•「日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」オンライン研究発表会（主催：危
機言語・方言プロジェクト），オンライン，2021.6.13.
•日本語諸方言コーパス講習会　（主催：危機言語・方言プロジェクト　，共催：科研費基盤研究（A）21H04351），
オンライン，2021.8.21.
•「日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」オンライン研究発表会（主催：危
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機言語・方言プロジェクト），オンライン，2021.12.12.

【一般向けの講演・セミナーなど】
木部暢子
「方言と地域文化—八重山の方言と東北の方言」，特別展および研究の可視化高度化事業関連シンポジウ
ム「角的な視点から捉える地域の文化—博物館における研究の可視化・高度化」，オンライン，2021.5.2.
木部暢子
「言語・方言から見る二重構造説」，埴原和郎二重構造モデル論文発表 30周年記念公開シンポジウム，
国際日本文化研究センター，2021.11.28.

木部暢子
「方言の語りによる地域文化の記録と展示—与論島・八丈島での実践—」，人間文化研究機構可視化・高
度化事業関連シンポジウム「地域文化の多様性と横断性—歴史・文化・考古研究の可視化・高度化—」，
オンライン，2022.1.29.

木部暢子
「危機言語・方言の判定尺度」，令和 3年度危機的な状況にある言語・方言サミット（気仙沼大会），オン
ライン，2022.1.30.

木部暢子
「危機方言の現状と取組の状況—なぜ継承していくことが大切なのか—」，令和 3年度危機的な状況
にある言語・方言サミット（気仙沼大会），オンライン，2022.1.30.

木部暢子，山田真寛
「消滅危機言語・方言を記録し，継承する」，第 16回NINJALフォーラム「ここまで進んだ！ここまで
分かった！多様な言語資源に基づく日本語研究」，オンライン（国立国語研究所），2022.2.19.

【その他の学術的・社会的活動】
•ムートン社HANDBOOKS OF JAPANESE LANGUAGE AND LINGUISTICS Series，Handbook

of Japanese Dialects編集委員
•取材：「怒るときの「コラ！」ってなに？」，NHKチコちゃんに叱られる，2021.10.1.
•取材：「特集「新卒社会人の壁…方言は直すべき？武器？」」，ABEMA Prime（アベマプライム），2022.3.28.

【大学院教育・若手研究者育成】
《講習・チュートリアル》
木部暢子
「COJADSの構築概念と設計について，COJADSを使った研究例」，日本語諸方言コーパス講習会，オ
ンライン，2021.8.21.

上村健太郎，小原雄次郎，木部暢子
「「中納言」を使った検索実習」，日本語諸方言コーパス講習会，オンライン，2021.8.21.

《ワークショップ》
•「フィールド言語学ウェビナー 2021」（東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所 LingDy3と
共同開催），オンライン，2021.8.19.
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《論文・ブックチャプター》
木部暢子
「日本語諸方言の主語・目的語の格標示形式」，木部暢子，竹内史郎，下地理則（編）『日本語の格表現』，
くろしお出版，177–202頁，2022.3.15.

木部暢子
「丁寧表現形式「デス」の地域差—日本語諸方言コーパス（COJADS）から—」，窪薗晴夫，朝日祥之
（編）『言語コミュニケーションの多様性』，くろしお出版，15–35頁，2022.3.24.
木部暢子
「ことばと地域文化」，木部暢子（編）『地域文化の可能性』，勉誠出版，71–91頁，2022.3.25.
木部暢子
「宮崎県椎葉方言の発音について」，椎葉村方言語彙集編集委員会（編）『椎葉村方言語彙集』，61–75頁，
2022.3.

《総説・解説など》
木部暢子
「日本語学の国際化」，『学術の動向』，26巻 4号，20–24頁，2021.4.1，DOI：10.5363/tits.26.4_20.
木部暢子
「ことばめぐり：濁音の謎」，『Yaponesian』，3巻あき号，22–25頁，2021.11.
木部暢子
「言語・方言から見る二重構造説」，『Yaponesian』，3巻ふゆ号，9–11頁，2022.3.

《コーパス・データベース類》
木部暢子，青山和輝，上村健太郎，黄海萍，小原雄次郎，佐藤久美子，橘由香
「日本語諸方言コーパス」（データ拡張），https://www2.ninjal.ac.jp/cojads/index.html，2022.3.

《展示など》
•「民博特別展「復興を支える地域の文化—3.11から 10年」」（モバイル型展示ユニット「危機に瀕した
言語・方言」，「地震・津波・方言」，「がんばっぺ東北」展示），国立民族学博物館，2021.3.4–5.18.
•「国文学研究資料館・国立民族学博物館巡回展示」（モバイル型展示ユニット「危機に瀕した言語・方
言」，「地震・津波・方言」，「がんばっぺ東北」展示），国文学研究資料館，2021.8.4–9.29.
•「人間文化研究機構可視化・高度化事業報告」（モバイル型展示ユニット「消滅の危機に瀕した言語・方
言」，「沖縄のことばと文化」，「日本海のことばと文化」，「日本語の歴史と方言」，「アイヌ語とアイヌ
の民話」展示），国立歴史民俗博物館，2022.1.18–2.13.
•「文部科学省情報ひろば企画展示」（モバイル型展示ユニット「方言の世界」，「与論のことばと文化」
展示），文部科学省情報ひろば，2022.1.18–2.13.

【講演・口頭発表】
木部暢子
「方言研究のためのコーパス構築—データに見ることばの地域差」，シンポジウムパネル（招待），第 6
回学習者コーパス・ワークショップ&シンポジウム，オンライン，2021.5.30.

木部暢子
「日本語諸方言コーパスの構築と活用—パラレル音声コーパスの可能性—」，シンポジウムパネル（招
待），日本言語学会，オンライン，2021.11.21.

【研究発表会・講演会・シンポジウムなどの企画・運営】
•「日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」オンライン研究発表会（主催：危
機言語・方言プロジェクト），オンライン，2021.6.13.
•日本語諸方言コーパス講習会　（主催：危機言語・方言プロジェクト　，共催：科研費基盤研究（A）21H04351），
オンライン，2021.8.21.
•「日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」オンライン研究発表会（主催：危
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機言語・方言プロジェクト），オンライン，2021.12.12.

【一般向けの講演・セミナーなど】
木部暢子
「方言と地域文化—八重山の方言と東北の方言」，特別展および研究の可視化高度化事業関連シンポジウ
ム「角的な視点から捉える地域の文化—博物館における研究の可視化・高度化」，オンライン，2021.5.2.
木部暢子
「言語・方言から見る二重構造説」，埴原和郎二重構造モデル論文発表 30周年記念公開シンポジウム，
国際日本文化研究センター，2021.11.28.

木部暢子
「方言の語りによる地域文化の記録と展示—与論島・八丈島での実践—」，人間文化研究機構可視化・高
度化事業関連シンポジウム「地域文化の多様性と横断性—歴史・文化・考古研究の可視化・高度化—」，
オンライン，2022.1.29.

木部暢子
「危機言語・方言の判定尺度」，令和 3年度危機的な状況にある言語・方言サミット（気仙沼大会），オン
ライン，2022.1.30.

木部暢子
「危機方言の現状と取組の状況—なぜ継承していくことが大切なのか—」，令和 3年度危機的な状況
にある言語・方言サミット（気仙沼大会），オンライン，2022.1.30.

木部暢子，山田真寛
「消滅危機言語・方言を記録し，継承する」，第 16回NINJALフォーラム「ここまで進んだ！ここまで
分かった！多様な言語資源に基づく日本語研究」，オンライン（国立国語研究所），2022.2.19.

【その他の学術的・社会的活動】
•ムートン社HANDBOOKS OF JAPANESE LANGUAGE AND LINGUISTICS Series，Handbook

of Japanese Dialects編集委員
•取材：「怒るときの「コラ！」ってなに？」，NHKチコちゃんに叱られる，2021.10.1.
•取材：「特集「新卒社会人の壁…方言は直すべき？武器？」」，ABEMA Prime（アベマプライム），2022.3.28.

【大学院教育・若手研究者育成】
《講習・チュートリアル》
木部暢子
「COJADSの構築概念と設計について，COJADSを使った研究例」，日本語諸方言コーパス講習会，オ
ンライン，2021.8.21.

上村健太郎，小原雄次郎，木部暢子
「「中納言」を使った検索実習」，日本語諸方言コーパス講習会，オンライン，2021.8.21.

《ワークショップ》
•「フィールド言語学ウェビナー 2021」（東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所 LingDy3と
共同開催），オンライン，2021.8.19.
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朝日祥之（あさひよしゆき）研究系（言語変異研究領域）准教授
【学位】博士（文学）（大阪大学，2004）
【学歴】関西外国語大学外国語学部英米語学科卒業（1997），エセックス大学大学院言語・言語学研究科社会言

語学専攻修士課程修了（1998），大阪大学大学院文学研究科文化表現論専攻博士課程後期課程修了（2004）
【職歴】独立行政法人国立国語研究所情報資料部門第二領域研究員（2004），同研究開発部門言語生活グルー

プ研究員（2006），人間文化研究機構国立国語研究所時空間変異研究系准教授（2009），同研究系（言
語変異研究領域）准教授（2016）

【専門領域】社会言語学，言語学，日本語学
【所属学会】 International Congress for Dialectologists and Geolinguists，METHODS，Foundation for En-

dangered Languages，関西言語学会，日本言語政策学会，日本方言研究会，日本語学会，社会言語科学会，
マイグレーション研究会

【学会等の役員・委員】変異理論研究会世話人，NWAV-AP Steering committee member，Asia-Pacific Lan-
guage Variation Editorial board member，International Association of Urban Studies Scientific com-
mittee member，北海道方言研究会副会長，社会言語科学会理事・編集委員会副委員長・徳川宗賢賞選考
委員会委員

【受賞歴】
2013：国立国語研究所第 6回所長賞
2010：第 9回徳川宗賢優秀賞（社会言語科学会）
2010：国立国語研究所第 1回所長賞

【2021年度に参画した共同研究】
•ネットワーク型日本関連在外資料調査研究・活用事業「北米における日本関連在外資料調査研究・活
用—言語生活史研究に基づいた近現代の在外資料論の構築—」：共同研究代表者

【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（C）「北海道北見市常呂町岐阜方言の尊敬語に見られる言語変容の研究」，19K00639：研究
代表者

【研究業績】
《著書・編書》
真田信治，朝日祥之，簡月真，李舜炯（編）
『新版社会言語図集』，ひつじ書房，2021.11.30.
窪薗晴夫，朝日祥之（編）
『言語コミュニケーションの多様性』，くろしお出版，2022.3.24.

《論文・ブックチャプター》
Asahi Yoshiyuki

“NINJAL’s challenges in language strategies”，China Language Strategies，8（1），pp. 19–38，2021.6.1.
朝日祥之
「オホーツク海沿岸域における日本語の残存」，今村圭介，ダニエル・ロング（編）『アジア太平洋の日本
語の過去と現在』，ひつじ書房，125–159頁，2021.10.15.

朝日祥之，黄叢叢，呉梅，星川睦
「東京都区部の商業言語景観にみる多言語使用の実態と課題」，『社会言語科学会第 46回大会発表論文
集』，34–37頁，2022.3.3.

朝日祥之
「ハワイとカリフォルニアに渡った日本人女性の敬語と文末詞」，窪薗晴夫・朝日祥之（編）『言語コミュ
ニケーションの多様性』，くろしお出版，2022.3.24.
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《その他の出版物・記事》
朝日祥之
「筑波発キャンパスことば「あまのがわ」」，『筑波大学新聞』，2021.7.19.

【講演・口頭発表】
横山詔一，前田忠彦，高田智和，相澤正夫，野山広，福永由佳，朝日祥之
「日本人の読み書き能力 1948年調査の非識字者率における生年の影響」，日本語学会 2021年度春季大
会予稿集，オンライン，2021.5.15.

朝日祥之
「東京都における多言語情報提供の実態と課題—ウェブサイトとごみ収集情報を事例に—」，日本言語
政策学会第 23回大会，オンライン，2021.6.12.

Asahi Yoshiyuki
“Glocalising multilingualism：garbage bags and calendars in Tokyo”，IAULS2021，オンライン（中
国），2021.8.23.

朝日祥之
「50年前の北見市常呂町岐阜方言に見られる特徴」，北海道方言研究会第 233回例会，オンライン，
2022.1.24.

朝日祥之，黄叢叢，呉梅，星川睦
「東京都区部の商業言語景観にみる多言語使用の実態と課題」，社会言語科学会第 46回研究大会，オン
ライン，2022.3.4.

Asahi Yoshiyuki
“Japanese settler’s dialect contact in Hawaii：a case of complementizer to deletion”，GURT2022，オ
ンライン（米国），2022.3.11.

【研究調査】
•和歌山県串本町.

【研究発表会・講演会・シンポジウムなどの企画・運営】
•EAJS 2021（主催：EAJS），オンライン（オランダ），2021.8.22–25.
•ネットワーク型基幹研究プロジェクト「北米における日本関連資料の調査研究・活用」共同研究発表
会（計 2回），オンライン，2021.6.26，2021.11.27.

【一般向けの講演・セミナーなど】
朝日祥之
「「ハワイの日本語」の多様性が伝えるもの：日系人社会 150年の言語生活史」，大手町アカデミア ×人
間文化研究機構オンライン無料特別講座，オンライン（You Tube），2021.12.5.

【その他の学術的・社会的活動】
•取材記事：「「まるっと」は名古屋弁か？ テレビで使われだしたのはあの人気ドラマがきっかけ」，中
日スポーツ，2022.1.17.
•取材：岐阜放送ラジオ「岐阜弁まるけ」（2回），2021.10.31，2021.12.5（放送）.
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《その他の出版物・記事》
朝日祥之
「筑波発キャンパスことば「あまのがわ」」，『筑波大学新聞』，2021.7.19.

【講演・口頭発表】
横山詔一，前田忠彦，高田智和，相澤正夫，野山広，福永由佳，朝日祥之
「日本人の読み書き能力 1948年調査の非識字者率における生年の影響」，日本語学会 2021年度春季大
会予稿集，オンライン，2021.5.15.

朝日祥之
「東京都における多言語情報提供の実態と課題—ウェブサイトとごみ収集情報を事例に—」，日本言語
政策学会第 23回大会，オンライン，2021.6.12.

Asahi Yoshiyuki
“Glocalising multilingualism：garbage bags and calendars in Tokyo”，IAULS2021，オンライン（中
国），2021.8.23.

朝日祥之
「50年前の北見市常呂町岐阜方言に見られる特徴」，北海道方言研究会第 233回例会，オンライン，
2022.1.24.

朝日祥之，黄叢叢，呉梅，星川睦
「東京都区部の商業言語景観にみる多言語使用の実態と課題」，社会言語科学会第 46回研究大会，オン
ライン，2022.3.4.

Asahi Yoshiyuki
“Japanese settler’s dialect contact in Hawaii：a case of complementizer to deletion”，GURT2022，オ
ンライン（米国），2022.3.11.

【研究調査】
•和歌山県串本町.

【研究発表会・講演会・シンポジウムなどの企画・運営】
•EAJS 2021（主催：EAJS），オンライン（オランダ），2021.8.22–25.
•ネットワーク型基幹研究プロジェクト「北米における日本関連資料の調査研究・活用」共同研究発表
会（計 2回），オンライン，2021.6.26，2021.11.27.

【一般向けの講演・セミナーなど】
朝日祥之
「「ハワイの日本語」の多様性が伝えるもの：日系人社会 150年の言語生活史」，大手町アカデミア ×人
間文化研究機構オンライン無料特別講座，オンライン（YouTube），2021.12.5.

【その他の学術的・社会的活動】
•取材記事：「「まるっと」は名古屋弁か？ テレビで使われだしたのはあの人気ドラマがきっかけ」，中
日スポーツ，2022.1.17.
•取材：岐阜放送ラジオ「岐阜弁まるけ」（2回），2021.10.31，2021.12.5（放送）.
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朝日祥之（あさひよしゆき）研究系（言語変異研究領域）准教授
【学位】博士（文学）（大阪大学，2004）
【学歴】関西外国語大学外国語学部英米語学科卒業（1997），エセックス大学大学院言語・言語学研究科社会言

語学専攻修士課程修了（1998），大阪大学大学院文学研究科文化表現論専攻博士課程後期課程修了（2004）
【職歴】独立行政法人国立国語研究所情報資料部門第二領域研究員（2004），同研究開発部門言語生活グルー

プ研究員（2006），人間文化研究機構国立国語研究所時空間変異研究系准教授（2009），同研究系（言
語変異研究領域）准教授（2016）

【専門領域】社会言語学，言語学，日本語学
【所属学会】 International Congress for Dialectologists and Geolinguists，METHODS，Foundation for En-

dangered Languages，関西言語学会，日本言語政策学会，日本方言研究会，日本語学会，社会言語科学会，
マイグレーション研究会

【学会等の役員・委員】変異理論研究会世話人，NWAV-AP Steering committee member，Asia-Pacific Lan-
guage Variation Editorial board member，International Association of Urban Studies Scientific com-
mittee member，北海道方言研究会副会長，社会言語科学会理事・編集委員会副委員長・徳川宗賢賞選考
委員会委員

【受賞歴】
2013：国立国語研究所第 6回所長賞
2010：第 9回徳川宗賢優秀賞（社会言語科学会）
2010：国立国語研究所第 1回所長賞

【2021年度に参画した共同研究】
•ネットワーク型日本関連在外資料調査研究・活用事業「北米における日本関連在外資料調査研究・活
用—言語生活史研究に基づいた近現代の在外資料論の構築—」：共同研究代表者

【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（C）「北海道北見市常呂町岐阜方言の尊敬語に見られる言語変容の研究」，19K00639：研究
代表者

【研究業績】
《著書・編書》
真田信治，朝日祥之，簡月真，李舜炯（編）
『新版社会言語図集』，ひつじ書房，2021.11.30.
窪薗晴夫，朝日祥之（編）
『言語コミュニケーションの多様性』，くろしお出版，2022.3.24.

《論文・ブックチャプター》
Asahi Yoshiyuki

“NINJAL’s challenges in language strategies”，China Language Strategies，8（1），pp. 19–38，2021.6.1.
朝日祥之
「オホーツク海沿岸域における日本語の残存」，今村圭介，ダニエル・ロング（編）『アジア太平洋の日本
語の過去と現在』，ひつじ書房，125–159頁，2021.10.15.

朝日祥之，黄叢叢，呉梅，星川睦
「東京都区部の商業言語景観にみる多言語使用の実態と課題」，『社会言語科学会第 46回大会発表論文
集』，34–37頁，2022.3.3.

朝日祥之
「ハワイとカリフォルニアに渡った日本人女性の敬語と文末詞」，窪薗晴夫・朝日祥之（編）『言語コミュ
ニケーションの多様性』，くろしお出版，2022.3.24.
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《その他の出版物・記事》
朝日祥之
「筑波発キャンパスことば「あまのがわ」」，『筑波大学新聞』，2021.7.19.

【講演・口頭発表】
横山詔一，前田忠彦，高田智和，相澤正夫，野山広，福永由佳，朝日祥之
「日本人の読み書き能力 1948年調査の非識字者率における生年の影響」，日本語学会 2021年度春季大
会予稿集，オンライン，2021.5.15.

朝日祥之
「東京都における多言語情報提供の実態と課題—ウェブサイトとごみ収集情報を事例に—」，日本言語
政策学会第 23回大会，オンライン，2021.6.12.

Asahi Yoshiyuki
“Glocalising multilingualism：garbage bags and calendars in Tokyo”，IAULS2021，オンライン（中
国），2021.8.23.

朝日祥之
「50年前の北見市常呂町岐阜方言に見られる特徴」，北海道方言研究会第 233回例会，オンライン，
2022.1.24.

朝日祥之，黄叢叢，呉梅，星川睦
「東京都区部の商業言語景観にみる多言語使用の実態と課題」，社会言語科学会第 46回研究大会，オン
ライン，2022.3.4.

Asahi Yoshiyuki
“Japanese settler’s dialect contact in Hawaii：a case of complementizer to deletion”，GURT2022，オ
ンライン（米国），2022.3.11.

【研究調査】
•和歌山県串本町.

【研究発表会・講演会・シンポジウムなどの企画・運営】
•EAJS 2021（主催：EAJS），オンライン（オランダ），2021.8.22–25.
•ネットワーク型基幹研究プロジェクト「北米における日本関連資料の調査研究・活用」共同研究発表
会（計 2回），オンライン，2021.6.26，2021.11.27.

【一般向けの講演・セミナーなど】
朝日祥之
「「ハワイの日本語」の多様性が伝えるもの：日系人社会 150年の言語生活史」，大手町アカデミア ×人
間文化研究機構オンライン無料特別講座，オンライン（You Tube），2021.12.5.

【その他の学術的・社会的活動】
•取材記事：「「まるっと」は名古屋弁か？ テレビで使われだしたのはあの人気ドラマがきっかけ」，中
日スポーツ，2022.1.17.
•取材：岐阜放送ラジオ「岐阜弁まるけ」（2回），2021.10.31，2021.12.5（放送）.
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《その他の出版物・記事》
朝日祥之
「筑波発キャンパスことば「あまのがわ」」，『筑波大学新聞』，2021.7.19.

【講演・口頭発表】
横山詔一，前田忠彦，高田智和，相澤正夫，野山広，福永由佳，朝日祥之
「日本人の読み書き能力 1948年調査の非識字者率における生年の影響」，日本語学会 2021年度春季大
会予稿集，オンライン，2021.5.15.

朝日祥之
「東京都における多言語情報提供の実態と課題—ウェブサイトとごみ収集情報を事例に—」，日本言語
政策学会第 23回大会，オンライン，2021.6.12.

Asahi Yoshiyuki
“Glocalising multilingualism：garbage bags and calendars in Tokyo”，IAULS2021，オンライン（中
国），2021.8.23.

朝日祥之
「50年前の北見市常呂町岐阜方言に見られる特徴」，北海道方言研究会第 233回例会，オンライン，
2022.1.24.

朝日祥之，黄叢叢，呉梅，星川睦
「東京都区部の商業言語景観にみる多言語使用の実態と課題」，社会言語科学会第 46回研究大会，オン
ライン，2022.3.4.

Asahi Yoshiyuki
“Japanese settler’s dialect contact in Hawaii：a case of complementizer to deletion”，GURT2022，オ
ンライン（米国），2022.3.11.

【研究調査】
•和歌山県串本町.

【研究発表会・講演会・シンポジウムなどの企画・運営】
•EAJS 2021（主催：EAJS），オンライン（オランダ），2021.8.22–25.
•ネットワーク型基幹研究プロジェクト「北米における日本関連資料の調査研究・活用」共同研究発表
会（計 2回），オンライン，2021.6.26，2021.11.27.

【一般向けの講演・セミナーなど】
朝日祥之
「「ハワイの日本語」の多様性が伝えるもの：日系人社会 150年の言語生活史」，大手町アカデミア ×人
間文化研究機構オンライン無料特別講座，オンライン（YouTube），2021.12.5.

【その他の学術的・社会的活動】
•取材記事：「「まるっと」は名古屋弁か？ テレビで使われだしたのはあの人気ドラマがきっかけ」，中
日スポーツ，2022.1.17.
•取材：岐阜放送ラジオ「岐阜弁まるけ」（2回），2021.10.31，2021.12.5（放送）.
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井上文子（いのうえふみこ）研究系（言語変異研究領域）准教授
【学位】修士（文学）（大阪大学，1992）
【学歴】高知女子大学文学部国文学科卒業（1984），大阪大学大学院文学研究科博士前期課程日本学専攻修了

（1992），大阪大学大学院文学研究科博士後期課程日本学専攻中退（1994）
【職歴】大阪大学文学部助手（1994），国立国語研究所情報資料研究部第二研究室研究員（1995），同主任

研究官（1997），独立行政法人国立国語研究所情報資料部門第一領域主任研究員（2001），同情報資料
部門資料整備グループグループ長（2006），人間文化研究機構国立国語研究所時空間変異研究系准教授
（2009），同研究系（言語変異研究領域）准教授（2016）

【専門領域】方言学，社会言語学
【所属学会】日本方言研究会，日本語学会，社会言語科学会，日本語文法学会
【受賞歴】

1993：第 11回新村出記念財団研究助成
【2021年度に参画した共同研究】

•基幹型共同研究プロジェクト「日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」：メ
ンバー
•共同利用型研究「感謝表現研究における「各地方言収集緊急調査」資料の活用」：コーディネーター
•共同利用型研究「音声談話資料を利用した大分方言 60年間の変化の研究」：共同研究者・コーディネー
ター

【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（A）『全国方言文法辞典』データベースの拡充による日本語時空間変異対照研究の多角的展
開」，20H00015：研究分担者
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山田真寛（やまだまさひろ）研究系（言語変異研究領域）准教授
【学位】Ph.D.（言語学）（デラウェア大学，2010）
【学歴】国際基督教大学教養学部語学科卒業（2005），米国デラウェア大学大学院言語学・認知科学研究科博

士課程修了（2010）
【職歴】日本学術振興会特別研究員（PD）/京都大学（2010），広島大学教育学研究科言語と認知の脳科学プロ

ジェクトセンターポスドク研究員（2013），京都大学学際融合教育研究推進センターアジア研究教育ユ
ニット特定助教（2014），立命館大学衣笠総合研究機構専門研究員（2016），人間文化研究機構国立国
語研究所 IR推進室特任助教（2016），同研究系（言語変異研究領域）准教授（2018）

【専門領域】言語学，形式意味論，言語復興
【受賞歴】

2019：日本音声学会学術研究奨励賞（共同研究の受賞：小川晋史，山田真寛，林由華）
2014：京都大学学際研究着想コンテスト奨励賞

【2021年度に参画した共同研究】
•基幹型共同研究プロジェクト「日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」：メ
ンバー

【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（B）「琉球沖永良部語を中心とした地域言語コミュニティ参加型の消滅危機言語復興研究」，

20H01266：研究代表者
【研究業績】
《その他の出版物・記事》
山田真寛
「しまむにのしずく　第 1回「やまとぅぬ　ちゅーぬ　しんしぇが　しまむにし　作文　しゅんど～　！！」」，『広報ちな』，
618号，5頁，2022.1.10　，https://indd.adobe.com/view/a4580b40-c3e3-44e8-acbc-2e63b7adceb7.

山田真寛
「しまむにのしずく第 2回「絵本ちくたんどー」」，『広報ちな』，619号，7頁，2022.2.10，
https://indd.adobe.com/view/666ab104-5b65-4293-b653-63b6dc9883c3.

山田真寛
「しまむにのしずく第 3回「くゎーぬ 2歳なやぶたん」」，『広報ちな』，620号，5頁，2022.3.10，
https://indd.adobe.com/view/52097386-845f-4c97-a9d7-fde2e2474b2b.

【講演・口頭発表】
Masahiro Yamada

“Safeguarding and revitalizing indigenous languages in Asia for sustainable development”，Panel
discussion，Panelist（招待），Regional Consultation in Asia for the Preparation of the International
Decade of Indigenous Languages（IDIL）2022–2032，オンライン（UNESCO Bangkok（バンコク・タ
イ）），2021.5.10.

【研究調査】
•与那国語フィールドワーク（沖縄県八重山郡与那国町），2020.10.27–2020.10.31.

【一般向けの講演・セミナーなど】
木部暢子，山田真寛
「消滅危機言語・方言を記録し，継承する」，第 16回NINJALフォーラム「ここまで進んだ！ここまで
分かった！多様な言語資源に基づく日本語研究」，オンライン（国立国語研究所），2022.2.19.

横山晶子，山田真寛
知名町中央公民館講座「しまむにサロン」（講師），オンライン，2021年度毎月 1回 2時間.
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山田真寛（やまだまさひろ）研究系（言語変異研究領域）准教授
【学位】Ph.D.（言語学）（デラウェア大学，2010）
【学歴】国際基督教大学教養学部語学科卒業（2005），米国デラウェア大学大学院言語学・認知科学研究科博

士課程修了（2010）
【職歴】日本学術振興会特別研究員（PD）/京都大学（2010），広島大学教育学研究科言語と認知の脳科学プロ

ジェクトセンターポスドク研究員（2013），京都大学学際融合教育研究推進センターアジア研究教育ユ
ニット特定助教（2014），立命館大学衣笠総合研究機構専門研究員（2016），人間文化研究機構国立国
語研究所 IR推進室特任助教（2016），同研究系（言語変異研究領域）准教授（2018）

【専門領域】言語学，形式意味論，言語復興
【受賞歴】

2019：日本音声学会学術研究奨励賞（共同研究の受賞：小川晋史，山田真寛，林由華）
2014：京都大学学際研究着想コンテスト奨励賞

【2021年度に参画した共同研究】
•基幹型共同研究プロジェクト「日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」：メ
ンバー

【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（B）「琉球沖永良部語を中心とした地域言語コミュニティ参加型の消滅危機言語復興研究」，

20H01266：研究代表者
【研究業績】
《その他の出版物・記事》
山田真寛
「しまむにのしずく　第 1回「やまとぅぬ　ちゅーぬ　しんしぇが　しまむにし　作文　しゅんど～　！！」」，『広報ちな』，
618号，5頁，2022.1.10　，https://indd.adobe.com/view/a4580b40-c3e3-44e8-acbc-2e63b7adceb7.

山田真寛
「しまむにのしずく第 2回「絵本ちくたんどー」」，『広報ちな』，619号，7頁，2022.2.10，
https://indd.adobe.com/view/666ab104-5b65-4293-b653-63b6dc9883c3.

山田真寛
「しまむにのしずく第 3回「くゎーぬ 2歳なやぶたん」」，『広報ちな』，620号，5頁，2022.3.10，
https://indd.adobe.com/view/52097386-845f-4c97-a9d7-fde2e2474b2b.

【講演・口頭発表】
Masahiro Yamada

“Safeguarding and revitalizing indigenous languages in Asia for sustainable development”，Panel
discussion，Panelist（招待），Regional Consultation in Asia for the Preparation of the International
Decade of Indigenous Languages（IDIL）2022–2032，オンライン（UNESCO Bangkok（バンコク・タ
イ）），2021.5.10.

【研究調査】
•与那国語フィールドワーク（沖縄県八重山郡与那国町），2021.10.27–2021.10.31.

【一般向けの講演・セミナーなど】
木部暢子，山田真寛
「消滅危機言語・方言を記録し，継承する」，第 16回NINJALフォーラム「ここまで進んだ！ここまで
分かった！多様な言語資源に基づく日本語研究」，オンライン（国立国語研究所），2022.2.19.

横山晶子，山田真寛
知名町中央公民館講座「しまむにサロン」（講師），オンライン，2021年度毎月 1回 2時間.
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井上文子（いのうえふみこ）研究系（言語変異研究領域）准教授
【学位】修士（文学）（大阪大学，1992）
【学歴】高知女子大学文学部国文学科卒業（1984），大阪大学大学院文学研究科博士前期課程日本学専攻修了

（1992），大阪大学大学院文学研究科博士後期課程日本学専攻中退（1994）
【職歴】大阪大学文学部助手（1994），国立国語研究所情報資料研究部第二研究室研究員（1995），同主任

研究官（1997），独立行政法人国立国語研究所情報資料部門第一領域主任研究員（2001），同情報資料
部門資料整備グループグループ長（2006），人間文化研究機構国立国語研究所時空間変異研究系准教授
（2009），同研究系（言語変異研究領域）准教授（2016）

【専門領域】方言学，社会言語学
【所属学会】日本方言研究会，日本語学会，社会言語科学会，日本語文法学会
【受賞歴】

1993：第 11回新村出記念財団研究助成
【2021年度に参画した共同研究】

•基幹型共同研究プロジェクト「日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」：メ
ンバー
•共同利用型研究「感謝表現研究における「各地方言収集緊急調査」資料の活用」：コーディネーター
•共同利用型研究「音声談話資料を利用した大分方言 60年間の変化の研究」：共同研究者・コーディネー
ター

【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（A）『全国方言文法辞典』データベースの拡充による日本語時空間変異対照研究の多角的展
開」，20H00015：研究分担者
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山田真寛（やまだまさひろ）研究系（言語変異研究領域）准教授
【学位】Ph.D.（言語学）（デラウェア大学，2010）
【学歴】国際基督教大学教養学部語学科卒業（2005），米国デラウェア大学大学院言語学・認知科学研究科博

士課程修了（2010）
【職歴】日本学術振興会特別研究員（PD）/京都大学（2010），広島大学教育学研究科言語と認知の脳科学プロ

ジェクトセンターポスドク研究員（2013），京都大学学際融合教育研究推進センターアジア研究教育ユ
ニット特定助教（2014），立命館大学衣笠総合研究機構専門研究員（2016），人間文化研究機構国立国
語研究所 IR推進室特任助教（2016），同研究系（言語変異研究領域）准教授（2018）

【専門領域】言語学，形式意味論，言語復興
【受賞歴】

2019：日本音声学会学術研究奨励賞（共同研究の受賞：小川晋史，山田真寛，林由華）
2014：京都大学学際研究着想コンテスト奨励賞

【2021年度に参画した共同研究】
•基幹型共同研究プロジェクト「日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」：メ
ンバー

【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（B）「琉球沖永良部語を中心とした地域言語コミュニティ参加型の消滅危機言語復興研究」，

20H01266：研究代表者
【研究業績】
《その他の出版物・記事》
山田真寛
「しまむにのしずく　第 1回「やまとぅぬ　ちゅーぬ　しんしぇが　しまむにし　作文　しゅんど～　！！」」，『広報ちな』，
618号，5頁，2022.1.10　，https://indd.adobe.com/view/a4580b40-c3e3-44e8-acbc-2e63b7adceb7.

山田真寛
「しまむにのしずく第 2回「絵本ちくたんどー」」，『広報ちな』，619号，7頁，2022.2.10，
https://indd.adobe.com/view/666ab104-5b65-4293-b653-63b6dc9883c3.

山田真寛
「しまむにのしずく第 3回「くゎーぬ 2歳なやぶたん」」，『広報ちな』，620号，5頁，2022.3.10，
https://indd.adobe.com/view/52097386-845f-4c97-a9d7-fde2e2474b2b.

【講演・口頭発表】
Masahiro Yamada

“Safeguarding and revitalizing indigenous languages in Asia for sustainable development”，Panel
discussion，Panelist（招待），Regional Consultation in Asia for the Preparation of the International
Decade of Indigenous Languages（IDIL）2022–2032，オンライン（UNESCO Bangkok（バンコク・タ
イ）），2021.5.10.

【研究調査】
•与那国語フィールドワーク（沖縄県八重山郡与那国町），2020.10.27–2020.10.31.

【一般向けの講演・セミナーなど】
木部暢子，山田真寛
「消滅危機言語・方言を記録し，継承する」，第 16回NINJALフォーラム「ここまで進んだ！ここまで
分かった！多様な言語資源に基づく日本語研究」，オンライン（国立国語研究所），2022.2.19.

横山晶子，山田真寛
知名町中央公民館講座「しまむにサロン」（講師），オンライン，2021年度毎月 1回 2時間.
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山田真寛（やまだまさひろ）研究系（言語変異研究領域）准教授
【学位】Ph.D.（言語学）（デラウェア大学，2010）
【学歴】国際基督教大学教養学部語学科卒業（2005），米国デラウェア大学大学院言語学・認知科学研究科博

士課程修了（2010）
【職歴】日本学術振興会特別研究員（PD）/京都大学（2010），広島大学教育学研究科言語と認知の脳科学プロ

ジェクトセンターポスドク研究員（2013），京都大学学際融合教育研究推進センターアジア研究教育ユ
ニット特定助教（2014），立命館大学衣笠総合研究機構専門研究員（2016），人間文化研究機構国立国
語研究所 IR推進室特任助教（2016），同研究系（言語変異研究領域）准教授（2018）

【専門領域】言語学，形式意味論，言語復興
【受賞歴】

2019：日本音声学会学術研究奨励賞（共同研究の受賞：小川晋史，山田真寛，林由華）
2014：京都大学学際研究着想コンテスト奨励賞

【2021年度に参画した共同研究】
•基幹型共同研究プロジェクト「日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」：メ
ンバー

【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（B）「琉球沖永良部語を中心とした地域言語コミュニティ参加型の消滅危機言語復興研究」，

20H01266：研究代表者
【研究業績】
《その他の出版物・記事》
山田真寛
「しまむにのしずく　第 1回「やまとぅぬ　ちゅーぬ　しんしぇが　しまむにし　作文　しゅんど～　！！」」，『広報ちな』，
618号，5頁，2022.1.10　，https://indd.adobe.com/view/a4580b40-c3e3-44e8-acbc-2e63b7adceb7.

山田真寛
「しまむにのしずく第 2回「絵本ちくたんどー」」，『広報ちな』，619号，7頁，2022.2.10，
https://indd.adobe.com/view/666ab104-5b65-4293-b653-63b6dc9883c3.

山田真寛
「しまむにのしずく第 3回「くゎーぬ 2歳なやぶたん」」，『広報ちな』，620号，5頁，2022.3.10，
https://indd.adobe.com/view/52097386-845f-4c97-a9d7-fde2e2474b2b.

【講演・口頭発表】
Masahiro Yamada

“Safeguarding and revitalizing indigenous languages in Asia for sustainable development”，Panel
discussion，Panelist（招待），Regional Consultation in Asia for the Preparation of the International
Decade of Indigenous Languages（IDIL）2022–2032，オンライン（UNESCO Bangkok（バンコク・タ
イ）），2021.5.10.

【研究調査】
•与那国語フィールドワーク（沖縄県八重山郡与那国町），2021.10.27–2021.10.31.

【一般向けの講演・セミナーなど】
木部暢子，山田真寛
「消滅危機言語・方言を記録し，継承する」，第 16回NINJALフォーラム「ここまで進んだ！ここまで
分かった！多様な言語資源に基づく日本語研究」，オンライン（国立国語研究所），2022.2.19.

横山晶子，山田真寛
知名町中央公民館講座「しまむにサロン」（講師），オンライン，2021年度毎月 1回 2時間.
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【大学院教育・若手研究者育成】
《講習・チュートリアル》
山田真寛
「ことばの多様性と、「いま何もしなければ」なくなってしまうことば」，多文化共修科目B（ゲストレ
クチャー），東京学芸大学，2021.11.25.

山田真寛
「ことばの多様性と、「いま何もしなければ」なくなってしまうことば」，方言学入門（ゲストレクチャー）
，鹿児島大学（オンライン），2021.12.16.
山田真寛，横山晶子
「これからの消滅危機言語の保存研究における市民科学者の育成」，第 43回NINJALチュートリアル，
オンライン，2022.3.26.
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青井隼人（あおいはやと）研究系（言語変異研究領域）特任助教
【学位】博士（学術）（東京外国語大学，2016）
【学歴】東京外国語大学外国語学部日本課程卒業（2009），東京外国語大学大学院総合国際学研究科博士前期

課程修了（2011），東京外国語大学大学院総合国際学研究科博士後期課程単位取得満期退学（2014）
【職歴】日本学術振興会特別研究員（DC）（2011–2014），日本学術振興会特別研究員（PD）（2014–2017），

東京外国語大学アジアアフリカ言語文化研究所特任研究員（2017），人間文化研究機構国立国語研究所
言語変異研究領域特任助教（2017）

【専門領域】言語音声学，音韻論，琉球語学
【所属学会】日本言語学会，日本音声学会，日本音韻論学会，方言研究会
【受賞歴】

2019：国立国語研究所第 19回所長賞（若手研究者奨励賞）
2019：日本言語学会第 157回大会（2018年度秋季）大会発表賞（受賞発表：「北琉球沖縄語伊江方言の破

裂音」）
2018：国立国語研究所第 17回所長賞（若手研究者奨励賞）
2018：2018年度仲宗根政善記念研究奨励賞（沖縄言語研究センター）
2014：日本言語学会 2014年度論文賞（受賞論文：「宮古多良間方言における『中舌母音』の音声的解釈」）
2012：日本音声学会第 26回全国大会優秀発表賞（受賞発表：「宮古多良間方言の三型アクセント体系」）
2012：日本言語学会第 144回大会（2012年度春季）大会発表賞（受賞発表：「宮古における『中舌母音』

の音韻解釈」）
【2021年度に参画した共同研究】

•基幹型共同研究プロジェクト「日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」：メ
ンバー
•基幹型共同研究プロジェクト「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」：メンバー

【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•若手研究「琉球諸語における声門化子音の類型的・歴史的研究」，20K13001：研究代表者
•基盤研究（B）「南琉球宮古諸方言のアクセントに関する調査研究」，20H01259：研究分担者
•東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所（共同利用・共同研究課題）「日琉語族内的声調類型論
の再構築」：研究代表者

【研究業績】
《論文・ブックチャプター》
セリック・ケナン，青井隼人
「多良間方言の韻律構造の解明に向けて—動詞進行融合形の音調の記述とその分析—」，『国立国語研
究所論集』，21号，133–162頁，2021.7，DOI：10.15084/000003441.
セリック・ケナン，青井隼人
「南琉球宮古語多良間方言における「名詞＋動詞」構造の複合名詞アクセント」，窪薗晴夫，守本真帆
（編）『プロソディー研究の新展開』，開拓社，236–257頁，2022.2.23.

【講演・口頭発表】
Hayato Aoi

“Laryngealized stops in Northern Ryukyuan”，ILCAA Joint Research Project “Phonetic typology
from cross-linguistic perspectives（PhonTyp）” The 1st meeting，オンライン，2021.7.10.
青井隼人
「宮古語多良間方言の語プロソディ：ピッチ・アクセント体系か、欠性的音調体系か」，AA研共同利用・
共同研究課題「日琉語族内的声調類型論の再構築」2021年度第 2回研究会，オンライン，2021.8.7.
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【大学院教育・若手研究者育成】
《講習・チュートリアル》
山田真寛
「ことばの多様性と、「いま何もしなければ」なくなってしまうことば」，多文化共修科目B（ゲストレ
クチャー），東京学芸大学，2021.11.25.

山田真寛
「ことばの多様性と、「いま何もしなければ」なくなってしまうことば」，方言学入門（ゲストレクチャー）
，鹿児島大学（オンライン），2021.12.16.

山田真寛，横山晶子
「これからの消滅危機言語の保存研究における市民科学者の育成」，第 43回NINJALチュートリアル，
オンライン，2022.3.26.
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青井隼人（あおいはやと）研究系（言語変異研究領域）特任助教
【学位】博士（学術）（東京外国語大学，2016）
【学歴】東京外国語大学外国語学部日本課程卒業（2009），東京外国語大学大学院総合国際学研究科博士前期

課程修了（2011），東京外国語大学大学院総合国際学研究科博士後期課程単位取得満期退学（2014）
【職歴】日本学術振興会特別研究員（DC）（2011–2014），日本学術振興会特別研究員（PD）（2014–2017），

東京外国語大学アジアアフリカ言語文化研究所特任研究員（2017），人間文化研究機構国立国語研究所
言語変異研究領域特任助教（2017）

【専門領域】言語音声学，音韻論，琉球語学
【所属学会】日本言語学会，日本音声学会，日本音韻論学会，方言研究会
【受賞歴】

2019：国立国語研究所第 19回所長賞（若手研究者奨励賞）
2019：日本言語学会第 157回大会（2018年度秋季）大会発表賞（受賞発表：「北琉球沖縄語伊江方言の破

裂音」）
2018：国立国語研究所第 17回所長賞（若手研究者奨励賞）
2018：2018年度仲宗根政善記念研究奨励賞（沖縄言語研究センター）
2014：日本言語学会 2014年度論文賞（受賞論文：「宮古多良間方言における『中舌母音』の音声的解釈」）
2012：日本音声学会第 26回全国大会優秀発表賞（受賞発表：「宮古多良間方言の三型アクセント体系」）
2012：日本言語学会第 144回大会（2012年度春季）大会発表賞（受賞発表：「宮古における『中舌母音』

の音韻解釈」）
【2021年度に参画した共同研究】

•基幹型共同研究プロジェクト「日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」：メ
ンバー
•基幹型共同研究プロジェクト「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」：メンバー

【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•若手研究「琉球諸語における声門化子音の類型的・歴史的研究」，20K13001：研究代表者
•基盤研究（B）「南琉球宮古諸方言のアクセントに関する調査研究」，20H01259：研究分担者
•東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所（共同利用・共同研究課題）「日琉語族内的声調類型論
の再構築」：研究代表者

【研究業績】
《論文・ブックチャプター》
セリック・ケナン，青井隼人
「多良間方言の韻律構造の解明に向けて—動詞進行融合形の音調の記述とその分析—」，『国立国語研
究所論集』，21号，133–162頁，2021.7，DOI：10.15084/000003441.
セリック・ケナン，青井隼人
「南琉球宮古語多良間方言における「名詞＋動詞」構造の複合名詞アクセント」，窪薗晴夫，守本真帆
（編）『プロソディー研究の新展開』，開拓社，236–257頁，2022.2.23.

【講演・口頭発表】
Hayato Aoi

“Laryngealized stops in Northern Ryukyuan”，ILCAA Joint Research Project “Phonetic typology
from cross-linguistic perspectives（PhonTyp）” The 1st meeting，オンライン，2021.7.10.
青井隼人
「宮古語多良間方言の語プロソディ：ピッチ・アクセント体系か、欠性的音調体系か」，AA研共同利用・
共同研究課題「日琉語族内的声調類型論の再構築」2021年度第 2回研究会，オンライン，2021.8.7.
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セリック・ケナン，青井隼人
「宮古語多良間方言におけるアクセント単位の定義に関する試論」，「対照言語学の観点から見た日本
語の音声と文法」オンライン研究発表会（2021年度後期），オンライン，2021.12.18.

Hayato Aoi
“Glottalized resonants in Northern Ryukyuan”，ILCAA Joint Research Project “Phonetic typology
from cross-linguistic perspectives（PhonTyp）” The 3rd meeting，オンライン，2022.3.5.

青井隼人
「南琉球宮古語多良間方言における 3種の音調型実現ドメイン」，リンディ・フォーラム：ウェビナーシ
リーズ（20），オンライン，2022.3.22.

【研究発表会・講演会・シンポジウムなどの企画・運営】
•フィールド言語学ウェビナー 2021（主催：東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所基幹研究
「多言語：多文化共生に向けた循環型の言語研究体制の構築」，共催：国立国語研究所共同研究プロジェ
クト「日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」），オンライン，2021.8.19.

【一般向けの講演・セミナーなど】
青井隼人
「キき耳：お手本と同じ発音はどれ？」，国立国語研究所ニホンゴ探検 2021，オンライン，2021.8.20.
青井隼人
「バントゥ諸語（アフリカ）から日本の言語・方言のアクセントを捉え直す」，国立国語研究所オープン
ハウス 2021，オンライン，2021.9.10.
加藤昂英，韓東学，久保田祐貴，青井隼人
「オノマトペカタログ」，東京大学第 94回五月祭，オンライン，2021.9.19–20.
加藤昂英，韓東学，久保田祐貴，青井隼人
「みるみるオノマトペ」，東京大学第 72回駒場祭，オンライン，2021.11.21–23.

【その他の学術的・社会的活動】
•東京大学第 94回五月祭：科学コミュニケーションサークルUTaTané企画「伝えることば、伝わるこ
ころ」出展，2021.9.19–20.
•東京大学第 72回駒場祭：科学コミュニケーションサークルUTaTané企画「『つくる』から『科学』を
考える」出展，2021.11.21–23.

【大学院教育・若手研究者育成】
《講習・チュートリアル》
青井隼人
「リサーチ・クエスチョンをつくる」，広島大学（自主勉強会）オンラインワークショップ（2021年度第
1回），オンライン，2021.4.22.

青井隼人
「学会発表の応募要旨を書く」，広島大学（自主勉強会）オンラインワークショップ（2021年度第 2回），
オンライン，2021.5.31.

青井隼人
「学会発表のシナリオを作る」，広島大学（自主勉強会）オンラインワークショップ（2021年度第 3回），
オンライン，2021.7.5.

青井隼人
「学会発表のシナリオを作る」，広島大学（自主勉強会）オンラインワークショップ（2021年度第 4回），
オンライン，2021.7.26.

青井隼人
「伝わる学会プレゼンテーション」，広島大学（自主勉強会）オンラインワークショップ（2021年度第 5
回），オンライン，2021.9.8.
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青井隼人
「初めての論文作法」，広島大学（自主勉強会）オンラインワークショップ（2021年度第 6回），オンラ
イン，2021.10.18.

青井隼人
「フィールドに行く理由を考える」，パネリスト・ファシリテーター，東京外国語大学アジア・アフリカ
言語文化研究所テクニカルワークショップ，2022.1.28.

《特別講義》
青井隼人
「アクセントの観察・記述・分析の手法（1）」，長崎大学（原田ゼミ），オンライン，2021.10.7.
青井隼人
「アクセントの観察・記述・分析の手法」，弘前大学（新永ゼミ），オンライン，2021.11.30.
青井隼人
「アクセントの観察・記述・分析の手法（2）」，長崎大学（原田ゼミ），オンライン，2022.1.11.
青井隼人
「アクセントの観察・記述・分析の手法（3）」，長崎大学（原田ゼミ），オンライン，2022.3.17.
青井隼人
「アクセントの観察・記述・分析の手法（4）」，長崎大学（原田ゼミ），オンライン，2022.3.25.
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セリック・ケナン，青井隼人
「宮古語多良間方言におけるアクセント単位の定義に関する試論」，「対照言語学の観点から見た日本
語の音声と文法」オンライン研究発表会（2021年度後期），オンライン，2021.12.18.

Hayato Aoi
“Glottalized resonants in Northern Ryukyuan”，ILCAA Joint Research Project “Phonetic typology
from cross-linguistic perspectives（PhonTyp）” The 3rd meeting，オンライン，2022.3.5.

青井隼人
「南琉球宮古語多良間方言における 3種の音調型実現ドメイン」，リンディ・フォーラム：ウェビナーシ
リーズ（20），オンライン，2022.3.22.

【研究発表会・講演会・シンポジウムなどの企画・運営】
•フィールド言語学ウェビナー 2021（主催：東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所基幹研究
「多言語：多文化共生に向けた循環型の言語研究体制の構築」，共催：国立国語研究所共同研究プロジェ
クト「日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」），オンライン，2021.8.19.

【一般向けの講演・セミナーなど】
青井隼人
「キき耳：お手本と同じ発音はどれ？」，国立国語研究所ニホンゴ探検 2021，オンライン，2021.8.20.
青井隼人
「バントゥ諸語（アフリカ）から日本の言語・方言のアクセントを捉え直す」，国立国語研究所オープン
ハウス 2021，オンライン，2021.9.10.

加藤昂英，韓東学，久保田祐貴，青井隼人
「オノマトペカタログ」，東京大学第 94回五月祭，オンライン，2021.9.19–20.
加藤昂英，韓東学，久保田祐貴，青井隼人
「みるみるオノマトペ」，東京大学第 72回駒場祭，オンライン，2021.11.21–23.

【その他の学術的・社会的活動】
•東京大学第 94回五月祭：科学コミュニケーションサークルUTaTané企画「伝えることば、伝わるこ
ころ」出展，2021.9.19–20.
•東京大学第 72回駒場祭：科学コミュニケーションサークルUTaTané企画「『つくる』から『科学』を
考える」出展，2021.11.21–23.

【大学院教育・若手研究者育成】
《講習・チュートリアル》
青井隼人
「リサーチ・クエスチョンをつくる」，広島大学（自主勉強会）オンラインワークショップ（2021年度第
1回），オンライン，2021.4.22.

青井隼人
「学会発表の応募要旨を書く」，広島大学（自主勉強会）オンラインワークショップ（2021年度第 2回），
オンライン，2021.5.31.

青井隼人
「学会発表のシナリオを作る」，広島大学（自主勉強会）オンラインワークショップ（2021年度第 3回），
オンライン，2021.7.5.

青井隼人
「学会発表のシナリオを作る」，広島大学（自主勉強会）オンラインワークショップ（2021年度第 4回），
オンライン，2021.7.26.

青井隼人
「伝わる学会プレゼンテーション」，広島大学（自主勉強会）オンラインワークショップ（2021年度第 5
回），オンライン，2021.9.8.
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青井隼人
「初めての論文作法」，広島大学（自主勉強会）オンラインワークショップ（2021年度第 6回），オンラ
イン，2021.10.18.

青井隼人
「フィールドに行く理由を考える」，パネリスト・ファシリテーター，東京外国語大学アジア・アフリカ
言語文化研究所テクニカルワークショップ，2022.1.28.

《特別講義》
青井隼人
「アクセントの観察・記述・分析の手法（1）」，長崎大学（原田ゼミ），オンライン，2021.10.7.
青井隼人
「アクセントの観察・記述・分析の手法」，弘前大学（新永ゼミ），オンライン，2021.11.30.
青井隼人
「アクセントの観察・記述・分析の手法（2）」，長崎大学（原田ゼミ），オンライン，2022.1.11.
青井隼人
「アクセントの観察・記述・分析の手法（3）」，長崎大学（原田ゼミ），オンライン，2022.3.17.
青井隼人
「アクセントの観察・記述・分析の手法（4）」，長崎大学（原田ゼミ），オンライン，2022.3.25.
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Celik Kenan Thibault（セリックケナンチボ）
研究系（言語変異研究領域）特任助教
【学位】博士（京都大学，2020）
【学歴】パリ経営大学院国際ビジネス専攻修士課程修了（2011），京都大学大学院文学研究科行動文化言語学

専攻修士課程修了（2014），京都大学大学院文学研究科行動文化言語学専攻博士後期課程修了（2017）
【職歴】国立国語研究所言語変異研究領域非常勤研究員（2018–2021）（特任助教）・国立国語研究所研究系
（言語変異研究領域）特任助教（2021）

【専門領域】記述言語学，方言学
【所属学会】日本語学会，日本言語学会
【受賞歴】

2019：日本語学会大会発表賞（「琉球八重山白保方言のアクセント体系は三型であって，二型ではない」，
日本語学会）

【2021年度に参画した共同研究】
•基幹型共同研究プロジェクト「日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」：メ
ンバー

【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•若手研究「南琉球宮古語の語彙体系の多様性を探る：通方言的な音声付の語彙データベースの構築」，

19K13174：研究代表者
•新学術領域研究（研究領域提案型）公募研究「南琉球諸語を対象とした言語変化モデルの構築と系統
樹への応用」，21H00353：研究代表者
•基盤研究（B）「南琉球宮古諸方言のアクセントに関する調査研究」，20H01259：研究分担者
•東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所（共同利用・共同研究課題）「日琉語族内的声調類型論
の再構築」：メンバー

【研究業績】
《論文・ブックチャプター》
セリック・ケナン，麻生玲子，中澤光平
「南琉球八重山語宮良方言の名詞アクセント資料」，『国立国語研究所論集』，22号，157–176頁，2022.1，
DOI：10.15084/00003519.

【研究調査】
•南琉球宮古語水納島方言調査，2021.4–5.
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籠宮隆之（かごみやたかゆき）研究系（言語変異研究領域）特任助教
【学位】博士（学術）（神戸大学，2008）
【学歴】東京都立大学人文学部卒業（1995），東京都立大学大学院人文科学研究科修士課程修了（1999），神

戸大学大学院総合人間科学研究科博士後期課程修了（2008）
【職歴】国立国語研究所 非常勤職員（1999），国立国語研究所 特別奨励研究員（2002），独立行政法人産業

技術総合研究所特別研究員（2008），人間文化研究機構国立国語研究所研究情報資料センター特任助教
（2013），千葉大学フロンティア医工学センター特任助教（2016），人間文化研究機構国立国語研究所言
語変異研究領域特任助教（2017）

【専門領域】音声科学
【所属学会】日本音声学会，日本音響学会，社会言語科学会，International Speech Communication Association，

聴覚医学会
【学会等の役員・委員】日本音声学会評議員・庶務委員・企画委員・100周年記念事業委員，社会言語科学会広

報委員，日本音響学会編集委員
【2021年度に参画した共同研究】

•「博物館・展示を活用した最先端研究の可視化・高度化事業」国語研ユニット「消滅危機言語・方言の展
示を通した最先端研究の可視化・高度化」：メンバー
•基礎研究「コーパスアノテーションの拡張・統合・自動化に関する基礎研究」：メンバー

【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（B）「リアルタイムMRIおよびWAVEデータによる調音音声学の精緻化」，17H02339：研
究分担者
•基盤研究（C）「発達障害における音声プロソディの解析的研究」，18K00552：研究分担者
•基盤研究（C）「韻律ラベルを付与した補聴システム装用者の発話データベースの構築」，20K00593：
研究代表者
•基盤研究（A）「日本語諸方言コーパスによる方言音調の比較類型論的研究」，21H04351：研究分担者
•挑戦的研究（萌芽）「フィールドデータのアーカイブに向けた問題点の整理と解決策」，21K18376：研
究分担者

【研究業績】
《展示など》
•「モバイルミュージアム「方言の世界」」（モバイルミュージアム「地図で見る日本の方言」，「沖縄のこ
とばと文化」展示），静岡英和学院大学，2021.4.1–2022.1.4.
•「民博特別展「復興を支える地域の文化—3.11から 10年」」（「方言と地域文化—沖縄県八重山と東北
各地の方言」展示），国立民族学博物館，2021.3.4–5.18.
•「国文学研究資料館・国立民族学博物館巡回展示」（「方言と地域文化—沖縄県八重山と東北各地の方
言」展示），国文学研究資料館，2021.8.4–9.29.
•「人間文化研究機構可視化・高度化事業報告」（モバイル型展示ユニット「消滅の危機に瀕した言語・方
言」，「沖縄のことばと文化」，「日本海のことばと文化」，「日本語の歴史と方言」，「アイヌ語とアイヌ
の民話」展示），国立歴史民俗博物館，2022.1.18–2.13.
•「文部科学省情報ひろば企画展示」（モバイル型展示ユニット「方言の世界」，「与論のことばと文化」
展示），文部科学省情報ひろば，2022.1.18–2.13.
•「モバイルミュージアム」（モバイルミュージアム「日本語の歴史と方言」，「アイヌ語とアイヌの民話」
展示），静岡英和学院大学，2022.3.14–2022.3.31.

【研究調査】
•聴覚補助器による非言語・パラ言語情報伝達に関する聴取実験（国立国語研究所），2021.4–2022.3.
•リアルタイム調音運動計測（国立国語研究所），2021.4–2022.3.
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Celik Kenan Thibault（セリックケナンチボ）
研究系（言語変異研究領域）特任助教
【学位】博士（京都大学，2020）
【学歴】パリ経営大学院国際ビジネス専攻修士課程修了（2011），京都大学大学院文学研究科行動文化言語学

専攻修士課程修了（2014），京都大学大学院文学研究科行動文化言語学専攻博士後期課程修了（2017）
【職歴】国立国語研究所言語変異研究領域非常勤研究員（2018–2021）（特任助教）・国立国語研究所研究系
（言語変異研究領域）特任助教（2021）

【専門領域】記述言語学，方言学
【所属学会】日本語学会，日本言語学会
【受賞歴】

2019：日本語学会大会発表賞（「琉球八重山白保方言のアクセント体系は三型であって，二型ではない」，
日本語学会）

【2021年度に参画した共同研究】
•基幹型共同研究プロジェクト「日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」：メ
ンバー

【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•若手研究「南琉球宮古語の語彙体系の多様性を探る：通方言的な音声付の語彙データベースの構築」，

19K13174：研究代表者
•新学術領域研究（研究領域提案型）公募研究「南琉球諸語を対象とした言語変化モデルの構築と系統
樹への応用」，21H00353：研究代表者
•基盤研究（B）「南琉球宮古諸方言のアクセントに関する調査研究」，20H01259：研究分担者
•東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所（共同利用・共同研究課題）「日琉語族内的声調類型論
の再構築」：メンバー

【研究業績】
《論文・ブックチャプター》
セリック・ケナン，麻生玲子，中澤光平
「南琉球八重山語宮良方言の名詞アクセント資料」，『国立国語研究所論集』，22号，157–176頁，2022.1，
DOI：10.15084/00003519.

【研究調査】
•南琉球宮古語水納島方言調査，2021.4–5.

124 VI 教員の研究活動と成果

籠宮隆之（かごみやたかゆき）研究系（言語変異研究領域）特任助教
【学位】博士（学術）（神戸大学，2008）
【学歴】東京都立大学人文学部卒業（1995），東京都立大学大学院人文科学研究科修士課程修了（1999），神

戸大学大学院総合人間科学研究科博士後期課程修了（2008）
【職歴】国立国語研究所 非常勤職員（1999），国立国語研究所 特別奨励研究員（2002），独立行政法人産業

技術総合研究所特別研究員（2008），人間文化研究機構国立国語研究所研究情報資料センター特任助教
（2013），千葉大学フロンティア医工学センター特任助教（2016），人間文化研究機構国立国語研究所言
語変異研究領域特任助教（2017）

【専門領域】音声科学
【所属学会】日本音声学会，日本音響学会，社会言語科学会，International Speech Communication Association，

聴覚医学会
【学会等の役員・委員】日本音声学会評議員・庶務委員・企画委員・100周年記念事業委員，社会言語科学会広

報委員，日本音響学会編集委員
【2021年度に参画した共同研究】

•「博物館・展示を活用した最先端研究の可視化・高度化事業」国語研ユニット「消滅危機言語・方言の展
示を通した最先端研究の可視化・高度化」：メンバー
•基礎研究「コーパスアノテーションの拡張・統合・自動化に関する基礎研究」：メンバー

【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（B）「リアルタイムMRIおよびWAVEデータによる調音音声学の精緻化」，17H02339：研
究分担者
•基盤研究（C）「発達障害における音声プロソディの解析的研究」，18K00552：研究分担者
•基盤研究（C）「韻律ラベルを付与した補聴システム装用者の発話データベースの構築」，20K00593：
研究代表者
•基盤研究（A）「日本語諸方言コーパスによる方言音調の比較類型論的研究」，21H04351：研究分担者
•挑戦的研究（萌芽）「フィールドデータのアーカイブに向けた問題点の整理と解決策」，21K18376：研
究分担者

【研究業績】
《展示など》
•「モバイルミュージアム「方言の世界」」（モバイルミュージアム「地図で見る日本の方言」，「沖縄のこ
とばと文化」展示），静岡英和学院大学，2021.4.1–2022.1.4.
•「民博特別展「復興を支える地域の文化—3.11から 10年」」（「方言と地域文化—沖縄県八重山と東北
各地の方言」展示），国立民族学博物館，2021.3.4–5.18.
•「国文学研究資料館・国立民族学博物館巡回展示」（「方言と地域文化—沖縄県八重山と東北各地の方
言」展示），国文学研究資料館，2021.8.4–9.29.
•「人間文化研究機構可視化・高度化事業報告」（モバイル型展示ユニット「消滅の危機に瀕した言語・方
言」，「沖縄のことばと文化」，「日本海のことばと文化」，「日本語の歴史と方言」，「アイヌ語とアイヌ
の民話」展示），国立歴史民俗博物館，2022.1.18–2.13.
•「文部科学省情報ひろば企画展示」（モバイル型展示ユニット「方言の世界」，「与論のことばと文化」
展示），文部科学省情報ひろば，2022.1.18–2.13.
•「モバイルミュージアム」（モバイルミュージアム「日本語の歴史と方言」，「アイヌ語とアイヌの民話」
展示），静岡英和学院大学，2022.3.14–2022.3.31.

【研究調査】
•聴覚補助器による非言語・パラ言語情報伝達に関する聴取実験（国立国語研究所），2021.4–2022.3.
•リアルタイム調音運動計測（国立国語研究所），2021.4–2022.3.
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•人工内耳装用者による非言語・パラ言語情報伝達に関する聴取実験（国際医療福祉大学），2021.4–2022.3.

【その他の学術的・社会的活動】
•Acoustical Science and Technology：Editorial board member
• Speech Prosody 2022：Scientific committee member
•第 35回日本音声学会全国大会：実行委員
•第 342回日本音声学会研究例会：世話人

【大学院教育・若手研究者育成】
《大学院非常勤講師》
•名古屋外国語大学大学院国際コミュニケーション研究科

126 VI 教員の研究活動と成果

中川奈津子（なかがわなつこ）研究系（言語変異研究領域）特任助教
【学位】博士（人間・環境学）
【学歴】同志社大学文学部文化学科国文学専攻学部卒業（2005），京都大学大学院人間・環境学研究科共生人

間学専攻言語情報科学講座修士課程修了（2007），京都大学大学院人間・環境学研究科共生人間学専攻言
語情報科学講座博士課程単位認定退学（2013），ニューヨーク州立大学バッファロー校言語学科博士課
程修了（2013）

【職歴】State University of New York at BuffaloPart-time lecturer（2010–2012），京都大学大学院人間・環境
学研究科共生人間学専攻言語情報科学講座研修員（2013–2015），同志社大学文学部英文学科嘱託講師
（2014–2015），同志社大学全学共通教養教育センター嘱託講師（2014–2015），同志社大学グローバル・
コミュニケーション学部嘱託講師（2014–2015），京都大学国際高等教育院非常勤講師（2014–2015），
日本学術振興会・千葉大学融合科学研究科特別研究員（PD）（2015–2017），東京外国語大学アジア・アフ
リカ言語文化研究所共同研究員（2015–2017），国立国語研究所共同研究員（2016–），青森公立大学非
常勤講師（2017–2019），千葉大学人文科学研究院特任研究員（2018–2019），国立国語研究所プロジェ
クト非常勤研究員（2019），国立国語研究所特任助教（2019–）

【専門領域】コーパス言語学，方言学
【所属学会】日本言語学会，日本語学会，琉球諸語記述研究会
【学会等の役員・委員】日本言語学会広報委員，琉球諸語記述研究会編集委員
【受賞歴】

2019：日本語学会春季大会発表賞（発表題目：「琉球八重山白保方言のアクセント体系は三型であって，
二型ではない」）

【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•新学術領域研究（研究領域提案型）公募研究「日琉語族の語順の変異とその相関変数の解明」，21H00352　：
研究代表者
•挑戦的研究（萌芽）「フィールドデータのアーカイブに向けた問題点の整理と解決策」，21K18376：研
究代表者
•基盤研究（A）「日本語諸方言コーパスの構築とコーパスを使った方言研究の開拓」，21H04351：研究
分担者
•基盤研究（B）「琉球沖永良部語を中心とした地域言語コミュニティ参加型の消滅危機言語復興研究」，

20H01266：研究分担者
•挑戦的研究（萌芽）「日琉諸語における格という文法カテゴリーの検討」，20K20704：研究分担者

【研究業績】
《著書・編書》
仲間博之，田窪行則，岩嵜勝一，五十嵐陽介，中川奈津子
『南琉球宮古語池間方言辞典』，国立国語研究所言語変異研究領域，2022.3.26.

《論文・ブックチャプター》
中川奈津子
「消滅危機言語の辞書データベースの構築と公開：「鳩間方言 音声語彙データベース」、「うちなーぐ
ち活用辞典テキストデータベース」の事例報告」，『情報処理学会研究報告』，2021-CH-126巻 7号，
1–6頁，2021.5.15.

Natsuko Nakagawa
“Nambu（Aomori，Eastern Japanese）”，Michinori Shimoji（ed.）An Introduction to the Japonic
Languages：Grammatical Sketches of Japanese Dialects and Ryukyuan Languages，Brill，2022.3.31.
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•人工内耳装用者による非言語・パラ言語情報伝達に関する聴取実験（国際医療福祉大学），2021.4–2022.3.

【その他の学術的・社会的活動】
•Acoustical Science and Technology：Editorial board member
• Speech Prosody 2022：Scientific committee member
•第 35回日本音声学会全国大会：実行委員
•第 342回日本音声学会研究例会：世話人

【大学院教育・若手研究者育成】
《大学院非常勤講師》
•名古屋外国語大学大学院国際コミュニケーション研究科

126 VI 教員の研究活動と成果

中川奈津子（なかがわなつこ）研究系（言語変異研究領域）特任助教
【学位】博士（人間・環境学）
【学歴】同志社大学文学部文化学科国文学専攻学部卒業（2005），京都大学大学院人間・環境学研究科共生人

間学専攻言語情報科学講座修士課程修了（2007），京都大学大学院人間・環境学研究科共生人間学専攻言
語情報科学講座博士課程単位認定退学（2013），ニューヨーク州立大学バッファロー校言語学科博士課
程修了（2013）

【職歴】State University of New York at BuffaloPart-time lecturer（2010–2012），京都大学大学院人間・環境
学研究科共生人間学専攻言語情報科学講座研修員（2013–2015），同志社大学文学部英文学科嘱託講師
（2014–2015），同志社大学全学共通教養教育センター嘱託講師（2014–2015），同志社大学グローバル・
コミュニケーション学部嘱託講師（2014–2015），京都大学国際高等教育院非常勤講師（2014–2015），
日本学術振興会・千葉大学融合科学研究科特別研究員（PD）（2015–2017），東京外国語大学アジア・アフ
リカ言語文化研究所共同研究員（2015–2017），国立国語研究所共同研究員（2016–），青森公立大学非
常勤講師（2017–2019），千葉大学人文科学研究院特任研究員（2018–2019），国立国語研究所プロジェ
クト非常勤研究員（2019），国立国語研究所特任助教（2019–）

【専門領域】コーパス言語学，方言学
【所属学会】日本言語学会，日本語学会，琉球諸語記述研究会
【学会等の役員・委員】日本言語学会広報委員，琉球諸語記述研究会編集委員
【受賞歴】

2019：日本語学会春季大会発表賞（発表題目：「琉球八重山白保方言のアクセント体系は三型であって，
二型ではない」）

【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•新学術領域研究（研究領域提案型）公募研究「日琉語族の語順の変異とその相関変数の解明」，21H00352　：
研究代表者
•挑戦的研究（萌芽）「フィールドデータのアーカイブに向けた問題点の整理と解決策」，21K18376：研
究代表者
•基盤研究（A）「日本語諸方言コーパスの構築とコーパスを使った方言研究の開拓」，21H04351：研究
分担者
•基盤研究（B）「琉球沖永良部語を中心とした地域言語コミュニティ参加型の消滅危機言語復興研究」，

20H01266：研究分担者
•挑戦的研究（萌芽）「日琉諸語における格という文法カテゴリーの検討」，20K20704：研究分担者

【研究業績】
《著書・編書》
仲間博之，田窪行則，岩嵜勝一，五十嵐陽介，中川奈津子
『南琉球宮古語池間方言辞典』，国立国語研究所言語変異研究領域，2022.3.26.

《論文・ブックチャプター》
中川奈津子
「消滅危機言語の辞書データベースの構築と公開：「鳩間方言 音声語彙データベース」、「うちなーぐ
ち活用辞典テキストデータベース」の事例報告」，『情報処理学会研究報告』，2021-CH-126巻 7号，
1–6頁，2021.5.15.

Natsuko Nakagawa
“Nambu（Aomori，Eastern Japanese）”，Michinori Shimoji（ed.）An Introduction to the Japonic
Languages：Grammatical Sketches of Japanese Dialects and Ryukyuan Languages，Brill，2022.3.31.
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【講演・口頭発表】
中川奈津子
「消滅危機言語の辞書データベースの構築と公開：「鳩間方言音声語彙データベース」、「うちなーぐち
活用辞典テキストデータベース」の事例報告」，人文学とコンピュータ研究会，オンライン，2021.5.21.

Natsuko Nakagawa
“An experimental method for eliciting（zero）case-marking in spoken Japonic dialects”，JK pre-
workshop Data-oriented approaches to meaning in Korean and Japanese，オンライン・名古屋大学，
2021.10.8.

Natsuko Nakagawa and Yuka Hayashi
“Contrastive topic =gyaa in Ikema-Nishihara Miyakoan of Southern Ryukyus”，ポスター発表，
Japanese/Korean Linguistics Conference 2021，オンライン・名古屋大学，2021.10.11.

【大学院教育・若手研究者育成】
《講習・チュートリアル》
中川奈津子
「Wordでの論文の書き方」，東京外国語大学，2021.8.17.

《講習会補助》
•ELAN講習会：東京外国語大学，2021.8.19.
•RDF講習会：東京外国語大学，2021.9.4.
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小木曽智信（おぎそとしのぶ）研究系（言語変化研究領域）教授，研究主幹，領域代表
【学位】博士（工学）（奈良先端科学技術大学院大学，2014）
【学歴】東京大学文学部第 3類（語学文学）卒業（1995），東京大学大学院人文社会系研究科修士課程日本文

化研究専攻修了（1997），東京大学大学院人文社会系研究科博士課程単位取得退学（2001），奈良先端科
学技術大学院大学情報科学研究科博士後期課程修了（2014）

【職歴】明海大学外国語学部講師（2001），独立行政法人国立国語研究所研究開発部門研究員（2006），人間
文化研究機構国立国語研究所言語資源研究系准教授（2009），同研究系（言語変化研究領域）准教授，領
域代表（2016），同教授，領域代表（2017），東京外国語大学大学院国際日本学研究院准教授（クロスア
ポイントメント）（2016），同教授（2017）

【専門領域】日本語学，自然言語処理
【所属学会】日本語学会，言語処理学会，情報処理学会，日本語文法学会，近代語学会，東京大学国語国文学会
【学会等の役員・委員】日本語学会評議員・大会企画運営委員（副委員長）
【受賞歴】

2021：じんもんこん 2021ベストポスター賞（小木曽智信，八木豊「『日本語歴史コーパス』の誤り修正
プラットフォームの開発」）

2011：国立国語研究所第 2回所長賞
2011：情報処理学会山下記念研究賞

【2021年度に参画した共同研究】
•基幹型共同研究プロジェクト「通時コーパスの構築と日本語史研究の新展開」：リーダー
•新領域創出型共同研究プロジェクト「現代語の意味の変化に対する計算的・統計力学的アプローチ」：
メンバー・コーディネーター
•人間文化研究機構連携研究「異分野融合による総合書物学の構築」サブプロジェクト「表記情報と書
誌形態情報を加えた日本語歴史コーパスの精緻化」：共同研究員
•Oxford Corpus of Old Japanese Project：Editorial Board Member
•人文学オープンデータ共同利用センター n2iプロジェクト：共同研究員

【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（A）「昭和・平成書き言葉コーパスによる近現代日本語の実証的研究」，19H00531：研究代表者
•挑戦的研究（開拓）「日本語コーパスに対する情報付与を核としたオープンサイエンス推進環境の構
築」，19H05477：研究代表者
•挑戦的研究（開拓）「古辞書・古典籍データへの地理情報付与による人文学の横断的展開」，20K20501：
研究分担者

【研究業績】
《著書・編書》
田中牧郎，橋本行洋，小木曽智信（編）
『コーパスによる日本語史研究近代編』，ひつじ書房，2021.11.19.

《論文・ブックチャプター》
小木曽智信
「『日本語歴史コーパス明治・大正編』の構成—データと公開形態」，田中牧郎，橋本行洋，小木曽智信
（編）『コーパスによる日本語史研究近代編』，ひつじ書房，295–307頁，2021.11.19.
喜友名朝視顕，平澤寅庄，小町守，小木曽智信
「事前学習モデルを用いた近代文語文のニューラル機械翻訳」，『情報処理学会論文誌』，63巻 2号，
269–282頁，2022.2.15，DOI：10.20729/00216233.
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《コーパス・データベース類》
小木曽智信
「『日本語歴史コーパス』短単位統合語彙表（バージョン 2021.03）」，https://doi.org/10.15084/00003467，
2022.3.31.

小木曽智信
「『日本語歴史コーパス』統合語彙表（バージョン 2022.03）」，関係者限定公開（2022年 4月以降に国
立国語研究所学術情報リポジトリから一般公開予定），2022.3.31.
小木曽智信
「上代語UniDic」，非公開（2022年 4月に一般公開予定），2022.3.31.
小木曽智信
「中古和文UniDic」，非公開（2022年 4月に一般公開予定），2022.3.31.
小木曽智信
「中世文語UniDic」，非公開（2022年 4月に一般公開予定），2022.3.31.
小木曽智信
「中世口語UniDic」，非公開（2022年 4月に一般公開予定），2022.3.31.
小木曽智信
「近世文語UniDic」，非公開（2022年 4月に一般公開予定），2022.3.31.
小木曽智信
「近世上方口語UniDic」，非公開（2022年 4月に一般公開予定），2022.3.31.
小木曽智信
「近世江戸口語UniDic」，非公開（2022年 4月に一般公開予定），2022.3.31.
小木曽智信
「近代文語UniDic」，非公開（2022年 4月に一般公開予定），2022.3.31.
小木曽智信
「旧仮名口語UniDic」，非公開（2022年 4月に一般公開予定），2022.3.31.
小木曽智信
「近現代口語小説UniDic」，非公開（2022年 4月に一般公開予定），2022.3.31.
間淵洋子，近藤明日子（「通時コーパスの構築と日本語史研究の新展開」（リーダー：小木曽智信）の業績）
「『日本語歴史コーパス 奈良時代編 III延喜式祝詞』短単位データ 1.0 /長単位データ 1.0」（更新：短
単位データ更新，長単位データ公開，国立歴史民俗博物館蔵土御門家本『延喜式』画像リンク追加），
https://ccd.ninjal.ac.jp/chj/nara.html#norito，2022.3.31.

柳原恵津子，近藤明日子（「通時コーパスの構築と日本語史研究の新展開」（リーダー：小木曽智信）の業績）
「『日本語歴史コーパス平安時代編 II訓点資料（金光明最勝王経）』短単位データ 0.4」（新規公開：短
単位データ公開），https://ccd.ninjal.ac.jp/chj/heian.html#kunten，2022.3.31.

片山久留美，呉寧真（「通時コーパスの構築と日本語史研究の新展開」（リーダー：小木曽智信）の業績）
「『日本語歴史コーパス 鎌倉時代編 III軍記（Ver.1.0）』」（新規公開：短単位・長単位データ公開），
https://ccd.ninjal.ac.jp/chj/kamakura.html#gunki，2022.3.31.

近藤明日子，市村太郎，常盤智子（「通時コーパスの構築と日本語史研究の新展開」（リーダー：小木曽智
信）の業績）
「『日本語歴史コーパス明治・大正編 III明治初期口語資料』短単位データ 0.9」（更新：原文文字列デー
タ更新），https://ccd.ninjal.ac.jp/chj/meiji_taisho.html#shokikogo，2022.3.31.

仲村怜，髙橋雄太，間淵洋子（「通時コーパスの構築と日本語史研究の新展開」（リーダー：小木曽智信）
の業績）
「『日本語歴史コーパス 明治・大正編 V新聞（Ver.0.7）』」（新規公開：短単位データ公開），
https://ccd.ninjal.ac.jp/chj/meiji_taisho.html#shinbun，2022.3.31.
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服部紀子，松崎安子（「通時コーパスの構築と日本語史研究の新展開」（リーダー：小木曽智信）の業績）
「『日本語歴史コーパス 明治・大正編VI落語 SP盤（Ver.0.9）』」（新規公開：短単位データ公開），
https://ccd.ninjal.ac.jp/chj/kamakura.html#rakugo，2022.3.31.

《その他の出版物・記事》
小木曽智信
「コーパスで日本語の歴史を一望する」，『国語研ことばの波止場』，2022.3.31.

【講演・口頭発表】
間淵洋子，小木曽智信，高田智和
「「日本語歴史コーパス奈良時代編 III祝詞」の公開」，ポスター発表，日本語学会 2022年度春季大会，
オンライン，2021.5.16.

松崎安子，小木曽智信
「『日本語歴史コーパス江戸時代編 IV随筆・紀行』Ver.0.4（芭蕉の紀行文）の概要と公開」，ポスター発
表，日本語学会 2022年度春季大会，オンライン，2021.5.16.

髙橋雄太，服部紀子，小木曽智信
「『日本語歴史コーパス明治・大正編 IV近代小説』の公開」，ポスター発表，日本語学会 2022年度春季
大会，オンライン，2021.5.16.

近藤明日子，常盤智子，小木曽智信
「『日本語歴史コーパス明治・大正編 III明治初期口語資料』の拡充—『春秋雑誌会話篇』の追加とデー
タ設計の改訂—」，ポスター発表，日本語学会 2022年度春季大会，オンライン，2021.5.16.

Yoshiyuki Okabe，Toshinobu Ogiso，and Sven Osterkamp
“Studies of Early Modern Japanese Based on the Corpus of Historical Japanese”，シンポジウムパネ
ル，EAJS2021（16th International Conference of the European Association for Japanese Studies），
オンライン，2021.8.25.

小木曽智信
「コーパス日本語の展開—現状と課題—」，招待講演，日本学術会議・デジタル時代における新しい人
文・社会科学に関する分科会（第 25期・第 3回），オンライン，2021.9.10.
小木曽智信
「方言書き起こしテキストの形態素解析に向けて」，NINJALサロン，オンライン，2021.10.26.
小木曽智信
「『日本語歴史コーパス』の新しい語彙表とその応用例」，シンポジウムパネル，日本語学会 2021年度
秋季大会，オンライン，2021.10.31.

Taichi Aida，Mamoru Komachi，Toshinobu Ogiso，Hiroya Takamura，and Daichi Mochihashi
“A Comprehensive Analysis of PMI-based Models for Measuring Semantic Differences”，PACLIC
35（2021）：The 35th Pacific Asia Conference on Language，Information and Computation，オンラ
イン，2021.11.7.

相田太一，小町守，小木曽智信，高村大也，持橋大地
「単語ベクトルの結合学習を用いた近現代語の意味変化の分析」，じんもんこん 2021，オンライン（関
西大学アジア・オープン・リサーチセンター），2021.12.11.

小木曽智信，八木豊
「『日本語歴史コーパス』の誤り修正プラットフォームの開発」，ポスター発表，じんもんこん 2021，オ
ンライン（関西大学アジア・オープン・リサーチセンター），2021.12.11.
小木曽智信
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パネルセッション「言語変化のモデル化について」，シンポジウムパネル，「現代語の意味の変化に対す
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《コーパス・データベース類》
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2022.3.31.

小木曽智信
「『日本語歴史コーパス』統合語彙表（バージョン 2022.03）」，関係者限定公開（2022年 4月以降に国
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小木曽智信
「近世文語UniDic」，非公開（2022年 4月に一般公開予定），2022.3.31.
小木曽智信
「近世上方口語UniDic」，非公開（2022年 4月に一般公開予定），2022.3.31.
小木曽智信
「近世江戸口語UniDic」，非公開（2022年 4月に一般公開予定），2022.3.31.
小木曽智信
「近代文語UniDic」，非公開（2022年 4月に一般公開予定），2022.3.31.
小木曽智信
「旧仮名口語UniDic」，非公開（2022年 4月に一般公開予定），2022.3.31.
小木曽智信
「近現代口語小説UniDic」，非公開（2022年 4月に一般公開予定），2022.3.31.
間淵洋子，近藤明日子（「通時コーパスの構築と日本語史研究の新展開」（リーダー：小木曽智信）の業績）
「『日本語歴史コーパス 奈良時代編 III延喜式祝詞』短単位データ 1.0 /長単位データ 1.0」（更新：短
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小木曽智信
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る計算的・統計力学的アプローチ」シンポジウム，オンラインおよび TKP東京駅セントラルカンファ
レンスセンターカンファレンスルーム 10B（ハイブリッド），2022.3.9.
小木曽智信
「通時コーパスの構築と日本語史研究の新展開」，「通時コーパス」シンポジウム 2022（オンライン），
オンライン，2022.3.13.

近藤明日子，相田太一，小木曽智信
「近現代雑誌通時コーパスの語彙統計情報の公開」，ポスター発表，言語処理学会第 28回年次大会（NLP2022），
オンライン，2022.3.16.

井上誠一，小町守，小木曽智信，高村大也，持橋大地
「ガウス確率場による単語の意味変化と語義数の同時推定」，言語処理学会第 28回年次大会（NLP2022），
オンライン，2022.3.17.

【研究発表会・講演会・シンポジウムなどの企画・運営】
•「現代語の意味の変化に対する計算的・統計力学的アプローチ」シンポジウム（主催：「現代語の意味の
変化に対する計算的・統計力学的アプローチ」（リーダー：持橋大地），共催：「通時コーパスの構築と日
本語史研究の新展開」（リーダー：小木曽智信）），オンラインおよび TKP東京駅セントラルカンファ
レンスセンターカンファレンスルーム 10B（ハイブリッド），2022.3.9.
•「通時コーパス」シンポジウム 2022（オンライン）（主催：「通時コーパスの構築と日本語史研究の新展
開」（リーダー：小木曽智信），共催：科研費基盤研究（A）19H00531：「昭和・平成書き言葉コーパスに
よる近現代日本語の実証的研究」（研究代表者：小木曽智信）），オンライン，2022.3.13.

【その他の学術的・社会的活動】
•Digital Humanities 2022（Tokyo）：Reviwer
•日本学術会議デジタル時代における新しい人文・社会科学に関する分科会（第 25期・第 3回）：参考人

【大学院教育・若手研究者育成】
《講習・チュートリアル》
松本曜，小木曽智信
「日本語動詞の意味論 / コーパスによる日本語の歴史研究」，第 41回NINJALチュートリアル，オン
ライン，2021.10.23.

片山久留美，菊池そのみ，髙橋雄太，小木曽智信
『日本語歴史コーパス』「中納言」オンライン講習会，オンライン，2022.3.22.

《大学院非常勤講師》
•東京大学大学院人文社会系研究科（言語学特殊講義XI）
•九州大学大学院人文科学府（日本語学方法論特論 III）
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大西拓一郎（おおにしたくいちろう）研究系（言語変化研究領域）教授
【学位】修士（文学）（東北大学，1987）
【学歴】東北大学文学部卒業（1985），東北大学大学院文学研究科博士課程前期 2年の課程国文学国語学日本

思想史学専攻修了（1987），東北大学大学院文学研究科博士課程後期 3年の課程国文学国語学日本思想
史学専攻単位取得退学（1989）

【職歴】東北大学文学部助手（1991），国立国語研究所言語変化研究部第一研究室研究員（1993），同主任
研究官（1996），同室長（1999），人間文化研究機構国立国語研究所時空間変異研究系教授（2009），同
研究系（言語変化研究領域）教授（2016）

【専門領域】方言学，言語地理学，日本語学
【所属学会】日本方言研究会，日本語学会，International Society for Dialectology and Geolinguistics　（SIDG），

日本地理言語学会，変異理論研究会，日本言語学会，日本音声学会，日本語文法学会，中日理論言語学研
究会，九州方言研究会，日本文芸研究会

【学会等の役員・委員】日本語学会評議員，SIDG committee of accountants

【受賞歴】
2016：国立国語研究所第 13回所長賞

【2021年度に参画した共同研究】
•基幹型共同研究プロジェクト「通時コーパスの構築と日本語史研究の新展開」：メンバー
•共同利用型研究「国研図書室所蔵の海外言語地図」：コーディネーター

【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•挑戦的研究（開拓）「古辞書・古典籍データへの地理情報付与による人文学の横断的展開」，20K20501：
研究代表者
•基盤研究（A）「『方言文法辞典』データベース拡充による日本語時空間変異対照研究の多角的展開」，

20H00015：研究分担者
•基盤研究（B）「日本語敬語形成モデルの構築—生成・運用・伝播に注目して—」，19H01266：研究分担者
•基盤研究（B）「『瀬戸内海言語図巻』の追跡調査による音声言語地図の作成と言語変容の研究　」，17H02340：
研究分担者

【講演・口頭発表】
Takuichiro Onishi

“Verb negatives in Kinki and Tokai area dialects of Japanese：Changes and distributions.”，基調講演
（招待），The 18th Annual Conference of the International Association of Urban Language Studies，
オンライン（南京大学，南京・中国），2021.8.27.

大西拓一郎
「取立否定型動詞否定辞の変化と分布」，ポスター発表，国立国語研究所オープンハウス 2021，オンラ
イン，2021.9.10.

大西拓一郎
「ン系動詞否定辞の変化と補填成分—ヘン・ヒン・ヤン・ランなど—」，シンポジウムパネル（招待），東
京外国語大学NINJALユニット&語学研究所 2021年度オンライン講演会，オンライン，2021.9.16.

大西拓一郎
「八ヶ岳山麓における「ひっつき虫」の方言変化—動機の生起と同音回避—」，日本文芸研究会令和 3
年度研究発表会，オンライン，2021.12.12.

大西拓一郎
「言語地図データベースについて」，ポスター発表，NINJALフォーラム 2021，オンライン，2022.2.19.
大西拓一郎
「有縁化（motivation）と「世界」—方言地図にみることばと人間のせめぎ合い—」，シンポジウムパ
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【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•挑戦的研究（開拓）「古辞書・古典籍データへの地理情報付与による人文学の横断的展開」，20K20501：
研究代表者
•基盤研究（A）「『方言文法辞典』データベース拡充による日本語時空間変異対照研究の多角的展開」，

20H00015：研究分担者
•基盤研究（B）「日本語敬語形成モデルの構築—生成・運用・伝播に注目して—」，19H01266：研究分担者
•基盤研究（B）「『瀬戸内海言語図巻』の追跡調査による音声言語地図の作成と言語変容の研究　」，17H02340：
研究分担者

【講演・口頭発表】
Takuichiro Onishi

“Verb negatives in Kinki and Tokai area dialects of Japanese：Changes and distributions.”，基調講演
（招待），The 18th Annual Conference of the International Association of Urban Language Studies，
オンライン（南京大学，南京・中国），2021.8.27.

大西拓一郎
「取立否定型動詞否定辞の変化と分布」，ポスター発表，国立国語研究所オープンハウス 2021，オンラ
イン，2021.9.10.

大西拓一郎
「ン系動詞否定辞の変化と補填成分—ヘン・ヒン・ヤン・ランなど—」，シンポジウムパネル（招待），東
京外国語大学NINJALユニット&語学研究所 2021年度オンライン講演会，オンライン，2021.9.16.

大西拓一郎
「八ヶ岳山麓における「ひっつき虫」の方言変化—動機の生起と同音回避—」，日本文芸研究会令和 3
年度研究発表会，オンライン，2021.12.12.

大西拓一郎
「言語地図データベースについて」，ポスター発表，NINJALフォーラム 2021，オンライン，2022.2.19.
大西拓一郎
「有縁化（motivation）と「世界」—方言地図にみることばと人間のせめぎ合い—」，シンポジウムパ
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ネル（招待），東京外国語大学NINJALユニット&語学研究所 2021年度オンライン講演会，オンライ
ン，2022.2.28.

大西拓一郎
「同音衝突再考」，ポスター発表，「通時コーパス」シンポジウム 2022，オンライン，2022.3.13.

【その他の学術的・社会的活動】
•早稲田大学オープンカレッジ講師：「方言学入門—にほんごの地理と歴史—」，早稲田大学，2022.2.

【大学院教育・若手研究者育成】
《連携大学院》
•東京外国語大学国際日本学研究院NINJALユニットクロスアポイントメント併任教授

134 VI 教員の研究活動と成果

山崎誠（やまざきまこと）研究系（言語変化研究領域）教授
【学位】博士（学術）（東京学芸大学，2015）
【学歴】埼玉大学教養学部教養学科卒業（1980），筑波大学大学院博士課程文芸・言語研究科言語学専攻第 5

学年中退（1984），東京学芸大学大学院連合学校教育学研究科修了（2015）
【職歴】国立国語研究所言語計量研究部研究員（1984），同言語体系研究部第一研究室研究員（1988），同

主任研究官（1993），同室長（1995），独立行政法人国立国語研究所研究開発部門第一領域主任研究員
（2001），同第一領域長（2003），同グループ長（2006），人間文化研究機構国立国語研究所言語資源研
究系准教授（2009），同教授（2015），同研究系（言語変化研究領域）教授（2016）

【専門領域】日本語学，計量日本語学，計量語彙論，コーパス，シソーラス
【所属学会】日本語学会，計量国語学会，言語処理学会，語彙研究会，日本語教育学会，社会言語科学会，情報

知識学会，日本語文法学会，日本行動計量学会，情報処理学会，表現学会
【学会等の役員・委員】計量国語学会理事・副会長，日本語教育学会学会誌委員会委員，日本語学会会計監査
【受賞歴】

2007：言語処理学会第 12回年次大会優秀発表賞
【2021年度に参画した共同研究】

•基幹型共同研究プロジェクト「通時コーパスの構築と日本語史研究の新展開」：班長（語誌データベー
ス班）
•基幹型共同研究プロジェクト「大規模日常会話コーパスに基づく話し言葉の多角的研究」：班長（レジ
スター班）
•基幹型共同研究プロジェクト「日本語学習者のコミュニケーションの多角的解明」サブプロジェクト
「日本語学習者の日本語使用の解明」：メンバー
•基礎研究「コーパスアノテーションの拡張・統合・自動化に関する基礎研究」：メンバー
•共同利用型研究（公募型）プロジェクト「難解用語の言語問題に対応する言い換え提案の検証とその
応用」：コーディネーター
•共同利用型共同研究（C）「係り受け情報を用いた日本語母語話者の情報処理過程解明のための基礎的
研究」：コーディネーター
•共同利用型共同研究（C）「BCCWJを用いた日本語統語情報・名詞コロケーション辞書作成のための
基礎的研究」：コーディネーター

【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（C）「シソーラスの整備・拡張のための分類基準の作成と活用」，19K00655：研究代表者
•基盤研究（A）「語用論的分析のための日本語 1000人自然会話コーパスの構築とその多角的研究」，

18H03581：研究分担者
•基盤研究（A）「日本語歴史コーパスに対する統語・意味情報アノテーション」，17H00917：研究分担者

【研究業績】
《著書・編書》
見坊豪紀，市川孝，飛田良文，山崎誠，飯間浩明，塩田雄大（編）
『三省堂国語辞典第八版』，三省堂，2022.1.10.
山崎誠，宮嵜由美，柏野和佳子
『小説会話文への話者情報付与』，国立国語研究所（プロジェクト報告書），2022.3.31.

《論文・ブックチャプター》
Makoto Yamazaki

“Distribution and characteristics of commonly used words across different texts in Japanese”，Adam
Pawłowski，Jan Mac̆utek，Sheila Embleton，and George Mikros（eds.）Language and Text：Data，
models，information and applications，pp. 121–134，John Benjamins，2021.12.22.
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山崎誠
「語の頻度列からみた古典作品の計量的分析」，中部日本・日本語学研究会（編）『中部日本・日本語学論
集』，和泉書院，351–366頁，2022.1.31.

《コーパス・データベース類》
相澤正夫，伊藤真梨子，岩澤克，大西拓一郎，柏野和佳子，桂祐成，高田智和，外山善朗，新野直哉，藤本
灯，間淵洋子，山崎誠，山田翔太
「語誌情報ポータル　」（更新：研究文献情報の追加　），https://goshidb.ninjal.ac.jp/goshidb/，2022.3.30　.

【講演・口頭発表】
Makoto Yamazaki

“A Time Series Analysis of Vocabulary in Japanese Texts：Non-Characteristic Words and Topic
Words”，11th International Quantitative Linguistics Conference（QUALICO 2021），オンライン（国
立国語研究所），2021.9.9.

山崎誠
「テキストにおける同音異義語の分布」，ポスター発表，言語資源活用ワークショップ 2021，オンライ
ン（国立国語研究所），2021.9.13.
山崎誠
「『分類語彙表増補改訂版データベース』への語種情報の付与」，計量言語学会第 65回大会，オンライ
ン，2021.9.18.

山崎誠，村田菜穂子，前川武，村山実和子
「形容詞の通時的語義・用法データベースの作成」，ポスター発表，人文科学とコンピュータシンポジウ
ム，オンライン（関西大学），2021.12.12.
東条佳奈，相良かおる，西嶋佑太郎，麻子軒，山崎誠
「医療用語に含まれる序数詞について」，ポスター発表，人文科学とコンピュータシンポジウム，オン
ライン（関西大学），2021.12.12.
山崎誠
「『日本語日常会話コーパス』の会話と小説の会話の比較」，シンポジウム「日常会話コーパス」VII，国
立国語研究所，2022.3.7.

大村舞，柏野和佳子，山崎誠
「『日本語日常会話コーパス』の語彙表および語数表」，ポスター発表，シンポジウム「日常会話コーパ
ス」VII，国立国語研究所，2022.3.7.

【研究発表会・講演会・シンポジウムなどの企画・運営】
• 11th International Quantitative Linguistics Conference（QUALICO　 2021）（主催：International Quanti-

tative Linguistics Association（IQLA），共催：National Institute for Japanese Language and Linguistics
（NINJAL），Center for Corpus Development，NINJAL），オンライン（国立国語研究所），2021.9.9–11，
https://www.qualico2020.org/index.html.

【一般向けの講演・セミナーなど】
山崎誠
「語誌情報ポータルの活用」，NINJALオープンハウス 2021，国立国語研究所，2021.9.10.
山崎誠
「「語誌情報ポータル」にみる語の消長」，NINJALフォーラム 2021，国立国語研究所，2022.2.19.

【その他の学術的・社会的活動】
•語彙・辞書研究会：運営委員
•言語資源協会：運営委員

136 VI 教員の研究活動と成果

【大学院教育・若手研究者育成】
《連携大学院》
•一橋大学大学院言語社会研究科（連携教授）

《博士論文審査委員》
•一橋大学大学院：主査（2022.1），副査（2021.10）

《若手研究者の受入》
•外来研究院：1名
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横山詔一（よこやましょういち）研究系（言語変化研究領域）教授
【学位】博士（心理学）（筑波大学，1991）
【学歴】横浜国立大学教育学部卒業（1981），筑波大学大学院博士課程心理学研究科修士号取得（1983），筑

波大学大学院博士課程心理学研究科退学（1985）
【職歴】上越教育大学学校教育学部助手（1985），国立国語研究所情報資料研究部・電子計算機システム開発

研究室研究員（1991），同情報資料研究部主任研究官（1995），独立行政法人国立国語研究所情報資料
部門領域長（2001），同研究開発部門グループ長（2006），人間文化研究機構国立国語研究所理論・構
造研究系教授（2009），同研究情報資料センター長（2009–2013），同研究系（言語変化研究領域）教
授（2016）

【専門領域】認知科学，心理統計，日本語学
【所属学会】日本心理学会，社会言語科学会，計量国語学会，日本語学会，日本教育工学会，行動計量学会
【学会等の役員・委員】計量国語学会理事，日本語学会編集委員
【受賞歴】

2019：国立国語研究所第 18回所長賞
2010：社会言語科学会第 9回徳川宗賢賞（優秀賞）
2010：国立国語研究所第 1回所長賞
1997：日本教育工学会第 11回日本教育工学会論文賞

【2021年度に参画した共同研究】
•基幹型共同研究プロジェクト「通時コーパスの構築と日本語史研究の新展開」：メンバー
•共同利用型研究（公募型）プロジェクト「方言音声と共通語音声の使い分けの変化に関する研究」：コー
ディネーター
•共同利用型研究（公募型）プロジェクト「言語をめぐる社会調査史料の活用法に関する研究」：メンバー

【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（C）「難解な感染症関連用語の言い換えや説明の案出と理解促進効果の検証」，21K00551：
研究代表者
•基盤研究（A）「基礎教育を保障する社会の基盤となる日本語リテラシー調査の開発に向けた学際的研
究」，19H00627：研究分担者
•基盤研究（B）「AI翻訳を用いた多言語運用能力の習得と言語学習環境の構築・言語教育の在り方の解
明」，21H00903：研究分担者

【研究業績】
《論文・ブックチャプター》
横山詔一
「コーパスによる言語変化の実時間研究—検定問題と異体字問題—」，田中牧郎，橋本行洋，小木曽智
信（編）『コーパスによる日本語史研究近代編』，ひつじ書房，209–227頁，2021.11.

【講演・口頭発表】
横山詔一，前田忠彦，高田智和，相澤正夫，野山広，福永由佳，朝日祥之
「日本人の読み書き能力 1948年調査の非識字者率における生年の影響」，日本語学会，オンライン，
2021.5.15.

前田忠彦，横山詔一
「1948年に実施された「日本人の読み書き能力調査」の設計再考—テストとしての　側面に着目して—」，
日本テスト学会，オンライン，2021.9.17.

横山詔一
「日本人の読み書き能力 1948年調査を知り，現代のリテラシー調査を考える」，シンポジウムパネル（招
待），基礎教育保障学会，オンライン，2021.9.19.
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【研究調査】
•GHQによるリテラシー調査企画文書（英文）に関するマイクロフィッシュ資料の確認と複写（国立国
会図書館憲政資料室），2021.4.8.

【その他の学術的・社会的活動】
•大学共同利用機関法人情報・システム研究機構データサイエンス共同利用基盤施設：運営会議委員
•筑波大学グローバルコミュニケーション教育センター日本語・日本事情遠隔教育拠点事業：運営委員
•博報堂財団「児童教育実践についての研究助成」：審査委員
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横山詔一（よこやましょういち）研究系（言語変化研究領域）教授
【学位】博士（心理学）（筑波大学，1991）
【学歴】横浜国立大学教育学部卒業（1981），筑波大学大学院博士課程心理学研究科修士号取得（1983），筑

波大学大学院博士課程心理学研究科退学（1985）
【職歴】上越教育大学学校教育学部助手（1985），国立国語研究所情報資料研究部・電子計算機システム開発

研究室研究員（1991），同情報資料研究部主任研究官（1995），独立行政法人国立国語研究所情報資料
部門領域長（2001），同研究開発部門グループ長（2006），人間文化研究機構国立国語研究所理論・構
造研究系教授（2009），同研究情報資料センター長（2009–2013），同研究系（言語変化研究領域）教
授（2016）

【専門領域】認知科学，心理統計，日本語学
【所属学会】日本心理学会，社会言語科学会，計量国語学会，日本語学会，日本教育工学会，行動計量学会
【学会等の役員・委員】計量国語学会理事，日本語学会編集委員
【受賞歴】

2019：国立国語研究所第 18回所長賞
2010：社会言語科学会第 9回徳川宗賢賞（優秀賞）
2010：国立国語研究所第 1回所長賞
1997：日本教育工学会第 11回日本教育工学会論文賞

【2021年度に参画した共同研究】
•基幹型共同研究プロジェクト「通時コーパスの構築と日本語史研究の新展開」：メンバー
•共同利用型研究（公募型）プロジェクト「方言音声と共通語音声の使い分けの変化に関する研究」：コー
ディネーター
•共同利用型研究（公募型）プロジェクト「言語をめぐる社会調査史料の活用法に関する研究」：メンバー

【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（C）「難解な感染症関連用語の言い換えや説明の案出と理解促進効果の検証」，21K00551：
研究代表者
•基盤研究（A）「基礎教育を保障する社会の基盤となる日本語リテラシー調査の開発に向けた学際的研
究」，19H00627：研究分担者
•基盤研究（B）「AI翻訳を用いた多言語運用能力の習得と言語学習環境の構築・言語教育の在り方の解
明」，21H00903：研究分担者

【研究業績】
《論文・ブックチャプター》
横山詔一
「コーパスによる言語変化の実時間研究—検定問題と異体字問題—」，田中牧郎，橋本行洋，小木曽智
信（編）『コーパスによる日本語史研究近代編』，ひつじ書房，209–227頁，2021.11.

【講演・口頭発表】
横山詔一，前田忠彦，高田智和，相澤正夫，野山広，福永由佳，朝日祥之
「日本人の読み書き能力 1948年調査の非識字者率における生年の影響」，日本語学会，オンライン，
2021.5.15.

前田忠彦，横山詔一
「1948年に実施された「日本人の読み書き能力調査」の設計再考—テストとしての　側面に着目して—」，
日本テスト学会，オンライン，2021.9.17.

横山詔一
「日本人の読み書き能力 1948年調査を知り，現代のリテラシー調査を考える」，シンポジウムパネル（招
待），基礎教育保障学会，オンライン，2021.9.19.
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【研究調査】
•GHQによるリテラシー調査企画文書（英文）に関するマイクロフィッシュ資料の確認と複写（国立国
会図書館憲政資料室），2021.4.8.

【その他の学術的・社会的活動】
•大学共同利用機関法人情報・システム研究機構データサイエンス共同利用基盤施設：運営会議委員
•筑波大学グローバルコミュニケーション教育センター日本語・日本事情遠隔教育拠点事業：運営委員
•博報堂財団「児童教育実践についての研究助成」：審査委員
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高田智和（たかだともかず）研究系（言語変化研究領域）教授
【学位】博士（文学）（北海道大学，2004）
【学歴】北海道大学文学部卒業（1999），北海道大学大学院文学研究科国文学専攻修士課程修了（2001），北

海道大学大学院文学研究科言語文学専攻博士後期課程修了（2004）
【職歴】独立行政法人国立国語研究所研究開発部門第一領域 研究員（2005），同 言語資源グループ 研究員

（2006），同言語生活グループ研究員（2007），人間文化研究機構国立国語研究所理論・構造研究系准教
授（2009），同研究系（言語変化研究領域）准教授（2016），同研究系（言語変化研究領域）教授（2021）

【専門領域】日本語学，国語学，文献学，文字・表記，漢字情報処理
【所属学会】日本語学会，訓点語学会，計量国語学会，情報処理学会
【学会等の役員・委員】計量国語学会理事，訓点語学会運営委員，日本漢字学会評議員，情報処理学会人文

科学とコンピュータ研究会運営委員，情報処理学会情報規格調査会 SC2専門委員会委員
【受賞歴】

2022：情報処理学会論文誌ジャーナル特選論文
2019：2019年度山下記念研究賞
2016：2016年度日本語学会春季大会発表賞
2013：北海道大学文学部同窓会楡文賞
2010：情報処理学会情報規格調査会標準化貢献賞
2010：国立国語研究所第 1回所長賞
2007：日本規格協会標準化貢献賞

【2021年度に参画した共同研究】
•広領域連携型基幹研究プロジェクト「異分野融合による「総合書物学」の構築」国語研ユニット「表
記情報と書誌形態情報を加えた日本語歴史コーパスの精緻化」：代表者
•基幹型共同研究プロジェクト「通時コーパスの構築と日本語史研究の新展開」：メンバー
•ネットワーク型基幹研究プロジェクト「北米における日本関連在外資料調査・研究活用—言語生活史
研究に基づいた近現代の在外資料論の構築」：メンバー

【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•挑戦的研究（萌芽）「時代差・地域差・分野差を集積した漢字字形情報通覧基盤の開発研究」，20K20711：
研究代表者
•基盤研究（S）「木簡等の研究資源オープンデータ化を通じた参加誘発型研究スキーム確立による知の
展開」，18H05221：研究分担者
•基盤研究（A）「統合史資料画像データの生成と駆動方式の確立による人文科学研究基盤の創出　」，18H03576：
研究分担者
•基盤研究（A）「断片的史料情報の集積と歴史知識情報の相互参照体制の確立による新たな史料学構築
研究」，21H04356：研究分担者
•基盤研究（C）「資料横断的な漢字音・漢語音データベース構築・公開に向けた基礎的研究」，19K00650：
研究分担者
•基盤研究（C）「書き下し文生成を目的とする訓点資料の高精度電子化」，20K00654：研究分担者

【研究業績】
《論文・ブックチャプター》
藤本灯，韓一，高田智和
「古辞書の構造化記述の試み—『和名類聚抄』を例に—」，『国立国語研究所論集』，21号，85–94頁，
2021.7，DOI：10.15084/00003438.

堤智昭，田島孝治，小助川貞次，高田智和
「訓点データベースと点図の自動判別」，『情報処理学会論文誌』，63巻 2号，283–292頁，2022.2.15，
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DOI：10.20729/00216234（情報処理学会論文誌ジャーナル特選論文）.
《コーパス・データベース類》
高田智和
「日本語読本［布哇教育会第 2期・第 3期］」，https://www2.ninjal.ac.jp/textdb_dataset/hn29/，
2021.11.27.

高田智和
「日本語教育映像教材シリーズデータセット」，https://mmsrv.ninjal.ac.jp/evmds/，2022.3.22.

【講演・口頭発表】
間淵洋子，小木曽智信，高田智和
「「日本語歴史コーパス奈良時代編 III祝詞」の公開」，ポスター発表，日本語学会 2021年度春季大会，
オンライン，2021.5.16.

八木下孝雄，今村志紀，高田智和，石黒圭
「「日本語研究・日本語教育文献データベース」に見る日本，韓国，台湾における過去 20年間の研究動
向」，ポスター発表，日本語学会 2021年度春季大会，オンライン，2021.5.16.
横山詔一，前田忠彦，高田智和，相澤正夫，野山広，福永由佳，朝日祥之
「日本人の読み書き能力 1948年調査の非識字者率における生年の影響」，日本語学会，オンライン，
2021.5.16.

加藤大鶴，石山裕慈，佐々木勇，高田智和
「「資料横断的な漢字音・漢語音データベース」の構築と運用可能性」，ポスター発表，日本語学会 2021
年度春季大会，オンライン，2021.5.16.

高田智和
「漢字の字体・異体字」，招待講演，日本がん登録協議会第 30回学術集会，オンライン，2021.6.9.
高田智和，久野雅樹，前田忠彦，相澤正夫，福永由佳，横山詔一
「1948年読み書き能力調査の企画書「Literacy Research Program」について」，日本語学会 2021年度
秋季大会，オンライン，2021.10.30.

堤智昭，田島孝治，高田智和，小助川貞次
「訓点データベースを用いたヲコト点図の機械的分類手法の検討」，ポスター発表，人文科学とコンピュー
タシンポジウム 2021，オンライン，2021.12.12.

高田智和
「表記情報の精緻化記述を志向した変体仮名文字コードの標準化」，シンポジウムパネル（招待），総合
書物学シンポジウム「「総合書物学」の現在」，オンライン，2021.12.26.

高田智和
「学術研究のための多言語・多文字への対応と多漢字・変体仮名」，招待講演，日本学術会議公開シンポジ
ウム「総合知創出に向けた人文・社会科学のデジタル研究基盤構築の現在」，オンライン，2022.1.22.

近藤明日子，高田智和
「延喜式祝詞の品詞構成」，ポスター発表，第 16回NINJALフォーラム，オンライン，2022.2.19.
鑓水兼貴，高田智和
「鶴岡調査における共通語化最終段階の方言使用」，ポスター発表，第 16回NINJALフォーラム，オン
ライン，2022.2.19.
加藤大鶴，石山裕慈，佐々木勇，高田智和
「「資料横断的な漢字音・漢語音データベース」の設計と発展的な運用について」，シンポジウム「古辞
書・漢字音研究と人文情報学」，オンライン，2022.3.10.

柳原恵津子，近藤明日子，高田智和，月本雅幸
「訓点資料訓読文コーパス作成の意義・手法・そして課題」，「通時コーパス」シンポジウム 2022，オン
ライン，2022.3.13.
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高田智和（たかだともかず）研究系（言語変化研究領域）教授
【学位】博士（文学）（北海道大学，2004）
【学歴】北海道大学文学部卒業（1999），北海道大学大学院文学研究科国文学専攻修士課程修了（2001），北

海道大学大学院文学研究科言語文学専攻博士後期課程修了（2004）
【職歴】独立行政法人国立国語研究所研究開発部門第一領域 研究員（2005），同 言語資源グループ 研究員

（2006），同言語生活グループ研究員（2007），人間文化研究機構国立国語研究所理論・構造研究系准教
授（2009），同研究系（言語変化研究領域）准教授（2016），同研究系（言語変化研究領域）教授（2021）

【専門領域】日本語学，国語学，文献学，文字・表記，漢字情報処理
【所属学会】日本語学会，訓点語学会，計量国語学会，情報処理学会
【学会等の役員・委員】計量国語学会理事，訓点語学会運営委員，日本漢字学会評議員，情報処理学会人文

科学とコンピュータ研究会運営委員，情報処理学会情報規格調査会 SC2専門委員会委員
【受賞歴】

2022：情報処理学会論文誌ジャーナル特選論文
2019：2019年度山下記念研究賞
2016：2016年度日本語学会春季大会発表賞
2013：北海道大学文学部同窓会楡文賞
2010：情報処理学会情報規格調査会標準化貢献賞
2010：国立国語研究所第 1回所長賞
2007：日本規格協会標準化貢献賞

【2021年度に参画した共同研究】
•広領域連携型基幹研究プロジェクト「異分野融合による「総合書物学」の構築」国語研ユニット「表
記情報と書誌形態情報を加えた日本語歴史コーパスの精緻化」：代表者
•基幹型共同研究プロジェクト「通時コーパスの構築と日本語史研究の新展開」：メンバー
•ネットワーク型基幹研究プロジェクト「北米における日本関連在外資料調査・研究活用—言語生活史
研究に基づいた近現代の在外資料論の構築」：メンバー

【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•挑戦的研究（萌芽）「時代差・地域差・分野差を集積した漢字字形情報通覧基盤の開発研究」，20K20711：
研究代表者
•基盤研究（S）「木簡等の研究資源オープンデータ化を通じた参加誘発型研究スキーム確立による知の
展開」，18H05221：研究分担者
•基盤研究（A）「統合史資料画像データの生成と駆動方式の確立による人文科学研究基盤の創出　」，18H03576：
研究分担者
•基盤研究（A）「断片的史料情報の集積と歴史知識情報の相互参照体制の確立による新たな史料学構築
研究」，21H04356：研究分担者
•基盤研究（C）「資料横断的な漢字音・漢語音データベース構築・公開に向けた基礎的研究」，19K00650：
研究分担者
•基盤研究（C）「書き下し文生成を目的とする訓点資料の高精度電子化」，20K00654：研究分担者

【研究業績】
《論文・ブックチャプター》
藤本灯，韓一，高田智和
「古辞書の構造化記述の試み—『和名類聚抄』を例に—」，『国立国語研究所論集』，21号，85–94頁，
2021.7，DOI：10.15084/00003438.

堤智昭，田島孝治，小助川貞次，高田智和
「訓点データベースと点図の自動判別」，『情報処理学会論文誌』，63巻 2号，283–292頁，2022.2.15，
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DOI：10.20729/00216234（情報処理学会論文誌ジャーナル特選論文）.
《コーパス・データベース類》
高田智和
「日本語読本［布哇教育会第 2期・第 3期］」，https://www2.ninjal.ac.jp/textdb_dataset/hn29/，
2021.11.27.

高田智和
「日本語教育映像教材シリーズデータセット」，https://mmsrv.ninjal.ac.jp/evmds/，2022.3.22.

【講演・口頭発表】
間淵洋子，小木曽智信，高田智和
「「日本語歴史コーパス奈良時代編 III祝詞」の公開」，ポスター発表，日本語学会 2021年度春季大会，
オンライン，2021.5.16.

八木下孝雄，今村志紀，高田智和，石黒圭
「「日本語研究・日本語教育文献データベース」に見る日本，韓国，台湾における過去 20年間の研究動
向」，ポスター発表，日本語学会 2021年度春季大会，オンライン，2021.5.16.
横山詔一，前田忠彦，高田智和，相澤正夫，野山広，福永由佳，朝日祥之
「日本人の読み書き能力 1948年調査の非識字者率における生年の影響」，日本語学会，オンライン，
2021.5.16.

加藤大鶴，石山裕慈，佐々木勇，高田智和
「「資料横断的な漢字音・漢語音データベース」の構築と運用可能性」，ポスター発表，日本語学会 2021
年度春季大会，オンライン，2021.5.16.

高田智和
「漢字の字体・異体字」，招待講演，日本がん登録協議会第 30回学術集会，オンライン，2021.6.9.
高田智和，久野雅樹，前田忠彦，相澤正夫，福永由佳，横山詔一
「1948年読み書き能力調査の企画書「Literacy Research Program」について」，日本語学会 2021年度
秋季大会，オンライン，2021.10.30.

堤智昭，田島孝治，高田智和，小助川貞次
「訓点データベースを用いたヲコト点図の機械的分類手法の検討」，ポスター発表，人文科学とコンピュー
タシンポジウム 2021，オンライン，2021.12.12.
高田智和
「表記情報の精緻化記述を志向した変体仮名文字コードの標準化」，シンポジウムパネル（招待），総合
書物学シンポジウム「「総合書物学」の現在」，オンライン，2021.12.26.
高田智和
「学術研究のための多言語・多文字への対応と多漢字・変体仮名」，招待講演，日本学術会議公開シンポジ
ウム「総合知創出に向けた人文・社会科学のデジタル研究基盤構築の現在」，オンライン，2022.1.22.
近藤明日子，高田智和
「延喜式祝詞の品詞構成」，ポスター発表，第 16回NINJALフォーラム，オンライン，2022.2.19.
鑓水兼貴，高田智和
「鶴岡調査における共通語化最終段階の方言使用」，ポスター発表，第 16回NINJALフォーラム，オン
ライン，2022.2.19.
加藤大鶴，石山裕慈，佐々木勇，高田智和
「「資料横断的な漢字音・漢語音データベース」の設計と発展的な運用について」，シンポジウム「古辞
書・漢字音研究と人文情報学」，オンライン，2022.3.10.
柳原恵津子，近藤明日子，高田智和，月本雅幸
「訓点資料訓読文コーパス作成の意義・手法・そして課題」，「通時コーパス」シンポジウム 2022，オン
ライン，2022.3.13.
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【研究調査】
•CIE資料調査（国立国会図書館），2021.4.8，20，22.
•ハワイ日本語教科書調査（筑波大学中央図書館），2021.12.17.

【研究発表会・講演会・シンポジウムなどの企画・運営】
•共同利用セミナー（主催：国立国語研究所研究情報発信センター，共催：情報・システム研究機構デー
タサイエンス共同利用基盤施設社会データ構造化センター），オンライン，2021.9.4.
•総合書物学シンポジウム「「総合書物学」の現在」（主催：異分野融合による「総合書物学」の構築），
オンライン，2021.12.26.

【一般向けの講演・セミナーなど】
高田智和
「板碑の文字」，国立国語研究所オープンハウス 2021，オンライン，2021.9.10.

【大学院教育・若手研究者育成】
《大学院非常勤講師》
•総合研究大学院大学
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新野直哉（にいのなおや）研究系（言語変化研究領域）准教授
【学位】博士（文学）（東北大学，2010）
【学歴】東北大学文学部文学科卒業（1984），東北大学大学院文学研究科博士課程前期 2年の課程国文学国語

学日本思想史学専攻修了（1986），東北大学大学院文学研究科博士課程後期 3年の課程国文学国語学日
本思想史学専攻中退（1988）

【職歴】宮崎大学教育学部助手（1988），同講師（1989），同助教授（1992），国立国語研究所情報資料研究
部主任研究官（1996），独立行政法人国立国語研究所情報資料部門第一領域主任研究員（2001），同文
献情報グループ主任研究員（2006），人間文化研究機構国立国語研究所時空間変異研究系助教（2009），
同准教授（2011），同研究系（言語変化研究領域）准教授（2016）

【専門領域】言語学，日本語学
【所属学会】日本近代語研究会，表現学会，日本語学会
【学会等の役員・委員】日本近代語研究会運営委員
【受賞歴】

2020：国立国語研究所第 20回所長賞
2011：国立国語研究所第 2回所長賞

【2021年度に参画した共同研究】
•基幹型共同研究プロジェクト「通時コーパスの構築と日本語史研究の新展開」：メンバー

【研究業績】
《論文・ブックチャプター》
新野直哉
「「国語に関する世論調査」（新語・新用法）の項目候補—〝返り討ち〟〝万端〟—」，『日本語学』，40巻
2号，96–103頁，2021.6.10.

新野直哉
「「言語記事データベース」について」，田中牧郎，橋本行洋，小木曽智信（編）『コーパスによる日本語
史研究近代編』，ひつじ書房，269–291頁，2021.11.19.
新野直哉
「森鴎外の語彙—『うたかたの記』『文づかひ』の外来語」，飛田良文（編）『シリーズ〈日本語の語彙〉
6近代の語彙（2）』，朝倉書店，32–44頁，2022.3.1.

新野直哉
「“煮詰まる”の使用実態と意味変化の過程—現代日本語の「誤用」研究の一例として—」，『人文』，
20号，35–54頁，2022.3.30.

新野直哉
「『読売新聞』記事に見る大正 14年の新語・集団語」，『国語語彙史の研究』，41号，23–42頁，2022.3.31.
新野直哉
「『文藝春秋』記事に見る昭和 20年代前半期の言語生活・言語意識—「雑誌記事データベース」活用
の一例として」，『言語文化研究』，21号，1–12頁，2022.3.

【講演・口頭発表】
新野直哉
「『読売新聞』記事に見る大正 14年の新語・新用法、集団語、「間違い言葉」—「新聞記事データベー
ス」活用の一例として」，第 385回日本近代語研究会，オンライン，2021.9.25.

新野直哉
「新聞記事に見る大正末期の言語規範意識—「言語記事データベース」の活用例として」，ポスター発
表，第 16回NINJALフォーラム，オンライン，2022.2.19.
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【研究調査】
•CIE資料調査（国立国会図書館），2021.4.8，20，22.
•ハワイ日本語教科書調査（筑波大学中央図書館），2021.12.17.

【研究発表会・講演会・シンポジウムなどの企画・運営】
•共同利用セミナー（主催：国立国語研究所研究情報発信センター，共催：情報・システム研究機構デー
タサイエンス共同利用基盤施設社会データ構造化センター），オンライン，2021.9.4.
•総合書物学シンポジウム「「総合書物学」の現在」（主催：異分野融合による「総合書物学」の構築），
オンライン，2021.12.26.

【一般向けの講演・セミナーなど】
高田智和
「板碑の文字」，国立国語研究所オープンハウス 2021，オンライン，2021.9.10.

【大学院教育・若手研究者育成】
《大学院非常勤講師》
•総合研究大学院大学
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新野直哉（にいのなおや）研究系（言語変化研究領域）准教授
【学位】博士（文学）（東北大学，2010）
【学歴】東北大学文学部文学科卒業（1984），東北大学大学院文学研究科博士課程前期 2年の課程国文学国語

学日本思想史学専攻修了（1986），東北大学大学院文学研究科博士課程後期 3年の課程国文学国語学日
本思想史学専攻中退（1988）

【職歴】宮崎大学教育学部助手（1988），同講師（1989），同助教授（1992），国立国語研究所情報資料研究
部主任研究官（1996），独立行政法人国立国語研究所情報資料部門第一領域主任研究員（2001），同文
献情報グループ主任研究員（2006），人間文化研究機構国立国語研究所時空間変異研究系助教（2009），
同准教授（2011），同研究系（言語変化研究領域）准教授（2016）

【専門領域】言語学，日本語学
【所属学会】日本近代語研究会，表現学会，日本語学会
【学会等の役員・委員】日本近代語研究会運営委員
【受賞歴】

2020：国立国語研究所第 20回所長賞
2011：国立国語研究所第 2回所長賞

【2021年度に参画した共同研究】
•基幹型共同研究プロジェクト「通時コーパスの構築と日本語史研究の新展開」：メンバー

【研究業績】
《論文・ブックチャプター》
新野直哉
「「国語に関する世論調査」（新語・新用法）の項目候補—〝返り討ち〟〝万端〟—」，『日本語学』，40巻
2号，96–103頁，2021.6.10.

新野直哉
「「言語記事データベース」について」，田中牧郎，橋本行洋，小木曽智信（編）『コーパスによる日本語
史研究近代編』，ひつじ書房，269–291頁，2021.11.19.
新野直哉
「森鴎外の語彙—『うたかたの記』『文づかひ』の外来語」，飛田良文（編）『シリーズ〈日本語の語彙〉
6近代の語彙（2）』，朝倉書店，32–44頁，2022.3.1.

新野直哉
「“煮詰まる”の使用実態と意味変化の過程—現代日本語の「誤用」研究の一例として—」，『人文』，
20号，35–54頁，2022.3.30.

新野直哉
「『読売新聞』記事に見る大正 14年の新語・集団語」，『国語語彙史の研究』，41号，23–42頁，2022.3.31.
新野直哉
「『文藝春秋』記事に見る昭和 20年代前半期の言語生活・言語意識—「雑誌記事データベース」活用
の一例として」，『言語文化研究』，21号，1–12頁，2022.3.

【講演・口頭発表】
新野直哉
「『読売新聞』記事に見る大正 14年の新語・新用法、集団語、「間違い言葉」—「新聞記事データベー
ス」活用の一例として」，第 385回日本近代語研究会，オンライン，2021.9.25.

新野直哉
「新聞記事に見る大正末期の言語規範意識—「言語記事データベース」の活用例として」，ポスター発
表，第 16回NINJALフォーラム，オンライン，2022.2.19.
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新野直哉
「大正 14年『読売新聞』の方言関連記事—「新聞記事データベース」の活用例として」，ポスター発
表，「通時コーパス」シンポジウム 2022（オンライン），オンライン，2022.3.13.

【一般向けの講演・セミナーなど】
新野直哉
「100年前の言語関係新聞記事から—「キラキラネーム」「女学生語」「間違い言葉」」，国立国語研究所
オープンハウス 2021，オンライン，2021.9.10.

【その他の学術的・社会的活動】
•取材協力：「グッド！ モーニング」，テレビ朝日，2018.4–（継続）.
•『日本語の大疑問』（国立国語研究所（編），幻冬舎新書，2021.11）：執筆（102–106頁）・監修

【大学院教育・若手研究者育成】
《大学院非常勤講師》
•目白大学大学院
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近藤明日子（こんどうあすこ）研究系（言語変化研究領域）特任助教
【学位】博士（文学）（東京大学，2019）
【学歴】学習院大学文学部国文学科卒業（1994），東京大学大学院人文社会系研究科日本文化専攻日本語日本

文学専門分野修士課程修了（1996），東京大学大学院人文社会系研究科日本文化専攻日本語日本文学専
門分野博士課程単位取得退学（2001），東京大学大学院人文社会系研究科日本文化専攻日本語日本文学
専門分野博士課程修了（2019）

【職歴】独立行政法人国立国語研究所研究開発部門第一領域非常勤研究員（2001–2006），独立行政法人国立
国語研究所研究開発部門言語資源グループ非常勤研究員（2006–2006），独立行政法人国立国語研究所
研究開発部門言語問題グループ特別奨励研究員（2006–2009），大学共同利用機関法人人間文化研究機
構国立国語研究所コーパス開発センタープロジェクト特別研究員（2009–2011），大学共同利用機関法
人人間文化研究機構国立国語研究所コーパス開発センタープロジェクト奨励研究員（2011–2013），大
学共同利用機関法人人間文化研究機構国立国語研究所コーパス開発センタープロジェクト非常勤研究員
（2013–2016），明治大学研究・知財戦略機構研究推進員（2016-2019），大学共同利用機関法人人間文化
研究機構国立国語研究所コーパス開発センタープロジェクト非常勤研究員（2016–2021），大学共同利
用機関法人人間文化研究機構総合人間文化研究推進センター推進センター研究員（特任助教）（2021–），
大学共同利用機関法人人間文化研究機構国立国語研究所言語変化研究領域特別研究員（特任助教）（兼
任）（2021–）

【専門領域】日本語の書き言葉のコーパスの構築とそれを使用した近代語の語彙・語法の計量的研究
【所属学会】日本語学会，近代語学会，計量国語学会，東京大学国語国文学会
【受賞歴】

2021：第 23回国立国語研究所所長賞
2021：第 22回国立国語研究所所長賞（若手職員奨励賞）
2021：令和 3年度公益信託田島毓堂語彙研究基金学術賞（田島毓堂賞）（「コーパスと近代日本語書き言

葉の一人称代名詞の研究」）
【2021年度に参画した共同研究】

•広領域連携型基幹研究プロジェクト　「表記情報と書誌形態情報を加えた日本語歴史コーパスの精緻化」：
メンバー
•基幹型共同研究プロジェクト「通時コーパスの構築と日本語史研究の新展開」：メンバー

【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（C）「拡張した近代語コーパスを使用した口語体実用文の成立過程の計量的研究」，21K00552　：
研究代表者
•基盤研究（A）「昭和・平成書き言葉コーパスによる近現代日本語の実証的研究」，19H00531：研究分担者
•基盤研究（A）「日本語歴史コーパスに対する統語・意味情報アノテーション」，17H00917：研究分担者

【研究業績】
《論文・ブックチャプター》
近藤明日子
「明治・大正期の書き言葉における文体と語彙—順接の接続詞を例に」，田中牧郎，橋本行洋，小木曽智
信（編）『コーパスによる日本語史研究近代編』，ひつじ書房，115–136頁，2021.11.19.

近藤明日子
「『日本語歴史コーパス明治・大正編 III明治初期口語資料』解説」，田中牧郎，橋本行洋，小木曽智信
（編）『コーパスによる日本語史研究近代編』，ひつじ書房，331–345頁，2021.11.19.

《コーパス・データベース類》
間淵洋子，近藤明日子
「『日本語歴史コーパス 奈良時代編 III延喜式祝詞』短単位データ 1.0 /長単位データ 1.0」（更新：短
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新野直哉
「大正 14年『読売新聞』の方言関連記事—「新聞記事データベース」の活用例として」，ポスター発
表，「通時コーパス」シンポジウム 2022（オンライン），オンライン，2022.3.13.

【一般向けの講演・セミナーなど】
新野直哉
「100年前の言語関係新聞記事から—「キラキラネーム」「女学生語」「間違い言葉」」，国立国語研究所
オープンハウス 2021，オンライン，2021.9.10.

【その他の学術的・社会的活動】
•取材協力：「グッド！ モーニング」，テレビ朝日，2018.4–（継続）.
•『日本語の大疑問』（国立国語研究所（編），幻冬舎新書，2021.11）：執筆（102–106頁）・監修

【大学院教育・若手研究者育成】
《大学院非常勤講師》
•目白大学大学院
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近藤明日子（こんどうあすこ）研究系（言語変化研究領域）特任助教
【学位】博士（文学）（東京大学，2019）
【学歴】学習院大学文学部国文学科卒業（1994），東京大学大学院人文社会系研究科日本文化専攻日本語日本

文学専門分野修士課程修了（1996），東京大学大学院人文社会系研究科日本文化専攻日本語日本文学専
門分野博士課程単位取得退学（2001），東京大学大学院人文社会系研究科日本文化専攻日本語日本文学
専門分野博士課程修了（2019）

【職歴】独立行政法人国立国語研究所研究開発部門第一領域非常勤研究員（2001–2006），独立行政法人国立
国語研究所研究開発部門言語資源グループ非常勤研究員（2006–2006），独立行政法人国立国語研究所
研究開発部門言語問題グループ特別奨励研究員（2006–2009），大学共同利用機関法人人間文化研究機
構国立国語研究所コーパス開発センタープロジェクト特別研究員（2009–2011），大学共同利用機関法
人人間文化研究機構国立国語研究所コーパス開発センタープロジェクト奨励研究員（2011–2013），大
学共同利用機関法人人間文化研究機構国立国語研究所コーパス開発センタープロジェクト非常勤研究員
（2013–2016），明治大学研究・知財戦略機構研究推進員（2016-2019），大学共同利用機関法人人間文化
研究機構国立国語研究所コーパス開発センタープロジェクト非常勤研究員（2016–2021），大学共同利
用機関法人人間文化研究機構総合人間文化研究推進センター推進センター研究員（特任助教）（2021–），
大学共同利用機関法人人間文化研究機構国立国語研究所言語変化研究領域特別研究員（特任助教）（兼
任）（2021–）

【専門領域】日本語の書き言葉のコーパスの構築とそれを使用した近代語の語彙・語法の計量的研究
【所属学会】日本語学会，近代語学会，計量国語学会，東京大学国語国文学会
【受賞歴】

2021：第 23回国立国語研究所所長賞
2021：第 22回国立国語研究所所長賞（若手職員奨励賞）
2021：令和 3年度公益信託田島毓堂語彙研究基金学術賞（田島毓堂賞）（「コーパスと近代日本語書き言

葉の一人称代名詞の研究」）
【2021年度に参画した共同研究】

•広領域連携型基幹研究プロジェクト　「表記情報と書誌形態情報を加えた日本語歴史コーパスの精緻化」：
メンバー
•基幹型共同研究プロジェクト「通時コーパスの構築と日本語史研究の新展開」：メンバー

【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（C）「拡張した近代語コーパスを使用した口語体実用文の成立過程の計量的研究」，21K00552　：
研究代表者
•基盤研究（A）「昭和・平成書き言葉コーパスによる近現代日本語の実証的研究」，19H00531：研究分担者
•基盤研究（A）「日本語歴史コーパスに対する統語・意味情報アノテーション」，17H00917：研究分担者

【研究業績】
《論文・ブックチャプター》
近藤明日子
「明治・大正期の書き言葉における文体と語彙—順接の接続詞を例に」，田中牧郎，橋本行洋，小木曽智
信（編）『コーパスによる日本語史研究近代編』，ひつじ書房，115–136頁，2021.11.19.

近藤明日子
「『日本語歴史コーパス明治・大正編 III明治初期口語資料』解説」，田中牧郎，橋本行洋，小木曽智信
（編）『コーパスによる日本語史研究近代編』，ひつじ書房，331–345頁，2021.11.19.

《コーパス・データベース類》
間淵洋子，近藤明日子
「『日本語歴史コーパス 奈良時代編 III延喜式祝詞』短単位データ 1.0 /長単位データ 1.0」（更新：短
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単位データ更新，長単位データ公開，国立歴史民俗博物館蔵土御門家本『延喜式』画像リンク追加），
https://ccd.ninjal.ac.jp/chj/nara.html#norito，2022.3.31.

柳原恵津子，近藤明日子
「『日本語歴史コーパス平安時代編 II訓点資料（金光明最勝王経）』短単位データ 0.4」（新規公開：短
単位データ公開），https://ccd.ninjal.ac.jp/chj/heian.html#kunten，2022.3.31.

近藤明日子，市村太郎，常盤智子
「『日本語歴史コーパス明治・大正編 III明治初期口語資料』短単位データ 0.9」（更新：原文文字列デー
タ更新），https://ccd.ninjal.ac.jp/chj/meiji_taisho.html#shokikogo，2022.3.31.

【講演・口頭発表】
近藤明日子，常盤智子，小木曽智信
「『日本語歴史コーパス明治・大正編 III明治初期口語資料』の拡充—『春秋雑誌会話篇』の追加とデー
タ設計の改訂—」，ポスター発表，日本語学会 2022年度春季大会，オンライン，2021.5.16.

近藤明日子
「明治初期の口語体書き言葉における一人称代名詞」，ポスター　発表，言語資源活用ワークショップ　 2021　，
オンライン，2021.9.13.

近藤明日子
「「延喜式祝詞」コーパスの形態論情報」，「異分野融合による「総合書物学」の構築」第 2回シンポジ
ウム「総合書物学」の現在，オンライン，2021.12.26.

近藤明日子，高田智和
「延喜式祝詞の品詞構成」，ポスター発表，第 16回NINJALフォーラム，オンライン，2022.2.19.
柳原恵津子，近藤明日子，高田智和，月本雅幸
「訓点資料訓読文コーパス作成の意義・手法・そして課題」，「通時コーパス」シンポジウム 2022，オン
ライン，2022.3.13.

近藤明日子
「奈良時代・平安時代初期の散文の語彙分析—『日本語歴史コーパス』を用いた宣命・祝詞・訓点資料
の比較—」，ポスター発表，「通時コーパス」シンポジウム 2022，オンライン，2022.3.13.
近藤明日子，相田太一，小木曽智信
「近現代雑誌通時コーパスの語彙統計情報の公開」，ポスター発表，言語処理学会第 28回年次大会（NLP2022），
オンライン，2022.3.16.

【大学院教育・若手研究者育成】
《大学院授業担当講師》
•総合研究大学院大学日本文学研究専攻（2021.10–2022.3）
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小磯花絵（こいそはなえ）研究系（音声言語研究領域）教授，副所長，領域代表
【学位】博士（理学）（奈良先端科学技術大学院大学，1998）
【学歴】千葉大学文学部卒業（1994），千葉大学大学院文学研究科修士課程修了（1996），奈良先端科学技術

大学院大学情報科学研究科博士後期課程修了（1998）
【職歴】ATR知能映像通信研究所研修研究員（1996），国立国語研究所言語行動研究部研究員（1998），同

主任研究員（2009），人間文化研究機構国立国語研究所理論・構造研究系准教授（2009），同研究系（音
声言語研究領域）准教授，領域代表（2016），同研究系（音声言語研究領域）教授，領域代表（2018）

【専門領域】コーパス言語学，談話分析，認知科学
【所属学会】社会言語科学会，日本認知科学会，人工知能学会，言語処理学会，日本言語学会，日本音声学会，

日本語学会，日本語教育学会
【学会等の役員・委員】言語処理学会プログラム委員・代議員，日本言語学会大会委員
【受賞歴】

2020：言語資源賞（小磯花絵，天谷晴香，石本祐一，居關友里子，臼田泰如，柏野和佳子，川端良子，田中
弥生，伝康晴，西川賢哉，渡邊友香「『日本語日常会話コーパス』の設計と特徴」）

2002：情報処理学会山下記念研究賞
1996：人工知能学会大会論文賞
1996：人工知能学会研究奨励賞

【2021年度に参画した共同研究】
•基幹型共同研究プロジェクト「大規模日常会話コーパスに基づく話し言葉の多角的研究」：リーダー

【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（B）「多様な場面の日常会話データに基づく子どものコミュニケーション行動の解明　」，20H01264　：
研究代表者
•基盤研究（B）「地域社会の共在的記録に基づくコミュニケーションと記憶の活性化」，18KT0035：研
究代表者
•基盤研究（A）「日常場面と特定場面の日本語会話コーパスの構築と言語・相互行為研究の新展開」，

17H00914：研究分担者
•基盤研究（B）「日常会話の韻律モデル構築に向けた話者混在音声の分析基盤」，19H01252：研究分担者
•挑戦的研究（萌芽）「幼児の話合い活動の過程と交渉技術の発達についての包括的研究」，20K20695：
研究分担者
•特別推進研究「アジアと欧米：コミュニケーションの文化差から言語の獲得過程を探る」，20H05617：
研究分担者
•機構間連携・異分野連携研究プロジェクト「知性と認識の情報神経物理学」：研究分担者

【研究業績】
《著書・編書》
小磯花絵，天谷晴香，石本祐一，居關友里子，臼田泰如，柏野和佳子，川端良子，田中弥生，伝康晴，西川
賢哉，渡邊友香
プロジェクト報告書 6『「日本語日常会話コーパス」設計・構築・特徴』，国立国語研究所，2022.3.31.

《論文・ブックチャプター》
田中弥生，小磯花絵，大武美保子
「脱文脈化の観点から見た共想法に基づく高齢者談話の分析　」，『国立国語研究所論集　』，22号，137–155頁，
2022.1，DOI：10.15084/00003518.

丸山岳彦，小磯花絵，西川賢哉
「『昭和話し言葉コーパス』の設計と構築」，『国立国語研究所論集』，22号，197–221頁，2022.1，DOI：
10.15084/00003522.
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単位データ更新，長単位データ公開，国立歴史民俗博物館蔵土御門家本『延喜式』画像リンク追加），
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「明治初期の口語体書き言葉における一人称代名詞」，ポスター　発表，言語資源活用ワークショップ　 2021　，
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•基幹型共同研究プロジェクト「大規模日常会話コーパスに基づく話し言葉の多角的研究」：リーダー

【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（B）「多様な場面の日常会話データに基づく子どものコミュニケーション行動の解明　」，20H01264　：
研究代表者
•基盤研究（B）「地域社会の共在的記録に基づくコミュニケーションと記憶の活性化」，18KT0035：研
究代表者
•基盤研究（A）「日常場面と特定場面の日本語会話コーパスの構築と言語・相互行為研究の新展開」，

17H00914：研究分担者
•基盤研究（B）「日常会話の韻律モデル構築に向けた話者混在音声の分析基盤」，19H01252：研究分担者
•挑戦的研究（萌芽）「幼児の話合い活動の過程と交渉技術の発達についての包括的研究」，20K20695：
研究分担者
•特別推進研究「アジアと欧米：コミュニケーションの文化差から言語の獲得過程を探る」，20H05617：
研究分担者
•機構間連携・異分野連携研究プロジェクト「知性と認識の情報神経物理学」：研究分担者

【研究業績】
《著書・編書》
小磯花絵，天谷晴香，石本祐一，居關友里子，臼田泰如，柏野和佳子，川端良子，田中弥生，伝康晴，西川
賢哉，渡邊友香
プロジェクト報告書 6『「日本語日常会話コーパス」設計・構築・特徴』，国立国語研究所，2022.3.31.

《論文・ブックチャプター》
田中弥生，小磯花絵，大武美保子
「脱文脈化の観点から見た共想法に基づく高齢者談話の分析　」，『国立国語研究所論集　』，22号，137–155頁，
2022.1，DOI：10.15084/00003518.

丸山岳彦，小磯花絵，西川賢哉
「『昭和話し言葉コーパス』の設計と構築」，『国立国語研究所論集』，22号，197–221頁，2022.1，DOI：
10.15084/00003522.
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小磯花絵
「書き言葉・話し言葉における　縮約形の実態：コーパスに基づく分析を通して」，窪薗晴夫，朝日祥之（編）
『言語コミュニケーションの多様性』，くろしお出版，61–78頁，2022.3.15.
小磯花絵
「『日本語日常会話コーパス』本公開版の構築」，『自然言語処理』，29巻 1号，224–229頁，2022.3.15，
DOI：10.5715/jnlp.29.224.

《コーパス・データベース類》
丸山岳彦，小磯花絵，西川賢哉
「昭和話し言葉コーパス」，https://www2.ninjal.ac.jp/conversation/showaCorpus/，2022.3.31.
小磯花絵，天谷晴香，石本祐一，居關友里子，臼田泰如，柏野和佳子，川端良子，田中弥生，伝康晴，西川
賢哉，渡邊友香
「日本語日常会話コーパス」，https://www2.ninjal.ac.jp/conversation/cejc.html，2022.3.31.

《その他の出版物・記事》
小磯花絵
「コーパスを用いて日常のことばの特徴を調べてみよう」，『ことばの波止場』，2022.3.

【講演・口頭発表】
小磯花絵
「日本語日常会話コーパスの構築—日常のことばの特徴を探る—」，招待講演，第六回学習者コーパス・
シンポジウム，オンライン，2021.5.29.

居関友里子，小磯花絵
「子どもの発話順番取得のストラテジーに　関する予備的考察—園児の話し合い活動の事例分析から—」，
ポスター発表，言語資源活用ワークショップ 2021，オンライン，2021.9.13.

滕越，小磯花絵
「日中バイリンガル児の中国語の発達に関する事例研究—物の受け渡しにおける「　　　　（ありがとう）」
に着目して̶」，ポスター発表，言語資源活用ワークショップ 2021，オンライン，2021.9.13.

小磯花絵
「コーパスを通して日常のことばの特徴を探る」，第 16回NINJALフォーラム「ここまで進んだ！こ
こまで分かった！多様な言語資源に基づく日本語研究」，オンライン，2022.2.19.

小磯花絵
「話し言葉の分析：『日本語日常会話コーパス』CEJC」，講演会「日本語コーパスの設計・構築・応用」，
オンライン，2022.2.23.

直江大河，南部智史，鈴木あすみ，小磯花絵，幕内充
「日本語母語話者の日常会話における終助詞「よ」「ね」の使用と自閉傾向の関係—日本語日常会話
コーパスを用いた検討—」，第 46回社会言語科学会研究大会，オンライン，2022.3.4.

小磯花絵
「『日本語日常会話コーパス』を活用した話し言葉研究の可能性」，シンポジウム日常会話コーパスVII，
オンライン，2022.3.7.

鈴木あすみ，直江大河，小磯花絵，幕内充
「『日本語日常会話コーパス』における終助詞産出量の個人差とAQの相関」，ポスター発表，シンポジ
ウム日常会話コーパスVII，オンライン，2022.3.7.
菊池英明，山田高明，小磯花絵
「日本語日常会話コーパスに対するイントネーションラベリング」，ポスター発表，シンポジウム日常
会話コーパスVII，オンライン，2022.3.7.
小磯花絵
「『日本語日常会話コーパス』バランスの検証と研究の可能性」，シンポジウム「ことば・認知・インタラ
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クション 10」，オンライン，2022.3.10.
小磯花絵，天谷晴香，石本祐一，居關友里子，臼田泰如，柏野和佳子，川端良子，田中弥生，伝康晴，西川
賢哉，渡邊友香
「『日本語日常会話コーパス』の設計と特徴」，言語処理学会第 28回年次大会，オンライン，2022.3.17.

【研究発表会・講演会・シンポジウムなどの企画・運営】
•シンポジウム「日常会話コーパス」VII（主催：日常会話コーパスプロジェクト），オンライン，2022.3.7.
•シンポジウム「ことば・認知・インタラクション 10」（主催：科研費基盤研究（A）「日常場面と特定場
面の日本語会話コーパスの構築と言語・相互行為研究の新展開」（17H00914），日常会話コーパスプロ
ジェクト），オンライン，2022.3.10.

【一般向けの講演・セミナーなど】
小磯花絵
「大規模日常会話コーパスに基づく話し言葉の多角的研究—『昭和話し言葉コーパス』—」，国立国語
研究所オープンハウス 2021，オンライン（ビデオコンテンツ），2021.9.10.

【大学院教育・若手研究者育成】
《講習・チュートリアル》
山崎誠，柏野和佳子，小磯花絵
「『中納言』講習会」，第 12回コーパス利用講習会，オンライン，2021.8.26.
小磯花絵，柏野和佳子
「コーパスを活用した日常会話の研究」，第 42回NINJALチュートリアル，オンライン，2022.2.25.

《連携大学院》
•一橋大学大学院言語社会研究科連携教授

《修士論文審査委員》
•一橋大学大学院：副査（4件），2022.2.
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小磯花絵
「書き言葉・話し言葉における　縮約形の実態：コーパスに基づく分析を通して」，窪薗晴夫，朝日祥之（編）
『言語コミュニケーションの多様性』，くろしお出版，61–78頁，2022.3.15.
小磯花絵
「『日本語日常会話コーパス』本公開版の構築」，『自然言語処理』，29巻 1号，224–229頁，2022.3.15，
DOI：10.5715/jnlp.29.224.

《コーパス・データベース類》
丸山岳彦，小磯花絵，西川賢哉
「昭和話し言葉コーパス」，https://www2.ninjal.ac.jp/conversation/showaCorpus/，2022.3.31.
小磯花絵，天谷晴香，石本祐一，居關友里子，臼田泰如，柏野和佳子，川端良子，田中弥生，伝康晴，西川
賢哉，渡邊友香
「日本語日常会話コーパス」，https://www2.ninjal.ac.jp/conversation/cejc.html，2022.3.31.

《その他の出版物・記事》
小磯花絵
「コーパスを用いて日常のことばの特徴を調べてみよう」，『ことばの波止場』，2022.3.

【講演・口頭発表】
小磯花絵
「日本語日常会話コーパスの構築—日常のことばの特徴を探る—」，招待講演，第六回学習者コーパス・
シンポジウム，オンライン，2021.5.29.

居関友里子，小磯花絵
「子どもの発話順番取得のストラテジーに　関する予備的考察—園児の話し合い活動の事例分析から—」，
ポスター発表，言語資源活用ワークショップ 2021，オンライン，2021.9.13.

滕越，小磯花絵
「日中バイリンガル児の中国語の発達に関する事例研究—物の受け渡しにおける「　　　　（ありがとう）」
に着目して̶」，ポスター発表，言語資源活用ワークショップ 2021，オンライン，2021.9.13.

小磯花絵
「コーパスを通して日常のことばの特徴を探る」，第 16回NINJALフォーラム「ここまで進んだ！こ
こまで分かった！多様な言語資源に基づく日本語研究」，オンライン，2022.2.19.

小磯花絵
「話し言葉の分析：『日本語日常会話コーパス』CEJC」，講演会「日本語コーパスの設計・構築・応用」，
オンライン，2022.2.23.

直江大河，南部智史，鈴木あすみ，小磯花絵，幕内充
「日本語母語話者の日常会話における終助詞「よ」「ね」の使用と自閉傾向の関係—日本語日常会話
コーパスを用いた検討—」，第 46回社会言語科学会研究大会，オンライン，2022.3.4.

小磯花絵
「『日本語日常会話コーパス』を活用した話し言葉研究の可能性」，シンポジウム日常会話コーパスVII，
オンライン，2022.3.7.

鈴木あすみ，直江大河，小磯花絵，幕内充
「『日本語日常会話コーパス』における終助詞産出量の個人差とAQの相関」，ポスター発表，シンポジ
ウム日常会話コーパスVII，オンライン，2022.3.7.
菊池英明，山田高明，小磯花絵
「日本語日常会話コーパスに対するイントネーションラベリング」，ポスター発表，シンポジウム日常
会話コーパスVII，オンライン，2022.3.7.

小磯花絵
「『日本語日常会話コーパス』バランスの検証と研究の可能性」，シンポジウム「ことば・認知・インタラ
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クション 10」，オンライン，2022.3.10.
小磯花絵，天谷晴香，石本祐一，居關友里子，臼田泰如，柏野和佳子，川端良子，田中弥生，伝康晴，西川
賢哉，渡邊友香
「『日本語日常会話コーパス』の設計と特徴」，言語処理学会第 28回年次大会，オンライン，2022.3.17.

【研究発表会・講演会・シンポジウムなどの企画・運営】
•シンポジウム「日常会話コーパス」VII（主催：日常会話コーパスプロジェクト），オンライン，2022.3.7.
•シンポジウム「ことば・認知・インタラクション 10」（主催：科研費基盤研究（A）「日常場面と特定場
面の日本語会話コーパスの構築と言語・相互行為研究の新展開」（17H00914），日常会話コーパスプロ
ジェクト），オンライン，2022.3.10.

【一般向けの講演・セミナーなど】
小磯花絵
「大規模日常会話コーパスに基づく話し言葉の多角的研究—『昭和話し言葉コーパス』—」，国立国語
研究所オープンハウス 2021，オンライン（ビデオコンテンツ），2021.9.10.

【大学院教育・若手研究者育成】
《講習・チュートリアル》
山崎誠，柏野和佳子，小磯花絵
「『中納言』講習会」，第 12回コーパス利用講習会，オンライン，2021.8.26.
小磯花絵，柏野和佳子
「コーパスを活用した日常会話の研究」，第 42回NINJALチュートリアル，オンライン，2022.2.25.

《連携大学院》
•一橋大学大学院言語社会研究科連携教授

《修士論文審査委員》
•一橋大学大学院：副査（4件），2022.2.
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前川喜久雄（まえかわきくお）
研究系（音声言語研究領域）教授，コーパス開発センター長・情報基盤室長
【学位】博士（学術）（東京工業大学，2011）
【学歴】上智大学外国語学部フランス語学科卒業（1980），上智大学大学院外国語学研究科言語学専攻博士前

期課程修了（1982），上智大学大学院外国語学研究科言語学専攻博士後期課程中退（1984）
【職歴】鳥取大学教育学部助手（1984），同講師（1987），国立国語研究所言語行動研究部第二研究室研究

員（1989），同主任研究官（1992），同室長（1994），独立行政法人国立国語研究所研究開発部門第二領
域領域長（2001），同言語資源グループ長（2006），人間文化研究機構国立国語研究所言語資源研究系
教授，コーパス開発センター長（2009），同研究系長（2009–2016），同副所長（2013–2016），同研究系
（音声言語研究領域）教授（2016），一橋大学連携教授（2005–2014）

【専門領域】音声学，言語資源
【所属学会】 ISCA，IPA，日本音声学会，日本言語学会，日本音響学会，日本語学会
【学会等の役員・委員】日本音声学会会長，International Phonetic Association（IPA）：council member

【受賞歴】
2021：国立国語研究所第 23回所長賞
2012：日本音声学会優秀論文賞（「PNLPの音声的形状と言語的機能」，『音声研究』，15（1））
2012：国立国語研究所第 4回所長賞
2011：日本音声学会優秀論文賞（「日本語有声破裂音における閉鎖調音の弱化」，『音声研究』，14（2））
2010：国立国語研究所第 1回所長賞

【2021年度に参画した共同研究】
•基礎研究「コーパスアノテーションの拡張・統合・自動化に関する基礎研究」：メンバー

【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（B）「リアルタイムMRI動画による日本語調音運動データベースの構築と公開」，20H01265：
研究代表者
•基盤研究（B）「日常会話の韻律モデル構築に向けた話者混在音声の分析基盤」，19H01252：研究分担者

【研究業績】
《論文・ブックチャプター》

Tsukasa Yoshinaga，Kikuo Maekawa，and Akiyoshi Iida
“Aeroacoustic differences between the Japanese fricatives [ɕ] and [ç]”，The Journal of the Acoustical
Society of America，149（4），pp. 2426–2436，2021.4.7，DOI：10.1121/10.0003936.

Kikuo Maekawa
“Production of the utterance-final moraic nasal in Japanese：A real-time MRI study.”，Journal of the
International Phonetic Association，pp. 1–24，2021.6.9，DOI：10.1017/S0025100321000050.

《コーパス・データベース類》
前川喜久雄
「リアルタイムMRI調音運動データベース第 1版」，https://rtmridb.ninjal.ac.jp，2022.3.31.

【講演・口頭発表】
前川喜久雄
「リアルタイムMRI動画データベースプロジェクトの概要と調音音声学への応用」，招待講演，言語資
源活用ワークショップ 2021，オンライン，2021.9.13.
加地優太，竹本浩典，斎藤純男，前川喜久雄
「モンゴル語の母音生成時の声道断面積関数の分析」，日本音響学会 2022年春季研究発表会，オンライ
ン，2022.3.11.
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天野沢海，竹本浩典，北村達也，能田由紀子，前川喜久雄
「日本語話者 10名の正中面における母音声道形状の分析」，日本音響学会 2022年春季研究発表会，オ
ンライン，2022.3.11.

前川喜久雄
「条件異音再考」，招待講演，日本音響学会音声コミュニケーション研究会，オンライン，2022.3.21.

【研究発表会・講演会・シンポジウムなどの企画・運営】
•LRW2021音声言語スペシャルセッション（主催：国立国語研究所コーパス開発センター），オンライ
ン，2021.9.13.

【一般向けの講演・セミナーなど】
前川喜久雄
「リアルタイムMRI動画を用いた調音音声学の再構築—ワ行子音の問題—」，NINJALフォーラム，
オンライン，2022.2.19.
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前川喜久雄（まえかわきくお）
研究系（音声言語研究領域）教授，コーパス開発センター長・情報基盤室長
【学位】博士（学術）（東京工業大学，2011）
【学歴】上智大学外国語学部フランス語学科卒業（1980），上智大学大学院外国語学研究科言語学専攻博士前

期課程修了（1982），上智大学大学院外国語学研究科言語学専攻博士後期課程中退（1984）
【職歴】鳥取大学教育学部助手（1984），同講師（1987），国立国語研究所言語行動研究部第二研究室研究

員（1989），同主任研究官（1992），同室長（1994），独立行政法人国立国語研究所研究開発部門第二領
域領域長（2001），同言語資源グループ長（2006），人間文化研究機構国立国語研究所言語資源研究系
教授，コーパス開発センター長（2009），同研究系長（2009–2016），同副所長（2013–2016），同研究系
（音声言語研究領域）教授（2016），一橋大学連携教授（2005–2014）

【専門領域】音声学，言語資源
【所属学会】 ISCA，IPA，日本音声学会，日本言語学会，日本音響学会，日本語学会
【学会等の役員・委員】日本音声学会会長，International Phonetic Association（IPA）：council member

【受賞歴】
2021：国立国語研究所第 23回所長賞
2012：日本音声学会優秀論文賞（「PNLPの音声的形状と言語的機能」，『音声研究』，15（1））
2012：国立国語研究所第 4回所長賞
2011：日本音声学会優秀論文賞（「日本語有声破裂音における閉鎖調音の弱化」，『音声研究』，14（2））
2010：国立国語研究所第 1回所長賞

【2021年度に参画した共同研究】
•基礎研究「コーパスアノテーションの拡張・統合・自動化に関する基礎研究」：メンバー

【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（B）「リアルタイムMRI動画による日本語調音運動データベースの構築と公開」，20H01265：
研究代表者
•基盤研究（B）「日常会話の韻律モデル構築に向けた話者混在音声の分析基盤」，19H01252：研究分担者

【研究業績】
《論文・ブックチャプター》

Tsukasa Yoshinaga，Kikuo Maekawa，and Akiyoshi Iida
“Aeroacoustic differences between the Japanese fricatives [ɕ] and [ç]”，The Journal of the Acoustical
Society of America，149（4），pp. 2426–2436，2021.4.7，DOI：10.1121/10.0003936.

Kikuo Maekawa
“Production of the utterance-final moraic nasal in Japanese：A real-time MRI study.”，Journal of the
International Phonetic Association，pp. 1–24，2021.6.9，DOI：10.1017/S0025100321000050.

《コーパス・データベース類》
前川喜久雄
「リアルタイムMRI調音運動データベース第 1版」，https://rtmridb.ninjal.ac.jp，2022.3.31.

【講演・口頭発表】
前川喜久雄
「リアルタイムMRI動画データベースプロジェクトの概要と調音音声学への応用」，招待講演，言語資
源活用ワークショップ 2021，オンライン，2021.9.13.
加地優太，竹本浩典，斎藤純男，前川喜久雄
「モンゴル語の母音生成時の声道断面積関数の分析」，日本音響学会 2022年春季研究発表会，オンライ
ン，2022.3.11.
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天野沢海，竹本浩典，北村達也，能田由紀子，前川喜久雄
「日本語話者 10名の正中面における母音声道形状の分析」，日本音響学会 2022年春季研究発表会，オ
ンライン，2022.3.11.

前川喜久雄
「条件異音再考」，招待講演，日本音響学会音声コミュニケーション研究会，オンライン，2022.3.21.

【研究発表会・講演会・シンポジウムなどの企画・運営】
•LRW2021音声言語スペシャルセッション（主催：国立国語研究所コーパス開発センター），オンライ
ン，2021.9.13.

【一般向けの講演・セミナーなど】
前川喜久雄
「リアルタイムMRI動画を用いた調音音声学の再構築—ワ行子音の問題—」，NINJALフォーラム，
オンライン，2022.2.19.
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柏野和佳子（かしのわかこ）研究系（音声言語研究領域）准教授
【学位】博士（学術）（東京工業大学，2016）
【学歴】東京女子大学文理学部日本文学科卒業（1991），東京工業大学大学院総合理工学研究科博士後期課程

単位取得満期退学（2015）
【職歴】富士通株式会社システムエンジニア（1991–1998），情報処理振興事業協会（IPA）技術センター研

究員（1991–1997），国立国語研究所言語体系研究部第二研究室研究員（1998），独立行政法人国立国語
研究所研究開発部門第一領域研究員（2001），同言語資源グループ主任研究員（2009），人間文化研究
機構国立国語研究所言語資源研究系准教授（2009），同研究系（音声言語研究領域）准教授（2017）

【専門領域】日本語学
【所属学会】計量国語学会，言語処理学会，情報処理学会，人工知能学会，日本語学会，日本言語学会
【学会等の役員・委員】情報処理学会情報規格調査会学会試行標準WG3小委員会主査・学会試行標準専門委

員会委員長・学会試行標準WG9小委員会委員，日本特許情報機構産業日本語研究世話人，語彙・辞書研
究会運営委員，言語処理学会編集委員，計量国語学会理事，公益社団法人日本看護協会看護に関わる
用語の検討委員会委員

【受賞歴】
2022：NLP2022言語資源賞（共著）（言語処理学会・言語資源協会（GSK））
2007：2006年度研究会優秀賞（人工知能学会）
2006：第 12回年次大会優秀発表賞（共著）（言語処理学会）
1996：第 51回全国大会奨励賞（情報処理学会）

【2021年度に参画した共同研究】
•基幹型共同研究プロジェクト「大規模日常会話コーパスに基づく話し言葉の多角的研究」：メンバー
•基幹型共同研究プロジェクト「通時コーパスの構築と日本語史研究の新展開」：メンバー
•共同利用型研究（登録型）プロジェクト「「語の文体値データ」の作成及び公開」：コーディネーター

【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（C）「コーパス分析による書き言葉的「硬・軟」度と話し言葉的「硬・軟」度の語への付与」，

20K00655：研究代表者
•基盤研究（B）「ソーシャルメディアにおける市民意見を活用した都市サービスの評価の自動生成」，

19H04420：研究分担者
•挑戦的研究（萌芽）「スマホ画面録画機能を用いた日本語学習者の語彙検索行動の解明」，21K18375：
研究分担者

【研究業績】
《著書・編書》
山崎誠，宮嵜由美，柏野和佳子
プロジェクト報告書 5『会話文話者情報の設計』，国立国語研究所，2022.3.31.

《論文・ブックチャプター》
柏野和佳子
「3章文体 3文体の考え方」，石黒圭（編）『日本語文章　チェック事典　』，東京堂出版　，164–183頁，2021.10.8　.
柏野和佳子
「「クールビズ」のように急速に普及する外来語には，人を引き付ける何かがあるのでしょうか」，国立
国語研究所（編）『日本語の大疑問』，幻冬舎，192–196頁，2021.11.25.

《コーパス・データベース類》
大村舞，柏野和佳子
「『日本語日常会話コーパス』の語彙表・語数表 ver.2022.01」，2022.1.24.
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馬場俊臣
「語の文体値データ」（2022年 2月公開第 1版）（コーディネーター：柏野和佳子），2022.3.8.
小磯花絵，天谷晴香，石本祐一，居關友里子，臼田泰如，柏野和佳子，川端良子，田中弥生，伝康晴，西川
賢哉，渡邊友香
「日本語日常会話コーパス」（中納言版），http://chunagon.ninjal.ac.jp/，2022.3.31.
小磯花絵，天谷晴香，石本祐一，居關友里子，臼田泰如，柏野和佳子，川端良子，田中弥生，伝康晴，西川
賢哉，渡邊友香
「日本語日常会話　コーパス　」（有償版），https://www2.ninjal.ac.jp/conversation/cejc.html，2022.3.31　.

《その他の出版物・記事》
柏野和佳子
「ことばの辞典「プライベート」」，『月刊誌「安全衛生のひろばHIROBA」』，2021.4.1.
柏野和佳子
「ことばの辞典「です」」，『月刊誌「安全衛生のひろばHIROBA」』，2021.5.1.
柏野和佳子
「ことばの辞典「好意」と「厚意」」，『月刊誌「安全衛生のひろばHIROBA」』，2021.6.1.
柏野和佳子
「ことばの辞典「せいぜい」」，『月刊誌「安全衛生のひろばHIROBA」』，2021.7.1.
柏野和佳子
「ことばの辞典「進捗を生む」」，『月刊誌「安全衛生のひろばHIROBA」』，2021.8.1.
柏野和佳子
「ことばの辞典「紋切型」」，『月刊誌「安全衛生のひろばHIROBA」』，2021.9.1.
柏野和佳子
「ことばの辞典「いつもに増して」」，『月刊誌「安全衛生のひろばHIROBA」』，2021.10.1.
柏野和佳子
「ことばの辞典「ビタビタ」」，『月刊誌「安全衛生のひろばHIROBA」』，2021.11.1.
柏野和佳子
「ことばの辞典「一周回って」」，『月刊誌「安全衛生のひろばHIROBA」』，2021.12.1.
古賀良彦，柏野和佳子
「「1分音読」で脳がイキイキ若返る」，『PHPからだスマイル』2022年 3月号，52–57頁，2022.2.10.
柏野和佳子
「言葉の用例収集、観察、分析に、ワクワクが止まりません」，『ことばの波止場』Vol.11，2022.3.

【講演・口頭発表】
柏野和佳子，平本智弥，関洋平
「市民意見収集のための「保育園」に関するツイートに現れるオノマトペの分析」，人工知能学会第 67
回ことば工学研究会，中央大学，2021.12.18.

柏野和佳子
「日常会話に現れる応答表現」，ポスター発表，第 16回NINJALフォーラム「ここまで進んだ！ここ
まで分かった！多様な言語資源に基づく日本語研究」，オンライン，2022.2.19.
柏野和佳子
「辞書学への応用：『現代日本語書き言葉均衡コーパス』BCCWJ」，講演会「日本語コーパスの設計・構
築・応用」，オンライン，2022.2.23.

妹尾考，関洋平，柏野和佳子，神門典子
「市民と地方議会の主張を比較するための属性ラベルの推定」，第 14回データ工学と情報マネジメント
に関するフォーラム（DEIM2022），オンライン，2022.2.28.
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柏野和佳子（かしのわかこ）研究系（音声言語研究領域）准教授
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単位取得満期退学（2015）
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究員（1991–1997），国立国語研究所言語体系研究部第二研究室研究員（1998），独立行政法人国立国語
研究所研究開発部門第一領域研究員（2001），同言語資源グループ主任研究員（2009），人間文化研究
機構国立国語研究所言語資源研究系准教授（2009），同研究系（音声言語研究領域）准教授（2017）

【専門領域】日本語学
【所属学会】計量国語学会，言語処理学会，情報処理学会，人工知能学会，日本語学会，日本言語学会
【学会等の役員・委員】情報処理学会情報規格調査会学会試行標準WG3小委員会主査・学会試行標準専門委

員会委員長・学会試行標準WG9小委員会委員，日本特許情報機構産業日本語研究世話人，語彙・辞書研
究会運営委員，言語処理学会編集委員，計量国語学会理事，公益社団法人日本看護協会看護に関わる
用語の検討委員会委員

【受賞歴】
2022：NLP2022言語資源賞（共著）（言語処理学会・言語資源協会（GSK））
2007：2006年度研究会優秀賞（人工知能学会）
2006：第 12回年次大会優秀発表賞（共著）（言語処理学会）
1996：第 51回全国大会奨励賞（情報処理学会）

【2021年度に参画した共同研究】
•基幹型共同研究プロジェクト「大規模日常会話コーパスに基づく話し言葉の多角的研究」：メンバー
•基幹型共同研究プロジェクト「通時コーパスの構築と日本語史研究の新展開」：メンバー
•共同利用型研究（登録型）プロジェクト「「語の文体値データ」の作成及び公開」：コーディネーター

【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（C）「コーパス分析による書き言葉的「硬・軟」度と話し言葉的「硬・軟」度の語への付与」，

20K00655：研究代表者
•基盤研究（B）「ソーシャルメディアにおける市民意見を活用した都市サービスの評価の自動生成」，

19H04420：研究分担者
•挑戦的研究（萌芽）「スマホ画面録画機能を用いた日本語学習者の語彙検索行動の解明」，21K18375：
研究分担者

【研究業績】
《著書・編書》
山崎誠，宮嵜由美，柏野和佳子
プロジェクト報告書 5『会話文話者情報の設計』，国立国語研究所，2022.3.31.

《論文・ブックチャプター》
柏野和佳子
「3章文体 3文体の考え方」，石黒圭（編）『日本語文章　チェック事典　』，東京堂出版　，164–183頁，2021.10.8　.
柏野和佳子
「「クールビズ」のように急速に普及する外来語には，人を引き付ける何かがあるのでしょうか」，国立
国語研究所（編）『日本語の大疑問』，幻冬舎，192–196頁，2021.11.25.

《コーパス・データベース類》
大村舞，柏野和佳子
「『日本語日常会話コーパス』の語彙表・語数表 ver.2022.01」，2022.1.24.
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に関するフォーラム（DEIM2022），オンライン，2022.2.28.
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柏野和佳子
「省略やぼかしに用いられる語の使用実態調査」，ポスター発表，シンポジウム「日常会話コーパス」VII，
オンライン，2022.3.7.

大村舞，柏野和佳子，山崎誠
「『日本語日常会話コーパス』の語彙表および語数表」，ポスター発表，シンポジウム「日常会話コーパ
ス」VII，オンライン，2022.3.7.
小磯花絵，天谷晴香，石本祐一，居關友里子，臼田泰如，柏野和佳子，川端良子，田中弥生，伝康晴，西川
賢哉，渡邊友香
「『日本語日常会話コーパス』の設計と特徴」，言語処理学会第 28回年次大会，オンライン，2022.3.17.

【研究発表会・講演会・シンポジウムなどの企画・運営】
•ニホンゴ探検 2021（主催：国立国語研究所），オンライン，2021.8.20.
•国立国語研究所オープンハウス 2021（主催：国立国語研究所），オンライン，2021.9.10.
•シンポジウム「日常会話コーパス」VII（主催：日常会話コーパスプロジェクト），オンライン，2022.3.7.

【一般向けの講演・セミナーなど】
柏野和佳子
「めざせ！辞書引きの達人！」，NINJALジュニアプログラム（出前授業），立川市立第十小学校，2021.4.24.
柏野和佳子
「国語辞典のひき方」，読売カルチャーセンター自由が丘ジュニアスクール，読売カルチャーセンター
自由が丘教室，2021.7.31.
柏野和佳子
「国語辞典どの言葉の説明かな？」，ニホンゴ探検 2021，オンライン，2021.8.20.
柏野和佳子
「国語辞典五十音順にならべかえてみよう」，ニホンゴ探検 2021，オンライン，2021.8.20.
柏野和佳子
「用例分析に基づく国語辞典情報の見直し（その 3）」，国立国語研究所オープンハウス 2021，オンライ
ン，2021.9.10.

柏野和佳子
「ことば　は面白い辞書は楽しい」，府中市教育研究会　（図書館部　）講演会　，府中市立南町小学校　，2021.12.8　.
柏野和佳子，今野真二
「うつりゆく日本語と国語辞典」，広辞苑大学，神保町ブックセンターおよびオンライン，2022.3.19.

【その他の学術的・社会的活動】
•取材記事：「身近なな世代間ギャップ」，リビング仙台，2021.9.10.
•NHK Eテレ収録授業　：「『日本語日常会話　コーパス　』からわかること　」・「ことばって面白い　！」，2021.11.14　.
•NHK Eテレ収録番組：「ウワサの保護者会」，2021.11.21（放送）.
•幻冬舎新書ポッドキヤスト：「武器になる教養 30 min. by幻冬舎新書」，2022.1.7（前半公開），2022.1.14
（後半公開）.
•ラジオ取材　：「意外と知らない日本語の疑問について　」，J-WAVE　ラジオ　「KURASEEDS　」，2022.1.14（放送）.
•ラジオ出演：「日本語研究は終われない」，TBSラジオ「安住紳一郎の日曜天国」，2022.3.13（放送）.
•国立国語研究所研究情報誌『ことばの波止場』編集委員長：2021.9，2022.3.

【大学院教育・若手研究者育成】
《講習・チュートリアル》
山崎誠，柏野和佳子，小磯花絵
「『中納言』講習会」，第 12回コーパス利用講習会，オンライン，2021.8.26.
小磯花絵，柏野和佳子
「コーパスを活用した日常会話の研究」，第 42回NINJALチュートリアル，オンライン，2022.2.25.
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山口昌也（やまぐちまさや）研究系（音声言語研究領域）准教授
【学位】博士（工学）（東京農工大学，1998）
【学歴】東京農工大学工学部数理情報工学科卒業（1992），東京農工大学大学院工学研究科博士前期課程電子

情報工学専攻修了（1994），東京農工大学大学院工学研究科博士後期課程電子情報工学専攻修了（1998）
【職歴】東京農工大学工学部助手（1998），独立行政法人国立国語研究所研究開発部門第一領域研究員（2001），

同言語資源グループ研究員（2006），同主任研究員（2008），人間文化研究機構国立国語研究所言語資
源研究系助教（2009），同准教授（2011），同研究系（音声言語研究領域）准教授（2016）

【専門領域】情報学，知能情報学，科学教育・教育工学，言語学，日本語学
【所属学会】日本教育工学会，日本語学会，言語処理学会，情報処理学会
【受賞歴】

2007：財団法人博報児童教育振興会第 1回博報「ことばと教育」研究助成「優秀賞」
【2021年度に参画した共同研究】

•基幹型共同研究プロジェクト「大規模日常会話コーパスに基づく話し言葉の多角的研究」：メンバー
【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】

•基盤研究（C）「多段階の振り返りに対応した協同型教育活動支援システムに関する研究」，20K03116：
研究代表者
•基盤研究（A）「海外縦断作文コーパスの構築に基づく文章産出能力の発達過程の実証的研究」，21H04417：
研究分担者

【研究業績】
《論文・ブックチャプター》
山口昌也
「全文検索システム『ひまわり』用『国会会議録』パッケージの構築」，『国立国語研究所論集』，22号，
177–195頁，2022.1，DOI：10.15084/00003521.

《コーパス・データベース類》
山口昌也
「観察支援ツール FishWatchr」（ver.0.9.17–ver.1.1a20210712，3回更新），https://www2.ninjal.ac.
jp/lrc/index.php?fw，2021.7.12.

山口昌也
「全文検索システム『ひまわり』用『青空文庫』パッケージ」（2回更新），https://www2.ninjal.ac.
jp/lrc/index.php?aozora，2021.10.7.

山口昌也
「観察支援ツール FishWatchr Mini」（ver.2.0b02–ver.2.0，2回更新），https://www2.ninjal.ac.jp/
lrc/index.php?fwm ，2021.12.20.

山口昌也
「全文検索システム『ひまわり』」（ver.1.6.10–1.7.1，5回更新），https://www2.ninjal.ac.jp/lrc/
index.php?himawari，2022.2.7.

山口昌也
「昭和話し言葉コーパス」（全文検索システム用パッケージ作成を担当），https://csd.ninjal.ac.jp/
lrc/index.php?showa，2022.3.

山口昌也
「日本語日常会話コーパス」（検索システム『ひまわり』部分を担当），https://csd.ninjal.ac.jp/
lrc/index.php?cejc，2022.3.
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柏野和佳子
「省略やぼかしに用いられる語の使用実態調査」，ポスター発表，シンポジウム「日常会話コーパス」VII，
オンライン，2022.3.7.

大村舞，柏野和佳子，山崎誠
「『日本語日常会話コーパス』の語彙表および語数表」，ポスター発表，シンポジウム「日常会話コーパ
ス」VII，オンライン，2022.3.7.

小磯花絵，天谷晴香，石本祐一，居關友里子，臼田泰如，柏野和佳子，川端良子，田中弥生，伝康晴，西川
賢哉，渡邊友香
「『日本語日常会話コーパス』の設計と特徴」，言語処理学会第 28回年次大会，オンライン，2022.3.17.

【研究発表会・講演会・シンポジウムなどの企画・運営】
•ニホンゴ探検 2021（主催：国立国語研究所），オンライン，2021.8.20.
•国立国語研究所オープンハウス 2021（主催：国立国語研究所），オンライン，2021.9.10.
•シンポジウム「日常会話コーパス」VII（主催：日常会話コーパスプロジェクト），オンライン，2022.3.7.

【一般向けの講演・セミナーなど】
柏野和佳子
「めざせ！辞書引きの達人！」，NINJALジュニアプログラム（出前授業），立川市立第十小学校，2021.4.24.
柏野和佳子
「国語辞典のひき方」，読売カルチャーセンター自由が丘ジュニアスクール，読売カルチャーセンター
自由が丘教室，2021.7.31.

柏野和佳子
「国語辞典どの言葉の説明かな？」，ニホンゴ探検 2021，オンライン，2021.8.20.
柏野和佳子
「国語辞典五十音順にならべかえてみよう」，ニホンゴ探検 2021，オンライン，2021.8.20.
柏野和佳子
「用例分析に基づく国語辞典情報の見直し（その 3）」，国立国語研究所オープンハウス 2021，オンライ
ン，2021.9.10.

柏野和佳子
「ことば　は面白い辞書は楽しい」，府中市教育研究会　（図書館部　）講演会　，府中市立南町小学校　，2021.12.8　.
柏野和佳子，今野真二
「うつりゆく日本語と国語辞典」，広辞苑大学，神保町ブックセンターおよびオンライン，2022.3.19.

【その他の学術的・社会的活動】
•取材記事：「身近なな世代間ギャップ」，リビング仙台，2021.9.10.
•NHK Eテレ収録授業　：「『日本語日常会話　コーパス　』からわかること　」・「ことばって面白い　！」，2021.11.14　.
•NHK Eテレ収録番組：「ウワサの保護者会」，2021.11.21（放送）.
•幻冬舎新書ポッドキヤスト：「武器になる教養 30 min. by幻冬舎新書」，2022.1.7（前半公開），2022.1.14
（後半公開）.
•ラジオ取材　：「意外と知らない日本語の疑問について　」，J-WAVE　ラジオ　「KURASEEDS　」，2022.1.14（放送）.
•ラジオ出演：「日本語研究は終われない」，TBSラジオ「安住紳一郎の日曜天国」，2022.3.13（放送）.
•国立国語研究所研究情報誌『ことばの波止場』編集委員長：2021.9，2022.3.

【大学院教育・若手研究者育成】
《講習・チュートリアル》
山崎誠，柏野和佳子，小磯花絵
「『中納言』講習会」，第 12回コーパス利用講習会，オンライン，2021.8.26.
小磯花絵，柏野和佳子
「コーパスを活用した日常会話の研究」，第 42回NINJALチュートリアル，オンライン，2022.2.25.
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山口昌也（やまぐちまさや）研究系（音声言語研究領域）准教授
【学位】博士（工学）（東京農工大学，1998）
【学歴】東京農工大学工学部数理情報工学科卒業（1992），東京農工大学大学院工学研究科博士前期課程電子

情報工学専攻修了（1994），東京農工大学大学院工学研究科博士後期課程電子情報工学専攻修了（1998）
【職歴】東京農工大学工学部助手（1998），独立行政法人国立国語研究所研究開発部門第一領域研究員（2001），

同言語資源グループ研究員（2006），同主任研究員（2008），人間文化研究機構国立国語研究所言語資
源研究系助教（2009），同准教授（2011），同研究系（音声言語研究領域）准教授（2016）

【専門領域】情報学，知能情報学，科学教育・教育工学，言語学，日本語学
【所属学会】日本教育工学会，日本語学会，言語処理学会，情報処理学会
【受賞歴】

2007：財団法人博報児童教育振興会第 1回博報「ことばと教育」研究助成「優秀賞」
【2021年度に参画した共同研究】

•基幹型共同研究プロジェクト「大規模日常会話コーパスに基づく話し言葉の多角的研究」：メンバー
【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】

•基盤研究（C）「多段階の振り返りに対応した協同型教育活動支援システムに関する研究」，20K03116：
研究代表者
•基盤研究（A）「海外縦断作文コーパスの構築に基づく文章産出能力の発達過程の実証的研究」，21H04417：
研究分担者

【研究業績】
《論文・ブックチャプター》
山口昌也
「全文検索システム『ひまわり』用『国会会議録』パッケージの構築」，『国立国語研究所論集』，22号，
177–195頁，2022.1，DOI：10.15084/00003521.

《コーパス・データベース類》
山口昌也
「観察支援ツール FishWatchr」（ver.0.9.17–ver.1.1a20210712，3回更新），https://www2.ninjal.ac.
jp/lrc/index.php?fw，2021.7.12.

山口昌也
「全文検索システム『ひまわり』用『青空文庫』パッケージ」（2回更新），https://www2.ninjal.ac.
jp/lrc/index.php?aozora，2021.10.7.

山口昌也
「観察支援ツール FishWatchr Mini」（ver.2.0b02–ver.2.0，2回更新），https://www2.ninjal.ac.jp/
lrc/index.php?fwm ，2021.12.20.

山口昌也
「全文検索システム『ひまわり』」（ver.1.6.10–1.7.1，5回更新），https://www2.ninjal.ac.jp/lrc/
index.php?himawari，2022.2.7.

山口昌也
「昭和話し言葉コーパス」（全文検索システム用パッケージ作成を担当），https://csd.ninjal.ac.jp/
lrc/index.php?showa，2022.3.

山口昌也
「日本語日常会話コーパス」（検索システム『ひまわり』部分を担当），https://csd.ninjal.ac.jp/
lrc/index.php?cejc，2022.3.
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【講演・口頭発表】
山口昌也，栁田直美
「フィッシュボウル方式のディスカッション練習における学習者のビデオアノテーション結果の分析」，
ポスター発表，言語資源活用ワークショップ 2021，オンライン，2021.9.4.
山口昌也，北村雅則，森篤嗣，栁田直美
「プレゼンテーションの相互評価に見られる相反するアノテーションの分析」，ポスター発表，日本教
育工学会 2021年秋季全国大会，オンライン，2021.11.16.
北村雅則，山口昌也
「遠隔環境におけるプレゼンテーション練習支援手法の検討」，ポスター発表，日本教育工学会 2021年
秋季全国大会，オンライン，2021.11.16.

山口昌也
「話者の立場に着目した国会会議録における言語表現の通時的分析」，ポスター発表，シンポジウム「日
常会話コーパス」VII，オンライン，2022.3.7.

【一般向けの講演・セミナーなど】
山口昌也
「国会会議録を用いた言語表現の経年変化分析」，第 16回NINJALフォーラム，オンライン，2022.2.19.

【大学院教育・若手研究者育成】
《講習・チュートリアル》
山口昌也
「『ひまわり』講習会」，大規模日常会話コーパスに基づく話し言葉の多角的研究第 13回コーパス利用
講習会，オンライン，2021.8.27.

山口昌也
「『ひまわり』講習会」，大規模日常会話コーパスに基づく話し言葉の多角的研究第 14回コーパス利用
講習会，オンライン，2022.3.1.

《連携大学院（クロスアポイントメント）》
•東京外国語大学大学院国際日本学研究院：准教授
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石黒圭（いしぐろけい）研究系（日本語教育研究領域）教授，領域代表
【学位】博士（文学）（早稲田大学，2008）
【学歴】一橋大学社会学部卒業（1993），早稲田大学大学院文学研究科修士課程修了（1995），早稲田大学大

学院文学研究科博士後期課程研究指導修了（1999）
【職歴】一橋大学留学生センター　講師（1999），同助教授（2004），一橋大学国際教育センター　准教授（2010），

同教授（2013），人間文化研究機構国立国語研究所日本語教育研究・情報センター准教授（2015），同教
授（2015），同研究系（日本語教育研究領域）教授，領域代表（2016），同研究情報発信センター長（2018）

【専門領域】日本語学，日本語教育学
【所属学会】専門日本語教育学会，日本語学会，日本語教育学会，日本語文法学会，日本文体論学会，表現学会，

早稲田日本語学会
【学会等の役員・委員】専門日本語教育学会学会誌編集委員長，日本語学会評議員・大会企画運営委員会委員

長，日本語文法学会評議員，表現学会理事
【受賞歴】

2020：第 20回国立国語研究所所長賞
2019：2018年度秋学期早稲田大学ティーチングアワード
2018：第 15回日本語教育学会学会活動貢献賞
2018：第 16回国立国語研究所所長賞
2009：第 7回日本語教育学会奨励賞

【2021年度に参画した共同研究】
•基幹型共同研究研究プロジェクト「日本語学習者のコミュニケーションの多角的解明」：リーダー

【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（A）「海外縦断作文コーパスの構築に基づく文章産出能力の発達過程の実証的研究」，21H04417：
研究代表者
•挑戦的研究（萌芽）「スマホ画面録画機能を用いた日本語学習者の語彙検索行動の解明」，21K18375：
研究代表者
•基盤研究（B）「人と物語が出会う次元の開拓—短編物語データベース　構築を通した分野横断的研究—」，

20H01764：研究分担者
•基盤研究（C）「文章の執筆過程の分析に基づく大学初年次生の文章産出能力の実証的研究」，20K02974：
研究分担者
•基盤研究（A）「基礎教育を保障する社会の基盤となる日本語リテラシー調査の開発に向けた学際的研
究」，19H00627：研究分担者
•基盤研究（B）「日本語読解・ライティングの方法に影響する母語・母文化の教育的背景要因に関する研
究」，19H01269：研究分担者
•基盤研究（C）「中国人日本語学習者のビジネス・コミュニケーションの困難点の解明」，18K00704：研
究分担者
•基盤研究（C）「中国人日本語学習者の言語習得過程の実証的研究と教育的資源の提供研究」，18K00731：
研究分担者
•挑戦的研究（萌芽）「日本語聴解用辞書の開発を目的とした日本語学習者の聴解実態の実証的研究」，

17K18503：研究分担者
【研究業績】
《著書・編書》
石黒圭（著），吳羽柔（訳）
『日文段落論：提升閱讀寫作技巧』，EZ叢書館（台湾），2021.5.5.
石黒圭（編著），青木優子，安部達雄，新城直樹，井伊菜穂子，市江愛，井上雄太，岩崎拓也，王慧雋，赫楊，
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【講演・口頭発表】
山口昌也，栁田直美
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山口昌也，北村雅則，森篤嗣，栁田直美
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《連携大学院（クロスアポイントメント）》
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究」，19H01269：研究分担者
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VI 教員の研究活動と成果 157



柏野和佳子，金井勇人，高恩淑，佐野彩子，鈴木英子，田中啓行，董芸，本多由美子（著）
『日本語文章チェック事典』，東京堂出版，2021.10.8.
石黒圭
『文系研究者になる—「研究する人生」を歩むためのガイドブック—』，研究社，2021.10.26.

《論文・ブックチャプター》
望月正哉，井関龍太，福田由紀，長田友紀，常深浩平，石黒圭
「読者がもつ物語の認知的ジャンルの測定」，『読書科学』，62巻 3–4号，160–174頁，2021.5.10，DOI：
10.19011/sor.62.3-4_160.

石黒圭
「「国語施策」をめぐる一考察」，早稲田大学日本語学会（編）『早稲田大学日本語学会設立 60周年記念
論文集第 2冊』，ひつじ書房，399–415頁，2021.12.10.

石黒圭
「日本語学習者のフィラーの習得と評価—中国語を母語とする日本語学習者 3名を対象にしたケース
スタディ—」，窪薗晴夫，朝日祥之（編）『言語コミュニケーションの　多様性』，くろしお　出版，123–143頁，
2022.3.15.

《コーパス・データベース類》
石黒圭
「日本語学習者の文章理解過程データベース」（データ追加），https://l2-communication.ninjal.ac.
jp/文章理解研究/，2022.3.

石黒圭
「日本語学習者の教室談話データベース」（データ追加），https://l2-communication.ninjal.ac.jp/
教室談話研究/，2022.3.

《その他の出版物・記事》
石黒圭
「辞書はどんな時に引きますか」，『辞典の魅力！』，2021.4.5.
石黒圭
「『読む技術』養成講座第一回：精読…きちんと正確に読む」，『SCIENCE SHIFT』，2021.4.19.
石黒圭
「『読む技術』養成講座第二回：速読…さくさく素早く読む」，『SCIENCE SHIFT』，2021.5.19.
石黒圭
「『読む技術』養成講座第三回：熟読…じっくり深く読む」，『SCIENCE SHIFT』，2021.5.31.

【講演・口頭発表】
八木下孝雄，今村志紀，高田智和，石黒圭
「『日本語研究・日本語教育文献データベース』に見る日本，韓国，台湾における過去 20年間の研究動
向」，ポスター発表，日本語学会 2021年度春季大会，オンライン，2021.5.16.
石黒圭
「日本語学習者による　多義語の意味推測ストラテジー　」，シンポジウムパネル　，第 16回NINJALフォーラム　
「ここまで進んだ！ここまで分かった！多様な言語資源に基づく日本語研究」，オンライン，2022.2.19.

【研究調査】
•作文データ収集（16名）（北京語言大学（中国）），2021.6，12，2022.3.
•作文データ収集（171名）（天津外国語大学（中国）），2021.5，6，11，2022.3.
•作文データ収集（27名）（東華大学（中国）），2021.5，6，11，2022.3.
•作文データ収集（24名）（重慶三峡学院（中国）），2021.5，6，11，2022.3.
•作文データ収集（52名）（福建師範大学（中国）），2021.5，6，11，2022.3.
•作文データ収集（15名）（華中科技大学（中国）），2021.5，6，11，2022.3.
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•作文データ収集（41名）（長春師範大学（中国）），2021.5，6，11，2022.3.
•作文データ収集（17名）（国立政治大学（台湾）），2021.6，12，2022.3.
•作文データ収集（78名）（東呉大学（台湾）），2021.5，7，11，2022.3.
•作文データ収集（27名）（フエ大学外国語大学（ベトナム）），2021.5，6，11，2022.3.
•作文データ収集（77名）（ドンア大学（ベトナム）），2021.5，6，11，2022.3.
•作文データ収集（73名）（ハノイ工業大学（ベトナム）），2022.3.
•作文データ収集（61名）（韓国外国語大学校（韓国）），2021.9，11，12.
•作文データ収集（14名）（仁川大学校（韓国）），2021.9，11，12.
•作文データ収集（16名）（タマサート大学（タイ）），2022.2，3.

【研究発表会・講演会・シンポジウムなどの企画・運営】
•NINJALシンポジウム「ビジネス日本語の研究と教育—文書改善に必要な条件を探る—」（主催：国
立国語研究所），オンライン，2021.9.25.

【一般向けの講演・セミナーなど】
石黒圭
「日本語学習者のコミュニケーション研究の成果紹介」，国立国語研究所オープンハウス 2021，オンラ
イン，2021.9.10.

谷本美穂，石黒圭，梅崎修
「口頭発表のタイトル」，HRカンファレンス 2021—秋—，オンライン，2021.11.25.
石黒圭
「日本語の語彙体系の把握」，スイス日本語教師の会「第 29回日本語教育セミナー」講義 1，オンライ
ン，2022.3.19.
石黒圭
「日本語の語彙の特徴—オノマトペをめぐって—」，スイス日本語教師の会「第 29回日本語教育セミ
ナー」講義 2，オンライン，2022.3.19.
石黒圭
「日本語の専門語の特徴—日本語教育分野における専門語彙と表現」，スイス日本語教師の会「第 29回
日本語教育セミナー」講義 3，オンライン，2022.3.20.

石黒圭
「日本語学習者の未知語の意味推測の方法」，スイス日本語教師の会「第 29回日本語教育セミナー」講
義 4，オンライン，2022.3.20.

石黒圭
「「書く」行為とは何か—読みやすい文章を書くために—」，明治書院研修会，オンライン，2022.3.26.

【その他の学術的・社会的活動】
•取材記事：「脱・ボキャブラリー不足言葉選びに困らない語彙力を上げる方法」，週刊東洋経済，2021.8.7.
•取材記事：「書窓研究者の道につながった『日本語の作文技術』」，日刊工業新聞，2021.9.6.
•取材記事：「大学のレポートの書き方の基本｜教授に評価されるレポート術」，タウンワークマガジン，

2021.12.10.
•取材記事：「新しい時代の「職場のコミュニケーション　」のあり方とは　～デジタルネイティブ　世代の増加、
リモートワークの浸透による変化をふまえて～」，日本の人事部「HRカンファレンス 2021—秋—」，
2021.12.15.
•取材記事：「すべての教科の土台となる「語彙力」を小学生のうちに高めるには？（1）」，Z-SQUARE，

2021.12.23.
•文化庁文化審議会国語分科会国語課題小委員会委員
•東京都教育庁「学びの基盤」プロジェクトチーム委員
•光村図書出版『小学校国語』教科書編集委員
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「口頭発表のタイトル」，HRカンファレンス 2021—秋—，オンライン，2021.11.25.
石黒圭
「日本語の語彙体系の把握」，スイス日本語教師の会「第 29回日本語教育セミナー」講義 1，オンライ
ン，2022.3.19.
石黒圭
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日本語教育セミナー」講義 3，オンライン，2022.3.20.

石黒圭
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義 4，オンライン，2022.3.20.

石黒圭
「「書く」行為とは何か—読みやすい文章を書くために—」，明治書院研修会，オンライン，2022.3.26.

【その他の学術的・社会的活動】
•取材記事：「脱・ボキャブラリー不足言葉選びに困らない語彙力を上げる方法」，週刊東洋経済，2021.8.7.
•取材記事：「書窓研究者の道につながった『日本語の作文技術』」，日刊工業新聞，2021.9.6.
•取材記事：「大学のレポートの書き方の基本｜教授に評価されるレポート術」，タウンワークマガジン，

2021.12.10.
•取材記事：「新しい時代の「職場のコミュニケーション　」のあり方とは　～デジタルネイティブ　世代の増加、
リモートワークの浸透による変化をふまえて～」，日本の人事部「HRカンファレンス 2021—秋—」，
2021.12.15.
•取材記事：「すべての教科の土台となる「語彙力」を小学生のうちに高めるには？（1）」，Z-SQUARE，
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•文化庁文化審議会国語分科会国語課題小委員会委員
•東京都教育庁「学びの基盤」プロジェクトチーム委員
•光村図書出版『小学校国語』教科書編集委員
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•明治書院『精選現代の国語』教科書編集委員
•日本語検定審議委員
•日本語教育能力検定試験実施委員会委員

【大学院教育・若手研究者育成】
《連携大学院》
•一橋大学大学院言語社会研究科：連携教授（主指導担当：博士課程 4名，修士課程 7名）

《博士論文審査委員》
•一橋大学大学院：主査 1件（2022.3），副査 1件（2022.3）.
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宇佐美まゆみ（うさみまゆみ）研究系（日本語教育研究領域）教授
【学位】博士（教育学（Ed.D））（ハーバード大学，1999）
【学歴】千葉大学教育学部教育心理学科（1，2年次在籍），立教大学文学部心理学科に 3年次編入後卒業（1981），

慶應義塾大学大学院社会学研究科修士課程修了（1984），ハーバード大学教育学部大学院人間発達・心理
学科修士課程修了（1991），ハーバード大学教育学部大学院人間発達・心理学科博士課程単位取得修了
（1992）

【職歴】財団法人交流協会台北事務所 日本語教育専門家（1984），コルビー大学現代外国語学部 客員講師
（1987），シカゴ大学東アジア言語・文化学部専任講師（1988），昭和女子大学文学部専任講師（1993），
東京外国語大学外国語学部助教授（1997），同教授（2002），東京外国語大学大学院地域文化研究科言
語教育学講座教授（大学院改組に伴う配置換え）（2005），東京外国語大学総合国際学研究院教授（大学
院改組に伴う配置換え）（2009），人間文化研究機構国立国語研究所研究系（日本語教育研究領域）教授
（2016–）

【専門領域】言語社会心理学，談話研究，語用論，日本語教育学
【所属学会】社会言語科学会，日本語用論学会，日本語教育学会，日本語学会，日本心理学会，日本社会心理学

会，日本語ジェンダー学会，ヨーロッパ日本語教師会，言語処理学会，人工知能学会，大学英語教育学会，
日本語プロフィシェンシー研究学会，計量国語学会，大学日本語教員養成課程研究協議会，International
Association of Applied Linguistics（IAAL/AILA），International Pragmatics Association（IPrA）

【学会等の役員・委員】社会言語科学会理事，日本語用論学会評議員，日本語ジェンダー学会評議員，『日
本語プロフィシェンシー研究学会』査読委員，言語社会心理学研究会（SPLaD）代表

【受賞歴】
2021：CASTEL/J　（日本語教育支援システム研究会　）優秀発表　（「「自然会話リソースバンク　（NCRB：Natural

Conversation Resource Bank）」—新しい形の共同構築型多機能データベースの開発と活用—」）
2021：第 22回国立国語研究所所長賞（『日本語の自然会話分析—BTSJコーパスから見たコミュニケー

ションの解明—』，くろしお出版）
2021：HAIシンポジウム 2021 Impressive Short-paper Award（優秀論文賞（ショート）：「対話型擬人化

エージェントの言語的配慮に対する受容性の異文化比較に関する研究—クラウドソーシングによ
る大規模印象調査—」）

2019：IEEE Computational Intelligence Society Young Researcher Award（“Design of linguistic
behaviors according to driver attributes support agent based on politeness theory”）

2018：ファジィシステムシンポジウム 2018ポスター・デモセッション最優秀発表賞（「ポライトネス理
論に基づく運転支援エージェントの運転者属性と運転状況に応じた言語的振る舞いの設計」）

【2021年度に参画した共同研究】
•基幹型共同研究プロジェクト「日本語学習者のコミュニケーションの多角的解明」サブプロジェクト
「日本語学習者の日本語使用の解明」：リーダー

【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（A）「語用論的分析のための日本語 1000人自然会話コーパスの構築とその多角的研究」，

18H03581：研究代表者
•ROIS機構間連携・文理融合プロジェクト（FS：feasibility study）「ポライトネスにより円滑なコミュ
ニケーションを実現する社会的エージェントの開発」：研究分担者
•新学術領域研究（研究領域提案型）「人間機械共生社会を目指した対話知能システム学」公募研究「ポ
ライトネス理論に基づく親和性の高い対話システムの開発—自然会話コーパスから—」，20H05572：
研究協力者
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【研究業績】
《論文・ブックチャプター》

Tomoki Miyamoto，Daisuke Katagami，and Mayumi Usami
“A politeness control method for conversational agents considering social relationships with users”，
Advances in Artificial Intelligence：Selected Papers from the Annual Conference of Japanese Society
of Artificial Intelligence（JSAI 2020　）（Advances in Intelligent Systems and Computing　），1，pp. 224–231，
2021.7.23.

宇佐美まゆみ，張未未
「観光接触場面における日本語インタラクション—ロシア人留学生の宿泊場面を例に—」，『東海大学
大学院日本語教育学論集』，9号，1–16頁，2022.3.7.

《コーパス・データベース類》
宇佐美まゆみ
「BTSJ日本語自然会話コーパス（トランスクリプト　・音声）2022年 3月NCRB連動版」（データ追加），
2022.3.28.

【講演・口頭発表】
宇佐美まゆみ
「ディスコース・ポライトネス理論と人間機械共生社会におけるコミュニケーション研究」，招待講演，
人工知能学会第 35回全国大会，オンライン，2021.6.8.
宇佐美まゆみ
「自然なコミュニケーション能力を養成するための自然会話を素材とするオンライン教材—ポライト
ネスとプロフィシェンシーの観点から—」，シンポジウムパネル，日本語プロフィシェンシー研究学会
10周年記念シンポジウム，オンライン，2021.6.26.

宇佐美まゆみ，小川都
「「自然会話リソースバンク（NCRB：Natural Conversation Resource Bank）」—新しい形の共同構築
型多機能データベースの開発と活用—」，日本語教育支援システム研究会（CASTEL　/J）第 9回国際研
究集会，オンライン，2021.8.11.
宇佐美まゆみ
「自然会話リソースバンク（NCRB）がもたらす新しい教材作成法と教育支援—自然会話素材の活用と
教室外自律学習の促進に向けて IoT時代の日本語教育を考える」，シンポジウムパネル，カナダ日本語
教育振興会（CAJLE）2021年次大会，オンライン，2021.8.19.

宇佐美まゆみ，小川都
「『BTSJ日本語 1000人自然会話コーパス（完成版・映像付き）』の特徴と活用法」，日本語学会 2021年
度秋季大会，オンライン，2021.10.31.

宇佐美まゆみ，張未未
「観光接触場面における日本語インタラクション—ロシア人留学生の宿泊場面を例に—」，多言語社会
と言語問題シンポジウム 2020–2021，オンライン，2022.3.6.

【研究発表会・講演会・シンポジウムなどの企画・運営】
•第 5回会話・談話研究シンポジウム（PJ最終成果発表会）『BTSJ日本語自然会話コーパス』と『自然
会話リソースバンク（NCRB）』の展開（—その多様な活用法—）（主催：国立国語研究所機関拠点型
基幹研究プロジェクト『日本語学習者のコミュニケーションの多角的解明』サブプロジェクト『日本
語学習者の日本語使用の解明』，共催：科研費基盤研究（A）「語用論的分析のための日本語 1000人自
然会話コーパスの構築とその多角的研究」，科研費挑戦的研究（萌芽）「コミュニケーション能力を高
める自然会話教材の高度共有化—共同体の構築に向けて—」），オンライン，2022.2.26.
•言語処理学会第 28回年次大会（NLP2022）テーマセッション 4：談話研究と対話システム研究，人工知
能研究の連携に向けて（主催：言語処理学会第 28回年次大会（NLP2022）），オンライン，2022.3.14–18.
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【その他の学術的・社会的活動】
•ラジオゲスト出演：「特集「ことばの中に探すSDGs～ことばの力でみんなに優しいくらし～」」，TOKYO

FM「サステナ＊デイズ」.
•査読協力：『日本語プロフィシェンシー研究』（日本語プロフィシェンシー研究学会）
•補佐員・共同研究員の受け入れ

【大学院教育・若手研究者育成】
《講習・チュートリアル》
宇佐美まゆみ
「理論的背景，BTSJのルール，BTSJシステムセット上でのコーディング方法など」，第 17回BTSJ活
用方法講習会，オンライン，2022.2.26.

《大学院非常勤講師》
•國學院大學大学院
•城西国際大学大学院
•東海大学大学院
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「自然なコミュニケーション能力を養成するための自然会話を素材とするオンライン教材—ポライト
ネスとプロフィシェンシーの観点から—」，シンポジウムパネル，日本語プロフィシェンシー研究学会
10周年記念シンポジウム，オンライン，2021.6.26.

宇佐美まゆみ，小川都
「「自然会話リソースバンク（NCRB：Natural Conversation Resource Bank）」—新しい形の共同構築
型多機能データベースの開発と活用—」，日本語教育支援システム研究会（CASTEL　/J）第 9回国際研
究集会，オンライン，2021.8.11.
宇佐美まゆみ
「自然会話リソースバンク（NCRB）がもたらす新しい教材作成法と教育支援—自然会話素材の活用と
教室外自律学習の促進に向けて IoT時代の日本語教育を考える」，シンポジウムパネル，カナダ日本語
教育振興会（CAJLE）2021年次大会，オンライン，2021.8.19.

宇佐美まゆみ，小川都
「『BTSJ日本語 1000人自然会話コーパス（完成版・映像付き）』の特徴と活用法」，日本語学会 2021年
度秋季大会，オンライン，2021.10.31.

宇佐美まゆみ，張未未
「観光接触場面における日本語インタラクション—ロシア人留学生の宿泊場面を例に—」，多言語社会
と言語問題シンポジウム 2020–2021，オンライン，2022.3.6.

【研究発表会・講演会・シンポジウムなどの企画・運営】
•第 5回会話・談話研究シンポジウム（PJ最終成果発表会）『BTSJ日本語自然会話コーパス』と『自然
会話リソースバンク（NCRB）』の展開（—その多様な活用法—）（主催：国立国語研究所機関拠点型
基幹研究プロジェクト『日本語学習者のコミュニケーションの多角的解明』サブプロジェクト『日本
語学習者の日本語使用の解明』，共催：科研費基盤研究（A）「語用論的分析のための日本語 1000人自
然会話コーパスの構築とその多角的研究」，科研費挑戦的研究（萌芽）「コミュニケーション能力を高
める自然会話教材の高度共有化—共同体の構築に向けて—」），オンライン，2022.2.26.
•言語処理学会第 28回年次大会（NLP2022）テーマセッション 4：談話研究と対話システム研究，人工知
能研究の連携に向けて（主催：言語処理学会第 28回年次大会（NLP2022）），オンライン，2022.3.14–18.
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【その他の学術的・社会的活動】
•ラジオゲスト出演：「特集「ことばの中に探すSDGs～ことばの力でみんなに優しいくらし～」」，TOKYO

FM「サステナ＊デイズ」.
•査読協力：『日本語プロフィシェンシー研究』（日本語プロフィシェンシー研究学会）
•補佐員・共同研究員の受け入れ

【大学院教育・若手研究者育成】
《講習・チュートリアル》
宇佐美まゆみ
「理論的背景，BTSJのルール，BTSJシステムセット上でのコーディング方法など」，第 17回BTSJ活
用方法講習会，オンライン，2022.2.26.

《大学院非常勤講師》
•國學院大學大学院
•城西国際大学大学院
•東海大学大学院
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野山広（のやまひろし）研究系（日本語教育研究領域）准教授
【学位】修士（文学）（早稲田大学，1988），修士（日本語応用言語学）（モナシュ大学，1995），修士（教育学）

（早稲田大学，1996）
【学歴】早稲田大学卒業（1985），早稲田大学大学院文学研究科教育学専攻修士課程修了（1988），豪州モナ

シュ大学大学院日本研究科日本語応用言語学専攻修了（1995），早稲田大学大学院教育学研究科国語教
育専攻修士課程修了（1996），早稲田大学大学院文学研究科日本語・日本文化専攻博士後期課程単位取得
退学（2001）

【職歴】文化庁文化部国語課専門職員（日本語教育調査官）（1997），独立行政法人国立国語研究所日本語教
育部門第二領域主任研究員（2004），同領域長（2005），同整備普及グループ長（2006），人間文化研究
機構国立国語研究所日本語教育研究・情報センター上級研究員（2009），同准教授（2010），同研究系
（日本語教育研究領域）准教授（2016）

【専門領域】応用言語学，日本語教育学，基礎教育保障学，社会言語学，多文化・異文化間教育，言語政策・計
画研究

【所属学会】日本語教育学会，基礎教育保障学会，異文化間教育学会，移民政策学会，社会言語科学会，ヨー
ロッパ日本語教師会

【学会等の役員・委員】基礎教育保障学会常任理事・副会長，日本語教育学会編集委員会副委員長（–2021.5）
，異文化間教育学会理事（企画・交流委員会副委員長：–2021.5），多文化社会専門職機構代表理事，日本
語プロフィシェンシー研究学会監事，港区国際化推進アドバイザー会議委員長（座長），立川市第 4次多
文化共生推進プラン検討会議会長

【2021年度に参画した共同研究】
•基幹型共同研究プロジェクト「日本語学習者のコミュニケーションの多角的解明」サブプロジェクト
「日本語学習者の日本語使用の解明」：メンバー

【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（A）「基礎教育を保障する社会の基盤となる日本語リテラシー調査の開発に向けた学際的研
究」，19H00627：研究代表者
•基盤研究（C）「夜間中学における多様な生徒集団がもたらす教育効果の普遍化に向けた学際的研究」，

20K02821：研究分担者
•基盤研究（A）「海外縦断作文　コーパスの　構築に基づく　文章産出能力の発達過程の実証的研究　」，21H04417：
研究分担者

【研究業績】
《著書・編書》
野山広（共著）
『どうする、小学校英語？狂騒曲のあとさき』，慶應義塾大学出版会，2021.11.25.

《論文・ブックチャプター》
野山広
「日本語リテラシー（読み書き）調査の開発に向けた学際的研究—基礎教育を保障する社会の構築を目
指して—」，『部落解放研究』，215号，152–166頁，2021.11.30.

【講演・口頭発表】
野山広
「移民定住者とプロフィシェンシー～日本語の習得、摩滅、喪失の過程とライフを視野に入れつつ～」，
シンポジウムパネル（招待），日本語プロフィシェンシー研究学会（JALP）10周年記念シンポジウム，
オンライン，2021.6.26.

野山広
「第二言語の摩滅（消滅）に関する縦断的研究～複言語・複文化の狭間で～」，第 24回ヨーロッパ日本語
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教育シンポジウム，オンライン，2021.8.27.
野山広
「基礎教育を保障する社会の基盤となる日本語リテラシー調査の意義と留意点」，シンポジウムコーディ
ネーター（招待），基礎教育保障学会研究大会特例課題シンポジウム，オンライン，2021.9.19.

【研究調査】
•OPI（Oral Proficiency Interview）の枠組みを活用した，日本語学習者の会話力，言語生活等に関する
縦断調査のフォローアップ調査（秋田県能代市（電話およびオンライン）），2021.9，2022.3.

【研究発表会・講演会・シンポジウムなどの企画・運営】
•「I-JAS」学習者コーパスシンポジウム &ワークショップ（主催：I-JAS研究会（国立国語研究所日本
語教育研究領域 I-JASグループ）），オンライン（国立国語研究所），2021.5.30.
•オンラインフォーラム：政策評価の在り方について考える～過去・現在・未来～（主催：科研費基盤研
究（A）「基礎教育を保障する社会の基盤となる日本語リテラシー調査の開発に向けた学際的研究」
（19H00627），共催：基礎教育保障学会），オンライン（国立国語研究所），2021.7.31.
•令和 3年度国立国語研究所日本語教師セミナー「地域における日本語教育の展開と共生社会～縦断調
査の結果を踏まえながら」（コーディネーター・企画者）（主催：国立国語研究所，共催：のしろ日本語学
習会，主管：国立国語研究所日本語教育研究領域），オンライン（国立国語研究所），2022.3.27.

【一般向けの講演・セミナーなど】
野山広
「多文化共生施策における地域日本語教育　◯2　　地域日本語教育をめぐる政策的課題について検討・整理す
る。」，2021（令和 3）年度文化庁委託地域日本語教育コーディネーター研修プログラム普及事業，オン
ライン，2021.8.1.
野山広
「多文化共生社会と地域日本語教育」，西東京市「日本語ボランティア入門講座」，オンライン，2021.8.24.
野山広
「母語と日本語の狭間で～言語習得と喪失」，2021年度文化庁事業「難民のための日本語教育初任教師
養成オンライン研修講座」，オンライン，2021.8.28.

野山広
「学びの場の確保と生涯を通した「リテラシー　」教育の重要性～日本語の位置づけの多様性を視野に～」，
東村山市市民カレッジ，東村山市立中央公民館 4階レクリエーションルーム，201.12.18.

野山広
「基礎教育と識字調査の重要性を改めて考える」，夜間中学を全国に！英語字幕版作成記念ドキュメン
タリー映画「こんばんは II」上映と講演の集い，アクロスあらかわ１階ホール，2022.3.26.

野山広
「地域における日本語教育の展開と共生社会～縦断調査の結果を踏まえながら」，令和 3年度国立国語
研究所日本語教師セミナー，オンライン，2022.3.27.

【大学院教育・若手研究者育成】
《大学院非常勤講師》
•東京都立大学大学院
•東海大学大学院
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野山広（のやまひろし）研究系（日本語教育研究領域）准教授
【学位】修士（文学）（早稲田大学，1988），修士（日本語応用言語学）（モナシュ大学，1995），修士（教育学）

（早稲田大学，1996）
【学歴】早稲田大学卒業（1985），早稲田大学大学院文学研究科教育学専攻修士課程修了（1988），豪州モナ

シュ大学大学院日本研究科日本語応用言語学専攻修了（1995），早稲田大学大学院教育学研究科国語教
育専攻修士課程修了（1996），早稲田大学大学院文学研究科日本語・日本文化専攻博士後期課程単位取得
退学（2001）

【職歴】文化庁文化部国語課専門職員（日本語教育調査官）（1997），独立行政法人国立国語研究所日本語教
育部門第二領域主任研究員（2004），同領域長（2005），同整備普及グループ長（2006），人間文化研究
機構国立国語研究所日本語教育研究・情報センター上級研究員（2009），同准教授（2010），同研究系
（日本語教育研究領域）准教授（2016）

【専門領域】応用言語学，日本語教育学，基礎教育保障学，社会言語学，多文化・異文化間教育，言語政策・計
画研究

【所属学会】日本語教育学会，基礎教育保障学会，異文化間教育学会，移民政策学会，社会言語科学会，ヨー
ロッパ日本語教師会

【学会等の役員・委員】基礎教育保障学会常任理事・副会長，日本語教育学会編集委員会副委員長（–2021.5）
，異文化間教育学会理事（企画・交流委員会副委員長：–2021.5），多文化社会専門職機構代表理事，日本
語プロフィシェンシー研究学会監事，港区国際化推進アドバイザー会議委員長（座長），立川市第 4次多
文化共生推進プラン検討会議会長

【2021年度に参画した共同研究】
•基幹型共同研究プロジェクト「日本語学習者のコミュニケーションの多角的解明」サブプロジェクト
「日本語学習者の日本語使用の解明」：メンバー

【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（A）「基礎教育を保障する社会の基盤となる日本語リテラシー調査の開発に向けた学際的研
究」，19H00627：研究代表者
•基盤研究（C）「夜間中学における多様な生徒集団がもたらす教育効果の普遍化に向けた学際的研究」，

20K02821：研究分担者
•基盤研究（A）「海外縦断作文　コーパスの　構築に基づく　文章産出能力の発達過程の実証的研究　」，21H04417：
研究分担者

【研究業績】
《著書・編書》
野山広（共著）
『どうする、小学校英語？狂騒曲のあとさき』，慶應義塾大学出版会，2021.11.25.

《論文・ブックチャプター》
野山広
「日本語リテラシー（読み書き）調査の開発に向けた学際的研究—基礎教育を保障する社会の構築を目
指して—」，『部落解放研究』，215号，152–166頁，2021.11.30.

【講演・口頭発表】
野山広
「移民定住者とプロフィシェンシー～日本語の習得、摩滅、喪失の過程とライフを視野に入れつつ～」，
シンポジウムパネル（招待），日本語プロフィシェンシー研究学会（JALP）10周年記念シンポジウム，
オンライン，2021.6.26.

野山広
「第二言語の摩滅（消滅）に関する縦断的研究～複言語・複文化の狭間で～」，第 24回ヨーロッパ日本語
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教育シンポジウム，オンライン，2021.8.27.
野山広
「基礎教育を保障する社会の基盤となる日本語リテラシー調査の意義と留意点」，シンポジウムコーディ
ネーター（招待），基礎教育保障学会研究大会特例課題シンポジウム，オンライン，2021.9.19.

【研究調査】
•OPI（Oral Proficiency Interview）の枠組みを活用した，日本語学習者の会話力，言語生活等に関する
縦断調査のフォローアップ調査（秋田県能代市（電話およびオンライン）），2021.9，2022.3.

【研究発表会・講演会・シンポジウムなどの企画・運営】
•「I-JAS」学習者コーパスシンポジウム &ワークショップ（主催：I-JAS研究会（国立国語研究所日本
語教育研究領域 I-JASグループ）），オンライン（国立国語研究所），2021.5.30.
•オンラインフォーラム：政策評価の在り方について考える～過去・現在・未来～（主催：科研費基盤研
究（A）「基礎教育を保障する社会の基盤となる日本語リテラシー調査の開発に向けた学際的研究」
（19H00627），共催：基礎教育保障学会），オンライン（国立国語研究所），2021.7.31.
•令和 3年度国立国語研究所日本語教師セミナー「地域における日本語教育の展開と共生社会～縦断調
査の結果を踏まえながら」（コーディネーター・企画者）（主催：国立国語研究所，共催：のしろ日本語学
習会，主管：国立国語研究所日本語教育研究領域），オンライン（国立国語研究所），2022.3.27.

【一般向けの講演・セミナーなど】
野山広
「多文化共生施策における地域日本語教育　◯2　　地域日本語教育をめぐる政策的課題について検討・整理す
る。」，2021（令和 3）年度文化庁委託地域日本語教育コーディネーター研修プログラム普及事業，オン
ライン，2021.8.1.
野山広
「多文化共生社会と地域日本語教育」，西東京市「日本語ボランティア入門講座」，オンライン，2021.8.24.
野山広
「母語と日本語の狭間で～言語習得と喪失」，2021年度文化庁事業「難民のための日本語教育初任教師
養成オンライン研修講座」，オンライン，2021.8.28.

野山広
「学びの場の確保と生涯を通した「リテラシー　」教育の重要性～日本語の位置づけの多様性を視野に～」，
東村山市市民カレッジ，東村山市立中央公民館 4階レクリエーションルーム，201.12.18.

野山広
「基礎教育と識字調査の重要性を改めて考える」，夜間中学を全国に！英語字幕版作成記念ドキュメン
タリー映画「こんばんは II」上映と講演の集い，アクロスあらかわ１階ホール，2022.3.26.
野山広
「地域における日本語教育の展開と共生社会～縦断調査の結果を踏まえながら」，令和 3年度国立国語
研究所日本語教師セミナー，オンライン，2022.3.27.

【大学院教育・若手研究者育成】
《大学院非常勤講師》
•東京都立大学大学院
•東海大学大学院
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福永由佳（ふくながゆか）研究系（日本語教育研究領域）准教授
【学位】博士（日本語教育）（早稲田大学，2019）
【学歴】金沢女子大学文学部英米文学科卒業（1991），ウィスコンシン大学東アジア語学文学学科修士課程修

了（1993），早稲田大学大学院日本語教育研究科博士後期課程研究指導終了により退学（2018）
【職歴】国立国語研究所日本語教育指導普及部日本語教育教材開発室研究員（1998），独立行政法人国立国語

研究所日本語教育部門第一領域研究員（2001），同日本語教育基盤情報センター学習項目グループ研
究員（2006），人間文化研究機構国立国語研究所日本語教育研究・情報センター研究員（2009），研究系
（日本語教育研究領域）研究員（2016），研究系（日本語教育研究領域）准教授（2021）

【専門領域】日本語教育学，社会言語学，多言語使用，識字，移民に対する言語教育政策
【所属学会】日本語教育学会，社会言語科学会，日本言語政策学会，言語管理研究会
【学会等の役員・委員】日本語教育学会学会誌委員，日本言語政策学会理事
【2021年度に参画した共同研究】

•基幹型共同研究プロジェクト「日本語学習者のコミュニケーションの多角的解明」：メンバー
•基幹型共同研究プロジェクト「大規模日常会話コーパスに基づく話し言葉の多角的研究」：メンバー
•共同利用型研究「言語をめぐる社会調査史料の活用法に関する研究」：コーディネーター・メンバー
•第 4期共同研究プロジェクト事前準備研究「多様な言語資源に基づく日本語非母語話者の言語運用の
応用的研究」：班長（生活者識字班）
•第 4期共同研究　プロジェク　ト事前準備研究　「多言語　・多文化社会　における　言語問題に関する研究　」：サブリーダー　
•第 4期に向けての国立国語研究所・国立民族学博物館連携「コミュニケーション共生科学の創成」に
向けた研究システム構築：メンバー

【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（C）「言語レパートリーの構造と形成に関する研究」，20K00623：研究代表者

【講演・口頭発表】
横山詔一，前田忠彦，高田智和，相澤正夫，野山広，福永由佳，朝日祥之
「日本人の読み書き能力 1948年調査の非識字者率における生年の影響」，日本語学会 2021年度春季大
会，オンライン，2021.5.15.

高田智和，久野雅樹，前田忠彦，相澤正夫，福永由佳，横山詔一
「1948年読み書き能力調査の企画書「Literacy Research Program」について」，日本語学会 2021年度
秋季大会 ，オンライン，2021.11.30.

福永由佳
「アイデンティティの重層性と言語使用についての一考察：在日パキスタン人コミュニティの日本人家
族成員の事例から」，語言語管理研究会「多語言語社会と語言語問題シンポジウム 2020–2021」，オン
ライン，2022.3.7.

【研究調査】
•日本に在住するネパール人とフィリピン人対象の言語生活に関するWEB準備調査（パイロット版第

1回目），2021.9–10.
•日本に在住する中国人と韓国人対象の言語生活に関するWEB準備調査（パイロット版第 2回目），

2021.12–2022.2.
•日本に在住する日本人対象の言語生活に関するWEB準備調査（パイロット版第 3回目），2022.2–3.

【研究発表会・講演会・シンポジウムなどの企画・運営】
• 2021年度国立国語研究所日本語教師セミナー（海外）「社会変革を志向する新たな日本語教育—社会
の一員としての日本語学習者と「ケース教材」の実践—」（主催：国立国語研究所，共催：バングラデ
シュ日本語教師会），オンライン（バングラデシュ），2022.3.12.
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【一般向けの講演・セミナーなど】
福永由佳
「ルーブリックと会話の評価」，ジャカルタ国立大学言語芸術学部日本語教育学科主催会話授業研修会，
オンライン（ジャカルタ国立大学（ジャカルタ・インドネシア）），2021.6.15.
福永由佳
「日本語学習者に期待される社会参加と日本語教育の新たな役割」，2021年度国立国語研究所日本語
教師セミナー（海外）「社会変革を志向する新たな日本語教育—社会の一員としての日本語学習者と
「ケース教材」の実践—」，オンライン（バングラデシュ），2022.3.12.

【その他の学術的・社会的活動】
•学術誌『言語政策』査読協力
•学術誌『日本語教育』査読協力
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福永由佳（ふくながゆか）研究系（日本語教育研究領域）准教授
【学位】博士（日本語教育）（早稲田大学，2019）
【学歴】金沢女子大学文学部英米文学科卒業（1991），ウィスコンシン大学東アジア語学文学学科修士課程修

了（1993），早稲田大学大学院日本語教育研究科博士後期課程研究指導終了により退学（2018）
【職歴】国立国語研究所日本語教育指導普及部日本語教育教材開発室研究員（1998），独立行政法人国立国語

研究所日本語教育部門第一領域研究員（2001），同日本語教育基盤情報センター学習項目グループ研
究員（2006），人間文化研究機構国立国語研究所日本語教育研究・情報センター研究員（2009），研究系
（日本語教育研究領域）研究員（2016），研究系（日本語教育研究領域）准教授（2021）

【専門領域】日本語教育学，社会言語学，多言語使用，識字，移民に対する言語教育政策
【所属学会】日本語教育学会，社会言語科学会，日本言語政策学会，言語管理研究会
【学会等の役員・委員】日本語教育学会学会誌委員，日本言語政策学会理事
【2021年度に参画した共同研究】

•基幹型共同研究プロジェクト「日本語学習者のコミュニケーションの多角的解明」：メンバー
•基幹型共同研究プロジェクト「大規模日常会話コーパスに基づく話し言葉の多角的研究」：メンバー
•共同利用型研究「言語をめぐる社会調査史料の活用法に関する研究」：コーディネーター・メンバー
•第 4期共同研究プロジェクト事前準備研究「多様な言語資源に基づく日本語非母語話者の言語運用の
応用的研究」：班長（生活者識字班）
•第 4期共同研究　プロジェク　ト事前準備研究　「多言語　・多文化社会　における　言語問題に関する研究　」：サブリーダー　
•第 4期に向けての国立国語研究所・国立民族学博物館連携「コミュニケーション共生科学の創成」に
向けた研究システム構築：メンバー

【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（C）「言語レパートリーの構造と形成に関する研究」，20K00623：研究代表者

【講演・口頭発表】
横山詔一，前田忠彦，高田智和，相澤正夫，野山広，福永由佳，朝日祥之
「日本人の読み書き能力 1948年調査の非識字者率における生年の影響」，日本語学会 2021年度春季大
会，オンライン，2021.5.15.

高田智和，久野雅樹，前田忠彦，相澤正夫，福永由佳，横山詔一
「1948年読み書き能力調査の企画書「Literacy Research Program」について」，日本語学会 2021年度
秋季大会 ，オンライン，2021.11.30.

福永由佳
「アイデンティティの重層性と言語使用についての一考察：在日パキスタン人コミュニティの日本人家
族成員の事例から」，語言語管理研究会「多語言語社会と語言語問題シンポジウム 2020–2021」，オン
ライン，2022.3.7.

【研究調査】
•日本に在住するネパール人とフィリピン人対象の言語生活に関するWEB準備調査（パイロット版第

1回目），2021.9–10.
•日本に在住する中国人と韓国人対象の言語生活に関するWEB準備調査（パイロット版第 2回目），

2021.12–2022.2.
•日本に在住する日本人対象の言語生活に関するWEB準備調査（パイロット版第 3回目），2022.2–3.

【研究発表会・講演会・シンポジウムなどの企画・運営】
• 2021年度国立国語研究所日本語教師セミナー（海外）「社会変革を志向する新たな日本語教育—社会
の一員としての日本語学習者と「ケース教材」の実践—」（主催：国立国語研究所，共催：バングラデ
シュ日本語教師会），オンライン（バングラデシュ），2022.3.12.
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【一般向けの講演・セミナーなど】
福永由佳
「ルーブリックと会話の評価」，ジャカルタ国立大学言語芸術学部日本語教育学科主催会話授業研修会，
オンライン（ジャカルタ国立大学（ジャカルタ・インドネシア）），2021.6.15.
福永由佳
「日本語学習者に期待される社会参加と日本語教育の新たな役割」，2021年度国立国語研究所日本語
教師セミナー（海外）「社会変革を志向する新たな日本語教育—社会の一員としての日本語学習者と
「ケース教材」の実践—」，オンライン（バングラデシュ），2022.3.12.

【その他の学術的・社会的活動】
•学術誌『言語政策』査読協力
•学術誌『日本語教育』査読協力
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岩崎拓也（いわさきたくや）研究系（日本語教育研究領域）特任助教
【学位】博士（学術）(一橋大学，2020）
【学歴】京都外国語大学外国語学部日本語学科卒業（2010），一橋大学大学院言語社会研究科言語社会専攻修

士課程修了（2017），一橋大学大学院言語社会研究科言語社会専攻博士後期課程修了（2020）
【職歴】吉林華橋外国語学院　外籍講師　（2011），東北師範大学　中国赴日本国留学生予備学校　外籍講師　（2014–2015），

国立国語研究所日本語教育研究領域 プロジェクト非常勤研究員（2017），同 理論・対照研究領域 プロ
ジェクト非常勤研究員（2017），同研究系（日本語教育研究領域）特任助教（2020）

【専門領域】句読法，表記論，日本語教育
【所属学会】日本語教育学会，計量国語学会，社会言語科学会
【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】

•若手研究「定住外国人を対象にした見やすくわかりやすい表記方法の解明」，21K13047：研究代表者
•挑戦的研究（萌芽）「スマホ画面録画機能を用いた日本語学習者の語彙検索行動の解明」，21K18375：
研究分担者

【研究業績】
《総説・解説など》
岩崎拓也
「書評「田窪行則・野田尚史（編）（2020）『データに基づく日本語のモダリティ研究』くろしお出版」」，
『計量国語学』，33巻 2号，96–99頁，2021.9.20.

《その他の出版物・記事》
岩崎拓也
「句読法、テンマルルールわかりやすさのきほん｜第 1回句読点の規則」，『未草：ひつじ書房ウェブ
マガジン』，ひつじ書房，2021.10.4.

岩崎拓也
「句読法、テンマルルールわかりやすさのきほん｜第 2回句読点の成立：戦前・戦後、現代」，『未草：
ひつじ書房ウェブマガジン』，ひつじ書房，2021.11.2.

岩崎拓也
「句読法、テンマルルールわかりやすさのきほん｜第 3回読点の打ち方のコツ：構造、長さ、意味、
リズム、ジャンル」，『未草：ひつじ書房ウェブマガジン』，ひつじ書房，2021.12.1.

岩崎拓也
「句読法、テンマルルールわかりやすさのきほん｜第 4回読点を打つかどうか迷うところ」，『未草：
ひつじ書房ウェブマガジン』，ひつじ書房，2022.1.13.

岩崎拓也
「句読法、テンマルルールわかりやすさのきほん｜第 5回句点をつけるかどうか迷うところ」，『未
草：ひつじ書房ウェブマガジン』，ひつじ書房，2022.2.1.
岩崎拓也
「句読法、テンマルルールわかりやすさのきほん｜第 6回句読点をめぐる研究（前編）」，『未草：ひつ
じ書房ウェブマガジン』，ひつじ書房，2022.3.9.

岩崎拓也，金セッピョル，神野知恵
「vol.073—人文知コミュニケーター Live!第 2回レポート「てん、まる。どんどん、た!」」，『NIHU
MAGAZINE』，2022.3.27.

【講演・口頭発表】
岩崎拓也，福留奈美，伊尾木将之
「クックパッドの料理名におけるオノマトペと記号の基礎分析：ABAB型のオノマトペと顔文字の使
用実態」，ポスター発表，言語資源活用ワークショップ 2021，オンライン，2021.9.13.

168 VI 教員の研究活動と成果

岩崎拓也
「ビジネス文書における始め方と終わり方の特徴」，シンポジウム「ビジネス日本語の研究と教育—文
書改善に必要な条件を探る—」，オンライン，2021.9.25.

岩崎拓也，金セッピョル，神野知恵
「人文知コミュニケーター Live！～異分野研究者クロストーク～「てん、まる。どんどん、た！—句
読点研究者・韓国音楽研究者と一緒に話そう！」」，大学共同利用機関シンポジウム 2021「宇宙・物質・
エネルギー・生命・情報・人間文化：5フロントの知を楽しもう」，オンライン，2021.10.24.

岩崎拓也
「定住外国人のための日本語表記方法についての予備的考察」，招待講演，2021年度台湾日本語文学会
国際シンポジウム—ポストコロナの日本語文学研究—，東呉大学（台湾）・オンライン，2021.12.11.

【一般向けの講演・セミナーなど】
朝日祥之，岩崎拓也
「「ハワイの日本語」の多様性が伝えるもの：日系人社会 150年の言語生活史」，大手町アカデミア×人
間文化研究機構オンライン無料特別講座，オンライン，2021.12.6.

【その他の学術的・社会的活動】
•非常勤講師：東京学芸大学

【大学院教育・若手研究者育成】
《大学院非常勤講師》
•一橋大学大学院

《大学院非常勤講師（集中講義）》
•筑波大学大学院（「人文知コミュニケーション：人文社会科学と自然科学の壁を超える」）
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岩崎拓也（いわさきたくや）研究系（日本語教育研究領域）特任助教
【学位】博士（学術）(一橋大学，2020）
【学歴】京都外国語大学外国語学部日本語学科卒業（2010），一橋大学大学院言語社会研究科言語社会専攻修

士課程修了（2017），一橋大学大学院言語社会研究科言語社会専攻博士後期課程修了（2020）
【職歴】吉林華橋外国語学院　外籍講師　（2011），東北師範大学　中国赴日本国留学生予備学校　外籍講師　（2014–2015），

国立国語研究所日本語教育研究領域 プロジェクト非常勤研究員（2017），同 理論・対照研究領域 プロ
ジェクト非常勤研究員（2017），同研究系（日本語教育研究領域）特任助教（2020）

【専門領域】句読法，表記論，日本語教育
【所属学会】日本語教育学会，計量国語学会，社会言語科学会
【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】

•若手研究「定住外国人を対象にした見やすくわかりやすい表記方法の解明」，21K13047：研究代表者
•挑戦的研究（萌芽）「スマホ画面録画機能を用いた日本語学習者の語彙検索行動の解明」，21K18375：
研究分担者

【研究業績】
《総説・解説など》
岩崎拓也
「書評「田窪行則・野田尚史（編）（2020）『データに基づく日本語のモダリティ研究』くろしお出版」」，
『計量国語学』，33巻 2号，96–99頁，2021.9.20.

《その他の出版物・記事》
岩崎拓也
「句読法、テンマルルールわかりやすさのきほん｜第 1回句読点の規則」，『未草：ひつじ書房ウェブ
マガジン』，ひつじ書房，2021.10.4.

岩崎拓也
「句読法、テンマルルールわかりやすさのきほん｜第 2回句読点の成立：戦前・戦後、現代」，『未草：
ひつじ書房ウェブマガジン』，ひつじ書房，2021.11.2.

岩崎拓也
「句読法、テンマルルールわかりやすさのきほん｜第 3回読点の打ち方のコツ：構造、長さ、意味、
リズム、ジャンル」，『未草：ひつじ書房ウェブマガジン』，ひつじ書房，2021.12.1.

岩崎拓也
「句読法、テンマルルールわかりやすさのきほん｜第 4回読点を打つかどうか迷うところ」，『未草：
ひつじ書房ウェブマガジン』，ひつじ書房，2022.1.13.

岩崎拓也
「句読法、テンマルルールわかりやすさのきほん｜第 5回句点をつけるかどうか迷うところ」，『未
草：ひつじ書房ウェブマガジン』，ひつじ書房，2022.2.1.
岩崎拓也
「句読法、テンマルルールわかりやすさのきほん｜第 6回句読点をめぐる研究（前編）」，『未草：ひつ
じ書房ウェブマガジン』，ひつじ書房，2022.3.9.

岩崎拓也，金セッピョル，神野知恵
「vol.073—人文知コミュニケーター Live!第 2回レポート「てん、まる。どんどん、た!」」，『NIHU
MAGAZINE』，2022.3.27.

【講演・口頭発表】
岩崎拓也，福留奈美，伊尾木将之
「クックパッドの料理名におけるオノマトペと記号の基礎分析：ABAB型のオノマトペと顔文字の使
用実態」，ポスター発表，言語資源活用ワークショップ 2021，オンライン，2021.9.13.
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岩崎拓也
「ビジネス文書における始め方と終わり方の特徴」，シンポジウム「ビジネス日本語の研究と教育—文
書改善に必要な条件を探る—」，オンライン，2021.9.25.

岩崎拓也，金セッピョル，神野知恵
「人文知コミュニケーター Live！～異分野研究者クロストーク～「てん、まる。どんどん、た！—句
読点研究者・韓国音楽研究者と一緒に話そう！」」，大学共同利用機関シンポジウム 2021「宇宙・物質・
エネルギー・生命・情報・人間文化：5フロントの知を楽しもう」，オンライン，2021.10.24.

岩崎拓也
「定住外国人のための日本語表記方法についての予備的考察」，招待講演，2021年度台湾日本語文学会
国際シンポジウム—ポストコロナの日本語文学研究—，東呉大学（台湾）・オンライン，2021.12.11.

【一般向けの講演・セミナーなど】
朝日祥之，岩崎拓也
「「ハワイの日本語」の多様性が伝えるもの：日系人社会 150年の言語生活史」，大手町アカデミア×人
間文化研究機構オンライン無料特別講座，オンライン，2021.12.6.

【その他の学術的・社会的活動】
•非常勤講師：東京学芸大学

【大学院教育・若手研究者育成】
《大学院非常勤講師》
•一橋大学大学院

《大学院非常勤講師（集中講義）》
•筑波大学大学院（「人文知コミュニケーション：人文社会科学と自然科学の壁を超える」）
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浅原正幸（あさはらまさゆき）コーパス開発センター教授
【学位】博士（工学）（奈良先端科学技術大学院大学，2003）
【学歴】京都大学総合人間学部基礎科学科卒業（1998），奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科博士前

期課程修了（2001），奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科博士後期課程短期修了（2003）
【職歴】奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科助手・助教（2004），国立国語研究所コーパス開発セン

ター特任准教授（2012），同言語資源研究系准教授（2014），同コーパス開発センター准教授（2016），
同コーパス開発センター教授（2019）

【専門領域】自然言語処理
【所属学会】言語処理学会，言語学会，日本語学会
【学会等の役員・委員】言語処理学会論文誌副編集長・第 26回年次大会プログラム委員
【受賞歴】

2021：言語処理学会第 27回年次大会委員特別賞（栗林樹生，大関洋平，伊藤拓海，吉田遼，浅原正幸，乾
健太郎「予測の正確な言語モデルがヒトらしいとは限らない」，言語処理学会）

2021：電気情報通信学会言語理解とコミュニケーション研究会 2020年優秀発表賞（久本空海，山村崇，
勝田哲弘，竹林佑斗，高岡一馬，内田佳孝，岡照晃，浅原正幸「chiVe：製品利用可能な日本語単語
ベクトル資源の実現へ向けて～形態素解析器 Sudachiと超大規模ウェブコーパスNWJCによる
分散表現の獲得と改良～」，電気情報通信学会）

2020：言語処理学会第 26回年次大会言語資源賞（浅原正幸，加藤祥「BERTed-BCCWJ：多層文脈化単
語埋め込み情報を付与した『現代日本語書き言葉均衡コーパス』データ」，言語資源協会・言語処
理学会）

2019：言語処理学会論文誌『自然言語処理』2018年度論文賞（浅原正幸「名詞句の情報の状態と読み時
間について」）

2019：言語処理学会第 25回年次大会言語資源賞（浅原正幸「クラウドソーシングによる単語親密度の推
定」，言語資源協会・言語処理学会）

2014：言語処理学会論文誌『自然言語処理』2013年度論文賞（吉川克正，浅原正幸，松本裕治「Markov
Logicによる日本語述語項構造解析」）

2011：Best paper award of the 7th International Conference on Natural Language Processing and
Knowledge Engineering（Yanyan Luo，Masayuki Asahara，and Yuji Matsumoto “Dual Decom-
position for Predicate-Argument Structure Analysis”）

2010：The Best Paper Award of the SMBM2010（the Fourth International Symposium on Semantic
Mining in Biomedicine）（Katsumasa Yoshikawa，Tsutomu Hirao，Sebastian Riedel，Masayuki
Asahara，Yuji Matsumoto “Coreference Based Event-Argument Relation Extraction on Biomed-
ical Text”）

2008：言語処理学会第 14回年次大会優秀発表賞（岩立将和，浅原正幸，松本裕治「トーナメントモデル
を用いた日本語係り受け解析」）

2003：平成 15年度情報処理学会山下記念研究賞（浅原正幸「日本語固有表現抽出における冗長的な形態
素解析の利用」）

【2021年度に参画した共同研究】
•基幹型共同研究プロジェクト「通時コーパスの構築と日本語史研究の新展開」：メンバー
•基幹型共同研究プロジェクト「大規模日常会話コーパスに基づく話し言葉の多角的研究」：メンバー
•基幹型共同研究プロジェクト「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」：メンバー
•共同利用型（公募型）共同研究プロジェクト「大規模コーパスを利用した言語処理の計算心理言語学
的研究」：コーディネーター
•共同利用型（公募型）共同研究プロジェクト「単語分散表現と文脈依存単語埋め込み表現を利用した
語義の埋め込み表現の構築」：コーディネーター

170 VI 教員の研究活動と成果

•基礎研究「コーパスアノテーションの拡張・統合・自動化に関する基礎研究」：リーダー
【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】

•基盤研究（A）「日本語歴史コーパスに対する統語・意味情報アノテーション」，17H00917：研究代表者
•挑戦的研究（萌芽）「コーパスからの比喩表現収集とその分析」，18K18519：研究代表者
•基盤研究（C）「文体分析を目的としたコーパスの文書情報拡張及びその利用」，18K00634：研究分担者
•新学術領域研究（研究領域提案型）「言語による時間生成」，18H05521：研究分担者
•基盤研究（C）「修辞機能と脱文脈化の観点からの日常談話テキスト分析」，19K00588：研究分担者
•基盤研究（C）「多義語に対するプロトタイプ　義の量的分析—クラウドソーシングによる　大規模調査—」，

19K00591：研究分担者
•基盤研究（C）「シソーラスの整備・拡張のための分類基準の作成と活用」，19K00655：研究分担者
•高エネルギー加速器研究機構平成 31年度機構間連携・異分野連携研究プロジェクト「知性と認識の
情報神経物理学」：共同研究員
•生理学研究所生体機能イメージング　共同利用「機械学習と fMRIを用いた抒情の生じるメカニズムの　解明」
•共同研究（株式会社ワークスアプリケーションズ　）「国語研ウェブコーパスを用いた分散表現データ構築」
•共同研究（株式会社リクルート）「日本語版Universal Dependenciesに基づく日本語依存構造解析モ
デルの研究開発」
•共同研究（株式会社レトリバ）「話し言葉に特化した分散表現データ構築」
•共同研究（株式会社 LegalForce）「日本語単語形態素解析器の研究開発」

【研究業績】
《論文・ブックチャプター》

Tatsuki Kuribayashi，Yohei Oseki，Takumi Ito，Ryo Yoshida，Masayuki Asahara，and Kentaro Inui
“Lower Perplexity is Not Always Human-Like　”，Proceedings of the 59th Annual Meeting of the Association　
forComputationalLinguistics and the11th International JointConferenceonNaturalLanguageProcessing　
（Volume 1：Long Papers），pp. 5203–5217，2021.7，DOI：10.18653/v1/2021.acl-long.405.
加藤祥，森山奈々美，浅原正幸
「『現代日本語書き言葉均衡コーパス』書籍サンプルのNDC情報増補：NDC情報を用いた随筆の抽出
と文体調査」，『国立国語研究所論集』，21号，65–84頁，2021.7，DOI：10.15084/00003437.

Chenjing Geng，Fei Cheng，Masayuki Asahara，Lis Kanashiro Pereira，and Ichiro Kobayashi
“Dependency Enhanced Contextual Representations for Japanese Temporal Relation Classification”，
Proceedings of the 35th Pacific Asia Conference on Language，Information and Computation，
pp. 31–41，2021.11.

Sachi Kato，Masayuki Asahara，Nanami Moriyama，Asami Ogiwara，and Makoto Yamazaki
“The Annotation of Antonym Information in the ‘Word List by Semantic Principles’”，Proceedings
of the 35th Pacific Asia Conference on Language，Information and Computation，pp. 90–99，2021.11.

Lis Pereira，Fei Cheng，Masayuki Asahara，and Ichiro Kobayashi
“ALICE++：Adversarial Training for Robust and Effective Temporal Reasoning”，Proceedings of the
35th Pacific Asia Conference on Language，Information and Computation，pp. 377–386，2021.11.

加藤祥，浅原正幸
「IPAL用言例文への印象評定情報付与と代表義　・典型用例の抽出　」，『計量国語学　』，33巻 3号，178–193頁，
2021.12.

Mai Omura，Aya Wakasa，and Masayuki Asahara
“Word delimitation issues in UD Japanese”，Proceedings of the Fifth Workshop on Universal
Dependencies（UDW，SyntaxFest 2021），pp. 142–150，2021.12.
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浅原正幸（あさはらまさゆき）コーパス開発センター教授
【学位】博士（工学）（奈良先端科学技術大学院大学，2003）
【学歴】京都大学総合人間学部基礎科学科卒業（1998），奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科博士前

期課程修了（2001），奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科博士後期課程短期修了（2003）
【職歴】奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科助手・助教（2004），国立国語研究所コーパス開発セン

ター特任准教授（2012），同言語資源研究系准教授（2014），同コーパス開発センター准教授（2016），
同コーパス開発センター教授（2019）

【専門領域】自然言語処理
【所属学会】言語処理学会，言語学会，日本語学会
【学会等の役員・委員】言語処理学会論文誌副編集長・第 26回年次大会プログラム委員
【受賞歴】

2021：言語処理学会第 27回年次大会委員特別賞（栗林樹生，大関洋平，伊藤拓海，吉田遼，浅原正幸，乾
健太郎「予測の正確な言語モデルがヒトらしいとは限らない」，言語処理学会）

2021：電気情報通信学会言語理解とコミュニケーション研究会 2020年優秀発表賞（久本空海，山村崇，
勝田哲弘，竹林佑斗，高岡一馬，内田佳孝，岡照晃，浅原正幸「chiVe：製品利用可能な日本語単語
ベクトル資源の実現へ向けて～形態素解析器 Sudachiと超大規模ウェブコーパスNWJCによる
分散表現の獲得と改良～」，電気情報通信学会）

2020：言語処理学会第 26回年次大会言語資源賞（浅原正幸，加藤祥「BERTed-BCCWJ：多層文脈化単
語埋め込み情報を付与した『現代日本語書き言葉均衡コーパス』データ」，言語資源協会・言語処
理学会）

2019：言語処理学会論文誌『自然言語処理』2018年度論文賞（浅原正幸「名詞句の情報の状態と読み時
間について」）

2019：言語処理学会第 25回年次大会言語資源賞（浅原正幸「クラウドソーシングによる単語親密度の推
定」，言語資源協会・言語処理学会）

2014：言語処理学会論文誌『自然言語処理』2013年度論文賞（吉川克正，浅原正幸，松本裕治「Markov
Logicによる日本語述語項構造解析」）

2011：Best paper award of the 7th International Conference on Natural Language Processing and
Knowledge Engineering（Yanyan Luo，Masayuki Asahara，and Yuji Matsumoto “Dual Decom-
position for Predicate-Argument Structure Analysis”）

2010：The Best Paper Award of the SMBM2010（the Fourth International Symposium on Semantic
Mining in Biomedicine）（Katsumasa Yoshikawa，Tsutomu Hirao，Sebastian Riedel，Masayuki
Asahara，Yuji Matsumoto “Coreference Based Event-Argument Relation Extraction on Biomed-
ical Text”）

2008：言語処理学会第 14回年次大会優秀発表賞（岩立将和，浅原正幸，松本裕治「トーナメントモデル
を用いた日本語係り受け解析」）

2003：平成 15年度情報処理学会山下記念研究賞（浅原正幸「日本語固有表現抽出における冗長的な形態
素解析の利用」）

【2021年度に参画した共同研究】
•基幹型共同研究プロジェクト「通時コーパスの構築と日本語史研究の新展開」：メンバー
•基幹型共同研究プロジェクト「大規模日常会話コーパスに基づく話し言葉の多角的研究」：メンバー
•基幹型共同研究プロジェクト「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」：メンバー
•共同利用型（公募型）共同研究プロジェクト「大規模コーパスを利用した言語処理の計算心理言語学
的研究」：コーディネーター
•共同利用型（公募型）共同研究プロジェクト「単語分散表現と文脈依存単語埋め込み表現を利用した
語義の埋め込み表現の構築」：コーディネーター
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•基礎研究「コーパスアノテーションの拡張・統合・自動化に関する基礎研究」：リーダー
【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】

•基盤研究（A）「日本語歴史コーパスに対する統語・意味情報アノテーション」，17H00917：研究代表者
•挑戦的研究（萌芽）「コーパスからの比喩表現収集とその分析」，18K18519：研究代表者
•基盤研究（C）「文体分析を目的としたコーパスの文書情報拡張及びその利用」，18K00634：研究分担者
•新学術領域研究（研究領域提案型）「言語による時間生成」，18H05521：研究分担者
•基盤研究（C）「修辞機能と脱文脈化の観点からの日常談話テキスト分析」，19K00588：研究分担者
•基盤研究（C）「多義語に対するプロトタイプ　義の量的分析—クラウドソーシングによる　大規模調査—」，

19K00591：研究分担者
•基盤研究（C）「シソーラスの整備・拡張のための分類基準の作成と活用」，19K00655：研究分担者
•高エネルギー加速器研究機構平成 31年度機構間連携・異分野連携研究プロジェクト「知性と認識の
情報神経物理学」：共同研究員
•生理学研究所生体機能イメージング　共同利用「機械学習と fMRIを用いた抒情の生じるメカニズムの　解明」
•共同研究（株式会社ワークスアプリケーションズ　）「国語研ウェブコーパスを用いた分散表現データ構築」
•共同研究（株式会社リクルート）「日本語版Universal Dependenciesに基づく日本語依存構造解析モ
デルの研究開発」
•共同研究（株式会社レトリバ）「話し言葉に特化した分散表現データ構築」
•共同研究（株式会社 LegalForce）「日本語単語形態素解析器の研究開発」

【研究業績】
《論文・ブックチャプター》

Tatsuki Kuribayashi，Yohei Oseki，Takumi Ito，Ryo Yoshida，Masayuki Asahara，and Kentaro Inui
“Lower Perplexity is Not Always Human-Like　”，Proceedings of the 59th Annual Meeting of the Association　
forComputationalLinguistics and the11th International JointConferenceonNaturalLanguageProcessing　
（Volume 1：Long Papers），pp. 5203–5217，2021.7，DOI：10.18653/v1/2021.acl-long.405.
加藤祥，森山奈々美，浅原正幸
「『現代日本語書き言葉均衡コーパス』書籍サンプルのNDC情報増補：NDC情報を用いた随筆の抽出
と文体調査」，『国立国語研究所論集』，21号，65–84頁，2021.7，DOI：10.15084/00003437.

Chenjing Geng，Fei Cheng，Masayuki Asahara，Lis Kanashiro Pereira，and Ichiro Kobayashi
“Dependency Enhanced Contextual Representations for Japanese Temporal Relation Classification”，
Proceedings of the 35th Pacific Asia Conference on Language，Information and Computation，
pp. 31–41，2021.11.

Sachi Kato，Masayuki Asahara，Nanami Moriyama，Asami Ogiwara，and Makoto Yamazaki
“The Annotation of Antonym Information in the ‘Word List by Semantic Principles’”，Proceedings
of the 35th Pacific Asia Conference on Language，Information and Computation，pp. 90–99，2021.11.

Lis Pereira，Fei Cheng，Masayuki Asahara，and Ichiro Kobayashi
“ALICE++：Adversarial Training for Robust and Effective Temporal Reasoning”，Proceedings of the
35th Pacific Asia Conference on Language，Information and Computation，pp. 377–386，2021.11.

加藤祥，浅原正幸
「IPAL用言例文への印象評定情報付与と代表義　・典型用例の抽出　」，『計量国語学　』，33巻 3号，178–193頁，
2021.12.

Mai Omura，Aya Wakasa，and Masayuki Asahara
“Word delimitation issues in UD Japanese”，Proceedings of the Fifth Workshop on Universal
Dependencies（UDW，SyntaxFest 2021），pp. 142–150，2021.12.
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【講演・口頭発表】
浅原正幸，加藤祥
「『現代日本語書き言葉均衡コーパス』書籍サンプルの読み時間の分析」，日本語学会 2021年度春季大
会，オンライン，2021.5.15.

Shotaro Shiba Funai，Satoshi Iso，Junichi Chikazoe，Naokazu Goda，Teppei Matsui，Daichi Mochihashi，
Shinsuke Koyama，Masayuki Asahara，Yutaka Shikano，Hirono Kawashima，Norihiro Sadato

“Comparison of neural activity for appreciation of Japanese tanka in human brain and artificial
intelligence”，ポスター発表，The 44th Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society The 1st
CJK International Meeting，神戸コンベンションセンター，2021.7.28–31.

山村崇，勝田哲弘，髙岡一馬，内田佳孝，岡照晃，浅原正幸
「chiTra：Sudachiによる日本語事前学習モデルの公開に向けて」，NLP若手の会（YANS）第 16回シ
ンポジウム，オンライン，2021.8.30–31.
須藤百香，小出（間島）直子，浅原正幸，山口裕人，久保理恵子，西本伸志，小林一郎
「動画像視聴時の言語刺激に基づく脳活動状態推定の一考察」，講演論文集，第 37回ファジィシステム
シンポジウム（FSS2021），オンライン，2021.9.13–15.

浅原正幸，川﨑采香，上原泉，酒井裕，須藤百香，小林一郎，越智綾子
「「過去」「未来」を主題にした作文の文体分析　」，日本語学会　 2021年度秋季大会　，オンライン　，2021.10.30–31.
浅原正幸
「クラウドソーシングによる単語親密度データの構築（2021年版）」，発表論文集，言語処理学会第 28
回年次大会，オンライン，2022.3.15–19.

浅原正幸
「日本語の語彙力と読み時間について」，発表論文集，言語処理学会第 28回年次大会，オンライン，
2022.3.15–19.

加藤祥，浅原正幸
「『現代日本語書き言葉均衡コーパス』に対する印象評定情報付与」，発表論文集，言語処理学会第 28回
年次大会，オンライン，2022.3.15–19.

大村舞，若狭絢，浅原正幸
「国語研長単位に基づくUD Japanese」，発表論文集，言語処理学会第 28回年次大会，オンライン，
2022.3.15–19.

浅原正幸，若狭絢
「『日本語日常会話コーパス』に対する係り受け情報アノテーション」，発表論文集，言語処理学会第 28
回年次大会，オンライン，2022.3.15–19.

松田寛，大村舞，浅原正幸
「UD Japaneseに基づく国語研長単位解析系の構築」，発表論文集，言語処理学会第 28回年次大会，オ
ンライン，2022.3.15–19.

加藤祥，菊地礼，浅原正幸
「『現代日本語書き言葉均衡コーパス』に対するMIPに基づく比喩表現情報の付与」，発表論文集，言
語処理学会第 28回年次大会，オンライン，2022.3.15–19.
谷口巴，上原泉，川﨑采香，浅原正幸，酒井裕，越智綾子，小林一郎
「トピックモデルを用いた年代別作文の時間に関する認識の分析」，発表論文集，言語処理学会第 28回
年次大会，オンライン，2022.3.15–19.

木村麻友子，Lis Kanashiro Pereira，浅原正幸，Fei Cheng，越智綾子，小林一郎
「時間的常識理解へ向けた効果的なマスク言語モデルの検証」，発表論文集，言語処理学会第 28回年次
大会，オンライン，2022.3.15–19.
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中町礼文，佐藤敏紀，西内沙恵，浅原正幸，奥村学
「日本語能力試験に基づく日本語文の難易度推定」，発表論文集，言語処理学会第 28回年次大会，オン
ライン，2022.3.15–19.

勝田哲弘，林政義，山村崇，Tolmachev Arseny，高岡一馬，内田佳孝，浅原正幸
「単語正規化による表記ゆれに頑健な BERTモデルの構築」，発表論文集，言語処理学会第 28回年次
大会，オンライン，2022.3.15–19.

【その他の学術的・社会的活動】
•日本言語学会：大会運営委員
•The 16th Conference of the European Chapter of the Association for Computational Linguistics
（EACL 2021）：Program Committee
•The 13th International Conference on Language Resources and Evaluation（LREC-2022）：Area Chair

【大学院教育・若手研究者育成】
•博士論文審査：1件
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石本祐一（いしもとゆういち）コーパス開発センター特任助教（–2022.01）
【学位】博士（情報科学）（北陸先端科学技術大学院大学，2004）
【学歴】宇都宮大学工学部卒業（1997），北陸先端科学技術大学院大学情報科学研究科情報処理学専攻博士

前期課程修了（2000），北陸先端科学技術大学院大学情報科学研究科情報処理学専攻博士後期課程修了
（2004）

【職歴】東京工科大学メディア学部助手（2007），同助教（2009），人間文化研究機構国立国語研究所プロ
ジェクト非常勤研究員（2010），情報システム研究機構国立情報学研究所特任研究員（2010），人間文化研
究機構国立国語研究所プロジェクト非常勤研究員（2013），同研究情報資料センター特任助教（2013），
同コーパス開発センター特任助教（2017）

【専門領域】音声工学，音響音声学
【所属学会】日本音響学会，電子情報通信学会
【受賞歴】

2016：Oriental COCOSDA 2016 ITN Best Paper Award

【2021年度に参画した共同研究】
•基礎研究「コーパスアノテーションの拡張・統合・自動化に関する基礎研究」：メンバー
•基幹型共同研究プロジェクト「大規模日常会話コーパスに基づく話し言葉の多角的研究」：メンバー

【2021年度に実施した科研費・外部資金による研究課題】
•基盤研究（B）「リアルタイムMRI動画による日本語調音運動データベースの構築と公開」，20H01265：
研究分担者
•基盤研究（C）「自発会話コーパスを用いた「会話の間合い」に関わる音声・言語特徴の解明」，18K11514：
研究代表者
•基盤研究（A）「日常場面と特定場面の日本語会話コーパスの構築と言語・相互行為研究の新展開」，

17H00914：研究分担者
【講演・口頭発表】

石本祐一
「『日本語日常会話コーパス』で観察される日常会話音声の F0の多様性」，ポスター発表，言語資源活
用ワークショップ 2021，オンライン，2021.9.13.
石本祐一
「『日本語日常会話コーパス』にみる日常会話音声の基本周波数の多様性」，ポスター発表，シンポジウ
ム「日常会話コーパス」VII，オンライン，2022.3.7.
北村達也，高野佐代子，石本祐一
「コロナ禍における音声収録に関するアンケート調査」，ポスター発表，日本音響学会 2022年春季研究
発表会，オンライン，2022.3.9.

【その他の学術的・社会的活動】
•日本音響学会音声研究会幹事
•国立情報学研究所音声資源コンソーシアム委員
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VII 資料
1 運営会議

運営会議規程
•委員は 20名以内，内過半数は所外の学識経験者。
•所内委員は，副所長，研究主幹，センター長，その他所長の氏名する教授又は客員教授若干名。
•会議は所長の求めに応じ，議長がこれを招集する。
•委員の過半数の出席がなければ議事を開き，議決することができない。
•会議の議事は出席した委員の過半数で決し，可否同数のときは議長の決するところによる。
•専門的事項について審議を行うための専門委員会（所長候補者選考委員会，人事委員会，審査委員会）を置
くことができる。
•議長は，必要に応じて委員以外の者に出席を求め，意見を聴取することができる。

2021年度の開催状況
•第 1回［2021年 4月 8日（書面審議）］

▶ 審議事項
1. 前回議事概要（案）について
2. 人事委員会委員の選出について

•第 2回［2021年 6月 28日 15:00–17:00（Web会議）］
▶ 議事概要確認

1. 前回議事概要（案）について
▶ 審議事項

1. 研究教育職員（日本語又は琉球諸語の記述文法）の選考について
2. 研究教育職員（日本語教育及び関連分野）の選考について
3. 国立国語研究所審査委員会規程の制定及び関連規程の改正について
4. 国立国語研究所審査委員会委員の選出について
5. その他

▶ 報告事項
1. 令和 2事業年度に係る業務の実績に関する報告書について
2. 令和 3年度計画について
3. 令和 4年度概算要求（案）について
4. 総合研究大学院大学のコース設置準備について
5. 国立国語研究所の活動について
6. その他

◦テニュアトラック助教採用に関する進捗報告
◦運営会議委員の任期について

•第 3回［2021年 8月 2日（書面審議）］
▶ 審議事項

1. 前回議事概要（案）について
2. 令和 3年度「共同利用型共同研究（登録型）」の決定について

▶ 報告事項
1. 次期運営会議委員の任期（令和 3年 10月 1日開始）について

•第 4回［2021年 9月 15日（書面審議）］
▶ 審議事項

1. 前回議事概要（案）について
2. 「共同利用型共同研究（登録型）」の決定について
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•第 5回［2021年 10月 13日（書面審議）］
▶ 審議事項

1. 前回議事概要（案）について
2. 「共同利用型共同研究（登録型）」の決定について

•第 6回［2021年 11月 8日 15:00–17:00（Web会議）］
▶ 副議長選出・議事概要確認

1. 副議長の選出について
2. 前回議事概要（案）について

▶ 審議事項
1. 所長候補者の選考のスケジュールについて
2. 特任助教（コーパス開発センター）の公募について
3. 共同利用型共同研究（共同利用型・登録型・言語資源型）審査方法の変更について
4. その他

▶ 報告事項
1. 国立国語研究所審査委員会報告について
2. 令和 2年度外部評価報告書について
3. 第 3期中期目標期間（4年目終了時評価）に係る業務の実績に関する評価結果について
4. 総合研究大学院大学のコース設置準備について
5. 第 3期中期目標期間終了時評価について
6. その他

◦テニュアトラック助教採用に関する進捗状況について
•第 7回［2021年 11月 30日（書面審議）］

▶ 審議事項
1. 前回議事概要（案）について
2. 「共同利用型共同研究（登録型）」及び「共同利用型共同研究（言語資源型）」の決定について
3. 令和 4年度「共同利用型共同研究」の決定について

•第 8回［2021年 12月 14日（書面審議）］
▶ 審議事項

1. 前回議事概要（案）について
2. 「共同利用型共同研究（言語資源型）」の決定について
3. 令和 4年度「共同利用型共同研究」の決定について

•第 9回［2021年 12月 16日（書面審議）］
▶ 審議事項

1. 国立国語研究所審査委員会委員の選出について
•第 10回［2022年 1月 7日（書面審議）］

▶ 審議事項
1. 令和 3年度運営会議（第 8回）書面審議議事概要（案）について
2. 令和 3年度運営会議（第 9回）書面審議議事概要（案）について
3. 「共同利用型共同研究（登録型）」の決定について

•第 11回［2022年 2月 21日 13:30–16:00（Web会議）］
▶ 副議長選出・議事概要確認

1. 副議長の選出について
2. 前回議事概要（案）について

▶ 審議事項
1. 特任助教（コーパス開発センター）の選考について
2. 客員教員の採用について
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1 運営会議

運営会議規程
•委員は 20名以内，内過半数は所外の学識経験者。
•所内委員は，副所長，研究主幹，センター長，その他所長の氏名する教授又は客員教授若干名。
•会議は所長の求めに応じ，議長がこれを招集する。
•委員の過半数の出席がなければ議事を開き，議決することができない。
•会議の議事は出席した委員の過半数で決し，可否同数のときは議長の決するところによる。
•専門的事項について審議を行うための専門委員会（所長候補者選考委員会，人事委員会，審査委員会）を置
くことができる。
•議長は，必要に応じて委員以外の者に出席を求め，意見を聴取することができる。

2021年度の開催状況
•第 1回［2021年 4月 8日（書面審議）］

▶ 審議事項
1. 前回議事概要（案）について
2. 人事委員会委員の選出について

•第 2回［2021年 6月 28日 15:00–17:00（Web会議）］
▶ 議事概要確認

1. 前回議事概要（案）について
▶ 審議事項

1. 研究教育職員（日本語又は琉球諸語の記述文法）の選考について
2. 研究教育職員（日本語教育及び関連分野）の選考について
3. 国立国語研究所審査委員会規程の制定及び関連規程の改正について
4. 国立国語研究所審査委員会委員の選出について
5. その他

▶ 報告事項
1. 令和 2事業年度に係る業務の実績に関する報告書について
2. 令和 3年度計画について
3. 令和 4年度概算要求（案）について
4. 総合研究大学院大学のコース設置準備について
5. 国立国語研究所の活動について
6. その他

◦テニュアトラック助教採用に関する進捗報告
◦運営会議委員の任期について

•第 3回［2021年 8月 2日（書面審議）］
▶ 審議事項

1. 前回議事概要（案）について
2. 令和 3年度「共同利用型共同研究（登録型）」の決定について

▶ 報告事項
1. 次期運営会議委員の任期（令和 3年 10月 1日開始）について

•第 4回［2021年 9月 15日（書面審議）］
▶ 審議事項

1. 前回議事概要（案）について
2. 「共同利用型共同研究（登録型）」の決定について
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2. 令和 3年度計画について
3. 令和 4年度概算要求（案）について
4. 総合研究大学院大学のコース設置準備について
5. 国立国語研究所の活動について
6. その他

◦テニュアトラック助教採用に関する進捗報告
◦運営会議委員の任期について

•第 3回［2021年 8月 2日（書面審議）］
▶ 審議事項

1. 前回議事概要（案）について
2. 令和 3年度「共同利用型共同研究（登録型）」の決定について

▶ 報告事項
1. 次期運営会議委員の任期（令和 3年 10月 1日開始）について

•第 4回［2021年 9月 15日（書面審議）］
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•第 5回［2021年 10月 13日（書面審議）］
▶ 審議事項

1. 前回議事概要（案）について
2. 「共同利用型共同研究（登録型）」の決定について

•第 6回［2021年 11月 8日 15:00–17:00（Web会議）］
▶ 副議長選出・議事概要確認

1. 副議長の選出について
2. 前回議事概要（案）について

▶ 審議事項
1. 所長候補者の選考のスケジュールについて
2. 特任助教（コーパス開発センター）の公募について
3. 共同利用型共同研究（共同利用型・登録型・言語資源型）審査方法の変更について
4. その他

▶ 報告事項
1. 国立国語研究所審査委員会報告について
2. 令和 2年度外部評価報告書について
3. 第 3期中期目標期間（4年目終了時評価）に係る業務の実績に関する評価結果について
4. 総合研究大学院大学のコース設置準備について
5. 第 3期中期目標期間終了時評価について
6. その他

◦テニュアトラック助教採用に関する進捗状況について
•第 7回［2021年 11月 30日（書面審議）］

▶ 審議事項
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2. 「共同利用型共同研究（登録型）」及び「共同利用型共同研究（言語資源型）」の決定について
3. 令和 4年度「共同利用型共同研究」の決定について

•第 8回［2021年 12月 14日（書面審議）］
▶ 審議事項

1. 前回議事概要（案）について
2. 「共同利用型共同研究（言語資源型）」の決定について
3. 令和 4年度「共同利用型共同研究」の決定について

•第 9回［2021年 12月 16日（書面審議）］
▶ 審議事項

1. 国立国語研究所審査委員会委員の選出について
•第 10回［2022年 1月 7日（書面審議）］

▶ 審議事項
1. 令和 3年度運営会議（第 8回）書面審議議事概要（案）について
2. 令和 3年度運営会議（第 9回）書面審議議事概要（案）について
3. 「共同利用型共同研究（登録型）」の決定について

•第 11回［2022年 2月 21日 13:30–16:00（Web会議）］
▶ 副議長選出・議事概要確認

1. 副議長の選出について
2. 前回議事概要（案）について

▶ 審議事項
1. 特任助教（コーパス開発センター）の選考について
2. 客員教員の採用について
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3. 名誉教授候補者の選考について
4. 共同利用型共同研究（登録型・言語資源型）の審査方法の変更について
5. 人文機構基金への寄附の受入れについて
6. その他

▶ 報告事項
1. 国立国語研究所審査委員会報告について
2. 所長候補者の選考のスケジュールについて
3. 令和 3事業年度に係る業務の実績に関する報告書（案）について
4. 第 4期における研究所の改組について
5. 令和 4年 4月からの共同研究プロジェクトについて
6. 第 4期中期目標・中期計画について
7. 令和 4年度運営費交付金等について
8. テニュアトラック助教採用に関する進捗状況について
9. 国立国語研究所の活動について
10.その他

運営会議の下に置かれる専門委員会
（1）所長候補者選考委員会
•所長候補者選考委員会規程

▶ 委員会の任務は，被推薦者名簿の作成，適任者名簿の作成，その他所長選考に必要な予備的事項に関す
ることを行う。

▶ 委員会は運営会議委員のうち運営会議議長が指名する研究所内の者及び研究所外の者若干名で組織する
（研究所内の委員を過半数とする）。
▶ 委員の任期は 1年とし再任を妨げない。欠員の後任者の任期は前任者の残任期間とする。
▶ 委員の過半数の出席がなければ議事を開き，議決することができない。
▶ 委員会の議事は，出席した委員の過半数で決し，可否同数のときは議長の決するところによる。
▶ 委員長は必要に応じて委員以外の者に出席を求め，意見を聴取することができる。

（2）人事委員会
•人事委員会規程

▶ 委員会は研究所の研究教育職員の採用及び昇任人事に係る候補者の選考に関する事項の審議を行う。
▶ 委員会は運営会議委員のうち運営会議議長が指名する，研究所外の者及び研究所内の者若干名で組織する。
▶ 委員の任期は 1年とし，再任を妨げない。欠員の後任者の任期は前任者の残任期間とする。
▶ 委員会は委員の過半数の出席で議事を開催する。
▶ 委員会の議事は出席した委員の過半数で決し，可否同数のときは委員長の決するところによる。
▶ 委員長は必要に応じて委員以外の者に出席を求め，意見を聴取することができる。

•人事委員会審議状況
▶ 2021年 4月 14日（第 1回），2021年 6月 14日（第 2回）
◦研究系教授として松下達彦氏を運営会議に推薦
◦研究系准教授として中川奈津子特任助教を運営会議に推薦

▶ 2021年 11月 12日（第 3回）
◦人事委員会委員長として石黒圭委員を選任

▶ 2021年 11月 16日（第 4回），2022年 2月 7日（第 5回）
◦コーパス開発センター特任助教として川端良子氏を運営会議に推薦

2 評価体制
国立国語研究所では，効率的かつ効果的な自己点検・評価を実施し，その評価結果を適切に業務運営に反
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映させるため，自己点検・評価委員会を設置している。この自己点検・評価を第三者評価に適切に関連づける
ため，外部評価委員会を設置している。外部評価委員会では，2020年度の「機関拠点型基幹研究プロジェ
クト・センターの研究活動」，「管理業務」について研究所がまとめた自己点検・評価に対し，外部評価委員が
その専門的立場から検証をおこなった。

（1）自己点検・評価委員会
この委員会では，自己点検・評価の基本的な考え方の作成，自己点検・評価の実施，評価結果の公表及び活
用に関すること，外部評価委員会の評価結果に関することを担当する。2021年度は 8回開催した。

（2）外部評価委員会
外部評価委員会規程
•委員会は，自己点検・評価の結果に基づく評価に関すること，研究所の中期計画及び年度計画の評価に関
すること，共同研究プロジェクト等の評価に関すること，その他評価に関することについて審議する。
•委員会は 10名以内の委員をもって組織する。委員は研究所の設置目的について理解のある学外の学識経
験者等の中から所長が委嘱する。
•委員の任期は　 2年とし，再任を妨げない　。ただし　委員に欠員が生じた場合の後任者の任期は前任者の任期　とする。
•委員会は，委員の過半数が出席しなければ，議事を開き，議決をすることができない。委員会の議事は，
出席した委員の過半数で決し，可否同数のときは，議長の決するところによる。
•委員会は，必要に応じて委員以外の者に出席を求め，意見を聴取することができる。
•外部評価の実施は，研究所の中期計画及び年度計画の実施に関する評価の時に行うものとする。委員会は，
評価の結果を所長に報告するものとする。

令和 2年度業務の実績に関する評価の実施について
1.評価の実施の趣旨
年度当初に文部科学省に提出した「大学共同利用機関法人人間文化研究機構令和 2年度計画」に記載した

計画の実施状況について自己点検評価をおこない　，その妥当性を検証するため外部評価委員会による評価を実施　。
2.評価の実施方法
評価は書面審査でおこなう。研究所が作成した，令和 2年度の計画及びその実施状況が記入された「2年度

業務の実績報告書」（「機関拠点型基幹研究プロジェクト・センターの研究活動」，「組織・運営」，「管理業務」）の
内容を検証。

外部評価委員会【令和 2年度実績評価】
• 2021年 8月 5日 10:00–12:00（オンライン）

▶ 議事
1. 前回議事概要（案）確認
2. 機関拠点型基幹研究プロジェクト評価について
3. 令和 2年度共同研究プロジェクト評価について
4. 令和 2年度「コーパス開発センター」及び「研究情報発信センター」の評価について
5. 令和 2年度「管理業務」の評価について
6. その他

◦第 3期中期目標期間（4年目終了時）に係る業務の実績に関する評価の結果について
◦大学共同利用機関の検証結果について

（3）基幹研究プロジェクトの評価
各プロジェクトリーダーが作成した「自己点検報告書」に基づいて，外部評価委員会委員による書面審査
をおこなった。
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3. 名誉教授候補者の選考について
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▶ 委員長は必要に応じて委員以外の者に出席を求め，意見を聴取することができる。

（2）人事委員会
•人事委員会規程

▶ 委員会は研究所の研究教育職員の採用及び昇任人事に係る候補者の選考に関する事項の審議を行う。
▶ 委員会は運営会議委員のうち運営会議議長が指名する，研究所外の者及び研究所内の者若干名で組織する。
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映させるため，自己点検・評価委員会を設置している。この自己点検・評価を第三者評価に適切に関連づける
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3 所長賞
功績顕著な職員に対し，所長からその功績をたたえ表彰をおこない，研究所の活性化に資することを目的
とするもので，学術上の功績および研究支援業務等で優れた功績があったと認められる者を対象とし，原則
として年 2回おこなう。

第 23回所長賞：2021年度後期（2021年 4月 1日–2021年 9月 30日）
•所長賞

▶ 前川喜久雄（研究系（音声言語研究領域）教授）
◦業績： Kikuo Maekawa “Production of the utterance-final moraic nasal in Japanese：A real-time

MRI study”，Journal of the International Phonetic Association，Cambridge University Press，
2021.6.

◦理由：　◯1　　世界を代表すると認められる専門誌に掲載された学術論文
▶ 野田尚史（日本大学文理学部教授（国立国語研究所名誉教授））
◦業績：野田尚史・小田勝（編）『日本語の歴史的対照文法』，和泉書院，2021.6.
◦理由：　◯2　　全国的に定評のある学術出版社による著書・編書の国内出版

▶ 近藤明日子（研究系（言語変化研究領域）特任助教）
◦業績： 2021年度「公益信託田島毓堂語彙研究基金」学術賞（田島毓堂賞），2021.9.
◦理由：　◯3　　学会レベルでの受賞

•若手研究者奨励賞
▶ 市江愛（研究系（日本語教育研究領域）プロジェクト非常勤研究員）
◦業績：市江愛「モシは日本語条件文の理解を促進するのか—自己ペース読文実験を用いた文処理過程

から—」，日本語教育学会『日本語教育』178号，pp.94–108，2021.4.
◦理由：　◯3　　日本を代表するピアレビュー誌に掲載された学術論文

▶ 佐々木藍子（日本語教育研究領域元プロジェクト非常勤研究員）
◦業績：佐々木藍子「日本語を第二言語とする学習者の接続助詞「から」の接続形式の発達過程—発達過

程で見られる非規範的な使用の要因—」，日本語教育学会『日本語教育』179号，pp.139–153，
2021.8.

◦理由：　◯3　　日本を代表するピアレビュー誌に掲載された学術論文

第 24回所長賞：2022年度前期（2021年 10月 1日–2022年 3月 31日）
•所長賞

▶ 松本曜（研究系教授）
◦業績：松本曜，小原京子（編）『フレーム意味論の貢献：動詞とその周辺』，開拓社，2022.3.23.
◦理由：　◯2　　全国的に定評のある学術出版社による著書・編書の国内出版

▶ 守本真帆（元研究系（理論・対照研究領域）プロジェクト PDフェロー）
◦業績：窪薗晴夫・守本真帆（編）『プロソディー研究の新展開』，開拓社，2022.2.7.
◦理由：　◯4　　その他，上記と同等と所長が判断する学術的又は社会的な業績（　◯2　　全国的に定評のある学術

出版社による著書・編書の国内出版（単独・共同を問わないが，所員を筆頭とする著作に限る。））
•若手研究者奨励賞

▶ 井戸美里（研究系非常勤研究員）
◦業績：Misato Ido and Yusuke Kubota “The Hidden Side of Exclusive Focus Particles：An Analysis

of dake and sika in Japanese”，『言語研究』160号，pp.183–213.
◦理由：　◯3　　日本を代表するピアレビュー誌に掲載された学術論文
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4 研究教育職員の異動（2021年度の異動者）
2021　. 4　. 1　 特任教授 木部暢子 採用 研究系
2021　. 5　. 1　 特任助教 CELIK KENAN THIBAULT 採用 研究系
2021　. 5　. 1　 特任助教 近藤明日子 採用 研究系
2021　. 8　.31　 特任助教 岡照晃 任期満了 コーパス開発センター
2021　.12　.31　 特任助教 石本祐一 任期満了 コーパス開発センター
2022　. 3　.31　 特任教授 木部暢子 任期満了 研究系
2022　. 3　.31　 特任助教 籠宮隆之 任期満了 研究系
2022　. 3　.31　 特任助教 中川奈津子 任期満了 研究系
2022　. 3　.31　 特任助教 青井隼人 任期満了 研究系
2022　. 3　.31　 特任助教 CELIK KENAN THIBAULT 任期満了 研究系
2022　. 3　.31　 特任助教 近藤明日子 任期満了 研究系
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はじめに 

 

令和３年度及び第３期中期目標期間（平成２８～令和３年度）業務の実績に関する外部評価報告

書をお届けします。外部評価委員の先生方には第３期の国語研の研究についての評価だけでなく，

第３期の成果を踏まえて，第４期に向けての提言もいただきました。深くお礼を申し上げます。 

令和３年度に入っても新型コロナ感染症はおさまらず，国語研でもフィールドワークを主とする

危機言語・危機方言や対面の実験・調査を必要とする分野は大きく影響を受けました。その間，オ

ンラインによる調査，web を使ったアンケート等の方法を使い，ほぼ遅滞なく研究を続けて，無事

第３期を終えることができました。その成果にたいして外部評価委員の先生方からは高い評価を与

えていただいたことに感謝をすると同時に，より高い目標達成のためのさまざまな貴重なアドバイ

スをいただきました。所員一同，第４期の活動にそれらを生かして行きたいと存じます。 

いよいよ令和４年４月から第４期が始まりました。第４期では第３期にあった領域の枠を外し，

プロジェクト単位の研究体制となっております。まだ始動したばかりですが現在までのところ順調

に各プロジェクトは計画を実行できており，新型コロナ感染症の影響下でも，海外での活動，

フィールドワークもすこしずつ復活しつつあります。 

令和５年４月からは総研大総合研究大学院大学の博士課程への参加が始まるため ，現在そのた

めのカリキュラムの策定をし ，オリエンテーション，入試の準備を行っています。 

第４期においても国語研のより一層の発展のために努力を重ねていきたいと存じます。ますます

のご指導ご鞭撻をお願いいたします。 

 

令和４年７月 

国立国語研究所長 田窪 行則 
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評価結果報告書 

 

 

 

令和３年度及び第３期中期目標期間の国立国語研究所の外部評価を次のように実施しました。 

 

令和４年７月１５日  国立国語研究所外部評価委員会【令和3年度及び第3期中期目標期間 

実績評価】（第１回） 

 

その結果を以下の通り報告します。 

 

 

 

外部評価委員会 

委員長 坂原 茂 
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国立国語研究所令和３年度及び第３期中期目標期間外部評価にあたって 

 

 

本報告書は，機関拠点型基幹研究プロジェクト「多様な言語資源に基づく総合的日本語研究の開拓」

の令和３年度及び第３期中期目標期間（平成２８～令和３年度）業務の実績についての外部評価委員会

の評価のまとめである。評価対象は，(1) プロジェクト全体，(2) ６つの共同研究プロジェクト（「対

照言語学」，「統語・意味解析コーパス」，「消滅危機言語・方言」，「通時コーパス」，「大規模日常

会話コーパス」，「学習者コミュニケーション」），(3) ２つのセンター（コーパス開発センター，研

究情報発信センター），(4) 「管理業務」である。 

令和３年度のプロジェクト全体に対する評価は「計画を上回って達成した」であり，(1) 研究成果・

研究水準，(2) 研究体制，(3) 教育・人材育成，(4) 社会連携・社会貢献，(5) 国際連携・国際発信の

いずれにおいても健闘が目立った。６つ共同研究プロジェクトの評価は１つが「計画を大きく上回って

実施している」，５つが「計画を上回って実施している」であり，センターの評価は２つとも「計画ど

おりに実施している」，管理業務の４つの評価項目については「計画を上回って実施している」と「計

画どおりに実施している」がそれぞれ２つずつで，全体的にきわめて良好な研究・業務運営が行われて

いると評価された。 

第３期中期目標期間のプロジェクト全体に対する評価は「計画を上回って達成した」，６つ共同研究

プロジェクトの評価は２つが「計画を大きく上回って実施している」，４つが「計画を上回って実施し

ている」，２センターの評価は「計画を上回って実施している」と「計画どおりに実施している」であ

り，いずれもきわめて高い評価であった。 

以上のように，外部評価委員会は，令和３年度及び第３期中期目標期間の本プロジェクトの展開は計

画を上回り，順調に行われたと評価した。本プロジェクトは，先進的なケース・スタディ，種々のコー

パス開発，人材育成を含む，日本語研究を大きく進展させる可能性をもった最重要の研究プロジェクト

であり，外部評価委員会としては，今後もこの高い研究水準を維持したプロジェクトがなんらかの形で

継続することを強く希望する。 

 

 

令和４年７月 

外部評価委員会 

委員長 坂原 茂 
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評価結果報告書 

 

 

 

令和３年度及び第３期中期目標期間の国立国語研究所の外部評価を次のように実施しました。 

 

令和４年７月１５日  国立国語研究所外部評価委員会【令和3年度及び第3期中期目標期間 

実績評価】（第１回） 

 

その結果を以下の通り報告します。 

 

 

 

外部評価委員会 

委員長 坂原 茂 
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国立国語研究所令和３年度及び第３期中期目標期間外部評価にあたって 

 

 

本報告書は，機関拠点型基幹研究プロジェクト「多様な言語資源に基づく総合的日本語研究の開拓」
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令和３年度のプロジェクト全体に対する評価は「計画を上回って達成した」であり，(1) 研究成果・
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実施している」，５つが「計画を上回って実施している」であり，センターの評価は２つとも「計画ど

おりに実施している」，管理業務の４つの評価項目については「計画を上回って実施している」と「計

画どおりに実施している」がそれぞれ２つずつで，全体的にきわめて良好な研究・業務運営が行われて

いると評価された。 

第３期中期目標期間のプロジェクト全体に対する評価は「計画を上回って達成した」，６つ共同研究

プロジェクトの評価は２つが「計画を大きく上回って実施している」，４つが「計画を上回って実施し

ている」，２センターの評価は「計画を上回って実施している」と「計画どおりに実施している」であ

り，いずれもきわめて高い評価であった。 

以上のように，外部評価委員会は，令和３年度及び第３期中期目標期間の本プロジェクトの展開は計

画を上回り，順調に行われたと評価した。本プロジェクトは，先進的なケース・スタディ，種々のコー

パス開発，人材育成を含む，日本語研究を大きく進展させる可能性をもった最重要の研究プロジェクト

であり，外部評価委員会としては，今後もこの高い研究水準を維持したプロジェクトがなんらかの形で
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令和３年度「機関拠点型基幹研究プロジェクト・センターの研究活動」に関する評価 

 

「多様な言語資源に基づく総合的日本語研究の開拓」  

代表者：田窪 行則 

 

１．令和３年度の活動概要 

令和３年度は６年計画の最終年度にあたる。当機関拠点型プロジェクトを構成する６つの基幹型

共同研究プロジェクトでは，次のような研究計画に従って令和３年度の研究を実施した。 

・「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」班 

（略称「対照言語学」，リーダー:窪薗晴夫） 

対照研究を終了し，国際シンポジウムの開催，論文集の刊行，方言地図の公開を行う。 

・「統語・意味解析コーパスの開発とそれに基づく言語研究」班 

（略称「統語コーパス」，リーダー:プラシャント・パルデシ） 

統語・意味解析コーパスの整備を終了し，６万文の全面公開を行う。論文集を刊行する。 

・「日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」班 

（略称「危機言語・方言」，リーダー：木部暢子） 

消全国消滅危機言語・方言の調査データの整備を終了し公開するとともに，方言の語彙集・書籍

を刊行する。また危機方言セミナー，またはサミットを開催する。 

・「通時コーパスの構築と日本語史研究の新展開」班 

（略称「通時コーパス」，リーダー：小木曽智信） 

歴史コーパスの整備を終了し全面公開する。 

・「大規模日常会話コーパスに基づく話し言葉の多角的研究」班 

（略称「日常会話コーパス」，リーダー：小磯花絵） 

日常会話コーパスの整備を終了し全面公開するとともに，論文集を刊行する。 

・「日本語学習者のコミュニケーションの多角的解明」班 

（略称「学習者のコミュニケーション」，リーダー：石黒圭） 

学習者コーパスと日本語教材の作成を支援するリソースの整備を終了し全面公開する。 

 

（１）研究成果の公開 

・第３期の研究成果をとりまとめて広く一般に公開するために，全プロジェクト合同のフォーラム

をオンラインで開催するとともに，各プロジェクトが最終成果報告として，国際シンポジウム等

８件，国内シンポジウム等38件を開催した。また昨年度実施した全プロジェクト合同シンポジウ

ムの成果を論文集にまとめて刊行するなど，合計で15冊の書籍・報告書を刊行した。これにより

第３期の研究成果を広く研究者コミュニティに発信し，日本語及び日本語教育に関する研究拠点

性を伸張させた。 

・共同利用の推進のために外部機関と連携して言語資源・検索ツール等の整備を行い，今年度は６

件の言語資源の新規公開，25件のデータ等追加・更新公開，４件のツール等の更新，各１件の言

語資源・ツールのプロジェクト内限定公開を行った。このうち『日本語日常会話コーパス』は言

語資源賞（言語資源協会・言語処理学会）を受賞するなど高く評価された。これにより，第３期

中期計画期間の計画である ５件のコーパスと１件の包括的検索システムの開発を全て達成すると

ともに，これらの目標を大きく上回るコーパス・データベース等58件，検索システム等３件の新

規構築・追加公開をすることができた。コーパスの一部はオンライン検索システム「中納言」で
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公開されており，令和３年度の新規登録ユーザ数は8,294人(昨年度比122%)，検索数は191万件

以上(昨年度比116%）と，広く研究に活用された。 

・28件の公募型共同研究を実施した。このうち，研究所が保有する言語資源等の研究資料や実験機

器等を活用する３類型の外部公募型共同研究（共同利用型）を令和元年度・２年度に新設し，今

年度は25件（昨年度比147%）を採択するなど，開かれた大学共同利用機関として外部公募型共同

研究を積極的に推進した。 

 

（２）若手研究者の人材育成 

・若手研究者のキャリアパスとして特任助教を７人雇用し，コーパス構築事業，展示事業，データ

アーカイビング事業を実施した。その成果を含む特任助教の研究書『コーパスと近代日本語書き

言葉の一人称代名詞の研究』が令和３年度 田島毓堂賞（学術賞）を受賞した。 

・各種コーパスの講習会をオンラインで10回（昨年度比140%)開催した。こうした取り組みによ

り，大学の授業でコーパスを利用できるオンライン検索アプリケーション「中納言」の授業用ア

カウントを132 (昨年度比122%)件，4,347名(昨年度比137%)の学生等に発行するなど，国語研究

所提供のコーパスが授業で広く活用された。 

・大学院で行なった連携授業の内容を再編集した教科書『地域文化の可能性』を出版したほか，令

和２年度に刊行した教科書『コーパスで学ぶ日本語学 日本語の歴史』を共同研究員の担当する大

学・大学院の計28の授業で利用することにより教育プログラムを検証した。 

・大学生・大学院生向けに「言語学レクチャーシリーズ」パイロット版を新たに８本作成して

YouTube国語研チャンネルにて公開し，既公開分とあわせ年間79,336回再生されるなど，大学等

で広く活用された。 

・連携協定に基づき教員３名が一橋大学で授業を行ない，博士学位論文審査の主査２件，副査２件

を担当した。また東京外国語大学大学院国際日本学研究院とのクロスアポイントメント制度によ

り，教員２名が東外大で授業を担当したほか，NINJALユニット研究会２件やコーパス講習会２件

を開催した。これらにより大学の機能強化に貢献した。 

 

（３）社会連携・社会貢献 

・新型コロナウイルス感染拡大防止のため，学生や一般向けのイベントであるオープンハウスやニ

ホンゴ探検をオンラインで開催し，29件の動画コンテンツを公開したところ，14,251件の参加

（アクセス）があった。 

・研究成果を一般に向けて伝えるために，書籍『日本語の大疑問−眠れなくなるほど面白いことばの

世界』（幻冬舎新書）を刊行した。これは国語研に関わる所内外の研究者が執筆し，ポータルサイ

ト「ことば研究館」に掲載した記事を再編集したものである。３月末時点で，紙版７刷63,000

部，電子版約2,500ダウンロードに達し，『週刊東洋経済』『サンデー毎日』『しんぶん赤旗』に

書評が掲載されるなど，大きな反響を得た。本書は電子書籍，オーディオブックでも配信され

た。 

・協定に基づき椎葉方言の語彙集の刊行の編纂を進め，『椎葉方言語彙集』（宮崎県椎葉村・国立国

語研究所）をまとめた（４月刊行予定）。また協定に基づき知名町と共同で知名町中央公民館講座

「しまむにサロン」を10回開講した。こうした地域社会との連携を通して方言の記録・保存・復

興に貢献した。 

・新たに２社との共同研究契約を結び，計５社との共同研究を行った。このうちレトリバ社との共

同研究に基づき「日本語話し言葉BERT」を公開した。またピコラボ社との情報処理学会「人文科

VIII 外部評価報告書 191



 

3 

 

令和３年度「機関拠点型基幹研究プロジェクト・センターの研究活動」に関する評価 

 

「多様な言語資源に基づく総合的日本語研究の開拓」  

代表者：田窪 行則 

 

１．令和３年度の活動概要 

令和３年度は６年計画の最終年度にあたる。当機関拠点型プロジェクトを構成する６つの基幹型

共同研究プロジェクトでは，次のような研究計画に従って令和３年度の研究を実施した。 

・「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」班 

（略称「対照言語学」，リーダー:窪薗晴夫） 

対照研究を終了し，国際シンポジウムの開催，論文集の刊行，方言地図の公開を行う。 

・「統語・意味解析コーパスの開発とそれに基づく言語研究」班 

（略称「統語コーパス」，リーダー:プラシャント・パルデシ） 

統語・意味解析コーパスの整備を終了し，６万文の全面公開を行う。論文集を刊行する。 

・「日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」班 

（略称「危機言語・方言」，リーダー：木部暢子） 

消全国消滅危機言語・方言の調査データの整備を終了し公開するとともに，方言の語彙集・書籍

を刊行する。また危機方言セミナー，またはサミットを開催する。 

・「通時コーパスの構築と日本語史研究の新展開」班 

（略称「通時コーパス」，リーダー：小木曽智信） 

歴史コーパスの整備を終了し全面公開する。 

・「大規模日常会話コーパスに基づく話し言葉の多角的研究」班 

（略称「日常会話コーパス」，リーダー：小磯花絵） 

日常会話コーパスの整備を終了し全面公開するとともに，論文集を刊行する。 

・「日本語学習者のコミュニケーションの多角的解明」班 

（略称「学習者のコミュニケーション」，リーダー：石黒圭） 

学習者コーパスと日本語教材の作成を支援するリソースの整備を終了し全面公開する。 

 

（１）研究成果の公開 

・第３期の研究成果をとりまとめて広く一般に公開するために，全プロジェクト合同のフォーラム

をオンラインで開催するとともに，各プロジェクトが最終成果報告として，国際シンポジウム等

８件，国内シンポジウム等38件を開催した。また昨年度実施した全プロジェクト合同シンポジウ

ムの成果を論文集にまとめて刊行するなど，合計で15冊の書籍・報告書を刊行した。これにより

第３期の研究成果を広く研究者コミュニティに発信し，日本語及び日本語教育に関する研究拠点

性を伸張させた。 

・共同利用の推進のために外部機関と連携して言語資源・検索ツール等の整備を行い，今年度は６

件の言語資源の新規公開，25件のデータ等追加・更新公開，４件のツール等の更新，各１件の言

語資源・ツールのプロジェクト内限定公開を行った。このうち『日本語日常会話コーパス』は言

語資源賞（言語資源協会・言語処理学会）を受賞するなど高く評価された。これにより，第３期

中期計画期間の計画である ５件のコーパスと１件の包括的検索システムの開発を全て達成すると

ともに，これらの目標を大きく上回るコーパス・データベース等58件，検索システム等３件の新

規構築・追加公開をすることができた。コーパスの一部はオンライン検索システム「中納言」で
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公開されており，令和３年度の新規登録ユーザ数は8,294人(昨年度比122%)，検索数は191万件

以上(昨年度比116%）と，広く研究に活用された。 

・28件の公募型共同研究を実施した。このうち，研究所が保有する言語資源等の研究資料や実験機

器等を活用する３類型の外部公募型共同研究（共同利用型）を令和元年度・２年度に新設し，今

年度は25件（昨年度比147%）を採択するなど，開かれた大学共同利用機関として外部公募型共同

研究を積極的に推進した。 

 

（２）若手研究者の人材育成 

・若手研究者のキャリアパスとして特任助教を７人雇用し，コーパス構築事業，展示事業，データ

アーカイビング事業を実施した。その成果を含む特任助教の研究書『コーパスと近代日本語書き

言葉の一人称代名詞の研究』が令和３年度 田島毓堂賞（学術賞）を受賞した。 

・各種コーパスの講習会をオンラインで10回（昨年度比140%)開催した。こうした取り組みによ

り，大学の授業でコーパスを利用できるオンライン検索アプリケーション「中納言」の授業用ア

カウントを132 (昨年度比122%)件，4,347名(昨年度比137%)の学生等に発行するなど，国語研究

所提供のコーパスが授業で広く活用された。 

・大学院で行なった連携授業の内容を再編集した教科書『地域文化の可能性』を出版したほか，令

和２年度に刊行した教科書『コーパスで学ぶ日本語学 日本語の歴史』を共同研究員の担当する大

学・大学院の計28の授業で利用することにより教育プログラムを検証した。 

・大学生・大学院生向けに「言語学レクチャーシリーズ」パイロット版を新たに８本作成して

YouTube国語研チャンネルにて公開し，既公開分とあわせ年間79,336回再生されるなど，大学等

で広く活用された。 

・連携協定に基づき教員３名が一橋大学で授業を行ない，博士学位論文審査の主査２件，副査２件

を担当した。また東京外国語大学大学院国際日本学研究院とのクロスアポイントメント制度によ

り，教員２名が東外大で授業を担当したほか，NINJALユニット研究会２件やコーパス講習会２件

を開催した。これらにより大学の機能強化に貢献した。 

 

（３）社会連携・社会貢献 

・新型コロナウイルス感染拡大防止のため，学生や一般向けのイベントであるオープンハウスやニ

ホンゴ探検をオンラインで開催し，29件の動画コンテンツを公開したところ，14,251件の参加

（アクセス）があった。 

・研究成果を一般に向けて伝えるために，書籍『日本語の大疑問−眠れなくなるほど面白いことばの

世界』（幻冬舎新書）を刊行した。これは国語研に関わる所内外の研究者が執筆し，ポータルサイ

ト「ことば研究館」に掲載した記事を再編集したものである。３月末時点で，紙版７刷63,000

部，電子版約2,500ダウンロードに達し，『週刊東洋経済』『サンデー毎日』『しんぶん赤旗』に

書評が掲載されるなど，大きな反響を得た。本書は電子書籍，オーディオブックでも配信され

た。 

・協定に基づき椎葉方言の語彙集の刊行の編纂を進め，『椎葉方言語彙集』（宮崎県椎葉村・国立国

語研究所）をまとめた（４月刊行予定）。また協定に基づき知名町と共同で知名町中央公民館講座

「しまむにサロン」を10回開講した。こうした地域社会との連携を通して方言の記録・保存・復

興に貢献した。 

・新たに２社との共同研究契約を結び，計５社との共同研究を行った。このうちレトリバ社との共

同研究に基づき「日本語話し言葉BERT」を公開した。またピコラボ社との情報処理学会「人文科
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学とコンピュータ研究会」における共同発表「『日本語歴史コーパス』の誤り修正プラットフォー

ムの開発」が「じんもんこんベストポスター賞」を受賞するなど，言語資源を中心とする産業界

との協働による学術的研究を推進した。 

 

（４）国際連携・国際発信 

・日本語学に関する研究成果を広く海外の日本語研究者に伝え，日本語研究の更なる国際化をはか

るために，国際会議「QUALICO 2021（国際計量言語学会議）」を誘致開催したほか，ソウル大学と

の学術交流協定に基づき「The 3rd NINJAL-SNU Joint Workshop on Japanese and Korean 

Phonology」と「Workshop on Data-oriented approaches to meaning in Korean and Japanese」

を共同開催するなど，８件の国際会議・ワークショップ等を開催した。 

・日本語学に関する国際的研究拠点としての機能を強化するために，英国オックスフォード大学と

の国際学術交流協定にもとづき共同研究を推進し，万葉集等の上代の日本語資料を収録した

『オックスフォード・NINJAL上代語コーパス』を更新したほか，天津外国語大学および韓国外国

語大学校と新たに学術交流協定を締結して日本語学習者のコミュニケーションに関わる共同研究

を開始するなど，海外ネットワークを強化した。 

 

２．令和３年度の研究体制 

（１）研究組織 

６つの基幹プロジェクト 

・「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」（対照言語学）班 

・「統語・意味解析コーパスの開発とそれに基づく言語研究」（統語コーパス）班 

・「日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」（危機言語・方言）班 

・「通時コーパスの構築と日本語史研究の新展開」（通時コーパス）班 

・「大規模日常会話コーパスに基づく話し言葉の多角的研究」（日常会話コーパス）班 

・「日本語学習者のコミュニケーションの多角的解明」（学習者のコミュニケーション）班 

は，コーパス開発センターが主導するプロジェクト「コーパスアノテーションの拡張・統合・自動化

に関する基礎研究」（略称「コーパス基礎研究」）や外部研究者をリーダーとする28件の公募型共同研

究プロジェクト（新領域創出型３件，共同利用型25件）と連携して調査・研究を推進した。各班

は，表１の通り国内外の研究者を共同研究員として組織し，研究者ネットワークを構築してそれぞ

れの研究を推進した。 

 

表１  共同研究員数              （人） 

研究班 共同研究員数 PD, 大学院生数（内数） 海外（内数） 

「対照言語学」班 160 11 13 

「統語コーパス」班 49 4 7 

「危機言語・方言」班 78 6 4 

「通時コーパス」班 92 0 5 

「日常会話コーパス」班 67 5 2 

「学習者のコミュニケーション」班 209 14 76 

計（延べ数） 655 40 107 
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（２）進捗状況の管理や評価の体制 

各班の進捗状況を管理するために共同研究プロジェクト推進会議，自己点検・評価委員会を設置

し，班同士の連携，合同シンポジウムの企画，プロジェクト全体の自己点検・評価を行った。 

 

（３）共同利用・共同研究拠点の強化の取り組み 

これまで実施してきた公募型共同研究（領域指定型・新領域創出型）に加え，令和元年度には研

究所が保有する言語資源等や実験機器等を活用する公募型プロジェクト「共同利用型」を，令和２

年度には随時申請可能な「共同利用型共同研究（登録型）」や有償コーパスを無償利用できる「共同

利用型共同研究（言語資源型）」を新設し，今年度は計25件（昨年度比147%）を採択するなど，開

かれた大学共同利用機関として外部公募型共同研究を積極的に推進した。 

 

（４）プロジェクト間の連携体制 

細分化された研究分野を融合し多様な言語資源に基づく総合的日本語研究を推進するととも

に，第３期の研究成果をとりまとめて今後の研究の展望を検討するために，全ての研究班が合同で

参加するNINJALフォーラム「ここまで進んだ！ここまで分かった！多様な言語資源に基づく日本

語研究」を開催した。また，昨年度実施した全プロジェクト合同シンポジウムの成果を論文集『言

語コミュニケーションの多様性』にまとめて刊行した。 

各班による言語資源開発をコーパス開発センターによる支援体制の元で総合的に実施するため

に，定期的に領域横断コーパス会議を開催し，同センターが維持・管理するコーパス検索アプリ

ケーション「中納言」を通して各班が構築したコーパスの一部を公開した。さらにコーパス開発セ

ンターは複数の班と連携し，プロジェクト内外の言語資源に関する成果を発表し交流を深める場と

して「言語資源活用ワークショップ2021」を開催した。 

 

（５）大学との連携体制 

国内の大学との連携を深めるために，神戸大学大学院人文学研究科との学術交流協定に基づ

き，学生の公募発表を含む研究発表会 Prosody & Grammar Festa 6 を開催したほか，弘前大学と

の学術交流協定に基づき津軽方言データを共同構築し，「Matsunoki Treebank」コーパス（通称・

試験版）を公開した。 

 

３．令和３年度の活動内容 

３．１．調査研究活動・研究成果の公開 

（１）研究者向けシンポジウム・ワークショップ等（国際） 

８件の国際シンポジウム・ワークショップ等を開催し，研究成果を国際的に広く発信した(表2)。 

表２ 研究者向けシンポジウム・ワークショップ等（国際）   

 担当  開催日 イベント名 開催場所 
参加 
者数 

学習者 R3/05/30 第６回学習者コーパス・ワークショップ & シンポジウム オンライン 178 

コーパ

ス 
R3/09/09–11 NINJAL 国際シンポジウム 「第 11 回国際計量言語学会大会（QUALICO 2021）」 オンライン 96 

対照  R3/09/11–12 
International Symposium on Issues in Japanese Psycholinguistics from Comparative 

Perspectives オンライン 117 

対照  R3/10/08   
JK 29 Satellite Meeting: the 3rd NINJAL-SNU Joint Workshop on Japanese and 

Korean Phonology 
オンライン 62 
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学とコンピュータ研究会」における共同発表「『日本語歴史コーパス』の誤り修正プラットフォー

ムの開発」が「じんもんこんベストポスター賞」を受賞するなど，言語資源を中心とする産業界

との協働による学術的研究を推進した。 

 

（４）国際連携・国際発信 

・日本語学に関する研究成果を広く海外の日本語研究者に伝え，日本語研究の更なる国際化をはか

るために，国際会議「QUALICO 2021（国際計量言語学会議）」を誘致開催したほか，ソウル大学と

の学術交流協定に基づき「The 3rd NINJAL-SNU Joint Workshop on Japanese and Korean 

Phonology」と「Workshop on Data-oriented approaches to meaning in Korean and Japanese」

を共同開催するなど，８件の国際会議・ワークショップ等を開催した。 

・日本語学に関する国際的研究拠点としての機能を強化するために，英国オックスフォード大学と

の国際学術交流協定にもとづき共同研究を推進し，万葉集等の上代の日本語資料を収録した

『オックスフォード・NINJAL上代語コーパス』を更新したほか，天津外国語大学および韓国外国

語大学校と新たに学術交流協定を締結して日本語学習者のコミュニケーションに関わる共同研究

を開始するなど，海外ネットワークを強化した。 

 

２．令和３年度の研究体制 

（１）研究組織 

６つの基幹プロジェクト 

・「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」（対照言語学）班 

・「統語・意味解析コーパスの開発とそれに基づく言語研究」（統語コーパス）班 

・「日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」（危機言語・方言）班 

・「通時コーパスの構築と日本語史研究の新展開」（通時コーパス）班 

・「大規模日常会話コーパスに基づく話し言葉の多角的研究」（日常会話コーパス）班 

・「日本語学習者のコミュニケーションの多角的解明」（学習者のコミュニケーション）班 

は，コーパス開発センターが主導するプロジェクト「コーパスアノテーションの拡張・統合・自動化

に関する基礎研究」（略称「コーパス基礎研究」）や外部研究者をリーダーとする28件の公募型共同研

究プロジェクト（新領域創出型３件，共同利用型25件）と連携して調査・研究を推進した。各班

は，表１の通り国内外の研究者を共同研究員として組織し，研究者ネットワークを構築してそれぞ

れの研究を推進した。 

 

表１  共同研究員数              （人） 

研究班 共同研究員数 PD, 大学院生数（内数） 海外（内数） 

「対照言語学」班 160 11 13 

「統語コーパス」班 49 4 7 

「危機言語・方言」班 78 6 4 

「通時コーパス」班 92 0 5 

「日常会話コーパス」班 67 5 2 

「学習者のコミュニケーション」班 209 14 76 

計（延べ数） 655 40 107 
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（２）進捗状況の管理や評価の体制 

各班の進捗状況を管理するために共同研究プロジェクト推進会議，自己点検・評価委員会を設置

し，班同士の連携，合同シンポジウムの企画，プロジェクト全体の自己点検・評価を行った。 

 

（３）共同利用・共同研究拠点の強化の取り組み 

これまで実施してきた公募型共同研究（領域指定型・新領域創出型）に加え，令和元年度には研

究所が保有する言語資源等や実験機器等を活用する公募型プロジェクト「共同利用型」を，令和２

年度には随時申請可能な「共同利用型共同研究（登録型）」や有償コーパスを無償利用できる「共同

利用型共同研究（言語資源型）」を新設し，今年度は計25件（昨年度比147%）を採択するなど，開

かれた大学共同利用機関として外部公募型共同研究を積極的に推進した。 

 

（４）プロジェクト間の連携体制 

細分化された研究分野を融合し多様な言語資源に基づく総合的日本語研究を推進するととも

に，第３期の研究成果をとりまとめて今後の研究の展望を検討するために，全ての研究班が合同で

参加するNINJALフォーラム「ここまで進んだ！ここまで分かった！多様な言語資源に基づく日本

語研究」を開催した。また，昨年度実施した全プロジェクト合同シンポジウムの成果を論文集『言

語コミュニケーションの多様性』にまとめて刊行した。 

各班による言語資源開発をコーパス開発センターによる支援体制の元で総合的に実施するため

に，定期的に領域横断コーパス会議を開催し，同センターが維持・管理するコーパス検索アプリ

ケーション「中納言」を通して各班が構築したコーパスの一部を公開した。さらにコーパス開発セ

ンターは複数の班と連携し，プロジェクト内外の言語資源に関する成果を発表し交流を深める場と

して「言語資源活用ワークショップ2021」を開催した。 

 

（５）大学との連携体制 

国内の大学との連携を深めるために，神戸大学大学院人文学研究科との学術交流協定に基づ

き，学生の公募発表を含む研究発表会 Prosody & Grammar Festa 6 を開催したほか，弘前大学と

の学術交流協定に基づき津軽方言データを共同構築し，「Matsunoki Treebank」コーパス（通称・

試験版）を公開した。 

 

３．令和３年度の活動内容 

３．１．調査研究活動・研究成果の公開 

（１）研究者向けシンポジウム・ワークショップ等（国際） 

８件の国際シンポジウム・ワークショップ等を開催し，研究成果を国際的に広く発信した(表2)。 

表２ 研究者向けシンポジウム・ワークショップ等（国際）   

 担当  開催日 イベント名 開催場所 
参加 
者数 

学習者 R3/05/30 第６回学習者コーパス・ワークショップ & シンポジウム オンライン 178 

コーパ

ス 
R3/09/09–11 NINJAL 国際シンポジウム 「第 11 回国際計量言語学会大会（QUALICO 2021）」 オンライン 96 

対照  R3/09/11–12 
International Symposium on Issues in Japanese Psycholinguistics from Comparative 

Perspectives オンライン 117 

対照  R3/10/08   
JK 29 Satellite Meeting: the 3rd NINJAL-SNU Joint Workshop on Japanese and 

Korean Phonology 
オンライン 62 
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対照  R3/10/08 
JK 29 Satellite workshop: Data-oriented approaches to meaning in Korean and 

Japanese 
オンライン 41 

対照  R3/10/09–11 The 29th Japanese/Korean Linguistics Conference（JK29） オンライン 210 

会話  R4/02/23 Design, construction, and application of Japanese language corpora オンライン 66 

学習者 R4/03/20 ねっこ日日学習辞書 辞書の例文を作ってみよう（JLESA特別フォーラム第22回） オンライン 74 

 

（２）研究者向けシンポジウム・ワークショップ等（国内） 

研究者向けのシンポジウム・ワークップ等（国内）を38件開催し，研究成果を研究者に向けて広く

発信した。（表３）。 

 

表３  研究者向けシンポジウム・ワークショップ等（国内）   

担当 開催日 イベント名 開催場所 
参加
者数 

学習者 R3/04/17 学習者コーパス研究会 オンライン 17 

対照 R3/04/23 
「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」オンライン研究発表会（2021 年

度前期）#01 オンライン 86 

対照 R3/04/25 フレーム意味論プロジェクト公開研究会 オンライン 24 

対照 R3/04/30 
「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」オンライン研究発表会（2021 年

度前期）#02 オンライン  92 

対照 R3/05/07 
「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」オンライン研究発表会（2021 年

度前期）#03 オンライン 74 

対照 R3/05/14 
「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」オンライン研究発表会（2021 年

度前期）#04 オンライン 67 

対照 R3/05/21 
「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」オンライン研究発表会（2021 年

度前期）#05 オンライン 73 

対照 R3/05/28 
「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」オンライン研究発表会（2021 年

度前期）#06 オンライン  76 

対照 R3/06/04 
「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」オンライン研究発表会（2021 年

度前期）#07 オンライン   55 

危機 R3/06/13 
「日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」オンライン研究

発表会 オンライン 69 

対照 R3/06/11 
「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」オンライン研究発表会（2021 年

度前期）#08 オンライン  93 

対照 R3/06/18 
「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」オンライン研究発表会（2021 年

度前期）#09 オンライン 68 

コーパス R3/06/22   第 3 回 Universal Dependencies 公開研究会 オンライン 83 

対照 R3/06/25 
「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」オンライン研究発表会（2021 年

度前期）#10 オンライン  59 

対照 R3/07/02 
「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」オンライン研究発表会（2021 年

度前期）#11 オンライン  50 

学習者 R3/07/03 学習者コーパス研究会 オンライン  22 

対照 R3/07/17–18 
「SPOT（Syntax-Prosody in Optimality Theory）と OT Workplace」実践ワークショッ

プ 
オンライン  54 

学習者 R3/08/28 学習者コーパス研究会 オンライン    21 

情報 R3/09/04 共同利用セミナー オンライン  103 

コーパス R3/09/13 言語資源活用ワークショップ 2021 オンライン 198 

学習者 R3/10/23 学習者コーパス研究会 オンライン 19 

統語 R3/11/19 「統語・意味解析コーパスの開発と言語研究」オンライン研究発表会 オンライン   37 

対照 R3/11/21 
ワークショップ（日本言語学会にて）「日琉諸語の疑問・不定表現をめぐる韻律的現

象:類型論的枠組みの提案と通時的考察」 オンライン  25 

危機 R3/12/12 「日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」オンライン研究発表会 オンライン  66 

対照 R3/12/18 「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」オンライン研究発表会（2021 年度後期） オンライン   51 

統語 R3/12/12 「統語・意味解析コーパスの開発と言語研究」オンライン研究発表会 オンライン   63 

学習者 R3/12/26 学習者コーパス研究会 オンライン 21 

統語 R4/01/17 「津軽方言の統語・意味解析コーパス「松の木」の構築・公開：現状と課題」 弘前大学 8 

対照 R4/01/29–30 Prosody & Grammar Festa 6 オンライン   200 
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学習者 R4/02/20 学習者コーパス研究会 オンライン 21 

対照・
学習者 R4/02/26 

日本語文法研究のフロンティア－母語話者の日本語と学習者の日本語の対照研究
を中心に－ オンライン 396 

会話 R4/03/07 シンポジウム「日常会話コーパス VII」 オンライン  308 

対照 R4/03/07–08 第 17 回音韻論フェスタ（2022） オンライン  124 

通時 R4/03/09 「現代語の意味の変化に対する計算的・統計力学的アプローチ」シンポジウム ハイブリッド 201 

対照 R4/03/10 Kobe-NINJAL 言語学コロキウム 2 

ハイブリッド 
（神戸大学・ 
You Tube） 

119 

会話 R4/03/10 オンライン・シンポジウム「ことば・認知・インタラクション 10」 オンライン  263 

通時 R4/03/13 通時コーパスシンポジウム 2022 オンライン 221 

学習者 R4/03/26 
第 5 回 会話・談話研究シンポジウム「BTSJ 日本語自然会話コーパスと，自然会話

リソースバンク（NCRB）の展開（－その多様な活用法－）」 オンライン 165 

 

（３）書籍・報告書等 

15冊の書籍・報告書を刊行し，６年間の研究成果を広く発信した(表４)。 

 

表４ 書籍・報告書一覧 

担当 タイトル 著者 出版社 

対照 日本語の歴史的対照文法 野田尚史，小田勝(編) 和泉書院 

危機 フィールドと文献からみる日琉諸語の系統と歴史 林由華，衣畑智秀，木部暢子(編) 開拓社 

全所 
日本語の大疑問 眠れなくなるほど面白い ことばの
世界 国立国語研究所(編) 幻冬舎 

通時 コーパスによる日本語史研究 近代編 田中牧郎，橋本行洋，小木曽智信(編) ひつじ書房 

対照 プロソディー研究の新展開 窪薗晴夫，守本真帆(編) 開拓社 

全所 言語コミュニケーションの多様性 窪薗晴夫，朝日祥之(編) 
くろしお出

版 

対照 フレーム意味論の貢献：動詞とその周辺 松本曜，小原京子(編) 開拓社 

危機 日本語の格表現 木部暢子，竹内史郎，下地理則(編) 
くろしお出

版 

危機 地域文化の可能性 木部暢子(編) 勉誠出版 

危機 日本の消滅危機言語・方言の文法記述 
セリック・ケナン，木部暢子，五十嵐陽
介，青井隼人，大島一(編) 

国語研究所

究 

危機 みんなふつ語彙集 セリック・ケナン，大浦辰夫 国語研究所 

危機 宮古池間方言辞典 仲間博之ほか 国語研究所 

会話 プロジェクト報告書5『小説会話文話者情報の設計』 山崎誠，宮嵜由美，柏野和佳子 国語研究所 

会話 
プロジェクト報告書 6『『日本語日常会話コーパス−設
計・構築・特徴−』 小磯花絵ほか 国語研究所 

学習者 日本語コミュニケーションのための聴解教材の作成 野田尚史，中尾有岐(編) ひつじ書房 

 

（４）コーパス・データベース 

共同利用の推進のために外部機関と連携して言語資源・検索ツール等の整備を行い，今年度は６

件の言語資源の新規公開，25件のデータ等追加・更新公開，４件のツール等の更新，各１件の言語

資源・ツールのプロジェクト内限定公開を行った。このうち『日本語日常会話コーパス』は言語資

源賞（言語資源協会・言語処理学会）を受賞し，「日本語の日常会話を収録した豊富なアノテーショ

ンを含む大規模なコーパスであり，対話の研究に幅広く利用できる価値の高い言語資源」と評され

た。これにより，今期の計画である(1)日常会話，(2)古典・近代語，(3)方言，(4)学習者の日本

語，(5)文法・意味構造に関する新たな言語資源の整備および(6)包括的検索システムの開発を全て

達成するとともに，これらの目標を大きく上回るコーパス・データベース等58件，検索システム等
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対照  R3/10/08 
JK 29 Satellite workshop: Data-oriented approaches to meaning in Korean and 

Japanese 
オンライン 41 

対照  R3/10/09–11 The 29th Japanese/Korean Linguistics Conference（JK29） オンライン 210 

会話  R4/02/23 Design, construction, and application of Japanese language corpora オンライン 66 

学習者 R4/03/20 ねっこ日日学習辞書 辞書の例文を作ってみよう（JLESA特別フォーラム第22回） オンライン 74 

 

（２）研究者向けシンポジウム・ワークショップ等（国内） 

研究者向けのシンポジウム・ワークップ等（国内）を38件開催し，研究成果を研究者に向けて広く

発信した。（表３）。 

 

表３  研究者向けシンポジウム・ワークショップ等（国内）   

担当 開催日 イベント名 開催場所 
参加
者数 

学習者 R3/04/17 学習者コーパス研究会 オンライン 17 

対照 R3/04/23 
「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」オンライン研究発表会（2021 年

度前期）#01 オンライン 86 

対照 R3/04/25 フレーム意味論プロジェクト公開研究会 オンライン 24 

対照 R3/04/30 
「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」オンライン研究発表会（2021 年

度前期）#02 オンライン  92 

対照 R3/05/07 
「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」オンライン研究発表会（2021 年

度前期）#03 オンライン 74 

対照 R3/05/14 
「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」オンライン研究発表会（2021 年

度前期）#04 オンライン 67 

対照 R3/05/21 
「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」オンライン研究発表会（2021 年

度前期）#05 オンライン 73 

対照 R3/05/28 
「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」オンライン研究発表会（2021 年

度前期）#06 オンライン  76 

対照 R3/06/04 
「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」オンライン研究発表会（2021 年

度前期）#07 オンライン   55 

危機 R3/06/13 
「日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」オンライン研究

発表会 オンライン 69 

対照 R3/06/11 
「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」オンライン研究発表会（2021 年

度前期）#08 オンライン  93 

対照 R3/06/18 
「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」オンライン研究発表会（2021 年

度前期）#09 オンライン 68 

コーパス R3/06/22   第 3 回 Universal Dependencies 公開研究会 オンライン 83 

対照 R3/06/25 
「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」オンライン研究発表会（2021 年

度前期）#10 オンライン  59 

対照 R3/07/02 
「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」オンライン研究発表会（2021 年

度前期）#11 オンライン  50 

学習者 R3/07/03 学習者コーパス研究会 オンライン  22 

対照 R3/07/17–18 
「SPOT（Syntax-Prosody in Optimality Theory）と OT Workplace」実践ワークショッ

プ 
オンライン  54 

学習者 R3/08/28 学習者コーパス研究会 オンライン    21 

情報 R3/09/04 共同利用セミナー オンライン  103 

コーパス R3/09/13 言語資源活用ワークショップ 2021 オンライン 198 

学習者 R3/10/23 学習者コーパス研究会 オンライン 19 

統語 R3/11/19 「統語・意味解析コーパスの開発と言語研究」オンライン研究発表会 オンライン   37 

対照 R3/11/21 
ワークショップ（日本言語学会にて）「日琉諸語の疑問・不定表現をめぐる韻律的現

象:類型論的枠組みの提案と通時的考察」 オンライン  25 

危機 R3/12/12 「日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」オンライン研究発表会 オンライン  66 

対照 R3/12/18 「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」オンライン研究発表会（2021 年度後期） オンライン   51 

統語 R3/12/12 「統語・意味解析コーパスの開発と言語研究」オンライン研究発表会 オンライン   63 

学習者 R3/12/26 学習者コーパス研究会 オンライン 21 

統語 R4/01/17 「津軽方言の統語・意味解析コーパス「松の木」の構築・公開：現状と課題」 弘前大学 8 

対照 R4/01/29–30 Prosody & Grammar Festa 6 オンライン   200 
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学習者 R4/02/20 学習者コーパス研究会 オンライン 21 

対照・
学習者 R4/02/26 

日本語文法研究のフロンティア－母語話者の日本語と学習者の日本語の対照研究
を中心に－ オンライン 396 

会話 R4/03/07 シンポジウム「日常会話コーパス VII」 オンライン  308 

対照 R4/03/07–08 第 17 回音韻論フェスタ（2022） オンライン  124 

通時 R4/03/09 「現代語の意味の変化に対する計算的・統計力学的アプローチ」シンポジウム ハイブリッド 201 

対照 R4/03/10 Kobe-NINJAL 言語学コロキウム 2 

ハイブリッド 
（神戸大学・ 
You Tube） 

119 

会話 R4/03/10 オンライン・シンポジウム「ことば・認知・インタラクション 10」 オンライン  263 

通時 R4/03/13 通時コーパスシンポジウム 2022 オンライン 221 

学習者 R4/03/26 
第 5 回 会話・談話研究シンポジウム「BTSJ 日本語自然会話コーパスと，自然会話

リソースバンク（NCRB）の展開（－その多様な活用法－）」 オンライン 165 

 

（３）書籍・報告書等 

15冊の書籍・報告書を刊行し，６年間の研究成果を広く発信した(表４)。 

 

表４ 書籍・報告書一覧 

担当 タイトル 著者 出版社 

対照 日本語の歴史的対照文法 野田尚史，小田勝(編) 和泉書院 

危機 フィールドと文献からみる日琉諸語の系統と歴史 林由華，衣畑智秀，木部暢子(編) 開拓社 

全所 
日本語の大疑問 眠れなくなるほど面白い ことばの
世界 国立国語研究所(編) 幻冬舎 

通時 コーパスによる日本語史研究 近代編 田中牧郎，橋本行洋，小木曽智信(編) ひつじ書房 

対照 プロソディー研究の新展開 窪薗晴夫，守本真帆(編) 開拓社 

全所 言語コミュニケーションの多様性 窪薗晴夫，朝日祥之(編) 
くろしお出

版 

対照 フレーム意味論の貢献：動詞とその周辺 松本曜，小原京子(編) 開拓社 

危機 日本語の格表現 木部暢子，竹内史郎，下地理則(編) 
くろしお出

版 

危機 地域文化の可能性 木部暢子(編) 勉誠出版 

危機 日本の消滅危機言語・方言の文法記述 
セリック・ケナン，木部暢子，五十嵐陽
介，青井隼人，大島一(編) 

国語研究所

究 

危機 みんなふつ語彙集 セリック・ケナン，大浦辰夫 国語研究所 

危機 宮古池間方言辞典 仲間博之ほか 国語研究所 

会話 プロジェクト報告書5『小説会話文話者情報の設計』 山崎誠，宮嵜由美，柏野和佳子 国語研究所 

会話 
プロジェクト報告書 6『『日本語日常会話コーパス−設
計・構築・特徴−』 小磯花絵ほか 国語研究所 

学習者 日本語コミュニケーションのための聴解教材の作成 野田尚史，中尾有岐(編) ひつじ書房 

 

（４）コーパス・データベース 

共同利用の推進のために外部機関と連携して言語資源・検索ツール等の整備を行い，今年度は６

件の言語資源の新規公開，25件のデータ等追加・更新公開，４件のツール等の更新，各１件の言語

資源・ツールのプロジェクト内限定公開を行った。このうち『日本語日常会話コーパス』は言語資

源賞（言語資源協会・言語処理学会）を受賞し，「日本語の日常会話を収録した豊富なアノテーショ

ンを含む大規模なコーパスであり，対話の研究に幅広く利用できる価値の高い言語資源」と評され

た。これにより，今期の計画である(1)日常会話，(2)古典・近代語，(3)方言，(4)学習者の日本

語，(5)文法・意味構造に関する新たな言語資源の整備および(6)包括的検索システムの開発を全て

達成するとともに，これらの目標を大きく上回るコーパス・データベース等58件，検索システム等
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３件の新規構築・追加公開をすることができた。コーパスの一部はオンライン検索システム「中納

言」で公開されており，令和３年度の新規登録ユーザ数は8,294人(昨年度比122%)，検索数は191

万件以上(昨年度比116%）件と，広く研究に活用された。 

 

表５ コーパス・データベース一覧  

担当 種別 名称 

統語 追加・更新 『統語・意味解析コーパス(NPCMJ)』（通称：Kainoki Treebank） 

統語 新規公開 Matsunoki Treebank（通称） 

統語 新規公開 Soyogo Treebank（通称) 

統語 新規公開 Suginoki Treebank（通称） 

統語 内部公開 New PT-NPCMJ 

危機 追加・更新 『日本語諸方言コーパス』 

危機 追加・更新 『アイヌ語口承文芸コーパス』 

危機 追加・更新 『日本言語地図データベース』 

通時 追加・更新 『日本語歴史コーパス』「鎌倉時代編Ⅲ軍記」 

通時 追加・更新 『日本語歴史コーパス』「明治・大正編 新聞」 

通時 追加・更新 『日本語歴史コーパス』「明治・大正編 SP盤落語」（テキスト版） 

通時 追加・更新 「語誌情報ポータル」（『語彙研究文献語別目録』を追加） 

通時 追加・更新 「Web茶まめ」 

通時 追加・更新 「近世江戸口語UniDic」「近世上方口語UniDic」「近世文語UniDic」 

通時 追加・更新 コーパス簡易検索ツール「ことねり」 

通時 内部公開 『日本語歴史コーパス』の誤り修正プラットフォーム 

通時 追加・更新 『オックスフォード・NINJAL上代語コーパス』 

通時 追加・更新 『日本語歴史コーパス 平安時代編Ⅱ訓点資料』（『西大寺本金光明最勝王経』巻一） 

会話 追加・更新 『日本語日常会話コーパス』 

会話 追加・更新 『昭和話し言葉コーパス』 生データ配信版 

会話 追加・更新 『現代日本語書き言葉均衡コーパス』小説会話文話者情報 

学習者 追加・更新 『BTSJ日本語自然会話コーパス』 

学習者 追加・更新 『日本語学習者の文章理解過程データベース』 

学習者 追加・更新 『教室談話データベース』 

学習者 追加・更新 『日本語基本動詞ハンドブック』 

学習者 追加・更新 『多言語母語の日本語学習者横断コーパス』 

学習者 追加・更新 『日本語学習者の読解コーパス』 

学習者 追加・更新 『日本語学習者の聴解コーパス』 

学習者 追加・更新 『ウェブ版読解教材』 

コーパス 追加・更新 オンライン検索システム「少納言」 

コーパス 新規公開 『リアルタイムMRI調音運動データベース（試験公開版）』 

コーパス 追加・更新 『分類語彙表』単語親密度・位相情報 

コーパス 追加・更新 Universal Dependencies Treebank version 2.8, 2.9  

コーパス 新規公開 The Corpus of Oral Presentations in English (COPE) 

情報 新規公開 北海道調査データベースver0.5 

情報 追加・更新 研究資料室収蔵資料目録（試行版） 

情報 追加・更新 日本語教育映像教材データセット 

 

３．２．教育・人材育成 

（１）大学との連携による教育 

・ 一橋大学大学院言語社会研究科との連携協定に基づき教員３名が授業を行ない，博士学位論文審

査の主査２件，副査２件を担当した。また東京外国語大学大学院国際日本学研究院とのクロスア

ポイントメント制度により，教員２名が東外大で授業を担当したほか，NINJALユニット研究会２

件やコーパス講習会２件を開催した。これらにより大学の機能強化に貢献した。 

・東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所とクロスアポイントメントにより特任助教１人を

雇用し，「フィールド言語学ウェビナー2021」，テキスト『フィールド言語学の手引き』の編集を実

施した。 
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・総合研究大学院大学「日本語言語科学コース」の令和５年４月開設に向けて設置準備を進めるとと

もに，2022年２月のNINJALフォーラム及び３月の言語処理学会においてブースを出展し，広報を

行った。 

（２）教材及び教育プログラムの開発   

・大学院で行なった連携授業の内容を再編集した教科書『地域文化の可能性』を出版したほか，令

和２年度に刊行した教科書『コーパスで学ぶ日本語学 日本語の歴史』を共同研究員の担当する大

学・大学院の計28の授業で利用することによって教育プログラムを検証した。 

 

（３）若手人材の育成 

・若手研究者のキャリアパスとして特任助教を７人雇用し，コーパス構築事業，展示事業，データ

アーカイビング事業を実施した。その成果を含む特任助教の研究書『コーパスと近代日本語書き

言葉の一人称代名詞の研究』が令和３年度 田島毓堂賞（学術賞）を受賞した。 

・実践力の高い若手研究者を育成するために，各班の研究テーマに即した若手研究者向けのチュー

トリアル・講習会を14回開催し，合計で809人（学生365人以上）が参加した（表６）。特に，

第３期の成果としてコーパス等を最終公開したことから，コーパス利用のための講習会を10回

（昨年度比140%)開催した。こうした取り組みにより，大学の授業でコーパスを利用できるオンラ

イン検索アプリケーション「中納言」の講義用アカウントを132件，4,349名の学生等（昨年度比

137%)に発行するなど，コーパスが授業で広く活用された。 

 

表６  チュートリアル・講習会一覧 

担当 開催日 イベント名 開催場所 
参加人数 
（学生数） 

コーパス R3/06/30 ChaKi.NET 講習会 オンライン 4（0） 

危機 R3/08/19 フィールド言語学ウェビナー 2021 オンライン 38（14） 

危機 R3/08/21 日本語諸方言コーパス講習会 オンライン 27（12） 

会話 R3/08/26 第 12 回コーパス利用講習会 オンライン 101（41） 

会話 R3/08/27 第 13 回コーパス利用講習会（全文検索システム『ひまわり』講習会） オンライン 8（4） 

コーパス R3/09/14 Cradle 講習会 オンライン 64（22） 

コーパス R3/09/25 中納言講習会 オンライン 40（11） 
対照・ 
通時 

R3/10/23–24
第 41 回 NINJAL チュートリアル「日本語動詞の意味論/コーパスによる日

本語の歴史研究」 
オンライン 145（104） 

会話 R4/02/25 第 42 回 NINJAL チュートリアル「コーパスを活用した日常会話の研究」 オンライン 148（71） 

学習者 R4/02/26 第 17 回 BTSJ 活用講習会 オンライン 44（25） 

会話  R4/03/01 第 14 回コーパス利用講習会（全文検索システム『ひまわり』講習会） オンライン 12（4） 

統語 R4/03/04 統語・意味解析コーパス（NPCMJ）講習会 オンライン 53（16） 

危機  R4/03/26 
第 43 回 NINJAL チュートリアル「これからの消滅危機言語の保存研究に

おける市民科学者の育成」 
オンライン 44（12） 

通時 R3/3/22 『日本語歴史コーパス』 「中納言」 オンライン講習会 オンライン 81(29) 

 

・大学生・大学院生向けに「言語学レクチャーシリーズ」パイロット版を新たに８本作成して

YouTube国語研チャンネルにて公開し，既公開分とあわせ年間79,336回再生されるなど，コロナ

禍において授業の実施に苦慮する大学等で広く活用された。 

・若手研究者のモチベーションを高めるために，「言語資源活用ワークショップ 2021」において若

手研究者向けの賞を設置し，優秀発表賞を１人に授与した。 

 

（４）社会人の学び直しへの貢献 
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３件の新規構築・追加公開をすることができた。コーパスの一部はオンライン検索システム「中納

言」で公開されており，令和３年度の新規登録ユーザ数は8,294人(昨年度比122%)，検索数は191

万件以上(昨年度比116%）件と，広く研究に活用された。 

 

表５ コーパス・データベース一覧  

担当 種別 名称 

統語 追加・更新 『統語・意味解析コーパス(NPCMJ)』（通称：Kainoki Treebank） 

統語 新規公開 Matsunoki Treebank（通称） 

統語 新規公開 Soyogo Treebank（通称) 

統語 新規公開 Suginoki Treebank（通称） 

統語 内部公開 New PT-NPCMJ 

危機 追加・更新 『日本語諸方言コーパス』 

危機 追加・更新 『アイヌ語口承文芸コーパス』 

危機 追加・更新 『日本言語地図データベース』 

通時 追加・更新 『日本語歴史コーパス』「鎌倉時代編Ⅲ軍記」 

通時 追加・更新 『日本語歴史コーパス』「明治・大正編 新聞」 

通時 追加・更新 『日本語歴史コーパス』「明治・大正編 SP盤落語」（テキスト版） 

通時 追加・更新 「語誌情報ポータル」（『語彙研究文献語別目録』を追加） 

通時 追加・更新 「Web茶まめ」 

通時 追加・更新 「近世江戸口語UniDic」「近世上方口語UniDic」「近世文語UniDic」 

通時 追加・更新 コーパス簡易検索ツール「ことねり」 

通時 内部公開 『日本語歴史コーパス』の誤り修正プラットフォーム 

通時 追加・更新 『オックスフォード・NINJAL上代語コーパス』 

通時 追加・更新 『日本語歴史コーパス 平安時代編Ⅱ訓点資料』（『西大寺本金光明最勝王経』巻一） 

会話 追加・更新 『日本語日常会話コーパス』 

会話 追加・更新 『昭和話し言葉コーパス』 生データ配信版 

会話 追加・更新 『現代日本語書き言葉均衡コーパス』小説会話文話者情報 

学習者 追加・更新 『BTSJ日本語自然会話コーパス』 

学習者 追加・更新 『日本語学習者の文章理解過程データベース』 

学習者 追加・更新 『教室談話データベース』 

学習者 追加・更新 『日本語基本動詞ハンドブック』 

学習者 追加・更新 『多言語母語の日本語学習者横断コーパス』 

学習者 追加・更新 『日本語学習者の読解コーパス』 

学習者 追加・更新 『日本語学習者の聴解コーパス』 

学習者 追加・更新 『ウェブ版読解教材』 

コーパス 追加・更新 オンライン検索システム「少納言」 

コーパス 新規公開 『リアルタイムMRI調音運動データベース（試験公開版）』 

コーパス 追加・更新 『分類語彙表』単語親密度・位相情報 

コーパス 追加・更新 Universal Dependencies Treebank version 2.8, 2.9  

コーパス 新規公開 The Corpus of Oral Presentations in English (COPE) 

情報 新規公開 北海道調査データベースver0.5 

情報 追加・更新 研究資料室収蔵資料目録（試行版） 

情報 追加・更新 日本語教育映像教材データセット 

 

３．２．教育・人材育成 

（１）大学との連携による教育 

・ 一橋大学大学院言語社会研究科との連携協定に基づき教員３名が授業を行ない，博士学位論文審

査の主査２件，副査２件を担当した。また東京外国語大学大学院国際日本学研究院とのクロスア

ポイントメント制度により，教員２名が東外大で授業を担当したほか，NINJALユニット研究会２

件やコーパス講習会２件を開催した。これらにより大学の機能強化に貢献した。 

・東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所とクロスアポイントメントにより特任助教１人を

雇用し，「フィールド言語学ウェビナー2021」，テキスト『フィールド言語学の手引き』の編集を実

施した。 
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・総合研究大学院大学「日本語言語科学コース」の令和５年４月開設に向けて設置準備を進めるとと

もに，2022年２月のNINJALフォーラム及び３月の言語処理学会においてブースを出展し，広報を

行った。 

（２）教材及び教育プログラムの開発   

・大学院で行なった連携授業の内容を再編集した教科書『地域文化の可能性』を出版したほか，令

和２年度に刊行した教科書『コーパスで学ぶ日本語学 日本語の歴史』を共同研究員の担当する大

学・大学院の計28の授業で利用することによって教育プログラムを検証した。 

 

（３）若手人材の育成 

・若手研究者のキャリアパスとして特任助教を７人雇用し，コーパス構築事業，展示事業，データ

アーカイビング事業を実施した。その成果を含む特任助教の研究書『コーパスと近代日本語書き

言葉の一人称代名詞の研究』が令和３年度 田島毓堂賞（学術賞）を受賞した。 

・実践力の高い若手研究者を育成するために，各班の研究テーマに即した若手研究者向けのチュー

トリアル・講習会を14回開催し，合計で809人（学生365人以上）が参加した（表６）。特に，

第３期の成果としてコーパス等を最終公開したことから，コーパス利用のための講習会を10回

（昨年度比140%)開催した。こうした取り組みにより，大学の授業でコーパスを利用できるオンラ

イン検索アプリケーション「中納言」の講義用アカウントを132件，4,349名の学生等（昨年度比

137%)に発行するなど，コーパスが授業で広く活用された。 

 

表６  チュートリアル・講習会一覧 

担当 開催日 イベント名 開催場所 
参加人数 
（学生数） 

コーパス R3/06/30 ChaKi.NET 講習会 オンライン 4（0） 

危機 R3/08/19 フィールド言語学ウェビナー 2021 オンライン 38（14） 

危機 R3/08/21 日本語諸方言コーパス講習会 オンライン 27（12） 

会話 R3/08/26 第 12 回コーパス利用講習会 オンライン 101（41） 

会話 R3/08/27 第 13 回コーパス利用講習会（全文検索システム『ひまわり』講習会） オンライン 8（4） 

コーパス R3/09/14 Cradle 講習会 オンライン 64（22） 

コーパス R3/09/25 中納言講習会 オンライン 40（11） 
対照・ 
通時 

R3/10/23–24
第 41 回 NINJAL チュートリアル「日本語動詞の意味論/コーパスによる日

本語の歴史研究」 
オンライン 145（104） 

会話 R4/02/25 第 42 回 NINJAL チュートリアル「コーパスを活用した日常会話の研究」 オンライン 148（71） 

学習者 R4/02/26 第 17 回 BTSJ 活用講習会 オンライン 44（25） 

会話  R4/03/01 第 14 回コーパス利用講習会（全文検索システム『ひまわり』講習会） オンライン 12（4） 

統語 R4/03/04 統語・意味解析コーパス（NPCMJ）講習会 オンライン 53（16） 

危機  R4/03/26 
第 43 回 NINJAL チュートリアル「これからの消滅危機言語の保存研究に

おける市民科学者の育成」 
オンライン 44（12） 

通時 R3/3/22 『日本語歴史コーパス』 「中納言」 オンライン講習会 オンライン 81(29) 

 

・大学生・大学院生向けに「言語学レクチャーシリーズ」パイロット版を新たに８本作成して

YouTube国語研チャンネルにて公開し，既公開分とあわせ年間79,336回再生されるなど，コロナ

禍において授業の実施に苦慮する大学等で広く活用された。 

・若手研究者のモチベーションを高めるために，「言語資源活用ワークショップ 2021」において若

手研究者向けの賞を設置し，優秀発表賞を１人に授与した。 

 

（４）社会人の学び直しへの貢献 

VIII 外部評価報告書 197



 

11 

 

・日本語教師等を対象とする「NINJAL日本語教師セミナー」を国内外で１回ずつ，また国際交流基

金ケルン日本文化会館と共催で日本語教師研修会を，福岡県国際交流センターと共催で日本語教

室ボランティアスキルアップ講座を開催した（表７）。 

 

表７  日本語教師セミナー等一覧 

イベント名 開催場所 開催日 参加者数 

日本語教師セミナー（海外）「社会変革を志向する新たな日本語教育  
―社会の一員としての日本語学習者と「ケース教材」の実践― 

オンライン R4/3/12 49 

日本語教師セミナー（国内）「地域における日本語教育の展開と共生社会 
～縦断調査の結果を踏まえながら」 

オンライン R4/3/27 133 

ケルン日本語教師研修会 2021 春 オンライン R3/6/5 60 

福岡県地域日本語教室ボランティアスキルアップ講座 オンライン R3/10/16,17 61 

 

３．３．社会連携・社会貢献 

（１）一般向けフォーラム・イベント等 

・研究成果を分かりやすく一般に向けて発信するフォーラム・イベント等を開催した（表８）。令和

３年度は，新型コロナウイルス感染拡大防止のため，昨年度に引き続き，学生や一般向けのイベン

トであるオープンハウスやニホンゴ探検をオンライン開催し，29件の動画コンテンツを公開した

ところ，14,251万件の参加（アクセス）があった。 

 

表８ 一般向けフォーラム・イベント等一覧  

担当 公開日 イベント名 開催場所 
研究所 R3/08/20 ニホンゴ探検 2021 オンライン 
研究所 R3/09/10 国立国語研究所 オープンハウス 2021 オンライン 

 

・研究成果を一般に向けて伝えるために，書籍『日本語の大疑問−眠れなくなるほど面白いことばの

世界』（幻冬舎新書）を刊行した。これは国語研に関わる所内外の研究者が執筆し，ポータルサイ

ト「ことば研究館」に掲載した記事を再編集したものである。３月末時点で，紙版７刷６万３千

分，電子版約２千５百ダウンロードに達し，『週刊東洋経済』『サンデー毎日』『しんぶん赤旗』に

書評が掲載されるなど，大きな反響を得た。本書は電子書籍，オーディオブックでも配信された。 

 

（２）地方自治体との連携   

・協定に基づき椎葉方言の語彙集の編纂を進め，『椎葉方言語彙集』（宮崎県椎葉村・国立国語研究

所）をまとめた（４月刊行予定）。また協定に基づき知名町と共同で知名町中央公民館講座「しま

むにサロン」を10回開講した。こうした地域社会との連携を通して方言の記録・保存・復興に貢

献した。 

・危機言語・方言の保存・継承活動のネットワーク的機能をもつ「危機的な状況にある言語・方言サ

ミット（気仙沼大会）」を文化庁等と共催で2022年１月29-30日に開催した。新型コロナウイルス

感染拡大防止のため地域の人のみ対面参加，それ以外の人はオンライン参加となった。国語研から

は「危機言語・方言の判定尺度」と「現状と取組の状況」の報告をビデオで行なった。 

 

（３）展示を通した研究成果の公開   

・展示を通して最先端の言語研究成果を社会へ還元するために，人間文化研究機構の「博物館・展示

を活用した最先端研究の可視化・高度化事業」と共同で，モバイル型ユニット展示を次の通り４件

行った：①民博特別展「復興を支える地域の文化―3.11から10年」（３月４日-５月18日），②国
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文研・民博巡回展示（８月４日-９月29日），③歴博「移動型展示ユニットを活用した機構他機関

との共催展示」（１月18日-２月13日），④文科省情報ひろば（２月15 日-３月23日）。 

・周防大島町におけるハワイ展示を令和３年２月から10月の間に町内４カ所で開催した。 

 

（４）産学連携 

・コーパスを活用した産学連携研究として，ホンダ・リサーチ・インスティチュート・ジャパンなど 

新たに２社との共同研究契約を結び，計５社との共同研究を行った。このうちレトリバ社との共同

研究に基づき「日本語話し言葉BERT」を公開した。またピコラボ社との情報処理学会「人文科学

とコンピュータ研究会」における共同発表「『日本語歴史コーパス』の誤り修正プラットフォーム

の開発」が「じんもんこんベストポスター賞」を受賞した。さらに富士通研究所と連携してシンポ

ジウム 「ビジネス日本語の研究と教育：文書改善に必要な条件を探る」を開催，産学連携で

Universal Dependencies のデータ整備を推進し第３回Universal Dependencies 公開研究会を開

催するなど，言語資源を中心とする産業界との協働による学術的研究を推進した。 

 

３．４．国際連携・国際発信 

・海外機関に所属する研究者107人を共同研究員に加え，海外の研究と連携を図りながら共同研究を

推進した。また，海外の研究者４人を外来研究員として受け入れ，共同研究を推進した。 

・国際会議「QUALICO 2021（国際計量言語学会大会) ）を誘致開催，ソウル大学との協定に基づき 

「The 3rd NINJAL-SNU Joint Workshop on Japanese and Korean Phonology」と「Workshop on 

Data-oriented approaches to meaning in Korean and Japanese」を共同開催するなど，８件の国

際会議・ワークショップ等を開催した。 

・英国オックスフォード大学との連携協定のもとで共同研究を推進し，『オックスフォード・NINJAL

上代語コーパス』を更新して新しいウェブページを公開した。また国際的な取り組みである 

Universal Dependencies における研究を引き続き推進し，Universal Dependencies version 2.6 

と 2.7 を，５月，11月に公開した。 

 

 

令和３年度の評価 

《達成状況の評価結果》 

計画を上回って達成した 

 

（判断理由等） 

 (1)  研究成果・研究水準，(2)  研究体制，(3)  教育・人材育成，(4)  社会連携・社会貢献，

(5)  国際連携・国際発信，のいずれにおいても健闘が目立ち，全体として計画を上回る成果を達成

したと評価できる。 

 

【プロジェクト全体の連携活動に関する評価】 

（１）研究成果・研究水準について 

令和３年度の研究成果・研究水準は質的・量的にもきわめて高い水準であった。 

各研究プロジェクトは計画通り研究を完遂し，成果を公開した。オンラインでの全プロジェクト合

同のフォーラム，国際シンポジウム等８件，国内シンポジウム等38件を開催し，15冊の書籍・報告

書を刊行した。６件の言語資源の新規公開，25 件のデータ等追加・更新公開，４件のツール等の更
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・日本語教師等を対象とする「NINJAL日本語教師セミナー」を国内外で１回ずつ，また国際交流基

金ケルン日本文化会館と共催で日本語教師研修会を，福岡県国際交流センターと共催で日本語教

室ボランティアスキルアップ講座を開催した（表７）。 

 

表７  日本語教師セミナー等一覧 

イベント名 開催場所 開催日 参加者数 

日本語教師セミナー（海外）「社会変革を志向する新たな日本語教育  
―社会の一員としての日本語学習者と「ケース教材」の実践― 

オンライン R4/3/12 49 

日本語教師セミナー（国内）「地域における日本語教育の展開と共生社会 
～縦断調査の結果を踏まえながら」 

オンライン R4/3/27 133 

ケルン日本語教師研修会 2021 春 オンライン R3/6/5 60 

福岡県地域日本語教室ボランティアスキルアップ講座 オンライン R3/10/16,17 61 

 

３．３．社会連携・社会貢献 

（１）一般向けフォーラム・イベント等 

・研究成果を分かりやすく一般に向けて発信するフォーラム・イベント等を開催した（表８）。令和

３年度は，新型コロナウイルス感染拡大防止のため，昨年度に引き続き，学生や一般向けのイベン

トであるオープンハウスやニホンゴ探検をオンライン開催し，29件の動画コンテンツを公開した

ところ，14,251万件の参加（アクセス）があった。 

 

表８ 一般向けフォーラム・イベント等一覧  

担当 公開日 イベント名 開催場所 
研究所 R3/08/20 ニホンゴ探検 2021 オンライン 
研究所 R3/09/10 国立国語研究所 オープンハウス 2021 オンライン 

 

・研究成果を一般に向けて伝えるために，書籍『日本語の大疑問−眠れなくなるほど面白いことばの

世界』（幻冬舎新書）を刊行した。これは国語研に関わる所内外の研究者が執筆し，ポータルサイ

ト「ことば研究館」に掲載した記事を再編集したものである。３月末時点で，紙版７刷６万３千

分，電子版約２千５百ダウンロードに達し，『週刊東洋経済』『サンデー毎日』『しんぶん赤旗』に

書評が掲載されるなど，大きな反響を得た。本書は電子書籍，オーディオブックでも配信された。 

 

（２）地方自治体との連携   

・協定に基づき椎葉方言の語彙集の編纂を進め，『椎葉方言語彙集』（宮崎県椎葉村・国立国語研究

所）をまとめた（４月刊行予定）。また協定に基づき知名町と共同で知名町中央公民館講座「しま

むにサロン」を10回開講した。こうした地域社会との連携を通して方言の記録・保存・復興に貢

献した。 

・危機言語・方言の保存・継承活動のネットワーク的機能をもつ「危機的な状況にある言語・方言サ

ミット（気仙沼大会）」を文化庁等と共催で2022年１月29-30日に開催した。新型コロナウイルス

感染拡大防止のため地域の人のみ対面参加，それ以外の人はオンライン参加となった。国語研から

は「危機言語・方言の判定尺度」と「現状と取組の状況」の報告をビデオで行なった。 

 

（３）展示を通した研究成果の公開   

・展示を通して最先端の言語研究成果を社会へ還元するために，人間文化研究機構の「博物館・展示

を活用した最先端研究の可視化・高度化事業」と共同で，モバイル型ユニット展示を次の通り４件

行った：①民博特別展「復興を支える地域の文化―3.11から10年」（３月４日-５月18日），②国
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文研・民博巡回展示（８月４日-９月29日），③歴博「移動型展示ユニットを活用した機構他機関

との共催展示」（１月18日-２月13日），④文科省情報ひろば（２月15 日-３月23日）。 

・周防大島町におけるハワイ展示を令和３年２月から10月の間に町内４カ所で開催した。 

 

（４）産学連携 

・コーパスを活用した産学連携研究として，ホンダ・リサーチ・インスティチュート・ジャパンなど 

新たに２社との共同研究契約を結び，計５社との共同研究を行った。このうちレトリバ社との共同

研究に基づき「日本語話し言葉BERT」を公開した。またピコラボ社との情報処理学会「人文科学

とコンピュータ研究会」における共同発表「『日本語歴史コーパス』の誤り修正プラットフォーム

の開発」が「じんもんこんベストポスター賞」を受賞した。さらに富士通研究所と連携してシンポ

ジウム 「ビジネス日本語の研究と教育：文書改善に必要な条件を探る」を開催，産学連携で

Universal Dependencies のデータ整備を推進し第３回Universal Dependencies 公開研究会を開

催するなど，言語資源を中心とする産業界との協働による学術的研究を推進した。 

 

３．４．国際連携・国際発信 

・海外機関に所属する研究者107人を共同研究員に加え，海外の研究と連携を図りながら共同研究を

推進した。また，海外の研究者４人を外来研究員として受け入れ，共同研究を推進した。 

・国際会議「QUALICO 2021（国際計量言語学会大会) ）を誘致開催，ソウル大学との協定に基づき 

「The 3rd NINJAL-SNU Joint Workshop on Japanese and Korean Phonology」と「Workshop on 

Data-oriented approaches to meaning in Korean and Japanese」を共同開催するなど，８件の国

際会議・ワークショップ等を開催した。 

・英国オックスフォード大学との連携協定のもとで共同研究を推進し，『オックスフォード・NINJAL

上代語コーパス』を更新して新しいウェブページを公開した。また国際的な取り組みである 

Universal Dependencies における研究を引き続き推進し，Universal Dependencies version 2.6 

と 2.7 を，５月，11月に公開した。 

 

 

令和３年度の評価 

《達成状況の評価結果》 

計画を上回って達成した 

 

（判断理由等） 

 (1)  研究成果・研究水準，(2)  研究体制，(3)  教育・人材育成，(4)  社会連携・社会貢献，

(5)  国際連携・国際発信，のいずれにおいても健闘が目立ち，全体として計画を上回る成果を達成

したと評価できる。 

 

【プロジェクト全体の連携活動に関する評価】 

（１）研究成果・研究水準について 

令和３年度の研究成果・研究水準は質的・量的にもきわめて高い水準であった。 

各研究プロジェクトは計画通り研究を完遂し，成果を公開した。オンラインでの全プロジェクト合

同のフォーラム，国際シンポジウム等８件，国内シンポジウム等38件を開催し，15冊の書籍・報告

書を刊行した。６件の言語資源の新規公開，25 件のデータ等追加・更新公開，４件のツール等の更
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新，各１件の言語資源・ツールのプロジェクト内限定公開を行った。これにより，第３期中期計画期

間の計画である５件のコーパスと１件の包括的検索システムの開発を全て達成し，さらに目標を大き

く上回るコーパス・データベース等 58 件，検索システム等３件の新規構築・追加公開をすることが

できた。 

研究水準の高さは，『日本語日常会話コーパス』が言語資源賞（言語資源協会・言語処理学会）を

受賞したことなどでもうかがい知ることができる。 

 

（２）研究体制について 

研究体制は，研究推進のための合理的でバランスの取れた構成になっており，他大学との組織的な

連携，大学機能強化への貢献に関しても高い評価が与えられる。 

研究体制は６つの基幹プロジェクト（［対照言語学」，「統語・意味解析コーパス」，「消滅危機言語・ 

方言」「通時コーパス」，「日常会話コーパス」，「学習者のコミュニケーション」）を中核として，コー

パス開発センターが主導するプロジェクト「コーパスアノテーションの拡張・統合・自動化に関する

基礎研究」や外部研究者をリーダーとする 28 件の公募型共同研究プロジェクトと連携して調査・研

究を推進した。国内外の共同研究員は655名にのぼり，研究者ネットワークを構築して研究を推進し

た。 

各班の研究の進捗状況を管理するために共同研究プロジェクト推進会議，自己点検・評価委員会を

設置し，研究情報の共有化，班同士の連携，合同シンポジウムの企画，プロジェクト全体の自己点検・

評価を行った。 

研究の共同利用・共同研究拠点の強化の取り組みとしては，これまでの公募型共同研究に加え，研

究所が保有する言語資 源等の研究資料や実験機器等を活用する公募型プロジェクト「共同利用型」

や随時申請可能な「共同利用型共同研究（登録型）」や有償コーパスを無償で活用できる「共同利用

型共同研究（言語資源型）」を令和元年度・令和２年度に新設し，令和３年度は25件を採択し，開か

れた大学共同利用機関として外部公募型共同研究を積極的に推進した。 

プロジェクト間の連携強化に関しては，研究班合同の NINJAL フォーラム「ここまで進んだ！ここ

まで分かった！多様な言語資源に基づく日本語研究」を開催し，昨年度実施した全プロジェクト合同

シンポジウムの成果論文集『言語コミュニケーションの多様性』を刊行した。 

大学との連携体制としては，神戸大学大学院人文学研究科とは研究発表会 Prosody & Grammar 

Festa 6 を共同開催したほか，弘前大学とは津軽方言データを共同構築し，「Matsunoki Treebank」

コーパスを公開した。 

 

（３）教育・人材育成について 

教育・人材育成については，大学との連携，教材開発，若手研究者の育成や社会人の学び直しな

どに多大な貢献をしており，高い評価が与えられる。 

大学院教育では，一橋大学で３人が授業を行い，博士学位論文審査の主査２件，副査２件を担当

した。東京外国語大学においても２人が授業を担当し，コーパス講習会２件を開催した。また，東

京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所とは特任助教の雇用，若手研究者のフィールドワー

クに対するスキル向上などで協力し，総合研究大学院大学「日本語言語科学コース」の令和５年設

置準備を進めた。 

教材及び教育プログラムの開発に関しては，教科書『地域文化の可能性』を出版したほか，令和

２年度に刊行した教科書『コーパスで学ぶ日本語学 日本語の歴史』を大学・大学院の計28の授業

で利用することによって教育プログラムを検証した。 
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若手研究者の育成も活発に行った。特任助教を７人雇用し，特任助教の研究書『コーパスと近代

日本語書き言葉の一人称代名詞の研究』が令和３年度 田島毓堂賞（学術賞）を受賞した。若手研究

者の育成のために，若手研究者向けのチュートリアル・講習会を14回開催し，合計で809人（学生

365人以上）が参加した。また，大学生・大学院生向けに「言語学レクチャーシリーズ」パイロッ

ト版を新たに８本作成してYouTube国語研チャンネルにて公開し，「言語資源活用ワークショップ 

2021」において若手研究者向けの賞を設置し，優秀発表賞を１人に授与するなど，若手研究者の研

究支援に務めた。 

社会人の学び直しへの貢献では，日本語教師等を対象とする「NINJAL日本語教師セミナー」を国  

内外で１回ずつ，その他２件を開催した。 

 

（４）社会連携・社会貢献について 

社会連携・社会貢献については， 学生や一般向けのオープンハウスやニホンゴ探検をオンライ

ンで開催し，29件の動画コンテンツを公開し，14,251件の参加があった。研究成果を書籍『日本語

の大疑問−眠れなくなるほど面白いことばの世界』（幻冬舎新書）として刊行し雑誌・新聞で書評が

掲載されるなど，大きな反響を得た。 

地方自治体との連携では，『椎葉方言語彙集』（宮崎県椎葉村・国立国語研究所）をまとめるな

ど，地域社会との連携を通して方言の記録・保存・復興に貢献した。 

展示を通した研究成果の公開に関しては，人間文化研究機構の「博物館・展示を活用した最先端

研究の可視化・高度化事業」と共同でモバイル型ユニット展示４件，周防大島町でハワイ展示を町

内４カ所で行った。 

産学連携に関しては，ホンダ・リサーチ・インスティチュート・ジャパンなど新たに２社との共

同研究契約を結び，計５社との共同研究を行った。また情報処理学会でのピコラボ社との共同発表

「『日本語歴史コーパス』の誤り修正プラットフォームの開発」が「じんもんこんベストポスター

賞」を受賞した。その他にも，言語資源を中心とする産業界との協働による学術的研究を推進し

た。 

 

（５）国際連携・国際発信について 

国際連携・国際発信に関しても，高いレベルで研究活動が行われており，高評価に値する。 

海外機関所属の研究者107人を共同研究員として，別に海外の研究者４人を外来研究員として受

け入れ，共同研究を推進した。国際会議「QUALICO 2021（国際計量言語学会大会) ）を誘致開催す

るなど，８件の国際会議・ワークショップ等を開催した。オックスフォード大学と共同研究を推進

し，『オックスフォード・NINJAL上代語コーパス』を更新して新しいウェブページを公開した。 

 

（６）その他特記事項 

特になし。 
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令和３年度  各プロジェクト・センターの評価 

 

対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法 

プロジェクトリーダー：窪薗 晴夫 

 

Ⅰ．プロジェクトの概要 

１．目的及び特色 

 

２．年次計画（ロードマップ） 

日本語の研究は日本国内に長い伝統と優れた成果を有している一方で，他の言語と相対化させる努力が

十分ではなく，(i)世界諸言語の中で日本語がどのような言語であるのか，(ii)一般言語学・言語類型論

の視点から見ると，日本語の分析にどのような知見が得られるのか，(iii)日本語の研究が世界諸言語の

研究や一般言語学・言語類型論にどのように貢献するのか，いまだ十分に明らかにされたとは言えない。

現代の日本語研究に求められているのは，日本語の研究が世界諸言語の研究，とりわけ一般言語学や言語

類型論研究にどのように貢献できるのかという「内から外を見る」視点と，一般言語学や言語類型論研究

が日本語の分析にどのような知見をもたらすかという「外から内を見る」視点である。 

本プロジェクトは，この両視点から日本語の言語事実を分析することにより，日本語（諸方言を含む）

を世界の諸言語と対照させて日本語の特質を明らかにし，それにより日本語研究の国際化を図ることを主

たる目的とする。日本語の音声・音韻，語彙・形態，文法，意味の構造を，言語獲得（第一言語獲得，第

二言語習得）はもとより，言語に関係する他の学問分野（心理学，認知科学他）との接点・連携をも視野

に入れて，対照言語学・言語類型論の観点から分析することにより，諸言語間に見られる類似性（普遍

性）と相違点（個別性・多様性）を明らかにする。このような対照研究を通じて得られた研究成果を国内

外に向けて発信する。 

上記の目的を達成するために，本プロジェクトは音声・音韻特徴を分析する音声研究班と，形態・文

法・意味構造を分析する文法研究班の２つの研究班（サブプロジェクト）を組織する。音声研究班は「語

のプロソディーと文のプロソディー」を主テーマに，文法研究班は「名詞修飾表現」「とりたて表現」

「動詞の意味構造」の３つをテーマに研究を進める。ともに海外の研究者との国際共同研究と国際シンポ

ジウムの開催・誘致を軸に，論文集（英文，和文）の刊行や，アジアを中心とする諸言語の構造の異同を

可視化する言語地図（電子媒体）の刊行を目指す。 

 

● 全体計画・研究組織 

音声研究班と文法研究班は研究成果発表会や研究文献リスト作成などの日常的な活動をそれぞれ独自に

行う一方で，「対照言語学の観点から日本語の特質を解明する」という共通の目標に沿って国際シンポジウ

ムを定期的に開催し，その成果を英文論文集などの成果刊行物として公刊する。また，日本語や言語類型論

に関する国際会議を合同で誘致し，プロジェクト全体で日本語研究と国語研の国際化を推し進める。 
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対照言語学 H28 年度 H29 年度 H30 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度 

シンポジウム等 オノマトペ

国際シンポジ

ウム，NINJAL

フ ォ ー ラ ム

「 オ ノ マ ト

ペ」開催 

「 プ ロ ソ

ディー」に関

する国際ワー

クショップ開

催 

｢ プ ロ ソ

ディー｣｢移動動

詞｣「動詞の意味

構造」に関する

国際シンポジウ

ム開催 

「 プ ロ ソ

ディー」に関

する国際ワー

クショップ開

催，国際認知

言語学会共催 

NINJAL

チュートリア

ル開催 

国際会議 JK 

2021の開催 

刊行・出版   NINJAL

フォーラムの

成果の刊行，

音声関係の啓

蒙書刊行 

論文集の編集

作業，「プロソ

ディー」に関す

る研究論文集刊

行 

「名詞修飾」

「とりたて表

現」に関する

各研究論文集

刊行 

英文論文集

の編集作業，

「移動表現」

に関する研究

論文集刊行 

 

「日本語と

言語類型論」

「動詞の意味

構造」「移動動

詞」に関する

各研究論文集

の刊行 

データ    

 

 

・研究組織 

リーダー： 

窪薗晴夫 

班リーダー： 

窪薗晴夫（音声） 

野田尚史（とりたて表現） 

松本曜（動詞の意味構造） 

プラシャント・パルデシ 

および窪田悠介（名詞修飾表現） 
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現」に関する

各研究論文集

刊行 

英文論文集

の編集作業，

「移動表現」

に関する研究

論文集刊行 

 

「日本語と

言語類型論」
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詞」に関する

各研究論文集
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・研究組織 
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野田尚史（とりたて表現） 

松本曜（動詞の意味構造） 

プラシャント・パルデシ 

および窪田悠介（名詞修飾表現） 
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令和３年度  各プロジェクト・センターの評価 

 

対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法 

プロジェクトリーダー：窪薗 晴夫 

 

Ⅰ．プロジェクトの概要 

１．目的及び特色 

 

２．年次計画（ロードマップ） 

日本語の研究は日本国内に長い伝統と優れた成果を有している一方で，他の言語と相対化させる努力が

十分ではなく，(i)世界諸言語の中で日本語がどのような言語であるのか，(ii)一般言語学・言語類型論

の視点から見ると，日本語の分析にどのような知見が得られるのか，(iii)日本語の研究が世界諸言語の

研究や一般言語学・言語類型論にどのように貢献するのか，いまだ十分に明らかにされたとは言えない。

現代の日本語研究に求められているのは，日本語の研究が世界諸言語の研究，とりわけ一般言語学や言語

類型論研究にどのように貢献できるのかという「内から外を見る」視点と，一般言語学や言語類型論研究

が日本語の分析にどのような知見をもたらすかという「外から内を見る」視点である。 

本プロジェクトは，この両視点から日本語の言語事実を分析することにより，日本語（諸方言を含む）

を世界の諸言語と対照させて日本語の特質を明らかにし，それにより日本語研究の国際化を図ることを主

たる目的とする。日本語の音声・音韻，語彙・形態，文法，意味の構造を，言語獲得（第一言語獲得，第

二言語習得）はもとより，言語に関係する他の学問分野（心理学，認知科学他）との接点・連携をも視野

に入れて，対照言語学・言語類型論の観点から分析することにより，諸言語間に見られる類似性（普遍

性）と相違点（個別性・多様性）を明らかにする。このような対照研究を通じて得られた研究成果を国内

外に向けて発信する。 

上記の目的を達成するために，本プロジェクトは音声・音韻特徴を分析する音声研究班と，形態・文

法・意味構造を分析する文法研究班の２つの研究班（サブプロジェクト）を組織する。音声研究班は「語

のプロソディーと文のプロソディー」を主テーマに，文法研究班は「名詞修飾表現」「とりたて表現」

「動詞の意味構造」の３つをテーマに研究を進める。ともに海外の研究者との国際共同研究と国際シンポ

ジウムの開催・誘致を軸に，論文集（英文，和文）の刊行や，アジアを中心とする諸言語の構造の異同を

可視化する言語地図（電子媒体）の刊行を目指す。 

 

● 全体計画・研究組織 

音声研究班と文法研究班は研究成果発表会や研究文献リスト作成などの日常的な活動をそれぞれ独自に

行う一方で，「対照言語学の観点から日本語の特質を解明する」という共通の目標に沿って国際シンポジウ

ムを定期的に開催し，その成果を英文論文集などの成果刊行物として公刊する。また，日本語や言語類型論

に関する国際会議を合同で誘致し，プロジェクト全体で日本語研究と国語研の国際化を推し進める。 
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野田尚史（とりたて表現） 

松本曜（動詞の意味構造） 
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および窪田悠介（名詞修飾表現） 
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● 年次計画 

平成28年度（研究プロジェクトの始動） 

1．日英語によるプロジェクトHPを開設し，以後，随時更新する。 

2．若手研究者をプロジェクト PD フェローとして合計２名雇用し，研究指導を行う。また日本学術振興会

外国人特別研究員（PD）２名に対して研究指導を行う。 

3．国内外の主要研究者から成るアドバイザリーボードを設置し，プロジェクトの運営や成果発信について

随時アドバイスを求める。 

4．研究班，研究テーマごとに研究成果発表会と打合せ会議を年数回開催する。 

5．NINJAL国際シンポジウムとしてThe 24th Japanese Korean Linguistics Conference (JK 24) （10月

14～16日）とオノマトペ国際シンポジウム（12月 17～18日）の２つを開催する。またその成果の取り

まとめ（論文集の編集）に着手する。 

6．オノマトペをテーマに一般社会向けのNINJALフォーラムを開催する（１月21日）。 

7．第二期中期計画期間に着手した『日本語版連濁事典』， Mouton Handbook （Japanese Contrastive 

Linguisticsの巻），The Phonetics and Phonology of Geminate Consonants，Tonal Change and 

Neutralizationの編集作業を完了する。 

8．言語地図の立案を開始する（項目・言語の選択，刊行方法等）。 

9．大学院生向けのチュートリアル（国内）を開催する。 

10．年度末にプロジェクトの合同研究発表会を開催し，客員教員や共同研究員を含めたプロジェクト全体

の成果を共有する。 

平成29年度（研究プロジェクトの展開） 

1．引き続き若手研究者をプロジェクト PD フェローとして合計２名雇用し，研究指導を行う。また日本学

術振興会特別研究員（PD）１名に対して研究指導を行う。 

2．研究班ごとに研究成果発表会を年数回開催する。 

3．「プロソディー」と「名詞修飾」をテーマにそれぞれ国際シンポジウムを開催する。 

4．年度末にプロジェクトの合同研究発表会を開催し，客員教員や共同研究員を含めたプロジェクト全体の

成果を共有する。 

5．Mouton Handbook (Japanese Contrastive Linguistics および Syntax の巻)，Tonal Change and 

Neutralizationの編集作業を完了する。 

6．前年度に開催したNINJAL国際シンポジウム２件とNINJALフォーラム１件の成果を取りまとめ，それぞ

れ論文集，啓蒙書として編集を行う。 

7．『移動表現の類型論II（仮題）』の編集作業を行う。 

8．音声関係の啓蒙書を執筆する（１冊目）。 

9．言語地図の作成を開始する。 

平成30年度（研究成果の中間とりまとめ） 

1．引き続き若手研究者をプロジェクトPDフェローとして合計２名雇用し，研究指導を行う。 

2．研究班，研究テーマごとに研究成果発表会と打合せ会議を年数回開催する。 

3．年度末にプロジェクトの合同研究発表会（Prosody and Grammar Festa 3）を開催し，客員教員や共同

研究員を含めたプロジェクト全体の成果を共有する。 

4．音声（プロソディー）と文法（移動動詞，動詞の意味構造）に関する国際シンポジウム・ワークショッ

プをそれぞれ開催する。 
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5．前年度に開催した「プロソディー」に関する国際ワークショップの論文の編集を行い，出版社に入稿す

る（公刊は１年後）。また「とりたて表現（和文）」「移動表現（和文）」「名詞修飾（和文）」に関

する各論文集の編集作業を進める（公刊は１年後の予定）。 

6．引き続き言語地図の作成用のデータ収集を行う。 

7．大学院生向けのチュートリアルを国内と海外でそれぞれ開催する。 

令和元年度（研究プロジェクトの拡充） 

1．若手研究者をプロジェクトPDフェローとして合計２名雇用し，研究指導を行う。 

2．研究班，研究テーマごとに研究成果発表会と打合せ会議を年数回開催する。 

3．年度末にプロジェクトの合同研究発表会（Prosody and Grammar Festa 4）を開催し，客員教員や共同

研究員を含めたプロジェクト全体の成果を共有する。 

4．「プロソディー」に関する国際シンポジウムを開催する。また，国際認知言語学会を共催する。 

5．前年度に開催した「移動動詞」に関する国際シンポジウムの成果を研究論文集（英文）として取りまと

める（公刊は１～２年後）。また「動詞の意味構造（和文）」に関する論文集の編集に着手する。 

6．「とりたて表現（和文）」「名詞修飾（和文）」に関する各研究論文集を刊行する。 

7．引き続き言語地図の作成を行う。 

令和２年度（研究成果のとりまとめ） 

1．引き続き若手研究者をプロジェクトPDフェローとして合計２名雇用し，研究指導を行う。 

2．研究班，研究テーマごとに成果取りまとめのための研究発表会と打合せ会議を年数回開催する。 

3．年度末にプロジェクトの合同研究発表会（Prosody and Grammar Festa 5）を開催し，客員教員や共同

研究員を含めたプロジェクト全体の成果を共有する。 

4．「名詞修飾（和文）」と「移動表現（和文）」「移動表現（英文）」「日本語と言語類型論（和文）」

に関する研究論文集をそれぞれ刊行する。「移動動詞（英文）」「動詞の意味構造（和文）」「プロソ

ディー（英文）」に関する各論文集を編集する。 

5．大学院生向けのチュートリアルを開催する。 

6．言語地図の取りまとめを行う。 

令和３年度（研究成果の公刊） 

1．引き続き若手研究者をプロジェクトPDフェローとして合計２名雇用し，研究指導を行う。 

2．成果取りまとめのための研究発表会と打合せ会議を年数回開催する。 

3．「動詞の意味構造（和文）」「プロソディー（英文）」の各論文集を刊行する。「移動動詞（英文）」

の論文集の編集を完了する。 

4．言語地図を公刊（公開）する。 

【３年目までの成果物】〔編者〕 

1．Sequential Voicing in Japanese Compounds (John Benjamins) 2016年６月〔バンス〕 

2．『日本語コーパス活用入門: NINJAL-LWP実践ガイド』（大修館） 2016年７月〔パルデシ〕 

3．The Phonetics and Phonology of Geminate Consonants (Oxford University Press) 2017年４月〔窪

薗〕 

4．『日本語を分析するレッスン』（大修館書店）2017年４月〔野田〕。 

5．『オノマトペの謎』（岩波書店）2017年５月〔窪薗〕 

6．『通じない日本語』（平凡社新書）2017年 12月〔窪薗〕 

7．Handbook of Japanese Syntax (De Gruyter Mouton) 2017年 12月〔野田〕 

8．Japanese Korean Linguistics 24 (CSLI) 2018年１月〔船越〕 
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5．前年度に開催した「プロソディー」に関する国際ワークショップの論文の編集を行い，出版社に入稿す

る（公刊は１年後）。また「とりたて表現（和文）」「移動表現（和文）」「名詞修飾（和文）」に関

する各論文集の編集作業を進める（公刊は１年後の予定）。 

6．引き続き言語地図の作成用のデータ収集を行う。 

7．大学院生向けのチュートリアルを国内と海外でそれぞれ開催する。 

令和元年度（研究プロジェクトの拡充） 

1．若手研究者をプロジェクトPDフェローとして合計２名雇用し，研究指導を行う。 

2．研究班，研究テーマごとに研究成果発表会と打合せ会議を年数回開催する。 

3．年度末にプロジェクトの合同研究発表会（Prosody and Grammar Festa 4）を開催し，客員教員や共同

研究員を含めたプロジェクト全体の成果を共有する。 

4．「プロソディー」に関する国際シンポジウムを開催する。また，国際認知言語学会を共催する。 

5．前年度に開催した「移動動詞」に関する国際シンポジウムの成果を研究論文集（英文）として取りまと

める（公刊は１～２年後）。また「動詞の意味構造（和文）」に関する論文集の編集に着手する。 

6．「とりたて表現（和文）」「名詞修飾（和文）」に関する各研究論文集を刊行する。 

7．引き続き言語地図の作成を行う。 

令和２年度（研究成果のとりまとめ） 

1．引き続き若手研究者をプロジェクトPDフェローとして合計２名雇用し，研究指導を行う。 

2．研究班，研究テーマごとに成果取りまとめのための研究発表会と打合せ会議を年数回開催する。 

3．年度末にプロジェクトの合同研究発表会（Prosody and Grammar Festa 5）を開催し，客員教員や共同

研究員を含めたプロジェクト全体の成果を共有する。 

4．「名詞修飾（和文）」と「移動表現（和文）」「移動表現（英文）」「日本語と言語類型論（和文）」

に関する研究論文集をそれぞれ刊行する。「移動動詞（英文）」「動詞の意味構造（和文）」「プロソ

ディー（英文）」に関する各論文集を編集する。 

5．大学院生向けのチュートリアルを開催する。 

6．言語地図の取りまとめを行う。 

令和３年度（研究成果の公刊） 

1．引き続き若手研究者をプロジェクトPDフェローとして合計２名雇用し，研究指導を行う。 

2．成果取りまとめのための研究発表会と打合せ会議を年数回開催する。 

3．「動詞の意味構造（和文）」「プロソディー（英文）」の各論文集を刊行する。「移動動詞（英文）」

の論文集の編集を完了する。 

4．言語地図を公刊（公開）する。 

【３年目までの成果物】〔編者〕 

1．Sequential Voicing in Japanese Compounds (John Benjamins) 2016年６月〔バンス〕 

2．『日本語コーパス活用入門: NINJAL-LWP実践ガイド』（大修館） 2016年７月〔パルデシ〕 

3．The Phonetics and Phonology of Geminate Consonants (Oxford University Press) 2017年４月〔窪

薗〕 

4．『日本語を分析するレッスン』（大修館書店）2017年４月〔野田〕。 

5．『オノマトペの謎』（岩波書店）2017年５月〔窪薗〕 

6．『通じない日本語』（平凡社新書）2017年 12月〔窪薗〕 

7．Handbook of Japanese Syntax (De Gruyter Mouton) 2017年 12月〔野田〕 

8．Japanese Korean Linguistics 24 (CSLI) 2018年１月〔船越〕 
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● 年次計画 

平成28年度（研究プロジェクトの始動） 

1．日英語によるプロジェクトHPを開設し，以後，随時更新する。 

2．若手研究者をプロジェクト PD フェローとして合計２名雇用し，研究指導を行う。また日本学術振興会

外国人特別研究員（PD）２名に対して研究指導を行う。 

3．国内外の主要研究者から成るアドバイザリーボードを設置し，プロジェクトの運営や成果発信について

随時アドバイスを求める。 

4．研究班，研究テーマごとに研究成果発表会と打合せ会議を年数回開催する。 

5．NINJAL国際シンポジウムとしてThe 24th Japanese Korean Linguistics Conference (JK 24) （10月

14～16日）とオノマトペ国際シンポジウム（12月 17～18日）の２つを開催する。またその成果の取り

まとめ（論文集の編集）に着手する。 

6．オノマトペをテーマに一般社会向けのNINJALフォーラムを開催する（１月21日）。 

7．第二期中期計画期間に着手した『日本語版連濁事典』， Mouton Handbook （Japanese Contrastive 

Linguisticsの巻），The Phonetics and Phonology of Geminate Consonants，Tonal Change and 

Neutralizationの編集作業を完了する。 

8．言語地図の立案を開始する（項目・言語の選択，刊行方法等）。 

9．大学院生向けのチュートリアル（国内）を開催する。 

10．年度末にプロジェクトの合同研究発表会を開催し，客員教員や共同研究員を含めたプロジェクト全体

の成果を共有する。 

平成29年度（研究プロジェクトの展開） 

1．引き続き若手研究者をプロジェクト PD フェローとして合計２名雇用し，研究指導を行う。また日本学

術振興会特別研究員（PD）１名に対して研究指導を行う。 

2．研究班ごとに研究成果発表会を年数回開催する。 

3．「プロソディー」と「名詞修飾」をテーマにそれぞれ国際シンポジウムを開催する。 

4．年度末にプロジェクトの合同研究発表会を開催し，客員教員や共同研究員を含めたプロジェクト全体の

成果を共有する。 

5．Mouton Handbook (Japanese Contrastive Linguistics および Syntax の巻)，Tonal Change and 

Neutralizationの編集作業を完了する。 

6．前年度に開催したNINJAL国際シンポジウム２件とNINJALフォーラム１件の成果を取りまとめ，それぞ

れ論文集，啓蒙書として編集を行う。 

7．『移動表現の類型論II（仮題）』の編集作業を行う。 

8．音声関係の啓蒙書を執筆する（１冊目）。 

9．言語地図の作成を開始する。 

平成30年度（研究成果の中間とりまとめ） 

1．引き続き若手研究者をプロジェクトPDフェローとして合計２名雇用し，研究指導を行う。 

2．研究班，研究テーマごとに研究成果発表会と打合せ会議を年数回開催する。 

3．年度末にプロジェクトの合同研究発表会（Prosody and Grammar Festa 3）を開催し，客員教員や共同

研究員を含めたプロジェクト全体の成果を共有する。 

4．音声（プロソディー）と文法（移動動詞，動詞の意味構造）に関する国際シンポジウム・ワークショッ

プをそれぞれ開催する。 
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5．前年度に開催した「プロソディー」に関する国際ワークショップの論文の編集を行い，出版社に入稿す

る（公刊は１年後）。また「とりたて表現（和文）」「移動表現（和文）」「名詞修飾（和文）」に関

する各論文集の編集作業を進める（公刊は１年後の予定）。 

6．引き続き言語地図の作成用のデータ収集を行う。 

7．大学院生向けのチュートリアルを国内と海外でそれぞれ開催する。 

令和元年度（研究プロジェクトの拡充） 

1．若手研究者をプロジェクトPDフェローとして合計２名雇用し，研究指導を行う。 

2．研究班，研究テーマごとに研究成果発表会と打合せ会議を年数回開催する。 

3．年度末にプロジェクトの合同研究発表会（Prosody and Grammar Festa 4）を開催し，客員教員や共同

研究員を含めたプロジェクト全体の成果を共有する。 

4．「プロソディー」に関する国際シンポジウムを開催する。また，国際認知言語学会を共催する。 

5．前年度に開催した「移動動詞」に関する国際シンポジウムの成果を研究論文集（英文）として取りまと

める（公刊は１～２年後）。また「動詞の意味構造（和文）」に関する論文集の編集に着手する。 

6．「とりたて表現（和文）」「名詞修飾（和文）」に関する各研究論文集を刊行する。 

7．引き続き言語地図の作成を行う。 

令和２年度（研究成果のとりまとめ） 

1．引き続き若手研究者をプロジェクトPDフェローとして合計２名雇用し，研究指導を行う。 

2．研究班，研究テーマごとに成果取りまとめのための研究発表会と打合せ会議を年数回開催する。 

3．年度末にプロジェクトの合同研究発表会（Prosody and Grammar Festa 5）を開催し，客員教員や共同

研究員を含めたプロジェクト全体の成果を共有する。 

4．「名詞修飾（和文）」と「移動表現（和文）」「移動表現（英文）」「日本語と言語類型論（和文）」

に関する研究論文集をそれぞれ刊行する。「移動動詞（英文）」「動詞の意味構造（和文）」「プロソ

ディー（英文）」に関する各論文集を編集する。 

5．大学院生向けのチュートリアルを開催する。 

6．言語地図の取りまとめを行う。 

令和３年度（研究成果の公刊） 

1．引き続き若手研究者をプロジェクトPDフェローとして合計２名雇用し，研究指導を行う。 

2．成果取りまとめのための研究発表会と打合せ会議を年数回開催する。 

3．「動詞の意味構造（和文）」「プロソディー（英文）」の各論文集を刊行する。「移動動詞（英文）」

の論文集の編集を完了する。 

4．言語地図を公刊（公開）する。 

【３年目までの成果物】〔編者〕 

1．Sequential Voicing in Japanese Compounds (John Benjamins) 2016年６月〔バンス〕 

2．『日本語コーパス活用入門: NINJAL-LWP実践ガイド』（大修館） 2016年７月〔パルデシ〕 

3．The Phonetics and Phonology of Geminate Consonants (Oxford University Press) 2017年４月〔窪

薗〕 

4．『日本語を分析するレッスン』（大修館書店）2017年４月〔野田〕。 

5．『オノマトペの謎』（岩波書店）2017年５月〔窪薗〕 

6．『通じない日本語』（平凡社新書）2017年 12月〔窪薗〕 

7．Handbook of Japanese Syntax (De Gruyter Mouton) 2017年 12月〔野田〕 

8．Japanese Korean Linguistics 24 (CSLI) 2018年１月〔船越〕 

VIII 外部評価報告書 205

 

18 

 

5．前年度に開催した「プロソディー」に関する国際ワークショップの論文の編集を行い，出版社に入稿す

る（公刊は１年後）。また「とりたて表現（和文）」「移動表現（和文）」「名詞修飾（和文）」に関

する各論文集の編集作業を進める（公刊は１年後の予定）。 

6．引き続き言語地図の作成用のデータ収集を行う。 

7．大学院生向けのチュートリアルを国内と海外でそれぞれ開催する。 

令和元年度（研究プロジェクトの拡充） 

1．若手研究者をプロジェクトPDフェローとして合計２名雇用し，研究指導を行う。 

2．研究班，研究テーマごとに研究成果発表会と打合せ会議を年数回開催する。 

3．年度末にプロジェクトの合同研究発表会（Prosody and Grammar Festa 4）を開催し，客員教員や共同

研究員を含めたプロジェクト全体の成果を共有する。 

4．「プロソディー」に関する国際シンポジウムを開催する。また，国際認知言語学会を共催する。 

5．前年度に開催した「移動動詞」に関する国際シンポジウムの成果を研究論文集（英文）として取りまと

める（公刊は１～２年後）。また「動詞の意味構造（和文）」に関する論文集の編集に着手する。 

6．「とりたて表現（和文）」「名詞修飾（和文）」に関する各研究論文集を刊行する。 

7．引き続き言語地図の作成を行う。 

令和２年度（研究成果のとりまとめ） 

1．引き続き若手研究者をプロジェクトPDフェローとして合計２名雇用し，研究指導を行う。 

2．研究班，研究テーマごとに成果取りまとめのための研究発表会と打合せ会議を年数回開催する。 

3．年度末にプロジェクトの合同研究発表会（Prosody and Grammar Festa 5）を開催し，客員教員や共同

研究員を含めたプロジェクト全体の成果を共有する。 

4．「名詞修飾（和文）」と「移動表現（和文）」「移動表現（英文）」「日本語と言語類型論（和文）」

に関する研究論文集をそれぞれ刊行する。「移動動詞（英文）」「動詞の意味構造（和文）」「プロソ

ディー（英文）」に関する各論文集を編集する。 

5．大学院生向けのチュートリアルを開催する。 

6．言語地図の取りまとめを行う。 

令和３年度（研究成果の公刊） 

1．引き続き若手研究者をプロジェクトPDフェローとして合計２名雇用し，研究指導を行う。 

2．成果取りまとめのための研究発表会と打合せ会議を年数回開催する。 

3．「動詞の意味構造（和文）」「プロソディー（英文）」の各論文集を刊行する。「移動動詞（英文）」

の論文集の編集を完了する。 

4．言語地図を公刊（公開）する。 

【３年目までの成果物】〔編者〕 

1．Sequential Voicing in Japanese Compounds (John Benjamins) 2016年６月〔バンス〕 

2．『日本語コーパス活用入門: NINJAL-LWP実践ガイド』（大修館） 2016年７月〔パルデシ〕 

3．The Phonetics and Phonology of Geminate Consonants (Oxford University Press) 2017年４月〔窪

薗〕 

4．『日本語を分析するレッスン』（大修館書店）2017年４月〔野田〕。 

5．『オノマトペの謎』（岩波書店）2017年５月〔窪薗〕 

6．『通じない日本語』（平凡社新書）2017年 12月〔窪薗〕 

7．Handbook of Japanese Syntax (De Gruyter Mouton) 2017年 12月〔野田〕 

8．Japanese Korean Linguistics 24 (CSLI) 2018年１月〔船越〕 

VIII 外部評価報告書 205



 

19 

 

 

Ⅱ．令和３年度活動概要 

令和３年度予算総額   28,393千円 

令和３年度 成果の概要 

１．研究に関する計画 

対照言語学研究を推進するために，国内外あわせて 162 人の組織で事業を遂行した。コロナ禍のために

対面形式のイベントは実施困難な状況が続いたが，オンラインを活用して例年以上の活動を行った。具体

的には４つの研究班ごとの公開研究発表会を計 16 回（国内学会等でのワークショップ２回を含む），４班

合同の発表会（Prosody and Grammar Festa 6）を１回，国内コロキウム１回（Kobe-NINJAL言語学コロキ

ウム），国際シンポジウム・ワークショップを４件開催した。これら 22 件の企画において計 231 件の研究

発表が行われ（うち学生が筆頭発表者のもの 39 件），計 2,395 人（延べ）の参加者が得られた（うち海外

機関研究者508人，大学院生を含む学生641人）。 

共同研究の成果の取りまとめを行った結果，プロジェクト全体で図書６冊，論文 67 編（ブックチャプ

ター36編含む），学術発表・講演97件（一般向け除く）を公開・刊行した。このうちプロジェクトの所内

メンバー（教員５名）が下記３冊の図書（研究論文集）および論文16編を刊行し，さらに７冊の研究書・

研究論文集の執筆・編集を行った。 

・『日本語の歴史的対照文法』（野田尚史，小田勝 共編，和泉書院） 令和３年６月 

・『フレーム意味論の貢献：動詞とその周辺』（松本曜，小原京子 共編，開拓社）令和４年３月 

・『プロソディー研究の新展開』（窪薗晴夫・守本真帆 共編，開拓社）令和４年２月 

 

 

9．Handbook of Japanese Contrastive Linguistics (De Gruyter Mouton) 2018年２月〔パルデシ〕 

10．Tonal Change and Neutralization (De Gruyter Mouton) 2018年３月〔窪薗〕 

11．The Linguistic Review 36巻１号，特集 Prosody and Prosodic Interfaces in Japanese and Korean，

2019年２月〔窪薗〕 

 

【５年目までの成果物】上記に加え次のものを刊行する（９番以降は６年目の刊行予定）。 

1．『よくわかる言語学』（ミネルヴァ書房） 2019年〔窪薗〕 

2．『日本語と世界の言語のとりたて表現』（くろしお出版） 2019年〔野田〕 

3．『日本語と世界の言語の名詞修飾表現』（ひつじ書房）2020年〔パルデシ〕 

4． Broader Perspectives on Motion Event Descriptions (John Benjamins) 2020年〔松本〕 

5． Type-Logical Syntax (MIT Press) 2020年〔窪田〕 

6．『移動表現の類型論と第２言語習得』（くろしお出版） 2021年２月〔松本〕 

7．『日本語研究と言語理論から見た言語類型論』（開拓社） 2021年〔窪薗他〕 

8．『一般言語学から見た日本語のプロソディー』（くろしお出版） 2021年〔窪薗〕 

9．『日本語の歴史的対照文法』（和泉書院）2021年度〔野田〕 

10．『フレーム意味論の貢献： 動詞とその周辺』（開拓社）2021年度〔松本〕 

11．『プロソディー研究の新展開』2021年度〔窪薗〕  

12．Prosody and Prosodic Interfaces (Oxford University Press) 2022年度〔窪薗〕 

13．Word and Sentence Prosody: The Endangered Dialect of Koshikijima Japanese (De Gruyter Mouton) 

2022年度〔窪薗〕 
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２. 共同利用・共同研究に関する計画 

学術交流協定に基づき，神戸大学大学院人文学研究科と上記の Prosody and Grammar Festa 6 および

Kobe-NINJAL言語学コロキウムを，ソウル大学と国際ワークショップ2件（“JK 29 Satellite Meeting: The 

3rd NINJAL-SNU Joint Workshop on Japanese and Korean Phonology”および“Data-oriented approaches 

to meaning in Korean and Japanese”）をそれぞれ共同開催した。また東北大学とInternational Symposium 

on Issues in Japanese Psycholinguistics from Comparative Perspectives（IJPCP）を，名古屋大学と

29th Japanese/Korean Linguistics Conference （JK29）をそれぞれ共催した。 

データベース等の構築・公開については，名詞修飾表現の言語地図The World Atlas of Noun-Modifying 

Constructions (WANMC)の一般公開を継続した。また諸言語の移動動詞に関する文献目録（英文）の増補改

訂を行った。 

この他，アドバイザリーボードのメンバーの意見を第４期のプロジェクトテーマの立案に活用した。 

 

３. 教育に関する計画 

若手育成としてPDフェローを２人雇用し，それぞれ研究指導を行った。またプロジェクト全体で４人の

非常勤研究員を雇用し，対照言語学の事業を推進した。海外の大学から大学院生１名（ロシア）を特別共同

利用研究員として受け入れ，研究指導を行った。 

さらに大学院生11人，学振PD１人を共同研究員としてプロジェクトに参画させ，プロジェクト主催の発

表会等で研究発表の機会を与えた。また研究発表会や国内／国際シンポジウム・ワークショップ等におい

て延べ36人の大学院生（筆頭発表者）に発表の機会を提供した。 

イベントとしては，主に台湾の大学院生を対象に第 41 回 NINJAL チュートリアルにおいて「日本語動詞

の意味論」と題する講義を行った。 

 

４． 社会との連携及び社会貢献に関する計画 

プロジェクト全体で地域社会と連携した講演を計４件，それ以外の一般向け講演を４件行った。このう

ち所内メンバーは鹿児島県薩摩川内市との連携協定に基づき，同市の離島・甑島の小学校（全５校）におい

て小学生と教員を対象としたオンライン方言講演会を開催し，計187人（小学生144人，教員43人）の参

加者を得た。また上記の第 41 回 NINJAL チュートリアルでは受講生に多数の社会人（現役の日本語教師）

が含まれていた。 

 

５. グローバル化に関する計画 

海外の出版社から国際出版する９冊の研究書／研究論文集の編集を行った。 

イベントについては前年度に続きコロナ禍の影響を受けたが，オンラインを利用して合計４件の国際シ

ンポジウム・ワークショップを国内外の大学と共同で開催し，合計251人の参加を得た。このうち“The 3rd 

NINJAL-SNU Joint Workshop on Japanese and Korean Phonology”と“Workshop on Data-oriented 

approaches to meaning in Korean and Japanese”はソウル大学との学術交流協定に基づく国際ワーク

ショップである。また台湾東呉大学との学術交流協定に基づき実施された第 41 回 NINJAL チュートリアル

において「日本語動詞の意味論」に関する講義を担当した。 

人的交流として海外の研究者 1 人（アメリカ）を外来研究員として受け入れ共同研究を行い，海外の大

学院生１人（ロシア）を特別共同利用研究員として受け入れ研究指導を行った。 

プロジェクト全体では 27 件，国際会議で研究成果を発表した。このうち所内メンバーは９件の招待講

演・研究発表を行った。 
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２. 共同利用・共同研究に関する計画 
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Ⅱ．令和３年度活動概要 

令和３年度予算総額   28,393千円 

令和３年度 成果の概要 

１．研究に関する計画 

対照言語学研究を推進するために，国内外あわせて 162 人の組織で事業を遂行した。コロナ禍のために

対面形式のイベントは実施困難な状況が続いたが，オンラインを活用して例年以上の活動を行った。具体

的には４つの研究班ごとの公開研究発表会を計 16 回（国内学会等でのワークショップ２回を含む），４班

合同の発表会（Prosody and Grammar Festa 6）を１回，国内コロキウム１回（Kobe-NINJAL言語学コロキ

ウム），国際シンポジウム・ワークショップを４件開催した。これら 22 件の企画において計 231 件の研究

発表が行われ（うち学生が筆頭発表者のもの 39 件），計 2,395 人（延べ）の参加者が得られた（うち海外

機関研究者508人，大学院生を含む学生641人）。 

共同研究の成果の取りまとめを行った結果，プロジェクト全体で図書６冊，論文 67 編（ブックチャプ

ター36編含む），学術発表・講演97件（一般向け除く）を公開・刊行した。このうちプロジェクトの所内

メンバー（教員５名）が下記３冊の図書（研究論文集）および論文16編を刊行し，さらに７冊の研究書・

研究論文集の執筆・編集を行った。 

・『日本語の歴史的対照文法』（野田尚史，小田勝 共編，和泉書院） 令和３年６月 

・『フレーム意味論の貢献：動詞とその周辺』（松本曜，小原京子 共編，開拓社）令和４年３月 

・『プロソディー研究の新展開』（窪薗晴夫・守本真帆 共編，開拓社）令和４年２月 

 

 

9．Handbook of Japanese Contrastive Linguistics (De Gruyter Mouton) 2018年２月〔パルデシ〕 

10．Tonal Change and Neutralization (De Gruyter Mouton) 2018年３月〔窪薗〕 

11．The Linguistic Review 36巻１号，特集 Prosody and Prosodic Interfaces in Japanese and Korean，

2019年２月〔窪薗〕 

 

【５年目までの成果物】上記に加え次のものを刊行する（９番以降は６年目の刊行予定）。 

1．『よくわかる言語学』（ミネルヴァ書房） 2019年〔窪薗〕 

2．『日本語と世界の言語のとりたて表現』（くろしお出版） 2019年〔野田〕 

3．『日本語と世界の言語の名詞修飾表現』（ひつじ書房）2020年〔パルデシ〕 

4． Broader Perspectives on Motion Event Descriptions (John Benjamins) 2020年〔松本〕 

5． Type-Logical Syntax (MIT Press) 2020年〔窪田〕 

6．『移動表現の類型論と第２言語習得』（くろしお出版） 2021年２月〔松本〕 

7．『日本語研究と言語理論から見た言語類型論』（開拓社） 2021年〔窪薗他〕 

8．『一般言語学から見た日本語のプロソディー』（くろしお出版） 2021年〔窪薗〕 

9．『日本語の歴史的対照文法』（和泉書院）2021年度〔野田〕 

10．『フレーム意味論の貢献： 動詞とその周辺』（開拓社）2021年度〔松本〕 

11．『プロソディー研究の新展開』2021年度〔窪薗〕  

12．Prosody and Prosodic Interfaces (Oxford University Press) 2022年度〔窪薗〕 

13．Word and Sentence Prosody: The Endangered Dialect of Koshikijima Japanese (De Gruyter Mouton) 

2022年度〔窪薗〕 
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２. 共同利用・共同研究に関する計画 

学術交流協定に基づき，神戸大学大学院人文学研究科と上記の Prosody and Grammar Festa 6 および

Kobe-NINJAL言語学コロキウムを，ソウル大学と国際ワークショップ2件（“JK 29 Satellite Meeting: The 

3rd NINJAL-SNU Joint Workshop on Japanese and Korean Phonology”および“Data-oriented approaches 

to meaning in Korean and Japanese”）をそれぞれ共同開催した。また東北大学とInternational Symposium 

on Issues in Japanese Psycholinguistics from Comparative Perspectives（IJPCP）を，名古屋大学と

29th Japanese/Korean Linguistics Conference （JK29）をそれぞれ共催した。 

データベース等の構築・公開については，名詞修飾表現の言語地図The World Atlas of Noun-Modifying 

Constructions (WANMC)の一般公開を継続した。また諸言語の移動動詞に関する文献目録（英文）の増補改

訂を行った。 

この他，アドバイザリーボードのメンバーの意見を第４期のプロジェクトテーマの立案に活用した。 

 

３. 教育に関する計画 

若手育成としてPDフェローを２人雇用し，それぞれ研究指導を行った。またプロジェクト全体で４人の

非常勤研究員を雇用し，対照言語学の事業を推進した。海外の大学から大学院生１名（ロシア）を特別共同

利用研究員として受け入れ，研究指導を行った。 

さらに大学院生11人，学振PD１人を共同研究員としてプロジェクトに参画させ，プロジェクト主催の発

表会等で研究発表の機会を与えた。また研究発表会や国内／国際シンポジウム・ワークショップ等におい

て延べ36人の大学院生（筆頭発表者）に発表の機会を提供した。 

イベントとしては，主に台湾の大学院生を対象に第 41 回 NINJAL チュートリアルにおいて「日本語動詞

の意味論」と題する講義を行った。 

 

４． 社会との連携及び社会貢献に関する計画 

プロジェクト全体で地域社会と連携した講演を計４件，それ以外の一般向け講演を４件行った。このう

ち所内メンバーは鹿児島県薩摩川内市との連携協定に基づき，同市の離島・甑島の小学校（全５校）におい

て小学生と教員を対象としたオンライン方言講演会を開催し，計187人（小学生144人，教員43人）の参

加者を得た。また上記の第 41 回 NINJAL チュートリアルでは受講生に多数の社会人（現役の日本語教師）

が含まれていた。 

 

５. グローバル化に関する計画 

海外の出版社から国際出版する９冊の研究書／研究論文集の編集を行った。 

イベントについては前年度に続きコロナ禍の影響を受けたが，オンラインを利用して合計４件の国際シ

ンポジウム・ワークショップを国内外の大学と共同で開催し，合計251人の参加を得た。このうち“The 3rd 

NINJAL-SNU Joint Workshop on Japanese and Korean Phonology”と“Workshop on Data-oriented 

approaches to meaning in Korean and Japanese”はソウル大学との学術交流協定に基づく国際ワーク

ショップである。また台湾東呉大学との学術交流協定に基づき実施された第 41 回 NINJAL チュートリアル

において「日本語動詞の意味論」に関する講義を担当した。 

人的交流として海外の研究者 1 人（アメリカ）を外来研究員として受け入れ共同研究を行い，海外の大

学院生１人（ロシア）を特別共同利用研究員として受け入れ研究指導を行った。 

プロジェクト全体では 27 件，国際会議で研究成果を発表した。このうち所内メンバーは９件の招待講

演・研究発表を行った。 
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６. その他 

該当する活動なし。 

 

 

Ⅲ．項目ごとの状況 

１．研究に関する計画 

自己点検評価 計画を大きく上回って実施した 

（１）研究水準及び研究の成果等に関する計画 

1. 対照言語学研究を推進するために，４つの研究班（下記）ごとの公開研究発表会を計16回（国内学会等

におけるワークショップ２回を含む），４班合同の発表会(Prosody and Grammar Festa 6)を１回，神戸

大学との共催によるコロキウム（Kobe-NINJAL 言語学コロキウム）を１回，国際シンポジウム・ワーク

ショップを４回開催した。これら計 22 件の企画において計 231 件の研究発表が行われ（うち学生が筆

頭発表者のもの39件），計2,395人（延べ）の参加者が得られた（うち海外機関研究者508人，大学院

生を含む学生641人）。 

① このうち，班ごとの研究発表会および国内学会等ワークショップ計16回の内訳は，音声研究班が14回

（令和３年４月23日～７月２日，７月17-18日，11月 21日，12月 18日），とりたて班が１回（令和４

年２月26日），意味構造班が１回（令和３年４月25日）であった。これらの発表会に合計1,126人の参

加が得られた（うち海外機関研究者220人，大学院生を含む学生309人）。発表数は合計96件であった。

（国内学会シンポジウム・ワークショップの詳細については下記2を参照）。 

② プロジェクト全体の統合を図るために，令和４年１月 29-30 日に，プロジェクト全体の研究発表会

（Prosody and Grammar Festa 6，オンライン）を神戸大学人文学研究科と共同で開催し，200人の参加

者を得た（うち海外機関研究者29人，大学生を含む学生69人）。この合同発表会では基調講演１件と口

頭発表11件および13件のポスター発表により，対照言語学および言語類型論に関する研究成果を報告

した。また神戸大学人文学研究科とはKobe-NINJAL言語学コロキウム（令和４年３月10日，ハイブリッ

ド）も共催し，119人の参加を得た（講演および研究発表計６件）。 

③ 国際シンポジウム等（計4件） 

・令和３年９月 11-12 日に，国際シンポジウム International Symposium on Issues in Japanese 

Psycholinguistics from Comparative Perspectives（IJPCP）を東北大学と共同でオンライン開催し

た。参加者は 117 人，発表件数は 29 件（すべて口頭発表；海外機関研究者による発表５件，学生によ

る発表６件）であった。 

・令和３年10月９-11日に，国際会議29th Japanese/ Korean Linguistics Conferenceを名古屋大学と

共同でオンライン開催した。参加者は 210 人，発表件数は 46 件（口頭 24 件，ポスター22 件；海外機

関研究者による発表26件，学生による発表22件）であった。   

・ソウル大学人文学部との学術交流協定に基づき，国際会議 29th Japanese Korean Linguistics 

Conference のサテライト企画として国際ワークショップ“The 3rd NINJAL-SNU Joint Workshop on 

Japanese and Korean Phonology”を令和３年10月８日に開催した。参加者は62人，発表件数（口頭）

は４件（海外機関研究者による発表２件）であった〔音声研究班〕。 

・ソウル大学人文学部との学術交流協定に基づき，国際会議 29th Japanese Korean Linguistics 

Conferenceのサテライト企画として国際ワークショップ“Data-oriented approaches to meaning in 

Korean and Japanese”を令和３年10月８日に開催した。参加者は41人，発表件数（口頭）は７件（海

外機関研究者による発表４件）であった〔意味構造班，名詞修飾班〕 

208 VIII 外部評価報告書

 

22 

 

2. 国内学会等において２件のワークショップを企画した。 

・令和３年７月17-18日にカリフォルニア大学の研究者を講師に招き，「SPOTと OT Workplace」実践ワー

クショップを国際基督教大学他と共催し，国内外から54人の参加を得た〔音声研究班〕。 

・日本言語学会第163回大会（令和３年11月 21日，オンライン開催）において「日琉諸語の疑問・不定

表現をめぐる韻律的現象：類型論的枠組みの提案と通時的考察」と題するワークショップを企画・開催

した。参加者は25人であった〔音声研究班〕。 

3. プロジェクトの所内メンバー（教員５名）が合計４冊の図書（研究論文集）を刊行し，さらに６冊の図

書（研究書・研究論文集・教科書）の執筆・編集を行った。プロジェクト全体では，図書６冊と論文67

編（ブックチャプター含む）を刊行し，発表・講演を97件行った。 

① 音声研究班は日本語諸方言のプロソディーを分析した研究論文集『プロソディー研究の新展開』（窪薗晴

夫・守本真帆 共編，開拓社）を令和４年２月に刊行し，世界の諸言語のプロソディー体系を分析した研

究論文集 Prosody and Prosodic Interfaces（H. Kubozono, J. Ito and A. Mester 編. Oxford 

University Press）を令和３年４月に入稿した（令和４年４月刊行予定）。さらにWord and Sentence 

Prosody: The Endangered Dialect of Koshikijima Japanese (H. Kubozono, De Gruyter Mouton)の原

稿を完成し入稿した（令和４年12月刊行予定）。 

② とりたて班は研究論文集『日本語の歴史的対照文法』（野田尚史，小田勝 共編，和泉書院）を令和３年

６月に刊行した。また，研究論文集『日本の言語・方言の対照文法』（野田尚史，日高水穂 共編，和泉

書院，令和４年度刊行予定）の編集を行った。 

③ 意味構造班は，『フレーム意味論の貢献：動詞とその周辺』（松本曜，小原京子 共編，開拓社）を令和

４年３月に開拓社から刊行した。また，Motion Event Descriptions from a Cross-Linguistic 

Perspective, Vol. 1（Y. Matsumoto ed., De Gruyter Mouton社）の編集を進めた。 

④ 名詞修飾班は論文集Japanese/Korean Linguistics 29（CSLI社，オンライン）および 『言語学を科学

哲学する（仮題）』（山泉実，窪田悠介 共編，大修館書店）の編集を行い，また教科書Type-Logical Grammar

（Yusuke Kubota and Robert D. Levine共著, Cambridge UP）の執筆を行った。 

4. 言語調査 

コロナ禍の制限を受けながら，１件の方言調査を実施し，また大学院生１人に対して方言調査のため

の旅費支援を行った。 

 

（２）研究実施体制等に関する計画 

1. 神戸大学大学院人文学研究科との学術交流協定に基づき，Prosody and Grammar Festa 6（令和４年１

月29-30日，オンライン）とKobe-NINJAL 言語学コロキウム（令和４年３月10日）を共催した（「1. 研

究に関する計画」(1)-1-②参照」）。 

2. 対照言語学研究を実施するために，国内外あわせて162人の組織でプロジェクトの事業を遂行した（う

ち大学院生 11 人，海外研究機関に属する研究者 17 人）。また海外から１人（アメリカ）を外来研究員

として受け入れ共同研究を行った。 

 

「計画を大きく上回って実施した」と自己評価した理由 

所内メンバーがこれまでの共同研究の成果を計３冊の研究論文集として刊行した。これは「複数冊の刊

行を目指す」という計画を上回る成果である。イベントについては，コロナ禍にあって対面式の研究会や

ワークショップが実施困難となる中で，オンラインにより合計 22 件のイベント―国内研究会 16 件（国内

学会ワークショップ１件を含む），合同発表会（P&G Festa 6）１件，国内コロキウム（Kobe-NINJAL言語学

VIII 外部評価報告書 209

 

22 

 

2. 国内学会等において２件のワークショップを企画した。 

・令和３年７月17-18日にカリフォルニア大学の研究者を講師に招き，「SPOTと OT Workplace」実践ワー

クショップを国際基督教大学他と共催し，国内外から54人の参加を得た〔音声研究班〕。 

・日本言語学会第163回大会（令和３年11月 21日，オンライン開催）において「日琉諸語の疑問・不定

表現をめぐる韻律的現象：類型論的枠組みの提案と通時的考察」と題するワークショップを企画・開催

した。参加者は25人であった〔音声研究班〕。 

3. プロジェクトの所内メンバー（教員５名）が合計４冊の図書（研究論文集）を刊行し，さらに６冊の図

書（研究書・研究論文集・教科書）の執筆・編集を行った。プロジェクト全体では，図書６冊と論文67

編（ブックチャプター含む）を刊行し，発表・講演を97件行った。 

① 音声研究班は日本語諸方言のプロソディーを分析した研究論文集『プロソディー研究の新展開』（窪薗晴

夫・守本真帆 共編，開拓社）を令和４年２月に刊行し，世界の諸言語のプロソディー体系を分析した研

究論文集 Prosody and Prosodic Interfaces（H. Kubozono, J. Ito and A. Mester 編. Oxford 

University Press）を令和３年４月に入稿した（令和４年４月刊行予定）。さらにWord and Sentence 

Prosody: The Endangered Dialect of Koshikijima Japanese (H. Kubozono, De Gruyter Mouton)の原

稿を完成し入稿した（令和４年12月刊行予定）。 

② とりたて班は研究論文集『日本語の歴史的対照文法』（野田尚史，小田勝 共編，和泉書院）を令和３年

６月に刊行した。また，研究論文集『日本の言語・方言の対照文法』（野田尚史，日高水穂 共編，和泉

書院，令和４年度刊行予定）の編集を行った。 

③ 意味構造班は，『フレーム意味論の貢献：動詞とその周辺』（松本曜，小原京子 共編，開拓社）を令和

４年３月に開拓社から刊行した。また，Motion Event Descriptions from a Cross-Linguistic 

Perspective, Vol. 1（Y. Matsumoto ed., De Gruyter Mouton社）の編集を進めた。 

④ 名詞修飾班は論文集Japanese/Korean Linguistics 29（CSLI社，オンライン）および 『言語学を科学

哲学する（仮題）』（山泉実，窪田悠介 共編，大修館書店）の編集を行い，また教科書Type-Logical Grammar

（Yusuke Kubota and Robert D. Levine共著, Cambridge UP）の執筆を行った。 

4. 言語調査 

コロナ禍の制限を受けながら，１件の方言調査を実施し，また大学院生１人に対して方言調査のため

の旅費支援を行った。 

 

（２）研究実施体制等に関する計画 

1. 神戸大学大学院人文学研究科との学術交流協定に基づき，Prosody and Grammar Festa 6（令和４年１

月29-30日，オンライン）とKobe-NINJAL 言語学コロキウム（令和４年３月10日）を共催した（「1. 研

究に関する計画」(1)-1-②参照」）。 

2. 対照言語学研究を実施するために，国内外あわせて162人の組織でプロジェクトの事業を遂行した（う

ち大学院生 11 人，海外研究機関に属する研究者 17 人）。また海外から１人（アメリカ）を外来研究員

として受け入れ共同研究を行った。 

 

「計画を大きく上回って実施した」と自己評価した理由 

所内メンバーがこれまでの共同研究の成果を計３冊の研究論文集として刊行した。これは「複数冊の刊

行を目指す」という計画を上回る成果である。イベントについては，コロナ禍にあって対面式の研究会や

ワークショップが実施困難となる中で，オンラインにより合計 22 件のイベント―国内研究会 16 件（国内

学会ワークショップ１件を含む），合同発表会（P&G Festa 6）１件，国内コロキウム（Kobe-NINJAL言語学

VIII 外部評価報告書 209



 

21 

 

６. その他 

該当する活動なし。 

 

 

Ⅲ．項目ごとの状況 

１．研究に関する計画 

自己点検評価 計画を大きく上回って実施した 

（１）研究水準及び研究の成果等に関する計画 
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ショップを４回開催した。これら計 22 件の企画において計 231 件の研究発表が行われ（うち学生が筆

頭発表者のもの39件），計2,395人（延べ）の参加者が得られた（うち海外機関研究者508人，大学院

生を含む学生641人）。 

① このうち，班ごとの研究発表会および国内学会等ワークショップ計16回の内訳は，音声研究班が14回
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University Press）を令和３年４月に入稿した（令和４年４月刊行予定）。さらにWord and Sentence 

Prosody: The Endangered Dialect of Koshikijima Japanese (H. Kubozono, De Gruyter Mouton)の原

稿を完成し入稿した（令和４年12月刊行予定）。 

② とりたて班は研究論文集『日本語の歴史的対照文法』（野田尚史，小田勝 共編，和泉書院）を令和３年

６月に刊行した。また，研究論文集『日本の言語・方言の対照文法』（野田尚史，日高水穂 共編，和泉

書院，令和４年度刊行予定）の編集を行った。 

③ 意味構造班は，『フレーム意味論の貢献：動詞とその周辺』（松本曜，小原京子 共編，開拓社）を令和

４年３月に開拓社から刊行した。また，Motion Event Descriptions from a Cross-Linguistic 

Perspective, Vol. 1（Y. Matsumoto ed., De Gruyter Mouton社）の編集を進めた。 

④ 名詞修飾班は論文集Japanese/Korean Linguistics 29（CSLI社，オンライン）および 『言語学を科学

哲学する（仮題）』（山泉実，窪田悠介 共編，大修館書店）の編集を行い，また教科書Type-Logical Grammar

（Yusuke Kubota and Robert D. Levine共著, Cambridge UP）の執筆を行った。 

4. 言語調査 

コロナ禍の制限を受けながら，１件の方言調査を実施し，また大学院生１人に対して方言調査のため

の旅費支援を行った。 

 

（２）研究実施体制等に関する計画 

1. 神戸大学大学院人文学研究科との学術交流協定に基づき，Prosody and Grammar Festa 6（令和４年１

月29-30日，オンライン）とKobe-NINJAL 言語学コロキウム（令和４年３月10日）を共催した（「1. 研

究に関する計画」(1)-1-②参照」）。 

2. 対照言語学研究を実施するために，国内外あわせて162人の組織でプロジェクトの事業を遂行した（う

ち大学院生 11 人，海外研究機関に属する研究者 17 人）。また海外から１人（アメリカ）を外来研究員

として受け入れ共同研究を行った。 

 

「計画を大きく上回って実施した」と自己評価した理由 

所内メンバーがこれまでの共同研究の成果を計３冊の研究論文集として刊行した。これは「複数冊の刊

行を目指す」という計画を上回る成果である。イベントについては，コロナ禍にあって対面式の研究会や

ワークショップが実施困難となる中で，オンラインにより合計 22 件のイベント―国内研究会 16 件（国内

学会ワークショップ１件を含む），合同発表会（P&G Festa 6）１件，国内コロキウム（Kobe-NINJAL言語学
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コロキウム）１回，国際ワークショップ４件―を開催した。これも計14件という計画を大幅に上回るもの

であった。さらに，過去２年間に刊行した図書のうち３件（著書，研究論文集）に対して，国内外のジャー

ナル等に好意的な第三者評価（書評）が掲載されたことも計画を上回る成果と言える。 

 

２．共同利用・共同研究に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

（１）共同利用・共同研究に関する計画 

1. 言語地図 

名詞修飾表現の言語地図The World Atlas of Noun-Modifying Constructions (WANMC)の公開を継続し

た〔名詞修飾班〕。 

2. 文献目録 

諸言語の移動動詞に関する文献目録（英文）の増補改訂を行い，ver. 3.5を令和４年２月18日に公開

した〔意味構造班〕。 

3. 移動動詞文献目録については年間291件のアクセスがあった（2021年４月１日～2021年３月29日）。 

 

（２）共同利用・共同研究の実施体制等に関する計画 

1. ソウル大学人文学部との学術交流協定に基づき，国際会議 29th Japanese Korean Linguistics 

Conferenceにおいて２件のサテライトワークショップを開催した（詳細については「1. 研究に関する

計画」(1)-1-③参照」）。またヨーク大学とオックスフォードとの学術交流協定に基づき，研究に関する

情報交換をそれぞれ行った。 

2. 「日本語学習者のコミュニケーションの多角的解明」プロジェクトと共催でシンポジウム「日本語文法

研究のフロンティア―母語話者の日本語と学習者の日本語の対照研究を中心に―」を開催した（令和４

年２月26日）。参加者は396人，発表件数は６件（口頭６件；海外機関研究者による発表と学生による

発表は０件）であった。 

3. 名詞修飾班では第４期のプロジェクトテーマについてアドバイザリーボードの意見を求め，それを活用

した。 

4. 神戸大学大学院人文学研究科との学術交流協定に基づき，Prosody and Grammar Festa 6と Kobe-NINJAL

言語学コロキウムを共催した（「1. 研究に関する計画」(1)-1-②参照」）。 

5. 東京音韻論研究会（TCP）および関西音韻論研究会（PAIK）と第17回音韻論フェスタ（令和４年３月７

日～８日）を共催した。参加者は124人，発表件数は13件（口頭13件；海外機関研究者による発表３

件，学生による発表３件）であった。 

 

３．教育に関する計画 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

（１）大学院等への教育協力に関する計画 

1. 海外の大学（ロシア科学アカデミー）から1名の大学院生を特別共同利用研究員として受け入れ，研

究指導を行った。 
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（２）人材育成に関する計画 

1. 若手研究者を育成するために，PDフェローを２人，非常勤研究員を４人雇用した。 

2. 大学院生11人，学振PD１人を共同研究員としてプロジェクトに参画させた。 

3. プロジェクトが企画したイベント（研究発表会，シンポジウム・ワークショップ他）において合計36

人の大学院生（筆頭発表者）に発表の機会を提供した。 

4. ほぼすべてのシンポジウム・研究発表会がオンライン開催となったため，成果発表のための旅費支援

は不要となった。一方，１人の大学院生に対して方言調査の旅費を支援した。5.台湾の東呉大学との

学術交流協定に基づき実施された第41回 NINJALチュートリアル（オンライン，令和３年10月 23

日）において「日本語動詞の意味論」と題する講義を担当し，大学院生を中心に75人の参加を得た

〔意味構造班〕。 

 

 

４．社会との連携及び社会貢献に関する計画 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

（１）産業界や地域社会との連携に関する計画 

1. 自治体と連携し下記の講演・授業を行った。 

① 鹿児島県薩摩川内市との連携協定に基づき，甑島の小学校（全５校）の小学生・教員を対象として，こ

とばと方言に関する啓蒙講演「甑島方言の大切さ」をオンラインで行った（令和３年９月２日，９月６

日，10月４日）。参加者は計187人（小学生144人，教員43人）であった〔音声研究班〕。 

② 国分寺市が開催した小学生向けの学習支援事業（令和３年８月４日～５日）において，同市の小学生を

対象に「数字とことばの不思議な話」と題する講演を行った〔音声研究班〕。 

 

（２）研究成果の社会への普及に関する計画 

1. 上記1の社会連携による講演とは別に，プロジェクト全体で次の講演を含め，一般向け講演を4件行っ

た（別添「研究成果一覧」の「一般向け講演・セミナー等」欄参照）。 

・日本朗読文化協会との共催で令和３年12月 25日と令和４年１月22日に「朗読指導者養成講座」を芝

公園フロントタワーで行い，23名が参加した［とりたて班］。 

2. 現役教師向け講演会等 

第 41 回 NINJAL チュートリアルでは，受講者の約２割が現役の日本語教師であった（詳細については

「３. 教育に関する計画(2)-5」参照）〔意味構造班〕。 

 

 

５．その他の目標を達成するための措置 

（１）グローバル化に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

（１）国際的協業に関する計画 

1. コロナ禍において海外の研究者１人（アメリカ）を外来研究員として，また大学院生１人（ロシア）

を特別共同利用研究員として受け入れ，共同研究と研究指導を行った。 

2. ソウル国立大学と２件の国際ワークショップを共催し，またヨーク大学・オックスフォード大学との

国際交流協定に基づき，研究に関する情報交換を行った（「1. 研究に関する計画」(1)-1-③参照）。 
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（２）人材育成に関する計画 

1. 若手研究者を育成するために，PDフェローを２人，非常勤研究員を４人雇用した。 

2. 大学院生11人，学振PD１人を共同研究員としてプロジェクトに参画させた。 

3. プロジェクトが企画したイベント（研究発表会，シンポジウム・ワークショップ他）において合計36

人の大学院生（筆頭発表者）に発表の機会を提供した。 

4. ほぼすべてのシンポジウム・研究発表会がオンライン開催となったため，成果発表のための旅費支援

は不要となった。一方，１人の大学院生に対して方言調査の旅費を支援した。5.台湾の東呉大学との

学術交流協定に基づき実施された第41回 NINJALチュートリアル（オンライン，令和３年10月 23

日）において「日本語動詞の意味論」と題する講義を担当し，大学院生を中心に75人の参加を得た

〔意味構造班〕。 

 

 

４．社会との連携及び社会貢献に関する計画 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

（１）産業界や地域社会との連携に関する計画 

1. 自治体と連携し下記の講演・授業を行った。 

① 鹿児島県薩摩川内市との連携協定に基づき，甑島の小学校（全５校）の小学生・教員を対象として，こ

とばと方言に関する啓蒙講演「甑島方言の大切さ」をオンラインで行った（令和３年９月２日，９月６

日，10月４日）。参加者は計187人（小学生144人，教員43人）であった〔音声研究班〕。 

② 国分寺市が開催した小学生向けの学習支援事業（令和３年８月４日～５日）において，同市の小学生を

対象に「数字とことばの不思議な話」と題する講演を行った〔音声研究班〕。 

 

（２）研究成果の社会への普及に関する計画 

1. 上記1の社会連携による講演とは別に，プロジェクト全体で次の講演を含め，一般向け講演を4件行っ

た（別添「研究成果一覧」の「一般向け講演・セミナー等」欄参照）。 

・日本朗読文化協会との共催で令和３年12月 25日と令和４年１月22日に「朗読指導者養成講座」を芝

公園フロントタワーで行い，23名が参加した［とりたて班］。 

2. 現役教師向け講演会等 

第 41 回 NINJAL チュートリアルでは，受講者の約２割が現役の日本語教師であった（詳細については

「３. 教育に関する計画(2)-5」参照）〔意味構造班〕。 

 

 

５．その他の目標を達成するための措置 

（１）グローバル化に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

（１）国際的協業に関する計画 

1. コロナ禍において海外の研究者１人（アメリカ）を外来研究員として，また大学院生１人（ロシア）

を特別共同利用研究員として受け入れ，共同研究と研究指導を行った。 

2. ソウル国立大学と２件の国際ワークショップを共催し，またヨーク大学・オックスフォード大学との

国際交流協定に基づき，研究に関する情報交換を行った（「1. 研究に関する計画」(1)-1-③参照）。 
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コロキウム）１回，国際ワークショップ４件―を開催した。これも計14件という計画を大幅に上回るもの

であった。さらに，過去２年間に刊行した図書のうち３件（著書，研究論文集）に対して，国内外のジャー

ナル等に好意的な第三者評価（書評）が掲載されたことも計画を上回る成果と言える。 

 

２．共同利用・共同研究に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

（１）共同利用・共同研究に関する計画 

1. 言語地図 

名詞修飾表現の言語地図The World Atlas of Noun-Modifying Constructions (WANMC)の公開を継続し

た〔名詞修飾班〕。 

2. 文献目録 

諸言語の移動動詞に関する文献目録（英文）の増補改訂を行い，ver. 3.5を令和４年２月18日に公開

した〔意味構造班〕。 

3. 移動動詞文献目録については年間291件のアクセスがあった（2021年４月１日～2021年３月29日）。 

 

（２）共同利用・共同研究の実施体制等に関する計画 

1. ソウル大学人文学部との学術交流協定に基づき，国際会議 29th Japanese Korean Linguistics 

Conferenceにおいて２件のサテライトワークショップを開催した（詳細については「1. 研究に関する

計画」(1)-1-③参照」）。またヨーク大学とオックスフォードとの学術交流協定に基づき，研究に関する

情報交換をそれぞれ行った。 

2. 「日本語学習者のコミュニケーションの多角的解明」プロジェクトと共催でシンポジウム「日本語文法

研究のフロンティア―母語話者の日本語と学習者の日本語の対照研究を中心に―」を開催した（令和４

年２月26日）。参加者は396人，発表件数は６件（口頭６件；海外機関研究者による発表と学生による

発表は０件）であった。 

3. 名詞修飾班では第４期のプロジェクトテーマについてアドバイザリーボードの意見を求め，それを活用

した。 

4. 神戸大学大学院人文学研究科との学術交流協定に基づき，Prosody and Grammar Festa 6と Kobe-NINJAL

言語学コロキウムを共催した（「1. 研究に関する計画」(1)-1-②参照」）。 

5. 東京音韻論研究会（TCP）および関西音韻論研究会（PAIK）と第17回音韻論フェスタ（令和４年３月７

日～８日）を共催した。参加者は124人，発表件数は13件（口頭13件；海外機関研究者による発表３

件，学生による発表３件）であった。 

 

３．教育に関する計画 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

（１）大学院等への教育協力に関する計画 

1. 海外の大学（ロシア科学アカデミー）から1名の大学院生を特別共同利用研究員として受け入れ，研

究指導を行った。 
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（２）人材育成に関する計画 

1. 若手研究者を育成するために，PDフェローを２人，非常勤研究員を４人雇用した。 

2. 大学院生11人，学振PD１人を共同研究員としてプロジェクトに参画させた。 

3. プロジェクトが企画したイベント（研究発表会，シンポジウム・ワークショップ他）において合計36

人の大学院生（筆頭発表者）に発表の機会を提供した。 

4. ほぼすべてのシンポジウム・研究発表会がオンライン開催となったため，成果発表のための旅費支援

は不要となった。一方，１人の大学院生に対して方言調査の旅費を支援した。5.台湾の東呉大学との

学術交流協定に基づき実施された第41回 NINJALチュートリアル（オンライン，令和３年10月 23

日）において「日本語動詞の意味論」と題する講義を担当し，大学院生を中心に75人の参加を得た

〔意味構造班〕。 

 

 

４．社会との連携及び社会貢献に関する計画 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

（１）産業界や地域社会との連携に関する計画 

1. 自治体と連携し下記の講演・授業を行った。 

① 鹿児島県薩摩川内市との連携協定に基づき，甑島の小学校（全５校）の小学生・教員を対象として，こ

とばと方言に関する啓蒙講演「甑島方言の大切さ」をオンラインで行った（令和３年９月２日，９月６

日，10月４日）。参加者は計187人（小学生144人，教員43人）であった〔音声研究班〕。 

② 国分寺市が開催した小学生向けの学習支援事業（令和３年８月４日～５日）において，同市の小学生を

対象に「数字とことばの不思議な話」と題する講演を行った〔音声研究班〕。 

 

（２）研究成果の社会への普及に関する計画 

1. 上記1の社会連携による講演とは別に，プロジェクト全体で次の講演を含め，一般向け講演を4件行っ

た（別添「研究成果一覧」の「一般向け講演・セミナー等」欄参照）。 

・日本朗読文化協会との共催で令和３年12月 25日と令和４年１月22日に「朗読指導者養成講座」を芝

公園フロントタワーで行い，23名が参加した［とりたて班］。 

2. 現役教師向け講演会等 

第 41 回 NINJAL チュートリアルでは，受講者の約２割が現役の日本語教師であった（詳細については

「３. 教育に関する計画(2)-5」参照）〔意味構造班〕。 

 

 

５．その他の目標を達成するための措置 

（１）グローバル化に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

（１）国際的協業に関する計画 

1. コロナ禍において海外の研究者１人（アメリカ）を外来研究員として，また大学院生１人（ロシア）

を特別共同利用研究員として受け入れ，共同研究と研究指導を行った。 

2. ソウル国立大学と２件の国際ワークショップを共催し，またヨーク大学・オックスフォード大学との

国際交流協定に基づき，研究に関する情報交換を行った（「1. 研究に関する計画」(1)-1-③参照）。 
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（２）人材育成に関する計画 
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2. 現役教師向け講演会等 

第 41 回 NINJAL チュートリアルでは，受講者の約２割が現役の日本語教師であった（詳細については

「３. 教育に関する計画(2)-5」参照）〔意味構造班〕。 

 

 

５．その他の目標を達成するための措置 

（１）グローバル化に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

（１）国際的協業に関する計画 

1. コロナ禍において海外の研究者１人（アメリカ）を外来研究員として，また大学院生１人（ロシア）

を特別共同利用研究員として受け入れ，共同研究と研究指導を行った。 

2. ソウル国立大学と２件の国際ワークショップを共催し，またヨーク大学・オックスフォード大学との

国際交流協定に基づき，研究に関する情報交換を行った（「1. 研究に関する計画」(1)-1-③参照）。 
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（２）国際的発信に関する計画 

1. 名古屋大学と共催で29th Japanese Korean Linguistics Conference を開催した（詳細については「1. 

研究に関する計画」(1)-1-③参照）。国際ワークショップ「日本語における移動動詞の文法化」をオンラ

インで開催した（詳細については「1. 研究に関する計画」(1)-1-③参照）。 

2. 1以外に，日本語の音声と文法をテーマに下記の３件の国際会議・ワークショップをオンライン開催し

た（詳細については「1. 研究に関する計画」(1)-1-③参照）。 

①国際シンポジウム International Symposium on Issues in Japanese Psycholinguistics from 

Comparative Perspectives （IJPCP）を東北大学と共催した。 

②国際ワークショップ“The 3rd NINJAL-SNU Joint Workshop on Japanese and Korean Phonology”を

ソウル大学人文学部と共催した。 

③国際ワークショップ“Data-oriented approaches to meaning in Korean and Japanese”をソウル大

学人文学部と共催した。 

3. コロナ禍のために海外の日本語研究者を対象にした日本語学講習会は企画できなかった。 

4. 下記５冊の英文図書（著書，論文集，教科書）の執筆/編集を行った。 

・Prosody and Prosodic Interfaces（Kubozono, H. et al. eds., Oxford University Press，入稿済

み，令和４年４月刊行予定）。 

・Word and Sentence Prosody: The Endangered Dialect of Koshikijima Japanese（H. Kubozono, De 

Gruyter Mouton，入稿済み，令和４年12月刊行予定）. 

・Motion Event Descriptions from a Cross-Linguistic Perspective, Vol. 1（Y. Matsumoto ed., De 

Gruyter Mouton） 

・Japanese/Korean Linguistics 29（Y. Kubota et al. eds., SLI社，オンライン） 

・Type-Logical Grammar（Y. Kubota and R. D. Levine共著, Cambridge UP） 

さらに同じく所内メンバー（教員５名）が下記４編の論文を海外のジャーナル・論文集に発表した。 

・S. Duanmu and H. Kubozono (2021) ‘Early insights in phonology: The East Asian tradition’, 

in The Handbook of the History of Phonology. Oxford University Press. 

・H. Kubozono (2022) ‘Interactions between lexical and postlexical tones: Evidence from 

Japanese vocative prosody,’ in H. Kubozono et al. eds., Prosody and Prosodic Interfaces. 

Oxford University Press. 

・Y. Kubota and R. Levine (2021) ‘NPI licensing and the logic of the syntax-semantics 

interface’ Linguistic Research 38(2) 151-205. 

・Y. Kubota (2021) ‘HPSG and categorial grammar,’ in Stefan Müller, Anne Abeillé, Robert D. 

Borsley and Jean-Pierre Koenig eds. Head-Driven Phrase Structure Grammar: The Handbook. 

1331-1394. Language Science Press. 

5. 国際発表 

コロナ禍により国際会議の多くが中止となる中で，所内メンバーによる下記６件の発表を含め，プロ

ジェクト全体で26件，成果発表を行った。 

・H. Kubozono ‘On the relationship between the tone and the syllable,’ International Workshop 

on “Forms and Representations in Phonology”（2021年６月23日，オンライン） 

・野田尚史「日本語教育のための日本語研究」（基調講演），台灣日本語文學會 2021 年度国際学術シン

ポジウム「ポストコロナの日本語文学研究」（2021年 12月 11日，オンライン） 
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・M. Ido, A. Kubota and Y. Kubota ‘Two types of attenuation strategies for polarity-sensitive 

items: The semantics of degree adverbs amari and sonnani in Japanese,’ Workshop on “Data-

oriented approaches to meaning in Korean and Japanese”（2021年 10月８日，オンライン） 

・Y. Kubota and R. Levine ‘The logic of the English auxiliary system,’ Logical Aspects of 

Computational Linguistics 2021（2021年 12月 14日，オンライン） 

・M. Kahumburu and Y. Matsumoto ‘A corpus-based study of externality of emotions in Swahili 

and Japanese.’ The Third Cultural Linguistics International Conference（６月18日，オンラ

イン） 

・Y. Matsumoto, K. Yamamoto, and Y. Amano ‘Motion event descriptions in Japanese and Korean: 

An experimental approach.’ Workshop on “Data-oriented approaches to meaning in Korean and 

Japanese”（10月８日，オンライン） 

 

6. 文献目録（英語）の公開 

移動動詞に関する文献目録（英文）を増補改訂し公開した（「2. 共同利用・共同研究に関する計画(1)-

2」参照）。 

 

 

６．その他 

該当する活動なし。 

 

 

 

令和３年度の評価 

《評価結果》 

計画を上回って実施している 

今年度は研究のまとめの年に当たるが，これまでの研究成果が計画を上まわる内容でまとめられて

きている。日本語の研究が一般言語学や言語類型論研究にどのように貢献できるのかという「内から

外を見る」視点と，一般言語学や言語類型論研究が日本語の分析にどのような知見をもたらすかとい

う「外から内を見る」視点からの研究という着眼のもと，海外の研究者との国際共同研究，国際シン

ポジウムの開催・誘致，論文集（英文，和文）の刊行など，十分な研究が行われた。多くのワークショッ

プやシンポジウム，論文や書籍の出版というように，確かな研究成果の公開・交流も進められた。共

同での研究の推進にも努力が払われている。また，海外での出版など，グローバル化に関する取り組

みとしても意義があり，全体として当初の予定を超える研究成果と言える。 

 

 

《評価項目》 

１．研究について 

全体に非常に高い評価ができる。新型コロナウイルスで移動ができない中，いわばそれを逆手にと

る形で，オンラインを活用して公開研究発表会を計 16 回（国内学会等でのワークショップ２回を含

む），Prosody and Grammar Festa 6，国内コロキウム，国際シンポジウム・ワークショップ４件と

いった企画（計231件の研究発表）があった。こうしたことは特筆に値する。2,395人（延べ）の参

加者のうち，海外機関研究者508人であったことも対照研究という性格から考えて満足できるもので
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・M. Ido, A. Kubota and Y. Kubota ‘Two types of attenuation strategies for polarity-sensitive 

items: The semantics of degree adverbs amari and sonnani in Japanese,’ Workshop on “Data-

oriented approaches to meaning in Korean and Japanese”（2021年 10月８日，オンライン） 

・Y. Kubota and R. Levine ‘The logic of the English auxiliary system,’ Logical Aspects of 

Computational Linguistics 2021（2021年 12月 14日，オンライン） 

・M. Kahumburu and Y. Matsumoto ‘A corpus-based study of externality of emotions in Swahili 

and Japanese.’ The Third Cultural Linguistics International Conference（６月18日，オンラ

イン） 

・Y. Matsumoto, K. Yamamoto, and Y. Amano ‘Motion event descriptions in Japanese and Korean: 

An experimental approach.’ Workshop on “Data-oriented approaches to meaning in Korean and 

Japanese”（10月８日，オンライン） 

 

6. 文献目録（英語）の公開 

移動動詞に関する文献目録（英文）を増補改訂し公開した（「2. 共同利用・共同研究に関する計画(1)-

2」参照）。 

 

 

６．その他 

該当する活動なし。 

 

 

 

令和３年度の評価 

《評価結果》 

計画を上回って実施している 

今年度は研究のまとめの年に当たるが，これまでの研究成果が計画を上まわる内容でまとめられて

きている。日本語の研究が一般言語学や言語類型論研究にどのように貢献できるのかという「内から

外を見る」視点と，一般言語学や言語類型論研究が日本語の分析にどのような知見をもたらすかとい

う「外から内を見る」視点からの研究という着眼のもと，海外の研究者との国際共同研究，国際シン

ポジウムの開催・誘致，論文集（英文，和文）の刊行など，十分な研究が行われた。多くのワークショッ

プやシンポジウム，論文や書籍の出版というように，確かな研究成果の公開・交流も進められた。共

同での研究の推進にも努力が払われている。また，海外での出版など，グローバル化に関する取り組

みとしても意義があり，全体として当初の予定を超える研究成果と言える。 

 

 

《評価項目》 

１．研究について 

全体に非常に高い評価ができる。新型コロナウイルスで移動ができない中，いわばそれを逆手にと

る形で，オンラインを活用して公開研究発表会を計 16 回（国内学会等でのワークショップ２回を含

む），Prosody and Grammar Festa 6，国内コロキウム，国際シンポジウム・ワークショップ４件と

いった企画（計231件の研究発表）があった。こうしたことは特筆に値する。2,395人（延べ）の参

加者のうち，海外機関研究者508人であったことも対照研究という性格から考えて満足できるもので
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（２）国際的発信に関する計画 

1. 名古屋大学と共催で29th Japanese Korean Linguistics Conference を開催した（詳細については「1. 

研究に関する計画」(1)-1-③参照）。国際ワークショップ「日本語における移動動詞の文法化」をオンラ

インで開催した（詳細については「1. 研究に関する計画」(1)-1-③参照）。 

2. 1以外に，日本語の音声と文法をテーマに下記の３件の国際会議・ワークショップをオンライン開催し

た（詳細については「1. 研究に関する計画」(1)-1-③参照）。 

①国際シンポジウム International Symposium on Issues in Japanese Psycholinguistics from 

Comparative Perspectives （IJPCP）を東北大学と共催した。 

②国際ワークショップ“The 3rd NINJAL-SNU Joint Workshop on Japanese and Korean Phonology”を

ソウル大学人文学部と共催した。 

③国際ワークショップ“Data-oriented approaches to meaning in Korean and Japanese”をソウル大

学人文学部と共催した。 

3. コロナ禍のために海外の日本語研究者を対象にした日本語学講習会は企画できなかった。 

4. 下記５冊の英文図書（著書，論文集，教科書）の執筆/編集を行った。 

・Prosody and Prosodic Interfaces（Kubozono, H. et al. eds., Oxford University Press，入稿済

み，令和４年４月刊行予定）。 

・Word and Sentence Prosody: The Endangered Dialect of Koshikijima Japanese（H. Kubozono, De 

Gruyter Mouton，入稿済み，令和４年12月刊行予定）. 

・Motion Event Descriptions from a Cross-Linguistic Perspective, Vol. 1（Y. Matsumoto ed., De 

Gruyter Mouton） 

・Japanese/Korean Linguistics 29（Y. Kubota et al. eds., SLI社，オンライン） 

・Type-Logical Grammar（Y. Kubota and R. D. Levine共著, Cambridge UP） 

さらに同じく所内メンバー（教員５名）が下記４編の論文を海外のジャーナル・論文集に発表した。 

・S. Duanmu and H. Kubozono (2021) ‘Early insights in phonology: The East Asian tradition’, 

in The Handbook of the History of Phonology. Oxford University Press. 

・H. Kubozono (2022) ‘Interactions between lexical and postlexical tones: Evidence from 

Japanese vocative prosody,’ in H. Kubozono et al. eds., Prosody and Prosodic Interfaces. 

Oxford University Press. 

・Y. Kubota and R. Levine (2021) ‘NPI licensing and the logic of the syntax-semantics 

interface’ Linguistic Research 38(2) 151-205. 

・Y. Kubota (2021) ‘HPSG and categorial grammar,’ in Stefan Müller, Anne Abeillé, Robert D. 

Borsley and Jean-Pierre Koenig eds. Head-Driven Phrase Structure Grammar: The Handbook. 

1331-1394. Language Science Press. 

5. 国際発表 

コロナ禍により国際会議の多くが中止となる中で，所内メンバーによる下記６件の発表を含め，プロ

ジェクト全体で26件，成果発表を行った。 

・H. Kubozono ‘On the relationship between the tone and the syllable,’ International Workshop 

on “Forms and Representations in Phonology”（2021年６月23日，オンライン） 

・野田尚史「日本語教育のための日本語研究」（基調講演），台灣日本語文學會 2021 年度国際学術シン

ポジウム「ポストコロナの日本語文学研究」（2021年 12月 11日，オンライン） 
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・M. Ido, A. Kubota and Y. Kubota ‘Two types of attenuation strategies for polarity-sensitive 

items: The semantics of degree adverbs amari and sonnani in Japanese,’ Workshop on “Data-

oriented approaches to meaning in Korean and Japanese”（2021年 10月８日，オンライン） 

・Y. Kubota and R. Levine ‘The logic of the English auxiliary system,’ Logical Aspects of 

Computational Linguistics 2021（2021年 12月 14日，オンライン） 

・M. Kahumburu and Y. Matsumoto ‘A corpus-based study of externality of emotions in Swahili 

and Japanese.’ The Third Cultural Linguistics International Conference（６月18日，オンラ

イン） 

・Y. Matsumoto, K. Yamamoto, and Y. Amano ‘Motion event descriptions in Japanese and Korean: 

An experimental approach.’ Workshop on “Data-oriented approaches to meaning in Korean and 

Japanese”（10月８日，オンライン） 

 

6. 文献目録（英語）の公開 

移動動詞に関する文献目録（英文）を増補改訂し公開した（「2. 共同利用・共同研究に関する計画(1)-

2」参照）。 

 

 

６．その他 

該当する活動なし。 

 

 

 

令和３年度の評価 

《評価結果》 

計画を上回って実施している 

今年度は研究のまとめの年に当たるが，これまでの研究成果が計画を上まわる内容でまとめられて

きている。日本語の研究が一般言語学や言語類型論研究にどのように貢献できるのかという「内から

外を見る」視点と，一般言語学や言語類型論研究が日本語の分析にどのような知見をもたらすかとい

う「外から内を見る」視点からの研究という着眼のもと，海外の研究者との国際共同研究，国際シン

ポジウムの開催・誘致，論文集（英文，和文）の刊行など，十分な研究が行われた。多くのワークショッ

プやシンポジウム，論文や書籍の出版というように，確かな研究成果の公開・交流も進められた。共

同での研究の推進にも努力が払われている。また，海外での出版など，グローバル化に関する取り組

みとしても意義があり，全体として当初の予定を超える研究成果と言える。 

 

 

《評価項目》 

１．研究について 

全体に非常に高い評価ができる。新型コロナウイルスで移動ができない中，いわばそれを逆手にと

る形で，オンラインを活用して公開研究発表会を計 16 回（国内学会等でのワークショップ２回を含

む），Prosody and Grammar Festa 6，国内コロキウム，国際シンポジウム・ワークショップ４件と

いった企画（計231件の研究発表）があった。こうしたことは特筆に値する。2,395人（延べ）の参
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・M. Ido, A. Kubota and Y. Kubota ‘Two types of attenuation strategies for polarity-sensitive 

items: The semantics of degree adverbs amari and sonnani in Japanese,’ Workshop on “Data-

oriented approaches to meaning in Korean and Japanese”（2021年 10月８日，オンライン） 

・Y. Kubota and R. Levine ‘The logic of the English auxiliary system,’ Logical Aspects of 

Computational Linguistics 2021（2021年 12月 14日，オンライン） 

・M. Kahumburu and Y. Matsumoto ‘A corpus-based study of externality of emotions in Swahili 

and Japanese.’ The Third Cultural Linguistics International Conference（６月18日，オンラ

イン） 

・Y. Matsumoto, K. Yamamoto, and Y. Amano ‘Motion event descriptions in Japanese and Korean: 
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む），Prosody and Grammar Festa 6，国内コロキウム，国際シンポジウム・ワークショップ４件と

いった企画（計231件の研究発表）があった。こうしたことは特筆に値する。2,395人（延べ）の参

加者のうち，海外機関研究者508人であったことも対照研究という性格から考えて満足できるもので
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ある。 

研究成果の取りまとめとして，図書6冊，論文67編（ブックチャプター36編含む），学術発表・講

演 97 件（一般向け除く）という成果も十分なものと言える。海外の出版社からの出版なども注目さ
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多様に進められていることは評価できる。共同研究の成果の取りまとめを行った結果，プロジェクト

全体で図書６冊，論文 67 編（ブックチャプター36 編含む），学術発表・講演 97 件（一般向け除く）

が公開・刊行されていることも注目される。 

ワークショップなどの述べ回数としての多数の開催は非常にすばらしいことであるが，相手機関数

で考えれば特に多いと言えるわけではない。難しいことではあるが，共同研究相手の多様化について
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３．教育について 

大学院生11人，学振PD1人を共同研究員としたプロジェクト，PDフェロー２人の雇用，４人の非

常勤研究員の雇用など，実質的な研究者の育成として高く評価できる。留学生の指導もなされており，

教育面での評価もできる。多数の研究ワークショップ等の開催もそこでの大学院生の発表機会となっ

ている。 

 

４．社会との連携及び社会貢献について 

甑島方言についての講演をはじめとして，一定の社会貢献がなされている。とりわけ，方言の大切

さをその方言の話者にしっかりと伝えることには大きな意義があるのではないだろうか。 

なお，研究テーマによっては社会連携，社会貢献ということが直接的には示し難いものもある。そ

のことへの理解も必要であるが，同時に，当該研究の成果が結果的にどう社会に役立つかについての

説明は今後さらに必要になることと言える。特に，対照研究は特に外国語教育への貢献ということが

重要になるので，その点での具体的成果も期待したい。 

 

５．グローバル化について 

１で挙げたように，オンラインを活用しての公開研究発表会を計 16 回（国内学会等でのワーク

ショップ２回を含む），Prosody and Grammar Festa 6，国内コロキウム，国際シンポジウム・ワーク

ショップ４件といった企画（計 231 件の研究発表）があったことは特筆に値する。2,395 人（延べ）

の参加者のうち，海外機関研究者508人であったことも，グローバル化という観点から考えて満足で

きるものであり，計画を上回る成果と言える。 

 

６．その他特記事項 

特になし 
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統語・意味解析コーパスの開発と言語研究 

プロジェクトリーダー：プラシャント・パルデシ 

 

Ⅰ．プロジェクトの概要 

１．目的及び特色 

 

２．年次計画（ロードマップ） 

現在世界の主要言語についてPenn Treebank方式の統語解析情報付きコーパス（ツリーバンク）が作ら

れ，言語学および言語処理の研究に目覚ましい成果を挙げている。しかし日本語については十分な規模の

公開されたツリーバンクは存在しない。 

本プロジェクトでは，上記のような日本語研究の遅れを挽回し，多様な日本語の機能語，句，節および

複雑な構文を大量の言語データから検索・抽出して研究することを可能とする統語・意味解析情報付き日

本語構造体コーパスNINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese (NPCMJ)・Keyaki Treebank/Kainoki 

Treebank/Kusunoki Treebankの構築に加えて，述語項構造解析のために必要となる意味役割情報を付与す

るコーパスの開発も試みる。さらに，このコーパスを利用して，日本語の研究を行い，その成果を国内外

に向けて発信する。コーパスの共同利用の推進の一環として，最終年度までに５～６万文規模のコーパス

を完成させる予定であり，言語処理の技術を持たない人でも簡単に利用できるインターフェースととも

に，国立国語研究所のホームページから一般公開する。また，日本語に堪能でない海外の研究者にも本

コーパスを利用できるようにローマ字版も用意する。 

 

上記の目的を達成するために，本プロジェク

トでは，右図の示すように，日本国内外の研究

者から構成される研究班に加えて国立国語研究

所，東北大学，神戸大学にコーパス開発班を設

け，それらの班が相互に連携しながら開発と研

究を進める。また，日本語研究の国際化を目指

して，世界のコーパス言語学研究の最前線で活

躍している海外の研究者および日本国内の中堅

研究者でAdvisory Boardを構成し，このメン

バーのアドバイスを中心に諸企画の方針・方向

を決定し，国際的研究ネットワークの構築を図

る。また，国際シンポジウムなどを開催し，そ

の成果を海外の定評のある出版社・研究雑誌を

通じて発信する。 

 

● 全体計画 

・コーパス開発：６年間で５～６万文規模の統語・意味解析コーパスを完成させ，一般公開する。 

・日本語に堪能でない海外の研究者にも本コーパスを利用できるようにローマ字版も提供する。 

・コーパス使用の利便性を図るために複数の検索ツール（インターフェース）を提供する。 

・統語・意味解析コーパスに基づく研究を行い，研究成果を国内外に発信する。 
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上記の目的を達成するために，本プロジェク

トでは，右図の示すように，日本国内外の研究

者から構成される研究班に加えて国立国語研究

所，東北大学，神戸大学にコーパス開発班を設

け，それらの班が相互に連携しながら開発と研

究を進める。また，日本語研究の国際化を目指

して，世界のコーパス言語学研究の最前線で活

躍している海外の研究者および日本国内の中堅

研究者でAdvisory Boardを構成し，このメン

バーのアドバイスを中心に諸企画の方針・方向

を決定し，国際的研究ネットワークの構築を図

る。また，国際シンポジウムなどを開催し，そ

の成果を海外の定評のある出版社・研究雑誌を

通じて発信する。 

 

● 全体計画 

・コーパス開発：６年間で５～６万文規模の統語・意味解析コーパスを完成させ，一般公開する。 

・日本語に堪能でない海外の研究者にも本コーパスを利用できるようにローマ字版も提供する。 

・コーパス使用の利便性を図るために複数の検索ツール（インターフェース）を提供する。 

・統語・意味解析コーパスに基づく研究を行い，研究成果を国内外に発信する。 
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● 年次計画 

平成28年度：研究プロジェクトの始動（１年目） 

1．プロジェクトHP（日英版）を開設・公開し，随時更新する。 

2．若手研究者の育成の一環としてPDフェローを雇用し，研究指導を行う。 

3．非常勤研究員を数名雇用し，アノテーション作業を行う。 

4．研究班と開発班の合同研究会を年数回，国内各地の大学で開催し，若手研究者にも積極的に参加しても

らう。 

5．国内外の学会で研究発表を行う。 

6．国内外の主要研究者から成るアドバイザリーボードを設置し，プロジェクトの運営や成果発信について

随時アドバイスを求める。 

7．インターネットを通じてアノテーション作業が円滑に行える環境を海外の研究者と連携しながら構築す

る。 

8．海外の大学と研究交流協定を結ぶ。 

9．日英版のユーザーフレンドリーなインターフェースを構築し，NINJAL Parsed Corpus for Modern 

Japanese （NPCMJ）コーパスと合わせて公開する（１万文）。 

10．2013 年 12 月に開催した NINJAL 国際シンポジウム MYSTERIES OF VERB-VERB COMPLEXES IN ASIAN 

LANGUAGES の研究成果を取りまとめ，論文集を編集する。 

11．2016年 12月に開催したNINJAL国際シンポジウムMimetics in Japanese and other language of the 

worldの研究成果を取りまとめ，論文集を編集する。 

平成29年度：研究プロジェクトの推進（２年目） 

1．プロジェクトHP（日英版）を開設・公開し，随時更新する。 

2．若手研究者の育成の一環としてPDフェローを雇用し，研究指導を行う。 

3．非常勤研究員を数名雇用し，アノテーション作業を行う。 

4．研究班と開発班の合同研究会を年数回国内各地の大学で開催し，若手研究者にも積極的に参加してもら

う。 

5．国内外の学会で研究発表を行う。 

6．国際シンポジウム（Exploiting Parsed Corpora: Applications in Research, Pedagogy, and 

Processing）を企画し，実施する。研究成果の編集を開始する。 

7．NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese（NPCMJ）コーパスに1万文を追加し，合計2万文のデー

タを公開する。 

8．2013 年 12 月に開催した NINJAL 国際シンポジウム MYSTERIES OF VERB-VERB COMPLEXES IN ASIAN 

LANGUAGESの研究成果を取りまとめ，論文集を編集する。 

9．2016年 12月に開催したNINJAL国際シンポジウムMimetics in Japanese and other language of the 

worldの研究成果を取りまとめ，論文集を編集する。 

平成30年度：研究成果の中間とりまとめ（３年目） 

1．プロジェクトHP（日英版）を開設・公開し，随時更新する。 

2．若手研究者の育成の一環としてPDフェローを雇用し，研究指導を行う。 

3．非常勤研究員を数名雇用し，アノテーション作業を行う。 

4．研究班と開発班の合同研究会を年数回国内各地の大学で開催し，若手研究者にも積極的に参加してもら

う。 
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5．国内外の学会で研究発表を行う。  

6. NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese（NPCMJ）コーパスに１万文を追加し，合計３万文のデー

タを公開する。  

7. 大学院生向けの統語コーパス利用講習会（チュートリアル）を２回開催する（内１回は NINJAL チュー

トリアル）。 

8. アノテーションマニュアル試作版作成・ウェブ公開する。 

9. インターフェースの開発・改良を続行する。 

10.国際シンポジウム（Exploiting Parsed Corpora: Applications in Research, Pedagogy, and 

Processing）の研究成果をとりまとめ，プロジェクトの内部と外部の査読者によるレビューを経た後に，

海外の定評のある研究雑誌LILT (LINGUISTIC ISSUES IN LANGUAGE TECHNOLOGY) に提出する。 

11.日本語の統語論の教育に特化したExploring Japanese Syntax（仮題）を執筆し，この教材の練習問題

をNPCMJコーパスを利用して解くための仕組みを模索する。 

12.幼児の発話データへの統語意味解析情報付与のための研究（宮田Susanne教授との共同研究）を開始す

る。 

13.述語と機能語に対する詳細な形態論情報付与のための研究（宮田Susanne教授との共同研究）を開始す

る。 

14.日本語学習者のコミュニケーション（リソース開発班基本動詞ハンドブック作成グループ），科研プロ

ジェクト「統語・意味解析情報タグ付きコーパス開発用アノテーション研究：複文を中心に」および科

研プロジェクト「準均衡超大規模日本語コーパスと高速検索ツールの開発」と連携し，「文型バンク」

の開発・公開を進める。 

15.2013 年 12 月に開催した NINJAL 国際シンポジウム MYSTERIES OF VERB-VERB COMPLEXES IN ASIAN 

LANGUAGESの研究成果を取りまとめ，論文集を編集する。 

16.2016年 12月に開催したNINJAL国際シンポジウムMimetics in Japanese and other language of the 

worldの研究成果を取りまとめ，論文集を編集する。 

令和元年度：研究プロジェクトの拡充（４年目） 

1. プロジェクトHP（日英版）を開設・公開し，随時更新する。 

2. 若手研究者の育成の一環としてPDフェローを雇用し，研究指導を行う。 

3. 非常勤研究員を数名雇用し，アノテーション作業を行う。 

4. 研究班と開発班の合同研究会を年数回国内各地の大学で開催し，若手研究者にも積極的に参加してもら

う。 

5. 国内外の学会で研究発表を行う。 

6. NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese（NPCMJ）コーパスに１万文を追加し，合計４万文のデー

タを公開する。 

7. 大学院生向けの統語コーパス利用講習会（チュートリアル）を開催。 

8. 日本語の統語論の教育に特化したExploring Japanese Syntax（仮題）を刊行し，併せて，この教材の

練習問題をNPCMJコーパスを利用して解くための仕組みも公開する。 

9. アノテーションマニュアルの改訂・ウェブ公開 

10.幼児の発話データへの統語意味解析情報付与のための研究（宮田Susanne教授との共同研究）を継続し，

CHILDES（Child Language Data Exchange System）と連携してデータを公開する。 

11.述語と機能語に対する詳細な形態論情報付与のための研究（宮田Susanne教授との共同研究）を継続す

る。 
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5．国内外の学会で研究発表を行う。  

6. NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese（NPCMJ）コーパスに１万文を追加し，合計３万文のデー

タを公開する。  

7. 大学院生向けの統語コーパス利用講習会（チュートリアル）を２回開催する（内１回は NINJAL チュー

トリアル）。 

8. アノテーションマニュアル試作版作成・ウェブ公開する。 

9. インターフェースの開発・改良を続行する。 

10.国際シンポジウム（Exploiting Parsed Corpora: Applications in Research, Pedagogy, and 

Processing）の研究成果をとりまとめ，プロジェクトの内部と外部の査読者によるレビューを経た後に，

海外の定評のある研究雑誌LILT (LINGUISTIC ISSUES IN LANGUAGE TECHNOLOGY) に提出する。 

11.日本語の統語論の教育に特化したExploring Japanese Syntax（仮題）を執筆し，この教材の練習問題

をNPCMJコーパスを利用して解くための仕組みを模索する。 

12.幼児の発話データへの統語意味解析情報付与のための研究（宮田Susanne教授との共同研究）を開始す

る。 

13.述語と機能語に対する詳細な形態論情報付与のための研究（宮田Susanne教授との共同研究）を開始す

る。 

14.日本語学習者のコミュニケーション（リソース開発班基本動詞ハンドブック作成グループ），科研プロ

ジェクト「統語・意味解析情報タグ付きコーパス開発用アノテーション研究：複文を中心に」および科

研プロジェクト「準均衡超大規模日本語コーパスと高速検索ツールの開発」と連携し，「文型バンク」

の開発・公開を進める。 

15.2013 年 12 月に開催した NINJAL 国際シンポジウム MYSTERIES OF VERB-VERB COMPLEXES IN ASIAN 

LANGUAGESの研究成果を取りまとめ，論文集を編集する。 

16.2016年 12月に開催したNINJAL国際シンポジウムMimetics in Japanese and other language of the 

worldの研究成果を取りまとめ，論文集を編集する。 

令和元年度：研究プロジェクトの拡充（４年目） 

1. プロジェクトHP（日英版）を開設・公開し，随時更新する。 

2. 若手研究者の育成の一環としてPDフェローを雇用し，研究指導を行う。 

3. 非常勤研究員を数名雇用し，アノテーション作業を行う。 

4. 研究班と開発班の合同研究会を年数回国内各地の大学で開催し，若手研究者にも積極的に参加してもら

う。 

5. 国内外の学会で研究発表を行う。 

6. NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese（NPCMJ）コーパスに１万文を追加し，合計４万文のデー

タを公開する。 

7. 大学院生向けの統語コーパス利用講習会（チュートリアル）を開催。 

8. 日本語の統語論の教育に特化したExploring Japanese Syntax（仮題）を刊行し，併せて，この教材の

練習問題をNPCMJコーパスを利用して解くための仕組みも公開する。 

9. アノテーションマニュアルの改訂・ウェブ公開 

10.幼児の発話データへの統語意味解析情報付与のための研究（宮田Susanne教授との共同研究）を継続し，

CHILDES（Child Language Data Exchange System）と連携してデータを公開する。 

11.述語と機能語に対する詳細な形態論情報付与のための研究（宮田Susanne教授との共同研究）を継続す

る。 
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● 年次計画 

平成28年度：研究プロジェクトの始動（１年目） 

1．プロジェクトHP（日英版）を開設・公開し，随時更新する。 

2．若手研究者の育成の一環としてPDフェローを雇用し，研究指導を行う。 

3．非常勤研究員を数名雇用し，アノテーション作業を行う。 

4．研究班と開発班の合同研究会を年数回，国内各地の大学で開催し，若手研究者にも積極的に参加しても

らう。 

5．国内外の学会で研究発表を行う。 

6．国内外の主要研究者から成るアドバイザリーボードを設置し，プロジェクトの運営や成果発信について

随時アドバイスを求める。 

7．インターネットを通じてアノテーション作業が円滑に行える環境を海外の研究者と連携しながら構築す

る。 

8．海外の大学と研究交流協定を結ぶ。 

9．日英版のユーザーフレンドリーなインターフェースを構築し，NINJAL Parsed Corpus for Modern 

Japanese （NPCMJ）コーパスと合わせて公開する（１万文）。 

10．2013 年 12 月に開催した NINJAL 国際シンポジウム MYSTERIES OF VERB-VERB COMPLEXES IN ASIAN 

LANGUAGES の研究成果を取りまとめ，論文集を編集する。 

11．2016年 12月に開催したNINJAL国際シンポジウムMimetics in Japanese and other language of the 

worldの研究成果を取りまとめ，論文集を編集する。 

平成29年度：研究プロジェクトの推進（２年目） 

1．プロジェクトHP（日英版）を開設・公開し，随時更新する。 

2．若手研究者の育成の一環としてPDフェローを雇用し，研究指導を行う。 

3．非常勤研究員を数名雇用し，アノテーション作業を行う。 

4．研究班と開発班の合同研究会を年数回国内各地の大学で開催し，若手研究者にも積極的に参加してもら

う。 

5．国内外の学会で研究発表を行う。 

6．国際シンポジウム（Exploiting Parsed Corpora: Applications in Research, Pedagogy, and 

Processing）を企画し，実施する。研究成果の編集を開始する。 

7．NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese（NPCMJ）コーパスに1万文を追加し，合計2万文のデー

タを公開する。 

8．2013 年 12 月に開催した NINJAL 国際シンポジウム MYSTERIES OF VERB-VERB COMPLEXES IN ASIAN 

LANGUAGESの研究成果を取りまとめ，論文集を編集する。 

9．2016年 12月に開催したNINJAL国際シンポジウムMimetics in Japanese and other language of the 

worldの研究成果を取りまとめ，論文集を編集する。 

平成30年度：研究成果の中間とりまとめ（３年目） 

1．プロジェクトHP（日英版）を開設・公開し，随時更新する。 

2．若手研究者の育成の一環としてPDフェローを雇用し，研究指導を行う。 

3．非常勤研究員を数名雇用し，アノテーション作業を行う。 

4．研究班と開発班の合同研究会を年数回国内各地の大学で開催し，若手研究者にも積極的に参加してもら

う。 
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5．国内外の学会で研究発表を行う。  

6. NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese（NPCMJ）コーパスに１万文を追加し，合計３万文のデー

タを公開する。  

7. 大学院生向けの統語コーパス利用講習会（チュートリアル）を２回開催する（内１回は NINJAL チュー

トリアル）。 

8. アノテーションマニュアル試作版作成・ウェブ公開する。 

9. インターフェースの開発・改良を続行する。 

10.国際シンポジウム（Exploiting Parsed Corpora: Applications in Research, Pedagogy, and 

Processing）の研究成果をとりまとめ，プロジェクトの内部と外部の査読者によるレビューを経た後に，

海外の定評のある研究雑誌LILT (LINGUISTIC ISSUES IN LANGUAGE TECHNOLOGY) に提出する。 

11.日本語の統語論の教育に特化したExploring Japanese Syntax（仮題）を執筆し，この教材の練習問題

をNPCMJコーパスを利用して解くための仕組みを模索する。 

12.幼児の発話データへの統語意味解析情報付与のための研究（宮田Susanne教授との共同研究）を開始す

る。 

13.述語と機能語に対する詳細な形態論情報付与のための研究（宮田Susanne教授との共同研究）を開始す

る。 

14.日本語学習者のコミュニケーション（リソース開発班基本動詞ハンドブック作成グループ），科研プロ

ジェクト「統語・意味解析情報タグ付きコーパス開発用アノテーション研究：複文を中心に」および科

研プロジェクト「準均衡超大規模日本語コーパスと高速検索ツールの開発」と連携し，「文型バンク」

の開発・公開を進める。 

15.2013 年 12 月に開催した NINJAL 国際シンポジウム MYSTERIES OF VERB-VERB COMPLEXES IN ASIAN 

LANGUAGESの研究成果を取りまとめ，論文集を編集する。 

16.2016年 12月に開催したNINJAL国際シンポジウムMimetics in Japanese and other language of the 

worldの研究成果を取りまとめ，論文集を編集する。 

令和元年度：研究プロジェクトの拡充（４年目） 

1. プロジェクトHP（日英版）を開設・公開し，随時更新する。 

2. 若手研究者の育成の一環としてPDフェローを雇用し，研究指導を行う。 

3. 非常勤研究員を数名雇用し，アノテーション作業を行う。 

4. 研究班と開発班の合同研究会を年数回国内各地の大学で開催し，若手研究者にも積極的に参加してもら

う。 

5. 国内外の学会で研究発表を行う。 

6. NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese（NPCMJ）コーパスに１万文を追加し，合計４万文のデー

タを公開する。 

7. 大学院生向けの統語コーパス利用講習会（チュートリアル）を開催。 

8. 日本語の統語論の教育に特化したExploring Japanese Syntax（仮題）を刊行し，併せて，この教材の

練習問題をNPCMJコーパスを利用して解くための仕組みも公開する。 

9. アノテーションマニュアルの改訂・ウェブ公開 

10.幼児の発話データへの統語意味解析情報付与のための研究（宮田Susanne教授との共同研究）を継続し，

CHILDES（Child Language Data Exchange System）と連携してデータを公開する。 

11.述語と機能語に対する詳細な形態論情報付与のための研究（宮田Susanne教授との共同研究）を継続す

る。 
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5．国内外の学会で研究発表を行う。  

6. NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese（NPCMJ）コーパスに１万文を追加し，合計３万文のデー

タを公開する。  

7. 大学院生向けの統語コーパス利用講習会（チュートリアル）を２回開催する（内１回は NINJAL チュー

トリアル）。 

8. アノテーションマニュアル試作版作成・ウェブ公開する。 

9. インターフェースの開発・改良を続行する。 

10.国際シンポジウム（Exploiting Parsed Corpora: Applications in Research, Pedagogy, and 

Processing）の研究成果をとりまとめ，プロジェクトの内部と外部の査読者によるレビューを経た後に，

海外の定評のある研究雑誌LILT (LINGUISTIC ISSUES IN LANGUAGE TECHNOLOGY) に提出する。 

11.日本語の統語論の教育に特化したExploring Japanese Syntax（仮題）を執筆し，この教材の練習問題

をNPCMJコーパスを利用して解くための仕組みを模索する。 

12.幼児の発話データへの統語意味解析情報付与のための研究（宮田Susanne教授との共同研究）を開始す

る。 

13.述語と機能語に対する詳細な形態論情報付与のための研究（宮田Susanne教授との共同研究）を開始す

る。 

14.日本語学習者のコミュニケーション（リソース開発班基本動詞ハンドブック作成グループ），科研プロ

ジェクト「統語・意味解析情報タグ付きコーパス開発用アノテーション研究：複文を中心に」および科

研プロジェクト「準均衡超大規模日本語コーパスと高速検索ツールの開発」と連携し，「文型バンク」

の開発・公開を進める。 

15.2013 年 12 月に開催した NINJAL 国際シンポジウム MYSTERIES OF VERB-VERB COMPLEXES IN ASIAN 

LANGUAGESの研究成果を取りまとめ，論文集を編集する。 

16.2016年 12月に開催したNINJAL国際シンポジウムMimetics in Japanese and other language of the 

worldの研究成果を取りまとめ，論文集を編集する。 

令和元年度：研究プロジェクトの拡充（４年目） 

1. プロジェクトHP（日英版）を開設・公開し，随時更新する。 

2. 若手研究者の育成の一環としてPDフェローを雇用し，研究指導を行う。 

3. 非常勤研究員を数名雇用し，アノテーション作業を行う。 

4. 研究班と開発班の合同研究会を年数回国内各地の大学で開催し，若手研究者にも積極的に参加してもら

う。 

5. 国内外の学会で研究発表を行う。 

6. NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese（NPCMJ）コーパスに１万文を追加し，合計４万文のデー

タを公開する。 

7. 大学院生向けの統語コーパス利用講習会（チュートリアル）を開催。 

8. 日本語の統語論の教育に特化したExploring Japanese Syntax（仮題）を刊行し，併せて，この教材の

練習問題をNPCMJコーパスを利用して解くための仕組みも公開する。 

9. アノテーションマニュアルの改訂・ウェブ公開 

10.幼児の発話データへの統語意味解析情報付与のための研究（宮田Susanne教授との共同研究）を継続し，

CHILDES（Child Language Data Exchange System）と連携してデータを公開する。 

11.述語と機能語に対する詳細な形態論情報付与のための研究（宮田Susanne教授との共同研究）を継続す

る。 
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12.インターフェースの開発・改良を続行する。 

13.岡山大学（竹内研究室）と連携し，述語構造シソーラス（Predicate-Argument Structure Thesaurus (PT)）

で分析された意味役割とフレームの情報を統語・意味コーパスNPCMJに加える。 

14.2013 年 12 月に開催した NINJAL 国際シンポジウム MYSTERIES OF VERB-VERB COMPLEXES IN ASIAN 

LANGUAGESの研究成果の編集を完了・出版社（Oxford Univ. Press）に入稿する。 

15.2016年 12月に開催したNINJAL国際シンポジウムMimetics in Japanese and other language of the 

worldの研究成果を出版社（John Benjamins）に入稿する。 

16.2017 年 12 月に開催した NINJAL 国際シンポジウム Exploiting Parsed Corpora: Applications in 

Research, Pedagogy, and Processingの研究成果をとりまとめ，プロジェクトの内部と外部の査読者

によるレビューを完了し，海外の定評のある研究雑誌 LILT (LINGUISTIC ISSUES IN LANGUAGE 

TECHNOLOGY)に提出する。 

17.日本語学習者のコミュニケーション（リソース開発班基本動詞ハンドブック作成グループ），科研プロ

ジェクト「統語・意味解析情報タグ付きコーパス開発用アノテーション研究：複文を中心に」および科

研プロジェクト「準均衡超大規模日本語コーパスと高速検索ツールの開発」と連携し，「文型バンク」

の開発・公開を進める。 

令和２年度：研究成果のとりまとめ（５年目） 

1. プロジェクトHP（日英版）を開設・公開し，随時更新する。 

2. 若手研究者の育成の一環としてPDフェローを雇用し，研究指導を行う。 

3. 非常勤研究員を数名雇用し，アノテーション作業を行う。 

4. 研究班と開発班の合同研究会を年数回国内各地の大学で開催し，若手研究者にも積極的に参加してもら

う。 

5. 国内外の学会で研究発表を行う。  

6. NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese (NPCMJ) コーパスに1万文を追加し，合計5万文のデー

タを公開する。 

7. 大学院生向けの統語コーパス利用講習会（チュートリアル）を開催する。 

8. アノテーションマニュアルの改訂・ウェブ公開 

9. インターフェースの開発・改良を続行する。 

10.統語意味解析情報を付与した幼児の発話データの公開（宮田Susanne教授との共同研究） 

11.述語と機能語に対して詳細な形態論情報の付与されたデータを公開（宮田Susanne教授との共同研究） 

12.岡山大学（竹内研究室）と連携し，述語構造シソーラス（Predicate-Argument Structure Thesaurus (PT)）

で分析された意味役割とフレームの情報を統語・意味コーパスNPCMJに加える。 

13.日本語学習者のコミュニケーション（リソース開発班基本動詞ハンドブック作成グループ），科研プロ

ジェクト「統語・意味解析情報タグ付きコーパス開発用アノテーション研究：複文を中心に」および科研

プロジェクト「準均衡超大規模日本語コーパスと高速検索ツールの開発」と連携し，「文型バンク」の開

発・公開を進める。 

令和３年度：研究成果の公開（６年目） 

1. プロジェクトHP（日英版）を開設・公開し，随時更新する。 

2. 若手研究者の育成の一環としてPDフェローを雇用し，研究指導を行う。 

3. 非常勤研究員を数名雇用し，アノテーション作業を行う。 

4. 研究班と開発班の合同研究会を年数回国内各地の大学で開催し，若手研究者にも積極的に参加しても

らう。 
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5. 国内外の学会で研究発表を行う。 

6. NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese (NPCMJ) コーパスに１万文を追加し，合計６万文のデー

タを公開する。 

7. 大学院生向けの統語コーパス利用講習会（チュートリアル）を開催する。 

8. アノテーションマニュアルの改訂・ウェブ公開 

9. 岡山大学（竹内研究室）と連携し，述語構造シソーラス（Predicate-Argument Structure Thesaurus 

(PT)）で分析された意味役割とフレームの情報を統語・意味コーパスNPCMJに加える。 

10.統語意味解析情報を付与した幼児の発話データの公開（宮田Susanne教授との共同研究） 

11.日本語学習者のコミュニケーション（リソース開発班基本動詞ハンドブック作成グループ），科研プ

ロジェクト「統語・意味解析情報タグ付きコーパス開発用アノテーション研究：複文を中心に」およ

び科研プロジェクト「準均衡超大規模日本語コーパスと高速検索ツールの開発」と連携し，「文型バ

ンク」の開発・公開を進める。 

 

【３年目までの成果物】 

・NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese (NPCMJ)コーパス（３万文）を初心者から上級者まで様々

な利用が可能な各種検索インターフェースと共に公開。 

・NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese (NPCMJ)コーパス（３万文）をユーザーフレンドリーなイ

ンターフェースと共に公開。 

 

【５年目までの成果物】 

・海外の定評のある研究雑誌の特集号または論文集：「NINJAL 国際シンポジウム Exploiting Parsed 

Corpora: Applications in Research, Pedagogy, and Processing の研究成果（論文集）の刊行（LILT 

(LINGUISTIC ISSUES IN LANGUAGE TECHNOLOGY)）」 

・NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese (NPCMJ)コーパス（５万文）をユーザーフレンドリーなイ

ンターフェースと共に公開。 

・日本語の統語論の教育に特化した入門書Analyzing  Japanese Syntax: A Generative Perspective の

刊行 

・日本語学習者のコミュニケーション（リソース開発班基本動詞ハンドブック作成グループ），科研プロ

ジェクト「統語・意味解析情報タグ付きコーパス開発用アノテーション研究：複文を中心に」および科

研プロジェクト「準均衡超大規模日本語コーパスと高速検索ツールの開発」と連携し開発した「文型バ

ンク」（ウェブ版）。 

・NINJAL国際シンポジウムMYSTERIES OF VERB-VERB COMPLEXES IN ASIAN LANGUAGESの研究成果(論文集)

の刊行（Oxford Univ. Press） 

・NINJAL国際シンポジウムMimetics in Japanese and other language of the worldの研究成果（論文

集）の刊行（John Benjamins） 
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5. 国内外の学会で研究発表を行う。 

6. NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese (NPCMJ) コーパスに１万文を追加し，合計６万文のデー

タを公開する。 

7. 大学院生向けの統語コーパス利用講習会（チュートリアル）を開催する。 

8. アノテーションマニュアルの改訂・ウェブ公開 

9. 岡山大学（竹内研究室）と連携し，述語構造シソーラス（Predicate-Argument Structure Thesaurus 

(PT)）で分析された意味役割とフレームの情報を統語・意味コーパスNPCMJに加える。 

10.統語意味解析情報を付与した幼児の発話データの公開（宮田Susanne教授との共同研究） 

11.日本語学習者のコミュニケーション（リソース開発班基本動詞ハンドブック作成グループ），科研プ

ロジェクト「統語・意味解析情報タグ付きコーパス開発用アノテーション研究：複文を中心に」およ

び科研プロジェクト「準均衡超大規模日本語コーパスと高速検索ツールの開発」と連携し，「文型バ

ンク」の開発・公開を進める。 

 

【３年目までの成果物】 

・NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese (NPCMJ)コーパス（３万文）を初心者から上級者まで様々

な利用が可能な各種検索インターフェースと共に公開。 

・NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese (NPCMJ)コーパス（３万文）をユーザーフレンドリーなイ

ンターフェースと共に公開。 

 

【５年目までの成果物】 

・海外の定評のある研究雑誌の特集号または論文集：「NINJAL 国際シンポジウム Exploiting Parsed 

Corpora: Applications in Research, Pedagogy, and Processing の研究成果（論文集）の刊行（LILT 

(LINGUISTIC ISSUES IN LANGUAGE TECHNOLOGY)）」 

・NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese (NPCMJ)コーパス（５万文）をユーザーフレンドリーなイ

ンターフェースと共に公開。 

・日本語の統語論の教育に特化した入門書Analyzing  Japanese Syntax: A Generative Perspective の

刊行 

・日本語学習者のコミュニケーション（リソース開発班基本動詞ハンドブック作成グループ），科研プロ

ジェクト「統語・意味解析情報タグ付きコーパス開発用アノテーション研究：複文を中心に」および科

研プロジェクト「準均衡超大規模日本語コーパスと高速検索ツールの開発」と連携し開発した「文型バ

ンク」（ウェブ版）。 

・NINJAL国際シンポジウムMYSTERIES OF VERB-VERB COMPLEXES IN ASIAN LANGUAGESの研究成果(論文集)

の刊行（Oxford Univ. Press） 

・NINJAL国際シンポジウムMimetics in Japanese and other language of the worldの研究成果（論文

集）の刊行（John Benjamins） 
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12.インターフェースの開発・改良を続行する。 

13.岡山大学（竹内研究室）と連携し，述語構造シソーラス（Predicate-Argument Structure Thesaurus (PT)）

で分析された意味役割とフレームの情報を統語・意味コーパスNPCMJに加える。 

14.2013 年 12 月に開催した NINJAL 国際シンポジウム MYSTERIES OF VERB-VERB COMPLEXES IN ASIAN 

LANGUAGESの研究成果の編集を完了・出版社（Oxford Univ. Press）に入稿する。 

15.2016年 12月に開催したNINJAL国際シンポジウムMimetics in Japanese and other language of the 

worldの研究成果を出版社（John Benjamins）に入稿する。 

16.2017 年 12 月に開催した NINJAL 国際シンポジウム Exploiting Parsed Corpora: Applications in 

Research, Pedagogy, and Processingの研究成果をとりまとめ，プロジェクトの内部と外部の査読者

によるレビューを完了し，海外の定評のある研究雑誌 LILT (LINGUISTIC ISSUES IN LANGUAGE 

TECHNOLOGY)に提出する。 

17.日本語学習者のコミュニケーション（リソース開発班基本動詞ハンドブック作成グループ），科研プロ

ジェクト「統語・意味解析情報タグ付きコーパス開発用アノテーション研究：複文を中心に」および科

研プロジェクト「準均衡超大規模日本語コーパスと高速検索ツールの開発」と連携し，「文型バンク」

の開発・公開を進める。 

令和２年度：研究成果のとりまとめ（５年目） 

1. プロジェクトHP（日英版）を開設・公開し，随時更新する。 

2. 若手研究者の育成の一環としてPDフェローを雇用し，研究指導を行う。 

3. 非常勤研究員を数名雇用し，アノテーション作業を行う。 

4. 研究班と開発班の合同研究会を年数回国内各地の大学で開催し，若手研究者にも積極的に参加してもら

う。 

5. 国内外の学会で研究発表を行う。  

6. NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese (NPCMJ) コーパスに1万文を追加し，合計5万文のデー

タを公開する。 

7. 大学院生向けの統語コーパス利用講習会（チュートリアル）を開催する。 

8. アノテーションマニュアルの改訂・ウェブ公開 

9. インターフェースの開発・改良を続行する。 

10.統語意味解析情報を付与した幼児の発話データの公開（宮田Susanne教授との共同研究） 

11.述語と機能語に対して詳細な形態論情報の付与されたデータを公開（宮田Susanne教授との共同研究） 

12.岡山大学（竹内研究室）と連携し，述語構造シソーラス（Predicate-Argument Structure Thesaurus (PT)）

で分析された意味役割とフレームの情報を統語・意味コーパスNPCMJに加える。 

13.日本語学習者のコミュニケーション（リソース開発班基本動詞ハンドブック作成グループ），科研プロ

ジェクト「統語・意味解析情報タグ付きコーパス開発用アノテーション研究：複文を中心に」および科研

プロジェクト「準均衡超大規模日本語コーパスと高速検索ツールの開発」と連携し，「文型バンク」の開

発・公開を進める。 

令和３年度：研究成果の公開（６年目） 

1. プロジェクトHP（日英版）を開設・公開し，随時更新する。 

2. 若手研究者の育成の一環としてPDフェローを雇用し，研究指導を行う。 

3. 非常勤研究員を数名雇用し，アノテーション作業を行う。 

4. 研究班と開発班の合同研究会を年数回国内各地の大学で開催し，若手研究者にも積極的に参加しても

らう。 
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5. 国内外の学会で研究発表を行う。 

6. NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese (NPCMJ) コーパスに１万文を追加し，合計６万文のデー

タを公開する。 

7. 大学院生向けの統語コーパス利用講習会（チュートリアル）を開催する。 

8. アノテーションマニュアルの改訂・ウェブ公開 

9. 岡山大学（竹内研究室）と連携し，述語構造シソーラス（Predicate-Argument Structure Thesaurus 

(PT)）で分析された意味役割とフレームの情報を統語・意味コーパスNPCMJに加える。 

10.統語意味解析情報を付与した幼児の発話データの公開（宮田Susanne教授との共同研究） 

11.日本語学習者のコミュニケーション（リソース開発班基本動詞ハンドブック作成グループ），科研プ

ロジェクト「統語・意味解析情報タグ付きコーパス開発用アノテーション研究：複文を中心に」およ

び科研プロジェクト「準均衡超大規模日本語コーパスと高速検索ツールの開発」と連携し，「文型バ

ンク」の開発・公開を進める。 

 

【３年目までの成果物】 

・NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese (NPCMJ)コーパス（３万文）を初心者から上級者まで様々

な利用が可能な各種検索インターフェースと共に公開。 

・NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese (NPCMJ)コーパス（３万文）をユーザーフレンドリーなイ

ンターフェースと共に公開。 

 

【５年目までの成果物】 

・海外の定評のある研究雑誌の特集号または論文集：「NINJAL 国際シンポジウム Exploiting Parsed 

Corpora: Applications in Research, Pedagogy, and Processing の研究成果（論文集）の刊行（LILT 

(LINGUISTIC ISSUES IN LANGUAGE TECHNOLOGY)）」 

・NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese (NPCMJ)コーパス（５万文）をユーザーフレンドリーなイ

ンターフェースと共に公開。 

・日本語の統語論の教育に特化した入門書Analyzing  Japanese Syntax: A Generative Perspective の

刊行 

・日本語学習者のコミュニケーション（リソース開発班基本動詞ハンドブック作成グループ），科研プロ

ジェクト「統語・意味解析情報タグ付きコーパス開発用アノテーション研究：複文を中心に」および科

研プロジェクト「準均衡超大規模日本語コーパスと高速検索ツールの開発」と連携し開発した「文型バ

ンク」（ウェブ版）。 

・NINJAL国際シンポジウムMYSTERIES OF VERB-VERB COMPLEXES IN ASIAN LANGUAGESの研究成果(論文集)

の刊行（Oxford Univ. Press） 

・NINJAL国際シンポジウムMimetics in Japanese and other language of the worldの研究成果（論文

集）の刊行（John Benjamins） 
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5. 国内外の学会で研究発表を行う。 

6. NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese (NPCMJ) コーパスに１万文を追加し，合計６万文のデー

タを公開する。 

7. 大学院生向けの統語コーパス利用講習会（チュートリアル）を開催する。 

8. アノテーションマニュアルの改訂・ウェブ公開 

9. 岡山大学（竹内研究室）と連携し，述語構造シソーラス（Predicate-Argument Structure Thesaurus 

(PT)）で分析された意味役割とフレームの情報を統語・意味コーパスNPCMJに加える。 

10.統語意味解析情報を付与した幼児の発話データの公開（宮田Susanne教授との共同研究） 
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ロジェクト「統語・意味解析情報タグ付きコーパス開発用アノテーション研究：複文を中心に」およ

び科研プロジェクト「準均衡超大規模日本語コーパスと高速検索ツールの開発」と連携し，「文型バ
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・NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese (NPCMJ)コーパス（３万文）をユーザーフレンドリーなイ
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・日本語の統語論の教育に特化した入門書Analyzing  Japanese Syntax: A Generative Perspective の

刊行 

・日本語学習者のコミュニケーション（リソース開発班基本動詞ハンドブック作成グループ），科研プロ

ジェクト「統語・意味解析情報タグ付きコーパス開発用アノテーション研究：複文を中心に」および科

研プロジェクト「準均衡超大規模日本語コーパスと高速検索ツールの開発」と連携し開発した「文型バ

ンク」（ウェブ版）。 

・NINJAL国際シンポジウムMYSTERIES OF VERB-VERB COMPLEXES IN ASIAN LANGUAGESの研究成果(論文集)

の刊行（Oxford Univ. Press） 

・NINJAL国際シンポジウムMimetics in Japanese and other language of the worldの研究成果（論文

集）の刊行（John Benjamins） 
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６年間のロードマップ 

統語コーパス H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 

データ       

シンポジウム等� 国内外の学

会で研究発

表 

国際シンポ

ジ ウ ム 開

催，国内外

の学会で研

究発表 

国内外の学

会で研究発

表 

国内外の学

会で研究発

表 

国内外の学

会で研究発

表 

国内外の学

会で研究発

表 

毎年2回公開研究発表会開催 

講習会等 毎年2回統語コーパス利用講習会 

刊行・出版   国際シンポ

ジウムの成

果を刊行，ア

ノテーショ

ンマニュア

ル試作版作

成 

ア ノ テ ー

シ ョ ン マ

ニュアルの

改訂・ウェブ

公開 

啓蒙書・普及

書を刊行，ア

ノテーショ

ンマニュア

ルの改訂・

ウェブ公開 

ア ノ テ ー

シ ョ ン マ

ニュアルの

改訂・ウェブ

公開 

 

Ⅱ．令和３年度活動概要 

令和３年度予算総額   26,265千円 

令和３年度 成果の概要 

１．研究に関する計画 

① 統語・意味解析コーパスの開発と言語研究を推進するために，研究発表会（オンライン版）を２回開催

し，計100名（延べ）の参加者が得られた。 

② 学術交流協定に基づき，弘前大学と津軽方言のデータにNPCMJ方式のアノテーションを付加するための

共同研究を行い，データの一部に対して試験的にアノテーションを施したコーパス（通称：Matsunoki 

Treebank）をプロジェクトのHPを通じて公開した（754ツリー，13,877語）。 

③ 検索インターフェースNPCMJ Explorer，NPCMJ Search，NPCMJ Child Language Development Timeline

のマニュアル（ユーザーズガイド）の日本語版と英語版およびNPCMJ アノテーションマニュアル（第1

〜25 節；25 節以降は準備中）をアップデートし，日本語版と英語版をプロジェクトのホームページで

公開した。 

④ 宮田Susanne教授との共同研究を進め，子供の日本語習得のデータにNPCMJ方式のアノテーションを付

加し，ダブルチェックを行い，公開した（2022年３月末時点で13,775 ツリー; 60,007語）。 

⑤ 岡山大学竹内研究室と連携してNPCMJコーパスの一部のデータに意味役割とフレームの情報を付加し，

内部公開した（2022年３月末時点で13,775ツリー, 60,007語）。 

 

２．共同利用・共同研究に関する計画 

① NPCMJ コーパスに約３万文を追加し，合計約９万文を 2022 年３月に公開した（2022 年３月末時点で 90,069

ツリー, 1,304,508語）。加えて，今までパーザーの学習用に使用した述語項構造シソーラスの用例にNPCMJ

方式のアノテーションを付与したデータも公開した。 

統語・意味解析コーパス（NPCMJ）を毎年 1 万文（計 6 万文）作成および一般公開 
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② 統語・意味解析コーパスの開発と言語研究を推進するために，7名の非常勤研究員（うちPDフェロー1

名，大学院生３名，フルタイム１名，パートタイム１名および技術補佐員１名）を雇用し，プロジェク

ト共同研究員と共にプロジェクトの事業（コーパス開発，チュートリアルの開催，データの著作権処理

等）を進めた。 

③ 学術交流協定に基づき，弘前大学と津軽方言のデータにNPCMJ方式のアノテーションを付加するための

共同研究を行い，データの一部に対してアノテーションを施した。 

④ 昨年に続き，本年も宮田Susanne教授（愛知淑徳大学）との共同研究を進め，子供の日本語習得のデー

タにNPCMJ方式のアノテーションを付加し，公開した。 

⑤ 業務委託に基づき，神戸大学と連携して，アノテーション方法の共同研究を行った。また，竹内孔一准

教授（岡山大学）と連携してNPCMJのデータの一部に意味役割とフレームの情報を付加し，公開した。 

 

３．教育に関する計画 

① 若手研究者を育成するために，PDフェロー１名，非常勤研究員５名を雇用し，アノテーション方法の研

究およびアノテーション付与作業を推進した。 

② ７名の大学院生を共同研究員としてプロジェクトに参画させた。 

③ オンライン方式の講習会を１回開催した（2022年３月４日）。 

 

４．社会との連携及び社会貢献に関する計画 

① インターネットを通して，検索インターフェースNPCMJ Explorer，NPCMJ Search，NPCMJ Development 

Interfaces，NPCMJ Child Language Development Timelineのマニュアル（ユーザーズガイド）の日本

語版と英語版およびNPCMJ アノテーションマニュアル（第１〜25節）の日本語版と英語版を公開し，

NPCMJコーパスとともに一般に発信した。 

 

５．グローバル化に関する計画 

① 英語インターフェースと日本語インターフェース，ローマ字表記のデータと仮名漢字表記のデータが選

択できるようにした。 

 

６．その他 

該当する活動なし。 

 

 

 

Ⅲ．項目ごとの状況 

１．研究に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

（１）研究水準及び研究の成果等に関する計画 

1. 統語・意味解析コーパスの開発と言語研究を推進するために，研究発表会（オンライン版）を２回開催した。

２回の研究発表会において計２件の研究発表が行われ，計100人（延べ）の参加者が得られた（うち海外機

関研究者６人，大学院生を含む学生37人）。各研究会の詳細は以下の通りである。 

① 第１回研究発表会 

開催日：2021年 11月 19日，参加者数37人，うち，海外機関研究者１人，大学院生を含む学生13人。 
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② 統語・意味解析コーパスの開発と言語研究を推進するために，7名の非常勤研究員（うちPDフェロー1

名，大学院生３名，フルタイム１名，パートタイム１名および技術補佐員１名）を雇用し，プロジェク

ト共同研究員と共にプロジェクトの事業（コーパス開発，チュートリアルの開催，データの著作権処理

等）を進めた。 

③ 学術交流協定に基づき，弘前大学と津軽方言のデータにNPCMJ方式のアノテーションを付加するための

共同研究を行い，データの一部に対してアノテーションを施した。 

④ 昨年に続き，本年も宮田Susanne教授（愛知淑徳大学）との共同研究を進め，子供の日本語習得のデー

タにNPCMJ方式のアノテーションを付加し，公開した。 

⑤ 業務委託に基づき，神戸大学と連携して，アノテーション方法の共同研究を行った。また，竹内孔一准

教授（岡山大学）と連携してNPCMJのデータの一部に意味役割とフレームの情報を付加し，公開した。 

 

３．教育に関する計画 

① 若手研究者を育成するために，PDフェロー１名，非常勤研究員５名を雇用し，アノテーション方法の研

究およびアノテーション付与作業を推進した。 

② ７名の大学院生を共同研究員としてプロジェクトに参画させた。 

③ オンライン方式の講習会を１回開催した（2022年３月４日）。 

 

４．社会との連携及び社会貢献に関する計画 

① インターネットを通して，検索インターフェースNPCMJ Explorer，NPCMJ Search，NPCMJ Development 

Interfaces，NPCMJ Child Language Development Timelineのマニュアル（ユーザーズガイド）の日本

語版と英語版およびNPCMJ アノテーションマニュアル（第１〜25節）の日本語版と英語版を公開し，

NPCMJコーパスとともに一般に発信した。 

 

５．グローバル化に関する計画 

① 英語インターフェースと日本語インターフェース，ローマ字表記のデータと仮名漢字表記のデータが選

択できるようにした。 

 

６．その他 

該当する活動なし。 

 

 

 

Ⅲ．項目ごとの状況 

１．研究に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

（１）研究水準及び研究の成果等に関する計画 

1. 統語・意味解析コーパスの開発と言語研究を推進するために，研究発表会（オンライン版）を２回開催した。

２回の研究発表会において計２件の研究発表が行われ，計100人（延べ）の参加者が得られた（うち海外機

関研究者６人，大学院生を含む学生37人）。各研究会の詳細は以下の通りである。 

① 第１回研究発表会 

開催日：2021年 11月 19日，参加者数37人，うち，海外機関研究者１人，大学院生を含む学生13人。 
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６年間のロードマップ 
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Ⅱ．令和３年度活動概要 

令和３年度予算総額   26,265千円 

令和３年度 成果の概要 

１．研究に関する計画 

① 統語・意味解析コーパスの開発と言語研究を推進するために，研究発表会（オンライン版）を２回開催

し，計100名（延べ）の参加者が得られた。 

② 学術交流協定に基づき，弘前大学と津軽方言のデータにNPCMJ方式のアノテーションを付加するための

共同研究を行い，データの一部に対して試験的にアノテーションを施したコーパス（通称：Matsunoki 

Treebank）をプロジェクトのHPを通じて公開した（754ツリー，13,877語）。 

③ 検索インターフェースNPCMJ Explorer，NPCMJ Search，NPCMJ Child Language Development Timeline

のマニュアル（ユーザーズガイド）の日本語版と英語版およびNPCMJ アノテーションマニュアル（第1
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④ 宮田Susanne教授との共同研究を進め，子供の日本語習得のデータにNPCMJ方式のアノテーションを付

加し，ダブルチェックを行い，公開した（2022年３月末時点で13,775 ツリー; 60,007語）。 

⑤ 岡山大学竹内研究室と連携してNPCMJコーパスの一部のデータに意味役割とフレームの情報を付加し，

内部公開した（2022年３月末時点で13,775ツリー, 60,007語）。 

 

２．共同利用・共同研究に関する計画 

① NPCMJ コーパスに約３万文を追加し，合計約９万文を 2022 年３月に公開した（2022 年３月末時点で 90,069

ツリー, 1,304,508語）。加えて，今までパーザーの学習用に使用した述語項構造シソーラスの用例にNPCMJ

方式のアノテーションを付与したデータも公開した。 

統語・意味解析コーパス（NPCMJ）を毎年 1 万文（計 6 万文）作成および一般公開 
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② 統語・意味解析コーパスの開発と言語研究を推進するために，7名の非常勤研究員（うちPDフェロー1

名，大学院生３名，フルタイム１名，パートタイム１名および技術補佐員１名）を雇用し，プロジェク

ト共同研究員と共にプロジェクトの事業（コーパス開発，チュートリアルの開催，データの著作権処理

等）を進めた。 

③ 学術交流協定に基づき，弘前大学と津軽方言のデータにNPCMJ方式のアノテーションを付加するための

共同研究を行い，データの一部に対してアノテーションを施した。 

④ 昨年に続き，本年も宮田Susanne教授（愛知淑徳大学）との共同研究を進め，子供の日本語習得のデー

タにNPCMJ方式のアノテーションを付加し，公開した。 

⑤ 業務委託に基づき，神戸大学と連携して，アノテーション方法の共同研究を行った。また，竹内孔一准

教授（岡山大学）と連携してNPCMJのデータの一部に意味役割とフレームの情報を付加し，公開した。 

 

３．教育に関する計画 

① 若手研究者を育成するために，PDフェロー１名，非常勤研究員５名を雇用し，アノテーション方法の研

究およびアノテーション付与作業を推進した。 

② ７名の大学院生を共同研究員としてプロジェクトに参画させた。 

③ オンライン方式の講習会を１回開催した（2022年３月４日）。 

 

４．社会との連携及び社会貢献に関する計画 

① インターネットを通して，検索インターフェースNPCMJ Explorer，NPCMJ Search，NPCMJ Development 

Interfaces，NPCMJ Child Language Development Timelineのマニュアル（ユーザーズガイド）の日本

語版と英語版およびNPCMJ アノテーションマニュアル（第１〜25節）の日本語版と英語版を公開し，

NPCMJコーパスとともに一般に発信した。 

 

５．グローバル化に関する計画 

① 英語インターフェースと日本語インターフェース，ローマ字表記のデータと仮名漢字表記のデータが選

択できるようにした。 

 

６．その他 

該当する活動なし。 

 

 

 

Ⅲ．項目ごとの状況 

１．研究に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

（１）研究水準及び研究の成果等に関する計画 

1. 統語・意味解析コーパスの開発と言語研究を推進するために，研究発表会（オンライン版）を２回開催した。

２回の研究発表会において計２件の研究発表が行われ，計100人（延べ）の参加者が得られた（うち海外機

関研究者６人，大学院生を含む学生37人）。各研究会の詳細は以下の通りである。 

① 第１回研究発表会 

開催日：2021年 11月 19日，参加者数37人，うち，海外機関研究者１人，大学院生を含む学生13人。 
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② 統語・意味解析コーパスの開発と言語研究を推進するために，7名の非常勤研究員（うちPDフェロー1

名，大学院生３名，フルタイム１名，パートタイム１名および技術補佐員１名）を雇用し，プロジェク

ト共同研究員と共にプロジェクトの事業（コーパス開発，チュートリアルの開催，データの著作権処理

等）を進めた。 

③ 学術交流協定に基づき，弘前大学と津軽方言のデータにNPCMJ方式のアノテーションを付加するための

共同研究を行い，データの一部に対してアノテーションを施した。 

④ 昨年に続き，本年も宮田Susanne教授（愛知淑徳大学）との共同研究を進め，子供の日本語習得のデー

タにNPCMJ方式のアノテーションを付加し，公開した。 

⑤ 業務委託に基づき，神戸大学と連携して，アノテーション方法の共同研究を行った。また，竹内孔一准

教授（岡山大学）と連携してNPCMJのデータの一部に意味役割とフレームの情報を付加し，公開した。 

 

３．教育に関する計画 

① 若手研究者を育成するために，PDフェロー１名，非常勤研究員５名を雇用し，アノテーション方法の研

究およびアノテーション付与作業を推進した。 

② ７名の大学院生を共同研究員としてプロジェクトに参画させた。 

③ オンライン方式の講習会を１回開催した（2022年３月４日）。 

 

４．社会との連携及び社会貢献に関する計画 

① インターネットを通して，検索インターフェースNPCMJ Explorer，NPCMJ Search，NPCMJ Development 

Interfaces，NPCMJ Child Language Development Timelineのマニュアル（ユーザーズガイド）の日本

語版と英語版およびNPCMJ アノテーションマニュアル（第１〜25節）の日本語版と英語版を公開し，

NPCMJコーパスとともに一般に発信した。 

 

５．グローバル化に関する計画 

① 英語インターフェースと日本語インターフェース，ローマ字表記のデータと仮名漢字表記のデータが選

択できるようにした。 

 

６．その他 

該当する活動なし。 

 

 

 

Ⅲ．項目ごとの状況 

１．研究に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

（１）研究水準及び研究の成果等に関する計画 

1. 統語・意味解析コーパスの開発と言語研究を推進するために，研究発表会（オンライン版）を２回開催した。

２回の研究発表会において計２件の研究発表が行われ，計100人（延べ）の参加者が得られた（うち海外機

関研究者６人，大学院生を含む学生37人）。各研究会の詳細は以下の通りである。 

① 第１回研究発表会 

開催日：2021年 11月 19日，参加者数37人，うち，海外機関研究者１人，大学院生を含む学生13人。 
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② 第２回研究発表会 

開催日：2021年 12月 22日，参加者数63人，うち，海外機関研究者５人，大学院生を含む学生24人。 

2. 弘前大学と共同で津軽方言のコーパス構築を続行し，研究成果を発信するために弘前大学でシンポジウ

ムを開く予定。（開催日：2022年１月17日，参加者数８人，うち，海外機関研究者０人，大学院生を含

む学生１人。） 

3. 検索インターフェース NPCMJ Explorer，NPCMJ Development Interfaces，NPCMJ Child Language 

Development Timelineのマニュアル（ユーザーズガイド）の日本語版と英語版およびNPCMJ アノテー

ションマニュアル（第１〜25節，25節以降は準備中）の日本語版と英語版をプロジェクトのホームペー

ジで公開した。また，新たにNPCMJ Development Interfaces を，使用説明書の日本語版と英語版とと

もに公開した。 

 

（２）研究実施体制等に関する計画 

1. 統語・意味解析コーパスの開発と言語研究を推進するために，７名の非常勤研究員（うちPDフェロー

１名，大学院生３名，フルタイム１名，パートタイム１名および技術補員１名）を雇用し，プロジェク

ト共同研究員と共にプロジェクトの事業（コーパス開発，チュートリアルの開催，データの著作権処理

等）を進めた。 

2. 学術交流協定に基づき，弘前大学と津軽方言のデータにNPCMJ方式のアノテーションを付加するための

共同研究を行い，データの一部に対して試験的にアノテーションを試み，754ツリー（13,877語，通称：

Matsunoki Treebank）をプロジェクトのHPで公開した（資料１．６）。 

3. 昨年に続き，本年も宮田Susanne教授との共同研究を進め，子供の日本語習得のデータにNPCMJ方式の

アノテーションを付加し，ダブルチェックを行い，公開した（資料1.７，2022 年３月末時点で13,775 

ツリー; 60,007語）。 

4. 業務委託に基づき，神戸大学と連携して，アノテーション方法の点検を行った。また，岡山大学竹内研

究室と連携してNPCMJコーパスの一部のデータに意味役割とフレームの情報を付加し，公開した（資料

1.８，2022年３月末時点で62,825ツリー, 918,605語）。 

 

 

２．共同利用・共同研究に関する計画 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

（１）共同利用・共同研究に関する計画 

1. NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese (NPCMJ)コーパスに約３万文を追加し，合計約10万文を

公開した（2022年３月16日時点で100,546ツリー, 1,501,194語）。加えて，今までパーザーの学習用

に使用した述語項構造シソーラスの用例に NPCMJ 方式のアノテーションを付与したデータも公開した

（2022年３月16日時点で13,775ツリー, 60,007語）。 

2. 新型コロナウィルス感染症拡大で対面式の開催を見合わせ，オンラインで2022 年３月４日に講習会を

開催した（総参加者数：53名内学生数16，総発表（口頭）件数：５件）。 

3. NPCMJコーパスに基づく研究の成果を国内学会で12件発表した。また，国語研の他の研究プロジェクト

と合同開催した NINJAL シンポジウム「言語コミュニケーションの多様性」で発表した研究成果を論文

化し，窪薗晴夫・朝日祥之(編)『言語コミュニケーションの多様性』と題した論文集に寄稿した（2022

年３月に刊行済み）。 

222 VIII 外部評価報告書

 

36 

 

4.日本語学習者のコミュニケーション（リソース開発班基本動詞ハンドブック作成グループ）と連携し，

NPCMJ コーパスの情報を利用して「文型バンク」の拡充を進めた。新しい文型200件の見出しデータを

完成させた（Excel形式）。 

5.述語とその項・付加詞の情報を可視化するシステムの構築に向けて，日本語学習者のコミュニケーショ

ン（リソース開発班基本動詞ハンドブック作成グループ）と連携し，NPCMJ コーパスに付与されている

情報を利用して，基礎データを作成した（Excel形式）。 

 

（２）共同利用・共同研究の実施体制等に関する計画 

1． 国内外の主要研究者から成るアドバイザリーボードと相談しながらアノテーションの質的な拡充を

行った。変更点をウェブで公開中のマニュアルに反映した。 

2． コーパスに形態論情報を付与するために，CHILDES（チャイルズ，Child Language Data Exchange System）

を援用するための研究を，宮田Susanne先生と共同で続行した。 

 

 

３．教育に関する計画 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

（１）大学院等への教育協力に関する計画 

 

（２）人材育成に関する計画 

1. 若手研究者を育成するために，PDフェロー１名，非常勤研究員５名を雇用し，アノテーションの研究お

よび実施を推進した。 

2. 大学院生を７名，共同研究員としてプロジェクトに参画させ，公開研究会において，２名に発表の機会

を提供した。 

3. 新型コロナウィルス感染拡大ですべての発表会がオンラインとなり，発表経費の支援は不要となった

が，第2回研究発表会（2021年 12月 22日開催）において，若手研究者に発表の機会を提供した。 

4. 当初予定していた対面式の講習会は新型コロナウィルス感染拡大で実現できず，オンライン方式で開催

するための準備を進め講習会を１回（３月４日）に開催した（総参加者数：53 名内学生数 16，総発表

（口頭）件数：５件）。 

 

 

４．社会との連携及び社会貢献に関する計画 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

（１）産業界や地域社会との連携に関する計画 

 

（２）研究成果の社会への普及に関する計画 

1. インターネットを通して，検索インターフェースNPCMJ Development Interfaces ，NPCMJ Explorer，

NPCMJ Search，NPCMJ Child Language Development TimelineとともにNPCMJコーパスを一般に発信し

ている。また，NPCMJ アノテーションマニュアルについて，項目ごとに整理し理解しやすくするための

改定を行い，プロジェクトのHPで公開した。 
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4.日本語学習者のコミュニケーション（リソース開発班基本動詞ハンドブック作成グループ）と連携し，

NPCMJ コーパスの情報を利用して「文型バンク」の拡充を進めた。新しい文型200件の見出しデータを

完成させた（Excel形式）。 

5.述語とその項・付加詞の情報を可視化するシステムの構築に向けて，日本語学習者のコミュニケーショ

ン（リソース開発班基本動詞ハンドブック作成グループ）と連携し，NPCMJ コーパスに付与されている

情報を利用して，基礎データを作成した（Excel形式）。 

 

（２）共同利用・共同研究の実施体制等に関する計画 

1． 国内外の主要研究者から成るアドバイザリーボードと相談しながらアノテーションの質的な拡充を

行った。変更点をウェブで公開中のマニュアルに反映した。 

2． コーパスに形態論情報を付与するために，CHILDES（チャイルズ，Child Language Data Exchange System）

を援用するための研究を，宮田Susanne先生と共同で続行した。 

 

 

３．教育に関する計画 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

（１）大学院等への教育協力に関する計画 

 

（２）人材育成に関する計画 

1. 若手研究者を育成するために，PDフェロー１名，非常勤研究員５名を雇用し，アノテーションの研究お

よび実施を推進した。 

2. 大学院生を７名，共同研究員としてプロジェクトに参画させ，公開研究会において，２名に発表の機会

を提供した。 

3. 新型コロナウィルス感染拡大ですべての発表会がオンラインとなり，発表経費の支援は不要となった

が，第2回研究発表会（2021年 12月 22日開催）において，若手研究者に発表の機会を提供した。 

4. 当初予定していた対面式の講習会は新型コロナウィルス感染拡大で実現できず，オンライン方式で開催

するための準備を進め講習会を１回（３月４日）に開催した（総参加者数：53 名内学生数 16，総発表

（口頭）件数：５件）。 

 

 

４．社会との連携及び社会貢献に関する計画 
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（１）産業界や地域社会との連携に関する計画 

 

（２）研究成果の社会への普及に関する計画 
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② 第２回研究発表会 

開催日：2021年 12月 22日，参加者数63人，うち，海外機関研究者５人，大学院生を含む学生24人。 

2. 弘前大学と共同で津軽方言のコーパス構築を続行し，研究成果を発信するために弘前大学でシンポジウ

ムを開く予定。（開催日：2022年１月17日，参加者数８人，うち，海外機関研究者０人，大学院生を含

む学生１人。） 

3. 検索インターフェース NPCMJ Explorer，NPCMJ Development Interfaces，NPCMJ Child Language 

Development Timelineのマニュアル（ユーザーズガイド）の日本語版と英語版およびNPCMJ アノテー

ションマニュアル（第１〜25節，25節以降は準備中）の日本語版と英語版をプロジェクトのホームペー

ジで公開した。また，新たにNPCMJ Development Interfaces を，使用説明書の日本語版と英語版とと

もに公開した。 

 

（２）研究実施体制等に関する計画 

1. 統語・意味解析コーパスの開発と言語研究を推進するために，７名の非常勤研究員（うちPDフェロー

１名，大学院生３名，フルタイム１名，パートタイム１名および技術補員１名）を雇用し，プロジェク

ト共同研究員と共にプロジェクトの事業（コーパス開発，チュートリアルの開催，データの著作権処理

等）を進めた。 

2. 学術交流協定に基づき，弘前大学と津軽方言のデータにNPCMJ方式のアノテーションを付加するための

共同研究を行い，データの一部に対して試験的にアノテーションを試み，754ツリー（13,877語，通称：

Matsunoki Treebank）をプロジェクトのHPで公開した（資料１．６）。 

3. 昨年に続き，本年も宮田Susanne教授との共同研究を進め，子供の日本語習得のデータにNPCMJ方式の

アノテーションを付加し，ダブルチェックを行い，公開した（資料1.７，2022 年３月末時点で13,775 

ツリー; 60,007語）。 

4. 業務委託に基づき，神戸大学と連携して，アノテーション方法の点検を行った。また，岡山大学竹内研

究室と連携してNPCMJコーパスの一部のデータに意味役割とフレームの情報を付加し，公開した（資料

1.８，2022年３月末時点で62,825ツリー, 918,605語）。 

 

 

２．共同利用・共同研究に関する計画 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

（１）共同利用・共同研究に関する計画 

1. NINJAL Parsed Corpus for Modern Japanese (NPCMJ)コーパスに約３万文を追加し，合計約10万文を

公開した（2022年３月16日時点で100,546ツリー, 1,501,194語）。加えて，今までパーザーの学習用

に使用した述語項構造シソーラスの用例に NPCMJ 方式のアノテーションを付与したデータも公開した

（2022年３月16日時点で13,775ツリー, 60,007語）。 

2. 新型コロナウィルス感染症拡大で対面式の開催を見合わせ，オンラインで2022 年３月４日に講習会を

開催した（総参加者数：53名内学生数16，総発表（口頭）件数：５件）。 

3. NPCMJコーパスに基づく研究の成果を国内学会で12件発表した。また，国語研の他の研究プロジェクト

と合同開催した NINJAL シンポジウム「言語コミュニケーションの多様性」で発表した研究成果を論文

化し，窪薗晴夫・朝日祥之(編)『言語コミュニケーションの多様性』と題した論文集に寄稿した（2022

年３月に刊行済み）。 
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4.日本語学習者のコミュニケーション（リソース開発班基本動詞ハンドブック作成グループ）と連携し，

NPCMJ コーパスの情報を利用して「文型バンク」の拡充を進めた。新しい文型200件の見出しデータを

完成させた（Excel形式）。 

5.述語とその項・付加詞の情報を可視化するシステムの構築に向けて，日本語学習者のコミュニケーショ

ン（リソース開発班基本動詞ハンドブック作成グループ）と連携し，NPCMJ コーパスに付与されている

情報を利用して，基礎データを作成した（Excel形式）。 

 

（２）共同利用・共同研究の実施体制等に関する計画 

1． 国内外の主要研究者から成るアドバイザリーボードと相談しながらアノテーションの質的な拡充を

行った。変更点をウェブで公開中のマニュアルに反映した。 

2． コーパスに形態論情報を付与するために，CHILDES（チャイルズ，Child Language Data Exchange System）

を援用するための研究を，宮田Susanne先生と共同で続行した。 

 

 

３．教育に関する計画 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

（１）大学院等への教育協力に関する計画 

 

（２）人材育成に関する計画 

1. 若手研究者を育成するために，PDフェロー１名，非常勤研究員５名を雇用し，アノテーションの研究お

よび実施を推進した。 

2. 大学院生を７名，共同研究員としてプロジェクトに参画させ，公開研究会において，２名に発表の機会

を提供した。 

3. 新型コロナウィルス感染拡大ですべての発表会がオンラインとなり，発表経費の支援は不要となった

が，第2回研究発表会（2021年 12月 22日開催）において，若手研究者に発表の機会を提供した。 

4. 当初予定していた対面式の講習会は新型コロナウィルス感染拡大で実現できず，オンライン方式で開催

するための準備を進め講習会を１回（３月４日）に開催した（総参加者数：53 名内学生数 16，総発表

（口頭）件数：５件）。 

 

 

４．社会との連携及び社会貢献に関する計画 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

（１）産業界や地域社会との連携に関する計画 

 

（２）研究成果の社会への普及に関する計画 

1. インターネットを通して，検索インターフェースNPCMJ Development Interfaces ，NPCMJ Explorer，

NPCMJ Search，NPCMJ Child Language Development TimelineとともにNPCMJコーパスを一般に発信し

ている。また，NPCMJ アノテーションマニュアルについて，項目ごとに整理し理解しやすくするための

改定を行い，プロジェクトのHPで公開した。 

 

 

VIII 外部評価報告書 223

 

36 

 

4.日本語学習者のコミュニケーション（リソース開発班基本動詞ハンドブック作成グループ）と連携し，

NPCMJ コーパスの情報を利用して「文型バンク」の拡充を進めた。新しい文型200件の見出しデータを

完成させた（Excel形式）。 

5.述語とその項・付加詞の情報を可視化するシステムの構築に向けて，日本語学習者のコミュニケーショ

ン（リソース開発班基本動詞ハンドブック作成グループ）と連携し，NPCMJ コーパスに付与されている

情報を利用して，基礎データを作成した（Excel形式）。 

 

（２）共同利用・共同研究の実施体制等に関する計画 

1． 国内外の主要研究者から成るアドバイザリーボードと相談しながらアノテーションの質的な拡充を

行った。変更点をウェブで公開中のマニュアルに反映した。 

2． コーパスに形態論情報を付与するために，CHILDES（チャイルズ，Child Language Data Exchange System）

を援用するための研究を，宮田Susanne先生と共同で続行した。 

 

 

３．教育に関する計画 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

（１）大学院等への教育協力に関する計画 

 

（２）人材育成に関する計画 

1. 若手研究者を育成するために，PDフェロー１名，非常勤研究員５名を雇用し，アノテーションの研究お

よび実施を推進した。 

2. 大学院生を７名，共同研究員としてプロジェクトに参画させ，公開研究会において，２名に発表の機会

を提供した。 

3. 新型コロナウィルス感染拡大ですべての発表会がオンラインとなり，発表経費の支援は不要となった

が，第2回研究発表会（2021年 12月 22日開催）において，若手研究者に発表の機会を提供した。 

4. 当初予定していた対面式の講習会は新型コロナウィルス感染拡大で実現できず，オンライン方式で開催

するための準備を進め講習会を１回（３月４日）に開催した（総参加者数：53 名内学生数 16，総発表

（口頭）件数：５件）。 

 

 

４．社会との連携及び社会貢献に関する計画 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

（１）産業界や地域社会との連携に関する計画 

 

（２）研究成果の社会への普及に関する計画 

1. インターネットを通して，検索インターフェースNPCMJ Development Interfaces ，NPCMJ Explorer，

NPCMJ Search，NPCMJ Child Language Development TimelineとともにNPCMJコーパスを一般に発信し

ている。また，NPCMJ アノテーションマニュアルについて，項目ごとに整理し理解しやすくするための

改定を行い，プロジェクトのHPで公開した。 
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５．グローバル化に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

（１）国際的協業に関する計画 

 

（２）国際的発信に関する計画 

1. コーパスのローマ字表記および英語版インターフェースを含むNPCMJコーパスを公開した。 

 

 

６．その他 

1. 国際教養大学の堀内仁先生と日本語学習者のデータにNPCMJ方式のアノテーションを付加するための

共同研究を行い，試験的にアノテーションを試み（通称：Suginoki Treebank），1245ツリー（19,395

語）をプロジェクトのHPを通じて公開した。 

 

 

 

令和３年度の評価 

《評価結果》 

計画を上回って実施している 

このプロジェクトの中心である，日本語の統語・意味コーパス(NPCMJ コーパス)の開発と拡充は，

計画を上回って実行された。１年に１万文のアノテーション付きデータを追加するという計画のとこ

ろ，実際には３万文が追加されたのは非常に喜ばしい。統語情報だけでなく意味情報のタグも付され

たコーパス・プロジェクトはユニークな試みであり，インターフェースについても工夫がされている。 

また，津軽方言のコーパス構築や日本語版CHILDESへのアノテーション付加も本プロジェクト独自

の試みである。どのような研究者がどういう目的で活用することになるのか，現時点では必ずしも明

らかではないが，データが充実してきたことによって，新たな活路が開けていく可能性もあると思う。 

 

《評価項目》 

１．研究について 

本年度は，研究については，ほぼ計画どおりである。研究発表会を２回と，シンポジウムが１回開

催され，また，各種インターフェースやアノテーションについてのマニュアルの日本語版と英語版が

それぞれ公開された。 

  当初の計画では「5．国内外の学会で研究発表を行う。」とされていたが，令和３年度は国際学会

での発表はなかった。自己点検報告書では，国内学会での発表が12件と報告されているが，その半

数は国語研において開催された研究発表会やシンポジウムである。令和元年度には非常に活発に国

際学会等でも発表が行われていたので，その点は少し残念なところである。 

  津軽方言や日本語習得のデータにNPCMJスタイルのアノテーションを加える試みは興味深いもの

の，以前から述べているように，これがプロジェクト全体の目的に対してどのような位置づけがさ

れているのか，少しわかりにくい。しかし，アノテーションが付けられたデータが増え，データ

ベースとして充実してきた点については十分に評価できる。 
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２．共同利用・共同研究について 

NPCMJコーパスには，令和３年度は３万文のデータが追加され， コーパスは大いに拡充された。新

型コロナウィルス感染症拡大の影響により，NPCMJ コーパス講習会/チュートリアルは，オンライン

で開催された。 

外部研究機関との連携としては，国際的に広く利用されている，言語発達のコーパスであるCHILDES

と連携し，アノテーションの作業も順調に進み，13,775 ツリー; 60,007語のデータが公開された。

岡山大学の竹内研究室とも共同研究を進め，述語構造シソーラス（Predicate-Argument Structure 

Thesaurus (PT)）で分析された意味役割とフレームの情報が62,825ツリー, 918,605語，追加され

た。また，「基本動詞ハンドブック」作成グループと連携し，「文型バンク」の拡充も進め，新たに文

型 200 件の見出しデータを完成させた。このように， 共同利用・共同研究について概ね順調に進展

していると判断できる。 

 

３．教育について 

これまでと同様，PDフェローや非常勤研究員を雇用するとともに，大学院生を共同研究員として

プロジェクトに加えており，若手研究者の育成を図っている。 

  ただし，新型コロナウィルス感染拡大ですべての発表会がオンラインとなり，旅費等の支援は不

要となった。 

 

４．社会との連携及び社会貢献について 

検索のためのインターフェースを管理し，アノテーションのマニュアルについても項目ごとに整理

し理解しやすくするための改定を行い，プロジェクトの HP で公開した。データベースは，使いやす

さが非常に重要だと思われるので，インターフェースやマニュアルが充実することは，大変望ましい

ことである。 

 

５．グローバル化について 

NPCMJコーパスはローマ字でも使用でき，ウェブサイトやマニュアルも英語と日本語の２言語で作

成されている。グローバル化については，問題ないと判断している。 

 

６．その他特記事項 

特になし 
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５．グローバル化に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

（１）国際的協業に関する計画 

 

（２）国際的発信に関する計画 

1. コーパスのローマ字表記および英語版インターフェースを含むNPCMJコーパスを公開した。 

 

 

６．その他 

1. 国際教養大学の堀内仁先生と日本語学習者のデータにNPCMJ方式のアノテーションを付加するための

共同研究を行い，試験的にアノテーションを試み（通称：Suginoki Treebank），1245ツリー（19,395

語）をプロジェクトのHPを通じて公開した。 

 

 

 

令和３年度の評価 

《評価結果》 

計画を上回って実施している 

このプロジェクトの中心である，日本語の統語・意味コーパス(NPCMJ コーパス)の開発と拡充は，

計画を上回って実行された。１年に１万文のアノテーション付きデータを追加するという計画のとこ

ろ，実際には３万文が追加されたのは非常に喜ばしい。統語情報だけでなく意味情報のタグも付され

たコーパス・プロジェクトはユニークな試みであり，インターフェースについても工夫がされている。 

また，津軽方言のコーパス構築や日本語版CHILDESへのアノテーション付加も本プロジェクト独自

の試みである。どのような研究者がどういう目的で活用することになるのか，現時点では必ずしも明

らかではないが，データが充実してきたことによって，新たな活路が開けていく可能性もあると思う。 

 

《評価項目》 

１．研究について 

本年度は，研究については，ほぼ計画どおりである。研究発表会を２回と，シンポジウムが１回開

催され，また，各種インターフェースやアノテーションについてのマニュアルの日本語版と英語版が

それぞれ公開された。 

  当初の計画では「5．国内外の学会で研究発表を行う。」とされていたが，令和３年度は国際学会

での発表はなかった。自己点検報告書では，国内学会での発表が12件と報告されているが，その半

数は国語研において開催された研究発表会やシンポジウムである。令和元年度には非常に活発に国

際学会等でも発表が行われていたので，その点は少し残念なところである。 

  津軽方言や日本語習得のデータにNPCMJスタイルのアノテーションを加える試みは興味深いもの

の，以前から述べているように，これがプロジェクト全体の目的に対してどのような位置づけがさ

れているのか，少しわかりにくい。しかし，アノテーションが付けられたデータが増え，データ

ベースとして充実してきた点については十分に評価できる。 
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２．共同利用・共同研究について 

NPCMJコーパスには，令和３年度は３万文のデータが追加され， コーパスは大いに拡充された。新

型コロナウィルス感染症拡大の影響により，NPCMJ コーパス講習会/チュートリアルは，オンライン

で開催された。 

外部研究機関との連携としては，国際的に広く利用されている，言語発達のコーパスであるCHILDES

と連携し，アノテーションの作業も順調に進み，13,775 ツリー; 60,007語のデータが公開された。

岡山大学の竹内研究室とも共同研究を進め，述語構造シソーラス（Predicate-Argument Structure 

Thesaurus (PT)）で分析された意味役割とフレームの情報が62,825ツリー, 918,605語，追加され

た。また，「基本動詞ハンドブック」作成グループと連携し，「文型バンク」の拡充も進め，新たに文

型 200 件の見出しデータを完成させた。このように， 共同利用・共同研究について概ね順調に進展

していると判断できる。 

 

３．教育について 

これまでと同様，PDフェローや非常勤研究員を雇用するとともに，大学院生を共同研究員として

プロジェクトに加えており，若手研究者の育成を図っている。 

  ただし，新型コロナウィルス感染拡大ですべての発表会がオンラインとなり，旅費等の支援は不

要となった。 

 

４．社会との連携及び社会貢献について 

検索のためのインターフェースを管理し，アノテーションのマニュアルについても項目ごとに整理

し理解しやすくするための改定を行い，プロジェクトの HP で公開した。データベースは，使いやす

さが非常に重要だと思われるので，インターフェースやマニュアルが充実することは，大変望ましい

ことである。 

 

５．グローバル化について 

NPCMJコーパスはローマ字でも使用でき，ウェブサイトやマニュアルも英語と日本語の２言語で作

成されている。グローバル化については，問題ないと判断している。 

 

６．その他特記事項 

特になし 
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日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成 

プロジェクトリーダー：木部 暢子 

 

Ⅰ．プロジェクトの概要 

１．目的及び特色 

 

２．年次計画（ロードマップ） 

本プロジェクトは，日本の消滅危機言語・方言の記録・分析・継承を目的として，各地の言語・方言の調

査を実施し，言語資源の整備・分析を行うとともに，言語・方言の継承活動を支援して地域の活性化に貢献

することを目的とする。 

近年，世界的な規模でマイナー言語が消滅の危機に瀕している。2009 年，ユネスコは世界の危機言語リ

ストを発表したが，その中には日本で話されている８つの言語－アイヌ語，与那国語，八重山語，宮古語，

奄美語，沖縄語，国頭語，八丈語－が含まれている。しかし，消滅の危機に瀕しているのはそれだけではな

い。日本各地の伝統的な方言もまた，消滅の危機にさらされている。これらの言語・方言が消滅する前にそ

の包括的な記録を作成し言語分析を行うこと，また，これらの言語・方言の継承活動を支援することは，言

語学上の重要課題であるばかりでなく，日本社会においても重要な課題である。 

以上のような状況を踏まえ，本プロジェクトでは，次のことを実施する。(1) 日本の危機言語・方言の語

彙集，文法書，談話テキストの作成と言語分析，(2) 音声・映像資料（ドキュメンテーション付き），「日

本語諸方言コーパス」等の言語資源の整備，(3) 地域と連携した講演会・セミナーの開催，(4) 若手育成

のためのフィールドワークの手引き書の作成。 

なお，実施にあたっては，機構の広領域型基幹プロジェクト「日本列島における地域社会変貌･災害から

の地域文化の再構築」の「方言の記録と継承による地域文化の再構築」，ネットワーク型基幹プロジェクト

「北米における日本関連在外資料調査研究・活用」，「博物館・展示を活用した最先端研究の可視化・高度

化」と連携する。 

 

●全体計画・研究組織 

本プロジェクトの実施にあたっては，図のよ

うな研究班を組織する。 

・琉球語・八丈語班，本土方言班は６年間で，

琉球24地点，八丈語，本土16地点（東北４

地点，関東３地点，中部・関西３地点，中国・

四国３地点，九州３地点）の語彙集・文法書・

談話テキスト，言語ドキュメンテーション，

言語教材を作成する。アイヌ語班はアイヌ語

の口承文芸コーパスを作成する。 

・データベース班は「日本の危機言語・方言の

音声データベース」，「アイヌ語口承文芸コー

パス」，「日本語諸方言コーパス」，「『日

本言語地図』データベース」の整備・公開を行う。 

・研究成果として，以下のものを目指す。 
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書籍：ムートン社Handbook of Japanese Dialects ，Handbook of the Ainu Language，危機言語・方言

に関する英文論文集，『日本語の格』（仮題），『談話のなかの方言』，『沖縄県久米島方言調査報告書』，

『島根県隠岐の島方調査報告書』，『石川県白峰方言調査報告書』，『愛知県木曽川方言調査報告書』，

『青森県むつ市方言調査報告書』，『青森県八戸市方言調査報告書』，『宮崎県椎葉村方言語彙集（仮

題）』， 

コーパス・データベース：『アイヌ語口承文芸コーパス』，『日本語諸方言コーパス』，「日本の危機言

語・方言データベース」，「『日本言語地図』データベース」， 

その他：フィールドワークの手引き書，各地の語彙集・文法書・談話テキスト・言語ドキュメンテーショ

ン，言語教材。 

 

●年次計画 

平成28～29年度（１～２年目） 

① 調査：琉球語，八丈語，本土方言の調査を行う。 

② 研究会：「格と取り立て」，「指示詞・代名詞」に関する研究会，コーパスに関する合同シンポジウムを開

催する。 

③ 言語資源：「日本語諸方言コーパス」，「危機言語・方言音声データ」，「アイヌ語口承文芸データ」等を拡

充・整備し，公開する。 

④ 地域との連携：「危機的な状況にある言語・方言サミット」（年１回），「方言セミナー」（年１回）を開催

する。 

⑤ 若手育成：大学院生，PD等を調査へ参加させる。フィールドワークの手引き書の準備を行う。 

⑥ 成果：『日本語の格表現』（くろしお出版），『かたりの中の方言』（勉誠出版）を出版する。『沖縄県久米

島方言調査報告書』，『島根県隠岐の島方言調査報告書』，『石川県白峰方言調査報告書』を刊行する。ムー

トン社Handbook of Japanese Dialects， Handbook of the Ainu Language （30年４月刊行予定），『椎

葉村方言語彙集（仮題）』（31年出版予定）の出版準備を行う。 

平成30年度（３年目） 

① 調査：琉球語，八丈語，本土方言の調査を行う。 

② 研究会：国際シンポジウム“Approaches to Endangered Languages in Japan and Northeast Asia: 

Description, Documentation and Revitalization.” ，「動詞・形容詞」に関する研究発表会を開催す

る。 

③ 言語資源：『日本語諸方言コーパス』モニター版を公開する。また，「危機言語・方言」音声データ，『ア

イヌ語口承文芸コーパス』，「『日本言語地図』データベース」のデータ補充，および首都圏大学生調査の

結果分布地図，属性別集計表の作成。 

④ 地域との連携：「方言セミナー」，（１回）を開催する。 

⑤ 若手育成：大学院生，PD等を調査へ参加させる。『フィールドワークの手引き書』の作成を進める。 

⑥ 成果：『白峰方言調査報告書』，『隠岐の島方言調査報告書』を刊行する。ムートン社Handbook of Japanese 

Dialects， Handbook of the Ainu Languageの出版準備を行う。各地点の語彙集・文法書・談話テキス

ト・言語ドキュメンテーション・フィールドワークのテキストの刊行準備を進める。 

令和元～２年度（４～５年目） 

① 調査：琉球語，八丈語，本土方言，アイヌ語の調査を行う。 

② 研究会：「方言語彙集」，「文法記述」に関する研究会，コーパス合同シンポジウムを開催する。 

③ 言語資源：『日本語諸方言コーパス』のデータを拡充整備する。「危機言語・方言」データ，『アイヌ語口
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書籍：ムートン社Handbook of Japanese Dialects ，Handbook of the Ainu Language，危機言語・方言

に関する英文論文集，『日本語の格』（仮題），『談話のなかの方言』，『沖縄県久米島方言調査報告書』，

『島根県隠岐の島方調査報告書』，『石川県白峰方言調査報告書』，『愛知県木曽川方言調査報告書』，

『青森県むつ市方言調査報告書』，『青森県八戸市方言調査報告書』，『宮崎県椎葉村方言語彙集（仮

題）』， 

コーパス・データベース：『アイヌ語口承文芸コーパス』，『日本語諸方言コーパス』，「日本の危機言

語・方言データベース」，「『日本言語地図』データベース」， 

その他：フィールドワークの手引き書，各地の語彙集・文法書・談話テキスト・言語ドキュメンテーショ

ン，言語教材。 

 

●年次計画 

平成28～29年度（１～２年目） 

① 調査：琉球語，八丈語，本土方言の調査を行う。 

② 研究会：「格と取り立て」，「指示詞・代名詞」に関する研究会，コーパスに関する合同シンポジウムを開

催する。 

③ 言語資源：「日本語諸方言コーパス」，「危機言語・方言音声データ」，「アイヌ語口承文芸データ」等を拡

充・整備し，公開する。 

④ 地域との連携：「危機的な状況にある言語・方言サミット」（年１回），「方言セミナー」（年１回）を開催

する。 

⑤ 若手育成：大学院生，PD等を調査へ参加させる。フィールドワークの手引き書の準備を行う。 

⑥ 成果：『日本語の格表現』（くろしお出版），『かたりの中の方言』（勉誠出版）を出版する。『沖縄県久米

島方言調査報告書』，『島根県隠岐の島方言調査報告書』，『石川県白峰方言調査報告書』を刊行する。ムー

トン社Handbook of Japanese Dialects， Handbook of the Ainu Language （30年４月刊行予定），『椎

葉村方言語彙集（仮題）』（31年出版予定）の出版準備を行う。 

平成30年度（３年目） 

① 調査：琉球語，八丈語，本土方言の調査を行う。 

② 研究会：国際シンポジウム“Approaches to Endangered Languages in Japan and Northeast Asia: 

Description, Documentation and Revitalization.” ，「動詞・形容詞」に関する研究発表会を開催す

る。 

③ 言語資源：『日本語諸方言コーパス』モニター版を公開する。また，「危機言語・方言」音声データ，『ア

イヌ語口承文芸コーパス』，「『日本言語地図』データベース」のデータ補充，および首都圏大学生調査の

結果分布地図，属性別集計表の作成。 

④ 地域との連携：「方言セミナー」，（１回）を開催する。 

⑤ 若手育成：大学院生，PD等を調査へ参加させる。『フィールドワークの手引き書』の作成を進める。 

⑥ 成果：『白峰方言調査報告書』，『隠岐の島方言調査報告書』を刊行する。ムートン社Handbook of Japanese 

Dialects， Handbook of the Ainu Languageの出版準備を行う。各地点の語彙集・文法書・談話テキス

ト・言語ドキュメンテーション・フィールドワークのテキストの刊行準備を進める。 

令和元～２年度（４～５年目） 

① 調査：琉球語，八丈語，本土方言，アイヌ語の調査を行う。 

② 研究会：「方言語彙集」，「文法記述」に関する研究会，コーパス合同シンポジウムを開催する。 

③ 言語資源：『日本語諸方言コーパス』のデータを拡充整備する。「危機言語・方言」データ，『アイヌ語口
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日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成 

プロジェクトリーダー：木部 暢子 

 

Ⅰ．プロジェクトの概要 

１．目的及び特色 

 

２．年次計画（ロードマップ） 

本プロジェクトは，日本の消滅危機言語・方言の記録・分析・継承を目的として，各地の言語・方言の調

査を実施し，言語資源の整備・分析を行うとともに，言語・方言の継承活動を支援して地域の活性化に貢献

することを目的とする。 

近年，世界的な規模でマイナー言語が消滅の危機に瀕している。2009 年，ユネスコは世界の危機言語リ

ストを発表したが，その中には日本で話されている８つの言語－アイヌ語，与那国語，八重山語，宮古語，

奄美語，沖縄語，国頭語，八丈語－が含まれている。しかし，消滅の危機に瀕しているのはそれだけではな

い。日本各地の伝統的な方言もまた，消滅の危機にさらされている。これらの言語・方言が消滅する前にそ

の包括的な記録を作成し言語分析を行うこと，また，これらの言語・方言の継承活動を支援することは，言

語学上の重要課題であるばかりでなく，日本社会においても重要な課題である。 

以上のような状況を踏まえ，本プロジェクトでは，次のことを実施する。(1) 日本の危機言語・方言の語

彙集，文法書，談話テキストの作成と言語分析，(2) 音声・映像資料（ドキュメンテーション付き），「日

本語諸方言コーパス」等の言語資源の整備，(3) 地域と連携した講演会・セミナーの開催，(4) 若手育成

のためのフィールドワークの手引き書の作成。 

なお，実施にあたっては，機構の広領域型基幹プロジェクト「日本列島における地域社会変貌･災害から

の地域文化の再構築」の「方言の記録と継承による地域文化の再構築」，ネットワーク型基幹プロジェクト

「北米における日本関連在外資料調査研究・活用」，「博物館・展示を活用した最先端研究の可視化・高度

化」と連携する。 

 

●全体計画・研究組織 

本プロジェクトの実施にあたっては，図のよ

うな研究班を組織する。 

・琉球語・八丈語班，本土方言班は６年間で，

琉球24地点，八丈語，本土16地点（東北４

地点，関東３地点，中部・関西３地点，中国・

四国３地点，九州３地点）の語彙集・文法書・

談話テキスト，言語ドキュメンテーション，

言語教材を作成する。アイヌ語班はアイヌ語

の口承文芸コーパスを作成する。 

・データベース班は「日本の危機言語・方言の

音声データベース」，「アイヌ語口承文芸コー

パス」，「日本語諸方言コーパス」，「『日

本言語地図』データベース」の整備・公開を行う。 

・研究成果として，以下のものを目指す。 
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書籍：ムートン社Handbook of Japanese Dialects ，Handbook of the Ainu Language，危機言語・方言

に関する英文論文集，『日本語の格』（仮題），『談話のなかの方言』，『沖縄県久米島方言調査報告書』，

『島根県隠岐の島方調査報告書』，『石川県白峰方言調査報告書』，『愛知県木曽川方言調査報告書』，

『青森県むつ市方言調査報告書』，『青森県八戸市方言調査報告書』，『宮崎県椎葉村方言語彙集（仮

題）』， 

コーパス・データベース：『アイヌ語口承文芸コーパス』，『日本語諸方言コーパス』，「日本の危機言

語・方言データベース」，「『日本言語地図』データベース」， 

その他：フィールドワークの手引き書，各地の語彙集・文法書・談話テキスト・言語ドキュメンテーショ

ン，言語教材。 

 

●年次計画 

平成28～29年度（１～２年目） 

① 調査：琉球語，八丈語，本土方言の調査を行う。 

② 研究会：「格と取り立て」，「指示詞・代名詞」に関する研究会，コーパスに関する合同シンポジウムを開

催する。 

③ 言語資源：「日本語諸方言コーパス」，「危機言語・方言音声データ」，「アイヌ語口承文芸データ」等を拡

充・整備し，公開する。 

④ 地域との連携：「危機的な状況にある言語・方言サミット」（年１回），「方言セミナー」（年１回）を開催

する。 

⑤ 若手育成：大学院生，PD等を調査へ参加させる。フィールドワークの手引き書の準備を行う。 

⑥ 成果：『日本語の格表現』（くろしお出版），『かたりの中の方言』（勉誠出版）を出版する。『沖縄県久米

島方言調査報告書』，『島根県隠岐の島方言調査報告書』，『石川県白峰方言調査報告書』を刊行する。ムー

トン社Handbook of Japanese Dialects， Handbook of the Ainu Language （30年４月刊行予定），『椎

葉村方言語彙集（仮題）』（31年出版予定）の出版準備を行う。 

平成30年度（３年目） 

① 調査：琉球語，八丈語，本土方言の調査を行う。 

② 研究会：国際シンポジウム“Approaches to Endangered Languages in Japan and Northeast Asia: 

Description, Documentation and Revitalization.” ，「動詞・形容詞」に関する研究発表会を開催す

る。 

③ 言語資源：『日本語諸方言コーパス』モニター版を公開する。また，「危機言語・方言」音声データ，『ア

イヌ語口承文芸コーパス』，「『日本言語地図』データベース」のデータ補充，および首都圏大学生調査の

結果分布地図，属性別集計表の作成。 

④ 地域との連携：「方言セミナー」，（１回）を開催する。 

⑤ 若手育成：大学院生，PD等を調査へ参加させる。『フィールドワークの手引き書』の作成を進める。 

⑥ 成果：『白峰方言調査報告書』，『隠岐の島方言調査報告書』を刊行する。ムートン社Handbook of Japanese 

Dialects， Handbook of the Ainu Languageの出版準備を行う。各地点の語彙集・文法書・談話テキス

ト・言語ドキュメンテーション・フィールドワークのテキストの刊行準備を進める。 

令和元～２年度（４～５年目） 

① 調査：琉球語，八丈語，本土方言，アイヌ語の調査を行う。 

② 研究会：「方言語彙集」，「文法記述」に関する研究会，コーパス合同シンポジウムを開催する。 

③ 言語資源：『日本語諸方言コーパス』のデータを拡充整備する。「危機言語・方言」データ，『アイヌ語口
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６年間のロードマップ 

 H28 年度 H29 年度 H30 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度 
調査       
データ 
 

      

       

シンポジウム等 毎年，研究発表会，危機言語・方言サミット，コーパス合同シンポジウム，方言セミナー開催 
   国際シンポジ

ウム開催 
ハワイ大合同シンポジウム（毎年１回開催） 

刊行・出版 『久米島方言調査報告書』

『島根県隠岐の島方言調査

報告書』，『白峰方言調査報

告書』等刊行 

『椎葉村方言

語 彙 集 （ 仮

題）』，『愛知県

木曽川方言調

査報告書』等刊

行 

『椎葉村方言語彙集（仮題）』，

『むつ市方言調査報告書』，『八

戸市方言調査報告書』，『日本

語の格表現』，『かたりの中の方

言』，『地域文化の可能性』 

Handbook of 

Japanese Dialects，

Handbook of the 

Ainu Language 

『フィールド言語学

の手引き（仮題）』 
 

Ⅱ．令和３年度活動概要 

令和３年度予算総額   38,134千円 

令和３年度 成果の概要 

１．研究に関する計画 

【フィールドワーク】６年間の調査のまとめとして『日本の消滅危機言語・方言の文法記述』（国立国語

研究所 言語変異研究領域）を冊子印刷と国語研学術情報リポジトリーで公開した。これには 11 地点の文

法記述を掲載している。【公開研究発表会・講演会】オンライン研究発表会を２回開催し，６年間の調査研

究のまとめを行なった。①2021 年６月：発表５件（うち学生３件），参加者 69 名。②2021 年 12 月：発表

承文芸コーパス』，「『日本言語地図』データベース」等のデータを拡充・公開する。 

④ 地域との連携：「方言セミナー」，「危機的な状況にある言語・方言サミット」を開催する。 

⑤ 若手育成：大学院生，PD等の調査への参加。 

⑥ 成果：『椎葉村方言語彙集（仮題）』，『むつ市方言調査報告書』，『日本語の格表現』（くろしお出版），『か

たりの中の方言』（勉誠出版），『地域文化の可能性』を出版する。各地点の語彙集・文法書・談話テキス

トをウェブで公開する。 

⑦ 展示による言語研究の可視化・高度化を実施する。 

令和３年度（６年目） 

① 調査：次期準備調査を実施する。 

② 研究会：研究成果報告会を開催する。 

③ 言語資源：『日本語諸方言コーパス』（80 時間）を一般公開する。「危機言語・方言音声データ」，「アイ

ヌ語口承文芸コーパス」，「『日本言語地図』データベース」等のデータを拡充・公開する。 

④ 地域との連携：『椎葉村方言語彙集』を刊行する。言語復興のための講演，ワークショップを開催する。 

⑤ 若手育成：大学院生，PD等の調査データの整備・公開を支援する。 

⑥ 成果：ムートン社Handbook of Japanese Dialects，Handbook of the Ainu Language ，『フィールド

ワーク言語学の手引き』を出版する。各地点の語彙集・文法書・談話テキストをウェブで公開する。 

⑦ 民博特別展に参加し，「方言と地域文化―八重山の方言と東北の方言―」の展示を行う。 

 

『諸方言コーパス』データ整備 

危機言語・方言音声データ・アイヌ語口承文芸コーパス等整備・公開 

琉球語，八丈語，アイヌ語，本土方言調査 

モニタ版公開 本公開 データ整備 

方言コーパスを使った方言研究 
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７件（うち学生０件），参加者66名。【研究図書】２冊の図書（『日本語の格表現』（くろしお出版），『フィー

ルドと文献からみる日琉諸語の系統と歴史』（開拓社），および３冊の方言辞典（『椎葉村方言語彙集』『水納

島方言 みんなふつ語彙集』，『南琉球宮古語池間方言辞典』）を刊行し，研究成果を社会に公開した。【教材・

教育プログラム】地域文化の可能性を人文諸学から多角的にとらえた教科書『地域文化の可能性』（勉誠出

版）を 2022 年３月に出版した（人間文化研究機構 広領域連携型プロジェクト「日本列島における地域社

会変貌･災害からの地域文化の再構築」と共同）。2018 年度に鹿児島大学大学院で行なった連携授業の内容

を再編集したもので，地域文化の再評価や復興にアプローチするためのヒントとなるような内容となって

いる。【受賞】2020年３月に刊行した加治工真市[著]『鳩間方言辞典』が第１回外間守善賞特別賞を受賞し

た。昨年度の琉球新聞出版活動賞に続く受賞である。【大学との組織的な連携】東外大 AA 研 LingDy3 との

協定に基づき，クロスアポイントメントにより特任助教１人を雇用し，「フィールド言語学ウェビナー

2021」，フィールド言語学の教科書の編集等を行なった。【研究成果】共同研究員の研究成果も含めて，書

籍・報告書８件，ブックチャプター45件，論文21件，コーパス等２件（データ拡張），学会発表・学術講

演49件，一般向けの講演・セミナー等７件，講習・チュートリアル等８件，新聞等執筆記事２件，受賞１

件，取材記事２件，その他展示等５件の研究成果を公開した。 

 

２．共同利用・共同研究に関する計画 

【データベース等】『日本語諸方言コーパス（COJADS）』モニター版に21時間のデータを追加し，約80時

間の談話データを搭載するCOJADS正式版を2022年３月に公開した。また，COJADSモニター版の有償利用

申請が今年度は２件あった。いずれも方言音声認識研究に関する利用申請で，昨年度の３件に加えてCOJADS

の音声認識研究への利用が進んでいる。『アイヌ語口承文芸コーパス』の公開ページの改修を行い，これま

でに整備した沙流方言の民話23編と千歳方言の民話15編を整備公開した。あわせて『アイヌ語会話辞典』

のページの改修も行なった。『日本言語地図データベース』（LAJの原データの電子化）に今年度は15項目

のデータを追加し，ダウンロード可能なデータを143項目に拡張した。【ホームページ】データを活用しや

すくするために，『危機言語DB』でのデータ公開の方法を検討し，今年度，『危機言語DB』をリニューアル

した。公開は４月である。【講習会】COJADSの利用促進のために，「日本語諸方言コーパス講習会」（2021年

８月）を開催した。内容は，COJADSの構築・設計や検索実習である。受講者は27人，うち外国機関所属者

は６人，学生は11人であった。【方言辞典】これまでに刊行した『鳩間方言辞典』『うちなーぐち活用辞典』

『及位方言辞典』『南琉球宮古語多良間方言辞典』に加え，今年度は『水納島方言 みんなふつ語彙集』『南

琉球宮古語池間方言辞典』を刊行した。 

 

３．教育に関する計画 

【若手研究者支援】非常勤研究員を６人雇用するとともに，プロジェクト共同研究員に大学院生６人，

日本学術振興会特別研究員４人を加え，研究発表の機会の提供，調査旅費支援等を行なった。非常勤研究

員・大学院生・日本学術振興会特別研究員の学会・研究発表会・シンポジウム等における発表件数は合わせ

て６件，論文・ブックチャプターは10件（共著を含む）である。調査旅費支援については，新型コロナウ

イルス感染拡大防止のため，今年度の支援は２件であった。【講義】クロスアポイントメントにより雇用し

た特任助教が企画・運営し，東外大AA研 LingDy3と共同でフィールドワークに関する講義「フィールド言

語学ウェビナー2021」をオンラインで開催した（2021 年８月，参加人数 38 人，うち大学院生 14 人）。ま

た，危機言語・方言の保存に関するNINJALチュートリアルを2022年３月に開催した。 
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７件（うち学生０件），参加者66名。【研究図書】２冊の図書（『日本語の格表現』（くろしお出版），『フィー

ルドと文献からみる日琉諸語の系統と歴史』（開拓社），および３冊の方言辞典（『椎葉村方言語彙集』『水納

島方言 みんなふつ語彙集』，『南琉球宮古語池間方言辞典』）を刊行し，研究成果を社会に公開した。【教材・

教育プログラム】地域文化の可能性を人文諸学から多角的にとらえた教科書『地域文化の可能性』（勉誠出

版）を 2022 年３月に出版した（人間文化研究機構 広領域連携型プロジェクト「日本列島における地域社

会変貌･災害からの地域文化の再構築」と共同）。2018 年度に鹿児島大学大学院で行なった連携授業の内容

を再編集したもので，地域文化の再評価や復興にアプローチするためのヒントとなるような内容となって

いる。【受賞】2020年３月に刊行した加治工真市[著]『鳩間方言辞典』が第１回外間守善賞特別賞を受賞し

た。昨年度の琉球新聞出版活動賞に続く受賞である。【大学との組織的な連携】東外大 AA 研 LingDy3 との

協定に基づき，クロスアポイントメントにより特任助教１人を雇用し，「フィールド言語学ウェビナー

2021」，フィールド言語学の教科書の編集等を行なった。【研究成果】共同研究員の研究成果も含めて，書

籍・報告書８件，ブックチャプター45件，論文21件，コーパス等２件（データ拡張），学会発表・学術講

演49件，一般向けの講演・セミナー等７件，講習・チュートリアル等８件，新聞等執筆記事２件，受賞１

件，取材記事２件，その他展示等５件の研究成果を公開した。 

 

２．共同利用・共同研究に関する計画 

【データベース等】『日本語諸方言コーパス（COJADS）』モニター版に21時間のデータを追加し，約80時

間の談話データを搭載するCOJADS正式版を2022年３月に公開した。また，COJADSモニター版の有償利用

申請が今年度は２件あった。いずれも方言音声認識研究に関する利用申請で，昨年度の３件に加えてCOJADS

の音声認識研究への利用が進んでいる。『アイヌ語口承文芸コーパス』の公開ページの改修を行い，これま

でに整備した沙流方言の民話23編と千歳方言の民話15編を整備公開した。あわせて『アイヌ語会話辞典』

のページの改修も行なった。『日本言語地図データベース』（LAJの原データの電子化）に今年度は15項目

のデータを追加し，ダウンロード可能なデータを143項目に拡張した。【ホームページ】データを活用しや

すくするために，『危機言語DB』でのデータ公開の方法を検討し，今年度，『危機言語DB』をリニューアル

した。公開は４月である。【講習会】COJADSの利用促進のために，「日本語諸方言コーパス講習会」（2021年

８月）を開催した。内容は，COJADSの構築・設計や検索実習である。受講者は27人，うち外国機関所属者

は６人，学生は11人であった。【方言辞典】これまでに刊行した『鳩間方言辞典』『うちなーぐち活用辞典』

『及位方言辞典』『南琉球宮古語多良間方言辞典』に加え，今年度は『水納島方言 みんなふつ語彙集』『南

琉球宮古語池間方言辞典』を刊行した。 

 

３．教育に関する計画 

【若手研究者支援】非常勤研究員を６人雇用するとともに，プロジェクト共同研究員に大学院生６人，

日本学術振興会特別研究員４人を加え，研究発表の機会の提供，調査旅費支援等を行なった。非常勤研究

員・大学院生・日本学術振興会特別研究員の学会・研究発表会・シンポジウム等における発表件数は合わせ

て６件，論文・ブックチャプターは10件（共著を含む）である。調査旅費支援については，新型コロナウ

イルス感染拡大防止のため，今年度の支援は２件であった。【講義】クロスアポイントメントにより雇用し

た特任助教が企画・運営し，東外大AA研 LingDy3と共同でフィールドワークに関する講義「フィールド言

語学ウェビナー2021」をオンラインで開催した（2021 年８月，参加人数 38 人，うち大学院生 14 人）。ま

た，危機言語・方言の保存に関するNINJALチュートリアルを2022年３月に開催した。 
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６年間のロードマップ 

 H28 年度 H29 年度 H30 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度 
調査       
データ 
 

      

       

シンポジウム等 毎年，研究発表会，危機言語・方言サミット，コーパス合同シンポジウム，方言セミナー開催 
   国際シンポジ

ウム開催 
ハワイ大合同シンポジウム（毎年１回開催） 

刊行・出版 『久米島方言調査報告書』

『島根県隠岐の島方言調査

報告書』，『白峰方言調査報

告書』等刊行 

『椎葉村方言

語 彙 集 （ 仮

題）』，『愛知県

木曽川方言調

査報告書』等刊

行 

『椎葉村方言語彙集（仮題）』，

『むつ市方言調査報告書』，『八

戸市方言調査報告書』，『日本

語の格表現』，『かたりの中の方

言』，『地域文化の可能性』 

Handbook of 

Japanese Dialects，

Handbook of the 

Ainu Language 

『フィールド言語学

の手引き（仮題）』 
 

Ⅱ．令和３年度活動概要 

令和３年度予算総額   38,134千円 

令和３年度 成果の概要 

１．研究に関する計画 

【フィールドワーク】６年間の調査のまとめとして『日本の消滅危機言語・方言の文法記述』（国立国語

研究所 言語変異研究領域）を冊子印刷と国語研学術情報リポジトリーで公開した。これには 11 地点の文

法記述を掲載している。【公開研究発表会・講演会】オンライン研究発表会を２回開催し，６年間の調査研

究のまとめを行なった。①2021 年６月：発表５件（うち学生３件），参加者 69 名。②2021 年 12 月：発表

承文芸コーパス』，「『日本言語地図』データベース」等のデータを拡充・公開する。 

④ 地域との連携：「方言セミナー」，「危機的な状況にある言語・方言サミット」を開催する。 

⑤ 若手育成：大学院生，PD等の調査への参加。 

⑥ 成果：『椎葉村方言語彙集（仮題）』，『むつ市方言調査報告書』，『日本語の格表現』（くろしお出版），『か

たりの中の方言』（勉誠出版），『地域文化の可能性』を出版する。各地点の語彙集・文法書・談話テキス

トをウェブで公開する。 

⑦ 展示による言語研究の可視化・高度化を実施する。 

令和３年度（６年目） 

① 調査：次期準備調査を実施する。 

② 研究会：研究成果報告会を開催する。 

③ 言語資源：『日本語諸方言コーパス』（80 時間）を一般公開する。「危機言語・方言音声データ」，「アイ

ヌ語口承文芸コーパス」，「『日本言語地図』データベース」等のデータを拡充・公開する。 

④ 地域との連携：『椎葉村方言語彙集』を刊行する。言語復興のための講演，ワークショップを開催する。 

⑤ 若手育成：大学院生，PD等の調査データの整備・公開を支援する。 

⑥ 成果：ムートン社Handbook of Japanese Dialects，Handbook of the Ainu Language ，『フィールド

ワーク言語学の手引き』を出版する。各地点の語彙集・文法書・談話テキストをウェブで公開する。 

⑦ 民博特別展に参加し，「方言と地域文化―八重山の方言と東北の方言―」の展示を行う。 

 

『諸方言コーパス』データ整備 

危機言語・方言音声データ・アイヌ語口承文芸コーパス等整備・公開 

琉球語，八丈語，アイヌ語，本土方言調査 

モニタ版公開 本公開 データ整備 

方言コーパスを使った方言研究 
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７件（うち学生０件），参加者66名。【研究図書】２冊の図書（『日本語の格表現』（くろしお出版），『フィー

ルドと文献からみる日琉諸語の系統と歴史』（開拓社），および３冊の方言辞典（『椎葉村方言語彙集』『水納

島方言 みんなふつ語彙集』，『南琉球宮古語池間方言辞典』）を刊行し，研究成果を社会に公開した。【教材・

教育プログラム】地域文化の可能性を人文諸学から多角的にとらえた教科書『地域文化の可能性』（勉誠出

版）を 2022 年３月に出版した（人間文化研究機構 広領域連携型プロジェクト「日本列島における地域社

会変貌･災害からの地域文化の再構築」と共同）。2018 年度に鹿児島大学大学院で行なった連携授業の内容

を再編集したもので，地域文化の再評価や復興にアプローチするためのヒントとなるような内容となって

いる。【受賞】2020年３月に刊行した加治工真市[著]『鳩間方言辞典』が第１回外間守善賞特別賞を受賞し

た。昨年度の琉球新聞出版活動賞に続く受賞である。【大学との組織的な連携】東外大 AA 研 LingDy3 との

協定に基づき，クロスアポイントメントにより特任助教１人を雇用し，「フィールド言語学ウェビナー

2021」，フィールド言語学の教科書の編集等を行なった。【研究成果】共同研究員の研究成果も含めて，書

籍・報告書８件，ブックチャプター45件，論文21件，コーパス等２件（データ拡張），学会発表・学術講

演49件，一般向けの講演・セミナー等７件，講習・チュートリアル等８件，新聞等執筆記事２件，受賞１

件，取材記事２件，その他展示等５件の研究成果を公開した。 

 

２．共同利用・共同研究に関する計画 

【データベース等】『日本語諸方言コーパス（COJADS）』モニター版に21時間のデータを追加し，約80時

間の談話データを搭載するCOJADS正式版を2022年３月に公開した。また，COJADSモニター版の有償利用

申請が今年度は２件あった。いずれも方言音声認識研究に関する利用申請で，昨年度の３件に加えてCOJADS

の音声認識研究への利用が進んでいる。『アイヌ語口承文芸コーパス』の公開ページの改修を行い，これま

でに整備した沙流方言の民話23編と千歳方言の民話15編を整備公開した。あわせて『アイヌ語会話辞典』

のページの改修も行なった。『日本言語地図データベース』（LAJの原データの電子化）に今年度は15項目

のデータを追加し，ダウンロード可能なデータを143項目に拡張した。【ホームページ】データを活用しや

すくするために，『危機言語DB』でのデータ公開の方法を検討し，今年度，『危機言語DB』をリニューアル

した。公開は４月である。【講習会】COJADSの利用促進のために，「日本語諸方言コーパス講習会」（2021年

８月）を開催した。内容は，COJADSの構築・設計や検索実習である。受講者は27人，うち外国機関所属者

は６人，学生は11人であった。【方言辞典】これまでに刊行した『鳩間方言辞典』『うちなーぐち活用辞典』

『及位方言辞典』『南琉球宮古語多良間方言辞典』に加え，今年度は『水納島方言 みんなふつ語彙集』『南

琉球宮古語池間方言辞典』を刊行した。 

 

３．教育に関する計画 

【若手研究者支援】非常勤研究員を６人雇用するとともに，プロジェクト共同研究員に大学院生６人，

日本学術振興会特別研究員４人を加え，研究発表の機会の提供，調査旅費支援等を行なった。非常勤研究

員・大学院生・日本学術振興会特別研究員の学会・研究発表会・シンポジウム等における発表件数は合わせ

て６件，論文・ブックチャプターは10件（共著を含む）である。調査旅費支援については，新型コロナウ

イルス感染拡大防止のため，今年度の支援は２件であった。【講義】クロスアポイントメントにより雇用し

た特任助教が企画・運営し，東外大AA研 LingDy3と共同でフィールドワークに関する講義「フィールド言

語学ウェビナー2021」をオンラインで開催した（2021 年８月，参加人数 38 人，うち大学院生 14 人）。ま

た，危機言語・方言の保存に関するNINJALチュートリアルを2022年３月に開催した。 
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７件（うち学生０件），参加者66名。【研究図書】２冊の図書（『日本語の格表現』（くろしお出版），『フィー

ルドと文献からみる日琉諸語の系統と歴史』（開拓社），および３冊の方言辞典（『椎葉村方言語彙集』『水納

島方言 みんなふつ語彙集』，『南琉球宮古語池間方言辞典』）を刊行し，研究成果を社会に公開した。【教材・

教育プログラム】地域文化の可能性を人文諸学から多角的にとらえた教科書『地域文化の可能性』（勉誠出

版）を 2022 年３月に出版した（人間文化研究機構 広領域連携型プロジェクト「日本列島における地域社

会変貌･災害からの地域文化の再構築」と共同）。2018 年度に鹿児島大学大学院で行なった連携授業の内容

を再編集したもので，地域文化の再評価や復興にアプローチするためのヒントとなるような内容となって

いる。【受賞】2020年３月に刊行した加治工真市[著]『鳩間方言辞典』が第１回外間守善賞特別賞を受賞し

た。昨年度の琉球新聞出版活動賞に続く受賞である。【大学との組織的な連携】東外大 AA 研 LingDy3 との

協定に基づき，クロスアポイントメントにより特任助教１人を雇用し，「フィールド言語学ウェビナー

2021」，フィールド言語学の教科書の編集等を行なった。【研究成果】共同研究員の研究成果も含めて，書

籍・報告書８件，ブックチャプター45件，論文21件，コーパス等２件（データ拡張），学会発表・学術講

演49件，一般向けの講演・セミナー等７件，講習・チュートリアル等８件，新聞等執筆記事２件，受賞１

件，取材記事２件，その他展示等５件の研究成果を公開した。 

 

２．共同利用・共同研究に関する計画 

【データベース等】『日本語諸方言コーパス（COJADS）』モニター版に21時間のデータを追加し，約80時

間の談話データを搭載するCOJADS正式版を2022年３月に公開した。また，COJADSモニター版の有償利用

申請が今年度は２件あった。いずれも方言音声認識研究に関する利用申請で，昨年度の３件に加えてCOJADS

の音声認識研究への利用が進んでいる。『アイヌ語口承文芸コーパス』の公開ページの改修を行い，これま

でに整備した沙流方言の民話23編と千歳方言の民話15編を整備公開した。あわせて『アイヌ語会話辞典』

のページの改修も行なった。『日本言語地図データベース』（LAJの原データの電子化）に今年度は15項目

のデータを追加し，ダウンロード可能なデータを143項目に拡張した。【ホームページ】データを活用しや

すくするために，『危機言語DB』でのデータ公開の方法を検討し，今年度，『危機言語DB』をリニューアル

した。公開は４月である。【講習会】COJADSの利用促進のために，「日本語諸方言コーパス講習会」（2021年

８月）を開催した。内容は，COJADSの構築・設計や検索実習である。受講者は27人，うち外国機関所属者

は６人，学生は11人であった。【方言辞典】これまでに刊行した『鳩間方言辞典』『うちなーぐち活用辞典』

『及位方言辞典』『南琉球宮古語多良間方言辞典』に加え，今年度は『水納島方言 みんなふつ語彙集』『南

琉球宮古語池間方言辞典』を刊行した。 

 

３．教育に関する計画 

【若手研究者支援】非常勤研究員を６人雇用するとともに，プロジェクト共同研究員に大学院生６人，

日本学術振興会特別研究員４人を加え，研究発表の機会の提供，調査旅費支援等を行なった。非常勤研究

員・大学院生・日本学術振興会特別研究員の学会・研究発表会・シンポジウム等における発表件数は合わせ

て６件，論文・ブックチャプターは10件（共著を含む）である。調査旅費支援については，新型コロナウ

イルス感染拡大防止のため，今年度の支援は２件であった。【講義】クロスアポイントメントにより雇用し

た特任助教が企画・運営し，東外大AA研 LingDy3と共同でフィールドワークに関する講義「フィールド言

語学ウェビナー2021」をオンラインで開催した（2021 年８月，参加人数 38 人，うち大学院生 14 人）。ま

た，危機言語・方言の保存に関するNINJALチュートリアルを2022年３月に開催した。 
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４．社会との連携及び社会貢献に関する計画 

【地域社会との連携】2014年度から宮崎県椎葉村と共同で進めてきた『椎葉村方言語彙集』を2022年３

月に作成した（人間文化研究機構 広領域連携型プロジェクト「日本列島における地域社会変貌･災害から

の地域文化の再構築」と共同作成）。また，協定に基づき，鹿児島県沖永良部島の知名町中央公民館講座「し

まむにサロン」をオンラインで 10 回開講した。【研究成果の社会への普及】危機言語・方言の保存・継承

活動のネットワーク的機能をもつ「危機的な状況にある言語・方言サミット（気仙沼大会）」を文化庁等と

共催で2022年 1月に開催した。新型コロナウイルス感染拡大防止のため地域の人のみ対面参加，それ以外

はオンライン参加となった。国語研からは「危機言語・方言の判定尺度」と「現状と取組の状況」の報告を

ビデオで行なった。【展示】人文機構「博物館・展示を活用した最先端研究の可視化・高度化事業」と共同

でモバイル型ユニット展示を以下のとおり４件行なった。①民博特別展「復興を支える地域の文化―3.11

から 10 年」（2021 年３月４日～５月 18 日），②国文学研究資料館・国立民族学博物館 巡回展示（2021 年

８月４日～９月29日），③人間文化研究機構 可視化・高度化事業関連展示「地域社会との連携による展示

実践－人間文化研究の可視化・高度化－」（2022年１月18日～２月13日），④文科省情報ひろば（2022年

２月15 日～３月23日）。また，①③の展示に合わせてシンポジウムが開催され，本プロジェクトから「地

域言語と展示」に関する発表を行なった。【社会人のスキルアップ】上記の講演やワークショップ，サミッ

ト，展示，シンポジウム等をとおして社会人のスキルアップに貢献した。 

 

５．グローバル化に関する計画 

【海外の研究者との連携】海外の研究者３名を共同研究員に加え，調査報告書の英訳，研究図書の刊行

に関するアドバイスを受けた。【国際的発信】Mouton社 Handbook of Japanese Dialects, Handbook of the 

Ainu Language の編集を進め，Ainu Language は 2022 年２月に Mouton 社に原稿を入稿した。Japanese 

Dialectsは 2022年５月ごろ入稿の予定である。また，消滅危機言語を中心とするオープンアクセスの電子

書籍 "An Introduction to the Japonic Languages:Grammatical Sketches of Japanese Dialects and 

Ryukyuan Languages" (Brill) の編集をハワイ大学の協力のもと進め，2022年３月に入稿した。【報告書の

英語での発信】これまでに作成した合同調査の報告書11冊のうち八丈方言，与論方言・沖永良部方言，白

峰方言，木曽川方言の４冊を英訳した。これにより昨年度までに英訳を終えた Kikaijima Dialects, Miyako 

Dialects と合わせて６冊の英訳が終わった。これらは『危機言語DB』のホームページのリニューアルにあ

わせて，４月以降公開する予定である。 

 

６．その他 

該当する活動なし。 

 

 

 

Ⅲ．項目ごとの状況 

１．研究に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

（１）研究水準及び研究の成果等に関する計画 

(1)フィールドワーク 

1. 新型コロナウイルス感染拡大防止のため臨地調査がほとんど行えなかった。そのため，①『日本の消滅

危機言語・方言の文法記述』の作成，②合同調査の報告書の英訳を行なった。 

230 VIII 外部評価報告書

 

44 

 

①『日本の消滅危機言語・方言の文法記述』（国立国語研究所 言語変異研究領域，2022年３月）：これまで

の調査に基づき，11 地点の文法記述を掲載した報告書。国語研学術情報リポジトリーで公開。本書の編

集に際しては，記述内容の質を確保するために，各地点の原稿を共同研究員がそれぞれ２名で査読し，

執筆者はそれに応じて修正を行なった。 

②八丈方言，与論島・沖永良部島方言，白峰方言，木曽川方言の合同調査報告書を英訳した。英訳は『危機

言語DB』のページで公開する。（詳しくは「５（１）グローバル化に関する目標を達成するための措置」

（２）参照） 

(2)公開研究発表会・講演会 

2. ６年間の調査のまとめとしてオンライン研究発表会を以下の２回開催した。 

①2021 年６月13日（日）第１回オンライン研究発表会「格と形容詞」。発表件数５件（うち学生の発表３

件），参加者69名（Zoom参加登録47名＋ YouTube Live視聴者22名） 

②2021年 12月 12日 (日) 第２回オンライン研究発表会。発表件数７件（うち学生の発表０件），参加者

66名（Zoom参加登録51名（名簿参照）＋ YouTube Live視聴者15名） 

(3)研究成果の公表 

3. 研究成果を２冊の図書，３冊の方言辞典を作成した。 

①『日本語の格表現』（くろしお出版，2022 年３月）：2015 年および 2016 年に開催したシンポジウムの内

容をもとに作成した研究図書。内容は，第１部「古代日本語の格」，第２部「日本語諸方言の格」，第３部

「日本語の格と言語類型論」で，日本語の格表現のシステムを多面的に解明する構成となっている。 

②『フィールドと文献からみる日琉諸語の系統と歴史』（開拓社，2021年９月）：2018年 12月および2020

年 12月の本プロジェクトのシンポジウム（科研費基盤(B)，基盤(S)，新学術領域研究と共同で開催）の

内容をもとに作成した研究図書。10編の論文を掲載。内容は，第Ⅰ部「系統を考える」，第Ⅱ部「系統研

究の可能性」，第Ⅲ部「諸方言から歴史変化へ」で，言語学，統計学，遺伝学等の諸分野から日琉諸語の

分岐発展，歴史変化に迫る図書である。 

③『椎葉村方言語彙集』（宮崎県椎葉村・国立国語研究所，2022年３月）。（詳しくは「４社会との連携」（１）

参照）。 

④『水納島方言 みんなふつ語彙集』（国立国語研究所，2022 年３月）。（詳しくは「２（１）共同利用・共

同研究に関する計画」(1)参照） 

⑤『南琉球宮古語池間方言辞典』（国立国語研究所，2022年３月）。（詳しくは「２（１）共同利用・共同研

究に関する計画」(1) 参照） 

・そのほか，消滅危機言語を中心とするオープンアクセスの電子書籍 "An Introduction to the Japonic 

Languages:Grammatical Sketches of Japanese Dialects and Ryukyuan Languages" （Brill）の編集を

進めた。（詳しくは「５（１）グローバル化に関する目標を達成するための措置」参照）。 

4. 共同研究員の研究も含めて，書籍・報告書８件，ブックチャプター45件，論文21件，コーパス等２件

（データ拡張），学会発表・学術講演49件，一般向けの講演・セミナー等７件，講習・チュートリアル等

８件，新聞等執筆記事２件，受賞１件，取材記事２件，その他展示等５件の研究成果を公開した（プロ

ジェクトの企画によるもの，プロジェクトに対する謝辞を含むもののみ）。 

(4)教材及び教育プログラムの開発 

5.1 東外大 AA 研 LingDy3 と共同で編集を進めていた『フィールド言語学の手引き』は準備に時間がかか

り，来年度以降の刊行となった。 

5.2地域文化の可能性を人文諸学から多角的にとらえた教科書『地域文化の可能性』（勉誠出版）を2022年

３月に出版した（人間文化研究機構 広領域連携型プロジェクト「日本列島における地域社会変貌･災害
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①『日本の消滅危機言語・方言の文法記述』（国立国語研究所 言語変異研究領域，2022年３月）：これまで

の調査に基づき，11 地点の文法記述を掲載した報告書。国語研学術情報リポジトリーで公開。本書の編

集に際しては，記述内容の質を確保するために，各地点の原稿を共同研究員がそれぞれ２名で査読し，

執筆者はそれに応じて修正を行なった。 

②八丈方言，与論島・沖永良部島方言，白峰方言，木曽川方言の合同調査報告書を英訳した。英訳は『危機

言語DB』のページで公開する。（詳しくは「５（１）グローバル化に関する目標を達成するための措置」

（２）参照） 

(2)公開研究発表会・講演会 

2. ６年間の調査のまとめとしてオンライン研究発表会を以下の２回開催した。 

①2021 年６月13日（日）第１回オンライン研究発表会「格と形容詞」。発表件数５件（うち学生の発表３

件），参加者69名（Zoom参加登録47名＋ YouTube Live視聴者22名） 

②2021年 12月 12日 (日) 第２回オンライン研究発表会。発表件数７件（うち学生の発表０件），参加者

66名（Zoom参加登録51名（名簿参照）＋ YouTube Live視聴者15名） 

(3)研究成果の公表 

3. 研究成果を２冊の図書，３冊の方言辞典を作成した。 

①『日本語の格表現』（くろしお出版，2022 年３月）：2015 年および 2016 年に開催したシンポジウムの内

容をもとに作成した研究図書。内容は，第１部「古代日本語の格」，第２部「日本語諸方言の格」，第３部

「日本語の格と言語類型論」で，日本語の格表現のシステムを多面的に解明する構成となっている。 

②『フィールドと文献からみる日琉諸語の系統と歴史』（開拓社，2021年９月）：2018年 12月および2020

年 12月の本プロジェクトのシンポジウム（科研費基盤(B)，基盤(S)，新学術領域研究と共同で開催）の

内容をもとに作成した研究図書。10編の論文を掲載。内容は，第Ⅰ部「系統を考える」，第Ⅱ部「系統研

究の可能性」，第Ⅲ部「諸方言から歴史変化へ」で，言語学，統計学，遺伝学等の諸分野から日琉諸語の

分岐発展，歴史変化に迫る図書である。 

③『椎葉村方言語彙集』（宮崎県椎葉村・国立国語研究所，2022年３月）。（詳しくは「４社会との連携」（１）

参照）。 

④『水納島方言 みんなふつ語彙集』（国立国語研究所，2022 年３月）。（詳しくは「２（１）共同利用・共

同研究に関する計画」(1)参照） 

⑤『南琉球宮古語池間方言辞典』（国立国語研究所，2022年３月）。（詳しくは「２（１）共同利用・共同研

究に関する計画」(1) 参照） 

・そのほか，消滅危機言語を中心とするオープンアクセスの電子書籍 "An Introduction to the Japonic 

Languages:Grammatical Sketches of Japanese Dialects and Ryukyuan Languages" （Brill）の編集を

進めた。（詳しくは「５（１）グローバル化に関する目標を達成するための措置」参照）。 

4. 共同研究員の研究も含めて，書籍・報告書８件，ブックチャプター45件，論文21件，コーパス等２件

（データ拡張），学会発表・学術講演49件，一般向けの講演・セミナー等７件，講習・チュートリアル等

８件，新聞等執筆記事２件，受賞１件，取材記事２件，その他展示等５件の研究成果を公開した（プロ

ジェクトの企画によるもの，プロジェクトに対する謝辞を含むもののみ）。 

(4)教材及び教育プログラムの開発 

5.1 東外大 AA 研 LingDy3 と共同で編集を進めていた『フィールド言語学の手引き』は準備に時間がかか

り，来年度以降の刊行となった。 

5.2地域文化の可能性を人文諸学から多角的にとらえた教科書『地域文化の可能性』（勉誠出版）を2022年

３月に出版した（人間文化研究機構 広領域連携型プロジェクト「日本列島における地域社会変貌･災害

VIII 外部評価報告書 231



 

43 

 

４．社会との連携及び社会貢献に関する計画 

【地域社会との連携】2014年度から宮崎県椎葉村と共同で進めてきた『椎葉村方言語彙集』を2022年３

月に作成した（人間文化研究機構 広領域連携型プロジェクト「日本列島における地域社会変貌･災害から

の地域文化の再構築」と共同作成）。また，協定に基づき，鹿児島県沖永良部島の知名町中央公民館講座「し

まむにサロン」をオンラインで 10 回開講した。【研究成果の社会への普及】危機言語・方言の保存・継承

活動のネットワーク的機能をもつ「危機的な状況にある言語・方言サミット（気仙沼大会）」を文化庁等と

共催で2022年 1月に開催した。新型コロナウイルス感染拡大防止のため地域の人のみ対面参加，それ以外

はオンライン参加となった。国語研からは「危機言語・方言の判定尺度」と「現状と取組の状況」の報告を

ビデオで行なった。【展示】人文機構「博物館・展示を活用した最先端研究の可視化・高度化事業」と共同

でモバイル型ユニット展示を以下のとおり４件行なった。①民博特別展「復興を支える地域の文化―3.11

から 10 年」（2021 年３月４日～５月 18 日），②国文学研究資料館・国立民族学博物館 巡回展示（2021 年

８月４日～９月29日），③人間文化研究機構 可視化・高度化事業関連展示「地域社会との連携による展示

実践－人間文化研究の可視化・高度化－」（2022年１月18日～２月13日），④文科省情報ひろば（2022年

２月15 日～３月23日）。また，①③の展示に合わせてシンポジウムが開催され，本プロジェクトから「地

域言語と展示」に関する発表を行なった。【社会人のスキルアップ】上記の講演やワークショップ，サミッ

ト，展示，シンポジウム等をとおして社会人のスキルアップに貢献した。 

 

５．グローバル化に関する計画 

【海外の研究者との連携】海外の研究者３名を共同研究員に加え，調査報告書の英訳，研究図書の刊行

に関するアドバイスを受けた。【国際的発信】Mouton社 Handbook of Japanese Dialects, Handbook of the 

Ainu Language の編集を進め，Ainu Language は 2022 年２月に Mouton 社に原稿を入稿した。Japanese 

Dialectsは 2022年５月ごろ入稿の予定である。また，消滅危機言語を中心とするオープンアクセスの電子

書籍 "An Introduction to the Japonic Languages:Grammatical Sketches of Japanese Dialects and 

Ryukyuan Languages" (Brill) の編集をハワイ大学の協力のもと進め，2022年３月に入稿した。【報告書の

英語での発信】これまでに作成した合同調査の報告書11冊のうち八丈方言，与論方言・沖永良部方言，白

峰方言，木曽川方言の４冊を英訳した。これにより昨年度までに英訳を終えた Kikaijima Dialects, Miyako 

Dialects と合わせて６冊の英訳が終わった。これらは『危機言語DB』のホームページのリニューアルにあ

わせて，４月以降公開する予定である。 

 

６．その他 

該当する活動なし。 

 

 

 

Ⅲ．項目ごとの状況 

１．研究に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

（１）研究水準及び研究の成果等に関する計画 

(1)フィールドワーク 

1. 新型コロナウイルス感染拡大防止のため臨地調査がほとんど行えなかった。そのため，①『日本の消滅

危機言語・方言の文法記述』の作成，②合同調査の報告書の英訳を行なった。 
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①『日本の消滅危機言語・方言の文法記述』（国立国語研究所 言語変異研究領域，2022年３月）：これまで

の調査に基づき，11 地点の文法記述を掲載した報告書。国語研学術情報リポジトリーで公開。本書の編

集に際しては，記述内容の質を確保するために，各地点の原稿を共同研究員がそれぞれ２名で査読し，

執筆者はそれに応じて修正を行なった。 

②八丈方言，与論島・沖永良部島方言，白峰方言，木曽川方言の合同調査報告書を英訳した。英訳は『危機

言語DB』のページで公開する。（詳しくは「５（１）グローバル化に関する目標を達成するための措置」

（２）参照） 

(2)公開研究発表会・講演会 

2. ６年間の調査のまとめとしてオンライン研究発表会を以下の２回開催した。 

①2021 年６月13日（日）第１回オンライン研究発表会「格と形容詞」。発表件数５件（うち学生の発表３

件），参加者69名（Zoom参加登録47名＋ YouTube Live視聴者22名） 

②2021年 12月 12日 (日) 第２回オンライン研究発表会。発表件数７件（うち学生の発表０件），参加者

66名（Zoom参加登録51名（名簿参照）＋ YouTube Live視聴者15名） 

(3)研究成果の公表 

3. 研究成果を２冊の図書，３冊の方言辞典を作成した。 

①『日本語の格表現』（くろしお出版，2022 年３月）：2015 年および 2016 年に開催したシンポジウムの内

容をもとに作成した研究図書。内容は，第１部「古代日本語の格」，第２部「日本語諸方言の格」，第３部

「日本語の格と言語類型論」で，日本語の格表現のシステムを多面的に解明する構成となっている。 

②『フィールドと文献からみる日琉諸語の系統と歴史』（開拓社，2021年９月）：2018年 12月および2020

年 12月の本プロジェクトのシンポジウム（科研費基盤(B)，基盤(S)，新学術領域研究と共同で開催）の

内容をもとに作成した研究図書。10編の論文を掲載。内容は，第Ⅰ部「系統を考える」，第Ⅱ部「系統研

究の可能性」，第Ⅲ部「諸方言から歴史変化へ」で，言語学，統計学，遺伝学等の諸分野から日琉諸語の

分岐発展，歴史変化に迫る図書である。 

③『椎葉村方言語彙集』（宮崎県椎葉村・国立国語研究所，2022年３月）。（詳しくは「４社会との連携」（１）

参照）。 

④『水納島方言 みんなふつ語彙集』（国立国語研究所，2022 年３月）。（詳しくは「２（１）共同利用・共

同研究に関する計画」(1)参照） 

⑤『南琉球宮古語池間方言辞典』（国立国語研究所，2022年３月）。（詳しくは「２（１）共同利用・共同研

究に関する計画」(1) 参照） 

・そのほか，消滅危機言語を中心とするオープンアクセスの電子書籍 "An Introduction to the Japonic 

Languages:Grammatical Sketches of Japanese Dialects and Ryukyuan Languages" （Brill）の編集を

進めた。（詳しくは「５（１）グローバル化に関する目標を達成するための措置」参照）。 

4. 共同研究員の研究も含めて，書籍・報告書８件，ブックチャプター45件，論文21件，コーパス等２件

（データ拡張），学会発表・学術講演49件，一般向けの講演・セミナー等７件，講習・チュートリアル等

８件，新聞等執筆記事２件，受賞１件，取材記事２件，その他展示等５件の研究成果を公開した（プロ

ジェクトの企画によるもの，プロジェクトに対する謝辞を含むもののみ）。 

(4)教材及び教育プログラムの開発 

5.1 東外大 AA 研 LingDy3 と共同で編集を進めていた『フィールド言語学の手引き』は準備に時間がかか

り，来年度以降の刊行となった。 

5.2地域文化の可能性を人文諸学から多角的にとらえた教科書『地域文化の可能性』（勉誠出版）を2022年

３月に出版した（人間文化研究機構 広領域連携型プロジェクト「日本列島における地域社会変貌･災害
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①『日本の消滅危機言語・方言の文法記述』（国立国語研究所 言語変異研究領域，2022年３月）：これまで

の調査に基づき，11 地点の文法記述を掲載した報告書。国語研学術情報リポジトリーで公開。本書の編

集に際しては，記述内容の質を確保するために，各地点の原稿を共同研究員がそれぞれ２名で査読し，

執筆者はそれに応じて修正を行なった。 

②八丈方言，与論島・沖永良部島方言，白峰方言，木曽川方言の合同調査報告書を英訳した。英訳は『危機

言語DB』のページで公開する。（詳しくは「５（１）グローバル化に関する目標を達成するための措置」

（２）参照） 

(2)公開研究発表会・講演会 

2. ６年間の調査のまとめとしてオンライン研究発表会を以下の２回開催した。 

①2021 年６月13日（日）第１回オンライン研究発表会「格と形容詞」。発表件数５件（うち学生の発表３

件），参加者69名（Zoom参加登録47名＋ YouTube Live視聴者22名） 

②2021年 12月 12日 (日) 第２回オンライン研究発表会。発表件数７件（うち学生の発表０件），参加者

66名（Zoom参加登録51名（名簿参照）＋ YouTube Live視聴者15名） 

(3)研究成果の公表 

3. 研究成果を２冊の図書，３冊の方言辞典を作成した。 

①『日本語の格表現』（くろしお出版，2022 年３月）：2015 年および 2016 年に開催したシンポジウムの内

容をもとに作成した研究図書。内容は，第１部「古代日本語の格」，第２部「日本語諸方言の格」，第３部

「日本語の格と言語類型論」で，日本語の格表現のシステムを多面的に解明する構成となっている。 

②『フィールドと文献からみる日琉諸語の系統と歴史』（開拓社，2021年９月）：2018年 12月および2020

年 12月の本プロジェクトのシンポジウム（科研費基盤(B)，基盤(S)，新学術領域研究と共同で開催）の

内容をもとに作成した研究図書。10編の論文を掲載。内容は，第Ⅰ部「系統を考える」，第Ⅱ部「系統研

究の可能性」，第Ⅲ部「諸方言から歴史変化へ」で，言語学，統計学，遺伝学等の諸分野から日琉諸語の

分岐発展，歴史変化に迫る図書である。 

③『椎葉村方言語彙集』（宮崎県椎葉村・国立国語研究所，2022年３月）。（詳しくは「４社会との連携」（１）

参照）。 

④『水納島方言 みんなふつ語彙集』（国立国語研究所，2022 年３月）。（詳しくは「２（１）共同利用・共

同研究に関する計画」(1)参照） 

⑤『南琉球宮古語池間方言辞典』（国立国語研究所，2022年３月）。（詳しくは「２（１）共同利用・共同研

究に関する計画」(1) 参照） 

・そのほか，消滅危機言語を中心とするオープンアクセスの電子書籍 "An Introduction to the Japonic 

Languages:Grammatical Sketches of Japanese Dialects and Ryukyuan Languages" （Brill）の編集を

進めた。（詳しくは「５（１）グローバル化に関する目標を達成するための措置」参照）。 

4. 共同研究員の研究も含めて，書籍・報告書８件，ブックチャプター45件，論文21件，コーパス等２件

（データ拡張），学会発表・学術講演49件，一般向けの講演・セミナー等７件，講習・チュートリアル等

８件，新聞等執筆記事２件，受賞１件，取材記事２件，その他展示等５件の研究成果を公開した（プロ

ジェクトの企画によるもの，プロジェクトに対する謝辞を含むもののみ）。 

(4)教材及び教育プログラムの開発 

5.1 東外大 AA 研 LingDy3 と共同で編集を進めていた『フィールド言語学の手引き』は準備に時間がかか

り，来年度以降の刊行となった。 

5.2地域文化の可能性を人文諸学から多角的にとらえた教科書『地域文化の可能性』（勉誠出版）を2022年

３月に出版した（人間文化研究機構 広領域連携型プロジェクト「日本列島における地域社会変貌･災害
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からの地域文化の再構築」と共同）。2018 年に鹿児島大学大学院の教員と人間文化研究機構 広領域連携

型プロジェクト「日本列島における地域社会変貌･災害からの地域文化の再構築」のメンバーがリレー形

式で行なった授業の内容を再編集したもので，民俗学，文化人類学，言語学，保存科学，歴史学，自然環

境学等の諸分野から地域文化の再評価や復興にアプローチするためのヒントとなるような構成となって

いる。 

(5)受賞 

6.1 本プロジェクトの事業の一環として刊行した加治工真市著『鳩間方言辞典』（2020年３月刊）が第１回

外間守善賞特別賞を受賞した（2021年５月６日）。昨年度の琉球新聞出版活動賞（2021年１月15日）に

続く受賞である。 

 

（２）研究実施体制等に関する計画 

(1)大学との組織的な連携 

1．国内外の研究者 78 人（うち大学院生６人，日本学術振興会特別研究員４人，国外機関所属者３人）を

プロジェクト共同研究員として組織してプロジェクトを推進した。いずれも危機言語・方言のフィール

ドワークを行なっているメンバーである。 

2.東外大AA研 LingDy3との協定に基づき，クロスアポイントメントにより特任助教１人を雇用し，LingDy3

と共同で「フィールド言語学ウェビナー2021」，フィールド言語学のテキストの編集等を実施した。（詳

しくは「３（２）人材育成」 (4) 参照） 

 

 

２．共同利用・共同研究に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

（１）共同利用・共同研究に関する計画 

(1) データベース等の構築・公開 

1.『日本語諸方言コーパス（COJADS）』モニター版に 21 時間分のデータを追加した。これにより，全体で

約80時間の談話データを搭載したCOJADS正式版を2022年３月に公開した。 

2.1 データを活用しやすくするために，『危機言語DB』のデータ公開の方法を検討し，今年度，『危機言語

DB』のページをリニューアルした。新しいホームページは４月に公開される予定で，基礎語彙データ，

談話データ等もそれにあわせて公開する。 

2.2  2021年８月に『アイヌ語口承文芸コーパス』のページの改修を行なった。公開データは，沙流方言の

民話23編と千歳方言の民話15編である。あわせて，2021年８月に『アイヌ語会話辞典』のページの改

修を行なった。 

2.3  『日本言語地図データベース』（LAJの原データの電子化）に15項目のデータを追加し，2022年３月

に公開した。これによりダウンロード可能なデータは143項目となった。 

3.1 これまでに刊行した『鳩間方言辞典』『同音声語彙データベース』『南琉球宮古語多良間方言辞典』『う

ちなーぐち活用辞典』『及位の方言』を国語研学術情報リポジトリーで公開した。 

3.2 これらに加え，今年度は南琉球水納島（みんなじま）の方言を収録したセリック・ケナン，大浦辰夫

[編]『水納島方言 みんなふつ語彙集』（国立国語研究所）を2022年３月に刊行した。水納島は沖縄県宮

古郡多良間村に属する島で，現在，居住者がほとんどいない。本語彙集は宮古島に移住した水納島出身

者の方言を記録したもので，消滅危機言語の記録として価値が高い。 
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3.3 南琉球宮古島池間方言を収録した仲間博之，田窪行則，岩崎勝一，五十嵐陽介，中川奈津子『南琉球宮

古語池間方言辞典』（国立国語研究所）を2022年３月に刊行した。宮古語はユネスコにより「危険」と

判定された言語で，池間方言は宮古語の中でも重要な方言である。意味記述には文化情報を豊富に組み

込んでいる。 

(2)データベース等に関する講習会・講演会 

4. COJADSの利用促進のために，2021年８月21日に「日本語諸方言コーパス講習会」を開催した。講義内

容は，「COJADSの構築概念と設計について」「データ整備と「中納言」での検索について」「COJADSを使っ

た研究例」「「中納言」を使った検索実習」である。受講者は 27 人，うち外国機関所属者６人，学生 11

人であった。 

(3)データベース等を使った研究成果 

5. COJADSを活用した研究を論文・ブックチャプター３件，発表３件として発表した。 

6. COJADSモニター版の有償利用申請が今年度は２件あった。いずれも方言音声の認識に関する研究で，昨

年度の３件とともにCOJADSの音声認識研究への利用が進んでいる。 

 

（２）共同利用・共同研究の実施体制等に関する計画 

(1)共同利用・共同研究を推進するための大学との組織的な連携 

1. 本年度は最終年度であるため，琉球大学への業務委託は行わず，琉球大学とは琉球語データをデータ

ベース化し，公開するための打ち合わせを毎月行なった（科研費Sと合同実施）。 

(2)共同利用・共同研究の評価等 

2. 調査報告書の英訳に際して，ニュージーランド オークランド大学ローレンス氏のアドバイスを受けた。

また，『フィールドと文献からみる日琉諸語の系統と歴史』（１（１）「研究水準及び研究の成果」参照）

に関して，フランス国立科学研究所のペラール氏のアドバイスを受けた。 

 

 

３．教育に関する計画 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

（１）大学院等への教育協力に関する計画 

 

（２）人材育成に関する計画 

(1)プロジェクト非常勤研究員の雇用 

1. 若手研究者育成のために，非常勤研究員を６人雇用した。うち１名が人間文化研究機構センター研究員

に採用された。 

(2)大学院生，学振PD等のプロジェクトへの参加 

2. 大学院生６人，日本学術振興会特別研究員４人を共同研究員としてプロジェクトに加え，研究発表の機

会を提供した。学会や研究発表会・シンポジウム等における発表件数は，非常勤研究員・大学院生・日

本学術振興会特別研究員合わせて６件，論文・ブックチャプター10件（共著を含む）である。 

(3) 若手研究者への研究費の支援 

3. 若手研究者に対して，語彙集・文法書・談話テキストの作成のための調査経費，データ整備経費を援助

した。新型コロナウイルス感染拡大防止のため，今年度の支援は２件であった。 

(4)チュートリアル 
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3.3 南琉球宮古島池間方言を収録した仲間博之，田窪行則，岩崎勝一，五十嵐陽介，中川奈津子『南琉球宮

古語池間方言辞典』（国立国語研究所）を2022年３月に刊行した。宮古語はユネスコにより「危険」と

判定された言語で，池間方言は宮古語の中でも重要な方言である。意味記述には文化情報を豊富に組み

込んでいる。 

(2)データベース等に関する講習会・講演会 

4. COJADSの利用促進のために，2021年８月21日に「日本語諸方言コーパス講習会」を開催した。講義内

容は，「COJADSの構築概念と設計について」「データ整備と「中納言」での検索について」「COJADSを使っ

た研究例」「「中納言」を使った検索実習」である。受講者は 27 人，うち外国機関所属者６人，学生 11

人であった。 

(3)データベース等を使った研究成果 

5. COJADSを活用した研究を論文・ブックチャプター３件，発表３件として発表した。 

6. COJADSモニター版の有償利用申請が今年度は２件あった。いずれも方言音声の認識に関する研究で，昨

年度の３件とともにCOJADSの音声認識研究への利用が進んでいる。 

 

（２）共同利用・共同研究の実施体制等に関する計画 

(1)共同利用・共同研究を推進するための大学との組織的な連携 

1. 本年度は最終年度であるため，琉球大学への業務委託は行わず，琉球大学とは琉球語データをデータ

ベース化し，公開するための打ち合わせを毎月行なった（科研費Sと合同実施）。 

(2)共同利用・共同研究の評価等 

2. 調査報告書の英訳に際して，ニュージーランド オークランド大学ローレンス氏のアドバイスを受けた。

また，『フィールドと文献からみる日琉諸語の系統と歴史』（１（１）「研究水準及び研究の成果」参照）

に関して，フランス国立科学研究所のペラール氏のアドバイスを受けた。 

 

 

３．教育に関する計画 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

（１）大学院等への教育協力に関する計画 

 

（２）人材育成に関する計画 

(1)プロジェクト非常勤研究員の雇用 

1. 若手研究者育成のために，非常勤研究員を６人雇用した。うち１名が人間文化研究機構センター研究員

に採用された。 

(2)大学院生，学振PD等のプロジェクトへの参加 

2. 大学院生６人，日本学術振興会特別研究員４人を共同研究員としてプロジェクトに加え，研究発表の機

会を提供した。学会や研究発表会・シンポジウム等における発表件数は，非常勤研究員・大学院生・日

本学術振興会特別研究員合わせて６件，論文・ブックチャプター10件（共著を含む）である。 

(3) 若手研究者への研究費の支援 

3. 若手研究者に対して，語彙集・文法書・談話テキストの作成のための調査経費，データ整備経費を援助

した。新型コロナウイルス感染拡大防止のため，今年度の支援は２件であった。 

(4)チュートリアル 
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からの地域文化の再構築」と共同）。2018 年に鹿児島大学大学院の教員と人間文化研究機構 広領域連携

型プロジェクト「日本列島における地域社会変貌･災害からの地域文化の再構築」のメンバーがリレー形

式で行なった授業の内容を再編集したもので，民俗学，文化人類学，言語学，保存科学，歴史学，自然環

境学等の諸分野から地域文化の再評価や復興にアプローチするためのヒントとなるような構成となって

いる。 

(5)受賞 

6.1 本プロジェクトの事業の一環として刊行した加治工真市著『鳩間方言辞典』（2020年３月刊）が第１回

外間守善賞特別賞を受賞した（2021年５月６日）。昨年度の琉球新聞出版活動賞（2021年１月15日）に

続く受賞である。 

 

（２）研究実施体制等に関する計画 

(1)大学との組織的な連携 

1．国内外の研究者 78 人（うち大学院生６人，日本学術振興会特別研究員４人，国外機関所属者３人）を

プロジェクト共同研究員として組織してプロジェクトを推進した。いずれも危機言語・方言のフィール

ドワークを行なっているメンバーである。 

2.東外大AA研 LingDy3との協定に基づき，クロスアポイントメントにより特任助教１人を雇用し，LingDy3

と共同で「フィールド言語学ウェビナー2021」，フィールド言語学のテキストの編集等を実施した。（詳

しくは「３（２）人材育成」 (4) 参照） 

 

 

２．共同利用・共同研究に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

（１）共同利用・共同研究に関する計画 

(1) データベース等の構築・公開 

1.『日本語諸方言コーパス（COJADS）』モニター版に 21 時間分のデータを追加した。これにより，全体で

約80時間の談話データを搭載したCOJADS正式版を2022年３月に公開した。 

2.1 データを活用しやすくするために，『危機言語DB』のデータ公開の方法を検討し，今年度，『危機言語

DB』のページをリニューアルした。新しいホームページは４月に公開される予定で，基礎語彙データ，

談話データ等もそれにあわせて公開する。 

2.2  2021年８月に『アイヌ語口承文芸コーパス』のページの改修を行なった。公開データは，沙流方言の

民話23編と千歳方言の民話15編である。あわせて，2021年８月に『アイヌ語会話辞典』のページの改

修を行なった。 

2.3  『日本言語地図データベース』（LAJの原データの電子化）に15項目のデータを追加し，2022年３月

に公開した。これによりダウンロード可能なデータは143項目となった。 

3.1 これまでに刊行した『鳩間方言辞典』『同音声語彙データベース』『南琉球宮古語多良間方言辞典』『う

ちなーぐち活用辞典』『及位の方言』を国語研学術情報リポジトリーで公開した。 

3.2 これらに加え，今年度は南琉球水納島（みんなじま）の方言を収録したセリック・ケナン，大浦辰夫

[編]『水納島方言 みんなふつ語彙集』（国立国語研究所）を2022年３月に刊行した。水納島は沖縄県宮

古郡多良間村に属する島で，現在，居住者がほとんどいない。本語彙集は宮古島に移住した水納島出身

者の方言を記録したもので，消滅危機言語の記録として価値が高い。 
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3.3 南琉球宮古島池間方言を収録した仲間博之，田窪行則，岩崎勝一，五十嵐陽介，中川奈津子『南琉球宮

古語池間方言辞典』（国立国語研究所）を2022年３月に刊行した。宮古語はユネスコにより「危険」と

判定された言語で，池間方言は宮古語の中でも重要な方言である。意味記述には文化情報を豊富に組み

込んでいる。 

(2)データベース等に関する講習会・講演会 

4. COJADSの利用促進のために，2021年８月21日に「日本語諸方言コーパス講習会」を開催した。講義内

容は，「COJADSの構築概念と設計について」「データ整備と「中納言」での検索について」「COJADSを使っ

た研究例」「「中納言」を使った検索実習」である。受講者は 27 人，うち外国機関所属者６人，学生 11

人であった。 

(3)データベース等を使った研究成果 

5. COJADSを活用した研究を論文・ブックチャプター３件，発表３件として発表した。 

6. COJADSモニター版の有償利用申請が今年度は２件あった。いずれも方言音声の認識に関する研究で，昨

年度の３件とともにCOJADSの音声認識研究への利用が進んでいる。 

 

（２）共同利用・共同研究の実施体制等に関する計画 

(1)共同利用・共同研究を推進するための大学との組織的な連携 

1. 本年度は最終年度であるため，琉球大学への業務委託は行わず，琉球大学とは琉球語データをデータ

ベース化し，公開するための打ち合わせを毎月行なった（科研費Sと合同実施）。 

(2)共同利用・共同研究の評価等 

2. 調査報告書の英訳に際して，ニュージーランド オークランド大学ローレンス氏のアドバイスを受けた。

また，『フィールドと文献からみる日琉諸語の系統と歴史』（１（１）「研究水準及び研究の成果」参照）

に関して，フランス国立科学研究所のペラール氏のアドバイスを受けた。 

 

 

３．教育に関する計画 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

（１）大学院等への教育協力に関する計画 

 

（２）人材育成に関する計画 

(1)プロジェクト非常勤研究員の雇用 

1. 若手研究者育成のために，非常勤研究員を６人雇用した。うち１名が人間文化研究機構センター研究員

に採用された。 

(2)大学院生，学振PD等のプロジェクトへの参加 

2. 大学院生６人，日本学術振興会特別研究員４人を共同研究員としてプロジェクトに加え，研究発表の機

会を提供した。学会や研究発表会・シンポジウム等における発表件数は，非常勤研究員・大学院生・日

本学術振興会特別研究員合わせて６件，論文・ブックチャプター10件（共著を含む）である。 

(3) 若手研究者への研究費の支援 

3. 若手研究者に対して，語彙集・文法書・談話テキストの作成のための調査経費，データ整備経費を援助

した。新型コロナウイルス感染拡大防止のため，今年度の支援は２件であった。 

(4)チュートリアル 
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3.3 南琉球宮古島池間方言を収録した仲間博之，田窪行則，岩崎勝一，五十嵐陽介，中川奈津子『南琉球宮

古語池間方言辞典』（国立国語研究所）を2022年３月に刊行した。宮古語はユネスコにより「危険」と

判定された言語で，池間方言は宮古語の中でも重要な方言である。意味記述には文化情報を豊富に組み

込んでいる。 

(2)データベース等に関する講習会・講演会 

4. COJADSの利用促進のために，2021年８月21日に「日本語諸方言コーパス講習会」を開催した。講義内

容は，「COJADSの構築概念と設計について」「データ整備と「中納言」での検索について」「COJADSを使っ

た研究例」「「中納言」を使った検索実習」である。受講者は 27 人，うち外国機関所属者６人，学生 11

人であった。 

(3)データベース等を使った研究成果 

5. COJADSを活用した研究を論文・ブックチャプター３件，発表３件として発表した。 

6. COJADSモニター版の有償利用申請が今年度は２件あった。いずれも方言音声の認識に関する研究で，昨

年度の３件とともにCOJADSの音声認識研究への利用が進んでいる。 

 

（２）共同利用・共同研究の実施体制等に関する計画 

(1)共同利用・共同研究を推進するための大学との組織的な連携 

1. 本年度は最終年度であるため，琉球大学への業務委託は行わず，琉球大学とは琉球語データをデータ

ベース化し，公開するための打ち合わせを毎月行なった（科研費Sと合同実施）。 

(2)共同利用・共同研究の評価等 

2. 調査報告書の英訳に際して，ニュージーランド オークランド大学ローレンス氏のアドバイスを受けた。

また，『フィールドと文献からみる日琉諸語の系統と歴史』（１（１）「研究水準及び研究の成果」参照）

に関して，フランス国立科学研究所のペラール氏のアドバイスを受けた。 

 

 

３．教育に関する計画 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

（１）大学院等への教育協力に関する計画 

 

（２）人材育成に関する計画 

(1)プロジェクト非常勤研究員の雇用 

1. 若手研究者育成のために，非常勤研究員を６人雇用した。うち１名が人間文化研究機構センター研究員

に採用された。 

(2)大学院生，学振PD等のプロジェクトへの参加 

2. 大学院生６人，日本学術振興会特別研究員４人を共同研究員としてプロジェクトに加え，研究発表の機

会を提供した。学会や研究発表会・シンポジウム等における発表件数は，非常勤研究員・大学院生・日

本学術振興会特別研究員合わせて６件，論文・ブックチャプター10件（共著を含む）である。 

(3) 若手研究者への研究費の支援 

3. 若手研究者に対して，語彙集・文法書・談話テキストの作成のための調査経費，データ整備経費を援助

した。新型コロナウイルス感染拡大防止のため，今年度の支援は２件であった。 

(4)チュートリアル 
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4. 第 43回 NINJALチュートリアル（2022年３月26日）において，「これからの消滅危機言語の保存研究に

おける市民科学者の育成」の講義を行なった。 

5. クロスアポイントメントにより雇用した特任助教が企画・運営して，大学生，大学院生を主な対象とす

るフィールド言語学のワークショップ「フィールド言語学ウェビナー2021」を2021年８月19日に開催

した（東外大AA研 LingDy3と共同開催）。内容は，言語記述に関する講演とドキュメンテーション作成

のためのELAN の活用実習である。参加人数は38人（うち大学院生14人）であった。 

 

 

４．社会との連携及び社会貢献に関する計画 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

（１）産業界や地域社会との連携に関する計画 

1. 2014年度から宮崎県椎葉村と共同で進めてきた「椎葉村方言調査と『椎葉村方言語彙集』の作成事業」

の成果として，『椎葉村方言語彙集』（宮崎県椎葉村・国立国語研究所）を2022年３月に作成した。内容

は，椎葉村方言の簡易な文法記述と椎葉村12集落の方言語彙集である（人間文化研究機構 広領域連携

型プロジェクト「日本列島における地域社会変貌･災害からの地域文化の再構築」と共同作成）。 

2. 鹿児島県沖永良部島知名町との協定に基づき，知名町中央公民館講座「しまむにサロン」を2021 年６

月から毎月１回計 10 回開講した。新型コロナウイルス感染拡大防止のため，オンラインでの開催であ

る。2022年３月に沖永良部島でワークショップを開催する予定であったが，新型コロナウイルス感染拡

大防止のため中止した。 

 

（２）研究成果の社会への普及に関する計画 

(1)一般向け講義・講演会・フォーラム 

1. 危機言語・方言の保存・継承活動のネットワーク的機能をもつ「危機的な状況にある言語・方言サミッ

ト（気仙沼大会）」を文化庁等と共催で 2022 年１月 29～30 日に開催した。新型コロナウイルス感染拡

大防止のため地域の人のみ対面参加，それ以外の人はオンライン参加となった。国語研からは「危機言

語・方言の判定尺度」と「現状と取組の状況」の報告をビデオで行なった。 

2 人間文化研究機構「博物館・展示を活用した最先端研究の可視化・高度化事業」と共同で，モバイル型展

示ユニットによる言語の展示を以下の４件行なった。 

① 民博特別展「復興を支える地域の文化―3.11から10年」（2021年３月４日～５月18日）に「方言と地

域文化－沖縄県八重山と東北各地の方言」のテーマで参加し，モバイル型展示ユニット「危機に瀕した

言語・方言」，「地震・津波・方言」，「がんばっぺ 東北」を展示した。「地震・津波・方言」は明和８年

（1771 年）の大津波で壊滅的な被害を被った南琉球石垣島を取り上げたもの，「がんばっぺ 東北」は

2011年の東日本大震災の経験から方言と災害の関係について考察したものである。 

②  国文学研究資料館・国立民族学博物館 巡回展示（2021年 8月 4日-9月 29日）に参加し，上記と同じ

モバイル型展示ユニット３台を展示した。 

③ 人間文化研究機構 可視化・高度化事業関連展示「地域社会との連携による展示実践－人間文化研究の

可視化・高度化－」（2022年１月18日～２月13日）に参加し，モバイル型展示ユニット「方言の世界」

「与論のことばと文化」「消滅の危機に瀕した言語・方言」「日本語の歴史と方言」「日本海のことばと文

化」の５台を展示した。 

④ 文科省情報ひろばにおいて，「方言の世界」「与論のことばと文化」の２台のモバイル型ユニットを展示

した（2022年２月15 日～３月23日）。 
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⑤ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止となった展示は以下の２つである。 

・「危機的な状況にある言語・方言サミット（気仙沼大会）」（2022 年１月 29～30 日）におけるモバイル

展示。 

・「八丈のことばと文化」の展示（東京都八丈町）。 

3. 上の展示にあわせて開催されたシンポジウムにおいて，「地域言語と展示」に関する発表を行なった。 

①民博特別展の期間中の2021年５月２日に関連シンポジウム「多角的な視点から捉える地域の文化―博物

館における研究の可視化・高度化」（オンライン）が開催され，「方言と地域文化―八重山の方言と東北

の方言」の発表を行なった。 

② 歴博での展示期間中に関連シンポジウム「人間文化研究機構 可視化・高度化事業関連シンポジウム「地

域文化の多様性と横断性－歴史・文化・考古研究の可視化・高度化－」（2022 年 1 月 29-30 日）が開催

され，「方言の語りによる地域文化の記録と展示－与論島・八丈島での実践－」の発表を行なった。 

③ 八丈町での展示にあわせて八丈町と共催で「第11回八丈方言講座」を開催する予定であったが，新型コ

ロナウイルス感染拡大防止のため中止した。 

(2)インターネット等を通した研究成果の社会への発信 

4.1 ホームページのデータを利用しやすくするために，『危機言語DB』のリニューアル，『アイヌ語口承文

芸コーパス』のページの改修を行なった。また，『日本言語地図データベース』のデータを拡張して公開

した。（詳しくは「２共同利用・共同研究」(1)参照） 

4.2 『日本語諸方言コーパス（COJADS）』モニター版のデータ量を約80時間に拡張し，COJADS正式版とし

て2022年 3月に公開した。（詳しくは「２共同利用・共同研究」(1)参照） 

4.3 方言辞典を広く一般に公開するために，『鳩間方言辞典』『同音声語彙データベース』『南琉球宮古語多

良間方言辞典』『うちなーぐち活用辞典』『及位の方言』を国語研学術情報リポジトリーで公開した。（「２

（１）共同利用・共同研究」参照） 

(3)社会人を対象とするスキルアップの計画等 

5. 鹿児島県沖永良部島和泊町，知名町での講演，「危機的な状況になる言語・方言サミット」，展示，シン

ポジウム等をとおして，自治体職員や社会人のスキルアップに貢献した。 

 

 

５．グローバル化に関する計画 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

（１）国際的協業に関する計画 

(1)海外の研究者の受入 

1. 海外の研究者３名を共同研究員に加え，調査報告書の英訳，研究図書の刊行に関してアドバイスを受け

た。（詳しくは「２（２）「共同利用・共同研究の実施体制」(2)参照） 

(2)海外の大学との連携 

2. ハワイ大学マノア校との連携協定に基づくシンポジウムは，新型コロナウイルス感染拡大防止のため，

昨年度に引き続き中止とした。 

 

（２）国際的発信に関する計画 

(1)英語による研究成果の発信 
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⑤ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止となった展示は以下の２つである。 

・「危機的な状況にある言語・方言サミット（気仙沼大会）」（2022 年１月 29～30 日）におけるモバイル

展示。 

・「八丈のことばと文化」の展示（東京都八丈町）。 

3. 上の展示にあわせて開催されたシンポジウムにおいて，「地域言語と展示」に関する発表を行なった。 

①民博特別展の期間中の2021年５月２日に関連シンポジウム「多角的な視点から捉える地域の文化―博物

館における研究の可視化・高度化」（オンライン）が開催され，「方言と地域文化―八重山の方言と東北

の方言」の発表を行なった。 

② 歴博での展示期間中に関連シンポジウム「人間文化研究機構 可視化・高度化事業関連シンポジウム「地

域文化の多様性と横断性－歴史・文化・考古研究の可視化・高度化－」（2022 年 1 月 29-30 日）が開催

され，「方言の語りによる地域文化の記録と展示－与論島・八丈島での実践－」の発表を行なった。 

③ 八丈町での展示にあわせて八丈町と共催で「第11回八丈方言講座」を開催する予定であったが，新型コ

ロナウイルス感染拡大防止のため中止した。 

(2)インターネット等を通した研究成果の社会への発信 

4.1 ホームページのデータを利用しやすくするために，『危機言語DB』のリニューアル，『アイヌ語口承文

芸コーパス』のページの改修を行なった。また，『日本言語地図データベース』のデータを拡張して公開

した。（詳しくは「２共同利用・共同研究」(1)参照） 

4.2 『日本語諸方言コーパス（COJADS）』モニター版のデータ量を約80時間に拡張し，COJADS正式版とし

て2022年 3月に公開した。（詳しくは「２共同利用・共同研究」(1)参照） 

4.3 方言辞典を広く一般に公開するために，『鳩間方言辞典』『同音声語彙データベース』『南琉球宮古語多

良間方言辞典』『うちなーぐち活用辞典』『及位の方言』を国語研学術情報リポジトリーで公開した。（「２

（１）共同利用・共同研究」参照） 

(3)社会人を対象とするスキルアップの計画等 

5. 鹿児島県沖永良部島和泊町，知名町での講演，「危機的な状況になる言語・方言サミット」，展示，シン

ポジウム等をとおして，自治体職員や社会人のスキルアップに貢献した。 

 

 

５．グローバル化に関する計画 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

（１）国際的協業に関する計画 

(1)海外の研究者の受入 

1. 海外の研究者３名を共同研究員に加え，調査報告書の英訳，研究図書の刊行に関してアドバイスを受け

た。（詳しくは「２（２）「共同利用・共同研究の実施体制」(2)参照） 

(2)海外の大学との連携 

2. ハワイ大学マノア校との連携協定に基づくシンポジウムは，新型コロナウイルス感染拡大防止のため，

昨年度に引き続き中止とした。 

 

（２）国際的発信に関する計画 

(1)英語による研究成果の発信 
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4. 第 43回 NINJALチュートリアル（2022年３月26日）において，「これからの消滅危機言語の保存研究に

おける市民科学者の育成」の講義を行なった。 

5. クロスアポイントメントにより雇用した特任助教が企画・運営して，大学生，大学院生を主な対象とす

るフィールド言語学のワークショップ「フィールド言語学ウェビナー2021」を2021年８月19日に開催

した（東外大AA研 LingDy3と共同開催）。内容は，言語記述に関する講演とドキュメンテーション作成

のためのELAN の活用実習である。参加人数は38人（うち大学院生14人）であった。 

 

 

４．社会との連携及び社会貢献に関する計画 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

（１）産業界や地域社会との連携に関する計画 

1. 2014年度から宮崎県椎葉村と共同で進めてきた「椎葉村方言調査と『椎葉村方言語彙集』の作成事業」

の成果として，『椎葉村方言語彙集』（宮崎県椎葉村・国立国語研究所）を2022年３月に作成した。内容

は，椎葉村方言の簡易な文法記述と椎葉村12集落の方言語彙集である（人間文化研究機構 広領域連携

型プロジェクト「日本列島における地域社会変貌･災害からの地域文化の再構築」と共同作成）。 

2. 鹿児島県沖永良部島知名町との協定に基づき，知名町中央公民館講座「しまむにサロン」を2021 年６

月から毎月１回計 10 回開講した。新型コロナウイルス感染拡大防止のため，オンラインでの開催であ

る。2022年３月に沖永良部島でワークショップを開催する予定であったが，新型コロナウイルス感染拡

大防止のため中止した。 

 

（２）研究成果の社会への普及に関する計画 

(1)一般向け講義・講演会・フォーラム 

1. 危機言語・方言の保存・継承活動のネットワーク的機能をもつ「危機的な状況にある言語・方言サミッ

ト（気仙沼大会）」を文化庁等と共催で 2022 年１月 29～30 日に開催した。新型コロナウイルス感染拡

大防止のため地域の人のみ対面参加，それ以外の人はオンライン参加となった。国語研からは「危機言

語・方言の判定尺度」と「現状と取組の状況」の報告をビデオで行なった。 

2 人間文化研究機構「博物館・展示を活用した最先端研究の可視化・高度化事業」と共同で，モバイル型展

示ユニットによる言語の展示を以下の４件行なった。 

① 民博特別展「復興を支える地域の文化―3.11から10年」（2021年３月４日～５月18日）に「方言と地

域文化－沖縄県八重山と東北各地の方言」のテーマで参加し，モバイル型展示ユニット「危機に瀕した

言語・方言」，「地震・津波・方言」，「がんばっぺ 東北」を展示した。「地震・津波・方言」は明和８年

（1771 年）の大津波で壊滅的な被害を被った南琉球石垣島を取り上げたもの，「がんばっぺ 東北」は

2011年の東日本大震災の経験から方言と災害の関係について考察したものである。 

②  国文学研究資料館・国立民族学博物館 巡回展示（2021年 8月 4日-9月 29日）に参加し，上記と同じ

モバイル型展示ユニット３台を展示した。 

③ 人間文化研究機構 可視化・高度化事業関連展示「地域社会との連携による展示実践－人間文化研究の

可視化・高度化－」（2022年１月18日～２月13日）に参加し，モバイル型展示ユニット「方言の世界」

「与論のことばと文化」「消滅の危機に瀕した言語・方言」「日本語の歴史と方言」「日本海のことばと文

化」の５台を展示した。 

④ 文科省情報ひろばにおいて，「方言の世界」「与論のことばと文化」の２台のモバイル型ユニットを展示

した（2022年２月15 日～３月23日）。 
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⑤ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止となった展示は以下の２つである。 

・「危機的な状況にある言語・方言サミット（気仙沼大会）」（2022 年１月 29～30 日）におけるモバイル

展示。 

・「八丈のことばと文化」の展示（東京都八丈町）。 

3. 上の展示にあわせて開催されたシンポジウムにおいて，「地域言語と展示」に関する発表を行なった。 

①民博特別展の期間中の2021年５月２日に関連シンポジウム「多角的な視点から捉える地域の文化―博物

館における研究の可視化・高度化」（オンライン）が開催され，「方言と地域文化―八重山の方言と東北

の方言」の発表を行なった。 

② 歴博での展示期間中に関連シンポジウム「人間文化研究機構 可視化・高度化事業関連シンポジウム「地

域文化の多様性と横断性－歴史・文化・考古研究の可視化・高度化－」（2022 年 1 月 29-30 日）が開催

され，「方言の語りによる地域文化の記録と展示－与論島・八丈島での実践－」の発表を行なった。 

③ 八丈町での展示にあわせて八丈町と共催で「第11回八丈方言講座」を開催する予定であったが，新型コ

ロナウイルス感染拡大防止のため中止した。 

(2)インターネット等を通した研究成果の社会への発信 

4.1 ホームページのデータを利用しやすくするために，『危機言語DB』のリニューアル，『アイヌ語口承文

芸コーパス』のページの改修を行なった。また，『日本言語地図データベース』のデータを拡張して公開

した。（詳しくは「２共同利用・共同研究」(1)参照） 

4.2 『日本語諸方言コーパス（COJADS）』モニター版のデータ量を約80時間に拡張し，COJADS正式版とし

て2022年 3月に公開した。（詳しくは「２共同利用・共同研究」(1)参照） 

4.3 方言辞典を広く一般に公開するために，『鳩間方言辞典』『同音声語彙データベース』『南琉球宮古語多

良間方言辞典』『うちなーぐち活用辞典』『及位の方言』を国語研学術情報リポジトリーで公開した。（「２

（１）共同利用・共同研究」参照） 

(3)社会人を対象とするスキルアップの計画等 

5. 鹿児島県沖永良部島和泊町，知名町での講演，「危機的な状況になる言語・方言サミット」，展示，シン

ポジウム等をとおして，自治体職員や社会人のスキルアップに貢献した。 

 

 

５．グローバル化に関する計画 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

（１）国際的協業に関する計画 

(1)海外の研究者の受入 

1. 海外の研究者３名を共同研究員に加え，調査報告書の英訳，研究図書の刊行に関してアドバイスを受け

た。（詳しくは「２（２）「共同利用・共同研究の実施体制」(2)参照） 

(2)海外の大学との連携 

2. ハワイ大学マノア校との連携協定に基づくシンポジウムは，新型コロナウイルス感染拡大防止のため，

昨年度に引き続き中止とした。 

 

（２）国際的発信に関する計画 

(1)英語による研究成果の発信 

VIII 外部評価報告書 235

 

48 

 

⑤ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止となった展示は以下の２つである。 
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2. ハワイ大学マノア校との連携協定に基づくシンポジウムは，新型コロナウイルス感染拡大防止のため，

昨年度に引き続き中止とした。 

 

（２）国際的発信に関する計画 

(1)英語による研究成果の発信 
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1. Mouton社 Handbook of Japanese Dialects, Handbook of the Ainu Language の編集を進め，Ainu 

Language は 2022年２月にMouton社に原稿を入稿した。Japanese Dialectsは 2022年５月ごろ入稿の

予定である。 

2. 2018年の国際シンポジウムの発表を元にした英語論文集の準備を進めた。 

3. 国語研・Brill社との協定およびハワイ大学の協力のもと，消滅危機言語を中心とするオープンアクセ

スの電子書籍の刊行準備を進め，"An Introduction to the Japonic Languages: Grammatical Sketches 

of Japanese Dialects and Ryukyuan Languages"（Brill）の原稿を2022年３月に入稿した。刊行は８

月の予定である。 

4. これまでに作成した合同調査の報告書11冊のうち八丈方言，与論方言・沖永良部方言，白峰方言，木

曽川方言の４冊を英訳した。これにより，昨年度までに英訳を公開した Kikaijima Dialects, Miyako 

Dialects と合わせて６冊の英訳が完了した。これらは『危機言語DB』のホームページのリニューアル

にあわせて，４月以降公開する。 

 

 

６．その他 

該当する活動なし。 

 

 

令和３年度の評価 

《評価結果》 

計画を上回って実施している 

いずれの項目においても，計画を上回って実施されている。特に研究は，計画を大きく上回る成果

を得た。日本語諸方言コーパス（COJADS）が 80 時間分のデータとして正式に公開されたばかりでは

なく，方言辞典３冊が新たに上梓され国語研の学術情報リポジトリ―で公開された。WEBは継続して

整備され，既報告書の英訳が進んだ。研究面，継承面いずれにも波及効果のある成果として，全国11

地点を対象とした『日本の消滅危機言語・方言の文法記述』がまとまりWEB公開されたことは特筆に

値する。S評価でも遜色なかったといえるが，Mouton社から刊行予定の英文献２冊が入稿または入稿

予定に終わり刊行は次年度となった点，感染拡大という不可抗力によるものの全国 40 地点の記述に

至らなかった点を考慮して A 評価とした。研究以外の４つの評価項目でも計画を上回って実施され，

充実した成果をあげている。 

 

《評価項目》 

１．研究について 

研究業績については，量的側面および質的側面ともに計画を大きく上回る成果を挙げている。量的

には，予定通り２回の公開研究発表会・講演会をリモートで行ったほか，書籍・報告書８件，ブック

チャプター45件，論文21件，コーパス等２件，学会発表・学術講演49件をはじめとして，充実した

研究成果が報告された。質的には，感染症拡大で調査ができなくなったことにより，調査データの整

備とそれに基づく報告書の作成に力が注がれ，『日本の消滅危機言語・方言の文法記述』のリポジト

リ公開，既刊報告書の英訳，２冊の図書刊行，３冊の方言辞典の上梓など，充実した成果につながっ

ている。教材及び教育プログラムの開発も，計画はほぼ達成された。また，研究実施体制については，
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国内外 78 人をプロジェクト共同研究員として組織し，クロスアポイントメントによる特任助教１人

の雇用が行われ，計画を上回って達成されている。 

 

２．共同利用・共同研究について 

本年度計画されたすべての項目について，計画を上回って実施された。データベース等の構築・公

開については，日本語諸方言コーパス（COJADS）が更新・拡張され，80時間分のデータが正式版とし

て公開されたのは計画通りであるが，COJADSは，それを用いた６件の研究成果とともに，有償利用申

請が今年度も２件あり，利活用の点からは高い評価を得たといえる。また，新たに作成，公開された

辞典３冊のデータベースと既存のデータベースの拡充を含め，データ公開の方法が検討され，ホーム

ページがリニューアルされていることは計画を上回る成果である。大学との組織的な連携も順調であ

る。また，研究者間の国際的連携により意見交換が実施され，複数の国の研究者からアドバイスを受

けたことも，研究成果開示の今後の広がりにとって有益である。 

 

３．教育について 

本年度計画されたすべての項目について，一点を除き計画を上回って実施された。その１点とは，

地点別記述調査に関係した若手研究者に対する調査経費，データ整備経費の支援を指す。これについ

ては，新型コロナウイルス感染拡大防止策の影響による不可抗力であるとともに，そうした状況下で

も2件の支援を行えたことは次につなぐ成果として認められる。人材育成に関して，プロジェクト非

常勤研究員の雇用および大学院生，学振PDのプロジェクト参加は，合計16名の若手研究者に対して

支援を行った。それにより，これら若手が研究発表6件，論文・ブックチャプター10件の研究成果を

挙げたことは，十分な成果である。チュートリアル，大学生・大学院生を対象とするフィールド言語

学のワークショップも計画通り実施された。 

 

４．社会との連携及び社会貢献について 

本年度計画されたすべての項目に対して，計画を上回って実施された。地方自治体との連携により

語彙集が作成された。連携による講演，ワークショップは，オンラインで 10 回を数えた。また，そ

の機会を利用し，自治体職員に対するスキルアップにも貢献した。一般向け講義，講演会，文化庁共

催「危機的な状況にある言語・方言サミット」がオンライン開催されたほか，民博特別展，国文学研

究資料館等巡回展示，人間文化研究機構展示，文科省情報ひろば展示で，モバイル型展示ユニットを

用いた展示を行うとともにシンポジウムにも参加した。インターネットを用いた研究成果の社会への

発信では，方言辞典を広く一般に公開するために，国語研学術情報リポジトリ―を用いて５件の方言

辞典，データベースを掲載した。研究的要請に応えつつ，一般の関心も満たす公開は困難な課題であ

るが，本プロジェクトの目的の一つでもある「言語・方言の継承活動を支援して地域の活性化に貢献

する」という点から，ホームページのリニューアルも含めて積極的な取り組みがあったことは特筆に

値する。 

 

５．グローバル化について 

計画通り概ね実施されたが，本年度中の完成にいたらなかった事項が含まれている。Mouton 社か

ら刊行予定の英文献２冊は，入稿または入稿予定となり，刊行は次年度となった。ハワイ大学の協力

のもと，国語研・Brill社との協定によるオープンアクセスの英文電子書籍１冊もまた，入稿済みの

状態で刊行は次年度夏となった。確実な実現が予定されており大きな問題にはならないが，年度中に

完了しなかったことは惜しまれる。それに対して，作成ずみの合同調査の報告書 11 冊のうち，昨年
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1. Mouton社 Handbook of Japanese Dialects, Handbook of the Ainu Language の編集を進め，Ainu 
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予定である。 
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スの電子書籍の刊行準備を進め，"An Introduction to the Japonic Languages: Grammatical Sketches 

of Japanese Dialects and Ryukyuan Languages"（Brill）の原稿を2022年３月に入稿した。刊行は８

月の予定である。 

4. これまでに作成した合同調査の報告書11冊のうち八丈方言，与論方言・沖永良部方言，白峰方言，木

曽川方言の４冊を英訳した。これにより，昨年度までに英訳を公開した Kikaijima Dialects, Miyako 

Dialects と合わせて６冊の英訳が完了した。これらは『危機言語DB』のホームページのリニューアル

にあわせて，４月以降公開する。 

 

 

６．その他 

該当する活動なし。 

 

 

令和３年度の評価 

《評価結果》 

計画を上回って実施している 

いずれの項目においても，計画を上回って実施されている。特に研究は，計画を大きく上回る成果

を得た。日本語諸方言コーパス（COJADS）が 80 時間分のデータとして正式に公開されたばかりでは

なく，方言辞典３冊が新たに上梓され国語研の学術情報リポジトリ―で公開された。WEBは継続して

整備され，既報告書の英訳が進んだ。研究面，継承面いずれにも波及効果のある成果として，全国11
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予定に終わり刊行は次年度となった点，感染拡大という不可抗力によるものの全国 40 地点の記述に

至らなかった点を考慮して A 評価とした。研究以外の４つの評価項目でも計画を上回って実施され，

充実した成果をあげている。 

 

《評価項目》 

１．研究について 

研究業績については，量的側面および質的側面ともに計画を大きく上回る成果を挙げている。量的

には，予定通り２回の公開研究発表会・講演会をリモートで行ったほか，書籍・報告書８件，ブック

チャプター45件，論文21件，コーパス等２件，学会発表・学術講演49件をはじめとして，充実した

研究成果が報告された。質的には，感染症拡大で調査ができなくなったことにより，調査データの整

備とそれに基づく報告書の作成に力が注がれ，『日本の消滅危機言語・方言の文法記述』のリポジト
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国内外 78 人をプロジェクト共同研究員として組織し，クロスアポイントメントによる特任助教１人
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度までの２冊に加え新しく４冊の英訳が完了しホームページのリニューアルに合わせて公開の運び

となったことは，計画以上の成果である。海外の研究者受入れは計画通り実施され，2018年国際シン

ポジウムの発表を元にした英語論文集の準備も計画通り行われた。全般に，長期的な視野に立ったグ

ローバル化への努力が着実に行われた。 

 

６．その他特記事項 

全国 11 地点を対象とする『日本の消滅危機言語・方言の文法記述』が電子媒体で刊行されたこと

は，日本方言の記述的研究における新側面を先導する成果である。記述内容は従来の研究を手堅く継

承しているが，同時代の全国 11 地点を同質の記述で一覧できる点が新しい。地域における方言継承

支援にもつながる。 
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通時コーパスの構築と日本語史研究の新展開 

プロジェクトリーダー：小木曽 智信 

 

Ⅰ．プロジェクトの概要 

１．目的及び特色 

 

２．年次計画（ロードマップ） 

本プロジェクトは，上代（奈良時代）から近代までの日本語資料をコーパス化し，日本語の歴史研究が可

能な通時コーパスと語誌のデータベースを構築する。そして，このコーパス・データベースを活用すること

で新たな観点から日本語史研究を展開する。従来の日本語史研究は，専門知識を必要とするさまざまな文

献を取り扱う必要から，研究が特定の資料や形式に偏ったものになりがちであった。通時コーパスを構築

し活用することよって個別の資料だけでなく日本語史全体をマクロな視点から見た研究を展開することを

可能にする。さらにコーパス言語学で培われてきた新しい研究手法を導入し，従来行えなかった視点から

の研究を展開する。 

既に国語研究所では『日本語歴史コーパス』の構築に着手しているが，本プロジェクトではこのコーパス

を通時コーパスとして利用可能にするために大幅に拡張する。第2期中期計画で構築済みの「平安時代編」

（平安仮名文学作品），「室町時代編」（狂言）等に加え，上代の万葉集・宣命，中古以降の和歌集，中世

のキリシタン資料・軍記物・抄物，近世の洒落本・人情本，近代の雑誌・教科書・文学作品等をサブコーパ

スとして追加する。このほかにも，日本語史研究に資する資料を選定してコーパスに追加し，上代から近代

までの日本語を一本に繋ぐ通時コーパスとして完成させる。また，コーパスと関連付けた語誌データベー

スを構築し，語誌情報のポータルページを公開し，研究者のみならず日本語の歴史に興味を持つ人々に役

立つ情報を提供する。コーパスを活用する研究班には，上代，中古・中世，近世・近代の各時代別の研究グ

ループの他，文法・語彙，資料性・アノテーションの検討の研究グループを設け，コーパス構築に携わるメ

ンバーも全員が参加して研究活動を展開する。 

なお，プロジェクトの実施にあたっては，オックスフォード大学東洋学部日本語研究センター，および人

間文化研究機構の広領域連携型基幹研究プロジェクト「異分野融合による総合書物学の構築」の中の「表記

情報と書誌形態情報を加えた日本語歴史コーパスの精緻化」（代表者・高田智和）と連携して行う。また，

実践女子大学との提携に基づきデジタル化された所蔵資料の活用を図る。 

●全体計画・研究組織 

 

通時コーパスの構築と日本語史研究の新展開 プロジェクト

コーパス構築班

近代

近世

中世

上代・中古

アノテーション

語誌データベース班

古辞書

言語記事

言語地図

ポータル構築

コーパス活用班

（時代別研究）

上代，中古・中世，
近世・近代

（テーマ別研究）

文法，国語教育，数
理的語彙・意味，
コーパス作成
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スとして追加する。このほかにも，日本語史研究に資する資料を選定してコーパスに追加し，上代から近代

までの日本語を一本に繋ぐ通時コーパスとして完成させる。また，コーパスと関連付けた語誌データベー

スを構築し，語誌情報のポータルページを公開し，研究者のみならず日本語の歴史に興味を持つ人々に役

立つ情報を提供する。コーパスを活用する研究班には，上代，中古・中世，近世・近代の各時代別の研究グ

ループの他，文法・語彙，資料性・アノテーションの検討の研究グループを設け，コーパス構築に携わるメ

ンバーも全員が参加して研究活動を展開する。 
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情報と書誌形態情報を加えた日本語歴史コーパスの精緻化」（代表者・高田智和）と連携して行う。また，

実践女子大学との提携に基づきデジタル化された所蔵資料の活用を図る。 
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「コーパス構築班」は６年間で奈良時代から明治・大正時代までをカバーする通時コーパスを構築する。

上代・中古，中世，近世，近代の時代ごとにグループを置き，プロジェクト非常勤研究員を配置してコーパ

ス開発にあたる。「語誌データベース班」は，コーパスと連携した語誌データベースを開発するために古辞

書，言語記事，言語地図のグループを置き，各々専任教員が中心となってデータベースを開発する。またポー

タル構築のグループを置き，コーパスと語誌データベースの情報を統合した語誌情報ポータルサイトの設

計・構築にあたる。「コーパス活用班」は，時代別に上代，中古・中世，近世・近代の研究グループを置き，

コーパス構築班と連携しつつ各時代の日本語の研究にあたる。また分野別に，文法，語彙，数理・言語処理

の研究グループを置き各分野の研究にあたるほか，資料性，アノテーションのグループを置き，それぞれ

コーパスに追加する資料，アノテーションに関する研究を行う。このほか，人間文化研究機構の広領域連携

型基幹研究プロジェクト「異分野融合による総合書物学の構築」の中の「表記情報と書誌形態情報を加えた

日本語歴史コーパスの精緻化」の研究組織と連携して表記の研究を行う。コーパス活用班にはコーパス構築

班のメンバー，PD・大学院生を含む若手研究者を参加させる。 

 

●年次計画 

※各年，研究発表会（シンポジウムを含む）・講習会を１回以上開催する。サブコーパスの名称は仮称。 

平成28年度（１年目） 

・「鎌倉時代編Ⅱ日記・紀行」，「明治・大正編Ⅰ雑誌」（太陽・女性雑誌非コアデータ）を公開。 

・日本語学会でワークショップを開催。 

平成29年度（２年目） 

・「奈良時代編Ⅰ万葉集」，「室町時代編Ⅱキリシタン資料」，「江戸時代編Ⅰ洒落本」を公開。 

・書き言葉コーパス入門書を出版。 

平成30年度（３年目） 

・「江戸時代編Ⅱ人情本」，「明治・大正編Ⅱ教科書」を公開。 

・古辞書データベースの試作版を公開。 

●３年目までの成果物 

コーパス構築班は『日本語歴史コーパス』を拡張し下記のサブコーパスを公開する。 

「鎌倉時代編Ⅱ日記・紀行」「室町時代編Ⅱキリシタン資料」「奈良時代編Ⅰ万葉集」「明治・大正編Ⅰ

雑誌」「明治・大正編Ⅱ教科書」「江戸時代編Ⅰ洒落本」「江戸時代編Ⅱ人情本」「和歌集編（八代集）」

「明治・大正編Ⅲ明治初期口語資料」 

語誌データベース班は，語誌データベースの一部として古辞書データベースの試行版を公開する。コーパ

ス活用班は，ワークショップ・公開研究会を2回以上，国際シンポジウムを1回開催し，書籍1冊を刊行す

る。また，プロジェクト全体として一般向けのNINJALフォーラムを1回開催する。 

令和元年度（４年目） 

・「奈良時代編Ⅱ宣命」，「江戸時代編Ⅲ近松浄瑠璃」を公開。 

令和２年度（５年目） 

・「明治・大正編Ⅳ近代小説」を公開。 

・語誌情報ポータルサイトの公開。 

・研究論文集の刊行準備。 

●５年目までの成果物 

コーパス構築班は，奈良時代から明治・大正時代までの通時的な研究ができるコーパスとして『日本語歴

史コーパス』を拡張し公開する。語誌データベース班は，各種語誌データベースを構築し，語誌情報のポー
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Ⅱ．令和３年度活動概要 

令和３年度予算総額   25,017千円 

令和３年度 成果の概要 

１．研究に関する計画 

・プロジェクト研究成果を，書籍３件，論文・ブックチャプター等 40 件，発表・講演 58 件，コーパス・

データベース等21件，公開した。 

・研究論文集『コーパスによる日本語史研究 近代編』（ひつじ書房）を刊行した。また，同『中古・中世

編』『近世編』の出版の準備をほぼ完了した。 

・共同研究員の担当する大学・大学院の計28で，教科書（『コーパスで学ぶ日本語学 日本語の歴史』朝倉

書店）を活用した授業を行った（教科書としての指定１件，参考書としての指定27件）。 

・プロジェクト全体の研究発表会として３月 13 日に「通時コーパス」シンポジウム 2022 を開催した（参

加登録者221名）。 

 

２．共同利用・共同研究に関する計画 

・『日本語歴史コーパス』の「鎌倉時代編Ⅲ軍記」「明治・大正編 SP盤落語」（テキスト版），「明治・大正

編 新聞」を整備・公開し，第3期に計画した『日本語歴史コーパス』の第一次整備を完了した。 

・語誌データベースを『語彙研究文献語別目録』と統合して「語誌情報ポータル」を更新し，予定した整備

を完了した。 

・歴史的資料を対象とした形態素解析のための辞書（時代別UniDic）の既存の７種を更新，新たに3種追

加し，バージョンアップした「Web茶まめ」とともにインターネット上で公開した。 

・中学校・高等学校で利用可能なコーパス簡易検索ツール「ことねり」の更新版を公開し，見出し語を大幅

に拡大し（約7000語），分類語彙表を応用した意味による検索を可能にした。 

・関連科研費と共同で「『日本語歴史コーパス』の誤り修正プラットフォームを開発した。 

 

３．教育に関する計画 

・共同研究員の担当する『日本語歴史コーパス』を用いた授業を，28 大学，12 大学院，計 55 の授業で実

施した。 

 

４．社会との連携及び社会貢献に関する計画 

・昨年度末に(株)小学館と結んだ連携協定に基づいて『日本国語大辞典』見出し語データの更新版を購入

し解析用辞書の見出し語整備を行った。 

 

タルサイトを公開する。コーパス活用班は，国際シンポジウムを１回開催し，研究論文集を１冊以上出版す

る。 

令和３年度（６年目） 

・「鎌倉時代編Ⅲ軍記」「明治・大正編ⅤSP盤落語」「明治・大正編Ⅵ新聞」を公開。 

・研究論文集『コーパスと日本語史研究―近代編―』『コーパスと日本語史研究―近世編―』を刊行。 

・『日本語歴史コーパス』（奈良時代～明治・大正時代）の一次整備完了。 

・語誌情報ポータルサイトの一次整備完了。 
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Ⅱ．令和３年度活動概要 

令和３年度予算総額   25,017千円 

令和３年度 成果の概要 

１．研究に関する計画 

・プロジェクト研究成果を，書籍３件，論文・ブックチャプター等 40 件，発表・講演 58 件，コーパス・

データベース等21件，公開した。 

・研究論文集『コーパスによる日本語史研究 近代編』（ひつじ書房）を刊行した。また，同『中古・中世

編』『近世編』の出版の準備をほぼ完了した。 

・共同研究員の担当する大学・大学院の計28で，教科書（『コーパスで学ぶ日本語学 日本語の歴史』朝倉

書店）を活用した授業を行った（教科書としての指定１件，参考書としての指定27件）。 

・プロジェクト全体の研究発表会として３月 13 日に「通時コーパス」シンポジウム 2022 を開催した（参

加登録者221名）。 

 

２．共同利用・共同研究に関する計画 

・『日本語歴史コーパス』の「鎌倉時代編Ⅲ軍記」「明治・大正編 SP盤落語」（テキスト版），「明治・大正

編 新聞」を整備・公開し，第3期に計画した『日本語歴史コーパス』の第一次整備を完了した。 

・語誌データベースを『語彙研究文献語別目録』と統合して「語誌情報ポータル」を更新し，予定した整備

を完了した。 

・歴史的資料を対象とした形態素解析のための辞書（時代別UniDic）の既存の７種を更新，新たに3種追

加し，バージョンアップした「Web茶まめ」とともにインターネット上で公開した。 

・中学校・高等学校で利用可能なコーパス簡易検索ツール「ことねり」の更新版を公開し，見出し語を大幅

に拡大し（約7000語），分類語彙表を応用した意味による検索を可能にした。 

・関連科研費と共同で「『日本語歴史コーパス』の誤り修正プラットフォームを開発した。 

 

３．教育に関する計画 

・共同研究員の担当する『日本語歴史コーパス』を用いた授業を，28 大学，12 大学院，計 55 の授業で実

施した。 

 

４．社会との連携及び社会貢献に関する計画 

・昨年度末に(株)小学館と結んだ連携協定に基づいて『日本国語大辞典』見出し語データの更新版を購入

し解析用辞書の見出し語整備を行った。 

 

タルサイトを公開する。コーパス活用班は，国際シンポジウムを１回開催し，研究論文集を１冊以上出版す

る。 

令和３年度（６年目） 

・「鎌倉時代編Ⅲ軍記」「明治・大正編ⅤSP盤落語」「明治・大正編Ⅵ新聞」を公開。 

・研究論文集『コーパスと日本語史研究―近代編―』『コーパスと日本語史研究―近世編―』を刊行。 

・『日本語歴史コーパス』（奈良時代～明治・大正時代）の一次整備完了。 

・語誌情報ポータルサイトの一次整備完了。 
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「コーパス構築班」は６年間で奈良時代から明治・大正時代までをカバーする通時コーパスを構築する。

上代・中古，中世，近世，近代の時代ごとにグループを置き，プロジェクト非常勤研究員を配置してコーパ

ス開発にあたる。「語誌データベース班」は，コーパスと連携した語誌データベースを開発するために古辞

書，言語記事，言語地図のグループを置き，各々専任教員が中心となってデータベースを開発する。またポー

タル構築のグループを置き，コーパスと語誌データベースの情報を統合した語誌情報ポータルサイトの設

計・構築にあたる。「コーパス活用班」は，時代別に上代，中古・中世，近世・近代の研究グループを置き，

コーパス構築班と連携しつつ各時代の日本語の研究にあたる。また分野別に，文法，語彙，数理・言語処理

の研究グループを置き各分野の研究にあたるほか，資料性，アノテーションのグループを置き，それぞれ

コーパスに追加する資料，アノテーションに関する研究を行う。このほか，人間文化研究機構の広領域連携

型基幹研究プロジェクト「異分野融合による総合書物学の構築」の中の「表記情報と書誌形態情報を加えた

日本語歴史コーパスの精緻化」の研究組織と連携して表記の研究を行う。コーパス活用班にはコーパス構築

班のメンバー，PD・大学院生を含む若手研究者を参加させる。 

 

●年次計画 

※各年，研究発表会（シンポジウムを含む）・講習会を１回以上開催する。サブコーパスの名称は仮称。 

平成28年度（１年目） 

・「鎌倉時代編Ⅱ日記・紀行」，「明治・大正編Ⅰ雑誌」（太陽・女性雑誌非コアデータ）を公開。 

・日本語学会でワークショップを開催。 

平成29年度（２年目） 

・「奈良時代編Ⅰ万葉集」，「室町時代編Ⅱキリシタン資料」，「江戸時代編Ⅰ洒落本」を公開。 

・書き言葉コーパス入門書を出版。 

平成30年度（３年目） 

・「江戸時代編Ⅱ人情本」，「明治・大正編Ⅱ教科書」を公開。 

・古辞書データベースの試作版を公開。 

●３年目までの成果物 

コーパス構築班は『日本語歴史コーパス』を拡張し下記のサブコーパスを公開する。 

「鎌倉時代編Ⅱ日記・紀行」「室町時代編Ⅱキリシタン資料」「奈良時代編Ⅰ万葉集」「明治・大正編Ⅰ

雑誌」「明治・大正編Ⅱ教科書」「江戸時代編Ⅰ洒落本」「江戸時代編Ⅱ人情本」「和歌集編（八代集）」

「明治・大正編Ⅲ明治初期口語資料」 

語誌データベース班は，語誌データベースの一部として古辞書データベースの試行版を公開する。コーパ

ス活用班は，ワークショップ・公開研究会を2回以上，国際シンポジウムを1回開催し，書籍1冊を刊行す

る。また，プロジェクト全体として一般向けのNINJALフォーラムを1回開催する。 

令和元年度（４年目） 

・「奈良時代編Ⅱ宣命」，「江戸時代編Ⅲ近松浄瑠璃」を公開。 

令和２年度（５年目） 

・「明治・大正編Ⅳ近代小説」を公開。 

・語誌情報ポータルサイトの公開。 

・研究論文集の刊行準備。 

●５年目までの成果物 

コーパス構築班は，奈良時代から明治・大正時代までの通時的な研究ができるコーパスとして『日本語歴

史コーパス』を拡張し公開する。語誌データベース班は，各種語誌データベースを構築し，語誌情報のポー
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Ⅱ．令和３年度活動概要 

令和３年度予算総額   25,017千円 

令和３年度 成果の概要 

１．研究に関する計画 

・プロジェクト研究成果を，書籍３件，論文・ブックチャプター等 40 件，発表・講演 58 件，コーパス・

データベース等21件，公開した。 

・研究論文集『コーパスによる日本語史研究 近代編』（ひつじ書房）を刊行した。また，同『中古・中世

編』『近世編』の出版の準備をほぼ完了した。 

・共同研究員の担当する大学・大学院の計28で，教科書（『コーパスで学ぶ日本語学 日本語の歴史』朝倉

書店）を活用した授業を行った（教科書としての指定１件，参考書としての指定27件）。 

・プロジェクト全体の研究発表会として３月 13 日に「通時コーパス」シンポジウム 2022 を開催した（参

加登録者221名）。 

 

２．共同利用・共同研究に関する計画 

・『日本語歴史コーパス』の「鎌倉時代編Ⅲ軍記」「明治・大正編 SP盤落語」（テキスト版），「明治・大正

編 新聞」を整備・公開し，第3期に計画した『日本語歴史コーパス』の第一次整備を完了した。 

・語誌データベースを『語彙研究文献語別目録』と統合して「語誌情報ポータル」を更新し，予定した整備

を完了した。 

・歴史的資料を対象とした形態素解析のための辞書（時代別UniDic）の既存の７種を更新，新たに3種追

加し，バージョンアップした「Web茶まめ」とともにインターネット上で公開した。 

・中学校・高等学校で利用可能なコーパス簡易検索ツール「ことねり」の更新版を公開し，見出し語を大幅

に拡大し（約7000語），分類語彙表を応用した意味による検索を可能にした。 

・関連科研費と共同で「『日本語歴史コーパス』の誤り修正プラットフォームを開発した。 

 

３．教育に関する計画 

・共同研究員の担当する『日本語歴史コーパス』を用いた授業を，28 大学，12 大学院，計 55 の授業で実

施した。 

 

４．社会との連携及び社会貢献に関する計画 

・昨年度末に(株)小学館と結んだ連携協定に基づいて『日本国語大辞典』見出し語データの更新版を購入

し解析用辞書の見出し語整備を行った。 

 

タルサイトを公開する。コーパス活用班は，国際シンポジウムを１回開催し，研究論文集を１冊以上出版す

る。 

令和３年度（６年目） 

・「鎌倉時代編Ⅲ軍記」「明治・大正編ⅤSP盤落語」「明治・大正編Ⅵ新聞」を公開。 

・研究論文集『コーパスと日本語史研究―近代編―』『コーパスと日本語史研究―近世編―』を刊行。 

・『日本語歴史コーパス』（奈良時代～明治・大正時代）の一次整備完了。 

・語誌情報ポータルサイトの一次整備完了。 
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Ⅱ．令和３年度活動概要 

令和３年度予算総額   25,017千円 

令和３年度 成果の概要 

１．研究に関する計画 

・プロジェクト研究成果を，書籍３件，論文・ブックチャプター等 40 件，発表・講演 58 件，コーパス・

データベース等21件，公開した。 

・研究論文集『コーパスによる日本語史研究 近代編』（ひつじ書房）を刊行した。また，同『中古・中世

編』『近世編』の出版の準備をほぼ完了した。 

・共同研究員の担当する大学・大学院の計28で，教科書（『コーパスで学ぶ日本語学 日本語の歴史』朝倉

書店）を活用した授業を行った（教科書としての指定１件，参考書としての指定27件）。 

・プロジェクト全体の研究発表会として３月 13 日に「通時コーパス」シンポジウム 2022 を開催した（参

加登録者221名）。 

 

２．共同利用・共同研究に関する計画 

・『日本語歴史コーパス』の「鎌倉時代編Ⅲ軍記」「明治・大正編 SP盤落語」（テキスト版），「明治・大正

編 新聞」を整備・公開し，第3期に計画した『日本語歴史コーパス』の第一次整備を完了した。 

・語誌データベースを『語彙研究文献語別目録』と統合して「語誌情報ポータル」を更新し，予定した整備

を完了した。 

・歴史的資料を対象とした形態素解析のための辞書（時代別UniDic）の既存の７種を更新，新たに3種追

加し，バージョンアップした「Web茶まめ」とともにインターネット上で公開した。 

・中学校・高等学校で利用可能なコーパス簡易検索ツール「ことねり」の更新版を公開し，見出し語を大幅

に拡大し（約7000語），分類語彙表を応用した意味による検索を可能にした。 

・関連科研費と共同で「『日本語歴史コーパス』の誤り修正プラットフォームを開発した。 

 

３．教育に関する計画 

・共同研究員の担当する『日本語歴史コーパス』を用いた授業を，28 大学，12 大学院，計 55 の授業で実

施した。 

 

４．社会との連携及び社会貢献に関する計画 

・昨年度末に(株)小学館と結んだ連携協定に基づいて『日本国語大辞典』見出し語データの更新版を購入

し解析用辞書の見出し語整備を行った。 

 

タルサイトを公開する。コーパス活用班は，国際シンポジウムを１回開催し，研究論文集を１冊以上出版す

る。 

令和３年度（６年目） 

・「鎌倉時代編Ⅲ軍記」「明治・大正編ⅤSP盤落語」「明治・大正編Ⅵ新聞」を公開。 

・研究論文集『コーパスと日本語史研究―近代編―』『コーパスと日本語史研究―近世編―』を刊行。 

・『日本語歴史コーパス』（奈良時代～明治・大正時代）の一次整備完了。 

・語誌情報ポータルサイトの一次整備完了。 
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５．グローバル化に関する計画 

・英国オックスフォード大学との連携協定のもとで共同研究を推進し，『オックスフォード・NINJAL上代語

コーパス』を更新し新しいウェブページを公開した。 

 

６．その他 

該当する活動なし。 

 

 

Ⅲ．項目ごとの状況 

１．研究に関する計画 

自己点検評価 計画を大きく上回って実施している 

（１）研究水準及び研究の成果等に関する計画 

1. プロジェクト研究成果を，書籍３件，論文・ブックチャプター等40件，発表・講演58件，コーパス・

データベース等21件，公開した。（原則としてプロジェクトに対する謝辞を含むものに限った） 

2. 古辞書データベース・言語地図データベース・言語記事データベースの整備を行ない，昨年度全文デー

タを作成した『語彙研究文献語別目録』と統合して「語誌情報ポータル」を更新した。 

3. プロジェクト全体の研究発表会として３月13日に「通時コーパス」シンポジウム2022を開催した（参

加登録221名）。 

また，「現代語の意味の変化に対する計算的・統計力学的アプローチ」プロジェクト（リーダー：持橋

大地）と共催で３月９日にシンポジウムを開催した（参加登録201名）。 

4. プロジェクト成果の研究論文集として『コーパスによる日本語史研究 近代編』（ひつじ書房）を刊行し

た。また，同『中古・中世編』『近世編』の刊行準備を行い出版の準備をほぼ完了した。 

5. 共同研究員の担当する大学・大学院の計 28 の授業で，同書籍を授業に利用した（教科書としての指定

１件，参考書としての指定27件）。 

 

（２）研究実施体制等に関する計画 

1. 『日本語歴史コーパス』を活用した研究を実施するために，国内外の研究者 80 人をプロジェクト共同

研究員として組織して研究活動を行った（国内76人，海外４人）。（資料1.4） 

2. 人間文化研究機構の広領域連携型基幹研究プロジェクト「異分野融合による総合書物学の構築」の中の

「表記情報と書誌形態情報を加えた日本語歴史コーパスの精緻化」の研究組織と連携して研究を実施

し，延喜式祝詞の長単位データを『日本語歴史コーパス』の一部として公開，歴博蔵土御門家本『延喜

式』画像リンクも追加した。（資料1.5） 

3. 共同研究員の担当する『日本語歴史コーパス』を用いた授業を，28大学，12大学院，計55の授業で実

施した。 

 

 

「計画を大きく上回って実施した」と自己評価した理由 

共同研究員全体で書籍3件，論文・ブックチャプター等40件と多数の研究成果発表があったほか，『コー

パスによる日本語史研究 近代編』を刊行したほか，『近世編』『中古・中世編』の刊行準備を行い，当初予

定を上回ったと判断した。また計画した「通時コーパスシンポジウム2022」だけでなく，「現代語の意味の

変化に対する計算的・統計力学的アプローチ」プロジェクトとの共催でシンポジウムを開催し，異分野融
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合型の研究を実施した。他の項目でも「語誌ポータル」のアップデート，「異分野融合による総合書物学の

構築」と共同で構築した「延喜式祝詞」用単位データの公開・歴博本への画像リンクなど実施し，全体とし

て計画を大きく上回る研究成果を挙げることができた。 

 

 

２．共同利用・共同研究に関する計画 

自己点検評価 計画を大きく上回って実施している 

（１）共同利用・共同研究に関する計画 

1. 『日本語歴史コーパス』の「鎌倉時代編Ⅲ軍記」「明治・大正編 落語SP盤」（テキスト版），「明治・大

正編 新聞」を整備し，公開し，第三期に計画した『日本語歴史コーパス』の第一次整備を完了した。 

また，『日本語歴史コーパス』平安時代編の話者情報データを刷新して，物語全巻を通じての話者の同

定（例：源氏物語の話者追跡）を可能にした（中納言上で今後公開予定）。 

さらに，科研費（基盤(B)「訓点資料訓読文コーパスの構築と古代日本語史研究の革新」研究代表者：

高田智和）で構築された『西大寺本金光明最勝王経』巻一の短単位データを『日本語歴史コーパス』の

一部として公開した。 

2. 古辞書・言語地図・言語記事のデータベースを，昨年度全文データを作成・公開した『語彙研究文献語

別目録』と統合して「語誌情報ポータル」を更新した。【1（1）2の再掲】 

3. 第 4期以降の公開のため近世の随筆，紀行文のデータ整備を行った。また，今年度開始した関連科研費

（基盤(A) 「抄物コーパス」の構築とコーパスを応用した日本語史研究）研究代表者：青木博史）に協

力して抄物のコーパス化を推進した。 

4. 歴史的資料を対象とした形態素解析のための辞書（時代別UniDic）の既存の7種を更新，新たに３種追

加し，バージョンアップした「Web茶まめ」とともにインターネット上で無償にて公開した。 

5. 中学校・高等学校で利用可能なコーパス簡易検索ツール「ことねり」の更新版を開発し，見出し語を大

幅に拡大し（約7000語），分類語彙表を応用した意味による検索を可能にした。 

6. 関連科研費（挑戦的研究(開拓)「日本語コーパスに対する情報付与を核としたオープンサイエンス推進

環境の構築」研究代表者：高田智和）と共同で検索アプリケーション中納言に基づく「『日本語歴史コー

パス』の誤り修正プラットフォームを開発した。 

7. 『日本語歴史コーパス』を拡充しインターネット上で無償にて広く一般に公開した。2021年度の新規登

録ユーザー数は5429，検索件数は約45.6万件となり，多数の利用実績があった。 

8. 2021年度の『日本語歴史コーパス』を利用した研究の発表数が110件となり，このコーパスが日本語の

歴史研究分野において欠くことのできない研究基盤として機能していることが確認された。 

9. 関連科研費と共同で行った研究「『日本語歴史コーパス』の誤り修正プラットフォームの開発」で，情報

処理学会じんもんこん2021ベストポスター賞を受賞した。 

 

（２）共同利用・共同研究の実施体制等に関する計画 

1. 英国オックスフォード大学との連携協定のもとで共同研究を推進し，『オックスフォード・NINJAL上代

語コーパス』を更新し新しいウェブページを公開した。 
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合型の研究を実施した。他の項目でも「語誌ポータル」のアップデート，「異分野融合による総合書物学の

構築」と共同で構築した「延喜式祝詞」用単位データの公開・歴博本への画像リンクなど実施し，全体とし

て計画を大きく上回る研究成果を挙げることができた。 

 

 

２．共同利用・共同研究に関する計画 

自己点検評価 計画を大きく上回って実施している 

（１）共同利用・共同研究に関する計画 

1. 『日本語歴史コーパス』の「鎌倉時代編Ⅲ軍記」「明治・大正編 落語SP盤」（テキスト版），「明治・大

正編 新聞」を整備し，公開し，第三期に計画した『日本語歴史コーパス』の第一次整備を完了した。 

また，『日本語歴史コーパス』平安時代編の話者情報データを刷新して，物語全巻を通じての話者の同

定（例：源氏物語の話者追跡）を可能にした（中納言上で今後公開予定）。 

さらに，科研費（基盤(B)「訓点資料訓読文コーパスの構築と古代日本語史研究の革新」研究代表者：

高田智和）で構築された『西大寺本金光明最勝王経』巻一の短単位データを『日本語歴史コーパス』の

一部として公開した。 

2. 古辞書・言語地図・言語記事のデータベースを，昨年度全文データを作成・公開した『語彙研究文献語

別目録』と統合して「語誌情報ポータル」を更新した。【1（1）2の再掲】 

3. 第 4期以降の公開のため近世の随筆，紀行文のデータ整備を行った。また，今年度開始した関連科研費

（基盤(A) 「抄物コーパス」の構築とコーパスを応用した日本語史研究）研究代表者：青木博史）に協

力して抄物のコーパス化を推進した。 

4. 歴史的資料を対象とした形態素解析のための辞書（時代別UniDic）の既存の7種を更新，新たに３種追

加し，バージョンアップした「Web茶まめ」とともにインターネット上で無償にて公開した。 

5. 中学校・高等学校で利用可能なコーパス簡易検索ツール「ことねり」の更新版を開発し，見出し語を大

幅に拡大し（約7000語），分類語彙表を応用した意味による検索を可能にした。 

6. 関連科研費（挑戦的研究(開拓)「日本語コーパスに対する情報付与を核としたオープンサイエンス推進

環境の構築」研究代表者：高田智和）と共同で検索アプリケーション中納言に基づく「『日本語歴史コー

パス』の誤り修正プラットフォームを開発した。 

7. 『日本語歴史コーパス』を拡充しインターネット上で無償にて広く一般に公開した。2021年度の新規登

録ユーザー数は5429，検索件数は約45.6万件となり，多数の利用実績があった。 

8. 2021年度の『日本語歴史コーパス』を利用した研究の発表数が110件となり，このコーパスが日本語の

歴史研究分野において欠くことのできない研究基盤として機能していることが確認された。 

9. 関連科研費と共同で行った研究「『日本語歴史コーパス』の誤り修正プラットフォームの開発」で，情報

処理学会じんもんこん2021ベストポスター賞を受賞した。 

 

（２）共同利用・共同研究の実施体制等に関する計画 

1. 英国オックスフォード大学との連携協定のもとで共同研究を推進し，『オックスフォード・NINJAL上代

語コーパス』を更新し新しいウェブページを公開した。 
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５．グローバル化に関する計画 

・英国オックスフォード大学との連携協定のもとで共同研究を推進し，『オックスフォード・NINJAL上代語

コーパス』を更新し新しいウェブページを公開した。 

 

６．その他 

該当する活動なし。 

 

 

Ⅲ．項目ごとの状況 

１．研究に関する計画 

自己点検評価 計画を大きく上回って実施している 

（１）研究水準及び研究の成果等に関する計画 

1. プロジェクト研究成果を，書籍３件，論文・ブックチャプター等40件，発表・講演58件，コーパス・

データベース等21件，公開した。（原則としてプロジェクトに対する謝辞を含むものに限った） 

2. 古辞書データベース・言語地図データベース・言語記事データベースの整備を行ない，昨年度全文デー

タを作成した『語彙研究文献語別目録』と統合して「語誌情報ポータル」を更新した。 

3. プロジェクト全体の研究発表会として３月13日に「通時コーパス」シンポジウム2022を開催した（参

加登録221名）。 

また，「現代語の意味の変化に対する計算的・統計力学的アプローチ」プロジェクト（リーダー：持橋

大地）と共催で３月９日にシンポジウムを開催した（参加登録201名）。 

4. プロジェクト成果の研究論文集として『コーパスによる日本語史研究 近代編』（ひつじ書房）を刊行し

た。また，同『中古・中世編』『近世編』の刊行準備を行い出版の準備をほぼ完了した。 

5. 共同研究員の担当する大学・大学院の計 28 の授業で，同書籍を授業に利用した（教科書としての指定

１件，参考書としての指定27件）。 

 

（２）研究実施体制等に関する計画 

1. 『日本語歴史コーパス』を活用した研究を実施するために，国内外の研究者 80 人をプロジェクト共同

研究員として組織して研究活動を行った（国内76人，海外４人）。（資料1.4） 

2. 人間文化研究機構の広領域連携型基幹研究プロジェクト「異分野融合による総合書物学の構築」の中の

「表記情報と書誌形態情報を加えた日本語歴史コーパスの精緻化」の研究組織と連携して研究を実施

し，延喜式祝詞の長単位データを『日本語歴史コーパス』の一部として公開，歴博蔵土御門家本『延喜

式』画像リンクも追加した。（資料1.5） 

3. 共同研究員の担当する『日本語歴史コーパス』を用いた授業を，28大学，12大学院，計55の授業で実

施した。 

 

 

「計画を大きく上回って実施した」と自己評価した理由 

共同研究員全体で書籍3件，論文・ブックチャプター等40件と多数の研究成果発表があったほか，『コー

パスによる日本語史研究 近代編』を刊行したほか，『近世編』『中古・中世編』の刊行準備を行い，当初予

定を上回ったと判断した。また計画した「通時コーパスシンポジウム2022」だけでなく，「現代語の意味の

変化に対する計算的・統計力学的アプローチ」プロジェクトとの共催でシンポジウムを開催し，異分野融
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合型の研究を実施した。他の項目でも「語誌ポータル」のアップデート，「異分野融合による総合書物学の

構築」と共同で構築した「延喜式祝詞」用単位データの公開・歴博本への画像リンクなど実施し，全体とし

て計画を大きく上回る研究成果を挙げることができた。 

 

 

２．共同利用・共同研究に関する計画 

自己点検評価 計画を大きく上回って実施している 

（１）共同利用・共同研究に関する計画 

1. 『日本語歴史コーパス』の「鎌倉時代編Ⅲ軍記」「明治・大正編 落語SP盤」（テキスト版），「明治・大

正編 新聞」を整備し，公開し，第三期に計画した『日本語歴史コーパス』の第一次整備を完了した。 

また，『日本語歴史コーパス』平安時代編の話者情報データを刷新して，物語全巻を通じての話者の同

定（例：源氏物語の話者追跡）を可能にした（中納言上で今後公開予定）。 

さらに，科研費（基盤(B)「訓点資料訓読文コーパスの構築と古代日本語史研究の革新」研究代表者：

高田智和）で構築された『西大寺本金光明最勝王経』巻一の短単位データを『日本語歴史コーパス』の

一部として公開した。 

2. 古辞書・言語地図・言語記事のデータベースを，昨年度全文データを作成・公開した『語彙研究文献語

別目録』と統合して「語誌情報ポータル」を更新した。【1（1）2の再掲】 

3. 第 4期以降の公開のため近世の随筆，紀行文のデータ整備を行った。また，今年度開始した関連科研費

（基盤(A) 「抄物コーパス」の構築とコーパスを応用した日本語史研究）研究代表者：青木博史）に協

力して抄物のコーパス化を推進した。 

4. 歴史的資料を対象とした形態素解析のための辞書（時代別UniDic）の既存の7種を更新，新たに３種追

加し，バージョンアップした「Web茶まめ」とともにインターネット上で無償にて公開した。 

5. 中学校・高等学校で利用可能なコーパス簡易検索ツール「ことねり」の更新版を開発し，見出し語を大

幅に拡大し（約7000語），分類語彙表を応用した意味による検索を可能にした。 

6. 関連科研費（挑戦的研究(開拓)「日本語コーパスに対する情報付与を核としたオープンサイエンス推進

環境の構築」研究代表者：高田智和）と共同で検索アプリケーション中納言に基づく「『日本語歴史コー

パス』の誤り修正プラットフォームを開発した。 

7. 『日本語歴史コーパス』を拡充しインターネット上で無償にて広く一般に公開した。2021年度の新規登

録ユーザー数は5429，検索件数は約45.6万件となり，多数の利用実績があった。 

8. 2021年度の『日本語歴史コーパス』を利用した研究の発表数が110件となり，このコーパスが日本語の

歴史研究分野において欠くことのできない研究基盤として機能していることが確認された。 

9. 関連科研費と共同で行った研究「『日本語歴史コーパス』の誤り修正プラットフォームの開発」で，情報

処理学会じんもんこん2021ベストポスター賞を受賞した。 

 

（２）共同利用・共同研究の実施体制等に関する計画 

1. 英国オックスフォード大学との連携協定のもとで共同研究を推進し，『オックスフォード・NINJAL上代

語コーパス』を更新し新しいウェブページを公開した。 
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合型の研究を実施した。他の項目でも「語誌ポータル」のアップデート，「異分野融合による総合書物学の

構築」と共同で構築した「延喜式祝詞」用単位データの公開・歴博本への画像リンクなど実施し，全体とし

て計画を大きく上回る研究成果を挙げることができた。 

 

 

２．共同利用・共同研究に関する計画 

自己点検評価 計画を大きく上回って実施している 

（１）共同利用・共同研究に関する計画 

1. 『日本語歴史コーパス』の「鎌倉時代編Ⅲ軍記」「明治・大正編 落語SP盤」（テキスト版），「明治・大

正編 新聞」を整備し，公開し，第三期に計画した『日本語歴史コーパス』の第一次整備を完了した。 

また，『日本語歴史コーパス』平安時代編の話者情報データを刷新して，物語全巻を通じての話者の同

定（例：源氏物語の話者追跡）を可能にした（中納言上で今後公開予定）。 

さらに，科研費（基盤(B)「訓点資料訓読文コーパスの構築と古代日本語史研究の革新」研究代表者：

高田智和）で構築された『西大寺本金光明最勝王経』巻一の短単位データを『日本語歴史コーパス』の

一部として公開した。 

2. 古辞書・言語地図・言語記事のデータベースを，昨年度全文データを作成・公開した『語彙研究文献語

別目録』と統合して「語誌情報ポータル」を更新した。【1（1）2の再掲】 

3. 第 4期以降の公開のため近世の随筆，紀行文のデータ整備を行った。また，今年度開始した関連科研費

（基盤(A) 「抄物コーパス」の構築とコーパスを応用した日本語史研究）研究代表者：青木博史）に協

力して抄物のコーパス化を推進した。 

4. 歴史的資料を対象とした形態素解析のための辞書（時代別UniDic）の既存の7種を更新，新たに３種追

加し，バージョンアップした「Web茶まめ」とともにインターネット上で無償にて公開した。 

5. 中学校・高等学校で利用可能なコーパス簡易検索ツール「ことねり」の更新版を開発し，見出し語を大

幅に拡大し（約7000語），分類語彙表を応用した意味による検索を可能にした。 

6. 関連科研費（挑戦的研究(開拓)「日本語コーパスに対する情報付与を核としたオープンサイエンス推進

環境の構築」研究代表者：高田智和）と共同で検索アプリケーション中納言に基づく「『日本語歴史コー

パス』の誤り修正プラットフォームを開発した。 

7. 『日本語歴史コーパス』を拡充しインターネット上で無償にて広く一般に公開した。2021年度の新規登

録ユーザー数は5429，検索件数は約45.6万件となり，多数の利用実績があった。 

8. 2021年度の『日本語歴史コーパス』を利用した研究の発表数が110件となり，このコーパスが日本語の

歴史研究分野において欠くことのできない研究基盤として機能していることが確認された。 

9. 関連科研費と共同で行った研究「『日本語歴史コーパス』の誤り修正プラットフォームの開発」で，情報

処理学会じんもんこん2021ベストポスター賞を受賞した。 

 

（２）共同利用・共同研究の実施体制等に関する計画 

1. 英国オックスフォード大学との連携協定のもとで共同研究を推進し，『オックスフォード・NINJAL上代

語コーパス』を更新し新しいウェブページを公開した。 
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「計画を大きく上回って実施した」と自己評価した理由 

計画通り『日本語歴史コーパス』の「鎌倉時代編Ⅲ軍記」「明治・大正編 落語 SP 盤」（テキスト版），

「明治・大正編 新聞」を構築・公開した上で，関連科研費の成果として「平安時代編Ⅱ訓点資料（金光明

最勝王経）」を公開，新たに抄物のコーパス化に取り組むなど，成果を上げた。またこれまでの『日本語歴

史コーパス』の成果を反映して 10 種の古文用 UniDic を開発したほか，簡易なコーパス検索ツール「こと

ねり」（資料2.5）のバージョンアップを行った。また，関連科研費で構築したシステムを応用した『日本

語歴史コーパス』の誤り修正プラットフォームの開発を行い，この研究で情報処理学会じんもんこん2021

ベストポスター賞を受賞した。このように関連科研費との共同研究を推進することで，計画を大きく上回

る成果を挙げることができた。 

 

３．教育に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施している 

（１）大学院等への教育協力に関する計画 

1. 共同研究員の担当する『日本語歴史コーパス』を用いた授業を，28大学，12大学院，計55の授業で実

施した。【1（1）2の再掲】 

（２）人材育成に関する計画 

1.『日本語歴史コーパス』の構築のため，プロジェクト非常勤研究員を計７名雇用した（うち２名は年度途

中で退職，２名新規採用）。 

2. 台湾東呉大学の協力のもとオンラインでNINJALチュートリアルを実施した。 

3. 『日本語歴史コーパス』利用の講習会（チュートリアル）を３月22日に開催した（参加登録81名）。 

4. コロナ禍により関連する学会が全面的にオンライン開催となったため旅費等の支弁はなかったが参加

費の補助を行った。 

5. 若手研究者に対して国際学会応募について指導を行い，参加費の補助を行った（17th IGEL Conference

と DH2022の２件）。 

 

 

４．社会との連携及び社会貢献に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施している 

（１）産業界や地域社会との連携に関する計画 

1. 昨年度末に(株)小学館と結んだ連携協定に基づいて『日本国語大辞典』見出し語データの更新版を購入

し解析用辞書の見出し語整備を行った。(株)ネットアドバンス社との協力関係を第４期に向けて継続し

た。 

 

（２）研究成果の社会への普及に関する計画 

1. 『日本語歴史コーパス』を拡充しインターネット上で無償にて広く一般に公開した。2021年度の新規登

録ユーザー数は5429，検索件数は約45.6万件となり，多数の利用実績があった。【2（1）7の再掲】 

2. 歴史的資料を対象とした形態素解析のための辞書（時代別UniDic）の既存の７種を更新，新たに3種追

加し，バージョンアップした「Web 茶まめ」とともにインターネット上で無償にて公開した。【2（1）8

の再掲】 

3. 中学校・高等学校で利用可能なコーパス簡易検索ツール「ことねり」の更新版を開発し，見出し語を大

幅に拡大し（約7000語），分類語彙表を応用した意味による検索を可能にした。【2（1）9の再掲】 
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５．グローバル化に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施している 

（１）国際的協業に関する計画 

1. 英国オックスフォード大学との連携協定のもとで共同研究を推進し，『オックスフォード・NINJAL 上代

語コーパス』を更新し新しいウェブページを公開した。【2（1）の再掲】 

 

（２）国際的発信に関する計画 

1. 「通時コーパス」シンポジウムと『日本語歴史コーパス』「中納言」講習会の動画をオンライン上で公開

し，海外からも参加・閲覧を可能にした。 

2. 『日本語歴史コーパス』の新規公開データについて，英文Webページを作成し情報を発信した。 

 

 

６．その他 

該当する活動なし。 

 

 

 

令和３年度の評価 

《評価結果》 

計画を大きく上回って実施している 

令和３年度の「通時コーパスの構築と日本語史研究の新展開」の評価は，全体としてＳとした。こ

れは，「研究について」「共同利用・共同研究について」の自己評価がＳ，「教育について」「社会との

連携及び社会貢献について」「グローバル化について」の自己評価がＡであることを，各項目におい

て検証・確認し，かつ，全体を総合したことによる。特に，研究についての成果が，多彩にして相当

数あること，『日本語歴史コーパス』（以下，CHJと表記することがある）の整備・拡充と運営が円滑

かつ充実して行われていることは，種々の制約のなかで蓄えていた力を，一気に解き放した感がある。

また，他方，CHJが広く活用されているということは，それだけ有用であると認識されているという

ことの証左であり，それは，絶え間なく継続されている，CHJの整備・拡充によって，もたらされて

いるということであると考えられる。 

 

《評価項目》 

１．研究について 

プロジェクト研究成果，書籍３件，論文・ブックチャプター等40件，発表・講演58件，コーパス・

データベース等 21 件等の公開，古辞書データベース・言語地図データベース・言語記事データベー

スの整備と，『語彙研究文献語別目録』との統合による「語誌情報ポータル」の更新，通時コーパス」

シンポジウム 2022 の開催（参加登録 221 名），「現代語の意味の変化に対する計算的・統計力学的ア

プローチ」プロジェクトとの共催によるシンポジウム開催（参加登録201名），『コーパスによる日本

語史研究 近代編』（ひつじ書房）の刊行，ならびに，同『中古・中世編』『近世編』の刊行準備，『コー

パスで学ぶ日本語学 日本語の歴史』朝倉書店，を活用した授業の共同研究員らの所属大学における

実施 28 件，いずれをとってみても，極めて充実したものであって，計画を大きく上回って実施した

との自己評価は，妥当と考えられる。 
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５．グローバル化に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施している 

（１）国際的協業に関する計画 

1. 英国オックスフォード大学との連携協定のもとで共同研究を推進し，『オックスフォード・NINJAL 上代

語コーパス』を更新し新しいウェブページを公開した。【2（1）の再掲】 

 

（２）国際的発信に関する計画 

1. 「通時コーパス」シンポジウムと『日本語歴史コーパス』「中納言」講習会の動画をオンライン上で公開

し，海外からも参加・閲覧を可能にした。 

2. 『日本語歴史コーパス』の新規公開データについて，英文Webページを作成し情報を発信した。 

 

 

６．その他 

該当する活動なし。 

 

 

 

令和３年度の評価 

《評価結果》 

計画を大きく上回って実施している 

令和３年度の「通時コーパスの構築と日本語史研究の新展開」の評価は，全体としてＳとした。こ

れは，「研究について」「共同利用・共同研究について」の自己評価がＳ，「教育について」「社会との

連携及び社会貢献について」「グローバル化について」の自己評価がＡであることを，各項目におい

て検証・確認し，かつ，全体を総合したことによる。特に，研究についての成果が，多彩にして相当

数あること，『日本語歴史コーパス』（以下，CHJと表記することがある）の整備・拡充と運営が円滑

かつ充実して行われていることは，種々の制約のなかで蓄えていた力を，一気に解き放した感がある。

また，他方，CHJが広く活用されているということは，それだけ有用であると認識されているという

ことの証左であり，それは，絶え間なく継続されている，CHJの整備・拡充によって，もたらされて

いるということであると考えられる。 

 

《評価項目》 

１．研究について 

プロジェクト研究成果，書籍３件，論文・ブックチャプター等40件，発表・講演58件，コーパス・

データベース等 21 件等の公開，古辞書データベース・言語地図データベース・言語記事データベー

スの整備と，『語彙研究文献語別目録』との統合による「語誌情報ポータル」の更新，通時コーパス」

シンポジウム 2022 の開催（参加登録 221 名），「現代語の意味の変化に対する計算的・統計力学的ア

プローチ」プロジェクトとの共催によるシンポジウム開催（参加登録201名），『コーパスによる日本

語史研究 近代編』（ひつじ書房）の刊行，ならびに，同『中古・中世編』『近世編』の刊行準備，『コー

パスで学ぶ日本語学 日本語の歴史』朝倉書店，を活用した授業の共同研究員らの所属大学における

実施 28 件，いずれをとってみても，極めて充実したものであって，計画を大きく上回って実施した

との自己評価は，妥当と考えられる。 
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「計画を大きく上回って実施した」と自己評価した理由 

計画通り『日本語歴史コーパス』の「鎌倉時代編Ⅲ軍記」「明治・大正編 落語 SP 盤」（テキスト版），

「明治・大正編 新聞」を構築・公開した上で，関連科研費の成果として「平安時代編Ⅱ訓点資料（金光明

最勝王経）」を公開，新たに抄物のコーパス化に取り組むなど，成果を上げた。またこれまでの『日本語歴

史コーパス』の成果を反映して 10 種の古文用 UniDic を開発したほか，簡易なコーパス検索ツール「こと

ねり」（資料2.5）のバージョンアップを行った。また，関連科研費で構築したシステムを応用した『日本

語歴史コーパス』の誤り修正プラットフォームの開発を行い，この研究で情報処理学会じんもんこん2021

ベストポスター賞を受賞した。このように関連科研費との共同研究を推進することで，計画を大きく上回

る成果を挙げることができた。 

 

３．教育に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施している 

（１）大学院等への教育協力に関する計画 

1. 共同研究員の担当する『日本語歴史コーパス』を用いた授業を，28大学，12大学院，計55の授業で実

施した。【1（1）2の再掲】 

（２）人材育成に関する計画 

1.『日本語歴史コーパス』の構築のため，プロジェクト非常勤研究員を計７名雇用した（うち２名は年度途

中で退職，２名新規採用）。 

2. 台湾東呉大学の協力のもとオンラインでNINJALチュートリアルを実施した。 

3. 『日本語歴史コーパス』利用の講習会（チュートリアル）を３月22日に開催した（参加登録81名）。 

4. コロナ禍により関連する学会が全面的にオンライン開催となったため旅費等の支弁はなかったが参加

費の補助を行った。 

5. 若手研究者に対して国際学会応募について指導を行い，参加費の補助を行った（17th IGEL Conference

と DH2022の２件）。 

 

 

４．社会との連携及び社会貢献に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施している 

（１）産業界や地域社会との連携に関する計画 

1. 昨年度末に(株)小学館と結んだ連携協定に基づいて『日本国語大辞典』見出し語データの更新版を購入

し解析用辞書の見出し語整備を行った。(株)ネットアドバンス社との協力関係を第４期に向けて継続し

た。 

 

（２）研究成果の社会への普及に関する計画 

1. 『日本語歴史コーパス』を拡充しインターネット上で無償にて広く一般に公開した。2021年度の新規登

録ユーザー数は5429，検索件数は約45.6万件となり，多数の利用実績があった。【2（1）7の再掲】 

2. 歴史的資料を対象とした形態素解析のための辞書（時代別UniDic）の既存の７種を更新，新たに3種追

加し，バージョンアップした「Web 茶まめ」とともにインターネット上で無償にて公開した。【2（1）8

の再掲】 

3. 中学校・高等学校で利用可能なコーパス簡易検索ツール「ことねり」の更新版を開発し，見出し語を大

幅に拡大し（約7000語），分類語彙表を応用した意味による検索を可能にした。【2（1）9の再掲】 
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５．グローバル化に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施している 

（１）国際的協業に関する計画 

1. 英国オックスフォード大学との連携協定のもとで共同研究を推進し，『オックスフォード・NINJAL 上代

語コーパス』を更新し新しいウェブページを公開した。【2（1）の再掲】 

 

（２）国際的発信に関する計画 

1. 「通時コーパス」シンポジウムと『日本語歴史コーパス』「中納言」講習会の動画をオンライン上で公開

し，海外からも参加・閲覧を可能にした。 

2. 『日本語歴史コーパス』の新規公開データについて，英文Webページを作成し情報を発信した。 

 

 

６．その他 

該当する活動なし。 

 

 

 

令和３年度の評価 

《評価結果》 

計画を大きく上回って実施している 

令和３年度の「通時コーパスの構築と日本語史研究の新展開」の評価は，全体としてＳとした。こ

れは，「研究について」「共同利用・共同研究について」の自己評価がＳ，「教育について」「社会との

連携及び社会貢献について」「グローバル化について」の自己評価がＡであることを，各項目におい

て検証・確認し，かつ，全体を総合したことによる。特に，研究についての成果が，多彩にして相当

数あること，『日本語歴史コーパス』（以下，CHJと表記することがある）の整備・拡充と運営が円滑

かつ充実して行われていることは，種々の制約のなかで蓄えていた力を，一気に解き放した感がある。

また，他方，CHJが広く活用されているということは，それだけ有用であると認識されているという

ことの証左であり，それは，絶え間なく継続されている，CHJの整備・拡充によって，もたらされて

いるということであると考えられる。 

 

《評価項目》 

１．研究について 

プロジェクト研究成果，書籍３件，論文・ブックチャプター等40件，発表・講演58件，コーパス・

データベース等 21 件等の公開，古辞書データベース・言語地図データベース・言語記事データベー

スの整備と，『語彙研究文献語別目録』との統合による「語誌情報ポータル」の更新，通時コーパス」

シンポジウム 2022 の開催（参加登録 221 名），「現代語の意味の変化に対する計算的・統計力学的ア

プローチ」プロジェクトとの共催によるシンポジウム開催（参加登録201名），『コーパスによる日本

語史研究 近代編』（ひつじ書房）の刊行，ならびに，同『中古・中世編』『近世編』の刊行準備，『コー

パスで学ぶ日本語学 日本語の歴史』朝倉書店，を活用した授業の共同研究員らの所属大学における

実施 28 件，いずれをとってみても，極めて充実したものであって，計画を大きく上回って実施した

との自己評価は，妥当と考えられる。 
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また，上記の研究実施体制についても，目標値ならびに想定値を大きく上回っていることが，確認

できた。 

今回特に目を惹いたものとして，『語彙研究文献語別目録』との統合による「語誌情報ポータル」

の更新が挙げられ，コーパスからの統計情報，古辞書，言語地図，言語記事（言葉について書かれた

新聞・雑誌の記事），研究文献の書誌情報等が，統合されたものとなっていて，今後が大いに期待で

きる。インターフェイスが親しみやすいところも，今後，一般の活用が期待できる点として挙げられ

る。欲を言うと，現時点で，何語がカバーできているのかの数値などがインターフェイス画面に示さ

れていると，見るほうにも目安となり，開発するほうでも目標設定時の指標となるのではないか。 

 

２．共同利用・共同研究について 

『日本語歴史コーパス』の「鎌倉時代編Ⅲ軍記」「明治・大正編 落語 SP 盤」（テキスト版），「明

治・大正編 新聞」の整備・公開によって，第三期計画CHJの第一次整備を完了したしたことは，共

同利用・共同研究の態勢確立という点から重要事であった。さらに，CHJ平安時代編の話者情報デー

タを刷新して，物語全巻を通じての話者の同定を可能にしたことなど，肌理の細かい，共同利用に向

けての整備と言える。さらに，『西大寺本金光明最勝王経』巻一の短単位データを CHJ の一部として

公開したこと，各種データ整備ならびに新データの開拓，時代別UniDicおよび「Web茶まめ」の更新

と公開，コーパス簡易検索ツール「ことねり」の更新等の整備も，共同利用・共同研究の拡充にとっ

て重要なメンテナンスと言える。また，報処理学会じんもんこん 2021 ベストポスター賞を受賞した

「『日本語歴史コーパス』の誤り修正プラットフォームの開発」も，既存のものの精度をさらに高め

る試みであって，共同利用・共同研究への責任感が伝わってくる。さらに，コーパス簡易検索ツール

「ことねり」の更新版を開発し，見出し語を大幅に拡大し，分類語彙表を応用した意味による検索を

可能にしたことも，教育現場などにおける，共同利用の利便を推し進めたものである。総じて，CHJ

の，令和３年度における新規登録ユーザー数5429，検索件数約45.6万件，研究発表数110件は，堂々

たるものと言える。 

また，実施体制の面からも，オックスフォード大学との提携協定も，有効に機能していると言える。 

以上を要するに，共同利用・共同研究は，多大なる実を挙げ，計画を大きく上回ったという自己評

価を追認できるものとなっている。 

 

３．教育について 

大学院等への教育協力として，共同研究員の担当する CHJ を用いた授業を，28 大学，12 大学院，

計55の授業で実施したこと，人材育成として，CHJの構築のため，プロジェクト非常勤研究員を計7

名雇用したこと，台湾東呉大学の協力のもとオンラインで NINJAL チュートリアルを実施したこと，

『日本語歴史コーパス』利用の講習会（チュートリアル）を開催し，参加登録 81 を見たこと，若手

研究者に対して国際学会応募について指導を行い，参加費の補助を行った等は，CHJによる通時コー

パスの構築と日本語史研究への教育分野への応用として高く評価できる。いまだ，コロナ禍が，完全

なる終熄を見ていない状況で，対面授業が主流となってきたとはいえ，いまだ種々制約がある。その

なかで，よく健闘していると言えよう。 

 

４．社会との連携及び社会貢献について 

(株)小学館と結んだ連携協定に基づいて『日本国語大辞典』見出し語データの更新版を購入し解析

用辞書の見出し語整備を行い，また，(株)ネットアドバンス社との協力関係をさらに継続したことは，

研究共同体内にとどまるだけでない，社会との連携として意義深いことであり，研究成果の社会への
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貢献という点からは，CHJを拡充し，インターネット上で無償一般公開していること，UniDicならび

に「Web茶まめ」を，同じく無償でWeb公開していること，中学校・高等学校で利用可能なコーパス

簡易検索ツール「ことねり」の更新版を，「分類語彙表」と関連付けて，意味・概念の方向からも検

索できるようにしたことは，ある種のバーチャル・シソーラスを，教育現場のみならず，社会一般に

向けて発信していると解しうることであって，社会人再教育などの局面においても活用可能であって，

有用かつ意義深い貢献として，評価できる。 

 

５．グローバル化について 

国際的協業の面では，英国オックスフォード大学との連携協定のもとで共同研究を推進し，『オッ

クスフォード・NINJAL上代語コーパス』を更新し新しいWebページを公開したこと，国際的発信に関

する計画では，「通時コーパス」シンポジウムと『日本語歴史コーパス』「中納言」講習会の動画をオ

ンライン上で公開し，海外からも参加・閲覧を可能にした点，ならびに，『日本語歴史コーパス』の

新規公開データについて，英文Webページを作成し情報を発信した点は，世界的なコロナ禍によって，

対面による人的交流が大幅に制約されるなか，Webページやオンラインシステムを駆使して，国際的

な協業・発信のつながりを確保したことは，よく健闘していると言うべきであると思われる（なお，

ここに記してよいか分からないが，「Webページ」と「ウェプページ」という表記が混在している。特

に意図がないのであれば，統一してはどうか）。 

 

６．その他特記事項 

特になし。  
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大規模日常会話コーパスに基づく話し言葉の多角的研究 

プロジェクトリーダー：小磯 花絵 

 

Ⅰ．プロジェクトの概要 

１．目的及び特色 

 

２．年次計画（ロードマップ） 

本プロジェクトの目的は，均衡性を考慮した大規模な日本語日常会話コーパスを構築し，それに基づく

分析を通して，日常会話を含む話し言葉の特性を，レジスター･相互行為･経年変化の観点から多角的に解

明することである。そのために，（１）多様な日常場面の会話200時間を収めた大規模コーパスの構築を目

指す会話コーパス構築班，及び，構築したコーパスを用いて，（２）語彙・文法・音声などに着目してレジ

スター的多様性を研究するレジスター班，（３）会話相互行為の中で文法が果たす役割や構造を研究する相

互行為班，（４）語彙・文法・音声などに着目して話し言葉の経年変化を研究する経年変化班の４つの班を

組織して研究を進める。 

会話コーパス構築班では，日常の会話行動に関する調査に基づき，自宅・職場・店舗・屋外での家族・友

人・同僚・店員との会話など，多様な日常場面での会話を網羅するようコーパスを設計するものであり，世

界的に見ても新しい試みである。また，従来の多くの会話コーパスのように収録のために人を集めて会話

してもらうのではなく，生活の中で生じる会話を会話者自身に収録してもらうことにより，日常の会話を

自然な形で記録する点にも特色がある。会話の音声・映像を収録し，文字化した上で，形態論情報や統語情

報，談話情報などのアノテーションを施し，一般に公開する。これにより，話し言葉に関する高度なコーパ

スベースの研究基盤の確立を目指す。こうしたコーパスは，話し言葉や会話行動に関する基礎研究だけで

なく，日本語教育や辞書編纂，音声情報処理，ロボット工学などの応用研究にも資するものである。また，

後世の人々が21世紀初頭の日本人の生活や文化を知るための貴重な記録となる。 

コーパスに基づく話し言葉研究では，現代の日常会話に加え，講演などの独話，発話を前提に書き言葉で

記されたシナリオ，発話を前提としない小説などの会話文，1950 年代以降の話し言葉など，多様なデータ

を対象に，高度な統計的分析や緻密な微視的分析を通して，話し言葉の語彙・文法・音声・相互行為上の特

性や仕組み，その経年変化の実態を，実証的に解明する。こうした研究を支えるものとして，昔の話し言葉

データやBCCWJの小説などの会話文，国会会議録などを対象にデータを整備し一般に公開する。 

このように本プロジェクトでは，日常会話を含む様々なコーパスやデータベースを整備・構築し一般に

公開することによって，話し言葉コーパスの共同利用・共同研究の基盤強化をはかる。 

 

●全体計画・研究組織 

本プロジェクトの実施にあたって図に示す４つの班を組織して研究を推進する。 

【コーパス構築班】 

多様な場面の日常会話を収めた『日本語日常会話コーパス』を構築し，次の通り公開する。 

平成30年度：50時間の会話の映像・音声・転記・短単位データをモニター公開（令和２,３年度も継続

して公開） 

令和３年度：200時間分の会話の映像・音声・転記・短単位データに加え，コアデータ20時間には人手

で各種アノテーション（長単位・文節・発話単位・係り受け・対話行為など）を付与して本公開 

【３つの研究班】 
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各班の研究に必要となるコーパス・デー

タベース・アノテーションを随時整備し，

各班のテーマの研究を推進する。 

構築したコーパス・データベースについ

ては以下の通り公開する。 

平成28年度：『名大会話コーパス』中納言

版・ひまわり版を一般公開（レジスター

班） 

平成29年度：『国会会議録』ひまわり版を

一般公開（経年変化班） 

平成30年度：『現日研・職場談話コーパ

ス』中納言版を一般公開 

平成30年度：『昭和話し言葉コーパス』独話をモニター公開（経年変化班） 

令和元年度： BCCWJ中納言版 会話文発話者情報の拡張（レジスター班） 

令和２年度：『昭和話し言葉コーパス』を本公開（経年変化班） 

各班の研究成果をとりまとめて論文集を編纂し，令和３年度末までに１冊以上刊行する。 

 

● 年次計画 

H28年度 会話コーパス整備 

 

その他のデータ整備 

 

 

 

研究 

成果発表 

若手育成 

成果物公開 

会話収録・データ整備の開始 

アノテーション仕様策定・自動付与システム整備 

[昭和話し言葉コーパス] 転記テキスト作成開始 

[国会会議録検索システム] 構築・公開 

[BCCWJ発話者情報] アノテーション仕様策定・付与開始 

[名大会話コーパス] 形態論情報付与 

班ごとに研究会合を持ち研究を始動 

シンポジウム１回，班合同研究発表会１回開催 

コーパス利用講習会２回開催 

『名大会話コーパス』一般公開（形態論情報付きテキスト検索版） 

H29年度 会話コーパス整備 

 

 

その他のデータ整備 

 

研究 

成果発表 

若手育成 

会話収録・データ整備の継続 

コアデータ・アノテーション人手修正開始 

プロジェクト内部のデータ公開 

[昭和話し言葉コーパス] 転記テキスト作成継続 

[BCCWJ発話者情報] アノテーション継続 

既存データを中心とする予備研究を推進 

シンポジウム１回，班合同公開研究発表会１回開催 

コーパス講習会２回開催 

H30年度 会話コーパス整備 

 

その他のデータ整備 

 

研究 

会話収録・データ整備の継続 

コアデータ・アノテーション人手修正継続 

[昭和話し言葉コーパス] アノテーション開始，モニター公開準備 

[BCCWJ発話者情報] 検索システム整備開始 

既存データにプロジェクト整備データを加えて研究を展開 
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大規模日常会話コーパスに基づく話し言葉の多角的研究 

プロジェクトリーダー：小磯 花絵 

 

Ⅰ．プロジェクトの概要 

１．目的及び特色 

 

２．年次計画（ロードマップ） 

本プロジェクトの目的は，均衡性を考慮した大規模な日本語日常会話コーパスを構築し，それに基づく

分析を通して，日常会話を含む話し言葉の特性を，レジスター･相互行為･経年変化の観点から多角的に解

明することである。そのために，（１）多様な日常場面の会話200時間を収めた大規模コーパスの構築を目

指す会話コーパス構築班，及び，構築したコーパスを用いて，（２）語彙・文法・音声などに着目してレジ

スター的多様性を研究するレジスター班，（３）会話相互行為の中で文法が果たす役割や構造を研究する相

互行為班，（４）語彙・文法・音声などに着目して話し言葉の経年変化を研究する経年変化班の４つの班を

組織して研究を進める。 

会話コーパス構築班では，日常の会話行動に関する調査に基づき，自宅・職場・店舗・屋外での家族・友

人・同僚・店員との会話など，多様な日常場面での会話を網羅するようコーパスを設計するものであり，世

界的に見ても新しい試みである。また，従来の多くの会話コーパスのように収録のために人を集めて会話

してもらうのではなく，生活の中で生じる会話を会話者自身に収録してもらうことにより，日常の会話を

自然な形で記録する点にも特色がある。会話の音声・映像を収録し，文字化した上で，形態論情報や統語情

報，談話情報などのアノテーションを施し，一般に公開する。これにより，話し言葉に関する高度なコーパ

スベースの研究基盤の確立を目指す。こうしたコーパスは，話し言葉や会話行動に関する基礎研究だけで

なく，日本語教育や辞書編纂，音声情報処理，ロボット工学などの応用研究にも資するものである。また，
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コーパスに基づく話し言葉研究では，現代の日常会話に加え，講演などの独話，発話を前提に書き言葉で

記されたシナリオ，発話を前提としない小説などの会話文，1950 年代以降の話し言葉など，多様なデータ

を対象に，高度な統計的分析や緻密な微視的分析を通して，話し言葉の語彙・文法・音声・相互行為上の特

性や仕組み，その経年変化の実態を，実証的に解明する。こうした研究を支えるものとして，昔の話し言葉

データやBCCWJの小説などの会話文，国会会議録などを対象にデータを整備し一般に公開する。 

このように本プロジェクトでは，日常会話を含む様々なコーパスやデータベースを整備・構築し一般に

公開することによって，話し言葉コーパスの共同利用・共同研究の基盤強化をはかる。 

 

●全体計画・研究組織 

本プロジェクトの実施にあたって図に示す４つの班を組織して研究を推進する。 

【コーパス構築班】 

多様な場面の日常会話を収めた『日本語日常会話コーパス』を構築し，次の通り公開する。 

平成30年度：50時間の会話の映像・音声・転記・短単位データをモニター公開（令和２,３年度も継続

して公開） 

令和３年度：200時間分の会話の映像・音声・転記・短単位データに加え，コアデータ20時間には人手

で各種アノテーション（長単位・文節・発話単位・係り受け・対話行為など）を付与して本公開 

【３つの研究班】 
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各班の研究に必要となるコーパス・デー

タベース・アノテーションを随時整備し，

各班のテーマの研究を推進する。 

構築したコーパス・データベースについ

ては以下の通り公開する。 

平成28年度：『名大会話コーパス』中納言

版・ひまわり版を一般公開（レジスター

班） 

平成29年度：『国会会議録』ひまわり版を

一般公開（経年変化班） 

平成30年度：『現日研・職場談話コーパ

ス』中納言版を一般公開 

平成30年度：『昭和話し言葉コーパス』独話をモニター公開（経年変化班） 

令和元年度： BCCWJ中納言版 会話文発話者情報の拡張（レジスター班） 

令和２年度：『昭和話し言葉コーパス』を本公開（経年変化班） 

各班の研究成果をとりまとめて論文集を編纂し，令和３年度末までに１冊以上刊行する。 

 

● 年次計画 

H28年度 会話コーパス整備 

 

その他のデータ整備 

 

 

 

研究 

成果発表 

若手育成 

成果物公開 

会話収録・データ整備の開始 

アノテーション仕様策定・自動付与システム整備 

[昭和話し言葉コーパス] 転記テキスト作成開始 

[国会会議録検索システム] 構築・公開 

[BCCWJ発話者情報] アノテーション仕様策定・付与開始 

[名大会話コーパス] 形態論情報付与 

班ごとに研究会合を持ち研究を始動 

シンポジウム１回，班合同研究発表会１回開催 

コーパス利用講習会２回開催 

『名大会話コーパス』一般公開（形態論情報付きテキスト検索版） 
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その他のデータ整備 
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成果発表 

若手育成 

会話収録・データ整備の継続 

コアデータ・アノテーション人手修正開始 

プロジェクト内部のデータ公開 

[昭和話し言葉コーパス] 転記テキスト作成継続 

[BCCWJ発話者情報] アノテーション継続 

既存データを中心とする予備研究を推進 

シンポジウム１回，班合同公開研究発表会１回開催 

コーパス講習会２回開催 

H30年度 会話コーパス整備 

 

その他のデータ整備 

 

研究 

会話収録・データ整備の継続 

コアデータ・アノテーション人手修正継続 

[昭和話し言葉コーパス] アノテーション開始，モニター公開準備 

[BCCWJ発話者情報] 検索システム整備開始 

既存データにプロジェクト整備データを加えて研究を展開 
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Ⅱ．令和３年度活動概要 

令和３年度予算総額   26,340千円 

令和３年度 成果の概要 

１．研究に関する計画 

・プロジェクト全体の研究成果を発信するために，各班合同のシンポジウム「日常会話コーパスVII」を令

和４年３月７日に オンラインで開催した。口頭発表４件，ポスター発表34件，参加者は308名。 

・会話コミュニケーションについての議論を深めるため，シンポジウム「ことば・認知・インタラクション 

10」をオンラインで令和４年３月10日に開催した。口頭発表４件，パネル１件，参加者は263名。 

・『日本語日常会話コーパス』本公開版の設計・構築・特徴をまとめた報告書，及び『現代日本語書き言葉

均衡コーパス』話者情報の設計をまとめた報告書をとりまとめてプロジェクトのHPで公開した。 

成果発表 

 

若手育成 

成果物公開 

シンポジウム・ワークショップ3回開催 

フォーラム（日本語の変化を探る）1回開催 

コーパス講習会２回開催 

『日本語日常会話コーパス』50時間モニター公開 

『昭和話し言葉コーパス』25時間モニター公開（うち許諾が取れたも

の） 

『現日研・職場談話コーパス』一般公開 

R元年度 会話コーパス整備 

 

その他のデータ整備 

研究 

成果発表 

若手育成 

成果物公開 

会話収録・データ整備の継続 

コアデータ・アノテーション人手修正継続 

[昭和話し言葉コーパス] アノテーション継続 

既存データにモニター公開データを加えて研究を開始・コーパス評価 

シンポジウム３回開催 

コーパス講習会２回開催 

『BCCWJ発話者情報』一般公開（中納言版） 

『日本語日常会話コーパス』50時間モニター公開（継続） 

『昭和話し言葉コーパス』モニター公開（継続） 

R2年度 会話コーパス整備 

 

研究 

成果発表 

若手育成 

成果物公開 

会話収録・データ整備の継続 

コアデータ・アノテーション人手修正継続 

既存データにモニター公開データを加えて研究を推進・コーパス評価 

シンポジウム２回開催 
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『日本語日常会話コーパス』50時間モニター公開（継続） 

R3年度 会話コーパス整備 

研究 

成果発表 

成果物公開 

公開準備（データ統合・検証，個人情報処理など） 

研究成果のとりまとめ 
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コーパス講習会１回開催 

『日本語日常会話コーパス』本公開 
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・『日本語日常会話コーパス』参加者を対象とする自閉症スペクトラム傾向指数調査を活用した研究を国立

障害者リハビリテーションセンター研究所・幕内研究グループと連携して進め，AQ指数と言語(終助詞)

使用の関係についての成果を得た。 

・以上の研究成果は，プロジェクト共同研究員の研究成果も含めて，報告書２冊，論文・ブックチャプター

10件，発表・講演69件，一般向けの講演・セミナー等3件，データベース等７件として公開した。 

 

２．共同利用・共同研究に関する計画 

・『日本語日常会話コーパス』を本公開した。形態論情報は，オンライン検索システム「中納言」にて音声

配信機能を付けて令和４年３月 30 日に公開した。また 20 時間をコアと定め，係り受け情報，談話行為

情報，韻律情報を付与し，200時間の映像・音声データ，転記テキスト，各種アノテーション，会話・話

者等に関するメタ情報，オフライン全文検索システム「ひまわり」と合わせて令和４年３月31日に公開

した。本コーパスの設計・特徴に関する言語処理学会第28回年次大会における発表に対して「言語資源

賞」（言語資源協会・言語処理学会）を受賞した。 

・1950〜1970 年代の音声資料を対象とする『昭和話し言葉コーパス』（独話 17 時間・会話 27 時間）の音

声・転記・メタ情報・オフライン全文検索システム「ひまわり」を令和４年３月31日に公開した。 

・『現代日本語書き言葉均衡コーパス』図書館サブコーパスの文学・小説に含まれる会話文に対する話者情

報（話者名・性別・年齢層）について，中納言への搭載を令和３年５月６日に，話者情報に会話場面の情

報を加えた文脈付き生データ等の最新版を令和３年12月 16日に契約者専用サイトから公開した。 

 

３．教育に関する計画 

・コーパス言語学分野の人材を育成するために，コーパスの利用・構築のための講習会３コースを，令和

３年８月 26 日，８月 27 日，令和４年３月１日に開催し，合計 121 名が参加した。昨昨年度の講習会の

受講生を継続的に支援し，新たにコーパス『上方話し言葉コーパス』を構築・公開するなど，講習会が成

果として結び付いた。 

・大学院生など若手研究者を主対象とするNINJALチュートリアル「コーパスを活用した日常会話の研究」

を令和４年２月25日にオンラインで開催し，148名が参加した。 

・共同研究員が指導する大学生・大学院生に『日本語日常会話コーパス』を優先的に提供してコーパス活

用の研究支援を実施することで，卒業論文11本（千葉大・東京女子大・宇都宮大），修士論文３本（一橋

大学），博士論文１本（一橋大学）の成果に結びついた。 

 

４．社会との連携及び社会貢献に関する計画 

・『三省堂国語辞典 第八版』（三省堂）の改訂に際し，語釈の記述や見出し語の選定に『日本語日常会話コー

パス』が活用された。 

・コーパス開発センターとの連携研究として，日常会話の音声認識等の技術開発に関するレトリバ社との

共同研究を継続するとともに，新たにホンダ・リサーチ・インスティチュート・ジャパンとの共同研究を

開始した。 

・プロジェクトで構築した『日本語日常会話コーパス』『昭和話しことばコーパス』『名大会話コーパス』

『現日研究・職場談話コーパス』『国会会議録』について，インターネットを通して一般に発信した。今

年度は合計23,552件（昨年度比133%）の新規利用申請があり，研究教育に広く活用された。 
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Ⅱ．令和３年度活動概要 

令和３年度予算総額   26,340千円 

令和３年度 成果の概要 

１．研究に関する計画 

・プロジェクト全体の研究成果を発信するために，各班合同のシンポジウム「日常会話コーパスVII」を令

和４年３月７日に オンラインで開催した。口頭発表４件，ポスター発表34件，参加者は308名。 

・会話コミュニケーションについての議論を深めるため，シンポジウム「ことば・認知・インタラクション 

10」をオンラインで令和４年３月10日に開催した。口頭発表４件，パネル１件，参加者は263名。 

・『日本語日常会話コーパス』本公開版の設計・構築・特徴をまとめた報告書，及び『現代日本語書き言葉

均衡コーパス』話者情報の設計をまとめた報告書をとりまとめてプロジェクトのHPで公開した。 

成果発表 

 

若手育成 

成果物公開 

シンポジウム・ワークショップ3回開催 

フォーラム（日本語の変化を探る）1回開催 

コーパス講習会２回開催 

『日本語日常会話コーパス』50時間モニター公開 

『昭和話し言葉コーパス』25時間モニター公開（うち許諾が取れたも

の） 

『現日研・職場談話コーパス』一般公開 

R元年度 会話コーパス整備 

 

その他のデータ整備 

研究 

成果発表 

若手育成 

成果物公開 

会話収録・データ整備の継続 

コアデータ・アノテーション人手修正継続 

[昭和話し言葉コーパス] アノテーション継続 

既存データにモニター公開データを加えて研究を開始・コーパス評価 

シンポジウム３回開催 

コーパス講習会２回開催 

『BCCWJ発話者情報』一般公開（中納言版） 

『日本語日常会話コーパス』50時間モニター公開（継続） 

『昭和話し言葉コーパス』モニター公開（継続） 

R2年度 会話コーパス整備 
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成果発表 
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R3年度 会話コーパス整備 
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成果発表 
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公開準備（データ統合・検証，個人情報処理など） 

研究成果のとりまとめ 

シンポジウム１回開催 

コーパス講習会１回開催 

『日本語日常会話コーパス』本公開 

論文集の刊行１冊 
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・『日本語日常会話コーパス』参加者を対象とする自閉症スペクトラム傾向指数調査を活用した研究を国立

障害者リハビリテーションセンター研究所・幕内研究グループと連携して進め，AQ指数と言語(終助詞)

使用の関係についての成果を得た。 

・以上の研究成果は，プロジェクト共同研究員の研究成果も含めて，報告書２冊，論文・ブックチャプター

10件，発表・講演69件，一般向けの講演・セミナー等3件，データベース等７件として公開した。 
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配信機能を付けて令和４年３月 30 日に公開した。また 20 時間をコアと定め，係り受け情報，談話行為

情報，韻律情報を付与し，200時間の映像・音声データ，転記テキスト，各種アノテーション，会話・話

者等に関するメタ情報，オフライン全文検索システム「ひまわり」と合わせて令和４年３月31日に公開

した。本コーパスの設計・特徴に関する言語処理学会第28回年次大会における発表に対して「言語資源

賞」（言語資源協会・言語処理学会）を受賞した。 

・1950〜1970 年代の音声資料を対象とする『昭和話し言葉コーパス』（独話 17 時間・会話 27 時間）の音
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・コーパス言語学分野の人材を育成するために，コーパスの利用・構築のための講習会３コースを，令和
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年度は合計23,552件（昨年度比133%）の新規利用申請があり，研究教育に広く活用された。 
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５．グローバル化に関する計画 

・『日本語日常会話コーパス』などの日本語コーパスを活用した研究を国際的に発信するために，チェコの

カレル大学哲学部アジア研究所日本研究学科との共催で，チェコを中心とする東欧諸国の日本語学研究

者を対象とする講演会（口頭発表４件）を令和４年２月23日に開催し，66名が参加した。 

・International Pragmatics Conference などオンライで開催された国際会議を中心に５件の発表を通じ

てプロジェクトの成果を発信した。 

 

６．その他 

該当する活動なし。 

 

 

Ⅲ．項目ごとの状況 

１．研究に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施している 

（１）研究水準及び研究の成果等に関する計画 

1. プロジェクト全体の研究成果を発信するために，各班合同のシンポジウム「日常会話コーパスVII」を

令和４年３月７日にオンラインで開催した。口頭発表４件，ポスター発表 34 件，参加者は 308 名（う

ち学生78名，海外機関所属者10名）であった。 

2. 会話コミュニケーションについての議論を深めるため，関連する科研費プロジェクトと合同でシンポジ

ウム「ことば・認知・インタラクション 10」をオンラインで令和４年３月10日に開催した。口頭発表

4件，パネル１件，参加者は263名（うち学生65名，海外機関所属者16名）であった。 

3. 各班の研究だけでなく，当初計画していなかった異分野融合研究（混在音声におけるF0推定，音源分

離，自閉症スペクトラム傾向指数(AQ)調査など）も進めた。このうち，国立障害者リハビリテーション

センター研究所高次脳機能障害研究室との共同研究では，『日常会話コーパス』に参加した協力者のう

ち60名を対象とする自閉症スペクトラム傾向指数(AQ)調査に基づきAQ指数と言語運用との関係を分析

し，AQ指数と終助詞使用率との関係を見出した。 

4. 以上の研究成果を，報告書２冊，論文・ブックチャプター10件，発表・講演69件，一般向けの講演・

セミナー等３件，データベース等７件として公開した。 

 

（２）研究実施体制等に関する計画 

1. コーパスに基づく話し言葉研究を推進するために，国内外の研究者 69 名をプロジェクト共同研究員と

して組織した。今年度は，『日本語日常会話コーパス』の工学的・医学的応用研究の可能性を検討するた

めに共同研究員６名（工学：５名，医学：１名）を加えて体制を強化した。 

 

２．共同利用・共同研究に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

（１）共同利用・共同研究に関する計画 

1.  『日本語日常会話コーパス』200時間を本公開した。形態論情報（短単位・長単位）については，オン

ライン検索システム「中納言」にて音声配信機能を付けて令和４年３月30日に公開した。また，コーパ

スのうち 20 時間をコアと定め，長単位情報(人手修正，談話行為情報（ISO24617-2 日本語拡張版），韻

律情報（X-JToBI簡易版準拠）を付与した上で， 200時間分の映像・音声データ，転記データ，各種ア
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ノテーション，メタ情報，オフライン全文検索システム「ひまわり」などと合わせて令和４年３月31日

に公開した。本コーパスの設計・特徴に関する言語処理学会第28回年次大会での発表に対して「言語資

源賞」（言語資源協会・言語処理学会）を受賞した。 

2. 『日本語日常会話コーパス』本公開版に関する仕様をまとめた報告書『『日本語日常会話コーパス』設

計・構築・特徴』を執筆しプロジェクトのホームページで公開した。 

3. コーパス講習会およびチュートリアルを計4回開催した。詳細は「3.教育に関する計画」を参照。 

4. 1950〜1970年代にかけて国語研究所で録音された音声資料を対象とする『昭和話し言葉コーパス』につ

いて，独話17時間・会話27時間の音声・転記テキスト・メタ情報・オフライン全文検索システム「ひ

まわり」を令和４年３月 31 日に専用サイトから公開した。本コーパスの設計・特徴をまとめた論文が

『国語研究所論集』に掲載された。また令和３年度末に公開した中納言版について，今年度新たに5071

件の申請があるなど，広く活用された。 

5. 『現代日本語書き言葉均衡コーパス』の図書館サブコーパスの文学・小説に含まれる会話文に対する話

者情報（話者名・性別・年齢層）について，利用者の要望を受け，中納言検索での表示機能とは別に，

話者情報に会話場面の情報を加えた生データの最新版と文脈付き生データを，令和３年 12 月 16 日に

BCCWJ契約者を対象とする専用サイトから公開した。 

6. 上記5の話者情報に関する仕様をまとめた報告書『会話文話者情報の設計』を作成して公開した。 

7. 『日本語日常会話コーパス』モニター版の「中納言」での公開を，コーパスが本公開される令和４年３

月 29 日まで実施した。中納言の今年度の新規利用契約は 6251 件（昨年度比 120%），検索件数は令和２

年度 25,751 件，令和３年度 82,580 件に対し，今年度は初めて 10 万件を越えて 101,935 件になるな

ど，広く活用された。 

8. 『日本語日常会話コーパス』本公開版の設計・特徴に関する言語処理学会第 28 回年次大会での発表に

対して「言語資源賞」（言語資源協会・言語処理学会）を受賞し，「日本語の日常会話を収録した豊富な

アノテーションを含む大規模なコーパスであり，対話の研究に幅広く利用できる価値の高い言語資源」

と評された。 

 

（２）共同利用・共同研究の実施体制等に関する計画 

1. 東京大学・宮尾研究グループと連携して『日本語日常会話コーパス』への係り受け解析を進めた。公開

情報は上述の通り。 

2. 昨年度実施した『日本語日常会話コーパス』に参加した協力者60名を対象とする自閉症スペクトラム

傾向指数調査を活用した研究を国立障害者リハビリテーションセンター研究所・幕内研究グループと進

めると同時に，いまだ国内では一般公開されていない自閉症者を対象とする話し言葉コーパスの設計を

進めるなど，連携を深めた。 

 

 

３．教育に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

（１）大学院等への教育協力に関する計画 

 

（２）人材育成に関する計画 

1. 若手研究者を育成するため，非常勤研究員を６名雇用した。 
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者情報（話者名・性別・年齢層）について，利用者の要望を受け，中納言検索での表示機能とは別に，
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年度 25,751 件，令和３年度 82,580 件に対し，今年度は初めて 10 万件を越えて 101,935 件になるな

ど，広く活用された。 

8. 『日本語日常会話コーパス』本公開版の設計・特徴に関する言語処理学会第 28 回年次大会での発表に

対して「言語資源賞」（言語資源協会・言語処理学会）を受賞し，「日本語の日常会話を収録した豊富な

アノテーションを含む大規模なコーパスであり，対話の研究に幅広く利用できる価値の高い言語資源」

と評された。 

 

（２）共同利用・共同研究の実施体制等に関する計画 

1. 東京大学・宮尾研究グループと連携して『日本語日常会話コーパス』への係り受け解析を進めた。公開

情報は上述の通り。 

2. 昨年度実施した『日本語日常会話コーパス』に参加した協力者60名を対象とする自閉症スペクトラム

傾向指数調査を活用した研究を国立障害者リハビリテーションセンター研究所・幕内研究グループと進

めると同時に，いまだ国内では一般公開されていない自閉症者を対象とする話し言葉コーパスの設計を

進めるなど，連携を深めた。 

 

 

３．教育に関する計画 
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５．グローバル化に関する計画 

・『日本語日常会話コーパス』などの日本語コーパスを活用した研究を国際的に発信するために，チェコの

カレル大学哲学部アジア研究所日本研究学科との共催で，チェコを中心とする東欧諸国の日本語学研究

者を対象とする講演会（口頭発表４件）を令和４年２月23日に開催し，66名が参加した。 

・International Pragmatics Conference などオンライで開催された国際会議を中心に５件の発表を通じ

てプロジェクトの成果を発信した。 

 

６．その他 

該当する活動なし。 

 

 

Ⅲ．項目ごとの状況 

１．研究に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施している 

（１）研究水準及び研究の成果等に関する計画 

1. プロジェクト全体の研究成果を発信するために，各班合同のシンポジウム「日常会話コーパスVII」を

令和４年３月７日にオンラインで開催した。口頭発表４件，ポスター発表 34 件，参加者は 308 名（う

ち学生78名，海外機関所属者10名）であった。 

2. 会話コミュニケーションについての議論を深めるため，関連する科研費プロジェクトと合同でシンポジ

ウム「ことば・認知・インタラクション 10」をオンラインで令和４年３月10日に開催した。口頭発表

4件，パネル１件，参加者は263名（うち学生65名，海外機関所属者16名）であった。 

3. 各班の研究だけでなく，当初計画していなかった異分野融合研究（混在音声におけるF0推定，音源分

離，自閉症スペクトラム傾向指数(AQ)調査など）も進めた。このうち，国立障害者リハビリテーション

センター研究所高次脳機能障害研究室との共同研究では，『日常会話コーパス』に参加した協力者のう

ち60名を対象とする自閉症スペクトラム傾向指数(AQ)調査に基づきAQ指数と言語運用との関係を分析

し，AQ指数と終助詞使用率との関係を見出した。 

4. 以上の研究成果を，報告書２冊，論文・ブックチャプター10件，発表・講演69件，一般向けの講演・

セミナー等３件，データベース等７件として公開した。 

 

（２）研究実施体制等に関する計画 

1. コーパスに基づく話し言葉研究を推進するために，国内外の研究者 69 名をプロジェクト共同研究員と

して組織した。今年度は，『日本語日常会話コーパス』の工学的・医学的応用研究の可能性を検討するた

めに共同研究員６名（工学：５名，医学：１名）を加えて体制を強化した。 

 

２．共同利用・共同研究に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

（１）共同利用・共同研究に関する計画 

1.  『日本語日常会話コーパス』200時間を本公開した。形態論情報（短単位・長単位）については，オン

ライン検索システム「中納言」にて音声配信機能を付けて令和４年３月30日に公開した。また，コーパ

スのうち 20 時間をコアと定め，長単位情報(人手修正，談話行為情報（ISO24617-2 日本語拡張版），韻

律情報（X-JToBI簡易版準拠）を付与した上で， 200時間分の映像・音声データ，転記データ，各種ア
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2. 昨年度実施した『日本語日常会話コーパス』に参加した協力者60名を対象とする自閉症スペクトラム

傾向指数調査を活用した研究を国立障害者リハビリテーションセンター研究所・幕内研究グループと進

めると同時に，いまだ国内では一般公開されていない自閉症者を対象とする話し言葉コーパスの設計を

進めるなど，連携を深めた。 

 

 

３．教育に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

（１）大学院等への教育協力に関する計画 

 

（２）人材育成に関する計画 

1. 若手研究者を育成するため，非常勤研究員を６名雇用した。 
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2. 昨年度実施した『日本語日常会話コーパス』に参加した協力者60名を対象とする自閉症スペクトラム

傾向指数調査を活用した研究を国立障害者リハビリテーションセンター研究所・幕内研究グループと進

めると同時に，いまだ国内では一般公開されていない自閉症者を対象とする話し言葉コーパスの設計を

進めるなど，連携を深めた。 
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2. 大学院生や非常勤研究員を対象に，会話データを優先的に研究利用できる環境を整え，Rを用いた統計

勉強会を開催するなどして，コーパス言語学の若手研究者の育成につとめた。 

3. コーパス言語学分野の人材を育成するために，若手研究者や大学院生を主対象に，年２回の計画に対し，

コーパス講習会３コースを，令和３年８月26日，27日，令和４年３月１日に開催し，合計121名が参

加した。昨年度と同様，今年度も１回をコーパスの構築法(データのインポート・アノテーション)を学

ぶための講習会とした。昨年度の講習会の受講生を継続的に支援した結果，新たにコーパス『上方話し

言葉コーパス』を構築・公開するなど，講習会が成果として結び付いた。また，令和４年３月１日の講

習会は連携大学院である東京外大と共同開催した。 

4. 大学院生など若手研究者を主対象とするNINJALチュートリアル「コーパスを活用した日常会話の研究」

を令和４年２月25日にオンラインで開催し，148名が参加した。 

5. シンポジウム「日常会話コーパス」VIIでは，大学院生を含む若手研究者11名が発表した。 

6. 共同研究員が指導する大学生・大学院生に『日本語日常会話コーパス』を優先的に提供してコーパス活

用の研究支援を実施することで，卒業論文11 本（千葉大，東京女子大，宇都宮大），修士論文３ 本（一

橋大学），博士論文(一橋大学)の成果に結びついた。また千葉大学や一橋大学などの授業・演習でも活

用されるなど，広く研究教育活動に利用された。 

 

 

４．社会との連携及び社会貢献に関する計画 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

（１）産業界や地域社会との連携に関する計画 

1. コーパス開発センターとの連携研究として，日常会話の音声認識等の技術開発に関するレトリバ社との

共同研究を継続するとともに，新たにホンダ・リサーチ・インスティチュート・ジャパンとの共同研究

を開始した。 

2. 『三省堂国語辞典 第八版』（三省堂）の改訂に際し，語釈の記述や見出し語の選定に『日本語日常会話

コーパス』が活用された。 

 

（２）研究成果の社会への普及に関する計画 

1.  プロジェクトで整備・公開した『日常会話コーパス』，『昭和話し言葉コーパス』，『名大会話コーパス』，

『職場談話コーパス』，『国会会議録』を，インターネットを通して一般に発信した。昨年度合計17,718

件に対し，今年度は合計23,552件の新規利用があるなど，研究教育に広く活用された。 

2. オープンハウス 2021 でプロジェクトの成果をまとめた動画を作成しホームページを通じて公開した。

また一般を対象とするNINJALフォーラムで，本プジェクトの６年間の成果を報告した。 

3. 国立民族学博物館2022年特別展示「homō loquēns 'しゃべるヒト'：ことばの不思議を科学する」（令

和４年９月１〜11月 23日）うち「わたしの一日の言語使用」に対し，予備調査で実施した会話行動調

査の結果を提供するなどの協力を行った。 

 

 

５．グローバル化に関する計画 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

（１）国際的協業に関する計画 

1. 海外在住の研究者１名をプロジェクト共同研究員として加え，『日本語日常会話コーパス』を用いたデー
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タセッションおよびシンポジウムを通して，コーパスについて評価してもらった。 

2. 非常勤研究員１名を若手研究者海外派遣プログラムによりイギリスの Huddersfield University に派

遣して共同研究を実施する予定であったが，新型コロナウイルスの影響で昨年度に引き続き中止となっ

た。 

 

（２）国際的発信に関する計画 

1. 『日本語日常会話コーパス』などの日本語コーパスを活用した研究を国際的に発信するために，チェコ

のカレル大学哲学部アジア研究所日本研究学科との共催で，チェコを中心とする東欧諸国の日本語学研

究者を対象とする講演会（口頭発表４件）を令和４年２月23日に開催し，66名が参加した。 

2. International Pragmatics Conference などオンライで開催された国際会議を中心に５件の発表を通

じてプロジェクトの成果を発信した。 

3. QUALICO 2021（国語研究所で昨年度開催する予定だった計量言語学に関する国際会議，新型コロナウイ

ルスのため１年延期し令和３年９月９-11 日にオンラインで開催）において，『日本語日常会話コーパ

ス』を紹介するポスターを掲載した。 

 

 

６．その他 

該当する活動なし。 

 

 

 

令和３年度の評価 

《評価結果》 

計画を上回って実施している 

研究については，シンポジウムの開催，報告書の公開，共同研究の進展，その他の成果発表等を計

画以上に行なったと認められる。共同利用・共同研究についても，コーパスの作成・公開を着実に進

めており，各コーパスの利用者の増加やコーパスに関する学術発表の受賞など，計画を上回る成果を

上げている。教育についても，講習会，チュートリアル，個別の研究支援を行ない，新たなコーパス

の作成や学位論文など計画を上回る成果を上げている。 

社会との連携及び社会貢献については，共同研究の拡大，辞書の改訂でのコーパスの利用，コーパ

スの研究教育での利用拡大などの成果を上げ，計画通りに進捗している。グローバル化についても，

計画通り研究成果を国際的に発信している。 

以上のように，本プロジェクトの主たる成果物であるコーパスの開発・公開とその研究・教育等で

の活用を中心として計画を越える成果を上げるとともに，社会との連携及び社会貢献ならびにグロー

バル化も計画に沿って進捗しており，全体として計画以上のレベルで展開していると認められる。 

 

《評価項目》 

１．研究について 

下記のように，シンポジウムの開催，報告書の公開，共同研究の進展，その他の成果発表等を計画

以上に行なったと認められる。 
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2. 大学院生や非常勤研究員を対象に，会話データを優先的に研究利用できる環境を整え，Rを用いた統計

勉強会を開催するなどして，コーパス言語学の若手研究者の育成につとめた。 

3. コーパス言語学分野の人材を育成するために，若手研究者や大学院生を主対象に，年２回の計画に対し，

コーパス講習会３コースを，令和３年８月26日，27日，令和４年３月１日に開催し，合計121名が参

加した。昨年度と同様，今年度も１回をコーパスの構築法(データのインポート・アノテーション)を学

ぶための講習会とした。昨年度の講習会の受講生を継続的に支援した結果，新たにコーパス『上方話し

言葉コーパス』を構築・公開するなど，講習会が成果として結び付いた。また，令和４年３月１日の講

習会は連携大学院である東京外大と共同開催した。 

4. 大学院生など若手研究者を主対象とするNINJALチュートリアル「コーパスを活用した日常会話の研究」

を令和４年２月25日にオンラインで開催し，148名が参加した。 

5. シンポジウム「日常会話コーパス」VIIでは，大学院生を含む若手研究者11名が発表した。 

6. 共同研究員が指導する大学生・大学院生に『日本語日常会話コーパス』を優先的に提供してコーパス活

用の研究支援を実施することで，卒業論文11 本（千葉大，東京女子大，宇都宮大），修士論文３ 本（一

橋大学），博士論文(一橋大学)の成果に結びついた。また千葉大学や一橋大学などの授業・演習でも活

用されるなど，広く研究教育活動に利用された。 

 

 

４．社会との連携及び社会貢献に関する計画 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

（１）産業界や地域社会との連携に関する計画 

1. コーパス開発センターとの連携研究として，日常会話の音声認識等の技術開発に関するレトリバ社との

共同研究を継続するとともに，新たにホンダ・リサーチ・インスティチュート・ジャパンとの共同研究

を開始した。 

2. 『三省堂国語辞典 第八版』（三省堂）の改訂に際し，語釈の記述や見出し語の選定に『日本語日常会話

コーパス』が活用された。 

 

（２）研究成果の社会への普及に関する計画 

1.  プロジェクトで整備・公開した『日常会話コーパス』，『昭和話し言葉コーパス』，『名大会話コーパス』，

『職場談話コーパス』，『国会会議録』を，インターネットを通して一般に発信した。昨年度合計17,718

件に対し，今年度は合計23,552件の新規利用があるなど，研究教育に広く活用された。 

2. オープンハウス 2021 でプロジェクトの成果をまとめた動画を作成しホームページを通じて公開した。

また一般を対象とするNINJALフォーラムで，本プジェクトの６年間の成果を報告した。 

3. 国立民族学博物館2022年特別展示「homō loquēns 'しゃべるヒト'：ことばの不思議を科学する」（令

和４年９月１〜11月 23日）うち「わたしの一日の言語使用」に対し，予備調査で実施した会話行動調

査の結果を提供するなどの協力を行った。 

 

 

５．グローバル化に関する計画 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

（１）国際的協業に関する計画 

1. 海外在住の研究者１名をプロジェクト共同研究員として加え，『日本語日常会話コーパス』を用いたデー
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タセッションおよびシンポジウムを通して，コーパスについて評価してもらった。 

2. 非常勤研究員１名を若手研究者海外派遣プログラムによりイギリスの Huddersfield University に派

遣して共同研究を実施する予定であったが，新型コロナウイルスの影響で昨年度に引き続き中止となっ

た。 

 

（２）国際的発信に関する計画 

1. 『日本語日常会話コーパス』などの日本語コーパスを活用した研究を国際的に発信するために，チェコ

のカレル大学哲学部アジア研究所日本研究学科との共催で，チェコを中心とする東欧諸国の日本語学研

究者を対象とする講演会（口頭発表４件）を令和４年２月23日に開催し，66名が参加した。 

2. International Pragmatics Conference などオンライで開催された国際会議を中心に５件の発表を通

じてプロジェクトの成果を発信した。 

3. QUALICO 2021（国語研究所で昨年度開催する予定だった計量言語学に関する国際会議，新型コロナウイ

ルスのため１年延期し令和３年９月９-11 日にオンラインで開催）において，『日本語日常会話コーパ

ス』を紹介するポスターを掲載した。 

 

 

６．その他 

該当する活動なし。 

 

 

 

令和３年度の評価 

《評価結果》 

計画を上回って実施している 

研究については，シンポジウムの開催，報告書の公開，共同研究の進展，その他の成果発表等を計

画以上に行なったと認められる。共同利用・共同研究についても，コーパスの作成・公開を着実に進

めており，各コーパスの利用者の増加やコーパスに関する学術発表の受賞など，計画を上回る成果を

上げている。教育についても，講習会，チュートリアル，個別の研究支援を行ない，新たなコーパス

の作成や学位論文など計画を上回る成果を上げている。 

社会との連携及び社会貢献については，共同研究の拡大，辞書の改訂でのコーパスの利用，コーパ

スの研究教育での利用拡大などの成果を上げ，計画通りに進捗している。グローバル化についても，

計画通り研究成果を国際的に発信している。 

以上のように，本プロジェクトの主たる成果物であるコーパスの開発・公開とその研究・教育等で

の活用を中心として計画を越える成果を上げるとともに，社会との連携及び社会貢献ならびにグロー

バル化も計画に沿って進捗しており，全体として計画以上のレベルで展開していると認められる。 

 

《評価項目》 

１．研究について 

下記のように，シンポジウムの開催，報告書の公開，共同研究の進展，その他の成果発表等を計画

以上に行なったと認められる。 
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・４班合同のシンポジウム(口頭発表４件，ポスター発表34件，参加者308名)でプロジェクト全体

の研究成果を発信し，シンポジウム「ことば・認知・インタラクション 10」 (口頭発表４件，パ

ネル１件，参加者263名)で会話コミュニケーションの議論を深めた。 

・『日本語日常会話コーパス』本公開版の報告書と『現代日本語書き言葉均衡コーパス』話者情報の

報告書を公開した。 

・『日本語日常会話コーパス』参加者の調査結果に基づく国立障害者リハビリテーションセンター研

究所との共同研究が進展した。 

・全体として，上記報告書2件，論文・ブックチャプター10件，発表・講演69件，一般向けの講

演・セミナー等３件，データベース等7件を公開。 

 

２．共同利用・共同研究について 

下記の通り，コーパスの作成・公開を着実に進めており，各コーパスの利用者の増加やコーパス

に関する学術発表の受賞など，計画を上回る成果を上げている。 

・『日本語日常会話コーパス』を本公開した。形態論情報+音声配信機能，係り受け・談話行為・韻 

律の情報，200時間の映像・音声データ，転記テキスト，各種アノテーション，会話・話者等に

関するメタ情報を含む。本コーパスに関する発表が「言語資源賞」を受賞。中納言の新規利用契

約が6251件（前年度比120%）。 

・『昭和話し言葉コーパス』（独話17時間・会話27時間）の音声・転記・メタ情報を公開した。中

納言版の新規利用申請が前年度を上回る5071件。 

・現代日本語書き言葉均衡コーパス』図書館サブコーパス中の会話文の話者情報を中納言に搭載

し，話者情報に会話場面の情報を加えた文脈付き生データ等の最新版を公開した。 

 

３．教育について 

下記の通り，講習会，チュートリアル，個別の研究支援を行ない，新たなコーパスの作成や学位

論文など計画を上回る成果を上げている。 

・コーパス言語学分野の人材を育成するために，コーパスの利用・構築のための講習会３コースを

開催し合計121名が参加した。前年度の講習会の受講生を継続的に支援し，新たにコーパス『上

方話し言葉コーパス』を構築・公開するなど，講習会が成果として結び付いた。 

・大学院生など若手研究者を主対象とするチュートリアル「コーパスを活用した日常会話の研究」

を開催し148名が参加した。 

・共同研究員が指導する大学生・大学院生に『日本語日常会話コーパス』を優先的に提供してコー

パス活用の研究支援を実施し，卒業論文11本，修士論文３本，博士論文１本に結びついた。 

 

４．社会との連携及び社会貢献について 

下記のように，共同研究の拡大，辞書の改訂でのコーパスの利用，コーパスの研究教育での利用

拡大などの成果を上げ，計画通りに進捗している。 

・コーパス開発センターとの連携研究として，レトリバ社との共同研究を継続するとともに，ホン

ダ・リサーチ・インスティチュート・ジャパンとの共同研究を開始した。 

・『三省堂国語辞典 第八版』の改訂に『日本語日常会話コーパス』が活用された。 

・『日本語日常会話コーパス』『昭和話しことばコーパス』『名大会話コーパス』『現日研究・職場談

話コーパス』『国会会議録』について一般に発信した。合計23,552件（昨年度比133%）の新規利

用申請があり，研究教育に広く活用された。 
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５．グローバル化について 

下記のように，計画通り研究成果を国際的に発信している。 

・『日本語日常会話コーパス』などの日本語コーパスを活用した研究を国際的に発信するために，

チェコのカレル大学哲学部アジア研究所日本研究学科との共催で，東欧諸国の日本語学研究者を

対象とする講演会（口頭発表４件）を開催し，66名が参加した。 

・International Pragmatics Conference などオンライで開催された国際会議を中心に５件の発表

を通じてプロジェクトの成果を発信した。 

 

６．その他特記事項 

特になし。  
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日本語学習者のコミュニケーションの多角的解明 

プロジェクトリーダー：石黒 圭 

 

Ⅰ．プロジェクトの概要 

１．目的及び特色 

 

  

本プロジェクトの目的は，日本語学習者のコミュニケーションを多角的に解明するとともに，その成果

を日本語教育に応用する方法を明らかにすることである。具体的には，日本語教育やその関連領域の研究

者や教育者，そして日本語学習者に有益なコーパスを構築すること，論文集や教師指導書を刊行すること，

シンポジウムや研修会を開催することである。 

本プロジェクトでは日本語学習者のコミュニケーションを多角的に解明するために，３つのサブプロ

ジェクトを設ける。「日本語学習者の日本語使用の解明」，「日本語学習者の日本語理解の解明」，「日本

語学習のためのリソース開発」である。 

サブプロジェクト「日本語学習者の日本語使用の解明」では，「学習者の会話能力の解明」と「学習者の

日本語習得過程の解明」を行う。「学習者の会話能力の解明」としては，母語話者と学習者の自然会話コー

パスを構築し，それをもとにして学習者の会話能力を解明する。この研究は，条件統制された「自発的な自

然会話」をデータとした研究であることに特色がある。「学習者の日本語習得過程の解明」としては，さま

ざまな言語を母語とする学習者の対話や作文のコーパスを構築し，それをもとにして異なる言語を母語と

する日本語学習者の日本語の習得過程を解明する。この研究は，日本を含む世界のさまざまな地域におい

て統制された条件で収集したデータを用いることにより，母語による違いを重視することに特色がある。 

サブプロジェクト「日本語学習者の日本語理解の解明」では，「学習者の読解過程の解明」と「学習者の

聴解過程の解明」を行う。これまでの研究は学習者の言語産出活動である発話や作文に焦点を当てたもの

が中心であったが，この研究は学習者の言語理解活動である読解や聴解に焦点を当てたものである。学習

者に理解した内容を母語で語ってもらったデータや教室での学習者の談話を通して，外からは見えない読

解や聴解の過程を可視化する研究である点に特色がある。 

サブプロジェクト「日本語学習のためのリソース開発」では，「オンライン日本語基本動詞辞典の作成」

と「読解教材・聴解教材の開発」を行う。「オンライン日本語基本動詞辞典の作成」としては，日本語の基

本動詞が持つさまざまな意味を図解なども用いてわかりやすく解説する音声付オンライン辞典を作成し，

日本語教師や学習者に提供する。これは，大規模コーパスを活用して作成した辞典である点に特色がある。

「読解教材・聴解教材の開発」では，日本語学習者用の読解教材・聴解教材を作成するための共同研究を

行った上で，ウェブ版教材サンプルを作成し，日本語教師や学習者に提供する。これは，サブプロジェクト

「日本語学習者の日本語理解の解明」で得られた調査結果に基づいて教材を作成する点に特色がある。 
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２．年次計画（ロードマップ） 

● 全体計画・研究組織 
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●年次計画 

【平成28（2016）年度】 

・母語話者と学習者の自然会話コーパスの構築に着手する。 

・多言語を母語とする日本語学習者コーパスの構築に着手する。 

・日本語学習者の読解コーパスの構築に着手する。 

・オンライン日本語基本動詞辞典の作成に着手する。 

・ウェブ版読解教材の開発に着手する。 

【平成29（2017）年度】 

・母語話者と学習者の自然会話コーパスの構築を継続し，その一部を試験公開する。 

・多言語を母語とする日本語学習者コーパスの構築を継続し，その一部を試験公開する。 

・日本語学習者の読解コーパスの構築を継続し，その一部を試験公開する。 

・オンライン日本語基本動詞辞典の作成を継続し，その一部を試験公開する。 

・ウェブ版読解教材の開発を継続する。ウェブ版聴解教材の開発に着手する。 

・NINJAL国際シンポジウム（ICPLJ）を開催する。 

【平成30（2018）年度】 

・母語話者と学習者の自然会話コーパスの構築を継続し，試験公開の範囲を拡大する。 

・多言語を母語とする日本語学習者コーパスの構築を継続し，試験公開の範囲を拡大する。 

・日本語学習者の読解コーパスの構築を継続し，試験公開の範囲を拡大する。 

・オンライン日本語基本動詞辞典の作成を継続し，試験公開の範囲を拡大する。 

・ウェブ版読解教材の開発を継続し，サンプルを試験公開する。ウェブ版聴解教材の開発を継続する。 

・学習者の会話能力に関する論文集を刊行する。 

・学習者の読解活動に関する教師指導書を刊行する。 

【令和元（2019）年度】 

・母語話者と学習者の自然会話コーパスの構築を継続し，試験公開の範囲を拡大する。 

・多言語を母語とする日本語学習者コーパスの構築を継続し，試験公開の範囲を拡大する。 

・日本語学習者の読解コーパスの構築を継続し，試験公開の範囲を拡大する。 

・オンライン日本語基本動詞辞典の作成を継続し，試験公開の範囲を拡大する。 

・ウェブ版読解教材の開発を継続し，試験公開の範囲を拡大する。ウェブ版聴解教材のサンプルを試験公

開する。 

・学習者の読解過程に関する論文集を刊行する。 

【令和２（2020）年度】 

・母語話者と学習者の自然会話コーパスの構築を継続し，試験公開の範囲を拡大する。 

・多言語を母語とする日本語学習者コーパスの構築を継続し，試験公開の範囲を拡大する。 

・日本語学習者の読解コーパスの構築を継続し，試験公開の範囲を拡大する。 

・オンライン日本語基本動詞辞典の作成を継続し，試験公開の範囲を拡大する。 

・ウェブ版読解教材とウェブ版聴解教材の開発を継続し，試験公開の範囲を拡大する。 

・学習者の読解過程に関する論文集を刊行する。 

・読解教材開発に関する研究書を刊行する。 

・日本語学習者のコミュニケーションに関する国際シンポジウムを開催する。 

【令和３（2021）年度】 

・母語話者と学習者の自然会話コーパスを本格公開する。 
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Ⅱ．令和３年度活動概要 

令和３年度予算総額   30,716千円 

令和３年度 成果の概要 

１．研究に関する計画 

論文集『日本語コミュニケーションのための聴解教材の作成』（野田尚史・中尾有岐編，ひつじ書房）を

2022年３月に刊行した。『日本語学習者の読解過程』（野田尚史編，ココ出版）の書評がJournal of Japanese 

Linguistics, 37(1)に，『自然会話分析への語用論的アプローチ－BTSJコーパスを利用して－』（宇佐美ま

ゆみ編，ひつじ書房）の書評がJournal of Japanese Linguistics, 37(2)に，『ビジネス文書の応用言語学

的研究 ―クラウドソーシングを用いたビジネス日本語の多角的分析―』（石黒圭編，ひつじ書房）の書評

が『計量国語学』33(1)にそれぞれ掲載された。 

 

２．共同利用・共同研究に関する計画 

『BTSJ日本語自然会話コーパス』の450会話を本格公開し，完成記念シンポジウムを2022年３月26日

（土）に行い，165 名が参加した。『多言語母語の日本語学習者横断コーパス（I-JAS）』公開後のメンテナ

ンス，その他の作業を進め，本格公開した。『日本語学習者の文章理解過程データベース』に文章展開の理

解のデータ計 60 名分を追加，公開した。『教室談話データベース』にピアリーディング談話の文字化デー

タを 12 回分の授業 88 ファイルを追加，公開した。『日本語学習者の読解コーパス』『日本語学習者の聴解

コーパスの構築』の構築を継続し，それぞれ47件，20件のコーパスデータを新たに公開した。ウェブ版読

解教材およびウェブ版聴解教材の開発を継続し，計 12 件の教材を新たに公開した。『オンライン日本語基

本動詞ハンドブック』の50見出しを追加し，計190見出しに拡充した。 

2021 年４月 24 日・25 日に「韓国日語教育学会 第 39 回国際学術大会」において I-JAS をテーマにした

シンポジウム「日本語教育に生かす学習者コーパス―日々の授業をいかに研究につなげるか―」を開催し

た。また，2021年５月30日にプロジェクト主催の「第六回学習者コーパス・ワークショップ＆シンポジウ

ム」を開催し，シンポジウム135名，ワークショップ：初心者向け29名，既習者向け15名の参加を得た。

さらに，「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」プロジェクトとの共催で2022年２月26日にシ

ンポジウム「日本語文法研究のフロンティア―母語話者の日本語と学習者の日本語の対照研究を中心に―」

をWeb開催で行い，396名が参加した。 

プロジェクトの推進のために，国内外の日本語教育研究者 213 名で３つのサブプロジェクトによる共同

研究体制を組織し，プロジェクト非常勤研究員を21名，技術補佐員を７名雇用した。 

 

 

 

・多言語を母語とする日本語学習者コーパスを本格公開する。 

・日本語学習者の読解コーパスを本格公開する。 

・オンライン日本語基本動詞辞典を本格公開する。 

・ウェブ版読解教材とウェブ版聴解教材を本格公開する。 

・学習者の日本語習得過程に関する論文集を刊行する。 

・学習者の聴解過程に関する論文集を刊行する。 
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タを 12 回分の授業 88 ファイルを追加，公開した。『日本語学習者の読解コーパス』『日本語学習者の聴解

コーパスの構築』の構築を継続し，それぞれ47件，20件のコーパスデータを新たに公開した。ウェブ版読

解教材およびウェブ版聴解教材の開発を継続し，計 12 件の教材を新たに公開した。『オンライン日本語基

本動詞ハンドブック』の50見出しを追加し，計190見出しに拡充した。 

2021 年４月 24 日・25 日に「韓国日語教育学会 第 39 回国際学術大会」において I-JAS をテーマにした

シンポジウム「日本語教育に生かす学習者コーパス―日々の授業をいかに研究につなげるか―」を開催し
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●年次計画 

【平成28（2016）年度】 

・母語話者と学習者の自然会話コーパスの構築に着手する。 

・多言語を母語とする日本語学習者コーパスの構築に着手する。 

・日本語学習者の読解コーパスの構築に着手する。 

・オンライン日本語基本動詞辞典の作成に着手する。 

・ウェブ版読解教材の開発に着手する。 

【平成29（2017）年度】 

・母語話者と学習者の自然会話コーパスの構築を継続し，その一部を試験公開する。 

・多言語を母語とする日本語学習者コーパスの構築を継続し，その一部を試験公開する。 

・日本語学習者の読解コーパスの構築を継続し，その一部を試験公開する。 

・オンライン日本語基本動詞辞典の作成を継続し，その一部を試験公開する。 

・ウェブ版読解教材の開発を継続する。ウェブ版聴解教材の開発に着手する。 

・NINJAL国際シンポジウム（ICPLJ）を開催する。 

【平成30（2018）年度】 

・母語話者と学習者の自然会話コーパスの構築を継続し，試験公開の範囲を拡大する。 

・多言語を母語とする日本語学習者コーパスの構築を継続し，試験公開の範囲を拡大する。 

・日本語学習者の読解コーパスの構築を継続し，試験公開の範囲を拡大する。 

・オンライン日本語基本動詞辞典の作成を継続し，試験公開の範囲を拡大する。 

・ウェブ版読解教材の開発を継続し，サンプルを試験公開する。ウェブ版聴解教材の開発を継続する。 

・学習者の会話能力に関する論文集を刊行する。 

・学習者の読解活動に関する教師指導書を刊行する。 

【令和元（2019）年度】 

・母語話者と学習者の自然会話コーパスの構築を継続し，試験公開の範囲を拡大する。 

・多言語を母語とする日本語学習者コーパスの構築を継続し，試験公開の範囲を拡大する。 

・日本語学習者の読解コーパスの構築を継続し，試験公開の範囲を拡大する。 

・オンライン日本語基本動詞辞典の作成を継続し，試験公開の範囲を拡大する。 

・ウェブ版読解教材の開発を継続し，試験公開の範囲を拡大する。ウェブ版聴解教材のサンプルを試験公

開する。 

・学習者の読解過程に関する論文集を刊行する。 

【令和２（2020）年度】 

・母語話者と学習者の自然会話コーパスの構築を継続し，試験公開の範囲を拡大する。 

・多言語を母語とする日本語学習者コーパスの構築を継続し，試験公開の範囲を拡大する。 

・日本語学習者の読解コーパスの構築を継続し，試験公開の範囲を拡大する。 

・オンライン日本語基本動詞辞典の作成を継続し，試験公開の範囲を拡大する。 

・ウェブ版読解教材とウェブ版聴解教材の開発を継続し，試験公開の範囲を拡大する。 

・学習者の読解過程に関する論文集を刊行する。 

・読解教材開発に関する研究書を刊行する。 

・日本語学習者のコミュニケーションに関する国際シンポジウムを開催する。 

【令和３（2021）年度】 

・母語話者と学習者の自然会話コーパスを本格公開する。 
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2021 年４月 24 日・25 日に「韓国日語教育学会 第 39 回国際学術大会」において I-JAS をテーマにした

シンポジウム「日本語教育に生かす学習者コーパス―日々の授業をいかに研究につなげるか―」を開催し

た。また，2021年５月30日にプロジェクト主催の「第六回学習者コーパス・ワークショップ＆シンポジウ

ム」を開催し，シンポジウム135名，ワークショップ：初心者向け29名，既習者向け15名の参加を得た。

さらに，「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」プロジェクトとの共催で2022年２月26日にシ

ンポジウム「日本語文法研究のフロンティア―母語話者の日本語と学習者の日本語の対照研究を中心に―」

をWeb開催で行い，396名が参加した。 

プロジェクトの推進のために，国内外の日本語教育研究者 213 名で３つのサブプロジェクトによる共同

研究体制を組織し，プロジェクト非常勤研究員を21名，技術補佐員を７名雇用した。 

 

 

 

・多言語を母語とする日本語学習者コーパスを本格公開する。 

・日本語学習者の読解コーパスを本格公開する。 

・オンライン日本語基本動詞辞典を本格公開する。 

・ウェブ版読解教材とウェブ版聴解教材を本格公開する。 

・学習者の日本語習得過程に関する論文集を刊行する。 

・学習者の聴解過程に関する論文集を刊行する。 
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Ⅱ．令和３年度活動概要 
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２．共同利用・共同研究に関する計画 

『BTSJ日本語自然会話コーパス』の450会話を本格公開し，完成記念シンポジウムを2022年３月26日
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さらに，「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」プロジェクトとの共催で2022年２月26日にシ

ンポジウム「日本語文法研究のフロンティア―母語話者の日本語と学習者の日本語の対照研究を中心に―」

をWeb開催で行い，396名が参加した。 

プロジェクトの推進のために，国内外の日本語教育研究者 213 名で３つのサブプロジェクトによる共同

研究体制を組織し，プロジェクト非常勤研究員を21名，技術補佐員を７名雇用した。 

 

 

 

・多言語を母語とする日本語学習者コーパスを本格公開する。 

・日本語学習者の読解コーパスを本格公開する。 

・オンライン日本語基本動詞辞典を本格公開する。 

・ウェブ版読解教材とウェブ版聴解教材を本格公開する。 

・学習者の日本語習得過程に関する論文集を刊行する。 

・学習者の聴解過程に関する論文集を刊行する。 
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３．教育に関する計画 

プロジェクトPDフェローを１名雇用し，日本語教育研究に関する研究指導を行うことにより，日本語教

育分野の人材を育成した。また，大学院生14名を共同研究員としてプロジェクトに参画させ，コーパスの

構築・分析作業を通して研究の指導を行った。 

 

４．社会との連携及び社会貢献に関する計画 

(株)富士通の富士通研究所との連携で，2021年９月25日 にオンラインのシンポジウム 「ビジネス日本

語の研究と教育 ―文書改善に必要な条件を探る―」を開催し，188名が参加した。 

日本語教師セミナー（国内）はのしろ日本語学習会との共催で，2022年３月27日に「地域における日本

語学習支援と共生社会の構築―日本語の位置付けとリテラシーの重要性を踏まえながら」をオンラインで

開催し，133名が参加した。日本語教師セミナー（海外）はバングラデシュ日本語教師会との共催で，2022

年３月 12 日に，「社会変革を志向する新たな日本語教育－社会の一員としての日本語学習者と「ケース教

材」の実践－」をZoomで開催し，49名が参加した。国際交流基金ケルン日本文化会館との共催で2021 年

６月５日に「ケルン日本語教師研修会2021春」をWeb開催で行い，60名が参加した。看護と介護の日本語

教育研究会・ビジネス日本語研究会・協働実践研究会・ハノイ国家大学外国語大学との共催で2021年９月

19日にアジア人材還流学会「ハノイセミナー2022のためのプレセミナー」をWeb開催で行い，198名が参

加した。 

 

５．グローバル化に関する計画 

天津外国語大学および韓国外国語大学校と学術交流協定を締結し，天津外国語大学日本語学院および韓

国外国語大学校日本言語文化学部と国立国語研究所日本語教育研究領域の間で日本語学習者のコミュニ

ケーションに関わる共同研究を継続した。 

 

６．その他 

2021年６月に締結したTilak Maharashtra Vidyapeeth （インド，プネー市）の交流協定に基づき，2021

年 12 月 12 日に「日本語教育・学習に役立つウェブ教材：『基本動詞ハンドブック』 ＆『日本語文型バン

ク』」講演，および2022年３月20日に「辞書のための用例作成」のワークショップをそれぞれオンライン

で開催した。 

 

 

Ⅲ．項目ごとの状況 

１．研究に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

（１）研究水準及び研究の成果等に関する計画 

1. 日本語聴解教材作成に関する論文集『日本語コミュニケーションのための聴解教材の作成』（野田尚史・

中尾有岐編，ひつじ書房）を2022年３月に刊行した。（資料1.1） 

2. EFLU大学（ハイドラバード）および国際交流基金ニューデリー事務所の佐藤・早川氏とインドの日本語

教育史に関する書籍の編集を継続した。コロナの関係で出版社への入稿は来年度にずれ込む見通しであ

る。 
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3. 2020 年３月に刊行した『日本語学習者の読解過程』（野田尚史編，ココ出版）の書評が Journal of 

Japanese Linguistics, 37(1)に掲載され，C. Danjo氏から「本書は日本語学習者の読解過程の理解を

深める強力な基盤を提供し，日本語学習者の読解教育の改善に役立つ」という評価を受けた。 

4. 2020年３月に刊行した『自然会話分析への語用論的アプローチ－BTSJコーパスを利用して－』（宇佐美

まゆみ編，ひつじ書房）の書評がJournal of Japanese Linguistics, 37(2)に掲載され，Noriko Iwasaki

氏から「これらの研究は日本語語用論や日本語教育の理解に貢献するものであることは間違いない。特

に，日本語の語用論に関心のある大学院生にとっては，BTSJコーパスを活用したさまざまなアプローチ

が紹介されており，価値のあるものとなっている」という評価を受けた。 

5. 2020年２月に刊行した『ビジネス文書の応用言語学的研究 ―クラウドソーシングを用いたビジネス日

本語の多角的分析―』（石黒圭編，ひつじ書房）の書評が『計量国語学』33(1)に掲載され，宮澤太聡氏

から本書の意義として，クラウドソーシングというコーパスを用いた言語学的な意義に加え，「発注者

に新たに求められるスキルである『文書作成能力』が低いと，受注者を確保できなかったり，確保でき

たとしてもその後のフォローにコストをかけなければならなかったりするという発注者側のデメリッ

トを明らかにしたことは，今後拡大していくことが予想されるクラウドソーシングの社会的な在り方に

も影響を与えうる『産学連携』ならではの研究成果だといえる」という評価を受けた。 

 

（２）研究実施体制等に関する計画 

1. プロジェクトを推進するために，国内外の日本語教育研究者213名で３つのサブプロジェクトによる共

同研究体制を組織した。 

2. PDフェローを１名，プロジェクト非常勤研究員を21名，技術補佐員を７名雇用し，本プロジェクトの

研究を遂行した。 

 

 

２．共同利用・共同研究に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

（１）共同利用・共同研究に関する計画 

1. 母語話者と学習者の自然会話コーパス（BTSJ日本語自然会話コーパス）の構築を継続し，全体を整備し

た上で，474 会話（118.5 時間）を本格公開した。その後のメンテナンスを継続し，その活用のための

「第17回 BTSJ活用方法講習会」を2022年２月26日（土）にオンラインで開催し，44名が参加した。 

また，「BTSJ活用方法オンライン講習会」のオンラインチュートリアルをHP上に公開した。 

2. 『BTSJ日本語自然会話コーパス』の完成記念シンポジウム「第5回 会話・談話研究シンポジウム (PJ

最終成果発表会) 『BTSJ日本語自然会話コーパス』と『自然会話リソースバンク (NCRB) 』の展開―そ

の多様な活用法―」を，2022年３月26日（土）に開催し，165名が参加した。 

3. I-JAS公開後のメンテナンス，その他の作業を進め，本格公開した。具体的には，次の通り。 

①音声配信のためのアライメント作業について は，予定していた第１次公開データに音声再生機能を

追加し公開した。 

   2021年５月公開分 67.5時間分 

2022年５月公開分（予定） 45時間分 

②表記に揺れがある箇所について表記を統一する作業については，表記に揺れがある箇所を確認し，表

記を統一した。 
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3. 2020 年３月に刊行した『日本語学習者の読解過程』（野田尚史編，ココ出版）の書評が Journal of 
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３．教育に関する計画 

プロジェクトPDフェローを１名雇用し，日本語教育研究に関する研究指導を行うことにより，日本語教

育分野の人材を育成した。また，大学院生14名を共同研究員としてプロジェクトに参画させ，コーパスの

構築・分析作業を通して研究の指導を行った。 

 

４．社会との連携及び社会貢献に関する計画 

(株)富士通の富士通研究所との連携で，2021年９月25日 にオンラインのシンポジウム 「ビジネス日本

語の研究と教育 ―文書改善に必要な条件を探る―」を開催し，188名が参加した。 

日本語教師セミナー（国内）はのしろ日本語学習会との共催で，2022年３月27日に「地域における日本

語学習支援と共生社会の構築―日本語の位置付けとリテラシーの重要性を踏まえながら」をオンラインで

開催し，133名が参加した。日本語教師セミナー（海外）はバングラデシュ日本語教師会との共催で，2022

年３月 12 日に，「社会変革を志向する新たな日本語教育－社会の一員としての日本語学習者と「ケース教

材」の実践－」をZoomで開催し，49名が参加した。国際交流基金ケルン日本文化会館との共催で2021 年

６月５日に「ケルン日本語教師研修会2021春」をWeb開催で行い，60名が参加した。看護と介護の日本語

教育研究会・ビジネス日本語研究会・協働実践研究会・ハノイ国家大学外国語大学との共催で2021年９月

19日にアジア人材還流学会「ハノイセミナー2022のためのプレセミナー」をWeb開催で行い，198名が参

加した。 

 

５．グローバル化に関する計画 

天津外国語大学および韓国外国語大学校と学術交流協定を締結し，天津外国語大学日本語学院および韓

国外国語大学校日本言語文化学部と国立国語研究所日本語教育研究領域の間で日本語学習者のコミュニ

ケーションに関わる共同研究を継続した。 

 

６．その他 

2021年６月に締結したTilak Maharashtra Vidyapeeth （インド，プネー市）の交流協定に基づき，2021

年 12 月 12 日に「日本語教育・学習に役立つウェブ教材：『基本動詞ハンドブック』 ＆『日本語文型バン

ク』」講演，および2022年３月20日に「辞書のための用例作成」のワークショップをそれぞれオンライン

で開催した。 

 

 

Ⅲ．項目ごとの状況 

１．研究に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

（１）研究水準及び研究の成果等に関する計画 
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3. 2020 年３月に刊行した『日本語学習者の読解過程』（野田尚史編，ココ出版）の書評が Journal of 

Japanese Linguistics, 37(1)に掲載され，C. Danjo氏から「本書は日本語学習者の読解過程の理解を

深める強力な基盤を提供し，日本語学習者の読解教育の改善に役立つ」という評価を受けた。 

4. 2020年３月に刊行した『自然会話分析への語用論的アプローチ－BTSJコーパスを利用して－』（宇佐美

まゆみ編，ひつじ書房）の書評がJournal of Japanese Linguistics, 37(2)に掲載され，Noriko Iwasaki

氏から「これらの研究は日本語語用論や日本語教育の理解に貢献するものであることは間違いない。特

に，日本語の語用論に関心のある大学院生にとっては，BTSJコーパスを活用したさまざまなアプローチ

が紹介されており，価値のあるものとなっている」という評価を受けた。 

5. 2020年２月に刊行した『ビジネス文書の応用言語学的研究 ―クラウドソーシングを用いたビジネス日

本語の多角的分析―』（石黒圭編，ひつじ書房）の書評が『計量国語学』33(1)に掲載され，宮澤太聡氏

から本書の意義として，クラウドソーシングというコーパスを用いた言語学的な意義に加え，「発注者

に新たに求められるスキルである『文書作成能力』が低いと，受注者を確保できなかったり，確保でき

たとしてもその後のフォローにコストをかけなければならなかったりするという発注者側のデメリッ

トを明らかにしたことは，今後拡大していくことが予想されるクラウドソーシングの社会的な在り方に

も影響を与えうる『産学連携』ならではの研究成果だといえる」という評価を受けた。 

 

（２）研究実施体制等に関する計画 

1. プロジェクトを推進するために，国内外の日本語教育研究者213名で３つのサブプロジェクトによる共

同研究体制を組織した。 

2. PDフェローを１名，プロジェクト非常勤研究員を21名，技術補佐員を７名雇用し，本プロジェクトの

研究を遂行した。 

 

 

２．共同利用・共同研究に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

（１）共同利用・共同研究に関する計画 

1. 母語話者と学習者の自然会話コーパス（BTSJ日本語自然会話コーパス）の構築を継続し，全体を整備し

た上で，474 会話（118.5 時間）を本格公開した。その後のメンテナンスを継続し，その活用のための

「第17回 BTSJ活用方法講習会」を2022年２月26日（土）にオンラインで開催し，44名が参加した。 

また，「BTSJ活用方法オンライン講習会」のオンラインチュートリアルをHP上に公開した。 

2. 『BTSJ日本語自然会話コーパス』の完成記念シンポジウム「第5回 会話・談話研究シンポジウム (PJ

最終成果発表会) 『BTSJ日本語自然会話コーパス』と『自然会話リソースバンク (NCRB) 』の展開―そ

の多様な活用法―」を，2022年３月26日（土）に開催し，165名が参加した。 

3. I-JAS公開後のメンテナンス，その他の作業を進め，本格公開した。具体的には，次の通り。 

①音声配信のためのアライメント作業について は，予定していた第１次公開データに音声再生機能を

追加し公開した。 

   2021年５月公開分 67.5時間分 

2022年５月公開分（予定） 45時間分 

②表記に揺れがある箇所について表記を統一する作業については，表記に揺れがある箇所を確認し，表

記を統一した。 
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③誤解析の修正作業を進め，I-JAS 中納言のユーザーにとってより使いやすいものにする整備について

は，誤解析箇所の修正を行った。 

④ユーザーを増やすための広報活動の実施については，日本語教育学会などで I-JAS のデータを使った

研究の発表を行った。 

その他，I-JASを活用した研究の際に，合わせて活用できるように，母語話者調査のデータについても

公開に向けて整備を進めており，現在の状況は，以下の通りである。 

  ＊来年2022年５月に公開予定 

   211名分 （1名につき７タスク） 

   文字化ファイル 1477ファイル  

   音声ファイル  844ファイル 

4. 2019 年度に公開した日本語学習者の文章理解過程データベースに，新たに文章展開の理解を調査した

二つのデータ（各30名，計60名分）を追加，公開した。 

5. 日本語学習者の読解コーパスの構築を継続し，47件のコーパスデータ（学習者の母語はタイ語20件，

ミャンマー語９件，インドネシア語６件，フランス語６件，スペイン語３件，英語２件，ベトナム語１

件）を新たに公開した。 

6. 日本語学習者の聴解コーパスの構築を継続し，14 件のコーパスデータ（学習者の母語はミャンマー語

11件，韓国語２件，中国語１件）を新たに公開した。コロナ禍で対面調査を基本としている聴解調査が

あまり行えなかったため，前項の読解調査の件数を計画より大幅に増やした。 

7. ウェブ版読解教材として「人的資源関連の研究論文」シリーズ１レッスン，「通商白書」シリーズ３レッ

スン，「アルバイトの求人サイト」シリーズ３レッスン，「レストランのWebクーポン」シリーズ１レッ

スン，「入浴剤のパッケージ」シリーズ１レッスン，ウェブ版聴解教材として「ハンバーガーショップ」

シリーズ３レッスン，合計12レッスンの教材を公開した。 

8. 2022年２月までに50見出しを追加し，計190見出しに拡充した。および，視聴覚コンテンツ（音声ファ

イル，アニメ）の補充も併せて行った。 

9. 2019年度に公開した教室談話データベースに，新たにピアリーディング談話の文字化データを12回分

の授業，88ファイルを追加，公開した。 

 

（２）共同利用・共同研究の実施体制等に関する計画 

1. I-JASを活用した共同利用・共同研究の推進に向けた学習者コーパスネットワークの構築，拡充に向け

て，「学習者コーパスグローバルネットワーク」を立ち上げ，2021 年５月 30 日にプロジェクト主催の

「第六回学習者コーパス・ワークショップ＆シンポジウム」を開催し，シンポジウム135名（うち海外

機関所属者16名・学生36名），ワークショップ：初心者向け29名（うち海外機関所属者４名・学生11

名），ワークショップ：既習者向け15名（うち海外機関所属者４名・学生８名）の参加を得た。また，

プラットフォームになるHPを開設した。ネットワークのメンバーは，現在39名（日本国内：21名 海

外11か国：18名）である。 

2. 2021年４月24日・25日「韓国日語教育学会 第39回国際学術大会」において，海外で開催する初のI-

JAS をテーマにしたシンポジウム「日本語教育に生かす学習者コーパス―日々の授業をいかに研究につ

なげるか―」を開催した。 

3.「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」プロジェクトとの共催で 2022 年２月 26 日にシンポ

ジウム「日本語文法研究のフロンティア―母語話者の日本語と学習者の日本語の対照研究を中心に―」

をWeb開催で行い，396名が参加した。 
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３．教育に関する計画 

自己点検評価 計画どおりに実施している 

（１）大学院等への教育協力に関する計画 

1. 受入予定だった，特別共同利用研究員は，コロナ禍により渡航が不可能となった。 

 

（２）人材育成に関する計画 

1. プロジェクトPDフェローを１名雇用し，日本語教育研究に関する研究指導を行うことにより，日本語

教育分野の人材を育成した。 

2. 大学院生14名を共同研究員としてプロジェクトに参画させ，コーパスの構築・分析作業を通して研究

の指導を行った。 

 

 

４．社会との連携及び社会貢献に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

（１）産業界や地域社会との連携に関する計画 

1. (株)富士通の富士通研究所の研究者との研究会を定期的に設け，ビジネス専門日本語教育の研究プロ

ジェクトを継続した。また，2021年９月25日 にオンラインのシンポジウム 「ビジネス日本語の研究

と教育 ―文書改善に必要な条件を探る―」を開催し，188名が参加した（うち海外20名，学生34名）。 

 

（２）研究成果の社会への普及に関する計画 

1. のしろ日本語学習会との共催で，2022 年３月20日（予定）に，日本語教師セミナー（国内）「地域に

おける日本語学習支援と共生社会の構築―日本語の位置付けとリテラシーの重要性を踏まえながら」を

オンラインで開催し，133名が参加した。 

バングラデシュ日本語教師会との共催で，2022年３月12日に，日本語教師セミナー（海外）「社会変

革を志向する新たな日本語教育－社会の一員としての日本語学習者と「ケース教材」の実践－」をオン

ラインで開催し，49名が参加した。 

2. 『BTSJ日本語自然会話コーパス』の完成記念シンポジウムを2022年３月26日（土）に開催した。（２．

共同利用・共同研究に関する計画の2を参照） 

3. I-JAS を活用した研究成果の社会への普及や発信に向けて，2021年４月17日（土），７月３日（土），

８月28日（土），10月 23日（土），12月 26日（日）の５回，学習者コーパス研究会（オンライン）を

開催した。 

4. 国際交流基金ケルン日本文化会館との共催で2021年６月５日に「ケルン日本語教師研修会2021春」を

Web開催で行い，60名が参加した。その後，その研修会の動画（１時間47分）をYouTubeで公開した。 

5. 看護と介護の日本語教育研究会・ビジネス日本語研究会・協働実践研究会・ハノイ国家大学外国語大学

との共催で 2021 年９月 19 日にアジア人材還流学会「ハノイセミナー2022 のためのプレセミナー」を

Web開催で行い，198名が参加した。 

6. 福岡県国際交流センターとの共催で2021年 10月 16日・17日に「福岡県地域日本語教室ボランティア

スキルアップ講座」をWeb開催で行い，61名が参加した。 
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④ユーザーを増やすための広報活動の実施については，日本語教育学会などで I-JAS のデータを使った

研究の発表を行った。 

その他，I-JASを活用した研究の際に，合わせて活用できるように，母語話者調査のデータについても

公開に向けて整備を進めており，現在の状況は，以下の通りである。 

  ＊来年2022年５月に公開予定 

   211名分 （1名につき７タスク） 

   文字化ファイル 1477ファイル  

   音声ファイル  844ファイル 

4. 2019 年度に公開した日本語学習者の文章理解過程データベースに，新たに文章展開の理解を調査した

二つのデータ（各30名，計60名分）を追加，公開した。 

5. 日本語学習者の読解コーパスの構築を継続し，47件のコーパスデータ（学習者の母語はタイ語20件，

ミャンマー語９件，インドネシア語６件，フランス語６件，スペイン語３件，英語２件，ベトナム語１

件）を新たに公開した。 

6. 日本語学習者の聴解コーパスの構築を継続し，14 件のコーパスデータ（学習者の母語はミャンマー語

11件，韓国語２件，中国語１件）を新たに公開した。コロナ禍で対面調査を基本としている聴解調査が

あまり行えなかったため，前項の読解調査の件数を計画より大幅に増やした。 

7. ウェブ版読解教材として「人的資源関連の研究論文」シリーズ１レッスン，「通商白書」シリーズ３レッ

スン，「アルバイトの求人サイト」シリーズ３レッスン，「レストランのWebクーポン」シリーズ１レッ

スン，「入浴剤のパッケージ」シリーズ１レッスン，ウェブ版聴解教材として「ハンバーガーショップ」

シリーズ３レッスン，合計12レッスンの教材を公開した。 

8. 2022年２月までに50見出しを追加し，計190見出しに拡充した。および，視聴覚コンテンツ（音声ファ

イル，アニメ）の補充も併せて行った。 

9. 2019年度に公開した教室談話データベースに，新たにピアリーディング談話の文字化データを12回分

の授業，88ファイルを追加，公開した。 

 

（２）共同利用・共同研究の実施体制等に関する計画 

1. I-JASを活用した共同利用・共同研究の推進に向けた学習者コーパスネットワークの構築，拡充に向け

て，「学習者コーパスグローバルネットワーク」を立ち上げ，2021 年５月 30 日にプロジェクト主催の

「第六回学習者コーパス・ワークショップ＆シンポジウム」を開催し，シンポジウム135名（うち海外

機関所属者16名・学生36名），ワークショップ：初心者向け29名（うち海外機関所属者４名・学生11

名），ワークショップ：既習者向け15名（うち海外機関所属者４名・学生８名）の参加を得た。また，

プラットフォームになるHPを開設した。ネットワークのメンバーは，現在39名（日本国内：21名 海

外11か国：18名）である。 

2. 2021年４月24日・25日「韓国日語教育学会 第39回国際学術大会」において，海外で開催する初のI-

JAS をテーマにしたシンポジウム「日本語教育に生かす学習者コーパス―日々の授業をいかに研究につ

なげるか―」を開催した。 

3.「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」プロジェクトとの共催で 2022 年２月 26 日にシンポ

ジウム「日本語文法研究のフロンティア―母語話者の日本語と学習者の日本語の対照研究を中心に―」

をWeb開催で行い，396名が参加した。 
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３．教育に関する計画 

自己点検評価 計画どおりに実施している 

（１）大学院等への教育協力に関する計画 

1. 受入予定だった，特別共同利用研究員は，コロナ禍により渡航が不可能となった。 

 

（２）人材育成に関する計画 

1. プロジェクトPDフェローを１名雇用し，日本語教育研究に関する研究指導を行うことにより，日本語

教育分野の人材を育成した。 

2. 大学院生14名を共同研究員としてプロジェクトに参画させ，コーパスの構築・分析作業を通して研究

の指導を行った。 

 

 

４．社会との連携及び社会貢献に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

（１）産業界や地域社会との連携に関する計画 

1. (株)富士通の富士通研究所の研究者との研究会を定期的に設け，ビジネス専門日本語教育の研究プロ

ジェクトを継続した。また，2021年９月25日 にオンラインのシンポジウム 「ビジネス日本語の研究

と教育 ―文書改善に必要な条件を探る―」を開催し，188名が参加した（うち海外20名，学生34名）。 

 

（２）研究成果の社会への普及に関する計画 

1. のしろ日本語学習会との共催で，2022 年３月20日（予定）に，日本語教師セミナー（国内）「地域に

おける日本語学習支援と共生社会の構築―日本語の位置付けとリテラシーの重要性を踏まえながら」を

オンラインで開催し，133名が参加した。 

バングラデシュ日本語教師会との共催で，2022年３月12日に，日本語教師セミナー（海外）「社会変

革を志向する新たな日本語教育－社会の一員としての日本語学習者と「ケース教材」の実践－」をオン

ラインで開催し，49名が参加した。 

2. 『BTSJ日本語自然会話コーパス』の完成記念シンポジウムを2022年３月26日（土）に開催した。（２．

共同利用・共同研究に関する計画の2を参照） 

3. I-JAS を活用した研究成果の社会への普及や発信に向けて，2021年４月17日（土），７月３日（土），

８月28日（土），10月 23日（土），12月 26日（日）の５回，学習者コーパス研究会（オンライン）を

開催した。 

4. 国際交流基金ケルン日本文化会館との共催で2021年６月５日に「ケルン日本語教師研修会2021春」を

Web開催で行い，60名が参加した。その後，その研修会の動画（１時間47分）をYouTubeで公開した。 

5. 看護と介護の日本語教育研究会・ビジネス日本語研究会・協働実践研究会・ハノイ国家大学外国語大学

との共催で 2021 年９月 19 日にアジア人材還流学会「ハノイセミナー2022 のためのプレセミナー」を

Web開催で行い，198名が参加した。 

6. 福岡県国際交流センターとの共催で2021年 10月 16日・17日に「福岡県地域日本語教室ボランティア

スキルアップ講座」をWeb開催で行い，61名が参加した。 
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３．教育に関する計画 

自己点検評価 計画どおりに実施している 

（１）大学院等への教育協力に関する計画 

1. 受入予定だった，特別共同利用研究員は，コロナ禍により渡航が不可能となった。 

 

（２）人材育成に関する計画 

1. プロジェクトPDフェローを１名雇用し，日本語教育研究に関する研究指導を行うことにより，日本語

教育分野の人材を育成した。 

2. 大学院生14名を共同研究員としてプロジェクトに参画させ，コーパスの構築・分析作業を通して研究

の指導を行った。 

 

 

４．社会との連携及び社会貢献に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

（１）産業界や地域社会との連携に関する計画 

1. (株)富士通の富士通研究所の研究者との研究会を定期的に設け，ビジネス専門日本語教育の研究プロ

ジェクトを継続した。また，2021年９月25日 にオンラインのシンポジウム 「ビジネス日本語の研究

と教育 ―文書改善に必要な条件を探る―」を開催し，188名が参加した（うち海外20名，学生34名）。 

 

（２）研究成果の社会への普及に関する計画 

1. のしろ日本語学習会との共催で，2022 年３月20日（予定）に，日本語教師セミナー（国内）「地域に

おける日本語学習支援と共生社会の構築―日本語の位置付けとリテラシーの重要性を踏まえながら」を

オンラインで開催し，133名が参加した。 

バングラデシュ日本語教師会との共催で，2022年３月12日に，日本語教師セミナー（海外）「社会変

革を志向する新たな日本語教育－社会の一員としての日本語学習者と「ケース教材」の実践－」をオン

ラインで開催し，49名が参加した。 

2. 『BTSJ日本語自然会話コーパス』の完成記念シンポジウムを2022年３月26日（土）に開催した。（２．

共同利用・共同研究に関する計画の2を参照） 

3. I-JAS を活用した研究成果の社会への普及や発信に向けて，2021年４月17日（土），７月３日（土），

８月28日（土），10月 23日（土），12月 26日（日）の５回，学習者コーパス研究会（オンライン）を

開催した。 

4. 国際交流基金ケルン日本文化会館との共催で2021年６月５日に「ケルン日本語教師研修会2021春」を

Web開催で行い，60名が参加した。その後，その研修会の動画（１時間47分）をYouTubeで公開した。 

5. 看護と介護の日本語教育研究会・ビジネス日本語研究会・協働実践研究会・ハノイ国家大学外国語大学

との共催で 2021 年９月 19 日にアジア人材還流学会「ハノイセミナー2022 のためのプレセミナー」を

Web開催で行い，198名が参加した。 

6. 福岡県国際交流センターとの共催で2021年 10月 16日・17日に「福岡県地域日本語教室ボランティア

スキルアップ講座」をWeb開催で行い，61名が参加した。 
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５．グローバル化に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施している 

（１）国際的協業に関する計画 

1. 天津外国語大学と学術交流協定を締結し，天津外国語大学日本語学院と国立国語研究所日本語教育研究

領域の間で日本語学習者のコミュニケーションに関わる共同研究を継続した。 

2. 西安外国語大学日本語科との学術交流協定締結の準備を進めた。 

3. 韓国外国語大学校と学術交流協定を締結し，韓国外国語大学校日本言語文化学部と国立国語研究所日本

語教育研究領域の間で日本語学習者のコミュニケーションに関わる共同研究に着手した。 

 

（２）国際的発信に関する計画 

 

 

６．その他 

1. 2021年 6月に締結したTilak Maharashtra Vidyapeeth  （インド，プネー市）の交流協定に基づき，

Series of Online Lectures for Alumniの一環として，2021年 12月 12日に「日本語教育・学習に役

立つウェブ教材：『基本動詞ハンドブック』 ＆『日本語文型バンク』」講演を行った。 

2. 2021年６月に締結したTilak Maharashtra Vidyapeeth  （インド，プネー市）の交流協定に基づき，

また，Jawaharlal Nehru University (ニューデリー)，南アジア日本語教育フォーラムと連携し，

2022年３月20日に「辞書のための用例作成」のワークショップをオンラインで開催した。参加者は

47名であった。 

 

 

 

令和３年度の評価 

《評価結果》 

計画を上回って実施している 

本プロジェクトは，「日本語学習者のコミュニケーションを多角的に解明すること」，また「その成

果を日本語教育に応用する方法を明らかにすること」を目的としており，以下の３つのサブプロジェ

クトすなわち，①「日本語学習者の日本語使用の解明」，②「日本語学習者の日本語理解の解明」，③

「日本語学習のためのリソース開発」で構成されている。2021（R.３）年度は上記プロジェクトの６

年目であり，第３期の最終年度に当たる。 

プロジェクトによる自己評価は，「教育」については「B」評価，「研究」，「共同利用・共同研究」，

「社会連携・社会貢献」，「その他（グローバル化）」については「A」と評価されている。「教育」に関

する計画の（１）大学院等への教育協力に関する計画（中国・西安外国語大学からの特別共同利用研

究員１名の受け入れ計画）がコロナ禍によって渡航が不可能になり実現しなかったことが「B」評価

の素因となったと思われる。コロナ禍２年目でもあり，テレビ会議方式での研究指導の可能性もかな

り一般化してきていることを考えると，何らかの工夫をして補う余地があったのではないかと考えら

れ，「B」評価は止むを得ないと思われる。また，「その他」については，以下に述べる理由によって

自己評価の「A」評価を「B」評価としたいと考える。他の項目については概ね計画を上回って実施さ

れており，「A」評価は妥当であり，従って総合的には「A」評価とした。 
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《評価項目》 

１．研究について 

 (１)研究水準及び研究の成果に関しては，当初計画にあった２冊の書籍を「入稿する」予定が，

１冊は予定を上回って「刊行」にまでこぎつけ，もう１冊は逆に「入稿延期」となり，単純に考えれ

ばプラスマイナスゼロとなって「計画どおり」と言えそうであるが，「質的側面」に関して2020（R.3）

年度に刊行した３冊の書籍（『日本語学習者の読解過程』，『自然会話分析への語用論的アプローチー

BTSJ コーパスを利用してー』，『ビジネス文書の応用言語学的研究―クラウドソーシングを用いたビ

ジネス日本語の多角的分析―』）それぞれについて学会誌に書評が掲載され相応の評価を受けたこと，

また（２）実施体制構築に際しての動員人数が計画を大きく上回っていること勘案して，計画を上回

る成果をあげていると評価し，総合的には「A評価」が妥当であると考えた。 

 

２．共同利用・共同研究について 

(１)共同利用・共同研究に関しては，各種コーパスの構築を継続してデータを追加し，修正作業

も行い，計画を大幅に上回って公開にこぎつけている。ウェブ版の読解教材・聴解教材についても

予定を上回る数の教材を公開しており，『オンライン日本語基本動詞ハンドブック』の見出しの追

加，コンテンツの補充も計画を上回って実施しており，また2019年度公開の教室談話データベース

へのデータの追加・公開も行っており，当初計画を上回る実施状況となっている。（２）実施体制等

に関しては，I-JASを活用した「学習者コーパスネットワーク」を立ち上げ，複数回にわたるシン

ポジウムやワークショップを開催し，プラットフォームとなるHPを開設するなど計画を上回る成果

を上げている。また，「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」プロジェクトとの共催でシ

ンポジウム「日本語文法研究のフロンティアー母語話者の日本語と学習者の日本語の対照研究を中

心にー」をWeb開催し，400名近い動員を果たしている。共同利用・共同研究については概ね計画

を上回る成果を出しており，「A評価」とするのが妥当であると考えた。 

 

３．教育について 

上記「総括」においても触れたが，大学等の機能強化への貢献，また若手研究者育成への取り組み

については，プロジェクトに参加させる大学院生数について４名の予定を大きく上回る 14 名を参加

させているが，中国・西安外国語大学からの特別共同利用研究員１名の受け入れ計画がコロナ禍に

よって渡航が不可能になり実現しなかったこと，また，プロジェクト PD フェローを２名雇用する計

画が１名になったことをもって自己評価は「B」評価としたと思われる。他方で「５.その他の目標を

達成するための措置」の項の（１）の２に「西安外国語大学日本語科との学術交流協定締結の準備を

進めた」との記載があるが，この「準備活動」と上記の「西安外国語大学からの特別共同利用研究員

１名の受け入れ計画」とは何らかの関係があるのであろうか。もし関係があるのであれば，教育に関

する計画の観点１や観点２と関連付けて記載することで，教育に関する実施状況を補うことができる

のではないかとも考えた。ともあれ，現状の記述内容に即すれば「B」評価が妥当であると考える。 

 

４．社会との連携及び社会貢献について 

（１）産業界や地域社会との連携についても（２）研究成果の社会への普及についても，シンポジ

ウムや研修会などにおいて十分な動員数を確保するとともに計画を上回る回数の開催を実現してお

り，「A」評価が妥当であると考える。なお，付言すれば，「産業界や地域社会との連携」については

文化庁国語課による委託事業やその受託先（企業体や地方自治体やNPOなど）が，さまざまな日本語

教育関連活動を実施・展開しており，本プロジェクト「日本語学習者のコミュニケーションの多角的
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５．グローバル化に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施している 

（１）国際的協業に関する計画 

1. 天津外国語大学と学術交流協定を締結し，天津外国語大学日本語学院と国立国語研究所日本語教育研究

領域の間で日本語学習者のコミュニケーションに関わる共同研究を継続した。 

2. 西安外国語大学日本語科との学術交流協定締結の準備を進めた。 

3. 韓国外国語大学校と学術交流協定を締結し，韓国外国語大学校日本言語文化学部と国立国語研究所日本

語教育研究領域の間で日本語学習者のコミュニケーションに関わる共同研究に着手した。 

 

（２）国際的発信に関する計画 

 

 

６．その他 
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解明」に資するデータや成果が散在・蓄積されている可能性があると考えられるので，研究体制の戦

略的体系の中に位置づける可能性を考えることがあってもいいのではないかと思料する。 

 

５．グローバル化について 

(１)国際的協業に関しては，コロナ禍での制約が大きい状況において「コロナ禍により協定締結が

延期となっていた天津外国語大学と学術交流協定を締結し共同研究を継続したこと」，同様に「コロ

ナ禍により協定締結が延期となっていた西安外国語大学日本語科との学術交流協定締結の準備を進

めたこと，「韓国外国語大学校と学術交流協定を締結し共同研究に着手したこと」の３点を勘案する

と，計画を若干上回って実施されていると言えるが，（２）国際的発信に関しては，特に記載がない。

以上を踏まえると，グローバル化については，総じて計画を上回る十分な成果を挙げているとは言い

難いが，他の項目における諸外国の大学との交流・連携の実情を勘案することで，概ね「A評価」が

妥当であるとしたい。付言すれば，海外の日本語教育・日本語教師研修・日本語教育研究などについ

ては国際交流基金が豊富な知見・情報を有しており，また世界各地の日本語教師会や日本研究学会な

どにおいても日本語や日本語教育についての知見の蓄積がなされており，今後の研究の国際連携のあ

り方について一工夫が欲しい。 

 

６．その他特記事項 

特になし。 
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コーパス開発センター 

センター長：山崎 誠 

 

Ⅰ．令和３年度活動概要 

令和３年度予算総額   85,096千円 

令和３年度 成果の概要 

１．研究に関する計画 

コーパス開発センター専任職員・研究員で，ジャーナル論文 ５本，国際会議発表７件。「言語資源活用

ワークショップ」を９月に開催。国際会議QUALICO2021 を招致。 

形態素解析用辞書 UniDic，係り受けツリーバンク Universal Dependencies，シソーラス分類語彙表を

中心にした共同研究を展開。 

 

２．共同利用・共同研究に関する計画 

「中納言」および包括的検索系「KOTONOHA」の開発維持を実施。 

「少納言」のセキュリティ脆弱性の改修を実施。 

有償版コーパスの契約書の修正および契約書発行システムの更新を実施。 

 

３．教育に関する計画 

検索系の講習会を３回実施。 

 

４．社会との連携及び社会貢献に関する計画 

『現代日本語書き言葉均衡コーパス』と『日本語話し言葉コーパス』の頒布を進める。 

コーパスの有償契約の新体系の導入。 

 

５．グローバル化に関する計画 

国際的な係り受けツリーバンク構築プロジェクト Universal Dependencies に参画。 

 

６．その他 

ワークスアプリケーションズ社，リクルート社，レトリバ社，LegalForce社と共同研究を実施。 

高エネ研機構間連携プロジェクトに参画。 

 

Ⅱ．項目ごとの状況 

１．研究に関する計画 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

（１）研究水準及び研究の成果等に関する計画 

1. コーパス開発センター専任職員・研究員によるジャーナル論文５件（うち２件が国際誌，国際会議発表

７件（指標目標値 ２件/年） 

2. 言語資源活用ワークショップ2021 を９月にオンライン開催（発表件数35件（内招待講演２件））。発表

論文集を機関リポジトリに2022年１月に登録した。 

3. QUALICO 2021を９月に開催。招待講演２件・口頭発表39件・ポスター発表20件 

4. 国際会議 QUALICO2021 の selected papers 16本の proceedingsを公刊予定 
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コーパスの有償契約の新体系の導入。 

 

５．グローバル化に関する計画 

国際的な係り受けツリーバンク構築プロジェクト Universal Dependencies に参画。 

 

６．その他 

ワークスアプリケーションズ社，リクルート社，レトリバ社，LegalForce社と共同研究を実施。 

高エネ研機構間連携プロジェクトに参画。 

 

Ⅱ．項目ごとの状況 

１．研究に関する計画 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

（１）研究水準及び研究の成果等に関する計画 

1. コーパス開発センター専任職員・研究員によるジャーナル論文５件（うち２件が国際誌，国際会議発表

７件（指標目標値 ２件/年） 

2. 言語資源活用ワークショップ2021 を９月にオンライン開催（発表件数35件（内招待講演２件））。発表

論文集を機関リポジトリに2022年１月に登録した。 

3. QUALICO 2021を９月に開催。招待講演２件・口頭発表39件・ポスター発表20件 

4. 国際会議 QUALICO2021 の selected papers 16本の proceedingsを公刊予定 
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5. 先進的なリアルタイム MRI 動画撮像技術により日本語の調音運動を組織的に観測したデータベースを

構築〔２（１）にて詳述〕。言語資源活用ワークショップ2021 内音声研究スペシャルセッションにて，

同データベースに関する発表を実施 

 

（２）研究実施体制等に関する計画 

1. 東京大学・京都大学・九州大学・理化学研究所・日本 IBM・NTT CS 研・Megagon Labs と連携して，

Universal Dependencies のデータ整備を推進。第３回Universal Dependencies 公開研究会を開催 

2. 茨城大学・常葉大学とともに分類語彙表関連の研究を進めた。 

3. ワークスアプリケーションズ社，リクルート社（Megagon Labs）社，レトリバ社，Legalforce社と共同

研究を推進。 

 

 

２．共同利用・共同研究に関する計画 

 

３．教育に関する計画 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

（１）共同利用・共同研究に関する計画 

1. 2021年５月９日に「まとめて検索KOTONOHA」の累計100,000セッションを達成。2022年３月28日現在

の累計セッション数 163,713。 

2. 『現代日本語書き言葉均衡コーパス』(BCCWJ)を用いた研究業績累計 1602 件(2022/03/28 集計)，「中

納言」に格納されている『日本語話し言葉コーパス』(CSJ)を用いた研究業績累計1389件 (2022/03/28 

集計)。 

3. 『現代日本語書き言葉均衡コーパス』(BCCWJ)累計有償契約数 519(本年度分 37)件，『日本語話し言葉

コーパス』(CSJ)累計有償契約数1051 (本年度分42)件 (2022/3/28 現在) 

4. 「リアルタイムMRI調音運動データベース（試験公開版）」話者10名分を2021年４月１日に試験公開。

2021年度中に話者21名分を公開 

5. 「少納言」「中納言」のセキュリティ脆弱性の改修作業を実施。 

 

（２）共同利用・共同研究の実施体制等に関する計画 

1. 2021年度の大学の授業等の「授業用アカウント」発行数132授業(2022年 03月 28日現在)。 

2. 共同利用型共同研究（言語資源型）を新たに設定。 

 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

（１）大学院等への教育協力に関する計画 

1. 特別共同利用研究員として茨城大学から修士課程学生２名を「インターンシップ」として受入 

 

（２）人材育成に関する計画 

1. プロジェクト非常勤研究員をプロジェクト予算で４名雇用（１名が人文機構特任助教に就職→東京大学

助教に転出） 

2. 特任助教が１名准教授としてものつくり大学に就職予定 

3. 講習会３回実施 
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４．社会との連携及び社会貢献に関する計画 

・ ChaKi.NET 講習会 2021年６月30日(closed) 参加者4人 

・ Cradle 講習会 2021年９月14日 (言語資源活用ワークショップ併設)参加者64人 

・中納言講習会 2021年９月25日 (Kansai Circle of Psycholinguistics と共催) 参加者40人 

4. 言語資源活用ワークショップ2021における互選による優秀発表賞の設定。 

 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

（１）産業界や地域社会との連携に関する計画 

1. 東京大学・日本 IBM・リクルート社などと連携して，Universal Dependencies のデータ整備を推進。第３回

Universal Dependencies 公開研究会を開催〔再掲〕 

 

（２）研究成果の社会への普及に関する計画 

1. ワークスプリケーションズとともに NLP 若手の会第16回シンポジウムで発表 

2. Megagon Labs の GiNZA parser の整備の協力 

3. レトリバ社との共同研究成果「日本語話し言葉BERT」を公開 

4. 「分類語彙表」に対する単語親密度・位相情報を更新 

5. リーガルフォース社と共同研究を実施。リーガルフォース社より分かち書き器 Vaporetto を公開 

6. 『現代日本語書き言葉均衡コーパス』(BCCWJ)累計有償契約数 519(本年度分 37)件，『日本語話し言葉

コーパス』(CSJ)累計有償契約数1051 (本年度分42)件 (2022/3/28 現在)【再掲】 

7. 『日本語諸方言コーパス』『日常会話コーパス』『分類語彙表増補改訂版データベース』契約書発行シス

テムの構築（2022年４月１日公開予定） 

8. 言語処理学会第28回年次大会をプラチナスポンサーとして支援 

9. 言語処理学会第 28 回年次大会併設ワークショップ「日本語における評価用データセットの構築と利用

性の向上」を企画【資料4.6】 

10. 形態素解析用辞書UniDic-の語彙素登録数 228,315件。『unidic-mecab-2.1.2』（語彙素数208,955 件）

からの語彙数の差分19,360件は（指標：目標値毎年 1000語彙素追加）。 

11. 「中納言」の年間契約数(2021年度) 

『現代日本語書き言葉均衡コーパス』7108件 

『日本語歴史コーパス』5429件 

『日本語話し言葉コーパス』6243件 

『多言語母語の日本語学習者横断コーパス』4505件 

『名大会話コーパス』4469件 

『現日研・職場談話コーパス』4663件 

『国語研日本語ウェブコーパス』5995件 

『日本語日常会話コーパス』6011件 

『日本語諸方言コーパス』4712件 

『昭和話し言葉コーパス』4773件 

『中国語・韓国語母語の日本語学習者縦断発話コーパス』 4081  件     （2022/03/28現在） 

※ 各プロジェクトが構築・公開するコーパスのうち中納言で公開するものについては，コーパス開発セ

ンターと共同で実施しているため，プロジェクトの報告書と記載が一部重複する。 
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４．社会との連携及び社会貢献に関する計画 

・ ChaKi.NET 講習会 2021年６月30日(closed) 参加者4人 

・ Cradle 講習会 2021年９月14日 (言語資源活用ワークショップ併設)参加者64人 

・中納言講習会 2021年９月25日 (Kansai Circle of Psycholinguistics と共催) 参加者40人 

4. 言語資源活用ワークショップ2021における互選による優秀発表賞の設定。 

 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

（１）産業界や地域社会との連携に関する計画 

1. 東京大学・日本 IBM・リクルート社などと連携して，Universal Dependencies のデータ整備を推進。第３回

Universal Dependencies 公開研究会を開催〔再掲〕 

 

（２）研究成果の社会への普及に関する計画 

1. ワークスプリケーションズとともに NLP 若手の会第16回シンポジウムで発表 

2. Megagon Labs の GiNZA parser の整備の協力 

3. レトリバ社との共同研究成果「日本語話し言葉BERT」を公開 

4. 「分類語彙表」に対する単語親密度・位相情報を更新 

5. リーガルフォース社と共同研究を実施。リーガルフォース社より分かち書き器 Vaporetto を公開 

6. 『現代日本語書き言葉均衡コーパス』(BCCWJ)累計有償契約数 519(本年度分 37)件，『日本語話し言葉

コーパス』(CSJ)累計有償契約数1051 (本年度分42)件 (2022/3/28 現在)【再掲】 

7. 『日本語諸方言コーパス』『日常会話コーパス』『分類語彙表増補改訂版データベース』契約書発行シス

テムの構築（2022年４月１日公開予定） 

8. 言語処理学会第28回年次大会をプラチナスポンサーとして支援 

9. 言語処理学会第 28 回年次大会併設ワークショップ「日本語における評価用データセットの構築と利用

性の向上」を企画【資料4.6】 

10. 形態素解析用辞書UniDic-の語彙素登録数 228,315件。『unidic-mecab-2.1.2』（語彙素数208,955 件）

からの語彙数の差分19,360件は（指標：目標値毎年 1000語彙素追加）。 

11. 「中納言」の年間契約数(2021年度) 

『現代日本語書き言葉均衡コーパス』7108件 

『日本語歴史コーパス』5429件 

『日本語話し言葉コーパス』6243件 

『多言語母語の日本語学習者横断コーパス』4505件 

『名大会話コーパス』4469件 

『現日研・職場談話コーパス』4663件 

『国語研日本語ウェブコーパス』5995件 

『日本語日常会話コーパス』6011件 

『日本語諸方言コーパス』4712件 

『昭和話し言葉コーパス』4773件 

『中国語・韓国語母語の日本語学習者縦断発話コーパス』 4081  件     （2022/03/28現在） 

※ 各プロジェクトが構築・公開するコーパスのうち中納言で公開するものについては，コーパス開発セ

ンターと共同で実施しているため，プロジェクトの報告書と記載が一部重複する。 
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5. 先進的なリアルタイム MRI 動画撮像技術により日本語の調音運動を組織的に観測したデータベースを

構築〔２（１）にて詳述〕。言語資源活用ワークショップ2021 内音声研究スペシャルセッションにて，

同データベースに関する発表を実施 

 

（２）研究実施体制等に関する計画 

1. 東京大学・京都大学・九州大学・理化学研究所・日本 IBM・NTT CS 研・Megagon Labs と連携して，

Universal Dependencies のデータ整備を推進。第３回Universal Dependencies 公開研究会を開催 

2. 茨城大学・常葉大学とともに分類語彙表関連の研究を進めた。 

3. ワークスアプリケーションズ社，リクルート社（Megagon Labs）社，レトリバ社，Legalforce社と共同

研究を推進。 

 

 

２．共同利用・共同研究に関する計画 

 

３．教育に関する計画 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

（１）共同利用・共同研究に関する計画 

1. 2021年５月９日に「まとめて検索KOTONOHA」の累計100,000セッションを達成。2022年３月28日現在

の累計セッション数 163,713。 

2. 『現代日本語書き言葉均衡コーパス』(BCCWJ)を用いた研究業績累計 1602 件(2022/03/28 集計)，「中

納言」に格納されている『日本語話し言葉コーパス』(CSJ)を用いた研究業績累計1389件 (2022/03/28 

集計)。 

3. 『現代日本語書き言葉均衡コーパス』(BCCWJ)累計有償契約数 519(本年度分 37)件，『日本語話し言葉

コーパス』(CSJ)累計有償契約数1051 (本年度分42)件 (2022/3/28 現在) 

4. 「リアルタイムMRI調音運動データベース（試験公開版）」話者10名分を2021年４月１日に試験公開。

2021年度中に話者21名分を公開 

5. 「少納言」「中納言」のセキュリティ脆弱性の改修作業を実施。 

 

（２）共同利用・共同研究の実施体制等に関する計画 

1. 2021年度の大学の授業等の「授業用アカウント」発行数132授業(2022年 03月 28日現在)。 

2. 共同利用型共同研究（言語資源型）を新たに設定。 

 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

（１）大学院等への教育協力に関する計画 

1. 特別共同利用研究員として茨城大学から修士課程学生２名を「インターンシップ」として受入 

 

（２）人材育成に関する計画 

1. プロジェクト非常勤研究員をプロジェクト予算で４名雇用（１名が人文機構特任助教に就職→東京大学

助教に転出） 

2. 特任助教が１名准教授としてものつくり大学に就職予定 

3. 講習会３回実施 
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４．社会との連携及び社会貢献に関する計画 

・ ChaKi.NET 講習会 2021年６月30日(closed) 参加者4人 

・ Cradle 講習会 2021年９月14日 (言語資源活用ワークショップ併設)参加者64人 

・中納言講習会 2021年９月25日 (Kansai Circle of Psycholinguistics と共催) 参加者40人 

4. 言語資源活用ワークショップ2021における互選による優秀発表賞の設定。 

 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

（１）産業界や地域社会との連携に関する計画 

1. 東京大学・日本 IBM・リクルート社などと連携して，Universal Dependencies のデータ整備を推進。第３回

Universal Dependencies 公開研究会を開催〔再掲〕 

 

（２）研究成果の社会への普及に関する計画 

1. ワークスプリケーションズとともに NLP 若手の会第16回シンポジウムで発表 

2. Megagon Labs の GiNZA parser の整備の協力 

3. レトリバ社との共同研究成果「日本語話し言葉BERT」を公開 

4. 「分類語彙表」に対する単語親密度・位相情報を更新 

5. リーガルフォース社と共同研究を実施。リーガルフォース社より分かち書き器 Vaporetto を公開 

6. 『現代日本語書き言葉均衡コーパス』(BCCWJ)累計有償契約数 519(本年度分 37)件，『日本語話し言葉

コーパス』(CSJ)累計有償契約数1051 (本年度分42)件 (2022/3/28 現在)【再掲】 

7. 『日本語諸方言コーパス』『日常会話コーパス』『分類語彙表増補改訂版データベース』契約書発行シス

テムの構築（2022年４月１日公開予定） 

8. 言語処理学会第28回年次大会をプラチナスポンサーとして支援 

9. 言語処理学会第 28 回年次大会併設ワークショップ「日本語における評価用データセットの構築と利用

性の向上」を企画【資料4.6】 

10. 形態素解析用辞書UniDic-の語彙素登録数 228,315件。『unidic-mecab-2.1.2』（語彙素数208,955 件）

からの語彙数の差分19,360件は（指標：目標値毎年 1000語彙素追加）。 

11. 「中納言」の年間契約数(2021年度) 

『現代日本語書き言葉均衡コーパス』7108件 

『日本語歴史コーパス』5429件 

『日本語話し言葉コーパス』6243件 

『多言語母語の日本語学習者横断コーパス』4505件 

『名大会話コーパス』4469件 

『現日研・職場談話コーパス』4663件 

『国語研日本語ウェブコーパス』5995件 

『日本語日常会話コーパス』6011件 

『日本語諸方言コーパス』4712件 

『昭和話し言葉コーパス』4773件 

『中国語・韓国語母語の日本語学習者縦断発話コーパス』 4081  件     （2022/03/28現在） 

※ 各プロジェクトが構築・公開するコーパスのうち中納言で公開するものについては，コーパス開発セ

ンターと共同で実施しているため，プロジェクトの報告書と記載が一部重複する。 
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４．社会との連携及び社会貢献に関する計画 

・ ChaKi.NET 講習会 2021年６月30日(closed) 参加者4人 

・ Cradle 講習会 2021年９月14日 (言語資源活用ワークショップ併設)参加者64人 

・中納言講習会 2021年９月25日 (Kansai Circle of Psycholinguistics と共催) 参加者40人 

4. 言語資源活用ワークショップ2021における互選による優秀発表賞の設定。 

 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

（１）産業界や地域社会との連携に関する計画 

1. 東京大学・日本 IBM・リクルート社などと連携して，Universal Dependencies のデータ整備を推進。第３回

Universal Dependencies 公開研究会を開催〔再掲〕 

 

（２）研究成果の社会への普及に関する計画 

1. ワークスプリケーションズとともに NLP 若手の会第16回シンポジウムで発表 

2. Megagon Labs の GiNZA parser の整備の協力 

3. レトリバ社との共同研究成果「日本語話し言葉BERT」を公開 

4. 「分類語彙表」に対する単語親密度・位相情報を更新 

5. リーガルフォース社と共同研究を実施。リーガルフォース社より分かち書き器 Vaporetto を公開 

6. 『現代日本語書き言葉均衡コーパス』(BCCWJ)累計有償契約数 519(本年度分 37)件，『日本語話し言葉

コーパス』(CSJ)累計有償契約数1051 (本年度分42)件 (2022/3/28 現在)【再掲】 

7. 『日本語諸方言コーパス』『日常会話コーパス』『分類語彙表増補改訂版データベース』契約書発行シス

テムの構築（2022年４月１日公開予定） 

8. 言語処理学会第28回年次大会をプラチナスポンサーとして支援 

9. 言語処理学会第 28 回年次大会併設ワークショップ「日本語における評価用データセットの構築と利用

性の向上」を企画【資料4.6】 

10. 形態素解析用辞書UniDic-の語彙素登録数 228,315件。『unidic-mecab-2.1.2』（語彙素数208,955 件）

からの語彙数の差分19,360件は（指標：目標値毎年 1000語彙素追加）。 

11. 「中納言」の年間契約数(2021年度) 

『現代日本語書き言葉均衡コーパス』7108件 

『日本語歴史コーパス』5429件 

『日本語話し言葉コーパス』6243件 

『多言語母語の日本語学習者横断コーパス』4505件 

『名大会話コーパス』4469件 

『現日研・職場談話コーパス』4663件 

『国語研日本語ウェブコーパス』5995件 

『日本語日常会話コーパス』6011件 

『日本語諸方言コーパス』4712件 

『昭和話し言葉コーパス』4773件 

『中国語・韓国語母語の日本語学習者縦断発話コーパス』 4081  件     （2022/03/28現在） 

※ 各プロジェクトが構築・公開するコーパスのうち中納言で公開するものについては，コーパス開発セ

ンターと共同で実施しているため，プロジェクトの報告書と記載が一部重複する。 
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５．その他の目標を達成するための措置 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

（１）国際的協業に関する計画 

1. オーストラリア国立大学から外来研究員受入。 

2. Universal Dependencies Treebank 2.8, 2.9 のデータ公開 

3. 国語研長単位に基づく Universal Dependencies Treebank に関する発表を2022年３月に実施 

4. LREC-2022 Corpora and Annotation (including Tools, Systems, Treebanks) Area Chair 

 

（２）国際的発信に関する計画 

1. コーパス開発センター専任職員・研究員によるジャーナル論文５件（うち２件が国際誌），国際会議発

表７件〔再掲〕 

2. QUALICO 2021を９月に開催。招待講演２件・口頭発表39件・ポスター発表20件。〔再掲〕 

3. 国際会議 QUALICO2021 の論文集を公刊予定。〔再掲〕 

4. UniDic 公開ウェブページの英語化を実施 

 

 

６．その他 

 

 

令和３年度の評価 

《評価結果》 

計画どおりに実施している 

令和３年度は，国際計量言語学会大会 QUALICO2021 開催をはじめとする学会活動，リアルタイム

MRI調音運動データベースの新規構築を含むデータ整備を進めると同時に，学術雑誌論文・国際会議

発表を充実させて計画を上回る成果を上げている。また，分類語彙表の充実，国際的なツリーバンク

構築の一翼を担うUniversal Dependencyの公開，複数コーパスの横断的検索のための包括的検索系

「まとめて検索 KOTONOHA」の充実など，コーパスの構築と提供の活動が着実に拡大している。 

『現代日本語書き言葉均衡コーパス』あるいは『日本語話し言葉コーパス』を用いた研究業績累計

が着実に増加しており，公開データベースが言語研究のための基礎データとして研究者に位置付けら

れている。 学術利用を目的としたコーパスデータの無償提供に加えて，産業界に貢献する有償契約

の拡大が着実に進められていることは高く評価できる。さらに，ワークスアプリケーションズ社，

Megagon Labs 社をはじめとする企業との共同研究を拡大し，その成果が着実に表れていることも評

価される。 

コーパスの開発とその利用普及を通じた学術研究の向上，社会発信，産業応用への寄与を目的とし

た活動は計画を上回って実施していると判断される。 

 

 

 

 

該当する活動なし。 
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《評価項目》 

１．研究について 

研究成果の公表に関しては，Journal of the Acoustical Society of Americaなど高レベルの国

際学術誌に論文発表２編，さらに言語処理・音声処理・言語資源構築技術に関する研究の国際会議発

表７件と計画を上回る研究成果を上げている。 

研究者向けの公開研究集会として，９月に言語資源活用ワークショップ2021のオンライン開催し，

発表論文集の機関リポジトリに登録した。 

国際シンポジウムとしては，新型コロナウイルス感染症 によって延期されていた国際計量言語学

会大会QUALICO2021 を開催し，proceedingsの公刊を進めている。 

Universal Dependencies および分類語彙表を対象として，東京大学，京都大学，九州大学，理化

学研究所などの大学・研究機関，さらには日本IBM，NTT，ワークスアプリケーション社などの企業を

含む共同研究体制を構築しており，大学との連携，共同研究を通じた研究機関支援の基盤構築に着実

に貢献している。 

 

２．共同利用・共同研究について 

データベースの構築・公開に関しては，包括的検索系「まとめて検索KOTONOHA」の試験的公開利用

が計画を大きく上回る累計 163,713 セッションに達しており，『現代日本語書き言葉均衡コーパス』

(BCCWJ)，『日本語話し言葉コーパス』(CSJ)の有償契約も着実に増加している。 さらに新規にリアル

タイムMRI調音運動データベースを構築して公開するなど計画を上回る優れた成果を上げている。 

データベース等を使った研究成果に関しては，『現代日本語書き言葉均衡コーパス』(BCCWJ)を用い

た研究業績累計 1602 件(2022/03/28 集計)，「中納言」に格納されている『日本語話し言葉コーパ

ス』(CSJ)を用いた研究業績累計1389件(2022/03/28 集計)にのぼり，公開データベースが言語研究

のための基礎データとして着実に位置づけられるようになっていることが見てとれる。 

データベース，検索系の利用拡大のために大学の「授業用アカウント」発行が継続的に行われてお

り，大学との連携による大学の機能強化の取り組みが着実に実行されている。 

 

３．教育について 

大学院等への教育協力に関しては，茨城大学から修士課程学生２名を特別共同利用研究員として受

入れている。各種講習会実施，研究賞のサポートなど若手研究者育成の取り組みが実施されている。

令和３年度においても非常勤研究員をプロジェクト予算で４名雇用しており，定常的な研究員受入が

行われている．プロジェクトで活動した研究者が准教授，助教として大学に転出するなど，研究者の

人材育成に対する着実な貢献が認められる。 

 

４．社会との連携及び社会貢献について 

研究成果の社会への普及に関して，ワークスアプリケーションズ社，Megagon Labs 社，レトリバ

社，リーガルフォース社などの企業との共同研究によって自然言語処理分野でのソフトウェア開発，

データ開発，共同学会発表などが進められた．研究成果の着実な外部展開が進められていることは高

く評価できる。 

『現代日本語書き言葉均衡コーパス』(BCCWJ)，『日本語話し言葉コーパス』(CSJ)などデータベー

スの契約数や形態素解析用辞書UniDic-の語彙素登録数などが定量的に把握されており，研究成果の

社会貢献度の可視化が図られていることは高く評価できる。 
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５．その他の目標を達成するための措置 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

（１）国際的協業に関する計画 

1. オーストラリア国立大学から外来研究員受入。 

2. Universal Dependencies Treebank 2.8, 2.9 のデータ公開 

3. 国語研長単位に基づく Universal Dependencies Treebank に関する発表を2022年３月に実施 

4. LREC-2022 Corpora and Annotation (including Tools, Systems, Treebanks) Area Chair 

 

（２）国際的発信に関する計画 

1. コーパス開発センター専任職員・研究員によるジャーナル論文５件（うち２件が国際誌），国際会議発

表７件〔再掲〕 

2. QUALICO 2021を９月に開催。招待講演２件・口頭発表39件・ポスター発表20件。〔再掲〕 

3. 国際会議 QUALICO2021 の論文集を公刊予定。〔再掲〕 

4. UniDic 公開ウェブページの英語化を実施 

 

 

６．その他 

 

 

令和３年度の評価 

《評価結果》 

計画どおりに実施している 

令和３年度は，国際計量言語学会大会 QUALICO2021 開催をはじめとする学会活動，リアルタイム

MRI調音運動データベースの新規構築を含むデータ整備を進めると同時に，学術雑誌論文・国際会議

発表を充実させて計画を上回る成果を上げている。また，分類語彙表の充実，国際的なツリーバンク

構築の一翼を担うUniversal Dependencyの公開，複数コーパスの横断的検索のための包括的検索系

「まとめて検索 KOTONOHA」の充実など，コーパスの構築と提供の活動が着実に拡大している。 

『現代日本語書き言葉均衡コーパス』あるいは『日本語話し言葉コーパス』を用いた研究業績累計

が着実に増加しており，公開データベースが言語研究のための基礎データとして研究者に位置付けら

れている。 学術利用を目的としたコーパスデータの無償提供に加えて，産業界に貢献する有償契約

の拡大が着実に進められていることは高く評価できる。さらに，ワークスアプリケーションズ社，

Megagon Labs 社をはじめとする企業との共同研究を拡大し，その成果が着実に表れていることも評

価される。 

コーパスの開発とその利用普及を通じた学術研究の向上，社会発信，産業応用への寄与を目的とし

た活動は計画を上回って実施していると判断される。 

 

 

 

 

該当する活動なし。 
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《評価項目》 

１．研究について 

研究成果の公表に関しては，Journal of the Acoustical Society of Americaなど高レベルの国

際学術誌に論文発表２編，さらに言語処理・音声処理・言語資源構築技術に関する研究の国際会議発

表７件と計画を上回る研究成果を上げている。 

研究者向けの公開研究集会として，９月に言語資源活用ワークショップ2021のオンライン開催し，

発表論文集の機関リポジトリに登録した。 

国際シンポジウムとしては，新型コロナウイルス感染症 によって延期されていた国際計量言語学

会大会QUALICO2021 を開催し，proceedingsの公刊を進めている。 

Universal Dependencies および分類語彙表を対象として，東京大学，京都大学，九州大学，理化

学研究所などの大学・研究機関，さらには日本IBM，NTT，ワークスアプリケーション社などの企業を

含む共同研究体制を構築しており，大学との連携，共同研究を通じた研究機関支援の基盤構築に着実

に貢献している。 

 

２．共同利用・共同研究について 

データベースの構築・公開に関しては，包括的検索系「まとめて検索KOTONOHA」の試験的公開利用

が計画を大きく上回る累計 163,713 セッションに達しており，『現代日本語書き言葉均衡コーパス』

(BCCWJ)，『日本語話し言葉コーパス』(CSJ)の有償契約も着実に増加している。 さらに新規にリアル

タイムMRI調音運動データベースを構築して公開するなど計画を上回る優れた成果を上げている。 

データベース等を使った研究成果に関しては，『現代日本語書き言葉均衡コーパス』(BCCWJ)を用い

た研究業績累計 1602 件(2022/03/28 集計)，「中納言」に格納されている『日本語話し言葉コーパ

ス』(CSJ)を用いた研究業績累計1389件(2022/03/28 集計)にのぼり，公開データベースが言語研究

のための基礎データとして着実に位置づけられるようになっていることが見てとれる。 

データベース，検索系の利用拡大のために大学の「授業用アカウント」発行が継続的に行われてお

り，大学との連携による大学の機能強化の取り組みが着実に実行されている。 

 

３．教育について 

大学院等への教育協力に関しては，茨城大学から修士課程学生２名を特別共同利用研究員として受

入れている。各種講習会実施，研究賞のサポートなど若手研究者育成の取り組みが実施されている。

令和３年度においても非常勤研究員をプロジェクト予算で４名雇用しており，定常的な研究員受入が

行われている．プロジェクトで活動した研究者が准教授，助教として大学に転出するなど，研究者の

人材育成に対する着実な貢献が認められる。 

 

４．社会との連携及び社会貢献について 

研究成果の社会への普及に関して，ワークスアプリケーションズ社，Megagon Labs 社，レトリバ

社，リーガルフォース社などの企業との共同研究によって自然言語処理分野でのソフトウェア開発，

データ開発，共同学会発表などが進められた．研究成果の着実な外部展開が進められていることは高

く評価できる。 

『現代日本語書き言葉均衡コーパス』(BCCWJ)，『日本語話し言葉コーパス』(CSJ)などデータベー

スの契約数や形態素解析用辞書UniDic-の語彙素登録数などが定量的に把握されており，研究成果の

社会貢献度の可視化が図られていることは高く評価できる。 
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５．グローバル化について 

国際的共同プロジェクトの一環としてUniversal Dependencies Treebankに関するデータ公開，国

際会議発表，外来研究員受け入れが着実に進められている．国際会議 LREC-2022 のセッション企画，

QUALICO 2021 の開催など国際的な研究集会開催への関与を通じた国際的発信が着実に進められてい

る。 

 

６．その他特記事項 

大学共同利用機関法人間の連携の一環として，高エネルギー加速器研究機構 機構間連携プロジェ

クト 「知性と認識の情報神経物理学」・自然科学研究機構 生理学研究所共同研究プロジェクト「機

械学習と fMRI を用いた抒情の生じるメカニズムの解明」が実施され，その成果が学会発表に結びつ

いたことは，今後の革新的研究を生み出す一つの可能性を示すものとして着目される。 
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研究情報発信センター 

センター長：石黒 圭 

 

Ⅰ．令和３年度活動概要 

令和３年度予算総額   39,000千円 

令和３年度 成果の概要 

１．研究に関する計画 

本センターは，大学共同利用機関としての共同利用に供するため，各種研究情報，研究資料及び研究成

果の収集・整理・管理・維持を行い，広く社会に発信することで，研究の向上に寄与することを目的として

活動を行っている。研究に関しては，「日本語研究・日本語教育文献データベース」からわかる学術研究の

広範な動向について学会で研究発表を行い，その普及に努めた。 

 

２．共同利用・共同研究に関する計画 

共同利用・共同研究に関しては，データベースの開発・公開の推進，収蔵資料の共同利用体制の整備，公

開データベースの共同利用の交流促進の三つが挙げられる。 

一つ目として，「国立国語研究所学術情報リポジトリ」「日本語研究・日本語教育文献データベース」「研

究資料室収蔵資料データベース」など，所管するデータベース類の開発・公開を推進した。 

二つ目として，収蔵資料の共同利用体制を整備し，2021 年度共同利用型共同研究及び共同利用型共同研

究（登録型）の採択課題（全17件中10件が研究資料室収蔵資料の活用研究）に対して提供した。 また，

「国立国語研究所研究データ管理・保存・利活用ポリシー」を定め，その基本方針を軸に関連諸規定を整え

ることで，共同利用の透明性が高まるような体制整備に努めた。 

三つ目として，他機構である情報・システム研究機構のデータサイエンス共同利用基盤施設 社会データ

構造化センターと共催で共同利用セミナーを開催し，学際的な研究交流の機会を設けた。 

 

３．教育に関する計画 

教育に関しては，研究発信業務強化のため，「研究資料室」および「日本語研究・日本語教育文献データ

ベース」担当のプロジェクト非常勤研究員各３名，計６名を雇用し，その育成に努めた。 

 

４．社会との連携及び社会貢献に関する計画 

社会との連携及び社会貢献に関しては，『国立国語研究所論集』を年２回，完全オンラインジャーナル化

で発行し，関連データがある場合はライセンスを明示して公開できるよう，編集体制の見直しを行った。 

 

５．グローバル化に関する計画 

グローバル化に関しては，2020 年度に引き続き，日本語学的・言語学的にパイオニア的価値を持ち，そ

の評価がほぼ確立した日本語論文を英訳し（1 点追加），オープンアクセスで公開した（Pioneering 

Linguistic Works in Japan）。 

 

６．その他 

該当する活動なし。 

 

 

 

VIII 外部評価報告書 275

 

88 

 

研究情報発信センター 

センター長：石黒 圭 

 

Ⅰ．令和３年度活動概要 

令和３年度予算総額   39,000千円 

令和３年度 成果の概要 

１．研究に関する計画 

本センターは，大学共同利用機関としての共同利用に供するため，各種研究情報，研究資料及び研究成

果の収集・整理・管理・維持を行い，広く社会に発信することで，研究の向上に寄与することを目的として

活動を行っている。研究に関しては，「日本語研究・日本語教育文献データベース」からわかる学術研究の

広範な動向について学会で研究発表を行い，その普及に努めた。 

 

２．共同利用・共同研究に関する計画 

共同利用・共同研究に関しては，データベースの開発・公開の推進，収蔵資料の共同利用体制の整備，公

開データベースの共同利用の交流促進の三つが挙げられる。 

一つ目として，「国立国語研究所学術情報リポジトリ」「日本語研究・日本語教育文献データベース」「研

究資料室収蔵資料データベース」など，所管するデータベース類の開発・公開を推進した。 

二つ目として，収蔵資料の共同利用体制を整備し，2021 年度共同利用型共同研究及び共同利用型共同研

究（登録型）の採択課題（全17件中10件が研究資料室収蔵資料の活用研究）に対して提供した。 また，

「国立国語研究所研究データ管理・保存・利活用ポリシー」を定め，その基本方針を軸に関連諸規定を整え

ることで，共同利用の透明性が高まるような体制整備に努めた。 

三つ目として，他機構である情報・システム研究機構のデータサイエンス共同利用基盤施設 社会データ

構造化センターと共催で共同利用セミナーを開催し，学際的な研究交流の機会を設けた。 

 

３．教育に関する計画 

教育に関しては，研究発信業務強化のため，「研究資料室」および「日本語研究・日本語教育文献データ

ベース」担当のプロジェクト非常勤研究員各３名，計６名を雇用し，その育成に努めた。 

 

４．社会との連携及び社会貢献に関する計画 

社会との連携及び社会貢献に関しては，『国立国語研究所論集』を年２回，完全オンラインジャーナル化

で発行し，関連データがある場合はライセンスを明示して公開できるよう，編集体制の見直しを行った。 

 

５．グローバル化に関する計画 

グローバル化に関しては，2020 年度に引き続き，日本語学的・言語学的にパイオニア的価値を持ち，そ

の評価がほぼ確立した日本語論文を英訳し（1 点追加），オープンアクセスで公開した（Pioneering 

Linguistic Works in Japan）。 

 

６．その他 

該当する活動なし。 
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５．グローバル化について 

国際的共同プロジェクトの一環としてUniversal Dependencies Treebankに関するデータ公開，国

際会議発表，外来研究員受け入れが着実に進められている．国際会議 LREC-2022 のセッション企画，

QUALICO 2021 の開催など国際的な研究集会開催への関与を通じた国際的発信が着実に進められてい

る。 

 

６．その他特記事項 

大学共同利用機関法人間の連携の一環として，高エネルギー加速器研究機構 機構間連携プロジェ

クト 「知性と認識の情報神経物理学」・自然科学研究機構 生理学研究所共同研究プロジェクト「機

械学習と fMRI を用いた抒情の生じるメカニズムの解明」が実施され，その成果が学会発表に結びつ

いたことは，今後の革新的研究を生み出す一つの可能性を示すものとして着目される。 
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研究情報発信センター 

センター長：石黒 圭 

 

Ⅰ．令和３年度活動概要 

令和３年度予算総額   39,000千円 

令和３年度 成果の概要 

１．研究に関する計画 

本センターは，大学共同利用機関としての共同利用に供するため，各種研究情報，研究資料及び研究成
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広範な動向について学会で研究発表を行い，その普及に努めた。 

 

２．共同利用・共同研究に関する計画 

共同利用・共同研究に関しては，データベースの開発・公開の推進，収蔵資料の共同利用体制の整備，公

開データベースの共同利用の交流促進の三つが挙げられる。 

一つ目として，「国立国語研究所学術情報リポジトリ」「日本語研究・日本語教育文献データベース」「研

究資料室収蔵資料データベース」など，所管するデータベース類の開発・公開を推進した。 

二つ目として，収蔵資料の共同利用体制を整備し，2021 年度共同利用型共同研究及び共同利用型共同研

究（登録型）の採択課題（全17件中10件が研究資料室収蔵資料の活用研究）に対して提供した。 また，

「国立国語研究所研究データ管理・保存・利活用ポリシー」を定め，その基本方針を軸に関連諸規定を整え

ることで，共同利用の透明性が高まるような体制整備に努めた。 

三つ目として，他機構である情報・システム研究機構のデータサイエンス共同利用基盤施設 社会データ

構造化センターと共催で共同利用セミナーを開催し，学際的な研究交流の機会を設けた。 

 

３．教育に関する計画 

教育に関しては，研究発信業務強化のため，「研究資料室」および「日本語研究・日本語教育文献データ

ベース」担当のプロジェクト非常勤研究員各３名，計６名を雇用し，その育成に努めた。 

 

４．社会との連携及び社会貢献に関する計画 

社会との連携及び社会貢献に関しては，『国立国語研究所論集』を年２回，完全オンラインジャーナル化

で発行し，関連データがある場合はライセンスを明示して公開できるよう，編集体制の見直しを行った。 

 

５．グローバル化に関する計画 

グローバル化に関しては，2020 年度に引き続き，日本語学的・言語学的にパイオニア的価値を持ち，そ

の評価がほぼ確立した日本語論文を英訳し（1 点追加），オープンアクセスで公開した（Pioneering 

Linguistic Works in Japan）。 

 

６．その他 

該当する活動なし。 
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４．社会との連携及び社会貢献に関する計画 

社会との連携及び社会貢献に関しては，『国立国語研究所論集』を年２回，完全オンラインジャーナル化

で発行し，関連データがある場合はライセンスを明示して公開できるよう，編集体制の見直しを行った。 

 

５．グローバル化に関する計画 

グローバル化に関しては，2020 年度に引き続き，日本語学的・言語学的にパイオニア的価値を持ち，そ
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６．その他 

該当する活動なし。 
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Ⅱ．項目ごとの状況 

１．研究に関する計画 

 

２．共同利用・共同研究に関する計画 

自己点検評価 計画どおりに実施している 

（１）研究水準及び研究の成果等に関する計画 

1. 所蔵資料とそのデータベース構築・公開について，学会で研究発表を１件行った。 

 

（２）研究実施体制等に関する計画 

 

自己点検評価 計画を上回って実施している 

（１）共同利用・共同研究に関する計画 

1.「国立国語研究所学術情報リポジトリ」について，データ整備，登録，DOI付与を継続して実施した。ま

た，オープンアクセス方針の下，IR推進室と連携して情報を収集し，個人著作物の登録を推進した。追

加262件，総件数2,805件，ダウンロード回数は23.8万であった。さらに，ジャパンリンクセンターの

規約等改正による，DOI付与コンテンツの抄録を含むメタデータのオープン化に対応するため，「学術情

報リポジトリ運用指針」を改正するとともに，登録済コンテンツについて抄録に係る利用許諾依頼を

行った。 

2. 「日本語研究・日本語教育文献データベース」に新規データを1,167件追加した（累積約275,000 件）。

大学学術機関リポジトリ及び学会誌掲載論文の本文PDFへのリンクを新規に約1,500件設置した（全約

33,000 件）。また，韓国及び台湾の現地学会・大学等の協力を得て，韓国及び台湾出版の文献情報の追

加収録を行った。なお，直近５年間のアクセス数は，2017年度4.0万，2018年度4.9万，2019年度8.1

万，2020年度14万，2021年度16万と増加傾向を維持している。 

3. 北海道調査（第１回1958-60年度，第２回1986-88年度）の回答データを公開した（2022年３月）。 

4. 資料群 10 件を新規に公開し（来館閲覧利用を可とする），「研究資料室収蔵資料データベース」を更新

した（2021 年６月）。「中央資料庫言語地図草稿所蔵リスト」を公開した（2021 年７月）。「研究課題一

覧」に「KAKEN科学研究費助成事業データベース」へのリンク敷設などの機能拡張を行った（2021年 11

月）。「研究資料室収蔵資料目録（試行版）」を公開した（2022年３月）。 

また，カビによる資料の劣化を防ぐため，中央資料庫内の空調・換気・清掃等の対策を行った。 

5. 研究資料室収蔵の音源・映像資料について，1,381点の媒体変換（デジタル化）を進めた（カセットテー

プ等音声メディア1,257点，VHS等映像メディア124点）。また，所内専用試視聴システム「音声・映像

データベース」にデジタル音源・映像を1,614点増補収録した（音声1,465点，映像149点）。 

6. 日本語教育映画・映像教材のシナリオ集，語彙表のデータセットを公開した（2022年３月）。 

7. 「国立国語研究所研究データ管理・保存・利活用ポリシー」の原案を策定し， 国立国語研究所が，調査

研究において収集または作成した研究データを適切に管理・保存し，広く利活用に供することができる

よう，関係諸規定の整備に着手した。 

 

（２）共同利用・共同研究の実施体制等に関する計画 

1. 研究資料の共同利用体制を整備し，2021年度共同利用型共同研究及び共同利用型共同研究（登録型）の

採択課題（全17件中10件が研究資料室収蔵資料の活用研究）に対して研究資料を提供した。 
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３．教育に関する計画 

 

４．社会との連携及び社会貢献に関する計画 

 

５．その他の目標を達成するための措置 

 

６．その他 

 

 

2．2021年９月４日にWeb開催で，情報・システム研究機構 データサイエンス共同利用基盤施設 社会デー

タ構造化センターと共催で共同利用セミナーを開催し，103名（うち，海外６名，学生21名）参加を得

た。 

 

自己点検評価 計画どおりに実施した。 

（１）大学院等への教育協力に関する計画 

 

（２）人材育成に関する計画 

1. 社会調査のデータセット等の整備・公開のため，プロジェクト非常勤研究員を１名の雇用を継続した。

また，「日本語研究・日本語教育文献データベース」の登録範囲拡張のため，プロジェクト非常勤研究員

１名の雇用を継続するとともに，新たにプロジェクト非常勤研究員を１名雇用した。 

 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

（１）産業界や地域社会との連携に関する計画 

 

（２）研究成果の社会への普及に関する計画 

1．『国立国語研究所論集』第21号（2021年７月）と第22号（2022年１月）をオンラインジャーナルのみ

の形態で発行した。また，論文の関連データがあるものについては，クリエイティブ・コモンズのライ

センスを明示して公開を行った。 

2. 国立国語研究所オープンハウス2021で，研究情報発信センターの紹介の発表を２件行った。 

 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

（１）国際的協業に関する計画 

 

（２）国際的発信に関する計画 

1. 2020年度に引き続き，日本語学的・言語学的にパイオニア的価値を持ち，その評価がほぼ確立した日本

語論文を英訳し，Pioneering Linguistic Works in Japan として１点（KINDAICHI Haruhiko, A 

Classification of Japanese Verbs），オープンアクセスで追加公開した。 

 

該当する活動なし。 
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Ⅱ．項目ごとの状況 

１．研究に関する計画 

 

２．共同利用・共同研究に関する計画 

自己点検評価 計画どおりに実施している 

（１）研究水準及び研究の成果等に関する計画 
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３．教育に関する計画 

 

４．社会との連携及び社会貢献に関する計画 

 

５．その他の目標を達成するための措置 

 

６．その他 

 

 

2．2021年９月４日にWeb開催で，情報・システム研究機構 データサイエンス共同利用基盤施設 社会デー

タ構造化センターと共催で共同利用セミナーを開催し，103名（うち，海外６名，学生21名）参加を得

た。 

 

自己点検評価 計画どおりに実施した。 

（１）大学院等への教育協力に関する計画 

 

（２）人材育成に関する計画 

1. 社会調査のデータセット等の整備・公開のため，プロジェクト非常勤研究員を１名の雇用を継続した。

また，「日本語研究・日本語教育文献データベース」の登録範囲拡張のため，プロジェクト非常勤研究員

１名の雇用を継続するとともに，新たにプロジェクト非常勤研究員を１名雇用した。 

 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

（１）産業界や地域社会との連携に関する計画 

 

（２）研究成果の社会への普及に関する計画 

1．『国立国語研究所論集』第21号（2021年７月）と第22号（2022年１月）をオンラインジャーナルのみ

の形態で発行した。また，論文の関連データがあるものについては，クリエイティブ・コモンズのライ

センスを明示して公開を行った。 

2. 国立国語研究所オープンハウス2021で，研究情報発信センターの紹介の発表を２件行った。 

 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

（１）国際的協業に関する計画 

 

（２）国際的発信に関する計画 

1. 2020年度に引き続き，日本語学的・言語学的にパイオニア的価値を持ち，その評価がほぼ確立した日本

語論文を英訳し，Pioneering Linguistic Works in Japan として１点（KINDAICHI Haruhiko, A 

Classification of Japanese Verbs），オープンアクセスで追加公開した。 

 

該当する活動なし。 
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令和３年度の評価 

《評価結果》 

計画どおりに実施している 

令和３年度は国立国語研究所学術情報リポジトリ，日本語研究・日本語教育文献データベース，北

海道調査データをはじめとする社会調査のデータセットなどの各種研究情報・資料の充実化とWeb上

での公開を着実に進め，『国立国語研究所論集』のオンライン公刊，Pioneering Linguistic Works in 

Japan のオープンアクセス公開などを着実に進めている。大学共同利用機関として，各種研究情報，

研究資料及び研究成果の収集・整理・管理・維持を行い，広く社会に発信することで，研究の向上に

寄与することを目的とした活動を計画通り着実に実施していると判断される。 

 

《評価項目》 

１．研究について 

日本語学会 2021 年度春季大会における研究発表など，国語研究所データベースに基づく学会研究

発表を行い，国語研究所の研究成果の発信および研究用データの普及を着実に進めている． 

 

２．共同利用・共同研究について 

国立国語研究所学術情報リポジトリについて，オープンアクセス化の方針の下に国語研刊行物の

データ整備・登録を継続して進め，DOI情報付与によってアクセシビリティ向上を図った結果，リポ

ジトリダウンロード件数が23.8万件に達している。  

日本語研究・日本語教育文献データベースについては，大学学術機関リポジトリ掲載論文及び学会

誌掲載論文の情報追加を進めるとともに，韓国・台湾の学会・大学の協力を得て出版文献情報の登録

を進めた．その結果，データベースアクセス件数が着実に増加している。  

社会調査のデータセットについては，北海道調査回答データの公開を行っている。 

研究資料室収蔵資料についても，資料群の新規公開，データベース更新・機能拡張を進めるととも

に，資料の劣化対策，音源・映像資料のデジタル化などを着実に進めている。  

また，2021年度共同利用型研究（公募型）の採択課題に対して，研究資料及び研究情報を提供する

など，研究資料の共同利用体制の整備を進めている。 

研究情報，研究資料及び研究成果の収集・整理・管理・維持を行い，社会に発信し，国語研究の向

上に資する活動を着実に実施していると判断できる。 

 

３．教育について 

社会調査のデータセット等の整備・公開・研究資料室資料の利活用促進のため，また日本語研究・

日本語教育文献データベースの拡充のために，プロジェクト非常勤研究員の雇用を増強し，若手研究

者育成を図っている。 

 

４．社会との連携及び社会貢献について 

『国立国語研究所論集』の発行を継続して実施するとともにオンライン化を進めて，研究成果の社

会への発信に着実に取り組んでいる。令和３年度には第 21 号（2021 年７月）と第 22 号（2022 年１

月）をオンラインで発行し，関連データがある場合，クリエイティブ・コモンズのライセンスを明示

して公開を行っている。 
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５．グローバル化について 

英語による研究成果の発信に着実に取り組み，日本語学的・言語学的にパイオニア的価値を持つ日

本語論文を英訳公開する活動を継続して実施している。令和３年度には論文１点を Pioneering 

Linguistic Works in Japanとしてオープンアクセス公開している。 

 

６．その他特記事項 

特になし。 
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令和３年度「管理業務」に関する評価 

 

業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置 

１．組織運営の改善に関する目標を達成するための措置 

【計画】 

外部有識者の参加を得て，運営会議及び各種委員会を開催するとともに，機関の組織運営に研究

者コミュニティ等の意見を積極的に取り入れる。 

【実績】 

運営会議において，外部委員から研究所の研究活動について意見等をいただき，以下のとおり見

直しを図った。 

・次期所長候補者の選考スケジュールについて，決定時期を６月と10月の選択肢を示した上で外部

委員との意見交換を行い，６月では候補者の行動を縛ってしまう期間が長くなり候補者に与える

デメリットが大きいとの意見があり，最終的に賛同意見の多かった 10 月の運営会議での選考を

行うこととなった。（11月８日運営会議より） 

・今後の運営会議の開催形式について，年３回のうち１回はコロナ対策をとった上で対面，２回程

度はオンラインで開催する予定であったが，外部委員からすべての会議についてオンラインでの

開催希望があったため，改めて外部委員に確認を行い，原則としてコロナ終息後も引き続きオン

ラインを活用していくこととした。（11月８日運営会議より） 

・国語研においては，研究教育職員の採用にあたり，博士の学位を取得していることが必須である

が，海外の大学による学位取得の場合，国によって博士号取得にかかる制度が異なることを踏ま

えて公募を行う方が良いのではないかとの意見が委員からあり，次回からは海外の学位取得制度

についても調べた上で実施することとなった。（２月21日運営会議より） 

 

２．教育研究組織の見直しに関する目標を達成するための措置 

【計画】 

機関拠点型基幹研究プロジェクトの共同研究プロジェクトを研究系とセンターにより推進し，

国際連携室において国際発信力を高めるために，チュートリアル事業等を推進し，国際学術機関

等の連携を強化する。また，研究力向上に資するためにIR推進室において研究成果に関するデー

タの収集・管理・分析を行い，関係する委員会に情報提供を行う。 

 

【実績】  

・毎月開催している共同研究プロジェクト推進会議において基幹研究プロジェクトの進捗状況など

を確認するとともに，研究系とセンターの連携による第3期の研究成果を，第16回 NINJALフォー

ラム「ここまで進んだ！ここまで分かった！多様な言語資源に基づく日本語研究」として，令和

４年２月19日にオンラインにて開催した。 

・国際発信力を高めるために，国際連携室が支援して，台湾の大学院生及び日本語教師を主たる対

象としたチュートリアル授業を台湾東呉大学の協力を得て，令和３年10月 23日，24日にオンラ

インにて開催した。 

・国際発進力を高めるために，国際連携室では新たに天津外国語大学（中国）及び韓国外国語大学

（韓国）と国際交流協定を締結した。また，De Gruyter Mouton社との出版協定に基づく新シリー
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ズ（The Mouton-NINJAL Library of Linguistics)の出版企画を進めるとともに，危機言語の叢書

シリーズ刊行について，Brill社と出版覚書を締結した。 

・IR推進室では研究成果に関するデータを収集・管理し，機構のデータポストに活用するとともに，

将来計画委員会及び自己点検・評価委員会等に情報を提供した。また収集したデータに基づき国

立国語研究所年報を編集・刊行した。 

 

３．事務等の効率化・合理化に関する目標を達成するための措置 

【計画】 

機構内機関及び機構外機関との業務の共同実施 

【実績】 

・コピー用紙の調達について，機構内 3機関（本部・国文研・国語研）と２機構６機関の計９機関

で共同調達を実施した。 

・立川地区（人間文化研究機構国文研，国語研及び情報システム研究機構極地研，統数研の２機構

４機関）で，自販機設置運営業務を実施した。（５年契約２年目） 

・西東京地区の国立大学法人等で運営される第 27 回西東京地区国立大学法人等中堅職員研修が開

催され（R3.12.17,22,23（オンライン）），３名が参加した。 

・機構本部主催の令和３年度人間文化研究機構在宅勤務研修が開催され（R3.12.13-R4.1.31（オン

ライン）），10名が参加した。  

・国立大学協会東京地区支部及び関東・甲信越地区支部が主催する令和３年度東京地区及び関東・

甲信越地区実践セミナー（財務の部：R3.10.28:1名）,（人事・労務・安全管理の部：R3.12.10：

１名），（産学連携の部：R4.1.27：２名）に参加した。 

・総務省行政評価局主催の令和３年度政策評価に関する統一研修に１名を参加させた。 

・独立行政法人国立公文書館主催の令和３年度公文書管理研修Ⅰに１名が参加した。 

・U-PDS（人事給与システム）担当者の利用知識を深めるべく株式会社日進サイエンティア主催の初

任者研修（R3.5.25-6.30）に３人が参加した。 

・I-URIC/SOKENDAI連携の研修４件に職員を参加させた。 

①個人情報保護研修。（R4.2.16開催 参加者５名） 

②利益相反研修（R4.3.22開催，参加者４名） 

③知的財産研修（R4.2.14開催，参加者12名） 

④アライアンス 安全保障輸出管理研修（R4.3.7開催，参加者５名） 

・人間文化研究機構本部主催による以下の研修５件に職員を参加させた。 

①令和３年度人間文化研究機構新規採用職員研修（R3.5.24開催，参加者１名) 

②令和３年度ハラスメント防止研修（R3.11.1-11.30開催，参加者182名（全職員対象，受講率： 

99.5％）） 

③令和３年度人間文化研究機構事務系職員の人事被評定者研修（R3.1.26開催，参加者４名） 

④令和３年度人間文化研究機構在宅勤務研修（R3.12.13-R4,1,31，参加者10名） 

⑤令和３年度人間文化研究機構育児・介護支援研修（R4.3.4開催，参加者10名） 

 

自己点検評価 計画どおりに実施した 
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自己点検評価 計画どおりに実施した 
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令和３年度「管理業務」に関する評価 
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４年２月19日にオンラインにて開催した。 

・国際発信力を高めるために，国際連携室が支援して，台湾の大学院生及び日本語教師を主たる対

象としたチュートリアル授業を台湾東呉大学の協力を得て，令和３年10月 23日，24日にオンラ

インにて開催した。 

・国際発進力を高めるために，国際連携室では新たに天津外国語大学（中国）及び韓国外国語大学
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《評価結果》 

計画を上回って実施している 

組織運営に関しては，次期所長候補者の選考スケジュール，オンラインでの運営会議の継続，研究

教育職員の採用方法などに，運営会議での外部委員の意見が積極的に取り入れられているのは評価で

きる。教育研究組織の見直しに関しては，共同研究プロジェクト推進会議で基幹研究プロジェクトの

進捗状況などを確認し，プロジェクト間の連携を図ったこと，国際連携・国際発信で台湾東呉大学と

協力してチュートリアル授業を開催するなどさまざまな活動をしたことは評価できる。事務等の効率

化・合理化に関しても，コピー用紙の共同調達を始めとして多くの有用な活動がなされた。 

 

財務内容の改善に関する目標を達成するためにとるべき措置 

１．外部研究資金，寄付金その他の自己収入の増加に関する目標を達成するための措置 

【計画】 

常勤研究者の科研費への研究代表者もしくは研究分担者としての参加率を毎年度 80％以上にする

ため，競争的資金の申請に向けた説明会や研究計画書の作成支援等を実施する。 

【実績】 

・令和３年度に配分された科研費（新規及び継続課題）に研究代表者又は研究分担者として，常勤

研究者31名のうち30名が参加した（参加率96.8％，新規課題採択率64.3％）。 

・4機関合同（国文研，国語研，極地研，統数研）科研費説明会（R3.6.29）に教職員23名，人間文

化研究機構科学研究費助成事業(科研費)説明会（R3.7.26）に11名が参加した。 

・外部資金についての公募情報を所内グループウエアに掲載するとともに，全研究者宛てに電子

メールで周知した。特に，科研費については，科学研究費助成事業の採択率向上のために，申請

者が他の研究分野を含む研究者と研究計画・方法について意見交換を行う「科研費申請準備会議」

（R3.8.4，9.7-8）を実施し，若手研究者の育成にも配慮しつつ科研費申請を奨励・支援した（令

和４年度分申請17件）。 

・研究成果を一般に向けて伝えるために，書籍『日本語の大疑問−眠れなくなるほど面白いことばの

世界』（幻冬舎新書）を刊行した。これは国語研に関わる所内外の研究者が執筆し，ポータルサイ

ト「ことば研究館」に掲載した記事を再編集したものである。本書は電子書籍，オーディオブッ

クでも配信された。３月末時点で，紙版７刷 63,000 部，電子版約 2,500 ダウンロードに達し，

『週刊東洋経済』『サンデー毎日』『しんぶん赤旗』に書評が掲載されるなど，大きな反響を得た。 

・「日本語話し言葉コーパス」，「現代日本語書き言葉均衡コーパス」，「日本語日常会話コーパス（モ

ニター版）」及び「日本語諸方言コーパス』の有償頒布を行い，総額10,981千円の収入を得た。 

 

２．経費の抑制に関する目標を達成するための措置 

【計画】 

（１）一般管理費の分析を行い，分析結果を基に教職員に対しコスト意識の啓発を図るとともに，契約

方法の見直し等を実施する。 

【実績】 

・所内各室廊下やエレベータ前，トイレに電力節減，夏期には軽装励行のポスターを掲示し，教職

員に対してコスト削減・省エネ推進の啓発を図った。また，例年どおり４階テラスに遮光及びグ

リーンカーテンを設置し省エネを図った。 

・複数年で契約締結している消防用設備等点検業務及び施設常駐管理業務の期間満了に伴い，前回

同様複数年契約による入札を実施し，業務の効率を図った。 
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・会議のペーパーレス化については，令和２年度から引き続き所内全会議をオンラインで実施し，

ペーパーレス化による印刷等消耗品の削減と労務の軽減を図った。 

 

【計画】 
（２）業務の外部委託等を促進させるとともに，職員の人件費や外部委託の状況を分析し，経費の抑

制策を検討する。 
【実績】 

・施設管理業務及びネットワーク管理業務について，引き続き外部委託を行い，業務の効率化を図っ

た。 

 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

 

《評価結果》 

計画どおりに実施している 

外部研究資金，寄付金その他の自己収入の増加に関しては，科研費への常勤研究者の参加率が

96.8％に達し目標を上回ったこと，また当研究所作成コーパスの有償頒布で総額 10,981 千円の収入

を得たことは大いに評価してよい。経費の抑制に関しては，省エネ意識の徹底による電力節減，業務

契約の複数年化や会議のオンライン化による経費削減，業務の外部委託による経費削減努力も評価で

きる。 

 

自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標を達成するためにとるべき措置 

１．評価の充実に関する目標を達成するための措置 

【計画】 

自己点検・評価等を実施し，組織運営の改善に活用する。 

【実績】  

・所内に自己点検・評価の実施，評価結果の公表及び活用に関することを目的とした自己点検・評

価委員会（委員６人）と研究所が実施する共同研究プロジェクトの推進及び連携・調整を図るこ

とを目的とした共同研究プロジェクト推進会議と連携して開催し，PDCA サイクルを管理してい

る。 

・自己点検及び評価の検証を行うための所外の専門家８名で構成される外部評価委員会による機関

拠点型基幹研究プロジェクトの自己点検評価・外部評価を実施した。 

 

２．情報公開や情報発信等の推進に関する目標を達成するための措置 

【計画】 

国立大学法人評価委員会の評価結果や業務実績報告書など評価に係る情報等を，ウェブサイト等に

掲載し，広く社会に公開する。 

【実績】 

・国立大学法人評価委員会の評価結果や業務実績報告書に加えて，外部評価委員会による研究系・

センターの実績及び組織運営の評価をまとめた外部評価報告書を，ウェブサイト及び『国立国語

研究所年報』を通じて公開した。 

自己点検評価 計画どおりに実施した 
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自己点検・評価等を実施し，組織運営の改善に活用する。 

【実績】  

・所内に自己点検・評価の実施，評価結果の公表及び活用に関することを目的とした自己点検・評

価委員会（委員６人）と研究所が実施する共同研究プロジェクトの推進及び連携・調整を図るこ

とを目的とした共同研究プロジェクト推進会議と連携して開催し，PDCA サイクルを管理してい

る。 

・自己点検及び評価の検証を行うための所外の専門家８名で構成される外部評価委員会による機関

拠点型基幹研究プロジェクトの自己点検評価・外部評価を実施した。 

 

２．情報公開や情報発信等の推進に関する目標を達成するための措置 

【計画】 

国立大学法人評価委員会の評価結果や業務実績報告書など評価に係る情報等を，ウェブサイト等に

掲載し，広く社会に公開する。 

【実績】 

・国立大学法人評価委員会の評価結果や業務実績報告書に加えて，外部評価委員会による研究系・

センターの実績及び組織運営の評価をまとめた外部評価報告書を，ウェブサイト及び『国立国語

研究所年報』を通じて公開した。 

自己点検評価 計画どおりに実施した 
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《評価結果》 

計画を上回って実施している 

組織運営に関しては，次期所長候補者の選考スケジュール，オンラインでの運営会議の継続，研究

教育職員の採用方法などに，運営会議での外部委員の意見が積極的に取り入れられているのは評価で

きる。教育研究組織の見直しに関しては，共同研究プロジェクト推進会議で基幹研究プロジェクトの

進捗状況などを確認し，プロジェクト間の連携を図ったこと，国際連携・国際発信で台湾東呉大学と

協力してチュートリアル授業を開催するなどさまざまな活動をしたことは評価できる。事務等の効率

化・合理化に関しても，コピー用紙の共同調達を始めとして多くの有用な活動がなされた。 

 

財務内容の改善に関する目標を達成するためにとるべき措置 

１．外部研究資金，寄付金その他の自己収入の増加に関する目標を達成するための措置 

【計画】 

常勤研究者の科研費への研究代表者もしくは研究分担者としての参加率を毎年度 80％以上にする

ため，競争的資金の申請に向けた説明会や研究計画書の作成支援等を実施する。 

【実績】 

・令和３年度に配分された科研費（新規及び継続課題）に研究代表者又は研究分担者として，常勤

研究者31名のうち30名が参加した（参加率96.8％，新規課題採択率64.3％）。 

・4機関合同（国文研，国語研，極地研，統数研）科研費説明会（R3.6.29）に教職員23名，人間文

化研究機構科学研究費助成事業(科研費)説明会（R3.7.26）に11名が参加した。 

・外部資金についての公募情報を所内グループウエアに掲載するとともに，全研究者宛てに電子

メールで周知した。特に，科研費については，科学研究費助成事業の採択率向上のために，申請

者が他の研究分野を含む研究者と研究計画・方法について意見交換を行う「科研費申請準備会議」

（R3.8.4，9.7-8）を実施し，若手研究者の育成にも配慮しつつ科研費申請を奨励・支援した（令

和４年度分申請17件）。 

・研究成果を一般に向けて伝えるために，書籍『日本語の大疑問−眠れなくなるほど面白いことばの

世界』（幻冬舎新書）を刊行した。これは国語研に関わる所内外の研究者が執筆し，ポータルサイ

ト「ことば研究館」に掲載した記事を再編集したものである。本書は電子書籍，オーディオブッ

クでも配信された。３月末時点で，紙版７刷 63,000 部，電子版約 2,500 ダウンロードに達し，

『週刊東洋経済』『サンデー毎日』『しんぶん赤旗』に書評が掲載されるなど，大きな反響を得た。 

・「日本語話し言葉コーパス」，「現代日本語書き言葉均衡コーパス」，「日本語日常会話コーパス（モ

ニター版）」及び「日本語諸方言コーパス』の有償頒布を行い，総額10,981千円の収入を得た。 

 

２．経費の抑制に関する目標を達成するための措置 

【計画】 

（１）一般管理費の分析を行い，分析結果を基に教職員に対しコスト意識の啓発を図るとともに，契約

方法の見直し等を実施する。 

【実績】 

・所内各室廊下やエレベータ前，トイレに電力節減，夏期には軽装励行のポスターを掲示し，教職

員に対してコスト削減・省エネ推進の啓発を図った。また，例年どおり４階テラスに遮光及びグ

リーンカーテンを設置し省エネを図った。 

・複数年で契約締結している消防用設備等点検業務及び施設常駐管理業務の期間満了に伴い，前回

同様複数年契約による入札を実施し，業務の効率を図った。 
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１．評価の充実に関する目標を達成するための措置 

【計画】 

自己点検・評価等を実施し，組織運営の改善に活用する。 

【実績】  

・所内に自己点検・評価の実施，評価結果の公表及び活用に関することを目的とした自己点検・評

価委員会（委員６人）と研究所が実施する共同研究プロジェクトの推進及び連携・調整を図るこ

とを目的とした共同研究プロジェクト推進会議と連携して開催し，PDCA サイクルを管理してい

る。 

・自己点検及び評価の検証を行うための所外の専門家８名で構成される外部評価委員会による機関

拠点型基幹研究プロジェクトの自己点検評価・外部評価を実施した。 

 

２．情報公開や情報発信等の推進に関する目標を達成するための措置 

【計画】 

国立大学法人評価委員会の評価結果や業務実績報告書など評価に係る情報等を，ウェブサイト等に

掲載し，広く社会に公開する。 

【実績】 

・国立大学法人評価委員会の評価結果や業務実績報告書に加えて，外部評価委員会による研究系・

センターの実績及び組織運営の評価をまとめた外部評価報告書を，ウェブサイト及び『国立国語

研究所年報』を通じて公開した。 

自己点検評価 計画どおりに実施した 
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《評価結果》 

計画を上回って実施している 

評価の充実に関しては，所内に６名からなる自己点検・評価委員会を設置し，さらに所外の専門家

８名の外部評価委員会による自己点検評価・外部評価を実施したことは評価できる。情報公開や情報

発信等の推進に関しては，国立大学法人評価委員会の評価結果や業務実績報告書，外部評価委員会に

よる外部評価報告書を，ウェブサイト及び『国立国語研究所年報』を通じて公開したことは評価でき

る。 

 

その他業務運営に関する重要目標を達成するためにとるべき措置 

１．施設設備の整備・活用等に関する目標を達成するための措置 

【計画】 

施設整備・既存施設の維持管理及び省エネルギー対策を実施する。 

【実績】 

・定期的な施設・設備の点検結果及び日常的な研究所内外の施設点検等（木の剪定や伐採，通路の

補修等）により，計画的な維持管理を行い，職員及び利用者の適切な予防安全に努めた。 

・研究所内の事務室内，廊下やエレベータ前，トイレに，電力節減，夏期の軽装励行のポスター 

を掲示し，職員に対するコスト意識・省エネ意識の啓発を図った他，４階テラスに遮光及びグ

リーンカーテンを設置し，昨年度に引き続き省エネを図った。 

 

２．安全管理に関する目標を達成するための措置 
 

【計画】 

危機管理に関するマニュアルに基づく訓練や研修等を実施する。 

【実績】 

・災害発生時など非常時における，情報システム・ネットワークの復旧・稼働維持に関する対応・

情報等について集約する。「非常時における情報システム・ネットワーク 対応一覧表」を作成

した。 

・コロナ禍の状況で，所内で非難訓練を実施すると一斉に階段や廊下を移動するので蜜の状況にな

ると判断し，今年度も12月 20，22日の両日に，立川防災館でＶＲ防災体験や応急救護訓練等４

種類の防災体験及び救護訓練等を実施し10名が参加した。 

 

３．法令遵守等に関する目標を達成するための措置 

【計画】 

公的研究費の適正な使用に関する研修会等及び研究倫理教育等を実施し，受講者の理解度チェック

及び受講状況の管理監督を行う。また，情報セキュリティに関する研修を実施する。 

【実績】 

・採用者21名（研究系職員）に対して日本学術振興会が提供している研究倫理eラーニングコー

ス[eL CoRE]を受講させるとともに，採用時オリエンテーションを実施した。また，人間文化研

究機構令和３年度コンプライアンス教育研修会及び研究倫理教育研修会（12月 20日）に58名

が参加した。 

・人間文化研究機構本部主催の各情報セキュリティ研修・訓練を対象者に受講させた。 
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・令和元年度末に策定したコロナ禍初期における緊急対応として在宅勤務時セキュリティ取扱いの

見直しを行い，「所外での業務実施時における情報セキュリティの取扱いについて」を新たに策

定した。 

・令和４年度以降も公開継続予定のほぼ全てのウェブサーバ及び動的コンテンツを対象として，セ

キュリティ審査及び脆弱性診断を実施した。 

・研究所ネットワークへの接続端末の監視を強化するツールを新たに導入した。 

 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

 

《評価結果》 

計画どおりに実施している 

施設設備の整備・活用等に関しては，施設・設備の点検が計画的に行われ，職員及び利用者の安全

が図られ，電力節減のさまざまな努力が行われたことは評価できる。安全管理に関しては，立川防災

館で 10 名が参加し防災体験及び救護訓練等を実施したことは評価できる。法令遵守等に関する目標

に関しては，採用者 21 名（研究系職員）に対して日本学術振興会が提供する研究倫理 e ラーニング

コースを受講させ，また対象者に人間文化研究機構本部主催の各情報セキュリティ研修・訓練を受講

させるなどしたことは評価できる。 

 

【総合評価】 

業務運営の改善及び効率化，財務内容の改善，自己点検・評価及び当該状況に係わる情報の提供，

その他業務運営のすべての項目に渡って，管理業務は計画通りか，計画を上回る結果を上げている。

全体的にきわめて良好な業務運営が行われていると評価できる。  

VIII 外部評価報告書 285

 

98 

 

・令和元年度末に策定したコロナ禍初期における緊急対応として在宅勤務時セキュリティ取扱いの

見直しを行い，「所外での業務実施時における情報セキュリティの取扱いについて」を新たに策

定した。 

・令和４年度以降も公開継続予定のほぼ全てのウェブサーバ及び動的コンテンツを対象として，セ

キュリティ審査及び脆弱性診断を実施した。 

・研究所ネットワークへの接続端末の監視を強化するツールを新たに導入した。 

 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

 

《評価結果》 

計画どおりに実施している 

施設設備の整備・活用等に関しては，施設・設備の点検が計画的に行われ，職員及び利用者の安全

が図られ，電力節減のさまざまな努力が行われたことは評価できる。安全管理に関しては，立川防災

館で 10 名が参加し防災体験及び救護訓練等を実施したことは評価できる。法令遵守等に関する目標

に関しては，採用者 21 名（研究系職員）に対して日本学術振興会が提供する研究倫理 e ラーニング

コースを受講させ，また対象者に人間文化研究機構本部主催の各情報セキュリティ研修・訓練を受講

させるなどしたことは評価できる。 

 

【総合評価】 

業務運営の改善及び効率化，財務内容の改善，自己点検・評価及び当該状況に係わる情報の提供，

その他業務運営のすべての項目に渡って，管理業務は計画通りか，計画を上回る結果を上げている。

全体的にきわめて良好な業務運営が行われていると評価できる。  
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《評価結果》 

計画を上回って実施している 

評価の充実に関しては，所内に６名からなる自己点検・評価委員会を設置し，さらに所外の専門家

８名の外部評価委員会による自己点検評価・外部評価を実施したことは評価できる。情報公開や情報

発信等の推進に関しては，国立大学法人評価委員会の評価結果や業務実績報告書，外部評価委員会に

よる外部評価報告書を，ウェブサイト及び『国立国語研究所年報』を通じて公開したことは評価でき

る。 

 

その他業務運営に関する重要目標を達成するためにとるべき措置 

１．施設設備の整備・活用等に関する目標を達成するための措置 

【計画】 

施設整備・既存施設の維持管理及び省エネルギー対策を実施する。 

【実績】 

・定期的な施設・設備の点検結果及び日常的な研究所内外の施設点検等（木の剪定や伐採，通路の

補修等）により，計画的な維持管理を行い，職員及び利用者の適切な予防安全に努めた。 

・研究所内の事務室内，廊下やエレベータ前，トイレに，電力節減，夏期の軽装励行のポスター 

を掲示し，職員に対するコスト意識・省エネ意識の啓発を図った他，４階テラスに遮光及びグ

リーンカーテンを設置し，昨年度に引き続き省エネを図った。 

 

２．安全管理に関する目標を達成するための措置 
 

【計画】 

危機管理に関するマニュアルに基づく訓練や研修等を実施する。 

【実績】 

・災害発生時など非常時における，情報システム・ネットワークの復旧・稼働維持に関する対応・

情報等について集約する。「非常時における情報システム・ネットワーク 対応一覧表」を作成

した。 

・コロナ禍の状況で，所内で非難訓練を実施すると一斉に階段や廊下を移動するので蜜の状況にな

ると判断し，今年度も12月 20，22日の両日に，立川防災館でＶＲ防災体験や応急救護訓練等４

種類の防災体験及び救護訓練等を実施し10名が参加した。 

 

３．法令遵守等に関する目標を達成するための措置 

【計画】 

公的研究費の適正な使用に関する研修会等及び研究倫理教育等を実施し，受講者の理解度チェック

及び受講状況の管理監督を行う。また，情報セキュリティに関する研修を実施する。 

【実績】 

・採用者21名（研究系職員）に対して日本学術振興会が提供している研究倫理eラーニングコー

ス[eL CoRE]を受講させるとともに，採用時オリエンテーションを実施した。また，人間文化研

究機構令和３年度コンプライアンス教育研修会及び研究倫理教育研修会（12月 20日）に58名

が参加した。 

・人間文化研究機構本部主催の各情報セキュリティ研修・訓練を対象者に受講させた。 
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・令和元年度末に策定したコロナ禍初期における緊急対応として在宅勤務時セキュリティ取扱いの

見直しを行い，「所外での業務実施時における情報セキュリティの取扱いについて」を新たに策

定した。 

・令和４年度以降も公開継続予定のほぼ全てのウェブサーバ及び動的コンテンツを対象として，セ

キュリティ審査及び脆弱性診断を実施した。 

・研究所ネットワークへの接続端末の監視を強化するツールを新たに導入した。 

 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

 

《評価結果》 

計画どおりに実施している 

施設設備の整備・活用等に関しては，施設・設備の点検が計画的に行われ，職員及び利用者の安全

が図られ，電力節減のさまざまな努力が行われたことは評価できる。安全管理に関しては，立川防災

館で 10 名が参加し防災体験及び救護訓練等を実施したことは評価できる。法令遵守等に関する目標

に関しては，採用者 21 名（研究系職員）に対して日本学術振興会が提供する研究倫理 e ラーニング

コースを受講させ，また対象者に人間文化研究機構本部主催の各情報セキュリティ研修・訓練を受講

させるなどしたことは評価できる。 

 

【総合評価】 

業務運営の改善及び効率化，財務内容の改善，自己点検・評価及び当該状況に係わる情報の提供，

その他業務運営のすべての項目に渡って，管理業務は計画通りか，計画を上回る結果を上げている。

全体的にきわめて良好な業務運営が行われていると評価できる。  
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・令和元年度末に策定したコロナ禍初期における緊急対応として在宅勤務時セキュリティ取扱いの

見直しを行い，「所外での業務実施時における情報セキュリティの取扱いについて」を新たに策

定した。 

・令和４年度以降も公開継続予定のほぼ全てのウェブサーバ及び動的コンテンツを対象として，セ

キュリティ審査及び脆弱性診断を実施した。 

・研究所ネットワークへの接続端末の監視を強化するツールを新たに導入した。 

 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

 

《評価結果》 

計画どおりに実施している 

施設設備の整備・活用等に関しては，施設・設備の点検が計画的に行われ，職員及び利用者の安全

が図られ，電力節減のさまざまな努力が行われたことは評価できる。安全管理に関しては，立川防災

館で 10 名が参加し防災体験及び救護訓練等を実施したことは評価できる。法令遵守等に関する目標

に関しては，採用者 21 名（研究系職員）に対して日本学術振興会が提供する研究倫理 e ラーニング

コースを受講させ，また対象者に人間文化研究機構本部主催の各情報セキュリティ研修・訓練を受講

させるなどしたことは評価できる。 

 

【総合評価】 

業務運営の改善及び効率化，財務内容の改善，自己点検・評価及び当該状況に係わる情報の提供，

その他業務運営のすべての項目に渡って，管理業務は計画通りか，計画を上回る結果を上げている。

全体的にきわめて良好な業務運営が行われていると評価できる。  
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第３期中期目標期間「機関拠点型基幹研究プロジェクト・センターの研究活動」に関す

る最終評価 

 

「多様な言語資源に基づく総合的日本語研究の開拓」  

代表者：田窪 行則 

 

１．平成28年度〜令和３年度の活動概要 

国立国語研究所は，第３期中期目標期間において，日本語及び日本語教育に関する国際的研究拠点

として日本語が持つ特質と多様性を多角的に解明し，新たな研究領域を創出するため，国内外の大学

等研究機関と連携して多様な言語資源に基づく総合的日本語研究（機関拠点型）を実施することを目

標に活動した。機関拠点型プロジェクトを構成する６つの基幹型共同研究プロジェクトを中心とす

る，平成28年度から令和３年度までの６年間の活動実績は次の通りである。 

（１）研究活動 

1.1 研究組織 

・広領域連携型・ネットワーク型基幹研究プロジェクトに加えて，６つの基幹型共同研究と所外の研

  究者をリーダーとする41件の公募型共同研究（新領域創出型・領域指定型・共同利用型）からな

  る「多様な言語資源に基づく総合的日本語研究の開拓」（機関拠点型研究）を，国内外の大学等研

  究機関に所属する596名（参加機関277機関（令和３年度時点），表1-1）を共同研究員として組

  織するとともに，第３期に新たに17の海外の大学等研究機関と連携協定を締結することにより推

  進した。 

 

表 1-1  共同研究員数一覧（異なり数，国語研所属を除く） 

年度 共同研究員総数 うち海外機関所属者数 所属機関数 うち海外機関数 

平成28 340 52 186 48 

平成29 468 68 218 58 

平成30 535 80 245 70 

令和１ 574 93 273 78 

令和２ 538 101 262 80 

令和３ 596 106 277 85 

 

1.2 共同利用・共同研究拠点の強化の取り組み 

・平成28年度から外部研究者をリーダーとする領域指定型共同研究及び新領域創出型共同研究を11

  件実施した。また，令和元年度には研究所が保有する言語資源等や実験機器等を活用する公募型プ

  ロジェクト「共同利用型」を，令和２年度には随時申請可能な「共同利用型共同研究（登録型）」

  や有償コーパスを無償利用できる「共同利用型共同研究（言語資源型）」を新設し，それぞれ22 

  件，５件，３件，計30件採択するなど，開かれた大学共同利用機関として外部公募型共同研究を

  積極的に推進した。 

 

1.3 プロジェクト間の連携体制 

・細分化された研究分野を融合・総合するため，毎年度，複数プロジェクトによる合同イベントを開

  催した。平成30年度と令和２年度には研究所の全プロジェクトが参加するシンポジウムを開催 

  し，平成30年度のシンポジウムの成果を書籍『データに基づく日本語のモダリティ研究』(くろし
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  お出版)として令和元年度に，令和２年度のシンポジウムの成果を書籍『言語コミュニケーション

  の多様性』(くろしお出版)として令和３年度に出版した。また令和３年度には，第３期の研究成果

  をとりまとめて今後の研究の展望を検討するために，全プロジェクト合同のフォーラムをオンライ

  ンで開催した。 

 

表 1-2  プロジェクト合同イベント一覧 

年度 イベント名 

平成28 コーパス合同シンポジウム「コーパスに見る日本語のバリエーション－助詞のすがた－」 

平成29 コーパス合同シンポジウム「コーパスに見る日本語のバリエーション－話者の属性－」 

平成30 コーパス合同シンポジウム「コーパスに見る日本語のバリエーション－モダリティ研究の可能性－」 

平成30 NINJALシンポジウム「データに基づく日本語研究」 

令和１ コーパス合同シンポジウム「コーパスに見る日本語のバリエーション－くだけた表現－」 

令和２ NINJALシンポジウム「言語コミュニケーションの多様性」 

令和３ NINJALフォーラム「ここまで進んだ！ここまで分かった！多様な言語資源に基づく日本語研究」 

 

・各班による言語資源の開発をコーパス開発センターによる支援体制の元で総合的に実施するため

に，定期的に「領域横断コーパス会議」を開催し，同センターが維持・管理するコーパス検索アプ

リケーション「中納言」を通して各班が構築したコーパスの一部を公開した。さらにコーパス開発

センターは複数の班と連携し，プロジェクト内外の言語資源に関する成果を発表し交流を深める場

として「言語資源活用ワークショップ」を毎年度開催した。 

 

1.4 研究活動・研究成果の公表 

・第３期中期目標期間に，国際シンポジウム等を64件，国内シンポジウム等を229件開催し，研究

  成果として日本語による書籍75冊および日本語以外の言語による書籍19冊（表1-3）を出版し 

  た。特に国際シンポジウムと海外出版において第２期（６年間）の27件，11冊を大きく上回って

  実施するなど，国際発信力を高めた。 

 

表 1-3  海外出版の書籍一覧 

年度 書籍名・出版社（英語以外の場合は言語） 

平成28 Sequential Voicing in Japanese: Papers from the NINJAL Rendaku Project, John Benjamins 
平成28 Transitivity and Valency Alternations: Studies on Japanese and Beyond, De Gruyter Mouton 
平成28 Verb-verb complexes in Asian Languages, Oxford University Press 
平成29 The Phonetics and Phonology of Geminate Consonants, Oxford University Press 
平成29 Handbook of Japanese Syntax, De Gruyter Mouton 
平成30 Handbook of Japanese Contrastive Linguistics, De Gruyter Mouton 
平成30 Tonal Change and Neutralization, De Gruyter Mouton 
平成30 Prosody and Prosodic Interfaces in Japanese and Korean, De Gruyter Mouton 
令和１ Ideophones, Mimetics and Expressives, John Benjamins 
令和２ Broader Perspectives on Motion Event Descriptions, John Benjamins. 
令和２ Type-Logical Syntax,  MIT Press. 
令和２ Verb-Verb Complexes in Asian Languages, Oxford University Press 
令和２ Proceedings of Methods XVI: Papers from the Sixteenth International Conference on Methods 

in Dialectology, Peter Lang 
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第３期中期目標期間「機関拠点型基幹研究プロジェクト・センターの研究活動」に関す

る最終評価 

 

「多様な言語資源に基づく総合的日本語研究の開拓」  

代表者：田窪 行則 
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として日本語が持つ特質と多様性を多角的に解明し，新たな研究領域を創出するため，国内外の大学
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表 1-1  共同研究員数一覧（異なり数，国語研所属を除く） 

年度 共同研究員総数 うち海外機関所属者数 所属機関数 うち海外機関数 
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  や有償コーパスを無償利用できる「共同利用型共同研究（言語資源型）」を新設し，それぞれ22 

  件，５件，３件，計30件採択するなど，開かれた大学共同利用機関として外部公募型共同研究を

  積極的に推進した。 
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令和２ Analyzing Japanese Syntax: A Generative Perspective, De Gruyter Mouton 
令和２ Handbook of Japanese Semantics and Pragmatics, De Gruyter Mouton 
平成30 Minna no Nihongo prathamik bhag 1: bhashantar wa vyakaran, Sachi Prakashan, Pune, 

INDIA（マラティ語） 
平成30 Minna no Nihongo prathamik bhag 2: bhashantar wa vyakaran, Sachi Prakashan, Pune, 

INDIA（マラティ語） 
平成30 EZ Japan 教材 06 日語接續詞大全：學會連接前後句，増強寫作和閲讀能力！（附接續詞一覧表）, 

EZ 叢書館（中国語） 
平成30 快速突破日語閲讀技巧 15 講,外語教学与研究出版社（中国語） 

 

・国内外の大学等研究機関や研究者と連携し，個々の大学では収集困難な多様な言語資源の開発・拡充・公

  開を進めてきた。第３期中期目標期間の６年間に，計画されていた５件のコーパス（『日本語日常会話コー

  パス』『日本語歴史コーパス』『日本語諸方言コーパス』『多言語母語の日本語学習者横断コーパス』『統語・

  意味解析コーパス』）と１件の統合検索システム（『まとめて検索 KOTONOHA』）の開発を全て達成するとと

  もに，これらの目標を大きく上回るコーパス・データベース等58件，検索システム等３件の新規構築・

  追加公開を行った。このうち『『分類語彙表』親密度情報』は令和元年３月に，『日本語日常会話コーパス』

  は令和４年３月に，それぞれ言語資源賞（言語資源協会・言語処理学会）を受賞するなど，質の高い言語

  資源開発を行った。 

・これらの言語資源は，言語学・日本語学だけでなく

  日本語教育や自然言語処理等の幅広い分野の国内

  外の研究者によって広く共同利用されており， オ

  ンライン検索システム「中納言」での検索件数は第

  ２期最終年度の 30 万件をはるかに越え，令和３年

  度には年間191万件以上となるなど，日本語を対象

  とする研究に欠かせないインフラとして大きな役

  割を果たした（図1-1）。 

・各種コーパスを一括して検索することのできる包括

  的検索系の開発を進め，計画より２年早い令和元年

  度に「まとめて検索KOTONOHA」の試験公開を行い，

  令和３年度に本公開した。また，コーパス検索アプ

  リケーション「中納言」の機能拡張を行い，話し言

  葉コーパスの音声を再生可能にするなどマルチメ

   ディア対応を進めた。 

・研究所が所蔵する音源・映像資料・日本語史資料の

  デジタル化・オープンデータ化を研究情報発信セン

  ターが推進する体制を整備し，音声･映像ファイル 

  30,082件を整備・公開した。このように整備を進め

  た結果，令和元年度には研究所の資料を活用する「共

  同利用型研究」の外部公募を開始するなど，国語研の

  個性を活かした共同研究を推進した（詳細は1.2参照）。 

 

 

図 1-1 「中納言」登録ユーザ数・検索数 

図 1-2 「まとめて検索KOTONOHA」の検索画面 
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（２）教育活動 

2.1 大学との連携による教育 

・ 一橋大学において連携教員３名が演習を担当，また平成28年度からは東京外国語大学においてク

   ロスアポイントメント教員として毎年度２名が講義を担当し，国語研の特性を活かした専門的研

   究指導を行った。一橋大学においては，令和３年度までの６年間で博士学位論文審査の主査16 

   件，副査15件を担当し，大学院教育に貢献した。 

・ 平成28年度に学術交流協定を締結した東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所と連携し

   てクロスアポイントメント制度により特任助教１名を雇用し，学生・大学院生のフィールドワー 

     ク指導，国連の国際先住民言語年のイベントにおける日本セッションの企画，国際シンポジウ   

     ム・ポスター発表をもとにした英文論文集の刊行，言語の展示等に当たらせることで，国際的に 

     通用する実践的な研究者の育成を進めた。 

  ・ 総合研究大学院大学「日本語言語科学コース」の令和５年４月開設に向けて設置準備を進めると

ともに，2022年２月のNINJALフォーラム及び３月の言語処理学会においてブースを出展し，広

報を行った。 

 

2.2 大学教育支援 

・コーパスをオンラインで活用する授業を大学

  等で展開するために，クラス単位で授業用ア

  カウントを発給するシステムを整備して平成 

30年度から運用を開始した。平成30年度に

  は 14 件の授業（受講生約250人）が授業用

  アカウントを申請したが，利用は年々延びて

  おり，令和３年度には132件の授業，受講生

  約 4,350人で活用されるなど，その利用は 

  年々増えている（図2-1）。 

 

2.3 教育及び教育プログラムの開発 

・大学の教育研究支援を目的として東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所や明治大学など

と連携・協力して，フィールドワークやコーパス日本語学等の新たな研究領域に関する教材及び教

育プログラムを開発した。主なものに「フィールドワーク事前研修報告書」（令和元年度），『新しい

古典・言語文化の授業―コーパスを活用した実践と研究―』（令和元年度），『学習者コーパスと日本

語教育研究』（令和元年度），『Analyzing Japanese Syntax: A Generative Perspective』(令和２

年度)，『コーパスで学ぶ日本語学 日本語の歴史』(令和２年度)，『地域文化の可能性』(令和３年

度)等がある。令和３年度には，令和２年度刊行の教科書『コーパスで学ぶ日本語学 日本語の歴史』

を共同研究員の担当する大学・大学院の計28の授業で利用することにより，教育プログラムを検証

した。 

 

2.4 若手人材の育成 

・若手研究者のキャリアパスとして令和３年度までの６年間で特任助教を７人雇用し，コーパス構築

  事業，展示事業，データアーカイビング事業を実施した。その成果を含む特任助教の研究書『コー

図2-1 中納言授業用アカウント利用数 
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令和２ Analyzing Japanese Syntax: A Generative Perspective, De Gruyter Mouton 
令和２ Handbook of Japanese Semantics and Pragmatics, De Gruyter Mouton 
平成30 Minna no Nihongo prathamik bhag 1: bhashantar wa vyakaran, Sachi Prakashan, Pune, 

INDIA（マラティ語） 
平成30 Minna no Nihongo prathamik bhag 2: bhashantar wa vyakaran, Sachi Prakashan, Pune, 

INDIA（マラティ語） 
平成30 EZ Japan 教材 06 日語接續詞大全：學會連接前後句，増強寫作和閲讀能力！（附接續詞一覧表）, 

EZ 叢書館（中国語） 
平成30 快速突破日語閲讀技巧 15 講,外語教学与研究出版社（中国語） 
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  パスと近代日本語書き言葉の一人称代名詞の研究』が令和３年度 田島毓堂賞（学術賞）を受賞し

  た。 

・６年間で，計画15名を上回る19名のポストドクターをプロジェクト研究員（PDフェロー）とし

て雇用し，共同研究プロジェクトへの参画を通して海外での研究活動の指導・支援や国際会議等で

の発表機会の提供を行うなど専門的・実践的指導を行い，若手研究者の育成を進めた。 

・大学生～大学院生を主な対象とした動画教材「言語学レクチャーシリーズ」（試験版）を令和２年

度からYouTube国語研チャンネルにて随時公開した。令和２年度に８本，令和３年度に８本を公開

し，新型コロナウイルス対応のためのオンライン授業に苦慮する大学等で活用されるとともに，入

門教材として日本語教師などの幅広い層に視聴され，合計で約８万回再生された。 

・若手研究者や大学院生を主対象に，最先端の日本語研究の成果を教授するNINJALチュートリアル

を国内外で22回，コーパスの実践的研究法・構築法を教授する講習会を91回開催し，講習会のビ

デオ17本をウェブで公開することにより，日本の大学で強化が強く求められているコーパス言語

学・言語資源学を中心とする実践的な若手研究者の育成を進めた。またコーパスを活用した研究成

果発表や学術交流の場として，平成28年度より年１回，言語資源活ワークショップや関連シンポ

ジウムを開催することにより，コーパス言語学の拠点を形成した。ワークショップでは，この分野

を担う優秀な若手研究者を奨励するために，平成29年度より学生の発表に対して優秀発表賞を設

けて毎年１名を表彰した。 

 

（３）社会連携・社会貢献 

3.1 一般向けフォーラム・イベント等 

・一般市民を対象とする「NINJALフォーラム」と小・中学生を対象とする「ニホンゴ探検」を毎年

度開催するとともに，平成30年度からは「オープンハウス」を毎年度実施した。平成29年度から

これらの講演の動画をウェブページ「国語研ムービー」で公開した。令和２年度と令和３年度はコ

ロナの影響で「NINJALフォーラム」「ニホンゴ探検」「オープンハウス」ともにオンラインに切り

替えて開催した。また，それまで研究者向けであった機関誌『国語研プロジェクトビュー』を平成

28年度から一般向けの研究情報誌『国語研 ことばの波止場』として刷新し，年２回の刊行を通し

て学術的成果を広く社会に発信した。 

 

3.2 地方自治体との連携 

・方言研究の蓄積を活かし，宮崎県椎葉村，島根県隠岐の島町，石川県白山市白峰，青森県むつ

市，鹿児島県薩摩川内市甑島等と共同で方言調査や講演会を実施し，言語を通して地域振興活動

を行った。特に椎葉村では連携協定のもと，地域の年配者と一緒に『方言語彙集』の作成のため

の方言調査を平成26年度から令和元年度までの５年間実施し，令和３年度にはその成果を『椎葉

方言語彙集』（宮崎県椎葉村・国立国語研究所）にまとめた（４月刊行予定）。また，消滅の危機

にある言語の復興を支援するために，平成30年度に鹿児島県沖永良部島和泊町・知名町と連携協

定を締結し，家庭・地域・学校が一体となって子どもたちに島ことばを教える「しまむにプロ

ジェクト」を企画・運営し，成果発表会の場としてのワークショップを開催した。令和２年度は,

沖永良部の方言ミュージカル『ヒーヌムンの生まれた海』を制作し，知名町あしびの郷文化ホー

ルにおいて上映した。また，令和2年度と３年度には，言語復興のための公民館講座を計20回，

オンラインで行った。 

・甑島方言の調査地である鹿児島県薩摩川内市において，甑島の全中学校（３校）と全小学校（５

校）を対象に，ことばと方言に関する講演を平成30年度より隔年交互に計13回開催した。令和
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元年度には鹿児島県薩摩川内市と連携協定を結び，方言の調査・研究・継承活動等による地域文

化の保全・振興に向けた体制を強化した。 

・文化庁，地方自治体，琉球大学，北海道大学等と共同で「危機的な状況にある言語・方言サミッ

ト」を毎年度，主催した。同サミットは，アイヌ語から与那国語まで，全国の危機言語・方言の

保存に携わる人々の情報収集，意見交換の場として平成26年度に始まったもので，国語研はサ

ミットの立ち上げから関わり，中心的役割を果たしている。全国の危機言語・方言の保存の関係

者をつなぐ全国ネットワークとして現在，重要なの役割を果たしている。なお令和２年度は新型

コロナウイルスのため次年度に延期となった。 

 

表 3-1 危機的な状況にある言語・方言サミット 

年度 月/日 場所 年度 月/日 場所 

平成28 2016/11/13 鹿児島県奄美与論 令和1 2020/2/22-23 奄美大島 

平成29 2017/12/13 北海道大学 令和2  コロナのため中止 

平成30 2018/11/24 宮古島 令和3 2022/1/29-30 気仙沼市 

 

3.3 展示を通した研究成果の公開 

・展示を通して最先端の言語研究成果を社会へ還元するために，平成29年度から「博物館・展示を

活用した最先端研究の可視化・高度化事業」の一環として，展示という新たな研究方法を他分野と

の協業により言語学に導入し，令和29年度に「え、ほん？」展にパネル作品２点を出展した。ま

た，国立歴史民俗博物館と連携してモバイル型展示ユニット10台を作成，平成30年度からは方言

動画の作成に取り組み，12本の動画を作成した。これらを使って，令和２年度には国立民族学博

物館特別展「復興を支える地域の文化―3.11から10年」に参加したほか，弘前，富山，松江，与

論，奄美等18件の展示を実施，展示にあわせて７件の講演を行った。また令和３年度は，モバイ

ル型展示ユニットによる言語の展示として民博特別展「復興を支える地域の文化―3.11から10

年」に参加したほか３件の展示を実施した。 

 

3.4 社会人の学び直しへの貢献 

・国語研は，日本語教育水準の向上のため，国内外の大学等研究機関と連携して日本語教師を対象と

  するセミナーを毎年度開催し，６年間で海外８回，国内６回，延べ参加者数1,054名（国内702 

  名，海外352名）となった。また，アジアにおける日本語教育に対するニーズの増加を背景に平成

  29年度にジャワハルラール・ネルー大学と共同でインターネット大学院e-PG Pathshalaの日本語

  学教材を開発し，平成30年度から令和２年度までの３年間はこれを活用してインド，スリラン 

  カ，ベトナム，ミャンマー等において日本語教師・研究者を対象とする日本語学講習会を実施し 

  た。 

 

3.5 産学連携 

・ 『日本語歴史コーパス』や『現代日本語書き言葉均衡コーパス』『日本語日常会話コーパス』が

『三省堂全訳読解古語辞典』の編纂や『岩波国語辞典 第八版』『三省堂国語辞典 第八版』の改訂

に活用されるなど，多様なコーパスが教育・出版産業を支える学術基盤としての役割を果たした。 

・ 『現代日本語書き言葉均衡コーパス』や『日本語話し言葉コーパス』は，大手IT企業等による商

    業利用契約数が６年間で129件に及ぶなど，音声認識や人工知能の技術開発等に活用された。特に

    平成29年度から東京大学，京都大学，日本IBM，NTTコミュニケーション科学基礎研究所等と連携
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  パスと近代日本語書き言葉の一人称代名詞の研究』が令和３年度 田島毓堂賞（学術賞）を受賞し

  た。 

・６年間で，計画15名を上回る19名のポストドクターをプロジェクト研究員（PDフェロー）とし

て雇用し，共同研究プロジェクトへの参画を通して海外での研究活動の指導・支援や国際会議等で

の発表機会の提供を行うなど専門的・実践的指導を行い，若手研究者の育成を進めた。 

・大学生～大学院生を主な対象とした動画教材「言語学レクチャーシリーズ」（試験版）を令和２年

度からYouTube国語研チャンネルにて随時公開した。令和２年度に８本，令和３年度に８本を公開

し，新型コロナウイルス対応のためのオンライン授業に苦慮する大学等で活用されるとともに，入

門教材として日本語教師などの幅広い層に視聴され，合計で約８万回再生された。 

・若手研究者や大学院生を主対象に，最先端の日本語研究の成果を教授するNINJALチュートリアル

を国内外で22回，コーパスの実践的研究法・構築法を教授する講習会を91回開催し，講習会のビ

デオ17本をウェブで公開することにより，日本の大学で強化が強く求められているコーパス言語

学・言語資源学を中心とする実践的な若手研究者の育成を進めた。またコーパスを活用した研究成

果発表や学術交流の場として，平成28年度より年１回，言語資源活ワークショップや関連シンポ

ジウムを開催することにより，コーパス言語学の拠点を形成した。ワークショップでは，この分野

を担う優秀な若手研究者を奨励するために，平成29年度より学生の発表に対して優秀発表賞を設

けて毎年１名を表彰した。 

 

（３）社会連携・社会貢献 

3.1 一般向けフォーラム・イベント等 

・一般市民を対象とする「NINJALフォーラム」と小・中学生を対象とする「ニホンゴ探検」を毎年

度開催するとともに，平成30年度からは「オープンハウス」を毎年度実施した。平成29年度から

これらの講演の動画をウェブページ「国語研ムービー」で公開した。令和２年度と令和３年度はコ

ロナの影響で「NINJALフォーラム」「ニホンゴ探検」「オープンハウス」ともにオンラインに切り

替えて開催した。また，それまで研究者向けであった機関誌『国語研プロジェクトビュー』を平成

28年度から一般向けの研究情報誌『国語研 ことばの波止場』として刷新し，年２回の刊行を通し

て学術的成果を広く社会に発信した。 

 

3.2 地方自治体との連携 

・方言研究の蓄積を活かし，宮崎県椎葉村，島根県隠岐の島町，石川県白山市白峰，青森県むつ

市，鹿児島県薩摩川内市甑島等と共同で方言調査や講演会を実施し，言語を通して地域振興活動

を行った。特に椎葉村では連携協定のもと，地域の年配者と一緒に『方言語彙集』の作成のため

の方言調査を平成26年度から令和元年度までの５年間実施し，令和３年度にはその成果を『椎葉

方言語彙集』（宮崎県椎葉村・国立国語研究所）にまとめた（４月刊行予定）。また，消滅の危機

にある言語の復興を支援するために，平成30年度に鹿児島県沖永良部島和泊町・知名町と連携協

定を締結し，家庭・地域・学校が一体となって子どもたちに島ことばを教える「しまむにプロ

ジェクト」を企画・運営し，成果発表会の場としてのワークショップを開催した。令和２年度は,

沖永良部の方言ミュージカル『ヒーヌムンの生まれた海』を制作し，知名町あしびの郷文化ホー

ルにおいて上映した。また，令和2年度と３年度には，言語復興のための公民館講座を計20回，

オンラインで行った。 

・甑島方言の調査地である鹿児島県薩摩川内市において，甑島の全中学校（３校）と全小学校（５

校）を対象に，ことばと方言に関する講演を平成30年度より隔年交互に計13回開催した。令和
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元年度には鹿児島県薩摩川内市と連携協定を結び，方言の調査・研究・継承活動等による地域文

化の保全・振興に向けた体制を強化した。 

・文化庁，地方自治体，琉球大学，北海道大学等と共同で「危機的な状況にある言語・方言サミッ

ト」を毎年度，主催した。同サミットは，アイヌ語から与那国語まで，全国の危機言語・方言の

保存に携わる人々の情報収集，意見交換の場として平成26年度に始まったもので，国語研はサ

ミットの立ち上げから関わり，中心的役割を果たしている。全国の危機言語・方言の保存の関係

者をつなぐ全国ネットワークとして現在，重要なの役割を果たしている。なお令和２年度は新型

コロナウイルスのため次年度に延期となった。 

 

表 3-1 危機的な状況にある言語・方言サミット 

年度 月/日 場所 年度 月/日 場所 

平成28 2016/11/13 鹿児島県奄美与論 令和1 2020/2/22-23 奄美大島 

平成29 2017/12/13 北海道大学 令和2  コロナのため中止 

平成30 2018/11/24 宮古島 令和3 2022/1/29-30 気仙沼市 

 

3.3 展示を通した研究成果の公開 

・展示を通して最先端の言語研究成果を社会へ還元するために，平成29年度から「博物館・展示を

活用した最先端研究の可視化・高度化事業」の一環として，展示という新たな研究方法を他分野と

の協業により言語学に導入し，令和29年度に「え、ほん？」展にパネル作品２点を出展した。ま

た，国立歴史民俗博物館と連携してモバイル型展示ユニット10台を作成，平成30年度からは方言

動画の作成に取り組み，12本の動画を作成した。これらを使って，令和２年度には国立民族学博

物館特別展「復興を支える地域の文化―3.11から10年」に参加したほか，弘前，富山，松江，与

論，奄美等18件の展示を実施，展示にあわせて７件の講演を行った。また令和３年度は，モバイ

ル型展示ユニットによる言語の展示として民博特別展「復興を支える地域の文化―3.11から10

年」に参加したほか３件の展示を実施した。 

 

3.4 社会人の学び直しへの貢献 

・国語研は，日本語教育水準の向上のため，国内外の大学等研究機関と連携して日本語教師を対象と

  するセミナーを毎年度開催し，６年間で海外８回，国内６回，延べ参加者数1,054名（国内702 

  名，海外352名）となった。また，アジアにおける日本語教育に対するニーズの増加を背景に平成

  29年度にジャワハルラール・ネルー大学と共同でインターネット大学院e-PG Pathshalaの日本語

  学教材を開発し，平成30年度から令和２年度までの３年間はこれを活用してインド，スリラン 

  カ，ベトナム，ミャンマー等において日本語教師・研究者を対象とする日本語学講習会を実施し 

  た。 

 

3.5 産学連携 

・ 『日本語歴史コーパス』や『現代日本語書き言葉均衡コーパス』『日本語日常会話コーパス』が

『三省堂全訳読解古語辞典』の編纂や『岩波国語辞典 第八版』『三省堂国語辞典 第八版』の改訂

に活用されるなど，多様なコーパスが教育・出版産業を支える学術基盤としての役割を果たした。 

・ 『現代日本語書き言葉均衡コーパス』や『日本語話し言葉コーパス』は，大手IT企業等による商

    業利用契約数が６年間で129件に及ぶなど，音声認識や人工知能の技術開発等に活用された。特に

    平成29年度から東京大学，京都大学，日本IBM，NTTコミュニケーション科学基礎研究所等と連携
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    してUniversal Dependenciesプロジェクトに参加し，その成果の一部を日本語自然言語処理オー 

    プンソースライブラリ「GiNZA」として株式会社リクルートのAI研究機関Megagon Labsから公開 

    した。また令和２年度にはワークスアプリケーションズ社との研究成果を商業利用可能なオープン

    ソースとして公開した結果，学術界と産業界の連携体制や成果の有用性・公益性が評価され，電子

    情報通信学会NLC研究会優秀発表賞を受賞した。このように言語資源を中心とする産業界との協働

    による学術的研究を推進した。 

 

（４）国際連携・国際発信 

・海外機関に所属する研究者を共同研究員として106人（令和３年度時点）を組織し，また海外から

  の外来研究員を６年間で36人受け入れて，国際共同研究を推進した。 

・第３期の６年間で新規に19件の国際連携協定を締結し，第２期に締結した協定3件を含め，国内

外の大学等研究機関との連携を強化して共同研究を推進した。特に，オックスフォード大学との協

定に基づき同大学作成の上代日本語資料Oxford-NINJAL Corpus of Old Japaneseの共同拡張・公

開や，北京外国語大学日本学研究センターとの協定に基づき共同実施した学習者の日本語習得状況

の経年調査，危機言語研究の先駆的研究機関であるハワイ大学との協定に基づき実施した危機言語

ドキュメンテーションに関するワークショップなど，高い水準の国際共同研究を推進した。その結

果，第２期６年間の27件を大きく上回る64件の国際シンポジウムを開催するなど，共同研究の成

果を国際的に広く発信した。 

 

表 4-1 国際学術交流協定の締結状況 

平成25年度 台湾中央研究院 平成30年度 インド工科大学マドラス校 

平成26年度 
北京外国語大学北京日本学研究セン
ター 平成30年度 ティラク・マハラシュトラ大学日本語学科 

平成27年度 オックスフォード大学人文科学部 平成30年度 韓国日語教育学会 

平成28年度 ペンシルベニア大学言語学科 平成30年度 韓國日本語學會 
平成28年度 ヨーク大学言語学科 平成30年度 ソウル大学人文学部 
平成28年度 ブランダイス大学情報科学科 平成30年度 ダッカ大学現代語学科 
平成28年度 コロラド大学ボルダ校言語学科 令和元年度 ケラニア大学日本学研究センター 

平成29年度 ネール大学言語学科 令和元年度 
オーストリア科学アカデミー・デジタル
人文学センター 

平成29年度 ミシガン大学日本研究センター 令和２年度 ヨーク大学言語学科 
平成29年度 東呉大學日本語文學系 令和３年度 天津外国語大学 
平成29年度 ハワイ大学マノア校 令和３年度 韓国外国語大学校 

 

・第３期の６年間で計画６冊を大きく上回る15冊の英語の書籍を出版した。また中国語とマラティ

語による教科書４冊も刊行し，第２期６年間11冊を越える19冊の外国語言語による国際出版を

行った（表1-3）。研究成果を国際的に発信するために，De Gruyter Mouton社と第２期に結んだH

andbooks of Japanese Language and Linguisticsシリーズの出版協定に加え，今期は新たに，国

際シンポジウムの成果等を英語で発信するためのシリーズ（Mouton-NINJAL Library of Linguisti

cs) の出版協定をDe Gruyter Mouton社と，また危機言語に関するオンライン叢書シリーズの刊行

についての出版協定をオランダのBrill社と締結し，海外出版体制を強化した。 

 

 

 

292 VIII 外部評価報告書

 

106 

 

第３期中期目標期間の最終評価 

《達成状況の評価結果》 

計画を上回って達成した 

 

（判断理由等） 

 (1)  研究成果・研究水準，(2)  研究体制，(3)  教育・人材育成，(4)  社会連携・社会貢献，

(5)  国際連携・国際発信，のいずれにおいても高水準の活動が行われ，全体として計画を上回る成

果を達成したと評価できる。 

 

【プロジェクト全体の連携活動に関する評価】 

（１）研究成果・研究水準について 

本プロジェクトは国内・海外でも評価が高く，現在進行中の最高峰の日本語研究である。研究成果

は質的・量的にも突出しており，きわめて高い研究水準にある。 

第３期中期目標期間に，国際シンポジウム等を 64 件，国内シンポジウム等を 229 件開催し，日本

語による書籍75冊および日本語以外の言語による書籍19冊を出版し，国際発信力を高める顕著な成

果を成し遂げた。計画されていた５件のコーパスと１件の統合検索システムの開発を全て達成すると

ともに，これらの目標を大きく上回るコーパス・データベース等 58 件，検索システム等３件の新規

構築・追加公開を行った。このうち『『分類語彙表』親密度情報』と『日本語日常会話コーパス』は言

語資源賞（言語資源協会・言語処理学会）を受賞し，質の高い研究であることを証明した。これらの

言語資源は，幅広い分野の国内外の研究者によって広く利用され，日本語研究に欠かせないインフラ

となっている。各種コーパスを一括して検索できる包括的検索系も，令和元年度に試験公開を，令和

３年度に本公開をした。また，コーパス検索アプリケーション「中納言」を，話し言葉コーパスの音

声を再生可能にするなどマルチメディア対応を進めた。研究所が所蔵する音源・映像資料・日本語史

資料のデジタル化・オープンデータ化を進め，音声･映像ファイル 30,082件を公開した。 

 

（２）研究体制について 

研究体制は，６つの基幹型共同研究プロジェクトを中心に合理的でバランスの取れた構成になっ

ており，他大学との組織的な連携，大学機能強化への貢献に関しても高い評価が与えられる。国内

外の大学等研究機関に所属する共同研究員は596名に登り，また多数の海外の大学等研究機関と連

携協定を締結し，共同研究を進めた。 

共同利用・共同研究拠点の強化の取り組みとしては，外部研究者をリーダーとする領域指定型共

同研究及び新領域創出型共同研究を実施するとともに，研究所が保有する言語資源等や実験機器等

を活用する公募型プロジェクト「共同利用型」，随時申請可能な「共同利用型共同研究（登録型）」

や有償コーパスを無償で活用できる「共同利用型共同研究（言語資源型）」を新設し，開かれた大学

共同利用機関として外部公募型共同研究を積極的に推進した。 

プロジェクト間の連携強化に関しては，複数プロジェクトによる合同イベント，研究所の全プロ

ジェクトが参加するシンポジウムなどを行った。成果は『言語コミュニケーションの多様性』など

の多くの刊行物として出版した。定期的に「領域横断コーパス会議」を開催し，コーパス開発セン

ターによる支援体制の元で各班による言語資源の開発を総合的に実施した。 
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    してUniversal Dependenciesプロジェクトに参加し，その成果の一部を日本語自然言語処理オー 

    プンソースライブラリ「GiNZA」として株式会社リクルートのAI研究機関Megagon Labsから公開 

    した。また令和２年度にはワークスアプリケーションズ社との研究成果を商業利用可能なオープン

    ソースとして公開した結果，学術界と産業界の連携体制や成果の有用性・公益性が評価され，電子

    情報通信学会NLC研究会優秀発表賞を受賞した。このように言語資源を中心とする産業界との協働

    による学術的研究を推進した。 

 

（４）国際連携・国際発信 

・海外機関に所属する研究者を共同研究員として106人（令和３年度時点）を組織し，また海外から

  の外来研究員を６年間で36人受け入れて，国際共同研究を推進した。 

・第３期の６年間で新規に19件の国際連携協定を締結し，第２期に締結した協定3件を含め，国内

外の大学等研究機関との連携を強化して共同研究を推進した。特に，オックスフォード大学との協

定に基づき同大学作成の上代日本語資料Oxford-NINJAL Corpus of Old Japaneseの共同拡張・公

開や，北京外国語大学日本学研究センターとの協定に基づき共同実施した学習者の日本語習得状況

の経年調査，危機言語研究の先駆的研究機関であるハワイ大学との協定に基づき実施した危機言語

ドキュメンテーションに関するワークショップなど，高い水準の国際共同研究を推進した。その結

果，第２期６年間の27件を大きく上回る64件の国際シンポジウムを開催するなど，共同研究の成

果を国際的に広く発信した。 

 

表 4-1 国際学術交流協定の締結状況 

平成25年度 台湾中央研究院 平成30年度 インド工科大学マドラス校 

平成26年度 
北京外国語大学北京日本学研究セン
ター 平成30年度 ティラク・マハラシュトラ大学日本語学科 

平成27年度 オックスフォード大学人文科学部 平成30年度 韓国日語教育学会 

平成28年度 ペンシルベニア大学言語学科 平成30年度 韓國日本語學會 
平成28年度 ヨーク大学言語学科 平成30年度 ソウル大学人文学部 
平成28年度 ブランダイス大学情報科学科 平成30年度 ダッカ大学現代語学科 
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第３期中期目標期間の最終評価 

《達成状況の評価結果》 
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（３）教育・人材育成について 

教育・人材育成については，大学との連携，教材開発，若手研究者の育成や社会人の学び直しな

どに多大な貢献をしており，高い評価が与えられる。 

大学教育では，一橋大学で３名が演習を，東京外国語大学では２名が講義を担当した。一橋大学

では令和３年度までの６年間で博士学位論文審査の主査16件，副査15件を担当し，大学院教育に

貢献した。また，東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所とはクロスアポイントメント制

度による特任助教の雇用，若手研究者のフィールドワーク指導などでも協力した。総合研究大学院

大学「日本語言語科学コース」の令和５年設置準備を進めた。 

大学でオンラインでコーパスを利用する授業の展開に協力し，利用者は年々増えている。 

大学の教育研究支援するため，「フィールドワーク事前研修報告書」，『地域文化の可能性』などの    

教材及び教育プログラムを開発した。 

令和３年度までの６年間で特任助教を７人雇用し，若手研究者の育成も活発に行った。特任助教

の研究書『コーパスと近代日本語書き言葉の一人称代名詞の研究』は令和３年度 田島毓堂賞（学術

賞）を受賞した。６年間で19名のポストドクターをプロジェクト研究員（PDフェロー）として雇

用した。若手研究者向けのチュートリアルを22回，講習会を91回開催した。また，大学生・大学

院生向けに「言語学レクチャーシリーズ」（試験版）を令和２年度に８本，令和３年度に８本，計

16本作成してYouTube国語研チャンネルにて公開した。コーパス言語学の拠点形成を進め，言語資

源活用ワークショップを開催し，若手研究者向けの優秀発表賞を１人に授与するなど，若手研究者

の研究支援に務めた。 

 

（４）社会連携・社会貢献について 

社会連携・社会貢献については，一般市民向けの「NINJALフォーラム」，小・中学生向けの「ニ

ホンゴ探検」を毎年開催するとともに，平成30年度からは「オープンハウス」を毎年度実施した。

令和２年度と令和３年度はコロナの影響でオンライン開催に切り替えた。また，一般向けの研究情

報誌『国語研 ことばの波止場』を年２回の刊行して学術的成果を広く社会に発信した。 

地方自治体との連携では，宮崎県椎葉村，島根県隠岐の島町などと共同で方言調査や講演会を実

施した。椎葉村では地域の年配者の協力を得て『椎葉方言語彙集』をまとめた。 

展示を通した研究成果の公開に関しては，人間文化研究機構の「博物館・展示を活用した最先端

研究の可視化・高度化事業」の一環として，展示という新たな研究方法を言語学に導入し，令和29

年度「え、ほん？」展にパネル作品２点を出展した。また．モバイル型ユニット展示10台，方言動

画12本を作成するなど，多くの活動を行った。 

社会人の学び直しへの貢献では，国内外の大学等研究機関と連携して日本語教師を対象とするセ

ミナーを６年間で海外８回，国内６回開催し，延べ参加者数1,054名となった。インド，スリラン

カ，ベトナム，ミャンマー等において日本語教師・研究者を対象とする日本語学講習会を実施し

た。 

産学連携では言語資源を中心とする産業界との協働による学術的研究を推進した。『日本語歴史

コーパス』など多様なコーパスが『三省堂全訳読解古語辞典』の編纂などに活用された。『現代日本

語書き言葉均衡コーパス』や『日本語話し言葉コーパス』は，大手IT企業等による商業利用契約数

が６年間で129件に及ぶなど，音声認識や人工知能の技術開発等に活用された。また令和２年度に

はワークスアプリケーションズ社との研究成果を商業利用可能なオープンソースとして公開した結

果，学術界と産業界の連携体制や成果の有用性・公益性が評価され，電子情報通信学会NLC研究会

優秀発表賞を受賞した。 
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（５）国際連携・国際発信について 

国際連携・国際発信に関しても，高いレベルで研究活動が行われており，高評価に値する。海外

機関所属の106人の共同研究員，別に外来研究員を36人受け入れ，また新規に19件の国際連携協

定を締結し，第２期に締結した協定３件を含め，国際共同研究を推進した。特に，オックスフォー

ド大学との上代日本語資料の共同拡張・公開，北京外国語大学日本学研究センターとの学習者の日

本語習得状況の経年調査，ハワイ大学との危機言語ドキュメンテーションに関するワークショップ

など，高い水準の国際共同研究を推進した。64件の国際シンポジウムを開催するなど，共同研究の

成果を国際的に広く発信した。 

 

（６）その他特記事項 

特になし。 

 

【今後の活動に向けた意見】 

本プロジェクトは，疑いもなく，日本・海外を含めて，現在進行中のもっとも重要な日本語研究プ

ロジェクトであり，第４期中期目標期間もこれまでの順調な研究経過を踏まえ，さらなる発展を遂げ

ることが期待される。 
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第３期中期目標期間   各プロジェクト・センターの評価 

 

対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法 

プロジェクトリーダー：窪薗 晴夫 

 

Ⅰ．プロジェクトの概要（P15～P19 参照） 

 

Ⅱ．平成28〜令和3年度活動概要 

平成28〜令和3年度予算総額   166,533 千円 

１．研究に関する計画 

自己点検評価 計画を大きく上回って実施した 

６年間で年平均135.3人の共同研究員とともに共同研究を行った。国際シンポジウムや国内研究発表会

を開催し，その成果を論文集としてまとめるという形で研究成果を発信した。 

６年間で研究発表会78回（学会等でのワークショップ含む），プロジェクト全体の研究発表会（Prosody 

and Grammar Festa: P&G）６回，国際シンポジウム・ワークショップ24回，以上合計108回の研究集会

を企画実施し，合計（延べ）で8,108人の参加者（うち海外の研究機関に所属する者1,327人（16%））を

得た。また研究発表の総数は 1,240 件であり，うち学生の筆頭発表者によるものが 290 件（23%）であっ

た【表1-1】。 

これらの活動をもとに，所内メンバーが合計24冊の図書（研究論文集，研究書，一般書他）を刊行し，

対照言語学に関する研究成果を研究者コミュニティーや一般社会に発信した【表1-2】。 

【表 1-1】 研究集会の開催数（108 回） 

年度 研 究

発表会 
P&G 国 際

イベン

ト 

参加者数（うち海外研

究機関所属の者） 
発表数（うち筆頭

発表者が学生の発表） 

2016 7 1 4 844 (101) 194 (42) 

2017 9 1 2 610 (68) 76 (8) 

2018 11 1 4 1,094 (30) 129 (23) 

2019 11 1 8 1,489 (508) 557 (169) 

2020 23 1 2 1,676 (112) 53 (9) 

2021 17 1 4 2,395 (508) 231 (39) 

総計 78 6 24 8,108 (1,327) 1,240 (290) 

 
【表 1-2】 出版図書（24 冊） 

年度 著者・編者 書名 出版社 種類 

2016 Tim Vance and Mark Irwin 
(eds.) 

Sequential Voicing in Japanese: Papers 

from the NINJAL Rendaku Project 

John Benjamins 研究論文集 

赤瀬川史朗，プラシャン

ト・パルデシ，今井新悟（著） 

日本語コーパス活用入門 : 
NINJAL-LWP 実践ガイド 

大修館書店 教科書 

2017 

 

Haruo Kubozono (ed.) The Phonetics and Phonology of 

Geminate Consonants 

Oxford 
University Press 

研究論文集 
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Haruo Kubozono and Mikio 
Giriko (eds.) 

Tonal Change and Neutralization De Gruyter 
Mouton 

研究論文集 

野田尚史，野田春美（著） 日本語を分析するレッスン 大修館書店 教科書 

M. Shibatani, S. Miyagawa 
and Hisashi Noda (eds.) 

Handbook of Japanese Syntax De Gruyter 
Mouton 
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Prashant Pardeshi and Taro 
Kageyama (eds.) 

Handbook of Japanese Contrastive 
Linguistics 
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陳奕廷, 松本曜（著） 日本語語彙的複合動詞の意味

と体系—コンストラクション形

態論とフレーム意味論 

ひつじ書房 
 

研究書 

Kenshi Funakoshi, et al. 
(eds.) 

Japanese/Korean Linguistics 24 CSLI 社 研究論文集 

ティモシー・J ・バンス 

金子恵美子・渡邊靖史（編） 
連濁の研究－国立国語研究所

プロジェクト論文選集 
ひつじ書房 研究論文集 

窪薗晴夫（編） オノマトペの謎 岩波書店 一般書 

窪薗晴夫（著） 通じない日本語－世代差・地域

差からみる言葉の不思議 
平凡社 一般書 

2018 Haruo Kubozono (ed.) The Linguistic Review 36-1，特集 
Prosody and Prosodic Interfaces in 
Japanese and Korean 

De Gruyter 
Mouton 

研究論文集 

2019 窪薗晴夫（編） よくわかる言語学 ミネルヴァ書房 教科書 

野田尚史（編） 日本語と世界の言語のとりた

て表現 
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語学習の多元的比較 
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第３期中期目標期間   各プロジェクト・センターの評価 

 

対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法 

プロジェクトリーダー：窪薗 晴夫 

 

Ⅰ．プロジェクトの概要（P15～P19 参照） 

 

Ⅱ．平成28〜令和3年度活動概要 

平成28〜令和3年度予算総額   166,533 千円 

１．研究に関する計画 
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６年間で年平均135.3人の共同研究員とともに共同研究を行った。国際シンポジウムや国内研究発表会
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【表 1-1】 研究集会の開催数（108 回） 

年度 研 究

発表会 
P&G 国 際

イベン

ト 

参加者数（うち海外研

究機関所属の者） 
発表数（うち筆頭

発表者が学生の発表） 

2016 7 1 4 844 (101) 194 (42) 

2017 9 1 2 610 (68) 76 (8) 

2018 11 1 4 1,094 (30) 129 (23) 

2019 11 1 8 1,489 (508) 557 (169) 

2020 23 1 2 1,676 (112) 53 (9) 

2021 17 1 4 2,395 (508) 231 (39) 

総計 78 6 24 8,108 (1,327) 1,240 (290) 

 
【表 1-2】 出版図書（24 冊） 

年度 著者・編者 書名 出版社 種類 
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from the NINJAL Rendaku Project 

John Benjamins 研究論文集 

赤瀬川史朗，プラシャン

ト・パルデシ，今井新悟（著） 

日本語コーパス活用入門 : 
NINJAL-LWP 実践ガイド 

大修館書店 教科書 

2017 

 

Haruo Kubozono (ed.) The Phonetics and Phonology of 

Geminate Consonants 

Oxford 
University Press 

研究論文集 
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２．共同利用・共同研究に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

1．国内外の研究機関や学会等と，合計20件の学術イベントを共催した【表2-1】。 

【表2-1】研究機関との共催イベント（*は学術協定に基づくもの，また※は国際イベント） 

年度 イベント名 共催機関 

2016 The 24th Japanese /Korean Linguistic Conference (JK 24) ※ 慶應義塾大学言語文化研究所 

2017 第 11 回 NINJAL フォーラム「オノマトペの魅力と不思

議」 
立命館大学大学院言語

教育情報研究科 

2018 該当なし  

2019 Prosody and Grammar Festa 4* 神戸大学大学院人文学研究科* 

Kobe-NINJAL-Oxford 言語学コロキウム「日本語研究の最

前線」* 

神戸大学大学院人文学研究科* 

オックスフォード大学東洋学部* 

国際ワークショップ JK 27 Satellite and the 1st NINJAL-
SNU Joint Workshop*※ 

ソウル大学人文学部* 

The 6th International Conference on Phonetics and Phonology 
(ICPP 2019) ※ 

カリフォルニア大学

SPOT プロジェクト 

国際シンポジウム Learning Sounds of Asian Languages※ 理化学研究所脳神経科

学研究センター 

The 15th International Cognitive Linguistics Conference 国際認知言語学会ほか 

The 15th  International Cognitive Linguistics Conference プレ

イ ベ ン ト Lectures on the Japanese language from 
cognitive/typological perspectives 

国際認知言語学会 

2020 Prosody and Grammar Festa 5* 神戸大学大学院人文学研究科* 

国際ワークショップ(Japanese/Korean Phonology)*※ ソウル大学人文学部 

音韻論フォーラム 2020 日本音韻論学会 

第 16 回音韻論フェスタ 関西音韻論研究会（PAIK）・

東京音韻論研究会（TCP） 

2021 Prosody and Grammar Festa 6* 神戸大学大学院人文学研究科* 

JK 29 Satellite Meeting: The 3rd NINJAL-SNU Joint 
Workshop on Japanese and Korean Phonology*※ 

ソウル大学人文学部* 

JK 29 Satellite Meeting:  Data-oriented approaches to 
meaning in Korean and Japanese*※ 

ソウル大学人文学部* 

International Symposium on Issues in Japanese 
Psycholinguistics from Comparative Perspectives（IJPCP）※ 

東北大学 

19th Japanese/Korean Linguistics Conference （JK19）※ 名古屋大学 

第 17 回音韻論フェスタ 関西音韻論研究会（PAIK）・

東京音韻論研究会（TCP） 

Kobe-NINJAL 言語学コロキウム「日本語研究の最前線 2」* 神戸大学大学院人文学研究科* 
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2．データベース等については，名詞修飾表現の言語地図 The World Atlas of Noun-Modifying 

Constructions (WANMC)を一般公開した。また諸言語の移動動詞に関する文献目録（英文）を公開した。 

3．国際シンポジウムの開催や出版企画についてアドバイザリーボードのメンバーに意見を求め，その意

見をシンポジウム等の企画や研究論文集の刊行に活用した。 
 

３．教育に関する計画 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

若手育成としてPDフェローを毎年２人，延べ12人雇用し，研究指導を行った。またプロジェクト全体

で延べ 32 人の非常勤研究員を雇用し，対照言語学の事業を推進した。国内外の大学から計 4 人の大学院

生を特別共同利用研究員として受け入れ研究指導を行った。さらに大学院生 40 人（延べ），学振 PD12 人

（延べ）を共同研究員としてプロジェクトに参画させ，プロジェクト主催の発表会等で研究発表の機会を

与えた。また研究発表会や国内／国際シンポジウム・ワークショップ等において延べ 290 人の大学院生

（筆頭発表者）に発表の機会を提供した。年度別の実績は【表3-1】の通りである。 

   【表3-1】年度別の実績 

年度 PDフェ

ロー 

非常勤 
研究員 

特別共同 
利用研究

員 

共同研究員の 
中の大学院生 

共同研究員

の中の学振PD 

発表の機会

の提供数 

2016 2 5 0 5 2 46 

2017 2 6 0 6 1 8 

2018 2 6 1 6 3 23 

2019 2 6 0 8 4 169 

2020 2 5 2 4 1 8 

2021 2 4 1 11 1 36 

総計 12 32 4 40 12 290 

 この他に，NINJALチュートリアルにおける大学院生向けの講義（海外３回，国内３回の計６回）や，海外の

日本語学研究者を対象とした日本語学講習会を計14回実施した（下記【表5-2】）。 

 

４．社会との連携及び社会貢献に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

1. 2019年度に締結した鹿児島県薩摩川内市との連携協定に基づき，同市の離島・甑島の小中学校におい

て小中学生と教員・市民を対象とした方言講演会を開催し（過去２年間はオンライン開催），３年間で

計585人の参加者を得た【表4-1】。 

【表4-1】 甑島の小中学校における方言講演会 

年度 学 校

数 
主な対象 参加者（小中学

生） 

参加者（教員・市民） 参加者（合計） 

2019 5 小学生 156 142 298 

2020 3 中学生 60 40 100 

2021 5 小学生 144 43 187 

総計 13  360 225 585 
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２．共同利用・共同研究に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

1．国内外の研究機関や学会等と，合計20件の学術イベントを共催した【表2-1】。 

【表2-1】研究機関との共催イベント（*は学術協定に基づくもの，また※は国際イベント） 

年度 イベント名 共催機関 

2016 The 24th Japanese /Korean Linguistic Conference (JK 24) ※ 慶應義塾大学言語文化研究所 

2017 第 11 回 NINJAL フォーラム「オノマトペの魅力と不思

議」 
立命館大学大学院言語

教育情報研究科 

2018 該当なし  

2019 Prosody and Grammar Festa 4* 神戸大学大学院人文学研究科* 

Kobe-NINJAL-Oxford 言語学コロキウム「日本語研究の最

前線」* 

神戸大学大学院人文学研究科* 

オックスフォード大学東洋学部* 

国際ワークショップ JK 27 Satellite and the 1st NINJAL-
SNU Joint Workshop*※ 

ソウル大学人文学部* 

The 6th International Conference on Phonetics and Phonology 
(ICPP 2019) ※ 

カリフォルニア大学

SPOT プロジェクト 

国際シンポジウム Learning Sounds of Asian Languages※ 理化学研究所脳神経科

学研究センター 

The 15th International Cognitive Linguistics Conference 国際認知言語学会ほか 

The 15th  International Cognitive Linguistics Conference プレ

イ ベ ン ト Lectures on the Japanese language from 
cognitive/typological perspectives 

国際認知言語学会 

2020 Prosody and Grammar Festa 5* 神戸大学大学院人文学研究科* 

国際ワークショップ(Japanese/Korean Phonology)*※ ソウル大学人文学部 

音韻論フォーラム 2020 日本音韻論学会 

第 16 回音韻論フェスタ 関西音韻論研究会（PAIK）・

東京音韻論研究会（TCP） 

2021 Prosody and Grammar Festa 6* 神戸大学大学院人文学研究科* 

JK 29 Satellite Meeting: The 3rd NINJAL-SNU Joint 
Workshop on Japanese and Korean Phonology*※ 

ソウル大学人文学部* 

JK 29 Satellite Meeting:  Data-oriented approaches to 
meaning in Korean and Japanese*※ 

ソウル大学人文学部* 

International Symposium on Issues in Japanese 
Psycholinguistics from Comparative Perspectives（IJPCP）※ 

東北大学 

19th Japanese/Korean Linguistics Conference （JK19）※ 名古屋大学 

第 17 回音韻論フェスタ 関西音韻論研究会（PAIK）・

東京音韻論研究会（TCP） 

Kobe-NINJAL 言語学コロキウム「日本語研究の最前線 2」* 神戸大学大学院人文学研究科* 
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2．データベース等については，名詞修飾表現の言語地図 The World Atlas of Noun-Modifying 

Constructions (WANMC)を一般公開した。また諸言語の移動動詞に関する文献目録（英文）を公開した。 

3．国際シンポジウムの開催や出版企画についてアドバイザリーボードのメンバーに意見を求め，その意

見をシンポジウム等の企画や研究論文集の刊行に活用した。 
 

３．教育に関する計画 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

若手育成としてPDフェローを毎年２人，延べ12人雇用し，研究指導を行った。またプロジェクト全体

で延べ 32 人の非常勤研究員を雇用し，対照言語学の事業を推進した。国内外の大学から計 4 人の大学院

生を特別共同利用研究員として受け入れ研究指導を行った。さらに大学院生 40 人（延べ），学振 PD12 人

（延べ）を共同研究員としてプロジェクトに参画させ，プロジェクト主催の発表会等で研究発表の機会を

与えた。また研究発表会や国内／国際シンポジウム・ワークショップ等において延べ 290 人の大学院生

（筆頭発表者）に発表の機会を提供した。年度別の実績は【表3-1】の通りである。 

   【表3-1】年度別の実績 
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利用研究

員 

共同研究員の 
中の大学院生 

共同研究員

の中の学振PD 

発表の機会

の提供数 

2016 2 5 0 5 2 46 

2017 2 6 0 6 1 8 

2018 2 6 1 6 3 23 

2019 2 6 0 8 4 169 

2020 2 5 2 4 1 8 

2021 2 4 1 11 1 36 

総計 12 32 4 40 12 290 

 この他に，NINJALチュートリアルにおける大学院生向けの講義（海外３回，国内３回の計６回）や，海外の

日本語学研究者を対象とした日本語学講習会を計14回実施した（下記【表5-2】）。 

 

４．社会との連携及び社会貢献に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

1. 2019年度に締結した鹿児島県薩摩川内市との連携協定に基づき，同市の離島・甑島の小中学校におい

て小中学生と教員・市民を対象とした方言講演会を開催し（過去２年間はオンライン開催），３年間で

計585人の参加者を得た【表4-1】。 

【表4-1】 甑島の小中学校における方言講演会 

年度 学 校

数 
主な対象 参加者（小中学

生） 

参加者（教員・市民） 参加者（合計） 

2019 5 小学生 156 142 298 

2020 3 中学生 60 40 100 

2021 5 小学生 144 43 187 

総計 13  360 225 585 
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2．この他に，プロジェクト全体では６年間で，計６回のNINJALチュートリアル（国内３回，海外３回）

を含め，市民や現役教員向けの講演を計72件行った。また一般向けのNINJALフォーラムを２回企画し

た。 

 

 

５．グローバル化に関する計画 

自己点検評価 計画を大きく上回って実施した 

国際シンポジウムやワークショップの開催，日本語講習会の開催，国際会議での研究発表，国際出版の

４つを軸に，日本の研究成果の国際発信と日本語研究の国際化を推進した。また人的交流を中心に，共同

研究のグローバル化を図った。 

1．国際シンポジウム・ワークショップ 

６年間に国際シンポジウム・ワークショップを合計24件（年平均４回）開催した【表5-1】。これらの

イベントにおける総参加者数は 2,209 人（うち海外研究機関所属の者 812 人（37%）），発表は 808 件（う

ち筆頭発表者が学生のもの239件（30%））であった。 

 
【表5-1】 国際シンポジウム・ワークショップの開催（*は国際交流協定に基づく共催） 

年度 日 

数 

名称 共催機関 参 加 者

数（海外研

究 機 関 所

属） 

発表数 

（筆頭学生

発表者） 

開催地 

2016 3
日 

The 24th Japanese/Korean Linguistics 
Conference (JK 24) 

慶應義塾大学言語

文化研究所 

193 (46) 98 (31) 国語研 

1
日 

The 24th Japanese/Korean Linguistics 
Conference Satellite Workshop 1 

 40 (11) 6 (0) 国語研 

1
日 

The 24th Japanese/Korean Linguistics 
Conference Satellite Workshop 2 

 14 (4) 4 (0) 国語研 

2
日 

NINJAL 国際シンポジウム  Mimetics in 

Japanese and Other Languages of the World 

 127 (26) 30 (10) 国語研 

2017 1
日 

JK 25th Workshop on Prosody and Prosodic 

Interfaces in Japanese and Korean 

 63 (26) 12 (2) ハワイ大

学 

1
日 

テーマセッション Diversity of Path Coding in 

Languages (The 14th International Cognitive 

Linguistics Conference) 

 30 
（不明） 

9 (0) エ ス ト ニ

ア・タルトゥ

大学 

2018 1
日 

Pre-ICPP colloquium  不明 不明 国語研 

4
日 

International Conference on Phonetics 
and Phonology 2018 

 199 (19) 36 (20) 国語研 

1
日 

International Workshop on Frame 
Semantics and FrameNet 

 17 (2) 3 (2) 慶應義塾

大学 
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2
日 

Motion Event Descriptions across 
Languages 

 50 (4) 31 (1) 国語研 

2019 1
日 

Learning Sounds of Asian Languages 理化学研究所脳神経

科学研究センター 

51 (9) 7 (0) 東京大学 

1
日 

JK 27 Satellite and the 1st NINJAL-SNU 
Joint Workshop* 

ソウル大学人

文学部 
35 

（不明） 

5 (0) ソ ウ ル 大

学 

3
日 

The 6th International Conference on 
Phonetics and Phonology 

カリフォルニア大学

SPOT プロジェクト 

128 (48) 61 (23) 国文学研

究資料館 

1
日 

Pre-ICPP Workshop: Introduction to 
pitch accent systems around the world 

日本音声学会 48 (26) 5 (0) 国語研 

6
日 

The 15th International Cognitive 
Linguistics Conference 

国際認知言語

学会他 
558 

(311) 
398 

(122) 
関西学院

大学 

1
日 

The 15th International Cognitive Linguistics 

Conference: Lectures on the Japanese language from 

cognitive/typological perspectives 

 55 (45) 3 (0) 関西学院

大学 

2
日 

International Workshop on 
nominalization and noun modification 

 48 (45) 7 (0) Deccan College

（インド） 

1
日 

公開講演会“What is nominalization? —

Towards the theoretical foundations of 

nominalization—” 

 18(18) 1 (0) University 

of Mumbai

（インド） 

2020 1
日 

国際ワークショップ「日本語におけ

る移動動詞の文法化」 
 35 (5) 2 (1) オンライン 

1
日 

Special Session on 'Japanese and Korean 
Phonology'* 

ソウル大学人

文学部 
70 

（不明） 

4 (0) オンライン 

2021 1
日 

JK 29 Satellite Meeting: The 3rd NINJAL-

SNU Joint Workshop on Japanese and Korean 

Phonology* 

ソウル大学人

文学部 
62 (22) 4 (0) オンライン 

1
日 

JK 29 Satellite Meeting: Data-oriented 
approaches to meaning in Korean and 
Japanese* 

ソウル大学人

文学部 
41 (25) 7 (0) オンライン 

2
日 

International Symposium on Issues in 
Japanese Psycholinguistics from 
Comparative Perspectives 

東北大学 117 (29) 29 (5) オンライン 

3
日 

29th Japanese/Korean Linguistics 
Conference （JK 29） 

名古屋大学 210 (91) 46 (22) オンライン 

総計 42

日  

  2,209 
(812) 

808 
(239) 

 

 
2．日本語学講習会 

  海外の日本語研究者・大学院生を対象に講習会を計14回実施し，日本語研究の最新の研究成果を伝え

た【表5-2】。 
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pitch accent systems around the world 

日本音声学会 48 (26) 5 (0) 国語研 

6
日 

The 15th International Cognitive 
Linguistics Conference 

国際認知言語

学会他 
558 

(311) 
398 

(122) 
関西学院

大学 

1
日 

The 15th International Cognitive Linguistics 

Conference: Lectures on the Japanese language from 

cognitive/typological perspectives 

 55 (45) 3 (0) 関西学院

大学 

2
日 

International Workshop on 
nominalization and noun modification 

 48 (45) 7 (0) Deccan College

（インド） 

1
日 

公開講演会“What is nominalization? —

Towards the theoretical foundations of 

nominalization—” 

 18(18) 1 (0) University 

of Mumbai

（インド） 

2020 1
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国際ワークショップ「日本語におけ

る移動動詞の文法化」 
 35 (5) 2 (1) オンライン 

1
日 

Special Session on 'Japanese and Korean 
Phonology'* 

ソウル大学人
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70 

（不明） 

4 (0) オンライン 

2021 1
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62 (22) 4 (0) オンライン 

1
日 
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3
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29th Japanese/Korean Linguistics 
Conference （JK 29） 

名古屋大学 210 (91) 46 (22) オンライン 

総計 42

日  

  2,209 
(812) 

808 
(239) 

 

 
2．日本語学講習会 

  海外の日本語研究者・大学院生を対象に講習会を計14回実施し，日本語研究の最新の研究成果を伝え

た【表5-2】。 
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大学 

300 VIII 外部評価報告書

 

114 

 

2
日 

Motion Event Descriptions across 
Languages 

 50 (4) 31 (1) 国語研 

2019 1
日 

Learning Sounds of Asian Languages 理化学研究所脳神経

科学研究センター 

51 (9) 7 (0) 東京大学 

1
日 

JK 27 Satellite and the 1st NINJAL-SNU 
Joint Workshop* 

ソウル大学人

文学部 
35 

（不明） 

5 (0) ソ ウ ル 大

学 

3
日 

The 6th International Conference on 
Phonetics and Phonology 

カリフォルニア大学

SPOT プロジェクト 

128 (48) 61 (23) 国文学研

究資料館 

1
日 

Pre-ICPP Workshop: Introduction to 
pitch accent systems around the world 

日本音声学会 48 (26) 5 (0) 国語研 

6
日 

The 15th International Cognitive 
Linguistics Conference 

国際認知言語

学会他 
558 

(311) 
398 

(122) 
関西学院

大学 

1
日 

The 15th International Cognitive Linguistics 

Conference: Lectures on the Japanese language from 

cognitive/typological perspectives 

 55 (45) 3 (0) 関西学院

大学 

2
日 

International Workshop on 
nominalization and noun modification 

 48 (45) 7 (0) Deccan College

（インド） 

1
日 

公開講演会“What is nominalization? —

Towards the theoretical foundations of 

nominalization—” 

 18(18) 1 (0) University 

of Mumbai

（インド） 

2020 1
日 

国際ワークショップ「日本語におけ

る移動動詞の文法化」 
 35 (5) 2 (1) オンライン 

1
日 

Special Session on 'Japanese and Korean 
Phonology'* 

ソウル大学人

文学部 
70 

（不明） 

4 (0) オンライン 

2021 1
日 

JK 29 Satellite Meeting: The 3rd NINJAL-

SNU Joint Workshop on Japanese and Korean 

Phonology* 

ソウル大学人

文学部 
62 (22) 4 (0) オンライン 

1
日 

JK 29 Satellite Meeting: Data-oriented 
approaches to meaning in Korean and 
Japanese* 

ソウル大学人

文学部 
41 (25) 7 (0) オンライン 

2
日 

International Symposium on Issues in 
Japanese Psycholinguistics from 
Comparative Perspectives 

東北大学 117 (29) 29 (5) オンライン 

3
日 

29th Japanese/Korean Linguistics 
Conference （JK 29） 

名古屋大学 210 (91) 46 (22) オンライン 

総計 42

日  

  2,209 
(812) 

808 
(239) 

 

 
2．日本語学講習会 

  海外の日本語研究者・大学院生を対象に講習会を計14回実施し，日本語研究の最新の研究成果を伝え

た【表5-2】。 

VIII 外部評価報告書 301

 

114 

 

2
日 

Motion Event Descriptions across 
Languages 

 50 (4) 31 (1) 国語研 

2019 1
日 

Learning Sounds of Asian Languages 理化学研究所脳神経

科学研究センター 

51 (9) 7 (0) 東京大学 

1
日 

JK 27 Satellite and the 1st NINJAL-SNU 
Joint Workshop* 

ソウル大学人

文学部 
35 

（不明） 

5 (0) ソ ウ ル 大

学 

3
日 

The 6th International Conference on 
Phonetics and Phonology 

カリフォルニア大学

SPOT プロジェクト 

128 (48) 61 (23) 国文学研

究資料館 

1
日 

Pre-ICPP Workshop: Introduction to 
pitch accent systems around the world 

日本音声学会 48 (26) 5 (0) 国語研 

6
日 

The 15th International Cognitive 
Linguistics Conference 

国際認知言語

学会他 
558 

(311) 
398 

(122) 
関西学院

大学 

1
日 

The 15th International Cognitive Linguistics 

Conference: Lectures on the Japanese language from 

cognitive/typological perspectives 

 55 (45) 3 (0) 関西学院

大学 

2
日 

International Workshop on 
nominalization and noun modification 

 48 (45) 7 (0) Deccan College

（インド） 

1
日 

公開講演会“What is nominalization? —

Towards the theoretical foundations of 

nominalization—” 

 18(18) 1 (0) University 

of Mumbai

（インド） 

2020 1
日 

国際ワークショップ「日本語におけ

る移動動詞の文法化」 
 35 (5) 2 (1) オンライン 

1
日 

Special Session on 'Japanese and Korean 
Phonology'* 

ソウル大学人

文学部 
70 

（不明） 

4 (0) オンライン 

2021 1
日 

JK 29 Satellite Meeting: The 3rd NINJAL-

SNU Joint Workshop on Japanese and Korean 

Phonology* 

ソウル大学人

文学部 
62 (22) 4 (0) オンライン 

1
日 

JK 29 Satellite Meeting: Data-oriented 
approaches to meaning in Korean and 
Japanese* 

ソウル大学人

文学部 
41 (25) 7 (0) オンライン 

2
日 

International Symposium on Issues in 
Japanese Psycholinguistics from 
Comparative Perspectives 

東北大学 117 (29) 29 (5) オンライン 

3
日 

29th Japanese/Korean Linguistics 
Conference （JK 29） 

名古屋大学 210 (91) 46 (22) オンライン 

総計 42

日  

  2,209 
(812) 

808 
(239) 

 

 
2．日本語学講習会 

  海外の日本語研究者・大学院生を対象に講習会を計14回実施し，日本語研究の最新の研究成果を伝え

た【表5-2】。 

VIII 外部評価報告書 301



 

115 

 

 

【表5-2】 日本語学講習会の開催（*は交流協定に基づく共催） 

年度 日数 主な対象国 共催機関 参加者

数 

2018 2日 ベトナム  36 

2日 ベトナム  50 

1日 スリランカ ケラニア大学日本学研究センター* 76 

1日 スリランカ ペラデニア大学錫日研究センター* 50 

2日 インド TMV 大学日本語学科* 106 

1日 ミャンマー  56 

2日 カンボジア 王立プノンペン大学外国語学部日本語学科 34 

2019 1日 中国 北京師範大学外文学院日本語教育学研究所 32 

2日 インド  81 

1日 ミャンマー ヤンゴン外国語大学，国際交流基金 69 

1日 ミャンマー マンダレー外国語大学，国際交流基金 40 

1日 カンボジア アンコールワット日本語教師会 14 

2020 4日 インド Jawaharlal Nehru University 他  276 

1日 中国 常州工学院外国語学院（オンライン） 65 

総計 22日   985 

3．国際出版 

国際シンポジウムの成果を中心に，所内のメンバーが合計9冊の論文集・研究書を海外の出版社から出

版した（【表1-2】参照）。 

4．国際会議での発表 

プロジェクト全体では６年間で合計199件，国際会議で研究成果を発表した【表5-3】。 

【表5-3】国際会議での成果発表数 

年度 2016 2017 2018 2019 2020 2021 計 

件数 45 20 40 48 19 27 199 

5．人的交流 

６年間で海外の研究者を外来研究員および特別共同利用研究員としてそれぞれ 11 人と４人受け入

れ，共同研究・研究指導を行った【表5-4】。 

【表5-4】海外の研究者の受入れ 

年度 2016 2017 2018 2019 2020 2021 計 

外来研究員 0 2 2 5 1 1 11 

特別共同利用研究員 0 0 1 0 2 1 4 
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第3期中期目標期間の最終評価 

《評価結果》 

計画を上回って実施している 

日本語の研究が一般言語学や言語類型論研究にどのように貢献できるのかという「内から外を見る」

視点と，一般言語学や言語類型論研究が日本語の分析にどのような知見をもたらすかという「外から

内を見る」視点からの研究という着眼のもと，海外の研究者との国際共同研究，国際シンポジウムの

開催・誘致，論文集（英文，和文）の刊行など，十分な研究が行われた。それぞれの年度にわたり周

到な準備がなされるとともに，多くのワークショップやシンポジウム，論文や書籍の出版というよう

に，確かな研究成果の公開・交流も進められた。これらは，グローバル化に関する取り組みとしても

意義があり，全体として当初の研究計画を超える研究成果として高く評価できる。 

 

《評価項目》 

１．研究について 

海外の出版社からの出版11冊を含め，24冊の出版があることは，研究の量的側面としては十分で

ある。言語地図の作成なども高く評価できる。イベントとしても，オノマトペ，プロソディーに関す

る国際ワークショップ，プロソディー，移動動詞，動詞の意味構造に関する国際シンポジウムの開催，

国際的な学会の共催など，研究イベントも多数行われてきており，全体として，質の高い研究が幅広

く行われてきたと言える。コロナ禍でもあり様々な制約があったにも関わらず，これだけの研究が計

画を超えて実施されていることは賞賛に値する。 

 

２．共同利用・共同研究について 

海外・国内の大学との共同でのワークショップなどの開催など，様々な研究イベントが開催されて

いる。これは共同研究の幅広い研究の遂行と言える。論文集の出版などもなされており，研究の共同

性の成果も現れている。ウェブサイトでの研究成果の公開などもなされており，共同利用機関として

の機能も果たしている。 

ワークショップなどの述べ回数としての多数の開催は非常にすばらしいことであるが，相手機関数

の多様化については今後の課題かもしれない。 

 

３．教育について 

研究員の雇用など，若手研究者の育成もなされている。共同研究員としての大学院生の教育なども

特筆に値する。教育に直接的なものと間接的なものとが考えられるが，そうした共同研究員としての

教育や大学院生への授業などの直接的な教育もなされている。一方，ワークショップなどの研究イベ

ントでの発表の機会を与えると言う点で，間接的な教育効果にもついても高い評価が与えられる。 

 

４．社会との連携及び社会貢献について 

方言についての講演をはじめとして，方言の保存，地域言語社会の教育に関して，一定の社会貢献

がなされている。日本語教師への研修などもなされている。 

研究テーマによっては社会連携，社会貢献ということが直接的には示し難いものもある。そのこと

への理解も必要であるが，同時に，当該研究の成果が結果的にどう社会に役立つかについての説明は

今後さらに必要になることと言える。特に，対照研究は特に外国語教育への貢献ということが重要に

なるので，その点での具体的成果の社会への還元が必要である。その点，講演，講習などのほか，研

究成果の中に啓蒙的なものがあることは高く評価できる。 
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５．グローバル化について 

日本語の研究が一般言語学や言語類型論研究にどのように貢献できるのかという「内から外を見る」

視点と，一般言語学や言語類型論研究が日本語の分析にどのような知見をもたらすかという「外から

内を見る」視点からの研究という着眼は，まさに研究のグローバル化に直結している。具体的に，海

外の大学との提携による共同研究イベントの多数の開催，海外の出版社での研究書の出版，論文発表

や研究発表など，海外への研究発信もなされている。海外の研究者の受け入れなども進められている。

ウェブサイトの英語対応などもしっかりなされていて，研究のグローバル化は高く評価できるのでは

ないか。 

 

６．その他特記事項 

     特になし。 
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統語・意味解析コーパスの開発と言語研究 

プロジェクトリーダー：プラシャント・パルデシ 

 

Ⅰ．プロジェクトの概要（P28～P33 参照） 

 

Ⅱ．平成28〜令和3年度活動概要 

平成28〜令和3年度予算総額   170,501 千円 

１．研究に関する計画 

自己点検評価 計画を大きく上回って実施した 

「統語・意味解析コーパスの開発とそれに基づく言語研究」プロジェクトでは約 40 名の共同研究員と

ともに共同研究を行い，日本初Pennツリーバンク方式の統語・意味解析コーパス（NINJAL Parsed Corpus 

of Modern Japanese，以下NPCMJ，約10万文）を構築し，それに基づいて研究を行い，研究成果を国内外

に発信した。 

 

１．コーパスの構築・公開 
予定の６万文をはるかに超える約 10 万文規模のコーパスを複数の検察ツールとともに無償で公開した

【表1-1】。 

【表1-1】: NPCMJの構築・公開実績 

年度 公開した文（ツリー）数 

2016（H28） 10,000 

2017（H29） 10,000 

2018（H30） 10,000 

2019（R1） 10,000 

2020（R2） 30,000 

2021（R3） 31,371 

合計（2022年 3月末現在） 101, 371 

※Kainoki Treebank： https://kainoki.github.io/ 

※Kainoki Treebank の大部分 (90,069 文・ツリー）を初級者向けの検索ツール NPCMJ Explorer に格納 

（https://npcmj.ninjal.ac.jp/explorer/） 

 
２．研究成果の学会等における発信 
・プロジェクト主催共同研究発表会 
６年間でプロジェクト研究発表会・シンポジウムを計 12 回企画・開催し，合計 429 名の参加者を得た

【表1-2】。 

【表1-2】：プロジェクト研究発表会・シンポジウムの開催数 

年度 回数 参加者数 
2016（H28） １回 16 

2017（H29） ３回 48 

2018（H30） ２回 24 

2019（R1） ４回 177 
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2020（R2） ２回 56 

2021（R3） ３回 108 

 

・国内学会におけるシンポジウム・ワークショップ・パネルセッション 
また，国内学会においてシンポジウム・ワークショップ・パネルセッションを計５件【表1-3】，国際イ

ベントを計５件【表1-4】企画・実施し，国内外に向けて研究成果を発信した。 

 

【表1-3】： 国内学会におけるシンポジウム・ワークショップ・パネルセッションの開催数 

2016（H28） 日本言語学会（ワークチョップ) 

2017（H29） 日本語文法学会（パネスセッション） 

2018（H30） 日本英語学会（シンポジウム） 

2018（H30） 日本英語学会（Spring Forum） 

2019（R1） 関西言語学会（シンポジウム） 

 

・国際学会におけるシンポジウムおよびワークショップの開催 
【表1-4】：国際イベントの開催数 

2016（H28） NINJAL 国際シンポジウム：Exploiting Parsed Corpora: Applications in 

Research, Pedagogy, and Processing 

2016（H28） NINJAL 国際シンポジウム：Mimetics in Japanese and Other Languages of the 

World 

2016（H28） 国際学会におけるワークショップ：Unshared Task on Theory and System 

analysis with FraCaS, MultiFraCaS and JSeM Test Suites 

2017（H29） プロジェクト主催の国際ワークショップ：Research Methods for the Penn Parsed 

Corpora of Historical English 

2019（R1） 国際学会におけるワークショップ：言語科学会第 21 回国際年次大会

(JSLS2019) 

 
３．研究成果の刊行 

上記の研究活動の成果をまとめ，国際雑誌特集号，論文集，教材の形でまとめ，国内外に向けて研究成

果を発信した【表1-5】。加えて，50件以上の研究論文を刊行した。 

（詳細は：https://npcmj.ninjal.ac.jp/?page_id=29） 

【表 1-5】：研究成果の刊行 

2019（R1） 国際雑誌特集

号 

LINGUISTIC ISSUES IN LANGUAGE TECHNOLOGY VOL 18, 

ISSUE 0-5 (2019 年８月)（ISSN: 1945-3604, Introduction+5 papers, 

total 161 pages） 

2019（R1） 論文集 Ideophones, Mimetics, and Expressives (John Benjamins, 2019 年 6

月, ix, 325 pp) 

2020（R2） 論文集 Verb-Verb Complexes in Asian Languages (Oxford University Press, 

February 2021, 571 頁＋前書き・索引) 

2020（R2） 図書・教材 Analyzing  Japanese Syntax: A Generative Perspective （2020 年 10

月，ひつじ書房） 
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加えて，アノテーションマニュアル（2022 年２月現在，342 ページ）をプロジェクトのホームページで公開

した。 

https://npcmj.ninjal.ac.jp/wp-content/uploads/2020/05/npcmj_annotation_manual_jp_20200501.pdf 

 

２．共同利用・共同研究に関する計画 

自己点検評価 計画を大きく上回って実施した 

日本初Pennツリーバンク方式の統語・意味解析コーパスを構築するために，英語，韓国語，中国語な

ど主要な言語の統語解析情報付きコーパス開発の実績のある（１）University of Pennsylvania, 

（２）University of York, （３）University of Colorado Boulder, （４）Brandeis Universityと

学術交流協定を締結し，研究者間の意見交換，相互訪問，ツールの提供などを行った上で，コーパスの

構築を推進した。また，NTTコミュニケーション科学基礎研究所と共同研究契約書を締結し，意見交

換，相互訪問，共同研究を行った。 

共同利用を促進するために，多様なユーザーにコーパス検索を可能にすべく，複数の検索ツールを設

計・構築・公開した。 

・NPCMJ Explorer(初中級者向け): 益岡隆志・田窪行則著『基礎日本語文法―改訂版―』（くろしお出

版）の各文法項目に該当する用例を調べることができるパターンブラウズと，ユーザーが入力した文

字列を含む用例を検索することができる文字列検索の機能が統合されたツール。 

・NPCMJ Search（中・上級者向け）：2016 年の NPCMJの初リリースの際に公開されたインターフェース。

タグ・ブラウザー，語の依存関係，文字列検索，ツリー検索とテキスト解析，クエリ作成の5つのツー

ルから構成されている。収録テキストの書誌情報や全文にアクセスすることもできる。2022年 3月 1日

をもって公開を終了し，NPCMJ Searchよりもさらに強力な検索ツールである以下のNPCMJ Development 

Interfacesを公開。 

・NPCMJ Development Interfaces（中・上級者向け）：開発中の最新のコーパスデータにアクセスし，Tregex

を利用したツリー検索および文字列検索を行うことができる。加えて，アノテーションから得られた詳

細な情報の閲覧など，さまざまな機能を備えている。NPCMJ以外にも，同じ設計方針で構築された多様

な日本語コーパス（古典，方言，幼児言語発達データ，外国人日本語学習者データ）が利用できる。 

NPCMJの年度ごとのアクセス実績（ページビュー数）は以下のグラフの通りである。 

 

アノテーション方針の理解を深めるために，342ページにわたす詳細なアノテーションマニュアルを整

備し，プロジェクトのHPで公開した（無償でダウンロード可）。 
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細な情報の閲覧など，さまざまな機能を備えている。NPCMJ以外にも，同じ設計方針で構築された多様

な日本語コーパス（古典，方言，幼児言語発達データ，外国人日本語学習者データ）が利用できる。 

NPCMJの年度ごとのアクセス実績（ページビュー数）は以下のグラフの通りである。 

 

アノテーション方針の理解を深めるために，342ページにわたす詳細なアノテーションマニュアルを整

備し，プロジェクトのHPで公開した（無償でダウンロード可）。 
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2020（R2） ２回 56 

2021（R3） ３回 108 

 

・国内学会におけるシンポジウム・ワークショップ・パネルセッション 
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加えて，アノテーションマニュアル（2022 年２月現在，342 ページ）をプロジェクトのホームページで公開

した。 
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字列を含む用例を検索することができる文字列検索の機能が統合されたツール。 

・NPCMJ Search（中・上級者向け）：2016 年の NPCMJの初リリースの際に公開されたインターフェース。

タグ・ブラウザー，語の依存関係，文字列検索，ツリー検索とテキスト解析，クエリ作成の5つのツー

ルから構成されている。収録テキストの書誌情報や全文にアクセスすることもできる。2022年 3月 1日

をもって公開を終了し，NPCMJ Searchよりもさらに強力な検索ツールである以下のNPCMJ Development 

Interfacesを公開。 

・NPCMJ Development Interfaces（中・上級者向け）：開発中の最新のコーパスデータにアクセスし，Tregex

を利用したツリー検索および文字列検索を行うことができる。加えて，アノテーションから得られた詳

細な情報の閲覧など，さまざまな機能を備えている。NPCMJ以外にも，同じ設計方針で構築された多様

な日本語コーパス（古典，方言，幼児言語発達データ，外国人日本語学習者データ）が利用できる。 

NPCMJの年度ごとのアクセス実績（ページビュー数）は以下のグラフの通りである。 
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３．教育に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

NPCMJ構築および検索のノウハウを伝授する目的で定期的にNPCMJ講習会を開催した【表1-6】。 

【表1-6】：NPCMJ講習会の開催実績 

年度 回数 参加者数 

2017（H29） ３回 41 

2018（H30） ３回 56 

2019（R1） ２回 51 

2020（R2） １回 44 

2021（R3） １回 53 

 

多くの方が講習会を受講できるようにするために，国立国語研究所の公式YouTubeチャンネルでも講習

会を公開した。なお，国内の大学において大学院の授業でNPCMJを利用し，授業が行われている。 

また，プロジェクト非常勤研究員（ＰＤフェローを含む）として大学院生・若手研究者を雇用し，コー

パス構築のノウハウを伝授した。さらに，大学院生・若手研究者に国内外の学会で発表する機会を提供し

た。 

 

 

４．社会との連携及び社会貢献に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

NPCMJ方式のアノテーションを以下のような多様なデータに付与し，プロジェクトのHPからアクセス・

検索できるようにした。 

・津軽方言のデータ：弘前大学との協定に基づき，地域住民と連携して，津軽方言のデータを収録し，

Matsunokiツリーバンクを構築・公開した（https://tsugaruben.github.io/）。 

・こども言語習得データ：東北大学の小川芳樹氏からデータ提供があり，宮田Susanne教授との共同研究

を進め，子供の日本語習得のデータに NPCMJ 方式のアノテーションを付加し Soyogo ツリーバンクを構

築・公開した（https://soyogo.github.io/）。 

・日本語学習者のデータ: 国際教育大学の堀内仁氏からデータ提供があり，堀内仁氏との共同研究を進

め，日本語学習者の日本語習得のデータに NPCMJ 方式のアノテーションを付加し Suginoki ツリーバン

クを構築・公開した（https://jltrees.github.io/）。 

・古代語：Oxford NINJAL Corpus of Old Japanese (ONCOJ)に NPCMJ方式のアノテーションを付加し，公

開した。 
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５．グローバル化に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

・University of Pennsylvania, University of York, University of Colorado Boulder, Brandeis 

University と学術交流協定を締結し，研究者間の意見交換，相互訪問，ツールの提供などを行った上

で，コーパスの構築を推進した。 

・コーパスに基づく研究を海外向けに発信するために，国際シンポジウムを開催し，その成果を著名な国

際雑誌LINGUISTIC ISSUES IN LANGUAGE TECHNOLOGY VOL 18, ISSUE 0-5 (2019年８月)（ISSN: 1945-

3604, , Introduction+5 papers, total 161 pages）の特集号として刊行した。また，研究成果を海外

の学会で英語で発表し，刊行した。 

・日本語の統語論の教育に特化したAnalyzing Japanese Syntax: A Generative Perspectiveを 2020年

10月にひつじ書房から刊行した。この教材の一部の練習問題をNPCMJを使いながら解くためのインター

フェースを開発し，刊行と同時に公開した。 

英語インターフェースと日本語インターフェース，ローマ字表記のデータと仮名漢字表記のデータが選

択できるようにした。 

 

 

 

第 3期中期目標期間の最終評価 

《評価結果》 

計画を上回って実施している 

このプロジェクトの中心である，日本語の統語・意味コーパス（NPCMJコーパス）は，当初の計画で

は６万文の予定であったが，それをはるかに超える10万文のデータが公開されたことは大変よろこば

しい。統語情報だけでなく意味情報のタグも付されたコーパス・プロジェクトはユニークな試みであ

り，検索のためのインターフェースについても，プロジェクト期間内に様々な工夫が施され，マニュ

アル等も日本語と英語の２言語で整備された点が評価できる。 

また，津軽方言のコーパス構築や日本語版 CHILDES へのアノテーション付加も本プロジェクト独自

の試みである。どのような研究者がどういう目的で活用することになるのか，現時点では必ずしも明

らかではないが，データが充実してきたことによって，新たな活路が開けていく可能性もあると思う。 

 

《評価項目》 

１．研究について 

研究面では，NPCMJ コーパスに当初の計画をはるかに上回る 10 万文のデータを登録することがで

きたことが最も評価される。また，プロジェクト研究発表会・シンポジウムもほぼ毎年複数回開催さ

れ，国内外の学会での発表も活発に行われた。研究成果の論文も 50 件以上あり，充実した研究が行

われたことがわかる。中でも，2020年にひつじ書房から出版されたAnalyzing Japanese Syntax: A 

Generative Perspectiveは，NPCMJコーパスを統語論教育に活用する試みであり，これが広く受け入

れられれば，NPCMJコーパスも活用の場が大きく広がることになるだろうと思う。 

 

２．共同利用・共同研究について 

NPCMJ コーパスは，10 万文を超えるデータを持つ統語解析情報付きコーパスである。利用者が検索
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５．グローバル化に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

・University of Pennsylvania, University of York, University of Colorado Boulder, Brandeis 

University と学術交流協定を締結し，研究者間の意見交換，相互訪問，ツールの提供などを行った上

で，コーパスの構築を推進した。 

・コーパスに基づく研究を海外向けに発信するために，国際シンポジウムを開催し，その成果を著名な国

際雑誌LINGUISTIC ISSUES IN LANGUAGE TECHNOLOGY VOL 18, ISSUE 0-5 (2019年８月)（ISSN: 1945-

3604, , Introduction+5 papers, total 161 pages）の特集号として刊行した。また，研究成果を海外

の学会で英語で発表し，刊行した。 

・日本語の統語論の教育に特化したAnalyzing Japanese Syntax: A Generative Perspectiveを 2020年

10月にひつじ書房から刊行した。この教材の一部の練習問題をNPCMJを使いながら解くためのインター

フェースを開発し，刊行と同時に公開した。 

英語インターフェースと日本語インターフェース，ローマ字表記のデータと仮名漢字表記のデータが選

択できるようにした。 

 

 

 

第 3期中期目標期間の最終評価 

《評価結果》 

計画を上回って実施している 

このプロジェクトの中心である，日本語の統語・意味コーパス（NPCMJコーパス）は，当初の計画で

は６万文の予定であったが，それをはるかに超える10万文のデータが公開されたことは大変よろこば

しい。統語情報だけでなく意味情報のタグも付されたコーパス・プロジェクトはユニークな試みであ

り，検索のためのインターフェースについても，プロジェクト期間内に様々な工夫が施され，マニュ

アル等も日本語と英語の２言語で整備された点が評価できる。 

また，津軽方言のコーパス構築や日本語版 CHILDES へのアノテーション付加も本プロジェクト独自

の試みである。どのような研究者がどういう目的で活用することになるのか，現時点では必ずしも明

らかではないが，データが充実してきたことによって，新たな活路が開けていく可能性もあると思う。 

 

《評価項目》 

１．研究について 

研究面では，NPCMJ コーパスに当初の計画をはるかに上回る 10 万文のデータを登録することがで

きたことが最も評価される。また，プロジェクト研究発表会・シンポジウムもほぼ毎年複数回開催さ

れ，国内外の学会での発表も活発に行われた。研究成果の論文も 50 件以上あり，充実した研究が行

われたことがわかる。中でも，2020年にひつじ書房から出版されたAnalyzing Japanese Syntax: A 

Generative Perspectiveは，NPCMJコーパスを統語論教育に活用する試みであり，これが広く受け入

れられれば，NPCMJコーパスも活用の場が大きく広がることになるだろうと思う。 

 

２．共同利用・共同研究について 

NPCMJ コーパスは，10 万文を超えるデータを持つ統語解析情報付きコーパスである。利用者が検索
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しやすいように，NPCMJ Explorer(初中級者向け)・NPCMJ Search（中・上級者向け）・NPCMJ Development 

Interfaces（中・上級者向け）という３種類のインターフェースが準備され，それぞれのマニュアル

も日本語版と英語版が用意されている。 

2017年度からページビューが伸びていないことは残念であるが，時間をかけて活用方法を広めてい

く必要があるだろう。 

 

３．教育について 

NPCMJ の講習会の参加者数は必ずしも多くないが，YouTube チャンネルで講習会を公開しているた

め，今後も着実に視聴者が増えることが期待される。 

また，PDフェローや非常勤研究員を雇用するとともに，大学院生を共同研究員としてプロジェクト

に加えており，若手研究者の育成を図っている。 

 

４．社会との連携及び社会貢献について 

NPCMJ 方式のアノテーションを他のデータに対しても適用することにより，統語解析情報の付加の

意義を広める活動を行なった。外部研究機関との連携としては，(i) 津軽方言のデータ，(ii) こども

言語習得データ，(iii) 日本語学習者のデータ，(iv) 古典日本語のデータ，などがある。また，国語

研内の「基本動詞ハンドブック」作成グループとも連携し，「文型バンク」の拡充も進めた。これらの

データの量もかなり増え，NPCMJ コーパスと同じ web ページから検索できるようにしてある点が評価

できる。 

 

５．グローバル化について 

NPCMJ コーパスの作成にあたり，ツリーバンク研究が進んでいる海外の大学と学術交流協定を締結

した。また，英語インターフェースと日本語インターフェース，ローマ字表記のデータと仮名漢字表

記のデータが選択できるようにすることにより，ユーザーの利便性が向上した。ウェブサイトやマニュ

アルも英語と日本語の２言語で作成されており，グローバル化については，問題ないと判断している。 

 

６．その他特記事項 

特になし。 
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日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成 

プロジェクトリーダー：木部 暢子 

 

Ⅰ．プロジェクトの概要（P39～P41 参照） 

 

Ⅱ．平成28〜令和3年度活動概要 

平成28〜令和3年度予算総額   190,133 千円 

１．研究に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

1.1 日本各地の危機言語・方言を記録するために，各地の３点セット（語彙集・文法記述・談話テキスト）

の作成を目指して共同研究員が全国約40地点で調査を行った。語彙集は「危機言語DB」のホームペー

ジで公開し，文法記述は11地点の簡易文法書を2022年３月にネットと冊子で公開する（地点につい

ては資料1参照）。文簡易文法書の数が計画より少なくなったのは，2020年から新型コロナウイルス

のためフィールドワークが出来ない状態になったためである。投稿された11地点の記述については，

２名ずつで査読を行い，書き直しをしたのちに報告書原稿として採択した。 

1.2 これと並行して，１地点を集中的に調査する合同調査を表１の地点で行い，期間中に６冊の報告書を

刊行した（2020年度と2021年度は新型コロナウイルスのため調査を中止した。調査地点については

資料1参照）。報告書は「危機言語DB」のホームページと国語研リポジトリーで公開している。 

表１ 合同調査地点とその報告書の刊行 

年度 調査 報告書 

2016 島根県隠岐の島，石川県白峰 沖縄県久米島 

2017 愛知県一宮市木曽川町 石川県白峰，島根県隠岐の島 

2018 青森県むつ市 愛知県木曽川 

2019 青森県八戸市 青森県むつ 

2020  青森県八戸 

 

1.3 ６年間の研究成果の公表と研究会等の企画数は表2，3の通りである（共同研究員の成果を含む）。共

同研究員約 70 名に対して論文の数はあまり多くない。発表・講演は平均して毎年一人１回を超える

回数である。2017 年度から謝辞が明記されている研究成果だけをカウントすることになったため，

2017 年度から数値が下がっている。2017 年以降の数値は最小の数値と考える必要がある。謝辞の明

記を徹底させるべきであった 

 

表 2 ６年間の研究成果の公表（件）           表 3 研究会・シンポジウム等の企画（回） 

年度 論文等 図書・報告書 発表・講演 年度 国内 国際 

2016 46 6 83 2016 4 0 

2017 10 4 39 2017 12 1 

2018 20 5 98 2018 7 6 

2019 32 6 106 2019 15 1 

2020 21 4 71 2020 11 1 

2021    2021   
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2019 青森県八戸市 青森県むつ 

2020  青森県八戸 

 

1.3 ６年間の研究成果の公表と研究会等の企画数は表2，3の通りである（共同研究員の成果を含む）。共
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回数である。2017 年度から謝辞が明記されている研究成果だけをカウントすることになったため，

2017 年度から数値が下がっている。2017 年以降の数値は最小の数値と考える必要がある。謝辞の明

記を徹底させるべきであった 
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2020 21 4 71 2020 11 1 

2021    2021   
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1.4 特筆すべきは，2018 年度に開催した国際シンポジウム The NINJAL International Symposium 

"Approaches to Endangered Languages in Japan and Northeast Asia: Description, Documentation 

and Revitalization" (2018年 8月 6～8日，国語研，東京外国語大学AA研・科研Ｓと共同開催)で

ある。「琉球・八丈・日本」，「アイヌ・北東アジア」，「Documentation and Revitalization」の３セッ

ションからなり，北アジアとアイヌの関係を意識した構成となっている。発表者は 28 人（うち海外

8人），参加者は122人（うち海外19人）であった（台風の接近と重なったために，参加者がやや少

なめとなった）。また，前日にはプレイベントとしてPoster Session，及びハワイ語のイマージョン

教育Workshop "A brief introduction to the immersion classroom: A case of Hawaiian language"

を開催した。現在，このシンポジウムをベースとした書籍を準備中である。 

1.5 2021年度にはプロジェクトのまとめとして，『フィールドと文献からみる日琉諸語の系統と歴史』（開

拓社），『日本語の格表現』（くろしお出版），『地域文化の可能性』（勉誠出版）の３冊の書籍を出版し

た。 

1.6 ムートン社のHandbook of Japanese Dialects，Handbook of the Ainu Language の編集は予定より

大きく遅れたが，2021年度末までには，ほぼ編集を終える見込みである。 

 

 

２．共同利用・共同研究に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

2.1 プロジェクト推進のために，フィールドワークに

実績のある共同研究員を表4の通り組織した。ま

た，フィールド言語学を担う若手研究者を育成す

るために，毎年10名程度の大学院生や学振PDを

共同研究員に加えた（表4）。 

2.2 危機言語データをコーパスやベースにより研究者

や一般に広く公開した。第３期に公開したデータ

ベースは以下の通りである。 

・『日本語諸方言コーパス（COJADS）』（2019年５月モニター版公開，2022年 3月正式公開） 

・『アイヌ語口承文芸コーパス』（2016年３月公開，以後データ拡張） 

・「『日本言語地図』データベース」（データ拡張） 

・『首都圏の言語の実態と動向に関するデータ』（2017年３月公開） 

2.3 データベースで特筆すべきは，『日本語諸方言コーパス（COJADS）』の公開である。これは諸方言が横

断的に検索できる日本で初めてのコーパスで，「各地方言収集緊急調査」（文化庁1977～1985 年の調

査）データを使用し，検索アプリケーション「中納言」で検索するように作成したものである。公開

後１年で登録ユーザー数が3,000人を超え，音声自動認識研究等の研究のための有償利用契約申し込

みがこれまでに６件あった。 

2.4 2019年度から各地の方言辞典の公開を支援する事業を開始し，期間中に以下の４冊を刊行した。 

・2019年度 加治工真市『鳩間方言辞典』，渡久山春英，セリック・ケナン『多良間島方言辞典』 

・2020年度 宮良信詳『うちなーぐち活用辞典』，高橋良雄『及位の方言』（旧山形県及位村） 

表4 共同研究員数       （人） 

年度 総数 内海外 内大学院生・学振PD 

2016 67 4 11 

2017 69 4 10 

2018 72 4 8 

2019 77 4 9 

2020 78 4 11 

2021 78 3 10 
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このうち『鳩間方言辞典』は1000頁を超える大著で，冊子だけでなく著者自身の発音を録音し，

国語研リポジトリーで公開している。また，本書は2020年度琉球新聞出版活動賞，2021年度第１回

外間守善賞特別賞を受賞した。 
 

３．教育に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

3.1 東京外大AA研 LingDy3と協定を結び，共同で若手育成事業を実施した。特に，クロスアポイントメ

ントにより特別研究員１名を雇用し，フィールドワーク事前研修，フィールド言語学ウェビナーを企画・

開催したことにより，東外大・国語研の双方から参加者が集まり，若手育成の規模を広げることにつな

がった。６年間の実施内容は表5の通りである。2020年度からは新型コロナウイルス拡大防止のためオ

ンライン開催となった。オンラインでは，対面で研修を行なっていたときの受講人数制限を廃止し，参

加希望者約 40 人を受け入れた。また，講師も多様な分野から招聘することができ，研修の内容を広げ

ることができた。コロナの副産物である。 

表5 東京外大AA研 LingDy3との共同若手育成事業 

年度 タイトル 場所 参加者 

2016 フィールドワーク事前研修 島根大学 島根大学生8人，応募3人 

2017 フィールドワーク事前研修 愛知県木曽川町 愛知県立大学生9人 

2018 連携授業にて事前指導 弘前大学 調査参加者4人 

2019 フィールドワーク事前研修 国語研 応募8人 

2020 フィールド言語学ウェビナー オンライン 応募39人(うち学生28人) 

2021 フィールド言語学ウェビナー2021 オンライン 応募38人(うち学生14人) 

 

3.2 若手研究者をプロジェクトで雇用し，研究やプ

ロジェクトの運営について指導した。６年間に雇

用した若手研究員は表6の通りである（2020年度

からPDフェローが原則廃止されたため，雇用数0

となっている）。これらの若手研究者は，本プロ

ジェクトでキャリアを積むことにより，沖縄国際

大学，名桜大学，熊本県立大学，鹿児島大学，長

崎大学，弘前大学，静岡英和学院大学，駒澤大学，

アイヌ民族文化研究センター等の研究機関に就

職している。 

3.3 若手研究者に海外での発表経験を積ませるために，発表のための旅費を支援した。特に，国際先住民

言語年の2019年度にはJSAA（モナッシュ大学，オーストラリア）４人，NINJAL-UHM Linguistics Workshop

（ハワイ大学，アメリカ）３人，IYIL2019（パデュー大学，アメリカ）３人，IYIL2019（ユネスコ本部，

フランス）３人，LPSS 2019（Academia Sinica，台湾）３人の計16人の海外発表旅費を支援した。こ

れらの資金はプロジェクトリーダーの外部資金の獲得によっている。 

 

 

 

 

表 6 非常勤研究員等の雇用      （人） 

年度 PDフェロー 非常勤研究員 特任助教 

2016 2 3 1 

2017 1 2 4 

2018 1 7 4 

2019 1 9 5 

2020 0 9 4 

2021 0 7 4 
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年度 タイトル 場所 参加者 

2016 フィールドワーク事前研修 島根大学 島根大学生8人，応募3人 

2017 フィールドワーク事前研修 愛知県木曽川町 愛知県立大学生9人 

2018 連携授業にて事前指導 弘前大学 調査参加者4人 

2019 フィールドワーク事前研修 国語研 応募8人 

2020 フィールド言語学ウェビナー オンライン 応募39人(うち学生28人) 

2021 フィールド言語学ウェビナー2021 オンライン 応募38人(うち学生14人) 

 

3.2 若手研究者をプロジェクトで雇用し，研究やプ

ロジェクトの運営について指導した。６年間に雇

用した若手研究員は表6の通りである（2020年度

からPDフェローが原則廃止されたため，雇用数0

となっている）。これらの若手研究者は，本プロ

ジェクトでキャリアを積むことにより，沖縄国際

大学，名桜大学，熊本県立大学，鹿児島大学，長

崎大学，弘前大学，静岡英和学院大学，駒澤大学，

アイヌ民族文化研究センター等の研究機関に就

職している。 

3.3 若手研究者に海外での発表経験を積ませるために，発表のための旅費を支援した。特に，国際先住民

言語年の2019年度にはJSAA（モナッシュ大学，オーストラリア）４人，NINJAL-UHM Linguistics Workshop

（ハワイ大学，アメリカ）３人，IYIL2019（パデュー大学，アメリカ）３人，IYIL2019（ユネスコ本部，

フランス）３人，LPSS 2019（Academia Sinica，台湾）３人の計16人の海外発表旅費を支援した。こ

れらの資金はプロジェクトリーダーの外部資金の獲得によっている。 

 

 

 

 

表 6 非常勤研究員等の雇用      （人） 

年度 PDフェロー 非常勤研究員 特任助教 

2016 2 3 1 

2017 1 2 4 

2018 1 7 4 

2019 1 9 5 

2020 0 9 4 

2021 0 7 4 
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４．社会との連携及び社会貢献に関する計画 

自己点家評価 計画を上回って実施した 

4.1 方言を地域の活性化に役立てる試みとして，宮崎県椎葉村と共同事業「椎葉民俗芸能博物館研究事

業における５ヶ年計画 椎葉村方言調査と『椎葉村方言語彙集』の作成」(2014～2018)を推進した。

2019年には連携協定を結んで事業を継続し，2022年に『椎葉方言語彙』（約900頁）を完成させた。

椎葉村12地域の方言語彙集と椎葉方言の文法概説，索引からなり，2022年度に刊行される予定であ

る。 

4.2 同じく，2018年に鹿児島県沖永良部島和泊町・知名町と協定を結び，方言の保存と継承事業を実施

した。実施内容は表7の通りである。沖永良部島とはコロナが流行する以前からオンラインで「しま

むに（島言葉）教室」を実施しており，ほとんどコロナの影響を受けることなく，オンライン講義を

継続することができた。2019年の国際先住民言語年（IYIL2019）には，知名町の話者がパデュー大学

（アメリカ）でその成果を発表した。 

表7 鹿児島県沖永良部和泊町・知名町との共同事業 

年度 年/月/日 場所 タイトル 

2017 2017/11/6 下平川小学校 方言継承学習 

 2018/2/25 国語研 ミニ講義：えらぶむに（琉球沖永良部語）ってどん

なことば？ 

2018 2019/2/10 国語研 発表会「くんじゃい しまむにプロジェクト」 

2019 2020/2/16 国語研 発表会「わどぅまい しまむにプロジェクト」 

 2019/5-11 知名町 方言研修会「しまむに教室」 

 年 4 回 和泊町・知名町 役場職員研修会 

 2019/10/31 パデュー大学（アメリカ） IYIL2019 で知名町の話者が発表 

2020 毎月１回 知名町 方言研修会「公民館講座」 

 2021/2/3 文化ホールあしびの郷・ちな 創作方言劇『ヒーヌムンの生まれた海』 

 

4.3 文化庁と共同で「危機的な状況にある言語・方

言サミット」を毎年開催した（表8，2020年度は

新型コロナウイルスのため中止）。サミットは東

京都八丈町の提案により 2014 年に始まったが，

2015年以降は文化庁が主催者となり，毎年各地で

開催されている。国語研は 2014 年のサミットか

ら企画・運営に関わっている。サミットは全国の

危機言語・方言の保存の関係者をつなぐ全国ネッ

トワークとして現在，重要なの役割を果たしている。 

4.4 そのほか，2016～2017年に島根県の方言保存会と連携してシンポジウムや講演会を開催した（表9）。

島根県では出雲弁の保存会の活動が盛んである。2014年の国語研の出雲方言調査の際に出雲市と協力

関係が成立し，それに基づいてイベントを開催した。 

表9 島根県との共催イベント 

年度 年/月/日 場所 タイトル 

2016 2016/12/10 隠岐の島町文化会館 隠岐の島方言・調査のつどい 

2017 2017/7/29 市民活動センタ－ 出雲弁は消えてしまうのか 

〃 2017/12/1 松江市市民活動センタ－ 出雲方言の探究と保存継承活動の活発化に向けて 

表 8 危機的な状況にある言語・方言サミット 

年度 年/月/日 場所 

2016 2016/11/13 鹿児島県奄美与論 

2017 2017/12/13 北海道大学 

2018 2018/11/24 宮古島 

2019 2020/2/22-23 奄美大島 

2020  コロナのため中止 

2021 2022/1/29-30 気仙沼市 
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4.5 研究成果の公開の新しい方法として，モバイル型展示という方法を開発した。人間文化研究機構の

「博物館・展示を活用した最先端研究の可視化・高度化事業」と共同で開発したもので，持ち運びが

できるため，離島や遠隔地でも展示を開催することが可能である（図1，2）。2020年までに10台のユ

ニット作成し（表10），大学図書館や公民館など19箇所で展示を行なった。新しい展示の方法として

今後も利用が期待される。 

 

図１ モバイル型展示ユニット   図 2 与論での展示風景 

 

 

 

 

５．グローバル化に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

5.1 危機言語研究の先進的な拠点であるハワイ大学と2018年に協定を締結し，相互に交流しながら研究

を推進した。６年間の交流実績は表 11 の通りである。共同研究会では若手研究者の発表を積極的に支

援し，ハワイ大学の学生との交流も行なった。2020 年，2021 年は新型コロナウイルスのため，研究会

の開催を見送った。 

表11 ハワイ大学との共同研究会の開催状況 

 年/月/日 タイトル 場所 

2017/5/16-18 NINJAL/NMJH/UHM Workｋshop Underdescribed Languages and 

Histories: Linguists’ and Historians’ Challenges 

ハワイ大学マノア校 

2018/8/05 Workshop "A brief introduction to the immersion classroom: 

A case of Hawaiian language"（国際シンポジウムプレイベン

ト） 

国語研 

2018/8/09 A talk event commemorative of the academic cooperation 

between University of Hawaiʻi at Mānoa and NINJAL: 
"Experimental syntactic research at University of Hawaiʻi at 
Mānoa: an overview and case studies" 

国語研 

2019/1/12-13 The NINJAL-SGRL-UHM Linguistics Workshop: Grammatical 

Descriptions of Endangered and Understudied Languages and 

Dialects in East Asia and Beyond 

ハワイ大学マノア校 

2019/10/12-13 NINJAL-UHM Linguistics Workshop on Syntax-Semantics 

Interface, Language Acquisition, and Naturalistic Data 

Analysis 

ハワイ大学マノア校 

 

 

表 10 モバイル型展示ユニットの作成 

年度 モバイル型展示ユニット 

2017 
「方言の世界」 

「沖縄のことばと文化」 

2018 

「日本海のことばと文化」 

「消滅の危機に瀕した言語・方言」 

「日本語の歴史と方言」 

「アイヌ語とアイヌの民話」 

2019 「与論のことばと文化」 

2020 

「八丈のことばと文化」 

「地震・津波・方言」 

「がんばっぺ 東北」 
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４．社会との連携及び社会貢献に関する計画 
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2019年には連携協定を結んで事業を継続し，2022年に『椎葉方言語彙』（約900頁）を完成させた。

椎葉村12地域の方言語彙集と椎葉方言の文法概説，索引からなり，2022年度に刊行される予定であ

る。 

4.2 同じく，2018年に鹿児島県沖永良部島和泊町・知名町と協定を結び，方言の保存と継承事業を実施

した。実施内容は表7の通りである。沖永良部島とはコロナが流行する以前からオンラインで「しま

むに（島言葉）教室」を実施しており，ほとんどコロナの影響を受けることなく，オンライン講義を

継続することができた。2019年の国際先住民言語年（IYIL2019）には，知名町の話者がパデュー大学

（アメリカ）でその成果を発表した。 
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2020 毎月１回 知名町 方言研修会「公民館講座」 
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京都八丈町の提案により 2014 年に始まったが，

2015年以降は文化庁が主催者となり，毎年各地で
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年度 年/月/日 場所 タイトル 

2016 2016/12/10 隠岐の島町文化会館 隠岐の島方言・調査のつどい 

2017 2017/7/29 市民活動センタ－ 出雲弁は消えてしまうのか 

〃 2017/12/1 松江市市民活動センタ－ 出雲方言の探究と保存継承活動の活発化に向けて 
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5.2 2016年度から2020年度までの５年間に国内外の国際学会・研究会で101件の研究発表を行い（共

同研究者の発表を含む），研究成果のグローバル化を推進した。特に，2019 年には国際先住民言語年

（IYIL）のイベントを企画運営し，日本の危機言語研究のグローバル化に努めた（表12） 

 

表 12 2019年（国際先住民言語年）の海外での発表 

 
5.3 「危機言語DB」のホームページの英語版を作

成し，英語での研究成果発信を行い，グルーバル

化を推進した。英語のページではプロジェクトの

概要だけでなく，Basic Vocabulary, Oral Texts

のデータを英語で公開し，検索もできるようにし

ている。また，Yoronのビデオ‘Bashofu weaving’

では，与論語の音声に対して標準日本語訳と英語

訳を付け，与論語・日本語・英語の３者を対応さ

せた形で公開している（図3）。 
                                   http://kikigengo.ninjal.ac.jp/en/yoronbasho.html 

                                  図 3 ‘Bashofu weaving’ 

 

 年/月/日 タイトル 場所 

2019/10/31-11/2 IYIL2019  Perspectives Conference Endangered Languages in Japan 

を企画運営（東外大 AA 研 LingDy3 と共同） 

パデュー大学 

2019/12/4-6 IYIL2019 International Conference Language Technologies for All 

(LT4All) 

ユネスコ本部（パリ） 

 

 

第 3期中期目標期間の最終評価 

《評価結果》 

計画を大きく上回って実施している 

研究，共同利用・共同研究，教育，社会との連携及び社会貢献，グローバル化，という５項目の

６年間の実施状況を総合的に判断し，S評価とした。まず，すべてについて計画を上回った実施が

なされており，中でも，研究，共同利用・共同研究，社会との連携及び社会貢献については，特に

計画を大きく上回って実施されていた。さらに，６年間を通して常に安定した成果が上げられ続け

てきたことは特筆に値する点である。また，ひとつの活動が複数の評価項目を視野に入れた重層

的・体系的活動として展開されているため，相乗効果が生まれていることも特筆される。具体例と

して，調査研究の充実が社会還元の質の向上にも寄与している，若手教育がグローバルな研究発信

を促して実施されている，などが上げられる。 

なお課題と思われる点を２点記しておきたい。１点目は，感染症拡大の影響で調査実施ができな

かった意義ある計画を完成させること。２点目は，消滅危機言語・方言のWEB発信において，1）学

界への寄与と社会への還元とを分け，2)どこに何があるか把握しやすい配置，であるように整備が

なされること。以上を望みたい。 
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《評価項目》 

１．研究について 

計画を大きく上回る成果を上げている。量的側面から６年間の合計件数をみると，論文 195 件，図

書・報告書33件，発表・講演486 件であった。国内外共同研究員年平均73.5 名の成果として十分で

ある。質的側面からみると，ピアレビューを経た国内11地点の文法記述『日本の消滅危機言語・方言

の文法記述』が刊行されたことは，日本方言学史上意義ある優れた成果を上げたといえる。調査は40

地点を目的としていたが，新型コロナウイルス感染防止のために完了できない調査地点があったこと

は不可抗力である。なおまた，１地点を集中的に調査する合同調査を４地点で行い，報告書は合計６

冊を刊行，国語研の WEB で公開された。研究会，シンポジウムの開催は国内外で行われ，危機言語と

いうテーマのもとに多様な研究交流が促されたことから将来のシーズとネットワークの意義ある形成

が期待される。Mouton社から刊行予定の英文献２冊の刊行が次年度となったが，編集がほぼ終わって

いるので大きな問題とはならない。 

 

２．共同利用・共同研究について 

計画を大きく上回る成果を上げている。量的には，データベース４件の公開・拡張，各地方言辞典

６件の刊行および電子的公開をみた。質的には，各地方言データ約80時間分の録音音声を基盤とする

『日本語諸方言コーパス（COJADS）』の正式版が完成したことは大きな成果である。先行するモニター

版の登録ユーザーは公開初年度から3000人を超え，音声データの有償利用契約申し込みが６件あった

ことが，ユーザーからの高い評価を反映している。また，刊行された各地方言辞典のうち大著『鳩間

方言辞典』は，辞書記述に不可欠な充実した体系記述がなされており，著者自身による例文音声録音

も聞くことができる。これらが国語研の WEB で公開されたことは，すぐれた研究成果の共同利用に大

きく貢献している。 

 

３．教育について 

計画を上回る成果を上げている。東京外大と協定を結び共同で若手育成事業を実施することにより，

特別研究員１名の雇用が実現したとともに，フィールドワーク事前研修，フィールド言語学ウェビナー

の企画，開催において若手育成の規模を広げる成果を得た。これらの企画には，対面指導の４年間で

32 人，オンライン指導の２年間で 77 人の参加者があった。オンラインによる実施を余儀なくされた

年には，講師陣と研修内容の幅を広げた対応で効果を上げている。さらに，６年間延べ合計で，PDフェ

ロー５名，非常勤研究員 37 名，特任助教 22 名を雇用しており，若手研究者に研究経験を積む機会を

与えた。また，海外各地研究会での発表経験を積ませるために若手研究者に発表旅費を支援したこと

も重要な活動であった。モナシュ大，ハワイ大学，パデュー大学，ユネスコ・フランス本部での発表

旅費として，若手研究者16人が利用した。 

 

４．社会との連携及び社会貢献について 

計画を大きく上回る成果を上げている。方言の保存と継承に関して社会と連携し，大きく貢献した。

活動は，次の３種が行われた。１）自治体との共同事業の実施，２）文化庁との共催による方言サミッ

ト実施，３）シンポジウム・講演会・展示等の開催，である。１）は，当初の計画にあった椎葉村との

協定で方言調査実施，語彙集・文法概説作成を行い，新たに知名町と協定を結んで「しまむに（島言

葉）教室」をオンライン開催するなどした。それらの活動は，国際先住民言語年（2019年）パデュー

大学（アメリカ）における知名町話者の成果発表につながった。２）の方言サミットは，北海道から

宮古にわたる各地で年１回実施された。全国の危機言語・方言の保存に関する関係者をつなぐ全国ネッ
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トワークとして現在まで機能していることは成果である。3）としては，当初の計画になかった新方式

のモバイル型展示ユニットを開発し，展示面で大いなる活用を見たことである。 

 

５．グローバル化について 

計画を上回る成果を上げている。活動は，1）共同研究会開催，2)国際学会での研究発表，3)英文

献の刊行，4）WEB公開文献・資料の英訳にわたっている。1）については，当初の計画になかったハ

ワイ大学との協定を締結し，共同研究会をベースにして研究が推進された。2)は，国内外の国際学会・

研究会での研究発表を 101 件行い，研究成果のグローバル化が推進された。3）は，当初の計画にな

かったオープンアクセスの電子書籍シリーズを刊行する協定を Brill 社と結び，入稿したことであ

る。4）は，危機言語DBの WEBの英語版を作成し，英語での研究成果発信を行ったこと，動画資料の

音声，テキスト，標準日本語訳，英語訳を対応させた公開を行ったことである。これらの活動を通し

て，危機言語研究のグローバル化に着実に貢献した。 

 

６．その他特記事項 

特になし。 
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通時コーパスの構築と日本語史研究の新展開 

プロジェクトリーダー：小木曽 智信 

 

Ⅰ．プロジェクトの概要（P52～P54 参照） 

 

Ⅱ．平成28〜令和3年度活動概要 

平成28〜令和3年度予算総額   173,396 千円 

１．研究に関する計画 

自己点検評価 計画を大きく上回って実施した 

６年間の計画期間中，プロジェクト主催の国際シン

ポジウム「通時コーパスに基づく日本語文法研究」（右

ポスター）をはじめ，シンポジウムを計11回，プロジェ

クト研究班による研究発表会を31回開催した。 

また，プロジェクトとして刊行した書籍が３冊（別に

２冊が 2022 度刊行予定），プロジェクト共同研究員に

よるコーパスを活用した論文が約150編・書籍が７冊・

研究発表が約 300 件，と計画を大きく上回る研究成果

を上げることができた。 

上記のうち，本プロジェクトによる論文集は，田中牧

郎・橋本行洋・小木曽智信編（2021）『コーパスによる日本語史研究―近代編―』ひつじ書房（右上・書

影）を皮切りに，同『近世編』，『中古・中世編』としてシリーズとして刊行予定である。 

通時コーパスの構築に関する研究については次項で述べる。 

 

２．共同利用・共同研究に関する計画 

自己点検評価 計画を大きく上回って実施した 

共同研究体制のもとで『日本語歴史コーパス』（CHJ）の構築を進め，下表の通り総語数約1837万語（記

号類を除く）で，他のプロジェクト・科研費との共同構築分も含め，質・量ともに予定を上回る規模で通

時コーパスを構築，公開することができた。 

『日本語歴史コーパス』収録語数（ver. 2022.3） 
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本プロジェクトでは CHJ 利用の講習会を公開のものだけで 19 回開催し，コーパスによる日本語史研究

の普及に努めた。その結果，CHJの登録ユーザーは年4000人以上のペースで増加しており，25000人を突

破した。また，年間の検索回数も年々増加しており，2021年には45.6万件に達した（以下グラフ参照）。 

年ごとのCHJ登録ユーザー数（左）とCHJ検索クエリ数（右） ※いずれも2021年 12月までの集計 

 

こうした利用の広がりの結果として，CHJを活用した研究の数も増えており，近年は年間100件を超え

ている（論文または全国学会予稿集での利用実績。2021年３月調査。2021年以降は今後の追加あり）。コ

ロナ禍においてもオンラインで利用できる強みもあり，すでに日本語史研究を支えるインフラとして機能

しつつある。 

 

『日本語歴史コーパス』を利用した研究の数（2022年 3月調査） 
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このほかに，語誌データベース班で構築した言語地

図・言語記事・古辞書のデータは，語誌情報ポータル

としてコーパスの頻度情報と統合して検索・利用可能

なウェブサイトとして公開した（右図・リンク）。ま

た，コーパス構築にあたって協力を得たイギリス大英

図書館と覚書を交わした上で，現存唯一の稀覯本であ

る『天草版伊曽保物語・平家物語』の原本画像の提供

を受け，国語研のウェブサイトで公開した（下図・リ

ンク）。これらのデータも日本語史分野の共同利用に

大きく寄与していると考えられる。 

以上から，計画を大きく上回る成果を上げたと判断

した。 

 

  

 

 

３．教育に関する計画 

自己点検評価 計画を大きく上回って実施した 

本プロジェクトではCHJ利用の講習会を19回以上開催し，特にNINJALチュートリアルの枠組みで大

学院生等の若手向けに，またNINJALセミナーで北京・上海・ソウル・台北で海外向けに講習会を行っ

た。 

本プロジェクト内の国語教育グループでは，中高の国語科教員および教職課程学生向けの講習会を年

１回以上行ったほか，国語教育にCHJを活かすことを目的として書籍『新しい古典・言語文化の授業 

コーパスを活用した実践と研究』（朝倉書店，2019年）

を刊行した。 

また，本プロジェクトの成果として，大学等の授業で

教科書として利用できるCHJの入門書『コーパスで学ぶ

日本語学 日本語の歴史』（朝倉書店，2020年）を刊行

した。 
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３．教育に関する計画 

自己点検評価 計画を大きく上回って実施した 

本プロジェクトではCHJ利用の講習会を19回以上開催し，特にNINJALチュートリアルの枠組みで大
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本プロジェクトの共同研究員へのアンケートでは，2021 年度に共同研究員自身が担当する『日本語歴

史コーパス』を用いた授業を，28大学，12大学院，計55の授業で実施しておりCHJが大学教育におい

ても大きく貢献していることが確認できた。共同研究員以外からも，とりわけコロナ禍の下でオンライ

ン利用可能なCHJが授業で役立ったとの声が多く寄せられており，プロジェクトの成果物が教育面でも

大きな意味を持つことになったと考えられる。 

なお，CHJの利用ツールである「中納言」は検索に専門

的な知識を要することから，中高生などが授業でも利用で

きるインターフェイスが求められた。そこで，より簡易に

コーパスを検索することのできるツール「ことねり」（右下

図・リンク）を開発して公開し，改良を重ねている。 

本プロジェクトではもともと教育に関する計画は大きな

位置を占めていなかったが，全体として予定を上回って実

施して成果を上げることができた。 

 
 
 

 

４．社会との連携及び社会貢献に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

本プロジェクトでは CHJ の構築にあたり，信頼できる本文として(株)小学館の『新編日本古典文学全

集』を契約にもとづいて利用するとともに，(株)ネットアドバンスのサービス JapanKnowledge で同書籍

のオンライン公開版に用例から直接リンクできるようにするなど，協力関係のもとで研究を進めてきた。

2021 年には小学館出版局と国語研との間で連携協定を締結

し，コーパスと『日本国語大辞典』との接続を視野に，第４

期に向けて新たな連携を進めている。このほか，(株)三省堂

とは『三省堂全訳読解古語辞典』第６版でのコーパス利用に

向けて協力した（出版時期は未定）。 

また，CHJの構築の鍵となった歴史的資料の形態素解析に

ついて，だれでも容易に行うことのできるツール「Web茶ま

め」を一般公開し，継続的に更新している。このツールは日

本語の研究者のみならず一般のユーザーに広く利用されて

いる（右図・リンク）。 

また，CHJ自体や天草版画像，語誌情報ポータルなどの資

料はすべてインターネット上で一般に公開している。一部は

新聞報道やテレビ番組で利用されるなど一般向けにも貢献

した。 
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５．グローバル化に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

本プロジェクトはオックスフォード大学のビャーケ・フレレスビック氏の VSARPJ プロジェクトと協力

して，コーパスの構築を進めてきた。同プロジェクトで開発された上代語の統語情報付きコーパスOxford 

Corpus of Old Japanese（OCOJ）は，Oxford NINJAL Corpus of Old Japanese（ONCOJ）と改名して本プ

ロジェクトの支援のもと公開を行っている（左下図，リンク）。 

研究発表としては，ヨーロッパ日本学会において２回にわたってCHJに関するパネルセッションを行っ

た。EAJS 2017（Lisbon）ではキリシタン資料，EAJS2021（Ghent，コロナ禍で延期後オンライン開催）で

は洒落本・人情本のサブコーパスをテーマにそれぞれ英語で４つの研究発表と討議を行っている。 

このほか，コーパス構築に関わる研究についてデジタルヒューマニティーズ分野のトップカンファレンス

であるADHOの Digital Humanities Conference で発表を行ってきた。DH2017（Montréal）では近代雑誌，

DH2019（Utrecht）ではキリシタン資料，DH2020（Ottawa,コロナ禍でオンライン）では続日本紀宣命など

である。このほか積極的に国際会議での発表を行い，CHJの紹介を行った。 

こうした国際的な活動の成果から，CHJを活用した研究の中で近年は英語での研究発表や海外での出版

が増えてきている。中でも共同研究員のホイト・ロング氏の著書“The Values in Numbers”（Columbia 

University Press，2021年）（右下書影，リンク）はCHJを一部に活用したデジタルヒューマニティーズ

の重要な研究である。 

本プロジェクトが対象とする日本語の歴史研究の分野は国内に研究者が集中しており，国際的な展開が

難しい面があったが，コーパス公開をきっかけに，CHJを利用する日本語の歴史的研究がグローバルな広

がりを見せつつある。 
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第3期中期目標期間の最終評価 

《評価結果》 

計画を大きく上回って実施している 

「通時コーパスの構築と日本語史研究の新展開」プロジェクトは，通時コーパスそのものを，間違

いなく構築して提供するという側面と，そのコーパスを用いて，従来では容易に着手し得なかった研

究を推進するという側面とがあるが，その両側面において，平成28～令和３年度での研究推進は，

計画を大きく上回っていると評価しうるものであった。特に，期間後半の２～３年は，世界的なコロ

ナ禍のなか，大きな制約が存したにも拘わらず，研究，共同利用・共同研究，教育，社会との連携・

社会貢献，グローバル化の各局面において，種々方策を新たに見出しながら，計画を上回った大きな

成果をあげたと，高く評価できる。 

そして，このプロジェクトを支える，各時代に汎用するUniDicが改良を重ねられ，「Web茶まめ」

として，一般に利用できるよう公開されていることを，特筆したい。 

 

《評価項目》 

１．研究について 

６年間の計画期間中，プロジェクト主催の国際シンポジウム「通時コーパスに基づく日本語文法研

究」をはじめ，シンポジウムを計11回，プロジェクト研究班による研究発表会を31回開催したこと，

また，プロジェクトとして刊行した書籍が３冊，プロジェクト共同研究員によるコーパスを活用した

論文が約 150 編・書籍が７冊・研究発表が約 300 件にのぼることは，きわめて充実した研究遂行と成

果発信によるものであると，高く評価できる。また，本プロジェクトによる論文集，田中牧郎・橋本

行洋・小木曽智信編（2021）『コーパスによる日本語史研究―近代編―』（ひつじ書房）を皮切りに，

同『近世編』，『中古・中世編』がシリーズとして刊行予定であることも，本プロジェクトの研究成果

を普及するものとして期待できる。 

特に，期間後半の２～３年は，コロナ禍によって，研究活動が制約されるなか，よく，研究・発表

の手法を工夫し，立て直していったと言うべきである。 

 

２．共同利用・共同研究について 

共同研究体制のもとで『日本語歴史コーパス』（以下，CHJ）の構築を進め，総語数約1837万語にも

のぼる，質・量ともに予定を上回る規模の通時コーパスが構築・公開されたことは，本プロジェクト

最大の共同研究による成果と言える。特に，従来，索引等が手薄であった，江戸時代・明治時代に関

して，充実したデータが加えられて整備されていることは，今後のさらなる共同利用にとっても喜ば

しいことと言える。また，CHJ利用の講習会を開催して，コーパスによる日本語史研究の普及に努めた

結果，CHJの登録ユーザーが年4000人以上のペースで増加し，都合25000人を超え，年間の検索回数

も年々増加して，2021年には45.6万件に達し，また，2019年には，CHJ利用の研究論文数が年間100

本を突破したことも，共同利用対象としてのCHJの信頼性と有用性を物語るものと言える。 

また，言語地図・言語記事・古辞書のデータを，語誌情報ポータルとしてコーパスの頻度情報と統

合して検索・利用可能な Web サイトとして公開し，現存唯一の稀覯本である『天草版伊曽保物語・平

家物語』の原本画像の提供を受け，国語研のウェブサイトで公開したことも，共同利用の面から特筆

すべきことと言える。 
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３．教育について 

CHJ 利用の講習会を，大学院生をはじめとした若手向け，中高の国語科教員および教職課程学生向

け，ならびに北京・上海・ソウル・台北等の海外向けに，計画期間中，継続的に開催していったこと

は，CHJの教育・普及のうえで，大きな貢献であった。また，国語教育におけるCHJ活用のために，書

籍『新しい古典・言語文化の授業 コーパスを活用した実践と研究』（朝倉書店，2019年），ならびに，

大学等の授業で教科書として利用できる CHJ の入門書『コーパスで学ぶ日本語学 日本語の歴史』（朝

倉書店，2020年）の刊行も，CHJ利用のための教育という面で，実効があった。さらに，2021年度に

おいては，共同研究員自身が担当する『日本語歴史コーパス』を用いた授業を，28 大学，12 大学院，

計55の授業で実施していることで，CHJが大学教育においても大きく貢献していることが確認できた

こと，より簡易にコーパスを検索するために，中高生などが授業でも利用できるツール「ことねり」

を開発して公開したことも，教育への貢献と言える。 

CHJが，より広く使われるためには，その有用性と，具体的な操作についての教育が欠かせない。ま

た，教育においても CHJ の有効活用が求められる。この，教育についての両面性に関する取り組みが

多彩に行われたことは，高く評価できる。 

 

４．社会との連携及び社会貢献について 

CHJの構築にあたり，信頼できる本文として(株)小学館の『新編日本古典文学全集』を契約にもとづ

いて利用するとともに，(株)ネットアドバンスのサービスJapanKnowledgeで同書籍のオンライン公開

版に用例から直接リンクできるようにするなど，研究機関内にとどまらず，広く社会と連携し，実を

あげてきたことも，本プロジェクトの特長の一つである。また，（株）小学館との，『日本国語大辞典』

との接続を視野に入れた新たなる連携構築，(株)三省堂との『三省堂全訳読解古語辞典』第６版のコー

パス利用に向けての協力体制の推進も，次期も視野に入れた社会連携が継続されている証しと言える。 

また，歴史的資料の形態素解析について，だれでも容易に行うことのできるツール「Web 茶まめ」，

CHJ自体や『天草版伊曽保物語・平家物語』の原本画像，語誌情報ポータルなどの資料が，Web上で一

般公開されていて，一部は新聞報道やテレビ番組で利用されていることも，社会への貢献と見なしう

る。 

 

５．グローバル化について 

CHJ の構築にあたり，オックスフォード大学の VSARPJ プロジェクトと協力して，コーパスの構築

を進めてきたこと，研究の海外発信として，ヨーロッパ日本学会において２回にわたってCHJに関す

るパネルセッションを行ったこと，コーパス構築に関わる研究についてデジタルヒューマニティーズ

分野のトップカンファレンスであるADHOの Digital Humanities Conferenceで発表を行ってきたこ

と等は，CHJのグローバル化のうえで意義深いことであったと評価できる。それらの題材が，奈良時

代語・室町時代語・江戸時代語の各資料であったことは，日本語の歴史を，知識として，グローバル

に情報発信することであるとともに，一般言語学的な貢献にもつながるものである。日本語の歴史研

究の分野は，ともすれば，国際的な展開が難しい面があると考えられがちであったが，CHJを入口と

して，日本語の歴史的研究がグローバルな広がりを見せつつあることは，喜ばしいことであり，なお

さらなる発信が求められる。 

 

６．その他特記事項 

特になし。 
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第3期中期目標期間の最終評価 

《評価結果》 

計画を大きく上回って実施している 

「通時コーパスの構築と日本語史研究の新展開」プロジェクトは，通時コーパスそのものを，間違

いなく構築して提供するという側面と，そのコーパスを用いて，従来では容易に着手し得なかった研

究を推進するという側面とがあるが，その両側面において，平成28～令和３年度での研究推進は，

計画を大きく上回っていると評価しうるものであった。特に，期間後半の２～３年は，世界的なコロ

ナ禍のなか，大きな制約が存したにも拘わらず，研究，共同利用・共同研究，教育，社会との連携・

社会貢献，グローバル化の各局面において，種々方策を新たに見出しながら，計画を上回った大きな

成果をあげたと，高く評価できる。 

そして，このプロジェクトを支える，各時代に汎用するUniDicが改良を重ねられ，「Web茶まめ」

として，一般に利用できるよう公開されていることを，特筆したい。 

 

《評価項目》 

１．研究について 

６年間の計画期間中，プロジェクト主催の国際シンポジウム「通時コーパスに基づく日本語文法研

究」をはじめ，シンポジウムを計11回，プロジェクト研究班による研究発表会を31回開催したこと，

また，プロジェクトとして刊行した書籍が３冊，プロジェクト共同研究員によるコーパスを活用した

論文が約 150 編・書籍が７冊・研究発表が約 300 件にのぼることは，きわめて充実した研究遂行と成

果発信によるものであると，高く評価できる。また，本プロジェクトによる論文集，田中牧郎・橋本

行洋・小木曽智信編（2021）『コーパスによる日本語史研究―近代編―』（ひつじ書房）を皮切りに，

同『近世編』，『中古・中世編』がシリーズとして刊行予定であることも，本プロジェクトの研究成果

を普及するものとして期待できる。 

特に，期間後半の２～３年は，コロナ禍によって，研究活動が制約されるなか，よく，研究・発表

の手法を工夫し，立て直していったと言うべきである。 

 

２．共同利用・共同研究について 

共同研究体制のもとで『日本語歴史コーパス』（以下，CHJ）の構築を進め，総語数約1837万語にも

のぼる，質・量ともに予定を上回る規模の通時コーパスが構築・公開されたことは，本プロジェクト

最大の共同研究による成果と言える。特に，従来，索引等が手薄であった，江戸時代・明治時代に関

して，充実したデータが加えられて整備されていることは，今後のさらなる共同利用にとっても喜ば

しいことと言える。また，CHJ利用の講習会を開催して，コーパスによる日本語史研究の普及に努めた

結果，CHJの登録ユーザーが年4000人以上のペースで増加し，都合25000人を超え，年間の検索回数

も年々増加して，2021年には45.6万件に達し，また，2019年には，CHJ利用の研究論文数が年間100

本を突破したことも，共同利用対象としてのCHJの信頼性と有用性を物語るものと言える。 

また，言語地図・言語記事・古辞書のデータを，語誌情報ポータルとしてコーパスの頻度情報と統

合して検索・利用可能な Web サイトとして公開し，現存唯一の稀覯本である『天草版伊曽保物語・平

家物語』の原本画像の提供を受け，国語研のウェブサイトで公開したことも，共同利用の面から特筆

すべきことと言える。 
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３．教育について 

CHJ 利用の講習会を，大学院生をはじめとした若手向け，中高の国語科教員および教職課程学生向

け，ならびに北京・上海・ソウル・台北等の海外向けに，計画期間中，継続的に開催していったこと

は，CHJの教育・普及のうえで，大きな貢献であった。また，国語教育におけるCHJ活用のために，書

籍『新しい古典・言語文化の授業 コーパスを活用した実践と研究』（朝倉書店，2019年），ならびに，

大学等の授業で教科書として利用できる CHJ の入門書『コーパスで学ぶ日本語学 日本語の歴史』（朝

倉書店，2020年）の刊行も，CHJ利用のための教育という面で，実効があった。さらに，2021年度に

おいては，共同研究員自身が担当する『日本語歴史コーパス』を用いた授業を，28 大学，12 大学院，

計55の授業で実施していることで，CHJが大学教育においても大きく貢献していることが確認できた

こと，より簡易にコーパスを検索するために，中高生などが授業でも利用できるツール「ことねり」

を開発して公開したことも，教育への貢献と言える。 

CHJが，より広く使われるためには，その有用性と，具体的な操作についての教育が欠かせない。ま

た，教育においても CHJ の有効活用が求められる。この，教育についての両面性に関する取り組みが

多彩に行われたことは，高く評価できる。 

 

４．社会との連携及び社会貢献について 

CHJの構築にあたり，信頼できる本文として(株)小学館の『新編日本古典文学全集』を契約にもとづ

いて利用するとともに，(株)ネットアドバンスのサービスJapanKnowledgeで同書籍のオンライン公開

版に用例から直接リンクできるようにするなど，研究機関内にとどまらず，広く社会と連携し，実を

あげてきたことも，本プロジェクトの特長の一つである。また，（株）小学館との，『日本国語大辞典』

との接続を視野に入れた新たなる連携構築，(株)三省堂との『三省堂全訳読解古語辞典』第６版のコー

パス利用に向けての協力体制の推進も，次期も視野に入れた社会連携が継続されている証しと言える。 

また，歴史的資料の形態素解析について，だれでも容易に行うことのできるツール「Web 茶まめ」，

CHJ自体や『天草版伊曽保物語・平家物語』の原本画像，語誌情報ポータルなどの資料が，Web上で一

般公開されていて，一部は新聞報道やテレビ番組で利用されていることも，社会への貢献と見なしう

る。 

 

５．グローバル化について 

CHJ の構築にあたり，オックスフォード大学の VSARPJ プロジェクトと協力して，コーパスの構築

を進めてきたこと，研究の海外発信として，ヨーロッパ日本学会において２回にわたってCHJに関す

るパネルセッションを行ったこと，コーパス構築に関わる研究についてデジタルヒューマニティーズ

分野のトップカンファレンスであるADHOの Digital Humanities Conferenceで発表を行ってきたこ

と等は，CHJのグローバル化のうえで意義深いことであったと評価できる。それらの題材が，奈良時

代語・室町時代語・江戸時代語の各資料であったことは，日本語の歴史を，知識として，グローバル

に情報発信することであるとともに，一般言語学的な貢献にもつながるものである。日本語の歴史研

究の分野は，ともすれば，国際的な展開が難しい面があると考えられがちであったが，CHJを入口と

して，日本語の歴史的研究がグローバルな広がりを見せつつあることは，喜ばしいことであり，なお

さらなる発信が求められる。 

 

６．その他特記事項 

特になし。 
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大規模日常会話コーパスに基づく話し言葉の多角的研究 

プロジェクトリーダー：小磯 花絵 

 

Ⅰ．プロジェクトの概要（P61～P63 参照） 

 

Ⅱ．平成28〜令和3年度活動概要 

平成28〜令和3年度予算総額   173,756 千円 

１．研究に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

■ 話し言葉のコーパスの拡充：本プロジェクトは，

国語研が公開するコーパスが書き言葉に偏り話し言

葉のコーパスが独話中心のものしかなかったことを

受け，日常会話や昭和期の話し言葉などを対象とす

るコーパスを構築・公開し，それに基づき，話し言葉

のレジスター的多様性や経年変化，会話相互作用を

研究することを目指し，４つの班を構成して活動し

てきた。計画したコーパスはすべて予定通り公開し

たほか，当初計画外の『職場談話コーパス』も公開し

た（右図・黄色で示したもの。詳細は事項「共同利

用・共同研究参照）。 

■ コーパス構築手法の整備・公開：特に『日本語日常会話コーパス』は，200時間規模の日常会話を映

像まで含めてバランスよく収録・公開するもので，世界的にも新しい取組である。そのため，コーパス設

計や会話収録法，公開に伴う倫理的・法的問題の整理など多くのことを検討した。こうした知見を体系的

に整理し公開することも本プロジェクトの取り組むべき重要な課題であり，報告書６冊（HPで公開）・論

文６本（機関リポジトリで公開）にまとめた。 

■ 研究成果の公表：このように整備・公開したコーパス等を活用して行った研究成果を，６年間で計４

回の国際シンポジム等と16回の国内シンポジウム等を主催・共催して発表し，延べ2959名が参加したほ

か，論文・ブックチャプター82本，書籍・報告書9冊，発表・講演281件で公表した。このうちシンポジ

ウム『日常会話コーパス』(I〜VII)は４班合同で毎年度開催しているが，参加者が 111 名，133 名，144

名，155 名，254 名，308 名と年々増えており，プロジェクトの研究活動が徐々に注目されるようになっ

た。 

■ 研究の展開：コーパスの公開とともに，当初計画していなかった民間企業との研究（ホンダ・リサー

チ・インスティチュート・ジャパン，レトリバ）や異分野融合研究（混在音声における F0 推定，音源分

離，自閉症スペクトラム指数(AQ)調査）などの展開もあった。このうち，国立障害者リハビリテーション

センター研究所高次脳機能障害研究室との共同研究では，『日常会話コーパス』に参加した協力者のうち

60 名を対象に自閉症スペクトラム傾向指数(AQ)調査を実施し，AQ 指数と言語運用（終助詞使用）との関

係を分析して成果を得た。自閉症者の言語運用上の問題の支援に繋がる知見を見出すことを目指すもので

あり，来年度開始の共創先導プロジェクト「コミュニケーション共生科学の創成」につながる研究である。 
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２．共同利用・共同研究に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

■ プロジェクトで公開した主要なコーパス・データベース：プロジェクトで計画した全てのコーパスを

予定通りあるいは予定より早く構築・公開するとともに，『職場談話コーパス』など計画外のコーパスも

再整備・公開した。このうち『日本語日常会話コーパス』については，コーパスの設計・特徴に関する言

語処理学会第28回年次大会における発表について「言語資源賞」（言語資源協会・言語処理学会）を受賞

し，「日本語の日常会話を収録した豊富なアノテーションを含む大規模なコーパスであり，対話の研究に

幅広く利用できる価値の高い言語資源」と評された。このほか，CEJC設計のために実施した約250名を対

象とする会話行動調査の調査結果や，CEJCや SSCなど各種コーパスの語彙表・語数表など，計画外のデー

タを多数公開し，話し言葉を多角的に分析することのできる研究基盤を構築した。 

公開年月 コーパス・データベース名 説明  

2016.12 国会会議録 1947〜2012年の衆議院・参議院の本会議・予算委員会（11,106会議）

に対し話者の生年情報を付与して検索システム「ひまわり」版を公開 

2016.12 名大会話コーパス NUCC 国語研移管の『名大会話コーパス』(100 時間)に形態論情報を新規付

与，メタ情報を整理して検索システム「中納言」版と「ひまわり」版を

公開 

2017.3 日本語話し言葉コーパス BCCWJで採用したUniDic体系の短単位情報を付与し，コーパス開発セ

ンターと共同で音声配信機能を付けて「中納言」版を公開＜計画して

いなかったものに対し＞ 

2018.8 職場談話コーパス CWPC 職場談話データ 21 時間 （『女性／男性のことば・職場編』ひつじ書

房）を出版社・構築者の承諾を得て形態論情報を新規に付与し「中納

言」版を公開 

2020.3 BCCWJ会話文話者情報 『現代日本語書き言葉均衡コーパス』図書館サブコーパスの文学・物

語に含まれる会話文に対し，話者情報（話者名・性別・年代）を付与

し「中納言」で公開 

2021.3 昭和話し言葉コーパス SSC 国語研で 1952〜74 年に収録した会話・独話 44 時間をコーパスとして

整備し公開。「中納言」版と生データ配信版。2018年度に独話をモニタ

―公開。 

2022.3 日本語日常会話コーパス 

CEJC 

200時間の日常会話を対象に映像データを含めて公開。「中納言」版と

生データ配信版。2018年度に50時間，2020年度に100時間をモニター

公開。 

■ コーパスアノテーション：上記コーパスにはいずれも，BCCWJ と同じ(1)UniDic に準拠した形態論情

報（短単位）を付与し，コーパス間での比較ができるようになっている。また CEJC については，多様な

研究を可能とするために，更に，(2)発話単位情報，(3)形態論情報（長単位）を全体に付与したほか，200

時間のうち１割に相当する 20 時間について，(3)文節間の係り受け情報，(4)対話行為情報（ISO24617-2

日本語拡張版），(5)X-JToBI簡易版準拠の韻律情報など高度なアノテーションを付与し，映像・音声・転

記テキスト・検索システム（映像再生機能付き「ひまわり」版パッケージ）・各種メタ情報とあわせ2022

年 3 月 31 日に公開した。このうち係り受け情報は宮尾祐介教授（東大）と，対話行為情報と発話単位情
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２．共同利用・共同研究に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

■ プロジェクトで公開した主要なコーパス・データベース：プロジェクトで計画した全てのコーパスを

予定通りあるいは予定より早く構築・公開するとともに，『職場談話コーパス』など計画外のコーパスも

再整備・公開した。このうち『日本語日常会話コーパス』については，コーパスの設計・特徴に関する言

語処理学会第28回年次大会における発表について「言語資源賞」（言語資源協会・言語処理学会）を受賞

し，「日本語の日常会話を収録した豊富なアノテーションを含む大規模なコーパスであり，対話の研究に

幅広く利用できる価値の高い言語資源」と評された。このほか，CEJC設計のために実施した約250名を対

象とする会話行動調査の調査結果や，CEJCや SSCなど各種コーパスの語彙表・語数表など，計画外のデー

タを多数公開し，話し言葉を多角的に分析することのできる研究基盤を構築した。 

公開年月 コーパス・データベース名 説明  

2016.12 国会会議録 1947〜2012年の衆議院・参議院の本会議・予算委員会（11,106会議）

に対し話者の生年情報を付与して検索システム「ひまわり」版を公開 

2016.12 名大会話コーパス NUCC 国語研移管の『名大会話コーパス』(100 時間)に形態論情報を新規付

与，メタ情報を整理して検索システム「中納言」版と「ひまわり」版を

公開 

2017.3 日本語話し言葉コーパス BCCWJで採用したUniDic体系の短単位情報を付与し，コーパス開発セ

ンターと共同で音声配信機能を付けて「中納言」版を公開＜計画して

いなかったものに対し＞ 

2018.8 職場談話コーパス CWPC 職場談話データ 21 時間 （『女性／男性のことば・職場編』ひつじ書

房）を出版社・構築者の承諾を得て形態論情報を新規に付与し「中納

言」版を公開 

2020.3 BCCWJ会話文話者情報 『現代日本語書き言葉均衡コーパス』図書館サブコーパスの文学・物

語に含まれる会話文に対し，話者情報（話者名・性別・年代）を付与

し「中納言」で公開 

2021.3 昭和話し言葉コーパス SSC 国語研で 1952〜74 年に収録した会話・独話 44 時間をコーパスとして

整備し公開。「中納言」版と生データ配信版。2018年度に独話をモニタ

―公開。 

2022.3 日本語日常会話コーパス 

CEJC 

200時間の日常会話を対象に映像データを含めて公開。「中納言」版と

生データ配信版。2018年度に50時間，2020年度に100時間をモニター

公開。 

■ コーパスアノテーション：上記コーパスにはいずれも，BCCWJ と同じ(1)UniDic に準拠した形態論情

報（短単位）を付与し，コーパス間での比較ができるようになっている。また CEJC については，多様な

研究を可能とするために，更に，(2)発話単位情報，(3)形態論情報（長単位）を全体に付与したほか，200

時間のうち１割に相当する 20 時間について，(3)文節間の係り受け情報，(4)対話行為情報（ISO24617-2

日本語拡張版），(5)X-JToBI簡易版準拠の韻律情報など高度なアノテーションを付与し，映像・音声・転

記テキスト・検索システム（映像再生機能付き「ひまわり」版パッケージ）・各種メタ情報とあわせ2022

年 3 月 31 日に公開した。このうち係り受け情報は宮尾祐介教授（東大）と，対話行為情報と発話単位情
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大規模日常会話コーパスに基づく話し言葉の多角的研究 

プロジェクトリーダー：小磯 花絵 

 

Ⅰ．プロジェクトの概要（P61～P63 参照） 

 

Ⅱ．平成28〜令和3年度活動概要 

平成28〜令和3年度予算総額   173,756 千円 

１．研究に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

■ 話し言葉のコーパスの拡充：本プロジェクトは，

国語研が公開するコーパスが書き言葉に偏り話し言

葉のコーパスが独話中心のものしかなかったことを

受け，日常会話や昭和期の話し言葉などを対象とす

るコーパスを構築・公開し，それに基づき，話し言葉

のレジスター的多様性や経年変化，会話相互作用を

研究することを目指し，４つの班を構成して活動し

てきた。計画したコーパスはすべて予定通り公開し

たほか，当初計画外の『職場談話コーパス』も公開し

た（右図・黄色で示したもの。詳細は事項「共同利

用・共同研究参照）。 

■ コーパス構築手法の整備・公開：特に『日本語日常会話コーパス』は，200時間規模の日常会話を映

像まで含めてバランスよく収録・公開するもので，世界的にも新しい取組である。そのため，コーパス設

計や会話収録法，公開に伴う倫理的・法的問題の整理など多くのことを検討した。こうした知見を体系的

に整理し公開することも本プロジェクトの取り組むべき重要な課題であり，報告書６冊（HPで公開）・論

文６本（機関リポジトリで公開）にまとめた。 

■ 研究成果の公表：このように整備・公開したコーパス等を活用して行った研究成果を，６年間で計４

回の国際シンポジム等と16回の国内シンポジウム等を主催・共催して発表し，延べ2959名が参加したほ

か，論文・ブックチャプター82本，書籍・報告書9冊，発表・講演281件で公表した。このうちシンポジ

ウム『日常会話コーパス』(I〜VII)は４班合同で毎年度開催しているが，参加者が 111 名，133 名，144

名，155 名，254 名，308 名と年々増えており，プロジェクトの研究活動が徐々に注目されるようになっ

た。 

■ 研究の展開：コーパスの公開とともに，当初計画していなかった民間企業との研究（ホンダ・リサー

チ・インスティチュート・ジャパン，レトリバ）や異分野融合研究（混在音声における F0 推定，音源分

離，自閉症スペクトラム指数(AQ)調査）などの展開もあった。このうち，国立障害者リハビリテーション

センター研究所高次脳機能障害研究室との共同研究では，『日常会話コーパス』に参加した協力者のうち

60 名を対象に自閉症スペクトラム傾向指数(AQ)調査を実施し，AQ 指数と言語運用（終助詞使用）との関

係を分析して成果を得た。自閉症者の言語運用上の問題の支援に繋がる知見を見出すことを目指すもので

あり，来年度開始の共創先導プロジェクト「コミュニケーション共生科学の創成」につながる研究である。 
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２．共同利用・共同研究に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

■ プロジェクトで公開した主要なコーパス・データベース：プロジェクトで計画した全てのコーパスを

予定通りあるいは予定より早く構築・公開するとともに，『職場談話コーパス』など計画外のコーパスも

再整備・公開した。このうち『日本語日常会話コーパス』については，コーパスの設計・特徴に関する言

語処理学会第28回年次大会における発表について「言語資源賞」（言語資源協会・言語処理学会）を受賞

し，「日本語の日常会話を収録した豊富なアノテーションを含む大規模なコーパスであり，対話の研究に

幅広く利用できる価値の高い言語資源」と評された。このほか，CEJC設計のために実施した約250名を対

象とする会話行動調査の調査結果や，CEJCや SSCなど各種コーパスの語彙表・語数表など，計画外のデー

タを多数公開し，話し言葉を多角的に分析することのできる研究基盤を構築した。 

公開年月 コーパス・データベース名 説明  

2016.12 国会会議録 1947〜2012年の衆議院・参議院の本会議・予算委員会（11,106会議）

に対し話者の生年情報を付与して検索システム「ひまわり」版を公開 

2016.12 名大会話コーパス NUCC 国語研移管の『名大会話コーパス』(100 時間)に形態論情報を新規付

与，メタ情報を整理して検索システム「中納言」版と「ひまわり」版を

公開 

2017.3 日本語話し言葉コーパス BCCWJで採用したUniDic体系の短単位情報を付与し，コーパス開発セ

ンターと共同で音声配信機能を付けて「中納言」版を公開＜計画して

いなかったものに対し＞ 

2018.8 職場談話コーパス CWPC 職場談話データ 21 時間 （『女性／男性のことば・職場編』ひつじ書

房）を出版社・構築者の承諾を得て形態論情報を新規に付与し「中納

言」版を公開 

2020.3 BCCWJ会話文話者情報 『現代日本語書き言葉均衡コーパス』図書館サブコーパスの文学・物

語に含まれる会話文に対し，話者情報（話者名・性別・年代）を付与

し「中納言」で公開 

2021.3 昭和話し言葉コーパス SSC 国語研で 1952〜74 年に収録した会話・独話 44 時間をコーパスとして

整備し公開。「中納言」版と生データ配信版。2018年度に独話をモニタ

―公開。 

2022.3 日本語日常会話コーパス 

CEJC 

200時間の日常会話を対象に映像データを含めて公開。「中納言」版と

生データ配信版。2018年度に50時間，2020年度に100時間をモニター

公開。 

■ コーパスアノテーション：上記コーパスにはいずれも，BCCWJ と同じ(1)UniDic に準拠した形態論情

報（短単位）を付与し，コーパス間での比較ができるようになっている。また CEJC については，多様な

研究を可能とするために，更に，(2)発話単位情報，(3)形態論情報（長単位）を全体に付与したほか，200

時間のうち１割に相当する 20 時間について，(3)文節間の係り受け情報，(4)対話行為情報（ISO24617-2

日本語拡張版），(5)X-JToBI簡易版準拠の韻律情報など高度なアノテーションを付与し，映像・音声・転

記テキスト・検索システム（映像再生機能付き「ひまわり」版パッケージ）・各種メタ情報とあわせ2022

年 3 月 31 日に公開した。このうち係り受け情報は宮尾祐介教授（東大）と，対話行為情報と発話単位情
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２．共同利用・共同研究に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

■ プロジェクトで公開した主要なコーパス・データベース：プロジェクトで計画した全てのコーパスを

予定通りあるいは予定より早く構築・公開するとともに，『職場談話コーパス』など計画外のコーパスも

再整備・公開した。このうち『日本語日常会話コーパス』については，コーパスの設計・特徴に関する言

語処理学会第28回年次大会における発表について「言語資源賞」（言語資源協会・言語処理学会）を受賞

し，「日本語の日常会話を収録した豊富なアノテーションを含む大規模なコーパスであり，対話の研究に

幅広く利用できる価値の高い言語資源」と評された。このほか，CEJC設計のために実施した約250名を対

象とする会話行動調査の調査結果や，CEJCや SSCなど各種コーパスの語彙表・語数表など，計画外のデー

タを多数公開し，話し言葉を多角的に分析することのできる研究基盤を構築した。 

公開年月 コーパス・データベース名 説明  

2016.12 国会会議録 1947〜2012年の衆議院・参議院の本会議・予算委員会（11,106会議）

に対し話者の生年情報を付与して検索システム「ひまわり」版を公開 

2016.12 名大会話コーパス NUCC 国語研移管の『名大会話コーパス』(100 時間)に形態論情報を新規付

与，メタ情報を整理して検索システム「中納言」版と「ひまわり」版を

公開 

2017.3 日本語話し言葉コーパス BCCWJで採用したUniDic体系の短単位情報を付与し，コーパス開発セ

ンターと共同で音声配信機能を付けて「中納言」版を公開＜計画して

いなかったものに対し＞ 

2018.8 職場談話コーパス CWPC 職場談話データ 21 時間 （『女性／男性のことば・職場編』ひつじ書

房）を出版社・構築者の承諾を得て形態論情報を新規に付与し「中納

言」版を公開 

2020.3 BCCWJ会話文話者情報 『現代日本語書き言葉均衡コーパス』図書館サブコーパスの文学・物

語に含まれる会話文に対し，話者情報（話者名・性別・年代）を付与

し「中納言」で公開 

2021.3 昭和話し言葉コーパス SSC 国語研で 1952〜74 年に収録した会話・独話 44 時間をコーパスとして

整備し公開。「中納言」版と生データ配信版。2018年度に独話をモニタ

―公開。 

2022.3 日本語日常会話コーパス 

CEJC 

200時間の日常会話を対象に映像データを含めて公開。「中納言」版と

生データ配信版。2018年度に50時間，2020年度に100時間をモニター

公開。 

■ コーパスアノテーション：上記コーパスにはいずれも，BCCWJ と同じ(1)UniDic に準拠した形態論情

報（短単位）を付与し，コーパス間での比較ができるようになっている。また CEJC については，多様な

研究を可能とするために，更に，(2)発話単位情報，(3)形態論情報（長単位）を全体に付与したほか，200

時間のうち１割に相当する 20 時間について，(3)文節間の係り受け情報，(4)対話行為情報（ISO24617-2

日本語拡張版），(5)X-JToBI簡易版準拠の韻律情報など高度なアノテーションを付与し，映像・音声・転

記テキスト・検索システム（映像再生機能付き「ひまわり」版パッケージ）・各種メタ情報とあわせ2022

年 3 月 31 日に公開した。このうち係り受け情報は宮尾祐介教授（東大）と，対話行為情報と発話単位情
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報は伝康晴教授（千葉大）と，韻律情報は菊池英明教授（早大）・五十嵐陽介教授（一橋大・現国語研）と

連携して設計を検討し作業を進めた。本コーパスの設計・特徴に関する言語処理学会第 28 回年次大会で

の発表に対して「言語資源賞」（言語資源協会・言語処理学会）を受賞し，「日本語の日常会話を収録した

豊富なアノテーションを含む大規模なコーパスであり，対話の研究に幅広く利用できる価値の高い言語資

源」と評された。 

■ コーパスの利用者・利用(検索)件数: 

これらのコーパスは研究者や学生に広く活用

されている。右図はこのうちオンライン検索

システム「中納言」で公開している４つのコー

パスの登録ユーザ数（折れ線）とコーパスご

との検索件数を示したものである。登録ユー

ザ数も検索数も年々ふえており，2021年度に

ユーザ数は21,823名，検索数も21万件以上

と，非常に多く利用されるようになった。 

また全文検索システム「ひまわり」で公開

している『国会会議録』『名大会話コーパ

ス』パッケージも，６年間でそれぞれ2,149

回，1,515回のダウンロードがあり，検索シ

ステム「ひまわり」本体も計10,424回ダウ

ンロードされるなど，広く活用された。 
 

 

３．教育に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

■ コーパス講習会の開催：コーパスの公開に合わせ，学生など若手を主対象とするコーパス利用講習会

等を，年２回の計画に対し年平均３回計18回（コーパス利用講習会14回，NINJALチュートリアル国内外

計３回，デジタル研究入門ワークショップ1回）開催し，計835名が参加するなど，若手教育に力を入れ

た。講習会資料はプロジェクトの HP や機関リポジトリに登録し，誰でも閲覧できるようにした。また受

講者等からの要望を受け，18回のうち２回をコーパス構築法のための講習会とした。受講生を継続的に支

援した結果，『上方話し言葉コーパス』の構築・公開に結び付いた。 

■ コーパス利用に関するビデオチュートリアルの公開：利用者からの要望を受け， オンライン検索シ

ステム『中納言』・全文検索システム『ひまわり』の利活用法や『日本語日常会話コーパス』の仕様等を説

明するビデオチュートリアルを新たに作成し，ホームページで公開した。前述の講習会の事前・事後学習

や大学の授業などでも活用され，2020 年度に 4415 回，2021 年度は 5514 回再生されるなど，広く活用さ

れた。 

■ 授業・ゼミ利用の支援，卒業論文・修士論文・博士論文への貢献：プロジェクト共同研究員へのコー

パス・検索システムの早期提供，講習会の開催等を通して，共同研究員が担当する授業やゼミでのコーパ

ス利用を支援した。その結果，次に示す通りコーパスを活用した卒業論文・修士論文・博士論文が年々増
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えるなど，大学教育に貢献した（件数は共同研究員が指導した学生に限る）。 

2017年度 １本：卒論本（早大） 

2018年度 ６本：卒論３本（お茶大），修論2本（アルバータ大，早大），博論１本（千葉大） 

2019年度 ６本：卒論４本（宇都宮大，千葉大），修論２本 

2020年度 ７本：卒論５本（千葉大，お茶大，都立大），修論１本（関西学院大），博論１本（九大） 

2021年度 15本：卒論11本（千葉大，東京女子大，宇都宮大），修論３本（一橋大），博論１本（一橋大） 

■ 若手研究員の育成：２名の大学院生(博士後期過程)を含む若手研究者をプロジェクト PD フェロー・

非常勤研究員として雇用してプロジェクトに参画させ，会話データを優先的に研究利用できるようにする

と同時に，データベース設計や SQL，R による統計分析などコーパスの活用方法について実践的に学ぶ勉

強会を開催した。これにより大学院生２名のうち１名が『日本語日常会話コーパス』を活用した研究を含

めて博士号を取得した。 

 

 

４．社会との連携及び社会貢献に関する計画 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

■ 一般向けイベント・広報誌を通した成果の発信： 

・2018年度から毎年開催している一般向けイベントであるオープンハウスにおいて，ポスター(2018,2019

年度)やビデオコンテンツ(2020,2021 年度はコロナのためオンライン開催)を通してプロジェクトの成

果を広く一般に伝えた。 

・「通時コーパス」プロジェクトとの共催で，日本語の変化をテーマとする一般向けのフォーラム「日本

語の変化を探る」を 2018 年に開催した。本プロジェクトで構築中の『昭和話し言葉コーパス』などを

活用し，話し言葉の変化をテーマに講演した。 

・国語研究所発行の広報誌『ことばの波止場』のvol.1 (2017.3)，vol.3 (2018.3)，vol.6 (2019.9)，

vol.11 (2022.3) において，プロジェクトの活動を一般向けにわかりやすく紹介した。 

■ 産業界等での活用： 
・『岩波国語辞典 第八版』（岩波書店）や『三省堂国語辞典 第八版』（三省堂）の改訂に際し，語釈の記述

や見出し語の選定に『日本語日常会話コーパス』が活用された。 

・『日本語日常会話コーパス』モニター版は，試験公開であることから商業利用不可としたが，商業利用

に向けた基礎研究は可とした。その結果，公開後３年未満での有償利用版契約数296件のうち，民間企

業が21件，公的研究機関が31件（ほか大学216件，個人５件）占めるなど，広く活用された。 

 

 

５．グローバル化に関する計画 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

■ コーパス・アノテーション設計：2016 ロマンス語のコーパスプロジェクト「C-ORAL-ROM」を主宰する

フィレンツェ大学のEmanuela Cresti 氏，Massimo Moneglia 氏と会話行動調査にもとづく日常会話コー

パス設計について議論した。また2016共同研究員の鈴木亮子氏が代表をつとめる国際プロジェクト(日本
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に向けた基礎研究は可とした。その結果，公開後３年未満での有償利用版契約数296件のうち，民間企
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報は伝康晴教授（千葉大）と，韻律情報は菊池英明教授（早大）・五十嵐陽介教授（一橋大・現国語研）と
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されている。右図はこのうちオンライン検索

システム「中納言」で公開している４つのコー

パスの登録ユーザ数（折れ線）とコーパスご

との検索件数を示したものである。登録ユー

ザ数も検索数も年々ふえており，2021年度に

ユーザ数は21,823名，検索数も21万件以上

と，非常に多く利用されるようになった。 

また全文検索システム「ひまわり」で公開

している『国会会議録』『名大会話コーパ

ス』パッケージも，６年間でそれぞれ2,149

回，1,515回のダウンロードがあり，検索シ

ステム「ひまわり」本体も計10,424回ダウ

ンロードされるなど，広く活用された。 
 

 

３．教育に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

■ コーパス講習会の開催：コーパスの公開に合わせ，学生など若手を主対象とするコーパス利用講習会

等を，年２回の計画に対し年平均３回計18回（コーパス利用講習会14回，NINJALチュートリアル国内外

計３回，デジタル研究入門ワークショップ1回）開催し，計835名が参加するなど，若手教育に力を入れ

た。講習会資料はプロジェクトの HP や機関リポジトリに登録し，誰でも閲覧できるようにした。また受

講者等からの要望を受け，18回のうち２回をコーパス構築法のための講習会とした。受講生を継続的に支

援した結果，『上方話し言葉コーパス』の構築・公開に結び付いた。 

■ コーパス利用に関するビデオチュートリアルの公開：利用者からの要望を受け， オンライン検索シ

ステム『中納言』・全文検索システム『ひまわり』の利活用法や『日本語日常会話コーパス』の仕様等を説

明するビデオチュートリアルを新たに作成し，ホームページで公開した。前述の講習会の事前・事後学習

や大学の授業などでも活用され，2020 年度に 4415 回，2021 年度は 5514 回再生されるなど，広く活用さ

れた。 

■ 授業・ゼミ利用の支援，卒業論文・修士論文・博士論文への貢献：プロジェクト共同研究員へのコー

パス・検索システムの早期提供，講習会の開催等を通して，共同研究員が担当する授業やゼミでのコーパ

ス利用を支援した。その結果，次に示す通りコーパスを活用した卒業論文・修士論文・博士論文が年々増
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えるなど，大学教育に貢献した（件数は共同研究員が指導した学生に限る）。 
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2021年度 15本：卒論11本（千葉大，東京女子大，宇都宮大），修論３本（一橋大），博論１本（一橋大） 

■ 若手研究員の育成：２名の大学院生(博士後期過程)を含む若手研究者をプロジェクト PD フェロー・

非常勤研究員として雇用してプロジェクトに参画させ，会話データを優先的に研究利用できるようにする

と同時に，データベース設計や SQL，R による統計分析などコーパスの活用方法について実践的に学ぶ勉

強会を開催した。これにより大学院生２名のうち１名が『日本語日常会話コーパス』を活用した研究を含

めて博士号を取得した。 

 

 

４．社会との連携及び社会貢献に関する計画 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

■ 一般向けイベント・広報誌を通した成果の発信： 

・2018年度から毎年開催している一般向けイベントであるオープンハウスにおいて，ポスター(2018,2019

年度)やビデオコンテンツ(2020,2021 年度はコロナのためオンライン開催)を通してプロジェクトの成

果を広く一般に伝えた。 

・「通時コーパス」プロジェクトとの共催で，日本語の変化をテーマとする一般向けのフォーラム「日本

語の変化を探る」を 2018 年に開催した。本プロジェクトで構築中の『昭和話し言葉コーパス』などを

活用し，話し言葉の変化をテーマに講演した。 

・国語研究所発行の広報誌『ことばの波止場』のvol.1 (2017.3)，vol.3 (2018.3)，vol.6 (2019.9)，

vol.11 (2022.3) において，プロジェクトの活動を一般向けにわかりやすく紹介した。 

■ 産業界等での活用： 
・『岩波国語辞典 第八版』（岩波書店）や『三省堂国語辞典 第八版』（三省堂）の改訂に際し，語釈の記述

や見出し語の選定に『日本語日常会話コーパス』が活用された。 

・『日本語日常会話コーパス』モニター版は，試験公開であることから商業利用不可としたが，商業利用

に向けた基礎研究は可とした。その結果，公開後３年未満での有償利用版契約数296件のうち，民間企

業が21件，公的研究機関が31件（ほか大学216件，個人５件）占めるなど，広く活用された。 

 

 

５．グローバル化に関する計画 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

■ コーパス・アノテーション設計：2016 ロマンス語のコーパスプロジェクト「C-ORAL-ROM」を主宰する

フィレンツェ大学のEmanuela Cresti 氏，Massimo Moneglia 氏と会話行動調査にもとづく日常会話コー

パス設計について議論した。また2016共同研究員の鈴木亮子氏が代表をつとめる国際プロジェクト(日本
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・『日本語日常会話コーパス』モニター版は，試験公開であることから商業利用不可としたが，商業利用

に向けた基礎研究は可とした。その結果，公開後３年未満での有償利用版契約数296件のうち，民間企

業が21件，公的研究機関が31件（ほか大学216件，個人５件）占めるなど，広く活用された。 
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自己点検評価 計画どおりに実施した 

■ コーパス・アノテーション設計：2016 ロマンス語のコーパスプロジェクト「C-ORAL-ROM」を主宰する
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学術振興会とAcademy of Finland: 二国間共同事業)「会話における言語と相互行為の「単位」：複数言語

からの創発的アプローチ」と連携し，フィンランドとの研究チームとともに発話単位などアノテーション

の仕様について協議した。 

■ 研究成果の公表：４つの国際シンポジウム等を主催して成果を国際的に発信した。 

・2017年に国際シンポジウム‘International Symposium on Diachronic Speech Corpora’を開催し，

Bas Aarts，Marja-Liisa Helasvuo，Alessandro Panunzi，Marie Skrovec らを迎え，英語，フィンラ

ンド語，イタリア語，フランス語，日本語を対象とする通時音声コーパスの開発状況や研究の可能性に

ついて議論した(2017.9)。 

・2018 『日本語日常会話コーパス』の成果を国際的に発信し国内外の研究者との連携を深めるために，

言語資源に関する国際会議LRECで国際ワークショップ `Language and Body in Real Life’ を 2018

年に開催した。Multimodal Corpora2018 と共同開催することで日常会話のマルチモーダル分析やその

基盤となる言語資源開発について意見交換した。特に個人情報や肖像権の扱いなどが欧米や日本など各

国で扱いがかなり異なること，時代とともに変化する中でどう対応すべきかなどを議論した(2020.5)。 

・国際シンポジウム`EIL2019 & LCI-7 Joint International Symposium’を開催し，Keevallik氏による

招待講演なども行い，会話相互行為における言語と身体の関係について議論を深めた(2019.3)。 

・Institute of Asian Studies of Charles University と共催で 'Design, construction, and 

application of Japanese language corpora'を開催し，日本のコーパス研究の現状や，日常会話コー

パスや学習者コーパスの設計・研究の可能性，コーパスを活用した辞書の編纂などについて講演した。

その上で，日本語学習者の観点から，国語研が開発してきたコーパスの利活用の方法やその問題，今後

拡充が必要な言語資源などについて議論した(2022.2)。 

■ 若手研究者海外派遣プログラム：2020・2021年度に，非常勤研究員１名を若手研究者海外派遣プログ

ラムによりイギリスの Huddersfield Universityに派遣し，共同研究の準備を進める予定であったが，

新型コロナウイルスの影響で中止となった。 

 
 

第 3期中期目標期間の最終評価 

《評価結果》 

計画を上回って実施している 

研究・共同利用・共同研究においては，コーパスの開発・公開，その方法の体系化，計画外の共

同研究などが着実になされている。コーパスの開発・公開の先進性が高く評価されて賞を受け，ま

たコーパスや検索システムの利用も大きく広がっているので，計画以上の成果を挙げていると認め

られる。 

教育についても，さまざまな機会を作って若手研究者を支援して学位論文や博士号取得につな

げ，計画を上回る成果を挙げている。 

社会との連携及び社会貢献については，一般市民向けのアウトリーチ，辞書改訂でのコーパスの

利用，コーパスの用途の拡大など，計画に比べて十分な成果が得られている。 

グローバル化についても，国際的な研究交流を積極的に行なっており，計画通り進捗したと認め

られる。 

以上より，本プロジェクトはコーパスの開発・公開とその研究・教育等での活用を中心として計

画を越える成果を上げるとともに，社会との連携及び社会貢献ならびにグローバル化も計画に沿っ

て進捗しており，その実績は全体として計画を上回るものと認められる。 
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《評価項目》 

１．研究について 

下記のように，研究においては，コーパスの拡充や研究の展開について当初の計画を越える成果を

挙げた。 

・日常会話や話し言葉のコーパスを作成し，それに基づく研究を目指した。コーパスはすべて計画通

り公開し，計画外の『職場談話コーパス』も公開した。 

・『日本語日常会話コーパス』は，200時間規模の日常会話を映像も含めバランスよく収録したもので

世界的にも新しい。設計や収録，倫理的・法的問題を検討し，その知見を体系化して公開した。 

・プロジェクが主催・共催するシンポジウムおよび他の論文や講演で，整備・公開したコーパス等に

よる研究成果を発表した。このうちシンポジウム『日常会話コーパス』は参加者が111名，133名，

144名，155名，254名，308名と年々増え，注目度が高まっている。 

・計画外の共同研究などの展開もあり，その成果が共創先導プロジェクト「コミュニケーション共生

科学の創成」につながった。 

 

２．共同利用・共同研究について 

下記のように，コーパスの開発・公開の取り組みの先進性が高く評価され，複数の大学と連携する

ことにより多くの研究者と協調し，またコーパスや検索システムの利用も広がっているので，計画以

上の成果を挙げていると認める。 

・コーパスの設計・特徴に関する発表について「言語資源賞」を受賞し，高く評価された。コーパス

設計のための会話行動調査の結果や各種コーパスの語彙表・語数表など計画外のデータを多数公開

した。 

・コーパスにはいずれも形態論（短単位）の情報を付与。『日本語日常会話コーパス』には発話単位，

形態論（長単位），文節間の係り受け，対話行為，韻律情報などを複数の大学と連携して付与し，検

索システムおよび各種メタ情報とあわせて公開した。 

・以上のコーパスは研究者や学生に広く活用されている。登録ユーザ数も検索数も年々増え，2021年

度にユーザ数は21,823名，検索数も21万件以上。全文検索システム「ひまわり」とその上で使え

るコーパスも広く活用されている。 

 

３．教育について 

下記のようにさまざまな機会を作って若手研究者を支援して学位論文や博士号取得につなげ，計画

を上回る成果を挙げている。 

・若手向業コーパス利用講習会等を計画より頻繁に開催し，計835名が参加した。その成果として

『上方話し言葉コーパス』を公開した。 

・利用者からの要望で，検索の利活用法や『日本語日常会話コーパス』の仕様を説明するビデオ

チュートリアルを作成・公開し，2020年度に4415回，2021年度に5514回再生された。 

・共同研究員が担当する授業等でのコーパス利用を支援し，コーパスを活用した学位論文を年々増や

した。 

・若手研究者をプロジェクトで雇用して参画させ，データを優先的に利用できるようにすると同時

に，コーパスの作成と活用に関する勉強会を開催した。それが『日本語日常会話コーパス』を活用

した研究による博士号取得につながった。 
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学術振興会とAcademy of Finland: 二国間共同事業)「会話における言語と相互行為の「単位」：複数言語

からの創発的アプローチ」と連携し，フィンランドとの研究チームとともに発話単位などアノテーション

の仕様について協議した。 

■ 研究成果の公表：４つの国際シンポジウム等を主催して成果を国際的に発信した。 

・2017年に国際シンポジウム‘International Symposium on Diachronic Speech Corpora’を開催し，

Bas Aarts，Marja-Liisa Helasvuo，Alessandro Panunzi，Marie Skrovec らを迎え，英語，フィンラ

ンド語，イタリア語，フランス語，日本語を対象とする通時音声コーパスの開発状況や研究の可能性に

ついて議論した(2017.9)。 

・2018 『日本語日常会話コーパス』の成果を国際的に発信し国内外の研究者との連携を深めるために，

言語資源に関する国際会議LRECで国際ワークショップ `Language and Body in Real Life’ を 2018

年に開催した。Multimodal Corpora2018 と共同開催することで日常会話のマルチモーダル分析やその

基盤となる言語資源開発について意見交換した。特に個人情報や肖像権の扱いなどが欧米や日本など各

国で扱いがかなり異なること，時代とともに変化する中でどう対応すべきかなどを議論した(2020.5)。 

・国際シンポジウム`EIL2019 & LCI-7 Joint International Symposium’を開催し，Keevallik氏による

招待講演なども行い，会話相互行為における言語と身体の関係について議論を深めた(2019.3)。 

・Institute of Asian Studies of Charles University と共催で 'Design, construction, and 

application of Japanese language corpora'を開催し，日本のコーパス研究の現状や，日常会話コー

パスや学習者コーパスの設計・研究の可能性，コーパスを活用した辞書の編纂などについて講演した。

その上で，日本語学習者の観点から，国語研が開発してきたコーパスの利活用の方法やその問題，今後

拡充が必要な言語資源などについて議論した(2022.2)。 

■ 若手研究者海外派遣プログラム：2020・2021年度に，非常勤研究員１名を若手研究者海外派遣プログ

ラムによりイギリスの Huddersfield Universityに派遣し，共同研究の準備を進める予定であったが，

新型コロナウイルスの影響で中止となった。 

 
 

第 3期中期目標期間の最終評価 

《評価結果》 

計画を上回って実施している 

研究・共同利用・共同研究においては，コーパスの開発・公開，その方法の体系化，計画外の共

同研究などが着実になされている。コーパスの開発・公開の先進性が高く評価されて賞を受け，ま

たコーパスや検索システムの利用も大きく広がっているので，計画以上の成果を挙げていると認め

られる。 

教育についても，さまざまな機会を作って若手研究者を支援して学位論文や博士号取得につな

げ，計画を上回る成果を挙げている。 

社会との連携及び社会貢献については，一般市民向けのアウトリーチ，辞書改訂でのコーパスの

利用，コーパスの用途の拡大など，計画に比べて十分な成果が得られている。 

グローバル化についても，国際的な研究交流を積極的に行なっており，計画通り進捗したと認め

られる。 

以上より，本プロジェクトはコーパスの開発・公開とその研究・教育等での活用を中心として計

画を越える成果を上げるとともに，社会との連携及び社会貢献ならびにグローバル化も計画に沿っ

て進捗しており，その実績は全体として計画を上回るものと認められる。 
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《評価項目》 

１．研究について 

下記のように，研究においては，コーパスの拡充や研究の展開について当初の計画を越える成果を

挙げた。 

・日常会話や話し言葉のコーパスを作成し，それに基づく研究を目指した。コーパスはすべて計画通

り公開し，計画外の『職場談話コーパス』も公開した。 

・『日本語日常会話コーパス』は，200時間規模の日常会話を映像も含めバランスよく収録したもので

世界的にも新しい。設計や収録，倫理的・法的問題を検討し，その知見を体系化して公開した。 

・プロジェクが主催・共催するシンポジウムおよび他の論文や講演で，整備・公開したコーパス等に

よる研究成果を発表した。このうちシンポジウム『日常会話コーパス』は参加者が111名，133名，

144名，155名，254名，308名と年々増え，注目度が高まっている。 

・計画外の共同研究などの展開もあり，その成果が共創先導プロジェクト「コミュニケーション共生

科学の創成」につながった。 

 

２．共同利用・共同研究について 

下記のように，コーパスの開発・公開の取り組みの先進性が高く評価され，複数の大学と連携する

ことにより多くの研究者と協調し，またコーパスや検索システムの利用も広がっているので，計画以

上の成果を挙げていると認める。 

・コーパスの設計・特徴に関する発表について「言語資源賞」を受賞し，高く評価された。コーパス

設計のための会話行動調査の結果や各種コーパスの語彙表・語数表など計画外のデータを多数公開

した。 

・コーパスにはいずれも形態論（短単位）の情報を付与。『日本語日常会話コーパス』には発話単位，

形態論（長単位），文節間の係り受け，対話行為，韻律情報などを複数の大学と連携して付与し，検

索システムおよび各種メタ情報とあわせて公開した。 

・以上のコーパスは研究者や学生に広く活用されている。登録ユーザ数も検索数も年々増え，2021年

度にユーザ数は21,823名，検索数も21万件以上。全文検索システム「ひまわり」とその上で使え

るコーパスも広く活用されている。 

 

３．教育について 

下記のようにさまざまな機会を作って若手研究者を支援して学位論文や博士号取得につなげ，計画

を上回る成果を挙げている。 

・若手向業コーパス利用講習会等を計画より頻繁に開催し，計835名が参加した。その成果として

『上方話し言葉コーパス』を公開した。 

・利用者からの要望で，検索の利活用法や『日本語日常会話コーパス』の仕様を説明するビデオ

チュートリアルを作成・公開し，2020年度に4415回，2021年度に5514回再生された。 

・共同研究員が担当する授業等でのコーパス利用を支援し，コーパスを活用した学位論文を年々増や

した。 

・若手研究者をプロジェクトで雇用して参画させ，データを優先的に利用できるようにすると同時

に，コーパスの作成と活用に関する勉強会を開催した。それが『日本語日常会話コーパス』を活用

した研究による博士号取得につながった。 

 

 

VIII 外部評価報告書 331



 

145 

 

４．社会との連携及び社会貢献について 

下記の通り，一般市民向けのアウトリーチ，辞書改訂でのコーパスの利用，コーパスの用途の拡大

など，計画に比べて十分な成果を得ている。 

・国語研オープンハウスでポスターやビデオを通してプロジェクトの成果を広報した。 

・日本語の変化をテーマとする一般向けのフォーラムを開催し，構築中のコーパスを活用して話し言

葉の変化について講演した。 

・国語研の広報誌でプロジェクトの活動を一般向けに紹介した。 

産業界等での活用： 
・『岩波国語辞典 第八版』や『三省堂国語辞典 第八版』の改訂に『日本語日常会話コーパス』が使わ

れた。 

・商業利用に向けた基礎研究に利用可能にすることで，コーパスが民間企業等に広く活用された。 

 

５．グローバル化について 

下記の通り国際的な研究交流を積極的に行なっており，計画通り進捗したと認められる。 

・ロマンス語のコーパスプロジェクト「C-ORAL-ROM」のグループと会話行動調査にもとづく日常会話

コーパスの設計について議論した。 

・国際プロジェクト「会話における言語と相互行為の「単位」」と連携してフィンランドの研究チーム

とともにアノテーションの仕様について協議した。 

・４回の国際シンポジウム等を主催・共催して成果を国際的に発信した。 

 2017: International Symposium on Diachronic Speech Corpora 

 2018: Language and Body in Real Life 

 2019: EIL2019 & LCI-7 Joint International Symposium 

 2022: Design, construction, and application of Japanese language corpora 

 

６．その他特記事項 

特になし。 
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日本語学習者のコミュニケーションの多角的解明 

プロジェクトリーダー：石黒 圭 

 

Ⅰ．プロジェクトの概要（P71～P74 参照） 

 

Ⅱ．平成28〜令和3年度活動概要 

平成28〜令和3年度予算総額   173,756 千円 

１．研究に関する計画 

自己点検評価 計画を大きく上回って実施した 

１．2016年度から2021年度までの６年間で，論文を103件掲載，論文集を12件刊行した。 

刊行した論文集に対して，外部から高い評価を得たものは次の通りである。 

・石黒圭編著（2018）『どうすれば協働学習がうまくいくか―失敗から学ぶピア・リーディング授業の科

学』（ココ出版）の書評が『早稲田日本語教育学』（28号，pp.107-111，桐澤絵里奈氏執筆）で取り上

げられ，「本書はピア・リーディング授業がうまくいかなかった教員や，今後こうした授業に取り組み

たいと考えている教員にとって，協働学習を促進しながら，個々の学習者の学びとモチベーション向

上に貢献しうる読解授業について考えるための指南書となりうるだろう」と評価された。 

・野田尚史・迫田久美子編著（2019）『学習者コーパスと日本語教育研究』（くろしお出版）の書評が『早

稲田日本語教育学』（28号，pp.125-129，山田翔太氏執筆）で取り上げられ，「従来の日本語教育研究

（言語学的な研究と同様のテーマや方法による研究）のあり方を見直し，母語話者や学習者の言語

データを基に日本語教育を研究していく上で，本書の論文はその道標となる研究であり，大きな意義

がある」と評価された。 

・野田尚史・迫田久美子編著（2019）『学習者コーパスと日本語教育研究』（くろしお出版）が，Journal 

of Japanese Linguistics Volume 35 Issue 1 に掲載された書評において，C. K. Thomson 氏から

"This monograph is to be commended for its contribution to Japanese language education 

curriculums and for that it demonstrated the potential of the corpora studies which can 

make further contributions to betterment of Japanese language education"と評された。 

・石黒圭編著（2020）『ビジネス文書の応用言語学的研究 ―クラウドソーシングを用いたビジネス日本

語の多角的分析―』（ひつじ書房）の書評が『計量国語学』33(1)に掲載され，宮澤太聡氏から本書の

意義として，クラウドソーシングというコーパスを用いた言語学的な意義に加え，「発注者に新たに

求められるスキルである『文書作成能力』が低いと，受注者を確保できなかったり，確保できたとし

てもその後のフォローにコストをかけなければならなかったりするという発注者側のデメリットを

明らかにしたことは，今後拡大していくことが予想されるクラウドソーシングの社会的な在り方にも

影響を与えうる『産学連携』ならではの研究成果だといえる」という評価を受けた。 

・野田尚史編著（2020）『日本語学習者の読解過程』（ココ出版）の書評が Journal of Japanese 

Linguistics, 37(1)に掲載され，C. Danjo氏から「本書は日本語学習者の読解過程の理解を深める強

力な基盤を提供し，日本語学習者の読解教育の改善に役立つ」という評価を受けた。 

・宇佐美まゆみ編著（2020）『自然会話分析への語用論的アプローチ－BTSJコーパスを利用して－』（ひ

つじ書房）の書評がJournal of Japanese Linguistics, 37(2)に掲載され，Noriko Iwasaki 氏から

「これらの研究は日本語語用論や日本語教育の理解に貢献するものであることは間違いない。特に，

日本語の語用論に関心のある大学院生にとっては，BTSJ コーパスを活用したさまざまなアプローチ
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日本語学習者のコミュニケーションの多角的解明 

プロジェクトリーダー：石黒 圭 

 

Ⅰ．プロジェクトの概要（P71～P74 参照） 

 

Ⅱ．平成28〜令和3年度活動概要 

平成28〜令和3年度予算総額   173,756 千円 

１．研究に関する計画 

自己点検評価 計画を大きく上回って実施した 

１．2016年度から2021年度までの６年間で，論文を103件掲載，論文集を12件刊行した。 

刊行した論文集に対して，外部から高い評価を得たものは次の通りである。 

・石黒圭編著（2018）『どうすれば協働学習がうまくいくか―失敗から学ぶピア・リーディング授業の科

学』（ココ出版）の書評が『早稲田日本語教育学』（28号，pp.107-111，桐澤絵里奈氏執筆）で取り上

げられ，「本書はピア・リーディング授業がうまくいかなかった教員や，今後こうした授業に取り組み

たいと考えている教員にとって，協働学習を促進しながら，個々の学習者の学びとモチベーション向

上に貢献しうる読解授業について考えるための指南書となりうるだろう」と評価された。 

・野田尚史・迫田久美子編著（2019）『学習者コーパスと日本語教育研究』（くろしお出版）の書評が『早

稲田日本語教育学』（28号，pp.125-129，山田翔太氏執筆）で取り上げられ，「従来の日本語教育研究

（言語学的な研究と同様のテーマや方法による研究）のあり方を見直し，母語話者や学習者の言語

データを基に日本語教育を研究していく上で，本書の論文はその道標となる研究であり，大きな意義

がある」と評価された。 

・野田尚史・迫田久美子編著（2019）『学習者コーパスと日本語教育研究』（くろしお出版）が，Journal 

of Japanese Linguistics Volume 35 Issue 1 に掲載された書評において，C. K. Thomson 氏から

"This monograph is to be commended for its contribution to Japanese language education 

curriculums and for that it demonstrated the potential of the corpora studies which can 

make further contributions to betterment of Japanese language education"と評された。 

・石黒圭編著（2020）『ビジネス文書の応用言語学的研究 ―クラウドソーシングを用いたビジネス日本

語の多角的分析―』（ひつじ書房）の書評が『計量国語学』33(1)に掲載され，宮澤太聡氏から本書の

意義として，クラウドソーシングというコーパスを用いた言語学的な意義に加え，「発注者に新たに

求められるスキルである『文書作成能力』が低いと，受注者を確保できなかったり，確保できたとし

てもその後のフォローにコストをかけなければならなかったりするという発注者側のデメリットを

明らかにしたことは，今後拡大していくことが予想されるクラウドソーシングの社会的な在り方にも

影響を与えうる『産学連携』ならではの研究成果だといえる」という評価を受けた。 

・野田尚史編著（2020）『日本語学習者の読解過程』（ココ出版）の書評が Journal of Japanese 

Linguistics, 37(1)に掲載され，C. Danjo氏から「本書は日本語学習者の読解過程の理解を深める強

力な基盤を提供し，日本語学習者の読解教育の改善に役立つ」という評価を受けた。 

・宇佐美まゆみ編著（2020）『自然会話分析への語用論的アプローチ－BTSJコーパスを利用して－』（ひ

つじ書房）の書評がJournal of Japanese Linguistics, 37(2)に掲載され，Noriko Iwasaki 氏から

「これらの研究は日本語語用論や日本語教育の理解に貢献するものであることは間違いない。特に，

日本語の語用論に関心のある大学院生にとっては，BTSJ コーパスを活用したさまざまなアプローチ
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４．社会との連携及び社会貢献について 

下記の通り，一般市民向けのアウトリーチ，辞書改訂でのコーパスの利用，コーパスの用途の拡大

など，計画に比べて十分な成果を得ている。 

・国語研オープンハウスでポスターやビデオを通してプロジェクトの成果を広報した。 

・日本語の変化をテーマとする一般向けのフォーラムを開催し，構築中のコーパスを活用して話し言

葉の変化について講演した。 

・国語研の広報誌でプロジェクトの活動を一般向けに紹介した。 

産業界等での活用： 
・『岩波国語辞典 第八版』や『三省堂国語辞典 第八版』の改訂に『日本語日常会話コーパス』が使わ

れた。 

・商業利用に向けた基礎研究に利用可能にすることで，コーパスが民間企業等に広く活用された。 

 

５．グローバル化について 

下記の通り国際的な研究交流を積極的に行なっており，計画通り進捗したと認められる。 

・ロマンス語のコーパスプロジェクト「C-ORAL-ROM」のグループと会話行動調査にもとづく日常会話

コーパスの設計について議論した。 

・国際プロジェクト「会話における言語と相互行為の「単位」」と連携してフィンランドの研究チーム

とともにアノテーションの仕様について協議した。 

・４回の国際シンポジウム等を主催・共催して成果を国際的に発信した。 

 2017: International Symposium on Diachronic Speech Corpora 

 2018: Language and Body in Real Life 

 2019: EIL2019 & LCI-7 Joint International Symposium 

 2022: Design, construction, and application of Japanese language corpora 

 

６．その他特記事項 

特になし。 
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日本語学習者のコミュニケーションの多角的解明 

プロジェクトリーダー：石黒 圭 

 

Ⅰ．プロジェクトの概要（P71～P74 参照） 

 

Ⅱ．平成28〜令和3年度活動概要 

平成28〜令和3年度予算総額   173,756 千円 

１．研究に関する計画 

自己点検評価 計画を大きく上回って実施した 

１．2016年度から2021年度までの６年間で，論文を103件掲載，論文集を12件刊行した。 

刊行した論文集に対して，外部から高い評価を得たものは次の通りである。 

・石黒圭編著（2018）『どうすれば協働学習がうまくいくか―失敗から学ぶピア・リーディング授業の科

学』（ココ出版）の書評が『早稲田日本語教育学』（28号，pp.107-111，桐澤絵里奈氏執筆）で取り上

げられ，「本書はピア・リーディング授業がうまくいかなかった教員や，今後こうした授業に取り組み

たいと考えている教員にとって，協働学習を促進しながら，個々の学習者の学びとモチベーション向

上に貢献しうる読解授業について考えるための指南書となりうるだろう」と評価された。 

・野田尚史・迫田久美子編著（2019）『学習者コーパスと日本語教育研究』（くろしお出版）の書評が『早

稲田日本語教育学』（28号，pp.125-129，山田翔太氏執筆）で取り上げられ，「従来の日本語教育研究

（言語学的な研究と同様のテーマや方法による研究）のあり方を見直し，母語話者や学習者の言語

データを基に日本語教育を研究していく上で，本書の論文はその道標となる研究であり，大きな意義

がある」と評価された。 

・野田尚史・迫田久美子編著（2019）『学習者コーパスと日本語教育研究』（くろしお出版）が，Journal 

of Japanese Linguistics Volume 35 Issue 1 に掲載された書評において，C. K. Thomson 氏から

"This monograph is to be commended for its contribution to Japanese language education 

curriculums and for that it demonstrated the potential of the corpora studies which can 

make further contributions to betterment of Japanese language education"と評された。 

・石黒圭編著（2020）『ビジネス文書の応用言語学的研究 ―クラウドソーシングを用いたビジネス日本

語の多角的分析―』（ひつじ書房）の書評が『計量国語学』33(1)に掲載され，宮澤太聡氏から本書の

意義として，クラウドソーシングというコーパスを用いた言語学的な意義に加え，「発注者に新たに

求められるスキルである『文書作成能力』が低いと，受注者を確保できなかったり，確保できたとし

てもその後のフォローにコストをかけなければならなかったりするという発注者側のデメリットを

明らかにしたことは，今後拡大していくことが予想されるクラウドソーシングの社会的な在り方にも

影響を与えうる『産学連携』ならではの研究成果だといえる」という評価を受けた。 

・野田尚史編著（2020）『日本語学習者の読解過程』（ココ出版）の書評が Journal of Japanese 

Linguistics, 37(1)に掲載され，C. Danjo氏から「本書は日本語学習者の読解過程の理解を深める強

力な基盤を提供し，日本語学習者の読解教育の改善に役立つ」という評価を受けた。 

・宇佐美まゆみ編著（2020）『自然会話分析への語用論的アプローチ－BTSJコーパスを利用して－』（ひ

つじ書房）の書評がJournal of Japanese Linguistics, 37(2)に掲載され，Noriko Iwasaki 氏から

「これらの研究は日本語語用論や日本語教育の理解に貢献するものであることは間違いない。特に，

日本語の語用論に関心のある大学院生にとっては，BTSJ コーパスを活用したさまざまなアプローチ
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日本語学習者のコミュニケーションの多角的解明 

プロジェクトリーダー：石黒 圭 

 

Ⅰ．プロジェクトの概要（P71～P74 参照） 

 

Ⅱ．平成28〜令和3年度活動概要 

平成28〜令和3年度予算総額   173,756 千円 

１．研究に関する計画 

自己点検評価 計画を大きく上回って実施した 

１．2016年度から2021年度までの６年間で，論文を103件掲載，論文集を12件刊行した。 

刊行した論文集に対して，外部から高い評価を得たものは次の通りである。 

・石黒圭編著（2018）『どうすれば協働学習がうまくいくか―失敗から学ぶピア・リーディング授業の科

学』（ココ出版）の書評が『早稲田日本語教育学』（28号，pp.107-111，桐澤絵里奈氏執筆）で取り上

げられ，「本書はピア・リーディング授業がうまくいかなかった教員や，今後こうした授業に取り組み

たいと考えている教員にとって，協働学習を促進しながら，個々の学習者の学びとモチベーション向

上に貢献しうる読解授業について考えるための指南書となりうるだろう」と評価された。 

・野田尚史・迫田久美子編著（2019）『学習者コーパスと日本語教育研究』（くろしお出版）の書評が『早

稲田日本語教育学』（28号，pp.125-129，山田翔太氏執筆）で取り上げられ，「従来の日本語教育研究

（言語学的な研究と同様のテーマや方法による研究）のあり方を見直し，母語話者や学習者の言語

データを基に日本語教育を研究していく上で，本書の論文はその道標となる研究であり，大きな意義

がある」と評価された。 

・野田尚史・迫田久美子編著（2019）『学習者コーパスと日本語教育研究』（くろしお出版）が，Journal 

of Japanese Linguistics Volume 35 Issue 1 に掲載された書評において，C. K. Thomson 氏から

"This monograph is to be commended for its contribution to Japanese language education 

curriculums and for that it demonstrated the potential of the corpora studies which can 

make further contributions to betterment of Japanese language education"と評された。 

・石黒圭編著（2020）『ビジネス文書の応用言語学的研究 ―クラウドソーシングを用いたビジネス日本

語の多角的分析―』（ひつじ書房）の書評が『計量国語学』33(1)に掲載され，宮澤太聡氏から本書の

意義として，クラウドソーシングというコーパスを用いた言語学的な意義に加え，「発注者に新たに

求められるスキルである『文書作成能力』が低いと，受注者を確保できなかったり，確保できたとし

てもその後のフォローにコストをかけなければならなかったりするという発注者側のデメリットを

明らかにしたことは，今後拡大していくことが予想されるクラウドソーシングの社会的な在り方にも

影響を与えうる『産学連携』ならではの研究成果だといえる」という評価を受けた。 

・野田尚史編著（2020）『日本語学習者の読解過程』（ココ出版）の書評が Journal of Japanese 

Linguistics, 37(1)に掲載され，C. Danjo氏から「本書は日本語学習者の読解過程の理解を深める強

力な基盤を提供し，日本語学習者の読解教育の改善に役立つ」という評価を受けた。 

・宇佐美まゆみ編著（2020）『自然会話分析への語用論的アプローチ－BTSJコーパスを利用して－』（ひ

つじ書房）の書評がJournal of Japanese Linguistics, 37(2)に掲載され，Noriko Iwasaki 氏から

「これらの研究は日本語語用論や日本語教育の理解に貢献するものであることは間違いない。特に，
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が紹介されており，価値のあるものとなっている」という評価を受けた。 

２．2016年度から2021年度までの６年間で，発表・講演を274件実施，シンポジウムを18件開催した。 

３．2016年度から2021年度にかけて，共同研究員が次の通り本プロジェクトに参画した。 

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 
101名 105名 149名 179名 199名 213名 

 

 

２．共同利用・共同研究に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

１．2016 年度から 2021 年度までの６年間で，以下の六つのコーパス・データベースの構築・公開を新た

に行うとともに，「基本動詞ハンドブック」の拡充を行った。前者のうち，BTSJは 474会話のデータ，

I-JASは 1,050名分のデータすべての公開を完了し，BTSJは 2022年３月26日に，I-JASは 2020年６

月20，21日にそれぞれ完成記念シンポジウムを開催した。 

・「BTSJ（Basic Transcription System for Japanese）日本語会話コーパス」：474会話（118.5時間）

公開（完成） 

・「I-JAS（International corpus of Japanese As a Second language）多言語母語の日本語学習者横

断コーパス」1,050名分（12種類の母語，海外17ヶ国20地域，国内10地域で収集）公開（完成） 

・「日本語非母語話者の読解コーパス」：162件公開 

・「日本語非母語話者の聴解コーパス」：54件公開 

・「日本語学習者の読解過程データベース」：180 名分公開（語彙の理解のみ。その他，60 名の文脈の

理解，30名の全体の理解という計画外のデータ有） 

・「教室談話データベース」：88件公開 

・「基本動詞ハンドブック」：110見出しを追加し，計190見出しを公開したほか，視聴覚コンテンツを

追加。 

・「基本動詞ハンドブック」について，九州大学の内田諭准教授から「コーパスに基づいた先進的な取

り組みとして一見の価値がある」と評価された。 

 

２．外部の機関との共同研究を積極的に推進した。詳細は以下の通りである。 
年度 内容 

2016 

・連携協定を結んでいる北京外国語大学北京日本語学研究センターと共同で，2016年１月，
５月，10月，中国・北京師範大学日本語学科の学部生18名を対象に現地調査を北京師範大
学で実施（以後年に２回ずつ継続）。 

・2016年４月に結んだ連携協定に基づいて，国際交流基金日本語国際センターと，日本語学
習者のコミュニケーションに関する研究の一部を共同で推進。 

2017 

・北京日本学研究センターと共同で，北京師範大学において，2017年４月と2017年９月，日
本語学習者の日本語習得過程に関する現地調査を継続。 

・日本語学習者の聴解および読解に関する研究とウェブ版聴解教材の開発を国際交流基金日
本語国際センターと共同で実施。 

2018 

・北京日本学研究センターと共同で，留学先の日本国内の大学および国立国語研究所におい
て，2018年４月と2018年 10月，北京師範大学の日本語学習者の日本語習得過程に関する
現地調査を継続。 

・北京日本語学研究センターと共催で，2018年４月30日に国際シンポジウム「日本語教育は
学習者コーパスで変わる－横断コーパス・縦断コーパスそれぞれの特徴－」（国立国語研究
所）を開催した。 

・北京日本学研究センター・国際交流基金日本語国際センターと共催で 2018 年７月 31 日に
国際シンポジウム 「コミュニケーションのための日本語学習辞書を求めて―学習者調査か
ら新しい辞書の構想と開発へ―」（国際交流基金日本語国際センター）を開催した。 
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2019 

・北京日本学研究センターと共同で，北京師範大学において，2019年４月，日本語学習者の
日本語習得過程に関する現地調査を継続。2019年度で対象学習者の大学入学次から４年次
までのデータ収集を終え，データ収集は完了した。 

・データ収集の完了を記念して，北京日本学研究センターと共催で2019年 10月 19日に国際
シンポジウム「日本語学習者向けコーパスの構築と応用研究」（北京外国語大学）を，およ
び共同でデータ収集を行ってきた北京師範大学外国語言文学学院と共催で2019年 10月 20
日に国際シンポジウム「北京日本語学習者縦断コーパス (B-JAS) の構築と応用研究」（北
京師範大学）をそれぞれ開催した。 

・北京日本学研究センターと共催で2020年１月18日に公開シンポジウム「コミュニケーショ
ンのための日本語学習辞書を求めて―中国人学習者のための新しい辞書の構想と開発―」
（北京外国語大学）を開催した。 

・日本語学習者の読解を対象に国際交流基金日本語国際センターと共同研究を推進し，その
成果を，石黒圭編著『日本語教師のための実践・読解指導』（くろしお出版）に収録した。 

・「統語・意味解析コーパスの開発と言語研究」プロジェクトおよび科研課題番号 18H03575
（準均衡超大規模日本語コーパスと高速検索ツールの開発）と連携し，日本語文型バンク
の開発・補充，公開を続行し，初・中級の文型の意味解説の執筆，レベル分けの作業を実
施。中・上級の文型（約300件）について見出し執筆作業を続行し，内部公開を行った。 

2020 
・「I-JAS完成記念シンポジウム」を2020年６月20日と21日にWeb開催で行ったのを機に，
I-JAS を活用した共同利用・共同研究の推進に向けた「学習者コーパスグローバルネット
ワーク」を立ち上げた。 

2021 
・「学習者コーパスグローバルネットワーク」の強化のために 2021 年５月 30 日に初心者向
け・既習者向けワークショップ，およびシンポジウムを開催し，プラットフォームとなる
HPを開設した。 

３．2020 年度に，共同構築型多機能データベース「自然会話リソースバンク（Natural Conversation 

Resource Bank: NCRB）」のプラットフォームを構築し，BTSJコーパスを搭載した。 

４．「日本語非母語話者の読解コーパス」の成果を生かしたウェブ版読解教材を開発し，2016年度から2021

年度までの６年間で，延べ37レッスンの教材を公開した。 

５．「日本語非母語話者の聴解コーパス」の成果を生かしたウェブ版聴解教材を開発し，2016年度から2021

年度までの６年間で，延べ33レッスンの教材を公開した。 

 
 

３．教育に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

１．2016 年度から 2021 年度までの６年間で，PD フェローを６名，非常勤研究員を 41 名，技術補佐員を

19 名，それぞれ雇用した。とくに，PD フェローとして勤務した６名のうち４名は，日本国内の大学

にいずれもテニュア教員として就職した。 

２．2016年度から2021年度までの６年間で，大学院生が共同研究員として20名参画した。 

３．セミナー・講習会を30件開催した。また，NINJALチュートリアルは，国内は３回，海外は台湾・韓

国で各１回開催した。 
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2019 

・北京日本学研究センターと共同で，北京師範大学において，2019年４月，日本語学習者の
日本語習得過程に関する現地調査を継続。2019年度で対象学習者の大学入学次から４年次
までのデータ収集を終え，データ収集は完了した。 

・データ収集の完了を記念して，北京日本学研究センターと共催で2019年 10月 19日に国際
シンポジウム「日本語学習者向けコーパスの構築と応用研究」（北京外国語大学）を，およ
び共同でデータ収集を行ってきた北京師範大学外国語言文学学院と共催で2019年 10月 20
日に国際シンポジウム「北京日本語学習者縦断コーパス (B-JAS) の構築と応用研究」（北
京師範大学）をそれぞれ開催した。 

・北京日本学研究センターと共催で2020年１月18日に公開シンポジウム「コミュニケーショ
ンのための日本語学習辞書を求めて―中国人学習者のための新しい辞書の構想と開発―」
（北京外国語大学）を開催した。 

・日本語学習者の読解を対象に国際交流基金日本語国際センターと共同研究を推進し，その
成果を，石黒圭編著『日本語教師のための実践・読解指導』（くろしお出版）に収録した。 

・「統語・意味解析コーパスの開発と言語研究」プロジェクトおよび科研課題番号 18H03575
（準均衡超大規模日本語コーパスと高速検索ツールの開発）と連携し，日本語文型バンク
の開発・補充，公開を続行し，初・中級の文型の意味解説の執筆，レベル分けの作業を実
施。中・上級の文型（約300件）について見出し執筆作業を続行し，内部公開を行った。 

2020 
・「I-JAS完成記念シンポジウム」を2020年６月20日と21日にWeb開催で行ったのを機に，
I-JAS を活用した共同利用・共同研究の推進に向けた「学習者コーパスグローバルネット
ワーク」を立ち上げた。 

2021 
・「学習者コーパスグローバルネットワーク」の強化のために 2021 年５月 30 日に初心者向
け・既習者向けワークショップ，およびシンポジウムを開催し，プラットフォームとなる
HPを開設した。 

３．2020 年度に，共同構築型多機能データベース「自然会話リソースバンク（Natural Conversation 

Resource Bank: NCRB）」のプラットフォームを構築し，BTSJコーパスを搭載した。 

４．「日本語非母語話者の読解コーパス」の成果を生かしたウェブ版読解教材を開発し，2016年度から2021

年度までの６年間で，延べ37レッスンの教材を公開した。 

５．「日本語非母語話者の聴解コーパス」の成果を生かしたウェブ版聴解教材を開発し，2016年度から2021

年度までの６年間で，延べ33レッスンの教材を公開した。 

 
 

３．教育に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

１．2016 年度から 2021 年度までの６年間で，PD フェローを６名，非常勤研究員を 41 名，技術補佐員を

19 名，それぞれ雇用した。とくに，PD フェローとして勤務した６名のうち４名は，日本国内の大学

にいずれもテニュア教員として就職した。 

２．2016年度から2021年度までの６年間で，大学院生が共同研究員として20名参画した。 

３．セミナー・講習会を30件開催した。また，NINJALチュートリアルは，国内は３回，海外は台湾・韓

国で各１回開催した。 
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が紹介されており，価値のあるものとなっている」という評価を受けた。 

２．2016年度から2021年度までの６年間で，発表・講演を274件実施，シンポジウムを18件開催した。 

３．2016年度から2021年度にかけて，共同研究員が次の通り本プロジェクトに参画した。 

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 
101名 105名 149名 179名 199名 213名 

 

 

２．共同利用・共同研究に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

１．2016 年度から 2021 年度までの６年間で，以下の六つのコーパス・データベースの構築・公開を新た

に行うとともに，「基本動詞ハンドブック」の拡充を行った。前者のうち，BTSJは 474会話のデータ，

I-JASは 1,050名分のデータすべての公開を完了し，BTSJは 2022年３月26日に，I-JASは 2020年６

月20，21日にそれぞれ完成記念シンポジウムを開催した。 

・「BTSJ（Basic Transcription System for Japanese）日本語会話コーパス」：474会話（118.5時間）

公開（完成） 

・「I-JAS（International corpus of Japanese As a Second language）多言語母語の日本語学習者横

断コーパス」1,050名分（12種類の母語，海外17ヶ国20地域，国内10地域で収集）公開（完成） 

・「日本語非母語話者の読解コーパス」：162件公開 

・「日本語非母語話者の聴解コーパス」：54件公開 

・「日本語学習者の読解過程データベース」：180 名分公開（語彙の理解のみ。その他，60 名の文脈の

理解，30名の全体の理解という計画外のデータ有） 

・「教室談話データベース」：88件公開 

・「基本動詞ハンドブック」：110見出しを追加し，計190見出しを公開したほか，視聴覚コンテンツを

追加。 

・「基本動詞ハンドブック」について，九州大学の内田諭准教授から「コーパスに基づいた先進的な取

り組みとして一見の価値がある」と評価された。 

 

２．外部の機関との共同研究を積極的に推進した。詳細は以下の通りである。 
年度 内容 

2016 

・連携協定を結んでいる北京外国語大学北京日本語学研究センターと共同で，2016年１月，
５月，10月，中国・北京師範大学日本語学科の学部生18名を対象に現地調査を北京師範大
学で実施（以後年に２回ずつ継続）。 

・2016年４月に結んだ連携協定に基づいて，国際交流基金日本語国際センターと，日本語学
習者のコミュニケーションに関する研究の一部を共同で推進。 

2017 

・北京日本学研究センターと共同で，北京師範大学において，2017年４月と2017年９月，日
本語学習者の日本語習得過程に関する現地調査を継続。 

・日本語学習者の聴解および読解に関する研究とウェブ版聴解教材の開発を国際交流基金日
本語国際センターと共同で実施。 

2018 

・北京日本学研究センターと共同で，留学先の日本国内の大学および国立国語研究所におい
て，2018年４月と2018年 10月，北京師範大学の日本語学習者の日本語習得過程に関する
現地調査を継続。 

・北京日本語学研究センターと共催で，2018年４月30日に国際シンポジウム「日本語教育は
学習者コーパスで変わる－横断コーパス・縦断コーパスそれぞれの特徴－」（国立国語研究
所）を開催した。 

・北京日本学研究センター・国際交流基金日本語国際センターと共催で 2018 年７月 31 日に
国際シンポジウム 「コミュニケーションのための日本語学習辞書を求めて―学習者調査か
ら新しい辞書の構想と開発へ―」（国際交流基金日本語国際センター）を開催した。 

334 VIII 外部評価報告書

 

148 

 

2019 

・北京日本学研究センターと共同で，北京師範大学において，2019年４月，日本語学習者の
日本語習得過程に関する現地調査を継続。2019年度で対象学習者の大学入学次から４年次
までのデータ収集を終え，データ収集は完了した。 

・データ収集の完了を記念して，北京日本学研究センターと共催で2019年 10月 19日に国際
シンポジウム「日本語学習者向けコーパスの構築と応用研究」（北京外国語大学）を，およ
び共同でデータ収集を行ってきた北京師範大学外国語言文学学院と共催で2019年 10月 20
日に国際シンポジウム「北京日本語学習者縦断コーパス (B-JAS) の構築と応用研究」（北
京師範大学）をそれぞれ開催した。 

・北京日本学研究センターと共催で2020年１月18日に公開シンポジウム「コミュニケーショ
ンのための日本語学習辞書を求めて―中国人学習者のための新しい辞書の構想と開発―」
（北京外国語大学）を開催した。 

・日本語学習者の読解を対象に国際交流基金日本語国際センターと共同研究を推進し，その
成果を，石黒圭編著『日本語教師のための実践・読解指導』（くろしお出版）に収録した。 

・「統語・意味解析コーパスの開発と言語研究」プロジェクトおよび科研課題番号 18H03575
（準均衡超大規模日本語コーパスと高速検索ツールの開発）と連携し，日本語文型バンク
の開発・補充，公開を続行し，初・中級の文型の意味解説の執筆，レベル分けの作業を実
施。中・上級の文型（約300件）について見出し執筆作業を続行し，内部公開を行った。 

2020 
・「I-JAS完成記念シンポジウム」を2020年６月20日と21日にWeb開催で行ったのを機に，
I-JAS を活用した共同利用・共同研究の推進に向けた「学習者コーパスグローバルネット
ワーク」を立ち上げた。 

2021 
・「学習者コーパスグローバルネットワーク」の強化のために 2021 年５月 30 日に初心者向
け・既習者向けワークショップ，およびシンポジウムを開催し，プラットフォームとなる
HPを開設した。 

３．2020 年度に，共同構築型多機能データベース「自然会話リソースバンク（Natural Conversation 

Resource Bank: NCRB）」のプラットフォームを構築し，BTSJコーパスを搭載した。 

４．「日本語非母語話者の読解コーパス」の成果を生かしたウェブ版読解教材を開発し，2016年度から2021

年度までの６年間で，延べ37レッスンの教材を公開した。 

５．「日本語非母語話者の聴解コーパス」の成果を生かしたウェブ版聴解教材を開発し，2016年度から2021

年度までの６年間で，延べ33レッスンの教材を公開した。 

 
 

３．教育に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

１．2016 年度から 2021 年度までの６年間で，PD フェローを６名，非常勤研究員を 41 名，技術補佐員を

19 名，それぞれ雇用した。とくに，PD フェローとして勤務した６名のうち４名は，日本国内の大学

にいずれもテニュア教員として就職した。 

２．2016年度から2021年度までの６年間で，大学院生が共同研究員として20名参画した。 

３．セミナー・講習会を30件開催した。また，NINJALチュートリアルは，国内は３回，海外は台湾・韓

国で各１回開催した。 
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2019 

・北京日本学研究センターと共同で，北京師範大学において，2019年４月，日本語学習者の
日本語習得過程に関する現地調査を継続。2019年度で対象学習者の大学入学次から４年次
までのデータ収集を終え，データ収集は完了した。 

・データ収集の完了を記念して，北京日本学研究センターと共催で2019年 10月 19日に国際
シンポジウム「日本語学習者向けコーパスの構築と応用研究」（北京外国語大学）を，およ
び共同でデータ収集を行ってきた北京師範大学外国語言文学学院と共催で2019年 10月 20
日に国際シンポジウム「北京日本語学習者縦断コーパス (B-JAS) の構築と応用研究」（北
京師範大学）をそれぞれ開催した。 

・北京日本学研究センターと共催で2020年１月18日に公開シンポジウム「コミュニケーショ
ンのための日本語学習辞書を求めて―中国人学習者のための新しい辞書の構想と開発―」
（北京外国語大学）を開催した。 

・日本語学習者の読解を対象に国際交流基金日本語国際センターと共同研究を推進し，その
成果を，石黒圭編著『日本語教師のための実践・読解指導』（くろしお出版）に収録した。 

・「統語・意味解析コーパスの開発と言語研究」プロジェクトおよび科研課題番号 18H03575
（準均衡超大規模日本語コーパスと高速検索ツールの開発）と連携し，日本語文型バンク
の開発・補充，公開を続行し，初・中級の文型の意味解説の執筆，レベル分けの作業を実
施。中・上級の文型（約300件）について見出し執筆作業を続行し，内部公開を行った。 

2020 
・「I-JAS完成記念シンポジウム」を2020年６月20日と21日にWeb開催で行ったのを機に，
I-JAS を活用した共同利用・共同研究の推進に向けた「学習者コーパスグローバルネット
ワーク」を立ち上げた。 

2021 
・「学習者コーパスグローバルネットワーク」の強化のために 2021 年５月 30 日に初心者向
け・既習者向けワークショップ，およびシンポジウムを開催し，プラットフォームとなる
HPを開設した。 

３．2020 年度に，共同構築型多機能データベース「自然会話リソースバンク（Natural Conversation 

Resource Bank: NCRB）」のプラットフォームを構築し，BTSJコーパスを搭載した。 

４．「日本語非母語話者の読解コーパス」の成果を生かしたウェブ版読解教材を開発し，2016年度から2021

年度までの６年間で，延べ37レッスンの教材を公開した。 

５．「日本語非母語話者の聴解コーパス」の成果を生かしたウェブ版聴解教材を開発し，2016年度から2021

年度までの６年間で，延べ33レッスンの教材を公開した。 

 
 

３．教育に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

１．2016 年度から 2021 年度までの６年間で，PD フェローを６名，非常勤研究員を 41 名，技術補佐員を

19 名，それぞれ雇用した。とくに，PD フェローとして勤務した６名のうち４名は，日本国内の大学

にいずれもテニュア教員として就職した。 

２．2016年度から2021年度までの６年間で，大学院生が共同研究員として20名参画した。 

３．セミナー・講習会を30件開催した。また，NINJALチュートリアルは，国内は３回，海外は台湾・韓

国で各１回開催した。 
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４．社会との連携及び社会貢献に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

１．毎年，国内および海外向け日本語教師セミナーを複数回開催。主な開催実績は以下のとおり。 
年度 セミナー等名 場所 参加 

2016 

日本語教師セミナー（海外）「日本語学習者コーパス 
(I-JAS) の概要と活用方法」 

日本語教師セミナー（国内）「「自然会話コーパスの分
析を日本語教育に生かす！―明日の授業へのヒント
―」 

北京師範大学（中国） 
 
国立国語研究所 
 

55名 
 

163名 
 

2017 

日本語教師セミナー（海外）「学習者は日本語をどう
理解しているか ―聴解・読解の困難点とその指導
―」 

日本語教師セミナー（国内）「地域に定住する外国人
の日本語使用と言語生活について考えるー縦断調査
の結果や多言語社会としての日本の現在を踏まえな
がら」 

ハンブルク大学（ドイ
ツ） 
 
国立国語研究所 
 
 

33名 
 
34名 

 
 

2018 

日本語教師セミナー（海外）「自然会話コーパスを活
用した日本語教育」 
（同上） 

日本語教師セミナー（国内）「会議・看護に必要な日
本語の研究と日本語教育」 

日本語教師向けシンポジウム「ピア・リーディング授
業の組み立て方」 

日本語教師向け研究発表会「日本語学習者のコミュニ
ケーションの多角的解明」 

国際交流基金シドニー日
本文化センター（豪州） 
メルボルン大学（豪州） 
国立国語研究所 
 
国立国語研究所 
 
国立国語研究所 
 

38名 
 

20名 
129名 

 
161名 

 
45名 

 

2019 

日本語教師セミナー（海外）「世界諸言語からみた日
本語」 

 
（同上） 
 
日本語教師セミナー（国内）「顕在化する多言語社会
に本と日本語教育」 

日本語教師向け講演会・ワークショップ「日本語非母
語話者の読解コーパスからわかること」 

福岡県地域日本語教室ボランティアスキルアップ講座
日本語ボランティア研修会 

サマルカンド国立外国語
大学（ウズベキスタン）
ウズベキスタン・日本セ
ンター（ウズベキスタ
ン） 
国文学研究資料館 
 
国際基督教大学 
 
北九州市・福岡市・久留米市 

仙台市 

57名 
 

33名 
 
 

64名 
 

117名 
 

105名 
61名 

2020 

日本語教師セミナー（海外）「日本語学習者は日本語
の何が難しいのか？―日本語学習者と日本語教師に
対する調査から―」 

国内日本語教師セミナー（国内）「対話システム研究
と日本語教育」 

学習者コーパスI-JAS研究会 
福岡県地域日本語教室ボランティアスキルアップ講座 

Web開催 
（ブラジル向け） 
 
Web開催 
 
Web開催 
Web開催 

66名 
 
 

127名 
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スイス日本語教師の会 第29回日本語教育セミナー
「教師自身の語彙力アップのための日本語語彙の捉え
方」 
福岡県地域日本語教室ボランティアスキルアップ講座 

 
Web開催 

 
61名 

 
２．2018 年度より日本テレワーク学会 Job Casting 部会との協力のもと，ビジネス日本語に関する研究

に着手。2019年度にはクラウドワークス社と研究データ提供に関する契約を締結した。2020年度に，

（株）富士通研究所のメンバーと定期的な研究会を実施し，論文集，実用書を各1冊ひつじ書房より

刊行。また，2019年度に公開シンポジウム「ビジネスと日本語の接点」，2021年度に公開シンポジウ

ム 「ビジネス日本語の研究と教育 ―文書改善に必要な条件を探る―」をそれぞれWeb開催した。 

３．2019年度に，NTT(2名），NTTドコモ(１名）の研究員3名とともに，日本語教育学会秋季大会で「対

話システム構築と談話研究・日本語教育の接点」と題したパネルセッションを実施した 

 

 

５．グローバル化に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

１．NINJAL国際シンポジウムを２回開催した。１回目は「第10回 日本語実用言語学国際会議（ICPLJ）」

を2017年７月８，９日に国立国語研究所で開催し，シンポジウム全体の発表件数は42件，参加者は，

207名（うち海外研究者38名）であった。２回目は「第11回日本語実用言語学国際会議 (ICPLJ11)」

を2020年 12月 19，20日に国立国語研究所で開催し，シンポジウム全体の発表件数は47件，参加者は

462名（うち海外研究者108名）であった。 

２．既述のとおり，北京外国語大学北京日本学研究センターとの連携協定を生かした共同研究，「学習者

コーパスグローバルネットワーク」の形成，海外での日本語教師セミナーや NINJAL チュートリアルの

開催など，海外との連携の強化を図った。 

３．2021年度には，天津外国語大学（中国）と韓国外国語大学校（韓国）と新たに学術交流協定を締結し，

日本語学習者のコミュニケーションに関わる共同研究を遂行に着手した。 

４．海外在住の共同研究員として，2016年度から2021年度までの６年間で82名を加え，日本語学習者の

コミュニケーションに関する研究を実施した。 

 

第 3期中期目標期間の最終評価 

《評価結果》 

計画を上回って実施している 

以下の項目ごとのコメントに記したように，2016（H28）〜2021（R3）の６年間にわたってそれぞ

れの項目に関わる事業計画を継続的かつ安定的に実施しており，着実な成果の蓄積をおこなってきて

いると考えられる。総合的な評価として「A」評価とした。日本語教育に関わる研究活動や教育活

動，また社会的な諸活動が広範囲に拡大しており，参画する主体も研究従事者や教育従事者のみなら

ず企業体や行政組織やNPO組織など多岐に拡散しつつある現状を考えると，地理的にも領域的にも本

プロジェクトの視野の拡大が追いついておらず多少の物足りなさを覚えると言えば言い過ぎであろう

か。しかし，様々な事業や施策，活動や思索がそのような日本語教育を取り巻く文字どおり流動的な

状況下で押し流されそうになっている中，本プロジェクトは，基礎的なデータの蓄積やコーパスの構
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築を軸にして，以下の各項目を横断する活動（それは「日本語教育」という事柄の状況に強いられた

ことでもあると思われるが）に結びついており，積極的に評価したいと思う。 

 

《評価項目》 

１．研究について 

2016（H28）〜2021（R3）の６年間の成果として，論文103件，論文集12件，発表・講演274

件，シンポジウム18件のアウトプットがあり，論文集12件のうち６件については書評で取り上げら

れて高い評価を得ている。自己点検報告書案には掲載漏れと思われるが，『ビジネス文書の応用言語

学的研究―クラウドソーシングを用いたビジネス日本語の多角的分析―』（石黒圭編，ひつじ書房，

2020年２月）についても，『計量国語学』33(1)に書評が掲載され，「産学連携ならではの研究成果

だ」と評価されている。共同研究員としての参加人数は６年間の合計で946人に上り，年平均で158

人を動員している。しかも，この動員数は年度を追うごとに増加しており，６年間を通じて研究体制

の拡充が行われてきたことが窺える。上記のごとく量的側面においても質的側面においても十二分の

成果を上げ得ていると評価できると考える。 

 

２．共同利用・共同研究について 

2016（H28）〜2021（R3）の６年間の成果として，６つのコーパス・データベースの構築・公開を

行い，BTSJと I-JASについてはそれぞれ完成記念シンポジウムを開催している。６つのコーパス・

データベースとは，「BTSJ：日本語会話コーパス」と「I-JAS：多言語母語の日本語学習者横断コーパ

ス」に加えて，「日本語非母語話者の読解コーパス」「日本語非母語話者の聴解コーパス」「日本語学

習者の読解過程データベース」「教室談話データベース」であり，本プロジェクトの「日本語学習者

のコミュニケーションの多角的解明」の研究体制のそれぞれの分枝を体現するものとなっており，そ

れぞれデータを蓄積しつつ完成・公開に至ったことは研究の着実な進捗を物語っており十分な評価に

値すると言える。また，『基本動詞ハンドブック』の拡充・公開，BTSJを搭載した「自然会話リソー

スバンク」のプラットフォームの構築，さらには「読解コーパス」と「聴解コーパス」の成果を生か

したWeb版教材の開発も行っている。北京外語大学北京日本学研究センターや北京師範大学，国際交

流基金などとの共同研究や国際シンポジウムの共同開催なども，継続的・安定的に開催してきてお

り，十分な成果を上げていると評価できる。 

 

３．教育について 

2016（H28）〜2021（R3）の６年間で，PDフェローを６人，非常勤研究員を41人，技術補佐員を

19人雇用し，共同研究員として院生20人を研究に参加させており，セミナーや講習会を30回，

NINJAL国際シンポジウムを２回，NINJAL日本語教師セミナーを国内外で計12回，NINJALチュート

リアルを２回開催している。特に，PDフェロー６人のうち４人が日本国内の大学にテニュア教員と

して採用されたことは目に見える具体的な成果として特筆に値する。付言すれば，日本語教育に関わ

る職域はいわゆる大学教員や研究職以外にも拡大しており，求められる専門性も分岐しつつある。プ

ロジェクトとしてどのような教育的成果を目指すかについては，体系的な研究体制と連動させつつ考

えていく必要があると思われる。 

 

４．社会との連携及び社会貢献について 

2016（H28）〜2021（R3）の6年間に，日本語教師セミナー，日本語教師向けシンポジウム・研究

発表会・講演会・ワークショップなどを，国内・国外で継続的・安定的に開催しており，動員数は６
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年間の主要な開催実績だけでも（延べ）2000人近くに上る。2018年度以降，日本テレワーク学会，

クラウドワークス社，富士通研究所と連携して共同研究や研究会，シンポジウムを開催し，富士通研

究所との共同研究の成果は論文集，実用書として上梓している。またNTT及びNTTドコモの研究員と

日本語教育学会2019年度秋季大会でパネルセッションを実施しており，社会との連携，また，社会

への貢献に関わる実績を着実に積み上げてきていると言える。付言すれば，諸外国の日本語教師会や

日本研究学会などには多くの日本語教育関係者・大学関係者が参画しており，国語研が構築したコー

パスや研究実績などを拡散・共有する貴重な場となると考えられる。連携の相手として広く視野に収

めていくことも必要ではないか。 

 

５．グローバル化について 

NINJAL国際シンポジウムの開催，北京外国語大学北京日本学研究センターとの共同研究，天津外

国語大学及び韓国外国語大学校との共同研究が，主要な成果である。NINJAL国際シンポジウムは

2017年，2020年の２回開催され，発表件数は2回合計で89件，総参加者数は669人で，海外からの

参加者は146人であった。２回とも国立国語研究所において対面で行われており，コロナ禍で一般化

したWeb開催ないしはハイブリッドによる開催であれば，より多くの発表者・参加者を見込むことが

できたと思われる。また，北京外国語大学北京日本学研究センターとの連携の成果の一つとして「学

習者コーパスグローバルネットワーク」を立ち上げたこと，海外在住の共同研究員を６年間で82人

追加したことも，グローバル化及び共同研究の観点からも特筆に値する。また，資料に記述はない

が，2021年に締結した交流協定に基づいてインド・プネー市のTilak Maharashtra Vidyapeethにお

いて「日本語教育・学習に役立つウェブ教材：『基本動詞ハンドブック』＆『日本語文型バンク』」と

いう講演会を実施し，また，上記Tilak Maharashtra Vidyapeeth に加えてニューデリーの

Jawaharlal Nehru 大学及び南アジア日本語教育フォーラムと連携して「辞書のための用例作成」に

関するワークショップも開催している。上記の活動は東アジア・南アジアにおける日本語教育とその

研究，日本語そのものの研究，日本研究に多くの刺激を与えていると考えられ，大きな成果と受け止

めることができる。 

 

６．その他特記事項 

特になし。 
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コーパス開発センター 

センター長：山崎 誠 

 

Ⅰ．平成28〜令和3年度活動概要 

平成28〜令和3年度予算総額   346,951 千円 

１．研究に関する計画 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

コーパス開発センターは，センター長１名・専任教員１名・特任職員４名（特任助教２名・特任職員２

名）・プロジェクト非常勤研究員５名の 11 名体制で研究を進めた（人員は最大人数）。研究所内のコーパ

ス整備を支援するとともに，辞書構築・コーパス整備・アノテーション・音声言語処理の分野において表

１のとおり，年間平均 ５本の査読付論文（ブックチャプターを含む）を発表した。指標である国際会議

発表件数については，「５．グローバル化」で言及する。 

表１：センター所属センター長・専任教員・研究員の論文数 

 H28(20

16) 

H29(2017

) 

H30(2018

) 

H31/R1(2019

) 

R2(2020) R3(2021) 合計 

査読付論文 5 4 6 7 4 4 30 

紀要論文   4 2  1 7 

技術資料  1  1   2 

合計 5 5 10 9 4 5 38 

コーパス検索系「少納言」「中納言」「梵天」によるコーパスの公開を行った。また「中納言」対して，

音声配信機能および複数コーパスを串刺し検索を行う機能「まとめて検索KOTONOHA」を実装した。同機能

は言語資源に関する国際会議 LREC-2020 で発表を行った。利用状況については「２．共同利用・共同研

究」「３．教育」で言及する。 

共同研究プロジェクト「コーパスアノテーションの拡張・統合・自動化に関する基礎研究」は音声班・

統語班・意味班の３つに分かれて活動した。 

音声班の研究成果として，「リアルタイムMRI調音運動データベース」を標準語話者10名分（完成時に

は21名分を予定）構築し公開した。 

統語班の研究成果として，国際的なツリーバンクプロジェクト Universal Dependencies に，日本語

Universal Dependencies データの構築を進めた。また『日本語日常会話コーパス』に対する係り受けア

ノテーションを進めた。 

語義班の研究成果として，『分類語彙表』に基づく様々なデータベースを構築した（後述）。また『現代

日本語書き言葉均衡コーパス』『日本語歴史コーパス』に対する分類語彙表アノテーションを進めた。 

これら共同研究プロジェクトの成果物については「２．共同利用・共同研究」でも言及する。 

 

 

２．共同利用・共同研究に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

形態素解析用辞書 UniDic の拡充を進め，2021年４月1日に語彙素数228,315件からなる『現代書き

言葉UniDic Version 3.1.0』『現代話し言葉UniDic Version 3.1.0』を公開した。『unidic-mecab-2.1.2』
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（語彙素数208,955件）からの語彙数の差分19,360件は（指標：目標値毎年 1000語彙素追加）。 

 

「少納言」「中納言」「梵天」などのコーパス検索系の維持管理につとめた。「少納言」においては，2021

年にセキュリティ脆弱性が認められたため一旦公開停止し，新たに再構築した。「中納言」においては，

収録するコーパスの拡充（２コーパス→11 コーパス）を進めた。2015 年までの利用申請数は『現代日本

語書き言葉均衡コーパス』『日本語歴史コーパス』の 2 つについて最大 1102 件/年程度であったが，利用

申請の電子化を行った 2016 年以降は１コーパスあたり 8642-47750 件/年で推移している（資料：表４参

照）。「梵天」においては，2016年の本公開に際し，講習会などを実施し，広報を進めた。管理コストの観

点から 2021年末に公開を終了した。指標である「まとめて検索KOTONOHA」の利用セッション数は目標値

累計100,000セッションを2021年５月９日に達成し，2022年３月28日現在の累計セッション数 163,713

を達成した。 

 
新たに有償版コーパス契約のための契約書発行システムを作成した。契約書（日本語・英語）について

弁護士に依頼し修正を行い，料金・契約形態についても整理を行った。資料表５，資料表６に契約数の推

移を示す。 

 
共同研究の発表の場として「言語資源活用ワークショップ」を毎年度実施した。毎年，平均 40 件程度

の発表件数，250人規模の参加者数で開催した。各年度テーマを決め，シンポジウム（H28年度辞書，H29

年度音声資源，H30年度ウェブテキスト，H31 Universal Dependencies），シチズンサイエンスとして一般

の方が参加可能なコンテスト（R2 KOTONOHA 検索コンテスト），およびテーマセッション(R3 音声言語)な

どを実施した。 

 
共同利用ではコーパス開発センターが所有する視線走査装置・WAVE 装置・脳波計を用いた共同研究を

行った。また外部の研究者の求めに応じて『国語研日本語ウェブコーパス』に基づくデータを構築・提供

した。さらに深層学習で用いられる分散表現データとして『NWJC2vec』『NWJC-BERT』などを公開した。 
 
共同研究プロジェクト「コーパスアノテーションの拡張・統合・自動化に関する基礎研究」では以下の

データを作成した。音声班は『リアルタイム MRI 調音運動データベース』の公開を行った〔再掲〕。統語

班は 『Universal Dependencies』 日本語コーパスを 2017年以降継続してメンテナンスを行った。特に

既存のデータ UD Japanese GSD の商用不可条項の撤廃のための活動を実施した。語義班は『分類語彙表』

関連データとして，反対語情報『WLSP-Antonym』・親密度情報『WLSP-Famirliarity』・UniDic との対応関

係『WLSP2UniDic』・岩波国語辞典第五版タグ付きコーパス 2004 との対応関係『WLSP2iwanami』などを公

開した。 

 
企業との共同研究を積極的に進めた。株式会社ワークスアプリケーションズ社・株式会社リクルート

（Megagon Labs）・株式会社レトリバ・株式会社 LegalForce と共同研究協定・共同研究契約を締結し，

研究を進めた。具体的な成果物については「４．社会との連携及び社会貢献」で言及する。 

 
他機構との連携として，情報・システム研究機構：機構間連携・文理融合プロジェクト「言語における

系統・構造・変異とその数理（研究代表者：持橋大地：統計数理研究所）」(H29)，「わかりやすい情報伝達

の実現向けた言語認知機構の解明とその工学的応用（研究代表者：相澤彰子：国立情報学研究所）」(H29-

H30)，「高エネルギー加速器研究機構：機構間連携・異分野連携プロジェクト「知性と認識の情報神経物
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コーパス開発センター 

センター長：山崎 誠 

 

Ⅰ．平成28〜令和3年度活動概要 

平成28〜令和3年度予算総額   346,951 千円 

１．研究に関する計画 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

コーパス開発センターは，センター長１名・専任教員１名・特任職員４名（特任助教２名・特任職員２

名）・プロジェクト非常勤研究員５名の 11 名体制で研究を進めた（人員は最大人数）。研究所内のコーパ

ス整備を支援するとともに，辞書構築・コーパス整備・アノテーション・音声言語処理の分野において表

１のとおり，年間平均 ５本の査読付論文（ブックチャプターを含む）を発表した。指標である国際会議

発表件数については，「５．グローバル化」で言及する。 

表１：センター所属センター長・専任教員・研究員の論文数 

 H28(20

16) 

H29(2017

) 

H30(2018

) 

H31/R1(2019

) 

R2(2020) R3(2021) 合計 

査読付論文 5 4 6 7 4 4 30 

紀要論文   4 2  1 7 

技術資料  1  1   2 

合計 5 5 10 9 4 5 38 

コーパス検索系「少納言」「中納言」「梵天」によるコーパスの公開を行った。また「中納言」対して，

音声配信機能および複数コーパスを串刺し検索を行う機能「まとめて検索KOTONOHA」を実装した。同機能

は言語資源に関する国際会議 LREC-2020 で発表を行った。利用状況については「２．共同利用・共同研

究」「３．教育」で言及する。 

共同研究プロジェクト「コーパスアノテーションの拡張・統合・自動化に関する基礎研究」は音声班・

統語班・意味班の３つに分かれて活動した。 

音声班の研究成果として，「リアルタイムMRI調音運動データベース」を標準語話者10名分（完成時に

は21名分を予定）構築し公開した。 

統語班の研究成果として，国際的なツリーバンクプロジェクト Universal Dependencies に，日本語

Universal Dependencies データの構築を進めた。また『日本語日常会話コーパス』に対する係り受けア

ノテーションを進めた。 

語義班の研究成果として，『分類語彙表』に基づく様々なデータベースを構築した（後述）。また『現代

日本語書き言葉均衡コーパス』『日本語歴史コーパス』に対する分類語彙表アノテーションを進めた。 

これら共同研究プロジェクトの成果物については「２．共同利用・共同研究」でも言及する。 

 

 

２．共同利用・共同研究に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

形態素解析用辞書 UniDic の拡充を進め，2021年４月1日に語彙素数228,315件からなる『現代書き

言葉UniDic Version 3.1.0』『現代話し言葉UniDic Version 3.1.0』を公開した。『unidic-mecab-2.1.2』
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（語彙素数208,955件）からの語彙数の差分19,360件は（指標：目標値毎年 1000語彙素追加）。 

 

「少納言」「中納言」「梵天」などのコーパス検索系の維持管理につとめた。「少納言」においては，2021

年にセキュリティ脆弱性が認められたため一旦公開停止し，新たに再構築した。「中納言」においては，

収録するコーパスの拡充（２コーパス→11 コーパス）を進めた。2015 年までの利用申請数は『現代日本

語書き言葉均衡コーパス』『日本語歴史コーパス』の 2 つについて最大 1102 件/年程度であったが，利用

申請の電子化を行った 2016 年以降は１コーパスあたり 8642-47750 件/年で推移している（資料：表４参

照）。「梵天」においては，2016年の本公開に際し，講習会などを実施し，広報を進めた。管理コストの観

点から 2021年末に公開を終了した。指標である「まとめて検索KOTONOHA」の利用セッション数は目標値

累計100,000セッションを2021年５月９日に達成し，2022年３月28日現在の累計セッション数 163,713

を達成した。 

 
新たに有償版コーパス契約のための契約書発行システムを作成した。契約書（日本語・英語）について

弁護士に依頼し修正を行い，料金・契約形態についても整理を行った。資料表５，資料表６に契約数の推

移を示す。 

 
共同研究の発表の場として「言語資源活用ワークショップ」を毎年度実施した。毎年，平均 40 件程度

の発表件数，250人規模の参加者数で開催した。各年度テーマを決め，シンポジウム（H28年度辞書，H29

年度音声資源，H30年度ウェブテキスト，H31 Universal Dependencies），シチズンサイエンスとして一般

の方が参加可能なコンテスト（R2 KOTONOHA 検索コンテスト），およびテーマセッション(R3 音声言語)な

どを実施した。 

 
共同利用ではコーパス開発センターが所有する視線走査装置・WAVE 装置・脳波計を用いた共同研究を

行った。また外部の研究者の求めに応じて『国語研日本語ウェブコーパス』に基づくデータを構築・提供

した。さらに深層学習で用いられる分散表現データとして『NWJC2vec』『NWJC-BERT』などを公開した。 
 
共同研究プロジェクト「コーパスアノテーションの拡張・統合・自動化に関する基礎研究」では以下の

データを作成した。音声班は『リアルタイム MRI 調音運動データベース』の公開を行った〔再掲〕。統語

班は 『Universal Dependencies』 日本語コーパスを 2017年以降継続してメンテナンスを行った。特に

既存のデータ UD Japanese GSD の商用不可条項の撤廃のための活動を実施した。語義班は『分類語彙表』

関連データとして，反対語情報『WLSP-Antonym』・親密度情報『WLSP-Famirliarity』・UniDic との対応関

係『WLSP2UniDic』・岩波国語辞典第五版タグ付きコーパス 2004 との対応関係『WLSP2iwanami』などを公

開した。 

 
企業との共同研究を積極的に進めた。株式会社ワークスアプリケーションズ社・株式会社リクルート

（Megagon Labs）・株式会社レトリバ・株式会社 LegalForce と共同研究協定・共同研究契約を締結し，

研究を進めた。具体的な成果物については「４．社会との連携及び社会貢献」で言及する。 

 
他機構との連携として，情報・システム研究機構：機構間連携・文理融合プロジェクト「言語における

系統・構造・変異とその数理（研究代表者：持橋大地：統計数理研究所）」(H29)，「わかりやすい情報伝達

の実現向けた言語認知機構の解明とその工学的応用（研究代表者：相澤彰子：国立情報学研究所）」(H29-

H30)，「高エネルギー加速器研究機構：機構間連携・異分野連携プロジェクト「知性と認識の情報神経物
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理学（研究代表者：磯暁：素粒子原子核研究所）」(H30-R3)，自然科学研究機構：生理学研究所共同研究プ

ロジェクト「機械学習とfMRIを用いた抒情の生じるメカニズムの解明」(R2-R3)に参画した。 

 

 

３．教育に関する計画 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

大学における「中納言」の利用を拡大するために，新たに授業実施者が一括してアカウント申請できる

「授業用アカウント」を設定した。同アカウントは非公式のゼミなどにも開放するほか，中高国語科教員

教員免許講習にも利用された。延べ 180件以上の講義・ゼミ・講習会を支援した。 

先に述べた「言語資源活用ワークショップ」では若手研究者に対して互選による優秀発表賞を 2017 年

より設定し，延べ５名の研究者に授賞した。 

日本語学・日本語教育におけるコーパスの利用を推進するために，講習会を実施した。表２に講習会実

施数を示す。H30(2018)年度以降は並行してビデオ教材を作成し，毎年拡充を進めた。 

表２：センター主催講習会実施数 

 H28(2016) H29(2017) H30(2018) H31/R1(2019) R2(2020) R3(2021) 合計 

講習会 22回 19回 3回 3回 3回 3回 53回 

H28(2016)-H30(2018)年度にかけて研究所内の若手研究者向けにプログラミング講習会(Python, Ruby)

を実施し，研究所内のITリテラシーの向上につとめた。また，期間を通して，若手研究者に対するオフィ

スアワーを設け，プロジェクト・個人研究の助言を行った。 

 

 

４．社会との連携及び社会貢献に関する計画 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

ワークス社との共同研究では分散表現 『chiVe』，深層学習モデル『chiTra』を構築し，公開した。前者

は電子情報通信学会言語理解とコミュニケーション研究会2020年優秀研究賞(Best Paper Award)を受賞

した。 

Megagon Labs との共同研究では，『UD Japanese GSD』から学習したオープンソースの係り受け解析器

『日本語版 spaCy』 を公開するとともに『現代日本語書き言葉均衡コーパス』から学習した係り受け解

析器 GiNZAを公開した。前者のオープン化においては，国語研主導で行った『UD Japanese GSD』のライ

センス変更（商用不可条項の撤廃）によるものである。 

レトリバ社との共同研究では『日本語話し言葉コーパス』から訓練した事前学習モデル『日本語話し言

葉BERT』を公開した。 

LegalForce 社との共同研究では，『現代日本語書き言葉均衡コーパス』から訓練した高速な単語分かち

書き器『Vaporetto』を公開した。 

学会に対する支援として，言語処理学会年次大会のスポンサー（NLP2020 はゴールドスポンサー，

NLP2021・NLP2022はプラチナスポンサー）となった。 
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５．グローバル化に関する計画 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

辞書構築・コーパス整備・アノテーション・音声言語処理の分野において表３のとおり毎年７件以上（目

標値２件）の国際会議発表を行った（指標）。 

表３：センター所属センター長・専任教員・研究員の国際会議発表 

 H28(2016) H29(2017) H30(2018) H31/R1(2019) R2(2020) R3(2021) 合計 

国際会議発表 10 11 17 16 9 7 70 

また各種国際会議の開催に対して協力を実施した。 

 2018年開催のLREC-2018においては，音声言語資源についてのSpecial Session を実施した。 

 さらに同年の評価型ワークショップ CoNLL-2018 Shared Task に日本語係り受けデータを提供した。 

 2019年には台湾 Academia Sinica と国際的協業を推進し，国際会議 LPSS を 11月に実施した。 

2020年に開催予定であった第11回国際計量学会 QUALICO を 2021年に延期して実施した。2022年に同

国際会議プロシーディングス（Selected Paper 16件）を公刊予定である。 

 2022年に開催予定の国際会議 LREC-2022 では Corpora and Annotation の Area Chair をつとめる。 

 

 

 

資料： 
表４：コーパス別「中納言」申請数の推移（2022年は2022/03/28まで） 

※各プロジェクトが構築・公開するコーパスのうち中納言で公開するものについては，コーパス開発センターと共同で

実施しているため，プロジェクトの報告書と記載が一部重複する。 

 

 

 

  

年度 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 総計 

総計 370 661 663 906 1102 8642 15615 22444 31156 46406 57989 185954 

BCCWJ 370 661 644 733 790 3137 4209 4714 4518 5880 7108 32764 

CHJ   19 173 312 2596 3489 3845 3808 4660 5429 24331 

CSJ      483 4230 4342 4201 5290 6243 24789 

I-JAS      2426 3168 3298 3135 4165 4505 20697 

NUCC       519 2948 2924 3809 4469 14669 

CWPC        2103 3219 3982 4663 13967 

CEJC        1194 3861 5144 6011 16210 

NWJC         2036 5175 5995 13206 

COJADS         2998 4116 4712 11826 

SSC         456 4185 4773 9414 

C-JAS           4081 4081 
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理学（研究代表者：磯暁：素粒子原子核研究所）」(H30-R3)，自然科学研究機構：生理学研究所共同研究プ

ロジェクト「機械学習とfMRIを用いた抒情の生じるメカニズムの解明」(R2-R3)に参画した。 

 

 

３．教育に関する計画 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

大学における「中納言」の利用を拡大するために，新たに授業実施者が一括してアカウント申請できる

「授業用アカウント」を設定した。同アカウントは非公式のゼミなどにも開放するほか，中高国語科教員

教員免許講習にも利用された。延べ 180件以上の講義・ゼミ・講習会を支援した。 

先に述べた「言語資源活用ワークショップ」では若手研究者に対して互選による優秀発表賞を 2017 年

より設定し，延べ５名の研究者に授賞した。 

日本語学・日本語教育におけるコーパスの利用を推進するために，講習会を実施した。表２に講習会実

施数を示す。H30(2018)年度以降は並行してビデオ教材を作成し，毎年拡充を進めた。 

表２：センター主催講習会実施数 

 H28(2016) H29(2017) H30(2018) H31/R1(2019) R2(2020) R3(2021) 合計 

講習会 22回 19回 3回 3回 3回 3回 53回 

H28(2016)-H30(2018)年度にかけて研究所内の若手研究者向けにプログラミング講習会(Python, Ruby)

を実施し，研究所内のITリテラシーの向上につとめた。また，期間を通して，若手研究者に対するオフィ

スアワーを設け，プロジェクト・個人研究の助言を行った。 

 

 

４．社会との連携及び社会貢献に関する計画 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

ワークス社との共同研究では分散表現 『chiVe』，深層学習モデル『chiTra』を構築し，公開した。前者

は電子情報通信学会言語理解とコミュニケーション研究会2020年優秀研究賞(Best Paper Award)を受賞

した。 

Megagon Labs との共同研究では，『UD Japanese GSD』から学習したオープンソースの係り受け解析器

『日本語版 spaCy』 を公開するとともに『現代日本語書き言葉均衡コーパス』から学習した係り受け解

析器 GiNZAを公開した。前者のオープン化においては，国語研主導で行った『UD Japanese GSD』のライ

センス変更（商用不可条項の撤廃）によるものである。 

レトリバ社との共同研究では『日本語話し言葉コーパス』から訓練した事前学習モデル『日本語話し言

葉BERT』を公開した。 

LegalForce 社との共同研究では，『現代日本語書き言葉均衡コーパス』から訓練した高速な単語分かち

書き器『Vaporetto』を公開した。 

学会に対する支援として，言語処理学会年次大会のスポンサー（NLP2020 はゴールドスポンサー，

NLP2021・NLP2022はプラチナスポンサー）となった。 
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５．グローバル化に関する計画 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

辞書構築・コーパス整備・アノテーション・音声言語処理の分野において表３のとおり毎年７件以上（目

標値２件）の国際会議発表を行った（指標）。 

表３：センター所属センター長・専任教員・研究員の国際会議発表 

 H28(2016) H29(2017) H30(2018) H31/R1(2019) R2(2020) R3(2021) 合計 

国際会議発表 10 11 17 16 9 7 70 

また各種国際会議の開催に対して協力を実施した。 

 2018年開催のLREC-2018においては，音声言語資源についてのSpecial Session を実施した。 

 さらに同年の評価型ワークショップ CoNLL-2018 Shared Task に日本語係り受けデータを提供した。 

 2019年には台湾 Academia Sinica と国際的協業を推進し，国際会議 LPSS を 11月に実施した。 

2020年に開催予定であった第11回国際計量学会 QUALICO を 2021年に延期して実施した。2022年に同

国際会議プロシーディングス（Selected Paper 16件）を公刊予定である。 

 2022年に開催予定の国際会議 LREC-2022 では Corpora and Annotation の Area Chair をつとめる。 

 

 

 

資料： 
表４：コーパス別「中納言」申請数の推移（2022年は2022/03/28まで） 

※各プロジェクトが構築・公開するコーパスのうち中納言で公開するものについては，コーパス開発センターと共同で

実施しているため，プロジェクトの報告書と記載が一部重複する。 

 

 

 

  

年度 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 総計 

総計 370 661 663 906 1102 8642 15615 22444 31156 46406 57989 185954 

BCCWJ 370 661 644 733 790 3137 4209 4714 4518 5880 7108 32764 

CHJ   19 173 312 2596 3489 3845 3808 4660 5429 24331 
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I-JAS      2426 3168 3298 3135 4165 4505 20697 

NUCC       519 2948 2924 3809 4469 14669 

CWPC        2103 3219 3982 4663 13967 

CEJC        1194 3861 5144 6011 16210 

NWJC         2036 5175 5995 13206 

COJADS         2998 4116 4712 11826 

SSC         456 4185 4773 9414 

C-JAS           4081 4081 
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表５：BCCWJ （DVD版・有償版）契約数の推移 

年度 201

1 

201

2 

201

3 

201

4 

201

5 

201

6 

201

7 

201

8 

201

9 

202

0 

202

1 

総計 

BCCWJ 全体 108 83 55 36 58 40 41 32 40 31 42 566 

有償 87 82 52 31 56 39 41 29 35 30 37 519 

アカデミック（学生・

学生以外） 
84 70 44 24 42 27 29 23 20 21 10 394 

アカデミック（学生） 
          

3 3 

アカデミック（学生

以外） 

          
19 19 

一般 3 12 1 5 4 5 4 2 1 1 3 41 

商業利用（統計情報

利用） 

  
7 2 10 7 8 4 14 

  
52 

商業利用（1 製品・利

用者範囲最小） 

         
8 1 9 

商業利用（利用者数 
10 人以内・契約期間２

年単位） 

          
1 1 

無償 21 １ 3 5 2 1 
 

3 5 1 5 47 

アカデミック（学生・

学生以外） 
7 

  
5 

   
3 5 1 3 26 

アカデミック（関係

者） 
14 1 3 

 
1 1 

     
20 

アカデミック（学生

以外） 

          
2 2 

商業利用（統計情報

利用） 

    
1 

      
1 
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表６：CSJ （DVD版・USB版・有償版）契約数の推移 

年度 201

1 

201

2 

201

3 

201

4 

201

5 

201

6 

201

7 

201

8 

201

9 

202

0 

202

1 

総計 

CSJ 全体 32 51 54 57 54 73 63 52 47 45 49 577 

有償 32 47 54 55 50 63 60 52 42 45 42 542 

アカデミック（学生） 3 14 10 8 13 10 8 14 6 4 13 103 

アカデミック（学生以

外） 

          
10 10 

アカデミック（研究機

関） 
14 22 29 24 31 34 28 22 12 24 7 247 

個人研究者 15 10 10 16 2 
      

53 

一般 
       

4 4 4 2 14 

企業 
 

1 1 3 2 2 9 1 
   

19 

企業（商業利用） 
   

2 
       

2 

商業利用（統計情報利

用） 

  
4 2 2 17 15 11 20 

  
71 

商業利用（1 製品・利用

者範囲最小） 

         
13 6 19 

商業利用（利用者数 10 
人以内・契約期間２年単

位） 

          
4 4 

無償 
 

4 
 

2 4 10 3 
 

5 
 

7 35 

アカデミック（学生） 
        

1 
  

1 

アカデミック（学生以

外） 

          
2 2 

アカデミック（研究機

関） 

   
1 1 1 1 

 
4 

 
5 13 

アカデミック（研究機

関-共同研究者） 

   
1 1 9 2 

    
13 

個人研究者(所内） 
 

4 
  

1 
      

5 

商業利用（統計情報利

用） 

    
1 

      
1 

なお，守秘義務がある契約については上記表５，表６に記載していない。 
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表６：CSJ （DVD版・USB版・有償版）契約数の推移 

年度 201

1 

201

2 

201

3 

201

4 

201

5 

201

6 

201

7 

201

8 

201

9 

202

0 

202

1 

総計 

CSJ 全体 32 51 54 57 54 73 63 52 47 45 49 577 

有償 32 47 54 55 50 63 60 52 42 45 42 542 

アカデミック（学生） 3 14 10 8 13 10 8 14 6 4 13 103 

アカデミック（学生以

外） 

          
10 10 

アカデミック（研究機

関） 
14 22 29 24 31 34 28 22 12 24 7 247 

個人研究者 15 10 10 16 2 
      

53 

一般 
       

4 4 4 2 14 

企業 
 

1 1 3 2 2 9 1 
   

19 

企業（商業利用） 
   

2 
       

2 

商業利用（統計情報利

用） 

  
4 2 2 17 15 11 20 

  
71 

商業利用（1 製品・利用

者範囲最小） 

         
13 6 19 

商業利用（利用者数 10 
人以内・契約期間２年単

位） 

          
4 4 

無償 
 

4 
 

2 4 10 3 
 

5 
 

7 35 

アカデミック（学生） 
        

1 
  

1 

アカデミック（学生以

外） 

          
2 2 

アカデミック（研究機

関） 

   
1 1 1 1 

 
4 

 
5 13 

アカデミック（研究機

関-共同研究者） 

   
1 1 9 2 

    
13 

個人研究者(所内） 
 

4 
  

1 
      

5 

商業利用（統計情報利

用） 

    
1 

      
1 

なお，守秘義務がある契約については上記表５，表６に記載していない。 
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表５：BCCWJ （DVD版・有償版）契約数の推移 

年度 201

1 

201

2 

201

3 

201

4 

201

5 

201

6 

201

7 

201

8 

201

9 

202

0 

202

1 

総計 

BCCWJ 全体 108 83 55 36 58 40 41 32 40 31 42 566 

有償 87 82 52 31 56 39 41 29 35 30 37 519 

アカデミック（学生・

学生以外） 
84 70 44 24 42 27 29 23 20 21 10 394 

アカデミック（学生） 
          

3 3 

アカデミック（学生

以外） 

          
19 19 

一般 3 12 1 5 4 5 4 2 1 1 3 41 

商業利用（統計情報

利用） 

  
7 2 10 7 8 4 14 

  
52 

商業利用（1 製品・利

用者範囲最小） 

         
8 1 9 

商業利用（利用者数 
10 人以内・契約期間２

年単位） 

          
1 1 

無償 21 １ 3 5 2 1 
 

3 5 1 5 47 

アカデミック（学生・

学生以外） 
7 

  
5 

   
3 5 1 3 26 

アカデミック（関係

者） 
14 1 3 

 
1 1 

     
20 

アカデミック（学生

以外） 

          
2 2 

商業利用（統計情報

利用） 

    
1 

      
1 
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表６：CSJ （DVD版・USB版・有償版）契約数の推移 

年度 201

1 

201

2 

201

3 

201

4 

201

5 

201

6 

201

7 

201

8 

201

9 

202

0 

202

1 

総計 

CSJ 全体 32 51 54 57 54 73 63 52 47 45 49 577 

有償 32 47 54 55 50 63 60 52 42 45 42 542 

アカデミック（学生） 3 14 10 8 13 10 8 14 6 4 13 103 

アカデミック（学生以

外） 

          
10 10 

アカデミック（研究機

関） 
14 22 29 24 31 34 28 22 12 24 7 247 

個人研究者 15 10 10 16 2 
      

53 

一般 
       

4 4 4 2 14 

企業 
 

1 1 3 2 2 9 1 
   

19 

企業（商業利用） 
   

2 
       

2 

商業利用（統計情報利

用） 

  
4 2 2 17 15 11 20 

  
71 

商業利用（1 製品・利用

者範囲最小） 

         
13 6 19 

商業利用（利用者数 10 
人以内・契約期間２年単

位） 

          
4 4 

無償 
 

4 
 

2 4 10 3 
 

5 
 

7 35 

アカデミック（学生） 
        

1 
  

1 

アカデミック（学生以

外） 

          
2 2 

アカデミック（研究機

関） 

   
1 1 1 1 

 
4 

 
5 13 

アカデミック（研究機

関-共同研究者） 

   
1 1 9 2 

    
13 

個人研究者(所内） 
 

4 
  

1 
      

5 

商業利用（統計情報利

用） 

    
1 

      
1 

なお，守秘義務がある契約については上記表５，表６に記載していない。 
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表６：CSJ （DVD版・USB版・有償版）契約数の推移 

年度 201

1 

201

2 

201

3 

201

4 

201

5 

201

6 

201

7 

201

8 

201

9 

202

0 

202

1 

総計 

CSJ 全体 32 51 54 57 54 73 63 52 47 45 49 577 

有償 32 47 54 55 50 63 60 52 42 45 42 542 

アカデミック（学生） 3 14 10 8 13 10 8 14 6 4 13 103 

アカデミック（学生以

外） 

          
10 10 

アカデミック（研究機

関） 
14 22 29 24 31 34 28 22 12 24 7 247 

個人研究者 15 10 10 16 2 
      

53 

一般 
       

4 4 4 2 14 

企業 
 

1 1 3 2 2 9 1 
   

19 

企業（商業利用） 
   

2 
       

2 

商業利用（統計情報利

用） 

  
4 2 2 17 15 11 20 

  
71 

商業利用（1 製品・利用

者範囲最小） 

         
13 6 19 

商業利用（利用者数 10 
人以内・契約期間２年単

位） 

          
4 4 

無償 
 

4 
 

2 4 10 3 
 

5 
 

7 35 

アカデミック（学生） 
        

1 
  

1 

アカデミック（学生以

外） 

          
2 2 

アカデミック（研究機

関） 

   
1 1 1 1 

 
4 

 
5 13 

アカデミック（研究機

関-共同研究者） 

   
1 1 9 2 

    
13 

個人研究者(所内） 
 

4 
  

1 
      

5 

商業利用（統計情報利

用） 

    
1 

      
1 

なお，守秘義務がある契約については上記表５，表６に記載していない。 
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第3期中期目標期間の最終評価 

《評価結果》 

計画を上回って実施している 

センター構成員11名(最大)からなるコーパス開発センターは，「リアルタイムMRI調音運動データ

ベース」「ツリーバンクプロジェクトUniversal Dependencies」「分類語彙表」の構築・整備を進め

ると同時に，辞書構築・コーパス整備・アノテーション・音声言語処理の分野において高い研究成果

をあげ，成果発表は論文30編・国際会議70件に達している．コーパス検索系の拡充などを通じた

コーパス普及，「言語資源活用ワークショップ」の定期的開催，機構間連携や企業との共同研究実施

など共同利用・共同研究にも積極的に取り組んでいる．特に，機械学習に基づく自然言語分野での言

語データへの需要の高まりに呼応して，企業との共同研究に積極的に取り組み，国語研究所において

開発されたコーパスデータを用いた自然言語処理用のデータ・ソフトウエア開発を進めていること

は，社会との連携・社会貢献の点でも高く評価される．コーパス構築・検索システム開発の成果に

よって国際会議運営に貢献し，国際的研究コミュニティのプレゼンスを高めていることも高く評価さ

れる．コーパス開発センターの活動は計画を上回る高い成果を上げたと評価できる． 

 

《評価項目》 

１．研究について 

センター構成員11名(最大)が音声班，統語班，語義班に分かれて活動し，「リアルタイムMRI調音

運動データベース」の構築，国際的なツリーバンクプロジェクトUniversal Dependencies の日本語

データの構築，『日本語日常会話コーパス』に対する係り受けアノテーション付与，『分類語彙表』に

基づくデータベース構築および『現代日本語書き言葉均衡コーパス』『日本語歴史コーパス』アノ

テーション付与の研究を進め，辞書構築・コーパス整備・アノテーション・音声言語処理の分野にお

いて年間平均５本の査読付論文を発表している．また，コーパス検索系では複数コーパス串刺し検索

機能を「まとめて検索KOTONOHA」として実装し，言語資源に関する国際会議 LREC-2020 で発表して

いる．研究については計画を上回る高い成果を上げたと評価できる． 

 

２．共同利用・共同研究について 

共同研究・共同研究の基盤として，形態素解析用辞書 UniDic の拡充(語彙素数228,315件)，コー

パス検索系の維持管理(「まとめて検索KOTONOHA」の利用セッション数163,713)などの整備を進め，

さらに有償版コーパス契約の普及(有償契約BCCWJ 519件，CSJ 542件)を実現した． 

共同研究発表の場として「言語資源活用ワークショップ」を毎年度実施し，発表平均40件程度，

参加者250人程度の規模を実現している．  

企業との共同研究を積極的に進め，株式会社ワークスアプリケーションズ社・株式会社リクルート

（Megagon Labs）・株式会社レトリバ・株式会社 LegalForce と共同研究協定・共同研究契約を締結

している．  

機構間連携として，情報・システム研究機構，自然科学研究機構の研究所と共同で４研究プロジェ

クトに参画している． 

共同利用・共同研究について，計画を上回る優れた実績を上げたと評価できる． 

 

３．教育について 

日本語学・日本語教育におけるコーパスの利用を推進するために講習会を継続して実施した．ま

た，大学における各種コーパスの利用拡大を図るために，コーパス検索用「授業用アカウント」の提
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供を継続的に実施している．延べ 180件以上の講義・ゼミ・講習会を支援するとともに，中高国語

科教員教員免許講習においても利用された．着実にコーパス利用の教育と普及の活動が実施されてい

る． 

 

４．社会との連携及び社会貢献について 

自然言語処理分野において言語データに対する重要性・必要性の高まりに呼応して，企業との共

同研究を積極的に実施していることは高く評価できる．国語研究所において開発されたコーパスを

用いた分散表現，深層学習モデルの構築・公開，係り受け解析器や高速単語分かち書き器の開発・

公開，事前学習モデル『日本語話し言葉BERT』の公開などは，日本語の自然言語処理・AI技術の向

上に貢献する優れた成果として高く評価できる． 

 

５．グローバル化について 

学術的成果の発表として，６年間で延べ70件の国際会議発表を行い，国際的研究コミュニティに

おけるプレゼンスを示している．さらに，辞書構築・コーパス整備・アノテーション・音声言語処

理の分野における主要国際会議において，会議の開催，Special Session の実施，特定分野のArea 

Chairを務める，言語データの提供など広範な貢献を行っており，グローバル化について，計画を

上回る成果を上げていると評価できる． 

 

６．その他特記事項 

特になし。 
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第3期中期目標期間の最終評価 

《評価結果》 

計画を上回って実施している 

センター構成員11名(最大)からなるコーパス開発センターは，「リアルタイムMRI調音運動データ

ベース」「ツリーバンクプロジェクトUniversal Dependencies」「分類語彙表」の構築・整備を進め

ると同時に，辞書構築・コーパス整備・アノテーション・音声言語処理の分野において高い研究成果

をあげ，成果発表は論文30編・国際会議70件に達している．コーパス検索系の拡充などを通じた

コーパス普及，「言語資源活用ワークショップ」の定期的開催，機構間連携や企業との共同研究実施

など共同利用・共同研究にも積極的に取り組んでいる．特に，機械学習に基づく自然言語分野での言

語データへの需要の高まりに呼応して，企業との共同研究に積極的に取り組み，国語研究所において

開発されたコーパスデータを用いた自然言語処理用のデータ・ソフトウエア開発を進めていること

は，社会との連携・社会貢献の点でも高く評価される．コーパス構築・検索システム開発の成果に

よって国際会議運営に貢献し，国際的研究コミュニティのプレゼンスを高めていることも高く評価さ

れる．コーパス開発センターの活動は計画を上回る高い成果を上げたと評価できる． 

 

《評価項目》 

１．研究について 

センター構成員11名(最大)が音声班，統語班，語義班に分かれて活動し，「リアルタイムMRI調音

運動データベース」の構築，国際的なツリーバンクプロジェクトUniversal Dependencies の日本語

データの構築，『日本語日常会話コーパス』に対する係り受けアノテーション付与，『分類語彙表』に

基づくデータベース構築および『現代日本語書き言葉均衡コーパス』『日本語歴史コーパス』アノ

テーション付与の研究を進め，辞書構築・コーパス整備・アノテーション・音声言語処理の分野にお

いて年間平均５本の査読付論文を発表している．また，コーパス検索系では複数コーパス串刺し検索

機能を「まとめて検索KOTONOHA」として実装し，言語資源に関する国際会議 LREC-2020 で発表して

いる．研究については計画を上回る高い成果を上げたと評価できる． 

 

２．共同利用・共同研究について 

共同研究・共同研究の基盤として，形態素解析用辞書 UniDic の拡充(語彙素数228,315件)，コー

パス検索系の維持管理(「まとめて検索KOTONOHA」の利用セッション数163,713)などの整備を進め，

さらに有償版コーパス契約の普及(有償契約BCCWJ 519件，CSJ 542件)を実現した． 

共同研究発表の場として「言語資源活用ワークショップ」を毎年度実施し，発表平均40件程度，

参加者250人程度の規模を実現している．  

企業との共同研究を積極的に進め，株式会社ワークスアプリケーションズ社・株式会社リクルート

（Megagon Labs）・株式会社レトリバ・株式会社 LegalForce と共同研究協定・共同研究契約を締結

している．  

機構間連携として，情報・システム研究機構，自然科学研究機構の研究所と共同で４研究プロジェ

クトに参画している． 

共同利用・共同研究について，計画を上回る優れた実績を上げたと評価できる． 

 

３．教育について 

日本語学・日本語教育におけるコーパスの利用を推進するために講習会を継続して実施した．ま

た，大学における各種コーパスの利用拡大を図るために，コーパス検索用「授業用アカウント」の提
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供を継続的に実施している．延べ 180件以上の講義・ゼミ・講習会を支援するとともに，中高国語

科教員教員免許講習においても利用された．着実にコーパス利用の教育と普及の活動が実施されてい

る． 

 

４．社会との連携及び社会貢献について 

自然言語処理分野において言語データに対する重要性・必要性の高まりに呼応して，企業との共

同研究を積極的に実施していることは高く評価できる．国語研究所において開発されたコーパスを

用いた分散表現，深層学習モデルの構築・公開，係り受け解析器や高速単語分かち書き器の開発・

公開，事前学習モデル『日本語話し言葉BERT』の公開などは，日本語の自然言語処理・AI技術の向

上に貢献する優れた成果として高く評価できる． 

 

５．グローバル化について 

学術的成果の発表として，６年間で延べ70件の国際会議発表を行い，国際的研究コミュニティに

おけるプレゼンスを示している．さらに，辞書構築・コーパス整備・アノテーション・音声言語処

理の分野における主要国際会議において，会議の開催，Special Session の実施，特定分野のArea 

Chairを務める，言語データの提供など広範な貢献を行っており，グローバル化について，計画を

上回る成果を上げていると評価できる． 

 

６．その他特記事項 

特になし。 
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研究情報発信センター 

センター長：石黒 圭 

 

Ⅰ．平成28〜令和3年度活動概要 

平成28〜令和3年度予算総額   235,950 千円 

１．研究に関する計画 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

本センターは，大学共同利用機関として共同利用に供するため，各種研究情報，研究資料及び研究成果

の収集・整理・管理・維持を行い，広く社会に発信することで，研究の向上に寄与することを目的として

活動を行った。 

研究に関しては，「日本語研究・日本語教育文献データベース」の開発とデータベースからわかる学術

研究の広範な動向，及び，収蔵資料とそのデータベース構築・公開について学会等で研究発表 25 件，論

文公表２件を行い，その普及に努めた。また，「鶴岡調査データベースver.2.0解説（改訂版）」が『社会

言語科学の源流を追う』（2018年，ひつじ書房）に全文収録された。 

 

２．共同利用・共同研究に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

○学術情報リポジトリ 

1. 2015年度に運用を開始した「国立国語研究所学術情報リポジトリ」に，過去に出版した報告書や現成

員の研究成果を，2016年度以降に2,487件を追加収録した（累積2,743件）。ダウンロード回数は，2016

年度 2.7 万，2017 年度 6.7 万，2018 年度 21.4 万，2019 年度 17.5 万，2020 年度 19.5 万，2021 年度

23.8万と増加傾向にある。 

2. 「国立国語研究所オープンアクセス方針」と「国立国語研究所オープンアクセス方針実施要領」を策

定し，2019年度から施行した。 

 

○日本語研究・日本語教育文献データベース 

1. 「日本語研究・日本語教育文献データベース」に書誌情報データを約82,000件追加した（累積約275,000

件）。アクセス数は，2016年度3.3万，2017年度4.0万，2018年度4.9万，2019年度8.1万，2020年

度14万，2021年度16万と増加傾向にある。 

2. 『国語年鑑』1954～1993年版掲載の図書情報の遡及入力に着手し，2019年度に「日本語研究・日本語

教育文献データベース」への収録を完了した。 

3. 韓国及び台湾の現地学会・大学等の協力を得て，韓国及び台湾出版の研究文献情報の収集を行い，「日

本語研究・日本語教育文献データベース」に随時収録した。 

4. 2017年度に「日本語研究・日本語教育文献データベース」検索システムの英語版を公開した。 

 

○研究データ 

1. 国立国語研究所が実施した社会調査（「鶴岡調査」「北海道調査」「日本語観国際センサス」「外来語に

関する意識調査Ⅱ（全国調査）」「行政情報を分かりやすく伝える言葉遣いの工夫に関する意識調査（自

治体調査）」「国民の言語使用と言語意識に関する全国調査」）の回答データ６件を公開した。 
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2. 日本語教育映画・映像教材のシナリオ集，語彙表のデータセットを公開した。 

3. 2020年度に「研究情報発信センターが管理・配布するデータセットに対するライセンス付与の基本方

針」を定め，CC BY 4.0での公開を原則とし，研究データのオープンデータ化に努めた。 

4. 研究データポリシーの原案を策定し，2022年度第４期開始当初の施行に向けての準備を完了した。 

 

○研究資料の整備・公開 

1. 研究資料室に資料群36件を受入れ，来室利用ができるよう資料整備を行った。閲覧利用者は，2016年

度 14 名，2017 年度 29 名，2018 年度 15 名，2019 年度 43 名，2020 年度 26 名，2021 年度 63 名と増加

傾向にある。 

2. 2016年度に「国立国語研究所研究資料室収蔵資料」サイトを開設し，「資料群一覧」「保存箱目録」「音

声・映像ファイル目録」「研究課題一覧」「中央資料庫未製本雑誌所蔵リスト」「中央資料庫映画台本所

蔵リスト」「中央資料庫地形図地勢図所蔵リスト」「中央資料庫言語地図草稿所蔵リスト」「研究資料室

収蔵資料目録（試行版）」を随時公開・更新した。 

3. 収蔵資料の保全と再利用のため，調査票等の紙媒体資料のデジタル撮影（68,013枚），音声・映像資料

の媒体変換（11,490点）を行った。 

4. 音声・映像資料の所内専用試視聴システム「所蔵音声・映像データベース」を整備し，デジタル音声・

映像30,082点を収録した。 

5. 2017年度に，収蔵資料の公開・利用時の個人情報保護について「研究資料室の個人情報等に関する取

扱い要領」を制定した。 

6. 2019年度より共同利用型共同研究の採択者に対して，収蔵資料の提供を行った。 

 

○他機関との連携 

1. 2018年度に，国立国会図書館が運用する「ジャパンサーチ」において，国立国語研究所のデータベー

ス 4 件（「『方言文法全国地図』地図画像」「『日本言語地図』地図画像」「米国議会図書館本源氏物語翻

字本文」「国立国語研究所学術情報リポジトリ」）を公開した。 

2. 2019年度に，京都大学人文科学研究所附属東アジア人文情報学研究センターとの共催で「東洋学への

コンピュータ利用第31回セミナー」を開催し，共同利用・共同研究拠点との連携活動を行った。 

3. 2019年度に，「『人間文化研究機構の情報関連事業第三期後半における基本方針』に基づく高度連携シ

ステムのデータ構築計画の募集」に，代表機関：国文学研究資料館，連携機関：国立国語研究所で応募

し，採択された（採択課題「日本文学および日本語研究分野を包括する研究論文の分類語彙集構築」）。 

4. 2021年度に，情報・システム研究機構データサイエンス共同利用基盤施設社会データ構造化センター

との共催で「共同利用セミナー」を開催し，機構間連携活動を行った。 

5. 2021年度に，情報・システム研究機構データサイエンス共同利用基盤施設社会データ構造化センター

と「「日本人の読み書き能力調査」関係の資料に関する覚書」を締結し，収蔵資料のデジタル化を行い，

公開した。 

6. 言語系学会連合との「「日本語研究・日本語教育文献データベース」掲載データのWeb公開前の先行提

供に関する覚書」に基づき，言語系学会に研究文献データの先行提供を行った。 

 

○情報システム・ネットワークの整備・運用 

1. ネットワーク・サーバ運用保守業務およびサポートデスク業務を 2018 年度まで行い，2019 年度から

情報基盤室に移管した。 
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2. 日本語教育映画・映像教材のシナリオ集，語彙表のデータセットを公開した。 

3. 2020年度に「研究情報発信センターが管理・配布するデータセットに対するライセンス付与の基本方

針」を定め，CC BY 4.0での公開を原則とし，研究データのオープンデータ化に努めた。 

4. 研究データポリシーの原案を策定し，2022年度第４期開始当初の施行に向けての準備を完了した。 

 

○研究資料の整備・公開 

1. 研究資料室に資料群36件を受入れ，来室利用ができるよう資料整備を行った。閲覧利用者は，2016年

度 14 名，2017 年度 29 名，2018 年度 15 名，2019 年度 43 名，2020 年度 26 名，2021 年度 63 名と増加

傾向にある。 

2. 2016年度に「国立国語研究所研究資料室収蔵資料」サイトを開設し，「資料群一覧」「保存箱目録」「音

声・映像ファイル目録」「研究課題一覧」「中央資料庫未製本雑誌所蔵リスト」「中央資料庫映画台本所

蔵リスト」「中央資料庫地形図地勢図所蔵リスト」「中央資料庫言語地図草稿所蔵リスト」「研究資料室

収蔵資料目録（試行版）」を随時公開・更新した。 

3. 収蔵資料の保全と再利用のため，調査票等の紙媒体資料のデジタル撮影（68,013枚），音声・映像資料

の媒体変換（11,490点）を行った。 

4. 音声・映像資料の所内専用試視聴システム「所蔵音声・映像データベース」を整備し，デジタル音声・

映像30,082点を収録した。 

5. 2017年度に，収蔵資料の公開・利用時の個人情報保護について「研究資料室の個人情報等に関する取

扱い要領」を制定した。 

6. 2019年度より共同利用型共同研究の採択者に対して，収蔵資料の提供を行った。 

 

○他機関との連携 

1. 2018年度に，国立国会図書館が運用する「ジャパンサーチ」において，国立国語研究所のデータベー

ス 4 件（「『方言文法全国地図』地図画像」「『日本言語地図』地図画像」「米国議会図書館本源氏物語翻

字本文」「国立国語研究所学術情報リポジトリ」）を公開した。 

2. 2019年度に，京都大学人文科学研究所附属東アジア人文情報学研究センターとの共催で「東洋学への

コンピュータ利用第31回セミナー」を開催し，共同利用・共同研究拠点との連携活動を行った。 

3. 2019年度に，「『人間文化研究機構の情報関連事業第三期後半における基本方針』に基づく高度連携シ

ステムのデータ構築計画の募集」に，代表機関：国文学研究資料館，連携機関：国立国語研究所で応募

し，採択された（採択課題「日本文学および日本語研究分野を包括する研究論文の分類語彙集構築」）。 

4. 2021年度に，情報・システム研究機構データサイエンス共同利用基盤施設社会データ構造化センター

との共催で「共同利用セミナー」を開催し，機構間連携活動を行った。 

5. 2021年度に，情報・システム研究機構データサイエンス共同利用基盤施設社会データ構造化センター

と「「日本人の読み書き能力調査」関係の資料に関する覚書」を締結し，収蔵資料のデジタル化を行い，

公開した。 

6. 言語系学会連合との「「日本語研究・日本語教育文献データベース」掲載データのWeb公開前の先行提

供に関する覚書」に基づき，言語系学会に研究文献データの先行提供を行った。 

 

○情報システム・ネットワークの整備・運用 

1. ネットワーク・サーバ運用保守業務およびサポートデスク業務を 2018 年度まで行い，2019 年度から

情報基盤室に移管した。 
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研究情報発信センター 

センター長：石黒 圭 

 

Ⅰ．平成28〜令和3年度活動概要 

平成28〜令和3年度予算総額   235,950 千円 

１．研究に関する計画 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

本センターは，大学共同利用機関として共同利用に供するため，各種研究情報，研究資料及び研究成果

の収集・整理・管理・維持を行い，広く社会に発信することで，研究の向上に寄与することを目的として

活動を行った。 

研究に関しては，「日本語研究・日本語教育文献データベース」の開発とデータベースからわかる学術

研究の広範な動向，及び，収蔵資料とそのデータベース構築・公開について学会等で研究発表 25 件，論

文公表２件を行い，その普及に努めた。また，「鶴岡調査データベースver.2.0解説（改訂版）」が『社会

言語科学の源流を追う』（2018年，ひつじ書房）に全文収録された。 

 

２．共同利用・共同研究に関する計画 

自己点検評価 計画を上回って実施した 

○学術情報リポジトリ 

1. 2015年度に運用を開始した「国立国語研究所学術情報リポジトリ」に，過去に出版した報告書や現成

員の研究成果を，2016年度以降に2,487件を追加収録した（累積2,743件）。ダウンロード回数は，2016

年度 2.7 万，2017 年度 6.7 万，2018 年度 21.4 万，2019 年度 17.5 万，2020 年度 19.5 万，2021 年度

23.8万と増加傾向にある。 

2. 「国立国語研究所オープンアクセス方針」と「国立国語研究所オープンアクセス方針実施要領」を策

定し，2019年度から施行した。 

 

○日本語研究・日本語教育文献データベース 

1. 「日本語研究・日本語教育文献データベース」に書誌情報データを約82,000件追加した（累積約275,000

件）。アクセス数は，2016年度3.3万，2017年度4.0万，2018年度4.9万，2019年度8.1万，2020年

度14万，2021年度16万と増加傾向にある。 

2. 『国語年鑑』1954～1993年版掲載の図書情報の遡及入力に着手し，2019年度に「日本語研究・日本語

教育文献データベース」への収録を完了した。 

3. 韓国及び台湾の現地学会・大学等の協力を得て，韓国及び台湾出版の研究文献情報の収集を行い，「日

本語研究・日本語教育文献データベース」に随時収録した。 

4. 2017年度に「日本語研究・日本語教育文献データベース」検索システムの英語版を公開した。 

 

○研究データ 

1. 国立国語研究所が実施した社会調査（「鶴岡調査」「北海道調査」「日本語観国際センサス」「外来語に

関する意識調査Ⅱ（全国調査）」「行政情報を分かりやすく伝える言葉遣いの工夫に関する意識調査（自

治体調査）」「国民の言語使用と言語意識に関する全国調査」）の回答データ６件を公開した。 
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2. 日本語教育映画・映像教材のシナリオ集，語彙表のデータセットを公開した。 

3. 2020年度に「研究情報発信センターが管理・配布するデータセットに対するライセンス付与の基本方

針」を定め，CC BY 4.0での公開を原則とし，研究データのオープンデータ化に努めた。 

4. 研究データポリシーの原案を策定し，2022年度第４期開始当初の施行に向けての準備を完了した。 

 

○研究資料の整備・公開 

1. 研究資料室に資料群36件を受入れ，来室利用ができるよう資料整備を行った。閲覧利用者は，2016年

度 14 名，2017 年度 29 名，2018 年度 15 名，2019 年度 43 名，2020 年度 26 名，2021 年度 63 名と増加

傾向にある。 

2. 2016年度に「国立国語研究所研究資料室収蔵資料」サイトを開設し，「資料群一覧」「保存箱目録」「音

声・映像ファイル目録」「研究課題一覧」「中央資料庫未製本雑誌所蔵リスト」「中央資料庫映画台本所

蔵リスト」「中央資料庫地形図地勢図所蔵リスト」「中央資料庫言語地図草稿所蔵リスト」「研究資料室

収蔵資料目録（試行版）」を随時公開・更新した。 

3. 収蔵資料の保全と再利用のため，調査票等の紙媒体資料のデジタル撮影（68,013枚），音声・映像資料

の媒体変換（11,490点）を行った。 

4. 音声・映像資料の所内専用試視聴システム「所蔵音声・映像データベース」を整備し，デジタル音声・

映像30,082点を収録した。 

5. 2017年度に，収蔵資料の公開・利用時の個人情報保護について「研究資料室の個人情報等に関する取

扱い要領」を制定した。 

6. 2019年度より共同利用型共同研究の採択者に対して，収蔵資料の提供を行った。 

 

○他機関との連携 

1. 2018年度に，国立国会図書館が運用する「ジャパンサーチ」において，国立国語研究所のデータベー

ス 4 件（「『方言文法全国地図』地図画像」「『日本言語地図』地図画像」「米国議会図書館本源氏物語翻

字本文」「国立国語研究所学術情報リポジトリ」）を公開した。 

2. 2019年度に，京都大学人文科学研究所附属東アジア人文情報学研究センターとの共催で「東洋学への

コンピュータ利用第31回セミナー」を開催し，共同利用・共同研究拠点との連携活動を行った。 

3. 2019年度に，「『人間文化研究機構の情報関連事業第三期後半における基本方針』に基づく高度連携シ

ステムのデータ構築計画の募集」に，代表機関：国文学研究資料館，連携機関：国立国語研究所で応募

し，採択された（採択課題「日本文学および日本語研究分野を包括する研究論文の分類語彙集構築」）。 

4. 2021年度に，情報・システム研究機構データサイエンス共同利用基盤施設社会データ構造化センター

との共催で「共同利用セミナー」を開催し，機構間連携活動を行った。 

5. 2021年度に，情報・システム研究機構データサイエンス共同利用基盤施設社会データ構造化センター

と「「日本人の読み書き能力調査」関係の資料に関する覚書」を締結し，収蔵資料のデジタル化を行い，

公開した。 

6. 言語系学会連合との「「日本語研究・日本語教育文献データベース」掲載データのWeb公開前の先行提

供に関する覚書」に基づき，言語系学会に研究文献データの先行提供を行った。 

 

○情報システム・ネットワークの整備・運用 

1. ネットワーク・サーバ運用保守業務およびサポートデスク業務を 2018 年度まで行い，2019 年度から

情報基盤室に移管した。 
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2. 日本語教育映画・映像教材のシナリオ集，語彙表のデータセットを公開した。 

3. 2020年度に「研究情報発信センターが管理・配布するデータセットに対するライセンス付与の基本方

針」を定め，CC BY 4.0での公開を原則とし，研究データのオープンデータ化に努めた。 

4. 研究データポリシーの原案を策定し，2022年度第４期開始当初の施行に向けての準備を完了した。 

 

○研究資料の整備・公開 

1. 研究資料室に資料群36件を受入れ，来室利用ができるよう資料整備を行った。閲覧利用者は，2016年

度 14 名，2017 年度 29 名，2018 年度 15 名，2019 年度 43 名，2020 年度 26 名，2021 年度 63 名と増加

傾向にある。 

2. 2016年度に「国立国語研究所研究資料室収蔵資料」サイトを開設し，「資料群一覧」「保存箱目録」「音

声・映像ファイル目録」「研究課題一覧」「中央資料庫未製本雑誌所蔵リスト」「中央資料庫映画台本所

蔵リスト」「中央資料庫地形図地勢図所蔵リスト」「中央資料庫言語地図草稿所蔵リスト」「研究資料室

収蔵資料目録（試行版）」を随時公開・更新した。 

3. 収蔵資料の保全と再利用のため，調査票等の紙媒体資料のデジタル撮影（68,013枚），音声・映像資料

の媒体変換（11,490点）を行った。 

4. 音声・映像資料の所内専用試視聴システム「所蔵音声・映像データベース」を整備し，デジタル音声・

映像30,082点を収録した。 

5. 2017年度に，収蔵資料の公開・利用時の個人情報保護について「研究資料室の個人情報等に関する取

扱い要領」を制定した。 

6. 2019年度より共同利用型共同研究の採択者に対して，収蔵資料の提供を行った。 

 

○他機関との連携 
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○情報システム・ネットワークの整備・運用 
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３．教育に関する計画 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

「日本語研究・日本語教育文献データベース」の開発，研究資料室収蔵資料の整備と利活用促進，社会

調査の回答データの整備・公開，プロジェクト非常勤研究員を６名雇用し，その育成に努めた。 

 

 

４．社会との連携及び社会貢献に関する計画 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

○国立国語研究所論集 
1. 『国立国語研究所論集』第11号から第22号までを刊行した。 
2. 投稿規程を改正し，2021年度から論文の関連データを公開できるようにした。 

 

○国立国語研究所オープンハウス 

1. 国立国語研究所オープンハウス2021で，研究情報発信センターの活動紹介を２件行った。 

 

○国立国語研究所メインサイトの整備・運用 

1. 2017年度に，利用者の利便性を向上のため，メガドロップダウンメニュー導入，データベース一覧・

刊行物一覧の掲載など国立国語研究所メインサイトの改修を行った。 

2. 国立国語研究所メインサイトの運用業務を2017年度まで行い，2018年度から広報室へ移管した。 

 

○ことばに関する質問や相談への対応 

1. ことばに関する質問や相談に対して，2016年度512件，2017年度495件の対応を行った。 

2. ことばに関する質問や相談への対応業務を2017年度まで行い，2018年度から広報室へ移管した。 

 

○展示協力 

1. 2021年度に，白河市国際交流協会主催の「白河・コンピエーニュ交流事業（写真展）」（Library Saint-

Corneille，白河市立図書館）に収蔵資料を提供した。 

 

 

５．グローバル化に関する計画 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

○Pioneering Linguistic Works in Japan（先駆的名論文翻訳シリーズ） 

1. 日本語学的・言語学的にパイオニア的価値を持ち，その評価が確立した日本語論文 12 件を英訳し，

「Pioneering Linguistic Works in Japan（先駆的名論文翻訳シリーズ）」として公開した。 
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第3期中期目標期間の最終評価 

《評価結果》 

計画どおりに実施している 

大学共同利用機関として共同利用に供するため，各種研究情報，研究資料及び研究成果の収集・整

理・管理・維持を行い，広く社会に発信することで，研究の向上に寄与するというセンターの目的の

下に，「日本語研究・日本語教育文献データベース」，「鶴岡調査」「北海道調査」をはじめとする各種

社会調査データベース，「国立国語研究所学術情報リポジトリ」の構築・維持を継続的に進め，オー

プンデータ化のルールを策定して社会に広く公開している．  

また，国語研究所の有する各種資料の整備・維持・デジタル化を着実に実施するとともに，「国立

国語研究所研究資料室収蔵資料」サイトを開設し，外部研究機関・学会にとどまらず，社会全体に向

けた国語研究所の収蔵する各種資料情報の公開に積極的に取り組んでいる． 

さらに，「国立国語研究所論集」公刊による研究成果の社会発信，Pioneering Linguistic Works 

in Japan（先駆的名論文翻訳シリーズ）公刊による国際発信も継続して着実に進められている． 

研究情報発信センターの活動は計画通りに実施され目的を達成していると判断される． 

 

《評価項目》 

１．研究について 

「日本語研究・日本語教育文献データベース」の構築と，それを用いた学術研究の動向調査が学会

等での研究発表25件，論文公表２件に結びついている．また社会調査「鶴岡調査データベース

ver.2.0解説（改訂版）」が『社会言語科学の源流を追う』（2018年，ひつじ書房）に収録されてい

る．研究情報・研究資料の収集・分析が研究成果を生み出していると評価される． 

 

２．共同利用・共同研究について 

「国立国語研究所学術情報リポジトリ」を2015年から運用し，研究所の報告書・研究成果の公開

を進めた結果，登録数が2,743件，ダウンロード回数が2021年度23.8万回と増加している．「日本

語研究・日本語教育文献データベース」登録の書誌情報は275,000件に上り，アクセス数も増加傾向

にあり，2021年度16万件に達した． 

国立国語研究所が実施した社会調査（「鶴岡調査」「北海道調査」「日本語観国際センサス」「外来語

に関する意識調査Ⅱ（全国調査）」「行政情報を分かりやすく伝える言葉遣いの工夫に関する意識調査

（自治体調査）」「国民の言語使用と言語意識に関する全国調査」）の回答データ６件を研究データと

して公開している． 

研究資料の整備・公開に関しては，2016年度に「国立国語研究所研究資料室収蔵資料」サイトを

開設し，「資料群一覧」「保存箱目録」「音声・映像ファイル目録」「研究課題一覧」「中央資料庫未製

本雑誌所蔵リスト」「中央資料庫映画台本所蔵リスト」「中央資料庫地形図地勢図所蔵リスト」「中央

資料庫言語地図草稿所蔵リスト」「研究資料室収蔵資料目録（試行版）」を随時公開・更新している． 

他機関との連携に関しては，国立国会図書館や言語系学会連合に向けた国立国語研究所の収蔵デー

タ提供，機構間連携に基づく研究プロジェクト実施，共同セミナー実施などが着実に実施されてい

る． 

 

３．教育について 

「日本語研究・日本語教育文献データベース」など各種資料の開発・整備・公開のためにプロジェ

クト非常勤研究員を６名雇用し，育成に努めている． 
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○展示協力 
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５．グローバル化に関する計画 

自己点検評価 計画どおりに実施した 

○Pioneering Linguistic Works in Japan（先駆的名論文翻訳シリーズ） 
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in Japan（先駆的名論文翻訳シリーズ）公刊による国際発信も継続して着実に進められている． 

研究情報発信センターの活動は計画通りに実施され目的を達成していると判断される． 

 

《評価項目》 

１．研究について 

「日本語研究・日本語教育文献データベース」の構築と，それを用いた学術研究の動向調査が学会

等での研究発表25件，論文公表２件に結びついている．また社会調査「鶴岡調査データベース

ver.2.0解説（改訂版）」が『社会言語科学の源流を追う』（2018年，ひつじ書房）に収録されてい

る．研究情報・研究資料の収集・分析が研究成果を生み出していると評価される． 

 

２．共同利用・共同研究について 

「国立国語研究所学術情報リポジトリ」を2015年から運用し，研究所の報告書・研究成果の公開

を進めた結果，登録数が2,743件，ダウンロード回数が2021年度23.8万回と増加している．「日本

語研究・日本語教育文献データベース」登録の書誌情報は275,000件に上り，アクセス数も増加傾向

にあり，2021年度16万件に達した． 

国立国語研究所が実施した社会調査（「鶴岡調査」「北海道調査」「日本語観国際センサス」「外来語

に関する意識調査Ⅱ（全国調査）」「行政情報を分かりやすく伝える言葉遣いの工夫に関する意識調査

（自治体調査）」「国民の言語使用と言語意識に関する全国調査」）の回答データ６件を研究データと

して公開している． 

研究資料の整備・公開に関しては，2016年度に「国立国語研究所研究資料室収蔵資料」サイトを

開設し，「資料群一覧」「保存箱目録」「音声・映像ファイル目録」「研究課題一覧」「中央資料庫未製

本雑誌所蔵リスト」「中央資料庫映画台本所蔵リスト」「中央資料庫地形図地勢図所蔵リスト」「中央

資料庫言語地図草稿所蔵リスト」「研究資料室収蔵資料目録（試行版）」を随時公開・更新している． 

他機関との連携に関しては，国立国会図書館や言語系学会連合に向けた国立国語研究所の収蔵デー

タ提供，機構間連携に基づく研究プロジェクト実施，共同セミナー実施などが着実に実施されてい

る． 

 

３．教育について 

「日本語研究・日本語教育文献データベース」など各種資料の開発・整備・公開のためにプロジェ

クト非常勤研究員を６名雇用し，育成に努めている． 
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４．社会との連携及び社会貢献について 

『国立国語研究所論集』を継続的に公刊し，研究成果の発信を行っている．2016, 2017年には国

語研究所に寄せられたことばに関する質問や相談への対応を行っていた．それ以降広報部に移管さ

れているが，研究所の社会貢献活動としても，生きた日本語の現状に接するという点でもこのよう

な試みは重要であろう． 

 

５．グローバル化について 

日本語で発表された日本語学・言語学の重要論文を英訳してPioneering Linguistic Works in 

Japan（先駆的名論文翻訳シリーズ）として公刊するという国際発信を継続しており，貴重な取り組

みとして評価される． 

 

６．その他特記事項 

特になし。 
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国立国語研究所外部評価委員名簿（敬称略） 

 

 

◎ 坂原  茂 東京大学名誉教授 

専門： フランス語学，認知言語学 

 

○ 小野 正弘 明治大学教授 

専門： 国語学・国語史 

 

上山 あゆみ 九州大学教授 

専門： 生成文法・日本語統語論 

 

沖 裕子 信州大学名誉教授 

専門： 談話，方言，日本語教育 

 

片桐 恭弘 公立はこだて未来大学学長 

専門： 情報科学，社会言語学 

 

砂川 裕一 群馬大学名誉教授 

専門： 哲学，比較文化基礎論，言語文化教育論，日本語日本事情教育論 

 

橋田 浩一 東京大学教授 

専門： 自然言語処理 

 

森山 卓郎 早稲田大学教授 

専門： 日本語学，日本語文法 

 

 

任期：令和2年10月 1日～令和4年9月30日（2年） 

 

◎委員長  ○副委員長 
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国立国語研究所令和３年度及び第３期中期目標期間業務の実績に関する評価の実施に

ついて 

 

１． 評価の実施の趣旨 

国立国語研究所では，共同研究プロジェクト及び機関拠点型基幹研究プロジェクトにおける研

究計画の実施状況について，プロジェクトの代表者が行った自己点検評価及び実績報告書の妥当

性を検証するため外部評価委員会による評価を実施している。 

 

２． 評価の実施方法 

評価は，各プロジェクトリーダーに対するヒアリングを行った上で，書面審査を行った。書面

審査に際しては，研究所が作成した，令和３年度の計画及びその実施状況が記入された「３年度

業務の実績報告書」（「プロジェクト・センターの研究活動」，「管理業務」）及び第３期中期目標期

間における実施状況の総括が記入された「第３期中期目標期間業務の実績報告書」（「プロジェク

ト・センターの研究活動」）の内容を検証した。 

 

「プロジェクトの研究活動に関する評価」の点検項目及び観点は次のとおりである。 

点検項目 観 点 

研究成果 

（研究） 

（共同利用） 

研究業績の量的側面 

・どれだけ論文等のアウトプットがあるか 

研究水準 

（研究） 

（共同利用） 

研究業績の質的側面 

・どれほど学術的意義や社会的意義があるか 

研究体制 

（研究） 

（共同利用） 

研究推進にあたっての制度的側面 

・どれだけ大学と組織的に連携し，大学の機能強化に貢献しているか 

教育 
研究過程及び研究成果の教育的普及 

・どれほど大学等の機能強化に貢献しているか 

人材育成 
若手研究者の育成，及び社会人の学び直し 

・どれだけ受け入れて取り組んでいるか 

社会連携 
自治体・産業界との連携など社会との協業 

・どれほど社会と連携しているか 

社会貢献 
研究成果の社会への普及 

・どれほど社会に向けて発信しているか 

国際連携 
研究体制における国際的協業 

・どれだけ海外の組織と連携しているか 

国際発信 
研究過程及び研究成果の国際的発信 

・どれだけ国際的に発信しているか 

その他特記事項 
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国立国語研究所令和３年度及び第３期中期目標期間業務の実績に関する評価の実施に

ついて 

 

１． 評価の実施の趣旨 

国立国語研究所では，共同研究プロジェクト及び機関拠点型基幹研究プロジェクトにおける研

究計画の実施状況について，プロジェクトの代表者が行った自己点検評価及び実績報告書の妥当

性を検証するため外部評価委員会による評価を実施している。 

 

２． 評価の実施方法 

評価は，各プロジェクトリーダーに対するヒアリングを行った上で，書面審査を行った。書面
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・どれだけ大学と組織的に連携し，大学の機能強化に貢献しているか 

教育 
研究過程及び研究成果の教育的普及 

・どれほど大学等の機能強化に貢献しているか 

人材育成 
若手研究者の育成，及び社会人の学び直し 

・どれだけ受け入れて取り組んでいるか 

社会連携 
自治体・産業界との連携など社会との協業 

・どれほど社会と連携しているか 

社会貢献 
研究成果の社会への普及 

・どれほど社会に向けて発信しているか 

国際連携 
研究体制における国際的協業 

・どれだけ海外の組織と連携しているか 

国際発信 
研究過程及び研究成果の国際的発信 

・どれだけ国際的に発信しているか 

その他特記事項 
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国立国語研究所外部評価委員名簿（敬称略） 

 

 

◎ 坂原  茂 東京大学名誉教授 
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○ 小野 正弘 明治大学教授 
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機関拠点型基幹研究プロジェクト一覧 

 

 

研究領域 プロジェクト名 
プロジェクト略

称 
リーダー 

理論・対照研究領域 
対照言語学の観点から見た日本語の 

音声と文法 
対照言語学 窪薗 晴夫 

理論・対照研究領域 
統語・意味解析コーパスの開発と言語 

研究 
統語コーパス 

プラシャント 

・パルデシ 

言語変異研究領域 
日本の消滅危機言語・方言の記録と 

ドキュメンテーションの作成 
危機言語・方言 木部 暢子 

言語変化研究領域 
通時コーパスの構築と日本語史研究 

の新展開 
通時コーパス 小木曽 智信 

音声言語研究領域 
大規模日常会話コーパスに基づく 

話し言葉の多角的研究 
日常会話コーパス 小磯 花絵 

日本語教育研究領域 
日本語学習者のコミュニケーション 

の多角的解明 

学習者のコミュニ

ケーション 
石黒 圭 
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国立国語研究所外部評価委員会規程 

 

平 成 ２ １ 年 １ ０ 月  １ 日 

国 語 研 規 程 第 ７ 号 

改正 平 成 ２ ８ 年  ４ 月  １ 日 

改正 平 成 ３ １ 年  ４ 月  １ 日 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は，国立国語研究所組織規程（国語研規程第１号）第１６条の規定に基づ

き，国立国語研究所（以下「研究所」という。）外部評価委員会（以下「委員会」とい

う。）の組織及び運営について定めるものとする。 

 

（任務） 

第２条 委員会は，次の各号に掲げる事項について審議する。 

（１）自己点検・評価の結果に基づく評価に関すること。 

（２）研究所の中期計画及び年度計画の評価に関すること。 

（３）共同研究プロジェクト等の評価に関すること。 

（４）その他評価に関すること。 

 

（組織） 

第３条 委員会は，１０名以内の委員をもって組織する。 

２ 委員は，研究所の設置目的について理解のある学外の学識経験者等の中から所長が委嘱す

る。 

 

（任期） 

第４条 委員の任期は２年とし，再任を妨げない。ただし，委員に欠員が生じた場合の後任者

の任期は，前任者の残任期間とする。 

 

（委員長） 

第５条 委員会に委員長を置き，委員の互選により決定する。 

２ 委員長は，委員会を招集し，その議長となる。 

３ 委員長に事故あるときは，あらかじめ委員長が指名した委員がその職務を代行する。 

 

（議事） 

第６条 委員会は，委員の過半数が出席しなければ，議事を開き，議決をすることができな

い。 

２ 委員会の議事は，出席した委員の過半数で決し，可否同数のときは，議長の決するところ

による。 

 

（意見の聴取） 

第７条 委員会は，必要に応じて委員以外の者に出席を求め，意見を聴取することができる。 
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（外部評価の実施等） 

第８条 外部評価の実施は，研究所の中期計画及び年度計画の実施に関する評価の時に行うも

のとする。 

２ 委員会は，評価の結果を所長に報告するものとする。 

 

（庶務） 

第９条 委員会の庶務は，管理部総務課において処理する。 

 

（その他） 

第１０条 この規程に定めるもののほか，外部評価の実施に関し必要な事項は，委員会が別に

定める。 

 

附 則 

この規程は，平成２１年１０月１日から施行する。 

附 則 

この規程は，平成２８年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は，平成３１年４月１日から施行する。 
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国立国語研究所外部評価委員会【令和３年度実績評価】（第１回） 

 

 

日 時： 令和４年７月１５日（金）  １４：００～１７：００ 

 

場 所： オンライン会議（ZOOM） 

 

議 事： 

１． 前回議事概要（案）確認 

２． 令和 3 年度及び第 3 期中期目標期間機関拠点型基幹研究プロジェクト評価につい

て 

３． 令和 3 年度及び第 3 期中期目標期間共同研究プロジェクト評価について 

４． 令和 3 年度及び第 3 期中期目標期間「コーパス開発センター」及び「研究情報発

信センター」の評価について 

５． 令和 3 年度「管理業務」の評価について 

６． その他 

・第 3 期中期目標期間終了時評価について 

・次期外部評価委員会の任期について 

 

資 料： 

１．    国立国語研究所外部評価委員名簿（令和 4 年 4 月 1 日現在） 

２．    国立国語研究所外部評価委員会規程 

３．    前回議事概要（案）（令和 3 年 8 月 5 日） 

４．    国立国語研究所令和 3 年度及び第 3 期中期目標期間（平成 28～令和 3 年

度）実績に係る外部評価 担当一覧 

5-1-1～   機関拠点型基幹研究プロジェクト令和 3 年度実績報告書及び評価報告書 

5-1-4．   機関拠点型基幹研究プロジェクト第 3 期中期目標期間実績報告書及び評価

報告書 

6-1-1～    令和 3 年度共同研究プロジェクト評価シート及び共同研究プロジェクト実

6-6-4．     績報告書 

            平成 28～令和 3 年度共同研究プロジェクト評価シート及び共同研究プロ

ジェクト実績報告書 

7-1-1～     令和 3 年度 2 センターに関する評価シート及び 2 センターに関する実績報

7-2-4.      告書 

          平成 28～令和 3 年度 2 センターに関する評価シート及び 2 センターに関

する実績報告書 

８．     令和 3 年度「管理業務」に関する評価結果 

９．     令和 3 年度及び第 3 期中期目標期間（平成 28～令和 3 年度）の実績に関

する外部評価報告書の構成について 

10-1.       大学改革支援・学位授与機構による中期目標期間終了時評価への対応につ

いて 

10-2.       中期目標の達成状況報告書（第３期中期目標期間終了時） 
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（外部評価の実施等） 

第８条 外部評価の実施は，研究所の中期計画及び年度計画の実施に関する評価の時に行うも

のとする。 

２ 委員会は，評価の結果を所長に報告するものとする。 

 

（庶務） 

第９条 委員会の庶務は，管理部総務課において処理する。 

 

（その他） 

第１０条 この規程に定めるもののほか，外部評価の実施に関し必要な事項は，委員会が別に

定める。 

 

附 則 

この規程は，平成２１年１０月１日から施行する。 

附 則 

この規程は，平成２８年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は，平成３１年４月１日から施行する。 

 

 

 

 

 
  

358 VIII 外部評価報告書

 

172 

国立国語研究所外部評価委員会【令和３年度実績評価】（第１回） 

 

 

日 時： 令和４年７月１５日（金）  １４：００～１７：００ 

 

場 所： オンライン会議（ZOOM） 

 

議 事： 

１． 前回議事概要（案）確認 

２． 令和 3 年度及び第 3 期中期目標期間機関拠点型基幹研究プロジェクト評価につい

て 

３． 令和 3 年度及び第 3 期中期目標期間共同研究プロジェクト評価について 

４． 令和 3 年度及び第 3 期中期目標期間「コーパス開発センター」及び「研究情報発

信センター」の評価について 

５． 令和 3 年度「管理業務」の評価について 

６． その他 

・第 3 期中期目標期間終了時評価について 

・次期外部評価委員会の任期について 

 

資 料： 

１．    国立国語研究所外部評価委員名簿（令和 4 年 4 月 1 日現在） 

２．    国立国語研究所外部評価委員会規程 

３．    前回議事概要（案）（令和 3 年 8 月 5 日） 

４．    国立国語研究所令和 3 年度及び第 3 期中期目標期間（平成 28～令和 3 年

度）実績に係る外部評価 担当一覧 

5-1-1～   機関拠点型基幹研究プロジェクト令和 3 年度実績報告書及び評価報告書 

5-1-4．   機関拠点型基幹研究プロジェクト第 3 期中期目標期間実績報告書及び評価

報告書 

6-1-1～    令和 3 年度共同研究プロジェクト評価シート及び共同研究プロジェクト実

6-6-4．     績報告書 

            平成 28～令和 3 年度共同研究プロジェクト評価シート及び共同研究プロ

ジェクト実績報告書 

7-1-1～     令和 3 年度 2 センターに関する評価シート及び 2 センターに関する実績報

7-2-4.      告書 

          平成 28～令和 3 年度 2 センターに関する評価シート及び 2 センターに関

する実績報告書 

８．     令和 3 年度「管理業務」に関する評価結果 

９．     令和 3 年度及び第 3 期中期目標期間（平成 28～令和 3 年度）の実績に関

する外部評価報告書の構成について 

10-1.       大学改革支援・学位授与機構による中期目標期間終了時評価への対応につ

いて 

10-2.       中期目標の達成状況報告書（第３期中期目標期間終了時） 
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